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フラ ンス の ロッ ク ( フ レン チ ・ ロ ッ ク ) と いう も の を 
意識 し た の は いつ 頃 の こと で あろ うか 。 思 い 起 こ 
す に 、 各 種 音 楽 雑誌 に 掲載 され た 3 つの 文章 が 印 
象 に 残っ て いる 。 

筆者 の 知る 限り 、 フ レン チ ・ ロ ッ ク に つい て 書か 
れ た 最初 の 文章 は ニュ ー・ ミ ュー ジッ ク ・ マ ガ ジ ン 
(現在 の ミュ ー ジ ッ ク ・ マ ガ ジ ン ) 誌 "72 年 12 月 号 に 
掲載 され た クロ ー ド 岡本 氏 の 「 注 目 し た い フ ラン ス 
の ロッ ク 」 で ある 。 氏 は その 中 で ジョ ニ ・ ア リ デ ィ 、 
アン トワ ー ヌ 、 ジ ャ ッ ク ・ デ ュ ト ロン 、 ミ ッ シ ェ ル ・ ポ ルナ 
レフ の 4 人 の シン ガー の 他 、 ズ ー、 マ グマ 、 マ ル タ 
ン ・ サ ー カ ス 、 ゴ ング (これ ら の アー ティ スト は い ず 
れ も る も 日 本 盤 が リリ ー ス され た ) を 紹介 し て お り 、 更 に 
トリ アン グル 、 ト ー タ ル ・ イ シュ ー 、 デ ィ ナ ステ ィ ・ ク ラ 
イシ ス ら の 名 前 を 挙げ て いる 。 個 人 的 に は これ を 
読ん で 「 フ ラン ス に も ロッ ク ・ シ ー ン が ある ん だ 。」 
と 思っ た 程度 で 、 特 に レコ ー ド を 聴い て みた いと は 
思わ な か っ た 。 当 時 まだ 英 米 に 数 多く の 未知 の ア 
ー テ ィ ス ト が お り 、 そ こま で 気 が 回 ら な か っ た た め 
で あろ う 。 

次 に フレ ンチ ・ ロ ッ ク に 関す る 本 格 的 文章 を 見 
た の は ロッ カ ダ ム 誌 VOL.2 に お いて で ある 。 そ こ 
で は 、 た か みひろ し 氏 が 「 ぼ く の ヨ ー ロ ッ パ ・ メ モリ 
アル ・ 第 一 回 フラ ンス 編 」 と 題し て 、 か な り 詳し く フ 
ラン ス の ロッ ク に つい て 書い て いる 。 タ イ ・ フ ォ ン 、 
ヴィ ジ タ ー ズ 、 ラ ー ド ・ フ リー、 マ ジュー ン 、 カ トリ ー ヌ ・ 
リベロ & ア ルプ ブ ら が 紹介 され て お り 、 特 に タイ ・ フ ォ 
ン に 関し て は 、 伊 藤 政則 氏 も 他 に 3 ベ ページ に 渡る 
大 絶賛 の 文章 を 書い て いる 。 こ うし た こと も あっ て 
か 、 彼 ら の レコ ー ド は 日 本 で も 発売 され それ な り の 
セー ルス を 記録 し た (ヴィ ジ タ ー ズ に 関し て も 日 本 
発売 の 予定 が ある と 書か れ て いた が それ は 実現 
せ ず 、 結 局 、 彼 ら の レコ ー ド は フレ ンチ ・ ロ ッ ク の 中 
で も 最も 入手 困難 な も る の の 一 つと な っ て し まっ 
た )。 し か し 、 こ こ で 紹介 され た 他 の 多く の レコ ー ド 
は 日 本 発売 され る こと な く 、 ま た 、 輸 入 盤 と し て も ほ 
と ん ど 入 荷 し な か っ た 。 当 時 、 輸 入 盤 店 で 比較 的 
容易 に 入手 で きた の は アン ジュ と マグ マ ( 主 に 英 
盤 あ る い は 米 盤 ) の 作品 ぐら いで あっ た 。 

も う 一 つが 音楽 専科 誌 に 3 回 ('76 年 11 月 号 一 
77 年 1 月 号 ) に 渡っ て 掲載 され た 、 や は り 、 た か み 
ひろ し 氏 の 「 い ま プ ログ レ に 何 か が 起こ っ て いる 」 
(フラ ンス 編 は 77 年 1 月 号 ) と それ に 付随 し た 佐藤 
斗 司 夫 氏 の 「 第 3 世界 の 実力 グル ー プ 探訪 一 ヨー 


ロッ パ 大 陸 の プロ グレ 必聴 盤 ベ スト 10 一 」('"76 年 
12 月 号 ) で ある 。 そ こ で た か み 氏 は アト ー ル 、 タ イ ・ 
フォ ン 、 ト ラン ジッ ト ・ エ クス プレ ス 、 エ ルド ン 等 を 紹 
介し て いる 。 ま た 、 佐 藤 氏 は アル ティ ・ エ ・ メ ステ ィ エ 
り 、 ア レア 、 コ ヨル テ ・ デ イ ・ ミ ラ ヨ リ 、 マ クソ フォ ー ネ 、 
フィ ンチ ら の レコ ー ド と と も に ビュ ル サ ー の 
「Pollen」、 ア トー ル の 「L'Araignee-Mal」、 ア 
ンジ ュ の 「Au-Dela Du Delire」 を 取り 上 げ て 
いる 。 ア ンジ ュ 以 外 は ほとん ど 知 られ て お ら ず 、 数 
ヵ月 後 ビ ュ ル サー と アト ー ル の レコ ー ド ( 両 グ ルー プ 
と も 1st と 2nd) が 一 部 の 輸入 盤 店 に 入荷 し た 時 
は 、 作 品 の 出来 が 良い こと も あっ て 、 フ ァ ン の 間 で 
大 き な 話題 と な っ た 。 
この 頃 か ら フ レン チ ・ ロ ッ ク に 対す る ファ ン の 関 
心 ゃ 徐々 に 高まり 、 そ れ と 並行 し て レコ ー ド も レー ベ 
ル 単 位 で 相当 数 が 入荷 する よう に な っ た 。 デ ィ ス ジ 
ャ ンク タニ ウラ ス の エル ドン 、 ザ オ 、 コ ブラ の エル ド 
ンー ワン ンカ クー ド s ブリー ミ イド ララ の 
ZNR、 マ マ ・ ベ ア ・ テ キ エ ル スキ ー、 ア ルカ ン ニ クリ 
プ ト の バン タク ル 、 モ ナ ・ リ ザ 、 ワ バス 、 カ ルプ ・ デ ィ ア 
ン 、RCA の ザ オ 、 ト ラン ジッ ト ・ エ クス プレ ス 等 が 
次 々 に レコ ー ド 店 に 並び 始め た 。 こ れ ら の レコ ー ド 
を 買い 続け て いく うち に 符 者 は フレ ンチ ・ ロ ッ ク の 
虜 と な っ て いっ た 。 そ こ に は 当時 既に 人 気 の 高 か 
つた イタ リア ン ・ ロ ッ ク と は 全く 異質 の サウ ンド が あ 
つた 。 ロ ッ ク 的 感覚 を 失う こと な く 緊 張 感 に 富ん だ 
テク ニカ ル な 演奏 を 展開 する ジャ ズ ・ ロ ッ ク 、 繊 細 
で 音 に きら めき の ある シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク 、 ア ー 
バン ・ サ ックス 、 ラ ー ド ・ フ リー ら の や や 実験 的 (少な 
く と も 当時 は そう 思っ た ) サウ ンド 、 プ ログ レッ シ ヴ な 
演奏 を バッ ク に 唄う 個性 的 シン ガー 違 、 更 に 、 そ の 
後 し ば らく し て 登場 し て に きた アー ル ・ ゾ イ 、 ユ ニ ヴ ェ 
ル ・ ゼ ロ ( ベ ルギー の グル ー プ で ある が 、 フ ラン ス で 
活動 し lst ア ル バ ム も 仏 ア テム ・ レ ー ベ ル か ら リ リー 
ス さ れ た ) の チェ ン バ ー・ ロ ッ ク 。 今 、 振 り 返 っ て み 
て も それ ら は 本 当 に 素晴らし いも る の で あっ た 。 
そし て 現 在 。 イ タリ ア 、 ド イツ 、 イ ギリ ス の プロ グレ 
ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン が ほ ば 完全 に 世代 交替 し 、 
新 世 代 に よる 発展 途上 状態 に ある の に 対し て 、 フ 
ラン ス で は 一 部 な が ら も 流れ に 継続 し た 部 分 が あ 
る 。 そ れ 故 に 、 フ ラン ス に は 今 な お 知ら れ さ る と て 
つも な い 作品 が 眠っ て いる 可能 性 や 驚異 の 新作 
が 登場 する 可能 性 が 残っ つて いる と 言え る だ ろう 。 
賀川 雅彦 
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フラ ンス に つい て は 、 イ ギリ ス 、 イ タリ ア 程 シン グル は 探求 され て いな い 
様 だ が 、LP よ り の カッ ト 、 ブ ロモ 等 も 含め る と 600 枚 以上 の ブロ グレ 関係 
の アイ テム が 存在 する 。 以 下 年 代 順に その 一 端 を 紹介 し た い 。 

1968 年 以前 の Ye-Ye 時 代 に は 、 プ ログ レッ シ ヴ な 作品 は 見 当ら な い 
が 、Catherine Ribeiro、Stella ら が アイ ドル ・ ボ ッ プ 調 の シン グル を 
数 枚 リ リー ス し て お り 、 そ の 後 の 活動 を 考え る と 興味 深い る の が ある 。 

1968 年 の バリ 5 月 革命 以降 、 本 格 的 な ロッ ク ・ ム ー ヴ メン ト が 起こ り 、 
多く の グル ー ブ が 登場 し た 。 当 時 は まだ ボッ プス と ロッ ク が 未 分 化 で 、 
シン グル 主体 の ボッ プス ・ シ ー ン と 同様 に シン グル 中 心 に リリ ー ス が 
され て いた 。MARTIN CIRCUS、TRIANGLE、CATHARSIS、 
TOTAL ISSUE ら が 多数 の シン グル を リリ ー ス し て いる 。ALEPH、 
ROTOMAGUS、VOYAGE 等 シン グル の み の グ ルー フ も 多い 。 
この 傾向 は 1974 年 迄 続く が 、 こ こ で は まず 1971 年 迄 の フレ ンチ ・ ロ ッ ク 
草創 期 の 作品 に つい て 紹介 し た い 。 

1968 一 71 年 の 作品 は 、 今 聴く と 古 め か し さ を 感じ きる を えな い が 、 
ジャ ン ル 未 分 化 の 時 期 だ け に 意欲 的 な 音 作り が 目立つ 。William 
Sheller「She Opened The Door」、ANGE(Philips か ら の 初 
期 3 枚 の シン グル は いずれ も 良質 、Best 誌 の 人 気 投票 で も 揃っ て 
ベス ト 20 入 りす る ヒッ ト と な っ た )、ALICE、Jean Musy'Le Coeur 
D'Une Femme」、CRUCIFERIUS、Booz の lst・4th、Lenis 
ChoreaaMAMMOUTH'Je Peux Mourir」 等 が 良質 な 作品 
と し て 印象 に 残る 。 自 主 制作 に 近い 形 で リリ ー ス され た INTRO- 
VERSION、ANGE、WAPASSOU 等 の 作品 も ルー ツ を 知る 上 で 
興味 深い 。 

1972 年 5 月 5 日 、ANGE の LP「Caricatures』」 が リリ ー ス され た 。 シ 
ング ル ・ カ ッ ト を 意識 し な い フ プログレッシヴ な アル バム の 登場 で ある 。 こ れ 
以降 ANGE は 、1981 年 迄 プロ モ 盤 を 除く と シン グル を 殆 ん ど リ リー ス 
し な く な る 。 ア ル バ ム 中 心 の ブロ グレ 黄金 時 代 の 幕開け で ある 。 し か し な 
が ら 、1974 年 頃 迄 は まだ シン グル も 比較 的 多く 、 良 質 な 作品 が この 時 期 
に は 多い 。 シ ン フ ォ ニ ッ ク 系 で は VISITORS、ATOLL'Je Fais Un 
Reve」、D. D. Daugherty DawnrDid'nt Work Out」、ERGO 
SUM、IRIS 等 、 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 系 で は (筆者 は 未 聴 だ が )MAGMA「Me- 
kanik Machine」 の 評価 が 高い 。 シ ン ガ ー 系 で は 、Wertheimer 
「Pour Un Peu-」、Gilles Janeyrand「Je Suis Un Pas- 
sant」、ROCHE「Comme Ca Sans Rien Dire」「Un Matin 
Tu Reviendras」、Francois Bernheim'La Fontaine」(LP よ 
り の カッ ト 、Booz の 2nd と 同一 メン バー で 製作 され て いる ) 等 、 ト ラッ ド 系 
で は Alan StivellrPop Plinn」、MOR 等 が 印象 に 残っ て いる 。 

1975 年 、TAI PHONG が 「Sister Jane」 の 大 ヒッ ト と 共に 登場 し 
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DIM 
た 。 プ ログ レッ シ ヴ な アル バム 作り と シン グル ・ ヒ ッ ト を 両立 させ た 彼ら 
の 登場 は 新鮮 で あっ た 。 グ ルー プ は その 後 も 「North For Winter」 
「Games」 と 良質 な 作品 を リリ ー ス する が 成功 せ ず 、Goldman、 
Gardet の 脱退 、 新 メン バー と ゲス ト ・ キ ー ボ ー デ ィ ス ト 達 に よる コン サー 
ト 、Goldman の 再 加 入 を 経て リリ ー ス され た 「Follow Me/Dance」 
で は 、 商 業 ベ ー ス と ブロ グレ 指向 の 間 に 揺らぐ 姿 が 浮き 彫り と な っ て い 
る 。 以 後 Tai が 脱退 し 商業 ベー ス に 引き 込ま れ て 行く が 、 こ うし た 苦悩 に 、 
多く の グル ー プ が や が て 落ち 入る 事 に な る 。 
し か し な が ら 1978 年 頃 迄 は 、 依 然 と し て アル バム 中 心 の セー ルス が 
成 さ れ 、ATOLL'「Paris C'est Fini」 等 ヒッ ト 曲 も 有る が 、 プ ロモ 盤 
を 除く と シン グル は 少な い 。Janik Top「Utopia Viva」、Booz 
「Chanson Liberte」、Christian Gaubert「Tom」、Patrice 
Lamy「L'amour A Trois」 等 非常 に 良質 な 作品 が 見 られ 、 少 数 精 
鋭 の 感 が ある 。 
1978 年 以降 、 急 速 に プロ グレ は 吾 退 の 道 を た どり 、 商 業 ベ ー ス に 転向 
し て メジ ャ ー・ シ ー ン に 留まる か 、 自 主 製作 レベ ル で 作品 を 発表 する か 、 
さも 無く ば 解散 と 言っ た 状況 に な っ て 行っ た 。 商 業 ベ ー ス に 転向 し 
た MEMORIANCE、TANGERINE、Christian Boule、Manu 
(Booz の 変名 、 彼 は 少な く と も 1984 年 末 迄 は 音楽 活動 を 続け て い 
る )、B3 Sud(Andre Balzer) ら は いずれ も ゃ 成功 せ ず 、 シ ング ル 1 一 
2 枚 で 終わ っ て いる 。J. J.Goldman、MAHJUN、Rose Laurens 
(SANDROSE) 等 成功 例 も 見 られ る が 、Goldman の 場合 に は 、 商 7 
明生 ま わす 9 ミ と すさ) と イネ: レ オス 間 の ーー 
を 発表 し た の は 主 に 地方 の 若手 グル ー プ で 、 経 済 的 な 問題 ああ っ て か PARIS CEST FINI 
"も 9 シン グル の 数 は 比較 的 多い 。SOLSTICE、ATOME、ESKATON 
6 @ 6 等 が 印象 に 残る 程度 で 、 全 体 的 に レベ ル は 低い 。 や が て ANGl- 
| ・ PATCH、ANUBIS 等 ボッ プ な 方 向 へ 転向 し て 行く ダグ ルーフ が 現 わ 
れ 先 細 り と な る 。 
1986 年 に Musea レ ー ベ ル が 始動 し て 以降 は 、 フ ブロ グレ は 完全 に メイ 
ンス トリ ー ム な 音楽 の 流れ と は 離れ 、 シ ング ル の 必要 性 は 薄れ て 行く 。 
主 に 経済 的 な 理由 か ら 、 新 人 グル ー プ の 処女 作 と し て の リリ ー ス が 目 立 
つ 程 度 で 、 量 ・ 質 共に 低調 と な る 。LP か ら カ ッ ト の ANGE、PAGA 等 べ 
テラ ン 勢 を 別に する と 、ANOXIE あ た り が 印象 に 残る 程度 で 、 む し ろ 
ASIA 路 線 の OCEAN「Juste Au Bout Du Desert」 の 様 に 、 
メジ ャ ー 指 向 の ある 方 が 良い 出来 だ っ た りす る 。 
以上 、 フ レン チ ・ ロ ッ ク の シン グル に つい て 概観 し て 来 た が 、 紹 介し た 
作品 は 極々 一 部 で あり 、 他 に も 良質 な 作品 は 多い 。 又 、 筆 者 の 好み か ら 
シン フォ ニッ ク 系 に 話 が 片 寄っ て し まっ た 点 に つい て も お 詫び し た い 。 
探求 の 旅 は まだ まだ 続く … 
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25 -799 フレ ンチ ・ ロ ッ ク FRENcH ROCK 編集 人 @ 松 本 昌幸 
発行 人 @ 賀 川 牙 彦 / 山 崎 洋 
N 
29 ゴン グ cone 編 集 @ 古 田 臣 
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79 アン ジュ ANcE 坂本 理 
9 アト ー ル ATOLr Ren 
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リシャール ・ ピ ナス / 

サイ ボー グ ・ サ リー 
@KICP-423・ 税 込 \2.800 

彼 は 復活 し た 。 本 作品 は 「lce land」 以 来 の 会 
心 作 だ と 断言 出来 る 。 全 10 曲 、 テ ー マ を 持っ た 
トー タル 作品 で あり 、「East West」 以 降 の 3 作 
で 見 られ た ポッ プ な 側面 が 完全 に な く な っ て い 
る 。 彼 が 方 向 性 を 変え た こと は 明白 で ある 。 全 
体 の 流れ は 非常 に ドラ マチ ッ ク か つ パ ラン ス が 
良い 。 エ レク トロ ニク ス 系 の 作品 に 間々 見 られ 
る 偏っ た 音 作り は され て お ら ず 、 一 気 に 聴く こと 
が 出来 る 。 念 賀川 雅彦 (ライ ナー ソー ツ よ り ) 


エル ドン / 
イン ター フェ イス 
| @KICP-2714・ 税 込 \2.200 


| エル ドン の 数 ある アル バム の 中 で も 特に 評価 の 
| 高い 一 枚 だ 。 エ ルド ン は 単に プロ グレ ・ フ ァ ン だ 


拓 け で な く 、 ギ ター・ フ ァ ン 、 シ ン セ ・ プ レイ ヤー 等 に 


高く 認め られ て お り 、 い わ ゆ る ニュ ー ウ ェ ー ヴ 、 オ 
ル タ ネ イ テ ィ ヴ な 方 向 の バン ド と も 共通 する サム 
シン グ を 持っ た プロ グレ ・ ユ ニッ ト だ 。 な ん と いっ 
て も リシャール ・ ピ ナス の セン ス が CD の すべ て 
を 支配 し て いる / 


リシャール ・ ピ ナス / 

クロ ノラ イズ 
@KICP-2725・ 税 込 \2.200 

フラ ンス の 鬼才 リシャール ・ ピ ナス 2 枚 目 の ソ ロ 
・ ア ル バ ム 。 エ ルド ン の リー ダー( と いう より ワン ・ 
マン ・ バ ンド ? ) と し て 知ら れ て いる ピナ ス の 本 ア 
ル バ ム は 、 そ の ジャ ケッ ト が 示す モノ クロ ー ム な 
世界 その まま の 無機 質 な サウ ンド が 、 混 沖 と し 
た うねり を 創り あげ て いく … と いっ た 当時 と し て 
| は 、 正 に プロ グレ ッ シ ヴ な 世界 。 今 な ら さ し ず め 
AMBIENT と いう の か MINIMAL と いう の か 、 知 
ら ず 知ら ず の うち に 魔性 の うねり に 巻き 込ま れ 
で UN 


ラー ドリ ー/ ア イム アラ ウン 
ドア バウ ト ・ ミ ッ ド ナイ ト 
@KICP-2737・ 税 込 \2.200 

デビ ュー 作 の 延長 線上 に ある 2 作 目 。'75 年 の 
リリ ー ス 。 エ ルド ン の リシャール ・ ピ ナス (g) も 参 
加 し て お り 、 ま た 初期 の エル ドン に も 通じ る か の 
よう な アヴァ ン ギ ャ ルド な 空気 を 感じ と れる アル 
パム だ 。 ラ ー ド ・ フ リー は 数 人 の サッ クス 毒 者 か 
ら 成 る 特異 な 編成 で 、 エ レク トロ ニッ ク な 音響 効 
果 を 狙っ た よう な サウ ンド が 特徴 だ だ が 、 や が て そ 
れ は ジル ベー ル ・ ア ルマン の 次 な る ユニ ッ ト 、 ア 
ー バ ン ・ サ ックス で 本 格 化す る 。 


アト ー ル / 
組曲 「 夢 魔 」 


@KICP-2712・ 税 込 \2.200 


シリ ー ズ 中 最高 の セー ルス を 続行 中 の 超 名 盤 。 
発売 当時 フラ ンス の イエ ス と いう コピ ー に 対し て 
賛否 両論 が あっ た 。 し か し いずれ に し て も この バ 
ンド の この セカ ンド ・ ア ル バ ム が ヨー ロッ パ の 頂 
点 的 な 位置 に ある こと は 確か で 、 本 シリ ー ズ 中 
で も 、 も し 持っ て な い フ ァ ン は 一 番 最初 に 買う ペ 
き 一 枚 。 ギ ター、 シ ン セ 、 ヴ ァ イ オ リン 、 パ カテ ク 
集団 の 空前 絶後 の イン ター・ プ レイ と ジョ ン ・ ア 
ンダ ー ス ン ば り の クリ スタ ル ・ ヴ ォ イ ス が 美しい ./ 


発売 元 : キン グレ コー ド 株 式 会 社会 03-3845- ど 114 


諾 OB フラ ンス の ら の 天 き 番 朋 ク 


ララ レン チ ・ プ ログ レッ ジ ヴ ロッ ク ・ シ ー ン に お いて 
最 曽 要 イ 作 ば か りら り 厳選 し た フリ ル バ ム 絶賛 発売 中 


Now On Sale/ 


HELDON 























⑮ 口 : ] 特典 盤 プ レ ゼ ント (詳細 は 二 品 た は "マー キ 


ー」 の バッ ク ナ ン バー 当社 広告 ペー ジ を ご 覧 下さ い ) 


エル ドン / 

スタ ン バ イ 

全 KICP-2713・ 税 込 \2.200 

当時 キン グ が 仏 か ら 獲 得 し た EGG レー ベル で 、 
一 番 評 判 と な っ た アル バム 。 リ ー ダ ー の リ シ ャ ー 
ル ・ ピ ナス は 、 ク リム ズン の R. フ リッ プ と 並ん で 語 
られ る こと の 多い 進歩 派 " ギ タリ スト 。「 組 曲 : 
ボ ポレ ロ 」 と クリ ムズ ン の 「 ス ター レス & バ イブ ルプ 
ラッ ク 」 を 思わ せる 名 曲 「 ス タン バイ 」 は フレ ンチ ・ 
ロッ ク ・ フ ァ ン だ け で な く 、 広 く プ ログ レ ・ フ ァ ン の 
間 で 話題 と な か っ た 。 ワ ン ・ ア ル バ ム た っ た の 3 曲 
と いう の も 異例 !? 


エル ドン / 
終わ り の な い 夢 


@KICP-2724・ 税 込 \2.200 


世界 中 に 数 多い キン グ ・ ク リム ゾン ・ フ リー ク 的 
バン ド の 中 で も 、( 美 狂乱 と 並ん で ? ) ト ッ プ を 独 
走 中 の エル ドン の 5 枚 目 の アル バム 。 ク リム ゾン 
同様 心地 良い ドラ ミン グ を バッ ク に 、 リ シャ ー ル 
^ フ リッ プ " ピ ナス の ギタ ー が ここ で も 池 え 渡っ て 
いる 。 パ ター ン 化 され た シー ケン ス が 延々 と 続く 
うち 、 ピ ナス の マジ カル ・ ワ ー ル ド に 誘わ れ て い 
ie 





ラー ド : フ リー/ 

ファ ー ス ト 
@KICP-2733・ 税 込 \2.200 

ラー ド ・ フ リー は フラ ンス の コン ポー ザー、 ジ ル 
ベー ル ・ ア ルマン が 70 年 代 前 半 か ら 中 頃 に か 
け て 主宰 し て いた 即興 ユニ ッ ト 名 で ある 。 彼 は 
以後 も 音楽 に 止ま ら ず 様々 な 表現 分 野 を 踏破 
し て 、 社 会 意識 を テー マ に し た 創作 を 試 る 。 そ れ 
だ け に 彼 を ミュ ー ジ シャ ン の 枠 に お さめ きれ な 
い 。 こ れ は デビ ュー 作 で 、 プ ルー ス や シャ ン ソ ン 
実験 色 の ある サウ ンド な ど が 混在 し て 、 当 時 の 
フレ ンチ ・ ア ンダ ー グ ラウ ンド ・ シ ー ン の 息吹 を 
感じ と れる 。 





@KICP-2747・ 税 込 \2.200 

失 才 、 ジ ル ペ ベー ル ・ ア ルマン の 、 と いう より も '70 
年 代 フ レン チ ・ ア ヴァ ン ギ ャ ルド ・ ミ ュー ジッ ク の 
傑作 と し て 、 な が く 記憶 され る べき 1 作 。1、2 作 目 
と は 水 を あけ 、 む し ろ 次 な る ユニ ッ ト 、 ア ー バ ン ・ 


』 サッ クス の サウ ンド に 近い 。 も は や サッ クス と は 


思え な い 電 気 処 理 さ れ た 過 音 が 何 重 に も な っ 
て 反復 し 、 ら 線 状 に 渦巻 く 様 は 圧巻 。 異 様 に テ 
ンション が 高く 、 時 に 晶 想 ふう に も 聴こえ る 。 純 
粋 に 音 音響 を 追求 し た 意欲 作 。 


アト ー ル / 

サー ド 

@KICP-2723・ 税 込 \2.200 

本 シリ ー ズ 中 で も 人 気 、 セ ー ル ス 両 面 で トッ プ 
を 行く アト ー ル の サー ド ・ ア ル バ ム 、。 一 般 的 に は 
セカ ンド の 「 夢 魔 」 が 彼ら の 最高 作 と いう こと に 
な っ て いる が 、 む し ろ 完 成 度 で は こち ら の 方 が 
上 と する プロ グレ ・ フ ァ ン も 多い 。 驚 異 的 な テク 
ニッ ク 以 上 に 曲 の 長 さ が 光 る この アル バム 特に 
一 曲目 の "パリ は 燃え て いる か ?」 は 、 間 違い な く 
彼ら の 代表 曲 。2 つ の パー ト に 分 か れ た 「 ト ン ネ 
ル 」 等 聴き どこ ろ い っ ぱい だ 。 


NES EE Am:ikrmhOmN が EN IZA ここ N| 


中 と さこ に さこ ルリ 





(wlQ 避 | 全 商 ③ 居 ツ ) 





SQUE 


404 SY Bldg. 3-15-18 Shimo-Ochiai, 
Shinjuku-ku, Tokyo 161 JAPAN 

Tel : 03-3954-5348 

Fax : 03-3954-9563 


恒例 年 末 セ ー ル 誠 5248 (時間 は 平 芝 通 り ) 


ム 、 / し P、 ご ロ 、 廃 盤 ・ 貢 重 般 か ら 
飼 は どら ⑮ サー ビス 盤 まで 、 誠 発 / 
仁 ※1g 月 は 無休 、 新 年 は 4 日 か ら 営 業 (福袋 セー ル や り ま す ) 


Tn 時 了 

































PATRICK GAUTHIERfecy IL BERLIONE sm) KAIPAGwy 。 BONDAGE FRUIT my 


マグ マ / エ ルド ン ・ フ ァ ン 待望 の 18t ソ ロ 超絶 面白 楽団 イル ・ ベ ルリ オー ネ 、 遂 に セカ 1st、nd と 再発 され 大 好評 を 博 し た 北欧 東京 ライ ヴ ・ シ ー ン を 支え る 鬼門 無 月 () 率 い 
CD 化 が 実現 。. ヴ ァ ン デ 、 日 . ピ ナス 、 日 . バ ンド 発表 。 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク / チ ェ ン バー と いっ た シン フォ ニッ ク の 雄 、 遂 に [も 登場 。 若 干 る 驚 異 の グル ー ブ 、 待 望 の StCD。 民 族 色 
ガ ノ ッ テイ ら 信じ られ な い 超 豪華 ゲス ト を 迎 ワク に 収まら な い 自 在 の 音楽 性 と 敬 異 の 演 の メン バー・ チ ェ ン ジ を 経て 、 初 期 作 中 最 か ら ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 等 様々 な 要素 を | 

えて ゴー ティ エ 節 全開 の 快 作 。 良 質 の フレ ン 奏 カ に 独特 の ユー モア が 加わ っ て 、 痛 快 。lst も 洗練 され た サウ ンド を 誇り ます 。 現在 も 気 ワ フ ル な 傑作 。 勝 井 祐二 (VIn 

RG20 の 0SHeo ジ 70 る に お を 上 回 る ハイ パー な 充実 ぷり は 凄い ぞ / を 吐く ロイ ネ ・ ス トル ト の 輝かしい 成果 で す 。 (per)、 安 紀 (VO) ら 参加 メン / 


に っ て > 
架空 線上 の 音楽 (emey 
コン トラ バス 栓 者 / 作 曲 家 、 沢 田柄 泊 に よる ブ 
ロジ ェクト 。 弱 の 轟き を 主 電 に 自在 に 変 
て ゆく 曲想 は 、 い わ ゆ る チェ ン バ 

質感 を 有 し た 極め て ユーー ク な も の 。EP ロ 、 
ホッ ピー 神山 ら 豪 華 演 奏 隊 。 鋭 い 、 深 い 。 






EEE 


FOOTUHOHUHUIIIITI 
MS 
BRIDGET ST.JOHN 


71 年 の PBnd「ASk Me 一 」 が ] st と In 1 
で CD 化 。 ま さ に 英国 な ら で は の フォ ー ク ・ シ 
ン ガ ー の 彼女 、 ロ ン ・ ギ ー シ ン の 弦楽 アレ ン 
ジ も 手伝っ て 最も プロ グレ ・ フ ァ ン に アピ ー ル 
する 最高 傑作 が これ 。 あ あ 、 英 国 の 幻想 … 






し 用 = ーー 
ITOIZ (sma) IL TRONO DEI RICOHDI ew) MRDO ANTONIO 則 骨 JO(erz) THE ENID (dk) 
年 に リリ ー ス され た 作 目 も OD 化 で す / 大 型 新人 、 上 陸 / エマ ー ソ ン / ウ ェ イク マン ブラ ジル の ブ プログレッシヴ ロッ ク を 語る に 欠 不 山 の 男 、 ロ バー ト ・ ジ ョ ン : ゴ ド フ リー 衝 
あの 歌 心 た 大 切 に し た 潮 細 な 和 情 美 か 、 よ 直伝 (7) の テク ニカ ル か つ セ ン シ ティ ヴ な か せな い 今 は に き 末 高 の アー ティ スト 83 年 。 活 / な ん ど 新作 が 堂 タダ リリ ー ス 。90 年 代 テク 
り シ ンプ ル に 開花 し た 実に 味わい 深い 名 品 。 キーボード : プ レイ を フィ ー チ ャ ー し た 本 格 。 発表 の rd アルバム が DD 化 。 ロ マン ティ ッ ノロ ジー と の 共存 な 試み つつ 、 内 容 と いえ ば 
1 tndC 比 べ て 多少 地味 と は いえ 、 そ ご 派 シソ フォ ニッ ク 。 ウ イリ アム ・ ブ レイ ク を モク な ムー ド の 室内 楽 が 展開 され て ゆく 様 は 、 
に こそ 科 ら の 本 質 を 知る カギ が 。 泣 か せま す 。 チーフ に 、 投 七 相 が 見 事 に 調和 。 力 作 。 倍 の 音楽 家 と し て の 連 か さ を 伝え る に 充分 





これ が エニ ド 以 外 の 何者 で も な い 。 壮 肢 な る 
クラ シカ ル 絵 巻 、 あ の 甘美 な 夢 の 世 界 再び 。 























輸入 DD、LP KEEF HARTLEY/ SCARAMOUSCHE/same(80's German Sympho) THEWAYWELIVE/Tractor/A Candle For Judith 
は Overdoo Litle Blg Band, Seanwー CHIZEN CAIN/Somewhere But esterday(Zn0) CHRIS CUTLER&FHRED FRITH/ 
| BANCO DEL MUTUO SOCCORSO/II 13(New COLLAGE/Moonshine (From Polland、 New vol.2 Live In Trondheim, Berlin, And Limoge 
OHPRSURE3N Banui(New/) ARS HoOLLMER/XI Sibireka&Vil Du Hora Mer HALL-SNAIL/How To Uve With A TI9er CLEARLIGHT MOSAIQUE/In Your Hands 
新 月 / (タイ トル 未定 ) 来 発 ライ ヴ 第 弾 / EULENSPYGEL/Ausschuss FRED FRITH/Quartets ANYONE'S DAUGHTER/Very Last Tracks 
DADA 7 城壁 (仮題 ) 幻 の 2nd、 発 売 / NEU/Neu /, 2. 75 MACHIAVEL/Urban Games GROBSCHNITT/same, Jumbo 
MIKE OLDFIELD/The Song8 Of Distant Earth VEGO VENEGONI&CO./Rumare Hosso RAW MATERIAL/Time ls.…(From Repertoire) KAOS MOON/After The Storm(New Band) 
ANNIE HASLAM'S RENAISSANCE/ IN SPE/same( 旧 ソ連 、 再 発 ) LOL COXHILL/Ear Of Beholder CANZONIERE DEL LAZIO/Miradas 
Blessing In Disguise MONALISA/Grimaees PRINCIPAL EDWARDS MAGIC THEATER/ JEAN-PHILLIPPE GOUDE/Ainsi De Nous (New) 
DAN AR BRAZ/Heritage Des Celtes(New /) VISITORS/same Soundtrack&Asmoto Running Band V.A./Angelica '93 
FAIRPORT CONVENTION/Jewel In The Crown WHEN/Prefab Wreckage(New / ) ARGENT/BBC Radio 1 In Concert MUSICANOVA/Quando Turnammo A Nascere 
THE ENID/Alternative History Vol1, Vol.2 ALBERT MARCOEUR/Sports Et Percossions MAGMA/Retrospektiw HALLOWEEN/same, Laz 
6 発 集 ) FRED FRIHAMAR RIBOORT/same DEMETRIO STRATOS&LUCIO 「ABBR/ RB909BNN 隊 
L TI ZARAGON/No Return ecitarcantan -8/Gender(New 
2SSMGRVE RANSMSASIDAOUDCOUS2S) BLAKULLA/same( 十 3 Bunus) AKTUALA/Tappeto Volante (Srd) 
CAEDMON/same NEW TROLLS/FS FAUST/Morpheus In Wonderland (New |? ) 
FABIO CELI E GU INFERMIERI/Follia STACK WADDY/same, Bugger Off / (2in1) 
WORLD DISQUE : 〒161 東京 都 新宿 区 下落 合 3-15-18 
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遠方 の 方 、 忙 し く て 店 に 来 ら れ な い 方 の 為 に 毎月 お 送り し て いる 通信 販売 の リス ト で よむ 
この 中 に は 、 自 信 を 持っ て 推薦 する 推薦 盤 コ ー ナ ー、 主 と し て 在庫 残り の 貴 少 艦 を 安価 
に 供給 する サー ビス ・ コ ー ナ ー、 世 界 中 か ら 集め た LP/CD を スト ッ ク す る スペ シャ ル ・ ス 
トッ ク ・ コ ー ナ ー、 そ し て 入手 困難 な 貴 少 盤 / 中 古 盤 を 扱う 貴 少 盤 コ ー ナ ー が あり 、 充 実 し 
た スト ッ ク か ら ご 希望 の アイ テム を 購入 で きる 便利 な シス テム で す , ユー ロ / プ ログ レッ シ 
ヴ は も ちろ ん 、 プ リティ ッシュ 、 ト ラッ ド 等 の スト ッ ク も 扱っ て いま す 。 マ ー キ ー と この リス ト さ え 
あれ ば 鬼 に 金棒 グ お 申込 は 簡単 。200 円 分 の 切手 を 同封 の 上 、 最 新 リ スト 希望 と 明記 
し て マー キー 内 ワー ルド ・ デ ィ ス ク 通 販 係 まで お 送り 下さ い 。 最 新 リ スト を お 送り し ます 
(通信 販売 の お 問合せ は 従来 通り 03-3954-2055 ま で お 願い し ます 。3954-5348 は お 店 専用 電話 で す ) 
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1st ア ル バ ム 。 暗黒 の マグ マ 伝説 は 
全て ここ か ら 始 まっ た 。 


Udu Wudu 
名 曲 「De Futura」 を 収録 し た 6 作 目 。 





WEIDORJE 
バ パ ガ ノ ッ テ ィ 、 ゴ ー テ ィ エ が 中 心 
と な っ て 結成 され た 、78 年 の 名 作 。 


6 UP 、 ら 2 邊 | 新宿 店 4F ゴム イル アク 


CORSICA 


エク トル ・ ザ ズー も 秋 了 され た コル 
シカ 島 の ポリ フォ ニー 音楽 の 編集 前 。 


IIm ttf 


1001" Centuigrades 
ヨシ コ ・ セ ファ ー の 加入 に より ス 
ケー ル ア ッ プ し た 2nd ア ル バ ム 。 


Attahk 
タイ トル 通り アタ ッ ク し て くる よう 
な 1 曲目 が 凄まじ い 7 作 目 。 


JEAN PHILLIPPE GOUDE 
マグ マ 周 辺 の 中 で も トッ プク ラス 
の 完成 度 を 計る 名 作 。'80 年 の ソロ 。 


BOT 所: 3 


の 本 (0 Cd 


DESAUNAY 
南仏 の 陽光 あふ れる アコ ー ス ティ 
ッ ク 音楽 。 


AAA46 [6 


M. D. K. 
至高 の 1 曲 。 最高 傑作 。 


GRISTIAN VANDER 


Retrospektiw 1 - II 
"80 年 に 行わ れ た 結成 10 周 年 記念 ラ 
イヴ 。 凄い 。 


PATRICK GAUTHIER 


物凄い 豪華 メン バー で 制作 され た 


81 年 の ソロ 。 本 当 に 凄い 。 


0 も 


SKOLVAN 
ブル ター ニュ の 強力 トラ ッ ド ・ ダ 
ンス ・ バ ンド 。 


Kohntarkosz 


「MDK」 と 並ぶ 大 作 。'74 年 の 4 作 


4 PPTG、 


1 

CONCERT 5 

い ンジ ノ 
% の 


2 


ぐ TOULOUSE ム 2 
の 


Theatre Du Taur Concert 
1975 

マグ マ ・ ラ イヴ と 並ぶ 強力 な 1 枚 。 
MDK、 コ ンタ ルコ ス 収 録 。 


LAURENT THIBAULT 
マグ マ 周 辺 作 の プロ デュ ー サ ー と 

し て 知ら れる ロー ラン ・ テ ィ ボ の "79 

年 作品 。 フ ラン シス ・ モ ー ズ 銀 加 。 


ALAN STIVELL 
ブル ター ニュ の 巨人 。 
iD 


旧 譜 も ほぼ 


Live 
史上 最強 の ライ ヴ ・ ア ル バ ム 。 
だ まっ て 聴け 。 


Mekanik Komandoh 
「MDK」 以 前 に 録音 され た 「MDK]。 


CHRISTIAN VANDER 
映画 音楽 と し て 使用 され た ソロ ・ 
アル バム 。「MDK」 タ イプ の 大 曲 。 


RUNIUUUUM 


司 籍 都市 と し て の パリ 。 
シュ ジス 5 ワ ョ ー ジ ョ ョ ン ョ 


多 民 族 、 文 化 弁 合 の 場所 と し て の フラ ンス と いう 視点 で 、 ブ ルター ニュ 、 オ クシ タン の トラ アド 、 フ ラン ス 在 住 の いろ ん な 人 種 の 音楽 を 扱っ て いま す 。 


diskuLIITIOInT ディ スク ユニ オン 新宿 店 


1994.12.31 


6F : プロ グレ ッ シ ヴ ロッ ク 専 門 フ ロア 


Phone:03-33S2-2691 
Open : 11:00AM-8:00PM 


(Holiday -7:00PM) 


Progressive Rock Shop 


Vinyl & CD 


diskunion Shin 


3-31-4 NAOU DU MM KU 
Phone:03- 9352。 2691 


11:00AM 7:OOPM 
ラス ト デ イ バー ゲン 


NN 0 トバ ー ゲ ン 





る の | 生 ] し っ) 邊 本 生生 由 に 


フレ ンチ ロッ ク 不 滅 の 名 盤 群 
ーー フレ ンチ ・ ロ ツ リク 集成 発刊 語 人 
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ART ZOYD ATOLL 
/ Musiciens Magiciens 












ANGE /Le Cimetiere Des 
Arleqguins /PhaseIV 


KzNikIIERINE RBIEIRO 


ATOLL CA 
/ Tertio RegardantPasser LeTemps 






中 


CATHERINE RIBEIRO+ CLEARLIGHT FLYTE MONA LISA /LePetit HELDON 
ALPES / Libertes / Forever DIeYIW B 0 / Dawn Dancer Violon De Mr.Gregoire / Interface 


HELDON 
/ Stand By 





DASHIELL HED 
/ Obsolete 


LARD FREE /I'm Around 
About Midnight 


MOVING GELATINE PLATES 
/ The World Of Genius Hans 








PULSAR PULSAR PULSER 
/ Pollem /TheStrandsOFfTheFuture  /Haloween 











WAPASSOU ZNR / Traite De Mecmnique 
/ Salammbo ー / SHEKINA Populaire 


プロ グレ ッ シ ヴ ロック 4 の 6 の ・ 引 績 ・ パ ジフ 
加 各 fi 岳 頒 才 衣 又 所 


プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の LP・CD・ 雑誌 ・ パ ン フ を ご 処分 の 際 は 、 
ディ スク ユニ オン 新宿 店 (担当 : 竹川 、 横 浜 店 (担当 : 高野 ) を ご 利用 くだ さい 。 
廃盤 、 貴 重 盤 は 特に 高額 に て 買取 り い た し ます 。 
遠 距離 の 方 も ご 利用 いた だ ける 出張 買取 の シス テム も ご ざい ます 。 詳し く は お 問い 合わ せく だ さい 。 


ciskULIITIOIT 語 2 あ 
ルル シシ た キモ キス: 詳 ロン レ | 





VISITORS 






TANGERINE 
/ Mcmoire 













Phone : 04S-661-1541 専門 コー ナー 


営業 時 間 : 午前 11 時 一 午後 8 時 
横浜 関内 馬車 道 「 ア ー ト ・ ビ ル ]2F・3F 品 揃 え 充実 / 





日 本 で 初め て スタ ー ト し た 6 0・7 0 年 代 の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 専門 店 


"THE ENID 
く 特 選 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ン 
@FAUST/ The Faust Concerts Vol.1 & Vol.2 
@⑯AMON DUUL/ Collapsing (Bonus Track 付 ) 
@「HE ENID/ Tripping The Light Fantastic 
@GENTLE GIANT/ Playing The Fool 
@⑯ASIA/ Super Collection (ブル ガリ ア 盤 ) 
@JOHN WETTON/ Book Of September 
@BEGARS OPERA/ Pathfinder 
@CIRKUS 2/ The Global Cut 


CIRKUS 2 


5 区 と コ 
AMON DUUL TAI PHONG 


@KAYAK/ Merlin 

@ICEBERG/ Sentiments 

@GOTIC/ Escenes @BANCO/ IL 13 
@CRYSTAL PHOENIXSame 

@SBB/ Live 1993 @EXODUS/ Same 
@SOLSTICE/ Silent Dance/ New Life 
@MIA/ CornonstDpicum 他 2 種類 
@TIMO TOLKKI Classical Variatons 


〒160 東京 都 新宿 区 西新 宿 7/-5-6 ダ イカ 7 サザ 756-202 
TEL:03-3363-3669 FAX:03-3365-4823 
(平日 )11:30-19:30 (休日 )11:30-19:00 毎週 月 曜日 定休 


SHYLOCK 
ぐ 特 選 フ ラン ス の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 
@「AI PHONG/ 1st/ Windows / Last Flight 
@MAGMA/ Retospektm II (2CD) 
@FILLE QUI MOUSSE @ZAO/ Akhenaton 
@CARPE DIEM/ En Hegardant Passer Le.… 
@MONA LISA Vers Demain 
@VISITORS/ Same 
@SHYLOCKO Gialorgues 
@CLEARLIGHT MOSAIQUE/ In Your Hands 


本 7 
り の 4 


価格 破壊 セー ル 開 催 


ゆう らし あ 


過 科 Pf 


1/4 て 10 
MM 
18<24 
25 て 28 


29.30.31 


に 5 いて 


20%% 引 き 
40% 
半額 セー ル 
次 次 第 
あげ ます (2 ^5 6 枚 ) 
但し 1000 円 以上 お 買い 上 げ の 方 
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価格 破壊 セー ル 開 催 











1967 年 9 月 、 イ ギリ ス へ の 再 入国 を 拒否 され た オー スト ラリ ア 生 まれ 
の ギタ リス ト 、 デ ヴィ ッ ド ・ ア レン は 、 や む な く SOFT MACHINE を 抜 


け 、 バ リ に 戻る こと に な る 。 そ こ で 彼 は エコ ー・ チ ェ ン バー の オペ レー タ 
ー を 引き 連れ 、 ク ラブ で キター の 演奏 を 始め た 。 や が て スペ イス ・ ウ ィ 
スパー( 過 剰 な エコ ー 処 理 を 施し た 即興 的 ヴォ ー カ リゼ イシ ョ ン 、 或 い は 





ー 種 の 読経 ) の ジリ ・ ス ミス と ジス カ ・ バ ウム 、 及 び フ ルー ト の ロー ラン ・ 
スタ ンド レイ が 加わ り 、 バ ンド の 体裁 を な し て 行っ た 。 

1968 年 、 学 生 達 に よる バリ 革命 が 起こ る と 、 ア レン と スミ ス は 警察 当 
局 に 追わ れ ス ペイ ン に 逃亡 する 。 ス ペイ ン の マヨ ルカ 島 の デ ヤ で 、 ふ た 
り は BANANAMOON と いう バン ド を 率い て 活動 し た と 言う 。 

1969 年 バリ に 戻っ た ふた り は BYG レ コー ド と 契約 し 、GONG を 
結成 する 。9 人 編成 で 発足 し た GONG は 、 同 年 9 こ 10 月 、「Magick 











@「Camembert Electrique 期 


Brother Mystic Sister」 を レコ ー デ ィング し 、 翌 年 発表 する 。 
SOFT MACHINE 時 代 に は 殆ど 表面 化 て いな か っ た アレ ン の 音 
楽 性 が ここ で は 既に ハッ キリ と 打ち 出さ れ て いる 。 と は 言っ て も る 、 バ ー ル ・ フ ィ リ ッ プ ス の よう な 先鋭 
的 な ジャ ズ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン ま で 参加 し て いる 割 に は 微笑 まし い 稚 抽 な 演奏 を 繰り 広げ て お り 、 
まだ サイ ケ デ リッ ク ・ ミ ュー ジッ ク の 域 に と ど ま っ て いる 。 

メン バー は その 後 縮小 し て 行っ た らし い が 、BANANAMOON で の 活動 も 並行 し て お り ( こ 
の 辺 の 事情 は 類 雑 で よく 判ら な い )、1971 年 に は アレ ン 名 義 で 「Bananamoon」 を 発表 する 。 
GONG の メン バー 達 に 混じっ て 、 ロ バー ト ・ ワ イア ッ ト や ビ フ ・ バ イル 等 カン タ ベ リ ー の ミュ ー ジ シャ 
ン も 参加 し て お り 、 ラ イヴ で は ヒュ ー・ ホ ッ パ ー も 加わ っ て いた らし い 。 カ ンタ ベリ ー 系 の 人 脈 に よる 
セッ ショ ン 的 な 性 格 の 強い バン ド で あり 、 音 楽 的 に も ちょ っ と と り と め の な い 印 象 が ある 。GONG 
独特 の スベ ペイ シー な イメ ー ジ も 少な く 、 ケ ヴィ ン ・ エ アー ズ の 音楽 に 似 た 雰囲気 を 持っ て いる 。 今 
か ら 見 る と 脇道 に それ た よう な 内 容 だ が 、 し か し 当時 アレ ン が GONG と BANANAMOON の 
どちら に ウェ イト を 置い て いた か は 低 に は 判断 し か ね る 。 

と は 言っ て も BANANAMOON の よう な バン ド が 長続き する 筐 も な く 、1971 年 、GONG と し 
て 「Continental Circus」、「Camembert Electrique」 の 2 枚 の アル バム が 発表 され る 。 
この 時 点 で 河 く GONG は バン ド と し て の まとまり を 見 せ 、 そ の 特異 な 音楽 性 を 確立 する 。 前 者 は 
映画 の サウ ンド トラ ッ ク で あり 、 全 4 曲 、 し か も 内 2 曲 は 同じ 曲 の ヴァ ー ジ ョ ン 違 いと いう 長 尺 の 演 
奏 ば か り で あり 、 必 然 的 に イン スト ゥ ル メ ンタ ル ・ パ バー ト を 重視 し た ジャ ズ ・ ロ ッ ク 色 の 強い 内 容 に 
な っ て いる 。 演 奏 力 の 向上 に は 目 を 見 張る る の が ある 。 後 者 は 最も GONG ら し い 内 容 の 最初 の 
録音 と 言え よう 。 ス ペイ シー で 、 揚 感 と 興奮 を 煽り な が ら も 、 決 し て 深刻 に な ら ず 、 優 し さと 遊び 
心 に 満ち て いる 。 非 常に 充実 し た アル バム だ 。 

1973 年 5 月 、 イ ギリ ス の 新興 レー ベル 、Virgin レ コー ド よ り 発 表 さ れ た 
「Flying Teapot」 は 3 つの 意味 で 重要 な アル バム だ 。 ま ず 、 初 め て 彼ら 
が 本 格 的 に イギリス に 紹介 され た と いう こと 。 既 に 1971 年 各 に は イギリス ・ 
ツア ー を 行っ て お り 、 ま た ビブ ・ バ イル や ロー リー・ ア ラン 、 チ ャ ー ル ズ ・ ヘ へ ヘイ 
ワー ド 、 或 い は ケヴィン ・ エ アー ズ と いっ た 多く の カン タ ベ リ ー の ミュ ー ジ シャ 
ン 違 が 入れ 代わ り 立 ち 代 わり バン ド を 去 来 し て いた が 、 こ れ を 機 に 彼ら は 
本 格 的 に フラ ンス と イギリス の 両国 に 股 が っ た 活動 を 展開 し て 行く こと に 
な る 。 そ し て 、 こ の アル バム が 彼ら の 代表 作 で ある "Radio Gnome In- 
visible"3 部 作 の 第 1 作 目 で ある と いう こと 。 以 後 彼ら は 自ら の 特異 な 音楽 性 を 活か し 、 闘 話 的 
な SF ファ ンタ ジー の 世界 を 表現 し て 行く 。3 部 作 の 中 で は 一 番 お と な し い ア ル バ ム で あり (特に 
B 面 が 散漫 に 聞こ える )、 今 一 つ 物 足り な い 気 る あし な いで は な い が 、 自 ら の 表現 に 一 つの 指標 を 
与え た こと に よる 余裕 に 満ち た 求 心 性 、 あ る 種 の 潔 さ が 聴き 取れ る 。 そ し て も う ひ と つ 、 こ の アル 
バム より ギタ リス ト の ステ ィ ー ヴ ・ ヒ レッ ジ が 加わ っ た と いう こと 。KHAN を 率い て いた ヒレ ッ ジ は 、 
GONG に 加わ る と アレ ン の ギタ ー 演 奏 及 び 彼 の 音楽 性 を 見 事 に 自家 薬 籠 中 の 物 と し 、 演 万 面 
で の リー ダー シッ プ を 撮っ て 行く こと に な る 。 ま だ この アル バム で は 頭角 を 現し て いな い が 、 明 ら 
か に アレ ン よ り も 遥か に 巧 い ギタ リス ト で ある ヒレ ッ ジ の 起用 は や が て アレ ン の 思惑 以上 の テク 
ニッ ク 指 向 を バン ド に も た らし て 行く 。 

波 に 乗り か け て いた バン ド を 1973 年 春 、 ア レン と スミ ス は 2 ヵ月 間 離 れ て し まう 。 ド ラッ グ と 手 を 切 
る た め の 期 間 だ っ た らし い 。 残 され た メン バー 違 は スト ラス ブー ル 音 楽 学校 で 打楽器 を 学ん で い 


た ビエ ー ル ・ モ エル ラン (ds) ら を 迎え て PARAGONG を 結成 し 、 ケ ヴィ ン ・ エ アー ズ の 曲 な ど を 
演奏 し て ボス の 帰り を 待つ こと に な る 。 

結局 この メン バー の 殆ど が 6 月 の GONG 再 開 に 参加 し た が 、 ま さ し く この メン バー 悦 が 
GONG の 全盛 期 を 築き 上 げた 。 特 に モエ ル ラ ン と イギリス 人 ベー シス ト 、 マ イク ・ ハ ウレ ッ ト の リ り 
ズム ・ セ クシ ョ ン が 強力 で あり 、 ス ペイ シー で 昆 揚 感 溢れ る 、 そ れ で いて 軽妙 で 優し さ に 満ち た 
GONG 本 来 の エキ ゾ テ ィ ッ ク な 音楽 世界 は その まま に 、 バ ンド は より 高度 な 音楽 性 を 打ち 出し た 
一 流 の ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ へ と 成長 を 遂げ て し まっ た 。 

1973 年 11 月 に 発表 され た 「Angel's Egg」、1974 年 11 月 に 発表 され た 「You」 は それ ぞ れ 
*Radio Gnome Invisible"3 部 作 の 2 作 目 と 3 作 目 に 当たる が 、「Flying Teapot」 に 比べ 
て も る 一段と 演奏 力 が アッ プ し て お り 、 ま た 、 メ ン バ ー 各 人 の 個性 が 作曲 に も 反映 され 、 聴 き 答 え の 
ある も の に な っ て いる 。 飽 くま で も アレ ン と スミ ス が 全体 の サウ ンド を コン トロ ー ル し て いる の だ が 、 
それ に も か か わら ず メ ン バ ー 各 人 の 音楽 性 が 無理 な く 盛 り 込ま れ 、 バ ラン ス よ く 一 つ に 纏め 上 
げ ば られ て いる 。 こ の 時 期 の 彼ら が いか に 充実 し て いた か は ライ ヴ を 聴く と も っ と よく 判る 。1977 年 
に 発表 され た 2 枚 組 ライ ヴ ・ ア ル バ ム 「Live etc.」 に は 1973 年 8 月 、9 月 、1974 年 1 月 に 行わ れ た 
彼ら の 演奏 が 収め られ て いる 。 ま た 、4 グ ルー プ に よる オム ニ バ ス ・ ラ イヴ ・ ア ル バ ム 「Greasy 
Truckers Live At Dingwalls Dance Hall」 に は 1973 年 6 月 、10 月 の 演奏 が 収め られ て 
いる 。 ま た 、 近 年 、 当 時 の 未 発表 ライ ヴ が 2 枚 も 発売 され て いる 。 い ずれ も 見 事 な 熱 演 で あり 、 
これ ら を 聴い た 後 で は スタ ジオ 盤 に 物足りな さ を 覚え て し まう 程 だ 。 基 本 的 に 彼ら は ライ ヴ ・ バ ン 
ド だ っ た と 言っ て いい 。 級 密 さ と 弄 放さ を 燕 ね 備え た 彼ら の プレ イ は 本 来 ラ イヴ で こそ 最も 効果 
的 に 実力 を 発揮 され る 答 だ か ら だ 。 

1975 年 4 月 、 い よい よ 絶 頂 期 を 迎え た バン ド を アレ ン と スミ ス は 抜け て し まう 。 ス ミス は ふた り の 
息子 の 面倒 を 見 る た め だ っ た よう だ が 、 ア レン は どう や ら 肉 体 的 精神 的 に バン ド に 付い て 行け な 
く な っ た らし い 。 メ ン バ ー 直 が 巧 く な り 過ぎ た と いっ た 発言 も 残し て いる 。 


と うと う リ ー ダ ー 違 に 逃げ られ て し まっ た GONG は これ 以降 複雑 な 展開 を し て 行く こと に な る 。 

あま り に も る 個性 的 な 音楽 性 を 身 に 付け た メン バー 培 は 、 創 始 者 が いな く な っ た か ら と いっ て す 
ぐに 音楽 性 を 変え る こと も 出来 ず 、 取 り 敢 え ず 音楽 的 な リー ダー シッ プ を ステ ィ ー ヴ ・ ヒ レッ ジ に 一 
任 し 、 ち ょ うど 4 月 に 初 の ソロ ・ ア ル バ ム 「Fish Rising」 を 発表 し た ば か り の ヒレ ッ ジ の バッ ク ・ バ 
ンド を 兼 ね た よう な ライ ヴ 活動 を 続け る 。 ヒ レッ ジ は 最も 正統 的 な GONG サ ウン ド の 継承 者 で あ 
り 、 こ の アル バム に は 当時 の GONG の メン バー の ほ ば ぼ 全 員 が 参加 。 デ イヴ ・ ス チュ ワー ト (kbd) 
と リン ゼイ ・ ク ー バ ー(bsn) も 参加 し て お り 、 非 常に 充実 し た 内 容 の 傑作 が 出来 上 が っ た 。 複 雑 さ 
と 判り 易 さ 、 変 拍子 と ノリ の よさ 、 繊 細 さ と 裏 快 さき 、 主 役 と し て の ギタ ー 演 奏 と 見 事 な バ ンド ・ ア ン サ 
ンプ ブル が 両立 し た 抜群 の バラ ンス 感覚 を 持っ た 作品 だ 。 

若干 の メン バー・ チ ェ ン ジ を 経て GONG は 1976 年 2 月 、 ア ル バ ム 「Shamal」 を 発表 する が 、 
これ まで に 比べ る と 妙 に 落着 き 払 っ た 心地 好い サウ ンド に な っ て お り 、 最 早 自分 が いる 必要 は な 
いと 感じ た ヒレ ッ ジ は 1975 年 12 月 、 バ ンド を 去っ て し まう 。 ヒ レッ ジ は 既に 自ら の 音楽 の 展開 に 自 
信 を 持っ て いた の だ ろう 。 自 分 の バン ド を 率い て 次 々 と 素晴らし い ア ル バ ム を 作っ て 行く こと に 
な る 。 

残さ れ た GONG を 今度 は ビエ ー ル ・ モ エル ラン が 率い て 行っ た 。 そ も そ も モ エル ラン は あま り 
GONG と いう バン ド を 居心地 よく 思っ て いな か っ た の で は な いか と 思わ れる 節 が 見 られ 、 実 際 
何 度 と な く バ ンド を 離れ て は 戻っ て 来 て いる 。 そ ん な 彼 が GONG を 率い て 行く の は 彼 自身 も 抵 
抗 が あっ た よう だ 。 バ ンド 名 を 変え る こと も 考え た らし い 。 新 た に ギタ リス ト 、 ア ラン ・ ホ ー ル ズ 
ワー ス を 迎え た GONG は 、 向 か う 所 敵 な し の テク ニッ ク 集 団 と な り 、 以 後 フ ュー ジョ ン 街 道 を ま 
っ し ぐら に 突き 進ん で 行く こと に な る 。 と 言っ て も る 、 ホ ー ル ズ ワ ー ス は 「Gazeuse ./」 一 作 で 抜け 、 
その 後 は アル バム 毎 に ミッ ク ・ テ イラ ー や 、 マ イク ・ オ ー ル ド フ ィ ー ル ド 、 ダ リル ・ ウ ェ イ 、 デ ィ デ ィ エ ・ ロ 
ッ ク ウ ッ ド と いっ た 一 流 の ミュ ー ジ シャ ン を ゲス ト に 迎え 、 バ ンド 自身 バー カッ ショ ン を 全面 的 に フィ 
ー チ ュ ア し た 非常 に ユニ ー ク な サウ ンド を 探究 し て 行く 。1979 年 か ら は バン ド 名 を PIERRE 
MOERLEN'S GONG に 改め て お り 、 か つて の GONG と は 違う バン ド な の だ と いう こと を 明 
確 に し て いる 。 モ エル ラン は マイ ク ・ オ ー ル ド フ ィ ー ル ド や スウ ェ ー デ ン の グル ー ブ プ 、TRIBUTE 等 と 
の 対外 的 な 活動 も 盛ん だ が 、 そ の 所 為 か 一 時 自分 の バン ド の 方 の 音沙汰 が な く な っ て いた 。 
し か し 、1989 年 、 久 し ぶり の アル バム 「Second Wind」 が 発表 され 、 彼 ら の 健在 ぶり が 明らか に 
な っ た 。 
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一 方 、1975 年 4 月 に GONG を 離れ た デヴィ ッ ド ・ ア レン と ジリ ・ ス ミス は 再び スペ イン の マヨ ルカ 
島 、 デ ヤ に 落ち 着き 、 地 元 の EUTERPE と いう バン ド と 手 作 業 に よる 録音 を 行う 。 こ うし て 出来 上 
が っ た 1976 年 5 月 に 発表 され た アレ ン の ソロ ・ ア ル バ ム 「Good Morning」 は GONG に 比べ る 
と ずっ と アコ ー ス ティ ッ ク で 、 フ ォ ー ク 的 な サウ ンド を 打ち 出し て お り 、 非 常に 優し さ に 満ち た 美しい 
音楽 が 胸 を 打つ 。 と て も 4 チャ ン ネ ル ・ レ コー ディ ング と は 思え な い 深 み の あ る 音 も 特筆 し て いい 。 
続い て 発表 され た 「Now ls The Happiest Time Of Your Life」 も 既に 解散 し て し まっ 
た EUTERPE の 元 メ ン バ ー を 中 心 と し た スペ イン の ミュ ー ジ シャ ン 培 を 迎え て の 録音 で あり 、 
や は り 同 傾向 の 素晴らし い 作品 だ 。 

こう し た 内 省 的 な アル バム を 作り な が ら も 、 ア レン は 次 な る 飛 忠 の 機 を 宮 っ て いた 。1977 年 5 月 
28 日 パリ に 於 いて ファ ン 違 の 企画 で 途 載 も な い コ ン サ ー ト が 開催 され た 。 全 盛 期 の GONG を 
1 日 だ け 再 結成 させ 、 し か も GONG の 派生 バン ド も 一 堂 に 会 し て 演奏 を 披露 する と いう も の で 、 
ステ ィ ー ヴ ・ ヒ レッ ジ の バン ド や STROINTIUM 90 な ども 参加 し て 延々 12 時 間 に 渡 っ て 様々 な 
GONG が 演奏 を 繰り 広げ た 。 こ の 時 の 再 結成 バン ド の 演奏 は 2 枚 組 ライ ヴ ・ ア ル バ ム 「Gong 
Est Mort」 と し て 発表 され て いる 。 こ の コン サー ト を きっ か け に アレ ン は 再び バン ド 活 動 を 再開 
する こと に する 。 偶 々 知り 合っ た バン ク ・ バ ンド 、HERE AND NOW に ジリ ・ ス ミス と も ども 加わ 
っ て 、PLANET GONG と し て イギリス 及び フラ ンス で ライ ヴ 活動 を 行う 。 彼 ら の まさ に バン ク 版 
GONG サ ウン ド は ライ ヴ ・ ア ル バ ム 「Floating Anarchy 1977」 で 聴く こと が で きる 。 

翌年 アレ ン は 10 年 連れ 添っ た 伴 但 、 ジ リ ・ ス ミス と 別れ 、 ア メリ カ に 渡る 。 こ の 混乱 期 に ソロ ・ ア 
ル バ ム 「N'existe pas./」 が 録音 され て いる 。 こ れ は クリ ス ・ カ トラ ー (ds) や ジョ ー ジ ・ ビ ショ ッ 
プ (sax,clr)、 ベ ブシ ・ ミ ラン (g) ら を 迎え て 制作 され て お り 、 様 々 な 音楽 が 澤 然 一 体 と な っ て 他 
に 例 の な い 均 衡 を 生み 出し て いる 。 過 渡 期 の 作品 で は ある が 、 個 人 的 に は 最も 気に入っ て いる 
アル バム だ 。 

アメ リカ に 渡っ た アレ ン は ZU BAND の 連中 と 組ん で NEW YORK GONG を 結成 する 。 
これ は PLANET GONG の ニュ ー ヨ ー ク 版 と いっ た 性 格 の バン ド で あり 、1980 年 に は アル バム 
「About Time」 を 発表 する 。 NEW YORK GONG は ある 意味 で 極め て 重要 な 役割 を 果 た 
し た 。 そ れ ま で 潜在 [て いた アメ リカ の アン ダー グラ ウン ド な カン タ ベ リ ー・ ミ ュー ジッ ク 信 替 者 違 を 
目覚 め あさ せ た の だ 。 期 せ ず し て 元 HENRY COW の 連中 も 同じ シー ン に 触媒 と し て 働き か け て 
お り 、 こ こ か ら 生 まれ た 新しい ムー ヴ メ ント は 以後 信じ られ な い 程 の 広がり を 見 せ て 行く こと に な 
る 。 こ の NEW YORK GONG が MATERIAL へ と 成長 を 遂げ て 行っ た こと を 指摘 する だ け 
で も 充分 に その 意味 が 判る だ ろう 。 

NEW YORK GONG の アル バム に 用 いた 録音 の リズ ム ト ラ ッ ク だ け を 取り 出し 、 そ れ を 再 
編集 し た テー プ を バッ ク に 、 ア レン は (The Divided Alien Playbax Performances)〉 
の タイ トル で アメ リカ 及び カナ ダ に 於 いて 28 回 に 及ぶ 一 連 の ソロ ・ コ ン サ ー ト を 開く 。 こ れ は 音楽 
だ け で は な く 、 ヴ ィ デ オ 映 像 も 使っ た 総合 芸術 と し て の バフ ォ ー マ ンス だ っ た らし い 。 そ の 音楽 部 
分 の スタ ジオ ・ レ コー ディ ング が 「Divided Alien Playbax 80」 と し て 発表 され て いる 。 な る 
ほど 、 一 見 陳腐 な アイ ティ ア で は ある が 、 殆 ど 原 型 を と ど め め ぬ 再 構築 の 効果 は 予想 以上 の も の だ 
と 言え よう 。 

1981 年 、 ア レン は 21 年 振り に オー スト ラリ ア へ 帰国 する 。 翌 年 に は 殆ど ひと り で 多重 録音 し て 作 
り 上 げた 「The Death Of Rock And Other Entrances」、 バ フォ ー マ ン ス ・ ア ー テ ィ ス ト 、 
デヴィ ッ ド トリ ー と の 共 作 「Ex: Stop/Don't」 を 発表 。1983 年 に は アメ リカ 時 代 に 行っ た レコ ー 
ディ ング を も と に し た と 思わ れる ミニ ・ ア ル バ ム 「Alien In New York」 を 発表 し た 後 、 な ん と 音 
楽 を 廃業 し て し まう 。 以 後 ニ ュー サウ スウ ェ ー ル ズ 州 北部 の 森林 地帯 で 隠 通 生活 を 送り な が ら 、 
音楽 治療 の 研究 な ど を 行っ て いた と 言う 。 


1978 年 、 ア レン と 別れ た ジリ ・ ス ミス の 方 は 、 ま ず ア レン の プロ デュ ー ス で 初 の ソロ ・ ア ル バ ム 
「Mother」 を 発表 し て いる が 、 こ れ は スベ イン で 録音 し た も の を 中 心 に 、1972 年 頃 の 録音 も 取り 
混ぜ て 構成 され て いる よう だ 。 こ の アル バム の プロ モー ショ ン の た め ス ミス は 新た に MOTHER 
GONG を 結成 し 元 HAWKWIIND の ニッ ク ・ タ ー ナ ー が 元 GONG の ミュ ー ジ シャ ン 違 と 結成 
し た SPHYNX と 合同 で イギリス ・ ツ アー を 行っ た 。 当 初 MOTHER GONG は セッ ショ ン 的 性 
格 が 強く 、 メ ン バ ー が 殆ど 固定 し て お ら ず 、HERE AND NOW の メン バー や 、 ク リス ・ カ トラ ー 、 
元 GURU GURU の アッ クス ・ ゲ ン リ ッ ヒ 、 あ る い は ヒュ ー・ ホ ッ パ ー、 ロ ー リ ー・ ア ラン 、 ビ プ ・ バ イ 
ル 等 々 の ミュ ー ジ シャ ン 達 が 参加 し た 。 ま た 、 デ ヴィ ッ ド ・ ア レン も ツア ー に よっ て は 参加 し て いた 。 
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1978 年 10 月 に は 、NEW YORK GONG と 並ん で NEW YORK MOTHER GONG と いう ぅ 
バン ド も ステ ー ジ に 立っ た らし い 。 こ の 年 の 暮 に は SPHYINX の ハリ ー・ ウ ィ リ アム ソン が 加わ り 、 
以後 MOTHER GONG は ジリ ・ ス ミス と ウィ リア ム ソ ン の 双頭 バン ド の 性 格 を 帯び て 行く 。 ニ ッ 
ク ・ タ ー ナ ー や デイ ヴ ・ ア ンダ ー ソ ン ま で 巻き 込ん で 制作 され た 彼ら の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 「Fairy 
Tales」 は 1980 年 に 発表 さき れ た が 、 こ れ は 非常 に フォ ー ク 色 の 強い 内 容 で あり 、GONG フ ァ ミ リ 
ー の 作品 と し て は 異質 な 印象 も 受け る 。 ア レン の 手 が 一 切 加 わっ て いな い ス ミス の 音楽 が ここ で 
初め て 披露 され た 。 こ の アル バム の プロ モー ショ ン で 今度 は アメ リカ ・ ツ アー が 行わ れ た 。 


1980 年 スミ ス は ウィ リア ム ソ ン と 結婚 し て いる 。 そ し て この 年 より MOTHER GONG は 新た な 
局面 を 見 せ て 行く 。 レ ギュ ラー・ バ ンド と し て メン バー を 固定 し “Robot Woman" の 3 部 作 に と 
りか か っ た の だ 。 こ れ は SF 仕立 て の コミ カル な ドラ マ だ が 、“Radio Gnome Invisible “と は 
大 分 趣 が 異な り 、 フ ァ ン タ ジ ー 色 は まっ た く な い 。 コ ミカ ル で は ある が 、 平 和 や ヒ ュー マニ ズム 、 反 
軍事 力 、 反 性 差別 と いっ た 非常 に シリ アス な テー マ を 採り 上 げた 極め て メッ セー ジ 色 の 濃い スト 
ー リ ー だ 。 こ うい っ た メッ セー ジ 性 は 1980 年 代 後半 に 入っ て 再び 市 民権 を 得る に 至っ て いる こと 
か ら 考 えれ ば 、 あ な が ち 古 臭い と も 言え な い 訳 だ が 、 表 現 方 法 と し て は や は りあ まり 洗練 され て 
いる と は 言え まい 。1982 年 、「Robot Woman」、「Robot Woman 2」 の 2 枚 の アル バム を 発 
表し 、 ス ミス と ウィ リア ム ソ ン は ふた り で オー スト ラリ ア へ 移住 し て し まう 。 

オー スト ラリ ア へ の 移住 は 迫り 来る 核 戦争 へ の 恐怖 が 理由 だ っ た と 言う 。 メ ル ボ ルン で ウィ リア 
ム ソ ン は レコ ー デ ィング ・ プ ロ デ ュ ー サ ー 上 兼 エ ンジ ニア と し て 活動 を 始め 、 今 も オー スト ラリ ア の 民族 
音楽 や 地元 の バン ド 、 あ る い は 吟遊 詩人 違 の 録音 を 数 多く 紹介 し て いる 。 そ うし た 中 に は ジリ ・ 
スミ ス や デヴィ ッ ド ・ ア レン の ゲス ト 参 加 し た も の も 含ま れ て いる 。 

これ ら の 活動 は あま り に も ロー カル な も の だ っ た の で 、 彼 ら の 活動 は 実質 的 に は 地下 に 潜行 
し て し まっ た 。 音 沙汰 の な いま ま 月 日 を 重ね て いた の だ が 、1989 年 、 突 然 様相 が 一 変 する 。 
GONG と いう 名 前 が 使え な か っ た の か 、 ま ず 「The Mystery AndThe History Of The 
Planet Gong」 と いう 2 枚 組 の 貴重 な 未 発表 録音 集 が 発表 され た の に 続い て 、 既 に バン ド 形 
態 で は な く な っ て いる が アレ ン ま で ゲス ト 参 加 し て いる MOTHER GONG の 「Robot 
Woman 3」、 ア レン と スミ ス 、 ウ ィ リ アム ソン が 共同 で 作り 上 げた 「The OwI And The Tree」 
が 発表 され た の だ 。 ア レン は 1988 年 に イギリス に 戻り 、 ワ ンダ ナ ・ ブ ルー ス と いう 女性 ヴォ ー カ リス 
ト 菩 ハ ー モ ニウム 奏者 と 知り 合い 、 共 同 生 活 を 始め て いた 。 従 っ て これ ら の 活動 は イギリス と オー 
スト ラリ ア の 両国 に 股 が っ て の も の と いう こと に な る 。 そ の 上 、 極 め 付 け は GONG MAISON な 
る バン ド の 登場 だ 。 こ れ は アレ ン を 中 心 に 、 ハ リー・ ウ ィ リ アム ソン 、 デ ィ デ ィ エ ・ マ レ エ ブ 、 グ ラ ハ ム ・ 
クラ ー ク (写真 か ら 見 る と グラ ハム ・ ス ミス の 変名 の 可能 性 が ある )、 そ れ に ワン ダナ ・ ブ ルー ス と 
いっ た 連中 が 集まっ た バン ド で あり 、1989 年 夏 の 録音 が 「Gongmaison」 の タイ トル で 発表 さ 
れ た 。 こ の バン ド は ライ ヴ 活動 も 行っ て いる 様子 で あり 、 こ れ か ら の 展開 が 非常 に 気 に な る 。 ち ょ 
うど 「Camenbert Electrique」 の 頃 の GONG に 通ずる バン ド と し て の ボ ポテンシャル を 持っ 
て いる の で 、 ア レン の 意欲 次 第 で は 相当 の 活躍 が 期待 で きる 。 

類 雑 さ を 避 ける た め 文 中 で は あま り 触 れ な か っ た が 、 ス ティ ー ヴ ・ ヒ レッ ジ 、 マ イク ・ ハ ウレ ッ ト 、 
ディ ディ エ ・ マ レ エ プ 、 テ ィ ム ・ プ レイ ク ら の その 後 の 活躍 も る それぞれ 特筆 すべ きも る の が ある 。 そ れ 
ら も 全部 含め た 上 で GONG フ ァ ミ リー の 全体 像 が 見 えて 来る 。 

この よう に GONG の 周辺 だ け で ファ ミリ ー・ ト ゥ リー が 形成 され る 程 そ の 人 脈 は 広がり と 共通 
の 音楽 性 を 上 兼 ね 備え て いる が 、 と 同時 に GOING フ ァ ミ リー 自体 が 人 脈 的 に も 音楽 的 に も カン タ 
ベリ ー・ フ ァ ミ リー に 帰属 し て いる 。 し か し 、GONG を そう し た 面 だ け で 捉え る の は や は り 間 違い 
で あり 、 何 と 言っ て も ある 時 期 フ ラン ス の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン の 一 つの 中 枢 で あっ た と 
いう 厳然 た る 事実 が ある し 、 ま た 、HAWKWIND と の 奇妙 な 繋 り や 、 マ イク ・ オ ー ル ド フ ィ ー ル ド と 
の 関係 で 見 て 行く と 違っ た 側面 が 見 えて 来る 。 こ の バン ド を 正確 に 把握 し よう と する な ら 、 そ うい 
っ た 多角 的 な 視野 が 欠か せな い 。 

この 摩 記 不思議 な 音楽 集 田 を 語る に は 、 ま だ まだ これ だ け の スペ ー ス で は どう に も な ら な い 
の だ と いう こと は 確か だ 。 





SOFT MACHINE 
Face Amd Place Val. 7 


LP/BYG 529 907 
"71 年 (68 年 録音 ) 





'68 年 4 月 、 ロ バー ト ・ ワ イア ッ ト (vo, ds)、 デ イヴ ィ ッ ド ・ ア レ 
ン (g)、 マ イク ・ ラ トリ ッ ジ (p, org) 、 ケ ヴィ ン ・ エ アー ズ (b, vo) の 
オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー に よっ て 録音 され た 唯一 の 作品 。 何 故 か すぐ 
に は 発表 され ず 、"70 年 代 に な っ て フラ ンス BYG か ら リ リー ス さ れ た 。 
ワイ アッ ト を 中 心 と し た ヴォ ー カ ル ・ パ ー ト と キー ボー ド 、 ギ ター 
の ソロ を フィ ー チ ャ ー し た イン スト ・ パ ー ト か ら 成 る が 、 ジ ャ ズ ・ 
ロッ ク 的 な 部 分 は 全く な く 、 プ ルー ス ・ ロ ッ ク 、 サ イケ デリ ッ ク ・ 
ミュ ー ジ ッ ク 、 ポ ッ プ ス 等 の 要素 が 入り 混じっ た 所 請 ア ー ト ・ ロ ッ 
ク で ある 。 後 の 姿 を 予想 させ る ワイ アッ ト の ヴォ ー カ ル 、 ま と まり 
の 良い 演奏 な ど 、 制 作 年 度 を 考え る と 極め て 質 の 高い 作品 と 言え る 。 

(賀川 ) 





GONG 
Magick Brother 


LP/BYG 529305 70 年 
CD/Splax Music 14812 





ゴン グ と し て の 初め て の アル バム と され て いる が 正式 に は デイ ヴ 
ィ ッ ド ・ ア レン ズ ・ ゴ ング の 唯一 の アル バム と 見 た 方 が 正しい 。 メ 
ン バ ー は 9 人 編成 だ が 実際 に は も っ と 居 て スタ ジオ 内 は 当時 15 一 6 
人 位 出入 り し て いた らし い 。 その 中 に は 現在 ECM で 活動 し て いる ア 
ー ル ・ フ リー マン 、 バ パー トン ・ グ リー ン 、 バ パ バール ・ フ ィ リ ッ プ ス ら 
も いた 。 ア レン 、 ス ミス の 他 に は ディ ディ エ ・ マ レル プ 、 ラ シッ ド ・ 
ハウ リ 、 タ スマ ン ・ ス ミス 、 等 で 全曲 ジリ ・ ス ミス の ペン に よる も 
の で これ は 特筆 に 値する 。 音 の 方 は ミス ティ ッ ク 、 ギ ミッ ク 、 サ イ 
ケ デ リッ ク の 類 で 正当 な テク ニッ ク は 全く な い が こ れこ そ が ゴン グ 
の 真 の 魅力 と 言え る だ ろう 。 (いわ ね ) 





0 


し の YA いい ュ た ( 敵 GONG 
らら 


77977KGUO 記 IS2/1372816430 
0 が の 


(ontinentel Circus 


LP/Philips 6362 330 71 年 
CD/Mantra 089/642089 





この 作品 は 71 年 に 「Camembert Electrique」 を 発表 し て か ら ^ ラ 
ジオ ・ ノ ウム ・ イ ン ヴ ィ ジ ブル 3 部 作 ′” に 至る 空白 の 時 期 に リリ ー 
ス さ れ た も の で ある 。 一 応 、 ゴ ング 名 儀 と な っ て いる が 、 デ イヴ ィ 
ッ ド ・ ア レン が 制作 し た オー トバ イ ・ レ ー ス の ドキ ュ メ ント 映画 の 
サウ ンド ・ ト ラッ クス で あり 、 他 の ゴン グ の 作品 と は イメ ー ジ の 異 
な る 作品 と な か っ て いる 。 テ ー プ ・ コ ラー ジュ を 多用 し た よう な 、 ヴ 
ォ イ ス と オー トバ イ の エグ ゾー スト ・ ノ ー ト を ルー プ 状 に 配 し た ア 
ル バ ム で 、 純 粋 に サウ ンド ・ ト ラッ クス と し て の 発想 で 制作 され た 
も の だ と 思う 。 ア レン の 様々 な 側面 を 知る こと の で きる 暴 味 深い ア 
ル バ ム だ 。 (山崎 ) 





HIIH 
Camembhert Electrigue 


LP/BYG 529 353 71 年 
CD/Decal CD LIK 64 


'60 年 代 か ら アレ ン が 表現 し よう と 試行 錯誤 し て きた も の は この ア 
ル バ ム に 一 応 の 完成 を みた と いっ て いい だ ろう 。 フ ラン ス で アム ・ 
ソン の メン バー 達 と 活動 し た り し な が ら 築 き あ げ て きた スタ イル は 
グル ー プ 、 BANANA MOON を 経て ここ に 集結 する の で ある 。 グル ー 
プ 内 で の 個々 の 役割 り が 明確 に な り 、 ア レン の セン ス と グル ー プ の 
テク ノロ ジー が 均 衝 を 保つ よう に な っ て くる 。 こ の 時 代 に 創 ら れ た 
ゴン グ 神 話 を 次 作 か ら の ラジ オ ・ ノ ウム ・ イ ン ヴ ィ ジ ブル 3 部 作 ? 
で 整理 し て いく こと に な る 。 後 の 作品 と 較べ る と 、 や や 荒削り な 印 
象 は ある が 、 ア レン の 思想 が 最も スト レー ト に 伝わっ て くる 作品 で 、 
アレ ン 対 グル ー プ と いう こと を 考え る な ら 、 最 も 両者 の バラ ンス が 
良かっ た 時 代 の 作品 と いえ る と 思う 。 (山崎 ) 








NG 
Flyimg Teapot 
LP/BYG 529 027 73 年 





* ラ ジオ ・ ノ ー ム ・ イ ン ヴ ィ ジ プ ブル? 3 部 作 の 幕開け 。SF と お 伽 話 
と ドラ ッ グ の 混交 し た この スペ ー ス ・ オ ペラ は 、 メ ン バ ー の 各 人 も 
登場 人 物 の 一 角 を 担い 、 物 語 世 界 を 生き て 行く 。GONG が 即興 的 な ヒ 
ッ ピ ー 集 団 か ら 卓 越し た テク ニッ ク 集 団 に 移行 する 過程 で 、 本 作 で 
は まだ アレ ン 色 が 強く 、 歌 の 比重 が 高い が 、 そ の バッ ク で は 既に 切 
れ の 良い 演奏 が 聴け る (当時 の リズ ム 隊 は F・ モ ー ズ と L・ ア ラン )。 
音 は 回 を 追う ご と に 厚み を 増し 、 め くる めく 探索 の 果て の 結論 は ^Gong 
is and one is you”。 自ら の 内 に ユー トピ ア を 見 出す 思想 は 、RUSH 
「2112」 の 個 の 可能 性 や オリ ジ ナ ル ・ パ ンク の “自分 自身 で あれ ” と 
も 通 底 する ロッ ク の 核 で は な いか 。 ア レン の 軽々 と し た 歌 同様 、 ジ 
ャ ケッ ト も 眺め る だ け で 楽し い 。 (高山 ) 























G0NG 

Angel's Egg 

LP/Virgin V 2007 73 年 

CD/Virgin CDV 2007 
Decal CD LIK 75 
東芝 EMI VJD-5017 


^ ゴ ング 神話 ′* の 中 枢 で ある ラジ オ ・ ノ ー ム ・ イ ン ヴ ィ ジ プル? 
三 部 作 の 第 2 作 目 。 前 作 「Flying Teapot」 が 濃密 な サウ ンド ・ イ メ 
ー ジ で あっ た の に 対し どこ と な く 透 明度 を 感じ る 作品 。 こ の 時 代 に 
な る と 演奏 面 で は ステ ィ ー ヴ ・ ヒ レッ ジ 、 ピ エー ル ・ ム ー ラ ン 、 ミ 
レイ ユ ・ ボ ポー エル 等 の 秀 れ た ミュ ー ジ シャ ン が 円 地 し た 演奏 を くり 
ひろ げ 、 ア レン は コン セプト を まとめ あげ る 中 心 で は ある が 、 少 し 
ずつ 他 の ミュ ー ジ シャ ン の 意向 が 投影 され る 割り 合い が 増し て き て 
いる 。 この頃 、` ゴ ング 神話 ? を アレ ン は 整理 し た よう で 、 こ の 作品 
の オリ ジ ナ ル は ブッ クレ ッ ト が 付 さ れ て お り 、「 ラ ジオ ・ ノ ー ム ー」 
の スト ー リ ー を 知る こと が で きる 。 (山崎 ) 











G0NG 
You 


LP/Virgin V 2019 74 年 
CD/Virgin CDV 2019 





^Radio Gnome Invisible* 最終 作 は また Allen&Smith 在 籍 最後 の 作 
品 と も な っ た 。 名 前 こそ 残る が 、 そ の 後 の GONG は 実質 的 に 別 の バン 
ド と 看 個 さ れる 。 サ イケ デリ ッ ク か つ ス ペイ シー と いう 独創 的 GONG 
ワー ルド 、 そ れ が メン バー 各 人 の 優れ た プレ イ に より テク ニカ ル に 
展開 され る 様 は リス ナー を 魅了 する 。 彼ら の 集大成 的 作品 と いう だ 
け で な く 、 こ こ で の 各 要 素 が その 後 の 各 メン バー の 活動 に あたっ て 
の 基本 フォ ー マ ッ ト と な っ て いる 点 に も 注目 し た い 。GONG の 功績 と 
は 音楽 的 な 魅力 と 初期 ジャ ー マ ン に も 通じ る 精神 性 の 両立 に ある と 
考え る が 、 後 者 は より 楽天 的 で アナ ー キ ー な 反面 、 哲 学 的 、 霊 的 な 
示唆 と いう 多面 性 を も 垣 問 見 せる 。O0ZRIC TENTACLES の 様 な 優れ 
た フォ ロワ ー の 出現 も 宜 な る か な 。 (山田 ) 


GO0NG 
Shamal 


LP/Virgin V 2046 7S 年 
CD/Virgin CDV 2046 
東芝 EMI VJD-5017 





D・ ア レン 、G・ ス ミス が 去っ て GONG は 文字 通り 演奏 集団 と な り 、 
S・ ヒ レッ ジ も ゲス ト 扱 いで 2 曲 の み の 参 加 。 メ ン バ ー は P・ ム ー ラ ン 、 
D・ マ レル プ 、M・ ハ ウレ ッ ト の 3 人 に 女性 パー カッ ショ ニス ト の M・ 
ボウ エル 、 元 ALPES の P・ ル モワ ー ヌ (Key) を 加え た 布陣 で ハウ レ 
ッ ト が ヴォ ー カ ル を 兼任 し て いる 。FLOYD の N・ メ イス ン を プロ デュ 
ー サ ー に 迎え た 本 作 で は 、 従 来 の 不可 視 的 な 面影 も 残り 、 そ の 意味 
で クロ ス オ ー ヴ ァ ー プ フュ ー ジ ョ ン 扱 い は 次 作 ま で 待つ べき だ ろう 。 
ヴィ プラ フォ ー ン の 響き と 、 マ レル プ の フル ー ト 、 尺 八 、 決 し て 上 
手 く は な い ハ ウレ ッ ト の ヴォ ー カ ル が 織り 成す 世界 は 、 オ リエ ント 
幻想 を 喚起 し 、 無 紅 の 、 し か し 刻 一 刻 と 変化 する 砂 立 の 姿 に も 似 て 、 
優し く 、 心 安らぐ 愛す ら 感 じ さ せる 。 (高山 ) 





LP/Virgin V 2074 77 年 
CD/Virgin CDV 2074 
東芝 EMI VJD-5018 





Benoit Moerlen が 加入 、 2 人 の Moerlen & Bauer の フォ ー メ ー シ 
ョ ン は ここ に 確立 し た 。 キ ー ボ ー ド レス の ドラ マー 2 人 (時 に 3 人 ) 
の チュ ー ン ・ パ ー カ ッ シ ョ ニス ト 、 加 えて M・Cinelu(Conga, etc) と 、 
ロッ ク 史 上 例 を 見 な い 様 な ベー シッ ク ・ ア ン サ ンプ ブル の テク ニカ ル 
で ドラ イヴ 感 溢 れる サウ ンド が も た ら す 肘 惑 は 聴き 手 に と っ て 快感 
その も の 。 抜 群 の 存在 感 を 見 せつ ける 新参 の A・Holdsworth(UK 以 前 
の 彼 の プレ イ と し て は ベス ト の 部 類 で は ? )、 元 MAGMA の バイ ・ プ 
レイ ヤーF・Moze(b) 、 古参 Malherbe(sax、 fl) ら が 一 体 と な っ た A① 
や 先述 する 3 人 の 名 演 A③、④ な ど は 、 こ の ユニ ッ ト の オリ ジ ナ リ 
ティ の 高 さ を 証明 する 。「You」 後 の 彼ら と し て は 最高 作 の 呼び 声高 
く 、 米 で 商業 的 成功 も 収め た 。 (山田 ) 


G0NG 
Live Ete 


LP/Virgin VGD 3501 77 年 
CD/Virgin CDVM 3501 





アレ ンズ ・ ゴ ング が 解散 し た 後 、77 年 に ヴァ ー ジ ン 側 が 制作 し た 
2 枚 組 ライ ヴ 。 ア レン 側 は この アル バム の 発売 に は 不 本 意 で あっ た 
よう で 、 ヴ ァ ー ジ ン ・ オ フィ ス へ 抗議 し た り 、 又 、 再 編 コ ン サ ー ト 
を 1 度 だ け 開 き 「Gong Est Mort」 と 題し た ライ ヴ を 発表 し た り し 
た 。 し か し 、 三 部 作 当 時 の ライ ヴ を 知る こと の で きる この 作品 は フ 
ァ ン に と っ て は 貴重 な ね も の と な っ て いる 。73 年 一 75 年 の 演奏 が 収め 
られ て いる が 、L P で は 第 4 面 に あたる 部 分 は アレ ン が 脱退 直後 の 
演奏 で ある 。 この 時 点 で は まだ グル ー プ に 大 き な 変 化 は な く 、 従 来 
の ゴン グ の スタ イル で の 演奏 が 聴け る 。 音 楽 的 に 最も 充実 し て いた 
時 期 の 演奏 が 聴け る 為 、 当 時 の ステ ー ジ の 熱気 の よう な も の も 知る 
こと が で きる 。 (山崎 








G0NG 
Gong Est Mort 


LP/Tapioca TP 10002 一 3 77 年 
CD/Celluloid 66915-2 








74 年 6 th「You」 発 表 後 デイ ヴィ ッ ド ・ ア レン 、 ジ リ ・ ス ミス の 脱 
退 に より 有名 無実 と な っ た ゴン グ で ある が 77 年 当時 、 個々 独自 の 活 
動 へ と 散在 し て いた 全盛 期 の メン バー、 前 述 の 両者 、 テ ィ ム ・ プ レ 
イク 、 デ ィ デ ィ エ ・ マ レル プ 、 ピ エー ル ・ ム ー ラ ン 、 マ イク ・ ハ ウ 
レッ ト 等 が 一 時 的 に パリ で 行っ た ギグ の 、 そ し て ゴン グ 精 神 を 極め 
る 「Camembert Electrique」 ラ ジオ ・ ノ ー ム ・ イ ン ヴ ィ ジ ブル 3 部 
作 の 真 の 集大成 が 本 作 で ある 。 同年 ヴァ ー ジ ン ・ レ ー ベ ル が 一 方 的 
に 発売 し た 「Live Etc」 に 対し アレ ン が 抗議 を 行っ た 事 は 本 作製 作 の 
要因 で あろ う 。 こ こ に は アレ ン の 精神 を 反映 し た お 祭り 要素 を 感じ 
させ る 自由 な 彼 等 の 次 が ある 。 彼 等 の ライ ヴ を 収録 し た も の と し て 
は 他 に 「Electric Score」「Greasy Truckers」 他 が ある 。 (松本 ) 





GUNG 
Express0 II 


LP/Virgin V 2099 78 年 
CD/Virgin CDV 2099 
東芝 EMI VJD-5019 





当時 は と 言え ば 、GONG 関 連 の 作品 が 様々 な ルー ト か ら リ リー ス さ 
れ 、 時 な ら ぬ GONG 神 話 の 復興 に 何かと 周囲 は 騒が し か っ た 。 そ ん な 
中 、「Gazeuse / 」 の 次 作 と 言え る の が 本 作 。 こ の 時 点 の メン バー は 
Moerlen 兄 弟 と Bauet、 そ れ に 新 加 入 の H・Rowe(b) 、 つ まり 従来 言う 
所 の メロ ディ 奏者 が 一 人 も いな い 事 態 と な っ た の だ が 、 そ の 事 が 逆 
に この ユニ ッ ト な ら で は の 可能 性 の 追求 と まとまり と いう 好 結 果 を 
生ん だ 。 M・Taylor、 Holdsworth、 D・Way ら ゲス ト の ソロ も それ ぞ れ 
見 事 で 、 前 作 に 勝る と も 劣ら ぬ 出 来 。“GONG” を 名 乗り 活動 する 事 
へ の 内 外 の プレ ッ シ ャ ー は 相当 な も の だ っ た と 推察 する が 、 こ うし 
て 前 人 未踏 の 地平 を 開拓 し た 彼ら の ポテ ン シ ャ ル と ミュ ー ジ シャ ン 
シッ プ の 高 さ に は 敬服 する 他 な い 。 (山田 ) 





ラジ 











NG 
Live In Paris, Bataclan 1973 


LP/Mantra 025 '89 年 
CD/Mantra 














ドラ ッ グ 抜き の た め 一 時 バンド を 離れ て いた アレ ン と スミ ス が 合 
流 。「Angel's Egg」 と いう 「Flying Teapot」 以 上 に イン ヴィ ジブ ル 
な アル バム を 製作 し 精力 的 に 活動 も あし た よう だ 。 その頃 の パリ で の 
ステ ー ジ を 完全 収録 。、 ベー シス ト に は マイ ク ・ ハ ウレ ッ ト が 迎え ら 
れ て お り 、 こ の 布陣 で 「You」 も 製作 する 。 ゴ ング 渦中 の ライ ヴ ら し 
く 「Live Etc」「Est Mort」 で 慣 ら さ れ て いた 耳 に は 不定 形 か つ 新鮮 
な 選曲 だ 。^You Cant Kill Me” か ら 始ま ら な い 。 ダ アイ ナマ イト 、 
タ 、 タ 、 タ 、 タ 、 タ 、 タ 、 と か 長い の だ 。 ク リム ゾン の 即興 曲 ど こ 
ろ で は な い 。 ラ イヴ ご と 即興 か 。 で 、 ス ミス が 危な い 。 ス ペー ス ・ 
ウィ スパ ー は 賠 絶 。 と に か く 頭 の 柔 か い ス テー ジ で ある 。 多 く の 公 
演 の 或 る 一 夜 と いう 感じ で 了 攻 場 感 あ る 。 (松本 ) 





GUNG 
Live At Sheffiel 74 


LP/Mantra 042 "90O 年 
CD/Mantra 042 














タイ トル 通り 74 年 の ライ ヴ 。 トリップ 状態 の 快感 原則 が 楽曲 を 支 
配 し て いる (平たく 言え ば 、 キ メ て いる た め へ ロロ へ ロ の エフ ェクト 
が 3 割り 増し ) と いう だ らし な い 状 態 な の だ が 、 こ の タイ プ の バン 
ド の 場合 、 そ の 方 が 演奏 内 容 が 良く な る の は 言う まで も な い 。D. Allen、 
G.Smyth、S.Hillage、T.Blake、P . Moerlen、M .Howlett、D.Malherbe 
と いう ライ ン ナ ッ プ か ら な る この 黄金 期 は 、 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク の ドラ 
ッ グ ・ ミ ュー ジッ ク へ の 転用 に 最も 成功 し た 時 期 だ っ た と 思う 。Allen、 
Malherbe、H.Williamson 等 に よる '89 年 の ライ ヴ が 同時 収録 され て い 
る が 、 こ こ に は 元 ジ ャ ン キ ー プ ヒッ ピー・ ミ ュー ジ シ ャ ン の 晩年 に 
時 折 認 め ら れる 、 ド ラッ グ や 混 油 か ら 解 き 放 た れ た すがすがしい 姿 
が ある 。 (Chihiro S.) 





GDNG 

Live On TV 1990 

CD/Code 90 NINETY 1 '93 年 
MSI MSIF 3029 








これ は '90 年 に オン ・ エ アー され た (日 本 で も WOWOW で 放映 され た ) 
新生 ゴン グ の ライ ヴ か ら の CD ヴァ ー ジ ョ ン で ある 。 アレ ン と ジリ ・ 
スミ ス は も ちろ ん 、 デ ィ デ ィ エ ・ マ レー プ 、 ピ ッ プ ・ パ イル と いう 
往年 の メン バー が 参加 し て いて 、「You」 以降 、 本 当 に 久しぶり の ア 
レン ズ ・ ゴ ング が 再編 され た わけ で ある 。 過去 の 名 曲 を 披露 し て く 
れる が 、 演 奏 の イメ ー ジ は 「Camembert 一 」 時 代 に 近く 、 年 老い た 
(失礼 /) ア レン が 昔 と 同じ よう に 、 フ ァ ン タ ジ ッ ク な ゴン グ ・ ス ト 
ー リ ー を 演じ て いる の を 聴い て いる と 、 僕 の よう な 古い ファ ン に は 
深い 感 翌 を 感じ る 。 (山崎 ) 


GUNG 
Shaneshifter 
CD/Celluloid 66914-2 '92 年 


SHAPESHIFTER ) 





復活 ゴン グ と いう より も 最新 型 ゴ ング 、 こ れ 明 ら か 。 ア レン の 中 
身 は 変わ ら ず と も 次 々 と 時 代 を 吸収 し て いく 和 柔軟 ぶり 、 そ こ に は ア 
レン さえ いれ ば 、 ど うに で も 形 を 変え る ゴン グ が いる 。 と り わ け 、 
バブ ル の 盆踊り と 云わ れ た ジュ リア ナ 東 京 音 頭 (ハウ ス の リズ ム の 
こと ネ ) に カッ ト ・ イ ン す る グ ・ グ ウォ ー ン グ は 、 世 界 を 転覆 させ 
る 程 で 、 未 だ に カマンベール の 威 力 は 失わ れ て いな い 。 メ ン ツ を 見 
る と P・Pyle、D・Malherbe、Graham Clark、Keith Bailey、Shyamal 
Maitra、 ア レン と 、 ゴ ング メゾ ン が か が 成 誤 し た か の よう に 見 える が 、 
単なる 最近 の 仲良 し と も 言え る 。 し か し 中 身 は 非常 に 前 向き な の で 、" 
70 年 代 前 半 を 想定 し て いる と 面 喰う 。 (松本 ) 








VAA. 
The Electric Sere 
L P/Revolution REV1-3 '73 年 





元祖 ほぼ お も いっ きり 自主 制作 。 よ し ゃ あ / パ ンコ ・ デ ル ・ ム ッ 
トゥ オ ・ ソ ッ コ ル ソ . ノノ こ りゃ あ 、 の っ け か ら 日 が ええ 。 と ニセ 江戸 
っ 子 ふ うに 決め た 所 で 、 話 だ ー。 ハ イド ・ パ ー ク の フリ ー・ コ ン サ 
ー ト に 並ぶ グラ スト ン ベ リ ー・ フ ェ ス こそ 今 で 言う レイ 〇 ・ パ 〇 テ 
ィ だ っ た わけ で 、MIGHTY BABY に HAWKWIND,PINK FAIRIES そ 
の 筋 に 元 じ め G.DEAD, こ れ に GONG と くり ゃ あ 、 鬼 に 金 捧 ヨ オ 、 あ た 
棒 ヨ オ 、 べ らん メイ / (えっ ? プ ライ アン ・ メ イ ? )。 だ が し か し 、 
結構 よそ の 所 で 録 られ た 録音 を か き 集め て うさ ん 臭い し ろ 物 で エエ 。 
まあ 、 全 盛 期 の ゴン グ が また 一 つ 聴 ける 貴重 品 な ん だ けど オ 、 今 と 
な る と オ 、 む し ろ 号 外 み た いな も ん で エ 、 コ ッ と お 一 品 。( 時 代 よ な 
ぁ …)、 っ て 一 ヨ っ ぱら いっ 。 し か も OL の 。 (松本 ) 





U. AA. 
全 eaSV Truckers 


LP/A Greasy Truckers Production 
G.T. 4997 73 年 





CAMEL, HENRY COW, GLOBAL VILLAGE TRUCKING CO.、GONG 
の ライ ヴ を 各々 片面 づつ に 収録 し た 自主 製作 盤 。 ゴ ング は 73 年 6 月 
の チュ ニ ジ ア 、 Festival Of Tabarka で の 録音 と '73 年 10 月 の シェ フィ 
ー ル ド 、 シ ティ ・ ホ ー ル で の 録音 が 収録 され て いる 。 両 日 と も 満月 
の 日 と 記さ れ て いる 。 メンバー は Bloomdido Bad De Grass, Stevie 
Hillside-Village, Pierre De Strasbourg, Mr T Being, Hi T Moonweed, 
Dingo Virgin, Shankti Yoni と いう こと で 全盛 期 の ライ ン ナ ッ プ 。F/|、 
F/0 が 多く こま 切れ だ が 、^Inner Temple” や ^Cantt Kill Me? 等 、 
曲 も 聴け る 。 ま た 所 々 に ラジ オ ・ ノ ー ム が 混 線 し た か 会 話 ら し きも 
の も 入る 。 チ ュ ニ ジア ・ テ イク は 即興 部 が 多く 整理 立っ て な い だ け 
に 面白 い 。 (松本 ) 








づ ご づ 





証 半 是 ミ .」 GUNG, DAEVID ALLEN, MOTHER 
二 223 GUNG 


The Mystery And History Of 
Planet mg 


LP/Demi Monde DMLP 1018 '89 年 
CD/Demi Monde CDTL 010 





89 年 に 降っ て 湧い た この アル バム が ゴン グ の 支援 団体 G.A.S の 始ま 
り 。 そ し て 今日 へ の 一 派 の 活況 を 促す こと に な る 。 ア レン の 64 年 か 
ら '88 年 まで の 足跡 が 未 発表 ライ ヴ や 会 話 、 テ ー プ 作品 等 で 整理 立て 
られ る こと な く 綴 られ た も の 。 LP で は 2 枚 組 の 分 量 。 貴重 な '68 年 ソ 
フト ・ マ シー ン 時 代 の ちん け な ラ イヴ を は じ め 「Camembert 一 」 時 
ジョ ン ・ ピ ー ル の 解説 も バッ チリ "73 年 BBC で の ゴン グ ・ ラ イヴ も 。 
「 月 に 撃つ 」 収 録 の ^Clarence In Wonderland* で は ゴン グ 総 動員 で 
K. エア ー ズ を パッ ク ・ ア ッ プ 。 イ ンタ ビュ ー 中 、 突 如 ア レン が ラジ 
オ ・ ノ ー ム に 交信 し て し まう 場面 に は 、 バ ッ ク に G. DEAD の “Dark 
Star” (Live Dead テ イク ) や ティ ム ・ プ レイ ク の 出番 ^Sprinkling Of 
Clauds” まで 流れ る 。 楽 し い 1 作 だ 。 (松本 ) 


DAEVID ALLEN/BANANA MOON/ 
G0NG 

Je Ne Fum Pas Des Bananas 
CD/Legend Music KZLM 15051 94 年 





'*63 年 の アレ ン ・ ト リオ と いう 極め 付け 音源 が 陽 の 目 を 見 た の は つ 
いこ の 間 の こと だ が 、 今 度 は 幻 の BANANA MOON が その 姿 を 現 わ し 
た 。 レ コー ディ ング ・ デ ー タ は な い が 、 時期 と し て は GONG 結 成 前 の 
こと で あり 、 既 に 「Magick Brother」 の 曲 を や っ て いた り 、SOFT 
MACHINE 時 代 の リフ が 出 て 来 た り と 、 実 に 楽し い 。 そ れ に し て も ど 
うし て こん な に 音 が いい の だ ? メン バー は アレ ン (g, vo)、 パ トリ 
ッ ク ・ フ ォ ン テー ヌ (b) 、 マ ルク ・ プ ラン (d) の 3 人 で 、 ジ リ ・ ス マ 
イス も 客演 。 既 に アレ ン の 音楽 は 大 体 完成 し て いて 、 聴 いて いて そ 
れ ほ ど 古 さ を 感じ な い 。 ほ か に も か な り 年 季 の 入っ て いそ うな アレ 
ン の ホー ム ・ レ コー ディ ング (これ は 音 が 悪い ) や 最初 期 の GSONG の 
未 発表 音源 も 収録 され て いて 、 貴 重 極まりない 。 (坂本 ) 





PIERRE MOERLEN'S ONG 
Downwimd 


L P/Arista SPART1080 "79 年 
CD/Great Expectations PIPICD 025 





堂 て の 不可 視 的 世界 か ら 、 肉 体 性 を 持っ た 可視 的 な 音楽 へ の 変貌 
を 遂げ た 本 家 GONG だ が 、 ヴ ァ ー ジ ン を 離れ アリ スタ に 移っ て の 第 一 
弾 た る 本 作 で は 、 ピ エー ル 自 身 の 名 を 頭 に 有 冠 し 、 商 業 的 な 意味 合い 
か ら GONG の 名 を 残し つつ も 、 過 去 と の 繋が り を 断ち 切 ろ うと する 次 
勢 が 見 える 。 前 作 同 様 名 手 ム ー ラ ン 兄 弟 の パー カッ ショ ン を 軸 に 、 
ゲス ト が 彩り 添え る コン セプト で 、 今 回 も M・ オ ー ル ド フ ィ ー ル ド 、 
S・ ウ イン ウッ ド 、D・ ロ ッ ク ウ ッ ド 、 継 続 参 加 の M・ テ イラ ー と いう 鍵 々 
た る 名 前 が 並ぶ 。「Tubular Bells」 を 想わ せる ヴィ プラ フォ ー ン を 受 
け て 、 マ イク の ギタ ー が 響く タイ トル 曲 は 、 マ イク の アル バム に 入 
っ て いて も お か し く は な い が 、 名 曲 だ ろう 。 ピ エー ル も 同行 し た マ 
イク の 来 日 公演 を 思い 出す 。 愛 着 あ る 一 枚 。 (高山 ) 


PIERRE MOERLEN'S GONG 
Live 
LP/Arista SPART1130 79 年 





1979 年 2 月 の パリ と 3 月 の ロン ドン 公演 を 収め た ライ ヴ で 、 メ ン 
バー は ピエ ー ル 、 プ ノワ の ムー ラン 兄弟 、H・ ロ ウ (B) 、B・ ロ ザ ガ (G) 、 
F・ コ ー ス (Perc) の 5 人 だ が 、 い き な り 一 曲 め の ^Downwind* か ら ゲ 
スト の M・ オ ー ル ド フ ィ ー ル ド と D・ マ レル プ の バト ル に 圧倒 され る 。 
基本 的 に トリ プル ・ パ ー カ ッ シ ョ ン ( ド ラム 含む ) ペー ス 、 ギ ター 
と いう 編成 で 、 2 曲 ほ ど ピ エー ル が キー ボー ド も 弾い て いる 。 こ の 
編成 で の 面白 味 が 発揮 され る の は 、 や は り 「ExpressoII」 に 収め ら 
れ て いた “Golden Dilemma” や “Soli" と いっ た ナン バー だ ろう 。 
ピエ ー ル の ドラ ム ・ ソ ロ を 除き 、「Shamal」「Gazeuse」「ExpressoII」 
「Downwind」 か ら の 選曲 。 ラ イヴ ヅ な ら で は の 乗り は MOERLEN'S GONG 
の 真骨頂 だ 。 (高山 ) 








PIERRE MOERLEN'S GONG 
Time Is The Key 
L P/Arista SPART 1105 79 年 





前 作 「Downwind」 の 延長 線上 に あっ て 、 整 理 さ れ た アル バム だ 。 
バン ド は ピエ ー ル ・ ム ー ラ ン を 中 心 に し て 、Hansford Rowe(b) 、Bon 
Lozaga(g) 、Peter Lemer(kbd) の 4 人 、 こ こ に 曲 に よっ て アラ ン ・ ホ 
ー ル ズ ワ ー ス や ダリ ル ・ ウ ェ イ ら が 参加 し て いる 。 ムーラン の ヴィ 
プラ フォ ー ン ・ プ レイ と レ マ ー の スト リン グ ス ・ シ ン セ サイ ザー の 
バッ キン グ が 目立つ 。「Downwind」 で 見 せ た シ ンプ ル な 曲調 が この 
アル バム に も 見 られ 、 分 か りや すい と は 言え る が 、 も う 一 づつ 特徴 が 
な い 。 役者 不足 も リラ ックス が あま り い かい 方 向 に 出 て いな い 気 も 
する 。 後半 は ホー ルズ ワー ス が リー ド を 取る の で 、 少 し は ひっ か か 
り が ある 。 (松本 ) 





PIERRE MOERLEN'S GONG 
Leave lt Open 
LP/Arista 202 955 81 年 





この アル バム か ら 、 以 前 の アル バム の セー ルス ・ ポ イン ト だ っ た 
大 物 ゲ スト の 参加 が 無く な っ て いる 。 グ ルー プ と し て の 音 を 確立 し 
た と いう 自信 か 、 そ れ と も セー ルス が 厳し い の で 予算 を 削ら れ た の 
か ……。 内容 は 地味 な が ら も 好 作 品 で 、 特 に 16 分 に 及ぶ タイ トル 曲 
は 、 大 河 の 流れ の よう に ゆっ た り と し た 展開 が 非常 に 心地 よい 。 他 
の 短い 曲 も それ ぞ れ の 特質 を 生か し た 佳 曲 ば か り 。“It's About Time" 
と いう タイ トル の 曲 は 、 同 時 期 に NEW YORK GONG と し て 同名 の ア 
ル バ ム を 発表 し た アレ ン へ の 当て つけ か ? この バン ド は この 後 、 
Arista と の 契約 を 切ら れ 、Moerlen は スウ ェ ー デ ン の TRIBUTE に 参加 
し 「Breaking Barrier」('86 年 ) 「Live!l」 (87 年 ) の 2 枚 の アル バム を 制 
作 し て いる 。 (武田 ) 





ご ララ 








PIERRE MOERLEN'S 5DNG 
Breakthrough 


L P/ARC Music EULP 1053 "86 年 
CD/ARC Music EUCD 1053 





日 本 へ の 入荷 が 少な か っ た せい か 、 プ リティ ッシュ 集成 や セカ ンタ 
ベリ ー・ フ ァ ミ リー・ ツ リー か ら も 漏れ て し まっ た 幻 の ? アル バム 。 
メン バー に HL.Rowe に 加え 、Gideon Andersson を 除く TRIBUTE の 全 
員 が 参加 し て いる 。 演 奏 は 、 以 前 の GONG の 作品 と 大 きく 変わ っ て は 
いな い が 、 女 声 コ ー ラ ス が 入っ た こと に より 幾 分 務 ら か め に な っ た 
と いう 印象 が ある 。 ヴ ィ ブ プラ フォン の ソロ を フイ ー チ ュ ア し た タイ 
トル 曲 と 大 陸 的 な 広がり の ある ラス ト 曲 の Far East” が 6 分 台 で 、 
残る 8 曲 は 2 一 4 分 の コン パク ト な 曲 が 多 い 。 うち 3 曲 は Moerlen の 
ヴォ ー カ ル を フィ ー チ ュ ア し た も の で 、 残 り 5 曲 の イン スト は 割 と 
シン プル な 構成 に な っ て いる 。`the Read Out” は L.R.Hubbard の 同 
名 の 詩 に 曲 を 付け た も の だ そう だ 。 (武田 ) 


PIERRE MOERLEN'S ONG 
Second Wind 
CD/Line LICD9.006980 88 年 





Moerlen は '86 年 に 、 在籍 し て いた TRIBUTE の メン バー の 協力 を 得 
て 、GONG 名 義 で 「Breakthrough」(CD:ARC Music EUCD 1053) 
と いう アル バム 制作 し て いる が 、 本 アル バム は TRIBUTE 脱 退 後に 制 
作 さ れ た も の で ある 。 曲 は 長い も の で タイ トル 曲 の 6 分 で 、 比 較 的 
コン パク ト に まとまっ た も の ば か り 。 シ リコ ンマ レッ ト ( シ ン セ の ヴ 
ィ プ ラフ ォ ン 版 ) を 使用 し て いる よう で 、 キ ー ボ ー ド で は 弾き こなせ 
な いよ うな フレ ー ズ で シン セ を 鳴ら し て いる の が 面白 い 。 メンバー 
は TRIBUTE か ら 加 わっ た ギタ リス ト の Ake Zieden の 他 に 、Hansford 
Rowe、Benoit Moerlen な ど 、 お 馴染 み の メ ン バ ー も 健在 で ある 。 後 
半 に は Moerlen と Alex Sanguinetti の 2 人 よる 3 パー ト に わた る ドラ ム 
デュ オ が 収録 され て る 。LP は 2 枚 組 。 (武田 ) 





PLANET GONG 
Live Floating Anarchy 
LP/Charly CRM 200 78 年 





アレ ン 上 日 く “進化 し た パン ク ” と し て 復活 し た フラ ンス は トゥ ー 
ルー ズ で の ライ ヴ 。 演奏 は アレ ン 、 ス ミス +HERE AND NOW バ ン 
ド 。 ジ ャ ケッ ト も 含め た 遊び 心 あ る 軽々 と し た セン ス 、 昇 天 し まく 
る スペ ー ス ・ ウ ィ ス パー は その まま に 、 粗 削り な 、 ロ ッ ク ン ・ ロ ー 
ル と 言っ て も 良い 勢い 。 混 当 の 中 の オプ ティ ミズ ム が 時 代 と パック 
の せい も あっ て か 、 こ こ で は より スト レー ト な も の に 転化 し て いる 。 
バン ド や ロッ ク 産 業 に 失望 し た 筐 な の に 。 何事 も な いよ うに 余裕 溢 
れる 表情 を 見 せる アレ ン は 老 荘 思想 的 な 賢人 な の か 、 そ れ と も 本 当 
の io ? で も 深刻 な 顔 や 、 苦 労 ・ 努 力 を 表す 位 な ら 、 筆 者 も そう あ 
り た いと 思う 。 これ は テク ニッ ク 集 団 と な っ た 本 家 GONG に 対す る 、 
元祖 か ら の アン チ テ ー ゼ で も ある の だ ろう か 。 (高山 ) 


NEW YORK GO0NG 
Ahout Time 
LP/Charly Records CRL 5021 '8O 年 


NEW YORIK GONG 
ABOUTY TNIE 
Mn 














PLANET GONG で 復活 し た デイ ヴィ ッ ド ・ ア レン は その まま の 勢 
いで アメ リカ に 乗り 込み 、 NEW YORK GONG を 結成 し た 。 アレ ン に 
と っ て は ひと つの 過程 だ っ た が 、 こ の バン ド が や が て 広大 な NY ア ヴ 
ァ ン ギャ ルド ・ シ ー ン を 生み 出し て 行く 歴史 的 な 起点 と な っ た 。 ビ 
ル ・ ラ ズ ウ ェ ル (b) 、 ビ ル ・ ベ ー コ ン (d) 、 フ レッ ド ・ マ ハー(d) 、 ク 
リフ ・ カ ルト レー リ (g)、 マ イケ ル ・ バ イン ホー ン (syn) ら 、 当 時 無 
名 の 鍵 々 た る ミュ ー ジ シャ ン が 並び 、 マ ー ク ・ ク レイ マー(org) ま で 
顔 を 出す 。 そ こ に 今 は 亡き ゲイ リー・ ウ ィ ン ド (ts) も 余裕 の プレ イ で 
参加 し て いる の が 嬉し い 。 ワ イル ド な パワ ー に 溢れ た 豪快 な ジャ ズ ・ 
ロッ ク ・ サ ウン ド と アレ ン の 音楽 が 不思議 な マッ チン グ を 見 せる 。 
アレ ン の 足跡 に は いつ も ムー ヴ メ ント が 花開く 。 (坂本 ) 








INVISIBLE OPERA COMPANY OF 
TIBET 

Invisihle Onera Company Uf 
Tihet 


CD/Voiceprint VP 106 CD 
"91 年 ("87 年 録音 ) 





本 誌 044 号 の D・ ア レン の イン タ ヴ ュー を 読ん で も この 辺 の 活動 実 
上 は 今一つ よく 判ら な い 。 様 々 な バン ド の 総称 が この INVISIBLE 
OPERA COMPANY OF TIBET で あり (か つて GONG は C.O.I.T. 即 ち 
COMPAGNIE D'OPERA INVISBLE DE THIBET の 別称 を 持っ て い 
た ) 、 や や こし いこ と に 、 ア レン は 組織 者 で あっ て も 必ず し も 音楽 的 
リー ダー と 断定 で き な か っ た りす る 。 本 作 を 聴く 限り で は アレ ン 、 
ウイ MM 多 ツン NIRE EE プス INi 婦 三 三 が そ の 中 必 汰 る う が 3 
オー スト ラリ ア 録 音 の 答 だ が 、R ・ カ ル ヴ ァ ー ト の 参加 は オー ヴァ 
ー ダ プ か 。 (坂本 ) 





THE MAGICK BROTHER 
Live At The Witchwond 1991 
CD/Voiceprint VP 107 CD 92 年 


IVE AT THE wircHWoOp ig1 








突如 登場 し た この アル バム に も 結構 驚か され た 。GONG MAISON 
で 遭 進 し て 行く の か と 思っ て いた ら 、D・ ア レン の アコ ー ス ティ ッ ク ・ 
トリ オ の ライ ヴ と 来 た 。 こ れ は アレ ン の スペ イン 時 代 の こよ な く 美 
し い ス ピリ チュ アル ・ ミ ュー ジッ ク の 見 事 な 再 演 だ 。G・ ク ラー ク は 
GONG MAISON の 主要 メン バー。 初 お 目 見 え の M・ ロ プ ソ ン は 、 イ 
ギリ ス 人 な が ら オ ー ス トラ リア で 音楽 活動 を 行い 、INVISIBLE OPERA 
COMPANY に も 参加 し た 。'90 年 に 帰 英 し 、 ソ ロ 活 動 の 傍ら 、 再 び ア 
レン と 共演 する こと に な っ た 。 相当 に 才能 の ある ミュ ー ジ シャ ン で 
ある こと は 本 作 を 聴け ば 明らか で あり 、 カ セッ ト 作 「Celtic Dreaming」 
の CD 化 が 楽し み だ 。Voiceprint の アレ ン 作 品 の 中 で は 今 の 所 ダン ト 
ツ の 推薦 盤 。 (坂本 ) 





うち 








DAEVID ALLEN 
Banana Moon 


LP/BYG 529345 71 年 
CD/Decal CD LIK 63 





この 時 期 、 ア レン は BANANA MOON と いう グル ー プ 名 で 活動 し て 
いた が 、 本 作 は ソロ と し て 制作 され た も の 。R・ ワ イア ッ ト (vo、 ds、 
g)、 マ ギー・ ベ ル (back-vo) 、SPOOKY TOOTH の G・ ラ イト (p)、 
Al レジ ェ ッ トド (5)IP・ パ イル (ds)M 等 プリ ティ イッ シコ ロッ 
ク の 渋い 所 が サポ ー ト し て いる 。 ワ イア ッ ト の 歌唱 が 光る `Memories” 
(作曲 は H・ ホ ッ パ ー) は SOFT MACHINE の 初期 の ナン バー で 、 ワ 
イア ッ ト 自 身 も シン グル で 取り 上 げ て いる 。 既 に GONG 神 話 の キャ ラ 
クタ ー も 登場 し て いる が 、 音 楽 的 に は 旧 B 面 に GONG の 素地 が 指摘 出 
来る も の の A 面 は 初期 SOFT MACHINE や K・ エ アー ズ も 想わ せ 、 ア 
レン の 素 が 出 た 、 両 者 の 橋渡し 的 な アル バム と 言え る か も 知れ な い 。 
尚 、 仏 盤 と 英 再 発 盤 は ジャ ケッ ト か 違う 。 (高山 ) 


DAEVID ALLEN & EUTERPE 
God Mornig 


LP/Vikgin V2054 "76 年 
CD/Virgin CDV 2054 








アレ ン が ゴン グ を 脱退 し た 直後 、 マ ヨル カ 島 へ と 渡り 、 エ ウ テ ル 
べ と い う ス ペイ ン の グル ー プ と 一 緒 に 録音 し た ソロ ・ ア ル バ ム で あ 
る 。「 ラ ディ オ ・ ノ ウム ー」 三 部 作 の 頃 、 演 奏 面 の 充実 と 引き 換え に 
失い つつ あっ た も の を 原点 に 帰っ て 見 つめ 直 そ うと し た アル バム な 
の で は な いか と 思う 。 ジ リ ・ ス ミス と 2 人 、 マ ヨル カ 島 で 制作 し た 
で あろ う 個 人 的 な 作品 。 全 体 に 肩 の 荷 が 下り た よう な 安 感 と 優し 
さ に 満ち た 作品 で 、 そ の 背後 に は 彼 の し っ か り と し た 哲学 、 人 生 観 
と いう も の を 感じ る ゃ こと が で きる 。 ド ラッ グ を と も な う 幻 想 性 と い 
う よ り は 、 そ の むこ うに ある 人 間 的 な も の を 強く 感じ も ゃ こと が で き 
る ソロ ・ ア ル バ ム だ 。 マ ヨル カ 島 に 住む アレ ン か ら フ ァ ン に 向け た 
音楽 に よる 私 信 と みれ ば 良い 。 素敵 な アル バム だ 。 (山崎 ) 





DAEVID ALLEN 
Now Is The Hanpiest Time 
Of Your Life 


L P/Affinity AFF3 '77 年 
CD/Decal CD LIK 69 





アル バム 「Good Morning」 以来 、 ア レン は 大 が か りな コン サー ト 
等 を 望ま ず 、 ゆ っ た り と し た 時 間 の 中 で 自己 を みつ め 直 し て いた の 
だ と 思う 。 そ うい っ た 時 間 の 中 か ら 生 まれ た の が 「Good Morning」 
で あり 、 こ の 作品 で あっ た 。 ア レン が 子供 達 の 前 で ^ ゴ ング 三 部 作 
を 語り な が ら 、 最 後に フラ イン グ ・ テ ィ ー ポ ッ ト が 飛来 し て くる と 
いう 、 な ん と も ユー モラ ス な 曲 を 始め 、 極 め て プラ イベ ー ト な イメ 
ー ジ の 曲 が 収 録 さ きれ て いる 。 ア ル バ ム ・ タ イト ル か ら も わか る よう 
に 、 ゴ ング 脱退 後 、 マ ヨル カ 島 へ 渡っ て か ら の 数 年 は 、 ア レン に と 
っ て 最も 平穏 な 生活 を 送れ た 充実 の 時 で あっ た の だ ろう 。 全 編 か ら 
感じ と れる も の は 、 生 き 生 き と し た アレ ン 自 身 で あり 、 あ た た か さ 
で ある 。 (山崎 


DAEVID ALLEN 
NExiste Pas ! 
L P/Charly Records CRI 5015 '79 年 





ヨー ロッ パ か ら ア メリ カ へ と 活動 の 拠点 を 移 そ を うと し て いた ちょ 
う ど 過渡 期 の アル バム 。 ス ペイ ン で 意気 投合 し た べべ ・ ミ ラン (g) が 
いる 一 方 で 、 ア メリ カ か ら 後 に ヨー ロッ パ に 渡る ジョ ー ジ ・ ビ ショ 
ッ プ (sax, c)) が いて 、 さ ら に ドラ マー が クリ ス ・ カ トラ ー だ っ た り 
する 。 そ こ に アレ ン が いつ も の 気まま な ヴォ ー カ ル と グリ ッ サ ンド ・ 
ギタ ー を 重ね る 。 ス ペイ ン 時 代 の あの 切な い ほ どの 提 情 的 な 音楽 と 
カト ラー の 歯切れ の いい ドラ ミン グ が 得 も 言わ れ ぬ 好 対 照 を 見 せ 、 
アレ ン の ソロ と し て 最も 多彩 な 表情 を 聴か せ て くれ る 。 何 故 か 従来 
の GONG フ ァ ン に は あま り 評 価 さ れ て 来 な か っ た (と 言う より 聴か れ 
て いな か っ た ) が 、 こ ん な に 面白 い ア ル バ ム は そう そう ある も の で 
は な い 。 個人 的 に 一 番 好 き な ア レン の ソロ ・ ア ル バ ム 。 (坂本 ) 








Epcaso ersoss | AEVWID ALLEN 
The Death Of Rock&Other 
Entrances 


CD/Voiceprint VP 114 CD 
"92 年 ('65"82 年 録音 ) 





本 作 は '82 年 に 発表 され た EP を CD 化し た も の だ 。 細 か い レ コー デ 
ィング ・ デ ー タ は な い が 、 当 時 オー スト ラリ ア と アメ リカ で 録音 さ 
れ た ソー ス だ と 思わ れる 。「 お や すみ 、 ジ ム ・ モ リ ソ ン 。 お や すみ 、 
ジョ ン ・ レ ノン 。 お や すみ 、 シ ド ・ ヴ ィ シ ャ ス …」 と いう レク イエ 
ム ①、M・ ク レイ マー と の デュ オ ・ ラ イヴ ②、「 お まえ は 全く 存在 し 
な か っ た 」 と バロウズ の 声 が 咳 く ④、 等 々 、 ミ ュー ジ シ ャ ン と 言う 
より も 、 詩 人 ある い は 現象 と し て の アレ ン の 精神 の 在処 が 表明 され 
た 重要 作 だ 。 追 加 さ れ た ボー ナス ・ ト ラッ ク 3 曲 、 計 40 分 が また 凄 
い 。 未 発表 の 最初 期 の テー プ ・ ル ー プ 、 コ ラー ジュ 作品 が 並ぶ 。 フ 
ァ ン な ら 揃 えて お くべ き ア ル バ ム だ 。 (坂本 ) 





DAEVID ALLEN 


DAEVID ALLEN 
Australia Auaria・she 
LP/Demi Moncle DMLP 1025 '90 年 





AUSTRALIA AQUARIA 


これ は 1989 年 に イギリス で レコ ー デ ィング され た 作品 で あり 、 久 々 
の アレ ン の 個人 名 義 に よる ソロ ・ ア ル バ ム だ 。 プ ロ デ ュ ー ス 、 エ ン 
ジニ ア 、 キ ー ボ ー ド 演奏 、 プ ログ ラム と ハリ ー・ ウ ィ リ アム ソン が 
大 活躍 し て いる ほか 、GONGMAISON の メン バー も 大 半 が 参加 し て い 
る 。 こ の アル バム で アレ ン は 世界 各地 で 知り 合っ た 女性 達 と の 体験 
を 赤裸々 に 告白 し 、 そ れ ぞ れ の 女性 達 に 愛 の 歌 を 捧げ て いる 。 ア レ 
ン に と っ て 女性 は 救い の 神 な の だ 。 オ ー ス トラ リア で 消息 を 絶っ て 
いた 頃 の 彼 の 生活 が 少し ずつ 解き 明か され て 行く が 、 と に か く 女 性 
な し で は 生き られ な い 人 間 な の だ な あ 、 と アレ ン の 人 間 的 な 表 さ を 
知る と 同時 に 、 し た た か に 立ち 直っ て し まう 不屈 の 魂 に 感心 し て し 
まう 。 し み じ み と 感動 の 伝わる 音楽 だ 。 (坂本 ) 





うど 








DEAVID ALLEN 
The Australian Years 


CD/Voiceprint VP 101 CD 
90 年 (82 年 "88 年 録音 ) 





Voiceprint の 記念 すべ き 1 作 目 は 、G.A.S. を 母体 と する レー ベル だ 
け に 、 当 然 の 如く デイ ヴィ ッ ド ・ ア レン の 未 発表 作品 集 、「The Aus- 
tralian Years」 と な っ た 。1988 年 に イギリス に 舞い 戻っ た アレ ン は 、 
以後 新作 、 未 発表 作 を 次 々 と 発表 し 、 現 在 に 至る 。 本 作 は 初め て 謎 
めい た オー スト ラリ ア 時 代 の 彼 の 足跡 を 明らか に し た 貴重 な 録音 で 
構成 され て いる が 、 殆 ど ス ケッ チ 状 態 の プラ イベ ー ト ・ レ コー ディ 
ング で あり 、 完 全 に マニ ア 向 け の 内 容 だ 。 ま た 、 ボ ー ナ ス ・ ト ラッ 
ク と し て 、 オ ー ス トラ リア に 帰国 し た 最初 期 の 録音 に 当たる '82 年 発 
表 の デヴィ ッ ド ・ ト リー と の 共 作 ミニ ・ ア ル バ ム 「EX-: Stop/Dont」 
も 併せ て 収録 され て いる 。 フ ァ ン だ け 納 得 の 73 分 。 (坂本 ) 


DAEVID ALLEN 
Seven Drones 
CD/Voiceprint VP 102 CD 90 年 





第 2 弾 も 同じ く ア レン 。 基 本 的 に は や は り オ ー ス トラ リア で の レ 
コー ディ ング で は な いか と 思わ れる が 、 一 部 D・ マ レー プ ブ も 参加 し て 
お り 、 そ れ は 多分 オー バー ダブ な の だ ろう が 、 詳 細 は 不明 。 不思議 
な 音楽 だ 。 音 楽 治療 の た め の 眼 想 音 楽 の 一 種 で あり な が ら 、 ア レン 
の 音楽 の 本 質 を 抽出 し て お り 、 そ れ で いて アボ リ ジ ニ の 音楽 も 平気 
で 吸収 し て いる 。 音 楽 の 見 せ か け の 縄張り が まる で 意味 を 持た な い 、 
音楽 の 越境 地帯 。 こ うい う 音 楽 の 聴き 方 を 僕ら は プラ イア ン ・ イ ー 
ノ に 学ん だ こと が ある 。 素 直 な 感性 の 方 に は お 勧め 品 。 (坂本 ) 





DAEVID ALLEN 
Twelve Selves 
CD/Voiceprint VP 111 CD 93 年 





'93 年 1 月 、 メ ル ボ ルン で の レコ ー デ ィング 。 老い て 盛ん な デイ ヴ 
ィ ッ ド ・ ア レン の 創作 カカ は ます ます 磨き を か け 、 さ ら に 世界 を 股 に 
か ける 。 これ は !89 年 か ら ソ ロ ・ ス テー ジ の た め に 用 意 さ れ た ショ ー 
の アル バム 化 作品 で 、12 の 人 格 に し た アレ ン が 彼 の 精神 を 語り 、 
歌い 、 演じ る 。 多 く の ゲ スト も 参加 し て いる が (一 部 は 古い 録音 の コ 
ラー ジュ )、 今 まで に 増し て 優し く 、 ま た 痛烈 な メッ セー ジ を 投げ か 
ける 姿勢 が 実に 誠実 で 、 何 より アレ ン 自 身 の 音楽 の 豊か さと 力 強 さ 
で 聴く 者 を 巻き つけ る 。 ア レン ・ ミ ュー ジッ ク の 集大成 と も 言え る 
内 容 で あり 、 何 曲 か お 馴染 み の 曲 も 演奏 され て いる も の の 、 シ ョ ー 
と し て の 必然 を 感じ る 。 数 ある アレ ン の ソロ 作品 の 中 で も 、 近 年 で 
は 群 を 抜い て よく で きた 作品 だ 。 (坂本 ) 


DAEVID ALLEN 
Radin Session 
CD/Voiceprint VPRO 012 CD 94 年 








デイ ヴィ ッ ド ・ ア レン の ラジ オ ・ セ ッ シ ョ ン ・ ア ル バ ム 。 全 2 曲 
20 分 。'88 年 1 月 に オー スト ラリ ア で 録音 され 、 こ の 年 、 イ ギリ ス に 
舞い 戻る 前 夜 に ミッ クス され た も の 。 ロ プ ・ ジ ョ ー ジ (d) や ワン ダナ 
(harmonium) ら が 参加 し て いる 。 オー スト ラリ ア 時 代 の 録音 も 随分 
発掘 が 進ん で 来 た が 、 こ れ ほ どの クオ リティ ー の も の が まだ 出 て 来 
る の だ か ら 、 こ れ か ら 先 も 何 が 登場 する か 予断 を 許さ な い 。 こ れ は 
彼 の 音楽 と し て は か な り タ イト & ハ ー ド な 内 容 で 、 例 の 「 ほ に ゃ らら ・ 
スペ ー シ ー・ サ ウン ド 」 と は 大 分 様相 が 違う 。 復帰 に 向け た 気合 い 
が 満ち て いる 。 (坂本 ) 








DAEVID ALLEN AND KRAMER 
Who'S Afraid ? 
CD/Shimmy 060 93 年 





宅 ニ ュ メ ンタ ル か つ 心 安 まる 1 枚 。 遂に カン タ ベ ズリ ー・ シ ー ン と 
ジャ ンク ・ シ ー ン が 手 を 結ん だ 。 史 上 最大 の 人 脈 図 が で き あ が っ た 
も 同然 。 ク レイ マー は アメ リカ の 最も 先鋭 的 な シー ン の 中 心 、 シ ミ 
ー・ デ ィ ス ク の 親玉 だ が 、 そ の いい 加減 さと 繁殖 力 は 、 考 えて みれ 
ば アレ ン の ノリ に ぴっ た り が 、 こ の アル バム は 二 人 の ふやけ た 関係 
が 、 と て も プラ イベ ー ト な 形 で 音 に な っ て いて 、 初 期 の アレ ン の ソ 
ロ や ワイ アッ ト の ソロ に 通じ る 柔 か さ が あ る 。 い いう だ り 具 合 だ 。 
その 型 に 定まら な い 活動 は 、 き っ と 近い うち に 日 本 の 先鋭 シー ン と 
も 関係 し て くる だ ろう 。 (松本 ) 





MOTHER GONG with DAEVID 
ALLEN 

The 0Owl And The Tree 
CD/MMG CDTB 118 '89 年 





スミ ス 組 と アレ ン 組 、 こ の まる て 火消 し 組 を 思わ せる 二 組 が 仲良 
く 1 枚 の アル バム に お さま っ て いる 3P 物 。 全 8 曲 中 6 曲 が ス ミス 組 
な の で 、 名 義 も そう な っ た の だ ろう 。 ス ミ は これ まで も プッ シー に 
な っ た り フ ァ ン タ ジ ー に な っ て きた が 、 今 回 は いき な り 木 に な っ て 
し まう 。 1 曲目 の “| Am ATree" は ジャ ケッ ト に 及び 、 葉 っ ぱ が た 
くさ ん の 手 に な っ て 3 曲目 の “Hands” な の か 。 よ く 分 か ら な い 。 ス 
ミス 組 で は ロバ ー ト ・ カ ル バ ー ト の サッ クス と ハリ ー・ ウ ィ リ アム 
ソン の シン セ が サウ ンド の 色づけ を し て いる 。 も ちろ ん 中 心 は スペ 
ー ス ・ ジ リ ・ ウ ィ ス パー・ ス ミス で ある 。 共 に 空気 の 流れ の よう に 
軽やか だ 。 一 方 の アレ ン 組 は フォ ー ク ・ ソ ング と 小鳥 の 鳴り 入り ア 
コー ステ ィ ッ ク 音 楽 を 提供 。 二 組 と も 深呼吸 調 。 (松本 ) 














DAEVID ALLEN/GILLI SMYTH/ 
HARRY WILLIAMSON 

Stroking The Tail Of The Bird 
CD/AMP Records AMP CD 011 '92 年 














デイ ヴィ ッ ド ・ ア レン 、 ジ リ ・ ス マイ ス 、 ハ リー・ ウ ィ リ アム ソ 
ン の 3 人 の 共同 作業 は 「The OwI & The Tree」 と は 別 の 形 と な っ て 
も 現われ た 。 こ れ は アレ ン の グリ ッ サ ンド ・ ギ ター を メイ ン に し た 
お 得意 の メデ ィ テ ーション ・ ミ ュー ジッ ク で 、 ス マイ ス の スペ ー ス ・ 
ウィ スパ ー は フィ ー チ ャ ー さ れる が 歌詞 は 一 切な い 。「Seven Drones」 
に 比較 し て も 非常 に 静か な 件 ま い を し た 美しい 音楽 で 、 聴 いて いる 
と どん どん 心 が 澄ん で 来る の が 判る 。"87 年 の レコ ー デ ィング 3 曲 に 、" 
76 年 スペ イン 、 マ ヨル カ で の ホー ム ・ レ コー ディ ング 1 曲 か ら 成 る 。 
エグ ゼクティ ヴ ・ プ ロ デ ュ ー サ ー と し て ロビ ン ・ ア イリ ング が 関わ 
っ て いる に も か か わら ず 、 何故 か Voiceprint で は な い 。3 人 の 結束 は 
以後 更に 深まっ て 現在 に 至る 。 (坂本 ) 


DAEVID ALLEN TRIO 
Live 1963 


CD/Voiceprint VP 122CD 
"93 年 (63 年 録音 ) 


IBTU= 叶 に CE) 





物凄い も の が 登場 し た 。 伝説 上 の 、 カ ンタ ベリ ー・ ミ ュー ジッ ク ・ 
シー ン の 最初 の 第 1 歩 。 よ も や この バン ド の 録音 が 残っ て いよ うと 
は 。 こ れ は プリ ティ ッシュ ・ ロ ッ ク の 歴史 を 実証 する 大 事件 だ 。'63 
年 、 ロ ンド ン ・ マ ー キ ー・ ク ラブ で の ライ ヴ ・ レ コー ディ ング (1 
曲 ス タ ジ オ 録音 )。 こ の 時 代 だ か ら 当 然 モ ノラ ル だ が 、 結 構 埋 も いい 。 
メン バー は D・ ア レン (g,vo)、H・ ホ ッ パ ー (b) 、R・ ワ イア 
(ds) で 、 途 中 か ら M・ ラ トリ ッ ジ (pf) が 加わ る 。 ア レン の ポエム ・ 
リー デイ シグ を ララ ィ ー ニ チャ ー し た ジャ ズ ・ セ ツ シ ョ シン 。 ョ ファ ン は ば 傾 
聴 す べし 。 (坂本 ) 





中 LI SMYTH 
IMother 


LP/Charly CRL 5007 78 年 
CD/(Kor.)Si-Wan SCP-025 


9 由 Smyh 





「Mother」 は マザー・ ゴ ング の 原点 で 、「You」 ま で の ゴン グ を そ 
の まま 引き 継い で て 、 ス ペー ス ・ ウ ィ ス パー が 飛び 交 っ て いて 、 ジリ ・ 
スミ ス の 会 作 で ある 。 ゴ ング の 音楽 は 母系 だ と 思う の だ が 、 そ の 、 
宇宙 と か 大 地 と か 自然 と いっ た 器 の 概念 が 、 と うと うこ の アル バム 
で 全開 され た よう で 、 そ れ ま で 封じ られ て いた 不思議 が と めど も な 
く 溢 れ 出す よう な 潤い が ある 。 ゴ ング の 魅力 と いう の は 、 音 楽 と い 
う 約束 の 周囲 に 実は 無限 に 未 音楽 域 が あっ て 、 普 段 の 私 達 は 極 く 狭 
い 、 や け に 整理 され た 部 分 を 指し て 音楽 と 言っ て いる こと 、 そ れ を 
理解 し な い 所 で は 伝わら な い 。 歌 で ある 前 に 声 だ し 、 そ れ は 音 な の 
で 喋り や 響 きも 音楽 の 構成 要素 で 、 そ れ は ドレ ミ フ ァ と いう 要素 と 
同等 の も の 、 と いう 感性 が な いと きつ い 。 (松本 ) 





| BLLI SMYTH 
ンー Every Witches Way 
CD/Voiceprint VP 139 CD '93 年 


MOTHER GONG の 新作 が 出 た ば か りな の に 、 今 度 は ジリ ・ ス ミス 
(ジリ ・ ス マイ ス と 発音 し て る な あ 、 ど うし よう ) の 2 nd ソロ ・ ア ル 
バム の 登場 だ 。 本 作 の 聴き 所 は 、 初 お 目 見 え に な る STILLBORN FROG 
BAND お よび KANGAROO MOON の 起用 だ ろう か 。STILLBORNFROG 
に は ニー ル ・ ケ アニ ー(qd) が 参加 し て お り 、 ど う や ら 彼 も オー スト ラ 
リア か ら イ ギリ ス に や っ て 来 た ら し い 。 KANGAROO MOON は !92 年 
結成 され た マー ク ・ ロ プ ソ ン の バン ド だ 。 予想 通り の スペ ー ス ・ ミ 
ュー ジッ ク が 展開 する 中 で 、 1 曲 だ け メ ン バ ー・ ク レジ ッ ト の な い 
⑤ で は まる で CAMEL み た いな ジャ ズ ・ ロ ッ ク が 繰り 広げ られ ぴっ く 
り 。 (坂本 ) 








MOTHER GO0NG 
Fairy Tales 


L P/(U.K.)Charly CRL 5018 '8O 年 
CD/Spalax Music 14813 





前 作 「Mother」 で ゴン グ の あり か を 見 せ た ジ リ ・ ス ミス は 、 ア ル 
バム の 要 で も あっ た ラス ト ・ チ ュー ン Taliesin” を 発展 させ る か の 
よう に 、 こ の 2 作 目 を 作っ た 。 ハ リー・ ウ ィ リ アム ソン の 共 作 も MOTHER 
GONG の カラ ー 確 立 を 促し た よう で 、 前 作 の お も ちゃ 箱 的 ば ら け 方 は 
^ お 伽 忠 " に 集約 され 、 分 か りや すく な っ て いる 。 自 作 の お 伽 路 を 音 
楽 的 に 使い 1 枚 に し て し まう あたり な ど 、 ア レン が ラジ オ ・ ノ ー ム ・ 
イン ヴィ ジ プ ブル を 3 枚 に し て し まっ た 事 と 同じ 発想 だ が 、 お 伽 貴 だ 
っ た と ころ が ジリ ・ ス ミス で 、 現 実 と し て 母 に な る 彼女 の 自己 証明 
の よう に も 思え て 興味 深い 。 ア レン は 人 々 に 向け た が 、 ス ミス は 子 
供 達 に 向け た その 違い の よう な こと 。 音 の 方 は ギミック ・ タ ッ チ が 
退き 随分 と 整理 され て いる 。 (松本 ) 





MOTHER GONG 
Rohot Woman 
LP/BUTT 003 82 年 





ジリ ・ ス マイ ス 率 いる MOTHER GONG は この アル バム で 滞 く レギ 
ュ ラ ー・ バ ンド へ と 発展 し た ('Fairy Tales」 は 実態 と し て は まだ レ 
コー ディ ング ・ セ ッ シ ョ ン だ っ た )。 3 部 作 と な っ た Robot Woman 
シリ ー ズ の 第 1 作 で あり 、 ジ ャ ケッ ト さ な が ら の コミ ッ ク 調 SF ス 
トー リー が 幕 を 開け る 。 と は 言え この 内 容 は 決し て 軽く な い 。 テ ー 
マ は 平和 ププ ヒュ ー マ ニ ズム プ フ ェ ミニ ズム ノ 反 暴力 。 あ まり に も 重 
い テ ー マ な の て で 逆 に コミ ッ ク 調 に せ ざ る を 得 な か っ た の で は な い だ 
ろう か 。 既 に スマ イス は ハリ ー・ ウ ィ リ アム ソン と 結婚 し て お り 、 
音楽 的 に は ウィ リア ム ソ ン の カラ ー が 強く 出 て いる 。D・ マ レル プ や 
元 VDGG の ガイ ・ エ ヴァ ンス が 全面 参加 し て いる ほか 、 ラ イヴ 音源 に 
は ヒュ ー・ ホ ッ パ ー も 参加 。 (坂本 ) 
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前 作 か ら 矢 継ぎ 早 に リリ ー ス され た Robot Woman 3 部 作 第 2 弾 。 
大 き な ポ スタ ー が 付い て 、 前 作 の 内 容 を 含め て の 粗筋 が 本 物 の コミ 
ッ ク に な っ て し まっ た 。 何と も 目まぐるしい 壮大 な スト ー リ ー で 、 
GONG の こと を 忘れ て 聴け ば 「Tommy」 に も 匹敵 する ロッ ク ・ オ ペ 
ラ の ひと つと いう こと も で きそう だ 。 あ る い は PINK FLOYD す ら 引 
き 合 い に 出 し て も いい パノラミック ・ サ ウン ド (それ に し て は ちょ 
っ と ヂ デー プ か な )。 こ れ ま で 誰 一 人 まじ め に 採り 上 上 げ て 来 な が っ た が 、 
誰か 本 気 で この 3 部 作 の 再 評価 を 試み た 方 が いい の で は な い だ ろ う 
か 。 バ ンド の メン バー は ほぼ 前 作 と 同じ 。 前 作 で 「 オ ー ス トラ リア 
へ 行こ う 」 と 歌っ て いた スマ イス と ウィ リア ム ソ ン は その まま オー 
スト ラリ ア へ 渡り 、 長 く 消 息 を 絶っ て し まう の で あっ た 。 (坂本) 


MOTHER GUNG 
Rohot Woman 3 
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突如 復活 し た MOTHER GONG に は 大 い に 驚 か され た 。 し か も て っ 
きり 据 を 分 か っ て いた の か と 思っ て いた デイ ヴィ ッ ド ・ ア レン まで 
ゲス ト 参 加 と あっ て 、 事 実 関係 の 再 認識 を 余儀 な くさ れ た の だ っ た 。 
メル ボル ン で の レコ ー デ ィング で あり 、 当 然 バ ンド の 実態 は な く な 
っ て いる が 、 ハ リー・ ウ ィ リ アム ソン の 才能 が 存 分 に 発揮 され 、 こ れ 
まで の 作品 と 何ら 有 株 色 の な い 派 手 な 音楽 に な か っ て いる 。 7 年 の 歳 月 
を 経て 、 前 作 ま で の 陽気 さ の 裏側 に ある 重 苦 し さ が 吹っ切れ た よう 
な 、 と て も 清々 し い 世 界 だ 。 イ ギリ ス に 戻っ て か ら も 共演 の 続い る 
「 詩 人 トム 」 が 参加 し て いる ほか 、 ア レン と スマ イス の 子供 で ある オ 
ー ラ ンド ・ ア レン も あど け な い 歌 を 披露 。 何 と も な ご や か だ 。 そ し 
て ここ か ら MOTHER GONG は 新た な 旅立ち を 迎え た 。 (坂本 ) 
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GONG 周 辺 の 動き は ます ます 加速 し て 留まる 所 を 知ら な い 。 そ し て 
遂に 出 た MOTHER GONG の ライ ヴ // 彼ら が イギリス て 活動 を 再開 
し て いる と の 情報 は 伝わっ て いた が 、 ラ イヴ ・ ア ル バ ム が 拝め る な 
ん て ……。 現在 彼ら は 5 人 編成 で 活動 を し て いる が 、'91 年 秋 に 行わ 
れ た ツア ー に は リズ ム ・ セ クシ ョ ン が 不参加 (つま り G・ ス ミス 、R・ 
カル ヴァ ー ト 、H・ ウ ィ リ アム ソン の 3 人 編成 )。 そ の 分 を ウィ リア 
ム ソ ン が 打ち 込み で 補っ て いる 。 ほ か に 詩人 、 ト ム が ゲス ト 参 加 。 
殆ど 新曲 な の で スリ リン グ な 新作 と し て 楽し め る 。 この 世界 は スミ 
ス の 独壇場 。 (坂本 ) 


MOTHER GONG 
She Made The World Magenta 
CD/Voiceprint VP 134 CD '93 年 





何と まあ 、 早 くも MOTHER GONG の 新作 が 登場 だ 。 ア レン の 創作 
意欲 は 凄まじ い が 、 勢 いづ いて いる の は 彼 だ け で は な い 。 誰 か 彼ら 
を 止め て くれ い 。 こ ん な に 次 か ら 次 へ と 繰り 出さ れ た ら 、 財 布 も 痛 
い が 、 収 拾 が つか な く な っ て し まう 。 こ れ じ ゃ HAWKWIND の 二の舞 
だ あ 。MOTHER GONG と 言え ば 、 ラ イヴ ・ ヴ ィ デ オ が 出回っ て いる 
が 、 あ れ は 一 体 誰が 出し て る の だ ろう 。 本 作 は MOTHER GONG と 言 
いな が ら 、 い き な り アレ ン 、 ウ ィ リ アム ソン を 従え て の 32 分 の スミ 
ス の ポエム ・ リ ー デ ィング で 始ま る 。 残り 42 分 が バン ド の 演奏 で 、 
前 作 で お 休み の リズ ム ・ セ クシ ョ ン も 参加 し て いる 。 イ ンプ ブロ ヴィ 
ゼー ショ ン 主 体 の バン ド ・ プ レイ に も 勢い を 感じ る 。 本 当 に ノ っ て 
いる ん だ な あ 。 (坂本 ) 








MOTHER GONG 
Voiceprint Hadi0 SeSsinns 
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ジリ ・ ス ミス は ゴン グ の 台所 と も 言え て 、 台 所 で スペ ー ス ・ ウ ィ 
スパ ー を 発し て いる 姿 を 想像 すれ ば 、 い か に ゴン グ と いう バン ド は 
自由 自在 だ っ た か も わか り そ う な も の だ 。 その 点 マ ザー・ ゴ ング は 
ー つ の バン ド と し て お さま っ て いる 。 ゴ ング の 曲 は 結構 スミ ス が 書 
いて いた が 、 そ う 思 うと 彼女 は アレ ン の ひき 立て 役 な の で は な く 、 
相当 自主 的 な 人 な の だ と 思う 。 未 だ 歌 を 歌わ ず 、 声 と 喋り だ け で 通 
し て いる 。 それ を 見 て も 確固 と し た 音楽 像 を 持っ て いそ うだ 。 ゴン 
グ 一 派 の 中 で この 人 ほど 身 持ち の 固い 人 は いな い の で は な いか 。 こ 
の アル バム は 4 曲 の 収録 で あっ と いう 間 に 終わ っ て し まう が 、 最 近 の 
スタ ジオ 盤 よ り も か つて の ゴン グ に 近い 。 今や 当り 前 に な っ て いる 
が 、 歌 唱 ス タイ ル が あえ ぎ 声 と いう の も 特異 だ 。 そ ん な 人 どこ に も 
いな い 。 (松本 ) 





MOTHER GONG 
Ee 
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78 年 に ジリ ・ ス ミス が 結成 し た MOTHER GONG も これ で 6 作 目 ( ソ 
ロ も 実質 的 に この バン ド の も の ) 。 ス ペー ス ・ ウ ィ ス パー は 音 が クリ 
アー に な っ て も スペ ー ス ・ ウ イス パー と いう こと で 、 そ の いか が わ 
し さ は GONG の 「Magick Brother」 導 入部 で も 有名 。 例 に よっ て pussy 
pussy と 語っ て いた り 、 遠 く で ささ や いて いた り 、 と 何一つ 変わ りな 
い 。 ロ バー ト ・ カ ル バ ー ト や ハリ ー・ ウ ィ リ アム ソン ら が ギミック 
ぶ ふう に プレ イ し 、 魔 女 扱い も ハウ ス 文 脈 も OK な ふわ ふわ し た 形 の な 
い 音 楽 は 健在 。 ヒッピー 系 の 超 少 女 趣味 と も 言え そう な 彼女 の 世界 
も 相変わらず 。 (松本 ) 





づら 
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ゴン グ を 脱退 し た ティ ム ・ プ レイ ク が 制作 し た ソロ ・ ア ル バ ム 。 
ミュ ー ジ シャ ン は プレ イク 1 人 で 、 使 用 楽器 も EMS2 台 と ミニ ・ ム 一 
グ 1 台 、ELKA1 台 の 、 計 4 台 の シン セ サ イ ザー だ け で ある 。 し か も こ 
れ は LP の B 面 最後 の 1 曲 以外 は ライ ヴ 録 音 だ (A 面 は 76 年 の Seasalter 
Free Festival、B 面 は 77 年 の パリ の Palace Theatre で の 演奏 )。 サ ウ 
ンド は まさ に ゴン グ か ら あ の スペ イシ ー な シン セ ・ パ ー ト を 純粋 に 
取り 出し た よう な も の だ が 、 意 外 と リズ ミッ ク な 感じ の 曲 が 多い の 
が 面白 い 。 プ レイ ク は 当時 、Patrice Warrener い う レ ー ザ ー・ エ フ 
ェクト の オペ レー ター と 組ん で ライ ヴ ・ パ フォ ー マ ン ス を 行っ て お 
り 、 そ の 幻想 的 な ステ ー ジ ング は アル バム の ジャ ケッ ト か ら も うか 
が うこ と か 出来 る 。 (武田 ) 


TIM BLAKE 
New Jerusalem 


LP/Egg 90288 79 年 
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アレ ン や スミ ス を 除け ば 、GONG と いう 善人 集団 の 中 で 培っ て 来 た 
も の を 現在 に 至る まで 守っ て いる の は この ティ ム ・ プ レイ ク で は な 
い だ ろ うか 。 前作 が ライ ヴ だ っ た の で 、 ス タ ジ オ 録音 と し て は これ 
が ソロ 第 一 作 と な る 。 あ の ヴォ ー カ ル と ゆら めく シン セ の 波 。 本 作 
で は EMS、 ロ ー ラ ンド 、 ム ー グ 、 ア ー プ 、 コ ル グ と 各社 の シン セ の 
他 に アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター も 導入 。 2 曲 で 」』・P リ キ エ ル が ミニ 
ムー グ を 弾い て いる ( 彼 は ヒレ ッ ジ の 「Open」 に も ゲス ト 参 加 )。 
^Lighthouse" な ど ソ フィ ステ ィ ケ イト され て は いる が 殆ど GONG だ 。 
W・ プ レイ ク の 詩 を モチ ー フ と し た タイ トル 曲 は 旧 B 面 を 占め る 叙 
事 詩 。 本 作 に 伴い 、 レ ー ザ ー・ シ ョ ウ を 含む デモ ンス トレ ーション 
の 為 の 来 日 も 果たす 。 翌年 HAWKWIND に 一 時 加入 。 (高山 ) 





TIM BLAKE 
Magik 
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ティ ム ・ プ ブレ イク の 復活 に は 大 い に 驚 か され た 。 全盛 期 の GONG に 
この 人 あり と 神秘 の 名 を 轟かせ た シン セ サ イ ザー 奏者 で あり 、 本 当 
は キー ボー ド が 弾け な いん じゃ な いか と 陰口 を た た か れ な が ら 、 実 
際 は 結構 フワ レー ズ を 弾い て いた こと が 後に 判明 し て いる 。 独立 後 フ 
ラン ス Egg レ ー ベ ル か ら 2 枚 の ソロ ・ ア ル バ ム を 発表 し た 後 、HAW- 
KWIND に 参加 。 そ の 後 全く な り を 潜め て いた が 、 こ の アル バム で 突 
然 復 活 を 遂げ た 。 フ ラン ス に ある 自宅 の 水車 小屋 で の ライ ヴ 録 音 で 
あり 、 シ ン セ は た っ た の 1 台 。 昔 と 変わ ら ぬ ミニ マル ・ ミ ュー ジッ 
ク を 繰り 広げ 、 更 に あの だ み 声 で 歌わ れる と 、 一 挙 に タイ ム ・ ス リ 
ッ プ 。 ノ スタ ル ジ ッ ク な トリ ッ プ 感覚 に 胸 が 締め 付け られ る 。 

(坂本 ) 
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ゴン グ の オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー の 一 人 で ある Bloomdido Bad(Glad) 
De Grass こ と Didier Malherbe の ファ ー ス ト ・ ソ ロ ・ ア ル バ ム 。 妙 に 
明る い 色 彩 に と ぼけ た オジ さん が 写っ て いる ジャ ケッ ト か ら は 想像 
も 付か な いか も し れ な い が 、 実 は 非常 に 質 の 高い ジャ ズ ・ ロ ッ ク の 
名 盤 で ある 。 マ レル プ の プレ イ は 勿論 、 バ ッ ク の メン バー も 突出 し 
た プレ イ は 無い が 、 安 定 し た 演奏 で 良質 な アン サン プル に よる ジャ 
ズ ・ ロ ッ ク を 聴か せる 。 3 曲目 で は ゴン グ で も お 馴染 み の 味 の あ る ヴ 
ォ ー カ ル も 聴か れる 。 と に か く マ レル プ は 非常 に 多芸 な 人 で 、 こ の 
アル バム は SHORT WAVE の よう な 本 格 的 な ジャ ズ ・ ロ ッ ク 、FLUVIUS 
な どの 民族 音楽 寄り の バン ド に 加わ り 、 さ ら に ゴン グ で も 活動 を 続 
け て いる の だ か ら 、 驚 嘆 せ ざる を 得 な い 。 (武田 ) 
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デイ ヴィ ッ ド ・ ア レン が イギリス に 戻っ て 来 て 以来 、 マ レル プ は 
再び GONG 人 脈 の ミュ ー ジ シャ ン へ と 返り 咲い た 一 方 で 、 そ れ を きっ 
か け に 自ら の 音楽 の 探求 を 開始 する 。 ポ ボス の 復帰 を 待つ 間 は 取り 敢 
え ず セッ ショ ン ・ ワ ー ク で 日 銭 を 稼ぎ 、 そ の 時 が 来 て か ら は じ っ く 
り と 新しい 研究 に も 精 を 出す 楽 が 実に マレ ルプ らし い (いや 、 も し 
か する と や っ と 自分 に も 再び 光 が 当 た っ て 日 頃 の 成果 を 発表 する 機 
会 が や っ て 来 た と いう こと な の か も 知れ な い が ) 。 フ ラン ス の スラ ン 
グ で 「 風 」 を 意味 する この アル バム で 彼 が 取り 組む の は ジャ ケッ ト 
に ある 異様 な フル ー ト を 駆使 し て の チベット 風 疑似 フォ ー ク ロア 。 
シャ マー ル ・ マ イト ラ (perc) の バッ キン グ が 見 事 。J-P・ リ キ エ ル や 
B・ ル トー ル の 参加 が ちょ っ と 目 を 惹く 。 (坂本 ) 
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GONGMAISON 以 来 、 マ レル プ の 健在 ボ ぶり が コン スタ ント に 伝わっ 
て 来る よう に な っ た が 、GONG 不 在 中 も 彼 は P・ ベ ンス ー ザ ン 、B・ フ 
ォ ン テー ヌ 、P・ パ イル ら の も と で ずっ と 現役 で 頑張 っ て いた 。 立派 
な GONG 信 奉 者 で ある 彼 が ほか の プロ ジェ クト で は 全然 そん な 素振り 
も 見 せな か っ た の で 、 無 節操 だ と いう 批判 も 受け た が 、 こ うし て 「Zeff」 
に 続く アル バム が 出 て 来る に 至っ て 、 マ レル ブ 本 人 の 音楽 性 が きち 
ん と 評価 され て 然るべき だ と いう 認識 に 到達 する 。 編 成 こ そ を そ ワール 
ド ・ ミ ュー ジッ ク 乗 り だ が 、 と て も 詩情 豊か な 美しい 音楽 だ 。 

(坂本 ) 
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FATON BLOOM は その グル ー プ 名 か ら 判 る 通り 、 フ ラン ソ ワ ・ カ 
ー ン (kb) と ディ ディ エ ・ マ レル プ (sax, fl perc) の ふた り を リー ダー 
に 擁する バン ド で 、 リ ズム ・ セ クシ ョ ン と し て Remy Sarrazin (b) 、 
Eric Bedoucha (d) 、 Roger Raspail(perc) の 3 人 が 参加 し て いる 。 カ 
ー ン と マレ ルプ で は も うこ うな る し か な いと いう 行き まく り フ ュー 
ジョ ン 大 会 と な っ て お り 、 と に か く メ ン バ ー 全 員 が ムチ ャ クチ ャ に 
好い ので 、 何 や か や と 批判 する 隙 が な い 。 ゲ スト で 参加 の ドゥ ニ ・ 
ヴァ ン ・ エ ッ ク (vc) に は 正直 言っ て 驚く が 、 マ レル プ の 持っ て いる 
エス ニッ ク ・ サ ウン ド と 違和感 な く 溶 け 込ん で いる 。 ほ か に ジャ ン ニ 
フィ リッ プ ・ リ キ エ ル も 参加 。 結 局 み ん な フラ ンス の ジャ ズ ・ ロ ッ 
ク ・ シ ー ン に も ちゃ ん と 居 場所 を 持っ て いる 訳 だ 。 (坂本 ) 


BON 
Full Cirele・E0ming HOme 
CD/Lolo Records AVL 93050 93 年 





ボン と 言っ て も 何だ か 判ら な いか も 知れ な い 。 こ れ は あの ボン ・ 
ロ ザ ガ の こと な の だ 。 そ う 、 懐 か し い PIERRE MOERLEN'S GONG 
の ギタ リス ト だ 。 本 家 GONG 周 辺 が 未だ に 活況 を 呈し て いる の に 対し 、 
こち ら の 方 は ムー ラン 兄弟 が 時 た ま 意 外 な 所 で ジャ スズ 系 の 活動 を 行 
っ て いる くら いで 、 ち ょ っ と 寂し い 現 状 だ が 、 そ ん な 中 で 登場 し た 
この アル バム は 一 服 の 清涼 剤 に な る 。 元 同僚 の ハン ス フ ォ ー ド ・ ロ 
ウ (b) 及び 多分 新 ト の ヴィ ッ ク ・ ス ティ ー ヴ ンス (d) ( 彼 の ドラ ミ 
ング は 切れ 味 抜群 ) を 中 心 に し た フュ ー ジ ョ ン ・ プ レイ は 素直 に 心 
地 よ い 。 (坂本 ) 





FRANCIS MOZE 
Naissance 
LP/FM 1082 '82 年 





マグ マ 、 ゴ ング へ の 参加 の 他 、 様 々 な セッ ショ ン で 名 演 を 残し て 
の ラシン ズ ・ 下 二 唯 二 の ZZ の レバ が 年 バ ー ピ ー< バジ 
ッ ク に 謝辞 が 送ら れ て いる こと か ら も 想像 で きる よう に 、 割 と ハッ 
タリ の 少な い 正 統 派 の ジャ ズ ・ フ ュー ジョ ン ・ ア ル バ ム に 仕上 が っ 
て いる 。 元 々 安定 し た プレ イ に は 定評 の ある 人 だ け に (キー ボー ド 
も 上 手 い ) 、 こ の 手 の 音 と し て は 非常 に 質 が 高い こと は 確か だ が 、 マ 
グマ 周辺 の 音楽 と し て は や や ジャ ン ル 外れ の 感 も ある 。 ド ラム の マ 
ルク ・ ア ゾン は 後に ジョ エル ・ デ ュ グ ル ノ の 「Boomerang」 に 参加 
する 。 (内 田 ) 


STEVE HILLAGE 

Fish Rising 

LP/Virgin V 2031 "75 年 

CD/Virgin CDV 2031 
東芝 EMI VJCP-2529 





アレ ン 、 ス ミス 脱退 後に 、 残 っ た ゴン グ の メン バー ら と 制作 され 
た ヒレ ッ ジ の ファ ー ス ト ・ ソ ロ は 、 そ の まま STEVE HILLAGE'S GONG 
と 呼ん で も いい 程 の 代物 と な っ た 。「You」 で の 充実 まり を その まま 
引き 継い だ 演奏 は 、 ゴ ング の 創始 者 2 人 の 不在 を 感じ させ な い ほ どの 
素晴らし さ で ある 。 ヒ レッ ジ 独 特 の エコ ロジ カル な コン セプト は 、 
既に この アル バム か ら 表 出し て いる 。 特 筆 す べき は 旧友 デイ ヴ ・ ス 
チュ ワー ト の 参加 で 、^Hiram After-glid Meets TheDervish” で の 、 
ゴン グ の 最強 リズ ム ・ セ クシ ョ ン を バッ ク に し た ヒレ ッ ジ と の ソロ 
の 応酬 は 、 手 に 汗 を に ぎる ほど で ある 。 ヒ レッ ジ は その 後 、 残 っ た 
メン バー と 共に ゴン グ 名 義 で 、 本 アル バム の 曲 と ゴン グ 後 期 の 曲 を 
中 心 と し た ライ ヴ を 行っ て いる 。 (武田 ) 








STEVE HILLAGE 
L 


LP/Virgin V 2066 76 年 
CD/Virgin CDV 2066 





メカ 圧 差 り 。 ト w ド ・ ラ ング レン の プロ デュ ョ ー ス と 上 トッド の 
バン ド UTOPIA の バッ キン グ を 得 て 制 作 さ れ た 、 2 作 め に し て GONG 
脱退 後 初 の ノロ ・ ア ル バ ム 。 GONG 神 話 を 継承 し つつ 、 自 ら の パー ソ 
ナリ ティ を 打ち 立て る た め の 旅 の 始ま り 。 ド ノヴァ ン や G・ ハ リス 
ン の カヴァ ー を 含む キャ ッ チ ー な ヴォ ー カ ル と ギタ ー・ シ ン セ 等 、 
当時 の 先端 テク ノロ ジー/ エ レク トロ ニク ス の 合体 は 、 古 代 エ ジ プ ト 
趣味 (オカ ル テ ィ ズ ム ) 、 60 年 代 ヒ ッ ピ ー 思 想 と 未来 志向 、 過 去 と 未 
来 、 自 然 と 人 工 の 融合 の 試み で も ある 。 バ ッ ク が 噛み 合わ な い 部 分 
も ある が 、 イ ンド の 聖歌 を 基 に し た ギタ ー・ ソ ロ や 、 文 字 通り 錬 金 
術 的 な 対立 物 の 統一 を 讃 う “Lunar Musick Suite*" で の ドン ・ チ ェ 
リー の ソロ は 素晴らし い 。 こ れ も ま た 上 質 の 月 の 音楽 。 (高山 ) 





STEVE HILLAGE 
Motivation Radio 


LP/Virgin V 2777 77 年 
CD/Virgin CDV 2777 





この 明る さと ふっ 切れ 。 GONG 在 籍 時 に 制作 し た ファ ー ス ト ・ ソ ノロ 
「Fish Risng」 は 確か に 優れ た 作品 だ が 、GONG の ギタ リス ト と いう 
枠 に 収まる も も の だ っ た 。 ソ ロ ・ ア ー テ ィ ス ト と し て の ヒレ ッ ジ の ス 
タン ス は 本 作 で 一 応 固 まっ た と 見 て 良い だ ろう 。 プ ロ デ ュ ー サ ー は 
アメ リカ 人 の マル コム ・ セ シル 。 同年 の ツア ー・ メ ン バ ー に は C・ 
プー レ や 現 CAMEL の C・ バ ー ス も 名 を 連ね て いた 。 昔 、TV て 此 の 頃 
の プロ モー ショ ン ・ フ ィ ル ム を 観 た こと が ある が 、 や は り ヒ レッ ジ 
だ っ た 。 フ ァ ン キー で スペ イシ ー な ポッ プス 。 終曲 は スト ー ン ズ の 
カヴァ ー。 だ が 裏 ジ ャ ケッ ト に は タロ ッ ト の 「 戦 車 」 や エジプト の 
護符 スカ ラベ が あし ら わ れ て いる 。 頭 3 曲 の 勢い に 比べ て 、 中 盤 が 
や や メロ ウ で それ が 物足りな いと 言え ば 物足りな い 。 (高山 ) 











STEVE HILLAGE 
een 


LP/Virgin V 2098 78 年 
CD//Virgin CDV 2098 





前 作 で 結実 し た ポッ プ の 錬金術 か ら 、N・ メ イス ン を プロ デュ ー ス 
に 迎え 音 宇宙 / 時 空間 の 広がり と 奥行 き を 増し た 。「L 」 と いい 余り 
ひね り は 感じ られ な い が 、 そ の 辺 が 彼 の 人 の 良さ の 表 わ れ な の だ ろ 
う 。 し か し この 心地 良さ 。 デ ィ レ イ の 効果 的 使用 等 音 の 位相 も 含め 、 
ドラ ッ グ を 通し て 得 ら れ た 大 脳 生理 学 的 な 配慮 も 生か され て いる の 
で は な いか 。 彼 は ここ で 海 や 木々 と の 一 体 化 、 対 話 を 歌う 。 重 さや 
暗 さ の 欠如 が 逆 に 日 本 で は 信 と な っ て し まっ た よう だ が 、 フ ァ ン キ 
ー な フリ ー ク 野郎 の 笑顔 の 下 に は 、K・ エ アー ズ ・ バ ンド の 先任 者 M・ 
オー ルド フィ ー ル ド と も 通じ る アル カイ ッ ク か 夢想 が 息づい て いる 。 
ラス ト は GONG ^Master Builder” の 再演 。 代 表 作 だ が 詩 に は こう あ 
る 「 未 確認 。 僕 に ラベ ル を 貼ら な いで くれ 」。 (高山 ) 


STEVE HILLAGE 
Live Heral 


LP/Virgin VGD 3502 79 年 
CD/Virgin CDVM 3502 
東芝 EMI VJCP-2533 


| 





77 年 、'78 年 の ライ ヴ を 収録 し た 、 唯一 の 公式 ライ ヴ ・ ア ル バ ム ( ア 
ナ ロ グ 時 に は D 面 の み ス タ ジ オ ・ テ イク が 収録 され て いた が 、 こ の 
スタ ジオ 部 は C D 化 に あたり 、「Open」 の 方 に 収録 され た ) 。 こ の タ 
イプ の ミュ ー ジ シャ ン は スタ ジオ より も ライ ヴ の 方 が 楽し め る 。 た 
だ し 、 半 つ か の 時 代 の ライ ヴ の た め 、 ス ペー シー な 世界 に 没頭 し た 
まま で いる 、 と いう わけ に は いか な い 。 で きれ ば 、 1 箇所 の ライ ヴ 
で ノン ・ ス トッ プ 収 録 し て 欲し か っ た 。 と は いう も の の 、「Green」 
の 最強 リズ ム ・ セ クシ ョ ン に よる テイ ク 、 元 J」・ タ ル の Clive Bunker 
(ds)、 キ ャ メル 3 ムスタファ 3 の Colin Bass(b) を 含む 編成 等 が 1 
CD で 楽し め て し まう の は 、 確 か に 楽し い 。 バ ッ ク の Christian Boule 
の 影武者 ぶり に も 注目 し た い 。 (Chihiro S.) 





STEVE HILLAGE 
Open 

LP/Virgin V2135 79 年 
CD/Virgin CDV 2135 





全体 的 に リズ ム ・ セ クシ ョ ン や コー ド 進 行 が アメ リカ 的 だ っ た り 、 
散漫 な 印象 が ある た めか 、「Green」 あ た り に 較べ る と 格段 に 人 気 が 
な い ア ル バ ム 。 だ が 、 こ れ は これ て で 彼 特有 の 気楽 で C 調 の ノリ を 満 
喫 で きる 。 中 華 風 アイ ンド 風 ン ドヴォルザーク 風 が ご っ た 煮 に な っ 
た よう な ~Earthrise”( 注 : 本 当 は アラ ブ 音 楽に 影響 を 受け た よう だ ) 
な ん か 、 す ご い ぞ 。 格 調 が 高い よう な 、 間 抜け な よう な ( 笑 )。 例 に 
よっ て スペ ー シ ー な 部 分 は ちゃ ん と 押さ えて いる し 。 だ が 、 ト ラッ 
ク ・ ダ ウン 時 に 、 リ ズム ・ セ クシ ョ ン の 処理 が 少し 甘かっ た の は 事 
実 だ と 思う 。 こ の あたり メリ ハリ が あれ ば 、 ア ル バ ム の 評価 も 変わ 
っ た の で は な いか 。CD 化 に あたり 、 ア ル バ ム 未収 の シン グル 曲 が 
収録 され 、 曲 順 が 大 幅 に 変更 され て いる 。 (Chihiro S.) 


STEVE HILLAGE 
Rainhow Dome Music 


LP/Virgin VR1 '79 年 
CD/Virgin CDVR 1 





リラ ク ゼ ーション ・ ミ ュー ジッ ク と し て は 世界 中 で 5 指 に 入る ア 
ル バ ム だ と 思う 。 多少 奏 け る ミュ ー ジ シャ ン が この 手 の も の を 制作 
する と 、 リ ラッ クス で き な い 上 、 楽 曲 と し て は 物足りな い 、 と いう 
代物 に な りや すい 。 頭 で は わか っ て いて も 、『 俺 は うま い 」 的 な 部 分 
を 出し た い 、 と いう 欲望 を 押さ え 切 れ な いか ら だ 。 そ こ は い つも ニニ 
コ ニ コ 、 ス ペー シー 男 、Hillage。 見 事 な ま で に 虚栄 心 を 押さ え 込 ん 
で いる 。Miquette Giraudy に ゲタ を 預け 切っ て いる と いう か 、 シ ン 
セ 奏 者 化し て いる と いう か 。 と に か く こ れ 1 枚 あ れ ば 眠れ ぬ 夜 も 、 
穏やか な トリ ッ プ 空間 の 演出 も 0 K、 と いう 優れ も の 。 現 在 の アン 
ビエ ント ・ ハ ウス も の と し て も 通用 する で し ょ う 。SYSTEM 7 より 
良い ぞ 。 が ん ば れ 、Hillage、 世 界 の Junkie の た め に 。 (Chihiro S.) 











STEVE HILLAGE 
For To Next/And Not Or 
L P/Virgin Records V 2244 '82 年 





FOR TO NExT 











GONG の 音楽 を も っ と 明快 な ロッ ク ・ サ ウン ド に 仕立 て て と ど ま 
る こと を 知ら ぬ 快 進撃 を 続け て いた ステ ィ ー ヴ ・ ヒ レッ ジ が 、 バ ン 
ド を 解体 し て 制作 し た この アル バム は 、 現 在 ま で の 所 、 最 終 ソ ロ ・ 
アル バム と な っ て いる 。 当時 滞 く 定着 し つつ あっ た 打ち 込み の 手法 
を 採用 し 、 す べ て を ヒレ ッ ジ と ミケ ッ ト ・ ジ ロディ の ふた り て で 演奏 
し て いる 。 や や 落ち 着き の ある リズ ム が 中 心 と な っ て いる も の の 、 
音楽 的 に は 前 作 の 延長 で あり 、 良 質 の ポッ プ ・ ソ ング が 並ぶ 。127 
シン グル で ヒッ ト し た 曲 も あり 、 当 時 の Virgin の 戦略 と 何 の 違 和 感 
も な い 。「And Not Or」 は 初回 プレ ス に の み 付 いて いた ボー ナス ・ 
アル バム で イン スト ゥ ル メ ンタ ル ・ ナ ン パ バー が 収録 され て いる 。 現 
在 は 両 ア ル バ ム を 1 枚 に 纏め て CD 化 さ れ て いる 。 (坂本 ) 





STEVE HILLAGE 
BB Radin | Live In Concert 


CD/Windsong WIN CD 014 '92 年 
MSI MSIF 3092 





76 年 と '79 年 の BBC 音 源 を 1 枚 に 編集 し た ライ ヴ 角 。 異様 に 音質 も 
よく 音 が 響い た り 流 れ た りす る 空気 波動 まで し っ か り 聴 き と れ る 。 
随分 と シェ イプ アッ プ さ れ た 音 と 演奏 内 容 だ が 、 同 時 期 の ライ ヴ 音 
源 を 含む は ず の プー トレ ッ グ CD を 聴く と 、 実 際 は ここ まで タイ ト な 
曲 の 形 を し た も の ば か り が 並ぶ わけ で も な いよ うだ 。「Live Herald」 
を ギュ ッ と 凝縮 し た よう な 質 の ミキ シン グ が され て いる 。 それに し 
て も ヒレ ッ ジ の ギタ ー と ジロ ディ の シン セ は 元気 が よく 、 堅 実 な パ 
ッ ク に 不 協 和 し な が ら 協 和 す る と いう 、 い つも た え ず 右 へ 左 へ と ゆ 
れ て 移動 する 感触 が 鮮やか 。 ジ ロディ の どう で も いい ヴォ ー カ ル も 、 
どう で も よさ の 極致 で 最高 。 コ ン パ クト な 出来 映え だ け に うさ ん 臭 
さ は 足り な い が 、 お 茶の間 へ の アピ ー ル は 大 きい 。 (松本 ) 





ラジ 








POEME NON EPIOUE 
ロ Nigel Harris 訳 @ 中 西 則 久 
ポルトガル 移民 の 娘 、 カ トリ ー ヌ が ジャ ン ・ リ ュ ッ ク ・ ゴ ダー ル の 4 本 





MM) 


目 の 長 編 映画 「Les Carabiniers」( 戦 争 に 対す る アイ ロニ カル な 富 NHIBEIRNO 
話 ) に 出演 し 、 軍 隊 の 約束 に だ まさ れる 若者 の 一 人 を 演じ た の は 22 歳 mn 


の 時 だ っ た 。 こ の 時 、 彼 女 は Patrice Moullet と 出会っ た の だ 。 が 、 
彼女 佑 が アル バム を リリ ー ス する に 至る まで に は その 後 7 年 も か か っ 
た 。 そ れ ま で の 間 カ トリ ー ヌ は ソロ と し て 唄っ た り し て いた が 1968 年 の 
4 月 、 五 月 革命 の 前 月 に 彼女 は 自殺 未遂 を する 。 バ トリ ス は 毎日 病院 へ 
彼女 を 訪ね 、 彼 女 の 言 葉 に ふさ わし い 音 楽 を 感じ て いる と 話し か けた 。 
1969 年 の 終り に 彼女 需 に 完全 な 表現 上 の 自由 を 与え た フェ ステ ィ ヴ ァ 
ル ・ レ ー ベ ル か ら フ ァ ー ス ト ・ ア ル バ ム 「Catherine Ribeiro 寺 2Bis」 











が リリ ー ス され た 。 そ の 格別 な 音楽 は フラ ンス か ら 登 場 し た 最初 の 真 に 
プロ グレ ッ シ ヴ な アル バム の 一 枚 だ っ た 。 そ こ に は 強い 地中海 風 の 感 
覚 と きら めく アコ ー ス ティ ッ ク ・ キ ター、 喜 びに 満ち た コス モ フ ォ ン ( エ レク トリ ッ ク ・ リ ー ル ) が 含ま れ 、 
軍隊 風 の ド ラム と イン ディ アン ・ パ ー カ ッ シ ョ ン に より 飾ら れ て いた 。 そ こ に カト リー ヌ の 扇情 的 で 極 
め て 情熱 的 な ヴォ ー カ ル が 加え られ て いた 。 

1970 年 の 8 月 、 彼 女 培 は Aix に お ける フェ ステ ィ ヴ ァ ル で 演奏 し た 。 彼女 赴 の 出番 が 来る 頃 
に は 既に 早朝 に な っ た いた が 、 目 醒め させ られ た 観 来 の 反応 は 素晴らし く 、 そ れ に より 彼女 違 の 
評価 は 高まり 始め る 事 に な る 。 

2 作 目 の 「Nr.2」 に 際 し アル プ の 名 が 採用 され た 。2BIS の アル バム と 違い これ に は 明る さ 
は 含ま れ て いな か っ た 。 暗 く 、 ゴ シッ ク 調 で 時 に 美しく も 哀しく 、 時 に 攻撃 的 だ っ た 。1 曲 の み メ ラ 
ンコ リッ ク な アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター を フィ ー チ ャ ー す る ボ ポルトガル の トラ ッ ド 曲 が 収 録 さ れ て いる 
が 、 ア ル バ ム の 主体 は バ ワ フル な オル ガン 、 コ スモ フォ ン 、 そ し て カト リー ヌ の 絶望 、 あ る 曲 の 歌詞 を 
引用 する な ら ば 「 病 ん だ 環 の 様 に 息 を する 」 う めき 、 叫 びに 支配 され て いる 。 サ イド 2 は ほとん ど 
^Poeme Non Epique "一 徐々 に ヴァ イオ レン ト に な る 演奏 に 乗せ られ た 不穏 な モノ ロー グ 。 
バト リス は 様々 な 脅迫 的 な 音 を あの 多彩 な コス モ フ ォ ン よ り 導 き 出 す 一 一 ほとん ど “イン ダス トリ 
アル "で ある 一 一 一 方 Denis Cohen は 強健 で は 反復 され る パー カッ ショ ン を 打ち 出す 。 

本 作 の 直後 カト リー ヌ は 娘 の loana を 出産 し た 。 彼 女 の ~ 喜 び の 特別 な 源泉 "は カト リー ヌ に 
loana に 関す る 曲 を 造ら せ た 。~Petite Fille Aux Fraises "(リト ル ・ ス トロ ベリ ー・ ガ ー ル ) 
が 「Le Rat Debile .…」 に 収録 され "loana Melodie" は 「Passions」 に 収録 され て いる 。 
この 喜ば し まき 出来事 の 結果 、1972 年 に な る まで 彼女 違 の 3 作 目 「Ame Debout」 は 出さ れ な か 
っ た 。 こ の 作品 で は オル ガン に Patrice Lemoine( ゴ ング に いた 事 も ある ) と ベル キュ フォ ン に 
Claude Thiebaut が 加え られ た 。 今 まで の 中 で 最も 多彩 な アル バム で あり 、 攻 撃 的 で 変調 
され た アコ ー ス ティ ッ ク 楽 器 が 上 手 く ミッ クス され て いる 。 イ ンス ト 曲 の “Alpes 1" は 本 作 中 の 傑 
作 だ ろう 。 カ トリ ー ヌ の 詞 の 幾つ か は 無 気 味 な 魅惑 を 見 せる ー 一 「 昨 日 、 階 段 の 上 で 隣人 が 、 自 
ら を ガラ ス の 破片 で 傷つけ た 。 そ こい ら 中 へ 噴き 出 た 一 一 血まみれ 。 私 は 彼女 の 紅い 目 を 絆 創 
豆 で ふさ いで あげ た 。」 

4 枚 目 の アル バム 「Paix」 は 1973 年 の 1 月 に リリ ー ス され た 。 
これ は 彼女 違 の 作品 中 、 最 も 強固 で 凝集 力 の ある 一 枚 で あ 
る 。 二 人 の Patrice に 加え ベル キュ フォ ン と ベー ス の Jean 
Sebastian Lemoine が 名 を 連 ら ね 、 イ ンス ト 曲 "Roc 
Alpin" で は Michel Santangelli が ドラ ム を 担当 し た 。 タ 
イト ル 曲 が 最初 の 面 の 大 半 を 占め る 。 こ の 曲 に は 旋 速度 の べ 
ルキ ュ フ ォ ン 、 オ ル ガ ン 、 そ し て コスモ フォ ニッ ク な 振動 と の 間 で 
の イン ター プレ イ が 含ま れ 、 テ ー マ は 極度 に 高揚 し 、 沈 み 込 む 。 
詞 は 痛切 で 見 事 に 唄 わ れる 。 一 一 「 叫 ぶ 者 に 平穏 を 、 な ぜ な 
ら 彼 は 物事 を は っ きり と 見 通す 者 だ か ら 。 探 究 す る 者 に 平穏 
を 、 コ ンク リー ト 壁 に 頭 を 打ち つけ る 者 に 。」~Un Jour..……La 
Mort” は サイ ド 2 を 占め 20 分 を 越え る 。 そ れ は 音楽 的 に 入り 
組ん で お り 、 穏 や か で コス モ フ ォ ニッ ク な 部 分 か ら 手 熱 的 な 至 
福 に 至る 彼女 違 の スタ イル 全て を 含む 。 鳴 り 続 ける オル ガン 
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は 黙示 的 な 詞 と は 対称 的 に 明 散 の 念 を 呼び 起す も の だ 。 こ の 超 現 実 的 物語 に お いて 死 は 邪悪 
な 妖 婦 と し て 描か れる 一 世界 は 戦争 の 凶行 に 満た され た 物 と し て 描か れ 、 生 の 素晴らし さ を 
称え る 事 の み が 、「 死 と いう 名 の 美しき 女 」 か ら そ の 囚人 を 解放 させ る 一 一 と ある 。 

1974 年 の 6 月 に は 5 作 目 、「Le Rat Debile Et L'homme Des Champs」 が 発表 され た 。 
この 時 か ら ア ルプ の 音 は より 洗練 され 、3 人 の ミュ ー ジ シャ ン が 新た に か か わっ た 。 多 く の 意 味 で 
これ は 彼女 直 の 最も 冒険 的 な 作品 で 、 全 体 を 通し て メラ ンコ リッ ク だ が 、 カ タル シス を 得る 事 に 
失敗 し て いる 訳 で は な い 。 サ イド 2 に は LP「N" 2」 か ら の テー マ 的 継続 で ある "Poeme Non 
Epique(Suite) "が 25 分 25 秒 に も わた っ て 収め られ て お り 、 そ の 「IN*2」 同 様 カ トリ ー ヌ の モノ ロ 
ー グ が 大 きく クリ アー に 情熱 を 込め て 語ら れ 、 最 後に 至っ つて よう や く 唄 われ る 。「 私 は 同時 に 悪 
魔 的 、 華 護 、 甘 く 、 や さ し く 、 そ し て 暴力 的 で な けれ ば な ら な いと 考え た 一 一 常に 征服 され る 事 
な く 一 一 真実 に も 偽り に も ゃ 一 一 必要 に 応じ て 一 一 」 本 作 は 彼女 違 の 最も 雄弁 な 宣言 に 違い な 
い 。 そ れ に 付け 加え られ た ドラ ム ス 、 ベ ルキ ュ フ ォ ン 、 そ し て 永続 的 な コス モ フ ォ ン の ほとん ど 絶 え 
る 事 な く 続く 響き は 魅惑 的 だ 。 し か し エン ディ ング は これ まで の 何より も 暴力 的 だ 。 最 も ドラ マテ 
ィ ッ ク で 人 を 引き 込む 曲 を 含む 真 の 傑作 。 

1975 年 の 10 月 、6 作 目 の 「(Libertes?)」 発 表 。Patrice と Daniel に 加わ る 二 人 の 新しい 
メン バー、 ベ ー ス の Henri Texier と バー カッ ショ ン の Carroll Reyn。 非 常に 力強く パワ フル 
な アル バム で は ドラ ム ス が ベル キュ フォ ン に 取っ て 替 っ て いる 。 雰 囲 気 は は つき り と し て 、 ダ イナ ミッ 
ク な 物 だ 。「(Libertes?)」 は 全て の 作品 中 最も 政治 的 な 作品 で サイ ド 1 の 最後 に 入っ て いる 
恋愛 詞 以 外 は 熱情 に 貫 か れ て いる 。 サ イド 2 は また も や ~Poeme Non Epique No.3" と 言う 
この シリ ー ズ の 最終 作 で あり 三 部 構成 の 大 曲 一 曲 で 占め られ て いる 。 第 一 部 の "Prelude 
No.3" で の ゴシック ・ イ ンス トゥ ル メ ンタ ル 、 続 く ^"Concerto Alpin" 中 で は カト リー ヌ が 鈍感 
な 政府 の 元 で の 人 々 の 苦難 、 受 難 を 表現 し て いる 。 そ し て 断末魔 の ご と き フ ィ ナ ー レ "Tombe“ 
で は 無 調 の カオ ス へ と 落ち 込む 。 凍 り 付 く よ う な 叫び 、 無 秩序 な 音 の 波 、 狂 蝶 的 な ドラ ム 。 感 情 の 
渦 に 呑み 込ま れる よう な フィ ナー レ で ある 。 

7 作 目 の ア ル バ ム 「Le Temps De L'autre」 は 1977 年 の 10 月 に リリ ー ス され 、 今 回 Patrice 
と Daniel に 加わ も わっ た の は ベー ス の Jean Daniel Couturier と ドラ ム の Jean Louis Do 
だ っ た 。 今 作 は 熟成 され 、5 曲 の 長く 丁寧 に 書か れ た 曲 を 含む 好 作 品 だ 。 イ ンス ト 曲 の "Kel 
Epik Epok Opak /“( 何 と 異常 に 不透明 な 時 代 ./) は その 楽曲 中 に 見 られ る 多く の 微妙 な 
点 か ら 特 に 注目 の 的 と な る だ ろう 。 シ ン フ ォ ニ ッ ク な キー ボー ド ・ サ ウン ド は 本 作 に クラ シカ ル な 特 
色 を 与え て いる が 依然 と し て ゴシック 的 で 、 シ リア ス だ 。3 年 後 の 「Passions」 と 並ん で 最も 整 
合 感 に た けた アル バム の 一 つ だ ろう 。 

その 後 、3 年 間 の バン ド の 沈黙 の 間 、 カ トリ ー ヌ は ソロ ・ ア ル バ ム 「Le Blues De Piaf」('77) 
と 「Jacqueries」('78) を 発表 し 、'80 年 代 以 後 の ソ ロ 活 動 の 布石 を 築く こと と な る 。 

「Passions」 は 1979 年 に 登場 し し それ は 様々 な 点 で 驚か され る アル バム だ っ た 。 第 一 に コス 
モ フ ォ ン が 使用 され て いな い 事 。Patrice Moullet は ギタ ー の み を 担当 し て いる 。 キ ー ボ ー ド と 
シン セ に Patrice Lemoine が 復帰 し て いる 他 は 皆 、 新 顔 だ っ た 。 と り わ け Mireille Bauer 
(perc) と David Rose(vIn) の プレ イ が 大 きく フィ ー チ ャ ー さ れ 全体 を ひき し め て いる 。 イ ンス 
ト 2 曲 を 含む 全 8 曲 は きら めく よう で 高揚 感 を 持ち 、 こ れ ま で に な く 明 確 な メロ ディ を 持つ の る も 特 
徴 で ある 。 バ ッ シ ョ ン と は 勿論 カト リー ヌ の それ で あり 、 各 曲 の 詞 は それ ぞ れ の 感情 を 知 的 に 表 
現し て いる 。 一 一 人 権 、 第 三世 界 の 解放 、 失 業 、 彼 女 の 娘 loana、 ジ ェ ー ン ・ フ ォ ン ダ へ の 多 辞 、 
そし て 彼女 の 唄 へ の 愛 。11 分 に 及ぶ “L'oiseau Devant La Porte" は 仕事 が 得 ら れ な い 
16 才 の 少年 の 物語 を 冬場 の 幼鳥 の 悲劇 的 な 運命 と 巧み に 並 置 し て いる 。 

1980 年 に は 最終 作 「La Deboussole」 が リリ ー ス され た 。 二 人 の Patrice と Francis 
Campello に ヴァ イオ リン の Rene Verneer、 バ パー カッ ショ ン に Pierre Gasquet が 加わ り 
コス モ フ ォ ン が 復活 し た ./ 作品 の 出来 栄え は パワ フル で 判り 易く 、 良 く プ ロ デ ュ ー ス され て お り 、 
ロッ ク 色 が 強い 。 サ イド 2 の 後半 は 彼女 達 の 白鳥 の 唄 で ある か の よう だ 。 そ こ に は "Paix“ が 再 
録音 され て いる 。 よ り リ ズミ ッ ク に エネ ル ギ ッ シュ で 新曲 と 言う に ふさ も しい 。 そ れ は カト リー ヌ の 
持つ ユニ ー ク な プロ テス ト ・ シ ン ギ ング と 詩 才 を 全く も っ て 革新 的 な 音楽 と 結び 付け た グル ー プ 
の 墓碑 銘 と し て 確か に ふさ も し い 物 だ っ た 。 再 度 "Paix"” か ら 引用 し よう 。「 今 は 亡き 男 、 一 生 の 
間 、 よ り 良 き 明日 の 為 に 辛苦 し 続け た 男 に 今 こそ 安寧 を 。」 


歌手 カト リー ヌ ・ リ ベロ の 歩み 
文 @ 賀 川 雅彦 

カト リー ヌ ・ リ ベロ の 名 前 が プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン 以外 に ほとん ど 知 られ て いな いこ と か 
ら る 分 か る よう に 、 現 在 ま で の と ころ 、 彼 女 の 歌手 ミュ ー ジ シャ ン と し て の 評価 、 業 績 は アル ブ を 
抜き に し て 語る こと は 出来 な い 。 そ ん な 彼女 で ある が 、 こ こ で は あえ て アル プ を 離れ た リロ ・ シ ン 
ガー、 カ トリ ー ヌ ・ リ ベロ の 軌跡 を 残さ れ た 作品 を も と に 追っ て みた い 。 

ゴダール の 映画 に 出る な ど 、 元 々 は 女優 と し て 芸能 界 に デビ ュ ウ し た リベロ で ある が 、 カ トリ ー ヌ ・ 
リベロ 十 2 ビス と し て 69 年 に LP を リリ ー ス する 以前 の 音楽 活動 に つい て は ほとん ど 語 られ る こ 
と が な い 。 以 前 本 誌 に も 少し 書い た が 、2 枚 の 4 曲 入り EP が 確認 され て いる 以外 、 こ れ と いっ た 資 
料 が 見 当ら な い 。2 枚 の EP の うち 古い と 思わ れる 方 に は 1966 の 文字 を 見 る こと が 出来 る (た だ 
し 手許 に ある の は スベ イン 盤 )。'50 年 代 中 頃 か ら 歌 手 と し て も 活動 を 始め た の で あろ う 。 こ れ ら 
EP の 曲 を 聴く か ぎり 、 彼 女 の 意志 が どう か は と も か く 、 こ の 頃 は フレ ンチ ・ ポ ボップ ス の アイ ドル 歌 
手 と し て の 成功 を 目 差し て いた も の と 思わ れる 。 ボ プ ・ デ ィ ラ ン 、 ビ ー ト ・ シ ー ガ ー ら の カヴァ ー を 含 
む 、 短 か く 分 か り 易 い 曲 を アル プ 時 代 と 比べ る と か な り 高 い ト ー ン で 、 ま た 、 若 い 女 性 な ら で は の 
セク シー な 感じ を 少し 出し て 歌っ つて いる 。 し か し 、 彼 女 の 本来 の 声域 で な いた め 、 か な り 不 安定 で 、 
へ た な アイ ドル 歌手 と いっ た 感 は 否め な い 。 雰 囲 気 で 聴か する タイ プ で も な い の で 、 こ の 路線 に 
固執 し て いた ら 、 歌 手 カ トリ ー ヌ ・ リ ベロ は 消え て いた 可能 性 が 高い 。 恐 らく 、 本 人 に と っ て この 頃 
の こと (歌手 と し て の 活動 ) は どう で も いい こと で あり 、 ま た 、 作 品 と し て も 価値 の ある も の と は 言え 
な い が 、 フ ァ ン に と っ て は 興味 深い 。 こ の 後 、 彼 女 は 
どの よう に 変身 し て いっ た の で あろ うか 。 こ れ ら EP 
と カト リー ヌ ・ リ ベロ 十 2 ビ ス と の ギャ ッ プ は 凄まじ く 、 
その 変化 は 衝撃 的 で すら ある 。 

*69 年 に ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 「Catherine 
Ribeiro+2Bis」 を 発表 、 そ の 後 、 グ ルー プ 名 を 
アル プ に 改め て 、77 年 に "Le Temps De 
L'Autre」 を リリ ー ス する まで の 5 年間 は 正 に カト 
リー ヌ ・ リ ベロ 二 ア ルプ ブ の 全盛 時 代 で ある 。 フ レン チ ・ 
プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 移 明 期 か ら 円 熟 期 まで 、 
常に シー ン の トッ プ を 走っ て いた と 言っ て も 過言 で 
は な い 。 当 然 の ご と く 、 活 動 の ほとん ど 全て が アル 
プ と の も の で あり 、「La Ville A Prendre」( サ ント 
ラ 曲 ) の よう な 個人 名 義 の シン グル も ある が 、 そ れ ら 
ゃ Patrice Moullet と の 共 作 で 、 実 質 的 に は リ 
べ ロ ・ エ ・ ア ルプ の 作品 と 言え る 。 そ うし た 中 、 唯 一 例 
外 的 に 彼女 の ソロ (名 義 は Catherine Ribeiro 
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Et Les Choeurs De L'Armee Sovietique) と 言っ て も よい 作品 が シン グル 「Les 
Partisans/La Varsovienne」 で ある 。 ア ン サ ン ブ ル ・ ド ゥ ・ モ スク ワリ (コー ラス と 楽団 か ら 成 
る ) と の 共演 盤 で 、A 面 が シベ リア の 民衆 の 歌 で あり 、B 面 が ポー ラン ド の 革命 歌 で ある 。 当 時 の 
リベロ の 政治 的 凄 勢 及び 音楽 家 と し て の ポリ シー が 顕 わ れ た も の と 言え る 。 人 々 を 鼓舞 す る こと 
を 目的 と する 革命 歌 、 民 衆 歌 と り べ ロ の 太く 低い 声 は よく 合い 、 シ ンプ ブル な が ら も 力強い サウ ンド 
に な っ て いる 。 リ ベロ の 本 領 が 発揮 され た 作品 で あり 、 仲 々 の 出来 で ある 。 

「Le Temps De L'Autre」 を アル プ と 発表 し た '77 年 リ り ベ ロ は その アル バム ・ タ イト ル の よ 
うに 、 突 如 ソ ロ 活 動 を 開始 する 。 同 年 、 エ ディ ッ ト ・ ビ アフ を テー マ に し た 本 格 的 シャ ン ソ ン ・ ア ル バ 
ム 「Le Blues De Piaf」 が リリ ー ス され た 。 オ ー ケ スト ラ を バッ ク に ビア フ の 代表 曲 「 愛 の 讃歌 」 
他 、 シ ャ ン ソ ン の 名 曲 を 熱唱 し て いる 。 シ ャ ン ソ ン ら し く 情 感 を 込め て 歌っ て いる が 、 基 本 前 表現 
方 法 は アル プ 時 代 の も の と あま り 変 わら な い 。 歌 唱 力 が ある こと が 分 か る 力作 で ある が 、 表 現 方 
法 が や や 均一 的 で 変化 に 乏しく 、 面 白 味 に 欠け る こと も 事実 で ある 。 シ ャ ン ソ ン に は 精通 し て い 
な い 筆 者 に も 先 直 の 域 に は 及ば な いこ と が すぐ に 分 っ て し まう 。 翌 '78 年 に は 詩人 ジャ ッ ク ・ プ レ 
ヴェ ー ル の 作品 に クラ シッ ク ・ ギ タリ スト の S6ebastian Maroto が 曲 を 付け た も る の を 、 彼 及び 
オー ケス トラ と 共演 し て 歌っ た 「Jacqueries」 を 発表 し た 。 か な り の 難曲 揃い で ある が 、 作 り 及 
び ア レン ジ が リベロ 向き に な っ て お り 、 彼 女 は それ ら を 歌い こなし て いる 。 前 作 よ り 楽 し め る 内 容 
で ある が 、 ア ルプ と の 作品 の よう な 説得 力 は 感じ られ な い 。 今 考え る と 、 シ ャ ン ソ ン と し て の 評価 は 
別に し て も る 、 リ ベロ が この 時 代 に これ ら の 作品 を 発表 し た こと は 意義 ある こと だ っ た と 言え る だ ろ 
う 。 彼女 は 1 つの 可能 性 を 感じ 取っ た に 違い な い 。 

79 年 に アル プ と の 活動 を 再開 し 、 そ の 後 、2 枚 の アル バム を 発表 する 。 そ し て 、'82 年 、 彼 女 は 
大 転機 を 迎え る 。 ア ルプ 、 そ し て 、 実 質 的 に は アル プ の 別名 と も 言え る Patrice Moullet と 別 
れ 、 ソ ロ ・ ア ル バ ム 「Soleil Dans L'Ombre」 を 発表 し た の で ある 。 全 9 曲 、 ビ ー タ ー・ ガ ブリ エ 
ル 作 の 1 曲 を 除い て 、 全 て を Thierry Matiaszek が 作曲 し 、 ア レン ジ も 彼 が 担当 し て いる 。 
演奏 は Francois Auger、Didier Batard ら が スタ ジオ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン と 
し て 行ない 、 ポ ッ プ で 乗り の 良い ロッ ク ・ ミ ュー ジッ ク に 仕上 が っ て いる 。 し か し 、 
リベロ の 本 領 は ほとん ど 発 揮 さ れ て お ら ず 、 彼 女 の 歌手 と し て の 力量 が 感じ られ 
る の み に 留 まっ て いる 。 時 代 に 合わ せ た ヒ ッ ト 指 向 の サウ ンド は 彼女 に 向い て い 
な い 。 本 人 も その こと を 感じ た らし く 、"83 年 発表 の シン グル 「Jour De Fete/ 
Carrefour De La Solitude」 は 伝統 的 な シャ ン ソ ン と ボッ プ な ロッ ク な 中 
間 に 位 置 し て いる 。 そ の 後 も 試行 錯誤 の 時 代 が 続き 、"86 年 に は 自ら の レー ベル 
loana Melodies を 設立 、 そ の 第 一 弾 と し て 「Percubhonante」 を リリ ー ス 
し た 。 再 度 の Patrice Moullet と の コラ ボレー ショ ン で あり 、 お 互い の 力 が 
十分 に 発揮 され て お り 、 リ ベロ が 望ん だ 作品 か どう か は 別に し て 、 作 品 自体 の 出 
来 は と て も 良い 。Moullet の プロ グレ ッ シ ヴ な 音 作り が 特に 印象 的 で ある 。 し か 
し 、 こ の 作品 は や は り リ ベロ が 目 差す も の と は 違っ て いた の で あろ う 。 以 後 、 ベ 
スト ・ ア ル バ ム 以外 は '88 年 まで 彼女 の 作品 は 発表 され て いな い 。 

"88 年 に アル バム 「1989..….D@ja./」 が 発表 さき れる が 、 そ の 間 、 彼 女 は どん 
な 活動 を し て いた の で あろ う 。 シ ャ ン ソ ン 歌 手 と し て 多く の ライ ヴ を 行なっ て い 
た の で は な い だ ろ うか 。 そ ん な 想像 を させ る ほど に この アル バム で 聴く こと の 
出来 る 彼女 の 歌 は シャ ン ソ ン 歌 手 と し て 著しく 成長 し て いる 。 力 まず 切々 と 歌い 
か ける 姿 は か つて の フラ ンス を 代表 する ロッ ク 歌 手 と は 一 味 違 う 。 情 感 に 富ん 
だ 繊細 な 表現 は 人 生 の 二 門 哀楽 を 巧み に 歌い 上 げ る シャ ン ソ ン 歌 手 の も の 
で ある 。 フ ラン ス 国 歌 "La Marseillaise" を 堂々 と 歌う リベロ に も う 迷 い は 
な い 。 そ ん な 彼女 の ライ ヴ を 聴く こと が 出来 る CD が '92 年 に リリ ー ス され た 。「L'Amour Aux 
INus」 と 題 さ れ た この アル バム で 、 リ ベロ は 、 ア ン リ ・ ロ ジェ (ボール ・ レ ー ベ ル の 「Image」 が プロ 
グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に は 知ら れ て いる ) の ビア ノ の み を バッ ク に 、 ジ ャ ッ ク ・ ブ レル 、 ジ ャ ッ ク ・ 
プレ ヴェ ー ル 、 レ オ ・ フ ェ レ 、 ジ ェ ラ ー ル ・ マ ンス 等 の 曲 を 延び 延び と 、 そ し て 、 表 情 豊か に 歌い 上 げ 
て いる 。 多 少な り と も ヒッ ト 指 向 を 持っ た 歌手 が 多い ヌー ヴェ ル ・ シ ャ ン ソ ン と は 違う 本 格 的 シャ ン 
ソン 歌手 を 目 差し て 歩む おり べ ロ の 姿 を 見 る こと が で きる 。 フ レン チ ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン 
の 頂点 を 極め 、 そ の 名 を 永遠 に 残す で あろ う カ トリ ー ヌ ・ リ ベロ 。 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク よ り も る 幅広い 
音楽 性 を 要求 され る シャ ン ソ ン の 世界 で も 成功 を 納め る こと が 出来 る の で あろ うぅ か 。 挑 戦は 始ま っ 
た ば か り で ある 。 








罰 CATHERINE RIBEIRO 十 ALPES 
Catherine Riheiro 十 Ahes 
LP/Festival FLDX 531 '70 年 





カト リー ヌ ・ リ ベロ の 2 作 目 。 デ ビュ ー 作 の 2 BIS か ら ALPES へ と 
改名 し て いる 。 リ ベロ は この パト リス ・ ム ー レ を 中 心 と する アル プ 
を 率い 、 実 質 的 に は 彼女 自身 を 含め た 一 つの パン ド と し て 7 作 目 に 
至る まで に 「Ame Debout」('72) 「Paix」 (73) 「Le Rat Debile Et 
Lhomme Des Champs」('75) 「Libertes ?」(75) を 、 それ 以後 「Passions」 
(79) 「La Deboussole」('80) を 発表 し て いる 。 本 作 は a-g. に 乗せ た 
シャ ン ソ ン の 小曲 と アル プ の や や 混 注 と し た 演奏 に 彼女 の うな る よ 
うな ヴォ イス や 語り 、 叫 び を 乗せ た 大 曲 か ら 成 る 。 ど ちら の 傾向 も 
彼 等 の サウ ンド の 原型 と 言う べき も の で ある 。 ま た リベロ の ヴォ ー 
カル に 関す れ ば 円 吾 し きっ て いな い 初 々 し さと 荒 々 し さ を 秘 め て い 
る 。 以後 の 動向 を 占っ た 初期 の 代表 作 と 言え る 。 (松本 ) 








CATHERINE RIBEIRO 十 2BIS 
Catherime Riheiro 十 2Bis 
LP/Festival FLDX 487 「'69 年 


MAGMA の 1 st すら 世に 出 て いな い '69 年 、 フ レン チ ・ プ ログ レッ 
シ ヴ ・ ロ ッ ク の パイ オニ ア と な っ た 作品 。 五 月 革命 一 De Gaulle 退 陣 
と いう 激動 期 の フラ ンス (フレ ンチ 先 明 期 の バン ド に は ポリ ティ カ 
ル な も の が 多い の も こう し た 理由 だ ろう )、 彼 女 自身 の 絶望 と 死 と の 
対 時 、 そ し て P・Moullet と いう 片腕 を 得 た 事 が 一 介 の シャ ン ソ ン 歌 手 
を 劇 的 に 変貌 させ た 。 ト ラディ ショ ナル な ac-g、 タ ブラ を 含む 効果 
的 な per 等 、 シ ンプ ル な が ら 見 事 に 曲 を 盛り 上 げ る バッ ク を 従え た 彼 
女 は まさ に 「 爆 発し て いる 」 と いう 形容 が 相応 し く 、 そ の 後 の 大 地 
を 揺るが す 様 な 重厚 さと は 違う 、 彼 女 自身 に も 制御 不能 な 内 的 衝動 
と 若 さ と 大 器 の 予感 が 本 作 に は 封印 され て お り 、 そ の 本 質 は 古い ど 
ころ か 新鮮 さ を 増し て いる と すら 思え る 。 (山田 ) 











ATHERINE RIBEIRO+ALPES 
Ame Dehout 
L P/Philips 6332 017 72 年 


肥 の 様 に 包ま れ た 気 、 体 の 中 を どく どく と 流れ る 濃い 血 が 、 プ リ 
ミ テ ィ ヴ な 野性 へ と 向かっ て 叫び 交わ す 様 に カト リー ヌ ・ リ ベロ の 
声 と 姿 は 印象 的 だ っ た 。 蒼白 い 瑞 々 し さ が 張 りつ め た 1st、 そ の 延長 
に あり な が ら ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の 様 に 混 池 と し た 2nd、 情 念 の 煮え 
た ぎる 「Liberte ?」、 真 随 と も 言う べき 「Paix」、 円 熟 期 の 「Passions」、 
そし て 「Paix」 同 様 、 奥 深い 山 の 中 か ら こ だ ます る 如く 「Ame Debout」 
の 悲し げ な 響き 、 そ れ は 過ぎ 去っ た 遠く か ら 来 て 、 過 ぎ 去 っ た 遠く 
へ と 回 帰す る うな され た 幻影 と し て 、 脳 裏 に 焼き つけ られ た の だ 。 
どう し よう も な い 何 か が 在 る 。 彼女 の ヴォ ー カ ル の 魅力 が 存 分 に 発 
揮 さ れ た 、 し か も 素晴らし い ア ルプ の 演奏 が 聴け る 粒 揃い の 作品 集 
と し て 本 作 の 価値 は 未だ 裾 せ ず に 在 る 。 (平野 ) 








吸 に | CATHERINE RIBEHRO 十 ALPES 
8 前 較 Paix 

LP/Philips 6325 019 72 年 
CD/Mantra 642078 





カト リー ヌ ・ リ ベロ 二 ア ルプ の 音楽 活動 は 、'68 年 5 月 の パリ を ピ 
ー ク に する 学生 運動 が 背景 に な か っ て いる 。 4 作 目 の 「Paix」 の 真赤 
な 内 ジャ ケッ ト に は 、 た る 風呂 で 泡 に まみ れ 受 話 器 を 片手 に 愛想 を 
ふり まく 女優 らし き 人 物 と 、 子 供 を 抱え 苦汁 に 歯 を くい し ば る 東洋 
人 の 母親 と が コラ ー ジ ュ さ れ て いる が 、 こ れ が 当時 の ベト ナム 戦争 
へ の 反戦 で ある こと は 一 目 瞭 然 だ 。 リ ベロ は 770 年 代 後半 に ビ ピアフ の 
^ 愛 の 讃歌 ′ を 歌う まで メッ セー ジ ・ シ ン ガ ー の 色 が 濃い 。 前 半 の 比 
較 的 ポッ プ な 小曲 は 古 臭 さ も 込み で 愛くるしい が 、 旧 B 面 の 大 曲 に 
進む と 、 独 白 か ら に じみ 出る よう な 重 味 を 感じ 取れ る 。 感 情 の 揺 ら 
ぐ 様 を どこ まで も 続く オル ガン の 響 き と 共 に 聴く よう で 切迫 感 が あ 
り 、 そ れ で いて 詩 的 な 静寂 感 も ある 。 傑 作 の 一 つ 。 (松本 ) 








CATHERINE RIBEIRO 十 ALPES 
Le Hat Dehile Et Lhnmme Des 
bhamps 


ス = 0 6 LP/Philips 9101 003 74 年 
4 】 CD/Mantra 642084 


この アル バム に は Poeme Non Epique” と いう 大 曲 が 入 っ て い 
る 。 それ も 二 つ も 。 次 作 「(Libert6s ? ) 」 に も 。 こ れ ま で も 大 曲 を 入 
れ て は いた が 、 ア ル バ ム を 渡っ て 程 の 大 曲 は 、 こ の 曲 だ け だ 。 そう 
思う と 、 この 曲 は 当時 の 彼女 達 の コン セプト だ っ た と 見 て いい 。「Le 
Rat-」 は この 為 に 用 意 さ れ た パッ ケー ジ だ っ た 気 さ え する 。 ア ルプ ・ 
サウ ンド の 特徴 で も ある 手製 楽器 ペル キュ フォ ー ン と コス モ フ ォ ー 
ン の 不安 定 な トー ン と 、 前 作 来 の オル ガン と で 作り 出さ れる 情緒 の 
揺らぎ の よう な 背景 の 中 に 、 リ ベロ の 声 が 時 に は 詩 の 朗読 と も 歌 と 
も つか ず 響 く 。 それ は どこ まで も か ら ま りな が ら 流 れ て いく よう で 
形 を 成 さ な い 。 歌 や 声 に な っ て 来る 向こう で う ご め い て いる 、 そ の 
う ご め き を 感じ 取れ る 。 全 然 ポ ピュ ラー じゃ な い 。 (松本 ) 





タ ア 








GATHERINE RIBEIRO 十 ALPES 
(Lihert6s ?) 

LP/Philips 9101 501 75 年 
CD/Mantra 642083 


CAiHIERINE RIBEIRG 





前 作 の テー マ Poeme Non Epique′ の 大 曲 ^N' 邊 ′ を 収録 し た 
6 作 目 。 前 作 が アル プ の 作品 中 、 最 も 脚色 を 除い た ある 意味 で ベー 
シッ ク な 部 分 で 展開 し た アル バム だ っ た と すれ ば 、 こ の アル バム は 
感情 の 起伏 が 激しい ぶん だ け 聴 きやすい か も し れ な い 。 前作 で の 絡 
まり 合い な が ら の 流れ は 、 こ の アル バム で 曲 ご と に わけ られ 、 各 々 
の 特色 を 出す よう 煮詰め られ た よう な 感じ だ 。 1 曲目 の ドラ マチ ッ 
ク な ロッ ク 調 、 2 曲目 の 演劇 色 、 4 曲目 の 耳元 で 咳 や か れる 詩 、 そ 
し て 5 曲目 、 と どれ も 性 格 が ある 。「Ame Debout」 か ら 「Paix」 へ 
未 分 化 な まま 実り 、 そ の まま 形 を 眼中 に と め ず 没 入 し た 前 作 、 そ し 
て これ を 曲 単 位 に 整理 し 始め た 本 作 へ 。 ま さ に 渦中 。 登 り 詰 め た 最 
後に 絶叫 混 り に 混 油 の まま 破綻 する “NII が 圧巻 。 (松本 ) 


HH 思 5ATHERINE BEIRD 
Le Tempns De Lautre 
LP/Philips 9101 155 77 年 





カト リー ヌ ・ リ ベロ の 7 th アル バム 。 現在 まで に 、 彼女 は 2 ビス と 
1 枚 、 ア ルプ と 8 枚 、 ソ ロ 名 義 で 6 枚 、 計 15 枚 の アル バム を リリ ー 
ス し て いる が 、 本 作 は ヴォ ー カ リス ト と し て の 実力 を 十 三 分 に 発揮 
し た 代表 作 の 一 つ で ある 。 女 性 らし か ら め ぬ 重 厚 さ を 持っ た 太く 延び 
の ある 声 に 一 層 磨 き が か か り 、 そ の うら 悲し さ を 感じ させ る 表現 力 
豊か な 歌唱 は 、 リ ズム を 強調 し た ドラ マチ ッ ク か 演奏 や ギタ ー と キ 
ー ボ ー ド を 中 心 に し た 控え 目 で は ある が 的 を 得 た 演奏 と 一 体 と な っ 
て 聴く 者 を 圧倒 する 。 B② は アル プ の み に よ る イン スト ・ ナ ン バ ー 
で あり 、 メ ロディ アス な キー ボー ド と 力強い リズ ム が 印象 に 残る 。 
以後 、 グ ルー プ は 活動 を 2 年 間 休 止 、 リ ベロ は 2 枚 の ソロ (ピア フ 
と プレ ヴェ ー ル の 作品 を 唄っ た も の 他 ) を 発表 する 。 (賀川 ) 





| CATHERINE RIBEIRO 
Le Blues De Piaf 
LP/Philips 9101 156 77 年 





リベロ が シャ ン ソ ン ・ シ ン ガ ー と し て の 実力 を 発揮 し た アル バム 。 
ピア フ 集 を 出す こと で 、 多 く の 人 が リベロ を 認め た 。 こ の アル バム は 
当時 国内 盤 も 出 た ほど で フラ ンス で も 賞 を と っ て いる 。 本 当 に いい か 
げん な も の だ 。 バ シャ ン ソ ン " ス タン ダー ド と いう 枠 が つい た 途 端 に 注 
目 を 浴び る と いう の は 、 い か に フラ ンス が これ を 囲っ て いる か を 示し 
て いる 。 リ ベロ は これ 以前 か ら 歌う 事 に 関し て 充分 な 程 の 事 を アル プ 
と の アル バム で 示し て き て いる と 思う の だ が 。 リ ベロ が こう し た アル 
バム を 出し た と いう こと は 、 彼 女 の 歌う 事 が 必ず し も アヴァ ン ギ ャ ル 
ド を 目指 し た わけ で は な く 、 歌 う 事 を 彼女 の 個人 的 な 部 分 で と ら え て 
きた か ら だ と 思う 。 そ こ に 例え ば ピア フ の 愛 の 讃歌 ′ が あっ た と し 
て も 何 の 矛盾 も な い 。 オ マー ジュ で さえ ある 。 (松本 ) 


CATHERINE RIBEIRO 
JacHu6rieS 
LP/Philips 9101 201 78 年 





^ カ トリ ー ヌ ・ リ ベロ 、 ジ ャ ッ ク ・ プ レヴ ェ ー ル を 歌う ” と いう サ 
プ ・ タ イト ル の アル バム 。 前作 の ピア フ 物 に 続く 、 シ ャ ン ソ ン 作 の 
第 2 弾 。 最近 の リベロ の 原点 に な っ た 2 作 で も ある 。 "70 年 代 が 結 息 し 
て いく よう に も 思え る 。 リ ベロ の 歌 は これ ら 2 作 で アル プ と の 作風 か 
ら 離 れ て オー ソ ド ッ クス だ 。 沙 ち 着い た 物 哀 し げ な 曲 が 目立つ 。 そ 
の 点 で は 、 前 作 よ り も 感情 の 起伏 の お さえ られ た 作風 だ 。 こ うし た 
歴代 の シン ガー に オマ ー ジ ュ を 向け る こと で 、 リ ベロ は いわ ゆる シ 
ャ ン ソ ン ・ ポ ピュ レー ル 、 ア イド ル ・ シ ャ ン ソ ン と は 別 路線 の 歌い 
手 で ある こと を 証明 し た 結果 と も な っ た は ず だ 。 こ の 後 、 ア ルプ を 
復活 させ る も の の 再び 解消 し た と ころ を 見 て も 、 こ の 時 期 に 彼女 の 
大 き な 転 期 が あっ た こと は 確か だ ろう 。 (松本 ) 








CATHERINE RIBEIRO 十 ALPES 
Passions 
L P/Philips 9101 270 79 年 





リベロ の シャ ン ソ ン 集 を 挟ん で 、 彼 女 と Patrice Moullet は ALPES 
を 再編 する 。 中 で も 新 加 入 の David Rose(vIn, ex TRANSIT EXPRESS) 
と Mireille Bauer(perc, viD,GONG) が この アル バム に 新風 を も た ら せ 
て いる 面 は 大 きい 。 こ れ ま で の 大 曲 や 壮大 な 曲想 は 後退 し て いる が 、 
よく まとまっ た 佳 曲 が 多 く 、 代 表 作 の 一 つ に 数 えた い 。 イ ンス ト ・ 
ナン バー を 2 曲 収 録 し て いる こと か ら 想 像 で きる よう に 演奏 面 で の 充 
実 も 見 れる 。 その 一 方 で リベロ の 歌 は 分 パッ ケー ジ さ れ た 気 が す 
る と し て も 、 相 変わ ら ず の 肺活量 で 迫る 。1 曲 目 の `loana Melodie” 
で の 声 の 延び な ん か は 、 リ ベロ 以外 の 何者 で も な い 。 深 い 所 か ら 吐 
き 出 され る 際 の 声 が 、 こ れ ま で の 絶叫 より も 歌 の 形 を と っ て 伝わる 。 
そう し た 傾向 の アル バム だ 。 (松本 ) 

















Saiherinie Ribeiro ・AIBeN ご 


CATHERINE RIBEIRO 十 ALPES 
La Dehoussole 


L P/Philips 6313 096 8O 年 
CD/Mantra 642088 





リベロ と アル プ の 最後 の アル バム 。 前 作 「Passions」 で の 整合 感 
と 晴れ や か さ は 、 更 に この アル バム に 延長 され て いる 。 特 に 新 加入 
の ベー シス ト が 持ち 込ん だ 当時 流行 の トー ン は 、 こ れ ま で の 音楽 性 
か ら 少 し 異 和 感 を 感じ させ も する 。 や け に 元気 に 明る く 上 滑り し そ 
うな “健全 さ ” だ 。 楽 器 編成 は 前 作 に 変わ っ て いな い が メ ン バ ー は 
P.Moullet,P.Lemoine の 中 核 を 除い て また も 変わ っ て お り 、 バ ンド と 
し て の 不安 定 さ も 感じ させ る 。②⑤⑥ 曲 目 等 の 従来 の アル プ ら し い 
小曲 は あっ て も 、 も う 一 つ 魅 力 を 欠く 曲 も 少な く な い 。 ア ル バ ム は 
「Paix」 の タイ トル 曲 を リア レン ジ し た Paix 1980′ で 幕 を 閉じ る 
が 、 メ ッ セ ー ジ 色 を 持っ た アル プ 、 フ ラン ス の 770 年 代 を し めく くる 
よう で も あり 、 こ の 曲 で 終止符 を 打っ た の も 納得 で きる 。 (松本 ) 





用 ご 








CATHERINE RIBEIRO 
Sgleil Dans Lomhre 
L P/Philips 6313 354 '82 年 





前 作 を 最後 に リベロ は アル プ と の バン ド を 解消 し て ソロ 活動 に 入 
っ た 。 パ バッ ク も セッ ショ ン ・ ミ ュー ジ シ ャ ン を 使っ て 、 前 作 で の 同 
時 代 ア プロ ー チ を 更に 延長 し た よう な アレ ンジ の 中 で 歌っ て いる 。 
リベロ の 冒険 で は ある が 、 お そろ し く 俗 っ ぽい 。 こ うし た 没 個 性 的 
な 平均 化し た アレ ンジ や 演奏 を パッ ク に し て は 、 リ ベロ の 唱 法 が 生 
か され る は ず は な い 。 し か し 、 こ れ は 多分 リベロ が 望ん だ こと な の 
だ ろう 。 リ ベロ と アル プ の イメ ー ジ は 強い も の だ け に 、 そ れ を 振り 
切り た か っ た よう な 垢抜け た 内 容 だ 。 それに し て も 、 ど れ と いっ て 
印象 に 残る 曲 が な い 。 ピ アフ 物 や プレ ヴェ ー ル 物 の 時 の リベロ も 感 
じ ら れ ず 、 ひ た すら 時 代 に 合わ せよ うと し た 迷う リベロ と し て 映っ 
で じ ま う の だ が 。 (松本 ) 





CATHERINE RIBEIRO 
Tanames Nocturnes 


L P/loana Melodies 8526 '87 年 
CD/loana Melodies 8528 


catherine 
RIBEIRG) 











カト リー ヌ ・ リ ベロ の オム ニ バ ス 盤 。 未 発表 曲 1 曲 、 自 主 製作 盤 と 
し て 発表 され た 「Percuphonante (IM001) 」 (86) か ら 5 曲 、 シ ング ル 
の 曲 3 曲 ('82、'83) 、「La Deboussole」 か ら 1 曲 の 計 10 曲 が 収録 され 
て いる 。 最 大 の 興味 は 「Percuphonante」 の 曲 で あろ う 。 共 演者 は Patrice 
Moullet と キー ボー ド ・ プ レイ ヤー 1 人 。 2BIS か ら 15 年 、 Moullet と の 
最後 の コラ ボレー ショ ン で ある 。 リベロ の ヴォ ー カ ル は 相変わらず 
の 迫力 が ある が 、 以 前 より も 余裕 を 感じ させ る も の で 、 荒 々 し さ が 
後退 し て いる 。 表現 力 が より 豊か に な っ た こと を 示し て いる 。 一 方 、 
Moullet ら の 演奏 は 、 彼 の ファ ー ス ト ・ ソ ロ に も 通じ る リズ ム を 重視 
し た も の で 、 こ れ ま た 以前 と は ちょ っ と 雰囲気 が 違っ て いる 。 両 方 
が 何と か 調和 し て いる が 、 そ の 限界 も 感じ られ る 内 容 。 (賀川 ) 





CATHERINE RIBEIRO 
1989 .…D6jal 
LP/EPM FDD 1057 88 征 


catherine 
RIBBIRO 





前 作 は あや うく 自主 製作 に 終っ て し まう と ころ だ っ た が 、 ア ルプ 
と の 活動 を 解消 し た 途 端 の 「Soleil 一 」 の 迷い ぶり 、 そ し て 前 作 の べ 
スト 物 と 、 こ の 頃 の 彼女 は 苦し か っ た の だ と 思う 。 ア ル バ ム ・ リ リー 
ス の イン ター バル も あい て き て いる 。 770 年 代 の 空気 を 象徴 的 に 体現 
し た か ら こ そ 、 そ の 770 年 代 の 空気 が 終息 する と 共に リベロ も 忘れ ら 
れ て いっ た の か も し れ な い 。 そ うし た 彼女 の 流れ の 中 で 、 や は り 彼 女 
は 歌 を 由 し て きた 。 そ れ も 等 身 大 の 。 こ の アル バム は 70 年 代 の アル 
プ と の 各 作 より も 「Soleil 一 」 か ら か け 離 れ た 内 容 だ 。 余 分 な 脚色 が 
な い 。 地 味 で は ある が 素直 に 歌っ て いる 。 既 に "80 年 代 も 後半 。 ここ か 
ら 今 の 作風 に その まま つなが っ て いる が 、 そ れ に し て も 780 年 代 の リ 
べ ロ 、70 年 代 の 人 に と っ て な ん と !80 年 代 と は 不遇 な こと か 。 (松本 ) 





Lamour Aux Nus 
CD/Mantra 073 92 年 


UM 


アン リ ・ ロ ジェ (P6le 等 の レー ベル か ら 数 枚 の アル バム を 発表 し 
て いる キー ボー ド 奏 者 ) の ピア ノ の み を バ パック に し た ライ ヴ ・ ア ル 
バム 。 ジャック ・ プ レル 、 ジ ャ ッ ク ・ プ レヴ ェ ー ル 、 レ オ ・ フ ェ レ ら 
の 曲 を 歌う 彼女 は も う 本 格 的 シャ ン ソ ン 歌 手 で ある 。 フ レン チ ・ ポ 
ッ プ ス の アイ ドル と し て デビ ュ ウ (数 枚 の E P が ある ) し た も の の 
成功 せ ず ロッ ク に 転向 、ALPES ( 2 Bis) を 率い て プロ グレ ッ シ ヴ 
ロッ ク ・ シ ー ン て 大 活躍 し た の は 昔話 。 新 た な る 視点 で 彼女 を 捉え 
な けれ ば な ら な い 。 ALPES と と も に 活動 し て いた 時 代 に も 、 ソ ロ ・ 
アル バム と し て 、 こ の 種 の 作品 を 発表 し て いる が 、 表 現 力 の 視点 で 
は 大 きく 進歩 し た と 言え る 。 し か し 、 多 く の 先達 の よう な 存在 感 は 
まだ な い 。 彼女 は シャ ン ソ ン の 世界 で も 成功 する だ ろう 。 ( 損 川 ) 








RIBBIRO CATHERINE RIBEIRO 
Fenetre Ardente 
CD/Mantra 081-642081 '93 年 


1 77 の 7 








全 9 曲 、 作 詩 は 全て リベロ で 、 大 部 分 の 曲 を か つて の 盟友 Patrice 
Moullet が 作っ て いる 。 バ パッ ク の 演奏 は アル プ の メン バー で は な く 
フラ リン シン スモ ー ズ ら が スタ ジオ ミコ ョ ー ン シャ ン 的 ビレ イ を 5 て 
いる 。 し か し 、 こ れ が 非常 に 的 を 射 た も の で 、 決 し て 前 面 に 出る こ 
と は な い が 、 リ ベロ の 歌 を 大 い に 盛り 上 げ て いる 。 ピ アニ スト と し 
て も 参加 し て いる Michel Precastellil の アレ ンジ も 素晴らし く 、 歌 手 
と し て 幅 が 出 て 、 表 現 力 の 増し た リベロ の 持ち 味 を うま く 引 き 出 し 
て いる 。 ファ ン 必 聴 の 1 枚 。 (賀川 ) 








ALPES- iATRiE NOULLET 


ALPES-PATRIEE MOULLET 
Rock SOUS La Dalle 
CD/MSI 14809 「'93 年 


Rock sous Ia Dalle. 


カト リー ヌ ・ リ ベロ & ア ルプ は フラ ンス で 最も 早く 活動 を 開始 し 
た 、 最 大 の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ の 一 つ で ある 。 リ ベ 
ロ の 迫力 ある 個性 的 な ヴォ ー カ ル と アル プ の プロ グレ ッ シ ヴ な 演奏 
が 一 体 と な っ た サウ ンド は 本 当 に 素晴らし いも の で あっ た 。 本 アル 
バム は アル プ の 中 心 的 メン バー だ っ た パト リス ・ ム ーV の 初 の ソロ 
で あり 、 グ ルー プ 解 散 後 の 彼 の 活動 の 成果 を 知る こと が 出来 る 。 キ 
ー ボ ー ド 、 ギ ター、 打 楽器 等 を 駆使 し て 彼 が 作り 出し た サウ ンド は 
非常 に 実験 的 で ある が 、 決 し て 難解 で は な い 、 音 の 構築 物 と 言う に 
相応 し いも の で ある 。 (賀川 ) 





プラ 




















ワ パ スー 








ADA LE FOL 
Les Ann6es Errance 
LP/Elia Disques 2230093 





1970 年 代 の フレ ンチ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ シ ー ン に お いて は 、 終 始 
ANGE が シー ン を リー ド し て お り 、 メ ジャ ー、 マ イナ ー を 問わ ず そ の 
影響 を 受け た グル ー プ は 極め て 多い 。 こ こ に 紹介 する ADA LE FOL 
も そう し た グル ー プ の 1 つ で ある 。 し か し な が ら 本 作 は あま た ある 
同系 統 の グル ー プ と は 一 線 を 画す 完成 度 の 高 さ が 見 られ る 。 Side A 
は 多少 散漫 な 印象 を 与え る が 、Side A の ラス トーSide B に か け て の 
緊張 感 と 密度 の 濃 さ は 、 全 盛 期 の MONA LISA を 思わ せる 素晴らし い 
も の で ある 。 特 に ヴォ ー カ リス ト Ada Le Fol ( 彼 の 名 前 が グル ー プ 
名 に も な っ て いる ) の 説得 力 と 表現 力 に は 目 を 見 張る も の が あり 、 
本 作 以 外 の 作品 が ある の か 気 に な る 所 で ある 。 マ イナ ー・ シ ン フ ォ 
ニッ ク の 名 作 と し て 高く 評価 し た い 。 (中 島 洋一 ) 


ALAIN BERT 
Version Rock 
LP/SRP 2022 81 年 





アラ ン ・ ベ ー ル な る シン ガー が 、 ジ ・ ア クタ ー ズ と 名 乗る ベー ス 、 
ドラ ム ス 、 ギ ター 2 人 か ら 成 る グル ー プ の や や ハー ド な 演奏 を バッ 
ク に 唄う 、 普 通 の ロッ ク ・ ア ル バ ム で ある 。 音 作り に それ な り の エエ 
夫 が 為 さ れ て お り 、 出 来 と し て は 悪い も の で は な い 。 た だ し 、 プ ロ 
グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 的 要素 は 全く な い 。 と は 言う も の の 、A⑤ に 収 
め ら れ た 曲 “La Memoire Du Souvenir” は 多少 な り と も 注目 に 値 す 
る 。 ア レン ジ 及 び 演 奏 が Victor Bosch (ds) 、Jacques Roman (key) 、 
Gilbert Gandil(g) 、Roland Richard(sax, fl) 、Michel Masson(b) の 
5 人 、 そ う ピ ュ ル サー な の で ある 。 サ ウン ド の ほう は プロ グレ ッ シ 
ヴ ・ ロ ッ ク で は な い が 、 ア ル バ ム の 中 で 最も 出来 の 良い 曲 の 1 つ に 
な っ て いる 。 (賀川 ) 





| ALAIN ORAGUER 
叶 LaPlanete Sauvage 


L P/Pathe Marconi 2C 066-12698 
73 年 





「 野 宿 な 或 星 」 と 題 さ れ た アニ メー ショ ン ・ フ ィ ル ム の サウ ンド ・ 
トラ ッ ク ・ ア ル バ ム 。 こ の フィ ルム は 20 年 程 前 、 日 本 で も 公開 し た 
と か し な いと か ( 色 年 前 に も 再度 一 般 上 喘 さ れ た )、 残 念 な が ら あ ら 
すじ は 不明 で ある 。 サ ウン ド は テー マ と な る べき 印象 的 な フレ ー ズ 
が フル ー ト や ピア ノ 等 で 変奏 され な が ら 淡 々 と 進行 する も の で ある 。 
と り と め の な い 有 雰囲気 が 全体 を 支配 し て いる 為 に 多少 物足りな さ を 
感じ る 人 も あろ う が 、S「 的 な フィ ルム の バッ ク ・ ミ ュー ジッ ク と 
し て は か な りな 高 水準 な も の と 確信 する 。 時 と し て 現れ る 女性 スキ 
ャ ッ ト も 魅力 的 で ある 。 基 本 は 同 パ ター ン の リズ ム ・ セ クシ ョ ン で 、 
ドラ ッ グ ・ ミ ュー ジッ ク 的 な 役割 り も か ね 備え て いる 。 か くれ た 名 
盤 と いえ る 。 (山崎 ) 


ALAIN MARKUSFELD 
Le Son Tomhe Du 6iel 
L P/Barclay XBLY 920 327 71 年 





「Le Monde En Etages (Barclay XBLY 980.179) 」('70 年 ) に 続く 
アラ ン ・ マ ルク ス フ ェ ル の セカ ンド 。 前作 同様 、 正 に ロッ ク ・ ギ タ 
ー リ スト の ソロ と いう 相応 し い 内 容 で ある 。 ベ ー ス 、 ド ラム ス 、 キ 
ー ボ ー ド 、 パ ー カ ッ シ ョ ン 等 の サポ ー ト を 受け な が ら 、 マ ルク ス フ 
ェ ル は 、 ロ ッ ク 的 手法 に 基づい た 、 変 化 に 富ん だ プレ イ を 展開 し て 
いる 。 一 部 ヴォ ー カ ル を 交え た 、 ゆ っ た り と し た サウ ンド は 、 シ ン 
マ ォ ニッ ク * ロ ッ ク で も 、 ジャ ズ ・ ロ ッ ク で も 、 ハー ド こ ロッ ク で で も な 
い 、 彼 独自 の も の で ある 。 メロ ディ アス か つ 凝 っ た アレ ンジ の 曲 は 、 
当時 と し て は か な り 斬 新 な も の と 言え る 。 本 作 発表 後 、 6 年間 沈黙 し 
た が 、777 年 、 エ ッ グ ・ レ ー ベ ル か ら 「Le Desert Noir」(Egg 990,528) 
を 発表 、 以 後 も 2 枚 の アル バム を リリ ー ス し て いる 。 (賀川 ) 











Out Of Time 
LP/Urus 000 010 76 年 


ALAIN RENAUD 














元 ト リア ング ル の ギタ ー リ スト 、 ア ラン ・ ル ノー の 2 枚 目 の ソ ロ ・ 
アル バム 。 ト リア ング ル の サウ ンド と は 全く 異な る 前 作 同 様 、 ジ ャ 
シル に 捕われ な い 音 作り が され て いる 。 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 、 プ ブルース ・ 
ロッ ク 、 一 般 的 な ロッ ク 、 更 に は エル ドン の よう な エレ クト ロニ ク 
ス ・ ロ ッ ク 等 の 要素 を 自由 に 組合 せ た 曲 が 次 々 に 登場 する 。 曲 自体 
は ゆっ た りか つ シ ンプ ル な も の が 多い が 、 い ずれ も 一 風 変 わ っ て お 
り 、 彼 な ら で は の 曖昧 模 と し た 白 日 夢 の よ うな 印象 が ある 。 そう 
し た 中 、 度々 登場 する アラ ン ・ ル ノー の ギタ ー・ ソ ロ は どこ か 60 年 代 
末 か ら 770 年 代 初め の イギリス の プル ー ス ・ ロ ッ ク あ る い は ハー ド ・ 
ロッ ク の 影響 を 感じ させ る も の で 、 彼 の ロッ ク ・ ミ ュー ジ シ ャ ン と 
し て の ルー ツ が 守 え る 。 (賀川 ) 





ALAIN RENAUD 
Back And In Again 
LP/Carrere 67836 78 年 





Disjuncta-Urus レ ー ベ ル に 2 枚 の アル バム を 残し た アラ ン ・ ル ノ 
ー の サー ド ・ ア ル バ ム 。 何故か ほとん ど 話 題 に な ら ず 、 す ぐに 廃盤 
に な っ て し まっ た 。 全 8 曲 、 ヴ ォ ー カ ル 曲 が 2 曲 あ り 、 曲 ご と に パ 
ドリック み ァ ヨー ティ モモ 、 プ ノワ ・ ヴ ィ ド マン 、 リシャール ・ ピナ ミス 
ら が サポ ー ト し て いる 。 アラ ン ・ ル ノー の ギタ ー を 中 心 に 、 ロック 色 
の 濃い 演奏 で ある が 、 度 々 、 は っ と させ られ る 素晴らし い プ レイ が 
登場 し 、 さ す が に 並 の ロッ ク ・ ア ル バ ム と は 一 味 も 二 味 も 違う と 納 
得 さ せら れる 。 か つて の 作品 に 見 られ た 強い 個性 こそ を なくなっ た が 、 
十分 に 面白 味 の あ る 作品 で あり 、 英 語 の 歌詞 の や や ポッ プ な ヴォ ー 
カル も それ な り に 楽し め る 。 (賀川) 
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ALICE 
Alice 
LP/BYG 101 70 年 











アリ ス の デビ ュー 作 。 5 人 編成 中 の 楽器 構成 は ギタ ー、 ベ ー ス 、 
ドラ ム 、 キ ー ボ ポー ド 、 管 弦楽 器 で ある 。 曲 は どれ も アレ ンジ され た 
も の で 、 傾 向 の ば ら つ き や 演 奏 の あま さ が あ る も の の 、 "60 年 代 以 来 
と いう べき ポッ プ 感 覚 を 下地 に し て いて 、 メ ロディ アス 、 か つ 、 ほ 
の ぼ の と し た 雰囲気 を も っ て いる 。 ア ッ プ ・ テ ン ポ な 部 分 で の ポッ 
プ 感 覚 は 少々 露 朋 だ が 、 フ ルー ト 、 オ ル ガ ン 、 ヴ ァ イ オ リン 、 サ ッ 
クス 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター の 和 柔 か な 音色 に よる 静 の 部 分 で の 
それ は 、"70 年 代 初頭 の 淡い 感覚 に 満ち て いる 。 後 年 に は 2 作 目 「Arretez 
Le Monde」(Polydor 2393 043) を 発表 し 解散 に 至る が 、 キ ー ボ ー 
ド の アラ ン ・ ス ー ザ ン は ソロ 製作 外 に ドラ ム の アラ ン ・ ヴ ェ ス と 共 
に エマ ニュ エル ・ プ ー ズ の 2 作 目 へ 参加 し て いる 。 (松本 ) 


ALI6E 
Arretez Le MOmde 
L P/Polydor 2393043 72 年 





アリ ス の セカ ンド 。 グ ルー プ は 前 作 と 同じ 5 人 編成 で ある が 、 ア 
ラン ・ ス ー ザ ン 、 ド ゥ ドゥ ・ ヴ ェ ス 以外 の メン バー が 一 新 さ れ て い 
る 。 また 全て の 曲 の 作詩 、 作 曲 を スー ザン が 一 人 で 担当 し て いる 。 
こう し た こと も あっ て か 、 前 作 よ り も アル バム と し て の トー タル 性 
が 感じ られ る 。 メ ロディ アス な 音 作り は 不変 で ある が 、 ポ ッ プ 色 は 
や や 後退 し 、 よ り シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク 的 要素 が 増え て いる 。 フ 
ルー ト 、 リ コー ダー、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター、 ピ アノ 等 に よる 
リリ カル で ファ ンタ ジッ ク な 演奏 部 分 の フラ ンス 語 の 特質 を 活か し 
た ほのぼの と し た ヴォ ー カ ル 、 コ ー ラ ス が 最大 の 聴き 所 で ある 。 ヴ 
ォ ー カ ル を 英語 に 差し 替え た ドイ ツ 盤 「All lce」 も ある が 、 ジ ャ ケ 
ッ ト は か な り 醐 悪 な も の に 変わ っ て いる 。 (賀川 ) 





AME SON 
Catalyse 
LP/BYG 529・324 70 年 





マル ク ・ プ ラン ク と パト リッ ク ・ フ ォ ン テー ヌ (後に NYL へ ) が 初 
期 ゴ ング へ 参加 し 、 そ こ て 結 成 さ れ た 4 人 組 、 ア ム ・ ソ ン 。 デ ビュ 
ー は アム ー ジ で の コン サー ト で 、 そ れ は 67 年 末 一 70 年 前 半 の こと で 
ある 。 本 作 は ライ ヴ 活 動 中 心 の 彼 等 が 残し た 唯一 の 作品 で ある 。 何 
曲 か は イギリス で 録音 され 解散 後 、 録 音 さ れ て か ら 2 年 後に リリ ー 
ス さ れ た 。 内 容 は ゴン グ の 1st 等 に 共通 する 、 ポ ッ プ ス か ら 脱 し 始め 
た 当時 の ニュ アン ス を 満載 し た も の で ある 。 フ リー な 部 分 、 ポ ッ プ 
な メロ ディ ー を 持つ 部 分 、 何 れ も フ ルー ト を 多用 し 、 か つ サ イケ な 
雰囲気 に 包ま れ て いる 。 政 治 意識 と 実験 的 試み を その 音楽 の 理念 と 
し 社会 へ の 働き か け を 試み る こと 。 彼 等 の この 姿勢 は 音楽 の 分 野 で 
68 年 の 5 月 革命 に 前 後 す る 時 代 背 景 を 如 実 に 物語 る 。 (松本 ) 


ANTOINE ET LES PROBLEMES 
Antoine Rencontre Les 
Prohlemes 

L P/Vogue VF-47026 65 一 67 年 ? 





仏 ガ レー ジ ・ シ ー ン は 数 々 の 名 作 シ ング ル を 残し た が 、 飛 び 抜 け 
て 出来 の 良い LP と な る と 、 殆 ど 思 い 浮 か ば な い 。 PROBLEMES も や 
は り 初 期 の シン グル 盤 の 評価 が 非常 に 高く 有名 な グル ー プ だ が 、 実 
は LP の 出来 も 良い 。 粋 で セン ス の 良さ カッ コ 良 さ に 泣か され る Ronnie 
Bird に 比べ 、 こ ちら は プリ ミ テ ィ ヴ で ラフ な 演奏 、 で こ ぼ こ し た 感じ 
が 垢抜け な く 対 照 的 な 作風 。 そ れ は 初期 スト ー ン ズ の 様 な ワイ ルド 
さ な の だ 。 実 に 魅力 的 。 2 一 3 曲 オ ー ル ディ ー ズ 的 曲調 が ある が 、 
後 は 全面 パン キッ シュ な 演奏 。LP で は Antoine が 参加 し て お り 、 彼 の 
ソロ も 聴い て みた の だ が 、 こ ちら は 単なる オー ルディ ー ズ 。 と に か 
く 欧 米 で は こう し た '60's ガ レー ジ ・ パ ンク の 人 気 が 高く て 、 日 本 の 
音楽 ファ ン と の 間 に 格 差 を 感じ る 。 (平野 ) 








ANUBIS 
Anuhis 
L P/RCA ZL 37781 '83 年 





大 手 RCA か ら リ リー ス さ れ た も の の 、 す ぐに 廃盤 に な っ て し まっ 
た アヌ ビス の デビ ュ ウ ・ ア ル バ ム 。 メ ジャ ー・ レ ー ベ ル か ら 出 た こと 
か ら も 分 か る よう に 、 演 奏 技 術 、 曲 作り 等 は 、 自 主 製作 の シン フォ 
ニッ ク ・ ロ ッ ク よ り も 一 枚 上 手 で ある 。 ハ イ ・ ト ー ン の 男性 ヴォ ー カ 
ル と リリ カル な コー ラス が 印象 的 な 、 ど こと な く タ イ ・ フ ォ ン を 思 
わす 曲 も ある が 、 大 部 分 は アン ジュ 、 ア トー ル を より ハー ド に し て 、 
や や シン プル に し た か の よう な 演奏 で ある 。 フ ラン ス な ら で は の 線 
の 細い (繊細 な ) サ ウン ド は それ な り に 魅力 的 で ある が 、 全 体 と し て 
今一つ の 盛り 上 が り に 欠け る 感 が な いわ け で も な い 。 "88 年 に は シン 
グル 「Monaikas/Femina Hord(M.S.R.54049) 」 を 発表 、 アル バム 
の 延長 線 に 位置 する や や ハー ド な イン スト 曲 が 聴 ける 。 (賀川 ) 





ARACHNOID 
Arachngid 
LP/Divox A 3304 79 年 





か つて は 本 誌 で 名 前 の み 挙 げ て いた フラ ンス の 幻 の グル ー プ ^ ア 
ラク ノイ ド ” は フラ ンス に あり が ちの 2 流 メ ロディ アス ・ ロ ッ ク ・ 
グル ー プ 等 と は 一 線 を 画す る 確固 た る サウ ンド を 持っ て お り 、 キ ン 
グ ・ ク リム ゾン の コン セプト に 基づい た サウ ンド が その 主体 。 フ リ 
ッ プ 奏法 を 用 いた ギタ ー ワ ー ク と リズ ム 陣 が 一 体 と な っ た 重厚 か つ 、 
スリ リン グ な 演奏 を さら に 演出 する 陰 謙 多彩 な が キー ボー ド と 多く の 
アイ デア を 含む ヴォ ー カ ル ・ ス タイ ル が 加わ り 、 圧 倒 的 な 迫力 を 持 
つ 聞 き 応 え の 多 い ア ル バ ム に 仕上 っ て いる 。 こ の アル バム は クリ ム 
ゾン の コン セプト に 基づき 、 さ ら に フラ ンス 色 を 強く 押し 出し オリ 
ジ ナ リティ ー を 築き 上 げた 超 一 級 品 に 属す る プロ グレ ッ シ ヴ & シン 
フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の ^ 幻 の 名 盤 ” で ある 。 (Numero Ueno) 





ち ぢ 用 











AR6 
Manuette 
L P/KO 80.0413 "8O 年 














フラ ンス の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク が メジ ャ ー な シー ン か ら 次 を 
消し つつ あっ た 770 年 代 来 か ら '80 年 代 初 め に か け て 、 い くつ か の 作品 
が 自主 製作 盤 と し て 作ら れ て いる が 、 本 アル バム も そう し た も の の 
1 つ 。 や や ハイ ・ ト ー ン の シア トリ カル な ヴォ ー カ ル 、 キ ー ボ ー ド 
を 中 心 と し た 線 が 細く 透明 感 の ある 演奏 、 多 少 弱体 の リズ ム ・ セ ク 
ショ ン 、 正 に フラ ンス の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク で ある 。 それ な り 
に 考え られ た 曲 作り 、 構 成 で あり 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク と し て 
の 面白 味 は 感じ られ る が 、 や や 変化 に 乏しく 、 小 さく まとまっ て し 
まっ た 感 は 否め な い 。 ど ちら か と 言う と 、 一 般 向け で は な く 、 フ レ 
ンチ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク に 興味 を 持っ て いる 人 に 適し た 作品 
と 言え る 。500 枚 限定 、 ナ ン バ ー 入 り 。 (賀川 ) 


ARTCANE 
OHyssee 
LP/Philips 9101 141 '77 年 








アー ルカ ン 唯 一 の アル バム 。 編成 は g. key. b. dr. の 4 人 で 、vo. は 
ドラ マー を 除く 3 人 が と っ て いる 。 彼 ら の 場合 、 グ ルー プ と し て の 
個性 は 作曲 に よっ て で は な く 、 む し ろ メ ン バ ー 個 々 の 楽器 演奏 スタ 
イル と 曲 の アレ ンジ に よっ て 形作ら れ て いる 。 し た が っ て 表面 的 に 
は 硬質 で 少々 暗い と いう イメ ー ジ が ある が 、 全 体 の サウ ンド は 今 一 
つ 掘 み 所 が な い 。 収め られ て いる 6 曲 は いずれ も 佳 曲 ぞ ろ い で 、 中 
で も B① は 16 分 以上 に 及ぶ 大 曲 で あり 、 ミ ニ マ ル ・ ミ ュー ジッ ク の 
要素 を 取り 入れ た 意欲 作 だ 。 一 曲 、 そ し て アル バム 一 枚 を 通し て の 
構成 力 と いう 点 で 少々 物足りな い 感 も ある が 、 曲 の 部 分 部 分 は い ず 
れ も 関 き を 感じ させ る 。 と ころ で 表 ジ ャ ケ の 図 を 見 て 察する に 、 ア 
ー ル カン と は 「 精 巧 に 作ら れ た あひる 」 と いっ た 所 か 。 ( 城 元 ) 





ASGARD 
Lhirondelle 
LP/WEA N 56 288-Y 76 年 





ASGARD の 魅力 を 説明 する の は 難し い 。 マ イナ ー・ キ イ 主 体 の 素 
朴 な メロ ディ を 、 意 表 を 突く アレ ンジ で 聴か せる と ころ 。 ヴ ァ イ オ 
リン 、 プ サル テリ オン 、 フ ルー ト を 配 し た 他 び し さ 漂 う 編 曲 。 そ れ 
と も 中 心 人 物 の 一 人 で ある P.Grfsdpierron が 得意 と する マカ ロニ ・ ウ 
エス タン 的 (と 言う か 「 イ ン デ ィ ア ン (お っ と 、 ネ イ テ ィ ヴ ・ ア メ 
リカ ン か ) の 逆襲 」 と 言う べき か ) な リズ ム ・ ワ ー ク か 。 こ の アル 
バム の レパートリー の 大 半 は トラ ディ ショ ナル ・ ナ ン バ ー な の だ が 、 
上 記 の 要素 が 楽曲 を 非常 に 新鮮 に 見 せ て いる 。 特に プ サ ル テリ オン 
の 音色 に よる 、 壊 れ た お も ちゃ の よう な 美 し さ は 白眉 。 2nd と 共に C 
D 化 が 待た れる 作品 で ある 。 (Chihiro S.) 





ASGARD 
Traditinnm & RenouVeau 
LP/WEA 56508 78 年 


アス ガー ル は パト リッ ク ・ グ ラン ピエ ロン (V, ff. dulcimar, psalter- 
ie0 二 夕 三 コリ soE ジ スグ 7 三 宣 (gi ニン so2 ウ リル ジラ 7 目 (6) 員 RISe 三 
ク ・ ラ バル (key) の 四 人 か ら な る 。 ヨ ー ロ ッ パ の トラ ッ ド や 南米 の 
フォ ルク ロー レ の メロ ディ を 活か し て 、 新 し い タ イプ の プロ グレ ッ 
シ ヴ ・ フ ォ ー ク と も いう べき 音楽 を 創造 し て いる 。 一 枚 目 の アル バ 
ム 「L'hirondelle」(WEA 56288) に 比 し て 、 こ の 二 枚 目 で は 、 土 臭 さ 
が な く な っ て 、 メ ロディ ・ ラ イン も 非常 に 洗練 され て いる 。 A 面 は 
フォ ルク ロー レ や トラ ッ ド を 新しい 解釈 と エレ クト リッ ク な 楽器 等 
に より 再生 させ て いる 。B 面 は 中 世 の 詩 人 フラ ン ソ ワ ・ ヴ ィ ヨ ン 等 
を モチ ー フ に し た オリ ジ ナ ル 曲 中 心 で 、 叙 情 味 豊 か な ヴォ ー カ ル と 
メロ トロ ン が か ら み あっ て クラ イマ ックス に 至る 。 (宇田 川 








回 BABEL 
Bahel 
LP/Philips 9101 060 '76 征 





フラ ンス は 東南 アジ ア 、 ア フリ カ に た くさ ん の 植民 地 を 持っ て い 
た 。 これ が 最近 は や っ た パリ 発 ワ ー ル ド ・ ミ ュー ジッ ク の 原因 で も 
ある 。 フ ラン ス は 人 種 が 混在 する 。 特 に パリ 。 多 分 この バン ド は 生 
粋 の フラ ンス 人 に よる バン ド で は な い 。 中 近東 だ ろう か 北ア フリ カ 
だ ろう か 。 サ ー ド ・ イ アー・ バ ンド が その まま コー ラン を 唱え た よ 
うな 即興 が ず う っ と 続く 。 様 々 な 民族 楽器 の 斉 が 入り 混 る 。 女 性 ヴ 
ォ ー カ ル も 中 東 近 調 。 結 構 大 編成 か も し れ な い 。 未 だ 面 は 割れ て い 
な い 。 た だ し 内 容 は 相当 お も し ろ い 。 本 腰 の 民族 音楽 で これ が 儀式 
の よう に 延々 と 続き 熱気 を お び て イ ンプ ロ ヴ ァ イ ズ し て いく の だ 。 
中 ば ミニ マル 化す る 部 分 も 。 複 数 の 集団 を クロ ス さ せ て いる の か 別々 
の 音 群 が 右 へ 左 へ と 動き 混 り 混 湯 と し て いる 。 (松本 ) 








BOOK OF AM 
Part One-Dawn And Mornimg 
LP/LTM 1016 「'78 年 





彼 等 の 唯一 の 作品 と 思わ れる 。 5 人 の メン バー に つい て は 不詳 で 
ある が ゴン グ の デイ ヴィ ッ ド ・ ア レン と ジリ ・ ス ミス に 謝辞 が 送ら 
れ て いる 事 、 ゲ スト の 3 人 フィ ル ・ シ ェ パ バー ド 、 バ ッ ト ・ メ ドウ ズ 、 
ステ ファ ニー・ シ ェ パ ー ド は ジリ ・ ス ミス の 1l1st ソ ロ 「Mother」 に 参 
加 し て いる 事 、 サ ウン ド が 初期 ゴン グ 特 有 の 例え ば 3rd 中 ^Im your 
fantasy” の 様 な 夢 紀 的 な 響き で 満た され て いる 事 等 か ら ア レン 周辺 
の 人 脈 が 推察 され る 。 全曲 英語 で 歌わ れ 詩 は 詩人 W・ プ レイ ク や R・ 
タゴ ー ル 、 ギ リ シ ャ 神 話 に 登場 す も る ヘル メス や ピラ ミッ ド の テキ ス 
ト 等 か ら 多 く 引 用 され て いる 。 ac. ギ ター を 硝 後に 女性 ヴォ ー カ ル 、 
シタ ー ル 、 柔 か な フル ー ト が 奏で る 東洋 色 の 濃い 繊細 で 夢見 る 様 な 
響き は 美しい ジャ ケッ ト の 示す と ころ の も の で ある 。 (松本 ) 





ちご づ 








BULLDOZER 』 
Des Gamelles Et Des Bid0ns 
L P/RCA PL 37283 '79 年 





「Bulldozer」(RCA PL37161、'78 年 ) に 続く ブル ドー ザー の セカ ン 
ド ( ラ スト )・ ア ル バ ム 。 前作 同様 、 フ ァ ン キー な リズ ム を ベー ス に 、 
や や ユー モラ ス な ヴォ ー カ ル 、 リ ラッ クス し た 雰囲気 の サッ クス 等 
が 絡む と いう 展開 が 中 心 に な っ て いる 。 歌詞 が フラ ンス 語 で ある こ 
と を 除け ば 、 フ ラン ス ら し さ は ほとん ど な い 。 デ ィ ス コ ・ ミ ュー ジ 
ッ ク と し て は や や 力 強 さ が 足り な いし 、 バ パッ ク ・ グ ラウ ンド ・ ミ ュ 
ー ジ ッ ク と し て は 叙情 性 に 欠け て いる 。 勿 論 、 ス テレ オ の 前 で か し 
こま っ て 聴く 音楽 で も な い 。 多少 騒 々 ズレ しい カフ ェ で 聴く な ら ば 無理 
が な いか も し れ な い 。 各 メン バー の ミュ ー ジ シャ ン と し て の 力量 は 
まず まず で ある が 、 ほ と ん どの リス ナー に 聴き 流さ れ て し まう タイ 
プ の サウ ンド で ある 。 (賀川) 





CARPE DIEM 


En Regardant Passer Le Temps 
L P/Arcane 913051 75 年 
CD/Musea FGBG 4122 


PEPS 


カル プ ・ デ ィ ア ン の 創り 出す 宇宙 は 独特 で ある 。 当時 の イギリス 
産 の 有名 グル ー プ の どれ に も 影響 を 受け て いな い 。 リ ズム 感 に し て 
も 作曲 法 に し て も 、 そ し て プレ イ に し て も 、 で ある 。 サ ックス を リ 
ー ド 楽器 に 配 し 、 甘 美 な トー ン の メロ ディ ー が 全体 を 支配 する 、 キ 
ー ボ ー ド の トー ン も フラ ンス 的 と いい た く な る よう な も の で ある 。 
比類 な き 幻 想 性 を た た えた サウ ンド で あり 、 ジ ャ ケッ ト に 描か れ た 
モノ トー ン の 宇宙 を 想像 すれ ば 、 そ れ が その まま この アル バム の サ 
ウン ド に な る 。 今 の レヴ ェ ル で 聴く と 、 所 々 に 甘 さ も 目立つ か も し 
れ な い が 、 ト ー タ ル と し て これ 程 の アイ デン ティ ティ ー と 幻想 性 を 
持っ た アル バム も 少な い 。 (山崎 ) 





CARPE DIEM 


CARPE IEM 
bueille Le Jour 
LP/Crypto ZAL 6403 '76 年 





CARPE DIEM の 2 nd アル バム 。 あ くま で 1st ア ル バ ム の 延長 線上 
に ある 音 で ある が 、 一 部 で 普通 の プロ グレ に な る な ど 、 変 化 が 感じ 
られ る 部 分 も ある 。 時 々 は っ と させ られ る 曲 の 構成 の 巧み さ な ど 、 
な る ほど 前 作 の 方 が 代表 作 だ け あ っ て 上 だ と 思う 。 が 、 本 作 で は LP 
の B 面 全体 を 費やし た 大 曲 が 聞 き 所 と な っ て いる 。 叙 情 的 な 導入 部 
か ら 徐 々 に 盛り 上 げ て いく 展開 は 気持 ち 良 い 。 特 に テー マ が 変奏 さ 
れ て 何 度 か 出 て くる な ど 、 ツ ボ を 押さ えた アレ ンジ で ある し 、 静 と 
動 の 対比 も な か な か 良く で き て いる と 思う 。 し か し 、 あ と も う 一 歩 
の 感動 的 な クラ イマ ックス が 欲し か っ た 。 逆 に それ が フラ ンス の バ 
ンド らし いと いう 感じ も する が …。1st ア ル バ ム を 聞い て 気に入っ た 
人 に は 薦め られ る 。 (野呂 ) 





CATHARSIS 
Le Bol6ro Du Veau Des Dames 


L P/Festival FLD 676 76 年 
CD/Spalax Music 14203 


カタ ル シ ス は 770 年 代 頭 か ら 中 ば 過ぎ まで に 計 9 枚 の アル バム を 残 
し て いる 。 中心 人 物 は キー ボー ド 奏 者 の Roland Bocquet。 ピ ンク ・ 
フロ イド の 「 神 秘 」-「 ウ マグ マ 」 の 頃 の 影響 が 強く 、 初 期 の アル バ 
ム ほ ど 雰 囲 気 で 流す 傾向 が ある 。 一 重 に Bocquet の 弾く ハモ ンド ・ オ 
ル ガ ン の つく り 出 す 流 れ が 、"70 年 代 前 半 の フレ ンチ ・ ア ンダ ー グ ラ 
ウン ド の 空気 と まじ り 合 う 所 に バンド ・ カ ラー を 負っ て いた と 言っ 
て いい だ ろう 。 前 作 の 「Illumination」 は そう し た 曲調 が ファ ンタ ス 
ティ ッ ク に も 響 いて いた が 、 こ の アル バム に な る と 結構 申 の 輪郭 が 
つい て 、 か っ ちり し た 曲調 が 目立つ 。 演奏 力 で 聴か せる 部 分 も ある 。 
どちら に し て も 、 そ の まま の ハモ ンド ・ オ ル ガ ン の トー ン が 耳 に 残 
る 。 それ は 懐 し いよ うな 音 だ 。 (松本 ) 








(THEATRE DU) CHENE NOIR 
Aurra 
LP/Futura VOIX 01 71 年 


間 還 有 所 
山 向 拓 出 入 | 昨 





フレ ンチ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン の 超 異 端 派 シェ ン ・ ノ ワー ル 。 同じ フ 
ラン ス の グラ ンド ・ マ ジッ ク ・ サ ー カ ス と 並び 称 さ れる こと の 多い 
シェ ン ・ ノ ワー ル で ある が 、 彼 ら は は る か に 音楽 的 で あり 、 そ の 強 
烈 な す オリジナ リティ は 比類 な い 。 本 1 st アル バム で は 、 近 時 活動 を 再 
開 し た 彼ら の 最初 期 の 次 を 器 い 知る こと が で きる 。 穏やか に 、 そ し 
て 時 に は 激しく 響き 渡る フル ー ト 、 バ ンプ ー・ フ ルー ト 、 不 気味 に 
鳴り 響く ゴン グ 、 ボ ン ゴ 、 ド ラム ス の パー カッ ショ ン 群 、 力 強い ト 
ラジ ンジ ペッ ト 、 虚 る で ラ アリー キー な ザッ クス 等 に 。、 ニ ヨル ・ ず オビ ピア の 
あたかも 呪術 師 の よう な ヴォ イス が 加わ り 狂 乱 の 世界 を 描き 出し て 
いる 。 そ の プリ ミ テ ィ ヴ な サウ ンド は 聴く 者 全て に 衝撃 を 与え る に 
違い な い 。 (賀川 ) 








CZ.o7 CHENE NOIR 
の AS ] Chant PourLe Delta Lume 


Et Le Soleil 
LP/Chene Noir Disques CN 001 76 年 


1 テー ンー 
7 


シェ ン ・ ノ ワー ル は アヴィ ニョ ン の 演劇 ロッ ク 集 団 で ある 。 彼ら 
は 活動 の 中 心 を レコ ー ド 製作 より も ステ ー ジ に 置い て お り 、'69 年 に 
「La Paillasse Aux Seins Nus」 で デビ ュー し て 以来 、 数 多く の 創作 
音楽 劇 を 上 演 し て いる 。 本 アル バム は 770 年 に フュ ー ト ゥ ー ラ ・ レ ー 
ベル か ら リ リー ス さ れ た 「Aurora」 に 続く 第 2 弾 で あり 自主 製作 盤 
と し て 発表 され た 。 そ の サウ ンド は 女性 ヴォ ー カ リス ト 、 ニ コル ・ 
オ ピ ビア の 感情 を 内 に 秘め た 語り を 中 心 に 、 サ ックス 、 ピ アノ 、 各 種 
パー カッ ショ ン 等 が 淡々 と し た リフ を 繰り 返す 構成 に な っ て いる 。 
曲 は 徐々 に で は ある が 確実 に 変化 し 遂に は 静か な る クラ イマ ックス 
を 迎え る 。 派手 さ は 無い が ロッ ク ・ テ アト ル を 代表 する 一 枚 と 言え 
る 。 同年 「Orphee 2000」 を 発表 し た 後 、 彼 ら は 消息 を 断つ 。 (賀川 ) 





ちっ 








EHRISTIAN BOULE 
Photo Musik 
LP/Polydor 2473 086 78 年 





クリ アラ イト の ギタ ー リ スト と し て 知ら れる (lst、2nd、4th の 3 
枚 の アル バム に 参加 し て いる ) クリ スチ ャ ン ・ プ ー レ が シリ ル ・ ヴ 
ェ ル ドー (key, per) ら の 協力 を 得 て 作 り 上 げた 1st ソ ロ ・ ア ル バ ム 。 
クリ アラ イト の サウ ンド を や や ポッ プ に し た か の よう な スペ ー ス ・ 
ロッ ク の 傑作 で 、 ヴ ェ ル ドー の 上 昇 感 に 富ん だ シン セ 、 ウ ィ ス パー・ 
ヴォ イス 、 ボ ポ ボップ な か ックス 等 を 交え プーレ が ステ ィ ー ヴ ・ ヒ ビレ 
ッ ジ を 思わ す 乗 り の 良い プレ イ を 展開 し て いる 。 翌 年 、2nd「Non- 
Fiction」(Polydor 2393 227) を 発表 。 これ も 1st と 同系 統 の サウ ン 
ド を 有する 力作 で ある 。 以後 も 、 シ ング ル (未確認 ) を リリ ー ス す 
る な ど 、 活 動 を 続け て いる 模様 で ある が 、 目 立っ た ニュ ー ス は な く 
地味 な も の と な っ て いる 。 (賀川 ) 


CLAUDE PERRAUDIN 
Mutation 24 
LP/RCA PL 37070 77 年 


AA っ 4 





テディ ・ ラ スリ ー、 ジ ャ ン ・ ル イ ・ ビ ュ キ な ど と 同様 、 サ ウン ド ・ 
イラ スト レー ショ ン と 言わ れる 、 テ レビ 等 の バッ ク グ ラウ ンド ・ ミ 
ュー ジッ ク の 仕事 が 多い クロ ー ド ・ ペ ロー ダン 。 本 アル バム は 、 そ 
ん な 彼 の 、 一 般 販 売 を 目的 と し た 唯一 の 作品 で ある 。 キ ー ボ ー ド 、 
ギタ ー、 パ ー カ ッ シ ョ ン を 駆使 し て 、 ほ ぼ 一 人 で 作り 上 げた サウ ン 
ド は 、 ジ ャ ケッ ト の 砂時計 の 中 で 砂 と 化し 崩れ て いく 女性 の 合成 写 
真 の イメ ー ジ と は 異な り 、 穏 や か で メロ ディ アス な も の で ある 。 や 
や 音色 の 変化 に 乏しく 、 良 質 の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の よう な ド 
ラマ チッ ク な 展開 こそ な い が 、 よ く 考 えら れ た め り は り の ある サウ 
ンド で 、 耳 に 心地 良い 。 イ ー ジ ー リ スニ ング 的 に 聴く の が よい か も 
し れ な い 。 (賀川 ) 





CLAUDE YUANS 
Longue Naissance 
L P/Saravah SH 10052 75 年 





クロ ー ド ・ イ ヴァ ン の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。 イ ヴァ ン に は 3 枚 の 
アル バム が あり 、 こ の 作品 の み 彼 の 個人 名 義 に な っ て いる が 、 実 質 
的 に は ダ ヌ ー と の 共同 作業 で あり 、 Claude Yvans&Danou の デビ ュ 
ウ 作 と 言え る 。 ヴォー カル を 主 と す る イヴ ァ ン 、 ハ ー プ 、 ギ ター を 
演奏 する ダ ノ ー の 他 に 管楽器 奏者 が 1 人 いる だ け で ある が 、 サ ウン 
ド は 非常 に 変化 に 富ん で いる 。 イ ヴァ ン の 情感 に 富ん だ ヴォ ー カ ル 
と シン プル で は ある が 目まぐるしく 変化 する 穏やか な 演奏 が 聴く 者 
を ファ ンタ ジッ ク な 夢 の 世 界 に 引き 込ん で 行く 幻想 的 な 音 空間 で あ 
る 。ZNR を か な り ロ マン チッ ク に し た と も 言え る 曖昧 模 交 と し た サ 
ウン ド は や は り フ ラン ス な ら で は の も の と 言え る 。 (賀川 ) 


CLAUDE YUANS ET DANOU 
Revenance 
L P/lsadora ISA 9008 76 年 





Saravah か ら lsadora に 移籍 し て 発表 され た クロ ー ド ・ イ ヴァ ン ・ 
エ ・ ダ ヌー の 第 2 弾 。 ZNR の ファ ー ス ト 、 ク リア ライ ト の サー ド 、 
ママ ・ ベ ア ・ テ キ エ ル スキ ー の 2 枚 組 と いっ た 作品 の 影 に 隠れ て 、 
あま り 話 題 に な ら な か っ た が 、 個 性 的 か つ 良 質 な 作品 で ある 。 手法 
的 に は 前 作 の 延長 線上 に あり 、 イ ヴァ ン の トー ク を 含め た 表現 力 豊 
か な ヴォ ー カ ル に ギタ ー、 各 種 パ ー カ ッ シ ョ ン 、 サ ックス 等 の シン 
プル か つ 変 幻 自 在 な 演奏 を 組合 わせ て 独特 の 音 空間 を 作り 出し て い 
る 。 た だ 、 前 作 で 顕著 だ っ た 、 肥 の か か っ た ファ ンタ ジッ ク か 世界 
を 初 往 い 歩く と いっ た 雰囲気 は 後退 し て お り 、 や や 明る め の 、 具 体 
的 な 情景 が イメ ー ジ され る サウ ンド が 多く な っ て いる 。 有 聴き 終え た 
時 に は 、 面 白い 夢 を 見 た か の よう な 気分 に な る 。 (賀川 ) 








CLAUDE YVUANS & DANOU 
Concemt 
LP/Oxygene OXY059 79 年 





自主 製作 盤 に 近い 形 で リリ ー ス され た クロ ー ド ・ イ ヴァ ン ・ エ ・ 
ダ ヌ ー の サー ド 。 今回 は 全て の 演奏 を 2 人 だ け で や っ て いる 。 基 本 
的 な 音 作り は 前 2 作 と 同じ で ある が 、 従 来 の 作品 に 比べ て ヴォ ー カ ル 
に 重点 が 置か れ て ふわ ふわ と し た 感じ の 線 の 細い 男女 ヴォ ー カ ル の 
絡み が ほぼ 全て の 曲 で 聴け る 。 元 々 演奏 は シン プル な も の で あっ た 
が 、 本 作 で は より シン プル に な り 、 や や 面白 味 に 欠け る 感 が ある 。 
^ 日 々 の サイ エン ス ・ フ ィ ク ショ ン ” と 書か れ た 、 フ ィ ル ム 風 の ジャ 
ケッ ト か ら も 分 か る よう に 、 ス トー リー 性 を 持っ た 映像 的 な サウ ン 
ド で あり 、 彼 ら な ら で は の 持ち 味 が 感じ られ る が 、 イ メー ジ の 広 が 
り 、 幻 想 性 と いう 点 で は 今 ま で の 作品 に 一 歩 議 る こと は 否定 出来 な 
い 。 ラ スト ・ ア ル バ ム 。 (賀川) 





CLEARLIGHT 
Clearlight Symnhony 


LP/Virgin V-2029 75 年 
CD/ 東 芝 EMI VJD-5024 





「Delired Cameleon Family」 や ソロ 名 儀 で も 数 種 の 作品 を 製作 し 、 
ウイ ンダ ム ・ ヒ ル の ピア ノ 作 品 集 に も 名 を 連ね て いた 才 人 シリ ル ・ 
ウェ ルド ー。 その 活動 の 拠点 と な っ た 彼 率 いる プロ ジェ クト の 処女 
作 は 、 名 が 示す 通り 旧 ア ナ ロ グ 片面 ずつ の 2 パー ト に 分 か れ た 大 作 
で 、 各 々 S・ ヒ レッ ジ 、T・ ブ レイ ク 、D・ マ レル プ ブ の GONG 勢 、C・ 
プー レ 、LARD FREE 一 URBAN SAX の G・ ア ルマン ら フ レン チ ・ ロ 
ッ ク ・ シ ー ン の 強力 ミュ ー ジ シャ ン が 参加 し て いる 。 ヒ レッ ジ や 後 
に その バッ ク を 務め た ブー レ の コズミック ・ ギ ター は GONG を 想起 さ 
せる が 、 よ り 知 的 な 抑制 が 加え られ 、 連 綿 と 流れ る ピア ノ の 大 河 は 
西洋 の ボキ ャ プラ リー に よる 東洋 的 精神 の 表現 、 人 間 意 識 の 創 生 と 
遍歴 の 叙事詩 と さえ 言え る の で は な い だ ろ うか 。 (高山 ) 





ちち 











CLEARLIGHT 
clearlight Symnhony II 
CD/Mantra 044 録音 年 度 不 明 





シリ ル ・ ヴ ェ ル ドー は アメ リカ へ 渡っ た 後 は ロー カル な 流通 で カ 
セッ ト 作 品 を リリ ー ス し て いた り 、 忘れ た 頃 に LP を 発表 し た り と メ 
ジャ ー な 展開 を し て いな か っ た が 、 そ の 間 、 彼 は どん な 生活 を し て 
いた の で あろ うか 。 最 近 、CD 化 され た この アル バム は 単に CD 化 だ と 
思っ て いた ら ( ジ ャ ケッ ト も 同じ で 、 少 さく II と プリ ント され て いる 
だ け な の だ )、 中 身 は 全く 新しい 内 容 で 、I より も ひき し まっ た 印象 
で ある 。「Visions」 も CD は 新 内 容 で あっ た し 、 こ こ へ き て シリ ル ・ 
ヴェ ルド ー が 再び 新しい 作品 を ひっ さげ て 我々 の 前 に 現れ る の で は 
な いか と いう 期待 が ある 。 作風 は 昔 と それ 程 変 わら ず 、 ピ アノ を メ 
イン に し た キー ボー ド 群 に イン ド 的 な 効果 斉 が か らん で くる 。 

(山崎 ) 


CLEARLIGHT 
Forever Blowinn Buhhles 


LP/Virgin 2039 "7S 年 
CD/ 東 芝 EMI VJD 5025 





前 作 で の 成果 に 示唆 を 得 た Verdeaux は 、 パ ー マ ネ ント な ユニ ッ ト 
と し て の CLEARLIGHT を 始動 させ た 。 し か し F.Jeanneau、J.C.D'Agos- 
tini、 J.Dugrenot、 更 に G.Artman、D.Cross、Northetts の Amannda 
& Ann etc…、 今 考え て も 人 に は 信じ られ な い 程 の 豪華 な 顔ぶれ だ 。 
GONG 人 脈 か ら の 影響 も 少な く な か っ た で あろ う 、 東 洋 思想 に 根ざし 
た スペ イシ ー な トリ ッ プ ・ サ ウン ド に 、Verdeaux を 始め と する メン 
バー の 所 情 性 、 更 に タイ トル 通り の イメ ー ジ が 絶妙 に プレ ンド され 、 
内 省 的 で 僅 い 世界 が 広がっ て 行く 。A③ な ど ま さ に その 好例 。 し か 
し ロッ ク と し て の 力 強 さ や アヴァ ン ギ ャ ルド な 隠し 味 等 、 優 れ た 后 
情 派 作品 が また そう で ある 様 に 、 本 作 も 決し て 折 情 の み で は な い 事 
は 強調 し て お きた い 。 (山田 ) 





CLEARLIGHT 
Les Contes Du Singe Fou 
L P/lsadra ISA 9009 76 年 





中 心 人 物 の シリ ル ・ ヴ ェ ル ドー が 何者 な の か は 、 最 近 改 変 さ れ て 
出さ れ た 「Visions」 を 聴い て 明らか だ 。 メ ディ テー ショ ン へ 向かう 
あの 傾向 は 、 70 年 代 の 一 連 の クリ アラ イト 作 で も 感じ られ て いた 。 
クリ アラ イト の 音楽 が シン フォ ニー 風 に な ろう が 、 美 し く 響 こう が 、 
は た また ジャ ズ 、 ポ ッ プ な 色 を 滞 び よう が 、 そ こ に は 必ず 流れ 
が 変わ りな く あ る 。 どこ か 形 が 定まら ず 水 が 流れ る よう な 潤い 豊か 
な 色 の と りあ わせ 。 それ は 、 こ の アル バム で 最も 華やか だ 。 ジャ ズ ・ 
サイ ド の ミュ ー ジ シャ ン が 参加 し た こと も あっ て 、 前 2 作 に 較べ て 
多彩 に な っ た 。 構 築 的 な 面 ち あれ ば ポッ プ な まで に メロ ディ の 強い 
部 分 も ある 。 その 点 で は 異色 さも ある が 、 ま ぎれ も な く シ リル ・ ヴ 
ェ ル ドー の 局面 の 一 つ に は 違い な い 。 (松本 ) 


CLEARLIGHT 
Visions 
LP/Polydor 2393 185 78 年 





クリ アラ イト の 4 枚 目 、 最後 の アル バム で ある 。 オ リ ジ ナ ル の LP 
は 仏 ポ リド ー ル か ら リ リー ス さ れ た が あま り 出 回 ら ず 、 あ っ と いう 
間 に 廃 盤 と な り 、 そ の 後 す ぐに LTM レ ー ベ ル か ら 再 発 さ れ た 。 ク リ 
アラ イト その も の と 言う べき シリ ル ・ ヴ ェ ル ドー (key) 他 、 デ ィ デ 
ィ エ ・ ロ ッ ク ウ ッ ド (Vin)、 デ ィ デ ィ エ ・ マ レル プ (fl sax) 、 ク リ 
スチ ャ ン ・ ブ ー レ (g) ら お 馴染 み の メ ン バ ー が 参加 し て いる 。 ス ペ 
イシ ー な シン セ と 徐々 に 変化 し て 次 第 に 盛り 上 っ て いく ピア ノ を 中 
心 に し た 上 昇 感 に 富ん だ 演奏 は ファ ー ス ト 以 来 の 彼ら な ら で は の も 
の で ある が 、 ク ラ シ カ ル で メロ ディ アス な ピア ノ ・ ソ ロ や シタ ー ル 、 
タプ ラ も 前 面 に 押し 出し た オリ エン タル 調 の 演奏 、 ヴ ェ ル ドー と ロ 
ッ ク ウ ッ ド の イン ター プレ イ な ども 聴く こと が 出来 る 。 (賀川 ) 








CYRILLE VERDEAUX 
Messenger Of The Son 
L P/(U.S.)Catero CATOO8 85 年 


CYRILLEVERDEAUX 





どこ と な く ウ ィ ー ン 幻想 派 を 想わ す ジ ャ ケッ ト に 包ま れ て 発表 さ 
れ た アル バム 。 参加 メン バー は 、 フ レデ リッ ク ・ ル ソー、 ジ ャ ン ・ 
フィ リッ プ ・ リ キ エ ル (以上 キー ボー ド )、 ピ エロ ・ ベ ペリ エ ( ベ ー ス ) 、 
ジャ ン ・ ミ シェ ル ・ リ ス ( ド ラム ス ) 、 レ ックス ・ ハ ウス トン (ベー ス ) 
で ある 。 大体 が クリ アラ イト 以来 つ ち か っ て きた 壮 誠 な シン フォ ニ 
ッ ク / ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク の 曲想 を 持っ て お り 、 そ れ は さら に 洗練 の 度合 
い を 増し て いる と 思う 。 多 彩 が ソロ は お そら く ゲ スト の キー ボー ド ・ 
プレ ー ヤ ー に よる も の で 、 バ パッ キン グ を 務め る ピア ノ の 凡 唐 さ を 聴 
く か ぎり 、 こ の 人 の 音楽 は 本 質 的 に は 昔 の まま で ある 。 感 覚 的 に こ 
れ だ け の 深化 を 遂げ て きた 人 で も 、 音 楽 だ け を 聴く 時 は も う ひ と つ 
食い 足り な い 感 を 認め ざる を 得 な い の は な ん と も 残念 だ 。 (古田 ) 





CYRILLE VERDEAUX 
Rhansodies Pour La Plamete 
BIeue 

CD/Eman 195182 '89 年 





約 4 年 間 の 沈黙 の 後 、 こ の アル バム が 誕生 し た 。 長い 旅 を 続け て 
きた ヴェ ルド ー の 音楽 は 、 ソ ロ 活 動 の 時 期 を 経て 、 彼 の 出発 点 で あ 
る クリ アラ イト へ と 回 帰し た か の よう だ 。 こ こ に 聴く こと の で きる 
も の は 、 そ の 繊細 さ 、 ナ イー ヴ な 演奏 、SF 的 で あり な が ら 、 た え ず 
ヒュ ー マ ン な 感覚 を 漂わ す 曲 想 と 、 あ ら ゆ る 点 で 、 ク リア ライ ト の 
初期 の 2 作 あ た り を 想起 させ る 。 長 い 年 月 の 後 、 た と え そ れ が 自己 
模 條 で あろ うと 、 初 々 し い 忠 動 と 、 ま る て 若者 が 創っ た よう な 音 熱 
を 袋 楽に 吹き 込む こと が で きた の は 、 い っ た いい か な る 精神 の 神秘 
に 依っ て だ ろう 。 信じ られ な いこ と だ が 、 こ の 作品 は 、 ク リア ライ 
ト に 匹敵 する 、 シ リル ・ ヴ ェ ル ドー の 最高 作 の 一 つ だ と 言わ ざる を 
えな い 。 (山崎 ) 





ぢ ど 








CLEARLIGHT/CYRILLE VERDEAUX 
Visions 
CD/Legend Music LM 9001 

94 年 ('78、? 年 録音 ) 





4 曲 も 多い 。 そ れ ど ころ か 、 LP の 中 の `Messe Caline”^Songe De 
Cristal* が リミックス 、`Fullmoon Raga” は 曲名 を Raganesh? に か え 
て テイ ク 違 い 。“Au Royaume Des Mutants^^Paix Profonde” の 2 曲 
は 削除 、 唯 一 IP か ら そ の まま の 収録 は ^Spiral D'amour” 1 曲 の み 。 
つま り 「Visions」 で も 、 こ の CD は クリ アラ イト の それ で は な く シ リ 
ル ・ ヴ ェ ル ドー の 『「Visions」 と 言っ た 方 が 正しい 。 メ ディ テー ショ ン / 
ニュ ー・ エ イジ の 脈 流 が "770 年代 に クリ アラ イト を 経て 中 心 人 物 ヴ ェ 
ルド ー の 音楽 と し て 開花 し た と いう べき も の で 、 音 楽 の 背後 に 彼 の 
思想 を うか が いし れる 。 虫 の 鳴き 声 や 鳥 の 鳴り が SE に 頻繁 に 使わ れ 、 
決し て 形 に 定まら な い 水 流 の よう な ピア ノ や ヴァ イオ リン 他 が クリ 
アー で カラ フル に 色づい た 天上 的 な イメ ー ジ を 描く 。 (松本 ) 


CLIUAGE 
Mixtus Orhis 
LP/Gratte-Ciel CIEL 2009 78 年 





3 枚 の アル バム が 知ら れ て いる アン ドレ ・ フ ェ ル ティ エ 率 いた ク 
リヴ ァ ー ジ ュ 。 ジ ャ ズ 、 ク ラシック 、 中 近東 民族 音楽 を 溶け 合わ せ 
た フロ ー テ ィング ・ サ ウン ド が 、 サ ー ド ・ イ ヤー・ バ ンド ふう だ が 、 
も う 少 し クリ アー か 。 これ は 2 枚 目 に 当たり オー ケス トラ と の 共演 
作 に な っ て いる 。 こ の アル バム に は コン フリ ュ ア ンス を 脱 け た ジャ 
ン ・ ク ー リ エ (flute, sax, oboe) と アル マン ・ ル マル (perc) が 参 
加 し 一 役 買 っ て いて 、 ま た コン フリ ュ ア ンス の 「Arkham」 と の 共通 
点 も 見 い 出せ る 。 知名 度 が な い 割 に は 好 作 だ と 思う が 。 (松本 ) 





COEUR MAGlOUE 
Wakan Tenka 
LP/BYG 529.018 71 年 





ALAN JACK CIVILIZATION、ALICE を 経て 、'73 年 初旬 か ら '74 年 
中 旬 に か け て マグ マ の ギタ リス ト と な る クロ ー ド ・ オ ル モ が 、 マ グ 
マ の 前 に 結成 し て いた バンド 。 これが 唯一 つの アル バム 。 か な り 弾 い 
て は いる が 、 マ グマ と は 無縁 な 当時 の ロッ ク ・ ス タイ ル で 、 切 れ は 
いい が 音楽 が 古臭い 。 ま た アフ ロ ・ ロ ッ ク 色 も 強く 、 こ れ は 当時 の 
流行 と 移民 の 幸 場 フラ ンス な ら で は の 産物 だ ろう 。 時 代 を 考え れ ば 
彼 の プレ イ は 結構 な も の だ 。 そ こ は 押さ えて お きた い 。 ジ ャ ズ ・ セ 
ンス を 感じ させ る 英 米 の ハー ド ・ ロ ッ ク ・ ス タイ ル の ギタ ー が 存 分 
に 聴け る 。 (松本 ) 


CRUCIFERIUS 
A Nice Way Of Life 


L P/Egg 940 001 70 年 





70 年 に 来 日 、 ム ゲン で ライ ヴ を 行っ た クル シフ ェ リ ウス 。 ベ ルナ 
ー ル ・ パ ガ ノ ッ ティ (b)、 フ ラン ソ ワ ・ プ レア ン (key)、 マ ルク ・ ペ 
リュ (g) に ドラ マー( ク リス チャ ン ・ ヴ ァ ン デー ル で は な い 。 ユー ロ ・ 
ロッ ク 集 成 の 記述 は 訂正 し ます ) の 4 人 編成 で アル バム と シン グル を 
1 枚 ずつ 残し て いる 。 フ ラン ス で は 数 少な い 変形 ジャ ケッ ト の 本 ア 
ル バ ム 、 製 作 年 度 と 考え る と 中 々 斬新 な 内 容 で あり 、 当 時 の プリ テ 
ィ シ ュ ・ ロ ッ ク の 影響 下 に ある や や ポッ プ て 軽快 な 演奏 が 楽し め る 。 
マグ マ や プレ アン の ソロ を 意識 し な いで 聴く べき サウ ンド と 言え る 。 

(賀川 ) 








DASHIELL HEDAYAT 
Ohsolete 


LP/Shandar SR 10009 71 年 
CD/Mantra 075 








ダシ エル ・ エ ダ ヤ は 元 メ ル モ ス 「La Devanture Des Ivresses」(Arion 
30T079,69 年 ) の 人 物 で ある 。 これ は 彼 の ソロ 作 で ニー ノ ・ ロ ー タ 作 
曲 フ ェ リ ー ニ 監督 の 「 魂 の ジュ リエ ッ タ 」 の サン トラ を 引用 し た も 
の を 含め て 69 年 秋 か ら 書 か れ た 曲 の バッ ク を ゴン グ の デイ ヴィ ッ ド ・ 
アレ ン (g) ディ ディ エ ・ マ レル プ (sax, fl) ピッ プ ・ パ イル (dr, g) 
ジリ ・ ス ミス (vo) クリ スチ ャ アン ・ ト リッ チ (b, g) サム ・ ワ イ 
アッ ト (vo、 ロ バー ト ・ ワ イア ッ ト の 息子 ) 小説 家 ウ イリ アム ・ バ 
ロー ズ (vo) が 担当 し た も の 。 本 作 は ゴン グ の 3 rd「Camenbert 
Electrique」(BYG 529 353) を 録音 する 1 カ月 前 の 771 年 5 月 に 完成 
し て お り 演 奏 も それ に 近い も の で エダ ヤ の 語り 、 ソ ロ ・ ギ ター と 共 
に エコ ー・ サ ウン ド 、 ス ペー ス ・ ウ ィ ス パー は 健在 で ある 。 (松本 ) 





DECKO 
Mythe Xero 
L P/Mxoi FLVM 2011 '81 年 





1981 年 の 夏 に 発表 され た デ ッ コ の 恐らく ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム と 
思わ れる 作品 は 、 フ ラン ス の マイ ナー・ レ ー ベ ル 界 に お ける 最高 傑 
作 一 少な く と も 81 年 まで の 一 と の 評価 を 受け る に ちがい な い 。 パ ー 
カッ ショ ン 以 外 の 全て の 楽器 を 一 人 で 操作 し 、 壮 厳 な 宮殿 を 思わ せ 
る よう な 音 宇宙 を 創造 し て いる 。 当時 の イン ダス トリ アル ・ ミ ュー 
ジッ ク 全 盛 の 状況 下 に あっ て 、 デ ッ コ の 作品 は 古風 な まで に オー ソ 
ドッ クス で ある 。「 リ コシ ェ 」 あ た り の タン ジェ リン ・ ド リー ム や 、" 
74 年 頃 の アシ ュ ラ ・ テ ン ベ ル を 補 稔 させ る が 、 彼 ら ほ ど シ ン セ サイ 
ザー・ リ ズム を 主体 に し た 音 で は な い 。 む し ろ こ の アル バム の と こ 
ろ ど ころ に 出 て くる クラ シカ ル な キー ボー ド ・ プ レイ が 、 彼 の 本 音 
で は な か ろう か 。 (宇田 川 ) 





ち ア 








DELIRED CAMELEON FAMILY 
Delired Cameleon Family 


L P/Pathe Marconi 2C 066 13087 
"75S 年 





クリ アラ イト の 創設 者 、 シ リル ・ ヴ ェ ル ドー の プロ ジェ クト の 一 
つ で ある 本 アル バム は 、 ク リア ライ ト の 延長 線上 に ある と いう 解釈 
と 同時 に 「 ト リッ プ 」 サ ウン ド と し て の 要素 も か な り 色 濃く 打ち 出 
され て いる 。 ク リス チャ アン ・ プ ー レ 、 ジ ル ベ ー ル ・ ア ー ル マン 、 
ティ ム ・ プ レイ ク 、 ジ ョ エル ・ デ ュ グ ル ノ 、 ア リエ ル ・ カ ル マ 等 々 、 
当時 の ドラ ッ グ ・ ミ ュー ジッ ク 的 色彩 を 多少 な り と も 有 し た 連中 の 
一 大 セッ ショ ン ・ ア ル バ パム と いう こと が で きる だ ろう 。 サ ウン ド 的 
に は クリ アラ イト の 1 st を より フリ ー キ ー に し た よう な も の で 好き 嫌 
い の は っ きり 分 か れる 一 枚 と いえ そう だ 。「Visa De Censure N'X」 
と いう 映画 の サウ ンド ・ ト ラッ クス と し て 発売 され た も の で ある 。 

(山崎 ) 


DUN 
Eros 
LP/Quest Atlantique SAB 001 81 年 





デュ ン は パリ の 南西 に 位置 する ナン ト の バン ド で ある 。「 エ ロス 」 と 
題 さ れ た 本 作品 は 自主 製作 に よる 彼ら の デビ ュー・ ア ル バ ム で あり 、 
ギタ ー、 ベ ー ス 、 ド ラム ス 、 キ ー ボ ー ド 、 フ ルー ト 、 パ ー カ ッ シ ョ ン の 6 人 
が 参加 し て いる 。 そ の 演奏 は 随所 に ジャ ズ の 影響 を 感じ させ る も の の 、 
あく まで も 本 質 は ロッ ク で あり 彼ら の 熱い 息吹 ほ が スト レー ト に 伝 わ 
っ て くる 。 メンバー 全 員 が な か な か の テク ニシ ャ ン で ある が 、 取 分 け 
アラ ン ・ テ ル モ の マリ ン バ を 中 心 に し た パー カッ ショ ン ・ プ レイ は こ 
の グル ー プ の 演奏 を 一 段 と 個性 的 な も の に し て いる 。 ま た 、 変 拍子 と 
テン ポ の 遅 速 を 巧 み に 用 いた 曲 構成 は 素晴らし く 、 時 と し て ジェ ント 
ル ・ ジ ャ イア ント を 初 徳 さ せる 。 グ ルー プ は その 後 も 活動 を 続け 、 新 
作 の リリ ー ス も 予定 され た が 、 未 だ リリ ー ス され て いな い 。 (賀川 ) 





DYNASTIE CRISIS 
Dynastie Crisis 
LP/Harvest 2C062-12363 72 年 





ミッ シェ ル ・ ポ ルナ レフ の バッ ク ・ パ ンド と し て 来 日 し た こと も 
ある ディ ナス ティ ・ ク ライ シス 。 本 作 は 「Sad Libera Nos A Malo」 
(Somethin' Else 849522) に 続く 彼ら の セカ ンド ・ ア ル バ ム で ある 。 
ディ ー プ ・ パ ー プ ル を 思わ す ハ ー ド ・ ロ ッ ク 、 ホ ワイ ト ・ プ ブル ー ス 
と 呼ば れ た 所 詩 プ ルー ス ・ ロ ッ ク 、 オ ル ガ ン を 主体 に し た 暗い 感じ 
の キー ボー ド ・ ロ ッ ク 等 、 曲 調 は 変化 に 富ん で いる が 、 そ の いずれ 
に も 当時 の プリ ティ ッシュ ・ ロ ッ ク の 影響 が び 見 られ る 。 演奏 の 面 で 
は 、 キ ー ボ ー ド 奏者 の セン ス の 良い プレ イ と ドラ マー の 自作 の 楽器 
を 用 いた 風変わり な サウ ンド が 印象 に 残る 。 ア ル バ ム と し て の 統一 
性 は な く 完 成 度 も 高く な い が 、70 年 代 初期 の フレ ンチ ・ ロ ッ ク の 平 
均 的 水準 を 示す 作品 と し て 資料 性 は 高い 。 (賀川 ) 


EDEN ROSE 
On The Way To Eden 
LP/Katema KA 33 507 '69 年 


GiGIn 『 の = 
On cinG wyy を O im 








サン ドロ ー ズ の 前 身 エ デン ・ ロ ー ズ の 唯一 つの アル バム で ある 。 ジ 
ャ ケッ ト に メン バー の 記載 は な い が 裏 側 の 写真 か ら ジ ャ ン ・ ピ エー 
ル ・ ア ラル セン 、 ア ン リ ・ ガ ル ラ が 参加 し て いる こと が 分 か る ( サ 
ンド ロー ズ の ヴォ ー カ リス ト 、 ロ ー ズ は いな い )。 レコ ー ド に 収録 さ 
れ た すべ て の 曲 が ガ ル ラ 作 の イン スト ・ ナ ン バ ー で あり 、 そ の サウ 
ンド は 彼 の オル ガン を 中 心 に し た ポッ プ な ジャ ズ ・ ロ ッ ク で ある 。 
軽い 感じ の 流れ る よう な 曲 が 多 く ア ル バ ム 全体 と し て の 完成 度 は 決 
し て 高く な い が 、 個 々 の 演奏 に お いて は か な り 聴 か せる 部 分 も ある 。 
サン ドロ ー ズ が アラ ル セ ン の ギタ ー と ロー ズ の ヴォ ー カ ル を 中 心 に 
し た グル ー プ で ある の に 対し て 、 エ デン ・ ロ ー ズ は 正 に ガル ラ の 音 
楽 性 を 反映 し た バン ド で ある 。 (賀川 ) 








EMMANUELLE PARRENIN 
Maison ROse 
LP/Ballon Noir BAL 13001 '78 年 





エマ ニュ エル ・ パ ー ル ナン は 、 本 アル バム の 他 に 、 エ マニ ュ エ ル ・ 
フィ ル ・ ク ロー ド 名 義 で 、「Chateau Dans Les Nuages」(Cezame 
CEZ 1016) を リリ ー ス し て いる 女性 で ある 。 彼 女 は また 、 コ ン フ レ 
リー・ デ ・ フ ー に も 参加 し て いる 。 彼女 の 美しい ヴォ ー カ ル を 全面 
的 に フィ ー チ ャ ー し た この アル バム は 、 フ ラン ス や カナ ダ の トラ ッ 
ド や 、 彼女 自身 の トラ ッ ド 調 の 曲 な ど が 収録 され て いる 。 どの 曲 も 、 
印象 的 な 歌 詩 と ヴォ ー カ ル に テン ショ ン に 満ち た 弦楽 器 が 伴う 、 美 
し くも 透明 な 曲 ば かり で ある 。 ま た 、 シ ター ル を は じ め と する イン 
ド 系 の 楽器 や め 、 ダ ル シ マ ー な ども 効果 的 に 使わ れ て いて 、 催 眠 的 な 
効果 を も 得 て い る 。 (宇田 川 ) 





ERG0 SUM 
Mexic0 


LP/Theleme 6332 500 72 年 
CD/Musea FGBG 4066 





エク ス ・ ア ン ・ プ ロ ヴ ァ ン ス 出 身 の エ ル ゴ ・ サ ム は vo, key & fl 
vIn & g, b, ds, g か ら 成 る 6 人組 で ある 。 本 作 は 彼ら の 唯一 の アル バ 
ム ( 他 に シン グル が 2 枚 あ る ) で 、 上 記 の レギ ュ ラ ー・ メ ン バ ー に 
加え て 、 一 部 の 曲 に vo, syn, ac-g が ゲス ト 参 加 し て いる (プロ デュ 
ー ス は ロー ラン ・ テ ィ ボ ー) 。 リオネル ・ レ ディ セ の ロジ ャ ー・ チ ャ 
ッ プ マン を 思わ す 太 く 力 強い ヴォ ー カ ル 、 リ リカ ル な フル ー ト 、 ク 
ラ シ カ ル な ヴァ イオ リン 、 や や プル ー ズ ィ な ギタ ー、 巧 みな バッ キ 
ング を 見 せる ピア ノ 等 が 一 体 と な っ た 演奏 は 見 事 に 構成 され て お り 、 
高い 完成 度 を 誇っ て いる 。 彼ら の 強い オリ ジ ナ リティ を 感じ させ る 
サウ ンド は 770 年 代 初期 の フレ ンチ ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク を 代表 
する も の と し て 本 国 で も 極め て 高く 評価 され て いる 。 (賀川 ) 





ち ど ぢ ど 








EXPERIENCE 
ie EXnerience 
に L P/Vogue SLVLX 575 71 年 





か つて 国内 発売 され た こと も ある エク スペ リア ンス の 唯一 の 作品 。 
国内 盤 は 作品 の 一 部 を 抜粋 し た も の で あっ た が 、 オ リ ジ ナ ル は LP2 枚 
組 、60 分 を 越え る 大 作 で ある 。 エ クス ペリ アン ス は 、 フ レン チ ・ ロ ッ 
ク の 般 明 期 、 当 時 人 気 の 高 か っ た トリ アン グル 、 マ ル タ ン ・ サ ー カ 
ス 等 の メン バー を 集め て 作ら れ た 、 ス ー パ ー・ セ ッ シ ョ ン 的 グル ー 
プ で 、 本 アル バム で は メン バー で ある Francois Jeanneau、Alain 
Pewzner、Rene Guerin ら の 曲 に 加え て 、^Gimme Some Lovin'“^Louie 
Louie” “Let's Be More” と いっ た 米 英 の ロッ ク ・ グ ルー プ の 曲 も 演 
奏し て いる 。 ト リア ング ル の メン バー を 中 心 に し た 当時 の ロッ ク ・ 
グル ー プ と し て は テク ニカ ル か つ 人 迫力 ある イン スト ・ パ ー ト は 良い 
出来 で ある が 、 全 体 と し て 時 代 を 感じ させ る 音 と 言え る 。 (賀川) 





EZRA 
Underground Visions 
LP/74023 '85 年 





エ ツ ラ の デビ ュー 作 。 グ ルー プ は ヴォ ー カ ル 、 ギ ター、 シ ン セ & 
ピア ノ 、 ベ ー ス 、 ド ラム ス の 5 人 か ら 成 る 。 作品 の 中 心 と な る ハー 
ド で 乗り の よい ギタ ー を 前 面 に 押し 出し た 部 分 で は 、 ス トレ ー ト な 
ヴォ ー カ ル も 加わ り 、 フ ラン ス の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク と し て は 
力強い 音 作り が され て いる 。 一 方 、 シ ン セ サイ ザー、 エ レク トリ ッ 
ク ・ ピ アノ が 主体 と な っ た 部 分 で は いか に も フラ ンス 的 な 軽やか で 
メロ ディ アス な か 演奏 が 展開 され て お り 、 ヴ ォ ー カ ル も より 情感 を 込 
め た も の と な っ て いる 。 シ ンプ ル な 作品 で ある が こなれ て お り 、 ま 
と まり の ある 聴き 易い も の に 仕上 が っ て いる 。 (賀川 ) 








ta FERNAND PENA ET PUZZLE 
sy 』 Fernand Pena Et Puzzle 
LP/Centaur Records CR 20698 77 年 





1960 年 代 末 一 70 年 代 初頭 に か け て 3 枚 の シン グル を 残し た 
ROTOMAGUS、 そ の メン バー で あっ た Fernand Pena が 1977 年 に リリ 
ー ス し た の が 本 作 で ある 。ROTOMAGUS 時 代 の 面影 も ある 程度 残っ 
で いる が 、 こ こ で は アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター と ララ シス 的 な 色彩 
の キー ボー ド を 効果 的 に フィ ー チ ャ ー し て 、 地 味 な が ら も プロ グレ 
ッ シ ヴ な 指向 を 持つ 佳作 に 仕上 ぼ げ て いる 。 こ の 後 Pena は 、 本 作 に 参 
加 し た B.Coutelan と 共に E.T.C と 言う グル ー プ を 結成 。1979 年 に LP 1 
枚 を リリ ー ス し て いる 。 更 に その 後 の 1982 年 に は BIGOUDE と 言う グ 
ルー プ で も LP 1 枚 を 製作 し て いる 。 (中 島 洋一 ) 


FILLE 0UI MOUSSE 
Fille 0Oui Mousse 


L P/Futura RED 04 ( 未 発売 ) 
"94 年 (72 年 録音 ) 
CD/(lta.)Mellow MMP197 





前 衛 (アヴァ ン ギ ャ ルド ) の 発祥 、 フ ラン ス の 770 年 アン ダー グラ 
ウン ド 、 幻 の レー ベル 、 フ トッ ゥ ー ラ で 未 発売 に 終っ た と 云わ れる 極 
め つ けが この 1 枚 。 納得 も 納得 、 怪 し く て ムン ムン と する この 究 囲 
気 。 フ ラン ス の アン グラ と いう の は 、 薄 暗く て 大 衆 演劇 の 汗 和 具 さ と 
情念 の 揺 ら め き と 血 の 色 が 混じり 合っ た よう な 動物 的 な 熱気 を 帯び 
て いる よう に 常々 思う の だ が 、 こ れ な ど そ の 典型 と いう 気 が す る 。 
実験 と 言う 程 の 高尚 な 作為 より も 、 も っ と 動物 的 な 皮膚 感覚 と で も 
言う か 、 た だ 嘆 ぎ 分 ける だ け の ギミック の よう な も の 。 ロ ッ ク 有 崩れ 
の 下手 くそ や ノイ ズ 、 詩 の 朗読 、 を それ こそ ギミック 等 、 至 っ て どれ 
も シリ アス な だ け に 重苦しい 。 コ ラー ジュ に さえ 至っ て いな い A・ デ 
ュー ル 並 み の む き 出 し 感覚 は 、 む し ろ 説 得 力 が ある 。 (松本 ) 











が EAAAE 民 AIS FLAMEN IALIS 
Symptome-Dei 
LP/FLVM 3006 79 年 
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SYMIPTOME ーー DEi 








71 年 に シン グル 「Have You Ever Cried/Nauthere」 を リリ ー ス 
し た YEHTA PLUS BAND の 流れ を 流 む フラ マン ・ デ ィ ア リ 。778 年 
に シン グル 「Decouverte/Autre」(FLVM 4504) で レコ ー ド ・ デ ビュ 
ー し 、 翌 年 、 本 ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム を 発表 し た 。 その 内 容 は オリ 
ジ ナ リティ 溢れ る も の で 、 ほ ば ぼ 全 編 に 渡っ て 流れ る メロ トロ ン を 中 
心 に 、 コ ー ラ ス 、 各 種 パ ー カ ッ シ ョ ン 、 シ ン セ サイ ザー、 フ ルー ト 
等 が 一 体 と な っ て 波 が うねる よう な サウ ンド を 作り 出し て いる 。 や 
や 実験 的 で 力強い 音 作 り は 聴く 者 に 迫力 を 持っ て 迫っ て くる 。 シ ン 
フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク と は 異な っ た 観点 で メロ トロ ン を 巧み に 利用 し 
た 意欲 作 と 言え る 。 本 作 発表 後 、 グ ルー プ は 解散 し た も の と 思わ れ 
る 。 (賀川 ) 





(LES)FLEURS DE PAVOT 
Les Fleurs De Pavot 


L P/Mercury 125.603MDL 60O 年 
代 後 期 一 '770 年 代 前 其 





フラ ンス の サイ ケ デ リッ ク ・ シ ー ン は 未だ 謎 に 包ま れ て いる 。 今 
まで に NADA( フ ラン ス の グル ー プ で は な い ) 、DICKENS と いっ た 高 
価 な アイ テム が 再発 され て は いる が 、 騒 ぐ 程 の 物 で は な い 。 し か し 
MORMOS、BOOK OF AM、 初 期 Michel Zacha 辺り の 水準 の 高 さ 、 
更に スイ ス の MIGHT OF COINCIDENCE、NOMADIA、 仏 の 中 堅 で 
は D.B.Francard、J.F.Papin 等 が いた こと を 考え る と 、 ま だ まだ 在 る 
答 な の だ 。 カ ナダ 盤 が 多少 知ら れ て いる OCTOPUS IV( ト ー タ ル ・ ア 
ル バ ム 的 フラ ワー・ サ イケ ) も 仏 原 盤 が W ジ ャ ケ で 存在 する らし いし 、 
と に か くそ ん な 中 で 明確 に ヒッ ピー・ サ イケ 路線 を 打ち 出し た 唯一 ? 
と も 言え る グル ー プ が これ 。 オ ル ガ ン 、 フ ルー ト を 中 心 に 温か な 印 
象 を 残す 古き 良き 作風 が 味わい 深い 。 (平野 ) 





ちら 








FRANCOIS BREANT 
Sons Optimues 
LP/EGG 900.553 78 年 





「 視 覚 的 音響 」 と いう 邦題 が 示す 通り 、 聴 き 手 は 各 曲 に 付け られ た 
タイ トル と 演奏 か ら 様 々 な 情景 を 思い 浮か べ 、 物 語 を 織る こと が 出 
来る 。 一例 を 挙げ て みよ う 。 時 は 1914 年 、 第 一 次 大 戦 の 始ま り を 告 
げ る 新聞 を 街頭 で 手 に し た フラ ンス 人 プレ アン は 、 目 骸 い を 起こ し 、 
ふと 気が付く と 時 空 を 超え た 土地 を 巡る 旅 に 由 て いた 。 戦 争 を 逃れ 
旅人 / 異 邦 人 と な っ た 彼 が パリ に 帰還 する と 時 は シュ ルレ アリ スム の 
咲き 誇る '20 年 代 。 そ し て 今度 は リオ へ と …… 。 イマ ジ ネ イ ティ ヴ な 
作風 で あり 、 レ ー ベ ル ・ カ ラー に よる 誤解 も ある よう だ が 、 こ れ は 
所 調 シ ン セ ・ ミ ュー ジッ ク で は な い 。 優 れ た セン ス に よる 血 肉 を 備 
えた 音楽 。D・ ロ ッ ク ウ ッ ド や 元 NEMO の 仲間 達 も 好演 し て いる 。 次 
作 「 千 里 眼 」 も ジャ ズ ・ ロ ッ ク 色 を 増し た 佳 品 だ 。 (高山 ) 


FRANCOIS BREANT 
Voyeur Extra-Lueide 
LP/Egg 900 584 79 年 





フラ ン ソ ワ ・ プ ブレ アン は 長い 活動 歴 を 持つ ミュ ー ジ シャ ン で ある 。 
クル シフ ェ リ ウス (本 カタ ログ 参照 )、 ネ モ (フラ ンス 独特 の 毒 の あ 
る ポッ プス ・ グ ルー プ で 「Nemo」(Agave AG35702) 「Doin' Nothin」 
( 同 AG35703) の 2 枚 の アル バム を 残し て いる ) 、 ベル ナー ル ・ ラ ザ ヴィ 
リエ (本 号 の 彼 の 項 参照 ) の バン ド と 種々 の 活動 を 展開 し て いる が 、 
や は り 2 枚 の ソロ ・ ア ル バ ム の 出来 が 素晴らし い 。「Sons Optique」 
(Egg900553) に 続い て リリ ー ス され た 本 アル バム は ディ ディ エ ・ ロ 
ッ ク ウ ッ ド (vIn)、 ク ロー ス ・ プ ラス キス (vo) ら の ゲス ト ・ ミ ュー 
ジ シ ャ ン を 迎え て 、 プ レア ン が コン ボー ザー 及び キー ボー ド ・ プ レ 
ー ヤ ー と し て の 実力 を 遺 憎 な く 発揮 し た 内 容 と な っ て いる 。 曲 調 も 
サン トラ 風 の も の か ら ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ま で 多岐 に 渡る 。 (賀川) 





叶 AZ 
還 az 
CD/Escalibur CD848 '93 年 





フラ ンス ・ プ ブル ター ニュ 地方 の トラ ッ ド ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ で 、 
これ が デビ ュー 作 と 思わ れる 。 ウ ー リ アン ・ パ イプ や ホイ ッ ス ル と 
いっ た トラ ッ ド 楽器 は 味つけ 程度 で 、 キ ー ボ ー ド 群 や よく 歌う エレ 
クト リッ ク ・ ギ ター な ど は むし ろ 叙 情 派 の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク 
と の 共通 点 が 多く 見 い 出せ る の で は な い だ ろ うか 。 全 編 を リー ド す 
る キュ ー ト な 女性 ヴォ ー カ ル が また 魅力 的 で 、 そ の スト レー ト な シ 
ン ギ ング ・ ス タイ ル ( 非 ク ラナ ド 型 ) は バン ド の カラ ー に よく 合っ 
て いる 。 そこ そこ ポッ プ で あり 、 や や テン ショ ン に 欠け る キラ イ が 
な いわ け で も な い が 、 ロ ッ ク ・ サ ウン ド と ケル ト 楽 器 が ぶつ か り 合 
う イ ンス ト ・ パ ー ト は 全盛 時 の D.A. プ ラ を 思わ せ た り も する 。 ス リー 
プ に は 曲 を イメ ー ジ し た 美しい イラ スト が 付 さ れ て いる 。 (内 田 ) 


員 Y SKORNIK 
IIS Viennent Du Futurl 
LP/RCA PL 37371 '80 年 





フラ ン ソ ワ ・ ヴ ェ ル テー メ と の 共 作 ロッ ク ・ オ ペラ 「Popera Cosmic」 
(CBS S7 63981) (アレ ンジ は ウイ リア ム ・ シ ェ ラ ー) で 知ら れ 、 Igor 
Wakhevitch と も 交流 が あっ た ギ ・ ス コル ニッ ク 。 知名度 こそ 高く な 
い が 、 フ レン チ ・ ロ ッ ク 舟 明 期 か ら 活動 を 続け て いる ベテラン の シ 
ン ガ ー、 キ ー ポ ボード ・ プ レイ ヤー で ある 。 本 アル バム で は シン セ サ 
イザ ー で 、 分 厚く ドラ マチ ッ ク な サウ ンド を 、 エ レク トリ ッ ク ・ ピ 
アノ で メロ ディ アス か つ リ リカ ル な サウ ンド を 作り 出し 、 そ の 甘い 
ヴォ ー カ ル と 一 体 化 さ せ て いる 。 更に 、 ギ ター、 ヴ ォ ー カ ル 、 フ ル 
ー ト 等 の ゲス ト ・ ミ ュー ジ シ ャ ン も 巧み に 使い こなし 、 彼 な ら で は 
の ダイ ナミ ッ ク か つつ 変化 に 富ん だ 作品 に 仕上 げ て いる 。 実力 派 ミ ュ 
ー ジ シャ ン な ら で は の 力作 。 (賀川 ) 








HAIKU 

Le Cycle De La Senuence Du 
Hnlter 

LP/Age 175 '82 年 


LE EHELE 
DE LH 5UENFE 叩 HILTES 








Gille Peyret が 数 台 の シン セ サ イ ザー を 使っ て 作っ た シン セ サ イ ザ 
ー・ ミ ュー ジッ ク 。 シ ン セ ・ リ ズム と 単音 の シン セ サ イ ザー の 組合 
せ を 中 心 と し た 演奏 は 、 極 め て 単調 で ある 。'60 年 代 な ら ば と も か く 、 
"80 年 代 に この よう な 作品 を 作り 、 発 表し た Peyret の 意図 が 全く 分 か 
ら な い 。 一 部 の 極限 られ た も の の バッ ク グ ラウ ンド ・ ミ ュー ジッ ク 
と し て な ら ば 使え る か も し れ な い が 。 真剣 に 聴く よう な 音楽 (? ) と 
は 言え な い 。 プロ ジェ クト 名 HAIKU が 日 本 の 俳句 を 意味 する か どう 
か は 分 か ら な い が 、 も し そう だ と し た ら 、 大 きか な 勘違い を し て いる 
可能 性 が 高い 。 ( 損 川 ) 





HENRI ROGER 
ImageS.… 
LP/Pole 0005 75 年 








キー ボー ド 奏 者 、 ア ン リ ・ ロ ジェ の デビ ュー 作 。 初 期 の エル ドン 
等 に 通じ る エレ クト ロニ クス ・ ミ ュー ジッ ク で 、 反 復 音 の 上 で ディ 
レイ を か けた エレ クト リッ ク ・ ピ アノ が パラ パラ と 弾 か れる と いっ 
た も の 。 ど ちら か と いう と 浮遊 感 の ある サウ ンド だ 。 B 面 で は ミニ ・ 
ムー グ が 多用 され て 、 も う 少 し リー ド ・ ソ ロ 主 体 に な る 。 い ずれ に 
し て も あま り 演 奏 力 を 問 え る タイ プ の も の で は な く 、 ま た 音響 面 を 
追求 し た も の で も な い 。 録音 の 悪 き も 妨げ に な っ て いる の か も し れ 
な い が 、 ロ ジェ の 音楽 が 見 え づ らい 。 他 に は 「Energies Douces」(Muriel 
Roger 8206、'82 年 ) 、「Rythmigration」( 同 8306、'83 年 ) 、「V.0」 
(Alibi Productions 8410、'84 年 ) が 出 て いる 。 (松本 ) 





どの 








HENRY TORGUE 
Le Prince Anatride 


L P/Spalax SPX 6855 8O 年 
CD/MSI 14256 





70 年 代 の 後半 か ら ア ル バ ム を リリ ー ス し 始め た ト ォ ル グ も すでに 
10 枚 肪 ぐら い の 作品 を 発表 し て いる よう だ 。 こ の シン セ シ ス ト は 音 
楽 的 に は 水準 を 越え る も の を 持っ て は いな い が 感 覚 的 に は 非凡 な オ 
能 を 感じ る 。 音楽 を ファ ッ シ ョ ン 感 覚 の よう な セン ス で うま くま と 
め あ げ る こと が 得意 だ 。 ス タイ リッ シュ な エレ クト ロニ クス 作品 と 
いえ る だ ろう 。 僕 は この 作品 を 始め 、'80 年 頃 の 作品 し か 聴い た こと 
が な い の だ が 、 比 較 的 最近 の 作品 も リリ ー ス され て いる よう な の で 
ぜひ 一 聴 し て みた いと 思う 。 ( 山 埼 ) 


ioseyes | NONEYELK 





フレ ンチ ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク と 言う と 日 本 で は 敬遠 され が ち で ある 
が 、 こ こ に 紹介 する HONEYELK は 、 軟 弱 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク と は 一 線 を 
画す 、 ハ イ ・ テ クニ ッ ク な グル ー プ で ある 。 し か し な が ら 、 テ クニ 
ッ ク 志 向 だ け に 走る こと は な く 、CARPE DIEM を 思わ せる サッ クス 
を フィ ー チ ャ ー し た 疲 情 的 な ゲ ヴ ォ ー カ ル ・ パ ー ト の 占め る 比重 も 大 
きい 。 一 部 で MAGMA ク ロー ン な ど と 言っ た 無責任 な 紹介 を され た が 、 
MAGMA 的 な 要素 は ほとん ど 感 じ ら れ な い 。 全 体 的 に 地味 な アル バム 
だ が 、 繊 細 で 、 そ れ で いて し っ か り と し た テク ニッ ク に 支え られ た 
好 作 品 に 仕上 が っ て いる 。 唯一 欠点 が ある と すれ ば 、 それは 収録 時 
間 が 短い こと 位 で あろ う 。 (中 島 洋一 ) 





HURDE CATALYTIOUE POUR LA 
FIN 

Harde Catalytiue Pour La Fim 
L P/Futura SON 03 71 年 





Futura レー ベル が エク スペ リ メ ン タル ・ ミ ュー ジッ ク を 紹介 する 
た め に 作っ た SON シ リー ズ の 1 枚 と し て リリ ー ス され た HORDE CA 
TALYTIQUE POUR LA FIN。 サ ックス 、 ハ ー プ 、 ウ ッ ド ・ ペ ベー ス 、 
ドラ ム ス を それ ぞ れ メイ ン 楽 器 と する 4 人 が 各種 パー カッ ショ ン 、 
ギタ ー、 フ ルー ト な ども 使っ て フリ ー・ フ ォ ー ム な 演奏 を 繰り 広げ 
て いる 。 フ リー・ ジ ャ ズ よ り も 現代 音楽 に 近い サウ ンド は 、 フ リー・ 
ミュ ー ジ ッ ク に あり が ちな 拡散 し た 感じ が な く 、 変 化 に 富ん で お り 、 
聴く 者 の イメ ー ジ を 刺激 する 。 聴き 手 を 選ぶ 音楽 で あり 、 万 人 向け 
と は 言え な い が 、 こ の 種 の も の と し て は 良い 出来 で ある 。 この 後 も 
メン バー の 一 部 は ロッ ク の 世界 で 活動 を 続け て いる 。 (賀川 ) 


ILOUS 
llous 
LP/Flamophone 2933-101 74 年 





ベル ナー ル ・ イ ルー の セン ス を 前 面 に 押し 出し た 。 光輝 く ポ ッ プ ・ 
アル バム で ある 。 同じ フラ モ フ ォ ン と いう 事 も あっ て 、 バ ッ ク に は 
シス テム ・ ク ラブ ティ ク の メン バー が 参加 し て お り 、 他 に も ベル ナ 
ー ル ・ リ ュ バ 、 パ トリ ッ ク ・ ゴ ー テ ィ エ 、 ジ ャ ン ・ ル ー・ ベ ソン 達 
が 注目 を ひく 。 ビ ー ト ルズ ・ エ イジ と いう 印象 が 強い 音 作り で ある 
が 、 レ ー ベ ル の オー ナー で も ある クロ ー ド ・ ピ ュ テ ルフ ラム の 方 針 
が 貫 か れ て いる よう で ある 。 勿 論 、 フ ラン ス 的 で 明る い ポ ッ プ ・ チ 
ュー ン は イル ー の 才能 を 示す も の で ある 。 この アル バム は 、 イル ー、 
ピュ テル フラ ム 、 そ し て 時 代 の 要求 、 の 3 要素 が うま く マ ッ チ し た 
作品 で あろ う 。"72 年 に に 、 ギ タリ スト の パト リス ・ デ キュ ペル と 組ん 
だ 双頭 アル バム (フラ モ フ ォ ン FLAM-33.03) 、 を 発表 。 (中 藤 ) 








IRIS 

Litanie 

L P/Sonopresse Connection CTN 69 
561 "72 年 





「70 年 代 初期 の 優れ た グル ー プ の ほとん ど は 、 ア ンジ ュ 、 ポニ ャ ン 
の 影響 下 、 ま た は 何ら か の 関係 を 持っ て いた が 、 彼 等 は それ に 属さ 
な い に も か か わら ず 優 れ た 素質 と 独自 性 を 持っ て いた 」( 仏 M S 誌 よ 
り ) 演奏 形態 は カタ ル シ ス を より ロッ ク 化 し て 、 モ ナ ・ リ ザ を た し 
た と 言う べき も の 。 バ ロッ ク 調 の オル ガン は 彼 等 独特 の も の で 、 か 
な り の テク ニッ ク を 持っ て いる 。 そ し て あく まで 優し い ヴ ォ ー カ ル 。 
年 代 か ら 考え る と は や り 優 れ て いる 。 本 作 以 外 に シン グル を 発表 し 
て いる が 、 ア ル バ ム と し て は 唯一 の も の と 思わ れる 。 恐らく 数 多く 
の グル ー プ に 影響 を 与え た グル ー プ で あろ う 。IRIS 三 意 尾 、LITANIE ニ 
連 議 。 (山田 司 ) 





JEAN MIEHEL JARRE 
0XVgene 


LP/Polydor "76 年 
CD/Polydor 8000152 





フラ ンス で 数 多く の 映画 音楽 を 手掛け て きた モー リス ・ ジ ャ ー ル の 
息子 と し て 脚光 を 浴び な が ら デ ビュ ー し た 彼 は 、 当初 は 作詩 家 と し て 
活動 し て いた 。 ク リス ト フ 、 フ ラン ソ ワ ー ズ ・ ア ルディ の 詩 を 手掛け 、 
C M の 仕事 を 経て 本 作 で デビ ュー し た が 、 な ぜ か 本 国 で も 日 本 で も オ 
ー デ ィ オ ・ マ ニア に 支持 され 、 オ ー デ ィ オ 雑誌 で 様々 な 賞 を 獲得 し て 
いる 。 事実 、 ス ー パ ー ツ ィ ー タ ー を 装備 し た スピ ー カ ー で は 音 が まる 
で 違っ て 聞こ える 。 ちなみに フラ ンス で は ヒッ トチ ャ ー ト の 1 位 に な 
っ た 事 も ある 。 フ ラン ス の シン セ サ イ ザー・ ミ ュー ジッ ク と いう と 他 
に は エッ グ ・ レ ー ベ ル あ た り を 想い 出す が 、 彼 ら ほ ど 個 性 は な く 、 む 
し ろ 日 本 で いう トミ タ や 喜多 郎 の 様 な 割 と イー ジー リス ニン グ に 近い 
音 だ が 後 年 の 中 国 で の ライ ヴ 盤 は 聞き も の 。 (いわ ね ) 
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JEAN-IMICHEL JARRE 
Emuinoxe 
CD/Polydor 800 025-2 78 年 





営 て K・ シ ュ ル ツェ や M・ オ ー ル ド フ ィ ー ル ド か ら 自 ら の エピ ゴ 
ー ネ ン と し て 一 蹴 さ れ た こと も ある J・M・ ジ ャ ー ル だ が 、 シ ュ ル 
ツェ の ドイ ツ 的 な 彼 尋 へ の 意志 、 マ イク の ケル ト に 根差し た アル カ 
イッ ク な 夢想 の 替わり に 、 彼 に は いか に も シャ ン ソ ン の 国 フ ラン ス 
らし い 優 雅 な 歌 ご ころ が ある 。 同種 の スタ イル を 執り な が ら 、 前 二 
者 の 全盛 期 に 垣間見 えた 自 閉 性 と は 一 線 を 画す 開か れ た 音楽 性 は 、 
や は り 独 立 し た 評価 を 与え る に 相応 し い だ ろ う 。「 彼 岸 の 中 日 」( 邦 
題 は 「 軌 跡 」) と 題 さ も れ た この セカ ンド で も 軽やか な 音 の 舞踊 を 視 
る ” こと が 出来 る 。 シ ン セ シス ト の 風貌 が 大 別して ヴァ ン ゲ リス や 
フロ ー ゼ 等 骨 厳 な 親父 顔 と 、 彼 や シュル ツェ 、 バ ウマ ン 、 ブ レイ ク 
等 の ナル シス ティ ッ ク な 美形 に 分 か れる も の 興味 深い 。 (高山 ) 





JEAN-MIEHEL JARRE 
In Comcert 
CD/Polydor 833170-2 '87 年 


合唱 隊 や オー ケス トラ を 従え た ヒュ ー ス トン 、 リ ヨン で の ステ ー 
ジ を 収め た ライ ヴ ・ ア ル バ ム 。 前 半 (アナ ログ A 面 ) に は 旧作 か ら 
1 曲 ず つ 、 後 半 (B 面 ) は 当時 の 新作 「Rendez-vous」 よ り と いう 構 
成 で 、 そ れ ま で の 総 ま と め と な っ て いる 。 花火 、 レ ー ザ ー を 駆使 し 、 
ビル を スク リー ン に する と いう 街 ぐ る み の 、 街 を その まま ホー ル に 
見 立て た スケ ー ル の 大 き な シ ョ ウ だ っ た が 、 反 面 、 そ の 大 き さ 故 に 
アル バム の 性 格 が と も すれ ば イヴ ェ ン ト の 記録 と な っ た 感 も 否め な 
い 。 ケン ゾー の コス チュ ー ム に 身 を 包み 、 そ れ を 仕切 る ジャ ー ル は 、 
ミュ ー ジ シャ ン で ある と 同時 に マジ シャ ン で も ある よう だ 。 全 体 と し 
て の 聴き 処 は や は り 後 半 、 オ ー ケ スト ラ や リズ ム セ ク ショ ン を バッ ク 
に 乗り と 荘 大 さ を 併せ 持っ た 音 宇宙 が 広がる 。 (高山 ) 





JEAN MUSY 

Rendez-Vous Salitaire AVec La 
Musimue 

L P/Riviera LM 91.031 '79 年 





「Le Mal D'Aimer(Atlantic 40557) 」「Few And Far Between(Atlantic 
K 50081) 」 に 続く ジャ ン ・ ミ ュ ズ ィ 3 枚 目 の アル バム 。 リ リカ ル で 
クラ シカ ル な ピア ノ と 広がり を 感じ させ る シン セ サ イ ザー を 中 心 に 
作り 出さ れ た サウ ンド は 非常 に メロ ディ アス て で て 耳 に 心地 好い 。 各 曲 
の アレ ンジ は 巧み で あり 、 全 体 の 流れ も 実に スム ー ズ か つ ド ラマ チ 
ッ ク で ある 。 た だ 、 リ ズム ・ セ クシ ョ ン の な い 部 分 も あり 、 ま た 、 
あっ て も シン プル な 場合 が 多い た め 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク と い 
う よ り も 、 映 画 の サン トラ 風 の 印 象 を 与え る こと も 事実 で ある 。 元 々 
プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 範 暗 に 属す も ミュ ー ジ シャ ン で は な く 、" 
85 年 に は Yves Duteil( イ ヴ ・ デ ュ テ イ ユ ) の 曲 の み の ア ル バ ム を 発表 す 
る な ど 、 広 い ジ ャ ン ル で 活動 し て いる 。 (賀川 ) 





JEAN PIERRE ALARCEN 
Jean Pierre Alarcen 


L P/L'Escargot ESC 371 '78 年 
CD/Baille Mont CD 884 


サン ドロ ー ズ の ギタ リス ト と し て 有名 な ジャ ン ・ ピ エー ル ・ ア ラ 
ル セ ン の ファ ー ス ト ・ ソ ロ 作 品 。 彼 の ギタ ー・ プ レイ は エモ ー シ ョ 
ナル で 級 密 、 す な わ ち 、 メ ロディ ・ メ イカ ー と し て の プレ イ も アド 
リヴ も 、 さ ら に は パッキング に まわ っ て も 全て 一 流 の も の を 持っ て 
いる 。 それ が 最も 良く 表現 され て いる の が サン ドロ ー ズ で の プレ イ 
で あろ う 。 し か し 、 こ の アル バム は 作曲 者 と し て の 挑戦 で あり 、 そ 
の 点 か ら み る と 荒削り な 出来 と いう こと に な ろう 。 し か し 、 ナ イー 
ヴ な 感性 に よっ て 支配 され る 寂 漠 と し た 空間 は 人 の 心 を 打つ 。 こ の 
スタ イル は 次 回 で 大 きく 進歩 し 完成 に 至る 。 尚 、 現 在 流布 し て いる 
CD は 、 彼 の ファ ー ス ト と セカ ンド が 2 in 1 と し て 収録 され て いる 。 

(山崎 ) 








JEAN PIERRE ALARCEN 
Tahleau NT1 


L P/Scoppuzzle ZZ 001 "79 年 
CD/Baille Mont CD884 





ジャ ン ・ ピ エー ル ・ ア ラル セン の 第 2 作 で ある 。 絵 画 、 光 景 、 描 
写 な どの 意味 の 「 タ プロ 」 は 、 そ の サウ ンド 内 容 と を 考え 合わ せれ 
ば 、 実 に 適切 な タイ トル の よう に 思わ れる 。 ベラ ンジ ェ の バッ ク ・ バ 
ンド か ら 、 ジ ェ ラ ー ル ・ コ ー エ ン 、 ジ ャ ン ・ ル ー・ ベ ソン を 得 、 さ 
ら に ダニ エル ・ ゴ ヨン ヌ (key) と も う 一 人 の パー カッ ショ ン 、 フ ィ リ 
ッ プ ・ ル ルー の 5 人 が 演奏 し て いる 。 気心 の 知れ た 仲間 達 と 創造 さ 
れ た この 「 タ プロ 」、 勿 論 ア ラル セン の 曲 、 構 成 で ある 。 内 容 は 、 ま 
さ に 芸術 と 呼べ る も の で あり 、 ア ラル セン は この 時 、 作 曲 家 と し て 
の 力量 を いか ん な く 発 揮 し た 。 こ の 作品 が 「N'” 1」 と され て いる の 
で 、 も し か する と 「N' 2」 も 作っ て いる か も 知れ な い 。 (中 藤 ) 








JUPITER SUNSET 
Jupiter Sunset 
LP/Pathe 2C 064-11238 ? 年 


gk DL 


ファ ンタ ジッ ク な 内 容 の スト ー リ ー を テー マ に し た トー タル ・ ア 
ル バ ム で ある 。 ジ ャ ケッ ト の 内 側 に は 4 枚 の 挿絵 が あり 、 収 録 さ れ 
た 10 曲 に 簡単 な 説明 が 付い て いる (曲名 、 歌詞 は 英語 だ が 、 説明 は フ 
ラン ス 語 )。 ジャ ケッ ト 裏 側 の イラ スト か ら 、 グ ルー プ は 4 人 編成 と 
思わ れる が 、 ヴ ォ ー カ ル は 別 と し て 、 実 際 に 彼ら が 演奏 し て いる か 
どう か は 分 ら な い 。 サ ウン ド 的 に は か な り プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 
色 の 濃い ポッ プス と 言え る 。 ス トリ ング と ピア ノ を 中 心 と する キー 
ボー ド が リリ カル な 雰囲気 を 醸し 出し て いる 。 フ ラン ス の ポッ プ ・ 
シー ン に お いて 、 イ ギリ ス に お ける 後期 の ビー トル ズ ( サ ウン ド の 完 
成 度 で は 大 きく 異な る が ) や 初期 の プロ コル ・ ハ ルム の よう な 位置 に 
あっ た バン ド で ある 。 (賀川) 








どど 








KOMINTERN 
Le Bal Du Rat Mort 
L P/Harvest 2C 062 11774 '71 年 





コミ ン テ ル ン は フレ ンチ ・ ロ ッ ク 竹 明 期 を 代表 する グル ー プ の 一 
つ で ある 。 彼ら の 作り 出す サウ ンド は 一 聴 し た と ころ コミ カル な 印 
象 を 与え る が 、 その実 、 ウ ィ ッ ト に 富ん だ 奥深 いも の で ある 。 中 で 
も ヴァ イオ リン や サッ クス を 中 心 に し た ノスタルジック な 部 分 は 特 
筆 に 値する 素晴らし い 出 来 と 言え る 。 ま た 、 ア ー ル ・ ゾ イ や ユニ ヴ 
ェ ル ・ ゼ ロ 、 更 に は Z.N.R. に 通じ る 曲 展開 も 見 られ 、 彼 ら の 時 いた 種 
は 70 年 代 後半 に 見 事 に 花開い た こと に な る 。 コ ミン テル ン は この ア 
ル バ ム 1 枚 を リリ ー ス し て 解 仙 、 ヴ ァ イ オ リ ニ ス ト の リシャール ・ 
オ ベ ペール は アト ー ル の セカ ンド ・ ア ル バ ム 「L'araignee-Mal」 に 参加 
し 、 オ リ ビ エ ・ ズ ドル ザ リ ク も 「Le Jardinier Du Couvent」 以 降 の 
マリ コル ヌ の アル バム で ベー ス を 担当 し て いる 。 (賀川 ) 


LAURENT PETITGIRARD 
Laurent Petitgirard 
LP/Instac STY 75048 72 年 





ALEPH、POP INSTURMENTAL DE FRANCE で 中 心 的 役割 を 果 
た し て きた ロー ラン ・ プ ティ ジラ ー ル の 「Laurent Petitgirard(Discodis 
140500) 」(72) に 続く セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 前作 で は テディ ・ ラ スリ 
ー、 ベ ルナ ー ル ・ リ ュ バ ら と 共演 し て いた が 、 本 作品 に 参加 し た ミ 
ュー ジ シ ャ ン は 全て クラ シッ ク 畑 の 人 で 、 内 容 も シリ アス ・ ミ ュー 
ジッ ク の 範 叶 に 属す る も の と な っ て いる 。 A 面 は 2 作品 、 弦 楽 四 重 
奏 団 と プティ ジラ ー ル の ピア ノ 及 び ピ アノ ・ ソ ロ が 収録 され て お り 、 
メロ ディ アス な が ら も 暗く 重々 し い 弦 楽器 と や や パー カッ シ ヴ な ビ 
アノ の 絡み 、 コ ン テ ン ポラ リー な ビ ピアノ ・ ソ ロ が 聴け る 。 一 方 、B 面 
は メゾ ・ ソ プラ ノ 、 男 性 合唱 、 チ ェ ロ の 共演 。 徐 々 に 変化 する ゆっ た り 
と し た メロ ディ が 印象 的 な スケ ー ル の 大 き な 曲 で ある 。 (賀川 ) 





隊 旨 LAURENT THIBAULT 
紀 Mais On Ne Peut Pas Rever 
Tout Le Temps 


科 ク L P/Ballon Noir BAL 13009 78 年 
NN CD/Musea FGBG 4054 


向い 





マグ マ て 等 数 多く の アー ティ スト の プロ デュ ー ス を 手掛け て きた ロ 
ー ラ ン ・ テ ィ ボ ー の 唯一 の ソロ 名 義 作 。 ア マン ダ ・ パ ー ソ ンズ 、 ダ 
ヴィ ッ ド ・ ロ ー ズ 、 リ シャ ー ル ・ ロ ー、 フ ラン シス ・ モ ー ズ 等 多く の 協 
力 者 を 得 て 製 作 さ れ て いる 。 サ ウン ド は 透明 感 の ある 女性 ヴォ ー カ 
ル 、 主 に 自然 音 で ある 効果 斉 、 フ ルー ト 、 ヴ ァ イ オ リン 等 の 使用 、 
マグ マ 風 の プレ イ 等 を 部 分 的 に 折り 込ん だ 変化 に 富む も の で あり 、 
それ ら を 包む よう に 繊細 な 音色 の アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター と メロ 
ディ アス で 柔 か な 音色 の ベー ス を 全体 に 配 す こと に よっ て 無理 の な 
い 流 れ と まとまり を 生ん で いる も の で ある 。 加 えて 柔 か な 音色 の 統 
一 感 と 穏やか に 溢れ 出す 抑揚 感 の 演出 は 、 ま さ に 彼 の 力量 を 示す と 
ころ の も の で ある 。 ジ ャ ケッ ト は アン リ ・ ル ソー の 作品 。 (松本 ) 


LB6 TRIO 
Baoha 
LP/Cybelia CY 333 '84 年 





A. ギ ター、 フ ルー ト 、 ヴ ァ イ オ リン の トリ オ で 地味 な が ら チ ェ ン バ 
ー・ サ ウン ド の 真髄 を 極め た 一 枚 。 近代 音楽 に ロッ ク を 融合 し た 様 
な 派手 な チェ ン バ ー・ ロ ッ ク ば か り も て は や され る 傾向 の 為 か 、 こ 
の 優れ た 一 枚 は 日 本 で レギ ュ ラ ー 入 荷 さ れ な が ら 未 紹介 に 終っ て し 
まっ た 。 内 容 的 に は 室内 楽 的 な 小品 集 で 、 う っ すら と 淡い 色彩 を 想 
わせ る 、 空 気 か 風 の 様 な 音 だ 。 シ ルク の 様 な 肌 ざ わり は 非常 に デリ 
ケー ト で 、 さ り 気 な さ の 中 に フラ ンス 人 らし い セ ンス を 感じ る 。 つ 
いで に 最近 の 隠れ た 作品 を 紹介 し て お こう 。 伊 の DOUBLING RIDERS 
の Box セ ッ ト は ミス テリ アス に ふやけ た 名 盤 ./ (平野 ) 








MAAJUN 
Vivre La MIort Du Vieux Monde 


LP/Vogue Collection Loisirs SLVLX 
545 71 年 





マジ ュー ン の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。 こ の アル バム の み グ ルー プ 
名 が MAAJUN と つづ られ て いる 。 ジ ャ ン ニ ルイ ・ ル フェ ー ヴ ル 、 ロ 
ジェ ・ ス カ グ リ 、 ア ラン ・ ロ ー、 シ リル ・ ル フェ ー ヴ ル 、 ジ ャ ン ニ 
ピエ ー ル ・ ア ルノー の 5 人 が 作り 出す サウ ンド は 正 に 彼ら 独自 の も 
の で ある 。 東 洋志 向 の 呪術 的 夫 囲 気 を 持っ た 曲 、 フ ルー ト と ヴォ ー 
カル を 主体 に 叙情 性 溢れ る 曲 、 サ イケ デリ ッ ク ・ サ ウン ド の 影響 を 
感じ させ る 曲 、 単 純 な リズ ム と フリ ー キ ー な サッ クス を バッ ク に ト 
ー キ ング ・ ボ ー カ ル が 延々 と 続く 曲 等 、 ア ル バ ム と し て の 整合 性 に 
欠け る こと も 事実 で ある が 、 個 々 の 曲 は いずれ も 挫 り の 利 いた 彼ら 
の オリ ジ ナ リティ を 強く 感じ させ る 内 容 と な っ て いる 。 (賀川) 





MAHJUN 
Mahjun 


L P/Saravah SH 10040 73 年 
CD/Mantra 037 








マジ ュー ン の セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 こ の アル バム か ら つ づり が MAHJUN 
に 変わ る 。 ジ ャ ン ニ ルイ ・ ル フェ ー ヴ ル (vln, f g, vo)、 ジ ャ ン ニ 
ピエ ー ル ・ ア ルノー(ds, per) 以外 は メン バー が 一 新 さ れ て お り 、 新 
た に 女性 サッ クス 奏者 ピエ ー ル ・ リ ゴー、 フ ィ リ ッ プ ・ ボ ポ ワ (b, p, 
per) が 参加 し て いる 。 サ ックス と ヴァ イオ リン を 中 心 に し た ジャ ズ ィ 
な 演奏 が 繰り 広げ られ る な か 、 通 常 の ジャ ズ ・ ロ ッ ク と は 異な っ た 
彼ら 独自 の 曲 展 開 を 見 せる 。 テ クニ ッ ク の 面 で は 問題 を 抱え て いる 
も の の 魅力 的 な 内 容 を 持っ た 作品 と 言え る 。 以後 「Mahjun (Saravah 
SH 10047) 」「Happy French Band(Gratte Ciel ZL 37049) 」「Un Homme 
Sur Deux(CBS 85655) 」 と 3 枚 の アル バム を リリ ー ス 、 次 第 に ポッ 
プ 色 を 強め て いく 。 (賀川 ) 





ら 6 づ 








MAHJUN 
Mahjum 
LP/Saravah SH 10047 74 年 





MAAJUN、MAHJUN の 計 5 枚 の アル バム を 通じ て 一 番 夫 囲 気 の あ 
る アル バム だ と いう 気 が す る 。 オ ー プ ニン グ の 物静か な ヴォ ー カ ル 
と ヴァ イオ リン に イメ ー ジ する な に や ら 暗 い ム ー ド は 、 ボ ッシュ の 
絵 を 俗 っ ぽく し た よう な ジャ ケッ ト に 通じ る と ころ が ある 。MAHJUN 
は ある 程度 ホッ プ で お どけ る よう か な 物語 ふう の 曲調 が 得意 だ と いう 
点 で 、 い か に も フラ ンス の バン ド と いう 気 が す る 。 こ の アル バム の 
各 曲 は 、 ヴ ァ イ オ リン や サッ クス 、 ヴ ォ ー カ ル 等 が メロ ディ ッ ク な 
味つけ を し て 、 し か も 一 本 調子 に 済ま な い 。 それ は 構築 的 な 作風 と 
いう より も 、 ア ンジ ュ な ん か が 持っ て いた 作風 に 近い も の だ 。 時々 
ヴォ ー カ ル ・ パ ー ト 等 が ふざけ る が 、 そ れ も う まく 曲 の 流れ に 沿っ 
て いて 、 実 は 力量 を 感じ させ た りす る 。 (松本 ) 





MA BANLIEUE FLASOUE 
Ma Banlieue Flasmue 
L P/Celluloid LTM 1021 79 年 


MA 上 IEUE 
FLADDU3 


マ ・ バ ン リ ュ ウ ・ フ ラス ク は フィ リッ プ ・ ボ ッ タ (sax) を 中 心 と し 
た 5 人 組 の フリ ー キ ー な ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ で 、 音 的 に は 、 
フラ ンク ・ ザ ッ パ や 初期 の ゴン グ に 近い も の を 持っ て いる 。 ア ル バ 
ム は この 他 に は 見 つか っ て お ら ず 、 メ ン バ パー も 無名 の 者 ば か り で あ 
る 。 サ ウン ド の 中 心 は 、 フ ィ リ ッ プ ・ ボ ポッ タ の フリ ー キ ー な サッ ク 
ス と チョ ポ の けた た まし く 気 狂い じみ た ヴォ ー カ ル に ある 。 し か し 、 
それ を 支え て いる ダブ プル ・ リ ー ド ・ ギ ター と バッキング ・ ヴ ォ ー カ 
ル 、 そ し て パー カッ ショ ン も 非常 に セン ス の ある プレ イ を し て いる 。 
随所 に 用 いら れる 効果 音 も ドラ マチ ッ ク で シア トリ カル で ある 。 特 
に A① か ら A② ま で の 展開 は 聞く 者 の 想像 を 絶 し て お り 、 こ の アル バ 
ム の ハイ ライ ト で ある 。 (宇田 川 ) 





MADRIGAL 
School Of Time 
LP/Mad 001 "77 年 





オリ ジ ナ リティ こそ あま り 感 じ ら れ な いも の の MADRIGAL も 平均 以上 
の 内 容 を 持っ た アル バム を 1 枚 残 し て いる 。 全 員 が それ ぞ れ リー ド ・ ヴ 
ォ ー カ ル が 取れ る と いう こと も あり 、 歌 が 中 心 と な っ て いる ( 歌 詩 は 英語 
で ある )。 アル バム ・ タ イト ル か ら 推 測 で きる 通り 、 か な り ポ ッ プ 性 が 強 
く 、 演 奏で 押し まく る タイ プ で は な い 。 そ れ で も 、 演 奏 自体 は し っ か り 
し て お り 、 フ ラン ス の 音楽 層 の 深 さ に 感心 させ られ る 。 ク ィ ー ン の ~ キ 
ラー・ ク イー ン "” 風 の メ ロディ に 乗せ て 10CC 並 の 美しい コー ラス が 聴け 
る A③、 泣 き の メ ロディ を 奏で る キー ボー ド が その 手 の フ ァ ン を 喜ば す 
だ ろう A④、 珍 し くも チェ ロ の 美しい イン トロ で 始ま る B② (後半 10CC 風 
に な っ て し まう が ) こ ん な 具合 に プリ ティ ッシュ ・ ロ ッ ク の 影響 が 時 に は 
プラ ス へ 、 時 に は マイ ナス へ と 作用 し て いる 。 (吉瀬) 


MAHOGANY BRAIN 
With Wen 


L P/Futura RED 02 71 年 





Futura レ ー ベ ル の ロッ ク ・ シ リー ズ RED の 第 2 弾 と し て 、 レ ッ ド ・ 
ノイ ズ に 続い て リリ ー ス され た マホガニー・ ブ レイ ン の ファ ー ス ト 
アル バム 。 見 開き ジャ ケッ ト 表 側 は 真黒 で 何 の 記載 も な い 。 ギ ター 
を 中 心 に ベー ス 、 パ ー カ ッ シ ョ ン 等 が フリ ー・ フ ォ ー ム な 演奏 を 展 
開 し 、 う つろ な 感じ の ヴォ ー カ ル が それ に 絡む 。 か な り フ リー な サ 
ウン ド で ある が 、 ロ ッ ク 色 は 濃い 。 や や 拡散 し た 感 が あり 、 完 成 度 
の 高い も の と は 言え な い が 、 こ の 時 代 に こう し た 試み を し た こと は 
意義 が あっ た と 言え る だ ろう 。72 年 に リー ド ・ ヴ ォ ー カ リス ト の Michel 
Bulteau が メン バー を 一 新 し て 録音 し た も の が 、5 年 後 の 77 年 、 ポ ー 
ル ・ レ ー ベ ル か ら セ カン ド と し て リリ ー ス され た が 、 こ れ も 同 系 統 
の サウ ンド で あり 時 代 を 感じ させ る 。 (賀川 ) 








MANU KATCHE 
I's Ahout Time 
CD/BMG ビ クタ ー BVCP-190 "92 年 





今 で は 誰 も が 知っ て いる 世界 的 な 人 気 ド ラマ ー、 マ ヌ ・ カ ッ チ ェ 
の 初 の ソロ ・ ア ル バ ム は 、 何 と カッ チェ が 初め て 披露 する ヴォ ー カ 
ル を 全面 に フィ ー チ ャ ー し た ポッ プ ・ ア ル バ ム だ っ た 。 それ も ピー 
ター・ ゲ イプ リエ ル を バッ ク ・ ヴ ォ ー カ ル に 従え る 度胸 の 良さ 。 カ 
ッ チ ェ の 歌 は 一 見 頼り な げ だ が 、 そ の ハス キー・ ヴ ォ イ ス は か つて 
の ジョ ン ・ マ ー ク を 思わ せ 、 歌 っ て いる 本 人 が 実に 気持 ちよ さそ う 
だ し 、 実 際 素 直 に 心 に 染み る 。 文句 の つけ よう が な い 一 級 品 の 味 わ 
い だ 。 何故 だ か 殆ど の 曲 が ト ム ・ ロ ビン ソン と の 共 作 と な っ て いる 。 
そもそも カッ チェ が ドラ マー と し て スタ ー ト し た の は ZAO と NEFFESH 
MUSIC か ら で 、 そ こ か ら 今 の 彼 を 想像 し た リス ナー は 一 人 も いな か 
っ た ろう 。 巡り 合わ せ と い う の は ある も の だ 。 (坂本 ) 





MARTIN CIRCUS 

En Direct Du Rock'n Rall ircus 

L P/Vogue Popmusic SLVLX 428 
*69 年 








この レコ ー ド は 仏 ロ ッ ク を 語る 上 で と て も 重要 な も の だ 。 デ ビュ 
ー・ ア ル バ ム に も 拘わら ず 、 卓 越し た 才能 を フル に 活か し て お り 、 
充分 な 実力 を 見 せつ け て いる 。 特 に ^ 人 生 は 夢 だ ′ は 仏 ロ ッ ク 独 特 
の 美しい 監 り の ある 代表 的 な 曲 で は な い だ ろ うか ? そし て スー プ 
じゃ な いよ ” は フラ ンス の 大 道 芸 的 な も の を 感じ る 事 が で きる 曲 。 
この 様 に 仏 ロ ッ ク シ ー ン に 欠か す 事 の で き な い 要素 を 全て 持ち 合わ 
せ た 最 も フラ ンス らし さ を 感 じ さ せる アル バム の 1 枚 で は な い だ ろ 
うか ? この アル バム 発表 の の ち に 、 大 幅 な メン バー・ チ ェ ン ジ が あ 
り 、 ア ラン ・ ジ ャ ッ ク ・ シ ヴィ リザ シオ ン (BYG) 、 バ ル タ ザ ー ル (Vogue) 
の メン バー を 加え た 。 マ ル タ ン ・ サ ー カ ス は 、 エ マニ ュ エ ル ・ プ ブー 
ズ と 共演 し た 事 も ある 。 (山田 美雪 ) 





らら 








MMELMOTH 
La Devanture Des lvresseS 


LP/Arion 3OTO 79 '69 年 
CD/Mantra 076 





'69 年 に クラ シッ ク 畑 の フラ ンス の 名 門 、 ア リオ ン ・ レ ー ベ ル よ り 
リリ ー ス され た メル モス の 1st ア ル バ ム 。 メ ル モ ス と は 後に ゴン グ と 
の 共 作 を シャ ンダ ー ル ・ レ ー ベ ル よ り リ リー ス す る ダシ ェ ル ・ エ ダ 
ヤ そ の 人 の こと で 、 彼 は 70 年 頃 に は 雑誌 ROCK&FOLK に 現代 音楽 関係 
の レビ ュ ウ を 寄稿 する な ど は 幅広 い 活 動 を 行っ て いた 。 こ の アル バ 
ム に 聴く こと の で きる サウ ンド は 当時 、 ソ フト ・ マ シー ン や ゴン グ 
達 が 行っ て いた 方 法論 に よっ て 創 ら れ 、 す な わ ち 現代 音楽 、 フ リー 
ミュ ー ジ ッ ク 等 の 斬新 な 音楽 性 を 取り 入れ 、 ロ ッ ク ・ フ ィ ー ル ド の 
中 で 開花 され る と いっ た も の で 、"69 年 の フラ ンス と を 考え る と と て 
つも な い 高 水準 の アル バム と いえ る 。 バ ッ ク は リシャール ・ ロ ー (Sax) 
を 含む 4 人 の ミュ ー ジ シャ ン 達 が 起用 され て いる 。 (山崎 ) 


MIEHEL MAGNE 
ElementsN'2 LEau 
LP/EGG LP 91039 '80 年 





フラ ンス の 哲学 者 ガス トン ・ バ シュ ラー ル (1884-1962) は 著書 「 水 
と 夢 」 の 序文 で 「 夢 は 四 つ の 根本 的 元素 の 支配 下 に ある 」 と 語り 、 
同書 を 含む 四部 作 で 夢想 と 想像 力 を エン ペド クレ ス の 唱え た 地 ・ 水 ・ 
火 ・ 空 の 四 大 元素 の 象徴 に 基づき 分 類 ・ 考 察し た 。 同 じ フ ラン ス の 
M・ マ ー ニ ュ は それ を 音楽 で 表現 し よう と し た の か も 知れ な い 。 先 に 
出 た 第 一 部 「 地 」 に 続く 第 二 部 は 「 水 」。 明 る い 水 、 流 れる 水 、 深 い 
水 、 優 し い 水 、 荒 れる 水 。 ク ラシック や 民族 音楽 の 要素 を 散り ば め 
な が ら 、 マ ー ニ ュ は 多様 な 「 水 と 夢 」 の 諸相 を 描き 出す 。 水 は し か 
し 主 に 女性 母性 的 な も の と 結び 付け られ て 来 た 。 その 意味 で 兄 フ 
ラン シス と 共に 参加 し た D・ ロ ッ ク ウ ッ ド の ヴァ イオ リン は 効果 的 だ 。 
残る 「 火 」 と 「 空 」 は どう な っ た の だ ろう 。 (高山 ) 





MICHEL MOULINIE 
Chrysalide 
LP/Crypto ZAL 6441 78 年 

















ミシェル ・ ム リ ニ ー の お そら く 1 枚 だ け で あろ うと 思わ れる アル 
バム 、「 ク リザ リー ド 」 は 全編 、 彼 の ソロ ・ ワ ー ク で ある 。 ギ ター、 
ベー ス 、 ヴ ァ イ オ リン 、 シ ン セ サイ ザー を た くみ に こなす 彼 の セン 
ス は 、 例 えば 、 チ ュー ブラ ー・ ベ ルズ 期 の マイ ク ・ オ ー ル ド フ ィ ー 
ルド に 近い 音 だ 。 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター の 心 休ま る 音色 、 流 れ 
を つく る エレ クト リッ ク ・ ギ ター。 ド イツ の ポポ ル ・ プ ブー あたり が 
好き た 人 に は 好ま れる か も 知れ な い が 、 あ くま で フラ ンス の 音 で あ 
る 。 ア ンジ ュ の フラ ンス ・ デ カン の プロ デュ ー ス に よっ て 作ら れ て 
お り 、 派 手 さ は な い が 、 い ぶし 銀 の よう な 名 作 で ある 。 な お 、 フ ラ 
ン シ ス の ソロ ・ ア ル バ ム 「 イ スト ワー ル ・ ド ・ フ ー」( フ ィ リ ッ プ ス 
9101-212) に も 参加 し て いる 。 (中 藤 ) 


MMICHEL RIPOCHE 
kc Emuim0X 
LP/Atlantic 50 194 75 年 


元 ズ ー の ヴァ イオ リ ニ ス ト 、 ミ シェ ル ・ リ ポー シュ の 1st ア ル バ ム 。 
ズー 自体 が そう だ っ た よう に 、 決 し て プロ グレ で は な いし 、 い わ ゆ 
る ジャ ズ ・ ロ ッ ク と も 一 味 違う 。 ご く 普 通 の ロッ ク を ヴァ イオ リン 
を メイ ン に し て 演 っ て いる 、 と いう 印象 を 受け る 。 この 作品 (以後 の 
作品 も そう だ が ) で は 、 フ ラン ス 独 特 の 渋み と いう も の は な く て 、 ラ 
テン 民族 の 脳天 気 な 明る さ が あ る 。 パ リ ・ コ ン セ ル バ ト ワー ル の 出 
身 。 ス タ ジ オ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン と し て 、 あ る い は ヴァ ン ゲ リス へ の 
参加 な ど マ イナ ー な レベ ル で の 活動 が 多い 。 他 の 作品 と し て は 、「 コ 
ント ゥ ・ ミ ュ ジ コ (Atlantic50350)」、「 ヴ ォ リ ュ プ タ な ん と 、 和 肉 
欲 と いう 意味 一 一 ( 加 Cadence CAD-1009、 又 は 仏 Spalax8.6832) 」 
他 が ある 。 (中 藤 ) 











MORANGE & FERTIER 
Love Spirale 
L P/Gratte-Ciel CIEL 2008 78 年 





Jean-Francois Morange(ac&el-g) と Andre Fertier(g, kbd, perc) 
の 2 人 に 2 で の ァ イリ スミ ドド ラマ ーー テッ クス 
奏者 、 タ ブラ 奏者 他 が 参加 し て いる 。 フ ェ ル ティ エ は CLIVAGE の リ 
ー ダ ー。 こ の デュ オ の 唯一 の アル バム は 、 モ ラン ジュ 作 の 詩 と 構想 
を 基 に し た トー タル 作 で 、 ス ペイ シー な ムー ド に CLIVAGE 流 サー ド ・ 
イア ー・ バ ンド 系 民族 音楽 色 が 混 り 、 ヴ ァ イ オ リン や サッ クス 他 が 
ソロ を 取り 、 そ し て ヴォ ー カ ル が 入っ て いる と いっ た 内 容 だ 。 ち ょ 
っ と 異色 な カラ ー が ある 。 これ で アル バム ・ ス トー リー は SF タッ チ 。 
し か も ナレ ーション も 入る 。 一 種 の 企画 物 だ が 、 広 が り の ある ま と 
ま M 訪 4G ク オル 寺 イ が ある (松本 ) 





寺 l MMORNMOS 
員 hreat Wall of Chima 
LP/CBS S 64430 71 年 





フラ ンス で 活動 し て いた アメ リカ 人 の プロ グレ ッ シ ヴ ・ フ ォ ー ク ・ 
ロッ ク ・ グ ルー プ 、 モ ル モ ス の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。 と も に ハイ ・ 
トー ン の 男女 ヴォ ー カ ル と 重厚 バチ ェ ロ 、 リ ズミ カル な ギタ ー、 メ 
ロディ アス な フル ー ト 、 軽 や か な リコ ー ダ ー が 絡ん だ 演奏 は 決し て 
複雑 な も の で は な い が 、 非 常に 聴き 応え が あり 、 各 メン バー の プレ 
イヤ ー と し て の 並々 な ら ぬ 力量 を 示し て いる 。 ユ ー モ ラス な 箇所 も 
ある が 、 全 体 の イメ ー ジ と し て どこ か 影 を 感じ させ る サウ ンド は と 
て も アメ リカ 人 の グル ー プ と は 思え な い 。 フ ォ ー ク 、 ト ラッ ド の 手 
法 を ベー ス に し て いる も の の 、 曲 は 全て オリ ジ ナ ル で あり 、 ロ ッ ク 
的 味付け も 程 良く され て いる の で 、 フ ォ ー ク ・ ロ ッ ク の ファ ン 以 外 
も 十分 に 楽し め る だ ろう 。 (賀川 ) 





らち ぢ 








MORMOS 

The Magic Snell Of Mother's 
Wrath 

LP/CBS 64979 72 年 





「Great Wall Of China」(CBS S 64430、71 年 ) に 続く モル モス の 
2nd ア ル バ ム 。 前 作 発表 後 、 多 少 の メン バー・ チ ェ ン ジ が あり 、 グ ル 
ー プ は ヴォ ー カ ル 、 フ ルー ト 、 ギ ター、 ウ ッ ド ウイ ンド 、 チ ェ ロ を 
メイ ン と する 5 人 プラ ス 作 詩 担 当 の 6 人 編成 と なか っ て いる 。 その サ 
ウン ド は 1st の 延長 線上 に あり 、 極 め て 完成 度 の 高い プロ グレ ッ シ ヴ ・ 
フォ ー ク ・ ロ ッ ク に 仕上 が っ て いる 。 各 メン バー の プレ イヤ ー と し 
て の 技量 は 素晴らし く 音 楽 的 教養 の 深 さ を 感じ させ る 。 メ ン バ ー は 
全員 アメ リカ 人 と の こと で ある が 、 作 品 か ら 受け る 印象 は 正 に ヨー 
ロッ パ で ある 。 ヨー ロッ パ 各 国 の ファ ン の 間 で は メロ ウ ・ キ ャ ンド 
ル 、 チ ュー ダー・ ロ ッ ジ 、 ス パイ ロジ ャ イラ 等 と 並ん で 最も 高く 評 
価 さ れ て いる フォ ー ク ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ の 一 つ で ある 。 ( 損 川 ) 


MOVING GELATINE PLATES 
Moving Gelatime Plates 


L P/CBS 64399 71 年 
CD/Musea FGBG 4062 





71 年 に 「The World Of Genius Hans」(CBS 64164) を 発表 し た 
M.G.P. の 同名 アル バム 。 1 st アル バム と 思わ れる 。 ユ ー モ ラス な ジャ 
ズ ・ ロ ッ ク と で も 言う べき サウ ンド で ある 。 3 、 4、5 あ た り の ソ 
フト ・ マ シー ン を フラ ンス 風味 で 演 っ て いる 、 と いう 印象 を 受け る 。 
ジェ ラー ル ・ ベ ルト ラム (g, vo) 、 モ ー リ ス ・ ア ルマン ジュ (kb, fl sax) 、 
ディ ディ エ ・ テ ィ ボ (b, vo)、 ジ ェ ラ ー ル ・ ポ ン (ds) の 4 人 で ある 。 
「 天 才 ー」 の 方 に は 、 ト ロン ボー ン 、 パ バスーン 、 ヴ ァ イ ブ 等 が 加え ら 
れ て いる 。 ジ ャ ズ の サッ クス と ドラ ム に 、 ロ ッ ク の ギタ ー と ベー ス 
を 足し た 音楽 性 は 、 と も する と フュ ー ジ ョ ン に な り が ち だ が 、 リ ズ 
ム の 詰め の 甘 さ が この バン ド を フラ ンス 風 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク に 押さ え 
て いる 。 (中 藤 ) 





MOVING GELATINE PLATES 
The World Of Genius Hans 


LP/CBS 64146 71 年 
CD/Musea FGBG 4101 


UINUINUIN 





MGP は マグ マ 、 ゴ ング 等 と 並び フラ ンス の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ 
ク 最 初期 の バン ド の 一 つ だ が 、 2 枚 の アル バム が 出 て いる だ け な の 
で 、 あ まり 知名 度 は な い 。 で も 音楽 の 方 は 有名 所 に ひけ を と ら な い 
と 思う 。 マ シー ン と ゴン グ の 中 間 を 行き フレ ンチ ・ ソ フト ・ フ ォ ー 
カス 気味 に どこ と な く 耳 ざわ り も いい 。 これ は 771 年 末 に 録音 され た 
2 作 目 に 当る も の で 、 彼 等 の 実力 が 盛り 込ま れ た 14 分 の 大 曲 が 収録 
され て いる 。 バ ンド は その 後 解 散 し 、 ベ ー ス 奏者 の ディ ディ エ ・ テ 
ィ ボ が マグ マ 、 ゴ ング の 交友 を 経て 、'78 年 に MOVING と し て バン ド 
を 再編 し た 。 そ の 80 年 の 録音 、5 曲 も 今回 、CD に 収録 され て いる 。 
も と も と 変 拍子 ロー ル の 小刻み な 展開 が 得意 で 、 サ ックス や フル ー 
ト も 軽やか な トー ン だ か ら 聴 きやすい と 思う 。 (松本 ) 


MOVING 
MVving 
LP/Amo CA641 '80 年 





フレ ンチ ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 狗 明 期 を 代表 する グル ー プ 
の 1 つ で ある ムー ヴィ ング ・ ゼ ラチ ン ・ プ ブレ イツ (MGP) の ベー シス トト 、 
Didier Thibault が 結成 し た 、 そ の 名 も ムー ヴィ ング の 唯一 の アル バム 。 
Thibault 以 外 に ギタ ー、 パー カッ ショ ン 、 サ ックス 、 キーボー ド が グ 
ルー プ に 参加 し て いる 。 MGP 解 散 か ら 8 年 近い 月 日 が 流れ て いる が 、 
曲 展 聞 、 サ ックス の プレ イ 等 に 確か に 残り 香 が 感じ られ る 。 残念 な 
こと に ムー ヴィ ング の 聴き 所 は そう し た 部 分 で あり 、 新 た な 試み は 
あま り 魅 力 的 で は な い 。 し か し 、 か つて の グル ー プ に 通じ る 部 分 も 
懐か し さあ っ て の も の で ある 。 「 今 、 自 分 は シー ン の 最 先端 に いる の 
だ 」 と いう 意識 の も と で 作ら れ た も の と 同 レ ヴェ ル の も の を 8 年 後 
に 作り 出す の は 不可 能 で ある 。 (賀川 ) 








NEMO 
Nemo 
LP/Agave AG35702 73 年 





スタ ジオ ォ オッ ミュ ニー ジン シ ャ ン と じ で 、 ま た 、 ラ イ ウ の パッ ク ・ パ シン 
ド と し て 非常 に 多く の 演奏 を し て いる 5 人 の ミュ ー ジ シャ ン 一 一 Pascal 
Arroyo(b, p) 、 Francois Breant(vo, e-p, org) 、 Clement Bailly (ds) 、 
Emmanuel Lacordaire(per, g) 、Marc Perru(g, vo) か ら 成る ネモ の 
ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。 比較 的 ポッ プ な 内 容 で 、 グ ルー プ と し て の 
強い 個性 は 感じ られ な い 。 メ ロディ アス か つ 流 れる よう な 演奏 は と 
も する と イー ズ ィ な 印象 を 与え か ね な い 。 確 か に 軽く 、 ド ラマ チッ 
ク な サウ ンド で は な い が 、 よ く 聴 け ば 、 そ れ な り に 凝っ た 構成 に な 
っ て お り 、 演 奏 も 無駄 な く 洗練 され た も の で ある こと が 分 か る 。 良 

質 の ロッ ク で は ある が 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 要素 は 少な い 。 
(賀川 ) 





NEM0O 
Doin Nuthin' 
LP/Agave AG35703 74 年 





ネモ の セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 前 作 と 同じ 5 人 の メン バー に 加え て 、 
一 部 の 曲 に Albert Morcoeur(as, b-cl) ら の ゲス ト が 参加 し て いる 。 
サウ ンド は 前 作 よ り も 和 伯 か に 凝っ た も の に な っ て お り 、 ス タ ジ オ ・ 
ミュ ー ジ シャ ン と し て 多く の 仕事 を し た 各 メ ン バ ー の 実力 が 遺 感 な 
く 発揮 され た 演奏 が 展開 され て いる 。 所 詩 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク 
の ドラ マチ ッ ク な 演奏 や ジャ ズ ・ ロ ッ ク の ドラ イヴ 感 の ある 演奏 と 
は 異な り 派 手 さ こ そ な い が 、 非 常に テク ニカ ル か つ 安 定 し た プレ イ 
で あり 、 細 か い 部 分 に も 気配 り が され て いる 。 一般 の プロ グレ ッ シ 
ヴ ・ ロ ッ ク と は 音 作り の 手法 が 多少 思 な る が 、 そ の サウ ンド は 、 文 
字 ど お り 、 プ ログ レッ シ ヴ な も の と 言え る 。 ジ ャ ケッ ト 内 側 の ポッ 
プ な イラ スト と レイ アウ ト が 時 代 を 感じ させ る 。 (賀川 ) 





らら ど 








NORTHERN CROSS 
Some Stories Never Told 
LP/59190 ? 年 








一 時 フラ ンス で 多く 見 られ た シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の 自主 製作 
盤 の ー つ 。 7 人 の メン バー に よる 演奏 は 、 サ ックス を 加え る な ど そ 
れ な り の 工夫 が 見 られ る が 、 シ ンプ ル で 素人 臭い も の で ある 。 また 、 
ヴォ ー カ ル が 英語 の た め 、 フ レン チ ・ ロ ッ ク な ら で は の 味わい も 感 
じ ら れ な い 。 曲 も 変化 に 乏しく 、 全 体 の 流れ も 平坦 で ある 。 演奏 し 
て いる 本 人 は 楽し いか も し れ な い が 、 聴 く 者 も 楽し ます レヴ ェ ル に 
まで は 達し て いな い 。 ジ ャ ケッ ト の 稚 抽 な イラ スト が 内 容 を 象徴 し 
て いる と 言え る 。 フ レン チ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク な ら ば 何で も 
と いう マニ ア 向 け の 作品 。 (賀川 ) 


" NVYL 

NyI 

L P/Urus 000.013 '76 年 
CD/Legend Music LM 9003 





Michel Peteau(g) と Stephane Rossini(ds) を 中 心 に する 意欲 的 な 
ロッ ク ・ バ ンド 。 他 の ミュ ー ジ シャ ン は 全員 ゲス ト 。 こ の ゲス ト 陣 
と 中 心 人 物 二 人 の 出す 音楽 と の ミス ・ マ ッ チ が 、 時 に 斬新 に アナ ク 
ロ に も 聴こえ る 。CD は NYL か ら NIL へ 綴り を 変え ジャ ケ を 変え 曲 順 
を 変え 、35 分 強 7 曲 の デモ を 追加 し て 、 ほ と ん と 原型 を と ど め て い 
な い 。LP の 方 の 音源 も スタ ジオ ・ ラ イヴ で 、 全体 に 勢い の ある 音 だ 。 
参加 陣 に は ジャ ニッ ク ・ ト ッ プ や アリ エル ・ カ ル マ 、LARD FREE の 
アン トワ ー ヌ ・ デ ュ ヴ ェ ル ネ 他 が お り 、NYL を お も し ろく し て いる 。 
特に バン ド の テー マ 曲 と も 言う べき タイ トル 曲 で は トッ プ の ベー ス 
が マグ マ 張 り に うめ く 。 これら 妙 な 顔合わせ に より 一 向 に 整合 感 は 
な い が 、 そ の 崩れ 具合 が 結構 いい 。 (松本 ) 








sm 2Z グ 4 UpEGA PLUS 
人 鍼 HowTokKiss The Sky 
LP/Pitch 3001 '69 年 


オメ ガ ・ プ ラス は マグ マ の 初代 ギタ ー リ スト と し て 知ら れる クロ 
ー ド ・ ア ンジ ェ ル (g, vo, fl s-recorder, t-recorder) が Gerard Levy 
(b) 、Marcel Engel(ds, vo) と 結成 し て いた トリ オ で ある 。A 面 に は 
クロ ー ド の ブルーズ ィ で 乗り の 良い ギタ ー と ヴォ ー カ ル を 中 心 に し 
た クリ ー ム の 影響 下 に ある 作品 、 フ ルー ト 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ 
ター を バッ ク に クロ ー ド が 感情 を 込め て 歌い 上 げ る 叙情 的 な 作品 、 
リコ ー ダ ー に よる ユー モラ ス な 小作 品 等 が 収め られ て いる 。 一 方 、 
B 面 は 16 分 を 越え る 大 作 で 、 キ ング ・ ク リム ゾン 、 ア モン ・ デ ュー ル 、 
ファ ウス ト 、 ジ ミ ・ ヘ ンド リッ クス を 融合 させ た か の よう な 斬新 か 
つ 力 強い 演奏 が 展開 され て いる 。'60 年 代 の フレ ンチ ・ ロ ッ ク ・ シ ー 
ン が 生ん だ 最も クリ エイ ティ ヴ な 作品 の 一 つと 言え る 。 (賀川) 


OME'TAXALIA ET BUCCHl 
Lettre Ocere 
L P/Uniteledis Uni 19.776 77 年 





ヴォ ー カ リス ト 、 オ メタ クサ リア の 事実 上 の 1st ア ル バ ム 。 フ レン 
チ ・ ロ ッ ク 界 で は 優 能 な セッ ショ ン ・ マ ン と し て 知ら れる ジャ ン ・ 
ルイ ・ ビ ュ キ と の 共 作 と いう 形式 を と っ て いる 。 こ こ で の ビュ キ は 
ジャ ズ 的 要素 は 余り 感じ られ な く 、 ク ラ シ カ ル な ピア ノ を 全編 弾き 
まく っ て お り 、 時 と し て 印象 派 か ら の 影響 の ある みず みず し さ を 感 
じ さ せ て くれ る 。 一 方 オメ タク サリ ア の ほう も 重み の ある 素晴らし 
い 歌 を 披露 し て くれ て いて 、 2 枚 組 と いう 大 作 を 中 だ る みな し に 歌 
い 切 っ て いる 。 バ ッ ク を 彩る アー ティ スト 達 も 緊張 感 の ある 見 事 な 
演奏 で ある 。 尚 、 オ メタ クサ リア は 79 年 に 2 nd「Antilope1」 を や は 
り ビ ュ キ の 協力 の 基 に 創る が 、 若 干 パ ワー は 沙 ち て し まっ た の が 残 
念 で ある 。 (山崎 ) 








HUGUES OMETAXALIA 
Antilope 1 
L P/Spalax FP86812 '79 年 





ユー グ ・ オ メタ クサ リア の アル バム は 、779 年 に ジャ ン ・ ル イ ・ ビ 
ュ キ の 協力 の も と 製作 され た 。` 永 遠 の 歌 ? と 名 付け られ た この 作品 
は 4 部 作 の 第 1 部 に あたる 。 ジャケット に セン ス の 良さ を 感じ させ 
る の だ が 、 肝 心 の 音 の 方 は 、 ビ ュ キ の ピア ノ と ベル ナー ル ・ パ ガ ノ 
ッ テ ィ の ベー ス な どの 入っ た バッ ク の 方 は 十分 魅力 的 な の だ が 、 ユ 
ー グ の ヴォ ー カ ル が 、 従 来 の シャ ン ソ ン 風 の 歌い 方 か ら 抜 け き ら な 
いと ころ も 多く 、 曲 に よっ て は 平凡 な ヴォ ー カ ル ・ ナ ン バ ー に な っ 
て し まっ て いて 感心 し な い 。 それ で も 三 曲 ぐら い は 淡々 と し た 中 に 
も 古代 の 儀式 を 連想 させ る よう な 曲 が あ る 。 要する に アル バム 全体 
の 印象 が 希薄 な の だ が 、 中 に は 良い 曲 も ある と 断 を 下す こと が で き 
NN う 。 (宇田 川 ) 





OPALE 
La Derniere Toile Du Maitre 
LP/Podom POD02 81 年 





781 年 に 自主 制作 され た オパール の アル バム 。 ac ギタ ー、 ピ アノ を 
中 心 に 非常 に 洗練 され た 美しい 旋律 が 楽し め る 。 フ ラン ス 語 独特 の 
ヴォ ー カ ル が 何と も 耳 に 心地 よい 。 それ を 控え 目 な が ら も 温か な シ 
ン セ 音 が そっ と 包み 込む 。 華 麗 な キー ボー ド プ レイ 等 は 一 切 盛り 込 
まれ て お ら ず 、 純 正 の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク と は 言え な いか も 知 
れ な い が 、 丁 寧 な 手作り の 音 を 積み っ 重ね る こと に より 驚く 程 み ずみ 
ず し い 世 界 を 築き 上 げ て いる 。 作品 の 完成 度 、 演 奏 技 量 と も 同年 代 
に リリ ー ス され た アル バム 群 の 中 で は ハイ レベ ル の 部 類 に 属し て い 
る と 言え る 。 な お 、 同 レー ベル か ら は 本 作 よ り カ ッ ト さ れ た シン グ 
ル が 出 て いる が 、 今 の と ころ 新作 が 発表 され た と いう ニュ ー ス は 聞 
か れ な い 。 (江田 ) 





ら ど Z 











OPERATION RHINO 
Fete De Politique Hehdo Lvon 
76 


他 USIGUE IPROVI す EE 


LP/ES 42 76 年 


OPERATION RHINO 
CRERTON 
COtiEcTiVE 
fGCe OS DOLIEIGUS ni ら todo 
YON76 











Jacques Berrocal、Raymond Boni、Richard Raux、Francois Tusques、 
Gilbert Artman、 沖 至ら 、18 人 の ミュ ー ジ シャ ン か ら 成 る 即興 演奏 
集団 、 オ ペレ ーション ・ リ ノ 。 各 メン バー の 発する 音 が 一 点 に 集 ま 
り 、 徐 々 に 大 きく な り 、 遂 に は 巨大 な 音 塊 と な っ て 襲い か か っ て く 
る か の よう な 演奏 、 ど こ か ユー モラ ス で 万 華 鏡 の よう に 変化 する 演 

、 斉 が モダ ン ・ バ レー を 踊っ て いる よう な 演奏 、 木 々 の うっ そう 
と し た ジャ ング ル を イメ ー ジ させ る 演奏 、 更 に は 、 ジ ャ ズ と し て オ 
ー ソ ドッ クス な 演奏 等 が 次 々 に 即興 で 展開 され る 。 非 常に イメ ー ジ 
が ふく らむ サウ ンド で 、 フ リー・ フ ォ ー ム な が ら も 聴き づら く な い 。 
18 人 の メン バー に よる 即興 演奏 と し て は 、 そ の バラ ンス の 良さ は 特 
筆 に 値する 。 (賀川 ) 


PAN-RA MUSIC FROM ATLANTIS 
Pan-Ra Music Frpm Alantis 
L P/Pan Ra 110 278 78 年 





正体 不明 。PAN は 楽器 の パイ プ と ギリ シャ の 羊 飼い の 神 を か け 合 
わせ た も の 、RA は 古代 エジプト の 太陽 神 、 そ し て ATLANTIS は …… 
と 裏 ジ ャ ケッ ト に 解説 が ある 。 と ころ で バン ド 名 は PAN-RA な の か 、 
Music From Atlantis は 何 な の か 、 こ れ も よ く 分 か ら な い 。 メ ン バ ー 
は Chaba Koncz(rec, bagpipe, cornet) 、Fredi Alberti(cal vIn-cel 
ukulele) 、 Michel Poiteau(g, jawharp, darbouka) の 3 人 。 順 に ハン 
ガリ ー、 ド イツ 、 フ ラン ス 、 の 混合 チー ム 。 これ に ゲス ト で Catherine 
Hourcq (vo) が 参加 。 も う 1 枚 に 較べ る と 、 こ ちら の 方 が アグ レッ シ ヴ 
な 演奏 が 多い 。 ジ ャ ズ の よう だ が トラ ッ ド の よう で 、 要 する に 様々 
な 要素 を 入れ た 少し オリ エン タル ・ ム ー ド の 即興 演奏 が 続く 。 

(松本 ) 





PAN-RA MUSIC FROM ATLANTIS 
Choho-Michel 


LP/Spalax 6.6806 2? 年 





正体 不明 、2 作 目 か ? こち ら は C.Koncz と M.Poiteau の デュ オ に な 
っ て 、 ゲ スト が 3 名 いる 。 小曲 が 多い 。 も う 1 枚 の 即興 調 の アグ レッ 
シ ヴ さ は あま りな く 、 か わっ て 落ち 着い た 曲調 が 主流 。 あ ちら が 狩 
猟 民 族 な ら こ ちら は 農耕 民族 か ? どちら に し て も 、 ト ラッ ド や ジ 
ャ ズ 等 を ベー ス に し て どこ か 物語 ふう な アコ ー ス ティ ッ ク ・ ミ ュー 
ジッ ク で は ある 。 む し ろ 古 楽 の イメ ー ジ に 近い か ? バン ド 名 や ジ 
ャ ケッ ト か ら 思 い 浮 か べそ うな メデ ィ テ イシ ョ ン 色 は な く 、 も っ と 
素朴 さ の 伝わる 音楽 で ある 。 ノ リ は ヒッ ピー っ ぽい が 鳴っ て いる 音 
の 方 は ヒップ で も シリ アス で も な い 。 他 に アル バム が ある か 、 メ 
ン バ パー 絡み が ある か 、 よ く 分 か ら な い 。 (松本 ) 


PATAPHONIE 
Patanh0nie 
LP/Pole 0003 75 年 





ピア ノ & オ ル ガ ン 、 ベ ー ス 、 パ ー カ ッ シ ョ ン 、 ギ ター の 4 人 か ら 成 
る 7 パタ プ ォ ニー の ヲ ァ ー ス トト 。 ク リム ゾン 、 ナ ショ ナル ・ ヘ ルス 的 
な 雰囲気 ちあ り 、 一 方 で フラ ンス し さも 十分 に 感じ させ る プロ グレ 
ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク が 聴け る セカ ンド ・ ア ル バ ム と は 大 きく 異な り 、 完 
全 に フリ ー・ フ ォ ー ム な 演奏 が 展開 され て いる 。 サ ウン ド は か な り 
暗め で あり 、 そ の 種 の も の と し て は や や 変化 に 乏しく 、 小 粒 な 感じ 
が する 。 全 員 が 力強く フリ ー・ フ ォ ー ム な プレ イ を 見 せる 部 分 か ら 
は 、 そ れ な り の 熱気 と や る 気 が 伝 わっ て くる が 、 型 に は まっ た 感 は 
否め な い 。 ま た 、 キ ー ボ ー ド を 中 心 に し た サウ ンド ・ ス カル プチ ャ 
ー 的 演奏 は 凡 唐 。 彼 ら の 本 領 が 発揮 され た と は 言い 難い 、 マ ニア 向 
け の 作品 で ある 。 (賀川 ) 








PATAPHONIE 
Le Matin Blanc 
LP/Feeri Music FEERI 178 '78 年 





1st「Pathaphonie」(P6le0003) より 遅れ る 事 3 年 、 よ う や く 発 表 
され た パタ フォ ニ の 2 作 目 。 ア ンド レ ・ ヴ ィ オ ー(g) 、 ジ ル ・ ル ソー 
(d)、 ピ エー ル ・ ド ゥ ムロ ン (b) の 編成 に な り 、 サ ウン ド も フリ ー・ 
フォ ー ム で 有 雰囲気 の 押し 流し の 様 で あっ た 前 作 か ら 飛 躍 的 に 緊張 度 
を 増し た 。 それ は 技量 と 計算 の 上 に 立っ た 変則 的 な 曲 進行 、 フ リー 
音 と の 絡み に よる も の で 後期 クリ ム ゾ ン を 意識 し た よう な 部 分 も 聴 
か れる 。 この 「 白 い 朝 」 と 名 付け られ た アル バム 同じ フリ ッ プ に 影 
響 を 受け た リシャール ・ ピ ナス の エル ドン と は 異な っ た 方 法論 で 作 
られ て いる 。 ジャ ズ の 要素 を 発散 させ た ヴィ オー と コン テン ボラ リ 
ー の 要素 を 押し 進め た ピナ ス の 差 だ 。 本 作 発表 後 し ば らく し て グル 
ー プ は 解散 し た 。 (中 藤 ) 





PATRICK BERNARD 
Exil 
LP/Gopal R.P.110 '81 生 


Ext 





「Montre-Moi Ton Visage」(Gopal 2212、78、779 年 ) に 続く パト 
リッ ク ・ ベ ルナ ー ル の セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 前作 を 遥か に 凌ぐ 出来 
を 誇っ て いる 。 フ ラン ス に は エマ ニュ エル ・ ブ ー ズ を 始め と し て 、 
シン ガー と バッ ク を 務め る ミュ ー ジ シャ ン と が 一 体 と な っ た 好 作 品 
が 少な く な い が 、 本 アル バム も そう し た 1 枚 で ある 。 ベ ルナ ー ル は 
プー ズ 、 リ ベロ 等 の 先 人 に 匹敵 する ほど の 強い 個性 こそ 持ち 合わ せ 
て いな いも の の 、 繊 細 な 感性 の 持ち 主 で あり 、 リ リカ ル な キー ボー 
ド (メロ トロ ン を 全編 に フィ ー チ ャ ー) を 中 心 と する 演奏 を バッ ク 
に 情感 に 富ん だ ヴォ ー カ ル を 披露 し て いる 。 地 味 な が ら も フラ ンス 
な ら で は の 1 枚 で ある 。 な お カナ ダ 盤 は ジャ ケッ ト を 変え て 収録 曲 
が 1 曲 違 い 、 ま た 曲 順 も 違う 。 (賀川 ) 





[= メニ 】 








PATRICK FORGAS 
Cocktail 
LP/Gratte Ciel CIEL 2006 77 年 





ドラ マー、 パ トリ ッ ク ・ フ ォ ル ガス の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。 ジ 
ェ ラ ー ル ・ プ レヴ ォ ー( ザ オ ) 、 パ トリ ッ ク ・ テ ィ ル マン (テル パン ド 
ル 、 ザ オ ) ら 、 実力 派 ミ ュー ジ シ ャ ン が 彼 を サポ ー ト し て いる 。A 面 
に は 小品 9 曲 が 収 め ら れ て お り 、 フ ォ ル ガス の 切れ の 良い ドラ ム ス 
を 差 礎 に 、 曲 ざ と だ に 、 ラ シル ニ トド サッ クス ギタ ニー ヴァ イオ リン 
等 が 、 短 いな が ら も 力 の 籠っ た ソロ を 披露 し て いる 。 一 方 、B 面 は 
18 分 の 大 曲 一 曲 。 ヴ ァ イ オ リン 、 サ ックス 、 エ レク トリ ッ ク ・ ピ ア 
ノ 、 ギ ター、 ベ ー ス に フォ ル ガ ス の や や ハス キー な ヴォ ー カ ル も 加 
わっ て 、 そ れ ぞ れ の ソロ を ちり ば め な が ら 、 緩 急 自 在 で ドラ イヴ 感 
の ある 演奏 が 展開 され て いる 。 や や 小粒 な 感 も な いで は な い が 、 良 
質 の ジャ ズ ・ ロ ッ ク で ある 。 (賀川 ) 





PRTRIEn UIRn 


PATRICK VIAN 
Bruits Et Temps Analogues 
LP/Egg 900 541 '76 年 


N 
BPMING ET iEPG RIPLD5LES 


フレ ンチ ・ ロ ッ ク 先 明 期 に 活動 し た 伝説 的 グル ー プ 、 レ ッ ド ・ ノ 
イズ の 中 心 的 メン バー だ っ た パト リッ ク ・ ヴ ィ ア ン 。 グル ー プ 解散 
後 は その 名 前 を 見 る こと も な か っ た が 、 7 年 の 年 月 を 経て 、 突 如 ソ 
ロ ・ ア ル バ ム を 発表 し た 。 レ ッ ド ・ ノ イズ 時 代 は ギタ ー と ヴォ ー カ 
ル を 担当 し て いた が 、 本 作品 で は シン セ サ イ ザー 奏者 と し て プレ イ 
し て いる ( 1 曲 だ け ピ アノ を 弾い て いる ) 。 シ ン セ サイ ザー の 変化 に 
富ん だ 音 と リズ ム を 基礎 に 、 フ リー キー な ギタ ー や 効果 音 等 を 組合 
わせ て 独特 の 音 空間 を 作り 出す と いう 手法 は 使用 し て いる 楽器 こそ 
違う が レッ ド ・ ノ イズ に 通じ る も の が ある 。 音 が 洗練 され 、 ま と ま 
り も 良く な っ て いる が 、 レ ッ ド ・ ノ イズ の 持っ て いた 圧倒 的 存在 感 
は 感じ られ な い 。 (賀川 ) 





II 古本 柄本 丁 朗 世 ( 下 可 還 : 


PHILHARMONIE 
Beau Soleil 
CD/ ヵ Productions CD 012290 ' 年 





フィ ル ハ ー モ ニ ィ は 元 シ ャ イロ ッ ク の ギタ リス ト Frederic L'EPee 
を 中 心 に Bernard Ros,Laurent Chalef の 計 3 人 の ギタ リス ト か ら 成 
る ユニ ッ ト で 987 年 以来 活動 を 続け て いる 。 メンバー は イン プロ ヴィ 
ゼイ ショ ン を 主体 と し た 自己 の 音楽 を 自ら イン プッ シオ ニス ト ・ ロ 
ッ ク (Impressionist Rock) と 呼び 、20 世 紀 初 頭 の フラ ンス 近代 音楽 
0 他 。、 ジ ライ アシ ャ イー/、 ス ティー ・ ラ ザイ 昌 、 旭 パー トド ャ ラリ 
ッ プ の 作品 に 影響 を 受け た と 語っ て いる 。 本 CD は 彼ら の ファ ー ス 
ト ・ リ リー ス で あり 、 ラ イヴ ・ レ コー ディ ング で ある 。 その サウ ン 
ド は 浮遊 感 に 富ん だ ゆっ た り し た も の て で 耳 に 心地 好い 。「New Age of 
Earth」 時 代 の アシ ュ ラ や 770 年 代 の ステ ィ ー ヴ ・ ラ イヒ の 作品 に 通じ 
る 響き が ある 。 (人 賀川 ) 


IIIWIIIIIWN PHILHARMONIE 
Les El6phants Carillonneurs 
CD/Cuneiform 93 年 





Cuneiform の と いう こと で 私 が 紹介 する こと に な っ た 。PHILHAR- 
MONIE は 元 SHYLOCK の ギタ リス ト 、 フ レデ リッ ク ・ レ ベー の 率い る 
ギタ リス ト 3 人組 だ 。 これが 2 nd アル バム に な る 。 R・ フ リッ プ の 
影響 も 勿論 ある の だ ろう 、THE CALIFORNIA GUITAR TRIO や 初期 
の HELDON の サウ ンド を 連想 する の は 容易 だ 。 全体 に と て も ゆっ た 
り と し て な だ ら か な 表情 の 音楽 だ が 、 ほ の か に 狂気 じみ た 色彩 が あ 
っ て 、 ど こ か マイ ク ・ オ ー ル ド フ ィ ー ル ド の 音楽 に も 通じ る も の が 
ある 。 ニ ュー・ エ イジ ・ ミ ュー ジッ ク の 仮面 を 被っ た 、 爽 や か な 偏 
執 狂 音楽 。 (坂本 ) 








PHILIPPE BESDUMBES 
Lihra 
LP/Pole 0004 75 年 





フィ リッ プ ・ プ ソン プ の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。GROUPE PATTERN 
な る 集団 に よっ て 作ら れ た 映画 「Libra」 の サウ ンド ・ ト ラッ ク で あ 
る 。 シ ン セ サイ ザー、 キ ー ボ ー ド 、 シ ター ル を 演奏 する プ ソ ンプ 他 
複数 の ヴォ ー カ リス ト 、 ギ ター リス ト 、 ベ ー シ ス ト 、 オ ル ガ ニ スト 、 
ドラ マー ら 、 多 く の ミ ュー ジ シ ャ ン が 参加 し て いる 。 シ ン セ サイ ザ 
ー と ヴォ イス に よる ミュ ー ジ ッ ク ・ コ ンク レー ト 風 の 演奏 、 シ ン セ 
サイ ザー と シタ ー ル に よる メデ ィ テ イシ ョ ナル な か 演奏 、 ミ ニ マ ル ・ 
ミュ ー ジ ッ ク の よう な 演奏 、 サ イケ デリ ッ ク ・ ロ ッ ク 調 の 演奏 等 が 
次 々 に 登場 する も 。 サ ウン ド ・ ト ラッ ク で ある こと を 考慮 し て も 、 や 
や 場 当 り 的 で 、 ミ ュー ジ シ ャ ン と し て の 明確 な ポリ シー を 感じ させ 
な い が 、 サ ウン ド 自 体 は それ な り に 楽し め る だ ろう 。 (賀川 ) 





PHILIPPE CAUVIN 
Climage 
L P/KC-1111 '82 年 





Philippe Cauvin は Uppsala の ギタ リス ト で あっ た と 同時 に 、 ソ ロ ・ 
アー ティ スト と し て も 個性 的 な 成果 を 上 げた 才 人 。Uppsala( 既 に 7" 
シン グル は 世に 出 て いた が ) に 先駆 ける 事 2 年 前 、 彼 の 1 st アル バム 
は リリ ー ス され た 。 ア コー ステ イッ ク ・ ギ ター か ら 奏 で られ る 近代 
て 初期 現代 音楽 を 初 徳 と させ る 不思議 な 和 声 と 、 ロ ッ ク 的 な ダイ ナ 
ミズ ム が 調和 し た モダ ン で 美しい サウ ンド は 、 彼 の 音楽 的 素養 の 幅 
広 さ と 深 さ 、 ギ タリ スト と し て の 技量 の 高 さ を 如 実 に 物語 る 。 加 え 
て 彼 の も う 一 つの トレ ー ド ・ マ ー ク と 言う べき (MAGMA と 言う より 
Seffer の それ に 近い ) な め ら か な ファ ルセット ・ ヴ ォ イ ス が 決定 的 な 
オリ ジ ナ リティ を 本 作 に 付与 し て いる 。 今 の 耳 に 広く 届け ば も っ と 
評価 は 高まる と 思う の だ が 。 隠れ た 名 盤 。 (山田 ) 








どら 





PHILrppm CAUVIN PHILIPPE CAUVIN 
MEMENTO MMement0 


L P/Komono Records/KI Records Del 
168 '84 年 





Uppsala を 率い る P.Cauvin の ソロ 2 作 目 。 繊細 且つ ダイ ナミ ズム も 
持ち 合わ せ た 特 異な スタ イル の クラ シッ ク ・ ギ ター を 中 心 に 、 リ ス 
ナー の 心 の 中 に 強引 に 割り 込む ほど の 説得 力 を 持っ た ファ ルセット 
ヴォ イス 。 他 の 楽器 や 少数 の ゲス ト を 人 えて も あく まで も 装飾 品 。 
きり きり と し た 感性 (嫌い な 言葉 だ が ここ まで 高み に 昇っ た 人 に 対 
し て は 褒め 言葉 と し て 使わ ざる を 得 な い ) が 完璧 な まで の 技術 の 上 
に な り 立 っ て いる 数 少な い 実例 。 前 作 と 同 傾向 だ が 2 作 い っ ぺい に 聞 
き 倒 し て し まう の が 正しい 楽し み 方 で は な い だ ろ うか 。B 面 全体 を 
使っ た 大 曲 も ギタ ー 十 ヴォー カル の 多重 な が ら 全 く 飽 き さ せ ず 。 外 
見 だ け な ら コー ド 進 行 と 和 声 が 唯一 無 二 の 前 作 と 共に 必聴 の '80 年 代 
の 隠れ た 名 作 。 (伊藤 ) 


PHILIPPE GRANCHER 
3000 Miles Away 
LP/Pole 0014 "77 年 





キー ボー ド ・ プ レイ ヤー、 フ リッ プ ・ グ ラン シュ の 礁 一 の アル バ 
クラ シン ジン 4 の 2 スラ 807 ク ci の 2 展 多 RUNy ク 回 
アジ ショ シン ジ シセ 0 羽 三 プロ ジョ オル ガ シ ョ ス ド シ グ ス ウ アカ 
ン サ ンプ ブル 、 エ フェ クト と 多く の 楽器 を 演奏 し て お り 、 一 部 の 曲 に 
は ギタ ー、 ベ ー ス 、 ド ラム ス な ども 参加 し て いる が 、 い ずれ の 曲 も 
オー ケス トラ 的 厚み を 持っ た も の で は な く 、 シ ンプ ル か つ メ ロディ 
アス な 音 ( ア コー ステ ィ ク ・ ピ アノ に よる 演奏 は シリ ル ・ ヴ ェ ル ドー 
を 思わ す 部 分 も ある ) で 聴く 者 の イメ ー ジ に 訴え か け て くる 作り に な 
っ て いる 。 曲 作り 、 演 奏 技 術 は 凡 証 で あり 、 グ ラン シュ と 波長 の 合 
う 人 以外 に は あま りお 薦め 出来 な い 内 容 と 言え る 。Tapioca レ ー ベ ル 
の 再発 盤 も ある 。 (賀川 ) 





PLAT 名 JOUR 
Plat Du Jour 
LP/Speedball 1002 77 年 





ギタ ー、 ベ ー ス 、 ド ラム ス 、 サ ックス 、 キ ー ボ ー ド の 5 人 を コア ・ 
メン バー と する プラ ・ ド ゥ ・ ジ ュー ル の 唯一 の アル バム 。 フ リー・ 
フォ ー ム な ギタ ー の 看 放 な プレ イ は 初期 の ゴン グ や 時 と し て エト ロ 
ン ・ フ ー・ ル ルー プラ ン を 思わ す が 、 リ ズム ・ セ クシ ョ ン が 非常 に 
安定 し て お り 、 パ ンド と し て の まとまり が 良く 聴き 易い 。 繰 り 返 し 
を 効果 的 に 使っ た 呪術 的 な 音 作り は フラ ンス の グル ー プ な ら で は の 
も の で 、 彼 ら な り の 個性 も 感じ られ る 。 知名度 こ そ 低 い が 、 中 々 の 
出来 と 言え る 。 彼 ら の 持ち 味 を うま く 引 き 出し 、 よ り め り は り の 利 
いた 音 作り が 出来 る よう な プロ デュ ー サ ー に 巡り 会 えた な ら ば グル 
ー プ は 大 成 し て いた か も し れ な い 。 資質 と し て 良い 物 を 持っ て いた 
だ け に 残念 で ある 。 (賀川 ) 


POLE 
Inside The Dream 
LP/Pole 0002 75 年 





POLE に は も う 1 枚 「Kotrill」 と いう アル バム が ある 。 それ 以外 に 、 
この グル ー プ は 同名 の レー ベル を 始め た 事 、 む し ろ こ ちら の 方 が 意 
味 深かっ た か も し れ な い 。P6le レ ー ベ ル は アン ダー グラ ウン ド な 空 
気 を 持っ て いて 、 エ レク トロ ニク ス ・ ミ ュー ジッ ク か ら 更 に 実験 的 
な 方 向 性 の 音楽 まで を 扱っ て いた 。 こ の アル バム は A 面 と B 面 で ミュ 
ー ジ シャ ン も 違 えば 、 音 の 方 も 違う 。 ど ちら も メデ ィ テ イシ ョ ナル 
な ムー ド を 持っ て いる 点 で は 共通 し て は いる が 。 A 面 は アコ ・ ギ の ア 
ル ペ ジオ に 効果 音 ふ う の ギ ター・ プ レイ を 重ね た も の で 、 ほ と ん ど 
ギミック 。25 分 1 曲 を 終始 ^ 神 秘 ” で の ギル モア の プレ イ で 通し た 
よう な も の 。 一 方 の B 面 は シン セ サ イ ザー・ サ ウン ド 。 ど ちら も 散漫 
な 印象 は ぬぐえ な い 。 A 面 は まだ 雰囲気 だ け は ある 。 (松本 ) 








LP/Vogue LOXV 17002 71 年 





ALEPH の メン バー と し て クラ シカ ル な 有 雰囲気 の ロッ ク を 演奏 、2 枚 
の シン グル を 残し た ロー ラン ・ プ ティ ジラ ー ル 。 その後 ヴ ァ イ オ リ 
ン 2 人 、 チ ェ ロ 、 サ ックス & フ ルー ト 、 ド ラム ス 、 ベ ー ス 、 ギ ター 
と と も に ポッ プ ・ ア ンス トゥ リュ マン タル ・ ド ゥ ・ フ ラン ス を 結成 、 
1 枚 の アル バム を 発表 し て いる 。 曲 作り 、 演 奏 技 術 と も に 当時 と し 
て は か な り ハ イ ・ レ ヴェ ル で ある が 、 ス トリ ング ス を 中 心 に クラ シ 
カル な 演奏 が 度々 ムー ド ・ ミ ュー ジッ ク 的 な も の に な っ て し まう 。 
その 奇妙 な と ころ が 彼ら の 魅力 と も 言え る が 、 時 代 を 感じ させ る 音 
で ある 。 そう し た 中 、 プ ティ ジラ ー ル の クラ シカ ル な ピア ノ 、 正 統 
的 な 流れ を 流 む ジャ ズ ィ な オル ガン は 最大 の 聴き 所 と 言え る 。 

(賀川 ) 





POTEMKINE 
Foetus 
LP/Pole 0010 76 年 





POTEMKINE の ファ ー ス ト 。 多 重 録音 に よっ て 作ら れ た セカ ンド と 
は 異な り 、 グ ルー プ は ギタ ー、 ヴ ァ イ オ リン 、 ピ アノ 、 ペ ベー ス 、 ド 
ラム ス の 5 人 編成 で ある 。 ク リア ー で メロ ディ アス な エレ クト リッ 
ク ・ ピ アノ 、 ゆ っ た り と し た ヴァ イオ リン 、 鳴 り の よい ギタ ー、 ハ 
イ ・ ト ー ン の スキ ャ ッ ト 等 が 次 々 に 登場 する 演奏 は 軽快 で あり 、 ジ 
ャ ズ ・ ロ ッ ク と し て の 魅力 が ある 。 し か し 、 リ ズム ・ セ クシ ョ ン が 
や や 弱体 で 、 ド ライ ヴ 感 に 欠け る 面 は 否定 出来 な い 。 曲 は め り は り 
が あり 変化 に 富ん で いる の で 聴き 易い 。 演 奏 技 術 、 曲 作り 、 オ リ ジ 
ナリ ティ 等 、 い ずれ も 傑出 し た も の と は 言い 難い が 、 そ れ な り の レ 
ヴェ ル に あり 、 中 堅 の ジャ ズ ・ ロ ッ ク 作 品 と し て 楽し め る 。 後 に Topioca 
レー ベル か ら 再 発 さ れ た も の は プレ ス が 悪い 。 (賀川 ) 
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PUTEMKINE 
Triton 
L P/Tartempion V30/ST7162 77E 


PTEANKINB 





ポテ ムキ ン は 、 グ バン 有三 兄弟 を 中 心 と し た グル ー プ で ある 。 これ 
は 彼ら の セカ ンド ・ ア ル バ ム で ある 。 この 他 に 彼ら は 1 st「Foetus」 
(Pele 0010- 再 発 は Tapioca 0010) 、 3 rd「Nicolas II」(Phaeton 
7801) を リリ ー ス し て いる 。 本 作 ま で は 完璧 な スタ ジオ ・ グ ルー プ 
だ っ た よう で 、 ピ アノ & ド ラム と いう クレ ジッ ト も あっ た が 、 サ ー 
ド で は ドラ マー を 加え て 、 ラ イヴ が 行え る よう に な っ て いる 。70 年 
代 後半 の フレ ンチ ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク の グル ー プ の 多く が マグ マ や ザ 
オ の 流れ を くん で いる の に 対し て 、 彼 ら は 全く 独立 し た 位置 に ある 
グル ー プ と し て 存在 し た 。 ク ー ル で イン テリ ジェ ンス あぶ ふれ る プレ 
イ は 、 ハ ッ ト フ ィ ー ル ド & ザ ・ ノ ー ス を 連想 させ る 。 (宇田 川 ) 


PYRANHA 
Pyranha 
L P/Epsilon EPSI-OO1 2? 年 





ピラ ー ナ が 自主 製作 し た 唯一 つの アル バム 。 ヴ ォ ー カ ル 、 ギ ター、 
オル ガン 、 パ ー カ ッ シ ョ ン 、 ベ ー ス 、 サ ックス が 作り 出す サウ ンド 
は フリ ー・ フ ォ ー ム な も の で 、 ど こと な く ARCHAIA に 通じ る 雰囲気 
も ある 。 演 奏 自体 は テク ニッ ク と は 無縁 の シン プル な も の で ある が 、 
それ が モザ イク の よう に 集まっ て 、 彼 ら な ら で は の 音 に な っ て いる 。 
初期 の ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の よう に 、 演 奏 技術 、 ア レン ジ 、 曲 作り 
と いっ た 純 音 楽 的 視点 を 離れ て 、 彼 ら の 思想 、 試 み 、 音 の 持つ イメ 
ー ジ 等 に 重点 を 置い て 聴く 音楽 で ある フラ ンス に は あま り 見 られ な 
い タ イプ の グル ー プ で あり 、 そ の サウ ンド は この 種 の も の と し て は 
個性 的 が 強く 、 悪 い 出来 で は な い 。 し か し 、 聴 き 手 を 選ぶ 作品 で あ 
る こと は 否定 出来 な い 。 (賀川 ) 

















RAMON PIPIN'S 0ODEURS 
1980: NO Sex! 


L P/Polydor 2473 106 '8O 年 





シャ ワー 室 で 手首 を 切っ て 自殺 し た ダッ チ ・ ワ イフ の ジャ ケッ ト 、 
が 錠 ク ッ ティ ネ 、 ヨー ケ ィ 下 。 ジ ラス キス ステ ラッ ムウ ァ ン デール: 
ダヴ ィ ッ ド ・ ロ ー ズ 、 フ ラン シス ・ ロ ッ ク ウ ッ ド ら 50 人 を 超え る ミ 
ュー ジ シ ャ ン の クレ ジッ ト 、 い っ た いこ の アル バム は どん な 音 な ん 
だ ろう 。 だれ も が 興味 を 持つ に 違い な い 。 この 時 点 で 既に ラモン ・ 
ピ パ ン の 術中 に は まっ て いる 。 ピ パン は 冗談 、 皮 肉 、 下 品 さ 等 を 売 
り 物 に し た 一 筋 縄 で は 行か か が い シ ン ガ ー で ある 。 そ の サウ ンド は 変 
幻 自在 で ある が 常に ポッ プ 。 参 加 メ ン バ ー は バッ ク ・ ミ ュー ジ シ ャ 
ン に 徹し て いる 。 (賀川) 


RED NOISE 
Sarcelles-Locheres 
LP/Futura RED 01 70 年 





'68 年 5 月 、 バ リ ケ ー ド に 囲ま れ た ソル ボン ヌ 大 学内 で コン サー ト を 開き 一 躍 
有名 に な っ た レッ ド ・ ノ イズ 。 こ の アル バム は 、 オ リ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー の フラ ン シ 
ス ・ レ モン ニ エ ら が コミ ン テ ル ン に 参加 する た め に 脱退 する な ど 若 干 の メン バ 
ー・ チ ェ ン ジ を 経た 後発 表 さ れ た 唯一 の 作品 で ある 。 パ トリ ッ ク ・ ヴ ィ ア ン (g, 
vo) 、 ダ ニ エ ル ・ ジ ョ フロ ワ (b, vo) 、 ジ ャ ン テ ク ロー ド ・ サ ンス ィ (sax, 人 vo) 、 
フィ ル ・ バ リー (ds, g, vo) に 加え て 、 ジ ョ ン ・ リ ヴァ ン ゴ ー(org) 、 オ ー ス チン ・ 
プ ブルー(per) の 2 人 が ゲス ト 参 加 し て いる 。A 面 で は ロッ ク 、 ジ ャ ズ 、 ボ ポッ プス 、 
効果 音 等 が 炊 々 に 飛び 出す コラ ー ジ ュ 的 曲 展開 が み ら れる 一 方 、B 面 は フ 
リー・ ジ ャ ズ の 要素 を 巧み に 取り 入れ た 実験 的 ロッ ク 作品 に 仕上 が っ て お 
り 、 中 々 の 力作 と いえ る 。 (賀川 ) 











RICHARD VIMAL 
Migrations 
L P/Polydor 2393 209 78 年 














70 年 に 発表 し た 自主 製作 シン グル 、'73 年 に バー クレ イ 傘 下 の Zapa 
レー ベル か ら リ リー ス し た シン グル 「Je Vous Salue Leur France」 
(Zapa BLY 81898) 、LP「Transparences」(Polydor 2473 059 77 年 ) 
に 続く 作品 で ある 。 ヴ ィ マ ル の 話 で は 「 フ ァ ー ス ト ・ ア ル バ ム は 全 
く プ ロモ ー ト を し な か っ た た め 800 枚 程度 し か 売れ な か っ た が 、 本 ア 
ル バ ム は フラ ンス の みな ら ず ヨー ロッ パ 各 国 で 積極 的 プロ モー ト を 
行っ た 結果 、7000 枚 表 の 売上 が あっ た 。」 と の こと で ある 。 ヴ ィ マ ル 
の シン セ サ イ ザー と ルネ ・ ル バー ル の アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター を 
中 心 に 展開 され る メロ ディ アス な 演奏 は ジャ ケッ ト の 絵 に 象徴 され 
る 甘く ロマ ンチ ッ ク な も の で ある 。 本 作品 に 続い て '80 年 に は 「Aquaryth- 
mies」(Polydor 2417 345) を 発表 し て いる 。 (賀川) 





RUCHE 
La Valise De Reve 


LP/Pathe Marconi 
74 年 


2C 064-12932 





EMI 傘下 レベ ー ル か ら 本 作 を リリ ー ス し た この バン ド 、 メ ジャ ー・ 
デビ ュ ウ を 果 し た だ け あ っ て 安定 し た 演奏 が 聞け る 。 部 分 的 に は MORSE 
CORD と の 類似 性 を 指摘 で きる が 、 全 体 的 に は メロ トロ ン の 導入 か ら 
も MOODY BLUES 的 万 人 向け を 狙っ た 昇華 され た ポッ プ ・ サ ウン ド 。 
最近 多い 1 一 2 度 針 を 落と す と 聞く 気 が 無く な る 低 レ ベル の シン フ 
ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク と は 違い 、 聞 く 度 に その 良さ が 港 み 出る 滋味 豊か 
な 作品 。 な お 後に ベー ス の Batard は HELDON 最 盛 期 の 5th か ら ラ スト 
作 迄 や Pinhas の 1st ソ ロ に 参加 。 (吉野 ) 
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ROCK CRITICS 
T. V.Show 
LP/Upon Tyne 282 "8O 年 








T.V. シ ョ ウ と 名 付け られ た レコ ー ド ・ タ イト ル と いい 、 ダ ンス 
する 若者 を 映し 出す チ テレビ の ジャ ケッ ト ・ デ ザイ ン と いい 、 一 見 バ 
プル ガム ・ ミ ュー ジッ ク 風 で ある が 、 何 と これ が ロッ ク ・ ク リティ 
クス の セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 A 面 は リズ ム ・ ボ ックス か ら 発 せら れ 
る 定形 リズ ム の 上 に 、 ギ ター、 ピ アノ 、 シ ン セ サイ ザー 等 の あま り 
変化 の な い フ レー ズ が 重なる と いっ た シン プル な 構成 に な っ て いる 
が 、 彼 ら の 卓越 し た 構成 力 は 聴く 者 を 決し て 飽き させ る こと な く 、 
徐々 に 自分 達 の 音楽 の 中 に 引き 込ん で いく 。 B 面 の 出来 が また 白眉 
で ある 。 け だ る く 、 夢 幻 の 、 曖 昧 模 交 と し た 世界 が 完璧 に 描き 出さ 
れ て お り 、 彼 ら が 一 つの 頂点 を 極め た よう に 感じ られ る 。 (賀川 ) 








PARADIA ROLAND BOCOUET 
の Paradia 
: が 2 L P/Cobra COB 37008 77 年 




















日 本 で は 考え られ な い ほ ど に 、 フ ラン ス で は 人 気 が あ っ た カタ ル 
シス 。 本 アル バム は その リー ダー 的 存在 で あっ た ロー ラン ・ ボ ッ ク 
の 唯一 の ソロ で ある 。 サ ウン ド は カタ ル シ ス に 近く 、 ボ ッ ク の ピア 
ノ 、 シ ン セ サイ ザー が ゆっ た り と メロ ディ アス か 演奏 を 展開 し 、 そ 
れ に ギタ ー、 フ ルー ト 、 パ ー カ ッ シ ョ ン 等 の 穏やか な 演奏 が 加わ っ 
て 、 上 昇 感 の ある 、 や や メデ ィ テ イシ ョ ナル な サウ ンド に な っ て い 
る 。 フ ラン ス に は あま り 見 られ な い 、 ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク 的 な 音 で 
ある が 、 ど こ か 騙 々 し く 、 あ まり あく の な いと ころ が フラ ンス 的 と 
言え る 。 ジ ャ ケッ ト の 色鉛筆 で 描か れ た 絵 の よ うに 、 リ ラッ クス し 
て 聴く と 楽し め る だ ろう 。 全 10 曲 な が ら 、 演 奏 時 間 は 30 分 と 短い 。 

(賀川 ) 





ROLAND HOLLINGER 
Bardo Thodol 
L P/Scorpios SC 109. 407 '78 年 





ギタ ー 及 び シ ン セ サイ ザー を プレ イ す る ロー ラン ・ オ ラン ジェ の 
ソロ ・ ア ル バ ム 。 オーボエ 、 ピ アノ 、 パ ー カ ッ シ ョ ン が 彼 を サポ ー 
ト し て いる 。 そ の サウ ンド は 、 エ ルド ン 、 リ シャ ー ル ・ ピ ナス 、 そ 
し て 、 フ リッ プ ・ ア ンド ・ イ ー ノ の 影響 下 に ある エレ クト ロニ クス ・ 
ロッ ク で ある 。 そ れ は 必ず し も 手法 的 に 新しい も の と は 言え な い が 、 
演奏 自体 は 穏やか な が ら も 繊細 で 、 聴 き 手 の イメ ー ジ を 強く 刺激 す 
る 。 ま た 、 彼 な ら で は の オリ ジ ナ リティ を 感じ させ る 部 分 も 少な く 
な く 、 こ の 種 の 作品 と し て は 中 々 の 出来 と 言え る 。 オ ラン ジュ の 作 
品 と し て は 本 作 の み が 有 名 で 、 知 られ て いる が 、 他 に も 同 傾向 の も 
の が リリ ー ス され て いる らし い 。 (賀川) 


RONNIE BIRD 
Ronnie Bird 
L P/London MLP 10062 '65'66 年 ? 





優れ た 60's ガ レー ジ ・ パ ンク の リイシュー で 知ら れる 仏 Eva レ ー ベ 
ル が 唯一 出し た 仏 ガ レー ジ の レコ ー ド と 言え ば 、 Ronnie Bird の 編集 
盤 (? )「En Public」 だ ろう 。 そ の こと か ら も 分 か る よう に R.Bird の 
評価 は 内 外 で 非常 に 高い 。 し か し 残念 な が ら 日 本 で は 情報 が 余り に 
少な く 、'65 一 !69 年 当時 に 彼 が 何 枚 の LP を 出し て いた か は 良く 分 ら な 
い 。 音 か ら 察 する に 本 作 が 彼 の 絶頂 期 に 於 ける 録音 で ある こと は 間 
違い な い 。A① や か らい き な り し ぴ れ る よう に か っ こ 良 い R&B、YARDBIR- 
DS スタ イル の パン ク ・ ナ ン バ ー が 続く 名 盤 。 現 在 他 に 60's 仏 ガレ ー 
ジ ・ シ ー ン を 知る 数 少な い 資 料 と し て は 、'65 一 '66 年 物 を 集め た コン 
ピ レ ー シ ョ ン 「Generation Perdue」 が 入手 可能 。 そ ちら も 一 聴 の 価 
値 あ り 。 (平野 ) 











あ | Sagq De RagnarLodhrock 
LP/Solaris SOL 001 79 年 


|N de プ | SA6A DE RAGNAR LODBROCK 
2 


Jean Cohen Solal (fl) 他 、 ギ ター、 キ ー ボ ポー ド 、 ベ ー ス 、 ド ラ 
ム ス 、 ト ロン ボー ン 等 の メン バー か ら 成 る SAGA DE RAGNAR LOD- 
BROCK の 唯一 の 作品 と 思わ れる 本 アル バム は 今 まで 全く 紹介 され た 
こと が な い が 、 そ うし た こと が 信じ られ な い ぐ ら い に 充 実 し た 内 容 
で ある 。 A 面 に は トラ ッ ド の 香り を か すか に 感じ させ る 繊細 な 作り 
の メロ ディ アス な 小曲 が 収め られ て いる 。 一 方 、B 面 は 組曲 で エマ 
ニュ エル ・ プ ブー ズ を 思わ す ド ス の 利 い た トー キン グ ・ ヴ ォ ー カ ル を 
中 心 に ダイ ナミ ッ ク で ドラ マテ ィ ッ ク な 演奏 が 展開 され て いる 。 

(賀川 ) 





SEM0OL 
ESSais 
LP/Futura SON 02 71 年 





Raymond Boni(g) の 「L'oiseau, L'arbre Le Beton」 で スタ ー ト 
し た Futura の SON シ リー ズ の 第 二 弾 。 2 人 の ギタ ー リ スト と パー カ 
ッ シ ョ ニス ト を 擁する SEMO00L が 残し た 唯一 の 作品 で ある 。 ギ ター 
に よる フリ ー・ フ ォ ー ム な 演奏 を 歪 ま せ た サ ウン ド は 初期 の フレ ッ 
ド ・ フ リス に 近い 雰囲気 が ある 。 ま た 、 フ リッ プ & イ ー ノ 時 代 の ロバ 
ー ト ・ フ リッ プ の よう な 奏法 も 見 られ る 。 全 体 に 試行 錯誤 の 感 が あ 
り 、 グ ルー プ 及 び プ レイ ヤー と し て 方 向 性 が 明確 で は な い が 、 '69 年 
1 月 、71 年 3 月 と いう 録音 時 期 を 考え る と 、 極 め て 斬新 か つ 意 欲 的 
な 試み だ っ た と 言え る だ ろう 。 現代 音楽 、 フ リー・ ジ ャ ズ と は タイ 
プ の 異な る フリ ー・ ミ ュー ジッ ク で ある 。 な お 、 本 作 以 後 の メ ン バ 
ー の 動向 は 全く 不明 で ある 。 (賀川 ) 





アジ 








SHYLOCK 
alorgues 


L P/Gialorgues 8001 '77 年 
CD/Musea FGBG 4105 





シャ イロ ッ ク の 1 st アル バム 。 厳 密 に 言え ば CBS 盤 は オリ ジ ナ ル で 
は な く 、 前 年 の 76 年 に タイ トル と 同名 の ジア ロ ル グ ・ レ ー ベ ル か ら 
出 た 物 が 初回 プレ ス で ある 。 編成 は g. key. dr. の 3 人 で 、b. は ギタ リ 
スト が 兼任 し て いる 。 全 体 的 な 音 の 印象 は 非常 に 攻撃 的 で 、 後 期 キ 
ング ・ ク リム ゾン か ら の 影響 を 感じ る が 、 そ れ は ギタ リス ト が その 
奏法 を R. フ リッ プ か ら 多 く 学 ん で いる こと に よる 。 が 、 同 時 に キー ボ 
ー デ ィ ス ト の セン ス は クリ ム ゾ ン の それ と は 異な っ て お り 、 彼 の 存 
在 が パンド の 単なる 類似 化 を 防い で いる 。 新 た に ベー シス ト を 加え 
た 2nd「fle De Fievre」(78 年 、CBS82862) で は 本 作 の 延長 線 に あ 
る 大 曲 を メイ ン に し つつ 、 即 興 の 要素 が 強い 曲 も 多く 収め られ て い 


SHYLOCK 
lle De Fievre 
LP/CBS 82862 78 年 





本 作 は SHYLOCK が 78 年 に リリ ー ス し た 2 nd アル バム で あり 、 ま 
た 同時 に 彼ら の 最終 作 で も ある 。 こ の アル バム で は 1 st レコ ー デ ィ ン 
グ 時 の オリ ジ ナ ル メ ン バ ー で ある 3 人 か ら 新 た に ベー シス ト 兼 ギタ 
リス ト の Serge Summa を 加え た 4 人 編成 に より 録音 され て お り そ の 
為 か 前 作 以上 に KING CRIMSON の 影響 を 色濃く 感じ させ る よう な ギ 
ター や パー カッ ショ ン 等 を 中 心 に 展開 する イン プロ ヴィ ゼー ショ ン 
的 な 部 分 が 増え て き て いる 。 し か し な が ら そ ね れ 以外 の 曲 に 関し て は 
1 st 同様 フリ ッ プ ナイ ズ さ れ た ギタ ー と テク ニカ ル か つ シ ン フ ォ ニ ッ 
ク に 曲 を 演出 する キー ボー ド が うま く 融 合 し た 緊張 感 に 富ん だ 高 水 
準 の 大 曲 を 聴か せ て くれ 、 1 st と 並ん で 名 盤 と 呼 ド の に な ん の た め ら 























る 。CD 化 の 際 、 未 発表 だ っ た 五 曲 が 追加 され た 。 ( 城 元 ) いも 要ら な い 素 晴らし い 作 品 に 仕上 が っ て いる 。 (島村 ) 
PDE ART SPACE ART STRUCTURE 
F 3(Play Back) Popn Musi 
LP/Carrere 67 575 「'? 年 L P/AFA N.E.C.20745 '70 年 
スペ ー ス ・ ア ー ト は 70 年 代 後期 に 3 枚 の アル バム (1st 「Space Art」 フル ー ト 、 ヴ ァ イ オ リン 、 ギ ター、 ベ ー ス 、 キ ー ボ ー ド 、 ド ラム 


Carrere2934101, 2nd「Trip In The Center Head」Carrere2934104) 
を リリ ー ス し た エレ クト ロニ クス ・ ユ ニッ ト で あり 、 基 本 的 に キー ボー 
ド の ドミ ニク ・ ペ リエ と ドラ ム ス の ロジ ャ ー・ リ ツィ テッ リ の 2 人 て で 構 
成 さ れ て いる 。 本 作 は 彼 等 の 3 枚 目 の アル バム で ある 。 彼 等 の サウ ンド ・ 
イメ ー ジ と いう も の は 、 一 言 で いう と する な ら ト リッ キー な エレ クト ロ 
ニク ス ・ ミ ュー ジッ ク と いえ る 。 どれ も 水準 以上 の 作品 で ある が 、 後 期 
に な る 程 、 セ ンス が 洗練 され て お り 、 か な り ポ ッ プ な イメ ー ジ が ある も 
の の 、 ヴィ ジュ アル に 自由 自在 に エレ クト ロニ クス を 操る 本 作 を 代表 作 
と し て お く 。 ド イツ 品 と は 全く 違う 、 正 に フラ ンス の 音 だ 。 洗練 され た 
良質 の トリ ッ プ ・ サ ウン ド 。 ハ イ ・ セ ンス な ジャ ン キ ー に 。 (山崎 ) 


ス 、 女 性 ヴォ ー 
ル バ ム 。 ロ ッ ク と ボッ プス が まだ 完全 に 分 離し て いな い 、 
外 の も の を 全て ポッ プ と 言っ た 時 代 の 作品 で ある 。 ジ ャ ン ル 的 に は 、 


カル に よっ て 作ら れ た 、 ス トラ クチ ャ ー の 唯一 の ア 


ジャ スズ 以 


エデン ・ ロ ー ズ 、 ポ ッ プ ・ イ ンス トゥ リュ マン タル ・ ド ゥ ・ フ ラン 
ス な ど と 同じ 範 暗 に 属す る サウ ンド で ある 。 曲 作り の 面 で 、'60 年 代 
の ポッ プ ・ ジ ャ ズ 風 の 古 さ を 感 じ さ せる 部 分 も ある が 、 リ ー ダ ー で 
ある Beronaro Wystraess の フル ー ト を 中 心 と する 各 メ ン バ ー の 演奏 
は 、 非 常に 表現 が 豊か で あり 、 メ ロディ アス か つ ド ラマ チッ ク な 展 
開 を 見 せる 。 今 聴い て も 十分 に 楽し め る 、 フ レン チ ・ プ ログ レッ シ 
ヴ ・ ロ ッ ク 静 明 期 の 名 作 の 一 つ 。 (賀川 ) 








SUBVERSION 
Suhversin 
LP/Pole SVB 020 76 年 





シュ プ ヴ ェ ル スィ オン の 唯一 の アル バム 。 自主 制作 盤 を ポー ル が 
ディ スト リピ ビ ュー ト し て いた も の 。 サ ウン ド 的 に は ボー ル ・ レ ー ベ 
ル の 一 連 の 作品 群 と は 異な り 、 実 験 的 な シン セ サ イ ザー・ 
ッ ク 的 な 面 は 少な く 、 メ ロディ アス な プロ グレ ッ シ ヴ ・ ジ ャ ズ ・ ロ 
ッ ク と いう 作風 に 仕上 が っ て いる 。 メ ン バ ー は 全く 無名 で 、 現 在 の 
消息 は 不明 で ある 。 A① は アコ ー ス ティ ッ ク な ギタ ー に よる イン ト 
ロ で は じ ま り 、 叙 情 的 な ヴォ ー カ ル と 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク と いう より 
も ジャ ジー な キー ボー ド が か らん で クラ イマ ックス に 達する 。 その 
他 の 曲 も カン タ ベ リ ー 系 列 や カル プ ・ デ ィ ア ン 風 の ジャ ズ ・ ロ ッ ク 
調 か つ メ ロディ アス な 作風 も か ね そなえ た も の が 多い 。 (宇田 川 ) 


ミー ンク 

















人 1 SUPER FREEG0 
員 Pourquoi Es-Tu Si Mechant ? 
市 LP/RCA PL 37657 '82 年 








Karaki な る ベー シス ト を リー ダー と する スー パー・ フ リー ゴー の 
唯一 アル バム 。 ゲ スト と し て 元 ヴ ェ ー ド ル ジ ュ の ギヤ ー ル 兄弟 が 
参加 し て いる 。 サ ウン ド の 要 は ベー ス と ドラ ム ス か ら 成 る リズ ム ・ 
セク ショ ン で 、 そ の 力強く 、 重 々 し い 演 奏 は マグ マ に 通じ る も の が 
ある 。 それ に 、 軽 い 女 性 ヴォ ー カ ル 、 管 楽器 が 絡む 展開 は マグ マ 、 
ある い は 、 エ スカ トン を 思わ す 有 雰囲気 で ある が 、 突 如 ラ ッ プ の よう 
な 男性 ヴォ ー カ ル 等 が 加わ っ て 、 ニ ュー・ ウ ェ イ ヴ ウ 調 に も 変化 する 。 
マグ マ 的 アグ レッ シ ヴ な サウ ンド に ニュ ー・ ウ ェ イ ヴ 的 要素 が うま 
< 導入 さ れ て お り 、 他 に 類 を 見 な い 、 非 常に 個性 的 な 音 を 作り 出す 
こと に 成功 し て いる 。Karaki と は 一 体 ど の よう な 人 物 な の で あろ うか 。 

(賀川 ) 








アゴ 





SUTAI 
Mutation 
LP/Vanessa VA 86002 の”? 年 








スタ イ の ミニ LP(A、 B 面 、 各 2 曲 で 、 総 演 奏 時 間 は 25 分 程度 )。 ギ 
ター、 キ ー ボ ー ド 、 ド ラム ス の トリ オ に よる 演奏 。 メ ロディ アス か 
つめ り は り の 利 い た 展開 は シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク 的 で ある が 、 シ 
ン セ サイ ザー の プレ イ の 一 部 に シン セ サ イ ザー・ ミ ュー ジッ ク 的 な 
雰囲気 が 感じ られ 、 ま た 、 リ ズム が ニュ ー・ ウ ェ イ ヴ 風 の 箇所 も あ 
る 。 し か し 、 そ れ ら が うま く 合 わ さ っ た 全体 の 流れ に は 無理 が な く 、 
他 で は 聴く こと の 出来 な い 個性 的 な サウ ンド が 楽し め る 。 如 何 に も 
自主 製作 盤 と いっ た 穫 気 の ある プレ イ で ある が 、 曲 作り に も う 一 エ 
夫 あ っ た な ら ば 、 も っ と 注目 され た で あろ う 。 本 ミニ ・ ア ル バ ム が 
唯一 の 作品 と 思わ れる 。'80 年 代 中 頃 の 作 ? (賀川 


TANGERINE 
De Lautre C6t6 De La Foret 


LP/Arcane 87.014 '75 年 
CD/Spalax Music 14856 


TANCERINE 





ジャ ン ・ ク ロー ド ・ ポ ニャ ン の アル カン ・ レ ー ベ ル は 後に クリ プ 
ト ・ レ ー ベ ル と 改名 され た 。 これ は 改名 前 の 同 レ ー ベ ル に 残さ れ た 
タン ジェ リー ヌ の 初 作 で ある と 思わ れる 。 彼 等 は 続い て 2nd「Memoire」 
(Crypto ZAL6400) を 、 メ ン バ ー の ヴァ レ リ ー・ プ テッ シュ は ポー レ 
ン と いう グル ー プ を 率い て 「Reves Cristal」 (Crypto ZAL6414) を 
発表 し て いる 。 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター と フラ ンス 語 の 語感 を 活 
か し た ヴァ レ リ ー の 透明 感 あ る ヴォ ー カ ル を 中 心 と する サウ ンド は 
フォ ー ク ・ ロ ッ ク と 呼ぶ に は や や 叙情 的 で それ は ギタ ー の アル ペ ジ 
オ 、 フ ルー ト の 絡み 、 時 折 聴 か れる キー ボー ド の た めで ある 。 メ ロ 
ディ ー に 古 さ を 感じ させ る が フォ ー ク ・ ロ ッ ク の 持っ 繊細 さと シャ 
ン ソ ン の 持つ 陰り を 備え て お り 瑞 々 し さ を 感 じ る 。 (松本 ) 





TANGERINE 
M6moire 


LP/Crypto ZAC 6400 78 年 
CD/Spalax Music 14855 








か つて クリ プ ト ・ レ ー ベ ル か ら リ リー ス さ れ た タン ジェ リー ヌ の 
セカ ンド ・ ア ル バ ム を CD 化し た も の 。 意 味 あ り げ な ジャ ケッ ト ・ 
デザ イン か ら 想 像 され る サウ ンド と は 異な り 、 ア メリ カン ・ ロ ッ ク 
の 強い 影響 下 に ある 。 フ ラン ス 語 の ヴォ ー カ ル で 歌わ れ て いる 曲 が 
な けれ ば フラ ンス の グル ー プ と は 思え な い だ ろ う 。 ソ フト で メロ デ 
ィ ア ス な 曲 、 の り の 良い 軽快 な 曲 等 、 バ ッ ク グ ラウ ンド ・ ミ ュー ジ 
ッ ク に は 悪く な い が 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン 向き と は 言 
えな い 。 ファー スト ・ ア ル バ ム を お 薦め し ます 。 (賀川) 


TAURUS 5 
Taurus 5 
LP/Vogue 508605 80 年 





キー ボー ド & ヴ ォ ー カ ル 、 ギ ター 2 人 (うち 1 人 は ヴォ ー カ ル も 担 
当 )、 ベ ー ス 、 ド ラム ス か ら 成 る トー ラス ・ フ ァ イ ヴ (サン ク ) が 残し 
た 唯一 の アル バム 。 そ の サウ ンド は アト ー ル を ハー ド に し た か の よ 
うな シン フォ ニッ ク で ドラ マチ ッ ク な も の と ハー ド ・ ロ ッ ク ・ グ ル 
ー プ と し て の 面 が 色濃く 出 た も の が ある 。 曲 は シン プル で は ある が 、 
め り は り の 利 い た まとまり の よい も の で 、 作 品 と し て の 出来 は 悪く 
な い 。 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク と も ハー ド ・ ロ ッ ク と も 言え な い 音 
作り の た め 、 フ ァ ン を 掘 むこ と が 出来 な か っ た の か も し れ な い 。 グ 
ルー プ の リー ダー 的 存在 だ っ た 、 キ ー ボ ー ド ・ プ レイ ヤー の Alain Triston 
は 、'82 年 に 、 同 傾向 の 作品 「Marechal Coeur De Reve(Black Sward 
BLS 308192) 」 を 出し て いる 。 (賀川 ) 








TEDDY LASRY 
BC“ 
LP/RCA FPL 10148 '76 人 年 





テディ ・ ラ スリ ー は マグ マ に 在籍 し た こと の ある ミュ ー ジ シャ ン 
で あり 、 こ の アル バム の 次 に 発表 され た 「Seven Stones」( 邦 題 「 石 
晶 幻 想 」) (RCA PL37257) を 御存知 の 方 も 多い で あろ う 。 そ の 他 に 
も 自主 制作 盤 「Tutti Frutti」 (砂糖 菓子 の 名 ) 他 を 発表 し て いる 。 本 
作 は ベー ス に ジャ ニッ ク ・ ト ッ プ 、 ド ラム に アン ドレ ・ セ カレ ッ リ 
を むか えて いる 他 は 、 全 て の 楽器 を 彼 が 演奏 し て いる 。 ス ペイ シー 
な キー ボー ド ・ プ レイ が 虚空 に し みわ た る よう に 広がっ て いき 、 フ 
ルー ト の 旋律 が 小鳥 の よう に 飛び か う 様 は 秀逸 で ある 。 単調 な シシ 
セ ・ ミ ュー ジッ ク に お ちい ら ず に 、 フ レン チ ・ ジ ャ ズ の エッ セン ス 
と 、 エ スプ リ の きい た 暖か み の あ る 名 作 で ある 。 な お 、 日 本 盤 LP は 
発売 直前 で 回 収 さ れ 、 市 場 に は 少数 し か 出 て いな い 。 (宇田 川 ) 








記 4 TEDDY IASRY 
Seven Stones 
に LP/RCA PL 37257 79 年 





初期 MAGMA に お ける サキ ソフ ォ ー ン 奏者 で ある 彼 の ソロ 。 か な り 
の 数 の ソロ 作品 を リリ ー ス し て いる よう だ が 代表 的 な の は 本 作 と 「e 
=mc"」 で あろ う 。 一 部 、 若 二名 の ゲス ト を 使い な が ら 全 パ ー ト を 演 
奏し 、 宝 石 の 名 前 を タイ トル に し た 7 つの 曲 を 築き 上 げ て いる 。 中 
心 と な る の は シン セ サ イ ザー と シー ケン サー で 、 あ まり だ ら だ らし 
な い 幻 想 的 な 世界 と な っ て いる 。 全 体 の 出来 は 「e=mc:」 に 一 歩 譲る 
が 本 作 も な か な か 良く 練 ら れ て いる 。 因 み に 彼 の MAGMA 以 外 で の セ 
ッ シ ョ ン 活 動 は 意外 と 少な く 、Gilles EIbaz、Zabu、PERCEPTION 
の 2 nd 辺り に と どまり MAGMA 脱 退 後 は ソロ 活動 に 専念 し て いる こと 
に な る 。 (伊藤 ) 





アブ 








LP/Sonimage SI 829 '82 年 





R CA レーベル か ら の 2 枚 の 公式 レコ ー ド 以外 に も 放送 局 用 等 、 
数 多く の 特殊 レコ ー ド を 作成 し て いる テディ ・ ラ スリ ー。 し か し 、 
それ ら の 大 部 分 は 、 そ の 性 格 上 、 我 々 の 興味 を 引く サウ ンド を 有 し 
て いる と は 言い 難い 。 こ うし た 中 で 、 本 アル バム (ソニ マー ジュ ・ 
レー ベル に は 本 作 以 外 に も 、「Action Printing <Sonimage SI820> 
75」「La Femme Qui Vanait D'Ailleurs < 同 SI823> 77」「Interpol く 同 
SI825> 79」 の 3 枚 の アル バム が ある ) は そう し た 本 来 の 目的 を 離れ 
て 、 一 枚 の アル バム と し て 充実 し た 作品 と 言え る 。 各種 キー ポ ボード 
と パー カッ ショ ン を 用 いて 1 人 で 作り 上 げた 12 曲 の 中 に は ポッ プ な 
作品 も ある が 、「e=mc*」 を 思わ す ド ラマ チッ ク な 曲 、 多 重 録音 を 効 


TOTAL ISSUE 
Total ISsue 
L P/United Artists UAS 29174 '71 年 





アン リ ・ テ キシ ェ 、 ア ルド ・ ロ マ ノ 、 ジ ョ ル ジ ュ ・ ロ カテ リ 等 が 
結成 し た ポッ プ ・ ロ ッ ク ・ ユ ニッ ト 、 ト ー タ ル ・ イ シュ ー の 唯一 の 
アル バム 。 いわゆる フォ ー ク ・ ロ ッ ク に 無理 矢 理 突っ 込ん だ ジャ ズ 
風味 が 、 何 と も 言え ず 楽 し い 。 ロ カテ リ は すでに 安定 し た プレ イ を 
聞か せる 。 ク リス ・ へ イワ ー ド の ギタ ー が 美しい 。 も う 一 人 の ギタ 
ーー コミ シュ ・ リ アル テイ は 、 ロカ テリ に 比べ より ロッ ツク 的 だ が 
今 一 歩 で ある 。 こ の ユニ ッ ト が どう いう 経過 を も っ て 結成 され 、 ま 
た 解散 し て いっ た の か は 定か で な い が 、 有 数 の ジャ ズ ・ ミ ュー ジ シ 
ャ ン が 極度 に ポッ プ な サウ ンド を 展開 し た 事 に キ 裂 の 原因 が あっ た 
の だ ろう 。 文頭 に あげ た 3 人 は 、 今 で も 第 一 線 の 現役 ジャ ズ ・ マ ン 








果 的 に 利用 し た メロ ディ アス な か 曲 等 は 印象 的 で ある 。 (賀川 と し て 活躍 し て いる 。 (中 藤 ) 
TRAUELLING TRIANGLE 
Voici La Nuit Tomhee Triangle 
LP/Futura RED 06 73 年 LP/Pathe Marconi 2C 062 11147 
70 年 





MOMOI LA 
NO TONBEE 








Yves Hasselmann(p, org, vo) 、Jacques Goure(b) 、Roger Gremillot 
(ds) か ら 成 る 伝説 の トリ オ 、 ト ラヴ ェ リ ング 。 彼 ら の 唯一 の 作品 で 
ある 本 アル バム は 本 作 発表 後 活動 を 停止 し た フト ゥ ー ラ ・ レ ー ベ ル 
の 最後 を 飾る に 相応 し い ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク の 名 作 で ある 。 ソ フト ・ マ 
シー ン 、 ナ イス の 影響 を 感じ させ る 彼ら の サウ ンド は ジャ ズ 的 要素 
を 内 包 し て いる が 、 本 質 的 に は ロッ ク 的 手法 に 基づく も の で ある 。 
アッ セル マン の マイ ク ・ ラ トリ ッ ジ を 初 視 させ る オル ガン 、 キ ー ス ・ 
エマ ー ソ ン に も 通じ る 力強く テク ニカ ル な ピア ノ が 最大 の 聴き 所 と 
な っ て いる 。 本 作 発表 後 グ ルー プ は 解散 、 ア ッ セ ルマン は クリ プ ト ・ 
レー ベル 等 か ら 4 枚 の LP を リリ ー ス し 、 更 に カセ ッ ト に よる 作品 
を 発表 し て 、 現 在 も 活動 を 続け て いる 。 (賀川 ) 








トリ アン グル の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。 メンバ ー の 正式 な クレ ジ 
ッ ト は な い が 、 ジ ャ ン テ ニ ピ エー ル ・ プ レヴ ォ タ 、 パ ピロ ン 、 フ ラン 
ソ ワ ・ ジ ャ ノー、 マ リウ ス ・ ロ ラン ツィ ー ニ の 4 人 が 参加 し て いる 
も の と 思わ れる 。 当時 、 既 に 一 部 で は か な り 有 名 な ジャ ズ ・ ミ ュー 
ジ シ ャ ン だ っ た ジャ ノー の 影響 も あっ て 、 そ の サウ ンド は ジャ スズ 的 
要素 を 取入れ た ポッ プ な ロッ ク と な っ て いる 。 以後 、 よ り ポ ッ プ な 
「Viens Avec Nous(Pathe 2C06411) 」、 ス テ フ ァ ン ・ グ ラッ ペリ (vin) 
を ゲス ト に 迎え た 「Homonymie (Pathe2C06210873) 」 を 発表 し て グ 
ルー プ は 解散 する 。 後 に ロラ ン ツ ィ ー ニ は エディ シオ ン ・ ス ペ シ ア 
ル を 結成 、 パ ピロ ン も ソロ ・ ア ル バ ム を 発表 する 。 ま た ジャ ノー は 
現在 も ジャ ズ 界 の 第 一 線 で 活躍 し て いる 。 ( 質 川 ) 








TRIODE 
On Na Pas Fini avoir Tout 
Wu 


L P/Futura RED 03 7 年 





フト ゥ ー ラ と いえ ば 、 フ ラン ス ・ ジ ャ ズ 界 で は 老舗 と いっ た よう 
な レー ベル だ が 、 残 念 な が ら 既 に 無い 。 し か も 意欲 的 に 再発 を 行っ 
て いた ムジ カ も 倒産 し た 。 そ の フト ゥ ー ラ の 中 で も 、R ED の シリ 
ー ズ は 、 レ ッ ド ・ ノ イズ (01) 、 マ ホ ガ ニー・ プ レイ ン (02) 等 の ロ 
ッ ク 色 の 強い 作品 を 発表 し て いた が 、 本 作 は 、 そ の 系 列 中 、 最 高 の 
内 容 を 誇っ て いる 。 ド ラマ チッ ク な 構成 リリ カル な フル ー ト 、 プ 
ルー ス を 基本 に し た ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ ギ ター。71 年 当時 、 こ れ だ け 
本 格 的 な バン ド が フラ ンス に 存在 し て いた 、 と いう の は 驚き 以外 の 
何 物 で も な い 。 加 えて 、 日 本 で は 、 マ ル タ ン ・ サ ー カ ス や ズー で ぐら 
いし か 紹介 され て いな か っ た 頃 、 す で に 彼 等 の よう な 無名 で は ある 
が 実力 ある 人 達 が 活動 し て いた の で ある 。 (中 藤 ) 





TROE 
Troc 
LP/CY 3002 U 73 年 








J・ ト ッ プ が マグ マ 参 加 直 前 に A・ セ カレ ッ リ 等 と 組ん で いた バ 
ンド 唯一 の 作品 。 ソ ウル フル な ヴォ ー カ ル と 小刻み な リフ 、 更 に は 
エレ ビ の 音 等 、 70 年 代 初頭 の 英 米 の バン ド の 影響 下 に ある も の で 、 
二 期 」・ ベ ッ ク ・ グ ルー プ を 思わ せる 部 分 か ら 、 よ り テ クニ カル な 
ジャ ズ ・ ロ ッ ク 的 な 物 ま で 多岐 に 渡る 。 フ ラン ス ら し さ は 無い も の 
の 水準 自体 は 仲 々 高く 楽し め は する 。 トップ の プレ イ 自 体 も 早い テ 
ン ポ の ジャ ズ 的 な 刻み 等 珍し く オ ー ソ ドッ クス な テク ニシ ャ ン 振 り 
を 見 せ た り する 他 、 既 に 背後 で 重く 響かせ る 独特 の 音色 も 見 せ て い 
る 所 も 興味 深い 。 (中 西 ) 








ア ち ぢ 





TROISIEME REVE 
Banlieues 
L P/Iris TR 1010 78 年 





トロ ワ ジ エム ・ レ ー ヴ の 唯一 の 作品 。 プ ザン ソン を 首都 と し た か 
つて の フラ ン シ ュ ・ コ ンチ 県 出身 の 6 人 の ミュ ー ジ シャ ン と 1 人 の 
詩人 に よっ て 作ら れ た も の で ある 。 シ ャ ン ソ ン 、 フ ォ ー ク 、 シ ン ラ フ 
ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク の 要素 を 巧み に 融合 し 、 斬 新 で メロ ディ アス な 音 
作り が され て いる 。 Alex Abouladze の 詩 を 切々 と 歌い 込む ヴォ ー カ 
ル 、 候 情 的 プレ イ を 展開 する エレ クト リッ ク ・ ギ ター、 フ ォ ー ク 色 
の 強い アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター、 的 を 射 た パッキング を 端正 に 勤 
め る ピア ノ 、 き ら め く よう な 音色 の シン セ サ イ ザー、 シ ャ ン ソ ン の 
香り 漂う アコ ー デ ィ オ ン 等 に よる 演奏 は 決し て 派手 で は な い が 、 非 
常に 安定 し て お り 、 聴 き 込 む ほ ど に 味 が 出 て くる も の と 言え る 。 彼 
ら 独自 の サウ ンド を 作り 出す こと に 成功 し た 名 作 で ある 。 (賀川) 


MAURIEE BOGUET 
Ballades Pour VpuS… 
L P/M.A.O 1011 82 年 





トロ ワ ジ エム ・ レ ー ヴ の ヴォ ー カ リス ト & ギ ター リス ト の モー リス ・ 
ボ ゲ の ソロ ・ ア ル バ ム 。 彼 を サポ ー ト し て いる 9 人 の メン バー の う 
ち 、 過 半数 が トロ ワ ジ エム ・ レ ー ヴ の アル バム に も 参加 し て お り 、 
実質 的 に は 、 グ ルー プ の セカ ンド ・ ア ル バ ム と 言え る 。 事実 、 サ ウ 
ンド も トラ ワ ジ エム ・ レ ー ヴ の 延長 線上 に あり 、 ボ ゲ の 表現 力 豊か 
な ヴォ ー カ ル と メロ ディ アス で タイ ト か 演奏 が 見 事 に 融合 し て いる 。 
曲 の 展開 、 演 奏 と も に 非常 に スム ー ズ な た め 、 ち ょ っ と 聴き に は あ 
っ さり し た 印象 を 与え る が 、 よ く 聴 く と 凝っ た 作り で ある こと が 分 
か る 。 フ ラン ス の 地方 の 人 々 の 人 間 性 が 反映 され た か の よう な 、 派 
手 さ こ そ な い が 、 力 強く 、 ミ ュー ジ シ ャ ン と し て の 自信 を 感じ させ 
る 作品 で ある 。 (賀川) 





UPPSALA 
Uppsala 
LP/UPPS 1114 「'84 年 





ジャ ズ ・ ロ ッ ク と いう 言葉 は この バン ド の 独特 な 雰囲気 を 伝え た いと 
思う と き や や 不適 格 だ 。 ギ タリ スト で あり ヴォ ー カ リス ト で ある Phillipe 
Cauvin の 持つ 個性 は 色濃く この グル ー プ を 支配 し て いる 。'84 年 に 発表 さ 
れ た ソロ アル バム 「Memento」 を 聴く と ギタ ー と ヴォ ー カ ル を 中 心 に す 
えた 構成 で 、 メ ロディ アス で 複雑 な 曲 は セン シテ ィ ヴ な ギタ ー、 そ し て 
ハイ トー ン の まる で ギタ ー の 弦 の つま び ぴき 、 ある い は 揺らぎ の よう な 繊 
細 な ヴォ ー カ ル に よっ て 成り 立っ て いる 。 これ が グル ー プ へ と 還元 され 
る と より ダイ ナミ ッ ク か つ 〇 構築 的 な サウ ンド へ と 進化 する 。 曲 に よっ て 
は マグ マ を 連想 させ る が 、 彼 ら は そう 言わ れる こと は 好ま な いよ うだ 。 
MAGMA の 本 質 が プリ ミ テ ィ プ で ある と すれ ば UPPSALA は モダ ニス テ 
ィ ッ ク な 知性 、 狂 気 を 備え た パン ド だ と 言え よう か 。 (松本 修一 ) 


VENT DEST 
Vent Dest 
牙 LP/Omega 67017 '8O 年 





プロ グレ 系 の アル バム を 多数 リリ ー ス し て いる Omega studio( 元 々 
は ジャ ズ の 練習 スタ ジオ で 、 レ コー ド 会 社 で は な い 。) より リリ ー ス 
され た VENT D'EST 唯 一 つの アル バム 。 オ ー プ ニン グ の 軽快 な ナン バ 
ー を 聴く と 、 思 わ ず ASIA MINOR を 連想 し て し まう が 、 聴 き 込 む に 
つれ て 彼ら の 本 質 が 、 も っ と 女性 的 で 愛くるしい も の で ある こと に 
気付 く で あろ う 。 曲 調 は や や ポッ プ で あり 、 英 語 で 歌わ れ て いる 曲 
も あっ た りす る が 、PENTACLE を 思わ せる ナイ ー ヴ な 感性 は 十分 に 
魅力 的 で ある 。 本 作 一 枚 の み で グル ー プ は 解散 、 キ ー ボ ー ダ ー の Patrice 
Witt は ソロ 活動 に 移り 、 ア ル バ ム 「For DJs And Long High Ways」 
を 発表 。 ポ ッ プ な 好 ア ル バ ム が ある が 、 プ ログ レ 色 は 大 幅 に 後退 し 
で I 眉 まう で いる 。 (中 島 洋一 ) 








VERTO 
Reel 1936 
LP/Fleau 7004 '78 年 








「Krigl Volubilis」(P6le 0009) に 続く ヴェ ルト の セカ ンド ・ ア ル バ 
ム 。 前 作 同様 、 ギ ター リス ト の Jean-Pierre Grasset が 、 曲 ご と に Benoit 
Widemann(key) ら 多く の ミュ ー ジ シャ ン と 共演 し 、 7 曲 を 演奏 し て 
いる 。 サ ウン ド の 方 も 無駄 な 部 分 が 削ら れ 、 よ り 聴 き 易 く な っ て い 
る が 、 基 本 的 に は 前 作 の 延長 線上 に あり 、 エ ルド ン 、 リ シャ ー ル ・ 
ピナ ス の 影響 が 感じ られ る 。 実際 、 ビ ナス と Francois Auger が 演奏 
し て いる の で は な いか と 思っ て し まう 部 分 ちあ る 。 し か し 、 そ れ だ 
け に 留まら ず 、 自 ら の スタ イル を 保ち な が ら 、 よ り ポ ッ プ な 領域 や 
より 実験 的 な 領域 に も 挑戦 し て いる 。 聴き 応え の ある 意欲 的 な 作品 
で あり 、 次 作 へ の 期待 も る 高まっ た が 、 残 念 な こと に ラス ト ・ ア ル バ 
SN22002GG9I ま WS (賀川 ) 





WAPASS0U 
WapaSss0u 
L P/Prodisc PS 37342 74 年 





ワ パ スー と いえ ば クリ プ ト ・ レ ー ベ ル 以 後 の 5 枚 の アル バム が 広 
く 知 られ る と ころ だ が 、 彼 等 は それ 以前 に も 1st シ ング ル 「Femmes 
Fleurs b/w Borgia」(Apgf AS 001) そし て 自主 レー ベル PRODISC 
より 本 アル バム を 発表 し て いる 。 作詩 ・ 作 曲 、 全 て の キー ボー ド を 
操る フレ ディ ・ ブ ル ア を 中 心 と する 4 人 の レギ ュ ラ ー・ メ ン バ ー の 
他 に 多彩 な が ゲスト を 含ん で 製作 され た も の で ある 。 ク リプ ト で の 1 
st アル バム の 原 曲 と で も いう べき A③ を 始め 、 未 だ 完成 度 は 発展 途上 
で あり な が ら 、 彼 等 の 独自 な スタ イル に よる 夢幻 的 な サウ ンド は す 
で に 確立 され て いる 。 ク リス タル の よう な 響き の 「 美 」 を 創り 出す 
ワ パ スー。 フ ラン ス の 先 明 に 埋もれ た 貴重 な 一 枚 で ある 。 (山崎 ) 





ア ど 








WAPASSOU 
Messe En Re Mineur 


L P/Crypto 2AC 6401 76 年 
CD/Musea FGBG 4111 





クリ プ ト へ 移籍 し て の 2 nd。 自 主 製作 盤 だ っ た 1 st に 目 を 付け た 
同 レ ヒー ベル の オー ナー が 援助 し た 形 で 製作 され た 。 ク リプ ト ・ レ ー 
ベル は 現在 で こそ 消 減 し て し まっ た が 、 ア ンジ ュ の マネ ー ジ メン ト 
会 社 の 系 列 だ っ た こと も あり 当時 は それ な り に 安定 し た 活動 を 行っ 
て いた 。「 ミ サ ・ 二 短調 」 と いう タイ トル 通り 宗教 曲 を 正面 か ら 扱っ 
た も の だ が 、 イ ー ラ ・ ク レイ グ の 3rd (本 当 は 4th!) と 共に 現代 版 
ロッ ク 宗 教 曲 の 2 大 傑作 と 呼ぶ に 相応 し い 内 容 と な っ て いる 。 フ レ 
ディ ・ プ リュ ア の オル ガン と シン セ に 人 導 か れ 、 独 特 の 浮遊 感 溢れ る 
ヴァ イオ リン と 女性 ヴォ ー カ ル 、 ギ ター が 織り 成す 聖なる 響き 。 そ 
の 響き は 遥か な る 天界 か ら の 啓示 と な っ て 、 我 々 を 魂 の 書 獄 か ら 救 
い 出す 一 つの 光明 で ある か の よう だ 。 (東野 明 広 ) 


WAPASSDU 
Salammh6 


LP/Crypto ZAL 6437 77 年 
CD/Musea FGBG 4112 





計 6 枚 の アル バム を 発表 し て いる ワ パ スー の 3 rd アル バム 。 ギ ュ ス 
ター ヴ ・ フ ロベール の 文芸 作 を 基 に 創 ら れ た トー タル ・ ア ル バ ム で 
ある 。 編 成 は key. violin. そ し て g.& b.. 担 当 の 女性 の 計 3 人 で 、 さ ら 
に ゲス ト の 女性 ヴォ ー カ リス ト が 参加 し て いる 。 こ の 作品 と その 前 
後に お ける 彼ら の サウ ンド の 特徴 は 、 い わ ゆ る リズ ム ・ セ クシ ョ ン 
が 存在 し な い 事 と 、 各 楽器 に 極度 の エコ ー 処 理 を 施し て いる 点 に あ 
る 。 こ うし て 生み 出さ れ た 彼ら の 音楽 は 独特 の 浮遊 感 に 満ち 、 ま た 
優美 さと 厳格 さ が 混在 し て お り 、 真 に オリ ジ ナ ル な 存在 と な り 得 て 
いる 。 演奏 技術 が 未熟 な 為 、 他 の バン ド で は 到底 プレ イ で きま いと 
思わ れる 女性 ギタ リス ト も 、 こ の ワ パ スー に あっ て は 重要 な 個性 と 
な っ て いる 事 が 、 彼 ら の 独自 性 を 証明 し て いる 。 ( 城 元 ) 





asg 呈 還 WMAPASSOU 
攻 2UUIUI( 


Ludwig 


LP/Crypto ZAL 6477 78 年 
CD/Musea FGBG 4113 


RTR 





ルー ト ヴ ィ ヒ I 世 一 1845 年 、 映 画 『 去 年 マリ エン パー ド で 。 の ロ 
ケ 地 と し て 知ら れる ニュ ン フ ェ ン ブルグ の 城 で 生ま れ た この パ ヴ ァ 
リア の 狂 王 に 魅 か れ た 芸術 家 は 数 知れ な い 。 ヴェルレーヌ 、 ア ポリ 
ネー ル 、 ダ ヌン ツィ オ 、 森 鳴 外 。 ワ グ ナ ー の パト ロン で あり 、 生 涯 
童貞 で あっ た と 言わ れる 時 代 錯 誤 王 。 ワ パス ー の クリ プ ト に お ける 
3 部 作 の 総決算 で も ある 本 作 は 、 ま さ に この 人 物 の 狂気 の 再現 に 向 
けら れ た 凄まじ い 洗練 度 と 緊張 感 の 漂う 傑作 で ある 。F・ プ リュ ア の 
シン セ 、K・ ニ ッ ケ ル (女性 !) の ギタ ー、 J・ リ クティ の ヴァ イオ 
リン の 綴 れ 織り も ここ に 極まれ り 。 本 作 に お いて 、 彼 等 は グル ー プ 
名 で ある 北ア フリ カ 辺 境 に ある と 言わ れる 伝説 の 地 、 永 遠 の 愛 と 平 
和 の 谷 ^ ワ パス ー” に 正 に 到達 し た の で ある 。 (東野 明 広 ) 


Gi6nuine 
L P/Sterne STE 26512 '81 年 





プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン が 壊 減 状 態 に あっ た '81 年 、 突 然 
ワ パ スー の 新作 が 現れ た 。 最 初 は 別 の バ パンド か と も 思っ た が 、 ク レ 
ジッ ト を 見 る と F・ プ リュ ア 、K・ ニ ッ ケ ル 、J・ リ クティ の 名 が 。 し 
か も ドラ マー と 専任 の 女性 シン ガー まで いる 。 慢 然 と し て し まっ た 。 
ここ で 聴か れる の は 、 ク リプ ト 時 代 と は 全く 趣き を 異 に し た 通常 の 
ポピュラー・ ソ ング 全 7 曲 で ある 。 と は 言っ て も プリ ュ ア の キー ボ 
ー ド 群 は 往年 の 輝き を 感じ させ る し 、 リ クティ の ヴァ イオ リン も 健 
在 で ある (ニッ ケル 女史 は 殆ど ベー ス に 専念 し て いる )。 女 性 シン ガ 
ー が ママ ・ ベ ア ・ テ キ エ ル スキ ー を 押し 潰し た よう な 声質 な の で 、 
この 辺 が プロ グレ ・ フ ァ ン に は 引っ 掛か ら な い 要 因 だ ろう か 。B③ 
の イン スト ・ ナ ン バ パー は 良い 。 (東野 明 広 ) 











7TTTT WAPSSOU 
Orehestra 2001 
LP/Omega 67060 86 年 


0 の が C77577X4 2077 


5th ア ル バ ム 「Genuine」 を 製作 ・ 発 表し て 以来 6 年 、 ワ パス ー が 
復活 し リリ ー ス し た 作品 。 全盛期 (クリ プ ト ・ レ ー ベ ル 時 代 ) の メ 
ン バ パー に 新た に ドラ マー (ドミ ニク ・ メ ッ ツ ) が 加わ り 、 2 人 の ヴ 
ォ ー カ リス ト と ギタ ー リ スト が ゲス ト 参 加 し て いる 。 プ リュ ア の シ 
ン セ サイ ザー を 中 心 に し た 限り 無く 甘美 で メロ ディ アス な サウ ンド 
は 従来 の 延長 線上 に ある が 、 定 型 リ ズム の ドラ ム と 女性 ヴォ ー カ リ 
スト と スキ ャ ッ ト (一 部 の み ) の 相乗 作用 の 所 為 か 、 多 少な り と も 
ムー ド 音 楽 を 連想 させ る 部 分 も ある 。「Salammbo」「Ludwig」 と い 
っ た か つて の トー タル 作品 と 比較 し て ポッ プ な 感 は 否め な い が 、 ワ 
パス ー の ファ ン に と っ て 興味 深い 作品 で ある こと も 事実 で ある 。 

(賀川 ) 





WURTEIMBERG 
Rock Fantasia Opus 7 
LP/Sterne STE 26511 「'80O 年 





元 IRIS の キー ボー ダーAlain Carbonare が 、Alain Markusfeld と の 
活動 、MACHIN (マシ ャ ン 。 プ ログ レッ シ ヴ な トラ ッ ド グル ー プ ) 
を 経て 発表 し た の が 本 アル バム で ある 。MACHIN 時 代 か ら 用 いて い 
た プ サ ル テリ オン (中 世 の 弦 楽器 ) に 自ら の 手 で 改良 を 加え ( 彼 は 
楽器 製作 者 と し て も 著名 で ある 。) この 四重奏 を 全面 的 に フィ ー チ ャ 
ー し て 、 透 明 で 繊細 か つ 中 世 的 気品 漂う 名 作 を 創り 上 げた 。 こ こ で 
は ロッ ク 、 ジ ャ ズ 、 ト ラッ ド 、 中 世 音 楽 が 一 体 と な っ て 昇華 され 、 
至上 の 美 と な っ て 結実 し て いる の で ある 。 残念 な が ら フ ラン ス で の 
知名 度 は 今一つ の 様 だ が 、 ス イス 、 カ ナダ で の 評価 は 高く 、 本 アル 
バム は 、 モ ント ルー レコ ー ド 大 賞 を 受賞 し て いる 。 (中 島 洋一 ) 
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YVES HASSELMIANN 
Mecanigue Memtale 
LP/Crypto ZAL 6497 80 年 





トラ ヴェ リン グ の メン バー と し て Futura レ ー ベ ル か ら 「Voici La Nuit 
Tombee」 を 発表 、 その後 、 約 5 年 間 沈黙 し 、 突 如 、 元 アン ジュ の ベ 
デジ シス Ra ダダ 三 エ Vs アー ニース と の 如く アリ ルル パ な を りり リーズ だ 
イヴ ・ ア ッ セ ルマン 。 本 作 は ソロ 第 一 弾 で 、 完 全 な ピア ノ ・ ソ ロ 集 
で ある 。 ト ラヴ ェ リ ング 時 代 の 演奏 は 、 マ イク ・ ラ トリ ッ ジ や キー 
ス ・ エ マー ソン に 通じ る 雰囲気 も ちあ っ た が 、 本 アル バム で の プレ イ 
は 完全 に ジャ ズ の 手法 に も と づい て いる 。770 年 代 、 ジ ャ ズ ・ シ ー ン 
に お いて 、 ピ アノ ・ ソ ロ ・ プ ブー ム が 起こ り 、 優 れ た 作品 が 数 多く 生 
まれ た が 、 あ る 意味 で は 本 作 も その 流れ を 組む も の と 言え る 。 一 部 
フリ ー・ フ ォ ー ム な 部 分 も あり 、 ダ イナ ミッ ク に 展開 する 演奏 は ア 
ッ セ ルマン の 並々 な ら ぬ 力量 を 示し て いる 。 (賀川 ) 


Z0ON ORCHESTRA UNLIMITED 
(Z.0.U) 

Zn Orchestra Unlimited(z.0.u) 
L P/Polydor 2393 103 75 年 





4 人 いる Herv6 姓 の メン バー を 中 心 に し た Z.0.U は Herve 兄 弟 が か っ 
て 在籍 し た ZO0 の 再編 を も くろ ん だ パン ド で す 。 先 の 4 人 に 、 女 性 VO 
を 加え た 5 人組 で 、 曲 調 は 基本 的 に は ポッ プス で 、 シ ー ル ズ & クロ 
フツ (( 米 メロ ウ ・ フ ォ ー ク ・ デ ュ オ ) の カヴァ ー ま で や っ て いる の で 
す が 、 ま ず ソ リー ナ 、 そ し て B 面 の 組曲 に は オル ガン が 結構 入っ て い 
る し 、 マ リア ・ ポ プ キ エ ヴ ィ ッ ツ の 歌声 も 、 繊 細 と は 言え ませ ん が 
キレ イ で すし 、 充 分 、 平 均 以上 の 出来 だ と 思い ます 。 歌 詞 は 、 ご く 
一 部 分 の み フ ラン ス 語 で 、 大 部 分 は 英語 で す 。 (斎藤 ) 





Z00 
1 Shall Be Free 


L P/Riviera 521 147 70 年 





TRIANGLE, MARTIN CIRCUS, MAGMA, CATHERINE RIBEIR- 
0 填 ALPES な ん か と 並ん で フレ ンチ ・ ロ ッ ク 初 期 の バン ド の 一 つ 。 ア 
ル バ ム は 3 枚 出 た 。 こ れ は 2 枚 目 に 当る も の で 1 枚 目 が 「Zoo」(Barclay 
521,118,'69 年 )、 3 枚 目 が 「Hard Times, Good Times」( 同 521,200, 
72 年 ) と な る 。 英 米 ロ ッ ク に 準ずる サウ ンド で シン グル 曲 指向 。 バ 
ンド は ソウ ルフ ル な ヴォ ー カ リス ト を 中 心 に ヴァ イオ リン 奏者 二 人 
を 含む 7 人 編成 で この アル バム を 録音 し て いる 。 一 方 の ヴァ イオ リ 
ニス ト は 、Michel Ripoche。 ヴォー カル ・ ナ ン バ ー を ヴァ イオ リン 
や トロ ン ボ ー ン が サポ ー ト し な が ら オ ー ソ ドッ クス な ロッ ク ・ ス タ 
イル で 聴か せる 。 (松本 ) 


V.A. 
oovV Pop SeSssion 
LP/Philips 6332044 772 年 





72 年 に フラ ンス の ライ ヴ ・ ハ ウス の 老舗 「 ゴ ルフ ・ ド ルオ ー」 に 
各地 か ら 新 人 バン ド を 集め て 行わ れ た コン サー ト の ライ ヴ ・ ア ル バ 
ム で ある 。B 面 に 収め られ た 3 バン ド は いずれ も オリ ジ ナ リティ に 
欠け る あり きた り の ハー ド ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ で ある が 、 特 筆 す べ 
き は A 面 。 シ ング ル を 2 枚 発表 し た 後 の 、 そ し て デビ ュー 作 「Carica- 
tures」 ("72 年 ) 発表 当時 の アン ジュ や 結成 2 年 後 、 ア ル バ ム ・ デ ビ 
ュー 以前 の ピュ ル サ ー の ライ ヴ を 聴く こと が で きる 。 そ の 演奏 は 素 
晴らし い 出 来 と な っ て いる 。 更 に 、 ア プラ カタ ブラ の タイガー"、 
これ が 名 曲 で ある 。 こ の グル ー プ に オル ガニ スト と し て 参加 し て い 
る フラ ン シ ス ・ ロ ッ ク ウ ッ ド の プレ イ も 尋 味 深い 。 (山田 悟 ) 








V.A. 
Music IS My HOney 
LP/Theleme 6 332 752 73 年 





マグ マ を 770 年 8 月 末 に 脱退 後 、 ロ ー ラ ン ・ テ ィ ボ ー は Theleme を 
起こ す 。 この LP は 同 レ ー ベ ル の 紹介 を 兼ね た コン ピ レ ー シ ョ ン 第 2 
集 に 当たる 。 な ん と 言っ て も マグ マ の シン グル 曲 Mekanik Kommando” 
の 別 テ イク 収録 が 大 きい が 、 他 に も ZABU、U・ZEKT、ERGO SUM、 
C・RIBEIRO 十 ALPES ら を 収録 し て いて 興味 深い 。 こ うし て 当時 の ロ 
ッ ク ・ サ ウン ド の 中 に Mekanik 一 ” を 聴い て みる と 意外 と 異 和 感 が 
な い 。 それ に は シン グル 用 の 演奏 スタ イル と いう こと も 手伝っ て い 
る が 、 ジ ャ ズ や ロッ ク が 混 然 と し た 当時 の 状況 に 負う 部 分 も ある だ 
の 39 (松本 ) 





V.A 
Puissance 13 十 2 


LP/Theleme 6641 037 
CD/Musea FGBG 4087 





こち ら が Theleme の 第 1 集 。2 枚 組 に 15 ア ー テ ィ ス ト が 収録 され 、 
内 ジャ ケッ ト に は その メン バー 達 が 一 堂 に 写っ て いる 。 マ グマ は 「Music 
ls My Honey」 と 同 テ イク で 、 こ の テイ ク は これ ら 2 種類 の コン ピ 
レー ショ ン で し か 聴け な い 。ZABU、ERGO SUM な どの ほか 収録 さ 
れ た SOLITUDE と いう バン ド に は ティ ボー 自身 も 在籍 し て いた 。 
Theleme は 2 年 で 潰れ た が 、 マ グマ 関連 で は 特に UNIWERIA ZEKT の 

音 を 残し た 事 が 大 きい 。 UNIWERIA ZEKT は プラ スキ ス 、 モ ー ズ 、 
セ フ ァ ー を ヴァ ン デ ー ル が 、 ザ プ 、 ア ンジ ェ ル を ティ ボー が 各々 別々 
に 人 選 し た ユニ ッ ト だ っ た 。 (松本 ) 





ア ど 








ロッ ク ・ テ アト ル の 祖 アン ジュ の 歴史 
我国 の ユー ロ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に フレ ンチ ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク を 代表 
する グル ー プ を 一 つ 拳 げ て ほし いと 尋ね た ら ど ん な 名 前 が 出 て くる で 
あろ うか 。 恐 らく 、 マ グマ ある い は アト ー ル と いう 答 が 圧倒 的 な の で は な 
い だ ろ うか 。 フ レン チ ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 系 の グル ー プ の 頂点 に 立ち 、 ジ ャ ズ 
か ら ボ ポップ ス ま で 、 フ ラン ス の ポピュラー・ ミ ュー ジッ ク ・ シ ー ン の 至る 所 
に その 人 脈 を 見 る こと が 出来 る マグ マ 、 そ し て 、「 夢 魔 」 と いう フレ ンチ ・ 
シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク を 代表 する 名 作 を 発表 し 、 そ の 国内 盤 が ユー ロ ・ 
ロッ ク と し て は 最大 の ベス ト ・ セ ラー と な っ た アト ー ル 、 非 常に 的 を 射 た 答 
で ある 。 し か し 、25 年 に 渡る フレ ンチ ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク を 大 局 的 に 
見 て 答え た 場合 は 多少 違っ た も の に な る 可能 性 が 高い 。 そ の 場合 に マ 
グマ と と も に 名 前 が 挙 っ て くる の は や は り ア ンジ ュ で は な い だ ろ うか 。 








仏 「 ロ ッ ク & フォ ー ク 」 誌 に に る と 、 ア ンジ ュ は スイ ス の バー セル に 近 
い 、 フ ラン ス 東 部 の 年 ベル フォ ー ル で "'69 年 9 月 に 結成 され た らし い 。 
フラ ンス 最初 の 本 格 的 シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ と 言わ れる マル 
タン ・ サ ー カ ス の 結成 が "69 年 の 初め で ある か ら 、 時 期 的 に は ほとん ど 
変わ ら な い 。 た だ 、 マ ル タ ン ・ サ ー カ ス は 同年 7 月 に ヴォ ー グ ・ レ ー ベ ル か 
ら レ コー ド ・ デ ビュ ウ 、11 月 に は パリ の オン ビア 劇場 で ライ ヴ を 行なっ て 
お り 、 や や アン ジュ に 先行 し て いた 。'70 年 に は マル タン ・ サ ー カ ス の 方 
が 人 気 が あ り 、 遥 か に 有名 で あっ た が 、 そ の 後 、 徐 々 に 立場 は 逆転 し て 
いっ た 。 "71 年 に セカ ンド ・ ア ル バ ム を 発表 し た 後 、 マ マルタン ・ サ ー カ ス は 
より ボップ な 音楽 を 目指 す よ うに な っ た 。 こ うし た こと か ら も 分 か る よう 
に 、 フ ラン ス 語 の ヴォ ー カ ル と ドラ マチ ッ ク な 曲 展開 を 特徴 と する フラ ン 
ス な ら で は の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク ニ ロ ッ ク ・ テ アト ル の 祖 と し て アン ジ 
ュ を 捉え る こと に 異論 は な い だ ろ う 。 ア ンジ ュ の オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー は Christian Deeaiie 
(org, vo) 、Francis Decamps(org, tp, vo) 、Jean-Claude Rio(g, vIn, vo) 、 
Gerard Jelsch(ds) 、Jean-Michel Brezozar(g) 、P. Kachanian(b, flI) の 6 人 で あ 
っ た 。'70 年 1 月 、 彼 ら は クリ スチ ャ ン ・ デ カン が WHO の 「Tommy」 に 刺激 され て 製作 し た ロッ ク ・ 
オペ ラ 「La Fantastique Epopee Du General Machin」 を 地元 ベル フォ ー ル で 上 演 し 
た 。78 年 に RCA か ら リ リー ス さ れ た ( 後 年 CD に も な っ た が 、 何 故 か すぐ に 廃 毅 に な っ て し 
まっ た ) 「Ange En Concert 1970/1971」 で この 時 の 貴重 な 演奏 を 聴く こと が 出来 る 。 正 規 
盤 と し て は や や 録音 が 悪く 、 演 奏 も 多少 粗 削り で は ある が 、 伸 び 盛 り の ミュ ー ジ シャ ン な ら で は の 
熟 い も の と きら めき が 到 る 所 に 感じ られ る 。 こ の アル バム の 内 ジャ ケッ ト に は Best、Pop 
Music、Est Republicain、Extra の 各誌 に 70 年 か ら '71 年 に 掲載 され た アン ジュ 関係 の 記 
事 が スク ラッ プ の よう に 載っ て お り 、 当 時 の 状況 を 知る と いう 意味 で も 興味 深い 。 そ の 頃 、 彼 ら が 
フレ ンチ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン の トッ プ ・ ス ター に な っ て いく 過程 で マネ ー ジ ャ ー と し て 非常 に 重要 な 役 
割 を 果たし た ジャ ン ・ ク ロー ド ・ ボ ニャ ン と 知り 合い 、 彼 の 超 マ イナ ー・ レ ー ベ ル Caepe Disques 
(アン ジュ の シン グル と 後に アン ジュ の メン バー と な る Claude Demet の グル ー プ INTRO- 
VERSION の シン グル を 各 1 枚 ずつ 出し て 活動 を 停止 し た ) か ら フ ァ ー ス ト ・ シ ング ル 「lsrael/ 
Cauchemar」 を 発表 し た 。 そ の 内 容 は 後 の 彼 ら の サウ ンド と は 異な り 、 当 時 の プリ ティ ッシュ ・ 
ロッ ク の 影響 下 に ある や や ブル ー ズ ィ な 演奏 や キー ス ・ エ マー ソン (ナイ ス ) 風 の プ レイ が 展開 
され て いる 。 ボ ニャ ン を 正式 の マネ ー ジ ャ ー と し た アン ジュ は 、70 年 3 月 、 上 京 し 、 フ ラン ス 各 地 
か ら 新 人 バン ド を 集め て 行なわ れ た Golf Drouot の コン テス ト に 参加 、 ビ ュ ル サー ら と と も に 
入賞 し (当日 の 演奏 の 一 部 が 「Groovy Pop Session」 に 収録 され て いる )、 成 功 へ の 
切っ 掛け を 掴ん だ 。 こ の 時 、 既 に オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー の Rio、Kachanian は 脱退 し て お り 、 
奉っ て Daniel Haas(b) が 参加 、 グ ルー プ は 5 人 編成 に な っ て いた 。 そ の 後 、3 月 28 日 に 開 
か れ た Festival de Bourge を 皮切り に 、4 月 か ら 7 月 に か け て Besanson、Ferrand、 
Clermont 等 、 フ ラン ス 各 地 で ライ ヴ を 行ない 喝 条 を 浴び た 。 

そし て 、"71 年 1 月 、 彼 ら に と っ て 記念 すべ き 時 が や っ て 来 た 。 フ ィ リ ッ プ ス ・ レ ー ベ ル と 契約 し 、 
プロ と し て 正式 に 活動 する こと が 決定 し た の で ある 。 そ の 頃 の 意欲 に 満ち た ライ ヴ も 「Ange 
En Concert 1970/1971」 に 収め られ て いる 。 同 年 7 月 、 セ カン ド ・ シ ング ル 「Tout Feu、Tout 
Flamme/Dr. Mann」 で メジ ャ ー・ デ ビュ ウ 、 サ ー ド ・ シ ング ル 「Le Soleil Est Trop Vert 
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/Le Vieux De La Montagne」 も リリ ー ス され た 。 そ の 後 、 フ ァ ー ス ト ・ ア ル バ ム の レコ ー デ テディ 
ング に 取り 掛り 、'72 年 の 春 に は 作品 が 完成 し た 。 当 時 、 フ ィ リ ッ プ ス は 彼ら の 売り 出し に 非常 に カ 
を 入れ て お り 、LP リ リー ス に 先立っ て 、 そ の 内 容 は 同じ な が ら も 、 ジ ャ ケッ ト 及 び レ コー ド 番 号 違 
い 〈Philips 6830 099)》、 ポ スタ ー 付 き の プ ロモ ーション 盤 を 作っ て いる 。 ま た 、 宣 伝 用 に LP サ 
イズ の 布 の バッ グ な ども 作っ た よう で ある 。5 月 5 日 、 フ ァ ー ス ト ・ ア ル バ ム 「Cariatures」 リ リー 
ス 、 同 月 17 日 か ら 、 ジ ョ ニー・ ア リ デ ィ ・ サ ー カ ス と 、 全 仏 約 50 都 市 を まわ る ツア ー を 開始 し た 。 こ 
は か な り ハ ー ド な ツア ー で あっ た が 、 彼 ら の 友 力 及び フィ リッ プス の バッ ク ・ ア ッ プ に より 、 ア ンジ ュ 
の 名 前 は フラ ンス 中 に 轟 いた 。 

翌 '73 年 か ら 約 5 年 間 は 正 に 彼ら の 黄金 時 代 で ある 。 セ カン ド ・ ア ル バ ム 「Le Cimetiere Des 
Arlequins」('73 年 )、 サ ー ド ・ ア ル バ ム 「Au-Dela Du Delire」('74 年 ) は 彼ら の 代表 作 と 呼 
ぶ に 相応 し い 内 容 を 有 し て いる 。 フ ラン ス 語 独特 の 発音 と イン ト ネ ー シ ョ ン を 活か し た シア トリ カル 




















な ヴォ ー カ ル と これ また フラ ンス 独特 の きら びやかな 音色 の オル ガン を 中 心 と し た メロ ディ アス な 
演奏 が 見 事 に 一 体 化し て オリ ジ ナ リティ 溢れ る サウ ンド を 作り 出し て いる 。 そ れ は アト ー ル 、 モ ナ ・ 
リザ 他 、 数 多く の 後進 達 に 大 き な 影 響 を 与え 、 今 な お 多く の ファ ン に フレ ンチ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ 
ロッ ク の 一 つの 典型 と し て 認識 され て いる 。 フ ォ ー ス ・ ア ル バ ム 「Emile Jacotey」('75 年 ) で は 
ドラ マー が Guenol@ Biger に 、 フ ィ フ ス ・ ア ル バ ム 「Par Les Fils De Mandrin」('76 年 ) で 
は 同じ く ド ラマ ー が Jean Pierre Guichard に 変わ っ て いる が 、 内 容 的 に は 前 2 作 と 同 傾向 の 
好 作 品 で ある 。 フ ィ フ ス ・ ア ル バ ム に は ヴォ ー カ ル を 英語 に 差し 替え た イン ター ナシ ョ ナル ・ ヴ ァ ー ジ 
ョ ン 「By The Sons Of Mandrin」 も あり 、 当 時 、 彼 ら が より 広い 市 場 を 意識 し て いた こと が 
分 か る 。 そ の 頃 、 彼 ら は フラ ンス 内 外 で 数 多く の コン サー ト を 行なっ て お り 、 そ の 充実 し た 演奏 が 
2 枚 組 の ライ ヴ ・ ア ル バ ム (CD は 2in1) 「Tome VI」 に 収め あら れ て いる 。 

フィ フス ・ ア ル バ ム 発表 後 、 グ ルー プ に メン バー・ チ ェ ン ジ が あり 、 ブ ル ゾ ヴァ ー ル 、 ア ー ス が 抜け 、 
オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー は デカ ン 兄 弟 の み に な っ て し まっ た 。 こ うし た 状況 下 で 製作 され た 「Guet 
-Apens」('78 年 ) は 、 メ ン バ ー こ そ 異 な る も の の 今 ま で 通り の 方 法論 で 作ら れ て お り 、 従 来 の 作 
品 と 同系 統 の サウ ンド が 楽し め る 。 し か し 、 次 作 「Vu D'un Chien」('80 年 ) に は メン バー・ チ ェ 
ンジ に よる 音 の 変化 が 顕 わ れ た 。 彼 ら は シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク と いう 枠 を 越え 、 よ り ボ ポップ な 音楽 
を 目指 し た の で ある 。 勿 論 、 一 般 の ロッ ク ・ グ ルー プ と は 一 味 違 う 、 ア ンジ ュ な ら で は の スト ー リ ー 
性 を 持っ た 作品 で は ある が 、 か つて の 作品 に 見 られ た 叙情 性 と ドラ マチ ッ ク な 雰囲気 は 後退 し て 
いる 。 こ の 作品 を 契機 に 彼ら の 試行 錯誤 が 始ま っ た 。'82 年 に は ジャ ッ ク ・ プ レル 、 ジ ョ ル ジ ュ ・ ブ 
ラッ サン ス 、 シ ャ ルル ・ ア ズ ナ ブー ル ら シャ ン ソ ン 界 の 大 御所 の 曲 の み を 収め た アル バム 「A 
Propos De」 を 発表 し 、'85 年 に は 10 年 以上 に 渡っ て 在籍 し た フィ リッ プス を 離れ 、Trema か ら 
新作 「Fou」 を リリ ー ス する な ど 、 彼 ら は 意欲 的 に 活動 し た 。 し か し 、 そ うし た 替 力 に も か か わら ず 、 
新た な 分 野 で 成功 する こと は 出来 な か っ た 。 

マイ ナー な 存在 と な っ た 彼ら の 一 つの 転機 に な っ た の が 、'87 年 、 ア ル バ ム 「Tout Feu Tout 
Flamme」 の 人 為 に デカ ン 兄 弟 、 プ レゾ ヴ ァ ー ル 、 ア ー ス + ユ ドラ マー で 、1 曲 の み で は ある が 、 ア ル バ 
ム ・ タ イト ル と な っ た か つて の 作品 (フィ リッ プス か ら の デビ ュ ウ ・ シ ング ル と な っ た 記念 すべ き 曲 ) 
を 録音 し た こと で ある 。2 年 後 の '89 年 に は その 4 人 と か つて の メン バー、 ギ シャ ー ル が 中 心 に な っ 
て "Seve Qui Peut」 を 製作 、 や や スケ ー ル は 小さ い が 初期 の 作品 に 通じ る 音 作り を し て いる 。 
そし て 、 ア ンジ ュ は 復活 し た 。 ア ル バ ム 「Les Larmes Du Dalai Lama」 は 彼ら な ら で は の ト 
ー タ ル 作 品 で あり 、 そ こ で は 初期 の 作品 を 思わ す ド ラマ チッ ク か つ フ ァ ン タ ジ ッ ク な サウ ンド を 聴 
く こ と が 出来 る 。 

現在 の アン ジュ は 、 か つて の よう に 、 シ ー ン を リー ド し て いく 存在 で は な い 。 し か し 、 彼 ら は 、 今 
な お 、 フ レン チ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン を 魅了 する に 十分 な 作品 を 作れ る だ け の 力量 を 持 
っ た 貴重 な グル ー プ な の で ある 。 








ANGE 
Caricatures 


LP/Philips 6332 066 '72 年 
CD/Marianne 81703-2 


ANGE 
Le Cimietiere Des Arlemuins 


LP/Philips 6325 037 73 年 
CD/Philips 842 238-2 
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どこ と な く 不 気味 な 音 で 幕 を 開け る 、 ア ンジ ュ の 記念 すべ き フ ァ 
ー ス トド ト ・ ア ル バ パム 。 ウ ァ ー ス ト ・ シ ング ル や デビ ピュ ウ 前 の ライ ヴ に 
比べ る と 演奏 が か な りこ な れ た も の に な っ て お り 、 彼 ら の 進歩 が 宗 
える 。 し か し 、 次 作 以 降 の 作品 に 見 られ る 彼ら 独自 の スタ イル は ま 
だ 確立 され て お ら ず 、 ヴ ォ ー カ ル や オル ガン の プレ イ の 一 部 に その 
前 兆 が 感じ られ る 。 ク リス チャ ン ・ デ カン の ハモ ンド は 多少 な り と 
も キー ス ・ エ マー ソン に 通じ る 部 分 が ある 、 ナ イス 風 の 展 開 を 見 せ 
る 曲 も ある 。 ま た 、 フ ルー ト 、 ピ アノ 、 ギ ター、 オ ル ガ ン 等 の ソロ 
が 次 々 に 登場 する 、 や や シン プル で は ある が リリ カル で メロ ディ ア 
ス な 演奏 も 聴け る 。 彼 ら の 本 領 は や は り 後 者 で あろ う 。 (賀川) 





僕 が 初め て 聴い た アン ジュ の アル バム が これ だ 。 オルガン を 主体 
と し た 曲 の 上 に ヴォ ー カ ル が 乗る サウ ンド で 、 ア ンジ ュ と し て は 未 
だ 発展 途中 に ある 。 し か し 、 英 国 の グル ー プ に は 聴く こと が で き な 
い 独 特 な トー ン の オル ガン 、 ヴ ォ ー カ ル が 演奏 の 中 に 埋没 し て いる 
よう な 変 な ミキ シン グ 、 見 た こと も な いよ うな 、 セ ルロイ ド で 固め 
られ た よう な 世界 を 描く ジャ ケッ ト ・ ワ ー ク 。 そ の 底 知 れ ぬ 、 未 知 
の 世界 の 感触 に 湧 れ る 幸福 に 浸っ た 当時 を な つか し く 想 い 出 す 。 渋 
い が 味 の ある 好 ア ル バ ム だ 。 こ の と り と め の な い 浮 遊 感 の ある サウ 
ンド は 、 今 、 聴 いて も 新鮮 で 、 彼 等 の 創り 出す 形 耐 上 的 な 空間 に ト 
UNA2ZzG き の だ 思 15 (山崎 ) 














ANGE 
Au-Dela Du Delire 


LP/Philips 9101 004 74 年 
「】 CD/Philips 842 239-2 
日 本 フォ ノ グ ラ ム PPD 3096 






アン ジュ は 、 ク リス チャ ン と フラ ン シ ス の 、 デ カン 兄弟 を 中 心 に 
し た グル ー プ で ある 。 メンバー の ソロ も あわ せる と 20 枚 に も お よぶ 
レコ ー ド を 発表 し て いる 。 フ レン チ ・ ロ ッ ク 史 上 の ビッ ク ・ グ ルー 
プ で ある 。 音 の 作り 方 は ジェ ネ シ ス や キン グ ・ ク リム ゾン に 似 て 
いて 、 重 厚 な キー ボー ド ・ プ レイ 、 叙 情 的 な ギタ ー、 哀 到 を お ぴた 
ヴォ ー カ ル が 前 面 に 押し 出さ れ て いる 。 こ の アル バム は 日 本 で も 発 
売 さ れ た 、 彼 ら の サー ド ・ ア ル バ ム で ある 。 中世 と も 未来 と も つか 
ぬ 世 界 に 暮らす 農夫 ゴ ド ヴ ァ ン が 救済 を も と め て 、 遍 歴 す る と いう 
スト ー リ ー は 、 非 常に ドラ マチ ッ ク で ある 。 メ ロト ロン が 非常 に 効 
果 的 に 使用 され て いて 、 暗 黒 の 世界 に 救済 の 光 が 射 し 込む よう な 情 
景 を 思い お こさ せる 。 (宇田 川 ) 





ANGE 
Emile Jacotey 


LP/Philips 9101 012 75 年 
CD/Philips 842 240-2 


前 作 の 充実 振り を 受け 継ぐ 代表 作 の 一 つ 。 旧 A 面 を 小曲 が つなぎ 、 
B 面 は 大 曲 を 中 心 に 組ま れ 、 そ の 点 で も 楽し め る 1 枚 だ 。 エ ミー ル ・ 
ジャ コテ ー が 話 を 聞か せる 設定 で 曲 は 進み 、 ア ンジ ュ の 様々 な スタ 
イル を 曲 に あて は め る か の よう に バラ エ テ ィ に 富む 。 ハ ー ド ・ タ ッ 
チ な 一 曲目 に 始ま り 、 遠 く 波打つ よう な キー ボー ド ・ オ ー ケ スト レ 
ーション が 故 く 中 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター が 弾 か れ 始め て 2 曲 
目 へ と 、 ア ンジ ュ の 真骨頂 が 見 え 始 め る 。 様々 な 表現 を 見 せる C . デ 
カン の ヴォ ー カ ル は 、 ジ ェ ネ シス 時 代 の P . ゲ イプ リエ ル を 想わ せる 。 
曲 に 物 哀 し いよ うな 趣き が あり 、 夢 想 感 が 漂い 、 大 き な 渦 が ゆっ く 
り と 包み 込む よう に 、 ま さ に 彼 等 の 語り 口 で 音 が 紡が れる 。 (松本 ) 





ANE 
Per Les Fils De Mandrim 


L P/Philips 9101 090 "76 年 
CD/Philips 840 241-2 





物語 性 を 持つ アン ジュ 特有 の シア トリ カル な サウ ンド ・ ス タイ ル 
は 本 アル バム で も 十 二 分 に 聴く こと が で きる 。「 新 ノア 記 」 と 較べ る 
と 叙情 的 な メロ デイ ー・ ラ イン が 少な い 為 か 、 や や ロッ ク 的 な リズ 
ム が 強調 され て 聴こえ る が 、 内 容 自体 は や は り 全 盛 期 の 作品 だ と う 
な ず け る も の だ 。 同 傾向 の スタ イル を 持つ ジェ ネ シ ス あたり と 較べ 
て も 、 全 く 違 う サ ウン ド で 聴か せる あたり は 、 大 物 の 風格 で あり 、 
有無 を いわ せめ ぬ 説 得 力 を 持っ て いる 。 我々 に と っ て 残念 な こと は 、 
この グル ー プ の 場合 、 歌 詞 の 重要 性 が 大 きい こと だ 。 この 壁 を クリ 
アー で きた な ら 、 さ ら に 楽し め る だ ろう に 。 こ の アル バム の 場合 、 
英語 ヴァ ー ジ ョ ン も リリ ー ス され て いる の で 、 好 き な 方 は 捜し て 下 
さい 。 (山崎 ) 


AN 研 
Tome VI 


LP/Philips 6641 715 77 年 
CD/Marianne CD 917 





70 年 代 ア ンジ ュ の 集大成 と 言っ て 余り ある ライ ヴ ・ ア ル バ ム 。L 
P で は 2 枚 組 だ っ た 。 長 短 の 代表 曲 が ず ら り と 並 ら び 、 ジ ャ ケッ ト 
に 映し 出さ れ た ステ ー ジ 風景 の 数 々 も 、 イ メー ジ を か き 立 て て くれ 
る 。C・ デ カン の ヴォ ー カ ル は 、 時 に 歌 か ら 語 り に な る 程 、 力 が 入っ 
て お り 、 物 語 仕立 て の 曲調 を 崩れ る まで に 増幅 する 箇所 も 多々 ある 。 
と て も 誇張 が 激しい 。 ア ンジ ュ の 持つ “物語 性 ” を 最大 限 に 引き 出 
すこ と に か け て は 、 ス タ ジ オ 録音 を し の ぐ こ と を 実証 し た と も 言え 
る か も し れ な い 。 少な く と も バン ド の 充実 期 を 示す と は 言え る だ ろ 
う 。 各国 で 77 年 頃 に 物語 性 を 強調 する バン ド が 、 そ の 第 2 ピー ク 期 
を 示す ライ ヴ ・ ア ル バ ム を 出し た こと と も 一 致し て いる 。 (松本 ) 








ANGE 
Get-Apens 


LP/Philips 9101 184 74 年 
CD/Marianne CD 976 





70 年 代 最 後 の ア ル バ ム と いう 以上 に 、 そ れ ま で の アン ジュ の 作風 
を 受け 継い だ 最後 の アル バム 。「Tome VI“」 を 挟ん で 2 年 振り の 新作 
に な っ た この アル バム は 、 ド ラマ 性 に 富む 曲想 と 演奏 力 が バラ ンス 
を 保っ た 内 容 と な っ た 。 ラ イヴ ・ ア ル バ ム は 応 々 に し て バン ド の 転 
機 に な り が ち だ が 、 そ の と お り 総 決算 と も いえ る 「Tome VI“」 の 後 、 
本 作 を 置い て 次 作 「Vu D'un Chien」 で は 傾向 が 変化 し た 。 こ の アル 
バム は その な だ ら か な 移行 期 に 相当 し な が ら 、 従 来 の 特徴 を いか ん 
な く 発 揮 で きた 秀作 だ と 思う 。 フ ラン シス ・ デ カン の キー ボー ド は 、 
相変わらず 曲 に 深 味 や 陰影 を も た らし 、 一 曲 の 中 に 様々 な 表情 を 見 
せる アン ジュ ・ サ ウン ド は 健在 で ある 。 (松本 ) 





ANGE 
En 5oncert 1970/1971 


LP/RCA PL 37153 '78 年 (70、'71 
年 録音 ) 
CD/Spalax Music 14858 





70 年 1 月 の ライ ヴ と 771 年 3 月 の ライ ヴ を 収め た LP 2 枚 組 (CD 
は 2 in 1 )。 前 者 は クリ スチ ャ ン ・ デ カン 作 の 伝説 の ロッ ク ・ オ ペラ 
「La Fantastique Epopee Du General Machin」 の 貴重 な ライ ヴ 。 六 
人 の オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー に よる 演奏 で ある 。'60 年 代 の プリ ティ ッ 
シュ ・ ロ ッ ク の 影響 下 に ある サウ ンド で ある が 、 オ ル ガ ン や フル ー 
ト の プレ イ に は 工夫 の 後 が 見 られ る 。 そ の 熱気 は 若い グル ー プ な ら 
で は の も の 。 全 体 の 印象 は ハー ド で ある 。 一 方 、 後 者 は フィ リッ プ 
ス か ら デ ビュ ウ す る 直前 の も の で 、 メ ン バ ー も ファ ー ス ト ・ ア ル バ 
ム と 同じ で ある 。 音 が シェ イブ プ ・ ア ッ プ され 、 よ り 凝 っ た も の に な 
っ て お り 、 や る 気 に 満ち た 演奏 が 展開 され て いる 。 (賀川) 





ぢ 用 








ANGE 
Wu DUn Chien 


LP/Philips 6313 023 "80 年 
CD/Baillemont CD 977 





「 犬 か ら 見 る と 」 と 題 さ れ た 1980 年 の 作品 。 傑 作 で ある 。 前 作 よ り 
見 られ 始め た ハー ド ・ ロ ッ ク 的 色合い が 前 面 に 出 て 、 か つて の 叙情 
的 な 側面 は 後退 し て いる 。 し か し な が ら ANGE の 持ち 味 で ある 鋭い 風 
刺 と シア トリ カル な 幻想 性 は 健在 で 、 ハ ー ド な 音 作り と 相まって ド 
ラマ チッ ク な 新 境地 を 開拓 し て いる 。Christian Decamps 自 身 も 「Au 
-Dela DuDelire」「Egna」 と 共に 自ら の 作品 の 中 で 最も 気に入っ て い 
る と 語っ て お り 、 出 来れ ば この 路線 で あと 1 2 枚 作 品 を 製作 し て 
欲し か っ た と 私 な ど は 思っ て し まう 。Belfort の CYBRIDE (FLVM よ り 
LP 1 枚 を リリ ー ス し て いる ) よ り 新 加入 の Robert Defer の ギタ ー が 仲 々 
の 健闘 を 見 せ て お り 、 音 だ け を 取れ ば この 時 期 ギ タリ スト の 個性 が 
バン ド の 方 向 性 を 左右 し て いた 様 に も 思う 。 (中 島 洋一 ) 


ANGE 
oteur ! 


L P/Philips 6313156 "81 年 
CD/Baillemont Productions CD 978 





ロン ドン 録音 。 映 画 を コン セプト に し た アル バム で 、 リ ズム ・ セ 
クシ ョ ン を 核 に し た 強力 な 演奏 と いつ も 通り の クリ スチ ャ ン ・ デ カ 
ン の 歌 は な か か な か の も の で あり 、 個 人 的 に は 発表 当時 に 何 十 回 と 愛 
聴 し た 。 し か し 、 ク リス チャ ン は 本 作 の プロ デュ ー ス に 不満 を 持っ 
て いて 、「 曲 は 良い が 精神 が な い 」 と 語っ て いる 。 確 か に 、 傑 作 だ っ 
た 前 作 「Vu D'un Chien ( 犬 か ら 見 る と ) 」 に は 及ば な い が 、 プ ログ 
レ 色 の 薄 さ を も っ て 断罪 する よう な アル バム で は な く 、 安 易 な 商業 
的 妥協 に 流れ て いる わけ で も な いこ と は 彼ら の 名 誉 の た め に 言っ て 
お か な けれ ば な ら な い 。 特 に 良い の は 冒頭 の バイン ディ アン さん 、 
残念 だ ね " と ジョ ン ・ レ ノン に 捧げ られ た サーガ? の 2 曲 、 そ し 
て 5 曲目 の ` 俺 の 映画 に さわ る な ′ あたり か 。 (松元 ) 





ANGE 
A Pronos De... 


L P/Philips 6313404 「'82 年 
CD/Baillemont Productions CD 979 





前 作 で の 失敗 で 苦し い 時 期 を 迎え た アン ジュ の 次 な る アル バム は 、 
フラ ンス の 大 物 歌手 の シャ ン ソ ン の カヴァ ー 集 で あっ た 。 巨 匠 の 有 
名 曲 に 挑む と いう 火 中 の 栗 拾 い は 、 原 曲 と 比較 され る こと が 避け ら 
れ な い 損 な 試み で ある 。 現 に この アル バム は 成功 を 収め られ な か っ 
た が 、 ア ンジ ュ の 音楽 的 ルー ツ の 重要 な 一 面 、 つ まり シャ ン ソ ン の 
精神 性 が よく 反映 され た アル バム で ある こと を 忘れ て は いけ な い 。 
約 11 分 の ミッ シェ ル ・ ポ ルナ レフ の ラー ス 家 の 舞踏 会 ′ が 本 作 最 
大 の 宝 で ある が 、 そ の 他 の 曲 で は 、 セ カン ド ・ ア ル バ ム 「 道 化 役者 
た ちの 墓場 」 の 冒頭 で あの 人 た ち ′ を カバ ー し て 長く 歌い 継い で 
きた ほど デビ ュー 当時 か ら 強 い 影響 を 受け て いる ジャ ッ ク ・ ブ レル 
の 酔い どれ プル ー ス 、^A Jeun ( 素 面 )′ が 聴か せる 。 (松元 ) 


ANGE 
La Gare De Troyes 


LP/Philips 812139-1 '83 年 
CD/Baillemont Productions CD 980 





し ば らく 続い た 苦し い 時 期 の 脱し 始め に 発表 され た 久々 の コン セ 
プ ト ・ ア ル バ ム 。 ア ル バ ム ・ タ イト ル の 「 ト ロワ の 駅 」 は 、 ア ンジ 
ュ の 出身 地 ベ ルフ ォ ー ル か ら パ リ に 列車 で 行く 途中 に ある 町 「 ト ロ 
ワ 」 の 駅 と 古代 ギリ シャ の 「 ト ロイ 戦争 」 を か けた も の だ し 、 歌 詞 
の そこ ここ に クリ スチ ャ ン ・ デ カン お 得意 の 言葉 遊び が 散り ば め ら 
れ て いた り 、1968 年 の 5 月 革命 の よう な フラ ンス の トピ ッ ク が 引用 
され た り と 、 ア ンジ ュ の 本 領 が 戻っ た 眉 し い 作 品 だ 。 音 楽 的 に は 、 
前 半 の リズ ム の シン プル さ が ポ ッ プ 化 と の 誤解 を 生み や すい が 、 走 
る 列車 を 舞台 に し た 歌詞 の 内 容 か らし て 必然 で ある 。 後半 は プロ グ 
レ ・ バ ラー ド 風 の 美しい 曲調 。 最 後 の 曲 ^ 青 一 色 ./” に は 、「 私 を 愛 
する 者 は つい て くる が よい 」 と いう 一 節 が ある 。 (松元 ) 








ANGE 


L P/Trema 310182 "85 年 
CD/Trema 710182 





フィ リッ プス か ら ト レ マ に 移籍 し た が 、 前 作 に 続い て 再び コン セ 
プ ト ・ ア ル バ ム で ある 。「 馬 鹿 者 /」 と 題 さ れ た 本 作 で も アン ジュ 的 
な 演劇 性 、 風刺 性 、 反 骨 精 神 が 十 分 に 発揮 され て いる 。 「 裁 判 所 に た 
っ た 一 人 怒り と 喧騒 と 沈黙 の 間 プ 選ば れ て 踊ら され る 愚か 者 の 俺 ノ 
俺 は 心 の な い 奴 ら を 憎む プ 俺 は 悲鳴 や 殴る 蹴る が 嫌い 俺 は 戦争 を 
や る 奴ら を 憎む 」 と 思い 切り スト レー ト に 迫る 冒頭 の ^ 愚 か 者 の 目 
が いい 。 後半 を 占め る 組曲 愚か 者 "′ は 、1986 年 の フラ ンス で 偶然 
に コン ピュ ー タ ー・ チ ャ イル ド の メモ リー に 沙 ち て きた 一 人 の 愚か 
者 の 物語 。 本 作 発表 後 の コ ン サ ー ト は 大 成功 し 、 ビ デオ 化 も され た 
が 、 そ れ を 見 る と 、1980 年 代 の アン ジュ が 低迷 し て いた と いう 話 は 
全く の 誤り だ っ た と わか る 。 (松元 ) 





ANGE 
Egna 


L P/Trema 310126 '86 年 
CD/Trema 710216 








信じ られ な いか も し れ な い が 、 ク リス チャ ン ・ デ カン は 1986 年 の 
イン タ ヴ ュー で 、「 新 ノア 記 」、「Vu D'un Chien ( 犬 か ら 見 る と )」 と 
本 作 を アン ジュ の 最も 成功 し た 3 枚 の アル バム に 挙げ て いる 。 ア ン 
ジュ を プロ グレ だ と だ け 思 っ て 聞く と 彼ら の 魅力 の 本 質 を 見 逃し て 
し まう こと の 証明 だ と 思う 。 ク リス チャ ン は 本 作 を 「 精 神 的 な 意味 
で 深く 理解 する の が 難し い 女性 と いう 存在 に つい て の アル バム 」 だ 
と 語っ て いる 。「 大 き な 赤 ん 坊 」 と いう 男性 の 一 面 を 歌っ た パ バラード 
の 4 曲目 漫画 (動く お っ ぱい )” に は 思わ ず う な ずい て し まう し 、 
エレ クト ロニ ッ ク ・ ジ ャ ズ ・ ポ ッ プ (? ) の 7 曲目 パ “ジャズ る ケツ ”/ 
の ユー モア も 彼ら らし い 。 本 作 を ポッ プ だ と いっ て 嫌う の な ら 、 歌 
詞 を 読み な が ら 10 回 聴い て か ら に し て ほし いと 願う 。 (松元 ) 





ぢ ご 








ANGE 
Tout Feu, Tout Flamme 


L P/Disques Marianne DM 1001 L 
"87 年 
CD/Disques Marianne 816032 





Ko7/ycia7/eE 





1970 年 代 の メン バー が 戻っ て デビ ュー 曲 を 再 録音 し た と いう の が 
本 作 の 話題 で は ある 。 だ が 、 亡 く な っ た ば か り の 父親 に クリ スチ ャ 
ン ・ デ カン が 捧げ た 4 曲目 冗談 だ よ ” も 聴い て ほし い 。「 も し も し 、 
パパ / も う 戻 ら な いっ て どん な 感じ ? 白い ? 黒い ? 廊下 み 
た いな の ? 花 を 生け た 青い 部 屋 み た い ? 公園 みた いな の か な … 
庭 … 天 使 … 愛 … 泣 いて いる 子ども … 小 鳥 た ち … あ な た が 逝っ て し ま 
っ た の は 、 人 生 が た だ の お 笑い だ と 僕ら に 言う 、 た だ それ だ け の た 
め だ っ て こと … 人 生 は パネ みた いな も の 。 こ われ た ら お も ちゃ は 動 
か な く な る …」 ま た 、 ア ンジ ュ の 永遠 の ファ ン と ファ ンク ラブ に 捧 
ば げ ら れ た 5 曲目 大 き な 青 い 空 間 で ” も 、 フ ァ ン で よかっ た と 思う 
美しい バラ ー ド 曲 。 彼 ら は 1980 年 代 を 生き ぬい た の だ 。 (松元 ) 


ANGE 
Vagahondages 
CD/Philips 838246-2 '89 年 





「 放 浪 」 と 題 さ れ た 、 初 期 の シン グル 曲 な ど 貴 重 な 音源 を 4 曲 含む 
フィ リッ プス 時 代 の コン ピ レ ー シ ョ ン CD で 、13 曲 が 収め られ て いる 。 
デビ ュー・ シ ング ル 、^Tout Feu, Tout Flamme( 熱 く 燃 えさ か っ て )? 
は 1987 年 の 新 録 音 ヴ ァ ー ジ ョ ン よ りや は りこ ちら に 収録 の オリ ジ ナ 
ル の 方 が いい 。 5 枚 目 の アル バム 、「Par Les Fils De Mandrin ( マ 
ンド ラン の 息子 た ち ) 」 の アル バム ・ タ イト ル 曲 の 英語 版 、^By The 
Sons Of Mandrin” は 貴重 品 で ある が 、 や は り オ リ ジ ナ ル の フラ ン 
ス 語 版 を 越え て いな い 。「 や は り フ ラン ス に 置け アン ジュ 」 で ある 。 
な お 、 ど う せ な ら 、 CD の 収録 時 間 の 限界 まで 曲 を 詰め 込ん で ほし か 
っ た 。 美しい ジャ ケッ ト が アン ジュ の 音楽 に よく 合っ て いる 。 

(松元 ) 





ANGE 
Seve DOui Peut 


LP/Celluloid 66863-1 "89 年 
CD/Celluloid 66863-2 





15 枚 目 の オ リ ジ ナ ル ・ ア ル バ ム で ある 本 作品 は 久々 の 快 心 作 と な 
っ た 。 ア ンジ ュ の 全盛 期 は や は り 「Par Les Fils De Mandrin」 を 発 
表し た '76 年 まで で あろ う 。 そ の 後 、 デ カン 兄弟 を 残し て 、 大 幅 な メ 
ン バ ー・ チ ェ ン ジ が あり 、 新 メン バー に よる 第 一 弾 「Guet Apens」 
こそ 従来 の 路線 を 継承 し た 力作 で あっ た が 、 以 後 よ り ポ ッ プ な 音 作 
り へ と 変わ っ て いっ た 。 そ し て 約 10 年 、 前 作 で は 、 タ イト ル 曲 の み 
で は ある が 、 何 と デカ ン 兄 弟 、D.Haas, J.M.Brezovar ら に よる 演奏 
を 聴く こと が で きた 。 こう し た 中 、 本 作品 は 上 記 4 人 に J.P.Guichard 
を 加え た 全盛 期 の メン バー に よっ て 製作 され た 。 そ れ は ジャ ケッ ト 
に 象徴 され る ドラ マチ ッ ク な トー タル ・ ア ル バ ム で 、 現 代 的 な サウ ン 
ド と 初期 の アン ジュ な ら で は の 持ち 味 が 見 事 に 融合 し て いる 。 

(賀川 ) 


ANE 
Les Larmes Du Halai Lama 
CD/Philips 512 934-2 '92 年 





暫く デカ ン 兄 弟 で 引っ ぱっ て きた 感 の ある アン ジュ だ が 、 前 作 以 
来 、 往 年 の メン バー が そろ っ て いる 。 音楽 の 傾向 も '80 年 代 の ポッ プ 
な 作風 に か わっ て 、 770 年 代 に 得意 と し た シア トリ カル な 曲想 が 戻っ 
た 。 し か も 音 の 芯 が 太い 。20 年 に 渡る 音楽 変化 の 中 か ら 独 自 の 方 向 
性 を 確認 する か の よう な 堂々 と し た 音 だ 。 70 年 代 の 繊細 さこ そ 薄 ま 
っ た が 、 迷 い の な い 図 太 さ が 、 い い 方 向 に 出 て 大 物 バ ンド の 風格 を 
漂わ せる 。 等身 大 の アル バム と いっ て いい と 思う 。 70 年 代 の ロッ ク 
を 体現 し た バン ド が 、!80 年 代 の 世代 交代 に 試行 錯誤 し 、 そ の 後に 目 
新しく は な い が 、 あ る 部 分 で 自身 の 歩み を 客観 視 し て 歩み 始め た 時 、 
そこ に バン ド の 色 つ や が 出る 、 そ うい っ た 作 だ 。 (松本 ) 











. merno | ANGE 
.. .M6m0 
CD/Philips 518987-2 "94 年 











初期 の シン グル 曲 や 全く の 未 発表 曲 な ど 5 曲 の 貴重 な 音源 を 含む 、 
や は り フ ィ リ ッ プ ス 時 代 の ベス ト 盤 CD で 、 16 曲 入り 。 1989 年 の コン 
ピ レ ー シ ョ ン 盤 「Vagabondages」 と は 1 曲 も ダ プ ら な い の は 良心 的 
で ある 。1992 年 の アル バム 、「 ダ ライ ・ ラ マ の 涙 」 か ら も 2 曲 選ば れ 
て いる 。 最 初 の 2 曲 の “古本” と カーニバル” が 1972 年 の 、10 曲 
目 の ~ 本 当 の カル ヴァ リオ の 丘 で 手 を 釘付け に され た イエ ス * が 1978 
年 の それ ぞ れ 初 公開 曲 だ が 、 出 来 の 良い 曲 で ある の が 嬉し い 。 4 曲 
目 は 、 デ ビュ ー・ ア ル バ ム の 4 曲目 に 収録 の “Le soir du diable” 
の 何と 英語 版 。「Vagabondages」 と 同様 、 ジ ャ ッ ク ・ ブ レル の カ ヴ 
ァ ー も 1 曲 入 っ て お り 、 ア ンジ ュ へ の プ ブレ ル の 影響 の 強 さ が 改め て 
わか る 。 (松元 ) 








man Demps 市 OHRISTIAN DECAWPS ET FILS 
Le Mal D'Aam 


L P/Philips 9101233 79 年 
CD/Baillemont Productions CD 981 


和 y 作 


Le mal Adam 


アン ジュ の 中 心 人 物 で 、 バ ンド で は 作詞 の ほとん ど を 受け 持つ ヴ 
ォ ー カ ル の クリ スチ ャ ン ・ デ カン の 初め て の ソロ ・ ア ル バ ム 、「 ア ダ 
ム の 災難 」。 こ の アル バム は 作詞 、 作 曲 、 歌 、 キ ー ボ ー ド 、 生 ギタ ー、 
パー カッ ショ ン を 担当 し て 作っ て お り 、 時 に 狼 雑 、 時 に 詩 的 な 歌詞 
を 武 朋 な メロ ディ ー に 乗せ て 力ずく で 押し まく る よう に 歌う 。 そ の 
意味 で クリ スチ ャ ン ら し い ア ル バ ム で は ある 。 メ ン バ ー は 、 ア ンジ 
ュ の 「Guet-apens (邦題 : 異 次 元 へ の 罠 )」 に 参加 し た クロ ー ド ・ ド 
ゥ メ (ギタ ー、 サ ックス ) や ジェ ラル ド ・ ル ナー ル (ベー ス ) な ど 
で 、 ロ ッ ク シ ロー ル 色 が 強い 。 だ が 、 メ ロディ ー に は も う 少 し 向上 
の 余地 が ある の で は な い だ ろ うか 。 8 曲目 の バラ ー ド の Silence, On 
Tourne! (静粛 に 撮影 開 始 /)” は 美しい が 。 (松元 ) 
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| (HAN CHRISTIAN DECAMPS ET FILS 
| [ECAMPS | Juste Une Ligne Bleue 
- ea CD/Philips 848066-2 '90 年 














クリ スチ ャ ン ・ デ カン の 2 枚 目 の ソロ ・ ア ル バ ム 「 青 い 線 が 1 本 
だ け 」。 小品 集 で 、 プ ログ レ 的 どこ ろか 、 ロ ッ ク 的 と も 言い 難い 。 彼 
自身 で キー ボー ド や リズ ム ・ プ ログ ラミ ング を や っ て いる が 、 中 心 
は あく まで も 彼 の 語り で あり 、 歌 で ある 。 大 人 向け の 童謡 風 の 歌 、 
と いえ ば 雰囲気 は 伝わる と 思う 。 4 曲目 の “宇宙 は 僕達 二 人 の た め 
に *、 7 曲目 の ^ こ こ で 今 す ぐ は い や だ ( 君 に 言い た い )*、 8 曲目 の 
^ モ ー ツ ァ ル ト 、 ヘ ンド リッ クス 、 シ ュー ベル ト “、10 曲 目 の “ 僕 の 
星 "、13 曲 目 の ^ ペ プシ の 女 ”、15 曲 目 の 動物 園 の 日 曜日 /、16 曲 目 
の “オン ボロ 列車 、 機 関 車 "あたり が 特に 美しい 歌 だ 。 ア ンジ ュ の 
仲間 が 5 名 参加 。 他人 の 曲 が 3 曲 あ り 、 そ の うち の 1 曲 は 息子 の ト 
リス タン ・ デ カン の 作品 で ある 。 (松元 ) 


IN DECAMPS ET FILS 
四 
CD/Musea FGBG 4110 "94 年 





これ は 「 ア ンジ ュ の ヴォ ー カ リス ト 」 と いう 肩書 き を ひと まず 忘 
れ て 聴く の が よい だ ろう 。 編曲 、 ギ ター な ど で の ジャ ン ・ パ スカ ル ・ 
ボ ポ フ ォ の 全面 的 協力 も あっ て 部 分 的 に は プロ グレ っ ぽい が 、 前 作 同 
様 、 中 心 は クリ スチ ャ ン の 歌 で ある こと は 銘 記し よう 。 息子 の トリ 
スタ ン が 書い た 1 曲 を 除い て 全部 クリ スチ ャ ン の 作詞 作曲 。 7 曲目 
の “天使 みた い だ ”、 生 ギタ ー だ け の 伴奏 の 11 曲 目 バ ムー ラン ヴェ ー 
ル 小 路 *、12 曲 目 ` 誤 解 の よう に ”、13 曲 目 ヴァン トル ブル ー ズ の 
浮浪 者 ”、16 曲 目 人間 の 魂 ” が 特に 印象 的 だ 。「 裸 」 と いう アル バ 
ムタ イト ル 通 り 、 ク リス チャ ン の ヌー ド 写 真 ( ?) が ブッ クレ ッ ト に 
載っ て いる が 、 こ れ は 最終 曲 “人 間 の 魂 ” で 歌っ て いる 「 人 間 の 魂 
を 再発 見 し よう 」 と いう 主張 の あら われ で も ある 。 (松元 ) 





FRANCIS DECAMPS 
Histoire De Fou 


L P/Philips 9101212 '79 年 
CD/Baillemont Productions CD 982 





アン ジュ の 音楽 面 で 中 心 的 な 役割 た 果たし て いる キー ボー ド の フ 
ラン シス ・ デ カン の 初め て の ソロ アル バム 、「 馬 鹿 物 語 」。 ミ シェ ル ・ 
ムリ ニー (ギタ ー)、 ジ ャ ン ・ ミ ュ ズ ィ (サポ ー ト ・ キ ー ボ ー ド と 編 
曲 )、 ア ンジ ュ の ジャ ン ・ ピ エー ル ・ ギ シャ ー ル (ドラ ム ス ) ら を 地 
え 、 フ ラン シス 自身 の 歌声 に 合っ た 暖か み の あ る シン フォ ニッ ク ・ 
ロッ ク を 演奏 し て いる 。 歌 詞 は ファ ンタ ジー 溢れ る 詩 的 な も の だ し 、 
キー ボー ド の 音色 も アン ジュ 的 な の で 良い アル バム な の だ が 、 兄 の 
クリ スチ ャ ン ・ デ カン の 狼 雑 な 持ち 味 が な い の で 、 あ くま で も アン 
ジュ の 片割れ 的 な アル バム 以上 と まで は 言え な い 。 そ れ で も アル バ 
ム 中 で は 、3 曲目 の ^Canicule( シ リウ ス 星 )“ と 5 曲目 の ^Apocalypse 
(黙示 録 )” が 単純 に 良い 曲 で ある 。 (松元 ) 


FRANCIS DECAMPS 
Vie En Positif 
CD/Disques Marianne 81604-2 '90 年 





フラ ン シ ス ・ デ カン は 一 時 期 ア ルコ ー ル 依存 症 に な っ た こと が あ 
り 、 本 作 は その 苦し い 経 験 を も と に 作っ た 告白 私 小説 的 アル バム 。 
「 こ の アル バム を 、 私 の 命 を 救っ て くれ た 妻 の ミッ シェ ル に 永遠 に わ 
た っ て 捧げ る 」 と いう 献 辞 が ある 。 最 初 が 流れ る アル コー ル 、 危 
険 と いう エレ クト ロニ ッ ク ・ プ ルー ス (? ) で 始ま り 、 彼 の 経験 の 
ー 端 が 垣間見 られ る 。 3 曲目 の ^ 風 を 静め て ” は 静か な 美しい イン 
スト ゥ ル メ ンタ ル 曲 。 7 分 に 及ぶ 6 曲目 の と て も 空 が ほし い ” は 
生 へ の 欲求 を シン フォ ニッ ク な 曲 に 乗せ て 歌う 。 7 曲目 の あな た 
の 痛み を 止め て あげ る ” で は アル コー ル 依 存 症 の 危機 を 乗り 越え た 
夫婦 愛 が 歌わ れる 。 9 分 に 及ぶ 最後 の 曲 、` 陽 画 の 人 生 ” は 壮大 な 曲 
で 、 人 生 へ の 育 定 的 な 姿勢 を 歌い 上 げ て 大 団 円 。 (松元 ) 








FRANCIS DECAMPS 
D6camps Lajoie Epicier 
Marchand Drock 
CD/Celluloid 66920-2 93 年 





これ は また 人 を 食っ た 作品 で ある 。 曲 自体 も ユー モラ ス な も の が 
多い うえ に 、CD の 機能 を 生か し た お 遊び が 付い て いる 。 まず 、CD を 
プレ イヤ ー に セッ ト す る と 、99 曲 と いう 表示 が 出る 。 こ れ は 、 本 編 
が 終了 し た 後 、CD の どこ か に お まけ の 1 曲 が 隠 され て いる の で リモ 
コン サー チ で 探し だ そう 、 と いう 趣向 だ 。 曲 の 方 も 、~ ク ー ル 農業 ロ 
ッ ク ン ロー ル ” と か 雌牛 を 保護 せよ ” と か “ 街 の ラッ プ 、 畑 の ラ 
ッ プ ” と か 、 彼 が (アン ジュ が ) 地方 出身 で ある こと を 思い 出さ せ 
る 農村 的 な ( ? ) も の が 並び 、 架 空 の ラジ オ 局 で の 寸劇 も 入っ て いて 
楽し い 。 ア ルコ ー ル 依存 症 か ら 復 帰し た フラ ン シ ス の 会 心 の ユー モ 
ア か 。 くれぐれも プロ グレ や シン フォ ニッ ク で 壮大 な キー ボー ド や 
アン ジュ 風の音 を 期待 し て は いけ な い 。 (松元 ) 





岬 DANIEL HAAS,YVES HASSELMAN 
Couleurs Du Temps 
L P/Crypto ZAL 6468 '78 年 





(6 が 7 74 


アン ジュ の ベー シス ト 、Daniel Haas と TRAVELLING の キー ボー デ 
ィ ス ト 、Yves Hasselman と の 連名 作 。 実 際 は J.Louis Baverel(g), 
Christian Repiquet(ds) を 加え た バン ド 編 成 で の アル バム に な っ て い 
る 。 中 身 は Hasselman の キー ボー ド を 中 心 に し た イン スト ゥ ル メ ン 
タル が 多く 、 作 曲 を Haas と 4 曲 ずつ 分 け 合 っ て いる と 言え 、 実際 の 
音 の ほう は Hasselman 色 が 強い 。 彼 は この 後 も 「Mecanique Mentale」 
(Crypto ZAL 6497、'80 年 )、「To Jazz Or Not To Jazz」(Y.H.Impro 
001、'83 年 ) 、「Soleil Noir」(Y.H. Impro 002、'84 年 ) の ソロ ・ ア ル 
パム を リリ ー ス し た 。 それ に し て も 、 も う 一 つ ビ ピリ ッ と し な い キ ー 
ポー ド ・ プ レイ の せい で アル バム が 薄 味 ・ 散 温 に な っ て いる 感 は 否 
め な い 。 (松本 ) 





ぢ おち 














^ フ ラン ス の イエ ス “" と 言う 触れ 込み で 日 本 に 紹介 され て 以来 、 
ATOLL は 最も 日 本 で 人 気 の 高い フレ ンチ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク ・ グ 
ルー プ と し て 知ら れ て いる 。1989 年 の 来 日 公演 、 近 年 の キン グ ・ レ コー ド 
及び フラ ンス Mus@a 等 に よる CD 化 で 、 若 い ブ プロ グレ ・ フ ァ ン の 間 で 
も 高い 人 気 を 獲得 し て いる 様 で 、 嬉 し い 限 り で ある 。 

彼ら の 歩み に つい て は 、Mus6ea よ り の CD に 大 変 詳し く 書 か れ て 
いる の で 、 詳 細 な 点 に つい て は そちら を お 読み 頂く こと と し て 、 こ こ で は 
当時 の 雑誌 等 に 報道 され た ニュ ー ス を 織り 込み な が ら 、ATOLL の 歴 
史 を まとめ て お く こ と に する 。 

ATOLL は 、1972 年 1 月 に バリ で Luc Serra(g)、Jean-Luc 
Thillet(g)、Alain Gozzo(ds) の 3 人 が 出会っ た 事 か ら 始 まっ た 。 
彼ら は 意気 投合 し 、 や が て Andre Balzer(vo)、Francis Paul 
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(b) を 加え て 、1972 年 6 月 23 日 に ZOO の 前 座 ヒ し て デビ ュー を 帥 っ た 。 
その 後 も シャ ン ソ ン 系 アー ティ スト の 前 座 ヒ し て コン サー ト を 続け 、11 月 
10 日 に は Paris の 有名 な ライ ヴ ・ ハ ウス で ある Golf-Drout に NOVALIS (あの ドイ ツ の 
NOVALIS と は 別 の フラ ンス の グル ー プ ) と 共に 出演 し た 。 こ の 時 に は "Change La Vie" 等 
オリ ジ ナ ル 曲 の 他 、"Stairway To Heaven““Woodenship"“Down By The River” 
等 を 演奏 し て お り 、 後 の Rock En Stock 誌 の イン タビ ュー( 昔 、Fools Mate 誌 に 全訳 が 掲 
載 され て いた ) で Andre が 「 ウ ェ ス ト ・ コ ー ス ト ・ サ ウン ド に 影響 され て いた 」 と 語っ て いる 事 が 良 
く 解 る 。 こ の 日 の コン サー ト は 好評 で 、Rock&Folk 誌 に 取り 上 げ ら れる な ど 徐 々 に 注目 を 集め 
る 様 に な る 。 

1973 年 に な る と そん な 人 気 に 目 を 付け た Eurodisc が 彼ら と 契約 、9 月 に レコ ー デ ィング が 人 行 
な われ 、 シ ング ル 「Je L'Aiwe Guaud Je Te Vois/Change Ta Vie」 で レコ ー ド ・ デ ビュ 
ー を 果たし た 。 又 、 こ の レコ ー デ ィング 以前 の ライ ヴ の 模様 に つい て も 、 近 年 Musea よ り リ リー ス 
され た 1st ア ル バ ム の CD に ボー ナス ・ ト ラッ ク と し て 収録 され て いる 。 

1974 年 に 入り ベー ス が Pat Kiffer に 交代 し 、 キ ー ボ ー ド の Mechel Taille が 加入 し た 。2 月 
に は 2nd シ ング ル 「La Secret Du Mage/Je Fais Un R6ve」 が リリ ー ス され 、ATOLL サ 
ウン ド が 形 造 られ て 行っ た 。6 月 に は ANGE と の ツア ー を 行い 大 成功 を 収め 、 飛 躍 へ の 確か な 手 
応え を 感じ た 彼ら は 、 遂 に 1st ア ル バ ム 「Musiciens Magiciens」 を リリ ー ス する 。 こ こ で は 
Pat Kiffer が 脱退 し 、Jean-Luc が ベー ス に まわ っ て いる 。 こ の アル バム は 幾 分 未熟 さ が 感じ 
られ る も の の 、 新 鮮 な 若 さ 溢れ る 力作 と な っ て いる 。Andre の シア トリ カル な ハイ トー ン ・ ヴ ォ イ ス 
を 中 心 と し た テク ニカ ル で スリ リン グ 、 そ れ で いて メロ ディ アス な サウ ンド は 、 重 さ を 引 きず っ て いる 




















様 な 他 の フラ ンス の グル ー プ と は 一 線 を 画す 、ATOLL な ら で は の も の で ある 。 

1975 年 に は 早く も 2nd ア ル バ ム 「L'Araignee-Mal」 が リリ ー ス され た 。Luc Serra が 脱 
退 し 、DIVODURUM よ り Christian Beya(g: 元 Amon Duul 上 )、Richard Aubert 
(vIn : 元 KOMINTERN) が 加入 し て 製作 され た この アル バム で 、 彼 ら は 一 気 に 頂 点 に 登り つ 
め た 。 DIVODURUM よ り の アイ デア を 持ち 込ん だ 複雑 華 豚 で テク ニカ ル な アン サン プル 、 
変幻 自在 な 曲 構成 正 に フレ ンチ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク の 金字塔 的 な 名 作 で ある 。 こ の アル バム は 、 
Best 誌 の 人 気 投票 で 最高 10 位 を 記録 する ヒッ ト と な り 、ATOLL は 一 躍 人 気 グ ルー プ と な っ た 。 
同誌 の 年 間 人 気 投票 で も 国内 部 門 で 前 年 の 6 位 か ら 4 位 ヘ ラン ク ・ ア ッ プ ( 尚 、1 位 は ANGE 
で ATOLL の 10 倍 、2 位 は MAGMA で 2 倍 の 票数 を 得 て い る 。 他 で は TAI PHONG が 65 位 
に ラン ク ・ イ ン し て いる 。) し 、"76 年 に 活躍 が 期待 され る アー ティ スト の 部 門 で も 4 位 ( 他 で は 3 位 に 
TAI PHQNG、7 位 に MONA LISA が ラン ク ・ イ ン し て いる 。) に ラン キン グ さ れ て いる 。 

2 年 後 の 1977 年 に は 3rd ア ル バ ム 「Tertio」 が リリ ー ス され た 。 こ こ で は Richard が 脱退 し て 
いる が 、 前 作 に 劣ら な い 名 作 に 仕上 っ て いる 。 カ ッ ト さ れ た シン グル 『「Paris C'Est Fini/ 
Tunnel』 の 大 ヒッ ト も あり 、 ア ル バ ム も Best 誌 の 人 気 投票 で 最高 23 位 を 記録 する 成功 を 収め 
た 。 複 雑 な イン スト ・ バ パー ト は 少な く な っ た も の の 、 彼 ら の ルー ツ で ある ウェ スト ・ コ ー ス ト ・ サ ウン 
ド に 影響 され た コー ラス ・ ワ ー ク を 生か し た シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク ・ サ ウン ド が 楽し め る 。 

3rd の 成功 か ら 2 年 、1979 年 に 彼ら は 4th ア ル バ ム 「Rock Puzzle」 を リリ ー ス する 。 シ ー ン 
が パン ク / ニ ュー・ ウ ェ ー ヴ に 移行 し て 行く 中 、 レ コー ド 会 社 に よる ホー ン ・ セ クシ ョ ン と スト リン グ ス 
の 導入 の 強要 に も な げ る こと な く 、 前 作 の 延長 線上 に 有る 好 作 品 を 作り 上 げた 。 こ の アル バム 
で は イン ター ナシ ョ ナル で も 通用 する ハイ ・ レ ベル な 音 作り が 成 さ れ て お り 、 前 作 一 本 作 を 単に ポ 
ッ プ 化 と 言う の は 余り に 了 見 が 狭い の で は な い だ ろ うか 。 本 作 は Best 誌 の 人 気 投票 で 最高 19 
位 を 記録 する 成功 を 収め 、 シ ング ル 「Smarto kitshy/L'ultime Rock」(B 面 が 異な る プ 
ロモ ・ オ ン リ ー の 12 イ ンチ ・ シ ング ル も ある ) も リリ ー ス され た 。 

し か し な が ら こ の 後 、1981 年 に Gozzo と Taillet 以 外 の メン バー が 相次い で 脱退 、Jean- 
Jacques Flety(g) と John Wetton を 迎え て リハ ー サ ル を 行う (Musea よ り の 4th ア ル バ 
ム の CD の ボー ナス ・ ト ラッ ク で デモ 録音 が 聴け る ) が 上 手 く 行 か ず 、 グ ルー プ は 解散 する 。 と こ 
ろ が 1987 年 に な っ て Beya を 中 心 に 再 結成 され 、 プ ロモ ・ シ ング ル に 次 いで 1989 年 に は 5th ア ル 
バム 「L'Ocean」 を リリ ー ス 。 何 と 来 日 し し その ライ ヴ を 収録 し た 「Tokyo C'Est Fini」 も リリ ー 
ス さ れ た 。 新 生 ATOLL は 、 か つて の 面影 を 残し な が ら も 全体 的 に は ハー ド な 素晴らし い サ ウン 
ド と な っ て いる 。 

来 日 以降 ニュ ー ス の 少な い 彼ら だ が 、 い つか 再び 素晴らし い 新 作 が 聴け る 事 を 楽し み に 、 こ 
の 辺 で ベン を 置く こと に し よう 。 
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ATOLL 
MMuSiciens- 朋 agiciens 
L P/Eurodisc 87 008 74 年 


CD/Musea FGBG 4008 
キン グ K32Y 2136 





ATOLL の 記念 すべ き デ ピュー・ ア ル バ ム 。ATOLL と 言え ば YES と し 
ば し ば 比較 され る が 、 こ の アル バム で も 凝っ た 構成 の 楽曲 に それ を 
感じ る 。 デ ビュ ー・ ア ル バ ム と いう こと も あり 一 部 に 粗 さや 未完 成 
さ を 感じ る が 、 その 反面 、 素 性 の 良さ も あり 、 バ ンド と し て 成長 途 
上 に ある こと を 感じ させ て くれ る 。 個々 の 曲 は 光る 部 分 も ある も の 
の 、 ア ル バ ム 全体 を 通し て 聞く と 印象 が や や 薄い か 。 も ちろ ん これ 
は 2nd 以 降 の アル バム と 比較 し て 、 と いう レベ ル の 話 で あり 、 十分 水 
準 は 越え て いる と 思う 。 ま た 、 ア ル バ ム ・ ラ スト の 曲 は 2nd ア ル バ ム 
の 組曲 夢魔 へ の 布石 と いう べき 物 で 、 聞 き 応 え が あ る 名 曲 。 な お 、 
この アル バム の ム ゼ ア の CD は な ぜ か 音質 が 悪い 、 製 作 時 の ミス だ ろ 
9 が 7.』 (野呂 ) 


NON geNee-i ATOLL 
4 Laraign6e-Mal 
LP/Eurodisc 913-002 75 年 


CD/Musea FGBG 4012 
キン グ KICP 2712 





彼ら は 6 枚 の アル バム が すべ て 日 本 発売 され て お り 、 名 実 共 に フ 
レン チ ・ ロ ッ ク 界 を 代表 する グル ー プ の 一 つ で ある 。1st 「Musiciens 
-Magiciens」 で は 多く の 糧 き を 見 せる 一 方 多く の 次 落し た 要素 を 拘 
えて いた が 、 名 ギタ リス ト 、 ク リス チャ アン ・ ベ ア と 元 コ ミン テル 
ン の ヴァ イオ リ ニ ス ト 、 リ シャ ー ル ・ オ ベー ル (本 作 の み に 参 加 ) 
を 得 た この 2nd に お いて 一 気 に 頂 点 へ と 登り 詰め た の で ある 。 高 度 な 
曲 構成 力 と 卓越 し た 演奏 能力 に よっ て 、 緊 張 感 の 塊 と も 言え る 音 を 
終始 生み 出し て いる 。 続く 3rd「Tertio」 と 4th「Rock Puzzle」 で は 
若干 ヴォ ー カ ル の 比重 が 増え 、 全 体 的 に 柔軟 な 音 創り へ と 変化 を 見 
せ た が 、 彼 ら の 特長 で ある 曲 の 流れ の 自然 さと 高い 演奏 技術 は 益々 
磨き が か か り 、 い ずれ も 劣ら ぬ 秀 作 で ある 。 ( 城 元 ) 





LP/Eurodisc 913 132 77 年 
CD/Musea FGBG 4019 
キン グ KICP 2723 





アル バム ・ タ イト ル 通 り の サー ド ・ ア ル バ ム 。 前作 は 複雑 に か ら 
みあ っ た 楽曲 の 構成 が 魅力 で あっ た が 、 本 作 で は それ を 解き ほぐし 
た か の よう な すっ きり し た 音 作り に な っ て いる 。 そ の た めか ポッ プ 
に 感じ る 人 も いる よう だ が 、 余 分 な 音 を 削ぎ 落と し た シャ ー プ で ソ 
リッ ド な 音 作り が 気持 ち 良 く 、 ア ル バ ム 全体 に ロッ ク の 持つ スピ ー 
ド 感 ・ ド ライ ヴ 感 が あっ て 、 実 に 格好 が 良い 。 そ し て 、 こ の バン ド 
の も と も と の 持ち 味 で ある 楽曲 や 構成 の 良さ は 失わ れ て いな い 。 バ 
ンド の 代表 曲 で あり リフ が 良い アル バム 冒頭 の パパ リ は 燃え て いる 
か ” や 、 ラ スト を 和 飾る 二 部 構成 の 大 曲 トン ネル ” な ど 聞 き 所 も 多 
い 。 ア ル バ ム と し て の 傾向 は 違う が 2nd ア ル バ ム と 共に 代表 作 と 言え 
よ 39 (野呂 ) 


ATOLL 
Rock Puzzle 


L P/Eurodisc 913 300 80 年 
CD/Musea FGBG 4024 
キン グ 292E-2030 





ATOLL の 4th ア ル バ ム 。 前 作 の 延長 線上 に ある サウ ンド で あり 、 一 
見 ポッ プ だ が ATOLL ら し さ を よ く 表 し た 佳作 アル バム と な っ て いる 。" 
79 年 と いう プロ グレ に 厳し か っ た 時 代 背 景 を 考え る と 、 よ く こ れ だ 
け の アル バム を 残し た と 感心 する も 。 が 、 せ っ か く 導 入 し た プラ ス ・ 
セク ショ ン の アレ ンジ が あま り に も 過 唐 な が 点 や 、 ジ ャ ケッ ト の デザ 
イン は ちょ っ と 残念 な と ころ 。 そ れ で も スピ ー ド 感 や 叙情 性 な ども 
健在 で あり 、 和 声 の 使い 方 な ど は 円 融 の 域 に 達し て いる 。 前 作 が 気 
に 入っ た 人 は 楽し め る と 思う 。 し か し 、 バ ンド は この アル バム を 最 
後に 解散 し 、ATOLL 名 義 の バン ド は し ば らく 活動 を 停止 し て し まう 。 
な お 、 ム ゼア の CD で は John Wetton が 参加 し て いる 3 曲 ほか 計 6 曲 
を ボー ナス 収録 し て いる 。 (野呂) 








TOLL 
Le6an 
CD/ キ ング 292E 2056 '89 年 





ギタ リス ト の クリ スチ ャ ン ・ ベ ア を 除く 全員 が 新 メ ン バ パー と いう 
~ 新 生 ATOLL' の アル バム は 「 大 洋 」 と 題 さ れ 、YES の 「 海 洋 地形 学 
の 物語 」 を 稚 提 に し た よう な ジャ ケッ ト に 包ま れ て 登場 し た 。 製 作 
年 を 反映 し て 、 打 ち 込 み の 多 用 、 ポ ッ プ な メロ ディ を 導入 し た コン 
パク ト な 曲想 が 耳 に つき 、 営 て の 大 曲 志 向 は 影 を 潜め た が 、 こ れ は 
サー ド 以 降 の 滞 進 的 な 変化 の 流れ で 捉え れ ば 充分 に 納得 が いく 。 む 
し ろ き ら ぴ や か な キー ボー ド や ベア の 達者 な ギタ ー・ プ レイ に よる 
ロマ ン テ ィ シ ズム と 余裕 が 重なり 合っ た 演奏 を 楽し みた い 。 J・ ア ン 
ダー ソン 的 な 美しい 小品 ^Metamorphose” は 先 に 出 た ム ゼ ア の コン 
ピ レ ー シ ョ ン 「Enchantement」 に も 収録 。 一 部 メン バー の 異動 は あ 
っ た が 、 彼 等 は 本 作 を 引っ 提げ て 来 日 公演 を 果たす 。 (高山 ) 





ATOLL 
Tokyo C'est Fimi Live In Janan 
CD/ キ ング 292E-2075 '89 年 





'89 年 、ATOLL の 日 本 で の ライ ヴ ア ル バ ム 。 ニ ュー・ ア ル バ ム の 発 
表 、 そ し て まさ か の 来 日 コン サー ト に ファ ン は 狂喜 乱舞 し た 。 オ リ 
ジ ナ ル ・ メ ン バ ー で は リー ダー の C.BeyA し か 残っ て な か っ た が 、 旧 
ナン バー も ヴォ ー カ ル を 含め て 、 さ ほど 違和感 な く 聞 ける 。 プ レイ 
は 多少 の 粗 さ が ある も の の 、 そ れ よ り も 熱気 あふ れる も の で あり 、 
ATOLL が ライ ヴ ・ バ ンド で ある こと を 感じ させ て くれ る 。 ラ イヴ 映 
えす る サー ド ・ ア ル バ ム 以降 の 曲 は ライ ヴ で さら に スト レー ト な ア 
レン ジ と な っ て お り 、「 夢 魔 」 か ら の 曲 も ドラ イヴ 感 の ある も の に な 
っ て いる 。 し か し 、 こ の ライ ヴ ・ ア ル バ ム 発表 後 、ATOLL の 活動 は 
再び 停止 し て し まっ た よう だ 。 な お 、 同 時 に ライ ヴ ・ ビ デオ も 販売 
され て いた 。 (野呂 ) 





どど 








70 年 代 半 ば の こと 、 ア ンジ ュ も アト ー ル も ビュ ル サ ー る も 国内 未 紹介 だ 
つっ た 当時 、 ロ ッ ク 不 毛 の 国 " か ら 彗 星 の ご と く 現 われ た タイ ・ フ ォ ン は 、 
その フラ ンス 臭 さ を 感じ させ な い サ ウン ド に 関係 な く 大 き な 注 目 を 集め 
た 。 日 本 で アル バム に 先行 し て シン グル ・ リ リー ス さ れ た "Sister 
Jane”" は 一 般 の 音楽 ファ ン の 間 で も 評判 に な っ た し 、 結 果 タイ ・ フ ォ ン 
は 多く の 熟 狂 的 ファ ン を 生み 出し た 。 そ の 支持 は 今 な お 根強い よう に 
思え る 。 ス タイ ル に 着目 し て 典型 的 氷 情 派 ブ プロ グレ と いう 括り 方 で 語ら 
れる こと が 多い 彼ら だ が 、 確 た る オリ ジ ナ リティ ー を 持ち 、 フ レン チ ・ ロ ッ 
ク 史 上 非常 に 特異 な 位置 を し め る 存在 で あっ た こと を ここ で 強調 し て 
お きた い 。 

タイ ・ フ ォ ン は フラ ンス ・ ベ トナ ム 混 血 の Khanh と TaT を 中 心 に 結成 
され 、75 年 に 「Tai Phong」、 翌 年 に 「Windows」 を リリ ー ス し た が 、 
この 2 作 に 彼ら の 特質 が 全て 凝縮 され て いる 。 親 し みや すい 歌 メ ロ を 
桜 に し て 、 ア レン ジ は も と より ミキ シン グ や ステ レオ 定位 も きめ 細やか に 練り 上 げ ら れ 、 繊 細 に 構 
築 さ れ た 音 の つづ れ 織 り は あま り に も せつ な く 美 し い 。 奥 行き の ある 立体 的 な 音 作り に 成功 し て 
いる の だ が 、 そ れ が 全体 と し て と て も 自然 に 、 流 れる よう な ハー モニ ー を 紡ぎ だ し て いる の が 雪 晴 
らし い 。 そ し て “人 間 メ ロト ロン "と 呼ば れ た ドラ マチ ッ ク な コー ラス ・ ワ ー ク 。 オ プリ ガー ド や バッ キン 
グ の フレ ー ズ ひと つ 取 っ て も 甘く メロ ディ アス で 、“「 泣 き 」 の 金太 郎 鯛 "“^ ブ ログ レ 演 歌 "と 畠 搬 さ 
れ た の も や も っ と も な 話 。 線 が 細い の は 確か だ が 、3 人 の リー ド ・ ヴ ォ ー カ ル の 使い 分 け も 絶妙 で あ 
る (泣き の ハイ トー ン ・ ヴ ォ イ ス は J.J.Goldman の も の )。 あ る 評論 家 は 彼ら の 音楽 を 「 観 念 的 
セン チ メ ン タリ ズム 」 と 酷評 し た が 、 そ れ も あ な が ち 的 外れ と は 言え まい 。 た だ し 、 タ イ ・ フ ォ ン の 真 
価 は スタ イル で 規定 され る も の で は な く 、 決 し て 上 手 と は 言え な いそ の 歌唱 や 演奏 の 背後 か ら 
ほのか に 立ち 上 が る や わら か な 情感 、、 め や か な 詩情 、 豊 か な 感性 、 そ を こ に こそ 我々 の 魂 を 揺 さ 
ぶる も の が ある の だ と 筆者 は 思う 。 























どら 
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タイ ・ フ ォ ン は メン バー・ チ ェ ン ジ 後 、79 年 に 3rd ア ル バ ム 「Last Flight」 を 発表 。 曲 想 に 広 が 
り を 見 せ た が 、 前 述 の 特質 は か な り 薄 れ て し まっ て いる 。 そ の 後 "80 年 代 に 入っ て 解散 し た と 伝え 
られ た が 、'86 年 に な っ て 突然 シン グル を 発表 し て 我々 を 驚か せ た 。 し か し 予告 され た アル バム は 
出さ れ ぬ まま 、 現 在 まで 音沙汰 が な い 。 
最後 に 極 私 的 文章 で 恐縮 だ が 、 筆 者 に と っ て タイ ・ フ ォ ン 、 と り わ け Tai Sinh の 作る 曲 と 彼 の 
下手 な 歌 は 、18 年 間 に わ た っ て この 世 で 最も 大 切な 、 か けが え の な い 存在 で あっ た 。“ 好 きだ " 
“ファ ン だ "な ど と いう 言葉 で 片付け られ て し まう の が 非常 に も どか し く て 悔し い 程 、 想 い は 決定 
的 だ 。 恥 ず か し い 話 だ が 、 傍 中 で 必ず 泣い て し まう の で アル バム 1 枚 聴き 通す な いで いる 。 男 を 
そこ まで させ る も の が ある の だ 、 タ イ ・ フ ォ ン に は 。 
TAI PHONG TAI PHONG 
Tai Phong Windows 
LP/WB 56 124 75 年 LP/WB 56 264 76 年 
CD/WEA 4509-96264-2 CD/WEA 4509-96266-2 
(Jap.)WEA WMC5-609 (Jap.)WEA WMC5-610 
日 本 で 最も 知名 度 の 高い ユー ロ ・ ロ ッ ク ・ バ ンド の 1 つ 「 タ イ ・ TAI PHONG 2nd で ある 「Windows」 は 彼ら の 最高 作 と 評 され 
フー ン 」( と 当時 は 呼ば れ た ) の デビ ュー 作 。 か の 代名詞 的 ナン バー て いる 。 透 明 感 溢れ る ハイ ・ ト ー ン ・ ヴ ォ ー カ ル 、 優 し く 甘 美 な メ 
^Sister Jane” は 本 国 、 そ し て 我国 で も シン グル 、 カ ッ ト さ れ 話 題 を ロディ で 綴 ら れ た その 朗 情 的 な 音楽 は この 作品 で は 完璧 な まで に 仕 
呼ん だ 。 全編 を 通じ て 流れ る 物悲しい ハイ ・ ト ー ン ・ ヴ ォ イ ス と コ 上 が っ て お り 、 1 st に 比べ て アル バム 全体 と し て の 構成 に 格段 の 進 
ー ラ ス 、 ツ ボ を 外さ な い ピ アノ 、 甘 い ス ライ ド ・ ギ ター、 プ ロ と し 歩 が 見 受け られ る 。( た だ し 、 1 st も ^Sister Jane” と いう 名 作 が 
て の 水準 は 保ち あつ つも どこ か 垢抜け な い ア ン サ ンプ ブル …、 そ れ ら 全 光っ て いて こち ら も は ず し が た い 。) アル バム ・ ジ ャ ケッ ト に 描か 
て が 「 近 情 派 」 と 呼ぶ に 相応 し い 。 泣き まく る メロ ディ も さる 事 な れ て いる 武将 と 桜の 木 は 明らか に 日 本 を 意識 し た も の で あり The 
が ら 、 さ り げ な い 風 情 や 聴き 手 を いつ の ま に か 取り 込ん で し まう 様 Gulf Of Knowledge′ (探求 の 淵 ) で 描か れ て る 穏やか な 東洋 (日 
な 柔和 で 包容 力 の ある サウ ンド の 妙 こ そ 人 気 の 秘密 だ ろう 。CD 化 本 ) の 心 を 表し た も の で ある 。 メ ン バ ー の Khanh と Tai の 東洋 的 感 
に 際 し 、 シ ング ル 両 面 2 曲 の 追加 あり 。 近 年 へ ヴィ ・ メ タル ・ フ ァ 性 の 表れ と いう より 彼ら の (古代 の ) 日 本 の 心 へ の 強い 憧れ が 表れ 
ン の 間 で 再 評価 され た 事 も 付け 加え て お こう 。 (山田 ) た も の と 思わ れる 。 それ は 既に 現代 の 日 本 人 が 失 し た も の か も ? 
(佐々 木 ) 
届 二 
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Tai と J.A.Gardet 脱 退 後 、 新 メ ン バ ー を 加え て リリ ー ス され た アル 
パム と し て は 最終 作 。 バ タイ ・ フ ォ ン と いえ ば 1 st、 2 nd で ある ” と 
いう 見 方 が 一 般 的 で 本 3 rd は 無視 され た 感 が 強い 。 確 か に ポッ プ だ 。 
し か し 、 ち ょ っ と 待っ て 欲し い 。 こ と メロ ディ 、 歌 心 と いう 点 に 注 
目 す れ ば 、 タ イ ・ フ ォ ン らし さ は いさ さか も 失わ れ て いな いし 、 流 記 
か つ ド ラマ チッ ク な 構成 と いう 面 で も ② 及 び ⑤ 曲 目 が ある / この 
2 曲 な ど 感 動 以外 の 何 も の で も な い 。 余りに 過少 評価 され て いる と 
思う 。 多 少 の 変化 な ど 問 題 と し な い 強固 な 物 が 在 る 。 1 st、 2 nd 以 
上 と は 言わ な い が …。 (中 島 ) 
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タイ ・ フ ォ ン の 親戚 バン ド と し て 知ら れる アル ファ ・ ラ ルフ ァ 唯 
ー の 作品 。 グ ルー プ は 5 人 編成 で 、 中 心 人 物 は ミシェル (g) と クロ 
ー ド (g, Violin) の 2 人 で ある 。 そ し て キー ボー ド に は ジャ ン ・ ア ラ 
ン ・ ギ ャ ル デ ( 元 タ イ ・ フ ォ ン ) 、 ベ ー ス に は シャ ルリ ー・ シ ャ リラ 
(後に Booz の アル バム に 参加 ) と いっ た 、 な か な か の 強者 パン ド だ 。 
音 の 方 は 基本 的 に ヴォ ー カ ルレ ス で ギタ ー が メイ ン 。 明 る さと 哀 怠 
を 兼ね そなえ た 曲調 が 特徴 で ある 。 全体 の 出来 と し て は 、 タ イ ・ フ 
ォ ン に 比べ れ ば 分 が 悪い が 、 ジ ャ ン の 哀 基 の キー ボー ド ・ ワ ー ク は 
変わ っ て いな い 。 さ ら に ゲス ト と し て ハー モニ ー を 聞か せる の は 、 
他 な ら ぬ タイ ・ フ ォ ン ・ コ ー ラ ス 隊 。 加 えて フラ ン ソ ワ ・ プ レア ン 
(key) の 名 前 も 見 える 。 ( 城 元 ) 
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この フラ ンス 集成 に 掲載 され て いる バン ド の 多く は 非常 に 強い 個性 
を 持っ て いる が 、 個 性 の 強 さ と 言え ば 、 こ の PULSAR も ひけ を 取ら 
な い 。 一 般 に は フラ ンス を 代表 と する 叙情 派 、 と いう 紹介 が し ば し ば な 
され る が 、 単 に 叙情 派 と いう 表現 で は 納まり きれ な い 強 烈 な 個性 を 持 
っ て いる 。 叙 情 派 プロ グレ で は 幽玄 さや は か な さ 、 美 し さ 、 泣 き を と いっ た 、 
要 素 が ある の だ が 、PULSAR は むし ろ 「 あ て も 無く ふら つく 深夜 の 
散歩 」 と 上 で も いう べき 、 と り と め の つ か な い 独 特 の 浮遊 感 や や わび し くせ 
つない 寂 寛 感 の ある 音 世界 で ある 。 あ る 意味 で は 東洋 的 な の か も し れ 
な い 。 少 な く と も 、 ド イツ 的 ロジ ッ ク 型 音楽 で は な い 。 

も と も と バン ド の 活動 は "66 年 か ら で 、PULSAR 名 義 の 活動 は 70 ュー も に 
年 か ら で あ り 、 こ の あたり は 英国 の ブロ グレ 系 大 御所 バン ド と ほぼ 同時 
期 に スタ ー ト し て いる 。 し か し 、 フ ァ ー ス ト ・ ア ル バ ム 「Pollen」 が 発売 さ 











れる の は "74 年 で ある 。 こ の アル バム で は まだ PINK FLOYD の 影 
響 、 そ れ も ち ょ うど "エコ ー ズ “の ころ の PINK FLOYD か ら ブ ルー 
ス 色 を 抜い た よう な 音 で 、 こ れ は これ で 好む 人 も 多い よう だ 。 ま た 、PULSAR の 世界 と も 言 
うべ き 独 自 の 叙情 性 は すでに 確立 され て いる 。 続 く '76 年 の セカ ンド 「The Strand Of The 
Future」 で は 本 国 で は セー ルス 的 に も ある 程度 の 成功 を 納め る 。 ま た 、 わ が 国 の ユー ロ ・ ロ ッ 
ク 紹介 の 初期 に この アル バム は 松本 零士 氏 の イラ スト を 添え て 日 本 盤 が 発売 され 、 フ ァ ン を 獲得 
する 原動力 と な っ た 。 こ ちら は 前 作 よ り も より 浮遊 感 、 叙 情 性 を 増し た 作品 で ある 。 

し か し 、PULSAR の 最高 作 は 次 作 「Halloween」'77 年 で あろ う 。CBS か ら 発 売 さ れ た た 
め 、 な か な か 再発 が で きず に オ 
リ ジ ナ ル ・ ア ル バ ム は 高値 を 呼ん 
だ この アル バム 、 内 容 は 今 ま で 
の PULSAR ミ ュー ジッ ク の 集 
大 成 と も 呼べ る る の で 、 冒 頭 の 
頼り し なげ な スキ ャ ッ ト 、 消 え 入 り そ 
うな メロ トロ ン 、 ア コー ス ティック ・ 
ギタ ー か ら 万 華 鏡 や ミラ ー・ ハ ウ 
ス を 覗く よう な 物 朋 げ で 不可 思 
議 な 空間 ヘリ スナ ー は 導 か れ 
る 。 こ こま で 順風 満 帆 で 来 た か 
に 見 えた PULSAR だ が 、 こ の 
アル バム は セー ルス が ふる わ ず 、 
折り か ら の バン ク 、 ニ ュー・ ウ ェ ー 
ヴ の 台頭 に よっ て 、 活 動 は 沈滞 
化し て し まう 。"80 年 一 "81 年 に か 
け て は 演劇 用 音楽 を 制作 し 、 そ 
の うち の 一 作 が 「Bienvenue 
Au Conseil D'administ- 











ration」 と し て "81 年 に 発表 され 
た が 、 演 劇 用 の 音楽 と いう こと で 内 容 は 今 一 歩 積極 的 に 評価 で き な い も の で あっ た 。 一 部 分 に 往 
時 の お も か げ が ある も の の 、 フ ァ ン キー な ラッ パ も 入っ て いる 。 

PULSAR に 転機 が 訪れ た の は '80 年 後半 で あり 、 ま ず ム ゼア ・ レ ー ベ ル の 87 年 の オム ニ バ ス ・ 
アル バム で ある 「Enchantement」 に 一 曲 収 録 さ れ 、"89 年 に は トー タル ・ コ ン セ フト ・ ア ル バ ム 
「Gorlitz」 を 発表 する 。 以 前 より キー ボー ド や 打楽器 の 音色 が モダ ン に な っ た が 、 構 成 や 曲調 
が 相変わらず の PULS AR の 世界 を 見 せ て くれ た 。 な お 、 現 在 PULSAR の 主要 アル バム は す 
べ て ム セ ゼア より CD 化 さ れ て いる 。 
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1st で 乗っ た 銀河 鉄道 は 実は あの 銀河 鉄道 999 号 だ っ た 。 こ の 2nd で 
は 国内 盤 LP の イン ナー・ イ ラス ト を 銀河 鉄道 999 号 の 製作 者 松本 零士 
氏 が 手掛け た そう で ある 。 そ うし た 銀河 鉄道 999 号 に 乗っ て た どり つ 
いた その 最終 ホー ム は 「The Strands Of The Future」( 邦 題 「 終 着 
の 浜辺 」 こ れ は JG. パ ラー ド Terminal Beach の 日 本 語 訳 を イメ ー ジ に 
合致 する と いう 事 で その まま つけ た と の 事 。) と いう 未来 の 光景 だ っ 
た 。 こ の タイ トル 曲 で も ある 終着 の 浜辺 ” は LP で は A 面 全部 を 使 
っ た 22 分 を 越す 大 作 だ が 、 曲 が よく 練 ら れ て いる た め 実 に スム ー ズ 
に 流れ て いく 。 そ し て 知ら ず 知 ら ず の うち に 、 プ レイ ン ・ ス トー ム 
の よう に イマ ジ ネ ー シ ョ ン の 波 が 次 々 と 心 の 中 に 沸き 立ち 、 あ な た 
は 幻想 の 海 を 浮遊 する 事 に な る の だ 。 (佐々 木 ) 





PULSAR 
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CD/Musea FGBG 4015 


PULSAR と は 明る さや 大 き さ を 絶え ず 変 えて る 星 ( 星 の 最後 の 形 
区 ) の 事 だ そう で 、 ま る で 生き 物 の よう に 脈 を 打っ て る よう な 事 か 
ら 由 来 し て る 。 し か し 考え て みれ ば 星 も 人 間 も 一 つの 大 き な 宇 宙 生 
命 体 (宇宙 意思 ?) と いう 組織 の 一 部 で は な い だ ろ うか ? だ か ら 星 
も 宇宙 生命 体 と いう 生き 物 と 見 る こと も で きる 。PULSAR の 1st 
「Pollen」 は そう いっ た 遠い 異 次 元 の 星 の 世界 に 初 入っ た よう な 独特 
の 浮遊 感 と 暗い 美 し さ に 包ま れ た 作品 で ある 。 そ れ は そう 、 暗 い 夜 
空 に 冷た く 流れ る 銀河 の 中 を 走る よう な 心象 風景 の 世界 、 童 話 「 銀 
河 鉄道 の 夜 」 の 世界 で ある 。 幻想 の 銀河 鉄道 に 乗る と も う あ な た は 
空中 を 舞う 花粉 Pollen” が 青白 く 庄 光 を 放っ て いる 。 妖しく 美しい 
幻想 の 銀河 宇宙 の 中 を さま よう 事 に な る 。 (佐々 木 ) 
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「Pollen」(75 年 ) 、「The Strands Of The Future」(76 年 ) に 続く 
ピュ ル サ ー の 3 rd アル バム 。 北 部 アイ ル ラ ンド 民謡 の ^ ダ ニー・ ボ ー 
イニ テロ ンド ン デ リー の 歌 ” を 歌う 少女 の 哀 し げ な スキ ャ ッ ト に 導 か 
れ て アル バム は 幕 を あけ る 。 そ し て それ に 続く フル ー ト と フル ー ト ・ 
メロ トロ ン の 合奏 の リリ カル な 響 き 。 さ ら に その 後 も ヴォ ル テ ー ジ 
は 下がる 事 な く 、 ク ライ マッ クス の 連続 の まま 終末 を 迎え る 。 自 ら 
の ペン に な る オリ ジ ナ ル ・ ス トー リー を 基 に 創 ら れ た この トー タル ・ 
アル バム は 、 実に 高い 完成 度 を 有 し て いる 。 それ は 全編 に 渡っ て 「 美 
し さ 」 と 「 哀 し み 」 に 満ち て お り 、 彼 ら が それ ら を 表現 する 事 に 掛 
け て 、 世 界 で 最も 才能 ある グル ー プ の 一 つ で あっ た 事 を 確信 する 。 
叙情 派 ロッ ク の 作品 と し て 正しく 屈指 の 一 枚 。 ( 城 元 ) 
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傑作 の 誉れ 高い 3 rd と 、 本 格 的 に 復活 し た 5 th に 挟ま れ て 非常 に 印 
象 の 薄い ピュ ル サ ー の 4 作 目 。 純粋 な オリ ジ ナ ル ・ ア ル バ ム で は な 
く 、 タ イト ル に も な っ て いる 演劇 の た め の 音 楽 な の で 本 来 で あれ ば 
演劇 と 一 体 で 評価 すべ き で あろ う が 、 そ れ に し て も サン トラ 風 の 散 
漫 な 内 容 と いう 感 は 否め な い 。 その 地味 な 内 容 か ら 、 オ リ ジ ナ ル 発 
売 当時 は 流通 し た 量 も 極端 に 少な か っ た 様 に 記憶 し て いる 。 "88 年 に 
ム ゼ ア か ら 再 発 さ れ て よう や く 普 通 に 聴け る よう に な っ た 。 全 編 を 
通じ 、 フ ラン ス 語 に よる 朗読 に シン セ 、 ピ アノ 、 生 楽器 を 中 心 と し 
た 曲 が 被 さっ て 行く 構成 と な っ て お り 、 フ ラン ス 語 の 解 か ら な い 私 
に は 通し で 聴く の は チト 辛い が 、1st や 2nd の 淡い シン セ の 署 き が 好 
き な 向 き に は それ な り に 楽し め る 内 容 で ある と 思う 。 (東野 明 広 ) 
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ピュ ル サ ー と し て は 8 年 ぶり の 、 オ リ ジ ナ ル ・ ア ル バ ム と し て は 
「Halloween」 以来 12 年 ぶり の 新作 で ある 。 事 前 の 予想 で は か な り ポ 
ッ プ な も の に な る と 思わ れ た が 、 そ の 予想 は 見 事 に 外れ た と 言っ て 
よい 。 4 人 の オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー は ピュ ル サ ー・ フ ァ ン の 期待 を 
も は る か に 上 回 る 傑作 を 作り 上 げた の で ある 。 A 面 は 国境 を 越え る 
列車 を テー マ と し た 組曲 。 独 特 の リズ ム を 基礎 に し た 暗く 重々 し い 
夫 囲 気 の 中 、 キ ー ボ ー ド 中 心 の サウ ンド が ゆっ くり と 舞い 上 が っ て 
いく か の よう な 展開 は 正 に 彼ら な ら で は の も の で あり 、 美 と 哀 憩 を 
強く 感じ させ る 。 一 方 、B 面 に は 5 つの 小品 が 収め られ て お り 、 一 
部 多少 ポッ プ な 部 分 ちあ る も の の 、 い ずれ も 味わい の ある 叙情 的 作 
品 に 仕上 が っ て いる 。 (賀川 ) 
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フレ ンチ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク - ロ ッ ク の 流れ 。 
ロ 津 田 幸 一 














"94 年 フラ ンス 議会 に 於 て 「 外 国語 を 使う の を や め よ う 」 と いう 法案 が 可決 され た 。 何 も そこ ま 
で と 思っ た り も する が 、 フ ラン ス の 特色 は 、 や は り そ の 言葉 と ブラ イド 高い フラ ンス 人 気質 で あり 、 
この 出来 事 が それ を 証明 する か の よう で ある 。 フ ラン ス 語 に つい て は 日 本 人 で ある 私 か ら 見 て 
も と て も や 魅力 の ある 言葉 だ と 思う 。 当 然 の こと だ が 、 そ ん な 柔らか く 流 れる よう な フラ ンス 語 を 中 
心 に フラ ンス の 音楽 シー ン は 形成 され て いる 。 そ し て 、 そ の 魅力 を 最大 限 に 活か し て いる シャ ン 
ソン の 持つ 音楽 性 を ベー ス に プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク と し て 進化 、 成 立 さ す せ た の が フラ ンス の シン 
フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク で ある 。 そ れ は イギリス や イタ リア の それ と は 全く 違う 資質 を 持っ つて いて 、 ゆ え 
に 好み の 別れ る と ころ で も ある 。 大 きく 違う 点 と し て 、 他 国 の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク が クラ シカ ル ・ 
ロッ ク と 置き 換え る こと が 可能 な の に 対し て 、 フ ラン ス で は あま り ク ラシック の 強い 影響 が 見 られ 
ず 、 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク か ら の 影響 の 方 が 強い と 思わ れる アー ティ スト が 多い 事 が あげ られ る 。 更 に は 
シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク に と ど ま ら ず 、 こ の 委 成 に 取り 上 げ ら れ て いる 多く の アー ティ スト が 全く の オ 
リ ジ ナ ル で あり 、 唯 一 無比 の 孤高 の 存在 で ある と いう こと で ある 。 特 に 現在 の シー ン に 於 て は 、 
他国 に は 腐る 程 い る 、 い わ ゆ る ポン プ 系 と いわ れる 「 ジ ェ ネ シス ・ フ ォ ロ ワー」 が ほとん ど 皆 無 な 
の に は 荻 か され る 。 他 国 の アー ティ スト の 影響 を 顕著 に 受け な い 事 は 、 鎖 国 し て いる わけ で は あ 
る まい し 、 こ の 情報 化 社会 に 於 て 希有 な こと の よう に 思わ れる が 、 こ れこ そ 、 先 程 の プラ イド 高い 
フラ ンス 人 気質 ゆえ に 他 な ら な い の だ ろう 。 

フラ ンス の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の 息吹 は "60 年 代 未 期 の マル タン ・ サ ー カ ス に 見 る こと が 出来 
る 。 マ ル タ ン ・ サ ー カ ス は 初期 の ゴン グ と も 共通 性 が ある フレ ンチ ・ ロ ッ ク の 創始 期 の グル ー フ 。 
感情 表現 に 長け た シャ ン ソ ン を ベー ス に 、 演 劇 的 要素 を 膨らませ 、 大 道 芸 的 で フリ ー キ ー、 時 と し 
て サイ ケ デ リッ ク な 感覚 まで を も 加味 し て フラ ンス 流 の ロッ ク ・ オ ペラ 、 す な わ ち 「 ロ ッ ク ・ テ アト ル 」 
を 形成 し た 。 そ し て そこ に ナイ ス や フー 等 の 手法 を 吸収 し 、 優 雅 さ や 、 き ら び や か さだ け で な く 、 
その 表現 力 豊か な ヴォ ー カ ル に より 人 生 の 機微 すら 演出 する シン フォ ニッ ク な 形態 に 到達 し た の 


@ メ モリ アン ス 
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が アン ジュ で ある 。 や は り ア ンジ ュ の 完成 され た スタ イル は シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク と 言う より は 、 
まさ し く 「 ロ ッ ク ・ テ アト ル 」 と 呼ぶ に ふさ わし い 。 ア ンジ ュ は フィ リッ プス か ら '71 年 に デビ ュー を 侯 り 、 
見 事 に 成功 する 。 や や 遅れ て サン ドロ ー ズ 、 ウ ィ リ アム ・ シ ェ ラ ー が デビ ュー。 ア ンジ ュ が 「Au-Dela 
Du Delire」 を 発表 する "74 年 頃 に は 、 ア トー ル や ヴィ ジ タ ー ズ 等 も 現れ て 、 フ ラン ス に お ける シ 
ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク は 切 速 に 頂点 へ と 向かい 、 そ れ ま で ゴン グ 一 族 や マグ マー 族 と ジャ ズ ・ ロ ッ ク 
の 独占 市 場 だ っ た フラ ンス の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン に 新た な 勢力 を も た ら す こと に な っ 
た 。 そ し て そん な 中 の アン ダー グラ ウン ド な シー ン か ら ア ルカ ン ・ レ ー ベ ル が 出現 する の で ある 。 
アル カン (後に クリ プ ト に な る ) か ら リ リー ス さ れ た カル プ ・ デ ィ ア ン 、 バ ンタ クル 、 モ ナ ・ リ ザ 等 は どれ 
も が 新鮮 で 、 前 記 の メジ ャ ー な アー ティ スト や 同じ 頃 に デビ ュー し た ビュ ル サ ー、 タ イ ・ フ ォ ン 、 シ ャ イ 
ロッ ク 、 メ モリ アン ス に ひけ を 取ら な い 人 逸品 で ある 。 だ が 、 こ の 絶頂 期 は 他国 と 同様 に 長く は 続か 
な か っ た 。 早 くも 78 年 頃 に は シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク だ け で は な く プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の シー ン 
自体 が 冷え 切っ て し まう の で ある 。 ク リプ ト ・ レ ー ベ ル も ワ バ スー 、 タ ンジ ェ リ ー ヌ 等 を 最後 に 消滅 
し て し まう 。 当 時 は あま り 知る こと が 出来 な か っ た の だ が 、 冬 の 時 代 に 頑張 っ て いる アー ティ スト も 
いた 。 グ リム 、 シ ノブ シス 、 テ ル バ ン ド ル 、 オ バル 、 ス テッ プ ・ ア ヘッ ド 等 が 自主 制作 レベ ル で は ある 
が 、 良 作 を 作っ て いた の で ある 。 そ し て 何と 言っ て も アジ ア ・ ミ ノー ル の 出現 が ファ ン を 富 ば せ て 
くれ た 。 彼 等 の 残し た 2 枚 の アル バム は 当時 の 偉大 な 遺産 と 言え る 。 と ころ が "84 年 ぐら い に 

な る と 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク に つい て は 全く 音 





人 の Ear 





信 不 通 に な っ て し まう 。 も は や フラ ンス に シン 
フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク は 無く な っ て し まっ た の か と 
誰 も が 思っ た 。 が 、 小 さ な 種 火 で は ある が 、 倍 
か に 残っ て お り 、 燃 え 尽 きる こと は な か っ た 。 
冬 の 時 代 の 作品 を 積極 的 に 日 本 に 紹介 し て 
くれ た 人 物 、Francis Grosse と Bernard 
Gueffier で ある 。 当 時 、 日 本 の シン フォ ニッ 
ク ・ ロ ッ ク に 興味 を 持っ て いた 彼 等 は 、 メ イド ・ 
イン ・ ジ ャ パン ・ レ ー ベ ル と 日 本 の ブロ グル 市場 
に 触発 され 、 フ ラン ス で ディ スト リ ビ ュ ーション を 
主体 と する レー ベル を 興す 。 そ れ が ム ゼ ア ・ レ ー 
ベル 。"86 年 の こと で ある 。 ム セア の 第 1 弾 リ リー 
ス は ジャ ン ・ バ スカ ル ・ ボ フォ で あっ た 。 そ の 後 、 
エド ルス 、 ミ ニ マ ム ・ ヴ ィ タ ル 、 ハ ロウ ィ ー ン と 佳作 
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が 続く 。 こ の 辺 は も う ム ゼア の 独壇場 で ある 。 
特筆 すべ き は 、 ジ ャ ケッ ト と ブッ クレ ッ ト の 作り の 
丁寧 えき で 、 ジ ャ ケッ ト が 内 容 を 明確 に 反映 する 
その セン ス に は 本 当 に 荻 か され る 。 こ れ ら は 商 
売 に 走ら な い ゆ え 出 来る 事 で 、 ま さ に ブロ グレ 
ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ マ ニア の 手作り の レー ベル と い 
えよ う 。"90 年 代 に 入り ティ アン コ 、 ヴ ェ ル サイ ユ 
等 の ム セ ア 勢 が 健闘 する 中 、 追 随 する か の よ 
うに アラ ケー ン 、 エ クラ 、 ナ オス 等 の 新人 が 良質 
な 作品 を リリ ー ス し 、 再 び シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク 
が 蘇 っ つて きた 。 今 の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク は 昔 
の 様式 を 模 父 し た も の で 、 そ こ に ある の は 抜 
け 殻 で 有る と 言わ れる が 、 フ ラン ス に 限っ て 
は 、B 級 「 ジ ェ ネ シス ・ フ ォ ロ ワー」 は 存在 し な い 
し 、 少 な か ら ず 「 ロ ッ ク ・ テ アト ル 」 の 精神 性 を 受 
け 継 い だ 後 継 者 で ある こと は 間違い が な い 。 








ACYNTYA 
La Cit6 Des Dieux Oubili6s 
LP/SRC 161754 '78 年 





78 年 に リリ ー ス され た アシ ント ヤ 唯 一 の アル バム 。 演奏 技量 こそ 
極 く 標準 的 な レベ ル で ある が 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク の 愛 聴 者 で 
あれ ば 全編 を 埋め 尽く す キ ー ボ ー ド 群 と ヴァ イオ リン の 大 攻勢 に は 
圧倒 され る で あろ う 。 あ くま で も 叙情 的 な 展開 が 中 心 と は いえ 、 透 
明 感 ば か り が 先行 し が ちな フレ ンチ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク に 対し て 聴く 
側が 絶え ず 求 め 続け て 来 た 迫 力 満点 の プレ イ が そこ に は ある 。 メロ 
トロ ン こ そ 使 用 し て いな い が 、 シ ン セ 音 の 大 乱舞 は 若干 薄め の 音 作 
り を 補っ て 余り が あろ う 。 こ れ だ け で は キー ボー ド 系 の 凄 さ ば か り 
が 目立っ て し まう 訳 だ が 、 ヴ ァ イ オ リン に も 互角 の 重責 を 課 し 、 常 
に 前 面 に 位置 させ る こと に よっ て 非常 に パラ ンス の 取れ た 曲 作 り を 
可能 に し て いる の で ある 。 (江田 ) 


ALPHA CENTAURI 
Alpha Centauri 


LP/ATS 30171 '76 年 
CD/(lta.)Mellow MMP 153 





プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク が まだ メジ ャ ー な シー ン で も 見 られ た 70 
年 代 中 頃 に 、 自 主 製作 盤 と し て 発表 され た アル ファ ・ サ ント ー リ の 
唯一 の 作品 。 3 人 の メン バー が ドラ ム ス 、 オ ル ガ ン 、 シ ン セ サイ ザ 
ー、 ベ ペー ス 、 ヴ ォ ー カ ル の 多重 録音 で 作り 出し た サウ ンド は 、 曲 、 
アレ ンジ 、 演 奏 の いずれ も が 素人 臭く 、 メ ジャ ー か ら は 絶対 に リリ 
ー ス され な い タ イプ の も の で ある 。 完 成 度 で は 遠く 及ば な いも の の 、 
アン ジュ 、 ア トー ル の 影響 を 感じ させ る 演奏 は 、 シ ンプ ル な が ら も 、 
フレ ンチ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク 独 特 の 夫 囲 気 を 持っ て いる 。 フ 
レン チ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク が 好き で 、 細 か い 点 に こだわ ら ず 、 
作品 全体 の 雰囲気 を 楽し む 人 に は 一 聴 の 価値 が ある と 思わ れる マニ 
アッ ク な 作品 で ある 。 (賀川) 





ANGlPATCH 
Vie 
LP/TO 1531 '81 生 





76 年 に シン グル 「Reves/Terre Des Vilains(ABM 1023) 」 を リリ 
ー ス 、 メ ロディ アス な キー ボー ド を 中 心 に や や ハー ド な ギタ ー、 ポ 
ッ プ な ヴォ ー カ ル 等 が 程 良く (バラ ンス し た 演奏 を 聴か せ た ア ンジ パ 
ッ チ 。 以来 5 年 の 時 を 経て 発表 され た ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム で ある 。 
キー ボー ド 、 ド ラム ス 、 ヴ ォ ー カ ル 、 ペ ー ス 、 ギ ター と いう 編成 は 
変わ っ て お ら ず 、 メ ン バ ー も ギタ リス ト が 変わ っ た だ け で ある が 、 
バン ド と し て は か な り 成 長 し た こと が 分 か る 内 容 に な っ て いる 。 軽 
い リ ズム と メロ ディ アス な 演奏 と いう 基本 的 な パタ ー ン こそ 同じ で 
ある が 、 音 が リリ カル か つ し っ と り し た も の に な っ て お り 、 フ ラン 
ス の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク な ら で は の 色気 が ある シン プル で は あぁ 
る 。 が 、 味 わい 深い サウ ンド と 言え る 。 (賀川 ) 


っ Delirium ANGlPAT6H 
| Delirium 
3 人 租 LP/TO 1550 82 年 
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和 





詳細 に 関し て は 不明 だ が 、ANGIPATCH は 極 一 般 的 な 5 人 編成 バ パン 
ド で リリ ー ス ・ ア イ テ ム は 76 年 に デビ ュー・ シ ング ル を 、 そ の 数 年 
後 の '81 年 に 1st ア ル バ ム で ある 「Vie」、'82 年 に 2nd で ある 本 作 「Delirium」 
を 自主 制作 に て リリ ー ス し て いる 。 こ の アル バム で 聴か れる サウ ン 
ド は 典型 的 な フレ ンチ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク で 、 シ アト リカ ル 
か つ メ ロディ アス な も の で ある 。 録音 時 期 の 関係 か 一 部 エレ クト リ 
ッ ク ・ ポ ッ プ ス か ら の 影響 を 感じ させ る 部 分 が あり その せい か 若干 
軽い 感じ も する の だ が 全体 的 に みる と この 時 期 の 作品 と し て は な か 
な か の 出来 だ と 思う 。 聴き も の は タイ トル の 組曲 で この 曲 で は 酒 に 
よる 錯乱 や 幻想 を テー マ と し て いる よう で それ を よく 練り 上 げ ジ ャ 
ケッ ト ・ ア ー ト と 共に 表現 し た も の と な っ て いる 。 (島村 ) 








APRES LA PLUIE 

La 68lehre AScension AhySsale 
De Jacenh Celsius 

LP/Temps 78. 33.09 '79 年 





ギタ リス ト 、 作 詩 家 、 写 真 家 、 ヴ ォ ー カ リス ト 、 デ ザイ ナー、 ミ 
キサ ー、 ベ ペー シス ト 、 キ ー ボ ー ド ・ プ レイ ヤー ら が 一 体 と な っ た プ 
ロジ ェクト ・ チ ー ム 、APRES LA PLUIE の 唯一 の 作品 。 ア ンジ ュ に 
詩 を 提供 し た こと も ある Roger Lombardot が 全て の 詩 を 書い た トー 
タル ・ ア ル バ ム で ある 。 その サウ ンド は 、 ヌ ー ベ ル ・ シ ャ ン ソ ン と 
ロッ ク ・ テ アト ル の 要素 が 入り 雑 じ っ た か の よう な も の で 、 非 常に 
情感 に 富み 、 暗 めで ある 。 派手 さこ そ な い が 、 フ ラン ス 臭 に 満ち 満 
ち た 個性 的 な 音 作り と 言え る 。 歌 詩 が フラ ンス 語 の た め 、 その 内 容 
を 理解 する こと は 容易 で な い が 、 そ れ が か な り の 重要 性 を 持っ て い 
る こと は 問 違 いな く 、 理 解 し た 時 、 作 品 は より 面白 いも の と な る で 
あろ う 。 (賀川 ) 








ARRAKEEN 
と | Patchwork 
CD/2C Production 21873 90 年 


フラ ンス の ニュ ー・ バ ンド 。 本 作 以 前 、 カ セッ ト 作 品 が 出回っ た 
こと で 、 多少 の 知名 度 は あっ た 。 その カセ ッ ト 作 品 の タイ トル 曲 が 、 
本 CD で は ライ ヴ で 収録 (マリ リオ ン の ギタ リス ト が 参加 ) され て 
いる が 、 他 の 曲 は 重複 し て いな い 。 マ リリ オン 、 イ ッ ト ・ バ イツ な 
どの ツア ー に 同行 し て 相応 の 評価 を 受け て いる と も 伝え られ る 通り 、 
曲想 と し て は 、 完 全 な ポン プ 系 サウ ンド 。 イ ント ロ 、A メ ロ 、B メ 
ロ 、 サ ビ …… と いっ た 、 ユ ー ロ 系 リス ナー が 嫌悪 する 形式 優先 の 楽 
曲 も 含ん で は いる が 、 演 奏 は 安定 し て お り 、 メ ロディ ・ ラ イン も 悪 
く は な い 。11 分 、 9 分 も の 大 曲 も ある 。 た だ 、 聴 き 手 の 予想 を 全く 
裏切ら な い 展 開 は 、 あ ら ゆ る 曲想 ・ 音 源 を 聴き な れ た ユー ロ 系 リス 
ナー に 、 あ る 程度 の 苦難 を 強い る と 思わ れる 。 (3) 





ら ぢ 








ARRAKEEN 
Msaimue 
CD/2C Production AR 02 "92 年 





一 聴 し て 前 作 より 格段 の 進歩 を と げた と 断言 で きる 。 変化 に 富む 楽 
曲 、 細 部 まで 練 ら れ た アレ ンジ 。 デ ジタル 機材 特有 の スカ スカ し た 音 
の 薄 さ を いか に 克服 すべ きか 、 あ る 程度 計算 し て の ぞ ん だ 作品 と いえ 
る だ ろう 。 ま ず 女 性 ヴォ ー カ ル & コー ラス が 往年 の フレ ンチ ・ ポ ッ プ 
ス の みず みず し さ を 想 わせ 、 そ れ が ポン プシ ン フ ォ ニ ッ ク ・ サ ウン ド 
と 融合 、 奇 妙 な オリ ジ ナ リティ を 生ん で いる 。 演奏 部 分 で いえ ば 、 よ り 
ハー ド ・ エ ッ ジ な 感触 が 強く 、 ド ラマ チッ ク な 展開 が 目 に つく 。 これ は 
新 加 入 の ギタ リス ト の 個性 に よる も の と 思わ れ 、 そ の 奏法 は いわ ゆる 
ネオ ・ ク ラ シ カ ル ・ フ ュー ジョ ン の 影響 を 赴 角 に 感じ させ る も の で あ 
る 。 そ の あたり の HM 色 を 嫌う リス ナー も 多い だ ろう が 、 よ く 聴 く と 
細か な 音 の 工夫 が 随所 に 見 られ 、 決 し て 一 本 調子 で は な い 。 (ミワ ) 


ASIA MINOR 
Crossinmg The Line 


LP/WAM 001 79 年 
CD/Musea FGBG 4082 


ASIA TINOR 





か の 輝かしい フレ ンチ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク 黄 金 時 代 も 終 笑 
を 迎え 過去 の 遺産 の 発掘 が 中 心 と な っ て いた 770 年 代 末 、 彗星 の よう 
に 我々 の 前 に 現れ た の が 、 遅 れ て きた フレ ンチ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ 
ロッ ク の 雄 ASIA MINOR で ある 。 彼 ら の 1 st で ある 本 作 は オリ ジ ナ 
ル ・ メ ン バ ー の 3 人 と ゲス ト ・ キ ー ボ ー ド に より 制作 され た も の な 
の だ が 、 複 雑 に 変化 、 構 築 さ れる 変 拍子 の 上 を 時 に 力強く 、 ま た 時 
に 繊細 か づつ 叙情 的 に 奏で る その 演奏 は 名 作 と し て 名 高い 2 nd と 同等 
の レベ ル を 持つ も の で 、 彼 ら の 造り 上 げた オリ ジ ナ リティ 溢れ る シ 
ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク は すでに この 時 点 で 確立 され て いた と 言っ て 
も 過言 で は な い だ ろ う 。 な に か と 2nd の 陰 に 隠れ る こと が 多い 本 作 
だ が これ を 機会 に 是非 と も 再 評価 を し て 欲し い 作 品 で ある 。 (島村 ) 





ASIA MINOR 
Between Flesh Amd Divine 


L P/WAM 101 '80 年 
CD/Musea FGBG 4035 





「Crossing The Line」(79 年 、WAM001) に 続く エイ ジア ・ マ イナ 
ー の 2 nd アル バム 、 編成 は g. ds, ギ ター も プレ イ す る フル ー ト 奏 者 、 
そし て 新 加入 の key ( 1 st の key は ゲス ト ) の 計 4 人 で 、b. は ギタ リス 
ト と キー ボー ディ スト が 兼任 し て いる 。 ま た Vo. は 全て 英語 で 歌わ れ 
て いる 。 彼ら の 曲 は 奇数 拍子 を 多用 し 、 そ し て その 拍子 は 複雑 に 変 
化す る 。 それ を 彼ら は 高 水準 の 演奏 力 に よっ て 実に さり げ な く 聞 か 
せ て し まう 。 曲 調 は 叙情 的 で あり 、 時 に ミス テリ アス な 有 雰囲気 も 漂 
わす 。 彼ら の サウ ンド は シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の 典型 と 言え る 物 
だ が 、 特 定 の アー ティ スト の 影響 下 に ある 物 で は な い 。 2 枚 の 作品 
は 共に 自主 製作 に よる 物 だ が 、 非 常に 洗練 され て お り 、 高 い レ ベル 
を 有 し て いる 。 ( 城 元 ) 


0ZAN GARIP SAHIN-SETRAK 
BAKIREL 

Musiques Pour Le Film “Le 
Mur" 

L P/Saravah SHL 1100 '83 年 





Yilmaz Guney 監 督 の 映画 の サン トラ 、Setrak(G、 ア ル メ ニア 人 ) 
も Robert Kempler(Key) も 共に 元 ASIA MINOR。 0zan は Saz 奏 者 で 、 
トル コ の トラ ッ ド と 覚 し き 曲 や 、 そ れ と 同 傾向 の 彼 の 曲 が 半 分 を 占 
め 、 土 の 香り が する 奥 深い 歌 が 染み る 。 Ney 奏 者 の 曲 が 2 つ 、 残 り 6 
曲 が Setrak の 作 だ が 、 こ れ は トラ ッ ド 色 は 薄い も の の 全て アコ ギ や 
マン ドリ ン の アン サン ブル な の は Saz と の 相性 だ け で も な い だ ろ う 。 
② を は じ め 持 情 的 な 匠 え を 見 せる 曲 が 多 い 。Robert の シン セ は 音色 
に は ASIA MINOR の 面影 が 追え る も の の 、 簡 単 な お バッキング に 徹し 
て いる 。 西 洋 音楽 の 枠 内 に ある AM 組 と 伝統 その まま の Saz-Ney 組 が 
別個 に 同じ も の の 表現 を 指向 し て いる 。AM フ ァ ン に は 不向き 。AM 
マニ ア か 、 シ ン フ ォ と の 無縁 の トラ ッ ド 好き に 向く の で は 。 ( 村 本 ) 








ATLANTIDE 
Atlantide 


LP/Crypto ZAL 6423 '76 年 
CD/Musea FGBG 4114 





クリ プ ト ・ レ ー ベ ル か ら リ リー ス さ れ た アト ラン ティ ー ド ゥ の 唯 
ー の 作品 。 ドラ ム ス 、 ベ ー ス 、 ギ ター、 ヴ ォ ー カ ル 、 パ ー カ ッ シ ョ 
ン の 5 人 の 無名 の ミュ ー ジ シャ ン か ら 成 る グル ー プ の 演奏 で ある が 
作詞 、 作 曲 、 プ ロ デ ュ ー ス が 、 あ の ヴィ ジ タ ー ズ の 仕掛 人 と も 言え 
る Jean-Pierre Massiera。 サウ ンド の 方 は ギタ ー、 ベー ス 、 コーラ ス 
等 、 い ずれ も イエ ス の 影響 が 色濃く 出 て お り 、`^ ハ ー ト ・ オ プ ・ が ザ ・ 
サン ライ ズ "” 風 の フ レー ズ も 飛び 出す 。 オ リ ジ ナ リティ と いう 面 で 
は や や 問題 が あり 、 ス ケー ル も イエ ス に 比べ 遥か に 小さ い が . シン 
フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク と し て の 出来 は 悪く な く 、 そ れ な り に 楽し め る 。 
極 一 部 ヴィ ジ タ ー ズ 調 の 部 分 も あり 、Massiera の 意向 が 大 きく 反映 
し た 作品 で ある こと は 間違い な い 。 (賀川 ) 





尋 TRIA 
Boulevard Of Broken Dreams 
CD/Musea FGBG 4071 92 年 





J・P・Boffo が 地方 の 有望 グル ー プ と し て 名 を あげ 、 自 ら エ ンジ ニア 
と し て 細心 の レコ ー デ ィング を 行っ て いる と 語っ た の が 、 こ の ATRIA 
で ある 。 全 体 的 に 軽快 で スト レー ト な シン フォ ニッ ク ・ サ ウン ド と 
いえ 、 Boffo か ら の 音楽 的 影響 は 感じ られ な い 。 常に 厚め ゆ の キー ボー 
ド が バッ ク を 埋め つく し 、 ハ ー ド な ギタ ー と ヴォ ー カ ル が フロ ント 
に 立つ 。 そ つが な い が 、 面 白 味 も 少な い 。 イ ンス ト 曲 の ⑤⑧ は 非常 
に スピ ビー ディー で 出来 が よい 。 ス ネ ア と 各種 タム を 引っ 込め 、 ハ イ 
ハッ ト を 前 面 に 出す ミキ シン グ に Boffo の 意地 が 見 えて 興味 深い 。 

(SM 





ら ど 6 








CAFEINE 
La Citadelle 
CD/MSI B27 Tiret6 '94 年 





専任 ヴォ ー カ リス ト を 含む 5 人 組 。 1 曲目 の 途中 、 唐 突 に ` 火 星 
の フレ ー ズ が 出 て くる あたり で 楽曲 セン ス の よさ に 気づく リス ナー 
も 多 か ろ う 。 2 曲目 以降 は 非常 に アト ラク ティ ヴ な 楽曲 が 並び 、 3 
曲目 や 5 曲目 な どの 展開 の 面白 味 は 、 さ し て 好き 嫌い を 分 け な い の 
で は ある まい か 。 猫 の 目 の よ うに 変わ る テイ スト 、 リ ズム ・ ヴ ァ リ 
エー ショ ン も 豊富 で 、 よ く 聴 く と 実に いろ いろ な 音 が 鳴っ て いる 。 
ティ アン コ 風 、 エ ドル ス 風 、 リ ッ ク ・ ウ ェ イ クマ ン 風 、 エ スニ ッ ク 
風味 も ある 。 決し て 技巧 的 で は な く 、 重 厚 感 に 欠け る 印象 も ある が 、 
逆 に いえ ば 曲 の 変化 の わり に 親しみ や すい 。 一 般 的 な ロッ ク ・ リ ズ 
ム に ヴォ ー カ ル が 乗る 部 分 で は '90 年 代 型 ライ ト ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ サ 
ウン ド の 域 を 出 な いた め 、 マ イナ ス 点 の よう に も 思わ れる 。( ミ ワ ) 


CHANCE 
Dumes 
CD/MSI UGU 00293 94 年 


の つこ : 





知ら ず に 聴か され れ ば 、FONYA あ た り に 似 て 、 ア メリ カ の 自主 製 
作 か と 思っ て し まい そう だ が 、 ふ と この ジャ ケ が か の ポー ル ・ レ ー 
ベル の 「Inside The Dream」 に 見 えて 、 や は り フ ラン ス だ な と 妙 な 
線 か ら 納得 し た り 。 FONYA に 似 て 、 の と お りこ れ ま で の フラ ンス 物 
に あま りな か っ た ニュ ー エ イジ 色 と そ の 広がり 方 を と も な っ た イン 
スト 作 に な っ て いる 。 キ ー ボ ー ド と ギタ ー を 絡め 壮大 な イメ ー ジ で 
押す アグ レッ シ ヴ な 部 分 も 多い が 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク な ベタ つき より 
も 、 や は り ク リア ー な イメ ー ジ が 先 に 立つ 。 難 を 言え ば ドラ ム の 録 
斉 が ラフ な 事 、 そ し て 通し て 聴け ば も う 一 つ 曲 、 ア ル バ ム の 中 心 に 
な る よう な ポイ ント が 欲し い 事 か 。 バ パン ド は 4 人 編成 。 作 曲 、 ア レ 
ンジ 共に キー ボー ド の Laurent Simonnet、 彼 の バン ド の よう だ 。 

(松本 ) 





DATURA 
Mr Untel 
LP/01JACDA 82 年 








DATURA は 、73 年 より 活動 し て いた IMAGE の メン バー が 中 心 と な 
っ て 777 年 に 結成 され た 。 当 時 は プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 全 成 期 で 、 
メジ ャ ー・ シ ー ン に 触発 され て 結成 され た グル ー プ が 各地 に 存在 し 
た 。DATURA も そう し た グル ー プ と 思わ れる 。 そ の 後 シ ー ン の 衰退 
に より 、 レ コー ド ・ リ リー ス は 困難 と な り 、 本 作 は 自主 制作 で リリ 
ー ス され た 。 ARC、 LAURA、 THALASSA 等 スタ イリ ッシュ で 軽 め の 
音 作り へ と 移行 し つつ ある 中 で 、 ベ テラ ン ら し く 770 年 代 の 面影 を 色 
濃く 残し た シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク と な っ て いる 。 今 一 歩 ツ メ が 甘 
く 、 深 味 に 欠け る 点 が 残念 だ が 、 "83 年 に 行なわ れ た 次 作 の 為 の レコ 
ー デ ィング で は 、 格 段 の 進歩 が あっ た 様 で 、 オ ニム パス ・ カ セッ ト 
「Preludes」 で その 一 部 を 聴く 事 が 出来 る 。 (中 島 洋一 ) 


ECLAT DE VERS 
Re Eclat De Vers 
CD/Multipuce MP 04 "91 年 


【 


30 分 弱 、 全 8 曲 収録 の デビ ュー・ ア ル バ ム で 軽い 顔 見 せ と 言っ た 
感じ だ ろう か 。 メンバー は 5 人 で 主 に マル セイ ユ て で 活動 。 ギ ター の 
Alain Chiarazzo が 中 心 で 全て の 曲 を 書い て いる 。 も ちろ ん サウ ンド 
面 に 誰 て も ギタ ー が メイ ン に な っ て いる の だ が 、 実 に 多彩 で 表現 力 
に 富ん で いる 。 サ ポー ト す る キー ボー ド も 水準 以上 で 、 ヴ ォ ー カ ル 
も これ ぞ フ ラン ス と 言っ た 趣 が 有る 。 全 体 的 に は 適度 な 明る さと 表 
現 力 を 持っ て いて 、 押 し つけ が まし い 所 も 無く 、 テ クニ ッ ク を 含め 
全て の 面 で クォリティ は 高い 。 ま さ に アン ジュ 直系 の '90 年 代 シ ン フ 
ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク の 新星 と いえ よう 。 欲 を 言え ば 、 今 作 で は 短め の 
歌曲 が 多く 、 断 片 的 な 感 が ある の だ が 、 次 作 で の 飛躍 を 予感 させ て 
くれ る 。 (津田 ) 

















バン ド 名 を ECLAT と 短く し た 2 作 目 。 レ ー ベ ル も MSI か ら ム ゼア へ 
と 変わ っ て いる 。 メ ン バ ー は ナレ ー タ ー/ ヴ ォ ー カ リス ト が 脱退 し て 
4 人 に な っ て いる 。 音 の 傾向 は 変わ ら ず 、'80 年 代 以降 の 典型 的 フレ 
ンチ ィ シ ン フ フォニック ッ サウ ンド で ある 。 軽快 に し て メ 昌 ディ アス 、 
静 と 動 の 対比 も 心地 よく 、 一 本 調子 に は 終わ ら な い 楽 曲 作 り に 好感 
が 持て る 。 1 曲目 か ら 曲 中 数 度 の 場面 転換 が あり 、 リ スナ ー を 引き 
込む こと に 成功 し て いる 。 最 終曲 は フェ リー ニ の 映画 に 材 を と っ た 
秀 曲 で 、「 サ ー カ ス 」 の 名 の 通り 、 め まぐ る し い 曲 展開 が 聴き 手 の 耳 
を と ら え て 離さ な い 。 全体 と し て 、 多 少 音 の 薄 さ が 気 に は な る が 、 
集中 し て 聴け ば 実に 細か な 工夫 や 仕掛 けが 施さ れ て いる と わか る だ 
ろう 5。 (ミワ) 





EDEN 
Aura 
LP/Oxygene OXY 045 79 年 





これ は ウ ベ ー ル ・ ヴ レ ヤ ンス (keys)、 ア ラン ・ リ ス (ds) か ら 成 
る デュ オ ・ グ ルー プ 、 エ デン の デビ ュー 作 で ある 。 内容 は スト リン 
グ ス ・ シ ン セ サイ ザー と ハモ ンド ・ オ ル ガ ン を 中 心 と する 均整 の と 
れ た クラ シカ ル ・ ロ ッ ク で ある 。 前 者 は バッ キン グ を 受け 持っ て サ 
ウン ド に 透明 感 を 生み 、 後 者 の リッ ク ・ フ ァ ン ・ デ ア ・ リ ン デ ン ( 元 
トレ ー ス ) を 想わ せる フレ ー ズ は 主 に 主旋律 を 奏で て いる が 、 取 分 
け こ れ ら が 重奏 され る 部 分 で の 音 の 広がり は 、 そ の 哀 惑 を 混 え た メ 
ロディ ー と 共に 近年 、 稀 の も の で ある 。 メンバ ー の 経歴 等 一 切 不詳 
で ある が 、 フ ラン ス よ り も むし ろ オ ラン ダ の 所 主 プ ログ レ の 影響 を 
強く 感じ させ る 。 音 の 切れ の 良さ が 軽やか さ を 生 むと 同時 に サウ ン 
ド 全 体 を 引き 締め て いる と 言え る だ ろう 。 (松本 ) 





ら グ 








LUBERT VRAYANCE 
Landscane 80 
LP/FLVM 3090/3091 '8G 年 





メロ ディ アス な キー ボー ド ・ ミ ュー ジッ ク で 我々 を 魅了 し た フラ 
ンス の エデン 。 本 作 は ドラ ム ス の アラ ン ・ リ ス は 参加 し て お ら ず 、 
キー ボー ダー、 ウ ベー ル ・ ヴ リア ンス の ソロ ・ ア ル バ ム と いう 形式 
で リリ ー ス され た 実質 上 の セカ ンド 。”80 年 か ら '86 年 まで 、 暖め た コ 
ン セ プ ト を 具体 化し た アル バム で 、 天 地 火 水 を テー マ に し た 2 枚 組 
の 大 作 で ある 。 フ ァ ー ス ト よ り も より 洗練 され た 曲 創り で 、 テ クニ 
ッ ク 、 エ ンジ ニア リン グ 全 て の 点 で 前 作 を 上 回 る 超大 作 と いう こと 
が で きる と 思う 。 リ リカ ル な メロ ディ ー、 多 才 な キー ボー ド 群 に よ 
る オー ケス トレ イト され た その サウ ンド は キー ボー ディ スト の ソロ 

品 と し て は 第 一 級 の 部 類 に 属す る も の と 思う 。 雄 大 な 流れ に 身 を 
委ね て みた い 。 (今野 ) 


EDHELS 
Oriental Christmas 


L P/Cabana Music CA 94510 '85 年 
CD/Musea FGBG 4007 





'90 年 代 型 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク を 語る 上 で 、 エ ドル ス は 極め て 
重要 且つ 興味 深い 方 向 性 を 示し て いる 。 "80 年 代 初頭 に 勤 興 し た ポン 
プ ・ ロ ッ ク 勢 の 多く が 、70 年 代 型 プ ログ レ へ の 限り な き コ ンプ レッ 
クス と ラヴ ・ コ ー ル の 上 に 成り 立っ て いた 中 、 彼 等 は どの 過去 と も 
繋が っ て いな い 。 時 系 列 上 の 特異 点 と し て 存在 し て いる 。 ペ ー ス 奏 
者 不在 、 全 員 が キー ボー ド や パー カッ ショ ン を 兼任 する 奇妙 な 編成 、 
耳 を 突く デジ タル 機材 の 洪水 。 ギ ター の トー ン に 、 僅 か な が ら ク リ 
ム ゾ ン へ の ノスタルジー が 感じ られ る も の の 、 確 固 た る 過去 へ の 決 
別 と 、 強 固 な 夢想 へ の 意志 が 表明 され た ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。 梗 
悪 な ジャ ケッ ト と マイ ナー な 発行 元 の せい か 、 リ リー ス 当 時 殆ど 話 
題 に な ら な か っ た の が 惜しま れる 。 (東野 明 広 ) 





EDHELS 
Stilll Dream 


LP/Musea FGBG 2014 '88 年 
CD/Musea FGBG 4001 





ム ゼ ア に 移籍 し て の 第 2 作 。 楽 曲 の ダイ ナミ ズム 、 交 錯 す る 静 と 
動 、 デ ジタル と アコ ー ス ティ ッ ク の コン トラ スト 、 音 色 ( 三 機材 ) 
の ヴァ リエ ーション 等 、 内 容 面 で の スケ ー ル ・ ア ッ プ は 言う に 及ば 
ず 、 甘 美 な トー ン に 包ま れ た シュ ー ル な ジャ ケッ ト ・ ワ ー ク 、 発 行 
枚数 と 音質 の 飛躍 的 な 向上 等 、 移 籍 に よる 単純 な 条件 面 で の 好転 が 
見 事 に 結実 し た 希有 な 1 枚 。 ボ トム の スカ スカ を 突い て 出る 叙情 的 
な メロ ディ ー も 、 我 々 日 本 人 の 心 の 琴線 に 触れ た の か 、 リ リー ス 当 
時 外 盤 店 で は 飛ぶ よう に 売れ た と 言う 。 バ ンド の 代表 作 で ある の は 
勿論 だ が 、 同 時 期 に 発売 され た J・P・ ボ ッ フ ォ の 3 rd と 共に 、 ム ゼア 
と いう レー ベル ・ カ ラー を 物語 る 1 枚 で も ある 。 又 、C D 化 に 際 し 
1 曲 追加 され て いる 。 (東野 明 広 ) 


EDHELS 
Astro Logical 
CD/Musea FGBG 4031 91 年 





この アル バム を 極 立た せ て いる 特徴 は 、 ず ば り はずし” で ある 。 
全 篇 イン スト ゥ ル メ ンタ ル だ が 、 各 曲 は さら に 断片 か ら 成り 、 様 々 
な アプ ロー チ が あっ て 飽き させ な い 。 い わ ゆ る オー ソ ド ッ クス な プ 
ログ レ (そん な も ん 、 あ る の か 7? ) 風 展開 の あと に は 必ず それ を 裏 
切る よう な 場面 が 虐 っ て くる し 、 リ ズム ・ ア プロ ー チ が 炒 な 割 に は 
ドラ ム の 音 が や け に 今 ふ う で あっ た り 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク な 部 分 か ら 
突然 ウェ ザー・ リ ポー ト 状 態 に 突入 し た り 、 と に か く ひ と 癖 も ふた 
藻 も ある 連中 と 見 た 。 人 の 事 が 言え た 義理 で は な い が 、 神 秘 一 辺 倒 
で 押し て いく よう な 脳天 気 さ が な い 分 だ け 、 一 般 に は わか り に くい 
か も し れ な い 。 (難波 ) 








MARE CECCOTTI 
M.A.S.6. 


CD/(1ta)Mellow MMP 144 '93 年 





エド ルス の リー ダー、Marc Ceccotti の ソロ 。 ム ゼア で は な く イ タ 
リア の メロ ウ ・ レ コー ド か ら の 発売 。 基 本 的 に 彼 自身 の ギタ ー と 打 
ち 込 み で 成り 立っ て お り 、 前 作 <Astro-Logical〉 の 延長 上 に ある 訳 
だ が 、 本 作 を 事実 上 の 4th と 見 る か バン ド 本 体 と は 全く 区 別して 見 る 
か は 、 彼 の リズ ム (ボトム ) に 対す る 考え を どう 捉え る か に 依る だ 
ろう 。 前 作 で は 、 ボ トム の 弱点 を 隠す た め に 人 間 の ドラ マー に わざ 
と 打ち 込み の よう な 叩き 方 を させ 、 叙 情 的 な 部 分 を 排除 し て し まっ 
た 彼 だ が 、 本 作 で は 機械 の ボトム を 採用 する こと に よっ て 、 よ り 一 
層 無 機 質 な 、 一 種 現代 音楽 的 な アプ ロー チ を 採っ て いる 。 プ ログ レ 
ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 行き 前 く 先 は 何処 な の か 、 大 裂 疲 な 言い 方 だ が 、 
それ は 次 作 に 込め られ て いる と いう こと だ ろう か 。 (東野 明 広 ) 





5) ELIXIR 
テ | Sahhat 





LP/Musea FGBG 2003 86 年 








フレ ンチ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク は 780 年 代 半 ば 過ぎ 頃 よ り 再 び 活 
性 化し て きた の だ が 、 残 念 な が ら そ の 初期 に は シー ン を 盛り 立て 引 
っ 張っ て いく よう な 実力 や 水準 を 持っ た グル ー プ が 少な く 正 直 な と 
ころ いま いち と 言わ ざる を 得 な い 状 況 で あっ た 。 そ うい っ た 状況 下 、 
前 身 の PINK DREAM 時 代 よ り 注 目 を 集め 、 そ の 後 も ファ ン の 期待 が 
か か る な か 、 ム ゼア より 本 作 で 待望 の デビ ュー を 果たし た の が ELIXIR 
で ある 。 こ の デビ ュー・ ア ル バ ム で 聴か れる サウ ンド も デビ ュー 前 
か ら 言 われ て いた 「 ア ンジ ュ 、 モ ナ ・ リ ザ の 正統 的 後継 者 」 の 噂 に 違わ 
ぬ 良 質 な 典型 的 フレ ンチ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク に 仕上 が っ て お 
り 、 デ ビュ ー 前 5 年 間 の ライ ヴ で 鍛え た その 実力 は 同時 期 の 他 の 凡 
証 な バンド 達 と 一 線 を 画す し っ か り し た も の で あっ た 。 (島村 ) 





ら ど ぢ ど 








ELOHINM 
Le Mana Perdu 
LP/ELO 666 83 年 





本 作 は '80 年 代 中 頃 に な っ て 再び 活性 化し 始め た フレ ンチ ・ シ ン フ 
ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク の 初期 の 頃 で ある '83 年 に リリ ー ス され た 作品 で あ 
る 。 残 念 な が ら ELOHIM と いう バン ド 自 体 に つい て は 編成 が ギタ ー& 
ベー ス 、 キ ー ボ ー ド 、 ド ラム ス 、 ヴ ォ ー カ ル の 4 人 ( 他 に ゲス ト で 
女性 ヴォ ー カ ル も 参加 し て いる ) で ある こと や 、 本 作 が 唯一 の 作品 
で ある こと ぐら いし か 情報 が 無く 詳細 は 不明 な の だ が 、 内 容 に 関し 
て は ANGE 等 に 代表 され る 往年 の 名 バン ド の 影響 下 に あり な が ら も い 
い 意 味 で モダ ン な 味付け が な され た も の で 、 そ れ を し っ か り と し た 
楽曲 & 演 奏で 演出 し た も の と な っ て いる 。 当 時 制作 され た 作品 群 は 
まさ に 玉石 混 清 と いっ た 感じ な の だ が 、 本 作 は その 中 で も 地味 な が 


EURHYBIA 
Eurhyhia 


CD/Ugum Production UGU 00590 
"90 年 





オー ソ ド ッ クス な 5 人 編成 の グル ー プ 。 ギタ ー が 前 面 に 出 て いる 
部 分 が 多く 、 ど ちら か と いう と ハー ド な タッ チ の 演奏 で 、 珍 し く 歌 
詞 は 英語 で ある 。 楽曲 自体 は よく で き て お り メ ロディ も 良い し 、 ア 
レン ジ も 起伏 に 富み 、 適度 な 展開 を 見 せ て いる 。 渦 い た 感じ も あり 、 
あま り フ ラン ス っ ぽく な く 、 ア メリ カ の シン フォ 系 の よう な 趣 が 有 
る 。 と ころ どこ る ろ 破 綻 し か ける 部 分 が 有り (特に ギタ ー)、 サ ウン ド ・ 
プロ ダク ショ ン 、 演 奏 テ クニ ッ ク 等 、 自 主 制作 レベ ル の 感 は 否め な 
い 。 唯 一 、 キ ー ボ ー ド は 例外 で 、 音 の 選び 方 や フレ ー ズ 、 そ の 入り 
方 等 に は 高い セン ス を 感じ る 。 テ クニ ッ ク が 上 達し て 、 充 分 な プロ 
デュ ー ス を 受け る こと が 出来 れ ば 化け る 可能 性 は 持っ て いる 。 








ら も 良質 の も の で ある と 言え よう 。 (島村 ) (津田 ) 
| FALSTAFF GRIME 
Prononcez 人 ime 


LP/1981 001 81 年 











白 と 黒 の 如何 に も 地味 な カラ ー を 基調 に し た カヴァ ー・ ワ ー ク に 
包ま れ た 、 フ ァ ル スタ ッ フ 。 81 年 製作 の 唯一 の 作品 で ある 。 全 8 曲 
中 、B② と ④ を 除い た 、 ほ と ん ど が キー ボー ド て で 恐らく リー ダー と 
思わ れる St6pnane Joly の ペン に よる も の で 、 残 り 2 曲 は ギタ ー の 
Laurent Labouret の 作 で ある 。 演 奏 並 びに テク ニッ ク は 決し て 派手 
で は な く 、 む し ろ カ ヴァ ー か ら 象 徴 さ れる 穏 か な 印象 その も の が 、 
斉 に 反映 され て いる 様 だ 。 回 数 を 繰り 重ね て 聴い て いく うち に 、 持 
ち 味 の 良さ が 徐々 に 浸透 し て いく 、 そ ん な 感じ を 受け る '80 年 代 初期 
の フラ ンス に は 例 を 見 な い 隠れ た 傑作 と 言え る 。 何 より も テク ニッ 
ク の み に と ら わ れず 、 心 の 描写 に も 重点 を 置い て いる と ころ が グル 
ー プ の 身上 。 一作 の み 残 し て 消え る に は 、 余 り に も 惜しい 存在 。 

(大 関 ) 


LP/Grime D 5679 "79 年 
CD/Musea FGBG 4038 





列車 の ドア を 描い た カヴァ ー が 印象 的 な グリ ム 唯 一 つの アル バム は 
ヒス テリ ッ ク な 喚 き 声 で 幕 が 開く 。 き れい な メロ ディ ー・ ラ イン を 
柱 に し た 内 容 な が ら 技 術 的 に は 多少 粗 削り で 、 た ど た ど し い コ ー ラ 
ス や どこ か 泥臭い サッ クス の 音色 等 か ら は 若干 不器用 と の 印象 さえ 
受け る 。 し か し 聴き 進む に 従っ て 、 素 朴 な 中 に も 好感 が 持て る フレ 
ー ズ が 顔 を 出す 様 に な り 、 メ ロディ アス な 要素 を 前 面 に 押し 出し た 
B 面 に 入る と 、 澄 み 切 っ た 音色 の ac ギタ ー や フル ー ト 、 バ ッ ク に 流 
れる キー ボー ド 等 が 袋 然 力 を 発揮 し 始め 、 ヴ ォ ー カ ル ま で も が 妙 に 
説得 カ あ る も の に 聴こえ て くる 。 全 体 的 に 見 て 、 曲 に より 出来 、 不 
出来 の 差 が あり 少々 線 が 細い 感じ も する が 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク 系 の 自 
主 制作 盤 と し て は 標準 的 な レベ ル と 言え る 。 (江田 ) 








HALLOWEEN 
Part Ome 
L P/Musea FGBG 2021 '88 年 





フラ ンス に お いて は そう 多く な い 硬 質 な シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク 
を 展開 する バン ド 。 本 作 が デビ ュー・ ア ル バ ム で ある 。 この 時 点 で 
は メンバ は 3 大 ドラ バム キーボード ョ ペース 上 雪 ヴ アイ オリ ジン と 
いう 変則 的 な トリ オ で あっ た 。 ド ラマ ー は アラ ン ・ ス ティ ー ヴ ェ ル 
の 関連 人 脈 に その 名 を 追う こと が で きる 。 作品 と し て は 、 次 作 、 次 々 
作 の 評価 が 高く 、 い ささ か 忘れ られ が ち で ある が 、 完 成 度 は 決し て 
低く な い 。 た い へ ん メリ ハリ の ある 曲想 で 、 と ころ どこ ろ 顔 を 出す 
ヴァ イオ リン や オカ ル テ ィ ッ ク な サウ ンド ・ エ フェ クト が 非常 に ミ 
ステ リア ス か つ ス ペク タル 。 その 実力 は 、 後 に ム ゼ ア よ り リ リー ス 
され る 世界 7 ヵ国 の シン フォ ニッ ク ・ バ ンド ・ オ ム ニ バ ス ・ ア ル バ 
ム に 仏 代表 と し て 曲 を 提供 し て いる こと か ら も うか が える 。 (ミワ ) 








HALLOWEEN 
Laz 
LP/Musea FGBG 2032 90 年 


6 CD/Musea FGBG 4124 
相 


4 N 


電 辺 g 還 


ジャ ケッ ト ・ デ ザイ ン こ そ 頂 け な か っ た も の の 、 デ ビュ ウ 作 が 好 
評 を 博 し た ハロ ウィ ー ン の セカ ンド 。 参加 メン バー は 1 人 増え て 、 
シン セ 。、 ツ ァ ャ イオ リシン & ギ み ー、 ペース 、 ド ラム の 4 火 に な っ そい 
る 。 内 容 は ラヴ クラ フト の 詩 を Texte に し た トー タル 性 の ある も の で 、 
全て の 面 で 前 作 よ り 凝 っ た も の に な っ て いる 。 曲 は 重々 し く か つ ド 
ラマ チッ ク で あり 、 演 奏 は 非常 に バラ ンス の 取れ た も の と な っ て い 
る 。 ソ ロ 中 心 で は な く 、 グ ルー プ と し て の アン サン ブル を 重視 し た 
と ころ に 彼ら の 自信 と 余裕 が 肝 え る 。 成長 著しい 彼ら は '80 年 代 に デ 
ビュ ウ し た 他 の フラ ンス の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ と は 
既に 一 線 を 画す る 存在 に な っ た と 言え る だ ろう 。 90 年 代 の 幕開け を 
飾る 会 心 作 で ある 。 (賀川 ) 





らら 








"94 年 





前 作 か ら 4 年 ぶり の 3 枚 目 。 期 待 に 違わ ず 大 きく スケ ー ル ・ ア ッ 
- プ し て 帰っ て きた 。 必 要 に 応じ て 管楽器 や 弦楽 器 等 を 加え て いて 、 
し か も それ ら の 雰囲気 に 流さ れる こと も 無く バン ド 自 体 の アン サン 
プル ル も し っ か り じ し で いて 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク な 中 に も ダイ ナミ ッ ク な 
作品 に な っ て いる 。 今 まで は PULSAR 等 と の 類似 点 を 指摘 され た 
り し た の だ が 、 こ の アル バム は 全く オリ ジ ナ ル な 感性 を 具現 化し て 
いる と いえ 、 完 成 度 は 高い 。 い つも の こと な が ら ジ ャ ケッ ト が 音 を 
よく 表現 し て いて 頭 が 下がる 。 シンフォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の ファ ン に 
は お 薦め の 一 枚 。 (津田 ) 


IEARE 
Amuarelle 
L P/SRC 491 454 80 年 





ギタ ー 3 本 に ベー ス と ドラ ム ス 、 ド ラマ ー 以 外 の 4 人 が 全て ヴォ 
ー カ ル を 取る と いう 一 風 変 わ っ た 編成 の イカ ー ル は 「Aquarelle」 と 
題 さ れ た アル バム で レコ ー ド ・ デ ビュ ー し て いる 。 ギ タリ スト が 3 
人 いる と いう こと か ら 、 ギ ター 間 の イン ター・ プ レイ 主体 と し た 演 
奏 を 想像 し が ち で ある が 、 実 際 は 、 一 部 に ユニ ゾン が ある だ け で 、 
ほとん どの 部 分 で リー ド ・ ギ ター と バッ キン グ と いっ た 形 の メロ デ 
ィ ア ス な 演奏 が 展開 され て いる 。 や や ポッ プ で 明る く 軽 快 な 曲 が 多 

く 、 コー ラス を 多用 し た ヴォ ー カ ル も 大 き な 比 重 を 占め て いる 。 
(賀川) 





JEAN PASCAL BOFFO 
Jeux De Nains 
LP/Musea FGBG 2001 '86 年 


。JEAN FASCAL bOFFO 
JRGX PE NAINS 











フラ ンス の ジャ ズ ・ ロ ッ ク 系 専門 誌 「Notes」 関係 者 の 手 で 設立 さ 
れ た MUSEA レ ー ベ ル か ら 、 第 一 回 作品 と し て 世に 送り 出さ れ た 、 ト 
ロ ル の ギタ リス ト 、 ジ ャ ン ・ パ スカ ル ・ ボ フォ の ソロ 作品 。 ジ ャ ケ 
ッ ・ ト デザ イン を 御伽 話 か 挿絵 を 思わ せる ファ ンタ ジッ ク な イラ ス 
ト で あし ら っ た 、 A・ フ ィ リ ッ プ ス や S・ ハ ケッ ト の 創作 する 夢見 心 
地 な 世界 を 強く 意識 し た 作り が 成 さ れ て お り 、 曲 に よっ て 各種 ギタ 
ー を 上 手 く 使い 分 け 、 ベ ー ス か ら シ ン セ サイ ザー…etc を 手掛け る ボ 
フォ の 他 、 数 名 の ゲス ト を 迎え て 様々 な 効果 音 ( 鳥 の 鳴 り 、 子 供 の 
は し ゃ ぎ 声 … 等 ) を 配 し た サウ ンド は 、 人 間 誰 し も が 幼年 期 に 抱い 
て いた 夢 や 空想 、 不 安 な ど を 再び 思い 起こ させ て くれ る 、 不 思 議 な 
魅力 を 持っ た 回 想 の か けら と で も 言え る だ ろう 。 (大 関 ) 


JEAN PASCAL BOFFO 
Carillons 


LP/Musea FGBG 2004 87 年 
CD/Musea FGBG 4104 





デビ ュー 作 「Jeux De Nains」 が 好評 を 博 し た ジャ ン ・ パ スカ ル ・ 
ボ フ ォ の 2 nd。 音 作り は より 洗練 され 、 演 奏 、 曲 作り 、 録 音 等 、 全 
て の 面 で スケ ー ル ・ ア ッ プ し て いる 。 今回 も デニ ス ・ バ ティ ス の シ 
ン セ に よる バッ ク ・ ア ッ プ を 受け 、 ボ フォ は テク ニカ ル な 演奏 を 披 
露 し て いる 。 エ レク トリ ッ ク 、 ア コー ステ ィ ッ ク の 両 ギ ター を 使い 
分 け 、 変 化 に 富ん だ プレ イ が 展開 され て いる が 、 彼 の ギタ ー は 常に 
情感 を 込め た リリ カル な も の と な っ て いる 。 作品 全 体 の 印象 も 前 作 
と 比較 し て 、 彼 の オリ ジ ナ リティ を 強く 感じ させ る も の で 、 か つて 
の クラ シッ ク や ジャ ズ で の 経験 が 隠し 味 と し て 生か され て いる 。 な 
お 、 ジ ャ ケッ ト ・ デ ザイ ン も 、 よ り フ ァ ン タ ジ ッ ク で 色 鮮 や か に な 
っ て お り 、 特 筆 に 値する 。 (賀川 








ii sas VEAN PASCAL BOFFO 
と 2 Rituel 


LP/Musea FGBG 2016 '88 年 
CD/Musea FGBG 4045 





ジャ ズ ・ パ スカ ル ・ ボ フォ の 3 作 目 。 一 本 調子 に な り が ちな シン 
フォ ニッ ク ・ サ ウン ド の 中 に 混 っ た た めか 、 内 省 的 に 響く 音色 が 沙 
ち 着 き と 音 話 風 の イメ ー ジ を 与え て 新鮮 と も て は や され た 気 も する 
が 、 こ こ へ 来 て 彼 の アプ ロー チ は 急 に 飛躍 し て いる 。 予想 で は 、 そ 
の まま ニュ ー・ エ イジ ・ ミ ュー ジッ ク に な る は ず だ っ た が 、 意 欲 的 
に も 管弦 楽 の 形 を と っ て 持ち 味 の 繊細 で 内 省 的 な 響き を 外 に 向け て 
放っ て きた 。 だ か ら 曲 自体 に 力 強 さ も ある 。 童話 風 の イ メー ジ を も 
損なっ て いな い 。 稀 に 見 る 完成 度 の 高い 1 枚 だ が 、 情 緒 に 湧 れ な い 
の で 退屈 する リス ナー も 出 そ う 。 (松本 ) 





JEAN PASGAL BOFFO 
Nomades 
CD/Musea FGBG 4100 「'94 年 





前 作 か ら 5 年 の 沈黙 を 経て リリ ー ス され た 第 4 作 。 そ の 前 作 で は 
華麗 な シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク を 創り あげ た ボ フ ォ 。 沈黙 の 期間 が 
何 を 意味 し て いる の か は 判ら な い が 、 こ の 作品 で 聴か れる の は エス 
ニッ ク な 香り が 強く 、 し か も ジャ ー ジ ー な 軽 め の ジャ ズ ・ ロ ッ ク 。 
今 ま で の 総決算 と 新た な る 方 向 性 の 掲示 と いっ た 二 つ の 側面 が 見 ら 
れる 。 中 近東 ある い は 西 ア ジ ア 風 の メ ロディ ・ ラ イン を ベー ス に 、 
音 の 粒 と 空間 を 活か し た アレ ンジ が 心地 よい 。 割 合 リ ラッ クス し た 
演奏 で 、 も う 少 し 緊張 感 が 欲し い 気 も する の だ が 、 彼 の 奏で る 繊細 
で 優し い ギ ター の 音色 に は ちょ うど 良い 。 ベ テラ ン の 味わい の 陰 に 
新しい 世界 へ の 洞察 と 好奇 心 を 垣間見 る こと が 出来 る 完成 度 の 高い 
=iE8 (津田 ) 
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LA ROSSA 
A Fury Of glass 


LP/AG Records AG1013 ' ? 年 
CD/Musea FGBG 4097 





VDGG の 名 作 「Still Life」 に 収録 され て いた 曲 か ら 名 前 を 取っ た ラ ・ 
ロッ サ の デビ ュー 作 。 詞 と 曲 を 手掛け る Key と Vo を 核 に 、b と ds、2 
人 の g を 含め た 6 人 編成 で 、 フ ラン ス 臭 さ を 剣 き 出し に し た 叙情 性 豊 
か な アコ ー ス ティ ッ ク な ナン バー と 、 ス トレ ー ト か つ へ ヴィ な ナン 
バー の 二 つ の パタ ー ン が 程 良 く 溶 け 合 っ て 、 本 アル バム を 構成 し て 
いる 。P・ ハ ミル に も 通じ る 内 に 秘め た 激しい 情熱 と 感傷 的 な 心 裏 の 
高揚 を 感じ させ る ヴォ ー カ ル 、 端 正 で リリ カル さと 強力 さ が 同 居 し 
た 、 詩 的 な ピア ノ や アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター の 調べ は 、 単 に シン 
フォ ニッ ク な だ け で は 飽き 足ら な く な っ た マニ ア に と っ て 、 心 地 良 
い 刺激 剤 と な る で あろ う 。VDGG の 持っ て いた 前 衛 的 精神 を 継承 し た 
非 シ ン フ ォ ニ ッ ク 系 の 申し 子 と 言え よう 。 (大 関 ) 


LIEVAUX-TRANSF0O 
Passage Puhlic 
L P/Trema 310 073 79 年 





Jean-Yves Lievaux 率 いる LIEVAUX-TRANSFO の ファ ー ス ト ・ ア 
ル バ ム 。Lievaux の 非常 に アク の 強い ヴォ ー カ ル を 中 心 と し た その サ 
ウン ド は あの 3 rd 4 th 時 の アト ー ル を シン プル に し た よう な フラ ン 
ス 独 特 の タイ ト な シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク だ 。 た だ し , テク ニッ ク 
的 に も , 曲 の 構成 力 的 に も こち ら は 1 歩も 2 歩も レベ ル が 落ち る の 
は 否め な い 事 実 で あり 、 そ れ は 当時 (70 年代 後半 一 "80 年 代 前 半 ) の 
フレ ンチ ・ ロ ッ ク の レベ ル を その まま 示し て いる 。 い わ ゆ る アマ チ 
ュ ア 自主 制作 の 平均 レベ ル と 言っ た と ころ か ? 2 、 3 良い 雰囲気 の 
曲 が あ る だ け に , この まま 埋もれ させ る の は 少し 残念 な 気 も する 。 

(渡部 暁 





hg 遼 EVAUX-TRANSFO 


Porte 50 
L P/Trema 310 097 "81 年 





か な り 、 方 向 性 の 変わ っ た セカ ンド ・ ア ル バ ム 。Lievaux の ヴォ ー 
カル の アク の 強 さ は さら に 強まっ て いる 上 に 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク か 部 
分 が か な り 後 退 し て いる 。 一 部 ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム の 延長 線上 に 
ある メロ ディ アス な 曲 も ある が 、 い くつ か の 曲 は 完全 に 当時 流行 の 
ニュ ー・ ウ ェ ー ブ 系 の 音 に な っ て お り 、 今 聞く と 時 代 遅 れ の 極み と 
言っ た 感じ で ある 。 その 中 に あっ て BB 面 の 10 分 以上 の 大 曲 は か な り 
起伏 に 富ん だ 流れ が あり 、 こ の 曲 だ け で も 聞く 価値 は ある 。 フ ァ ー 
スト ・ ア ル バ ム 中 の 秀 曲 と この 大 曲 で コン ピ レ ー シ ョ ン を 組め ば 、 
今 で も C D 化 に 充分 耐え られ る は ず だ 。 捨 て 曲 だ ら け と は 言え 、 埋 
も れ さ せる に は 、 あ まり に も 惜しい 。 当 時 の フラ ンス に は そん な バ 
ンド が 多々 あっ た 。 (渡部 暁 ) 


MAGNESIS 
Le Miroir Aux D6fauts 
CD/Magnesis MAG 0594 '94 年 





「 ミ カド の 旅 」 と 題 さ れ た 作品 が 知ら れる フラ ンス の バン ド の お 
そら く は 2 nd。 専任 キ ー ボ ー ド 奏者 が 増え て お り 、 シ アト リカ ル な 
ライ ト ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ サ ウン ド を 展開 し て いる 。 極 一 部 で 聴け 
る クラ シカ ル ・ ア ン サ ンプ ブル 、 ド ラム 仕立 て の SE、 ス トリ ング ス ・ 
シン セ を バッ ク に ギタ ー が 泣く 曲 な ど 、 耳 を 引き つけ る 部 分 も な く 
は な い 。 だ が 、 全 体 は ヴォ ー カ ル と ギタ ー の リフ を 中 心 と し た 単調 
な 展開 が 多く 、 チ ー プ で アマ チュ ア く さい 。 な お 、 自 主 レ ー ベ ル か 
ら の リリ ー ス で ある が 、 デ ィ ス トリ ビュ ーション は MIS。 ム ゼ ア 人 有 
の 協力 も ある 。 (SA) 








還 Ge MANDRAGORE 
韻 | ARevivre le Futur 
LP/Musea FGBG 2033 '90 年 








マン ドラ ゴー ル は ミッ シェ ル ・ ア ルト メー ル が トロ ル 以 前 に 同 グ 
ルー プ の 一 部 メン バー と 結成 し て いた バン ド で あり 、 そ の サウ ンド 
は アン ジュ 、 モ ナ ・ リ ザ の 影響 を 受け た も の と 言わ れ て いた 。 マ ン 
ドラ ゴー ル 名 義 の アル バム が リリ ー ス され る に あたっ て は グル ー プ 
が 再 結 成 さ れ て いる も の と 思わ れ た が 、 驚 くべ きこ と に 、 作 品 は 作 
曲 、 ア レン ジ 、 演奏 の 全て を アル トメ ー ル が 一 人 で こなし た も の で 、 
実質 的 に は 彼 の ソロ ・ ア ル バ ム で あっ た 。 ア ルト メー ル の 多才 さ を 
見 せつ ける 内 容 で あり 、 キ ー ボ ー ド と ドラ ム ス を 中 心 に し て 軽快 な 
シン フォ ニッ ク ・ サ ウン ド を 作り 出し て いる 。 メ ロディ アス な 演奏 
は 心地 良く て ドリー ミィ で 完成 度 も 高い 。 し か し 、 や は り 彼 の 本 領 は 
ジャ ズ ・ ロ ッ ク ニ トロ ル に ある の で は な い だ ろ うか 。 (賀川 ) 





MMELODY 
Yesterlife 
L P/Vogue LDA. 20.278 77 年 





3 人 の フラ ンス 人 と カン ボ ポジ ア 人 、 ア メリ カ 人 、 ベ ルギー 人 て 結 
成 さ れ た メロ ディ は 、 男 女 ヴ ォ ー カ ル 、 ベ ー ス 、 キ ー ボ ー ド 、 ギ タ 
ー、 ド ラム ス と いう 編成 で 76 年 に ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 『「Come Fly 
With Me(P6le 0011) を 発表 し た 。 そ の サウ ンド は 、 未 完成 な が ら も 
意欲 を 感じ させ る ジェ ネ シ ス の 影響 を 受け た 暗め の シン フォ ニッ ク ・ 
ロッ ク だ っ た 。 そ れ か ら 1 年 、 同 じ 編 成 な が ら 、 キ ー ボ ー ド と ドラ ム 
ス が 変わ り 、 本 セカ ンド が 発表 され た 。 線 は 細い が 透明 感 の ある ソ 
プラ ノ ・ ヴ ォ ー カ ル 、 甘 い 男 性 ヴォ ー カ ル と や や シン プル で は ある 
が リリ カル な 演奏 が 一 体 に な っ た サウ ンド は 前 作 と 同 傾向 と 言え る 
が 、 音 が 整理 され 、 展 開 も より ドラ マチ ッ ク に な っ て いる 。 彼ら な 
ら で は の 個性 も 感じ られ る 。 (賀川 ) 
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MEIMORIANCE 
Et Anr6S… 
L P/Eurodisc 913 084 76 年 





アト ー ル と 同じ アラ ベラ ・ プ ロダ クシ ョ ン 出 身 の メ モリ アン ス 、 
Golf Drouot ク ラブ で の Le Tremplin D'Or ( 金 の 踏切 板 ) 受賞 を ひっ 
さげ て の デビ ュー 作 で ある 。 彼ら の サウ ンド は 典型 的 な フレ ンチ ・ 
シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク で 、 ア トー ル 、 パ ンタ クル と いっ た 良き 先 
人 達 に 影響 を 受け て いる 。 特 に メロ ディ ッ ク な 曲 創 り が 魅力 で ある 。 
し か し 類型 的 過ぎ る 点 と 演奏 技術 の 不足 の た め 、 そ の 先 人 達 の レベ 
ル に 達し 得 て い な い の も また 事実 で あっ た 。 が 、 それら の 欠点 も 次 
な る 2nd「L'ecume Des Jours」 で は 大 幅 に 修正 され て いた 。 完成 
度 と いう 点 で は 明らか に 2 nd に 軍配 が 上 が る が 、 し か し それ で も フ 
ラン ス 臭 さむ き 出 し の この 1 st も 捨て 難い 。 ど ちら を より 魅力 的 に 感 
じ る か は 論 の 分 か れる 所 で あろ う 。 ( 城 元 ) 


MEMORIANCE 
L6cume Des Jours 
L P/Philips 9101 265 79 年 





アト ー ル の 「Rock Puzzle」 な ど と と も に 、 メ ジャ ー・ レ ー ベ ル が 
リリ ー ス し た フレ ンチ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク 系 の 作品 と し て は 
最後 に 位置 する 1 枚 。 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク が メジ ャ ー な シー ン 
か ら 急 速 な 勢い で 次 を 消し つつ あっ た 時 代 の 作品 で ある 。 フ ラン ス 
語 の シア トリ カル な ヴォ ー カ ル 、 メ ロディ アス で きら めき の ある 演 
奏 は 前 作 同 様 で も あり 、 ア ンジ ュ 以 来 の フレ ンチ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ 
ロッ ク の 伝統 を 受け 継い で いる 。 前 作 と 比べ て 、 演 奏 力 、 構 成 力 が 
増し た 分 、 サ ウン ド が シェ イプ ・ ア ッ プ され て お り 、 グ ルー プ と し 
て 成長 し た 姿 が 器 え る 。 フ レン チ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク の マス 
ト ・ ア イ テ ム の 一 つと 言え る 。 この 後 、'81 年 に や や ポッ プ な シン グ 
ル 「Sparadrap/Telephone(Philips 6010 302)」 を 出し て いる 。 

(賀川 ) 





METABOLISME 
TemnuS Fugit 
LP/Crypto ZAL 6413 '77 年 





Menton 出 身 の METABOLISME 唯 一 の 作品 。Crypto ら し いい か に も 
フラ ンス 然 と し た 味わい の ある シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク で ある 。 強 
力 な 個性 は 無い も の の 、MONA LISA を 少し フォ ー ク 寄り に し た 様 な 
良質 な サウ ンド を 聴く こと が 出来 る 。 本 作 は 「 プ ログ レッ シ ヴ ・ ミ 
ュー ジッ ク を 演奏 する 才能 ある 強力 な グル ー プ が 登場 し た 」 と Best 
誌 で は 好評 で 、1977 年 9 月 25 日 の Crypto Festival2 日 目 の オ ー プ ニン 
グ に 登場 し て 行っ た デビ ュー・ ラ イヴ も 成功 に 終り 、 そ の 後 が 期待 
され た が 、 本 作 の 売上 げ が 1978 年 末 で 1005 枚 と 振る わ ず 、 シ ー ン か ら 
消え て 行っ た 。 尚 、 蛇 足 だ が 同時 点 で MONA LISA の 3rd が 15282 枚 、T 
ANGERINE の 1st が 6030 枚 、WAPASSOU の 2nd が 6026 枚 、Michel 
Mouline が 1797 枚 の 売上 げ を 記録 し て いる と の こと で ある 。 

(中 島 洋一 ) 


N 上 細 (4 
KEO 


MINIMUM VITAL 
Les Saisnns Marines 


L P/Musea FGBG 2012 '87 年 
CD/Musea FGBG 4050 





カセ ッ ト に よる デビ ュ ウ 作 「Envol Triangles」 が 好評 だ っ た ミニ 
マル ・ ヴ ィ タ ル 。 待望 の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム が 人 遂に リリ ー ス され 
た 。 上 記 作 品 と 多少 メン バー が 異な り 、 ギ ター、 ド ラム ス 、 ペ ー ス 、 
キー ボー ド に ゲス ト の シン ガー を 加え て 録音 され て いる 。 ア ル バ ム 
最大 の 聴き 所 は Jean Luc Payssan の ギタ ー・ プ レイ で あろ う 。 非 常 
に 繊細 で 歌 心 あ る 変化 に 富ん だ プレ イ を 披露 し て お り 、 彼 が ロッ ク 
以外 の 音楽 に も 造語 が 深い こと を 膨 わ せる 。 他 の メン バー の 演奏 も 
安定 し て お り 、 他 の 新人 バン ド と は 一 線 を 画す る 実力 派 グ ルー プ と 
言え る 。 全体 と し て 、 仰 々 し い 展 開 を 避け 、 聴 き 込む 程 に 味わい を 
感じ させ る 作品 に 仕上 が っ て いる 。 (賀川 ) 








昌世 前 曲目 0 記 下 稚 旨 人 想 半 


MINIMUM VITAL 
Sarahandes 
CD/Musea FGBG 4014 90 年 





彼 等 は これ で 2 作 目 だ が 、 前 作 の 平均 的 な シン フォ 系 の イメ ー ジ 
を 完全 に 払拭 する 作品 に 仕上 げ ら れ て いる 。 サ ラバ ンド と 題 さ れ た 
作品 で 全体 が 8 曲 か ら 成 る トー タル 色 の 強い も の 。 ゆ る や か な サラ 
バ パンド の メロ ディ ー が 七色 に 変化 し 、 緩 急 の 差 を 付け て 演奏 され る 
各 曲 の 汗 え は 、 キ ー ボ ー デ ィ ス ト の TL.Payssan に 依る ゃ と ころ が 大 きい 。 
彼 は コン セプト か ら 作曲 、 そ し て カヴァ ー・ ア ー ト まで を 手がけ て 
いる 。 エ ドル ス の セカ ンド を 、 さ ら に 級 密 に 、 タ イト に し た よう な 
イメ ー ジ の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク で 、 エ ドル ス 同 様 、'90 年 代 の 語 
法 を すでに 身 に つけ た 素晴らし い 作 品 で ある 。 (山崎 ) 





還 再 訳 二 57 人 5 MINIMUM VITAL 
放 縛 良 13 Source 
CD/Musea FGBG 4075 93 年 


EMHPSEkemi 和 HUYa も si 





冒頭 か ら 大 幅 な 路線 変更 を 思わ せる 軽快 で ダン サブ ル な コー ラス ・ 
ワー ク が 始ま る が 、 こ れ が 一 本 調子 に は 続か な い 。 注意 深く 聴く と 、 
極め て 凝 っ た 音 作り が な され て いる と わか る 。 代 表 的 な の は ⑤。 い 
く ぶ ん ワイ ルド な パー ト か ら 突 然 ム ー デ ィ ー に 、 一 転 し て フュ ー ジ 
ョ ン ・ タ ッ チ へ と 、M・ オ ー ル ド フ ィ ー ル ド を へ ヴィ ー に し た ご と き 
展開 が 9 分 以上 も 続く 。 ④ の 頭 や ⑧ の 荘厳 な 感覚 も 耳 に 残る 。 また 、 
彼ら の 中 世古 謡 に 対す る こだわ り も ⑥ に お いて 健在 で ある 。 ギ タリ 
スト の ピッ キン グ の も た り が や や 不快 で 、 気 に な る と いえ ば 気 に な る 。 
(0S6020) 





7 の 用 








MONA LISA 
Lescapade 


LP/Arcane 87015 74 年 
CD/Musea FGBG 4032 








5 枚 の アル バム を 残し て 解散 し た モナ ・ リ ザ 。 代表作 と し て 取り 
上 げ ら れる こと が 多い の は サー ド と フォ ー ス で ある が 、 本 デビ ュ ウ 
作 も 彼ら の 原点 を 知る と いう 意味 で 興味 深い 。 演 奏 力 、 作 曲 力 と も 
に 非凡 と は 言え な い 彼ら の 売り 物 は スト ー リ ー 性 を 持っ た 曲 作 り と 
その 独特 の 雰囲気 で あろ う 。 そう いっ た 意味 で は 趣味 性 が 強く 、 万 
人 向き の グル ー プ と は 言い 難い 。 同 系統 の サウ ンド を 持つ アン ジュ 
の 全盛 期 の 作品 や 彼ら 自身 の 後 の 作 品 と 比較 し て 小粒 な 感 は 否め な 
い が 、 そ の 夢幻 的 サウ ンド は 端々 し く 意 欲 的 で ある 。 (賀川 ) 


MONA LISA 
還 imaceS 


L P/Arcane 913050 75 年 
CD/Musea FGBG 4119 


| 





アル カン より の 2 作 目 。 こ の 時 期 の モナ ・ リ ザ は 、 ア ルカ ン の 中 心 
アー ティ スト と いう だ け で な く 、 ア ンジ ュ の 正統 的 後継 者 と し て そ 
の パフ ォ ー マ ンス が 注目 され 始め た 存在 で あっ た 。 本 作 に も ステ ー 
ジ に お ける 音響 、 照 明 、 コ スチ ュー ム な どの 担当 スタ ッ フ が クレ ジ 
ッ ト さ れ て お り 、 彼 ら の 舞台 演出 込み の 方 向 性 は すでに 確立 され て 
いる 。 音楽 面 の み で いえ ば 、 代 表 作 と され る 4 作 目 に は 完成 度 で お 
よ ば な い 。 と は いう も の の 、 非常 に よく 練 ら れ た 楽曲 は 変化 に 富み 、 
めまぐるしい 展開 は 決し て リス ナー を 飽き させ な い 。 プ リ ミ テ ィ ヴ 
な コー ラス 、 唐 突 な 行進 曲 、 荒 けず りな フル ー ト 、 フ レン チ ・ シ ア 
トリ カル ・ ロ ッ ク の 王道 を 行く ナレ ーション ・ ヴ ォ ー カ ル 。 演奏 技 
術 の 稚 抽 さ が 致命 傷 に な ら な い 類 の 音楽 で ある 。 (GSG) 





MONA LISA 
Le Petit Violon De Mr. Rir6g0ire 


LP/Crypto ZAC 6402 77 年 
CD/Musea FGBG 4009 





3 作 目 。 典 型 的 な シア トリ カル ・ ロ ッ ク の スタ イル を 確立 し て い 
る 。 た お や か な 演奏 (特に ギタ ー) の 比重 が 大 きく 、 美 し さと ツヤ を 
感じ させ る 本 作 を 「 月 影 」、 と する な ら 、 ド ミニ ク の ヴォ ー カ ル が 省 
烈 し 緊張 感 の 強い 次 作 は 「 プ ロー ドウ ェ イ 」 と いう こと に な る か も 。 
し か し 彼 の ヴォ ー カ ル は 、 ガ プリ エル や C・ デ カン の よう な コミ カル 
な 要素 まで 含む 懐 深い 芸 達者 さす より 、 む し ろ ハ ミル や Booz に も 通じ 
る シリ アス な 表 出 が 基調 (安直 に 括っ て ゴメ ン ) で あり 、 生 真面目 で 
時 に 悲痛 な トー ン を 帯び る も の だ 。 その アク の 強い ヴォ ー カ ル と 無 
理 な く 流れ る 演奏 バラ ンス ゆえ に 、 本 作 は 聴き や すく 取っ て つき や 
すい は ず 。 あ 、 仏 語 の 歌 の 他 に 、 リ ズム ・ セ クシ ョ ン に も フラ ンス 
の 香り が … ( 村 本 ) 


MONA LISA 
AVant Oil Ne Soit Tron Tard 


LP/Crypto ZAL 6440 '78 年 
CD/Musea FGBG 4107 





モナ ・ リ ザ は 772 年 に 結成 され た 。 中心 人 物 は フラ ン シ ス ・ プ ー レ 
(ds) と ジャ ン ・ ポ ー ル ・ ビ ー ル ソン (key) で ある 。 彼ら は マル チ ・ 
メデ ィ ア ・ グ ルー プ と 呼ば れ て いた 。 そ れ は 、 ド ミニ ク ・ ル グ ネ の 
シア トリ カル な ヴォ ー カ ル を 中 心 と し て 、 ラ イト ・ シ ョ ー や 大 道具 ・ 
小道 具 を うま く 用 いた 彼ら の ステ ー ジ が 、 ジ ュ ネ シス の 強い 影響 を 
受け て いた こと に よる 。 ア ルカ ン 時 代 の アル バム は トー タル な 印象 
に 欠け る 点 が あっ た が 、 メ ン バ ー・ チ ェ ン ジ を 経た 後 の サ ー ド ・ ア 
ル バ ム と 本 作 (フォ ー ス ・ ア ル バ ム ) で は 、 ア ル バ ム 全体 を 一 つの 
コン セプト で 統一 し て 、 ト ー タ ル な 印象 を 与え る こと に 成功 し て い 
る 。 し か し 、 ド ミニ ク が 脱退 し た 後 の ア ル バ ム で は 再び 、 全 体 と し 
て は 散漫 な 印象 を 与え る も の に な っ て し まっ た 。 (宇田 川 ) 








MONA LISA 
Vers Demain 


LP/Crypto ZAL 6483 '79 年 
CD/Musea FGBG 4120 





か の 最高 傑作 で ある 4th「Avant Qu'il Ne Soit Trop Tard」 リ リ 
ー ス 後 、 看 板 ヴ ォ ー カ リス ト Dominique Le Guennec を 始め 3 人 の メ 
ン バ ー が 脱退 し て し まい 、 残 され た Jean-Paul Pierson と Francis 
Poulet は 各々 キー ボー ド か ら ギ ター (Key も 兼任 )、 ド ラム か ら ヴ ォ 
ー カ ル (Perc も 兼任 ) と いう よう に パー ト を 変え 、 そ れ 以 外 の パー 
ト に 新た な 3 人 の メン バー を 補充 し 最終 作 で ある この 5 th を 制作 する 。 
今 ま で の 看板 で あっ た Dominique の ヴォ ー カ ル が 聞か れ な いこ と や ト 
ー タ ル な 作風 に な っ て いな いこ と な どか ら 、 あ まり 話題 に 上 る こと 
の な い 本 作 だ が 、 そ の サウ ンド は 若干 モダ ン な 色 が ある も の の メン 
パー ニュ チェ シン ジ に よる 効果 iC で より アン カン ジル が まとまり テク ニッ 
ク 的 に も し っ か り し た 好 作 と し て 仕上 が っ て いる 。 (島村 ) 





NAOS 
Rnc Et L6gendes 
CD/Baillemont CD 921 '90O 年 





NAOS は ギタ ー の Lucien Pagano と ヴォ ー カ ル の Philippe Mottee 
を 中 心 と し た 5 人 編成 の バン ド 。 歌 の 比重 が 強い 作品 で 、 や や ポッ 
プ な メロ ディ と 必要 最小 限 の シン プル な アレ ンジ に よる 軽 め の アル 
バム で ある 。 キ ー ボ ー ド の 音 が 若干 チー プ だ っ た り 、 シ モン ズ が ち 
ょ っ と 耳 に つく も の の 演奏 テク ニッ ク や 構成 は 水準 。 哀 感 の ある ギ 
ター の 音色 と 個性 的 で は な い が 情 感 の ある ヴォ ー カ ル が 切々 と 訴え 
か け て くる 。 叙 情 性 の ある メロ ディ の 出来 が よい の と 、 あ まり ウェ 
ッ ト な 感じ が な い の で 聞き や すい 。 バ ッ ク が 歌 を サポ ー ト する の に 
徹し て いる 面 も あり 、 そ こ が 物 足り な いと も 言え る が 、 必 然 性 の な 
い 壁 の よう な 演奏 の 多い 昨今 、 余 計 な 装飾 の な い ア レン ジ が 逆 に 新 
鮮 に 聴こえ て し まう 。 (津田 





7 の づ 








NAOS 
Naif Le Re6Veur 
LP/Baillmont CD 965 92 年 











穴 開き の ジャ ケッ ト に 包ま れ た この 作品 で は リズ ム ・ セ クシ ョ ン 
が メン バー・ チ ェ ン ジ し て いる 。 そ ん な こと も あっ て か 、 前 作 で 見 
られ た 層 点 は 大 幅 に 改善 され て いる 。 長め の 曲 が 多 く な っ て いる も 
の の 、 従 来 の 叙情 的 な メロ ディ の 良さ は その まま 。 ア レン ジ 面 で も 
浮遊 感 の ある キー ボー ド の 音色 、 し っ か り と サポ ー ト する リズ ム 、 
哀 贅 の ある し っ か り と し た メロ ディ を 奏で る ギタ ー、 そ し て 存在 感 
を 増し た ヴォ ー カ ル と 、 全 て に 余裕 すら 感じ る よう に な っ て き て い 
る 。 ま ず 歌 を し っ か り と 聞か せ た 上 で 、 効 果 的 な 装飾 に より 表現 を 
膨らませ よう と いう アプ ロー チ が 感じ られ る 。 これ で 飛び 抜け た 楽 
曲 が 有 れ ば と 思う の だ が 、 それは 先 の お 楽し みな の か も し れ な い 。 
軽 め の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク 。 (津田 ) 


NE0O 
Neo 
LP/PS 380110 "81 年 





アル バム に 針 を 落と し た 瞬間 、 ハ ー ド & メ ロディ アス か つ 縦 横 無 
尽 に 弾き まく る ギタ ー と それ に 張り 合う か の よう に 奏で られ る サッ 
クス が 耳 に 飛び 込ん で くる この アル バム は NEO が '80 年 に オメ ガス タ 
ジオ で レコ ー デ ィング し 、 翌 '81 年 に リリ ー ス し た 彼ら 唯一 の 作品 で 
ある 。 本 作 で 聴か れる サウ ンド は 、 前 述 の 通り ギタ ー と サッ クス が 
中 心 に な っ て 活躍 し 、 そ れ を 控え め な が ら も 欠か すこ と の 出来 な い 
キー ボー ド と リズ ム 隊 が 彩り を 添え て いる ジャ ジー な 色合い を 持っ 
た ハー ド ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク と で も 呼べ る も の な の だ が 、 非 
常に し っ か り し た 個性 を 持っ た も の で その 完成 度 は な か な か な も の 
で ある 。 な お ?85 年 に LP 再 発 さ れ て いる が 、 オ リ ジ ナ ル LP と は ジャ ケ 
ッ ト の デザ イン が 若干 で は ある が 変更 され て いる 。 (島村 ) 





NIGHTRIDER 
Nightrider 


LP/CBS 83886 79 年 
CD/Musea FGBG 4059 





ナイ トラ イダ ー と いう と 、 あ の TV 番組 か ? それ と も マッ ド ・ マ 
ックス か ? と いう 事 で 、 ジ ャ ケッ ト の イメ ー ジ も あっ て 一 聴 す る と 
ハー ド な 印象 を 受け る が 、 実 際 は アコ ・ ピ の ツボ を 押え た プレ イ が 
印象 的 な 、 静 的 な 美 し さ も 合わ せ 持 っ た 作品 で ある 。 確 か に 、 ブ ル 
ー ス を 引き ずっ た 様 な Vo の 唄い 廻し と エッ ジ の 利 い た ギタ ー・ サ ウ 
ンド で は ある が 、 常 に バッ ク に 流れ る アコ ・ ピ が 全体 の 雰囲気 を 緩 
和 し て いて それ が この バン ド の 持ち 味 に な っ て いる 。 Vo パー ト は イ 
マイ チ 押 し が 弱い が 、 イ ンス ト ・ パ ー ト は か な り イ ケ る 。 収 録 時 間 
が 短い の は 残念 。 (宮沢 ) 


NUANCE 
上 eSt une L6gende 
LP/FLVM 3048 '83 年 





甘い 歌 メ ロ と 良く 歌う ギタ ー で 80 年 代 前 半 の フレ ンチ ・ シ ン フ ォ 
ニッ ク の バン ド の 中 で は 人 気 の 高かっ た 一 枚 。 確 か に , いか に も フ 
ラン ス 然 と し た ゆっ た り と し た 演奏 と メロ ディ アス な フレ ー ズ は 、 
今 聞 いて も うっ と り と し て し まえ る ぐら い 良 く 出 来 て いる 。 ま た 、 
他 の フラ ンス の バン ド が 持っ て いた よう な 、 あ の フラ ンス 独特 の 「 ア 
ク の 強 さ 」 が あま り 感 じ ら れ な い の も 、 人 気 が 高かっ た 理由 か ? た 
だ し 、 バ ンド 全体 の アン サン プル や 曲 の 構成 な ど は 、 無 惨 な 程 破綻 
し て お り 、 所 訟 は B 級 か C 級 の バン ド で あっ た と いえ る 。 た だ 、 こ 
ん な 事 は 今 だ か ら 言 える 事 で あり 、 あ の 何 も 無かっ た !80 年 代 前 半 に 
は 、 こ の 程度 の バン ド で さえ も 一 条 の 光明 で あっ た 。 (渡部 暁 ) 








串 ONIRIS 
| LHOmme-Voilier 
| LP/Barclay 900 583 79 年 





冒頭 の シャ ウト 「 ホ イエ ー! ホイ エー ッ リ 」 に 笑い 転げ た 人 も 、 
聴き 進む に つれ 反省 を 余儀 な くさ れる で あろ う 。MONA LISA-4th 風 
の シリ アス で シア トリ カル な 展開 な の に 、ATOLL を 思わ す ノ ー プ ブル 
な カッ コ 良 さ が あ る 。 曲調 の わり に 演奏 は ジャ ジー な 要素 が 見 え 隠 
れ し て 女声 コー ラス も 加わ り 、 こ の 手 の 音 と し て は 斬新 、 か つ 力 量 
も 大 曲 を 引っ 張る に 不足 は な い 。 CSN&Y や ザッ パ etc. も 出 て くる 歌 
詞 は 私 に は 読め な い ( 諸 ) が 、 ス キ ゾ フレ ニッ ク の 独白 と 対話 を 演じ 
て いる らし い ヴ ォ ー カ ル は 美声 か つ 迫 真 の パフ ォ ー マ ンス で 、 融 離 
され る べき 禁忌 の 異端 者 か ら 現世 へ の 異議 申し 立て の よう に も 感じ 
られ る 。 プロ デュ ー ス は Laurent Thibault、 こ の 一 作 で 終わ っ た の だ 
と し た ら 実 に 惜しい 。 ( 村 本 ) 





OPEN AlR 
Open Air 


L P/Chicago 2000 900155 78 年 
CD/Musea FGBG 4021 





OPEN AIR の お そら く 唯 一 の アル バム 。 元 ALICE の J.P.Aufredo が 
メン バー と し て 名 を 連 ら ね て いる 。 サ ウン ド の 方 は 、 典 型 的 な フレ ン 
チ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク で ある が 、 全 編 に 渡っ て 英語 で 歌わ れ て いる 為 か 、 
それ 程 フ ラン ス 臭 さ は 感じ させ な い 。 小 曲げ ば か り で あり 、 音 が や や 
軽い こと も あっ て 、 一 聴 し た だ け で は 印象 が 薄い か も 知れ な い が 、 
聴き 込む に つれ て 良さ が 伝わっ て くる 仲 々 の 佳作 な の で ある 。 特 に 
細部 まで 丹念 に 行き と どい た アレ ンジ が アル バム 全体 を 爽やか で か 
つ 味 わい 深い も の と し て いる 。 プ ログ レニ ドラ マチ ッ ク な 大 曲 と し 
か 考え て いな い 方 に は 不 必要 な アル バム か も 知れ な い が 、 フ レン チ ・ 
シン フォ ニッ ク を こよ な く 愛 する 方 に は 、 是 非 聴い て 頂き た い の で す 。 

(中 島 洋一 ) 





7 の 








ORION 

La Nature Vit Lhomme Lui 
Critimue 

LP/Oxygen OXY 025 79 年 
CD/Musea FGBG 4078 





79 年 リリ ー ス の オリ オン の アル バム 。 ほとん どの パー ト は フレ ン 
チ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク 特 有 の クリ スタ ル な イメ ー ジ て で 統一 され て お り 、 
アト ー ル あたり を 少々 小振り に し た 感じ の サウ ンド と 言え る 。 シ ン 
セ 系 キー ボー ド や フル ー ト を 多用 し た 場面 で は 実力 が 遺 憎 無 く 発揮 
され て いる も の の 、 全 体 的 に ポッ プ な フレ ー ズ が 目立っ て お り 、 も 
う 少 し アク の 強い 曲 作 り が 欲し か っ た と ころ だ 。 叙 情 的 な 展開 に 持 
っ て 行こ うと し て も 今一つ “泣かせる” と ころ まで 行き 切れ な い の 
が いか に も フラ ンス の バン ド ら し いと ころ で も ある 。 だ が 、 一 部 を 
除け ば 極 く 標準 的 な 出来 と 言え 、 割 と 無難 に は 聴き こなせ そう 。 た 
だ し 、 爆 発 的 な 盛り 上 が り を 期待 する イタ リア 系 の ファ ン に は 余り 
向 か な い 作 風 だ 。 (江田 ) 


PENTACLE 
La Clef Des Songes 
L P/Arcane 913 001 75 年 





「 夢 の 鍵 」 と 題 さ れ た パン タク ル 唯 一 の アル バム 。 全編 に 渡り 、 
美しく リリ カル な メロ ディ ー を 配 し た シン フォ ニッ ク な 作品 で ある 。 
彼ら は メン バー 個々 も 、 ま た バン ド 全 体 と し て も 決し て ハイ ・ テ ク 
ニッ ク の 持ち 主 で は な い が 、 リ ズム ・ セ クシ ョ ン は 実に 堅実 で 、 特 
に ドラ ム は 録音 の 適切 さも 手伝っ て か 非常 に 歯切れ の 良い 音 を 聞か 
せ て くれ る 。 そ し て その 上 に 澄ん だ 音色 の キー ボー ド 群 と 情感 豊か 
な ギタ ー、 そ し て 叙情 的 な メロ ディ ー・ ラ イン を 持っ た ヴォ ー カ ル 
が ちり ば め ら れ て いる 。 こ の 地味 で は ある が 味わい 深い 作品 が 生ま 
れ た 背景 に は 、 彼 ら を 見 い 出し 、 ま た この アル バム の プロ デュ ー ス 
を 務め た 、 ア ンジ ュ の リー ダー で ある クリ スチ ャ ン ・ デ カン の 存在 
と 力 が あっ た 事 を 忘れ る わけ に は いか な い 。 ( 城 元 ) 





PHILIPPE UERRE 
Cristal 
LP/NP 5258 79 年 





この アル バム は フィ リッ プ ・ ゲ ー ル の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム で 79 
年 に リリ ー ス され た も の で ある 。 基 本 的 に は 次 作 「Concerto 一 」 で 
の コン ポジ ショ ン に 通じ る も の で 、 ア レン ジ さ れ た パー ト と ノン ・ 
アレ ンジ に よる 効果 音 が 融合 され 、 稚 担 で は ある が ロマ ン 的 な 情感 
を だ だ えた だ 、 モレ クト ドロ 三 ク ス ・ ミ ュー ジッ ク で ある 。 の アデ アルパ バ 
ム は 後 ('85 年 ) に 再 録 さ れ て 、 曲 順 も 入れ か わり 、 ジ ャ ケッ ト ・ カ 
ヴァ ーー る 人 金 く 一 暫し て り リリ ー ス され る こと に な る 。 ま すなわち 、 こ れ 
は 印象 が 大 分 か わっ て お り 、 彼 は 事実 上 、3 枚 の アル バム を リリ ー 
ス し て いる と 解釈 し て も 良い よう に 思う 。 全 て の 点 で 最も 進化 し て 
いる の は 再 録 の ぼう の クリ スタ ル で ある が 、 不 完全 で こそ あれ 、 若 
いひ た むき な 情熱 の 感じ られ る この アル バム も す て 難 い 。 尚 コン サ 
ー ト 時 に は レー ザー 等 を 使用 し て いた よう だ 。 (山崎 ) 


RIPAILLE 
La Vieille Oue Lon Brala 
LP/Ballon Noir BAL 13003 77 年 





と て も 素敵 な ジャ ケッ ト に つつ まれ た リバ イコ ユ 唯 一 の 作品 。 彼 ら 
の 音 の 部 分 部 分 か ら は 時 々 、 ジ ェ ネ シス 、 ジ ェ ン トル ・ ジ ャ イア ン 
ト 、 ア ンジ ュ と いっ た グル ー プ の 影響 が 見 え 隠れ する が 、 そ れ は こ 
の 作品 の 内 容 を 伝え る 上 で あま り 重 要 で は な い 。 彼ら は 様々 な アコ 
ー ス ティ ッ ク 楽 器 を 多用 し 、 そ れ が エレ クト リッ ク 楽 器 と 実に 程 良 
く 溶 け 合 っ て いる 。 そ し て 伝統 性 を 重視 し 、 鮮 明 な る 場面 展開 を 聴 
か せる 曲 創り 及び 構成 力も 見 事 だ 。 し か し 彼ら の この 作品 を 語る 上 
で 特に 忘れ て な ら な い の は 、 メ ン バ ー 個 々 の 表現 能力 が 極め て 高い 、 
と いう 点 で ある 。 それ は 彼ら が 器用 で ある 、 と 評 し て いる の で は も 
ちろ ん な い 。 対 し て 言う な ら ば 、 彼 ら は 音楽 を 知っ て いる 、 と いう 
事 だ 。 故 に 安定 し た 内 容 の 作品 と な っ て いる 。 ( 城 元 ) 








SANDROSE 
Sandr0se 


L P/Polydor 2393 030 73 年 
CD/Musea FGBG 4003 





ジャ ン ・ ピ エー ル ・ ア ラー セン と kb の アン リ ・ ガ ル ラ の 双頭 グル 
ー プ と 思しき サン ドロ ー ズ の 唯一 の アル バム 。 共 に 元 エ デン ・ ロ ー 
ズ の メン バー で ある が 、 そ こ で は ガル ラ の 音楽 性 が 強く 反 映 さ れ て 
いた 。 し か し 、 こ の アル バム に な る と 、 ロ ー ズ を 前 面 に 押し 出 そ う 
と し て 、 ア ラー セン 本 人 が 前 面 に 出 て し まっ た の で ある 。 シ ャ ウト 
する ロー ズ の ヴォ ー カ ル (英語 で 歌っ て る ) と 、 プ レイ ク の 後に 出 
て くる メロ トロ ン の 嵐 、 さ ら に アラ ー セ ン の た くみ な ギタ ー が 絡み 
合う 様 は 典型 的 な か シンフォニック ・ ロ ッ ク だ 。 多 少 古 い 感じ は 否め 


な い が 、 時 代 を 超越 し た 素晴らし さ が こ こ に は ある 。 この 前 後 、 ア 
ラー セン は 幾つ か の アル バム に 参加 し て いる が 、 こ の アル バム が 第 
一 絶頂 期 の 頂点 を 極め る 作品 で あろ う 。 (中 藤 ) 





SKRYVANIA 
Skryvania 


LP/DMR 001 "78 年 
CD/Musea FGBG 4011 





78 年 に 自主 制作 の 限定 300 枚 で リリ ー ス され た この SKRYVANIA 唯 
ーー の アル バム は 制作 され た の が ベル ギー だ っ た 人 為 、 当 初 彼ら も ベル 
ギー の グル ー プ だ と 思わ れ て いた が その 後 明白 に な っ た 通り れ っ き 
と し た フラ ンス の グル ー プ で ある 。 この アル バム で 聴く こと の 出来 
る 彼ら の サウ ンド は 、 編 成 の 特徴 で も ある 多彩 な が ダブ ル ・ キ ー ボ ー 
ド と 力強い ギタ ー を 中 心 と し その 上 に ヴァ イオ リン も 効果 的 に 使用 
し た 多種 多様 に 変化 し な が ら グ イグ イ と 畳み 掛け て くる も の で 、 技 
術 的 に は 完璧 と は 言え な い が 我 々 を 魅了 する に 充分 な も の を 聴か せ 
て くれ て いる 。 本 作 は ム ゼ ア よ り CD 化 も され て お り そ の 際 ボ ー ナ ス ・ 
トラ ッ ク と し て 未 発表 曲 な ど と 共に TV 局 で の スタ ジオ ・ ラ イヴ て 演 
奏し た イエ ス 、 ジ ェ ネ シス の カヴァ ー (抜粋 ) も 収録 され て いる 。 

(島村 ) 








7 の ちら 





STEP AHEAD 
Step Ahead 


LP/RCA PL 37604 82 年 
CD/Musea FGBG 4037 





この ステ ッ プ ・ ア ヘッ ド と いう グル ー プ は フラ ンス の グル ー プ と 
言う に は 、 良 い 意味 に 於 いて 、 あ まり に イン ター ナシ ョ ナル な 音 作 
り の アル バム だ 。 イ エス の ジョ ン ・ ア ンダ ー ソ ン を 意識 する が 如く 
歌わ れる 英詞 に よる 美しい ヴォ ー カ ル ・ ラ イン と いい 、 縦 横 無尽 に 
飛び 交 う セン ス 溢 れる ギタ ー・ ワ ー ク と いい 、 流 れる 様 な シン セ & 
ピア ノ の キラ めく ば か り の 構成 力 と いい 、 ど れ を 取っ て みて も 超 一 
級 品 。 こ れ だ け の セン ス と テク ニッ ク の 演奏 を 、 抜 群 の 作曲 と 構成 
に よっ て 全編 に 渡り 聞か せ て くれ る の だ か ら 、 も う 。 フ ラン ス 臭 さ 
は 無い が 、 こ の アル バム は 、'80 年 代 の プロ グレ の 中 で 、 稀 に 見 る 大 
傑作 アル バム で ある 。 な お 、 こ の LP か ら の カッ ト の プロ モー ショ 
ン 用 の 12 イ ンチ ・ シ ング ル が ある 。 (Numero Ueno) 


SYNOPSIS 
Minuit Ville 
た L P/SRH 351 357 79 年 





2nd LP「Gamme」 が 輸入 され 評判 に な か っ て か ら も うす で に か な り の 
時 間 が 経つ 。'70 年 後半 に か け て か ら の フレ ンチ ・ ロ ッ ク が 紹介 され る 先 
が け と も な っ た レコ ー ド だ っ た と も 記憶 する 。 こ の デビ ュー 作 は 、 つ い 
に 輸入 され る こと な く 終 っ て し まい 、 入手 も 難し いら し い 。 メ ン バ ー は 
2nd と は ヴォ ー カ リス ト と ベー シス ト が ちがっ て お り 、 演 奏 も 粗 削り な こ 
ころ が 感じ られ る 。 ま と まり すぎ て 少し 個性 に 欠け て いた 2nd に 比べ る 
と 、 そ の 未完 成 な と ころ が 、 却って 、 わ れ わ れ に は 多 力 的 に 聴 え る か ら 
不思議 だ 。 作 曲 は 全曲 、Christian Bolze, Hoff Christian に よる も の で 
曲 の 傾向 は 2nd LP と ほとん ど 変 わら な いと は いえ 、 印 象 的 な メロ ディ が 
出現 する 。 一 番 の いい 例 は クラ シカ ル な イン トロ で 始ま る A② で 、 泣 き 
の メロ ディ を 奏で る ギタ ー が ひたすら 美しい 。 (吉瀬) 





SYNOPSIS 
Giamme 
L P/FLVM 3026 80 年 





70 年 代 未 以降 、 フ ラン ス の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク は ロッ ク の 表 
舞台 か ら 徐 々 に 次 を 消し て いっ た 。 し か し 、 そ の 裏側 で は 現在 に 至 
る まで 数 多く の 作品 が 自主 製作 盤 と し て 、 若 し く は 超 マ イナ ー・ レ 
ー ベ ル か ら リ リー ス さ れ て いる 。 アシ ント ヤ 、 イ カー ル 、 ダ トゥ ラ 、 
ネオ 、 ウ リュ ド ら の 作品 は それ ら を 代表 する も の で ある 。 シ ノ プ シ 
ス も こう し た グル ー プ の 1 つ で あり 、 注 目 に 値する 2 枚 の アル バム 
を 発表 し て いる 。 本 作 は 「Minuit Ville」 に 続く 彼ら の 2nd ア ル バ ム で 、 
その サウ ンド は 巧み に 構成 され た 繊細 か つま と まり の ある も の で あ 
る 。 延び の ある 高音 を 活か し た ヴォ ー カ ル と セン ス 溢 れる キー ボー 
ド が 印象 的 で ある 。 シ ンプ ル な シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク で ある が 味 
わい の ある 作品 と 言え る 。 (賀川) 


TERPANDRE 
Terpandre 
L P/Dionysos DI 3003 8O 年 


TERPANDRE 








"80 年 代 初期 の フレ ンチ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン の 中 で も ARACHNOID と 並び 、 
ず ば ぬ けた 音楽 性 を 持っ て いる の は この TEREPANDRE を お いて 他 に あ 
る まい 。 テク ニッ ク 的 に は 目新し くも 、 す ご いと いう わけ で も な い に か 
か わら ず 、 彼 ら の 作り 出す 音楽 は 輝く ば か り の 叙情 性 で あふ れ て いる 。 
2 人 の 織り な す ビ アノ 、 メ ロト ロン 、 シ ン セ サイ ザー の キー ボー ド 群 が 
サウ ンド の 中 心 で A 面 で は 静 的 要素 が 強く 、 特 に A② の メロ トロ ン が 雄 
大 に 響 き 渡 る と ころ は 、 その 手 の マ ニア と な ら ず と も 涙 も の で あろ う 。 
B 面 は 6 人 の メン バー が 一 体 と な っ た ジャ ズ ・ ロ ッ ク 的 傾向 が 強い 、 攻 
撃 的 な 演奏 も 聴く こと が で きる 。 そ の 中 に も 、 叙情 的 な と ころ も 忘れ ず 
取り 入れ 、 曲 を 効果 的 に 盛り 上 げ て いる 。 VORTEX と の 交流 が 深い 事 が 
知ら れ て いる 。 (吉瀬 ) 








THALASSA 
Suffer And MMisery 
LP/PS 5037 82 年 





78 年 頃 か ら 油 落 の 道 を た どり 始め た イタ リア ・ プ ログ レ 界 と は 対 
照 的 に 、 フ ラン ス の シー ン は 770 年 代 終盤 か ら '80 年 代 に か け て 多数 の 
好 作 品 を 輩出 し た 。'82 年 発表 の 本 作 も その 中 の 一 枚 で ある 。 典 型 的 な 
ジュ ネ シ ス ・ ス タイ ル 。 タ イト な パー ト は ほとん ど 見 受け られ ず 、 
美しい 音色 の キー ボー ド 系 を 中 心 に 、 持 ち 前 の セン ス の 良さ で 透明 
感 溢れ る シン フォ ニッ ク ・ ワ ー ル ド を 構築 し て いる 。 若干 新 し 目 の 
音 作 り で ある が シン フォ ニッ ク ・ フ ァ ン に は 一 聴 の 価値 が ある 作品 
で ある 。 た だ 、 マ リリ オン 以降 の バン ド に 共通 し て 言え る 強烈 な 個性 
の 無 さ 、 英 語 で 歌わ れ て いる こと に よる 無 国籍 的 な 印象 を 嫌う リス 
ナー に と っ て は 少々 不満 が 残る か も 知れ な い 。 な お 彼ら 自身 も 作品 
内 容 が 気に入ら ず 市 場 か ら レ コー ド を 回 収 し て し まっ て いる 。 

(江田 ) 








ERIC DELAUNAY 
AntagoniSme ! 
LP/Vogue 574021 '8O 年 
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デビ ュ ウ 作 が 好評 を 博 し た TIEMKO の ドラ マー、 エ リッ ク ・ ド ゥ ロ 
ネイ が グル ー プ 結成 以前 に 発表 し た ソロ ・ ア ル バ ム 。TIEMKO の アル 
バム で 聴く こと の で きた リズ ム ・ バ ター ン は 既に 本 作品 で 完成 し て 
いた と 言え る 。 力 強く 躍動 感 沙 れる リズ ム を 受け て ギタ ー、 キ ー ボ 
ー ド が 軽快 な ソロ を 展開 し て いる 。 4 人 の メン バー の アン サン プ ブル 
も 良く 、 グ ルー プ が 一 丸 と な っ て の た た みか ける よう な 演奏 は 聴く 
者 を 圧倒 する 。 知名度 こそ 低い も の の 、 高 いじ 完成 度 を 誇る 作品 で あ 
り 、 フ レン チ ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン の 奥深 さ を 痛 感 さ 
せる 1 枚 で ある 。 (賀川 ) 





7 の ど 








TIEMKO 
Espace『imi 
LP/FGBG 2025 "89 年 





Musca 側 が 事前 アナ ウン ス に 力 を 入れ て いた 事 も あり 、TIEMKO の 
1st リ リー ス は ファ ン 注 目 の 中 で 行わ れ た 。 成 程 、 弘 密 に 練 ら れ た 展 
開 と いい 、 幅 広い 素養 を 感じ させ る 各 メ ン バ ー の 音楽 性 や 演奏 力 と 
いい 、 一 朝一 夕 に は 出来 上 が ら な い ク オリ ティ の 高 さ を 誇っ て いる 。 
J.J.Toussaint (key) 、E.Delaunay (ds) が ディ ジタル 楽器 を 、R. 
Chavidan (g) が モデ ュ レ ーション 系 の エフ ェ ク タ ー を 重用 し て いる 
事 と 、 ベ ー ス レス の トリ オ 編 成 が 生む 独特 の 質感 は 彼ら の 個性 と な 
っ て いる 反面 、 量 感 と いう 点 で は や や 物足りな いと いう 事実 を どう 
見 る か 。 い ずれ に せよ 高 次 元 の 話 で は あり 、「 硬 派系 シン フォ 」 ま た 
は 「 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ チ ェ ン バー」 と いう べき 貴重 な 存在 。 全 曲 粒 
揃い と いう の も この 1st の 魅 力 。 (山田 ) 


TIEMKO 
Ocean 
CD/Musea FGBG 4013 "90 年 





ティ アン コ の セカ ンド 。 デ ビュ ウ 作 の 完成 度 が 高かっ た た め 、 本 
作品 に 対す る 大 き な 期 待 と と も に 多少 の 不安 も あっ た が 、 果 た し て 、 
不安 は 想 散 に すぎ な か っ た 。 前 作 の 延長 線上 に ある 音 作り で ある が 、 
曲 作 り 、 リ ズム 、 演奏 等 が より 複雑 に な り 高 い 完成 度 を 誇っ て いる 。 
キー ボー ド 、 ギ ター、 各 種 パ ー カ ッ シ ョ ン の 3 人 と は 思え な い 厚 味 
の ある サウ ンド で 、 各 人 の ソロ を 前 面 に 出し た 演奏 と 三 人 が 一 体 と 
な っ た 演奏 を 巧み に 組合 わせ 、 ゆ っ た り と し た も の か ら た た みか け 
る よう な スピ ビー ディ な も の ま て 変化 に 富ん だ 展開 と な っ て いる 。 時 
代 の 差 も あり 、 知 名 度 的 に は 遠く 及ば な いも の の 、 音 楽 自 体 の レヴ 
ェ ル で は 770 年 代 の 仏 シ ー ン の 一 流 グ ルー プ と 肩 を 並べ る と ころ まで 
来 て いる こと を 感じ させ る 力作 で ある 。 (賀川 ) 





TIEMKO 
Parade 
CD/Musea FGBG 4057 "92 年 








3 作 目 。 楽 曲 の 面白 さ な ら 前 作 を 、 音 の 厚み ・ 荘 厳 さ で は 本 作 か 。 
この バン ド の 特徴 は 、 奇 数 ・ 偶 数 拍 の 切り か え し 、 公 倍数 リズ ム な 
ど に も ある が 、 決 定 的 な の は その スケ ー ル 感覚 で ある 。 明 解 な 旋法 
的 プロ グレ ッ シ ョ ン で も な く 、 オ クタ ー プ 12 音 11 斉 だ っ た り 、 主 旋 
律 (無理 に 設定 し た と し て ) だ け 抽 出す る と 意図 的 な デタラメ に 聴 
こえ る 類 の も の で ある 。 弦楽 器 奏者 は ロン グ ・ ヴ ィ プ ラー ト を か け 
づら く 、 バ パッ ク に も まわ れ な い 。 に も か か わら ず 、 尋 常 な ら ざ る 音 
の 厚み か ら 、 あ る 種 の 叙情 性 すら 生み 出し て いる 。 ドラマー は さす 
が に ベテラン 、 ス ネ ア に 依存 する こと な く リ ズム を キー プ し て お り 、 
エド ルス な ど よ り 一 枚 も 二 枚 上 。⑧⑨ の 唐突 な 情感 も 捨て が た い 。 

(SN 


VERSAILLES 
La Cathedrale 則 Temps 
CD/Musea FGBG 4025 90 年 





ヴェ ル サ イ ユ の 1 作 目 。 次 作 か ら の 出来 が よく 、 ほ と ん ど 注 目 を 
浴び な か っ た 作品 で ある が 、 典 形 的 な ム ゼ ア ・ タ イプ の シン フォ ニ 
ッ ク ・ ロ ッ ク を 聴く こと が で きる 。 メンバ ー は 4 人 。 ギ ター と フル 
ー ト を 兼任 する ヴォ ー カ ル 、 ド ラム 、 ベ ー ス 、 キ ー ボ ー ド と いう 編 
成 で ある 。 音 色 豊 富む な キー ボー ド の バッ キン グ 、 メ ロディ アス な ギ 
ター、 多 分 に アン ジュ や モナ ・ リ ザ の 影響 が 見 える シア トリ カル ・ 
ヴォ ー カ ル 。 1 曲 の 中 で 細か な 展開 を つなぎ あわ せ て いく 手法 に は 
好感 が 持て る 。 し か し 、 技 術 的 に は 難 を 問わ れる べき 点 も 多く 、 極 
立っ た 印象 的 な メロ ディ も 不足 し て いる よう に 思わ れる 。 唯 一 、 夕 
イト ル 曲 の 後半 は 非常 に ドラ マチ ッ ク か つ ア トラ クティ ヴ で 、 こ の 
テイ スト が 次 作 へ 受け 継が れ て いく こと に な る 。 (に ag) 








VERSAILLES 
Don iovanni 
CD/Musea FGBG 4056 92 年 





ム ゼ ア の 4000 番 台中 25 番 目 に ライ ン ナ ッ プ され な が ら 、 さ し て 耳目 を 
集め な か っ た ヴェ ル サ イ コ ユ 。 本 作 は 全編 に 渡り 、'70 年 代 の 典型 的 フレ ン 
チ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ サ ウン ド が 横 溢 し て お り 、 ア ンジ ュ か ら の 影響 は 
難なく 指摘 で きる 。 一 部 に M・ ロ ー ゼ ン バ ッ ハ 、P・ フ ロイ ド の 旋律 まで 
見 え 隠れ し 、 彼ら の 音楽 的 背景 は 余人 の 言及 を 待た な い 。 さ ま ざ ま な ア 
イデ ィ ア を 惜しみ な く 繰 り 出 し て 大 曲 を 構成 する 手法 に 、 ある 種 の 情熱 
も 読み 取れ て 小気味 よい 。 中 で も キー ボー ド の 音色 の 豊か さ は 、 冒 頭 か 
ら 最 終曲 の オー ケス トレ ーション に 至る まで 、 往 年 の 強者 バン ド の それ 
を 見 事 に 消化 吸収 し て いて 頼も し い 。 た だ 、 バ ンド 全体 の リズ ム 感 の 抽 
さ 、 ギ タリ スト の 技量 不足 な ど は 、 目 を 覆う べき も の が あり 、 逆 に 楽曲 
の 出来 の よさ が それ ら を 補っ て 余り ある と いえ る 。 SN の 9 





VERSAILLES 
Le Tresor De Valliesres 
CD/Musea FGBG 4103 "94 年 





前 作 と 同 レ ベル の 内 容 に 思う 。 リ ズム で 骨 を つく る と いう より は 、 
音 の 色彩 感 で モザ イク 風 に 曲 を 形 造 る あたり 、 フ ラン ス ら し い バ ン 
ド だ 。 し か も 大 道 芸 ・ 大 衆 芸 能 ふ う の 雑 っ ぽ さ を 取り 込む よう な 所 
も あっ て 、 遂 々 アン ジュ あたり の 影響 も ある の か な 、 と も 思う 。 一 
曲目 な ど 少 し 音 を 詰め 込み 過ぎ に 感じ ゃ る が 、 そ れ は ロッ ク の リズ ム 
が 通っ て いな いか ら だ ろう 。 2 曲目 以後 の 間 を 持っ た 部 分 と ヴォ ー 
カル の アク の 強 さ 等 は 、 確 か に アン ジュ 張り 。 もう 少し 全体 に テー 
マ を 明確 に し た 構成 力 が つく と いい の か も し れ な い 。 ア イデ ア が 豊 
富 と は 言え そう 。 (松本 ) 





7 の デア 








VISITORS 

Visitors 

LP/Decca 278.049 "74 年 
CD/Musea FGBG 4106 





ヴィ ジ タ ー ズ と いう 名 前 の グル ー プ は 世界 中 に 幾つ か ある が 、 こ 
れ は フラ ンス の 774 年 に 唯一 の アル バム を 残し た グル ー プ 。 ロッ クウ 
ッ ド 兄弟 の 名 前 が クレ ジッ ト さ れ て いる 他 、 ア ンド レ ・ チ ェ カ レ リ 
らし い 顔 写真 も みる こと が で きる 。 お そら く ロ ッ ク ウ ッ ド と し て は 
か な り 初 期 の 録音 と 思わ れる 。 フ ォ ル ムラ ・ ト レ の ファ ー ス ト の 1 
曲目 、 あ る い は プリ ティ ッシュ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に は グレ イシ ャ ス 
の アレ ンジ で も 知ら れる ミサ 曲 “怒り の 日 " で 幕 を あけ る 本 アル バ 
ム は 、 フ ラン ス の 774 年 と いう 時 期 を 考え る な ら 、 か な り 高 水準 の シ 
ン フ ォ ニ ッ ク ・ へ ヴィ ・ ロ ッ ク で ある と いえ る 。 ロ ッ ク ウ ッ ド の ヴ 
ァ イ オ リン が 光っ て いる 。 宇宙 か ら の 探訪 者 を 一 大 テー マ に し た ス 
ケー ル の 大 き な ト ー タ ル 的 処理 が な され て いる 。 (山崎 ) 


WLUD 
Carrvcroch 
LP/Omega Studio OM 67005 78 年 
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70 年 代 来 か ら '80 年 代 前 半 の フレ ンチ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク は 、 
自主 製作 の 時 代 だ っ た 。 そ の 代表 格 と いう と 、ASIA MINOR,TERPAN- 
DRE,etc に な る が 、 総 じ て シ ン フ ォ ニ ッ ク と 言っ て も 熱 の ひい た 音 を 
し て いる 。ANGE タ イプ の 物語 を 描く ある 意味 で 熱血 型 の 音楽 は 、 ほ 
と ん ど 見 当ら な い 。 た いて い は イン スト 指向 、 し か も 音 は さっ ぱり 
し て いる 。WLUD も ASIA MINOR あ た り の 、 そ うし た 傾向 の 中 に あ 
る も の だ 。 シンフォ ニッ ク と いう ほど 構成 を ち 密 に 考え 抜い た も の 
で は な く 、 も っ と 流す” ムー ド が 強い 。 が 、 こ れ が 仲 々 うま い 。 
自主 製作 の 弱 さ は ある も の の 、 セ ンス が ある の だ ろう 。 さ っ ぱり し 
て いる が 、 そ れ は た だ 単に 流れ る も の で も な く 、 お し つけ が まし い 
メロ ディ に べ ベタ 塗り され る も の で も な い 。 (松本 ) 





“Sec0nd" 
LP/Omega Studio OM 67010 '79 年 





ジャ ケ 表 に “Progressive Rock" と わざ わざ ジャ ン ル を 標示 し て 
し まう 彼 等 の 素人 意識 と 、 そ う せ ざる を 得 な い 当 時 の フラ ンス の ( フ 
ラン ス に 限ら な い が ) そう し た 音楽 へ の 無関心 。 ど ちら も 悲し い 話 
だ が 、WLUD の 方 は 前 作 よ り も よく な っ て いる 。 傾 向 は 相変わらず 
だ が 、 キ ー ボ ー ド ・ ソ ロ 等 の フィ ー チ ャ ー や 、 曲 展開 等 の 一 ひね り 
等 、 ア クセ ント が た くさ ん つい て 変化 が ある 。 も と も と 印象 に 焼き 
つく よう な メロ ディ を 書く (書け る ?) パン ド で は な く 、 う っ すら 
と そう し た 類 の 感触 を 漂わ せ 、 そ れ を 比較 的 小刻み で 細やか な 演奏 
と 音色 で つく り 出 す 、 そ うい う バ ンド な の で イン パク ト は な い が 、 
な ん と な く ア ピー ル す る タイ プ だ と 思う 。 こ の 時 期 の この 手 で は 、 
良質 の 2 作 と いう 気 が する 。 (松本 ) 


な UiAILZuekll V. AA 
Enchantement 


CD/Musea FGBG 4006 "90 年 
/Baillemont CD 912 





ム ゼ ア 周 辺 の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク 系 アー ティ スト 12 組 を 収録 
し た コン ピ レ ー シ ョ ン ・ ア ル バ ム 。 こ の アル バム で し か 聴け な い 貴 
重 な 音 源 ば か り で 、 収 録 曲 の クォリティ も 非常 に 高く 、 フ ァ ン 必携 
の 作品 で ある 。C D 化 に あたっ て EDHELS、J.P.Boffo 等 が 追加 収録 
され て いる 。 特 に Boffo の 曲 は 沈黙 期間 の 作品 だ け に 資料 的 に も 興味 
深い 。ANGE、ATOLL、PULSAR 等 の 大 御所 の 充実 し た 演奏 は 当然 と し 
て も 、 並 べ て 違和感 の な い RAISON DE PLUS、ANOXIE、SOMBRE 
REPTILE と 言っ た 全く の 無名 の グル ー プ の 楽曲 、 高い 実力 に は 全く 
驚か され る 。 ブッ クレ ッ ト に 詳し い 紹介 も され て お り 、 と て も 親切 。 
'80 年 代 後半 の ム ゼ ア ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク の サン プラ ー・ カ タ 
ログ 的 な アル バム 。 (津田 ) 





V. Al. 
Seven avs 0f Alife 
CD/Musea FGBG 4073 '93 年 





Musea の アン ソロ ジー。 収録 され て いる の は 7 バン ド 。 す べ て コ 
ン セ プ ト に 基づい た 未 発表 曲 で あり 、SAGRADO だ け は 本 作 の た め に 
作曲 ・ 録 音 し た テイ ク を 3rd に 収録 。 ど の バン ド も 総じて 出来 の よい 
曲 を 提供 し て お り 、ROUSSEAU, NORTH STAR、EZRA WINSTON 
あたり は 、 本 作 収 録 曲 を ベス ト ・ チ ュー ン と 見 る 向き も あろ う 。 全 
篇 、 非 常に バラ エ テ ィ 豊 か な 内 容 で 現行 の シン フォ ニッ ク ・ シ ー ン 
が 決し て 類似 型 ポ ンプ で 飽和 し て いる わけ で は な いと 認識 で きる 。 
各 バ ンド の 出身 国 は ノル ウェ ー、 仏 、 独 、 米 、 日 、 伊 、 そ し て プラ 
ジル 。 す べ て 異な る 言語 圏 の バン ド な の で ある 。 巨 大 資本 も マス ・ 
メデ イア も 媒介 と せ ず 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク と いう 共通 言語 だ け で 集結 
し た 音楽 家 た ち が こ こ に いる 。 (GSI 











U.A. 
Ugum Part II 
CD/MSI UGU 0019 93 年 





UGUM プ ロダ クシ ョ ン の オム ニ バ ス CD。CASTANARC や DEYSS の 
新曲 が 収録 され て いる の で ファ ン の 関心 を 魅 く と 思う 。 他 に 夢幻 、 
ECLAT、EURHYBIA、PENDRAGON 等 、 計 8 アー ティ ス ト を 収録 。 
どれ も アル バム 未収 録 、 テ イク 培い 、 新 曲 と な っ て いる 。CASTANARC 
は 「Journeyー」 と は 違っ て ニュ ー・ エ イジ ・ ミ ュー ジッ ク 路 線 に な 
り 、 変 化 が 読め る 。DEYSS の 方 は と 言う と ギタ ー・ ソ ロ を メイ ン に 
し た 分 ハー ド な メロ ディ アス 路線 。 こ ちら も ジェ ネ シ ス の 亜流 色 
は 消え て や は り 変 わり つつ ある よう だ 。 夢 幻 は シン グル 曲 “Snow 
Dream” を 収録 。 (松本 ) 
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1. コ ン テ ク スト 


この 文章 に 続く カタ ログ に 掲げ られ た 音楽 が 成立 し て くる 基盤 と な っ た コン テク スト に つい て 
語 ろ う 。 個 々 の アー ティ スト の 活動 に 先立つ 「 交 通 」 の あり 様 と 、 そ れ ら を ひと つ に 語り 得る 「 場 」 
の 成立 に つい て 。 

例え ば イギリス な ら 、 ジ ャ ズ / プ ブルース / ロ ッ ク ・ シ ー ン の 蜜月 関係 を 











は じ め と し て 、 実 験 音楽 や ライ ヴ ・ エ レク トロ ニク ス (ケー ジ )、 さ ら に は 
テー ブフ ・ デ ィ レ イ や テー プ ・ ル ー プ (テリ ー・ ラ イリ ー、 バ ロウ ズ ) と サイ ケ 
デリ ッ ク 、 フ リー・ ミ ュー ジッ ク と 初期 電子 音楽 、 ト ラッ ド と 中 世 音 楽 ( マ 
ン ロ ウ た ち )、 ま た カリ ブ 海 か ら の 移民 た ち が も た らし た 異 文化 .……. 
と 、 様 々 な 要素 の 混 清 と 相互 影響 か ら 語 り 始め る こと と な る だ ろう 。 
も し ドイ ツ な ら ば 、 ウ ルト ラ ・ ロ マン ティ ッ ク な ゲル マン 神秘 主義 と 、 徹 底 
し て 数 学 的 な 即 物 主義 に 両手 を か けた シュ トッ クハ ウ ゼ ン の お 膝元 
(ケル ン ) で 、 フ リー・ ジ ャ ズ と 現代 音楽 が 、 電 子音 楽 と ホッ プ が 握手 を 
交わ し た 場面 か ら 、 コ ミュ ー ン 主義 者 が 溢れ 、 ド ゥ チュ ケ が 未 捕 され た 
ベル リン (64 年 バー クレ ー67 年 ベル リン 一 68 年 ナン テー ル / ソ ル ボ ン ヌ 
と いう 線 を 引く こと が で きる ) を 横目 で 眺め つつ 、 ブ レヒ ト / ア イス ラー 
の 方 へ と 歩い て いく こと に な る だ ろう 。 そ し て フラ ンス なら. .  . 。 

まず 、 以 前 / 以 後 を 分 か つ ひ と つの 切断 / 断 層 を も た らし た ( 五 月 ) 
の 体験 か ら 始 め る こと と し よう 。 


8.〈 五 月 ) と いう 季節 


《 五 月 7 と は 何で あっ た の か を ひと こと で 言う こと は で き な い (いま 
だ に 、 そ の 評価 を 巡っ て は 論争 が 続い て いる )。 こ れ に 先立つ 様々 な 
事件 は ある に せよ 、 と も か くも 1968 年 5 月 3 日 の カル チェ ・ ラ タン に お 
ける 学生 蜂起 に 始ま り 、 連 日 続い た 数 万 人 規模 の 抗議 集会 と デモ 、 
警官 隊 と の 衝突 を 経て 、 つ い に は 共感 し た 労働 者 た ちの 一 千 万 人 規 
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模 の スト ライ キ に よっ て 、 首 相 ボ ポン ヒ ドー や 大 統領 ド ・ ゴ ー ル を 振り 回 








し 、 西 欧 で 最も 強力 な キリ スト 教 中 央 集権 国家 を ぎり ぎり まで 追い 詰 
め な が ら 、 結 局 権力 は 奪え ず (5 月 30 日 、 国 民 議会 の 解散 と 総 選挙 を 確約 し た ド ・ ゴ ー ル の ラジ オ 
演説 に より 、 事 態 は 確実 に 収拾 へ と 向かっ た )、 事 後 的 に 獲得 し た 制度 改革 も 〈 五 月) の 規模 か 
ら す れ ば 微々 た る も る の に と ど ま っ た (政治 的 事件 で は な く 、 社 会 学 的 事件 だ と 言わ れる ゆえ ん で 
ある )。 

し か し ( 五 月 ) は 、 彼 ら の 掲げ た バロー ル の 解放 、 身 体 ( と り わ け 性 の ) の 復権 、 欲 望 の 青 定 、 
直接 的 コミ ュ ニ ケー ショ ン 、 文 化 革 命 と いっ た 理念 と 実践 、 そ し て 何より も 日 常 の 厚い 皮 を 食い 破 
っ て 噴出 し た 凶 々 し い 力 に よる 制度 の 侵犯 、 価 値 体系 の 転倒 、 秩 序 の 有 崩壊 と いつ た カー ニ ヴ ァ ル 
的 体験 を 通じ て 、 個 々 の 表現 ジャ ン ル に お いて 既に 様々 な 実験 ( 個 と 集団 の 新た な 関係 性 の 探 
求 、 ジ ャ ン ル の 越境 、 身 体 性 の 復権 等 ) を 進め て いた 探求 者 た ち に 対し 、 啓 示 的 と も 言え る 不可 
逆 な 体験 を 与え た 。 

例え ば 、 当 時 実際 に ナン テー ル の 女子 学生 だ っ た アン ヌ ・ ヴ ィ ア ゼム スキ ー た ち が 繰 り 広 げ る 














太陽 劇団 「]78 年 」 











「 マ ルク ス ・ レ ー ニ ン ご っ こ 」 を フィ ルム に 収め た 『 中 国 女 」 に よ 
つっ て 、 図 ら ず も ( 五 月 ) を 予言 する こと と な っ た ゴダール は 、J = 
P・ ゴ ラン と 「 ジ ガ ・ ヴ ェ ル ト フ 集団 」 を 結成 する 契機 し な っ た ( 五 
月 ) を 、 自 ら の 不可 逆 な 断 層 と 認め て いる 。 


3. 都 市 三 演劇 


都市 の 中 心 に 突如 と し て 噴出 し た 非 日 常 的 時 間 。 は が され 
た 敷石 (その 下 に 広がる 砂地 ) と 築 か れ た バリ ケー ド ( 遠 く よ み 
が える 市 街 戦 の 記憶 )。 壁 と いう 壁 を 埋め 尽く す 落 書き 。 バ ロ 
ー ル の 沸騰 。5 月 13 日 の 示威 行進 の 間 、 絞 首 台 に 吊 さ れ た 一 
体 の 人 形 の まわ り の 、 白 い 、 そ し て 血塗ら れ た 能面 。 そ し て 無数 
の ブラ カー ド や 掲示 ....。〈 五 月 ) と は 演劇 的 体験 その も の に 
ほか な ら な か っ た 。 そ れ ゆ え 、〈 五 月 ) に 総体 と し て 最も 敏感 に 
反応 し た 表現 ジャ ン ル が 演劇 だ っ た こと に 何 の 不 思 議 も な か 
の 

その 伏線 と し て 、66 年 の バリ は オデ オン 座 で 催さ れ た 諸国 
家 演劇 祭 に お ける 、 ア メリ カ 出 身 の リヴ ィング ・ シ アタ ー と 、 ボ ポー 
ラン ド 出 身 の グ ロト フス キー 率い る 演劇 実験 室 と いう 、 も は や 伝 
説 的 な 2 劇団 の 公演 を 挙げ る こと が で きよ う 。 前 一 古典 的 所 
作 に よる 近代 演劇 の 枠組 の 解体 、 肉 体言 語 の 横 溢 .... 激烈 
な 身体 的 強度 が 演劇 シー ン を 刺し 貫き 、 テ クス ト を 破り 捨て 
(劇評 家 ベ ルナ ー ル ドル ト は 、 さ ら に アラ バー ル ら ネオ ・ バ ロッ ク 
派 や 演劇 を 舞踏 と 結び つけ た モー リス ・ ベ ジャ ー ル を も 踏ま え 
て 、67 年 を テク スト 疲弊 の 年 /「 肉 体 の ミサ 」 の 開始 され た 年 と 
呼ん で いる ) 、 忘 却 の 淵 に 沈ん で いた アル トー の 名 を 呼び 覚 ま 
す (「 演 劇 と その 分 身 」 の ポケ ッ ト 版 化 は 66 年 )。 そ し て ( 五 月 ) 
が 走ら せ た 断 層 が 、 ア リア ー ヌ ・ ム ヌシ ュ キ ン 率 いる 太陽 劇団 に 
よる 革命 劇 『1789 年 』 の 登場 を 準備 する 。 


4. 祝 祭 / 革 病 


「 集 団 性 と し て の 共同 生活 の 問題 、 テ クス ト 」 と 俳優 た ちの 
「 バ ロー ル 」 と の 関係 の 問い 直し 、 就 中 、 こ の 集団 の 演劇 的 原 
理 の 特性 と いう べき 俳優 演技 の 「 即 興 性 」 の 徹底 化 を 目指 す 
方 向 。 そ し て 肝心 の 主題 論 領 域 で いう と 、 す ぐれ て 60 年 代 的 な 
問題 意識 た る ぐ く 革 命 有 と 民衆 的 な 想像 空間 の 祖 型 た る く 祝 
祭 と の 融合 形式 と し て の 演劇 (括弧 つき の 「 民 衆 演劇 」)、 も 
し く は われ われ の ター ム で いう 「 革 命 の 演劇 」 の 問題 」( 佐 伯 隆 











@ グ ロト フス キー「 ア クロ ポリ ス 」 
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彼 の 発する ヴァ イブ レー ショ ン が 、 メ ン バ ー の 共振 交感 に よる 知 反 
射 と 増幅 を 通じ て 、 グ ルー プ ・ サ ウン ド の 大 き な う ね り を 生み 出し て い 
だ 記 いつ NT スズ リッ ツー リ ジ ョ イズ ウパ グリ ニ ッ チ ヂ チッ ウィ ウジ に お け 
る 汎 ヴィ ブラ ー ト 主義 的 な 音楽 の 在り 方 は 既に な い 。 ア イラ ー は 哀しい 
程 に 孤 で あり 、 そ れ が ゆえ に 壊れ そう に 優し い 。 彼 の ヴァ イブ レー シ 
ョ ン は メン バー に 共有 され る こと な く 、 楽 器 を 肛 わ せ た 後 すぐ 、 賛 美歌 
の よう に 天 へ と 昇っ て いっ て し まう 。 祈 り の か た ち を し た 音楽 。 沈 奏 の 
現場 に お いて 創出 すべ き 共 同性 と 、 内 な る 個人 的 な ファ ンタ ジー を 結び 
付け る 方 法 議 を 、 彼 は 共振 以外 に つい ぞ 持 た な か っ た 。 こ ご の コン サー ト 
の 5 ヶ月 後 、 彼 は NY イ ー ス ト ・ リ ヴァ ー に 死体 と な っ て 浮い て いた 。 
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HIO か ら 再 発 さ れ た VQI.1 は 日 面 の 空間 を 巨大 な 熊手 で 揺 き 取る よう 
な 80 分 近い ムー グ ・ ソ ロ で 知ら れ て いよ う ( ジ ャ ケッ ト は VQI. 己 の 方 )。 
古代 エジプト の 祭司 の よう に 和 飾り 立て た サン ・ ラ ( 彼 は 異 時 か ら 来 た と 自 
称し て いた ) を 中 心 に 、 歌 手 兼 ダン サー 3 人 を 含む 1 人 編成 に よる 圧倒 的 
な ライ ヴ 。 サ ン ・ ラ の 特徴 で ある 誇大 妄想 めい た 神話 的 想像 力 や 、 時 に 
は 現代 音楽 的 で も ある スペ イシ ー な サウ ンド ・ テ クス チャ ー も 、 ヴ ォ ー 
カル な サウ ンド の 爆発 や ノスタルジック ・ ジ ャ ズ の 香り と と も に 、 黒 人 
文化 の 茎 層 に 太く 根差し て とお り 、 サ ウン ド の みな ら ず 、 照明 や 舞台 美術 、 
衣装 、 ダ ンス 、 自主 レー ベル に よる オル タナ ティ ヴ な メデ ィ ア 戦略 (レコ 
ー ド や ペー バー の 制作 ) を 信 め た 文化 の 総体 性 を 常に 問う て いる 。 
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NN とこ ー ロ カー・ テ デ さ も NN いよ ES いれ NNS で さい 」 


NN ご ンー ロ ルル 且 すさ ENZSINE で へ NNTN」 




















人 @ ア ン ソ ニー・ ブ プラ クス トン 


幸 「 道 化 と 革命 太陽 劇団 の 日 々 」) 

これ ら の モチ ー フ は 、( 五 月 )》 と 「 コ ルト レー ン の 死 」(67 年 7 月 ) と いう シン ボリ ッ ク な 切断 の 同時 
代 性 (気分 と し て の 革命 / 祝 祭 が 色 宰 せ て きた 時 に こそ 、) を 介し て 、 そ の まま 当時 の フリ ー・ ジ ャ 
ズ が 直面 し て いた 課題 へ と 変奏 し うる 。 コ ルト レー ン の 死後 、 い よい よ 明 ら か と な っ た フリ ー・ ジ ャ 
ズ 共 同体 の 崩壊 と 個々 の 演奏 者 の 析出 に 対し 、 個 と 集団 の 新た な 関係 性 、 ソ ロ と 集団 即興 の 構 
造 性 を いか に 構築 し て いく か . . と 。 そ し て 、 そ れこ そ は 「 グ レー ト ・ ブ ラッ ク ・ ミ ュー ジッ ク 」 を 標 棒 す 
る アー ト ・ ア ン サ ン ブ ル ・ オ ヴ ・ シ カゴ (AEC ) が 、( 歌 で は な い ) 声 の 活用 及び 楽器 の ヴォ ー カ ライ 
ズ 、 演 劇 / 政 治 の 導入 、 多 楽器 主義 や 様々 な リト ル ・ イ ンス トゥ ル メ ン ツ の 使用 に よる サウ ンド ・ バ パレ 
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『 ユ ニッ ト ・ ス トラ クチ ャ ー ズ 』「 コ ン キ スタ ドー ル 。(6B 年 ) 以 降 73 年 の 
来 日 公演 まで 録音 が 少な く 、 こ の ライ ヴ は 貴重 だ 。 2 本 の サッ クス が 竜 
巻 の よう な 絡み に よっ て アイ ラー 的 な ヴァ イブ レー ショ ン を 呼び 込む の 
に 対し 、 テ イラ ー の ピア ノ は 巻き 上 げ ら れ た 砂塵 の よう に きら きら と 螺 
旋 状 に 巡り な が ら 、 逆 に その 運動 が 引き 起こ す の 渦巻 き に よっ て 本 の 
サッ クス を キリ キリ 舞い させ る 。 先 に 掲げ た 作品 に 聴け る 揺るぎない 構 
築 性 に 比べ 、 よ り 身 体 性 が 突出 する こと に よっ て (テイ ラー は ヴォ イス も 
使用 し て いる )、 流 体力 学 的 な 協 動 性 が 全面 に 出 て いる 。 銀 音 の 際 に 「 互 
い に 聴 き 合 える よう に 」 と メン バー を 寄り 添 わ せ て 配置 し て いた 頃 と は 、 
違っ た 共同 体 性 が 芽生 えて いる よう に 感じ られ る 。 
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オー ネッ ト ・ コ ー ル マン の 元 を 離れ て 世界 を 巡り 、 代 名 詞 と な っ た ポケ 
ッ ト ・ ト ラン ペッ ト の みな ら ず 、 各 種 フ ルー ト の 演奏 を 通じ て 民族 音楽 の 
探求 を 進め た 成果 を 、 ヨ ー ロ ッ パ ・ オ ー ル スタ ー+ ソ ニー・ シ ャ ー ロ ッ ク 
( 司 )、 チェリ ー の 8 人 編成 に よる "永遠 の リズ ム 』(B8 年 に 導入 され た ガム 
ラン や 、 本 作 の イン ディ アン ・ フ ルー ト や バン ブー・ フ ルー ト の 音色 、 ス 
ウェ ー デ ン に 居 を 移し て か ら の コミ ュー ン 的 な 『 オ ー ガ ニッ ク ・ ソ サエ テ 
ィ 』(71 一 7 年 ) の 民族 音楽 的 セッ ショ ン に 聴き 取る こと が で きる 。 と り わ 
け エ ド ・ ブ ラッ クウ ェ ル (dr) と の デュ オ に よる 本 作 は 、 簡 素 で スピ リ チ 
ユア ル な 明 各 ぶさ を た た えな が ら 、 パ ント マイ ム の 応酬 の よう な 豊 鏡 な 音 
の 身振り を 介し た 交感 に 満ち 満ち て いる 。 
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ッ ト の 拡大 、 破 壊 的 な ユー モア 、 ソ ロ 演 奏 の 構造 探求 、 カ ー ニ ヴ 
ァ ル 的 な 構成 等 を 駆使 し て トー タル な 探求 を 推し 進め た 方 向 
性 で あっ た 。 


5.BYG/HAND ロ AH 


(AACM の 組織 戦略 の 一 環 と し て ) 家財 道具 を 売り 払っ て 
渡 公 し た AEC や アン ソニ ー・ ブ ラク スト ント リオ を は じ め 、 バ リ 
在住 の ジャ ズ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン を サラ ヴァ ・ ス タ ジ オ に 集め て の 
集中 録音 を 経て リリ ー ス され た BYG ア クチ ュ エ ル ・ シ リー ズ 
は 、 シ ャ ンダ ー ル と と も に 、 当 時 の フラ ンス の 文字 通り アク チュ 
エル な シー ン の 在り 様 を 象徴 し こい る と 言っ て よい 。 最 終 的 に 
50 枚 を 超え る こと と な っ た ライ ン ナ ッ プ は 、 米 仏 の フリ ー・ ジ ャ 
ズ を 中 心 に 、 実 験 的 な ロッ ク ( ゴ ング 、 ア ム ソ ン 等 )、 現 代 音 楽 
(ムジ カ ・ エ レッ トロ ニカ ・ ヴ ィ ヴ ァ 、GERM 、 ミ ッ シ ェ ル ・ ビ ピュイ グ 
等 ) に 及 ん で お り 、 一 方 、 後 発 の シャ ンダ ー ル の ディ スコ グラ 
フィ も 、 米 仏 の フリ ー・ ジ ャ ズ と ミニ マル ・ ミ ュー ジッ ク ( 例 の 4 人 
組 に 加え ヤン グ 、 ラ イリ ー の 師匠 で ある イン ド 古 典 声楽 家 バ ン 
ディ ト ・ フ ラン ・ ナ ー ト 、 さ ら に シャ ルル マー ニュ ・ バ レス タン 、 ラ 
グ ナ ー・ グ リッ べ ほ か フラ ンス 産 反復 音楽 を 含む ) を 中 心 と し 
て いた 。 


B. 生 三 マ ルミ ミー ジッ クツ 


ミニ マル ・ ミ ュー ジッ ク は 、 上 旧来 の ロマ ン 主 義 的 / 弁 証 法 的 な 
音楽 モデ ル に 対し て 、 非 表象 的 な プロ セス 、 始 まり も 終わ り 三 目 
的 も な い 浮 遊 、 原 因 も 結果 も な い 多 方 向 的 な 音 の 動き と 捉え 
る こと が で きる 。 こ れ は 完成 され た 作品 で は な く 、 聴 者 は 自ら 
の 知覚 に よっ て 能動 的 に 体験 の 構築 を 行う こと に な る (と 同 


時 に 、 想 起 と 予測 に 基づく 方 向 性 を 持っ た 聴取 は も は や 不適 
当 と な り 、 無 目的 な 弱い 聴取 や 反復 の 魔術 に 陶酔 を 求め る 利 
那 的 な 聴取 に 席 を 譲る こと に も ゃ な る の だ が )。 

「 音 楽 は 純粋 な サウ ンド ・ イ ベン ト と し て 、 劇 的 構造 の な い ア ク 
ト と し て 聴か れ な く て は な ら な い 」( フ ィ リ ッ プ ・ グ ラス ) 

し か し 、 上 想 的 な ヤン グ や ユー トビ ピック な ライ リー が 、 こ こと は 
別 の 時 間 の 知覚 を 目指 し た よう に (前 者 は 永遠 の 静止 の た 
だ 中 に うごめく 差異 を 、 後 者 は ミク ロ な 運動 の 累積 の 彼方 に 
振動 する 建築 物 を )、 イ ンド 音楽 に 範 を 得 た リズ ム の 加算 構造 
に 基づく 最も シス テマ ティ ッ ク な グラ ス の 場合 で も 、『 ノ ー ス ・ 
スタ ー』 (77 年 ) 以 前 の エレ クト リッ ク ・ オ ル ガ ン の 冷た く 均 質 で 
無 表 情 な 音色 を 用 いて 、 微 細 な 差異 の 構築 を コン セ プ チ ュ ア 
ル に 示し た 作品 群 に お いて は 、 科 単 な 織 つか の 初期 柔 件 の 
組み 合わ せ か ら 生 み 出 され た 音 が 、 時 間 的 な ズレ や 空間 的 な 
偏り (それ ら は 実は 同じ 偏差 な の だ が ) に よっ て 、 思 い が け な 
い 多 様 性 を 生み だ し 、 ま た それ ら の 重ね 合わ せ に よっ て 爆発 
的 な 流動 性 を 獲得 する 時 、 果 し て 聴 者 は 、 そ こ に 開け る 別 世 
界 を 目撃 し な い だ ろ うか 。 


7. フ レン チ ・ フ リー・ ジ ャ ズ 


も ちろ ん BYG 以 前 か ら り 、 フ ラン ス に フリ ー・ ジ ャ ズ は 存在 し 
IG い だ ラン ソウ ワ ・ テ ュ ス ク (p)、J ニ FE・< ジ ェ 己 ニ ・ ク ラー ク ((b)、 
アル ド ・ ロ マー ノ (dr)、 ベ ルナ ー ル ・ ヴ ィ テ (tp) に より 、 フ ラン ス 
最初 の フリ ー・ ジ ャ ズ ・ グ ルー プ が 結成 され た の は 65 年 の こと 
で あり 、 翌 年 に は シー ン 最 初 の 成果 で ある 「『 フ リー・ ジ ャ ズ 』( カ 
タロ グ 参 照 ) が 録音 され る こと に な る 。 

そし て 69 年 に は AEC た ち が 渡 仏 し 、 仏 ジャ ズ ・ シ ー ン と の 直 
接 的 な 交通 が 始ま る 。 ま た 参考 盤 と し て 掲げ た よう に 、69 年 か 
ら 70 年 に か け て 、 セ シル ・ テ イラ ー 、 サ ン ・ ラ & ア ー ケ スト ラ 、 ア 
ル バ ー ト ・ ア イラ ー が 、 マ グ 一 財団 の 招 了 嶋 に より コン サー ト を 行っ 
て いる 。AACM と 同様 の 機能 を も つ ミ ュー ジ シ ャ ン に よる 自 
主 組織 ワー クシ ョ ッ プ ドド ・ リ ヨン の 誕生 等 を 除い て (これ だ っ て 
影響 な た ん か じゃ な く 、 単 な る 同時 代 現象 か も し れ な い ) 、 彼 ら 
が 与え た 直接 的 な 影響 に つい て 検証 する こと は で き な い が 、 
( 五 月 ) 後 の シー ン に 対し 、 先 に 述べ た よう な 個 と 集団 性 (共同 
体 ) の 問題 を 鋭く 提起 し た で あろ うこ と が 推察 され る 。 





@ ス ティ ー ヴ ・ ラ イヒ 


@ ラ モン テ ・ ヤ ング 








@ フ ィ リ ッ プ ・ グ ラス 











ART ENSEMBLE OF CHICAGO 
A.A.C.M.,Great Black Music 

A Jackson In Your House 
LP/BYG 589.30g 

録音 69 年 


at 時 98 
0 








レス ター・ ボ ウイ (tp.per)、 ロ スコ ー・ ミ ッ チ ェ ル (reeds,per)、 ジ 
ョ セ フ ・ ジ ャ ー マ ン (reedS.per)、 マ ラ カ イ ・ フ ェ イ ヴァ ー ス (Db.pgr) 
に よる AE 名 義 の 初 録音 で ある 本 作 は 、 黒 い 唄 笑 に 満ち 満ち て いる 。 む お 
し ろ る 中国 的 だ っ た り 、 シ ャ ン ソ ン 風 だ っ た り と 異化 され た メロ ディ が 、 
喜 と デキ シー ラン ド ・ ジ ャ ズ の 集団 演奏 原理 を 通し て 、 ほ と ん ど ご 動物 的 な 
野 丈 な カ の 噴出 に より 肉体 化 さ れ 、 同 時 に パロ ディ ッ ク な 対象 化 に よっ 
て 突き 放さ れる 。 こ の 突き 放し と 呼び 戻し の 揺さぶり (ある い は 耳 を つん 
ざく フリ ー キ ー な 史 叩 の 手前 を リリ カル な ヴァ イブ が 横切っ て いく と い 
っ た 極端 な 対比 ) に よっ て 、 音楽 は 無理 や り に 息 を 吹き 込ま れる 。 音 の 身 
振り に よる 見 えな い 演 劇 。 一連 の パリ 録音 で は 『 苦 悩 の 人 々 』 も 必聴 / 








| eew  、e ANTHONY BRAXTON 
Anthony Braxtom 
LP/BYG 589.315 

録音 '69 年 








ここ で の ブラ クス トン (reeds)、 リ ー オ ・ ス ミス (tp) 、 リ ロイ ・ ジ ェ ン 
キン ス (vn)、 ス ティ ー ヴ ・ マ ッ コ ー ル (qr) の 4 人 に よる 演奏 は 、 ビ ー ト 
を 意識 的 に 排除 し 、 ほ と ん ど 室 内 楽 的 と 言う べき 級 密 さ に よっ て 、AE 
の 提示 する 喧 喋 に 沸き 立つ 空間 (沈黙 すら ざわ めき と 喘 笑 で 満た され る ) 
と は 対極 的 な 、 広 々 と し た 空間 の 中 に 配置 され た 多彩 な 音色 に よる 、 注 
意 深 くそ ば だ て られ た 耳 の た め の ミ クロ な 劇場 を 繰り 広げ る 。 こ の "理知 
的 」 な 繊細 さ は 、 AE へ の 絶賛 と は 裏腹 に 賛否 両論 を 巻き 起こ す 。 し か 
し 、 多 楽器 主義 や 重苦しい アン サン ブル の 手前 / 背 後 を 横切っ て いく 小さ 
な 音 の 軽やか な 動き が 、 演 奏 に ミス テリ アス な 奥行 きき を 与え て いる と い 
っ た 空間 的 な 含み に よる 演劇 的 対比 等 、 両 者 の 共通 点 は 多い 。 
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NN ご ツー ローテ デ さす EN の いよ いれ NN で T」 


N こ (一 ロカ カル ・ テ す ENSSINE で IN へ 」 


@ サ ン ・ ラ 
@ ア ル バ ー ト ・ ア イラ ー 











ARCHIE SHEPP 
Bla 


全 包 
LP/BYG 589.318 
録音 59 年 











タイ トル 通り の ブル ー ス 集 。AE 〇 の メン バー や ディ ヴ ・ バ レル (Dp) 、 
フィ リー・ ジ ョ ー・ ジ ョ ー ン ズ (dr) / 等 が 参加 も 目 を 引く が 、 何と いっ て 
も 本 作 の 目玉 は 黒人 女性 ヴォ ー カ リス ト の ジー ン ・ リ ー だ ろう 。 熱 い ハ ー 
モニ カ ・ ソ ロ と スキ ャ ッ ト で 絡む A① に 続き 、 ベ ー ス と ピア ノ の 凍る よう 
に 冷や か な 繰り 返し を 背景 に 、 天 啓 を 得 た か の よう に 静か に 語り だ し 、 
予言 者 の 崇高 さ を 保ち な が ら 、 張 り 詰め た 強度 を 秘め た 詠唱 へ と 至る 声 
は 、 殖 美歌 を 思わ せる 日 や に お いて トラ ン ペ ッ ト と テナー・ サ ックス を 従 
えて 、 ゆ っ くり と 巡り な か が ら 空 高く 昇り 詰め 、 日 の い だ ジャ ズ で 再び 
地上 へ と 降り 立つ 。 シ ェ ッ プ は 「B60 年 代 ジ ャ ズ の 闘 土 」 と いう べき ミュ ー 
ジ シ ャ ン で あり 、 さ ら に エナ ジー 浴 れ る 演奏 も 多い 。 











TERRY RILEY 
Persiam Surgery Dervishes 
LP/Shandar(U)B3501 一 8 
CD/New Tone NT 6715 
年 


シャ ンダ ー ル 優先 と いう こと で 本 作 を 掲げ た が 、 彼 を 聴く な ら ば むし 
る 先行 の "In 〇 』 や 『A Hainbow In Curved Air』 と いう こと に な ろ 
う 。 本 作 や 続く 『 シ ュ リ ・ キ ャ メル 」』 で は 水平 に ずれ て いく 感じ が 強く な る 
の に 対し 、 前 5 作 で は 細か な ちら つき が 次 第 に 濃度 を 増し な が ら 、 展 え 
な が ら も 中 立 する 構造 物 を 築い て いく 様子 が 見 て 取れ 、 ラ モン テ ・ ヤ ング 
と の 対称 性 が わか る 。 当初 、 ラ イリ ー は テー プ ・ デ ィ レ イ や テー プ ・ ル ー 
プ の 実験 を 重ね て お り 、 欧 州 旅行 中 に デヴィ ッ ド ・ ア レン (ゴン グ ) と 知り 
合い 、 彼 に 影響 を 与え た の は 有名 な 話 で ある 。 な お 〇 ロ 再 発 盤 の 音質 は 、 
Mantra よ り も New Tone の 方 が よい よう だ 。 
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@ サ ン - ラ 避 アー ケス トラ 





また アイ ラー は 参考 盤 レ ヴュー に 述べ た よう な 状態 で あり 、 
逆 に その こと に よっ て 、 彼 の 音楽 を 構成 する 諸 要 素 と 成り 立 
た せ て いる 諸 力 が 透け て 見 える 。 民 族 音 楽に 「 ア イラ ー 的 な も 
の 」 の 結び 付き の 探求 が フラ ンス で 積極 的 に 進め られ た こと 
と 、 こ の こと は お そら く 無 関係 で は な い (「 破 壊 者 」 ア イラ ー の ま 
まで は 、 こ う は いく まい )。 


8. 野 生 の 耳 ( 三 ュ ジ ー ク ・ コ ンク レー ト と 

三 ュ ジー ク ・ ブ プ ブリュット) 

テー プ ・ レ コー ダー 発明 以前 の 1948 年 ビエ ー ル ・ シ ェ フ ェ ー 
ル は 様々 な 具体 音 を ソノ シー ト に 刻ん で は 、 そ の 変形 や 重ね 
合わ せ に 熱中 し て いた 。 ミ ュ ジ ー ク ・ コ ンク レー ト は 、 こ の 試行 錯 
誤 の 中 か ら 「 偶 然 に (シェ フェ ー ル 自身 の 弁 ) 生 まれ た 。 そ れ は 
何より も 現実 の 文脈 か ら デ ラ シ ネ され た 音素 材 ( オ プ ジ ェ ・ ソ ノ 
ー ル ) の プリ コラ ー ジ ュ か ら 出 発し し いき いき と し た 発見 の 驚き 
と と も に 進め られ る 耳 に よる 探求 で あり 、 ま さ に この 点 に お い 
て 、 既 に 頭 の 中 で (数 学 的 に ?) 組 み 立 て られ た 音響 の 実現 
で ある 後発 の ドイ ツ 電 子音 楽 ( ア イメ ルト や シュ トッ クハ ウ ゼ ン ) 
と 、 シ ェ フ ェ ー ル 自身 に よっ て 対比 され る 。 

自身 を 探求 者 と し て 捉え 、 聴 取 に より 経験 的 に し か 取り 扱う 
術 の な い オ プ ジ ェ ・ ソ ノー ル を 分 類 ・ カ タロ グ 化 する 試み に 取 
り 組 む 彼 を よそ に 、 か つて の 協力 者 の うち ビエ ー ル ・ ア ン リ は 、 
モー リス ・ ベ ジャ ー ル の バレ ー 団 と の 共同 作業 の 中 で 専ら 音 
の 運動 の 探求 に 没頭 し 、 一 方 リュ ク ・ フ ェ ラ ー リ は 、 具 体 音 に ど 
うし て も 付随 し て し まう 状況 喚起 的 な 性 格 を 逆手 に 取っ た 「 逸 
話 的 音楽 」 の コン セプト に より 、 時 に バ パロディ ッ ク な メタ 音楽 の 


@ ピ エー ル ・ シ ェ フ ェ ー ル 





制作 作業 を 続け た 。 

戦後 も 継続 する 12 音 音楽 数 学 性 の 占領 に 対抗 し 、 ド レミ 
の 外部 に 聴取 に の み 基 づく 音楽 を 求め 続け た シェ フェ ー ル 
の 同志 は 、 む し ろ 精 神 病 者 や 性 格 破綻 者 、 因 人 な ど 、 あ ら ゆ る 
種類 の 異端 者 と 呼ば れる よう な 人 物 た ち に よっ て 制作 され た 
芸術 的 作品 を 「 ア ー ル ・ ブ リュ ッ ト ( 生 の 芸術 )」 と 名 付け て 称 将 
し 、 自 ら 収 集 し 続け た アン フォ ル メ ル の 画家 ジャ ン ・ デ ュ ビ ュ ッ 
フェ で は ある まい か ( 彼 自身 が 各種 楽器 や 雑多 な 非 楽 器 を 手 
当り 次 第 に 演奏 し 、 コ ラー ジュ し た 録音 『 ミ ュ ジ ー ク ・ ブ リュ ッ ト 
( 生 の 音楽 )』 が 残っ て いる 。 カ タロ グ 参 照 )。 そ こ に は 共通 し て 、 
未だ 近代 文明 に 去勢 され ず 、 人 間 の 本 性 に 潜む 集合 的 創造 
力 の さわ めき を 聴き 取り 得る 「 野 生 の 耳 」 へ の 憧 慢 が 息づい 
て いる よう に 思わ れる 。 


9. 異 教 の 空間 / 国 家 に 抗 する 地域 


ジョ エル ・ レ アン ドル は 自ら の バッ ク グ ラウ ンド を 虹 ね られ て 、 
こう 答え て いる 。「 そ れ は 三 つ の フレ ー ズ に 要約 で きま す 。 南 / 
労働 者 の 家庭 / ジ ブシ ー の 子孫 。 あ る い は 地中海 / 労 働 の 倫 
理 / 漂 泊 」 す な わ ち 彼女 は 抑圧 / 差 別 さ れ た 周縁 に あっ て 、 常 
に 交通 に 身 を さら す 者 だ 。 彼 女 は 長い 黒髪 を な び か せな が 
ら 、 ま る で 魔女 の よう に 奥深 い 暗 痢 か ら 凶 々 し い 力 を 波 み 上 
げ る 。 ま た ヴァ ラン タン ・ ク ラス トリ エ の 『 異 端 Heresie』 と 題 さ 
れ た 作品 は 、 法 皇 と アル ビジ ョ ア 派 / フ ラン ス 中 央 政府 と オク シ 
タン 文化 の 抗争 を 背景 と し な が ら ゃ 、「 異 端 」 を 正統 へ の 反抗 / 
ネガ と し て で は な く 、 抑 圧 さ れ ぬ 交通 / 異 種 交 配 と し て 描き 出し 
て いる 。 フ ラン ス と いう 強力 な 中 央 集権 国家 に 抗 する 地域 一 


@ ピ エー ル ・ ア ン リ 
仙 有 きみ 5 ラ ェ ラニ リ ) 











LA MONTE YOUNG 

国 Theater Of Eternal Music 
結 1LP/Shandar(A)8B3510 
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自主 盤 『The 日 IoCk HBCOrd』 を 別に すれ ば 本 作 が 初 録音 の は ず 。 
刻 一 刻 の 移り 変わ り の 中 に 展開 され た 永久 革命 論 的 な チュ ー ニ ング で あ 
る ム A 面 と 、 正 弦 波 が 延々 と 一 本 の 線 を 描き 続け る 巳 面 (共に 40 分 弱 ) か ら 
成る 。 ヤン グ と いう と 、 す ぐに ドロ ー ン 一 虹 想 トリ ッ プ と 連想 が 進み 
が ち だ が 、 時 間 外 構造 た る 周波 数 比率 の 設定 と し て 、 普 通 は (演奏 ) 時 間 の 
外 に 置か れる チュ ー ニ ング を 、 演 奏 時 間 の 中 に 運動 と し て 置き 直し 、 逆 に 
永遠 に 続く 一 定 波長 の 振動 が 満た す 部 屋 の 中 を 歩き 回 れ ば 差 音 現象 に よ 
り 音 が 変化 し て 聞こ える と いう 風 に 、 彼 の 音楽 で は 時 間 と 空間 の 役割 が 
入れ 替わっ て いる こと に 注目 し た い 。 な お 彼 の フル クサ ス 参 加 や 、 彼 の 
グル ー プ に ジョ ン ・ ケ イル と トニ ー・ コ ン ラ ッ ド が いた の は 有名 な 事実 。 








ST 世 VEE REICH 

ョ | Four Organs・Phase Patterns 

主 LP/Shandar U83511 or SH10.005 778 年 
CD/HoBi Droli rdc5018 9 年 





= 3 ーー 

ライ ヒ は 、 8 本 の テー プ の 走行 速度 ズレ か ら 生 じ る 位相 の 回 転 に 着目 
し た 『 イ ッ ツ ・ ゴ ナ ・ レ イン (65 年 ) や 『 カ ム ・ ア ウト 』(686 年 ) か ら 、「 ピ アノ ・ 
フェ イズ 。(67 年 )『 ド ラミ ング 」(70 年 ) の よう に 演奏 者 が 瀬 次 的 に プロ セ 
ス を ずら し て いく 作品 を 経て 、 ユ ダ ヤ 的 な 素材 を 扱い 始め る テヒ リム : ュ 
等 )。 本 作 ( 共 に 70 年 ) は 中 期 に 属し な が ら も 、 マ ラ カ ス の 一 定 ビ ー ト 上 に 、 
次 第 に 引き 伸ばさ れ 長 く な っ て いく 4 台 の 電気 オル ガン に よる 和音 が 堆 
積 し て いく 前 者 と 、 や は り 4 台 の 電気 オル ガン に よる 繰り 返し が 、 互 い 
を 切り 刻み 、 ズ タ ズ タタ に 寸断 され た 音 の 切 端 の 集積 と 化し な が ら も 、 新 
た な 結び 付き を 生み 出し て いく 後者 が 、 鮮 や か な 対比 を 成 し て いる 。 な 
お 前 者 の 演奏 に は ビビ ・ グ ラス が 参加 し て いる 。 
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ブル ター ニュ 、 バ スク 、 コ ル シ カ 、 カ タロ ニア 、 オ クシ タニ ー。 自 ら 
の アイ デン ティ ティ を 後生 大 事 に 抱え て うず くま る 代わ り に 、 む 
し ろ 交 通 の 網 の 目 (例え ば 地中海 ) へ と 解き 放っ て いく こと 。 
アラ ン ・ ス ティ ー ベ ル や ロジ ー ナ ・ デ ・ ベ イラ ・ エ ・ マ ル テ ィ ナ と い 
っ た 先鋭 的 な トラ ッ ド :・ ミ ュー ジ シ ャ ン は 、 伝 承 文化 に 根差し な が 
ら 、 長 い 間 そう し た 戦い を 続け て きた 。 あ る い は 、 ル イ ・ ス クラ 
ヴィ ス や ミシェル ・ ド ネ ダ を は じ め 、 南 仏 リ ヨン に 集う ARFI( 想 像 
的 民族 音楽 探求 協会 ) 周 辺 の ジャ ズ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン た ち . . . . 
「 民 衆 」 か ら 離 反し た フリ ー・ ジ ャ ズ へ の 反省 か ら 、 労 働 者 の た 
め の ダ ンス 音楽 や 革命 歌 を アジ テー ショ ン や 朗読 を 差し 挟み 
な が ら 演奏 し 、 ま た 地方 の 民俗 音楽 グル ー プ と 共演 し た テ ュ ス 
ク の 試み は 、 ち ょ うど 逆 側 (民俗 音楽 の 側 ) か ら の 試み と いう か 
た ち で 、 よ り 生 産 的 に ARFI 周 辺 や SILEX レ ー ベ ル の 作品 群 
に 引き 継が れ て いる よう に 思わ れる 。 


10. フ レン チ ・ ア ヴァ ン ・ ミ ュー ジッ クツ の 鹿 流 


ここ まで 紙 幅 を 費やし て 私 が 述べ 立て て きた こと は 、 フ レン チ ・ ア ヴァ ン ・ ミ ュ ジ ー ク ・ シ ー ン を 
構成 する ジャ ン ル と 、〈 五 月 7 を は さん で 、 こ れ ら と 次 柄 し あっ た 関連 ・ 隣 接 ジ ャ ン ル (演劇 ・ 映 画 等 ) 
は 、 先 立つ 諸 力 の 交錯 (その 中 に は 当然 来訪 者 に よる 影響 ふる 含ま れる ) を 引き 受け な が ら 、 卑 語 ・ 
雑言 を 含む バロー ル の 解放 、( と り わ も け 性 に 関す る ) 身体 性 の 復権 、 カ ー ニ ヴァ ル 的 唄 笑 、 グ ロ 
テス ク ・ リ アリ ズム 等 を 特徴 と する 野 刻 で 動物 的 な 力 の 突然 の 噴出 に より 、 制 度 の 侵犯 、 価 値 
体系 の 転倒 、 秩 序 の 崩 壊 を も た らし 、 都 市 の 日 常 の た だ 中 に 革命 / 祝 祭 の 時 空間 (それ は 逃れ 


難く 〈 五 月 〉 の 刻印 を 帯び て いる ) を 開く .... 


あっ た 。 





PHILIP GLASS 

Solo Music 

ROBE 
75 年 





現在 で は 『 コ ヤニ スカ ッ テ ィ 」』 や 「 サ チャ グラ ッ ハ 』 等 、 お むしろ 「『 ノ ー ス ・ 

ター」 以 降 の ポッ プ な 作品 が 人 気 の グ ラス だ が 、 本 文中 に も 述べ た よう 
に 、 初 期 作 品 の 核 に は 「 冷 や か な 狂乱 」 と で も 言う べき も の が 感じ られ 、 
いま 聴い て も 充分 に アヴァ ン ギ ャ ルド な 強度 を 堪能 で きる (少な く と も 
「 反 復 」 に 関す る 限り 、 ピ ナス は グラ ス の エピ ゴー ネン に 過ぎ な い )。 な お 
CD は 、 『olo Music』 と 彼 自身 の 設立 し た チャ タム ・ ス クエ ア か ら リ 
リー ス さ れ た 『Music In Similar MotioOn ロ ン Musio In Fifth』 と の 
刀 In1 で 、 チ ャ タム ・ ス クエ ア か ら 発 表 さ れ た も う ひ と つの 初期 作品 
『MuSio With 〇 hangin PartS』 も 同時 に 再発 され て いる (こち ら 
も 上 が 1CD)。 





上 THE LIVING THEATIRE 
THE LIVING THEATRE Paradise Nowy 

oct LP/Nili N-88I 

録音 BB 年 





リヴ ィング ・ シ アタ ー は 47 年 に 、 画 家 ジ ュ リ アン ・ ベ ッ ク と ジュ ディ ス ・ 
マリ ナ 夫 妻 に よっ て 結成 され た (当時 彼 は 18 歳 、 彼 女 は 1B 歳 だ っ た )。 文 
中 に 述べ た よう に 、6B 年 に オデ オン 座 で 演じ て 話題 と な っ た 『" 営 訪 』『 ア 
ンチ ゴー ヌ 」 に 続く 新作 と し て 、 彼 ら は 本 作品 を 用 意 し た 。「 わ れ わ れ は 
パス ポー ト な し で 旅行 する こと は で き な い / われ われ は 金 を 使わ ず に 
生活 する こと は で き な い / われ われ は 服 を 着 な いで 町 を 歩く こと は で 
きき ない /..….」 と 観 寄 と 並ん で 容 席 に 座っ た 俳優 た ち が 耳 元 で ささ や き 
始め 、 さ さや き は 次 第 に 大 き な 叫 びと な り 、 つ い に は 観客 を 交え て の 大 
合唱 と な る 。 68 年 アヴィ ニ ヨ ン の 国際 演劇 奈 で は 、 本 作品 の 路上 無料 公 
演 を 替 め られ 、 上 演 を 打ち 切っ て 選 場 し こし まっ た と いう 。 
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と いう 共通 の 方 向 性 / 同 じ 底 流 を 有 し て いる 点 で 


ミハイル ・ バ フチ ン の ラブ レー 分 析 に な ら っ て 、 そ れ を カー ニ 
ヴァ ル 的 な 民衆 文化 の 噴出 と みな すこ と も で きる だ ろう (様々 
な 諸 特 徴 は シン ボリ ッ ク に 合致 し て いる )。 と すれ ば 、 こ こ に 採 
り 拳 げた 音楽 は 、 古 典 主 義 の リミット た る アヴァ ン ギ ャ ルド な ど 
で は な く 、 よ り 古 い 基 層 の 間 歌 的 な 自己 更新 で ある の か も し 
れ な い 。 こ れ ら が 党派 的 な 運動 や エコ ー ル の 形成 に 結び つか 
ず ( ミ ュ ジ ー ク ・ セ リエ ル は 一 大 流派 を つく りあ げ 、 世 界 を 席巻 
し た の に )、 挑 発 的 な 小 グ ルー プ ( グ ルプ スキ ュー ル ) の 素早 く 
身軽 で 突き 刺す よう に 鋭い 運動 と 、 そ れ に 刺激 され た 大 き な 
時 代 の うねり と いう か た ち を 取っ て いる の も (それ は ( 五 月 ) と 
同じ か た ち だ )、 そ れ ゆ え だ ろ うか 。 


11. ブ ー レ ー ズ の 不在 


ここ に は IRCAM の 所 長 に し て コレ ー ジ ュ ・ ド ・ フ ラン ス の 教 
授 た る ビエ ー ル ・ プ ブーレーズ の 名 前 が 決定 的 に 欠け て いる 。 
彼 の 作曲 家 と し て の 偉大 な 業績 を 知ら ぬ 訳 で は な い が 、 あ く 
まで 先 に 述べ た 「 こ ちら 側 」 の 観点 に 立っ た 結果 で ある (革命 / 
祝祭 うん ぬん は と も か く 、 彼 を は ず す 点 に つい て は 、 私 と 坂本 
理 氏 の 意見 は 最初 か ら 一 致し た )。 ブ プー レー ズ こ そ は 、 古 典 主 
義 の 極限 と し て の 前 衛 主 義 者 (理論 実験 の 総合 者 か つ 新 し 
い 美 学 の 確立 者 に し て 、 格 式 高い 伝統 の 遺産 相続 人 ) で あろ 
う 。 そ の 意味 で 、「 こ ちら 側 」 と は 、 言 わ ば 彼 の 不在 に よっ て 区 
画 され る 領域 に ほか な ら な い 。 





、ALAIN KREMSKI 


ALAIN KREMSKI 
ーー Musigues Rituelles Pour 
Cloches Et Gongs 


LP/Auvidis AV4704 79 年 





ナディ ア * デ ー ラ シンジ ェ 。、 ダ リウ ス ・ ミ ョ ヨー。、 す ずり ヴィ モ ・ メ シ 
アン に 師事 し 、 パ リ 国 立 音楽 院 を 最 優秀 の 成績 で 卒業 し た エリ ー ト 
作曲 家 に よる 各種 ゴン グ と 鐘 の み を 用 いた フラ ンク ・ ペ リー「 デ ィ 
ー プ ・ ピ ー ス 」 顔 負け の 眼 想 音楽 。 打 ち 鳴 ら さ れ た 小 鐘 の 、 思 い の 
ほか まろ や か な 立ち 上 が り が 、 軽 や か な さざ波 と な っ て 眼前 を 通り 
過ぎ て いき 、 お ぼろ な 残像 か ら ゆ る や か な 波紋 が た ちの ぼる よう に 
同心 円 状 に 広がっ て 、 さ ざめ き 揺 れ 返し な が ら 次 第 に 解け 合い 、 香 
る よう に 空間 を 満た し て いく (A 面 )。 B 面 で は 、 室内 の 気象 を コン ト 
ロー ル す る か の よう な 、 低 音 ゴ ング の く ぐ も っ て 長く 尾 を ひく 余韻 
を 軸 と し て 、 と ころ どこ ろか が る よう に 小 鐘 が 配 さ れる 。 暗 闇 の 中 
で 空間 に ささ や きか ける よう に 行わ れる 個人 的 儀式 。 (福島 ) 


ALAN SILU 

(AND HIS CELESTRIAL 
COMMUNICATION ORCHESTRA) 
Luma Surface 

LP/BYG 529.312 '69 年 








マル チ 弦 楽器 奏者 。NY に お ける 「 ジ ャ ズ の 十 月 革命 」('64 年 ) に 
参加 後 、 ビ ル ・ デ ィ ク ソン (tp) と の 共同 作業 を 継続 し な が ら 、 セ シル ・ 
テイ ラー、 サ ン ・ ラ 、 サ ニー・ マ レイ ら の グル ー プ に ベー ス 奏 者 と 
し て 参加 する 。ESP に 吹き 込ん だ 初 リ ー ダ ー 作 (録音 "68 年 ) に も う 
か が えた オー ケス トラ 指向 (7 人 編成 ) は 、 パ リ に 活動 拠点 を 移し 
た 後 の 本 作 に お いて 、 弦 楽器 奏者 4 人 を 含む 米 仏 混成 の 11 人 編成 へ 
と 拡大 を 遂げ て いる 。 弦 の 鋭い 滑走 音 が 、 沸 騰 す る 集団 即興 に 吹き 
上 げ ら れ 、 激 し い 対 流 を 起こ し た よう に 乱高下 する 。 こ の 後 、 同 じ 
BYG に 19 人 編成 に よる 伝説 的 な LP 3 枚 組 を 録音 。 現 在 は 1.A.C.P. で 
教鞭 を 執り な が ら 、 本 オー ケス トラ の 指揮 ・ 運 営 に 力 を 注い で いる 
(な お メン バー は 全く 異な る 。 別 項 参照 ) 。 (福島 ) 





ALBERT MAREOEUR 
Alhert Marcoeur 
Alhum A Colorier 
Armes & bcles 
Celui Ou Ya Joseph 


CD/Baillemont CD905 
74 年 、'76 年 、'79 年 、"84 年 





アル ベー ル ・ マ ルク ー ル が 774、'76、'79、'84 年 に リリ ー ス し た 4 
枚 の アル バム (1st- 4th) を 4in 2 で CD 化し た も の 。 エ トロ ン ・ フ 
ー と と も に フレ ンチ ・ ア ヴァ ン ギ ャ ルド ・ ロ ッ ク の 雄 と 言わ れ 、 フ 
ラン ス の 「 ザ ッ パ 」 と も 言わ れる マル クー ル で ある が 、 彼 の サウ ン 
ド は 決し て 難解 で は な い 。 変 拍子 主体 の 飛び 跳ね る よう な 演奏 と 早 
ロ の 語り の よう な ヴォ ー カ ル に 代表 され る サウ ンド は 確か に フリ ー・ 
フォ ー ム で 一 風 変 わ っ て いる が 、 彼 の と ぼけ た 風貌 の よう に ユー モ 
ラス で あり 、 そ の 奥 に 聴き 所 を 秘め た 知 的 な も の で ある 。 や や あく 
の 強 さ は ある も の の 、 フ ラン ス な ら で は エス プリ を 感じ させ る ポッ 
プ な フリ ー・ ミ ュー ジッ ク で ある 。 (賀川) 


ALBERT AARCCEUR 


ALBERT MARCOEUR 
Ma Vie Avec Elles 
CD/Baillemont CD 920 90 年 





前 作 発表 後 の '85 年 か ら '89 年 に か け て 録音 され た 5 枚 目 。 今 回 も マ 
ルク ー ル は ヴォ ー カ ル 他 、 サ ックス 、 キ ー ボ ー ド 、 ベ ー ス 、 ド ラム 等 、 数 
多く の 楽器 を 演奏 し て いる 。 内 容 的 に は 従来 の 作品 と 同 傾向 に あり 、 
曲 ご と に 録音 時 期 、 参 加 メ ン バ ー が 異な る も の の 作品 と し て の 統一 
性 が 保 た れ て いる 。 女 性 ヴォ ー カ ル 、 今 風 の リ ズム 等 も 使用 され て い 
る が 、 シ ンプ ル か つ キ ッ チ ュ 、 ユ ー モ ラス で オリ ジ ナ リティ 浴 れ る サ 
ウン ド の 中 に 数 多く の 聴き 所 を 持っ た 音 作り と いう 基本 姿勢 は 不変 
で ある 。 近 時 日 本 盤 も リリ ー ス され て 一 部 で 注目 を 集め て いる パス 
カル ・ コ ムラ ー ド に も 共通 する ポリ シー を 持っ た フラ ンス な ら で は 
の サウ ンド で ある が 、 マ ルク ー ル の 方 が 伝統 的 な 意味 で より 音楽 的 
と も 言え る 。 も つと 注目 され て よい ミュ ー ジ シャ ン で ある 。 ( 損 川 ) 








ANDRE RIEROS, LOUIS SCLAVIS 
Le Partage DeS Eaux 
CD/Silex Y225003 89 年 


四 oo SCLAVIS 
preee es seo: 症 記 
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アン ドレ ・ リ クロ ス は トラ ッ ド 畑 の 人 か と 思わ れる が 不明 。 む し 
ろ バ パッ ク も 含め て 考え る と スク ラヴ ィ ス ・ グ ルー プ と の 共 作 と も 言 
える が 、 も う 一 人 正体 不明 の アラ ン ・ ジ ル ベ ー ル も アレ ンジ 面 の 中 
心 を 成す な ど 重 要 な 役割 を 果して いる 。 ほ ば ぼ 全 曲 が ト ラッ ド 曲 な の 
だ が 、 単 純 に 再現 、 も し く は 現代 楽器 を あて は め た と 言う 感じ は な 
く 、 メ ロディ を 借り た 自作 曲 と 言っ た 趣き が ある 。 ま あ 、 ス クラ ヴ 
ィ ス の グル ー プ は 元 か ら こ う 言 っ た 造り の 曲 も や っ て 来 て いた 訳 で 、 
その 意味 で は 本 作 も 別に 鹿 爪 ら し く 冒 険 作 と 言っ た と ら え 方 を する 
より 、 優 れ た シン ガー を 迎え て 刺激 を 受け た 結果 の 秀作 と 言っ た 方 
が 良い の か も し れ な い 。 レ ギュ ラー 作 よ り も コン パク ト な 曲 が 多 い 
が 、 各 人 の イマ ジ ネ ー シ ョ ン の 豊か さ は 見 事 。 (中 西 ) 





ANNICK NOZATI & FRED VAN 
HOVE 
Uit 


LP/Nato Nato994 '86 年 





ノ ザ ッ テ ィ ( ノ ツ ァ ッ ティ ?) は 、 イ レー ネ ・ シ ュ ヴ ァ イ ツ ァ ー 
の 主催 する 女性 即興 演奏 者 の プー ル で ある カネ イ ユ に も 参加 し て い 
る ヴォ ー カ リス ト 。 い ささ か 太め の 身体 を 選 わ せ て の オペ ラテ ィ ッ 
ク な 歌唱 (の パロ ディ ) と 、 コ ミカ ル な 仕草 (も ちろ ん 声 の 身振り 
を 含む ) を ふん だ ん に 盛り 込ん だ 演劇 性 が 、 彼 女 の ト レー ド ・ マ ー 
ク で ある 。 ここ で は ほ 伝 隔 の ペー ター・ デ レッ ツマ シン ・ ト リオ の ピア 
ニス ト で ある 百 戦 錬磨 の ファ ン ・ ホ ー フ ェ (p, acc, harmonium) を 迎 
えた デュ オ に より 、 親 密か コミュ ニケ ーション を 深め て いる 。 彼 は 
曲 ご と 用 いる べき 演奏 領域 を あら か じ め 意 図 的 に 限定 し て お り 、 こ 
の 厳し い 抑制 が 、 結 果 と し て ノ ザ ッ テ ィ の 自由 寿 放 な 声 の 身振り の 
魅力 を 最大 限 に 引き 出し て いる 。 (福島 ) 
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因 ARCHAIA 
Archaia 
LP/Choravox CC 77976 77 年 





アル カイ ア 唯 一 の 作品 。 フ ラン ス に は ART ZOYD, ETRON FOU 
LELOUBLAN, ALBERT MARCOEUR 等 、 混 活 と し た 中 に も 知性 と 強 
い オ リ ジ ナ リティ を 感じ させ る アー ティ スト が 少な く な い が 、 ア ル 
カイ ア も そう し た も の の 1 つ で ある 。 ド ラム レス の た め 重 々 し さこ 
そ な い が 、 シ ン セ サイ ザー を 中 心 に ベー ス 、 ヴ ォ イ ス 、 ギ ター、 パ 
ー カ ッ シ ョ ン を 独特 の 方 法 で 組み 合わ せ 呪 術 的 で 暗い サウ ンド を 作 
り 出 し て いる 。 か つて の ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の よう に 技術 で は な く 
思想 を 基本 と し た グル ー プ で あり 、 万 人 向け の 作品 と は 言い 難い が 
中 々 の 力作 で ある の も 事実 で ある 。 (賀川 ) 





ARIEL KALMA 
Ariel 
L P/Astral Muse 9999 75 年 











限定 1000 枚 、 フ レキ シ ・ デ ィ ス ク 付 き 、 自 主 製作 で 発表 され た ア 
リエ ル ・ カ ル マ の デビ ュー 作 。 ジ ャ ケッ ト も 手書き に な っ て いる 。 
録音 され て いる の は 3 曲 。 A 面 と B 面 後半 の 2 曲 は 、 サ ックス の 多 
重 録音 に よる も の で 、 特 に B 面 後半 で の 層状 に 響く サッ クス は ジル 
ベー ル ・ ア ルマン の URBAN SAX に 近い も の が ある 。 残り の B 面 前 半 
は 、 ギ ター や ベー ス 、 パ ー カ ッ シ ョ ン 、 サ ックス を 使っ て の 録音 。 
他 2 曲 が 幾 ら か 反復 構造 : 近 いこ と を 思う と 、 こ ちら は 同じ フリ ー・ 
フォ ー ム で も ジャ ズ の イデ ィ オ ム を 感じ させ る 。 カル マ は この 後 77 
年 ベル ギー・ リ リー ス の コン ビレ ーション 「Noises」 に 曲 を 提供 し 、 
77 年 に は Richard Tinti と の 共 作 で 「0smose」 を 、 そ し て 「Interfrequen- 
ce」(MP 2000 MP 120,'79 年 ) を 発表 し た 。 (松本 ) 





Oimoje ARIEL KALMA & RICHARD TINTI 
0smose 
L P/SFP 35021-5022 '80 年 


rie knma 
rlohar tint 





アリ エル ・ カ ル マ は ソノ シー ト 1 枚 、 テ ー プ 2 本 、 レ コー ド 3 枚 
を リリ ー ス し て いる sax, kbd プ レイ ヤー で ある 。 彼 は エル ドン の アル 
バム や デラ イア ー ド ・ カ メレ オン ・ フ ァ ミ リー の アル バム に も 参加 
し て いる 。 こ の アル バム は 、 リ シャ ー ル ・ タ ン テ ィ と の 共 作 で あり 、 
ポル ネオ の ジャ ング ル で の 自然 音 の 生 録 り ( 雨 や 風の音 、 鳥 や 虫 の 
声 ) を 中 心 に し た タン ティ の 作品 (Record R) と 、 自 然 音 と キー ボ 
ー ド を は じ め と し た エレ クト リッ ク な 楽器 彰 と を コラ ー ジ ュ し 、 ミ 
ックス し て つく りあ げた カル マ の 作品 (Record A) の ダブ ル ・ ア ル 
バム で ある 。 両 作品 と も 非常 に 長い 録音 時 間 に な っ て いる 。 クール 
な キー ボー ド ・ プ レイ と 、 安 ら か で も あり 時 に は 活気 に あふ れ た 自 
然 音 の 配合 が 巧み な アル バム で ある 。 (宇田 川 ) 


BASTA ! 
La Rousneteur 





デビ ル ・ メ ント ー ル の ds に アン ダー・ コ ント ロー ル の フル ー ト 。 
更に モモ ・ ロ ッ セ ル の 名 も 見 える か ら ス イス の バン ド か も し れ な い 。 
と は 言え 、 そ ん な 縄張り 意識 で これ を 落し て し まっ て は 犯罪 に な ろ 
う 。 変 拍子 や プレ イク を 多用 し た 演奏 だ が 、 レ コメ ン 系 バン ド の 多 
く が ヘッ ド ・ ア レン ジ を 追求 する 余り に 失い が ちな 押し の 強 さ が あ 
る 。 勿論 、 皆 、 判 っ て いる 人 達 だ か ら 勢 い だ け で は な い 。 前 記 両 バ 
ンド に クリ ムズ ン 辺 り を 加え て フラ ンス 語 特有 の トー キン グ ・ ヴ ォ 
ー カ ル を 乗せ た と 言え ば 判り 易い か 。( 前 記 両 バン ド が それ 程 聴か れ 
て いな いと 言う 問題 は ある が ) 正直 、 ど ちら の バン ド よ り も 出来 は 
上 。 リーダー と 思わ れる ギタ ー の アラ ン ・ ロ シェ に つい て は 、 何 も 
判ら な い が 、 前 歴 が ある の な ら 相 当 に 期待 出来 そう 。 (中 西 ) 











BENAT ACHIARY 
Arran0a 
CD/Ocora C 559045 '88 年 


PAYS BASQUE / BENAT ACHIARY 
ARRANOA 














パ バスク 出身 の 男性 トラ ッ ド ・ シ ン ガ ー で ある ベニ ャ ・ ア チア リ は 、 
ここ で ミッ シェ ル ・ ド 廊 ダ (ss)、 カン ・ レ ニン (petc) 、 ド ミニ タク ・ 
ル ジ ュ フ (vc) 、 グ ザ ヴ ィ エ ・ ル ガサ (b) ら 、 い ずれ も フリ ー・ ジ ャ ズン 
民族 音楽 の 境界 領域 で 活躍 する 強者 ども を 集め 、 彼 ら の 控え 目 だ が 
確実 で 細やか な 心配 りあ ふれ る サポ ー ト を 得 て 、 し な や か な 湯 を 帯 
び 重 に も 折り 畳 ま れ た 深み を た た えた 彼 の 声 の 有する 、 し な や か 
な 動き を 、 ま た 歌い 継が れ た トラ ッ ド ・ ソ ング の 持つ 重く 垂れ 込め 
た 豪 攻 と 垂直 に 切り 立っ た リリ シズ ム を 、 余 すこ と な く 明 ら か に し 
て いる 。 この 後 も 、 ジ ョ エル ・ レ アン ドッ ゥ ル (b) の 主催 し た 「 ヨ ー ロ 
ッ パ 各国 対抗 即興 大 会 」 に も 参加 する な ど 、 通 常 の 歌手 の 領域 を 入 
か に 踏み 越え た 活動 を 続け て いる 。 (福島 ) 





BENAT ACHIARY 
Ene Kantu Ferde Ta Urdinak 
CD/Silex Y225006 91 年 


en 





先 の オ コ ラ 盤 に 比べ 、 ド ネ ダ と ル ガ サ の 参加 は 同じ な が ら も 、 ギ 
ター (フィ リッ プ ・ デ ュ シ ュ ペ ベン) の 参加 や 録音 傾向 の 変化 (より 
エコ ー が 深く か か っ て いる ) も あっ て 、 さ ら に モダ ン な ジャ ズブ ロ 
ッ ク 色 を 強め て お り 、 渋 く 地味 な 前 作 に 比 し て 、 一 般 プ ログ レ 出 身 
リス ナー に は 本 作 の 方 が 取っ 付き や すか ろう 。 一 際 華 や か な 芳香 と 
鮮やか な 色彩 あふ れ た 楽曲 (今回 は 自作 曲 を 含む ) は 、 時 に あざ と 
いま で に ムー ディ で 、 観 光 地 音楽 的 な きら きら し た エキ ゾ テ ィ ズ ム 
すら 漂わ す に 至っ て お り 、 越 境 へ の 自信 に 溢れ た 確信 犯 ぶ り が うか 
が える 。 彼 の 録音 と し て は 、 こ の 2 作 の ほか Silex に リー ダー 作 が も 
う 1 作 。 さ ら に ド ネ ダ 「 テ ラ 」(Nato) や 、 ウ ルリ ッ ヒ ・ グ ン ペ ルト 
(p) ら と の 「 カ ント ゥ ズ 」(Nimmbus) 等 が ある 。 (福島 ) 
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ZED 
Visions Of Dume 
LP/IRC 003 79 年 





シン セ サ イ ザー 奏者 、 コ ン ポ ー ザ ー、Bernard Szajner が 代表 作 と 
云わ れる 「Some Deaths Take Forever」 他 ソロ ・ ア ル バ ム を 作る 
以前 に 組ん で いた グル ー プ 。ZED の メン バー は Szajner の 他 以 下 の 通 
り 。Colin Swinburne(g), CIement Bailly (ds) , Klaus Blasquiz (vo), 
Anannka Raghel(syn-vo) 。 た だ し Szajner 以 外 の 奏者 は 曲 ご と の 参 
加 で 、 実 質 的 に は Szajner の ソロ 第 1 弾 と いう 内 容 。 フ ラン ク ・ ハ ー 
パ バート の 著作 「Dune」 に 基づく コン セプト ・ ア ル バ ム で ある 。 ス ペ 
イシ ー な イメ ー ジ を 持っ た 少し イン ダス トリ アル ふう の シン セ サ イ 
ザー・ ワ ー ル ド が 広がる 。 リ シャ ー ル ・ ピ ナス の 音楽 な ど に 近い も 
の だ 。 (松本 ) 


BERNARD SZAJNER 
Some Deaths Take Forever 
L P/Pathe 2C 070, 14-863 '80 年 





パッ ハデ ン ケ ル 、 テ ィ ム ・ プ レイ ク と いっ た アー ティ スト と の 出会い が ベル ナ 
ー・ ス ジャ ネー ル を エレ クト ロニ クス 奏者 と し て の 道 を 歩 ま せる こと に な っ た 。 
又 、 マ グマ の ツア ー に 照明 係 と し て 同行 し 、 平 行 し て ライ ト ・ シ ョ ウ を 伴う エレ 
クト ロニ クス ・ サ ウン ド を 創作 し て いく 。 彼 の 最良 の 作品 は "80 年 に リリ ー ス され 
た 本 作 で あり 、 マ グマ の プラ スキ ス と パ ガ ノ ッ テ ィ が 参加 し て 制作 され た 。 エ 
レク トロ ニク ス を 先駆 し て 創 ら れ た 硬質 な イン ダス トリ アル ・ ビ ー ト が 収録 され 
て お り 、 こ の 種 の サウ ンド と し て は エル ドン の 5th「Un Revo 一 」 と 並ぶ 秀作 で 
ある と 確信 する 。 生 き 物 の よう に 躍動 する エレ クト ロニ クス ・ ビ ピー ト は 唯一 無比 
の も の で ある 。 尚 、1st は 「Visions Of Dune」(IRC 003) 、3rd「Superficial 
Music」(IRC 008) 、4th「Brute Reason」(lsland 811329.1) 、5th「The Big 
Scare」(New Rose New 34) -Maxi Single- で ある 。 (山崎 ) 





BERNARD VITET 
Mehr Licht ! 
LP/Grr... SGR 1003 





階段 を 昇り 、 階 下 の エ ンジ ニア に 声 を か け 、 続 いて ソプラ ノ ・ ソ 
口 (吹き抜け の 壁 と 壁 の 間 で 反射 する 音 )、OK? 階段 を 降り て いく 
まで の 一 部 始終 。 周 囲 の 話し 声 (「 見 て な いも ん 私 」 と 日 本 語ら し き 
声 も ) や 物音 ご と 収録 され た オル ゴー ル や バラ フォ ン 、 小 鐘 の 演奏 。 
し きり に 行き 過ぎ る 自動 車 の 騒音 と 長い 残響 を は らん だ ヴァ イオ リ 
ン ・ ソ ロ ( 音 の こも り 方 が 周囲 の 様子 を 知ら せる )。 手 前 で 滴り 続け 
る 水 音 と 遠く 聞こ える 小鳥 の 声 に は さま れ た 管楽器 ソロ 。 だ が 、 こ 
れ ら の 環境 音 に 注意 深く 耳 を 傾け れ ば 編集 の 跡 が 有 器 え よう 。 演奏 は 
偽り の 焦点 に 過ぎ ず 、 語 りか け て いる の は 編集 に より 提示 され た 情 
景 の 交替 の 方 に ほか な ら な い 。 大学 で 映画 学 を 専攻 し 、GRM で サウ 
ンド ・ コ ラー ジュ を 学ん だ 成果 が ここ に ある 。 (福島 ) 


BIRGE GORGE SHIROC 
Defense De 
LP/Grr.… SGR 1001 75 年 








記念 すべ き GRRR レー ベル の 第 一 作 。 実質 ビル ジュ (key, tape, a5, 
fl perc) と ゴル ジュ (g, vc, perc) の 多重 デュ オ で あり 、 シ ロッ ク (perc) 
は ゲス ト に 過ぎ な い 。 冒頭 か ら 既 に サッ クス の イン プロ ヴィ ゼー シ 
ョ ン が 電子 音 、 走 り 回 る 足音 、 ガ ス の 漏れ る 音 、 ギ ター の スク ラッ 
チ と 等 価 に ミッ クス され て お り 、 こ の 後 ヴ ィ テ を 加え て の UDMI( 別 
項 参照 ) へ の 萌芽 が うか が える 。 い ささ か 長め の ギタ ー・ ソ ロ 等 、 
置か れ た 文脈 に 無自覚 な いさ さか 比 緩 し た 瞬間 も 散見 する も の の 、 
ざら ざら し た ノイ ジー な マチ エー ル の 強調 や 、 空 間 的 な ミッ クス 、 
複数 の 異な る 速度 の 併 置 、 発 信 音 や 機械 の 作動 音 の よう な シン セ の 
音色 設定 、 テ リー・ ラ イリ ー 的 な リフ レイ ン の 導入 等 は 、 既 に 自ら 
が 属す る 系 譜 を 自覚 し て いる 証左 と 言え る だ ろう 。 (福島 ) 








HELENE SAGE 
Comme Une Image 
CD/GRRR 2014 '89 年 





UDMI( 別 項 参照 ) オー ケス トラ に も 参加 し て いた 女性 マル チ 奏 者 
(vo, key, fl, cb, perc..) に よる 、 主 と し て 舞台 の た め に 書か れ た 作品 
集 (な ん と デュ パル ク の 歌曲 で 幕 を 開け る )。 ベ ルナ ー ル ・ ヴ ィ テ と 
の 共 作 「Supposons Le Probleme Resolu」(GRRR 1008 84 年 ) に 
聴か れ た 、 言 葉 や 物音 と 環境 音 (ここ で 両者 は 残響 や 雑音 、 距 離 感 
を 通じ て 分 か ち 難 く 結 び 付い て お り 、 サ ウン ド は 総体 と し て ひと つ 
の シー ク ェ ン ス を 指し 示す 。 ワ ン ・ シ ョ ッ ト ニ ワン ・ シ ー ン )、 と り 
と め の な い 即 興 演奏 の モン ター ジュ を 、 全 編 強固 に 貫き 通し て いた 
構築 性 ノ 運 動 性 は 1 曲 の 中 に と どまり 、 そ れ ら を 含め 、 様 々 な 要素 
の 組合 せ や イメ ー ジ の デッサン だ けが 書き 留め られ た スケ ッ チ ・ プ 
ッ ク を パラ パラ と めく っ て いく 趣 が ある 。 (福島 ) 





UN DRAME MUSICAL 
INSTANTANE 

A Travail Egal Salaire Egal 
L P/GRRR 1005 '82 年 





76 年 ビル ジュ と ゴル ジュ の デュ オ に ベル ナー ル ・ ヴ ィ テ を 迎え て 
結成 され た UDMI は 、 そ の 無 景 映画 的 コラ ー ジ ュ の 才 を 早く も 第 一 作 
「 ア ドレ ナリ ン 過 剰 の 夜 」('77 年 ) で 示し 、 本 作 及び 次 作 に より 初期 の 
ピー ク を 迎え る 。 オ ー ケ スト ラ 演 奏 も 一 片 の サウ ンド ・ ピ ー ス と し 
て 用 いた テー プ ・ コ ラー ジュ が 、 珍 し く 視 覚 ノ 物語 を 喚起 せ ず 、 め 
くる めく 音 彩 の 誓 宴 を 繰り 広げ る A 面 と 、 分 割 ・ 配 分 され た オー ケス 
トラ ・ サ ウン ド が 組み 上 げた 各 音 景 を 巧み に 重ね 合わ せ 、 随 所 に エ 
キ ゾ ティ ッ ク な 殴 し さや 自堕落 な まで の エロ ティ シズ ム 、 さ ら に は 
異物 と し て の エレ クト ロニ クス を 織り 込ん で 、 破 綻 ・ 亀 裂 を 軸 に め 
まい と 共に 緩やか に 巡り 、 総 体 と し て は 極め て 流 胡 か つ ノ スタ ル ジ 
ッ ク ・ モ ダン な 響 き を 編み 上 げた B 面 。 傑作 。 (福島 ) 
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様々 な 音色 が 少し ずつ パレ ッ ト の 上 に 絞り 出さ れ 混 ぜ 合 わ さ れ る 
うち に 、「 森 の 悪魔 」 を 巡る 追跡 劇 ( 草 を 踏む 足音 、 荒 いり 呼吸 、 咳 込 
みな が ら 漏 ら さ れる 言葉 ) が 忍び 込み 、 サ ウン ド も 次 第 に 劇 的 な 強 
度 を 増し て いく 冒頭 曲 。 ボ ー ド レー ル / デ ュ パ ルク に よる 歌曲 (ジャ 
ン ・ ケ ルリ エ 奏 する コー ル ・ ア ング レ の 素晴らし さ ) に 続き 、 雄 大 
な スト リン グ ス と 鳥 の 声 を 従え て 、 バ グ パ イプ が 空 高く 鳴り 響き わ 
た る 2 曲目 。 B 面 全部 を 占め る 大 曲 に お いて は 、 オ ー ケ スト ラ が 3 
つの 小 グ ルー プ に 分 割 さ れ 、 各 グル ー プ の 演奏 は 各々 層 を 成 し 、 ス 
クリ ー ン 上 で スラ イド を モン ター ジュ する よう に 自在 に 重ね 合わ さ 
れ 、 ま た 話し 声 や テー プ と 混ぜ 合わ され る 。 驚く ば か り の 複雑 多様 
な 音響 を 扱い な が ら 、 古 典 的 明 澄 さ を 失 わ め ぬ 快 作 。 (福島 ) 


レー パソ ヒヒ UNDRAME MUSICAL 
INSTANTANE 
Carnage 

LP/GRRR 1010 「'85 年 





緑色 熱 ・ 顔 面 負傷 者 ・ 株 式 市 場 と 人 生 ・ 車 の 列 ・13 号 船室 ・ 無 言 
電話 ・ 実 行 へ の 推移 … 曲 の タイ トル と 、 ジ ャ ケッ ト に 描か れ た 爆発 
する 旅客 機 、 さ ら に 裏面 に 掲げ られ た メン バー 写真 の 拐 装 (書類 カ 
バン を し っ か り と 抱え た エリ ー ト 証券 マン 、 銃 を 持っ た テロ リス ト 、 
爆破 テロ に 巻き 込ま れ た 被害 者 ) を 見 比べ れ ば 、 パ ニッ ク 映 画 的 な 
スト ー リ ー が 浮か ぶ 。 実 際 こ こ で 彼ら は 「 映 像 の な い 映画 」 を 以前 
より 進 か に 細部 まで 突き 詰め て いる 。 セ リフ 、 効 果 音 (バス タプ の 
水 音 、 電 話 の 呼び 出し 音 )、 環 境 ノ イズ ( 靴 音 や 交通 騒音 )、 情 景 描 
写 的 な 標題 音楽 (③ に お ける オー ケス トラ ・ ア レン ジ の 見 事 さ )、 ミ 
ュ ジ ー ク ・ コ ンク レー ト 的 な 音響 の 運動 、 そ し て 所 調 「 映 画 音楽 」 
に よっ て 。 3 人 十 ゲ スト の 編成 に よる 中 期 の 代表 作 。 (福島 ) 
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CD/GRRR 2012 '88 年 





前 掲 人 以降 ED に メデ ィ ア を 移行 し た UDMI は 、 30 分 以上 に 及ぶ オ 
ペラ ・ プ ブッ ファ を 含む 「L'hallali」(87 年 )、 ヴ ェ ル ヌ 「 海 底 2 万 マイ 
ル 」 を 題材 と する サプライ ム な 強度 に 満ち た 音響 スペ クタ クル と 、 
ソー プ ・ オ ペラ の クリ ッ プ 集 を 思わ せる 家庭 内 の 雑音 と 皮肉 な 眼 差 
し 、 あ ざと いま で の ユー モア に 溢れ た バレ ー 音 楽 、 1 分 半 に 凝縮 さ 
れ た ワン ・ シ ー ン 音響 ドラ マ 6 篇 の 3 幕 か ら 成る 本 作 、 映 像 を ザッ 
ピン グ で きる 大 スク リー ン の 前 で 繰り 広げ られ る ダン ス と アク ショ 
ン に よる TV スペ クタ ル の た め の 「Qui Vive ? 」('89 年 ) と 、 舞 台 や 映 
像 領域 中 心 に 活動 を 続け 、 次 いで 「Le K」('90 年 ) 及び 「Jcune Fille 
Qui Tombe…Tombe」('91 年 ) に より 、 歌 い 語 る ソロ ・ パ フォ ー マ 
ー と の 共同 作業 を 深め て いく 。 (福島 ) 


UN DRAME MUSICAL 
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AMWtN い 


久々 に トー タル な サウ ンド ・ ド ラマ (スト ー リ ー は 世界 減 亡 を 描 
いた ジュ ヴ ナ イル 富 意 SF) を 手掛け た 「Kind Lieder」('91 年 ) に 続 
く 、 御 大 Colette Magny は じ め 、Francois Tusques、Vinko Globokar、 
Raymond Boni、Louis Sclavis、Michel Godard、Michael Riessler 
(全て 別項 参照 ) ほか 、 老 若 男女 取り 混ぜ て フレ ンチ ・ フ リー 重要 人 
物 を 迎え た 超 豪 華 作 。 こ こ で ゲス ト は UDMI が いつ も 行っ て いる 集団 
作業 に 自ら も 参加 する こと が 求め られ て お り 、 選 ば れ た 曲 素材 が グ 
ルー プ ご と 検討 に され され る 。 その 結果 、 同 じ 素 材 も 全く 異な っ た 
構成 / 編 曲 を 施さ れ 、 似 て も 似つか ぬ 作 品 へ と 仕上 げ ら れる 。 な か で 
も 貫 録 の Magny、 多 彩 な 音色 と ユー モア が ほとばしる Sclavis&Globo- 
kar は 出色 の 出来 。 (福島 ) 
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ひたすら に 艶 や か な 滑 行 音 が 、 驚 ベン を 走ら せる よう な 滑ら か さ 
で 連ね られ 、 ゆ る ゆる と 空間 を 横切っ て いく 。 彼 の 音色 は ^ 尺 八 ” 
な る 曲 で 等 の フレ ー ズ を な ぞ り 、 ま た 手裏剣 "な る 曲 で 何 倍 に も 
加速 され た 活劇 音楽 を 奏する 時 で さえ 、 ヴ ァ イ オ リン の 取り 澄まし 
た 気品 を 失わ な い 。 あ る い は リチャード ・ タ イ テ ル バウ ム と の 共演 
シーs 記 下 ウィ デン に お いで て で 、 タ イデ 上 ル パ ウ ム の 操 才 コシ ピ 
ュー ター が つく りあ げた 音 場 (それ は 勝手 に 動き 回 ろう と する 者 に 
対し 、 タ ルコ フス キー「 ス トー カー」 に 描か れる ゾー ン に も 似 た 草 
の 只 獄 と し て 機能 する ) の うち に 、 イ ソ ギ ンチ ャ ク と 共生 する クマ 
ノミ の よう に 棲み つい て 、 ふ ぶ ふわふわ と 身 を くね ら せ て 泳ぎ 回 る 。 ポ 
ルト ガル 出身 。 レ アン ドゥ ル と の デュ オ に も 注目 。 (福島 ) 





CELESTRIAL COMMUNICATION 
ORCHESTRA 

D6sert Mirage 
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"DESERI MRAGE" 





アラ ン ・ シ ル ヴ ァ 率 いる CCO は 、 米 仏 混 成 で 集団 即興 を 追及 し た 
'69 年 当時 と は 演奏 方 針 も メン バー も 異な り 、 現在 は フラ ンス て で 活動 
する 演奏 者 を 主 と し 、 よ り ビ ピック ・ バ ンド 的 な コン ポジ ショ ン の 演 
奏 を 行っ て いる 。 こ こ で は UDMI の メン バー 全員 や 、 ジ ャ ン ・ ケ リエ 
(oboe) 、 沖 至 (tp) 、 ア ー サ ー・ ド イル (ts) ./ ら を 含む 30 人 (弦楽 器 
奏者 だ け で 7 人 /) の 大 編成 で 、 シ ル ヴ ァ の 作曲 を 彼 自身 の 指揮 に 
より 演奏 し て いる 。 現 代 音 楽 風 の 硬質 な 音色 の アン サン ブル と 、 自 
由 な 発想 に よる 自在 な ソロ (時 に は 、 演 奏 途 中 で 指揮 者 か ら 突然 に 
ソロ 奏者 に 指名 され る こと も ある いう ) が 緊密 に 織り 成 し て いく 音 
響 は 、 決 し て フリ ー ク ・ ト ー ン の 応酬 と な る こと な く 、 刻 々 と 移り 
変わ る 映像 的 な 魅力 に 溢れ て いる 。 (福島 ) 
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ルイ ス ・ キ ャ ロ ル か ら パ ブロ ・ ネ ルー ダ を 経て 、 リ ロイ ・ ジ ョ ー 
ンズ に 至る 歌詞 の 振幅 の 異様 な は 大 き さ (辞典 の 一 項目 を その まま 歌 
っ た 曲 す ら あ る )。 一 曲 、 い や ワン ・ フ レー ズ 、 い や 一 単語 の 中 で す 
ら 度 々 繰り 返さ れる 、 叫び と 語り の 間 の 気違い じみ た 往復 。 本 作 「 火 
と リズ ム 」 は 、 メ ー タ ー の 針 を 常に レッ ド ・ ゾ ー ン へ と 振り 切り な 
が ら 、 一 方 の 極端 か ら も う 一 方 の 極端 へ と 、 声 の 振幅 を 揺さぶり た 
て 、 千 々 に 引き ちぎ らん ば か り の 若 烈 な 強度 に 満ち て いる 。 伴奏 は 
専ら バー ル ・ フ ィ リ ッ プ ス 及 び ベ プ ・ ゲ ラン に よる 2 ベー ス の み で 、 
深々 と た ゆ た う アル コ か ら 打 楽器 オー ケス トラ 的 な サウ ンド まで 、 

こち ら も 計り 知れ な い 広 が り を 見 せる 。 な お 、 ジ ャ ケッ ト /LP 番 号 は 
次 作 「 抑 圧 」 と カッ プリ ング し た 2 枚 組 再発 盤 の も の 。 (福島 ) 


COLETTE MAGNY 
Transit 
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本 作 及び 次 掲 作 に お いて 、 マ ニー は ひと つの 頂点 を 迎え る 。 こ こ 
で の 共演 は 南仏 リヨン を 拠点 と する 仏 の AEC と も 言う べき ワー クシ 
ョ ッ の KRisU ヨ ジョ (ワリ ーー ジャ ズ ・ ウ ニー クシ ョ ッ プ ) 。 当 時 呈 貞 
で あっ た 、 今 を と きめ く ル イ ・ ス クラ ヴィ ス (別項 参照 ) の 初 録音 
で も ある 。 硬質 な 輪郭 を 際立た せ た 緊 密か な アン サン ブル か ら 、 湖 脱 
な ワル ツ 、 映 画 音楽 的 な 弦楽 アン サン プル に 至る まで 、 ス クラ ヴィ 
ス を 軸 と し た うねる よう な 躍動 に より 音 を 息 づ か せ 、 鮮 や か に 情景 
を 推移 させ て いく 彼ら の 演奏 を 得 た こと に よっ て 、 彼 女 の 声 は さら 
に 自在 な し な や か さ を 増 し 、 や は り 叫 びと 語り を 往復 し な が ら も 、 
より 軽やか な 速度 と 運動 性 を 獲得 する に 至っ て いる 。 (福島 ) 
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ジェ ラー ル ・ マ レ (g) 、 ジ ャ ン ・ ケ ルリ エ (as, ss, oboe, f) ら 、 シ 
ー ン の キー・ マ ン を 含む ダー マ と の 共演 。 ア コー ディ オン の 参加 等 
に より 、 一 見 、 通 常 の シャ ン ソ ン の 守備 範囲 へ と 撤退 し た か に 見 え 
て 、 前 作 に も 里 え た 映画 的 な 運動 持続 の 感覚 が さら に 前 面 に 押し 
出さ れ て いる 。 構 築 へ の 意志 と 逸脱 へ と 向かう フリ ー キ ー な エナ ジ 
ー の 抗 は 、 編 集 の 政治 力学 に 基づき 配分 され 、 至 る と ころ 亀裂 や 
断層 が 走り 、 対 立 と 軒 較 に 満ち 溢れ な が ら も 、 奇 跡 的 と も 言え る 求 
心 的 な 結び つき を 生み 出し て お り 、 そ の は ら み こむ 矛盾 の 大 き さ ゆ 
え に 、 直 接 聴く 者 の 感情 に 触れ て くる 。 フ レン チ ・ フ リー の 産婆 / 
乳母 役 を 務め た 彼女 は 、 そ の こと より も 、 こ れ ら の 高度 な 達成 に よ 
っ て 語ら れる べき シー ン の 最 重要 人 物 の ひと り で ある 。 (福島 ) 


CORMAN & TUSCADU 

Pentacle 
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CORMAN & TUSCADU と いう バン ド が どう いう 活動 を し て 来 た 
の か は 全く 知ら な い 。 知 っ て いる の は この アル バム だ け 。 ス タイ ル 
と し て は パン ク ・ サ イド か ら の 流入 組 だ ろう 。 サ イド ・ ギ ター の ノ 
イジ ー・ サ ウン ド が いか に も それ らし いし 、 メ ン バ ー 4 人 中 3 人 が 
ギタ ー プ ベー スプ キー ボー ド プ ヴォ ー カ ル を 取っ 替え 引っ 替え で 回 

合っ て いる の も あり が ちな 編成 だ 。 た だ 、 サ ウン ド の 構成 力 に は 
か な り の も の が あり 、 そ こら の 半端 な バン ド と は 出来 が 違う 。 全 曲 
が 映画 を 動機 と し て お り 、 当 然 サ ンー トラ の カヴァ ー が 大 半 を 占め る 
訳 だ が (例え ば 「 ポ パイ 」 と か 「 屋 根 の 上 の バイ オリ ン 弾 き 」 と か ) 、 
その アレ ンジ が 秀逸 で 、 彼 ら の 才気 が 原 曲 に 圧勝 し て いる 。 単 純 に 
カッ コ よ さ を 評 価 し て も いい バン ド だ 。 (坂本 ) 
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ヴァ ラン タン ・ ク ラス トリ エ (別項 参照 ) と 並び 、 最 も 特異 で 意 
欲 的 な ヴィ エル ・ ア ・ ル ー (ハー ディ ・ ガ ー デ ィ ) 奏者 で ある ル ジ 
ュ フ は 、 ミ ッ シ ェ ル ・ ド ネ ダ (別項 参照 ) と の 共演 の ほか 、 オ クシ 
タン ・ ト ラッ ド の 第 一 人 者 で ある ロジ ー ナ ・ デ ・ ペ イラ & マル ティ 
ナ (別項 参照 ) の 作品 (例え ば < トゥ ル バ ド ー ル >) に も 参加 し て い 
る 。 即 興 ソ ロ を 中 心 と し た 本 作 に お いて 、 も と も と の 豊か で ポリ フ 
ォ ニ ッ ク な 倍音 は 、 ほ と ん ど エ レク トロ ニッ ク な まで に 暴力 的 に 凝 
縮 さ れ て お り 、 様 々 な 音色 の ベク トル が 互い に 交錯 衝突 し な が ら 、 
サウ ンド それ 自体 の 内 圧 を 軒 較 に よっ て 天井 知ら ず に 高め 、 プ ラズ 
マ が 発光 する よう な 危機 的 な 音色 を 紡ぎ 出す に 至っ て いる 。 顕 微 鏡 
的 な ポリ フォ ニー に よる 「 内 声 の 残酷 演劇 」。 (福島 ) 





EDGARD VARESE 
Ameriques/Nocturaml/Ecuatorial 
/(Arthur HOnegger/Pacific 231) 
hy Maurice Ahravamel 

指揮 ユタ 交響 楽団 


CD/(U.S.)Vanguard OVC 4031 





アメ リカ )(1922) は 、 現存 する 彼 の 最初 の 作品 で 、 125 人 と いう 大 
き な 編 成 で 書か れ た 。 初演 後 、 彼 の 死 の 年 まで 一 度 も 演奏 され な か 
っ た と いう の も この 編成 の た めか 。( エ クア トリ アル ) の テク スト は 
マヤ の 宗教 書 「 ポ ポル ・ ヴ 」 か ら 採 られ て いる 。(《 ノ クタ ー ナ ル ) は 、 
死後 弟子 の チュ ー・ ウ ェ ン ・ チ ュ ン ( 周 文中 に よっ て 完成 され た や 
は り 声 楽 を 含ん だ 作品 。 ヴァレー ズ 自 身 に よる 妙 な シラ ブル が 呪文 
の よう に 繰り 返さ れ 、 テ クス ト は “You belong to the night” に 始 
まり 、`| kissed his shadow′ に 終わ る 謎 めい た 作品 。 聴 きど ころ 
は 、 ア プラ ヴァ ネル ー ユ タ 響 の どこ まで も 乾い た 響き 。 ス ペイ ン 一 
ポル ト ガ ル 人 の 両親 の も と ギリ シア に 生ま れ 、 ス イス で 育ち 、 ベ ル 
リン で ヴァ イル に 学ん だ 彼 の 演奏 は 、 ま さ に うっ て つけ 。 (五十嵐) 
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EDGARD VARESE 
Int6grales/Ionisatinn/D6serts/ 
Poeme Electroniue 

hy Cliff Creo 指 揮 ASKO ア ン サ 
ンプ ブル 、 デ ン ・ ハ ー グ ・ バ ー カ 
ッ シ ョ ン ・ グ ルー プ ブ 

CD/(Ho.) Attacca BABEL 9263-2 





印象 派 風 の 趣味 に も ち 、 セ リエ リス ム に も 巻き 込ま れる こと な く 、 
独自 の 道 を 買い た 希有 な 前 衛 作 曲 家 が 、 ヴァ レー ズ で ある 。《 イ オニ 
ザ シ オン )》 は 打楽器 だ け を 使っ た 作品 と し て 音楽 史上 重要 だ が 、 史 
的 価値 を 離れ て も 、 わ れ わ れ の 耳 を 取り 巻く 状況 の な か で 、 な お 周 
立 す る 作品 で ある 。《 ポ エム ・ エ レク トロ ニク )〉 は 1958 年 、 プ リュ ッ 
セル 万 博 の フィ リッ プス 館 の 400 個 の スピ ー カ ー か ら 流 され た 電子 音 
楽 作品 。 こ の 作品 は 、 彼 が 追求 し た テー マ で ある 「 音 響 と 空間 の 拡 
張 」 を まさ に 実現 し た も の だ っ た 。 こ の 初演 に 集まっ た 作曲 家 た ち 
の 写真 が ある が 、 そ の 顔ぶれ は 、 シ ュ ト ッ ク ハ ウ ゼ ン か ら ベ リオ ま 
で 実に 多彩 だ ど 。 お そら くく ヴァレー ズ は 手法 と し て 彼ら に 影響 を あ た 
える こと は な か っ た 。 彼 の 夢 に 影響 を 与え た の で ある 。 (五十嵐) 





ERIK SATIE 

Early Piano Works Vol1 

MVW ライ ン ベ ル ト ・ デ ・ レ ー ウ 
(本 ) 


CD/Philips 412243-2 


「 失 速 寸前 の サテ ィ 」 と 評 さ れる ほど 遅い テム ポ 。 か つ マ サテ ィ の 
レコ ー ド が 殆 ん 出 て いな か っ た 頃 は 、 リ スト 弾き の チコ リー ニ が 余 
芸 で 演奏 し て いた レコ ー ド が 幅 を 利 か せ て いた こと も あり 、 リ リー 
ス 当 時 人 々 が 驚い た の は 無理 も な い 。 ディ レー ウ は シェ ー ン ベル ク ・ 
アン サン プル な ど を 率い て 指揮 者 と し て も 活躍 する オラ ンダ の ピア 
ニス ト 。 し か し この 尋常 な ら ざ る テム ポ は 、 今 な お 聴い た 瞬間 か ら 、 
開 多 の 演奏 と は 一 線 を 画 し て いる 。 こ こ に は 、 フ ラン ス の エス プリ な 
ど 微塵 も 無い が 、 何 か サテ ィ の 本 質 に 触れ る 静 議 さ に 満た され て い 
る 。 ペ ダリ ング や タッ チ は 丁寧 に コン トロ ー ル され て いる が 、 少 し も 
演出 過剰 に な ら ず 、 聴 き 慣 れ た ^ グ ノシ ェ ン ヌ ” で さえ 、 初 め て サテ 
ィ を 聴い た 時 の 、 あ の 感覚 に 今 一 度 引き 戻さ れ 胸 が 痛い 。 (五十嵐) 





ERIK SAT 上 EE 
Vexations 
by Alan Marks( 本 ) 


CD/(U.K.)Decca 425221-2 





52 拍 か ら な る フレ ー ズ を 840 回 繰り 返す と いう 指示 が ある この 曲 、 
十 数 時 間 か か る の だ が 、 実 際 を その 演奏 に 立ち 合っ て も みた が 、 こ 
の 指示 を 遵守 する こと が 、 本 当 に 意味 の ある 行為 で ある か どう か 、 
つい に わか ら な か っ た 。 実際 の 演奏 に で か ける の は 酔狂 だ が 、 CD を 
好き な だ け リ ピー ト す る の な ら か まわ な い だ ろ う 。 こ の ディ スク に 
は 、40 回 分 が 収録 され て いる の で 、 こ れ を 21 回 繰り 返す と や っ と 全 
曲 聴い た こと に な る 。CD と し て は 、 ケ ー ジ の ^4 分 33 秒 と 双 壁 を な 
す 珍 品 だ が 、 こ ちら の ほう が ずっ と 実用 性 が ある 。 実用 と いっ て も 、 
BGM で は な い 。 お そら く こ れ は 密室 の 中 で の 行 な の だ 。 サ ティ の 音 
楽に は 二 種 類 あ る 。 窓 を 開け た く な る 音楽 と 、 窓 を 閉め た く な る 音 
楽 と で ある 。 たとえ 外 が 夏 で あろ うと 、 冬 で あろ うと 。 (五十嵐 ) 





Erik Solie: Socroe 
John Coge Chegp Imialion 


ERIK SATIE 

SOcrate 

hyWy ヒ ルケ ヘリ ング (qalt0) 、 
デボラ ・ リ チャ ー ズ () 
JOHN CAGE Cheap Imitation 
hy ヘル ベル ト ・ ヘ ンク (本) 
CD/(Ger.)Wergo WER 6186-2 


プラ トン の 「 対 話 篇 」 か ら テ クス ト を 採っ た 交響 ドラ マ 。 オ ー ケ 
スト ラ 版 も ある が 、 こ れ は 最初 に 書か れ た ピア ノ 伴 奏 版 。 3 部 か ら 成 
り 、 最 後 が 「 ソ クラ テス の 死 」 の 場面 で ある 。 ドラマティック な 展 
開 が まっ た く 無 く 、 先 に 進む と いう 感覚 すら 感じ られ な い 。 実 は こ 
の 作品 は 、 サ ティ の 「 家 具 の 音楽 」 の 思想 、 つ まり 壁紙 や 家具 の よ 
うに 生活 に 溶け 込み か つ 那 魔 に な ら な い 音楽 、 と いう サテ ィ の モッ 
トー と 密接 な 関連 が ある と いわ れ て いる 。 アルバム 後半 は 、 ケ ー ジ 
に よる この 作品 の 『 チ ー プ ・ イ ミ テ イシ ョ ン 』。 サ ティ の ソ ク ラ テ 
ス ” の フレ ー ジ ング の 要素 の 一 部 や リズ ム を 保存 し な が ら 、 易 を 用 
いて 分 解 再 編成 し た 作品 。 た し か に サテ ィ の よう な 気 も する し 、 
ケー ジ の よう に も 感じ られ る 。 (五十嵐 ) 








ETANT DONNES 
Le Sens Positif 
LP/D.M.A.006 87 年 





エタ ン ・ ド ネ は 、 も と も と アル トー 的 な 強度 の 獲得 を 目指 す ス ペ 
イン 出身 の 演劇 集団 (実は 兄弟 二 人 の み ) で あり 、 自 分 た ちの パフ 
ォ ー マ ンス 用 テー プ 制 作 か ら 音 楽に 関わ り 始 め た 。 既製 音 楽 を 全く 
用 い ず 、 音 素材 を 自然 音 と 肉体 ノイ ズ ( 声 ・ 息 遣い ・ 心 臓 の 鼓動 ・ 
足音 等 ) に 限定 し 、 テ ー プ の 速度 変化 や 位相 操作 等 に より マテ リア 
ル を 構築 し て いく や り 方 は 、 全 く 彼 ら 独 自 の も の だ 。LP 第 一 作 ( こ 
れ 以 前 に シン グル 1 枚 と カセ ッ ト ・ テ ー プ 数 本 を 制作 し て いる ) の 
本 作 で は 、 空 間 か ら 分 泌 さ れる 量子 状 の ノイ ズ ( 水 音 や 皿 み 、 機 械 
音 の 反復 …) に 包囲 され 、 罰 か され 、 つ い に は 成す 術 な く 忠 踊 さ れ 
る 肉体 が 、 叫 び 声 ・ 貴 き 声 ・ 荒 い 吐息 ・ 息 絶え 絶え の か すれ た 路 き 
に よっ て 、 生 々 し く 眼 前 に 立ち 現れ る 。 (福島 ) 








ETANT DONNES 
Aurore 
CD/Touch TO:16 '90 年 


AURORE 


がい 上 り いい | 


本 作 に お いて は 、 雷 ・ 雨 音 ・ 潮 騒 ・ 風 の うな り ・ 教 会 の 鐘 ・ 積 も 
っ た 枯葉 を 踏む 足音 ・ 遠 くに 聞こ える 遊ぶ 子供 や 小島 の 声 … と いっ 
た 環境 を 構成 する 自然 音素 材 を 専ら 変形 な し で 用 い 、CD サ ウン ド の 
一 種 異様 な 明 さ を 十 二 分 に 活か し て 、 眼 前 に 広がる 光景 を 、 聴 者 
が 一 瞬 た じ ろ ぐ 程 の 圧倒 的 な 迫真 性 と と も に 立ち 現れ させ る 。 突 如 
の 場面 転換 と 噴出 する ノイ ズ や 叫び 声 に 金縛り に され て 、 荒 れ 狂う 
暴風 雨 と 雷鳴 の 中 を 、 超 高速 で 引き 回 され 駆け 抜け て いく が 如き 感 
触 は 、 後 期 タ ー ナ ー 的 な 速度 の ヴィ ジョ ン (高速 度 で 遷移 する 視点 
に 映る 極度 に 圧縮 され た 風景 ) を 思い 出さ せる 。 と は いえ 冷 徹 な マ 
テリ アリ ズム に は 至ら ず 、 展 開 に ある 種 の 物語 性 (「 ア ッ シ ャ ー 家 」 
的 カタ スト ロフ ) を 残し て いる の は 彼ら の 出自 ゆえ か 。 (福島 ) 
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FRANCOIS TUSOUES 
Free Jazz 


L P/Mouloudji EM 13507 6G 年 
CD/ADDA 590039 


LM 


franc0is 
[UK IL よ 肖 





フレ ンチ ・ フ リー・ ジ ャ ズ ・ シ ー ン 最初 の 成果 で ある 本 作 は 、 テ 
XX ペル ジラ リル クィ ャ (tp カラ ルク 4 の 0S ジ ジグ 322 (5aXaf0 
ミッ シェ ル ・ ボ ル タ ル (bcl) 、 シ ャ ルル ・ ソ ー ド レ (perc)、 ベ ルナ ー 
ル ・ ゲ ラン (b) に よっ て 吹き 込ま れ た 。 同 時 代 の 米 フ リー に 特徴 的 な 、 
パル ス 状 の リズ ム と 煮え た ぎる 粘液 を 思わ せる フリ ー ク ・ ト ー ン の 
応酬 に よる 、 慌 た だ し く 沸 騰 し な が ら も 足 を 止め た よう に 動か な い 
風景 と は 反対 に 、 で は 常に 明 澄 さ を た た えた 音色 に よる 管楽器 
の 自在 な 運動 交錯 が 、 ピ アノ が コー ド に よっ て 張り 巡ら す ス クリ 
ー ン に 、 滑 ら か に 移り 変わ る 音 風景 を 映し 出し 、 リ ズム は むし ろ ス 
ペー ス を 保つ こと に 専念 し て いる 。 フ レン チ ・ フ リー・ ジ ャ ズ 独 特 
の 柔らか な 構築 性 は 、 こ こ で 既に 確立 され て いる 。 (福島 ) 








FRANCOIS TUSOUES 
Intercommunal Musie 
L P/Shandar SR 10010 「'71 年 


テ ェ スク と ベ プ ・ ゲ ラン ((b) の 三 人 が 、 サ ニー・ マ レー(ds)、。 ア ラ 
ン ・ シ ョ ー タ ー(tp)、 ス ティ ー ヴ ・ ポ ッ ツ (as) 、 ア ラン ・ シ ル ヴ ァ 
(vc) ら アメ リカ 勢 を 迎え て の 本 作 は 、 前 掲 作 と は 異な り 、 所 構わ ず 
噴出 する 荒 々 し い エ ナジ ー に よる 破綻 と 亀裂 に 満ち 満ち て いる 。 モ 
ー ル ス 信 号 の よう な テー マ ・ フ レー ズ の 回 り で 、 渦 を 巻き な が ら 飽 
和 / 有 着 状態 へ と 向かう 音 に 対し 、 テ ュ ス ク は 自ら 粉々 に 砕け 散っ 
て 螺旋 を 描き 、 ま た 執 益 に テー マ ・ リ ズム を 反 御 する こと に よっ て 
混 当 に 明確 な 輪郭 を 与え よう と する 。 彼 は 大 衆 か ら 離 反し た フリ ー・ 
ジャ ズ へ の 反省 か ら 、 労 働 者 の た め の ダ ンス 音楽 を 演奏 する イン タ 
ー コ ミュ ナル ・ ダ ンス ・ オ ー ケ スト ラ へ と この 後 急 転回 する が 、 こ 
の 時 点 で 既に そう し た 認識 に 達し て いた も の と 思わ れる 。 (福島 ) 





FRANOIS TUSOUES 
Dazihan N2 


LP/Futura GER 32 "71 年 





前 年 録音 の 「N:1」 に お いて は 、 複 雑 な コー ド や リズ ム に より 、 か 
えっ て 身動き が 取れ な く な り 和 飽和 腸 着 状態 に 追い 込ま れる こと な 
く 運 動 を 継続 する た め の 戦 略 と し て 、 あ る 限定 され た 単純 さ が 選び 
取ら れ て いる が 、 続 く 本 作 に お いて 彼 は ピア ノ に プリ ペア ド を 施す 
こと に より 、 音 に 非 中 心 的 な 散乱 ある い は 不測 の 衝突 へ と 向かう 偏 
差 (クリ ナメ ン ) を 与え る と と も に 、 常 に 発見 と 共に あり 、 新 し い 
斉 が それ を 操る べき 方 法 と 同時 に 獲得 され る よう な 、 見 通し の 効か 
な い 不 透明 な 場 の 中 に 自ら を 置 こ うと する 。 こ の 楽器 それ 自体 へ の 
差異 に お いて ピア ノ を 獲得 する や り 方 は 、 コ ン パ クト な 打楽器 オー 
ケス トラ を 手 に 入れ よう と し た ケー ジ の それ と は 対極 的 な も の で あ 
る 。 な お タイ トル は 文革 時 の 新聞 「 大 字 報 」 を 指す 。 (福島 ) 





FRED FRITH/FRANCOIS-IMICHEL 
PESENTI 

Helter Skelter 

CD/(Swi) Rec Rec RECDEC 40 '92 年 


言う まで も 無く この 音楽 は フリ ス の 物 で あり 、 連 名 の プサン ティ 
は 楽劇 へ の テク スト 及び 舞台 監督 と し て の 関わ り に 留まる 。 この 事 
は フリ ス 自 身 が 内 ジャ ケ で 本 作 は 舞台 で の それ と は 異な っ た 物 に な 
っ た と こと わっ て いる 事 か ら も 明らか だ 。 (ちなみ に 、 か っ て HH・ ボ 
ッシュ の 「 愚 者 の 船 」 に イン スパ イア され た と 紹介 され た が 、 作 品 
の 性 格 へ の 例え と し て 名 が 出さ れ て いる の みて で 直接 の 関係 は 無い ) 。 
と は 言え 、 演 奏 を し て いる の は フラ ンス ト で 、 現 在 グ ルー プ と し て 
の 活動 も あり 、 この先 重要 な 活動 も 見 せ て 行く だ ろう 事 か ら の 掲載 
と な っ た 。 楽 劇 の 性 格 上 か 、 最 近 の フリ ス の 持つ 豚 々 と し た 所 は 押 
え 気味 に 、 緊 密 な 構成 が 所 える ロッ ク ・ オ ー ケ スト ラ 作 品 に な っ て 
お り 、 レ コメ ン 派 は 必聴 の 一 枚 。 (中 西 ) 








GRLO 
Trihal Scandal 
CD/Cip/Audio CIP 1007 '92 年 





ガル ロ な る ミュ ー ジ シャ ン の ソロ ・ ア ル バ ム は 実に 心地 よい 刺激 
に 満ち て いて 、 楽 し め る 。 サ ンプ リン グ を 駆使 し た サウ ンド も ビー 
ト も 今 で な けれ ば 現われ な いで あろ う 同 時 代 性 を ふん だ ん に 盛り 込 
ん で いて 、 ガ ル ロ の え た 感性 を 存 分 に 教え て くれ る 。 ガ ル ロ 自 身 
は サン プリ ング 、 パ ー カ ッ シ ョ ン 、 ベ ー ス 、 ヴ ォ イ ス 等 に 大 活躍 だ 
が 、 も う ひ と り 彼 の 左腕 と し て 活躍 し て いる Bubu (フラ ン ソ ワ ・ ボ 
ワー ヌ ) の ヴァ イオ リン と ギタ ー が 鋭い 対比 を 見 せ 、 非 常に 巧 い バ 
ラン ス を 生み 出し て いる 。 この 音楽 の 本 質 は 、 な か な か そう は 聞こ 
えな いか も 知れ な い が 、 ポ ッ プ 性 に ある と 思う し 、 聴 き 流 し て も 差 
し 支え な い 音 楽 だ 。 将 来 化 ける 可能 性 は ある が 、 本 名 も 判ら な い の 
だ か ら 、 今 は BGM と し て 楽し め ば そ れ て 充分 だ ろう 。 (坂本 ) 








| GHEDALIA TAZARTES 
PP。 | Tazartes Transports 
LP/Cobalt CBL 05 '81 年 











ゲ ダ リア ・ タ ザル テ の セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 ク リア ー・ ビ ニー ル 
製 な の で クレ ジッ ト 等 は 全く わか ら な い 。CBL05 と いう 刻印 が か すか 
に 読み と れる の で 、 フ ァ ー ス ト ・ ア ル バ ム 「Diaspora」(Cobalt CBL 
02) の レコ ー ド 番号 か ら 類 推し て 、 コ バル ト ・ レ ー ベ ル か ら リ リー 
ス さ れ た も の か も し れ な い 。 ゲ ダリ ア ・ タ ザル テ は ロッ ク ・ ミ ュー 
ジ シ ャ ン と いう より も 現代 音楽 の 作曲 家 に 近い 所 に 属す る 人 物 で あ 
ろう 。 フ ァ ー ス ト ・ ア ル バ ム に お いて ミッ シェ ル ・ シ オン の 曲 を と 
りあ げ て いる こと が それ を 示し て いる 。 タ ザル テ の 音楽 は 、 高 度 に 
メタ ク ラ ア ョ ジ カ リ ルル な ね ョ ラー ジョ < ミミ ョ ー ジ シッ ク で ある スト ド RIR ァ < 
ノイ ズ 、 読 経 、 世 界 各 地 の 民 族 楽 器 、 そ れ ら すべ て が アマ ル ガ ム と 
な っ て 一 体 化し た も の が 彼 の 音楽 で ある 。 (宇田 川 ) 
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GHEDALIA TAZARTES 
Une Eclipse Totale He Saleil 
L P/Celluloid CEL 6661 "84 年 





前 作 の 紹介 文 を 読ん で 最初 に 浮か ぶ の は 、 お そら く パ バザール の 雑 
踏 を 素材 と し た キャ プス の 「 ス リー・ マ ント ラズ 」 だ ろう 。 し か し 、 
あく まで も 音素 材 レ ベル で の エキ ゾ テ ィ ッ ク な 快感 指向 に 基づい た 
彼ら と は 異な り 、 タ ザル テ の コラ ー ジ ュ と は 、 言 わ ば 幼年 期 の トラ 
ウマ を 探し 求め て 自己 の 内 奥 に 向う 沈 潜 の 旅路 に ほか な ら な い 。 そ 
の 過程 に お いて 、 子 供 の いた いけ な 歌声 が 突如 ルー プ と な っ て 単 な 
る 発信 音 と 化し 、 そ こ に か ぶさ る 男女 の (コー ラン の 詠唱 に も 似 た ) 
小節 豊か な 歌声 ち 、 こ れ ま た 突然 硬直 し た よう に ルー プ 化 され る 。 
突然 朋 う 理不尽 な 衝撃 ( 今 ま で 会 話し て いた の は 、 実 は 機械 仕掛 け 
の 人 形 に 過ぎ な か っ た )。 彼 の 作品 は 閉じ か けた 傷口 を わざ わ ぎ 押し 
開い て 見 せつ ける よう な 鋭い 悪意 に 満ち て いる 。 (福島 ) 





HERATIUS 
Gwendolyne 
L P/Frigico FLVM 3004 78 年 














1978 年 8 月 6 日 一 8 日 に フリ ジコ ・ ス タ ジ オ で 録音 され た 自主 制 
作 盤 。 ス タ ジ オ 内 で 試み られ た 演奏 に エフ ェクト 効果 、 テ ー プ 処理 
を 加え て 無造作 に コラ ー ジ ュ 、 編 集 し た 趣味 的 な 実験 作 で ある 。 使 
用 楽器 は ギタ ー、 パ ー カ ッ シ ョ ン 、 ピ アノ 、 オ ル ガ ン 、 ク ラリ ネッ 
ト 等 。 け だ る い ク ラリ ネッ ト の 音色 や プル ー ス の フレ ー ズ 、 女 性 ヴ 
ォ ー カ ル の シャ ン ソ ン 、 フ リー・ ジ ャ ズ 調 の ギタ ー 等 が 次 々 と 飛び 
出す が 、 い ずれ も アン ダー グラ ウン ド で アン ニュ イ な 雰囲気 を 洪 え 
た も の で ある 。 メ ン バ ー は ロベール ・ デ ィ ア 、 ア ルマン ・ ミ ラー ル 、 
フロ ラン ス か ら 成 り 、A・ ミ ラー ル は 後に パス カル ・ コ ムラ ー ド の 
作品 に 参加 し て いる 。 奇妙 な 安っぽ さ を 備 えた この 作品 は レジ デン 
ツ 、 フ ァ ウ スト 等 に 棒 げ られ て いる 。 (松本 ) 





IANN 
0:0:0:@: Eria/Wetasiass/Pitomrahts 
が 信人 信人 ぃ ) 仙 / 信 CD/Le Chant Du Mode LDC 278368 


XXX 失 XXX 欠 
XENAKT 


METASTASTS/PTTHOPRAKTA/EONTA 





50 年 代 か ら 60 年 代 の 作品 集 。 ク セナ クキ ス が 、 建 築 を 学び 、 ル ・ 
コル ビュ ジェ の 協力 者 で あっ た こと 、1958 年 の ブリ ュ ッ セル 万 博 に 
お ける フィ リッ プス 館 の 設計 の 帰属 を めぐ っ て 両者 の 間 で 問 着 が あ 
っ た こと は 、 よ く 知 られ る と ころ で ある が 、 実 際 ク セナ キス の 作品 
の 中 に 見 られ る 建築 的 思考 と いう こと に な る と 、 や は りこ の 時 期 の 
作品 に も っ と も 顕著 に みて と る こと が で きる だ ろう 。 音 の 運動 や グ 
リュ ッ サ ンド 、 分 布 な どの 確率 計算 に コン ピュ ー タ ー が 用 いら れ て 
いる が 、1965 年 当時 の 生々 し いこ の 演奏 を 聞く と 、 コ ンピュータ ー 
の 使用 三 無機 的 と いう 短絡 が その 初発 か ら 陳腐 な も の で あっ た こと 
を 感じ させ られ る 。「 エ オン タ 」(1964) で の ピア ノ は 当時 クセ ナ キ 
ス に 師事 し て いた 高橋 悠 治 で ある 。 (五十嵐 ) 


IANNIS XENAKIS 
Electro-Acoustic Music(Bohor 
T /5oncert P-HII / 
Diamornh0SeS II/0Orient- 
Ocecidemt ) 

CD/(U.S.)Nonesuch H-71246 


RNNINIPSKNGHNAN 
( 央 MRTTSSDWDW 








1950 年 代 か ら 60 年 代 に か け て の ミュ ー ジ ッ ク ・ コ ンク レー ト 作 品 
集 。 コ ンク レー ト テ 具体 音 と いっ て も 、 日 常 音 や 小鳥 の さえ ずり が 
聞こ える わけ で は な い 。 殆 ん ど 原 形 を 留め ない ノ イズ の 塊 の 喘 号 が 
暗黒 の 中 で うねっ て いる だ け で ある 。 その 変化 は 連続 的 で 、 じ っ と 
耳 を 傾け て いて も その 変化 を 感じ 取る こと が で き な い 。 試 し に 指 で 
レコ ー ド の 針 を 進め て みる と 、 や っ と その 変化 が 確認 で きる 。 以 前 
マル チ ・ ト ラッ ク で これ ら の ライ ヴ を 聴い た が 、 扶 問 に 近い 音響 エ 
ネル ギー に 圧倒 され 、 身 動き が 出来 な か っ た 。 こ れ ら の 作品 は 、 彼 
の 音楽 の 過渡 的 形態 と し て 無視 され る こと が 多い が 、 地 下 闘争 で 片 
目 を 失い 、 欠 席 裁判 で 死刑 判決 を 受け て ギリ シア を 脱出 し た 彼 の 神 
秘 的 (原初 的 ) 闘争 性 は こう し た 作品 な くし て は 体験 で き な い 笛 だ 。 

(五十嵐 








IANNIS XENAKIS 

Musique De Chamhre 1955-1990 
DW アデ ィ ッ ティ 弦楽 四重奏 
団 、 ク ロー ド ・ エ ルフ ェ ( 叶 ) 
CD/Disques Montaigne 782005 





【 還 W rl warwtseteess 則 M 





現代 音楽 の スペ シャ リス ト と し て 、 向 か うと ころ 敵 な し の アル デ 
ィ ッ テ S0 と クセ ナ キ ス 作 品 を 弾 か せ た ら 誰 も 彼 を 止め る こと は で き 
な いと いう C・ エ ルフ ェ で ある 。 世代 は 異な る が クセ ナ キ ス に 挑む と 
いう 意気 が 通じ あっ た の か 、 ど れ も ス ケー ル の 大 きか な 見事 な 演奏 。 
《ST グ 4) (1955-62) か ら 《tetora)〉 (1990) まで の 15 作 品 が 収め られ 
て いる 。 グ リュ ッ サ ンド を 多用 する クセ ナ キ ス に と っ て 、 弦 楽器 は 
特に 重要 な 楽器 で ある 。15 年 程 前 「 こ ん な 本 い 作品 し か 書け な い の 
な ら 、 も う 弦 楽器 の た め に 作曲 し て くれ な い ほ う が 良 い 」 い っ て い 
た 音楽 評論 家 が いた が 、 状況 は さして 変わ っ て いな い だ ろ う 。《 エ ヴ 
リア リ )(1973) を 暗譜 で 弾い て し まう エル フェ は いつ 見 て も 神業 だ 。 
これ を 聴く と も う 他 の ピア ニス ト で は 聴け な い 。 (五十嵐) 





IANNIS XENAKIS etc. 
Space Theatre 
L P/RVC JRZ 2501 


クセ ナ キ ス は 、 現 代 音 楽 系 の フィ ー ル ド の 中 で も 、 際 立っ た 個性 
を 持つ 作曲 家 で ある 。 彼 の 作曲 法 の 特徴 は 、 そ の 過程 に お いて 、 確 
幸 計 算 や コン ビュ ー タ ー の 使用 等 、 何 ら か の 機械 的 な 操作 が 導入 さ 
れ て いる 事 だ が 、 そ うし た 過程 と は 裏腹 に 、 出 て 来 た 音 楽 は 人 間 の 
豊か な 感情 性 を 感じ させ る も の が 多い 様 に 思う 。 こ こ に 収録 され た 
^ ヒ ビ キ ・ ハ ナ ・ マ ” は 、770 年 に 大 阪 で 開か れ た 万 国 博 の 為 に 作ら れ 
た 、 多 元 的 な スピ ー カ ー・ シ ステ ム を 用 いた 作品 。 オ ー ケ スト ラ を 
素材 に 、 電 子 変調 され た 様々 な 音響 群 が 、 あ ら ゆ る 方 向 か ら 聴き 手 
を 取り 囲む 。 強烈 な イン パク ト を 持っ た 作品 で ある 。 音 響 空間 芸術 

の 先陣 を 切っ た この 作品 も 、 再 評価 され る べき 時 期 に 来 て いる 。 
(沢田 ) 








7 ィ ジ ン ラ 








IANNIS XENAKIS 
Persenolis 
L P/Philips 6521045 74 年 





クセ ナ キ ス は 勿論 ギリ シャ 人 だ が 、 そ の 活動 を フラ ンス で 行なっ 
て 来 た こ と を 考慮 し て 、 こ こ に 採り 上 げ る 。 ク セナ キス の 音楽 の 最 
大 の 特徴 は 確率 計算 構造 計算 に 基づく 数 学 的 作曲 と 、 ト ー ン ・ ク 
ラス ター の 手法 に ある 。 音 楽 を 線 的 に で は な く 、 確 率 曲線 で 捉え よ 
うと する 理論 は 、 実 は 全く も っ て 正しい 。 ミ ュー ジッ ク ・ セ リエ ル 
と は 微妙 な 棚 歯 を 抱え な が ら 、 少 な く と も 僕ら に と っ て 彼 の 音楽 が 
有無 を 言わ せ ぬ 説得 力 で 周 立 し て いる の は その 理由 で だ 。 そ し て 、 
どの 現代 音楽 関係 者 より も 和 伯 か に 僕ら が 感動 せ ず に は いら れ な い 音 
楽 が 、 こ の ミュ ー ジ ッ ク ・ コ ンク レー ト 作 品 「 ペ ル セ ポ リス 」 だ 。 
楽 音 現実 音 プ 極端 に 拡大 され た 微細 音 。 これ ら が 暴力 的 に 避 返 し 
て 繰り 広げ る 壮絶 な ノイ ズ ・ シ ン フ ォ ニ ー。 必聴 。 (坂本 ) 


IG0R WAKHEVITCH 
Log0S 
LP/Pathe 2CO64 10934 70 年 





KW@(eyA0Si19@i| 


イゴール ・ ヴ ァ ケ ヴィ ッ チ の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。770 年 の ア ヴ 
ィ ニ ョ ン ・ ク レア シオ ン ・ フ ェ ス ティ ヴァ ル に 参加 し た N.Schmucki 
の バレ ー の た め の 音 楽 で あり 、 ト リア ング ル 、 混 声 合唱 、 バ ンド ・ 
マグ ネ テ ィ ク が 演奏 に 参加 し て いる 。 パ ー カ ッ シ ョ ン を 主体 に し た 
バン ド ・ マ グ ネ ティ ク の 演奏 と フリ ー・ フ ォ ー ム な コー ラス は 、 大 
き な 広 が り を 感じ させ る スペ イシ ー な も の で 、 巨 大 な 音 の 渦 の よう 
な 迫力 が な ある 。 ト リア ング ル も その 中 に 見 事 に 融け 込み 、 自 ら の ア 
ル バ ム と は 多少 異な る 重々 し い 演 奏 を 展開 し て いる 。 シ リア ス ・ ミ 
ュー ジッ ク に も 、 ロ ッ ク に も 精通 し た ヴァ ケ ヴ ィ ッ チ な ら で は の 作 
品 で あり 、 時 代 を 考え る と 、 文 字 通り の 意味 で 、 極 め て プロ グレ ッ 
シ ヴ な サウ ンド と 言え る 。 (賀川) 





IG0R WAKHEVITCH 
DOcteur Faust 
L P/EMI Pathe C072-11537 71 年 





イゴール ・ ヴ ァ ケ ヴィ ッ チ は パ バレー 音楽 を 中 心 に し て コン テン ポ 
ラリ ー・ ミ ュー ジッ ク ・ シ ー ン で 活動 し て いる 作曲 家 で ある 。 現 代 
音楽 手法 を メイ ン と し て いる も の の 、 デ ビュ ー 作 「Logos」 で は TRI 
ANGLE と 共演 する な ど 、 ロ ッ ク の 要素 も 積極 的 に 取り 入れ た 曲 作り 
を 行なっ て いる 。 本 セカ ンド ・ ア ル バ ム は Creation Mondiale Au Festival 
D'Avignon 71 に お ける Norbert Schmucki の バレ ー の た め の 作 品 を 
収め た も の で あり 、 オ ー ケ スト ラ に よる ダイ ナミ ッ ク な か 演奏 と バン 
ド に よる 力強い 演奏 を 組み 合わ せる こと で 躍動 感 に 富ん だ サウ ンド 
を 作り 出し て いる 。 (賀川 ) 





月 AIHIOR | WAMMEMTeN 


』 L P/Atlantic 40533 73 年 














スペ イン で リリ ー ス され た 最新 作 を 別に する と 、 唯 一 、EMI-Pathe 
以外 の レー ベル か ら リ リー ス さ れ た 、 ヴ ァ ケ ヴィ ッ チ の サー ド ・ ア 
ル バ ム 。 シ ン セ サイ ザー と コー ラス を 中 心 に し た 、 音 が 渦 を 巻く よ 
うな 壮大 な 音 作り は 従来 どおり で ある が 、 演 奏 が メロ ディ アス に な 
っ て お り 、 フ リー・ フ ォ ー ム な 部 分 が 減少 し て いる 。 彼 の 全 作品 の 
中 で も 最も 聴き 易い も の で 、 ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク に 通じ る 呪術 的 な 
雰囲気 ちあ る 。 彼 の 作品 は いずれ も 非常 に 独創 的 か つ 彼 な ら で は の 
個性 を 感じ させ る が 、 そ れ ぞ れ の 作品 か ら 受け る 印象 は 微妙 に 異な 
っ て いる 。 一般 の プロ グレ ッ シ プ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン が 最初 に 聴く べ 
き 作品 は や は り 本 作 で あろ う 。 彼 が ロッ ク も 好き な こと が よく 分 か 
る 内 容 で ある 。 (賀川 ) 








LES FOUS IG0R WAKHEVITCH 
央 昌 LesFousDor 


L P/Pathe Marconi 2CO64 13083 
75 年 





イゴール ・ ヴ ァ ケ ヴィ ッ チ 、 4 枚 目 の アル バム 。 初 回 プレ ス は ク 
リア ー・ ヴ ィ ニ ー ル 、 イ ン サ ー ト 付き だ っ た が 、 盤 質 は あま り よ く 
な い 。 曲 は ザ ・ カ ロリ ン ・ カ ー ル ソン ・ ダ ンス ・ シ アタ ー の た め に 
作ら れ た も の で ある 。 従来 どおり 、 シ ン セ サイ ザー、 弦 楽器 、 パ ー 
カッ ショ ン 、 ヴ ォ イ ス 等 に よる 演奏 で ある が 、 か つて の 作品 と 比べ 
る と 音 の 動き が 小さ く な り 、 ゆ っ た り と し た も の に な っ て いる 。 一 
聴 し た 時 の 印象 は や や 弱い か も し れ な い が 、 音 の 断片 を ちり ば め た 
よう な サウ ンド は 正 に 彼 独自 の も の と 言え る 。 ジ ャ ケッ ト に 描か れ 
た 、 荒 涼 と し た 風景 を イメ ー ジ させ る 音 作り は 、 ダ ンス 音楽 と し て 
の 側面 が 色濃く 出 た も の で 、 ダ ンス と 一 体 に し て 評価 する の が 本 当 
で あろ う 。 (賀川 ) 





IG0R WAKHE VITCH 
Nagual (Les Ailes De La 
Percepti0h) 


LP/Pathe Marconi 2C 068 14430 
77 年 





ヴァ ケ ヴ ィ ッ チ 、 5 枚 目 の ア ル バ ム 。Carolyn Carlson 作 の 「This, 
That And The Other」 の た め の 音 楽 で ある 。 電 気 処 理 し た 男女 の 語 
り 、 シン プル な パー カッ ショ ン 、 ほ と ん と 変化 せ ず に 流れ る 弦 の 音 、 
シン セ サ イ ザー で 作り 出し た 効果 斉 、 ク ラ シ カ ル な 雰囲気 の 分 り 易 
い ビ アノ 、 カ ー ヴ ド ・ エ ア 時 代 の ダリ ル ・ ウ ェ イ を 思わ す エ レク ト 
リッ ク ・ ヴ ァ イ オ リン 、 ク リス タル な 印象 の ハー プ と チェ ン バ ロ 、 
タン ジェ リン ・ ド リー ム 調 の シン セ サ イ ザー な ど が 次 々 に 登場 し 、 
フリ ー・ フ ォ ー ム 演奏 、 ク ラ シ カ ル な 演奏 、 ロ ッ ク 的 な 演奏 を 繰り 
広げ る 。 個々 の 演奏 は 悪い 出来 で は な く 、 全 体 の 印象 も 変化 に 富ん 
だ 聴き 易い も の で ある が 、 今 一 つ 焦 点 の 定まら な い 、 拡 散 し た 感じ 
が ある こと も 事実 で ある 。 (賀川 ) 








7 ちら 








Me97 7 が 77777C IOR WAKHEVITCH 
Let's Start 


L P/Pathe Marconi ZCO68 14770 
79 年 





寮 品 の よう な 日 本 語 の 歌 が 早々 に 登場 し 驚か され る ヴァ ケ ヴ ィ ッ チ 
の 6 枚 目 の ア ル バ ム 。 その 後 も 日 本 語 の 掛 声 が 飛び か う 中 、 シ ン セ 
サイ ザー の 連続 音 が 徐々 に 変化 し な が ら 、 波 の よう に 漂う 。 エ ルド 
ン や フリ ッ プ ・ ア ンド ・ イ ー ノ を より ミニ マル ・ ミ ュー ジッ ク 的 に 
し た よう な 雰囲気 が ある 。 次 の 小曲 で は シン セ サ イ ザー が ガラ ス の 
楽器 の よう な 音色 で 、 シ ンプ ル な が ら 、 リ リカ ル で クリ アー な 演奏 
を 聴か せる 。B 面 に は メロ ディ アス な シン セ に よる や や ポッ プ で 曖 
み の あ る 曲 、 光 が 拡散 する よう イメ ー ジ の スペ イシ ー な 曲 、 リ リカ 
ル な ピアノ と シン セ サ イ ザー に よる コン テン ポラ リー・ ミ ュー ジッ 
ク と エレ クト ロニ クス ・ ロ ッ ク の 中 間 に 位 置 す る か の よう な 曲 が 収 
め ら れ て いる 。 彼 の 静 の 部 分 が 強調 され た 作品 で ある 。 (賀川) 


IGOR WAKHEVITCH 

Salvador Dali “On6ra-PoBma, 
Etre ie 

L P/DCD ED 50001 一 3 '89 年 





ダリ の オペ ラ ・ ポ エマ 「Etre Dieu、 を テー マ に し た 組曲 で LP 3 枚 
組 、 CD 2 枚 組 。 ダ リ の 作品 や 手紙 等 を 掲載 し た 二 つ 折 の イン サー ト 
も 付い て いる 。 全 て の 曲 が ダ リ を 含む 4 人 の 共 作 に な っ て いる が 、 
その 中 に ヴァ ケ ビ ッ チ の 名 前 を 見 る こと が 出来 る 。 彼 と ダリ を 除く 
2 人 に つい て は どの よう な 人 物 か 分 か ら な い が 、 作 品 の 内 容 は ヴァ 
ケ ビ ッ チ の 従来 の 作品 に 近い も の と な っ て いる 。 ロ ッ ク ・ バ ンド ( デ 
ィ デ ィ エ ・ パ ター ル 、 フ ラン ソ ワ ・ オ ジェ 、 ミ ッ シ エ ル ・ リ ポー シ 
ュ ら が 参加 ) と オー ケス トラ 、 ヴ ォ イ ス 、 パ ー カ ッ シ ョ ン を 組合 わ 
せる と いう 手法 は 彼 の 得意 と する と ころ で ある 。 曲 は アヴァ ン ギ ャ 
ルド な 展開 を 見 せる が 、 パ ー カ ッ シ ヴ で め り は り が あり 、 無 理 な く 
流れ 聴き 易い 。 了 寧 か つ 分 り 易い 音 作り に 好感 が 持て る 。 (賀川 ) 





ILIT6H 
Periodik Mindtrouhle 
LP/Oxygen OXY 09 78 年 





ティ ー リ イィ イ ・ ミ ュ レ と リュ ッ ト ・ エ リー リ か ら 成 る イリ ッ チ の 初 
作 。 彼 等 の 音楽 は g.key を 多用 し つつ も 様々 な 音響 処理 を 施し 、 ま た 
それ ら を コラ ー ジ ュ す る な ど 二 次 的 な も の と 言え る 。 そし て 時 に 過 
激 で いび ぴ び つ な 響 き は 仏 実験 音楽 と オル タネ イ テ ィ ヴ ・ サ ウン ド を 掛 
け 渡 す も の で も ある 。 本 作 は A 面 の a-g を 折り 混ぜ た g サウ ンド B 面 
の 反復 する org サ ウン ド か ら 成 り 、 そ れ ら は 共に 硬く 冷た い 音 色 の も 
の で ある 。 以後 更に 実験 色 を 加味 し 「10Suicides」(Scopa SC 325、 
'80) テー プ 作 品 「P.T.M Works」( 米 Eurock ED 04、'80) を 発表 す 
る が 、 何 れ も 難 解 で は あっ て も 稚 抽 さ は 感じ られ な い 。 2 nd に 付 さ 
れ た プッ クレ ッ ト 、 そ の フォ ト ・ モ ンタ ー ジ ュ 、 各 作品 の ラベ ル に 
至る まで 、 彼 等 の トー タル ・ ア ー ト の 意志 が よく 伝わっ て いる 。 

(松本 ) 


JA BERROCAL 
Fatal Encounters 


CD/Les Disques Du Soleil Et De 
LAcier CDSA 54026 '93 年 





既 発 (大 部 分 は 入手 困難 ) 十 最近 の 未 発表 ライ ヴ か ら 成 る 編集 盤 。 
と り わ け ?80 年 代 以 前 の 彼 の 野 刻 な まで の 凶暴 さ に 驚か ず に は いら れ 
な い 。 ここ に 収め られ た トラ ッ ク の み を 見 て も 、 彼 は '78 一 79 年 に 録 
音 し た 2 作 目 「 カ タロ グ 」 に お いて 、 イ タリ ア 語 MC 入 の アナ クロ ・ 
ジャ ズ ・ バ ンド を 率い 、 エ レク トリ ッ ク ・ ギ ター の 飽く な き 反 復 と 
エレ クト ロニ クス 変調 に よる 歪ん だ 空間 を 提示 し 、 ミ ュ ジ ー ク ・ コ 
ンク レー ト を 導入 し 、 カ ン に も 似 た 覚醒 し た ビー ト の 上 で 泣き じゃ 
くり 。 トイ 。 層 デア ョ ヨー ディ オシ と の デュ オ を 試み て いる 。 こ 
の ほか 現在 で も 入手 可能 な 作品 と し て は 、 一 聴 、 各 地 の ラ イヴ の 寄 
せ 集 め な が ら 、 聴 き 込む に つれ 迷路 的 世界 が 開け る 「La Nuit Est Au 
Courant」(ADDA/in situ) を お 薦め し た い 。 (福島 ) 








CATALOGUE 
P6netration 
LP/Hat ART 1997/98 '82 年 





LP と 30cmEP が ダン ボー ル の ジャ ケッ ト に 入っ た 、 ハ ッ ト ・ ア ー ト 
の スイ ス ・ メ イド ・ シ リー ズ の 1 枚 と し て 出 た カタ ログ の ファ ー ス 
ト ・ ア ル バ ム 。 グループ 写 真 の 絵 ハ ガキ も 付い て いる 。 メ ン バ ー は 
ジャ ッ ク ・ ベ ロカ ル (cor, fl vo)、 ジ ャ ン ・ フ ラン ソ ワ ・ ポ プロ (g, 
hormonica, p, uo)、 ジ ル ベ ー ル ・ ア ルマン (ds, org, p) の 3 人 。 全 
て の 曲 が 3 人 の 共 作 で ある 。 フ リー・ フ ォ ー ム な サウ ンド で ある が 、 
ヴォ ー カ ル 入 り の 曲 も あり 、 難 解 な 感じ は な く 、 ポ ッ プ な 部 分 も 少 
な く な い 。 べ ベロ カル が リー ダー シッ プ を 取っ て いる と 言え な くも な 
い が 、 ラ ー ド ・ フ リー や アー バン ・ サ ックス 風 の 演奏 も 度々 登場 す 
る 。 フ レン チ ・ フ リー・ ロ ッ ク の ファ ン も 十分 に 楽し め る 内 容 で ある 。 

(賀川 ) 





messssm EATALOGUE 


間 和 RW 


Ins0mnie 
L P/Blue Silver 8247 '87 年 





ベロ ー カ ル 、 ジ ャ ン ニ フラ ン ソ ワ ・ ポ ー ヴ ロ 、 ジ ル ベ ー ル ・ ア ー 
ルマン ( 彼 の み 前 作 か ら 参 加 ) に よる 3 作 目 。 前作 「Penetration」 
の イン テリ ・ パ ンク 的 な 過激 さ は 影 を 潜め 、 代 わっ て 別種 の 野 窒 な 
凶暴 さ (徹底 し て 黒 鈍 な 動物 性 と で も 言う べき か ) が 前 面 に 出 て き 
て いる 。 に も か か わら ず 、 食 植物 に も 似 た 、 あ え か な 手触り と 物 
げ な 香り 、 そ し て 洗練 の 極み で 腐り か け て いる よう な エロ ティ ッ ク 
な 甘み が 、 本 作 に は 浸 み 込ん で いる 。 と は 言え 、 確 信 犯 的 な ふ て ぶ 
て し い 手 つき で イメ ー ジ を 撤 き 散ら し 、 ふ と 行っ た こと も な い 遠 い 
異国 の 思い 出 に 想い 馳せ る よう な 、 あ り 得 な い リ アリ ティ ー を 辺り 
に 充満 させ た か と 思う と 、 そ れ を また サディ ステ ィ ッ ク に 裏切っ て 
いく 暴力 性 は 健在 だ 。 (福島 ) 





7 ぞ ど 








MusSigue Brut 
LP/TIME 3008 "61 年 


町 if 枯 | VEAN DUBUFFET 





ヴァ イオ リン の 軸 み や ピア ノ 弦 の 揺 き 鳴ら し 、 サ ックス の 遠 咲 え 、 
メタ リッ ク な ジャ ンク ・ ノ イズ …… 様々 な 音響 の 切れ 端 が 広々 と し 
た 空間 に 解き 放 た れ 、 水 音 や 虚ろ な つぶ や き と の コラ ー ジ ュ や 、 ミ 
ュ ジ ー ク ・ コ ンク レー ト の 変形 を 施さ れる 。 随 所 に 手遊び 感覚 に 満 
ち た 繰り 返し や 多種 多様 な 速度 の 交錯 、 パ ー カ ッ シ ヴ な 驚き が 溢れ 
て お り 、 あ ら ゆ る アヴァ ン ギ ャ ルド の 原形 質 と 言う べき 音響 は 、 デ 
ュ ユビ ピ ュ ッ フェ の 開か れ た 強 軌 な 「 野 生 の 耳 」 を 感じ させ る 。 彼 の ア 
ン フ ォ ル メル 美術 は 、 実 存 的 な 重 苦 し さ の みな ら ず 、 向 う 側 へ と 突 
き 抜 けた ユー モア を 備え て お り 、 特 に 性 を 巡る 表現 は 、 精 神 分 析 的 な 
シン ボリ ズム を 寄せ 付け な い 輝 か し く も 即 物 的 な 強度 に 満ち あて いる 。 
次 々 に 連結 され る 鮮やか な アン チ ・ オ イデ ィ プ ス 的 達成 。 (福島 ) 














SE JEAN-FRANCOIS JENNY CLARK 
Unisnn 
キ CD/CMP Records CMP CD 32 「'87 年 
ジャ ン ニ フラ ン ソ ワ ・ ジ ェ ニ ー ニ クラ ー ク は フラ ンス を 代表 する 


ジャ ズ ・ ベ ー シ ス ト で あり 、 ま た アン サン ブル ・ ミ ュー ジッ ク ・ ヴ 
ィ ヴ ァ ン の メン バー に も 起用 され る な ど 、 現 代 音 楽 方 面 で も 長らく 
活躍 を 続け て いる ミュ ー ジ シャ ン だ 。 "60 年 に 16 歳 で デビ ュー し た と 
いう か ら そ の 活動 歴 は と っ くに 30 年 を 越し て いる 。 参 加 ア ル バ ム は 
無数 に ある が 、 ソ ロ 名 義 作 は どう や ら 本 作 だ けら し い 。 彼 の 音楽 歴 
を その まま 音 に 凝縮 し た 内 容 で あり 、 J・ キ ュー ン や C・ ラ ウ ア ー を 
迎え て の フリ ー・ ジ ャ ズ も あれ ば 、 ジ ェ ニ ー ニ クラ ー ク の 悲哀 に 満 
ち た アル コ ・ プ レイ も あり 、W・ ク イン トゥ ス の 操作 する 音響 と の 神 
秘 的 な 交感 も 繰り 広げ られ る な ど 、 彼 の 優れ て 鋭敏 な 感性 が 見 事 に 
生か され た 充実 作 と な っ て いる 。 (坂本 ) 





JEAN-FRANDOIS PAUVROS 
Le Grand AmOur 
L P/Nato 





ジャ ン ニ フラ ン ソ ワ ・ ポ ヴ ロ は フラ ンス の アヴァ ン ギ ャ ルド ・ ミ 
ュー ジッ ク ・ シ ー ン で 全く 独自 の 活動 を 行なっ て 来 た ギ タリ スト だ 。 
彼 の 音楽 を 説明 する の は か な り 難 し い 。 単 な る ノイ ズ ・ ギ ター で は 
な い が 、 背 景 に どん な 音楽 が 介在 し て いる の か を 理解 し に くい の だ 
(その 意味 で は ヘン リー・ カ イザ ー に 通じ る 部 分 も ある )。 本 作 で は 
も う ひ と り の 無秩序 ギタ リス ト 、 ア ー ト ・ リ ン ゼ イ を パー トナ ー に 
迎え 、 更 に テッ ド ・ ミ ルト ン (vo, as) と テリ ー・ デ イ (ds, as, pf, vo, 
衝 ) が 参加 。 不 思 議 に R&B し た リラ ックス ・ ム ー ド が 漂う 中 、 ま る 
で ドラ イヴ 感 の な い プ レイ が 人 講 放 に 繰り 広げ られ る 。 シ リア ス さ と 
無線 の アヴァ ン ギ ャ ルド ・ ミ ュー ジッ ク 。 もう少し 自分 に 妨 び を 売 
れ ば デイ ヴィ ッ ド ・ ア レン に な れる か も 知れ な い 。 (坂本 ) 


JEAN-FRANCOIS PAUVROS 
Hamster Attack 
CD/Nato CD 1544 





ポ ヴ ロ の ロッ ク プ ファ ンク 感覚 が 前 面 に 押し 出さ れ た アル バム 。 
割 と や り た い 放題 に や っ て いな が ら 、 曲 と し て 整然 と 纏め られ て い 
る の で 、 ポ ヴ ロ 流 ポ ッ プ ・ ア ル バ ム と し て 聴き 込む こと が で きる 。 
スタ ン ・ サ ルツ マン (sax, f) や エヴァ ン ・ パ ー カ ー(sax) 、 フ ラン ク ・ 
リコ ティ (perc) と いっ た イギリス 勢 ジ ャ ズ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン を フィ ー 
チャ ー し て こう いう 音楽 を や っ て し まう の が 面白 い (これ は Nato レ 
ー ベ ル 自 身 の ス タン ス で も ある )。 無名 な が ら Sabu Bhugobaun(b) 
と Julian Fenton (ds) の リズ ム ・ セ クシ ョ ン が 非常 に エッ ジ の きい た 
プレ イ を 披露 し 、 そ れ が 成功 の 要因 に な っ て いる 。 こ れ な ら ヒ ッ ト ・ 
チャ ー ト を 狙う こと だ っ て 強 ち 無茶 で は な いと 思う の だ が 、 フ ラン 
ス の メジ ャ ー・ シ ー ン は そこ まで 寛容 で は な いか 。 (坂本 ) 








JEAN-FRANCOIS PAUVROS 
MusSiueS Pour Anne Dreyfus 
CD/Spalax Music 14276 93 年 





最新 作 と 思わ れる ポ ヴ ロ の ソロ ・ ア ル バ ム は 、 タ イト ル の 通り 、 
アン ヌ ・ ド レフ ュ ス の 振り 付け に よる 2 つの バレ ー 音 楽 で 構成 され る 。 
バレ ー 音 楽 と いう こと で 音楽 的 な 爽 雑 物 が こそ げ 落 と され 、 非 常に 
シン プル な サウ ンド が 展開 する 。 こ れ は 結果 と し て いい 具合 に 作用 
し 、 ポ ヴ ロ の 音楽 の 美しい 表情 が 新鮮 な 衝撃 と な っ て 聴き 手 に 伝 わ 
っ て 来る 。 曲 に よっ て は ロッ ク ・ サ ウン ド も し っ か り と フィ ー チ ャ 
ー さ れる の だ が 、MALICORNE、B*A*G の ジャ ン ニ ピエ ー ル ・ ア 
ルノー の ドラ ム ス が 繰り 出す 乾い た ビー ト が か つて の ジル ベー ル ・ 
アー トマ ン に も 似 て 、 何 と も 感動 的 だ 。 音 楽 家 、 ポ ヴ ロ の 世界 を 知 
る に は 絶好 の アル バム だ ろう 。 1 曲 だ け だ が 、 ミ ッ シ ェ ル ・ ゴ ダー 
ル (tb) も 参加 し て いる 。 (坂本 ) 





JEAN WIENER 

Loeuvre Pour Pianp 
hyW オ マー ル ・ ヤ グー ビ ) 本 ) 
CD/Le Chant Du Monde LDC 278.867 





3CEHVREE INTEGRNLE COHR PIANO 


サテ ィ の ピア ノ 全 曲 集 の 決定 版 と され る J・ バ ルビ エ の レコ ー デ ィ 
ング で 4 作品 の 相方 を 努め て いた の が 、 こ の ヴィ エネ ル 。 パリ で 初 
め て 黒人 音楽 で ある Jazz を 取り 入れ て J・ ド ゥ セ と ピア ノ ・ デ ュ オ を 
組ん で 成功 し た の が 、 こ の ヴィ エネ ル 。 映 画 現金 に 手 を 出す な ? 
の 音楽 を 担当 、 同 名 の 曲 を 作曲 し た の が この ヴィ エネ ル で ある 。 コ 
クト ー た ちの 根城 で あっ た 文学 キャ バレ ー「 屋 根 の 上 の 牡 生 」 の ピ 
アニ スト で も あっ た 。 この アル バム は 、 1920 年 代 作品 2 曲 か ら 晩年 の 
1981 年 の 作品 まで さら に 、「 現 金 …… 」 ま で を 収録 。 難 解 さ と 平 明 さ 
を 併せ 持つ ヴィ エネ ル の 世界 が ここ に ある 。 他 に オー ケス トラ 品 や 、 
デュ セ と の ピア ノ ・ デ ュ オ に よる アル バム も 出 て いる 。 ポ スト ・ サ 
ティ を 探す な ら こ の 人 し か いな い 筐 な の に …。 (五十嵐 ) 





7 ジア 








JOELLE JOELLE LEANDRE 
品 mm | DOntrehaSse Et Voix 
CD/ADDA 581043 '88 年 


CAG8AXCH9EANOEAANACHUOMS 
BUSOTW8AUONANN 








トー タル な 音楽 表現 の 探求 に お いて 、 バ ー ル ・ フ ィ リ ッ プ ス 、 斎 
藤 徹 と 並ん で 、 現 在 最も 重要 な ベー ス 奏 者 。 本 作 は ジョ ン ・ ケ ー ジ 、 
ジャ チン ト ・ シ ェ ル シ ら の 作品 集 (彼女 は パリ 国立 音楽 院 の 出身 で 
あり 、 現 代 音 楽 専門 の 演奏 集団 アン サン プル ・ ア ンタ ルコ ン テ ン ポ 
ラン や 2 E 2 M に 在籍 し た こと も ある )。 タ イト ル 通 り に 、 深 々 と 流 
麗 な アル コ と さわ り を 含ん で 硬く 輪郭 を 際立た せ た ピ チカ ー ト 、 間 
の 中 か ら 浮か び 上 が る 荘重 な 聖歌 、 何 物 を も 射 通 す オオ ペラ ティ ッ ク 
な ヴォ イス 、 凶 々 し い 力 を 秘め た 異 言 は 、 す べ て 比類 な き 強 度 に 浴 
れ て いる 。 な お 、 彼 女 と 一 音 の 内 部 に 折り 畳 ま れ た 璧 の 深奥 を 凝視 
し 続け た シェ ル シ と の 親交 は 厚く 、 献 呈 を 受け た 作品 も ある 。 シ ェ 
ル シ 作 品 集 「0kanagon」(hatART) を 参照 の こと 。 (福島 ) 





|[ JOELLE LEANDRE 
』 Urhan Bass 
CD/ADDA 581254 "91 年 


1 
れい 中 1 を 


と ia 


コン ポー ザー・ パ フォ ー マ ー た る 彼女 の 多重 録音 を 駆使 し た 自作 
自演 集 。 次 第 に 高まっ て いく アル コ ・ ベ ー ス の 牧歌 的 な 交錯 が 緩 や 
か に 始ま り を 告げ る と 、 バ パン シー の よう に 荒れ 野 を 渡る 声 が 遠く 呼 
び 交 わし 、 タ クシ ー を 呼び 止め る 声 が 交通 混 林 の 騒音 に 揺 き 消 され 
る 。 ベ ー ス を 背景 に 続け られ る 独白 、 古 典 有 名 曲 の 引用 、 し た た か 
に 打ち 鳴ら され る 弦 、 ズ タ ズ タ に 寸断 され た パッ セー ジ ……。 全体 
は 一 編 の ドキ ュ メ ンタ リー ある い は 日 記 映画 の よう だ 。 こ こ に は 媒 
介 者 た る 彼女 の すべ て の 側面 が 集め られ て いる 。 日 記 、 予 定 表 、 ポ 
ー ト レイ ト 、 思 いつ き を 書き 留め た ノー ト …… 。 彼 女 の 姿 も 、 彼 女 
の 眼差し が と ら え た 世界 も 、 同 じ 日 常 の ひと コマ と し て 同等 に 映し 
出さ れ 、 生 活 と 作品 は 分 か ち 難 く ひ と つと な っ て いる 。 (福島 ) 





JOELLE LEANDRE'S CANVAS 
TRIO 

LHistoire De MMme.Tasco 
CD/Hat Hut hatART CD 6122 "93 年 





た だ な ら ぬ 親密 さ に 浸 さ れ た ジン ガロ と の デュ オ (別項 参照 ) に 、 
シュ ヴァ イツ ァ ー の 共同 作業 者 を 務め た ルディ ガー・ カ ー ル (acc, cl) 
が 加わ り 、 エ ロティ ッ ク に 溶け 合う 弦 の 音色 や 、 オ ペラ ティ ッ ク に 
引き つっ た ヴォ イス 、 そ し て 何より も むせ か える よう な 世 紀 末 の 香 
り を 増殖 させ る 鏡 と な る 。 女 主人 と 年 老い た 二 人 の 執事 が 繰り 広げ 
る (ダニ エル ・ シ ュ ミ ッ ト の 今 家 限 り は …” を 思わ せる ) 一 夜 の 
秘め や か な 倒錯 的 儀式 。 とりわけ 終曲 (カー ル 作 曲 ) に お いて 、 仲 
睦 ま ほじ くも つれ あう よう に 飛ぶ 二 羽 の 海 島 を よそ に 、 ア コー ディ オ 
ン が 紡ぎ 出す 、 カ ル ロ ス ・ ダ レッ シオ ( い イ ン デ ィ ア ン ・ ソ ング ” は 
じ め マ ル グ リ ッ ト ・ デ ィ ラ ス 御 用 達 作曲 家 。 ア ル ゼ ンチ ン 出 身 ) が 
うつ むい た よう な 旋律 の 美 し さ は 狂おしい 程 に 胸 に 迫る 。 (福島 ) 


JOELLE LEANDRE & IRENE 
SCHWEIZER 

pordial atin 

LP/FMP FMP 1160 87 年 





パー カッ シ ヴ な 奏法 に よる 簡素 で 印象 的 な 音 型 を 巧み に 用 い 、 間 
髪 入れ ず 素 早い 合い の 手 を 放り 込み 、 ま た 組み 合わ せ 増 殖 さ せ て 構 
成 的 な ソロ を 取る シュ ヴァ イツ ァ ー(p) と 、 緊 密 な 応答 回 路 を 張り 巡 
らし な が ら 、 弦 の 恩 み や オペ ラテ ィ ッ ク な ヴォ イス の 粒 だ ち に よっ 
て 、 そ こ か ら 踏 み 出 そう と する レア ンド ッ ゥ ル 。 二 人 の 共演 は 、 か つ 
て IS が 結成 し た 伝説 的 な フェ ミニ ス ツ ・ イ ンプ ロ ヴ ァ イ ジ ング ・ グ ル 
ー プ の 流れ を 波 む も の で 、 レ アン ドゥ ル は この 人 脈 に お いて 、 や は 
の SPP 


リン ジー・ ク ー パ ー 及 び マ ギー・ ニ コル ス (vo) と の 「 ラ イヴ ・ 
ト ・ バ ステ ィ ー ユ 」、IS、 ニ コル ス と の 「 レ ・ デ ィ プ ブフ カー の 
豊か な 成果 を 残し て いる 。 (福島 ) 








JOELLE LEANDRE & JON ROSE 
Les Domestiques 
LP/Konnex ST 5019 '88 年 





電話 の ベル 、 バ スタ プ の 水 音 、 ガ ラス の 破砕 音 、 走 り 回 る 靴 音 、 
犬 の うな り 声 …… タイ トル 通り に 混入 され る 様々 な 生活 環境 ノイ ズ 
( 二 人 に よっ て 「 演 奏 」 さ れ て いる )。 背景 を な す 環 境 音 ご と 即興 演 
奏 を 収録 する 試み は 以前 か ら あ っ た 。 ロ ケー ショ ン を 含め た 演奏 の 
全体 性 の 再現 。 し か し 、 こ こ で それ ら は 背後 へ と 退 か ず 、 テ ー プ 上 
ヘー 回 定着 され た こと に よっ て 獲得 し た 強固 な 物質 性 を 剣 き 出 し に 
て 、 演 奏 の 現場 へ と 踊り 込み 、 交 通 事故 だ ら け の 一 種 の 戦争 状態 
を も た ら す 。 変形 楽器 の 過剰 さ に 棲み つく あま り 、 モ ノロ ー ク グ 的 な 
演奏 に 陥り 易い ロー ズ (ここ で も 19 弦 チェ ロ ほ か を 弾い て いる ) に 、 
それ を 許さ な い の は 、 こ の 決し て 内 部 化し 得 な い 物質 性 で ある 。 と 
すれ ば 、 タ イト ル は 一 種 反語 的 に 響く こと と な ろう 。 (福島 ) 





JOELLE LEANDRE&CARLOS 
ZINGARD 

Ecritures 

CD/ADDA 590038 90 年 


ーー 邊 


hs 


ャ 4 トー 





し か し この 艶 や か に 親密 で し な や か に 自在 な 空間 は いっ た い 何 か 。 
連ね られ た 15 の 小曲 は 、 全 て 漏れ きた る 僅か な 明か り の も と で 繰り 
広げ られ る 黙 劇 を 思わ せる (抑制 され た 動作 の 反復 と 引き 伸ばさ れ 
た 平 担 な 持続 が 、 信じ 難い 劇 的 強度 を 呼び 込む )。 あ るい は 陽 の 灯 
に 浮か び 上 が る ジョ ル ジ ュ ・ ド ・ ラ トゥ ー ル を 。 ピ 明かり を 巡ら す に 
つれ 、 秋 の 揺 ら め き と と も に 次 々 と 照ら し 出さ れる 各部 は 、 最 初 か 
ら 絵 画 の 一 部 と し て そこ に あり な が ら 、 ま る で 光 の 黙 劇 の 一 場面 の 
よう に 現れ る 。 聴き 進む うち 、 い つ し か この 濃密 に し て 甘 や か な 深 
み へ と 緩やか に 沈ん で いき 、 寂 し さゆ え ひ と り 語 る 声 に 遠く 応え る 
石壁 の 反響 の よう に 、 呼 び 交 わし 寄り 添っ て つい に 重なり 合う 弦 の 
揺 ら め き を 、 ぼ うっ と 見 上 げ て いる 自分 に 気づく 。 (福島 ) 
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JOELLE LEANDRE & ERIE 
WATSON 

Palimpseste 

CD/Hat Hut hatARTCD 6103 92 年 








弦 を し た た か に 打ち 鳴ら し 、 弓 を 激しく 震わせ て 楽器 を 責め さい 
な ん で は 、 苦 し げに 貴 き 異 言 を 唱え て 、 暗 く 奥 深い エナ ジー を 解き 
放 と うと する レア ンド ゥ ル と 、 輝 か し くも 強 哉 な 理性 と 透 徹 し た 音 
に よっ て 、 そ うし た 凶 々 し い 力 を 封じ 込め よう と する ワトソン (p)。 
ここ に は 、 か つて レア ンド ゥ ル が デュ オ の 中 で 切り 開い た 回 路 、 す 
な わ ち シュ ヴァ イツ ァ ー と の 間 に 張 られ た 緊密 な 回 路 も 、 ロ ー ズ と 
彼女 を も ろ と も に 巻き 込ん だ 環境 音 の 唐突 な 噴出 も 、 ジ ン ガ ロ と 寄 
り 添 い 合っ た 滑ら か で 親密 な 広がり も な い 。 二 人 が 全く 距離 を 介さ 
ず に 対 財 す る な か 、 音 は 生ま れる そば か ら 激 し く 衝 突 し 合い 、 ふ た 
つの 層 は 互い を 侵食 し な が ら ひ と つ に 重なり 合う 。 魔女 と 悪魔 不 い 
師 の よう に 。 あ る い は ピア ニス ト の 左手 と 右手 の よう に 。 (福島 ) 


加古 隆 
Night Musi 
LP/Sun SR 109 77 年 





東京 芸大 大 学院 修了 後 、 パ リ ・ コ ン セ ル ヴ ァ ト ワー ル 作 曲 科 で 学 
びな が ら (メシ アン に 師事 )、 豊 住 芳 三郎 (ds) や ノア ・ ハ ワー ド (as) 
と の 共同 作業 等 を 経て 、 全編 ソロ ・ ピ アノ に よる 本 作 を 774 年 に 録音 。 
ソロ 名 義 の 処女 録音 と な る 。 ハ ワー ド 作 品 2 曲 と 自作 曲 6 曲 に より 
構成 され て お り 、 最 近 人 気 を 博 し た 「 グ リー ンス リー ヴ ス 」 等 と は 
一 線 を 画 し た 、 崇 高 さ を 希求 する 切り 詰め られ 透 徹 し た 響き と ほ の 
暗い ロマ ン テ ィ シ ズム を 秘め た エナ ジー、 垂 直 に 切り 立っ た 危機 的 
な リリ シズ ム が みな ぎる 鮮やか な 達成 示し て いる 。 本 作 の 張り 詰 
め た 流れ を 聴い て 、 最 初 に 思い 浮か ぶ あ る べき 共演 者 は 富 極 雅彦 だ 
ろう 。 実 際 、 コン セル ヴァ トワ ー ル を 最 優 等 で 卒業 後 の 帰国 コン サ 
ー ト (77 年 ) は 彼 の グル ー プ を 招い て の も の だ っ た 。 (福島 ) 





加古 隆 
Micro World 


LP/ ト リオ PA-7175 76 年 
CD/ ク ラウ ン BRJ 4034 


IMicro Worlds 頂 kashi Kako 








フラ ンス の 音楽 シー ン と 直接 関わ っ た 日 本 人 が 何人 か いる 。 ジ ャ 
ズ ・ フ ァ ン に は 特に アヴァ ン ギ ャ ルド ・ シ ー ン と の 関わ り で 加古 隆 、 
沖 至 の 名 が た ち ど こ ろ に 上 が る だ ろう 。 加 古 隆 は 東京 芸術 大 卒業 後 、 
フラ ンス に 留学 し 、 パ リ 国 立 音楽 院 で メシ アン に 師事 。 現 代 音 楽 の 
作曲 家 と し て 出発 し な が ら 、 ピ アニ スト と し て も 活動 を 開始 し 、 在 
学 中 より フラ ンス の ミュ ー ジ シャ ン 達 と 共演 。 一 時 帰国 直前 に ケン 
ト ・ カ ー タ ー(cb, vc)、 オ リヴ ァ ー・ ジ ョ ン ソ ン (d) 、 イ レー ヌ ・ ア 
イー ビ (vIn, vo) を 迎え て 制作 し た 4 th アル バム で ある 本 作 に は 、 そ 
うし た 彼 の 音楽 の 硬質 の 糧 め き が 美しく 結晶 し て いる 。 これ が 後 の 
TOK 結 成 の 布石 と な っ た 。 現 在 は 日 本 で 活躍 し 、 ソ ロ ・ ピ アニ スト 
で ポ ピ ュ ラ リ ティ ー を 獲得 し て いる 。 (坂本 ) 


KLIMPEREI 

Tout Seul Sur La Plage En 
Hiver 

L P/AYAA cdtO590 '90 年 


KZIM 形 REI 





クリ ン ペ ライ は 、 ピ アノ や ギタ ー な ど ア コー ステ ィ ッ ク な か な 楽器 を 
用 いて 、 キ ュー ト で キッ チュ で ポッ プ な お も ちゃ 箱 サ ウン ド を 奏で 
る 2 人組 の ユニ ッ ト 。 ラ イヴ 演奏 は 一 切 行わ ず 、 "86 年 の 結成 以来 、 
密室 的 な 自主 制作 カセ ッ ト を リリ ー ス し 続け て いる 。 過 去 の カセ ッ 
ト か ら の 抜粋 を 含ん で いる が 、 こ の アル バム が 彼ら の 初め て の CD 
で ある 。 セ ンチ メン タル か つ ノ スタ ル ジ ッ ク な サウ ンド は 、 し ば し 
ば パス カル ・ コ ムラ ー ド と の 類似 性 を 指摘 され る が 、 彼 ら の 音楽 は 
より ナイ ー ヴ て で 無垢 で 内 向 的 、 作 意 も な く 、 コ ムラ ー ド が と き お り 
見 せる ラテ ン 的 パッ ショ ン に も 欠け て いる 。 タ イト ル 通 り ま さ に 「 冬 
の 海辺 で た だ 独り 」 の 趣き 。 (渡邊 ) 








み 」 LARSEN RUPIN 


の A Bam 





CD/AYAA CDT 0292 '92 年 


同じ く AYAA の L'ENSEMBLE RAYE と 絡む と 聞い て 、 酒 落 た 、 軽 
妙 な タイ プ か と 思わ れる 方 も あろ う が 、 大 は ずれ 、 ぶ っ 早い テン ポ 
で せわ し な く 曲 調 の 変わ り ま くる 、 変 拍子 押し まく り バ ンド で ある 。 
その 勢い の 良さ は X-LEGGED SALLY や CHAINSAW JAZZ な ど を 思 
わせ た りす る 。 も っ と も 編成 が ドラ ム ス 、 サ ックス 兼 ヴ ォ ー カ ル 、 
ベー ス の 三 人 の みな の で エト ロン ・ フ ー の よう に 各 楽 器 の 隙間 を 意 
図 的 に 利用 し た タイ プ で も ある 。 ク リア ー な 録音 も 手伝っ て 一 人 一 
人 の 存在 感 が 強い の も 曲 自体 の メリ ハリ を 付け る の に 役立っ て お り 、 
疾走 型 バ ンド に えて し て 見 られ る 単調 さ は な い 。 レコメン 系 新 世 代 
グル ー プ の 中 で も イン パク ト の 強 さ で は 上 位 を 争う 出来 。 も っ と 聴 
か れる べき 一 枚 。 (中 西 ) 








LK LOOK DE BOUK 
リズ Lacrimae Rerum 
LP/AYAA dtO885 85 年 
叶 を 
(ie 
NO | 








ルク ・ ド ・ プ ク は 奇 す エティエンヌ ・ イ マラ ヤ 率 いる 異色 の バン 
ド 。 べ ら べ ら の シン セ サ イ ザー、 色 々 な お も ちゃ や ガラ クタ に 電気 
ギタ ー。 キッチ ュ で 可愛 い 機 械 仕掛 け の アン サン ブル 。 で も 全体 を 
覆っ て いる の は 、 お も ちゃ 箱 を ひっ くり 返し た よう な 楽し さ で は な 
く 、 一 抹 の 哀 基 、 ど こ か 人 を 寄せ つけ な い 神 経 質 さ で ある 。ZNR の 
「Barricade3」、 カ トラ ・ ト ゥ ラー ナ の 1 st に 共通 する 密室 的 な セン ス 
だ 。 ゲ スト に は 元 デ ビル ・ メ ント ー ル の ジャ ン ニ モー リス ・ ロ ッ セ 
ル と セドリック < っ ヴ ュ ョ イコ ダニ エル ミコ ヨ ス コウ ヴィ キッ ツ (ツウ サン ・ 
テ タ ー ジ ュ ) ら の 他 、 マ ル シ ャ ル ・ カ ント レル な る 人 物 が 参加 。 ア 
レン ジ を 変え て 3 回 演奏 され る 曲 は ^『 フ エル ディ ナン ・ シ ュ ヴ ァ ル ?。 
ここ に も また 独身 者 の 機械 三 音 楽 が 。 (渡邊 ) 





7 ジラ 








抽 還 二 半 章 iLDOK DE BOUK 
HH BecEt Ongles 
CD/AYAA T.1.C.0890 92 年 





ギタ リス ト が 抜け 、 男 2 人 、 女 1 人 の 3 人 組 と な っ た 2 作 目 「 叶 
と 爪 」、 イ ンス トゥ ル メ ンタ ル か ら ヴ ォ ー カ ル 中 心 へ と スタ イル を 変 
え 、 前 作 に も 関わ っ て いた ジャ ン ニ モー リス ・ ロ ッ セ ル の プロ デュ 
ー ス に より 、 ポ ッ プ で 楽し い お も ちゃ 箱 サ ウン ド に な っ て いる 。 カ 
ズー や 笛 、 お も ちゃ の 楽器 、 ガ ラク タ な どの 音 に チー プ な シン セ を 
か ぶせ た キッ チュ か な 演奏 と 、 音 程 の 定まら な い 童 謡 の よう な ヴォ ー 
カル 。 何 と も いえ な い 摩 可 不思議 な 雰囲気 に 満ち た 、 へ た うま 脱力 
ポッ プ 。 ロ ウ ・ フ ァ イ で は ある が 、 ア ヴァ ン ギ ャ ルド と 言う に は あ 
まり に 可愛 い 。 ラ ッシュ ・ ホ ル メ ル ( 元 サム ラ ・ マ マス ・ マ ン ナ ) の 
曲 の カヴァ ー も 秀逸 。 カ モ ( ? ) が 緑色 の スー ツ を 着 た ヘン な ジャ ケ 
ッ ト も 最高 。 (渡邊 ) 


LOUIS SCLAVIS 
Ad Augsta Per Angustia 


LP/Nato Nato 14 "81 年 
CD/Nato 600340 








を 2 


先立つ ワー クシ ョ ッ プ ・ ド ・ リ ョ ヨン (この 仏 の AEC と も 言う べき 
重要 グル ー プ に つい て は 『 ジ ャ ズ 批 評 』81 号 の 大 里 俊 晴氏 に よる 紹 
介 を 参照 ) の 一 員 と し て の 録音 に 続く ソロ 第 一 作 は 、 オ リー ヴ 油 と 
ニン ニク の 香り に 満ち て いる 。 お そら く は 演奏 に 伴う コミ カル な 仕 
草 に 誘わ れ て 、 聴 衆 が こら えき れず に 爆発 させ る 笑い 声 と 共に 始ま 
り 、 音 色 の 、 フ レー ズ の 、 テ ン ポ の 鮮やか な 対比 は 、 ほ と ん ど 「 サ 
ウン ド の 劇場 」 と 言っ て よい 程 で 、 曲 が りく ね っ た 回 廊 を 鮮やか に 
駆け 抜け る 、 異 国 の 舞姫 を 思わ せる 優雅 な 身 の こ な し を 聴く こと が 
で きる 。 こ こ で 音楽 は 交通 の 網 の 目 た る 地中海 の 豊 鐘 さ と 台所 の 狼 
雑 な エナ ジー を 帆 い っ ぱい に は らん で お り 、 こ うし た 要素 は 最近 の 
ECM に お ける 諸 作 で は 聴き 取り に くく な っ て いる 。 (福島 ) 








LOUIS SCLAVIS 
Glarinettes 
CD/IDA Records IDA 004CD '8S5 年 





思い が けず 来 日 を 果たし て し まっ た ルイ ・ ス クラ ヴィ ス の 重要 性 
は いく ら で も 強調 すべ きだ ろう 。 ジ ャ ズン ノ 現 代 音 楽 民 族 音楽 を 同 
時 に 極め 、 ス クラ ヴィ ス は 現在 、 世 界 の 音楽 シー ン で も 突出 し た ミ 
ュー ジ シ ャ ン の 一 人 と な っ て いる 。 本 作 は タイ トル で も 判る よう に 
彼 の クラ リネ ッ ト 多 重奏 に 焦点 を 当て た アル バム で 、 2 曲 ほ ど パ ー 
カッ ショ ニス ト の 参加 し た 演奏 も 含ま れ て いる が 、 後 は すべ て スク 
ラヴ ィ ス が 一 人 で 演奏 し て いる 。 読 者 に は Y・ セ ファ ー の 「Adama」 
を 連想 し て で もらっ て も いい だ ろう (まさ し く ピ ッ タ リ の 連想 だ )。 ク 
ラリ ネッ ト の 多重 奏 が 果たし て 面白 い だ ろ うか と 思う リス ナー も い 
る だ ろう が 、 こ れ が 申し 分 な く 面 白い の は 、 ス クラ ヴィ ス が 民族 音 
楽 を 研究 し て 来 た た め に ほか な ら な い 。 (坂本 ) 


LOUIS SCLAVIS 
bhine 
CD/IDA Records IDA 012 CD 87 年 





この 9 月 ("94 年 ) に 来 日 し 、 個 性 と 調和 が ギリ ギリ の 所 で 括 抗 し 
た と て つも 無い 演奏 を 見 せ た ス クラ ヴィ ス の カル テッ ト 。 現在 ヨー 
ロッ パ で トッ プ に 位置 する アン サン ブル で ある 。 87 年 の 本 作 は ソロ 
名 儀 で は ある が ピ フ ァ レ リ 、 シ ェ ヴ ロン と 言っ た 主要 メン バー が 既 
に 加わ っ て お り 、 実 質 的 に は グル ー プ 作 と 言え よう 。 (自国 以外 の 物 
も 含め た ) トラ ッ ド や 近代 クラ シッ ク と 言っ た 様々 な ヨー ロッ パ 音 
楽 と ペース に し た シリ アス な が ら も 有 瞬発 力 の ある 音 は ヨン コ ・ セ フ 
ァ ー の それ に 匹敵 する 程 の 強度 を 持つ 。 殊 に 本 作 で は 、 ド ラム ス 、 
キー ボー ド 類 を 配 し 、 前 期 諸 要素 を 絡め た 楽曲 に ジャ ズ ・ ロ ッ ク 的 
な 走り も ある の て で 入り 易い と 思う 。 繰 り 返 す が 、 現 在 の ヨー ロッ パ 
の トッ プ ・ ア ン サ ンプ ブル 。 傑作 。 (中 西 ) 








LOUIS SELAVIS SEPTET 
Chamher Music 
CD/IDA Records IDA 022CD '89 年 














個 定 し た メン バー で 続け て 行く 事 に より 、 ア ン サ ンプ ブル 総体 と し 
て の 熱 成 を は か る スク ラヴ ィ ス と し て は 、 異 色 作 に な る の だ ろう 、 
レギ ュ ラ ー・ ド ラマ ー を 外し て 、Y・ ロ ベー ル (トロ ン ボ ー ン ) 、M・ 
ゴダール (チュ ー バ ) 、P・ ド ゥ シュ ペ (ギタ ー) を 迎え て いる 。 タ 
イト ル に ある よう に 、 チ ェ ン バー、 ミ ュー ジッ ク (室内 楽 ) を 目指 
し た と 言う 事 か 。 チ ェ ン バー・ ロ ッ ク で は 無い の で 注意 。 で も 、 こ 
の 際 、 間 違え て し まっ て も か まわ な い だ ろ う 。 打 楽器 を 外す 事 に よ 
り 、 弓 弾き パー ト と 呼応 する ピチ カー ト の 激 し さ が 強調 され て いる 。 
これ の 奇数 拍子 の た た み 掛け と 不安 定 な が ら も 鋭い ヴァ イオ リン や 
リー ド 、 更 に は 時 に ソロ を 交え た 低音 管楽器 か ら な る アン サン プル 
は ゼロ や セ フ ァ ー に 通じ る イン パク ト が ある 。 (中 西 ) 





LOUIS SCLAVIS OUINTET 
R0uge 


L P/(Ger.)ECM 1458 511029-1 "92 年 
CD/(Ger.)ECM 1458 511029-2 








ECM 移 籍 第 一 弾 。 メ ン バ ー に 変動 は 無く 、 近代 クラ シッ ク や 各地 
の トラ ッ ド な ど を 取り 込ん だ 音楽 性 に も 変化 は 無い が 、 彼 等 の ディ 
スコ グラ フィ の 中 で は 比較 的 、 地 味 な 印象 を 与え る 。 独奏 パー ト や 
小 編成 に よる 宴 吐 な イン ター・ プ レイ が 多い せい も あろ う が 、 全 体 
に 多少 、 振 幅 が 弱く な り 、 静 の パー ト が 増え て いる 事 は 確か だ 。 勿 
論 、 当 代 一 の アン サン ブル だ け に 、 良 く 聴 け ば 各 パ ー ト の テン ショ 
ン の 高 さ は 相 変 ら ず 凄 い 物 な の だ が 、 通 し て の メリ ハリ が 若干 、 層 
いか 。 こ れ が レー ベル 移籍 と 関係 が ある の か どう か は 良く 判ら な い 
が 、 次 作 で は (基本 メン バー は その まま に ) 編成 を ある 程度 変え る 
事 か ら バ ンド と し て の 過渡 期 だ っ た と も 考え られ る が 、 ど うか 。 

(中 西 ) 
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SCLAUIS/PIFARELY/DUCRET/ 
CHEVILLON 

Acoustic Ouartet 

CD/ECM Records ECM 1526 '94 年 





「Rouge」 に 続く スク ラヴ ィ ス の ECM 第 2 弾 。 前 作 の クイ ン テ ッ ト 
か ら キ ー ボ ー ド と ドラ ム ス が 抜け 、 代 わり に ギタ リス ト の マル ク ・ 
デュ クレ が 参加 し て いる 。 い よい よ 周 辺 の 重要 ミュ ー ジ シャ ン 達 が 
ぞ っ で ECM の ター ゲッ ト に 含ま れる ミ と に な り そ う だ 。 デクレ 
の 参加 は ドラ ム ス の 不在 を 補っ て 余り ある も の に な っ た 。 ア コー ス 
ティ ッ ク で ドラ ムレ ス と いう と 、 退 屈 な 音楽 を 想像 する 読者 も いる 
だ ろう が 、 メ ン バ ー 各 人 が 奏で る 力強い 旋律 が 強度 の 高い アン サン 
ブル を 形成 し 、 微 塵 も 揺るが ぬ 舟 密 な 構造 性 を か ちえ て いる 。 あ る 
局面 で は クラ シッ ク の 室内 楽に も 匹敵 する 高潔 さ に 達し 、 そ れ で い 
て 決し て 近寄り 難く な い の は 、 や は り ス クラ ヴィ ス の 背景 に ある ト 
ラッ ド ・ フ ォ ー ク の 素地 が 作用 し て いる 所 為 だ ろう 。 (坂本 ) 


OUINTET CLARINETTES 
Musimue Tetue 
CD/Silex Y225001 90 年 


.t0 bettee 。。 





2 スク 衣 カ タ 』 日 2 ラク シタ ジス 2 が / ル 2 デ 0 三 アカ レク ーー ニコ 
ジプシー、 地 中 海 ./…… 言 わ ば 地理 的 (国境 線 を 越え て ) プ ジャ ン ル 
横断 的 (先鋭 的 な ジャ ズ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン の 起用 に よる 洗練 され た 
モダ ニズム の 導入 ) に 拡張 され た 「 フ ラン ス 民 族 音楽 」 の 探求 を 続 
ける 、 現 在 フ ラン ス 最 注目 レー ベル Silex の 第 一 作 は 、 南 仏 リ ヨン 出 
身 の ス クラ ヴィ ス と 北 仏 プ ブル ター ニュ 出身 の クラ リネ ッ ト の みか ら 
成る クイ ン テ ッ ト の 共演 。 後 に 述べ る トリ オ ・ ド ・ ク ラリ ネッ ツ の 
パフ ォ ー マ ティ ヴ な 自由 度 の 高 さ に 対し 、 こ ちら は アレ ンジ と アン 
サン プ ブル の 可能 性 探求 に 比重 が 置か れ て お り 、 ト ラッ ド の 衝 郁 た る 
香り を 豊か に た た えた メロ ディ が 、 た お や か な 速度 と 典雅 な 音色 に 
より 、 淀 みな く 滑 ら か に 繰り 広げ られ て いる 。 (福島 ) 





TRIO DE CLARINETTES 
Live 
CD/FMP CD 39 91 年 





鮮やか な 超絶 技 巧 と 卓 抜 な ユー モア 、 思 い が け な いひ ら め き に 滋 
れ た 彼ら の 演奏 は 、 楽 器 の 同質 性 を 基盤 と し な が ら も 、 む し ろ そ れ 
ゆえ に 、 僅 か な 抑揚 の 差異 や 声音 の 違い 、 息 の か すれ に じみ が 、 
各 人 の 「 声 」 を 交換 不可 能 な も の と し て し まう よう な 地平 を 前 提 と 
し て いる 。 この 身体 性 を 刻印 され た 語り の 卓越 こそ が 、② で 聴か れ 
る ヴォ イス の 応酬 や 他 の 二 人 の 寝息 (/) の 上 で か 細く 紡が れる オー 
ヴァ ー ト ー ン と いっ た パフ ォ ー マ ティ ヴ な 演奏 を 支え て いる 。 ス ク 
ラヴ ィ ス (cl, bcl) 、 ジ ャ ッ ク ・ デ ィ ・ ド ナー ト (cl, bcl) 、 ア ルマン ・ 
アシ ステ (el bel、eontra-bel) の うち 。 デ ィ ・ ド ナー ト は か つて ミュ 
ジー ク ・ ヴ ィ ヴ ァ ン の 一 員 で あり 、 こ こ で も アン ステ と の デュ オ で 
ピエ ー ル ・ プ ブー レー ズ の ドメーヌ / を 採り 挙げ て いる 。 (福島) 


LUC FERRAHI 
Brise- 曲 ace 
CD/ADDA 581089 


BRISE-GLACE 





1929 年 生ま れ の フェ ラリ は 、 器 楽 作品 と 電子 音楽 と を 真 に 等 価 に 
使い こなせ る 数 少な い 作曲 家 の 一 人 で ある 。 メ シア ン に 師事 し た が 、 
決定 的 な 影響 を 与え た の は 、 ヴ ァ レ ー ズ と の 出会い で あっ た 。 初 期 
の 彼 の 作品 の 楽 議 に は 、 ヴ ァ レ ー ズ に よる 鉛筆 の 直し が 入っ て いる 
と いう 。 フ ェ ラ リ は シェ フー ル の 率い る 音楽 研究 グル ー プ (GRM) 
に 参加 し て いた が 、'63 年 GRM を 去っ て か ら 、 電 子音 楽 と 器楽 の 両方 
を 総合 する よう な 作風 に 変化 し て いる 。<〈 独 房 75) (1975) で は 、 ノ 
イズ ・ ロ ッ ク に も 通じ る 響き に 至っ て いた 。 この 《 氷 砕 船 ) は 、 フ 
ェ ラ リ の < 人 逸話 的 音楽 > の 流れ に 属す る も の で 、 オ ー ケ スト ラ と 電 
子音 を も と に し て 編 ま れ た 音響 ドラ マ で 、 初 期 か ら の 彼 の 音楽 の 特 
徴 で も る テー プ に よる 反復 が 効果 的 に 用 いら れ て いる 。 (五十嵐 ) 








LUC FERRAHI 
Cellule 75-Collection 85 
LP/ADDA 581010 '8G 年 








ソニ ッ ク ・ ド ラマ 的 コン クレ ー ト 作品 の 多い フェ ラー リ の 異色 作 
2 曲 。^Cellule 75" は オリ エン タル な ピア ノ と パー カッ ショ ン 、 テ 
ー プ が 織り な す 催 眠 的 / 覚 醒 的 ミニ マル ・ ミ ュー ジッ ク 。^Collection 
857 は 、ZNR の 「Barricade 3」 や アク サク ・ マ ブー ル の 「Onze danse.…」 
を 想起 させ る エキ セン トリ ッ ク な 小品 集 。 ピ アノ に シン セ サ イ ザー 
と テー プ ・ コ ラー ジュ を か ぶせ 、 庄 計 と 機知 に 富ん だ 23 の オプ ジェ 
を 陳列 する 。 ワ ー グ ナー や シュ ー マ ン 、 リ スト や プラ ー ム ス か ら の 
引用 や パロ ディ が 現れ る か と 思え ば 、^A 嬢 の 物語 ” で は 電子 斉 に ム 
チ 打 た れ た 女性 が あえ ぎ 声 を も ら す 。 い まだ 先鋭 的 な 過激 さ を 和 失わ 
な い 電 子音 楽 界 の 巨匠 フェ ラー リ の 、 ア ヴァ ン ギ ャ ルド ・ ロ ッ ク に 
通じ る 一 面 を 器 わ せる 傑作 。 (渡邊 ) 





LUC FERRAHI 
Matin Et Soir 
CD/ADDA 581156 89 年 





リュ ッ ク ・ フ ェ ラ ー リ は 普通 の 音楽 ファ ン が イメ ー ジ する 現代 音 
楽 の 作曲 家 か ら は 大 きく 逸脱 し た 作曲 家 だ ろう 。 こ うい う 作 曲 家 だ 
と 思っ た その 印象 は 、 ほ か の 曲 を 聴く と 簡単 に 覆 され て し まう こと 
が あり 、 フ ェ ラ ー リ 観 は 一 朝一 夕 に は 養 え な い 。 その 意味 で は 、 多 
分 一 番 オ ー ソ ドッ クス な 現代 音楽 作品 を 集め た この 「 朝 と タ 」 と 題 
され た アル バム は 、 取 り 敢 え ず 導入 部 と し て 相応 し い 。 ピ アノ 、 タ 
ン バ パリン と テー プ の た め の ^ 失 われ た リズ ム を 求め て ” (78)、 ミ ュ 
ー ジ ッ ク ・ コ ンク レー ト 作 品 ^ 私 は 切り 落と され た ("69) 、 ラ ジオ ・ 
フラ ンス 委嘱 オー ケス トラ 曲 “歓喜 と 悲嘆 の 歴史 ” ('81) の 3 曲 が 収 
録 さ れ て お り 、 ど れ も 大 変 判り 易い 。 歴史 ' な ど 、 普 通 の クラ シッ 
ク ・ フ ァ ン に 聴い て も らい た い ほ ど だ 。 (坂本 ) 
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LUC FERRARI/HENRY FOURES 
Avec Le Vivant 0uartet 
Electronimue 

CD/ADDA 581088 80 年 


aeele WINNT GUAMTeTeleetrnique 





さて 、 リ ュ ッ ク ・ フ ェ ラ ー リ は オー ソ ド ッ クス な 現代 音楽 作品 を 
書い て いる 作曲 家 だ と 理解 し た リス ナー は 、 こ の アル バム を 聴く と 
目 が 点 に な る 。 思 わ ず 中 身 が 違っ て いな いか を 確認 し て し まう ほど 、 
あな た の 予想 を 裏切る か ら だ 。 本 アル バム に は フェ ラー リ の 器楽 ア 
ン サ ンプ ブル と テー プ の た め の エク リ チ ュ ー ル に つい て の 反省 第 3 
番 と 、 ア ン リ ・ フ ー レ の “インタ ヴュー 第 1 番 /、^ コ ル ベ ー ル 通 
り 9 番地 の 3 曲 が 収録 され て いる 。^ 反 省 ” を 演奏 し て いる の は LE 
VIVANT QUARTET と あり 、 そ の 編成 を 見 る と g/fI& sax/pf/perc と 
ある 。 こ れ は ロッ ク と か ジャ ズ の 編成 で は な いか 。 そう 、 ま る で ユ 
ー ロ ・ ロ ッ ク の よう な 曲調 で 始ま り 、 ト ラッ ド 色 、 ジ ャ ズ 色 が 平気 
で 顔 を 出す の だ 。 面白 過 ぎる 。 一聴 の 価値 あり 。 (坂本 ) 


LUC FERRARI/DAVID JISSE 
Brise- 還 ace 
CD/ADDA 581079 87 年 





何故 フェ ラー リ の 音楽 が こう も 捉え が た い の か と 言え ば 、 彼 の 関 
心 が マ チエ ー ル と フォ ルム の 連結 、 媒 体 と 視線 の 連結 に ある か ら だ 。 
そう し た 彼 の 特異 な 音楽 観 が 異形 の フォ ルム に 結実 し た 傑作 (ある 
い は 問題 作 ) が この 「 砕 氷 船 」、 だ 。 ラ ジオ ・ フ ラン ス の 委嘱 で 北極 
海 を 行く 砕氷 船 を テー マ に し た マル チ ・ メ ディ ア ・ シ ン フ ォ ニ ー を 
仕上 ぼ げた の が フェ ラー リ の ^ も し も 私 が 今 の まま な ら ば …”′ で あり 、 
また ダヴ ィ ッ ド ・ ジ ス の “私 は 決し て 同じ まま で は いな い ” だ 。 フ 
ェ ラ ー リ 作品 は 朗読 と オー ケス トラ と 自然 音 で 構成 され て お り 、 ジ 
ス 作 品 は 朗読 と ミュ ー ジ ッ ク ・ コ ンク レー ト で 構成 され て いる 。 ど 
ちら も まる で 夢 と 現 が 交錯 する よう な 摩 訂 不思議 な 音楽 で あり 、 未 
知 な る 航海 を 体験 で きる 。 (坂本 ) 





MICHEL DONEDA 
Terra 
LP/Nato Nato532 '8S5 年 





相棒 ドミ ニク ・ ラ ズ ロ (as) と 離れ た ド ネ ダ が 、 民 族 音楽 へ の 傾倒 
を 思い っ きり 明らか に し た 傑作 。 ベ ニャ ・ ア チア リ (vo)、 ジ ェ ラ ー 
ル ・ シ ラク ー ザ (perc) ら 常 連 が 放つ 、 ま だ 若い 地酒 や 香草 詰め 料理 の 
並ぶ 食卓 を 思わ せる 生 の まま の 鮮烈 な 香り の 暫 宴 (シャ ー マ ニ ステ 
ィ ッ ク に 解き 放 た れ た ア チ ア リ の ヴォ イス の 聴く 者 を 金縛り に する 
張り 詰め た 強度 と 、 ノ ンプ レス ・ マ ル チ フ ォ ニ ックス や ロン グ ・ ト ー 
ン に よる ド ネ ダ の 倍音 領域 へ の 昔 烈 な アタ ッ ク 、 焼 付 色 タ イル を 思 
わせ る 目 の 覚 め る よう な 音色 を 駆使 し て シラ クー ザ が 編み 上 げ る 目 
に も 綾 な ポリ リズ ム ) を 、 英 Bead レ ー ベ ル か ら 参 加 の フィ ル ・ ワ ッ 
シュ マン の 操る ヴァ イオ リン と エレ クト ロニ クス が 、 束 の 間 緩 や か 
に 溶け 合わ せ て 、 混 然 一 体 宣 能 た る ハー モニ ー を 醸し 出す 。 (福島 ) 


MIEHEL DONEDA 
LEI6mentaire SOmore 
CD/ADDA 590107 "92 年 





8 曲 中 2 曲 で ドミ ニク ・ ル ジェ フ が 加わ る の み の 無 伴奏 ソプラ ノ ・ 
ソロ 集 。 ノ ンプ レス ・ マ ル チ フ ォ ニ ックス に よる 素早 い 乱 移 の た だ 
中 か ら 、 幾 重 に も 重なり 合う さざ波 の よう に 、 も つれ 合う 倍音 が 立 
ちの ぼり 、 限 界 ま で 引き 伸ばさ れ た ロン グ ・ ト ー ン の 内 部 か ら 、 込 
め ら れ た 息 の ざ わ め き が 多 声 と な っ て 頭 を も た げ る 。 青 写真 を な ぞ 
る の で は な く 、 今 鳴っ て いる 音 に 耳 を そば だ て 、 目 を 凝ら し て 、 一 
音 を 編み 上 げ 成 り 立た せ て いる 複数 の 流れ 、 そ れ ら が ぶつ か り 合 う 
潮騒 の 手触り を 感じ 取る こと か ら 、 こ の 即興 は 始ま っ て いる 。 こう 
し た 場 に 対す る 身体 の チュ ー ニ ング を 通じ て 、 音 の 内 側 に 多 声 の 空 
間 を 開い て いく 演奏 の 在り 方 は 、 む し ろ 韓 国 の アル ト 奏 者 カン ・ テ 
ー フ ァ ン を 思わ せる 。 交 通 空間 へ の 限り な い オ マー ジュ 。 (福島 ) 








MICHEL DONEDA, DAUNIK 
LAZRO 

General amofon 
CD/Nato 53028 2 '88 年 





ギタ リス ト が 共通 する 事 も あり 、 多 少 、 同 ヒー ベル の ロン リー・ 
べ ペアー ズ を 連想 させ る 所 が ある が 、 制 作 時 期 か らし て 偶然 だ と 思う 。 
ソプラ ノ 、 ア ルト 二 本 の サッ クス に g、b、ds の 五 人 編成 。 英 仏 混合 
も し く は 多国 籍 、 こ の レー ベル に は この 手 が 多 い が 、 実 は 昔 か ら ジ 
ャ ズ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン は 楽器 片手 に 動き 回 っ て いた 訳 で 何 も 今 に 始 
まっ た 事 で は 無い 。 早 い テ ン ポ で 切り 返し の 多い リズ ム 、 エ キ セ ン 
トリ ッ ク な ギタ ー に リー ダー 格 二 人 が 土着 的 、 空 間 的 フレ ー ズ を 応 
えて 疲 走 する 。 総じて ア グレ ッ シ ヴ で 力強い が 、 間 の 取り 方 が 効果 
的 な の で 、 勢 い に ま か せ た と 言う 印象 は 受け な い 。CMP や Cuneiform 
系 の ジャ ズ ・ ロ ッ ク を 追っ て いる 人 に は レー ベル 共々 要 注 意 。 時 と 
し て 見 られ る 切迫 感 も 魅力 的 。 (中 西 ) 





MICHEL DONEDA, LE OUAN 
NINH, DOMINIOUE REGEF 
SO06 

CD/ADDA 590163 '93 年 





前 掲 作 の ラズ ロ が ル ジ ェ フ に 交替 し て の トリ オ 。 演奏 の 焦点 は 音 
の 造 か に 敏 視 的 な 領域 に 移行 し て お り 、 そ れ と わか る フレ ー ズ を 排 
し た 、 一 見 と り と め な く 希 薄 な 平坦 さ (時 に ラモン テ ・ ヤ ング を す 
ら 思 わせ る ドロ ー ン ) の うち に 、 信 じ が た い 速 度 プ 強度 に 満ち た 音 
烈 な 戦争 状態 が 開け て いる 。 ソ プラ ノ の 震え る ロン グ ・ ト ー ン に 、 
空間 を 横切っ て 長く 尾 を 引く ゴン グ の 一 打 に 、 胸 を 揺 き むし る よう 
に し て 刻々 と 生み 出さ れる ヴィ エル ・ ア ・ ル ー の 持続 に 、 演 奏 の 背 
景 を な す 静 寂 に さえ 、 至 る と ころ 粒 だ つ 響 き が ぶつ か り 合 っ て 弾け 
飛び 、 群 衆 が 怒 洛 と ざわ めき 、 悲 鳴 と 怒号 が 飛び 交 う 様 を 見 て 取る 
こと が で きる 。 ク セナ キス を 彼方 に 望み な が ら 、 パ ニワ グ ァ ・ ア ン 
サン ブル と オル ガ ヌ ム の 間 を 埋め る パー カッ シ ヴ な 達成 。 (福島 ) 














MIEHEL DONEDA DAUNIK 
LAZR0, LE OUAN NINH 
Concert Puhlic 


L P/VAN D' CEUVRE 8903 89 年 
CD/ADDA 590037 90 年 














2 匹 の 蛇 の よ うに 絡み 合い も つれ 合っ て 、 駆 け 昇り 駆け 降り る 2 
サッ クス (as, ss) を 、 時 に あか ら さ ま に シ ャ ー マ ニ ッ ク な 金属 音 に よ 
っ て 、 緩 急 自在 に 煽り 立て る パー カッ ショ ン 。 あ きれ る 程 に 簡素 な 
セッ ティ ング か ら 、 な ん と 豊 鐘 で 薫り 高い 音楽 が だ 生み 出さ れる こと 
か (ミク ロ な 衝突 や 飛躍 に 満ち た 響き の 粒 だ ち が 、 岩 間 を 走り 抜け 
る 細 流 と な っ て 、 激 し く 渦 を 巻き し ぶ き を 飛び 散ら せ 、 聴 く 者 を 播 
さぶ り た て て 、 熱狂 の 中 心 へ と 運び 入れ ず に は お か な い ) 。 この 音楽 
は 、 バ ザー ル の 狼 雑 な ざわ めき と 抜 目 な い 素早 さ に 溢れ て いる (大 
道 芸 の 遅し さ )。 な お 、 レ ・ カ ン (perc) は 現代 音楽 領域 で 活躍 する パ 
ー カ ッ シ ョ ン ・ グ ルー プ 「 へ リオ ス ・ カ ル テ ッ ト 」 に も 所 属し 、 ジ 
ョ ン ・ ケ ー ジ 作品 等 の 録音 を 残し て いる 。 (福島 ) 


MICHEL GODDARD 
Le Chant Du Serpemt 
CD/La Lichere CD LLL37 '89 年 





チュ ー バ や 、 その 原型 と 言う べき 古楽 器 セ ルパン (その 名 の 通り 
蛇 が $ 字 型 に うねっ た 形 を し て お り 、 音 色 は 丸く ほら 貝 に 似 て いる ) 
の 多重 録音 が 織り 成す 抑揚 豊か な 起伏 を 、 5 人 の 女性 ヴォ ー カ リス 
ト に 横断 させ た 本 作 は 、 ゆ っ た り と し た 心地 よさ を た た えな が ら も 、 
多彩 な 音色 と 繊細 な 息づかい に 溢れ て いる 。 彼 は 自身 の グル ー プ で 
ある イン ヴィ ジブ ル ・ ト リオ や ラン コン トル (バグ パイ プ ・ オ ー ケ 
スト ラ 「 パ バ ガ ・ ケ ン パ ー ル 」 と の 壮絶 な 共演 作 (Silex) あり ) の ほか 、 
オル ケス トル ・ ナ ショ ナル ・ ド ゥ ・ ジ ャ ズ や 現代 音楽 演奏 集団 アン 
サン ブル ・ ア ンタ ルコ ン テ ン ポラ ン に も 参加 し て お り 、 最 新 ソ ロ 「 ア 
ボリ ジニ 」('94 年 ) で は 、 ヴ ィ ヴ ァ ル ディ の 「 四 季 」 を チュ ー バ で 吹 
く と いう 暴挙 に 出 て 成功 を 収め た 。 (福島 ) 





MCHEL PORTAL 
Alors 用 

LP/Futura GER 12 70 年 
CD/FD Music 152072 





これ は ヨー ロッ パ の 先鋭 的 な ジャ ズ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン を 統合 し た 
画 期 的 な グル ー プ 、MICHEL PORTAL UNIT の 伝説 的 な アル バム で 
あり 、'93 年 に 河 く CD 化 さ れ て いる 。 本 アル バム で の メン バー は 主 
役 の ポル タル (as, b-cl) の ほか 、 ジ ョ ン ・ サ ー マ ン (bs, ss, b-cl) 、 
バ パール ・ フ ィ リ ッ プ ス (cb)、 ス テ ュ ー・ マ ー テ ィ ン (ds) 、 ジ ャ ン ニ 
ピエ ー ル ・ ド ゥ ルー 一 (perc) の 計 5 人 。 ポ ル タ ル は 60 年 代 か ら 現代 音 
楽 畑 で その 名 を 知ら れ た クラ リネ ッ ト の 名 人 で あり 、 そ れ と 並行 し 
て フリ ー・ ジ ャ ズ ・ シ ー ン で も 活躍 。 そ うし た 活動 の 代表 的 成果 と 
し て 知ら れ た 作品 だ 。 今 聴き 直す と 、 割 と あり が ちな 音 に も 聞こ え 
て し まう が 、 ど こ か で ジャ ズ を 超越 する 瞬間 が あり 、 演 奏 の 鋭さ に 
は や は り 特 筆 す べき も の が ある 。 編 集 も 少々 奇抜 。 (坂本 ) 


MCHEL PORTAL 
No, No But lt MMay Be 


LP/Le Chant Du Monde LDX 
74526 72 年 





フレ ンチ ・ フ リー の 処女 作 「 フ リー・ ジ ャ ズ 」('66 年 ) に 参加 し 、 
また 現代 音楽 演奏 集団 ミュ ジー ク ・ ヴ ィ ヴ ァ ン に 加入 。 さ ら に グロ 
ボカ ー ル ら と ニュ ー・ フ ォ ニ ッ ク ・ ア ー ト (別項 参照 ) を 結成 する 
な ど 、'60 年 代 を シー ン の 核 と し て 過ごし た 後 、'70 年 代 を メン バー の 
流動 的 な ユニ ッ ト を 率い て 活動 。 本 作 は その 時 期 の 代表 的 ライ ヴ 。 
「 フ リー・ ジ ャ ズ 」 参 加 の B・ ヴ ィ テ (tp) 、B・ ゲ ラン (b) に 加え 、 コ エ 
ル メ ッ ク ・ ア ン サ ンプ ブル か ら レ オン ・ フ ラン シオ リ (b)、 ス イス か 
ら ビ ピエール ・ フ ァ ー ブ プ ブル (perc) を 迎え 、 低音 域 を 中 心 に 、 切り 立っ た 
硬質 の 音色 と 内 に 沈 溝 し た フリ ー キ ー な エナ ジー が 括 抗 し 、 異 様 な 
まで の 緊張 感 を 最後 まで 持続 させ さら に タ ミ ア (別項 参照 ) の 初 録 
音 (出番 は ご く 僅 か ) と いう 超 豪 華 メ ン バ ー。 (福島 ) 








MCHEL PORTAL 
Turhulance 


CD/Harmonia Mundi HMC 905186 
"87 年 





ヨー ロッ パ き っ て の マル チ ・ リ ー ド 奏者 、 ミ シェ ル ・ ポ ボル タル 。 
クラ シッ ク か ら フ リー まで 幅広 い 活 動 を 見 せる 彼 な ら で は の 分 類 不 
能 な 作品 。A・ エ ムラ ー、H・ ペ プル 、 J・F・ ジ ェ ニ ー・ ク ラー ク 、 
M・ シ ヌル 、 J・ ト ッ プ 、C・ バ ル テ レ ミ 、R・ ガ リア ー ノ 等 々 と 言う 
メン バー は 凄い が 、 こ れ は あく まで も ポル タル の アル バム で あり 、 
彼 等 は あく まで も 適切 な 彩り 。 彼 の (多く は 重ね られ た ) リー ド と パ 
ー カ ッ シ ョ ン に よる 、 各 地 の 伝 統 音楽 も モチ ー フ と し た パー ト を 主 
に 、 エ レク トリ ッ ク ・ バ ンド と し て の パー トン / 曲 を 交え る が 、 ど ち 
ら に し て も テー マ の み 安 易 に 借り て 来 た 物 で は 無く 、 感 覚 の 鋭さ を 
基 に し た 綿密 な 計算 が され て いる 。 白 熱 す る 場面 や 、 瞬 発 的 な 切り 
こみ の 池 え も ある が 、 理 知 的 な 作風 。 (中 西 ) 





MICHEL PORTAL 
Men's Lamd 
CD/Label Bleu LBLC 6513 '87 年 





この アル バム を ここ で 採り 上 げ る と 違和感 が ある の は 、 ポ ル タ ル 
の 音楽 が 現在 大 き な 振幅 を 持っ て いる こと の 現われ で あり 、 ポ ル タ 
ル と いう ミュ ー ジ シャ ン の 器量 の 大 き さ に 今更 な が ら に 感嘆 し て し 
まう 。 ジ ャ ッ ク ・ デ ィ ジ ョ ネッ ト (ds)、 デ イヴ ・ リ ー プ マン (Sss)、 
ミノ ・ シ ネル (perc)、J-F・ ジ ェ ニ ー ニ テク ラー ク (b)、 ハ リー・ ペ 
プル (g) を 迎え て の ヨー ロッ パ ・ ツ アー の 模様 を 記録 し た ライ ヴ ・ レ 
コー ディ ング で あり 、 当 時 の ディ ジョ ネッ ト の SPECIAL EDITION の 
拡大 版 と いっ た 趣 だ 。 こ うい っ た ミュ ー ジ シャ ン 達 が 信じ られ な い 
ほど その 音楽 に 集中 し 、 見 事 な 名 演 を 繰り 広げ て いる 様 は 大 いな る 
驚異 だ (私 は 当時 目 か ら 鱗 が 落ち る 思い だ っ た )。 現代 ジ ャ ズ ・ シ ー 
ン の 正統 派 の 成果 と し て 記憶 され る べき 傑作 。 (坂本 ) 











MICHEL PORTAL 
AnVwaV 
CD/Label Bleu LBLC 6544 '93 年 





古く か ら フ ラン ス ・ ジ ャ ズ 界 で 活躍 し て きた 管楽器 奏者 の "91 年 か 
ら '92 年 に か け て の 録音 を 集め た 作品 。 曲 ご と に あちこち の スタ ジオ 
で 異な っ た 編成 で 録音 され た も の だ が 全体 の 統一 感 も ちゃ ん と あり 
一 本 筋 が 通っ て いる 大 分 ジャ ズ 寄り の ジャ ズ ・ ロ ッ ク 。 そ の ゲス ト 
奏者 な の だ が 驚く よう な 顔ぶれ で 、 Label Bleu の 要 注 意 人 物 Nguyen 
Le や Andy Emler、CMP か ら Trilok Gurtu、David Friedman、 更 に 
は Didier Lockwood、Marc Ducret ら も 。 そ れ ぞ れ の 曲 で 各 奏 者 の 味 
を し っ か り 出 し な が らち ゃ ん と 自分 が 中 心 と な っ て いる 辺り は な か 
な か 巧 い 。 前 半 3 曲 で 演奏 し て いる T.Gurtu が 圧倒 的 な 個性 を 発揮 し 
て お り 、 ま た 2 曲目 で の D .Lockwood の 演奏 は か な り キ レ て いる 。 こ 
の 路線 で は か な り の 名 作 。 (伊藤 ) 





MICHEL RIESSLER 
What A Time 
CD/Label Bleu LBLC6537 91 年 


ミッ シェ ル ・ リ ー ス ラー は スク ラヴ ィ ス に 続い て 登場 し て 来 た ク 
ラリ ネッ ト の 人 逸材 だ (どう し て フラ ンス に は クラ リネ ッ ト の 名 手 が 
次 か ら 次 へ と 登場 する の だ ろう )。 ク ロー ド ・ バ ル テ レ ミー 率い る 0. 
N.J. に 起用 され た の と ほぼ 同 時 期 の レコ ー デ ィング に よる リー ダー 
作 で あり 、 バ ル テ レ ミー(g, b) は 勿論 の こと 、 ジ ェ ラ ー ル ・ シ ラク サ 
(ds, perc) 、 ザ ヴィン コ ・ グ ロボ カール (tb) 、 ミ ッ シ ェ ル ・ ゴ ダー ル (serpent) 
と いっ た 相当 硬派 の ゲス ト 達 が 参加 し て いる 。 表 現 と し て は まだ 大 
分 堅 さ が 残っ て いる 分 、 成 長 途 中 と いう 印象 も 受け る が 、 演 奏 お よ 
び ア ン サ ンプ ブル の 技術 に は 恐ろし い ほ どの 切れ 味 が ある 。27 分 に も 
及ぶ 組曲 に 挑戦 する な ど 、 恐 れ を 知ら な い 者 の 勢い すら 感じ させ る 。 
これ か ら が 大 変 楽 し み だ 。 (坂本 ) 





SS MICHEL RIESSLER 
5 Heloise 
CD/Wergo WER8008-2 93 年 





N0J は じ め 、 彼 の 活動 歴 が そこ で 得 た 人 脈 を 通じ て 、 壮 大 な 組曲 へ 
と 仕立 て られ る 。 ド ナウ エッ シン ゲン 音楽 祭 と いう 場 と 欧州 オー ル ・ 
スタ ー の 編成 、 ワ ー ル ド ・ ミ ュー ジッ ク 的 色彩 、 コ ラー ジュ 風 の 組 
曲 構 成 は 、 ち ょ うと 四半 世紀 前 の ドン ・ チ ェ リ ー「 永 遠 の リ ズム 」 
初演 の 遠い 記憶 を 呼び 覚まさ す 。 し か し 、 両 者 の 間 に は ワー ルド ・ 
ミュ ー ジ ッ ク 以 前 以後 の 断層 が 明らか に 横たわっ て お り 、 後 者 に 
お いて ガム ラン が 発見 の 驚き と と も に 引用 され て いた の に 対し 、 こ 
こ で 導入 され た ヴィ エル ・ ア ・ ル ー、 ウ ー ド 、 ツ ィ ン バ ロン 、 ア コ 
ー デ ィ オ ン 、 セ ルパン は 、 エ スニ ッ ク 食 材 の よう に 皿 の 上 で 自在 に 
混ぜ 合わ され 、 彼 は 滑ら か な 風景 の 移り 変わ り の うち に 、 地 理 的 ・ 
歴史 的 に 普遍 化 さ れ た ヨー ロッ パ を 展望 し て いる 。 (福島 ) 


MUSICA ELETTRONIEA VIVA 
Sound Poal 
LP/BYG Actuel 26 '69 年 





MEV は 仏 の グル ー プ と 言う より は 、 イ ギリ ス (Polydor)、 ア メリ カ 
(Mainstream) 、 イ タリ ア (Holo) 等 に 録音 を 残す 無 国籍 な 集団 即興 の 
グル ー プ 。BYG に 於 ける 本 作 は 割 に 入手 も 容易 で 、 且 つ 内 容 的 に も 
彼ら の 音 を 伝え る 好 サ ンプ ル で あろ う 。「・Rzewski、A・Curran、R・ 
Teitelbaum と いっ た 著名 な 現代 音楽 家 が 中 心 と な っ て いる が 、 彼 ら 
それ ぞ れ の 作風 と 全く 異な る の が 面白 い 。 全 体 を 支配 する の は 異様 
な 熱気 を は らん だ ` 場 ′ の 継続 と も 言う べき も の で 、 聴 衆 も 参加 し 
て いる 為 、 他 に 類 を 見 ぬ 混 沖 と し た 当時 の パワ ー に 満ち 溢れ て いる 。 
彼ら は BYG か ら は も う 一 枚 「Leave The City」 を 出し て いる が 、 こ 
ちら も 本 作 と は 全く 違っ た 意味 で 風変わり な アル バム 。 それ 以外 の 
LP は フリ ー・ ミ ュー ジッ ク 的 色彩 が 極め て 強い 。 (平野 ) 








回 MUSICA ELETTRONICA VIVUA 
当 | Leave The 6ity 
| LP/BYG Actuel 35 '75 年 





MEV に 一 体 何 が 起こ っ た か ( ? ) 的 な 楽し い ア ル バ ム 。 まずは ジャ 
ケ 裏 !。 こ の 怪し さい か が わし さ は 何 な の だ ろう 。 ア メリ カ の YA HO 
WA13 以 上 と いっ た ら こ れ し か な い 。 音 は 一 層 い か が わし い 。 電 子音 
や コラ ー ジ ュ の 中 に 、 呪 術 を 喰え る 如く うめ き 声 が 響 き 渡 り 、 イ ン 
RE に ドリップ し た 9 まれ まれ の アジ ッ ド ・ ワ ウォー ク に な た り 、 全 
体 が も うろ うと ぼや け て いて 、AGITATION FREE の 1 st で 物足りな 
い 人 は ピッ タリ 。 A 面 が Message、B 面 が Cosmic Communion と 言 
う の だ か ら 、 そ れ だ け で た ま ら な い 人 は 聴く し か な い 。MEV の 2nd と 
は 言え ど 、 先 の 3 人 の 音楽 家 は 当然 参加 し て お ら ず 、 前 作 に も 参加 し 
て いた Coaquette 夫 妻 の 指向 性 を ダイ レク ト に 反映 し た 新興 宗教 ヒッ 
ピー 版 MEV と で も 言う べき も の 。 (平野 ) 





NEW PHONIC ART 
New Phonic At 
LP/Wergo WER60O60 71 年 





ミッ シェ ル ・ ポ ボル タル (cl, bcl, sax) 、 ヴ ィ ン コ ・ グ ロボ カー ル (tb, 
alphorn) 、 ジ ャ ン = ピ エー ル ・ ド ッ ゥ ル エ (perc)、 カ ル ロ ス ・ ロ ケ ・ ア 
ル シ ー ナ (p, el-org, f|) に より 、 一 切 の 事前 取り 決め 無し の 完全 即興 
演奏 を 行う 集団 と し て '69 年 4 月 に 結成 され 、 現代 音楽 側 か ら の 即興 
演奏 探求 を 進め る 。 エ レク トロ ニク ス を ほとん と 使用 し て いな い の 
は 、 当 時 の この 種 の グル ー プ と し て は 珍し い 。 ジ ャ ズ 的 な フレ ー ズ 
の 交換 に よる 対話 を 排 し 、 演 奏 は 特徴 的 な 音色 を 用 いて 、 幾 何 学 的 
な フレ ー ズ を 空間 に ちり ば め な が ら 、 む し ろ サ ウン ド の 重ね 塗り を 
軸 に 進め られ る 。 ポ ル タ ル 及び グロ ボカ ー ル の その 後 の 活躍 に つい 
て は 別項 参照 また ドゥ ル エ は 774 年 に シア トリ カル な 打楽器 トリ オ 
「 セ ルク ル 」 を 結成 。'89 年 に 来 日 し て いる 。 (福島 ) 





7 ラブ 








OLIVIER MESSIAEN 
Turangalila Sympnhonie 


CD/ ボ ニー・ キ ャ ニオ ン PCCL-00014 
"87 年 





「 宿 命 的 な 愛 / 肉 体 ・ 精 神 を 超え 、 宇 宙 的 な 規模 に 広がっ て ゆく が 
故に 死 を 呼ば ざる を 得 な いよ うな 愛 (メシ アン 談 ) 」 を テー マ に し た 
< トリ スタ ン と イ ゾ ル テ 3 部 作 〉 中 、 最 大 で ある と 同時 に 20 世 紀 の 交 
響 作品 中 、 確 実に 次 世紀 に 残っ て ゆく で あろ う 作 品 。 ピ アノ 、 オ ン 
ド ・ マ ルト ノ と オー ケス トラ に よる 壮大 な 本 作 は 彼 の 交響 作品 中 、 
一 番 メ ロディ アス で 親しみ や すい と 思う 。「 我 が 音楽 語法 執筆 後 の 
重要 作品 の ひと つ で ある 本 作 は 、 氏 の 新しい 理論 書 「 リ ズム の 教程 」 
で 全曲 解説 され る は ず で あっ た 。 これ も 様々 な 指揮 者 に よる 盤 が 存 
在 する が 、 筆 者 と し て は ジル ベー ル ・ ア ミ 指 揮 の も の を CD 化し て 
欲し いと 思う (オン ・ エ アー の み で 、 ア ナ ロ グ さえ 存在 し て いな い 
は ず )。 (Chihiro S.) 


OLIVIER MESSIAEN 

Saint Francois DASsise 

L P/Cybelia CY 833-834-835-836 
'88 年 

CD/Cybelia CY 833-834-835-836 
NEC アヴェ ニュ ー A30C-3002-5 





晩年 の 作品 の 中 で は 最 重 要 作 。 「 現 在 、 オ ペラ を 作れ る の は 私 だ け 
だ 」 と いう ピエ ー ル ・ プ ブー レー ズ の 思い 上 が っ た 発言 を 意識 し た か 
の よう に 制作 され た 大 作 ( 実 際 に は パリ ・ オ ペラ 座 か ら の 委嘱 )。'83 
年 に 小沢 征爾 指揮 に より 世界 初演 され 、'86 年 に 日 本 で も 小沢 指揮 オ 
ラ ト リ オ 形式 (演出 は 実相 時 昭雄 ./ 彼 は 「 ス テー ジ に 十字 架 を 出現 
させ ろ 」 と いう メシ アン の リク エス ト に 見 事 応 えた ) で 抜粋 演奏 さ 
れ た 。 雅楽 等 の 邦楽 の 研究 の 結果 、 彼 と し て は 新しい 手法 で ある ポ 
リ ・ テ ン ポ を 導入 し て いる 。 鳥 の 声 を 理解 し た と いう 聖人 フラ ンチ 
ェ ス コ を 題材 に 選ん だ と ころ は メシ アン らし い (` 鳥 た ち へ の 説教 
と いう パー ト も ある )。 こ の 曲 は 初演 時 に ビデ オ 取 り も され て いる 。 
LD で リリ ー ス され な いも の な の だ ろう か 。 (Chihiro S.) 





OLIVIER MESSIAEN 
Ouatuor Pour La Fin Du Temps 


LP/Erato STU-70156 
CD/Erato ECD 71597 





数 少な い 器 楽曲 を 代表 する 作品 。「 世 の 終わ り の た め の 四 重奏 曲 」 
と いう 邦題 で 有名 。 黙示 録 第 10 章 の 天使 の 「 も う 時 が な い 」 と いう 
言葉 を 受け 、「 時 間 の 停止 。 を 目指 し た 第 5 曲 / 第 8 曲 、 プ ログ レ ・ 
ミュ ー ジ シャ ン に と っ て 変 拍子 養成 ギプス 的 な 第 6 曲 と 、 興 味 深い 
曲 が 多い 。 こ こ で は この 盤 を 選ん だ が 、 こ の 曲 集 を 演奏 する プレ イ 
ヤー は 世界 一 線 級 か 、 こ の 曲 に 思い 入れ の 深い 演奏 者 で ある こと が 
多い の で 、 ど れ で も それ な り に 楽し め る は ず 。 メ シア ン 自 身 に よる 
レコ ー デ ィング (捕虜 収容 所 で の 初演 時 の チェ リス ト を 含む ) は 、 
作曲 技法 上 と 演奏 上 で リズ ム に 関し て 違う スタ ンス を 持っ て いた の 
で は な いか (意識 的 か 無意識 的 か は わか ら な い が )、 と 思わ せる 点 が 
興味 深い 。 こ の メシ アン 盤 の CD 化 が 待た れる 。 (Chihiro S.) 


四 OLIVIER MESSIAEN 


CutmEsSMEN 
DES CANYONS 如 X ETUILES. 
OH 


Des Canyons Aux EtOiles… 


L P/Erato STU70974-75 77 年 
CD/Erato ECD 71584-6 





「 ア メリ カ の 名 誉 の た め の 作品 」 と いう 条件 を 考え た メシ アン が 、 
ユタ 州 を 旅行 し 、 こ の 地 の 鳥 の 声 を 採取 する こと に よっ て 制作 され 
た 作品 。 ピ アノ 、 ホ ルン 、 ク シロ リン バ パ 、 グ ロッ ケン シュ ピー ル 、 
弦楽 器 群 、 打 楽器 群 に 風の音 を 現 わ す エ オ リフ ォ ー ン (初め て この 
曲 で この 楽器 を 聴い た と き 、 何 故 ス テレ オ か ら 風 の 音 が 聞え て いる 
の だ ろう か . と いぶ か し ん だ の を 覚え て いる ) 、 大 地 の 音 を 現 わ す ジ 
ェ オ フォ ー ン と いう 特異 な 編成 に よる 管弦 楽曲 。 風景 鳥 の 声 、 星 々 
の 描写 は 、 メ シア ン 独 特 の カト リ シ ズ ム に よっ て 最終 的 に 天国 プ 宇 
宙 へ と 向かう 。 こ こ で は コン スタ ン 指 揮 の この 盤 を 選ん だ が 、 最 近 
は 様々 な 盤 が 出 て いる 。 中 に は エ オ リフ ォ ー ン が あま り 風 に 聴こえ 
な いも の も ある の で 注意 し た い 。 (Chihiro S.) 








OLIVIER MESSIAEN 
Vingt Regards Sur Lenfant 
J6SlS 


L P/Erato ERA9111-13 '78 年 
CD/Erato ECD 71597 








敬 度 な クリ スチ ャ ン で ある メシ アン らし い 題 材 で ある 。 メ シア ン 
の ピア ノ 曲 に 見 られ る 和 声 は 、 オ ル ガ ン の 倍音 特性 か ら 派 生 し た も 
の で あり 、 こ の 作品 も 非常 に 色彩 豊か で ある 。 全 20 曲 か ら な る この 
曲 集 は < 神 の 主題 >、< 星 と 十字 架 の 主題 >、< 和 音 の 主題 > と いう 3 
つの 循環 主題 に より 、 全 曲 に 統一 感 を 持た せ て いる 。 こ うし て 出来 
た 20 の 作品 は 無秩序 に 配置 され て いる の で は な く 、 キ リス ト 教 的 数 
字 解 釈 ( 例 : 6 が 創造 、 7 が 安息 ) に より 、 巧 み に 配 置 され て いる 。 
ここ で 取り 上 げた 盤 は 初演 の イボ ン ヌ ・ ロ リオ (この 曲 は 彼女 に 捧 
げ ば られ て いる ) に よる も の 。 メ シア ン は ロリ オ と いう ヴィ ルト ー ソ 
を 得 て 、 演 奏者 の 技術 的 限界 を 気 に す る こと な く 、 作 品 を 書け る よ 
29 居 が うた とい ゆう ね だ (Chihiro S.) 





PANDEMONIUNM 
Ville Ouverte 
LP/Atem 7003 79 年 








PANDEMONIUM は 、 お そら く コ ン ポ ボー ザー、 シ ン セ サイ ザー 毒 者 
の Jean-Baptiste Barriere の コン セプト 名 だ 。 彼 は この コン セプト で 
も う 一 枚 の アル バム 「Non、Jamais L'esperance」(Atem 7004, 79 
年 ) を 発表 し て いる 。 両 方 と も ART ZOYD を シン セ サ イ ザー で 演奏 し 
た よう な シア ター・ ミ ュー ジッ ク の 印象 が 強い 。「Ville Ouverte」 は 
バリ エー ル が 775 年 に 書い た 作品 で 、 彼 と Jean Marie Barriere (syn) 
に よっ て 演奏 され て いる 。 と て も スタ ティ ッ ク な 音 世界 を 作り 出し 
て お り 、 効 果 音 の よう な 役割 で 使わ れる ソロ ・ プ レイ に 幾ら か ノイ 
ズ ィ さ を 感じ させ る 。 エ ルド ン や Bernard Szajner の トー ン 、 ア ー ル ・ 
ゾ イ の 空間 幅 を 合わ せ た よ うな 内 容 だ 。 (松本 ) 





7 うち 








PATRIC PORTELLA 
Le Voyage Hiver 
CD/GMEM EIO2 93 年 





エレ クト ロニ クス と 過剰 な 声 の 身振り に よっ て 変形 し 応 く され た 
シュ ー ベ ルト 「 冬 の 旅 」」 ポ ル テ ラ の 名 は ZNR の ジョ セ フ ・ ラ カー ユ 
と の 共同 作業 に よっ て 知ら れ て いよ う 。 レ コー ド 再 生 に よる 正統 的 
歌唱 の 上 に 重ね られ る 超 ハ スキ ー・ ヴ ォ イ ス ( 息 を 吸い な が ら 声 を 
出し て いる の か ? ) 、 突 風 あ る い は 高波 の よう に 全て を 蹴 散 ら す ノイ 
ズ に 忠 踊 され 、 雑 踏 の ざわ めき に 寸断 され 、 重 々 し く 終 止 型 を 反復 
する 低 弦 に 疲労 し 、 過 剰 呼吸 に 卒倒 し 、 破 壊 的 な テー プ ・ ル ー プ に 
揺さぶら れ 消 耗 し て 、 路 頭 に 立ち つく す 声 。 あ る い は 交通 騒音 ( 巨 
大 な トラ ッ ク が 眼前 を 通り 過ぎ る ) 、 パ ー テ ィ の ざわ めき 、 何 物 か の 
動作 音 。 な お 、 本 作 は リン ツ 電 子 芸術 祭 (ゲッ ベル ス 「 南 極大 渦巻 」 
も ここ て で 演じ られ た ) に お いて 初演 され た 。 (福島 ) 


PIED DE POULE 
pafe Noir 
CD/GRRR 2019 "91 年 





Michele Buirette(acc, vo)、Genevieve Cabannes(b, vo)、 
Dominique Fonfrede(vo) に よる 女性 トリ オ 。Bruirette 名 義 の 「La 
Mise En Plis」 や Pied De Poule の 前 作 「Indiscreation」 に お ける 級 
密 な 室内 学 的 アレ ンジ や 、 様 々 な 実験 的 アイ ディ ア を 盛り 込ん だ コ 
ラー ジュ 風 の 物 語 構成 へ く の こ だ わり は 、 それ 自体 ユニ ー ク な 特長 で 
あり な が ら も 、 む し ろ 彼 女 た ち に と っ て 観念 的 な 橋 と な っ て いた の 
で は な いか 。 本 作 に お いて 、 た わい な い 言 葉 遊 び や 童 謡 風 の メロ デ 
ィ の 一 片 の まわ り で 、 簡 単 な 規則 の も と に 繰り 広げ られ る 演奏 が 、 
軽やか に 笑い さ ざ め く よ う な 速度 と 運動 性 を 獲得 し て いる の を 聴く 
に つけ 、 そ う 思 わ ず に は いら れ な い 。 ま ば ゆく も た お や か な 朝 の 光 
の 祝福 を 受け た 音 が ここ に ある 。 (福島 ) 





L PIERRE HENRY 

Voile DOrph6e 1 et 2/Entit6/ 
Spirale 

LP/Philips 836 887 '69 年 





ビ ピエール ・ ア ン リ の 代表 曲 は 何かと 考え た 時 、 私 の 脳 神 に 真っ 先 
に 浮か ぶ の は 「 オ ルフ ェ 」 だ 。 ピ エー ル ・ シ ェ フ ェ ー ル と 出会っ た 
こと で ミュ ー ジ ッ ク ・ コ ンク レー ト の 研究 に いそしむ こと に な っ た 
アン リ の 、 シ ェ フ ェ ー ル と の 共同 研究 の 成果 の ひと つと し て 生ま れ 
た 曲 で あり 、 改 作 を 経て 誕生 し た の が この ?53 年 の 作品 「 オ ルフ ェ の 
ヴェ ー ル 」 だ 。 貴 きつ つ 遇 揚 する 朗読 と 、 オ ー ケ スト ラ の 断片 と 、 
クラ ヴ サ ン の 暫 き が 織り な す 暗く 重い 音響 は 、 恐 怖 の 感情 より は シ 
ュー ルレ アリ ステ ィ ッ ク な か な 感覚 の 次 元 へ と 聴く 者 の 心 を 誘う 。 モ ー 
リス ・ ベ ジャ ー ル の パ バレー 音楽 と し て 成立 し て いる 音楽 で も あり 、 
その ステ ー ジ を 想像 し た だ け で 私 は 異様 な 興奮 を 覚え る 。 この 世 で 
最も 劇 的 な 音楽 の ひと つ 。 (坂本 ) 


PIERRE HENRY 
Messe De Liverpool/Pierres 
R6fl6chies 


CD/Mantra MANTRA 023 





アン リ の 作品 な ど 殆ど 入手 不可 能 だ っ た 時 代 が 長く 続い て いた が 、 
現在 で は Mantra レ ー ベ ル に より 集中 的 に C D 化 が 進み 、 聴 いた こと 
も な か っ た 近作 まで が 容易 に 入手 で きる よう に な っ て いる 。 こ れ は 
^ リ ヴァ プー ル の ミサ ('67) と“^ 反 射す る 石 ” ('82) の 2 曲 を 収録 し 
た アル バム だ 。` リ ヴァ プ ブール" は 朗読 を 中 心 に 淡々 と 展開 する ミサ 
曲 で 、 味 も 素 気 も な い が 、 最 後に な っ て 器楽 音 を 用 いた コン クレ ー 

音響 が 控え 目 に 盛り 上 が る 。~ 反 射 ? の 方 は 逆 に 鱗 舌 な 音響 が 終始 
鳴り 響い て お り 、 ハ ッ キ リ と 聴き 取れ る 反復 音 形 は 明らか に ミニ マ 
ル ・ ミ ュー ジッ ク を な ぞ っ て みせ る 。 巨 大 な テー プ 再 生 機 の 怪物 と 
格闘 し て みせ る 様 は 殆ど 時 代 錯誤 の 産物 だ が 、 ア ン リ に と っ て これ 
は 通過 すべ き 必 要 な 実験 だ っ た の だ と 思う 。 (坂本 ) 














PIERRE HENRY 
Mouvement-Rythme-Etude 
CD/Mantra MANTRA 024 


plerre henrg 











70 年 の 作品 「 ム ー ヴ マン プリ ズム プ エ テ ュー ド 」 は 全部 で 1 時 間 
を 越す 大 作 だ 。 お ず お ず と 、 ま る で 始め た く な いか の よう に そっ と 
反復 され る パル ス 。 必 える が 如く に 持続 を 警戒 し 、 反 復 だ けが 状況 
の 継続 を 導い て 行く 。21 の 断章 か ら な る 組曲 で あり 、 局 面 は 決し て 
平坦 で は な い が 、 慎 重 に 回 避 さ れ た 持続 が 、 愉 も ミュ ー ジ ッ ク ・ セ 
リエ ル の こだわ り に 似 て 、 何 や ら 「 主 の な い 棚 」 の パロ ディ ー じ み 
て 聞こ えて 来る 。 ブ プー レー ズ に 見 離さ れ た アン リ が 逆 に 賢明 に セリ 
ー に し が みつ いて いる か の よう な 振る 舞い は 、 ア ン リ の 了 匠 ほ 独 を 物語 
る よう で 、 基 か 寂し い 。 と は 言え 、 こ の 作品 も モー リス ・ ベ ジャ ー 
ル の バレ ー 音 楽 で あり 、 そ の 上 演 ス テー ジ を 想像 すれ ば 、 そ れ は そ 
れ で 随分 愉快 な も の で あっ た の で は な い だ ろ うか 。 (坂本 ) 





PIERRE HENRY 
Le Livre Des Morts Egyptien 
CD/Mantra MANTRA 043 '90 年 


k lr ds moris ayuphign 





'90 年 の 新作 「 エ ジ プ ト の 死者 の 書 」 は 、 や は り 1 時 間 を 越す 大 作 
だ 。 何 より 未だ に 創作 活動 を 継続 し て いた アン リ の 現在 の 音楽 が 聴 
ける と いう こと が それ だ け て で 感動 に 値する 。 ミ ュー ジッ ク ・ コ ンク 
レー ト に こだわ り 続 け 、 何 十 年 も 前 か ら 時 代 の 先端 か ら 取 り 残 され 
て し まっ た 実験 音楽 家 の 冷 め や ら ぬ 情 熱 の 純度 が 財 し い ほ どの 快 作 
だ 。 IRCAM の 委嘱 作 だ と いう こと に も 隔世 の 感 を 覚え る 。 も し か す 
る と これ は も う 電 子音 を も 含め た エレ クト ロニ ッ ク ・ ミ ュー ジッ ク 
な の か も 知れ な い が 、 今 更 そ ん な こと は どう で も いい だ ろう ( こ だ 
わっ て いる 者 が いる と し た ら 、 そ れ は アン リ 自 身 な の だ か ら )。 楽 理 
で は な く 、 表 現 を 主題 と し た 音楽 で アン リ の 才能 は 最も 輝かしい 。 
彼 は 原点 に 戻っ た の か も 知れ な い 。 (坂本 ) 





736 ど 








PIERRE SCHAEFFER 
L'OEuvre Musicale 
CD/ADDA INA C 1006 一 9 90 年 





ミュ ジー ク ・ コ ンク レー ト (MC) の 創始 者 シェ フェ ー ル の 足跡 を 、 
'48 年 か ら 79 年 まで た どっ た タイ トル 通り の 作品 集成 (4CD 二 ブッ ク 
レッ ト )。 シ ェ フ ェ ー ル に よる 講演 や セミ ナー の 抜粋 まで も が 収め ら 
れ て いる 。 我々 は MC と いう と サウ ンド ・ ド ラマ の よう な も の を 思い 
浮か べ が ち だ が 、 実 際 に は 本 文 に 述べ た よう に 所 調 「 電 子音 響 音楽 」 
の 3 つの 源泉 の うち 最も 早い も の で あり 、 シ ェ フ ェ ー ル 自身 は 数 学 
主義 的 な 12 音 音楽 に 対抗 する 「 聴 覚 に よる 音楽 」 と 考え て いた 。 彼 
自身 イン タ ヴ ュー に 「 探 求 は 失敗 に 終わ っ た 。 ド レミ の 外側 に は 何 
も な か っ た 」 と 答え て いる が 、 む し ろ サ ンプ リン グ が 普及 し た 現在 
こそ 、 彼 の 当初 の ヴィ ジョ ン が 示唆 する も の は 大 きい ( 逆 に 言え ば 
誰 も 受け 継い で いな いと いう こと が だ が)。 (福島 ) 


RAGNAR GRIPPE 
Sand 
L P/Shandar 83518 





本 文 で も 述べ た よう に 、 シ ャ ンダ ー ル は 米 ミ ニ マ ル 作 品 に 続き 、 
お そら くそ の 影響 の 産物 で あろ う 仏 ミニ マル 作品 を リリ ー ス し て い 
る 。 トレモロ 奏 法 に よる 色彩 の 共鳴 と 言う べき シャ ルル マー ニュ ・ 
パレ スタ ン リ ス ド ラ ミン グ ・ ミ ュー ジ シック 本 作 、 を し じ で お し る アア 
シッ ド ・ フ ォ ー ク の 香り 高い アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター の デュ オ 、 
ヴァ ン サ ン ・ ル ・ マ ー ニ ュ & ベル トラ ン ・ ポ ルケ 「 ギ ター ル ・ デ リ 
ー ヴ 」 で ある 。 砂 絵 に 触発 され 、 リ ュ ク ・ フ ェ ラ ー リ の 協力 を 得 て 
制作 され た 本 作 は 、 オ ル ガ ン 、 ギ ター、 リ コー ダー、 マ ラ カ ス 等 の 
ライ ヴ 多 重 録音 に よっ て お り 、 カ ラフ ル な 音色 と 脆弱 な 構造 、 い か 
に も 手造り 風 の チ ー プ な 味わい を 特徴 と し て お り 、 そ の 点 で マイ ク ・ 
オー ルド フィ ー ル ド を 思わ せる と 言っ て よい だ ろう 。 (福島 ) 





RAYMOND BONI/OUATUOR 
ウン BALANESEU 

1 Le Trajet Ou Le Peumle T6moin 
RE ST 1002 


QUATUOR BALANESCU 





ジャ ズ / イ ンプ ロ ヴ ァ イ ズ ド ・ ギ タリ スト と し て すでに 20 年 以上 の 
キャ リア を 持つ レー モン ・ ボ ニ が 、 ポ スト ・ モ ダン 弦楽 四重奏 団 バ 
ラ ネ ス クウ ュ ク テル yiIN と ジャ 7 ロク ドラ ミン シン ョ ル s ボボ 
アト ン の た め に 書き 下ろ し た 作品 。 ボ ニ の ルー ツ で も ある ジプシー 
の 一 族 に 捧げ られ て お り 、 全編 、 エキゾチック な 熱情 に 満ち て いる 。 
5 人 全員 が アグ レッ シ ヴ に 盛り 上 が る 部 分 で の チェ ン バ パー・ ロ ッ ク 的 
カタ ル シ ス は 言う に 及ば ず 、 弦 と 太鼓 が 静か に 響き 合う と き の 内 に 
秘め られ た 激 し さ が 聞き どこ ろだ 。 ク ラフ トワ ー ク や ディ ヴィ ッ ド ・ 
パー ン の カヴァ ー て で 頭角 を 現し た だ け あ っ て 、 パ ラ ネ ス ク の ロッ ク / 
ジャ スズ 的 曲想 に 対す る 適応 力 は クロ ノ ス 以 上 か 。 (渡邊 ) 


RAYMOND BONI/MAX EASTLEY/ 
TERRY DAY 

Les Mistrals 

LP/Nato NATO 865 '86 年 





レイ モン ・ ボ ポニ は 古く より フリ ー・ ジ ャ ズ ・ シ ー ン で 活動 し て い 
る ギタ リス ト だ 。 ロ ル ・ コ ックス ヒル と の 共演 で 知る 読者 も ちい る だ 
ろう 。 既成 の 音楽 の 枠 に 環 め られ る こと を 好ま ず 、 ジ ャ ズ の 枠 に も 
収 ま ろ うと し な い ボ ポニ だ が 、 彼 の 演奏 に は 情 に 依存 する 部 分 が 多く 、 
聴く 者 を 決し て 突き 放さ な い 。 本 作 は ボ ニ が マッ クス ・ イ ー ス トリ 
ー(vo, perc, g, etc.)、 テ リー・ デ イ (ds, perc, harmonium, syn, Vo, 
sax, f|) と 共演 し た スタ ジオ ・ レ コー ディ ング で 、 3 者 対等 の バ パラン 
ス で 人 圧 放 な プレ イ が 繰り 広げ られ る 。 イ ー ス トリ ー と デイ が ノン ・ 
ミュ ー ジ シャ ン と し て 型 を 模 條 解体 し て 行く の を 、 ボ ニ が 支援 し 
て いる よう な 内 容 で あり 、 総 体 と し て ドラ マテ ィ ッ ク な 展開 が 大 変 
聴き 易い 。Nato な ら で は の 標準 作 。 (坂本 ) 








RENE CLEMENCIC 
Moliere 


L P/Harmonia Mundi HM 1020 78 年 








太陽 劇団 を 率い る アリ アー ヌ ・ ム ヌシ ュ キ ン が 監督 し た 5 時間 に 
及ぶ 同 題 の 映画 の た め の サ ウン ド ト ラ ッ ク 。 演奏 は も ちろ ん クレ マ 
ン シ ッ ク ・ コ ン ソ ー ト で 、 彼 な ら で は の 春 放 な 快活 さ に 満ち て お り 、 
また 典雅 さと の 対比 も 抜か りな い 。 この 作品 が 17 世 紀 に 活躍 し た 劇 
作家 モリ エー ル の 伝記 と 重ね 合わ され た 「 カ ー ニ ヴァ ルン ノ 革 命 」 を 
描い た も の で あろ うこ と は 、 そ う 題 され た 楽曲 が 他 を 圧し て 長く 、 
また 彼方 か ら 次 第 に 近付き この 場 を 席巻 する 荒 々 し い 力 の 噴出 を 描 
いて 全編 の クラ イマ ックス と な っ て いる こと か ら も 推察 で きる 。 ま 
た 静か に 狂っ て いく よう な 妖しい 女性 ヴォ ー カ ル に よる ~ 鏡 の 部 屋 ? 
は 、< 五 月 ? と の 屈折 し た 重ね 合わ せ を 物語 っ て いよ う 。 パ ー セ ル 作 
品 の 編曲 の 終曲 ` モ リエ ー ル の 死 ′ の み デ ラー 指揮 。 (福島 ) 





RENE CLEMENCIC 
Kahhala 
CD/Col Legno WW 1CD 31861 '93 年 





通常 、 ク レマン ・ ジ ャ ヌカ ン や ピエ ー ル ・ ド ・ ラ リュ ー の アン サ 
ンプ ブル と 同じ く 古 楽 演奏 の カテ ゴリ ー で 語ら れる クレ マン シッ ク だ 
が 、 彼 が 演奏 に 持ち 込む 過剰 な 想像 力 は 、 オ ー セ ン テ ィ シ ティ に 拘 
泥 する 古楽 か ら 彼 の 音楽 を 遠く 離し (それ ゆえ 音楽 史 の 専門 家 連 中 
に は 評判 が 良く な いよ うだ が ) 、 む し ろ 古 楽 自体 が 当時 そう で あっ た 
よう な アヴァ ン ギ ャ ルド ・ ミ ュー ジッ ク へ と 結び 付け る 。 そ うし た 
傾向 は 、 ユ ダ ヤ の 秘 儀 「 カ バラ 」 を 題材 と し た オラ トリ オ で ある 本 
作 に 聴か れる よう に 、 作 曲 に お いて より 明らか な よう だ 。 5 ヴォ ー 
カル (うち 2 声 は カウ ンタ ー・ テ ナー ノ /) の 錯 線 し た 交錯 を 、 鋭 く 
倍音 豊か な プラ ス と 遠近 を 強調 し て 響き 渡る パー カッ ショ ン が 煽り 
立て 、 劇 的 な 高揚 を 積み 重ね て いく 。 ウィー ン 生 まれ 。 (福島 ) 





7 づ ア 








ROBERT W00D 
Tarot 
L P/Edici ED OO 61020 72 年 





ロバ ー ト ・ ウ ッ ド は イギリス 人 ヴィ プ ブラ フォ ー ン 奏者 だ が 、 活 動 
は フラ ンス だ っ た よう だ 。 1 枚 目 に 当たる この アル バム も パリ で 録 
音 さ れ て いる 。 編成 は Steve Potts(a-sax,fl) 、Kent Carter(b) 、Ron 
Pittner (ds) と の ク ァ ル テッ ト 。 次 作 の フリ ー・ サ ウン ド や 「Vibrarock」 
で の ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ サ ウン ド と も 違っ て 比較 的 オー ソ ド ク ス で は 
ある 。 A 面 は 4 ビー ト の 上 で ヴィ プラ フォ ー ン が よく 響 く 。 ジ ャ ズ 
の 範 中 の も の 。 B 面 に な る と ム A 面 の 流れ は な く フ リー・ フ ォ ー ム 主 
体 に な る 。 ど ちら も 物静か で 音 の 響き が 生か され た も の だ 。 タ イト 
ル と いい ジャ ケッ ト と いい 何 か 大 い に 意味 あり が だ が 、 確 か に B 面 
は そう し た 神秘 的 な イメ ー ジ を 醸し 出す か も し れ な い 。 (松本 ) 


ROBERT WOOD 
Sonahular 
L P/Edici ED 0061030 73 年 





ヴィ プラ フォー ン 考 者 ロバ パー ト ・ ウ ッ ド の セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 
彼 は フラ ンス に お いて も それ ほど 有名 な 存在 で は な い が 、 そ の 音楽 
活動 歴 は 長く 、 本 作品 以外 に も 1 st 「Tarot(Edici ED0061020)」、 ゴ 
ング の ピエ ー ル ・ ム ー ラ ン ら を ゲス ト に 迎え た 3 rd「Vibra Rock(Polydor 
23913137) 」 4 th「Tombac Vibe(Polydor 2393150) 」 と 3 枚 の アル 
バム を 発表 し て いる 。 本 作品 に 収録 され た 曲 は 、 ウ ッ ド の 完全 な ソ 
ロ で ある A③ を 除い て いずれ も が ジル ベー ル ・ ア ルマン (ds) と の デ 
ュ オ と な っ て いる 。 ウ ッ ド の プレ イ は 、 多 く の ヴ ィ プ ラフ ォ ー ン 奏 
者 に 見 られ る メロ ディ アス な も の で は な く 、 ヴ ィ プ ラフ ォ ー ン 独特 
の 余韻 を 残す 金属 音 を 巧み に 用 いて 音 を 組立 て る と いう パー カッ シ 
ョ ン 的 手法 に 基づい て いる 。 (賀川 





SERGE PERATHONER, JANNICK 
TOP 


Music Film Scoring 
CD/Baillemont CD 918 '90 年 





タイ トル どおり 三 つ の 映画 の サン トラ を 抜粋 収録 し て いる 。 全 20 
曲 。 か た や トラ ンジ ッ ト ・ エ クス プレ ス の 中 心 人 物 、 か た や “De Futura” 
と いい 顔合わせ だ が 、 中 身 は お 仕事 物 だ 。 一 部 は エス ニッ ク ・ ヴ ォ 
イス ふう の 合成 音 が 耳 に 残り 、 二 部 で は ピア ノ を メイ ン に と 、 こ れ 
で 19 曲 まで 行く 。 す る と 懐 し や 「Udu Wudn」 の “Soleil D'ork” で 
は な いか 。 ベ ー ス を 押え 気味 に し た リミックス だ と は 言え 、 急 に 人 
生 が 明る く な る で は な いか 。 な ん せ ス ピー ド ・ リ ミッ ト で も 演 っ て 
いた 位 だ 。 ア フリ カ の 密教 ムー ド み た いで や は り い い 。 と いう 事 だ 。 

(松本 ) 


SHUB-NIGGURATH 
Les Morts Vont Vite 
L P/Musea FGBG 2002 87 年 





グル ー プ 名 は Lovecraft ら に よる Cthulhu 神 話 に 登場 する 、「 千 匹 の 
仔 を 争 み し 森 の 黒山 羊 」 と 呼ば れる 地 の 精 の 事 。 内 容 も その 名 に 取 
じ ぬ (? ) あ た か も MAGMA が UNIVERS ZERO の `Heresie"” を カヴァ 
ー し た か の 様 に アル バム の ハイ ライ ト と な る ラス ト の B② で は 、 強 
力 な ドラ ム の 上 を ベー ス が ギタ ー が フリ ー キ ー に 叫 え まく る 笑い 出 
し た く な る 程 凄まじ い (臨界 点 を 超え た 恐怖 を 待つ も の は た だ 笑い 
の み ) 怪 演 。 有 雰囲気 作り に 徹する ピア ノ を プリ ッ ジ と し 、 空 ろ な 女 
性 ヴォ ー カ ル と トロ ン ポ ボー ン の 起用 が 一 層 の アイ デン ティ ティ 確立 
に 寄与 し て いる 。 蛇 足 な が ら vo の Aun Stwart は TUDER LODGE の 彼 
女 と は (多分 ) 別人 。Musea 屈 指 の 一 作 。 (山田 ) 








SHUB-NIGGURATH 
Cetaient De Tres Grants Vents 
CD/Musea FGBG 4042 91 年 


FID-NCGCGCIKATI 





5 年 振り の 2 nd。 ゼ ロ 、 ゾ イ 、 ア ー ト ・ ベ アー ズ か ら ヤ クラ 、 果 
て は ディ ス ・ ヒ ー ト まで 連想 させ る 多彩 な (し か し トー ン は 晴 黒 一 
色 ) 音楽 性 を 見 せ 、 遠 喘 え の よう に 金 切る ギタ ー と 鬱々 と ダグ マ る 
ヴォ ー カ ル が 印象 的 だ っ た 前 作 に 比べ 、 今 回 は チェ ン バ ー・ ロ ッ 暗 
く ク と 言う より も 、 言 わ ゆ る オル タナ ティ ヴ 、 ノ イズ 寄り の 音 に 近 
づい て いる 。 実験 的 な 側面 が 強まっ た 分 、 散 温 な 感じ を 受け る 。 ヴ 
ォ ー カ ル も 一 曲 の み 少 し 聴け る だ け で 光 し い 。 又 、 ト ロン ボー ン と 
いう この 手 の バ ンド の 編成 上 の ユニ ー ク さ は 今回 も 生か され て いな 
い 。 (高森 ) 





STEVE LACY 
The Forest Amd The Z00 


L P/ESP 1060 '67 年 
CD/ZYX ESP 1060-2 





NY 生 まれ の レイ シー(ss)、 イ タリ ア 出 身 の エ ン リ コ ・ ラ ヴァ (tp) 、 
共に 南ア フリ カ 出 身 の ジ ョ ニー・ ダ イア ニ (b) 、 ル イス ・ モ ホロ (ds) 
に よる 異国 アル ゼン チン で の ライ ヴ ( 南 米 楽 旅 の ひと コマ ) 。 この 真 
空中 に 結晶 の よう に 由 立 する 音 た ちの 凛と し た 冷や か さ に は 、 ど こ 
か 亡命 者 特有 の ノスタルジア メラ ンコ リア が 影 を 落と し て いる よ 
うに 思わ れる 。 どこ まで も 見 通せ る 透明 な 空気 の 中 で 、 音 は 加速 度 
的 に 脆く 、 軽 く な り 、 壊 れ や すさ を 増し な が ら 、 さ ら に 哀 し げ な 速 
度 を 獲得 し て いく 。 フ リー・ ジ ャ ズ の 頂点 に し て 、 既 に ポス ト ・ フ 
リー の 手触り を 予感 させ る 記念 碑 的 傑作 。 レイ シー は 、 こ の 一 連 の 
楽 旅 の 後 、 ア メリ カ を 完全 に 離れ 、 く < 五 月 > 直 後 の パ リ に 居 を 構え な 
が ら 、 今 も 果て る こと の な い 「 旅 」 を 続け て いる 。 (福島 ) 














STEVE LACY 
The leam 


CD/Silkheart Records SHCD 102 
"86 年 











ステ ィ ー ヴ ・ レ イシ ー と 言え ば 、 多 分 ユー ロ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に 
は AREA と の 共演 作 が 思い 浮か ぶ だ ろう 。 昔 か ら フ リー・ ジ ャ ズ の 巨 
匠 と し て レイ シー の 名 は 轟 い て いる が 、 彼 の 音楽 が 実は それ ほど ご 
り ご り の フリ ー・ ジ ャ ズ で は な いと いう こと は 知っ て お いた 方 が い 
い 。 と り わ け ?80 年 代 に 彼 が フラ ンス で 活動 の 基盤 に し て いる セク ス 
テッ ト (クイ ン テ ッ ト ) の 音楽 は 、 例 えば M・ ウ ェ ス ト プ ブルック あ 
た り の 音楽 に 惹か れ て いる ファ ン は 聴き 逃 せ な い 。 ス ティ ー ヴ ・ ポ 
ッ ツ (sax)、 イ レー ヌ ・ ア イー ビ (vo, vIn) 、 ボ ビー・ フ ュー(pf)、 ジ 
ャ ン ニ ジャ ッ ク ・ ア ヴ ヌ ル (cb)、 オ リヴ ァ ー・ ジ ョ ン ソ ン (ds) と い 
う 殆 ど 不 動 の メン バー で 数 多く の 作品 を 残し て お り 、 ど れ も が 非常 
に 高い グレ ー ド を 誇っ て いる 。 (坂本 ) 


STEVE LACY 
The KiSs 


LP/Lunatic Records 002 '87 年 





レイ シー の 音 は 、 常 に ソロ へ と 立ち 返っ て いく 。 自ら の 歩み を た 
どり 直す た め に 、 あ る い は 透 か 彼方 を 透かし 見 る た め に (自ら の 演 
奏 テ ー プ を 半 度 と な く 聴 き 返 す ナレ イシ ー)。 こ こ で 音 は 宝石 の よう な 
美しき を た た えな が ら 、 同 時 に 何 も な い 空 間 の 中 に ポツン と 取り 残 
され た 汐 し さ に 震え て いる 。 彼 は ソロ の 怖 し さ を 演 奏 へ と 没入 ・ 自 
閉 す る こと で 紛 ら わ せ よう と は し な い 。 あ る い は あら か じ め 定 め ら 
れ た 構造 や 対比 に 頼る こと も 。 テ ー マ は そこ か ら 遠 く へ 離れ る た め 
に だ け 始 まり に 置か れ 、 演 奏 は 瞬間 瞬間 に 全て を 映し 出し な が ら 進 
み 、 マ ッ チ の 燃え さ し の よう な 音 を た て る 。 な お 、 本 作 は 広島 リア 
ル ・ ジ ャ スズ 集団 主 催 に よる ソロ ・ コ ン サ ー ト の ライ ヴ 録 音 で あり 、 
彼ら の 設立 し た 自主 レー ベル か ら リ リー ス さ れ て いる 。 (福島 ) 





STRUCTURES SONORES LASRY- 
BASEHET 

Chromophagie 

L P/Arion 30S 060 '69 年 





テディ ・ ラ スリ の 父 、 ジ ャ ッ ク ・ ラ スリ と ベル ナー ル ・ パ バシ ュ の 
共同 プロ ジェ クト STRUCTURES SONORES LASRY-BASCHET の 
作品 、 テ ディ (fl b, par) 他 、 後に エレ ゴ ・ サ ム に 参加 する Jean Guerin 
(tabla, per) ら 6 人 の ミュ ー ジ シャ ン に よる 演奏 で ある 。 その サウ ン 
ド は プロ ジェ クト 名 に 現われ て いる よう に 、 各 種 パ ー カ ッ シ ョ ン 、 
管楽器 、 ヴ ォ イ ス 、 ペ ベース 、 エ コー 等 の シン プル な 音 を 組み 合わ せ 
斉 の 空間 を 構築 する と いう も の で ある 。 暖 昧 模 交 と し た 中 に その 輪 
郭 が 見 え 隠 れ す る よう な イメ ー ジ で ある 。 ジ ャ ケッ ト 違 い の セ カン 
ド ・ プ レス も ある 。 (賀川) 


TAMIA 
Tamia 
LP/T1001 '78 年 





誰 の 師事 を 受け る 事 も な くそ の 類 稀 な 才能 に 磨き を か けつ つ 数 々 
の アー ティ スト と の 共演 を 重ね て いた Tamia の 29 才 に し て 初め て リリ 
ー ス し た 衝撃 的 ソロ ・ ア ル バ ム 。 2 曲 程 10 名 の ヴォ イス に よる ドロ 
ー ン ・ サ ウン ド を 従え て いる 他 は 、 全 て 彼女 の ヴォ イス ・ パ フォ ー 
マン ス に よる 。 人 声 の みな ら ず 、 様 々 な 楽器 や 自然 界 に も イン スパ 
イヤ され た で あろ う 3 幅広 く 豊 か な 表現 力 を 持っ た その サウ ンド は 鮮 
烈 の 極み 。 今 で こそ ホー ミー 等 の 特殊 唱 法 は 一 般 で も か な り 認 知 さ 
れ て いる が 、 か な り 早 期 か ら 系 譜 を 持た な い 彼 女 が こう し た 指向 性 
を 持っ た 事 に 先天 の 才 を 感じ ざる を 得 な い 。 そし て 作品 全体 を 貫く 
尋常 な ら ざ る 雰囲気 は 、 民 族 音楽 や 伝統 芸能 に 宿る 「 神 洲 っ た 一 瞬 」 
が 本 作 に も また 招 喚 され た 事 を 示し て いる 。 (山田 ) 








TAMIA 
Senza Temp0 
LP/T Records T 1002 '81] 年 





まさ に 驚異 的 な 音域 の 広 さ (低音 は 男声 と 聞き 紛 う ) も 、 繊 細 極 
まり な い ヴ ォ イ ス ・ コ ント ロー ル も 、 こ こ で は すべ て 空間 を 官能 的 
に 息 づ か せ る た め に の み 奉 仕 し て お り 、16 チ ャ ン ネ ル の 多重 録音 に 
より 、 鐘 乳 洞 を 渡る 風 が 綾 な す 璧 を 細部 まで その まま に 視覚 化し た 
よう な 響 き の 豊 か さ を も た らし て いる (引き 伸ばさ れ た 故 き の な か 
で 、 む ら と な っ て 浮か び 上 が る 息 の 動き や 、 ち ら つ く よ う な 倍音 の 
か げ り を 描き 出す 仕方 を 、 彼女 は 雅楽 か ら 学ん だ よう だ )。 この 奥深 
いし め や か さ は 、 ま ず 何 より も エロ ティ ッ ク で ある 。 シェリー・ ヒ 


ル シ ュ が 敏感 極まりない 衝 っ た 新芽 で あり 、 マ ギー・ ニ コル ス が 引 
きつ り 、 こ すれ あう 痛々 し く 乾 いた 傷つき や すい 粘膜 だ と すれ ば 、 
タ ミ ア は 透明 な 蜜 を あふ れ 出 させ る 潤 ん だ 洞 で ある 。 (福島 ) 





TAMIA/PIEERE FAVRE 
Solitudes 
CD/ECM ECM 1446 "92 年 





斉 (ノイ ズ ) に よっ て 切り 裂 か れ 、 意 味 を 吹き 込ま れる 前 の 母 
斉 だ け の ユー トピ ア 。 こ の 自 他 未 分 の マタ ー ナ ル な 空間 の 内 部 で は 、 
ひと た び 鳴 り 始 め た 音 は 、 移 ろ い 漂っ て 別 の 音色 、 別 の 響き へ と 姿 
を 変え な が ら 、 だ が 決し て 止む こと が な い 。 沈黙 と の 鋭い 対立 を 経 
て 財 立 する 代わ り に 、 静 寂 に 浸 み 込む こと で 静寂 その も の と 化す 音 
楽 。 フ ァ ー ブ ル は 多種 多様 な パー カッ ショ ン 類 の 音色 を 編み 上 げ 、 
ある い は ゴン グ の 余韻 に 耳 を 傾け て 、 タ ミア の た め の 補 を 整え る 。 
母 な る 振動 へ の 共鳴 を 通じ て 、 彼 女 の 声 の 中 に 自ら を 溶解 させ て し 
まお うと いう マゾ ヒス ティ ッ ク な 喜び 。 匂う よう に 立ち の ぼり 、 甘 
や か に た ちこ め た 声 は 、 夜 空 に か か る 虹 の よう な あり 得 な い 美 し さ 
を 香 ら せ て 、 夜 の 帳 が 降り る よう に 聴く 者 を 包み 込む 。 (福島 ) 





7 づら 











VALANTIN CLASTRIER 
Vielle A Roue/Hurdy-Gurdy 
CD/Audivis A 6130 "87 年 





ジャ ッ ク ・ ブ レル と 「 ラ マン チャ の 男 」 で 共演 し 、 コ メデ ィ ・ フ 
ラン セー ズ の 伴奏 を も 務め た 彼 は 、'84 年 「 空 想 的 ヴィ エル ・ ア ・ ル 
ー」( 本 作 に 再 録 ) で 一 躍 注目 を 集め る 。 彼 は 、'60 年 代 の トラ ッ ド 再 
興 ま で 殆ど 忘れ 去ら れ て いた この 古楽 器 か ら 、 弦 の 追加 等 の 各種 改 
造 や 特殊 奏法 の 開発 に よっ て 、 全 く 電 子 的 な 変調 を 用 い ず に 驚く ほ 
ど 多 種 多様 な サウ ンド (各種 打楽器 や ヴァ イオ リン か ら 電 子音 と し 
か 思え な い 連 続 的 に 変化 する 音 ま で ) を 引き 出し て し まう 。 それ ら 
の サウ ンド は 、 楽 器 構造 上 の 特長 を 活か し て ドロ ー ン を 含め て ポリ 
フォ ニッ ク に 織り 成 さ れ 、 さ ら に 倍音 変化 レベ ル の ミク ロ な ポリ フ 
ォ ニ ー と 相 伺 っ て 、 ま さ に イマ ジ ネ ー ル と し か 言い よう の な い 、 広 
大 に し て 肥 浜 な サウ ンド の 大 陸 を 現 出さ せ て いる 。 (福島 ) 


WALANTIN CLASTRIER 
H6r6sie 
CD/SILEX Y225402 92 年 





前 掲 作 に お いて 、 ソ ロ 演 奏 に より 現 出し た 想像 上 の 大 陸 は 、 ミ ッ 
シェ ル ・ ゴ ダー ル (tuba) 、 ル イ ・ ス クラ ヴィ ス (cl) 、 ジ ェ ラ ー ル ・ シ 
ラク ー ザ (perc) ら 、 こ れ 以 上 は 望み 得 な い 程 の 優れ た 共同 作業 者 た ち 
を 得 て 、 諸 力 の 交錯 へ と 解き ほ ぐ さ れ 、 中 世 の 写 本 に も 似 た 目 に も 
絢 な 音 絵巻 と か っ て 、 国 家 に 囲い 込ま れる 以前 の 交通 空間 へ と 向け 
て 開け 放 た れる 。 邪悪 に ひび 割れ し わが れ た つぶ や き と 、 女 声 と 聞 
き 紛 うば か り に 澄み 切っ た ハイ トー ン ・ ヴ ォ イ ス の 間 の 自在 な 往復 
や 、 ま た ホー ミー 唱 法 や ヴィ エル ・ ア ・ ル ー の 演奏 に お いて 、 豊 か 
な 倍音 が 交錯 衝突 の 中 で 結び 織り 成す 響き の 豊 さ は 、 本 文 に 述 
べた 「 抑 圧 さ れ ぬ 交通 異種 交配 と し て の 異端 」 の 鮮やか な ヴィ ジ 
ョ ン を 描き 出し て いる 。 も は や 歴史 的 名 盤 と 言え よう 。 (福島 ) 





VINKO GL0BOKAR 

kctcoc 倍 0, ieSich Nicht Ertragen 
KOnnem 

LP/FMP FMP1180 '87 年 





グロ ボカ ー ル の 即興 方 面 の 演奏 活動 の 記録 と し て New Phonic Art 
(別項 参照 ) と 本 作 を 挙げ た い 。tb や アル プ ホ ル ン は も ちろ ん 、 呼 び 
人 笛 や ディ ジェ リド ゥ ー、 声 まで 用 いて 、 一 人 多重 録音 に より 作り 上 
げ ら れ た 空間 は 、 南 イタ リア の 人 魚 市 場 に も 似 た 狼 雑 な 喧 喋 に 満ち 満 
ち て お り 、 一 時 も 休ま ず に 叫び まく り 、 至 る と ころ ほえ 回 っ て 、 泣 
き 、 歌 い 、 つ ぶ や き 、 つ ば を 吐い て 、 く ぐも っ た 中 き 声 を あげ る 。 
ここ で 、 各 種 特殊 奏法 に よる 多彩 が サウ ンド は 、 グ ロボ カー ル 自 身 
に よる 様々 な 身振り を 伴っ た 声 と と も に 、 そ の まま に わ め き 散ら す 
群衆 で あり 、 溢 れ 出す 色彩 と 音響 の 洪水 で ある 。 な お 、 彼 は 75 年 の 
フリ ー・ ミ ュー ジッ ク ・ ワ ー ク ショ ッ プ で tb ソロ の ほか 、13 人 編成 の 
プラ スバ ンド (うち 11 人 が tb) を 率い て 出演 し た 。 (福島 ) 


VINKO GLOBOKAR 
Les Emigr6s 


CD/Harmonia Mundi HMC 905212 
"91 年 





5 人 の ナレ ー タ ー が 十 数 ヵ国 語 で 読み 上 げ 怒 鳴り 散ら す 移 民 た ち 
の 手紙 や 劇作 家 ペ ー タ ー・ ハ ント ケ に よる テク スト 。「 バ ベル の 塔 」 
的 な 多 言 語 の 交錯 、 怒 号 の 嵐 、 沸 き 上 が る 拍手 や 歓声 を 貫い て 舞い 
上 が り 、 各 国 の 民謡 を すら 歌い 上 げ る 男女 ヴォ ー カ ル と 小 コ ー ラ ス 。 
重工 業 的 な 重 苦 し さ か ら 目 に し みる 鮮 烈 な 大 音響 の 裂 まで メタ リ 
ッ ク な 輝き に 溢れ た オー ケス トラ と 、 ジ ャ ズ ・ ト リオ (bp, g, ds) の 生 
み 出 す 軽 音楽 と の 目 も 上 財 む 落差 。 さ ら に ライ ヴ で は スラ イド や フィ 
ルム の モン ター ジュ 、 巨 大 な 人 形 芝居 まで 加わ っ た と いう 。「・ ザ ッ 
パ 「 よ うこ そそ 合衆国 へ 」 を 何 十 倍 に も スケ ー ル アッ プ し た か の よう 
な 超大 作 。 こ こ で 全て の 状況 設定 音響 は 何 か の 富 意 で あり な が ら 、 
与え られ た 役割 を 踏み 越え る 劇 的 強度 を か ち 得 て い る 。 (福島 ) 





VINKO GL0BOKAR 
phokar By ohokar 


CD/Harmonia Mundi HMC 905214 
"92 年 





自作 自演 に よる トロ ン ボ ー ン 曲 集 。 最 も 古い 「 デ ィ ス クー ル II」 
(68 年 ) に お いて 、 母音 発音 に 関す る 音声 学 的 研究 に 基づい た 音色 の 
拡大 を 試み て お り 、 凄 まじ い ノ イズ 流 (アル ト ・ サ ックス の マウ ス 
ピー ス の 代わ り に ゲー ム ・ コ ー ル を 装着 し た か つて の ジョ ン ・ ゾ ー 
ン の ソロ を 思わ せる ) と 叫び 声 に よる ソロ 「 交 換 」('73 年 ) を 経て 、 
エレ クト ロニ クス 変調 を 伴う 最近 の 作品 まで 、 こ の サウ ンド ・ パ レ 
ッ ト 拡 大 へ の 指向 は 変わ る こと が な い 。 そう し た 中 で 「 コ ロ 」('88 年 ) 
は 、 共 同体 (混声 合唱 ) か ら 析 出し た 個人 (ソロ ・ ト ロン ボー ン ) 
と いう 社会 学 的 高 意 が 「 移 民 た ち 」 を 思わ せ 、 ま た アル プ ホ ル ン と 
し ゃ べり に よる 「 ア ルプ ス の 叫び 」 は 、 過 剰 な 身振り と 過激 な ユー 
モア に 溢れ た シア ター・ ミ ュー ジッ ク 的 快 作 。 (福島 ) 





VINKO GL0BOKAR 
Halln, Do You Hear Me? 


CD/Harmonia Mundi HMC90933 
'94 年 





オー ケス トラ + 混 声 合唱 二 ジ ャ ズ ・ コ ン ボ と いう 「 移 民 た ち 」 的 
大 編成 に よる 表題 作 ('86 年 ) 以外 は 、 演 奏者 間 の コミ ュ ニ ケー ショ 
ン ・ シ ステ ム を 探求 し て いた 70 年 前 後 の 作品 。~ 放 射 ” は 円 形 に 並ん 
だ 21 人 の 演奏 者 に よる 音 の 探り 合い 。 ミ ッ シ ェ ル ・ ポ ル タ ル が 音 に 
より 彼ら に 指示 し 、 相 互 の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 誘発 する 。 流動” 
は 分 子 運動 を モデ ル と し た ダイ アグ ラム に よる 。 音 の 運動 状態 を 指 
定 さ れ た 各 プ ロッ ク を 、 演 奏者 集団 ( 9 管楽器 十 3 打楽器 ) が 順に 
通過 し て いく こと に より 、 も や も や と し た ドロ ー ン か ら 煮 えた ぎる 
沸騰 状態 まで 、 サ ウン ド は 大 きく 振幅 する 。 オ ー ボ エ ・ ソ ロ に よる 
~ 息 の 学習 * は 、 循 環 呼吸 に よる 極端 に 引き 伸ばさ れ た ソロ と 、 そ れ 
に 添え られ る 声 や た め 息 に よる コメ ント か ら 成 る 。 (福島 ) 





7 ブフ の 








VIRGULE4 
Des Accords acecord 
LP/AYAA DTO386 86 年 





C.Cohade(b, vo) 、I.Lentin (ds, vo) 、F.Morel(cel, vo) 、C.Valade 
(marimba, syn, vo) の 女性 4 人 組 チ ェ ン バー・ ロ ッ ク 。 不 安定 な 編 
成 に 加え 、 フ リー で は な い に せ よ 構 成 や アン サン プル の 融和 と いう 
意識 は 稀 薄 な 展開 、 プ ロ だ か 素人 だ か よく 分 か ら な い 様 な 呆け た 演 
奏 等 、 一 見 ネガ ティ ヴ な 要素 が 一 体 と な っ た 時 に 生ま れる 摩 可 不 思 
議 で ポッ プ な サウ ンド つま り 「 キ ッ チ ュ 」 と 言う 事 だ ろう か ) に は 
か な り の セン ス を 感じ る 。 ま ず フ ラン ス 以 外 で は 出 て 来 な い タ イプ 
の 音楽 だ ろう 。 ス タッ フ に Charles Bullen の 名 を 見 つけ て 恐れ ず と も 
良い 。 プラ イヴ ェ ー ト な イメ ー ジ を 好む 人 に は か な り い ける 。 後 年 、 
メン バー の 内 Cohade と Lentin は L'EMPIRE DES SONS で より ま と ま 
っ た サウ ンド を 聴か せ て くれ る 。 (山田 ) 


VIVENZA 


VIVENZA 
Realit6s Servo MM6caniueS 


L P/Electro Institut (Musee St Pierre) 
74014 "8S 年 





仏 ブ イズ 系 で は 、 脳天 気 な DDAA 周 辺 や 、 単調 お が パシフィック 231 
や ル ・ サ ン デ ィ カ ある い は その 後 身 に し て 未来 派 の 未 商 を 自認 する 
アン トレ ・ ヴ ィ フ より も 、 こ の ヴィ ヴェ ン ツ ァ と エタ ン ・ ド ネ を 挙 
げた い 。 ヴ ィ ヴ ェ ン ツァ の 生み 出す 音響 は 、 エ スプ レン ドー ル ・ ゲ 
オメ トリ コ (EG) に も 似 た 、 何 か 重工 業 機械 の 動作 斉 の よう な 工業 
ノイ ズ の 反復 な の だ が 、 テ ー プ の 高速 回 転 に よる サウ ンド の 硬質 化 
や 、 速 度 感 覚 の 異な る 反復 の 重ね 合わ せ 、 破 砕 音 と の モン ター ジュ 
等 、 む し ろ 音 を 歪 ませ ず 切 口 の 鋭利 さ 、 粒 だ ちの 鮮やか さ を 活 か す 
ミュ ジー ク ・ コ ンク レー ト 的 な 繊細 さ に より 、EG と は 一 線 を 画す る 。 
私 の 知る 限り 、 他 に 7' 及 び 12' シ ング ル 各 1 枚 、 カ セッ ト 3 本 、 さ ら 
に コン ピ レ ー シ ョ ン へ の 参加 多数 が ある 。 (福島 ) 











YUVES ROBERT 
Tout Caurt 


CD/COPSI/deux Z ZZ 84103 AD 
184 91 年 











イヴ ・ ロ ベー ル は ジャ ズ ・ シ ー ン で 活躍 し て いる トロ ン ボ ー ン 奏 
者 で 、 ア ンド レ ・ ジ ョ ー ム や ルイ ・ ス クラ ヴィ ス の グル ー プ で も 異 
彩 を 放っ て 来 た が 、 珍 し い 所 で は デヴィ ッ ド ・ モ ス と の 共演 な ども 
ある 。 ど ちら か と 言え ば アヴァ ン ギ ャ ルド 派 に 所 属す る が 、 ジ ャ ズ ・ 
ロッ ク ・ プ レイ ヤー と し て の セン ス も 人 矯 れ な い 。 そん な 彼 の 独特 の 
スタ ンス と 、 ヴ ァ ー チ ュ オ ー ゾ ぶり を 音 に 反映 し た この アル バム は 、 
フィ リッ プ ・ デ ッ シ ェ ッ パ ー(g) 、 ク ロー ド ・ チ ャ ミッ ツィ アン (cb) 、 
グ ザ ヴィ エ ・ デ サン ドル (perc) と いう 一 癖 ある 共演 者 達 を 揃え 、 新 鮮 
な 驚き に 満ち た 内 容 の 優れ も の と な っ て いる 。 1 分 に も 満た な い 曲 
が ずら っ と 並ん で いる の も 、 エ レク トリ ッ ク ・ サ ウン ド を 効果 的 に 
採り 入れ て いる の も 、 す こぶ る チャ ー ミ ング 。 (坂本 ) 


VA 
Festival Mimi '87 
LP/AMI 2001 "87 年 





フラ ンス で 行わ れ た Fesstival MIMI(Mouvement International des 
Musiques Innovatrices) の ライ ヴ 盤 。 世界 各国 、7 バン ド の 演奏 が 収 
録 さ れ て いる 。 各 バン ド の 指向 性 が 様々 な の で 全体 像 を 伝え る の は 
難し い が 、 レ ー ベ ル の 代表 者 と し て エト ロン ・ フ ー・ ル ルー プラ ン 
の フェ ルディ ナン ・ リ シャ ー ル の 名 が クレ ジッ ト さ れ て いる 事 か ら 
も 想像 で きる 通り 、 レ コメ ン デ ッ ド 系 の 音 (? ) が 中 心 と な っ て いる 。 
ジュ ル ヴ ェ ル ヌ は 「A Neuf」 か ら の 選曲 。 ス タ ジ オ ・ テ イク と は ア 
レン ジ 等 が 異な る ロマ ン テ ィ ッ ク で 熱 っ ぽい 演奏 が 聴け る 。 日 本 か 
ら の 参加 は 期待 の アフ ター・ デ ィ ナ ー。 級 密 で 織 細 な 演奏 が 生み 出 
す 子 守 歌 と で も 言え ば よい だ ろう か ? 本 アル バム 中 一 番 光 っ て い 
る 様 に 思え る 。 (沢田 ) 








V.A. 
La Nuit Des Solos 
L P/Van D'CEuvre 8802 '87 年 





'87 年 ミュ ジー ク ・ ア クシ ョ ン ・ ア ンタ ルナ ショ ナル の 一 企画 ^ ソ 
ロ の 夜 ” ライ ヴ 録 音 か ら の 抜粋 、 ジ ャ ン ・ フ ラン ソ ワ ・ ポ ー ヴ ロ や 
ギグ ー・ シ ュ ヌ ヴィ エ 、 ル イ ・ ス クラ ヴィ ス ら フラ ンス 勢 に 加え 、 
デ ウ の ayReo モ スス 正 り hy シャ ピジン クリ 2 シーマ ニク 
レイ 、 ジ ョ ン ・ ゾ ー ン 、 ト トム ・ コ ヨ ラ 、 ウ ェ イ ン ・ ホ ー ヴ ィ ッ ツ 、 キ 
ャ ロ ル ・ エ マニ ュ エ ル 、 ア ン ソ ニー・ コ ー ル マン ほか 多数 の アメ リ 
カ 勢 を 含む ( 全 16 曲 中 12 曲 ) の は 、 別 企画 で ジョ ン の コン ポジ ショ 
ン 「 ル アン ・ リ ン ギ ュー」 と デン ス ・ バ ンド の ライ ヴ (それ ゆえ 本 
作 に は ジョ ン ・ ロ ー ズ も 参加 し て いる ) か ら 成 る 「 ア メリ カ の 夜 」 
が 催さ れ た た め 。 "85 年 の メー ルス 登場 以降 の ヨー ロッ パ に お ける 憲 
まじ い NY イ ン ベ イ ショ ン の 証左 と し て 挙げ て お きた い 。 (福島 ) 





VA 
Musique Ss Actinm 
LP/Vand'oeuvre 9304 93 年 





フラ ンス 、 ナ ン シ ー の 村 ヴ ァ ン ドゥ ー ヴ ル で 、'84 年 か ら 毎 年 約 10 
日 間 に わ た っ て 開催 され る 、 ア ヴァ ン ギ ャ ルド ・ ミ ュー ジッ ク の た 
め の フ ェ ス ティ ヴァ ル 「 ミ ュ ジ ッ ク ・ ア クシ オン 」 の !88 年 か ら '92 年 
まで の ライ ヴ 録 音 か ら セ レク ト し た オム ニ バ ス 。 パ スカ ル ・ コ ムラ 
ー ド 。 ダ 三 エ ル ・ ヨ スコ ヨコ ヴィッツ 、 ル イッ スク ラヴ ィ ス 、 ドミ ニク ・ 
ル ジ ェ フ 、 エ リオ ッ ト ・ シ ャ ー プ 、 デ イヴ ィ ッ ド ・ モ ス 、 ゲ シュ タ 
ke 2 ジャ イツ の 、 デ ィ ツ イィ ッ KoWー ラ ルド のみ ラ ラッ の 0 の 
等 が 収録 され て いる 。 同 時 に 刊行 され た 同 タ イル の 本 に は 「 ミ ュ ジ 
ッ ク ・ ア クシ オン 」 に 関す る 記事 と 共に 、200 名 を 超え る 参加 アー テ 
ィ ス ト の ステ ー ジ 写真 が 収録 され て お り 興 味 深い 。 (渡邊 ) 
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URBAN SAX 
Urhan SaxX 


L P/Cobra COB 37004 77 年 
CD/EPM FDC 1124 





Gilbert Artman が LARD FREE と 並行 し て 活動 を し て いた URBAN 
SAX の 1 st。CD 化 に 際 し 、 こ の 「Urban Sax」 と 2 nd の 「Urban Sax 
2」 が カッ プリ ング され て いる 。 サ ックス 群 を ステ レオ 感 溢れ る オル 
ガン の よう に 使用 する アイ デア は 斬新 。 整然 と アレ ンジ され た 楽曲 
(当時 、 本 作 を 聴く 前 に は 「16 人 の サッ クス 奏者 」 と いう と アウ ト ・ 
オプ ・ コ ント ロー ル な 状況 し か 想像 で き な か っ た ) は 、 編 成 こそ 違 
う が 、Artman が LARD FREE で 目指 し た 特殊 音響 空間 と 同一 の も の 。 
彼 は LARD FREE の 3 rd で 自分 の スタ イル を 掴ん だ と 言え る 。 路 線 的 
に は この 都市 の 暗闇 を 思わ せる サウ ンド の まま 現在 に 至る が 、 人 数 
的 に は 増殖 を 続け る 。 1 st 時 に 16 人 、 2 nd で は 37 人 編成 だ が 、'92 年 
の 来 日 時 に は 50 人 を 越え て いた 。 (Chihiro S.) 


URBAN SAX 
Urhan Sax 2 


LP/Cobra COB 37017 "78 年 
CD/EPM FDC 1124 





ジル ベー ル ・ ア ー ル マン を LARD FREE の 、URBAN SAX の 、 と 言 
う の は 的 を 射 い る と は 思え な い 。 彼 の 音楽 は 、LARD FREE と 名 づけ 
られ た ユニ ッ ト で の 実験 に よっ て 、 音 か ら 音 響 へ 、 や が て URBAN SAX 
と 名 義 が え し て 、 遂 に は 音響 が レコ ー ド 盤 を は み 出 し 街中 へ 浸 み 込 
ん で いっ た 、 と 言え る と 思う 。 考え よう で は 、 彼 の コン セプト は 音 
楽 の 三次 元 化 そ の 実践 だ っ た と も 言え る わけ で 、 じ ゃ な けれ ば 、 各 
国 各地 で 様々 な パフォ ー マ ン ス を する に 至る わけ が な い 。 つ まり 空 
間 表 現 、 も っ と 言え ば 場 の 再 構築 を 目指 し た の だ と 思う 。URBAN SAX 
で の 1 一 2 作 目 は その ステ イト メン ト と も 言え る し 既に 単なる 記録 
に 過ぎ な か っ た と も 言え る 。 今 彼 に リア リティ が な い の は 、 彼 の コ 
ン セ プ ト 以 上 に 各地 で 場 の 位相 が 変わ り 先 が 読め な い 程 だ か ら だ 。 

(松本 ) 
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Paradise Lost 
L P/Philips 6313 293 '82 年 








ピエ ー ル ・ ア ン リ と の 共同 作品 で ある 本 作 は 、 す べ て の 曲 が ア ン リ と 
ジル ベー ル ・ ア ー ル マン に よっ て 作ら れ て いる 。 ア ン リ は フラ ンス に お 
ける ミュ ー ジ ッ ク ・ コ ンク レー ト の 先駆 者 で あり 、 ま た '69 年 に は スプ ー 
キー・ ト ゥ ー ス と と も に 「 セ レモ ニー」 と いう アル バム を レコ ー デ ィ ン 
グ し た こと で も 知ら れ て いる 。 さ て 本 作 の 内 容 で ある が 、 ア ー バ ン ・ サ 
ックス の メン バー は 前 2 作 同 様 サ ックス 音 が 断続 的 に 漂う と いっ た 感じ 
の 演奏 を 行っ て いる 。 に も か か わら ず 、 全体 の 印象 は 従来 の 作品 と は 大 
きく 異な り 、 か つて の 重々 し い 究 囲 気 は 全く と 言っ て よい 程 無く な っ て 
いる 。 そ れ は 全編 に 渡っ て 飛び 回 る 電子 音 の 所 為 と 思わ れる 。 私 個人 と 
し て は アー バン ・ サ ックス が 新た な 実験 を 開始 し た 作品 と し て 高く 評価 
し た い が 、 昔 否 両 編 が 出る 作品 で ある こと は 間違い な い 。 (人 賀川 ) 


URBAN SAX 
Fraction Sur Le Temps 


L P/Celluloid CEL 6788 '8S 年 
CD/EPM 982042 





ピエ ー ル ・ ア ン リ と の 共演 盤 に 続く アー パン ・ サ ックス 4 枚 目 の 
アル バム 。 作品 の レヴ ェ ル と し て は 初期 の 2 作 と 比較 し て 劣っ た も 
の で は な い が 、 サ ウン ド 的 に は あま り 変 化 が な く 、 フ ァ ー ス ト ・ ア 
ル バ ム を 初め て 聴い た 時 の 衝撃 は な い 。 CD 化 に あたっ て 、 オ リ ジ ナ 
ル ・ ア ル バ ム の 地味 な ジャ ケッ ト ・ デ ザイ ン で は な く 、 派 手 な ライ 
ヴ ・ パ フォ ー マ ン ス の 様子 を 写し た カラ ー 写 真 を 多く 使っ た イン サ 
ー ト に 変え られ て いる こと か ら も 分 か る よう に 、 既 に ライ ヴ ・ パ フ 
ォ ー マ ンス に 活動 を 置い て いた 時 代 の 演奏 で あり 、 観 点 を 変え れ ば 
作品 の 評価 も 変わ る だ ろう 。 (賀川 ) 








URBAN SAX 
Spiral 
CD/(Jap.)Wave EVA2027 91 年 





来 日 記念 盤 と し て 国内 発売 (フラ ンス と ほぼ 同時 に リリ ー ス ) さ 
れ た アル バム 。 前 作 「Fraction Sur Le Temps (時 間 の か けら )」 の 
発表 以来 、 約 6 年 間 ア ル バ ム の リリ ー ス が な か っ た わけ で ある が 、 
現在 の 彼ら が アル バム 製作 より も ライ ヴ ・ パ フォ ー マ ン ス に 重点 を 
置い た 活動 を 行っ て いる こと を 考え る と 当然 の こと と も 思わ れる 。 
内 容 的 に は 従来 の 作品 の 延長 線上 に ある ソプラ ニー ノ か ら バ ス に 至 
る サッ クス 群 が 重層 的 な サウ ンド と な っ て 押し 寄せ る 重く 迫力 の あ 
る も の だ け で な く 、 コ ー ラ ス と ヴァ イプ ブ ラフォン 中 心 の 演奏 が シン 
プル に 波打つ よう な サウ ンド や 映画 の サン トラ を 思わ す 不 気味 で 叙 
景 - 的 な サウ ンド 等 も 加わ り 、 よ り 変化 に 富ん だ 聴き 易い も の に な っ て 
いる 。 な お 、④ は ラー ル ・ フ リー 時 代 の 曲 ( サ ー ド ) の リ レ コ ー デ ィ ン 
グ で ある 。 (賀川 ) 
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ジル ベー ル ・ ア ー ル マン の 流れ で 追う と 異色 な 1 枚 だ が 、 そ れ も 
その は ず こ れ は 彼 の プロ ジェ クト で は な く 、 参 加 作 だ 。 1 曲 の ドラ 
ム ・ プ レイ と 2 曲 の ミッ クス に 立ち 合っ て いる 。 それ に し て も 何 か 
居心地 の 悪い (いい ? ) 変質 し た 音楽 だ 。 エ レク トロ ニク ス と ポッ 
プ 。 ポ ッ プ と いう より も キッ チュ な も の が うま くく 結び つい た よう な 
音 。 黄 色 地 に ヴィ ニー ル ・ カ ヴァ ー で そこ に は ファ ウス ト の 1 st の よ 
うに スミ 塗り で 男 が 描か れ て いる 。 こ れ も チ ー プ な こと の セン ス が 
ある も の だ 。 音楽 も を その と お り 。 安く て 妙 な うわ つき が ある の に 、 
つま ら な く な い 。70 年 代 の エル ドン あたり の 感触 が 、 そ の まま うわ 
べ だ け ス ライ ド す る 際 、 そ れ を キッ チュ な まで に ペラ ベラ に し た 作 
為 性 を 感じ させ る も の だ 。 (松本 ) 
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PASCAL COMELADE 
Paraleo 
LP/Parasite PAR 002 「'80 年 





遡る こと 10 数 年 、 パ スカ ル ・ コ ムラ ー ド は この アル バム で 世に 出 
た 。 彼 が 最初 か ら 音 響 面 で 音楽 を と ら え て いた こと は 、 こ れ で も よ 
くわ か る 。 コム ラー ド の 音楽 は 、 自 己 表現 と いう より も 、 彼 と 聴く 
人 と の 間にあっ て その 距離 感 を 音 に し た よう な 客観 的 視野 が 介在 し 
て 出 て 来 た ち も の だ 。 そう 思う と この アル バム も 基本 的 な 発想 面 で は 
共通 し て いる 。 が 、 し か し 、 随 分 と 学究 的 だ 。 ま だ 実験 段階 な の か 
堅苦しく 音楽 に 閉じ て いる 気 が す る 。 実際 に 鳴っ て いる トー ン は 、 
現在 の 彼 の トー ン と は 似 て も 似つか な い 。 ノ イズ ィ ー な 音 の 反復 だ 
うた りり エレ ク N ド R ロ ミク スッ ・ ミ ュー ジッ ク の 断 所 の よう だ っ た りす 
る 。 た だ し 即興 で は な い 。 ト ー ン こそ 違っ て も 音響 効果 で ある 彼 の 
音楽 の ポリ シー の よう な も の は 明確 に ある 。 (松本 ) 








PASCAL COMELADE 
Sentimientos 
LP/(U.S.)DYS 05 '82 年 





今や フラ ンス で は トイ ・ ミ ュー ジッ ク 、 サ ロン ・ ミ ュー ジッ ク の 一 人 
者 で も ある 彼 。 本 作 は 彼 の '79--"81 年 の 集大成 で セン ビエ ント な 趣き を 温 
えた ピア ノ 曲 、 ト イ ・ ミ ュー ジッ ク 、「Paralero」(PAR002、'80) に 顕 
著 な 無機 質 で 数 理 的 な 電子 音 の 反復 等 様々 な 傾向 の 曲 を 各 作 品 か ら 収 録 、 
再 録音 し た も の で ある 。 デヴィ ッ ド ・ カ ニン ガム や エラ ティ ウ の A・ ミ ラ 
ー ル 等 が 数 曲 に 参加 、 イ ー ノ や サテ ィ 等 の 曲 を 含む が 同 レ ー ベ ル 所 属 の 
ニー モニ スト に よる ヴィ ジュ アル ・ マ テリ アル 、 内 側 に 画家 クー ル べ の 
作品 を 転写 し た 三 つ 折 ジ ャ ケ 等 すべ て に お いて 独創 的 で ある 。 他 に は 500 
枚 限定 EP「Ready-Made」('80)、 テ ー プ 「Slow Musics」(81) 同 「Logique 
Du Sens」('83) 等 が ある 。 い か に も フラ ンス らし い ノ スタ ル ジ ア と サテ 
ィ に も 通じ る ユー モア に 満ち 溢れ て いる 。 (松本 ) 














PAS6AL COMELADE 
De6tail MM6nochrome 


LP/Les Disques Du Soleil Et De 
Lacier 54002 「'84 年 


フラ ンス に お ける 感覚 派 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 第 一 人 者 、 パ 
スカ ル ・ コ ムラ ー ド 。 前 作 同 様 、 ジ ャ ッ ク ・ ベ ロッ カル 、 デ ヴィ ッ 
ド ・ カ ニン ガム ら が 一 部 の 曲 に ゲス ト 参 加 し て いる も の の 、 大 部 分 
は ダビ ング を 用 いた 彼 一 人 の 演奏 で ある 。 キ ッ チ ュ で ユー モラ ス な 
音 作り は 従来 の 作品 と 同じ で ある が 、 曲 調 に は 多少 の 変化 が 見 られ 
る 。 オルガン 、 各 種 ト イ ・ イ ンス トゥ ル メ ント を 用 いた ノ ス タ ル ジ 
ッ ク で ゆっ た り と し た 曲 以 外 に も 、 ベ ロッ カル の フリ ー・ フ ォ ー ム 
な トラ ン ペ ッ ト や カニ ン ガ ム の エレ クト ロニ クス を 巧み に 利用 し た 
や や アヴァ ン ギ ャ ルド な 曲 が 収 め ら れ て いる 。「 デ タイ ユ ・ モ ノ ク ロ 
ー ム (単色 の 細部 ) 」 と いう アル バム ・ タ イト ル に 象徴 され る よう に 、 
シン プル で は ある が 繊細 な 作品 と 言え る 。 (賀川) 
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PASCAL COMELADE 
El Primitivismo 


L P/Les Disques Du Soleilet L'acier 
54011 「'87 年 





1 年 に 1 作 以上 の 割合 で 精力 的 に LP や カセ ッ ト を 発表 し て いる パ 
スカ ル ・ コ ムラ ー ド 。 曲 ご と に 異な る も の の 、 多 く の ゲ スト を 迎え 
て の 演奏 は 従来 より も バラ エ テ ィ に 富ん だ も の と な っ て いる 。 と は 
言う も の の 、 本 質 的 な 部 分 は 不変 で あり 、 彼 の 持ち 味 が 十 二 分 に 反 
映 さ れ て いる 。 場末 の カフ ェ で 戯れ る 男女 、 そ の 後 で アコ ー デ ィ オ 
ン 、 ヴ ァ イ オ リン 、 ギ ター を 奏で る 男 達 。 こ の ジャ ケッ ト ・ デ ザイ 
ン と コム ラー ド の 過去 の 作品 か ら イ メー ジ さ れる も の が 一 体 と な っ 
た サウ ンド が ミミ こ に は ある 。 ノスタルジック で ユー モラ ス 。 し か 、 
どこ か うら 寂し い 、 古 き 良 き 時 代 の フラ ンス の 情景 を 見 事 に 描き 出 
し て いる (ジャ ガー テリ チャ ー ド 、 ワ イア ッ ト ー シ ンク レア 等 、 他 
人 の 曲 も ある が 、 完 全 に コム ラー ド の も と な っ て いる )。 (賀川 ) 


PASCAL COMELADE 
ImpreSSiOhmiSm6S 
CD/(Jap.)Wave 29EVA 2004 '89 年 


の 馬 00 の 2 
72s/ 6772 ん 


TMSt1oUulltMN) 





ロック 界 の サテ ィ ” の 売り 文句 の 下 、「 印 象 派 」 と 名 付け られ た 
日 本 の み 発売 の 編集 盤 で ある 。 ト ラッ ド 、 サ ン バ 、 ス トー ンズ 、R・ 
ワイ アッ ト (MATCHING MOLE) 等 の カヴァ ー、 R・ ピ ナス と の 共 作 
を 含む 全 21 曲 は 、 幼 な 子 が お も ちゃ の 楽器 や ガラ ガラ 音 を 出し て 遊 
ぶよ うな 遊び 心 に 溢れ 、 聴 く 者 を ノスタルジア と 奇想 の 世界 へ 誘う 。 
ノスタルジック な 色彩 の な か で 夢 と 現実 、 過 去 と 現在 が 手 を 取り 合 
っ て 踊る よう な 。 フ ラン ス 的 な 粋 と そこ に 含ま れ た 毒 と 俗 、 そ し て 
夢想 へ の 心意気 。 こ れこ そ が 彼 と サテ ィ の 比較 され る 要因 な の だ ろ 
う 。 前衛 と し て スタ ー ト し た 印象 派 が 後に お 茶の間 芸術 と な っ た よ 
うに 、 一 聴 し て 心地 好い 音 で ある が 、 そ の 中 に は FAUST も 試み た 音 
楽 解体 の 精神 が フレ ンチ 風味 で 息づい て いる 。 (高山 ) 





PASCAL COMELADE 
33 Bars 
CD/(Jap.)Wave EVA 2011 '90 年 





過去 の アル バム か ら 日 本 で 独自 に 編集 し た 初 の CD( 実 は マス ター・ 
テー プ が 無事 に 残っ て いた 曲 は 少な か っ た と いう ) に 続い て 、 つ い 
に 日 本 先行 で リリ ー ス され た オリ ジ ナ ル 作 品 。 ベ ル ・ カ ント ・ オ ル 
ケス トラ と し て の 演奏 を 中 心 に '88 年 か ら '89 年 に か け て 録音 され た 。 
いつ も な が ら の トイ ・ イ ンス トゥ ル メ ント の アン サン ブル に 、 曲 に 
よっ て は ハー ド な エレ キ ・ ギ ター が 競演 し て いる 。 実際 の 映画 音楽 
「 北 三 の 男 」 の カヴァ ー を 含め 、 ニ ー ノ ・ ロ ー タ や エン ニオ ・ モ リコ 
ー ネ 、 カ プリ エル ・ ヤ レ ド の 映画 音楽 を 思わ せる よう な 、 叙 情 的 で 
セン チ メ ン タル な 曲 が 多 い 。 キ ッ チ ュ だ と か 可愛 いな ど と 言う より 
も 、 コ ムラ ー ド に 特徴 的 な ラテ ン 的 な パッ ショ ン と 哀 革 が いつ も 以 
上 に 前 面 に 現れ た 作品 。 (渡邊 ) 





PASCAL COMELADE 
Ragazzin The Blues 
CD/(Jap.) Eva WWCX 2029 '92 年 





Roagasz7t To BZtog 











謎 ぬい た 文学 的 な タイ トル が 並ぶ 。5 曲 目 の ^A' glass of gaz/ 
は な ん と な くく デュシャン の ガラ ス 容 器 に は いっ た 50cc の パリ の 空気 
を 想い 起こ させ る 。 聴 き 手 に 妨 び る よう な 甘い リリ シズ ム は な い が 、 
いつ だ っ て 奥 に 秘め られ た 底 意 地 の 悪さ も 姿 を 消し て 、 虚 勢 を 張ら 
な い パ スカ ル が 一 人 で 部 屋 に 座っ て いる 。 編成 は ピア ノ 、 キ ー ボ ー 
ド 、 マ ンド リン と パー カッ ショ ン く 紀 い だ が 、 こ の アル バム に は そ 
れ 以 上 な に も 必要 で は な い 。 誰 か と 一 諸 に きい て は いけ な い 、 パ ス 
カル 上 級 者 向け の アル バム と いっ た 風情 で ある 。 (五十嵐) 








PASCAL COMELADE 
Haikus De Pianps 
CD/(Jap) Eva WWCX 2038 92 年 





内 ジャ ケッ ト に ある よう に グラ ンド ・ ピ アノ と 小さ な トイ ・ ピ アノ 
が 中 心 に な っ た アル バム 。 こ こ で 取り 上 げ ら れる 作品 は 、 た っ た 10 秒 
だ け の “Smoke on the water” は 別に し て も 、E・ モ リコ ー ネ 、 ミ ク 
ロー シュ ・ ロ ー ザ 、 フ ァ ウ スト 、 リ シャ ー ル ・ ピ ナス 、 ル イス ・ ヤ ッ 
カ 、N・ ロ ー タ ……、etc と 一 見 手当 り 次 第 、^ ベ サメ ・ ム ー チ ョ ” まで 
ある 。 どの 曲 も パス カル ・ ワ ー ル ド の 壁 に 懸 か っ た 小品 た ちな の で あ 
ろう 。 お そら く ソ ロ で ピア ノ を 弾い て いて も パス カル の 頭 の 中 に は き 
っ と いろ いろ な アレ ンジ の 可能 性 が 響い て いる に 違い な い 。 ピア ノ ・ 
ソロ と は いっ て も 、 妙 な 閉鎖 性 が 感じ られ ず 、 彼 の 頭 の 中 で 春 く アイ 
ディ ア が 雰囲気 と し て 伝わっ て くる 佳作 。 ラ スト の `Les Humeurs de 
Catherine” は 古今 の 名 曲 に 互 し て 恥じ ぬ 名 曲 だ 。 (五十嵐) 











PASCAL COMELADE 
Traffic ahstraction 
CD/(Jap.)Eva WWCX 2049 '92 年 














'92 年 パリ と バル セロ ナ で の 録音 。 ロベール ・ コ ン バ パ に よる ジャ ケ 
ッ ト が 先ず 目 を 引く が 、 大 きく パス カル の 名 と タイ トル が 画面 に 配 
され て る と ころ を 見 る と 、 こ の アル バム の た め に 書き 下ろ され た 作 
品 ら し い 。 パ スカ ル は この アル バム の 中 で も 実に さま ざま な 楽器 を 
演奏 し 、 か つ ト ラン ペッ ト や クラ リネ ッ ト と 打楽器 を 中 心 と し た 不 
思 議 な アン サン ブル ・ ア レン ジ を 展開 し て いる 。 実際 に アプ ライ ト ・ 
ピア ノ を 使っ て いる の は 、 冒 頭 の 1 曲 だ け の よう だ が 、 微 妙 に 狂っ 
た チュ ー ニ ング の せい か 、 録 音 の せい か 、 全 編 ア プラ イト ・ ピ アノ 
の よう に 聞こ え 、 そ れ が この 無理 の ある 編成 を 親密 感 あ る も の に し 
て いる 。 ディ ラン の Like a Rolling Stone′ も 取り 上 げ ら れ て いる 
が 、 例 に よっ て チー プ で 軽く 、 腹 も た た な い 程 で ある 。 (五十嵐) 
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リシャール ・ ビ ナス は シ ゾ ー(Schizo) の メン バー と し て レコ ー ド ・ 
デビ ュ ウ し た 。 シ ゾー は 2 枚 の シン グル を 残し て いる が 、"72 年 に リリ ー 
ス さ れ た セカ ンド の ビク チャ ー・ ス リー ヴ に よる と 、 グ ルー プ は Pierrot 
Roussel(b)、Coco Roussel(per) 、Richard Pinhas(g, 
synth) 、Georges Grumblatt(moog) 、Patrick Gauthier 
(p,moog) と いう 編成 に な っ て いる 。 フ ァ ー ス ト は サイ ケ デ リッ ク ・ ミ ュ 
ー ジ ッ ク か ら の 影響 を 感じ させ る 内 容 で あり 、 セ カン ド に は 多少 な り と 
も エル ドン 的 雰囲気 が 漂っ て いる 。 後 に フレ ンチ ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ 
ク ・ シ ー ン で 活躍 する ミュ ー ジ シャ ン 達 の ルー ツ と いう 意味 で 大 変 興 
味 深い 。 

ビ ピナ ス は その 後 も ライ ヴ 活 動 を 続け 、74 年 、 輝 に エル ドン 名 義 で ア 
ル バ ム を 発表 する 。「Electronic Guerilla」 と 題 さ れ た この アル バ 
ム 、1 曲目 こそ シ ゾ ー 当 時 の メン バー に よる 同 グ ルー プ の ナン バー 
*Le Voyageur" の 別 テ イク で ある が 、 他 の 曲 は 全て AKS シン セ 
と ギブ ソン ・ レ ス ・ ポ ー ル 1952 に よる ビ ピナ ス の 演奏 と な っ て いる 。 ジ ャ 
ケッ ト に は “ロバート ・ ワ イア ッ ト に 捧ぐ "と ある が 実際 に は フリ ッ プ & 
イー ノ の 影響 下 に ある 。 翌 '75 年 に リリ ー ス され た 「Allez Teia」 で は 
そう し た 傾向 が さら に 強まり 、“"In The Wake Of King Fripp“ 
と いう 曲 も 収め られ て いる 。 ほ と ん ど 全て の 曲 を ビ ナ ス と George 
Grunblatt(g.,arp,mellotron) の 2 人 が 演奏 し て お り 、 作 曲 も そ 
れ ぞ れ の 曲 と 共 作 が ほぼ 1/3 ず つと いう 比率 に な っ て いる 。 し か し 、 
同年 に 制作 され た サー ド ・: ア ル バ ム 『It's Always Rock'n'Roll」 
に な る と 、2 枚 組 に も か か わら ず 、Grunblatt の 曲 は 1 曲 と な り 、 
エル ドン ニ ピ ナス と の 関係 が 明確 に な っ て くる 。 同 アル バム で は 曲 ご 
と に 、 ラ ー ド ・ フ リー の Gilbert Artman(ds) 、 ザ オ の Jean-My 
Truong(ds)、Ariel Kalma(harmonium)、Patrick Gau- 
ther(arp) 、Grunblatt(g,mellotron) ら と 共演 し て お り 、 ゲ スト 
の 個性 と ビ ナ ス の 音楽 性 が 融け 合っ た 初期 の 傑作 で ある 。"76 年 に 
入り ピナ ス の 活動 は より 精力 的 に な る 。 エ ルド ン の フォ ー ス ・ ア ル バ ム 、 
「Agneta Nilsson」 で は ビ ナ ス と と も に Coco Roussel(ds) 
が 中 心 的 役割 を 果 し 健 開 し て いる が 、 そ ろ そ ろ 新 し い 展 開 が 必要 な 
時 期 に 来 て いる こと を 感じ させ る 。 こ うし た 状況 下 、 ビ ピナ ス は 
Francois Auger(ds) と と も に 新た な 活動 を 開始 する 。 そ の 成果 
は 2 枚 の ソロ ・ ア ル バ ム 「Rhizosphere」「Chronolyse」( リ リー ス 
は 「Rhizosphere」 よ り 後 で ある が 、 録 音 さ れ た の は それ 以前 )、 
そし て 、 エ ルド ン の フィ フス ・ ア ル バ ム 「Un Reve Sans Conse- 
quence Speciale」 と な っ て 現われ た 。 特 に エル ドン の アル バム は 
その ダイ ナミ ッ ク か つ 独 創 的 な 音 作 り で 彼ら の 最高 傑作 の 一 つ に 数 
えら れ て いる 。 そ の 後 、 や や 時 期 を 置い て '78 年 「Interface」 を 発 
表す る 。 最 も 人 気 の 高い 同 作品 は 従来 の 作品 に 比べ て サウ ンド が や 
や ハー ド に な っ て お り 、 前 作 に 劣ら ぬ 傑 作 と いえ る 。 同 年 に 録音 され 、 
翌 '79 年 に リリ ー ス され た 「Stand By」 は エル ドン の ラス ト ・ ア ル バ ム 
と な っ た 。 約 5 年 間 に 渡る エル ドン の 集大成 的 作品 で あり 、 こ れ も や 充実 
し た 内 容 を 誇っ て いる 。 以 後 ビ ナス は 一 年 一 作 の 割合 で 3 枚 の ソロ ・ 
アル バム を 発表 する 。'80 年 リリ ー ス の 「Iceland」 で は エル ドン や 以 
前 の 作品 に 見 られ た ヴァ イオ レン ト な 部 分 が 後退 し 、 イ メー ジ が 広 が 
る 叙景 的 サウ ンド に な っ て いる 。 同 年 に 製作 発表 され た 「East 
West」 で も サウ ンド は 変化 し て いる 。 ビ ナス の 作品 と し て は これ まで に 
な く ボ ッ プ な 感覚 が あり 、 聴 き 易 い 。 こ の 傾向 は 次 作 「L'Ethique」 
('81 年 発表 ) で 更に 強まっ た 。 同 作品 、 ポ ッ プ で は ある が 悪い 出来 で 
は な い 。 し か し 、 何 故 か イギリス の み の リ リー ス ( 前 作 か ら オ リ ジ ナ ル は 
イギリス 盤 ) で フラ ンス で は リリ ー ス され て いな い 。 こ の 作品 を 最後 に 
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リシャール ・ ビ ナス の 名 前 は ロッ ク ・ シ ー ン か ら 族 を 消し た 。 後 年 、 未 発表 ライ ヴ を 含む 2 枚 組 の オ 
ム ニ バ ス ・ ア ル バ ム 「Perspective」 が リリ ー ス され た だ け で 情報 は 何 も 伝 わっ て こない と いう 
状況 が 続い た 。 

昨年 か ら 今年 に か け て 、 エ ルド ン 及 び ビ ナス の ソロ が 次 々 に CD 化 さ れ 、 彼 ら に 興味 を 持つ 若 
い フ ァ ン が 増え て いる 。 そ ん な 中 ピナ ス の 新作 「DWW」 が リリ ー ス され る と いう ニュ ー ス が 届い た 。 
その 後 、 最 新作 「Cyborg Sally」 が 出 て いる 。 


7 プア 
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HELDON 
Electromic Guerilla 


LP/Disjuncta 12/13 "74 年 
CD/Spalax Music 14239 














エレ クト リッ ク ・ ミ ュー ジッ ク で 暴力 を 振る い 続け た HELDON の 
記念 すべ き デ ビュ ー 作 。 中 心 人 物 Richard Pinhas は 770 年 代 初頭 より 
SCHIZO0( ス キ ゾ ) の メン バー と し て 演奏 し て いた が (2 枚 の シン グル 
を 残し 、 こ こ に Patrick Gauthier も 参加 し て いた ) ここ で は SCHIZ0( ス 
キ ゾ ) の 曲 の 別 テ イク が 1 曲 収め られ て いる 。 後 の 全盛 期 に お ける 「 時 
間 の 金属 化 」 や 暴力 を 抽出 し た 様 な 音 は 未だ 感じ られ ず 、 ど ちら か 
と いう と ジャ ー マ ン ・ シ ン セ ・ ミ ュー ジッ ク か ら の 影響 が 強く 感じ 
られ る 、 伸 びやかな 、 流 れる よう な 音 が 全編 に わた っ て いる 。HEIDON 
の 序章 。 同 年 、 友 人 関係 に ある R .Fripp は FRIPP & ENO と し て 「No 
Pussyfooting」 を 発表 し て いる が 、 本 作 と 同 傾向 で ある こと に 何ら 
か の 関係 を 感じ させ る 。 (伊藤 ) 


HELDON 
Alez Teia 


L P/Disjuncta 000002 75 年 
CD/Spalax Music 14235 





^In The Wake Of King Fripp” な る 曲 が 収 録 さ きれ て いて 、 メ ロト 
ロン の 大 洪水 だ と いう こと で 当時 話題 に な っ た 2 nd。 前 作 は R .Pinhas 
が 殆ど 一 人 で 演奏 し て いた が 、 本 作 で は SCHIZO( ス キ ゾ ) の メン バー 
で も あっ た Georges Grunblatt の 二 人 で の コラ ボレー ショ ン と いう ス 
タイ ル に な っ で くい る 。 シー ケン サー 的 な エレ ク ド リッ ク 色 は か な り 
後退 し て 、 深 《 く サス ティ ー ン する エレ キ ・ ギ ター が アコ ー ス ティ ッ 
ク な 響き を 出し た ギタ ー が 波 の うねり を 連想 させ る よう な シン セ の 
バッ キン グ の 上 に 流れ る と いう た お や か な 曲 が 殆 ど 。 特 に 最後 の 曲 
は “Michel Ettorif と タイ トル され た アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター・ 
デュ オ だ が 、 本 人 は 演奏 し て いな いと 推測 され る 。 意味 深 な ジャ ケ 
ッ ト 写 真 は 後 の ス タイ ル を 象徴 し て いる の だ ろう か ? (伊藤 ) 





HELDON 
I's Aways Rockn Rol 


L P/Disjuncta 000006&7 75 年 
CD/Spalax Music 14231/14232 





人 を 食っ た タイ トル が 付け られ て いる 本 作 は 2 枚 組 と し て リリ ー 
ス さ れ 、 内 容 的 に も 全盛 期 の スタ イル が 形成 され つつ ある 初期 段階 
と いう 注目 作 。R.Pinhas を 中 心 に 、 本 作 で は 多彩 が ゲス ト を 迎え そ 
れ ぞ れ の 個性 的 な プレ イ が 楽し め る と いう 作品 に な っ て いる 。 特 に 
Gilbert Artman が ドラ ム を 叩く 曲 が 歪 ん だ 音 の ギタ ー と 相成っ て ク 
リム ゾン っ ぱ ぽく 仕上 が っ て いた り 、Patrick Gauthier が ふわ ふわ と し 
た ARP の ソロ を と り Jean-My Truong が ドラ ム を 叩く と 後期 の スタ イ 
ル が 一 瞬 感じ られ た り と な っ て いる が 前 作 ま で の 流れ を くむ 曲 も 多 
い 。 全 編 有機 的 に 絡み 合う 無機 質 な 世界 が 構築 され る の は この 後 か ら 。 


HELDON 
Agneta NilSspn 


LP/Urus 000011 76 年 
CD/Spalax Music 14227 
(U.S.)Cuneiform Rune 60 





僕 は 今 で も エル ドン の 最高 作 は 6 枚 目 の 「Interface」 だ と 信じ て 
医 わ な か い 。 決 し て ピナ ス ・ ワ ンマ ン で な く 、 フ ラン ソ ワ ・ オ ジェ が 、 
トリ グッ 司 二 ィ 下 が 、 デ ィ ャ ディ モエ ヽ パタ ー ル が 全て 周一 の も 
の を 持っ て いた あの 意識 の 奥底 に まで ナイ フ を 突き 立て る 彼ら の サ 
ウン ド は 、 当 時 の ユー ロ ・ ロ ッ ク の 中 で は 最大 級 の 怪物 的 エネ ル ギ 
ー を 有 し て いた 。 こ の 「 エ ルド ン 4」 は 「 こ れ か ら の 踏み 板 に すぎ 
な い 」 と ピナ ス 自 身 が 語っ て いる よう に 過渡 的 な 作品 と いえ る 。 彼 
ら の 未来 を 予知 させ る も の と し て 重視 され て 然るべき 作品 で あり 、 
特に A① は まる で 悪夢 の つづ れ 織 り の 様 な どろ どろ の カオ ス の 中 に 








(伊藤 ) も 、 は っ きり と し た ピナ ス の 目指 す 暴力 的 な エナ ジー が 表 わ れ て いる 。 
(いわ ね ) 
HELDON HELDON 
Un Reve Sans Con$equence Interface 
Sp6clale LP/Cobra COB 37013 


L P/Cobra COB37002 76 年 
CD/Spalax Music 14234 
キン グ KICP 2724 





エル ドン の 通算 5 枚 目 、 自 ら の レー ベル Disjuncta Urus を 離れ Cobra 
レー ベル に 移籍 後 の 1 枚 目 で ある 。 一 つの 転換 期 で あっ た 前 作 「Agneta 
Nilsson」 を 経て 、 彼 ら の 音楽 は いよ いよ パワ ー と 級 密 さ を 増し 、 も 
は や フリ ッ プ & イ ー ノ の 模 信 の 枠 を 打ち 破っ た と 言え る 。 特に 本 作 
以後 は 、 シ ー ク ェ ン サー と 一 体 に な っ て 独特 の リズ ム を 生み 出す パ 
ーー カッシ ョ ニス ト 。、 フ ラン ソ ワ ・ オ ジェ の メン シン パー 定着 が 天 き い 。 
リー ダー、 リ シャ ー ル ・ ピ ナス の 作品 群 の 中 で も 、 本 作 と 続く 6th ア 
ル バ ム 「Interface」、 そ し て 彼 の 2 nd ソロ ・ ア ル バ ム 「Chronolyse」 
を 絶頂 期 の 作品 と し て 挙げ た い 。 エ ルド ンーー リ シャ ー ル ・ ピ ナス 
の 魅力 と は 、 一 言 で 表す な ら ば 理知 的 な 暴力 性 ′ と で も 呼ぶ べき 
も の と 考え る が 、 い か が な も の か 。 ( 城 元 ) 





CD/Spalax Music 14230 78 年 
キン グ KICP 2714 








HELDON の 傑作 の 一 つ 、 通 算 6 枚 め の ア ル バ ム と な る 。 ビ ー ト の 効 
いた シー ケン サー に パー カッ ショ ン と Pinhas の 歪ん だ ギタ ー が か ら 
み 、 ム ー グ が 飛び 交 う 。 ノ イズ や アン ビエ ント 、 ミ ニ マ ル ・ ミ ュー 
ジッ ク に も 通じ る 作品 で あり 、「 太 陽 と 戦 昼 以降 の イン プロ ヴィ ゼ 
ーション 主体 の KING CRIMSON を 別 な 方 向 に 発展 させ た 、 と いう 見 
方 も で きる 。 特に LP の B 面 すべ て を 費やし た 大 曲 “Interface” で は 
刻々 と パタ ー ン を 変え る シー ケン サー、 そ れ に か らむ ドラ ム 、 Fripp 
し て いる ギタ ー が 心地 よい 。 間 違っ て も すがすがしい 朝 に 聞い て は 
いけ な い 、 深夜 作業 の 精神 高揚 BGM に 。 な お 、 ジ ャ ケッ ト は CD サイ 
ズ で は 今 一 歩 の 迫力 で あり 、 是非 と も LP ジ ャ ケッ ト で この 不気味 さ 
を 鑑 質 Ui で ほじ Ua (野呂) 











HELDON 
Stand BV 


LP/Egg 900 578 79 年 
CD/Spalax Music 14233 
キン グ KICP 2713 








HELDON の 頂点 の 一 角 、 従 来 と 比べ 曲 と し て 完成 され た 感 の 3 曲 
が 収録 され て いる 。P.Gauthier 作 の 小曲 は 彼 の ソロ 作 に 通じ る も の で 
複雑 な が ら テ クノ 系 に も 通じ る オシ ャ レ さ さえ ある 。 大 曲 2 曲 は そ 
れ ま で の HELDON の 集大成 。Bolero" は スト イッ ク に 選ば れ た エレ 
クト ロニ クス が 最大 の 効果 を 発揮 し て いて 、 変 化す る 8 つの パー ト 
が 勇壮 な 輝き を 発し な が ら 流れ る 。 メ イン の シー ケン サー は ちょ っ 
と TD を 思わ せる が 、 そ れ に 絡み つき 持続 する 緊張 感 を 生み だ し て い 
る F.Auger の ドラ ム ス が 素晴らし い 。 さ ら に ここ ぞ ! と いう 箇所 で 現 
われ る Pinhas の ウネ ウネ ギタ ー、 彼 の セン ス と 手法 が 集約 され て い 
る 。 タ イト ル 曲 は パンド 編成 の CRIMSON 風 へ ヘヴィ ・ メ タル 、 圧 倒 的 
な パワ ー だ 。CD で は 曲 順 が 変更 され て いる 。 ( 村 本 ) 











RICHARD PINHAS 
Rhizosphere 


L P/Cobra COB 37005 77 年 
CD/Spalx Music 14237 





一 般 に これ ほど ピナ ス の 作品 で 評価 の 低い 作品 は 稀 で ある 。 ま る 
で 、 初 期 CLUSTER を ミニ マル に し た と 、 酷 主 を され た と し て も 、 仕 
方 が な い 。 実 際 こ の アル バム は 、 発 売 が 後に な っ た 、「Cronolyse」 
の 後 の 制 作 に も 係わら ず 、 な ん の 手当 て も 無し に 作品 と し て 放出 さ 
れ て し まっ た の だ か ら 仕 方 が 無い か も 知れ な い 。 た だ 改め て 聞き 直 
し た 時 感じ る の は 、 や は り 、 ピ ナス も 、 音 色 お た く で ある と いう 事 
実 で ある 。 気 に 入っ た 音色 を 組み 合わ せ て それ を 延々 流し っ ぱな し 
に する と いう の は 自己 満足 で ある に せよ 気持 ちの いい も の で ある 。 
責 、 こ の アル バム の 3 曲目 は 、 ミ ニ マ ル 御 三家 の 一 人 フィ リッ プ ・ 
グラ ス に 捧げ られ て いる 。 尚 蛇足 で は ある が 、 買 う の は 、 ず ば り Cuineform 
盤 で ある 。 ボー ナス 曲 が 凄 い / (中 野 腕 ) 





RICHARD PINHAS 
Chronolyse 

LP/Cobra COB 37015 78 年 
CD/Spalax Music 14220 


(U.S.)Cuneiform Rune 30 
キン グ KICP-2725 





「 終 わり の な い 夢 」 (通称 「 溶 鉱 炉 」) と 殆ど 同時 進行 的 に 作ら れ た 
アル バム で ある 。 ピ ナス は この 時 代 以 後 、 過 激 で 理知 的 な ギタ リス 
ト と いう 看板 を 全面 に 出す 半面 、 セ ンス の 良い シン セ ・ ワ ー ク が あ 
まり 目立た な く な る の だ が 、 こ の ソロ ・ ア ル バ ム で は 悩め る 彼 の 姿 
が 見 え 隠 れ す る か の 如く 、FRIPP & ENO に 通じ る アン ビエ ント で ミ 
ニ マ ル な 展開 が 前 半 (L P で は A 面 、CD で は 1 一 8 曲目 ) に 現れ 、 
後半 (L P で は B 面 、C D で は 9 曲目 ) で は 、 正 に 、^ ギ ター レス & 
バイ ブル ・ プ ブラック” (ギタ ー 入 っ て いる ん だ けど 、 ク レジ ッ ト 無 し ) 
と も いう よう な シン セ と ベー ス 、 パ ー カ ッ シ ョ ン に よる 「 あ ーー プロ 
グレ 聴い て いて 良かっ た 」 と 、 思 わせ て くれ る 、 手 に 汗 握り 、 元 気 
も 出 て くる イン プロ ヴィ ゼー ショ ン で ある 。 (中 野 愛 渦 ) 


M 1(g/EI』 RICHARD PINHAS 
leelamd 


LP/Polydor 2393 254 '8O 年 
CD/Spalax Music 14236 





収録 曲 の Iceland 、`Greenland” に 表 さ れる よう な 氷原 を 無機 的 
に 描い た よう な 作品 。Francois Auger と Jean-Philippe Goude が 
^Greenland′ 1 曲 だ け に 参加 し て いる が 、 前 作 ま で の よう な イン プ 
で は な く 、 ピ ナス 的 エレ クト ロニ クス ・ サ ウン ド に 溶け 込ん で い 
る 。 エ ルド ン ニ ピナ ス と いう 公式 を 考え る と 対極 に ある よう な 作品 
で 、 延 々 と 繰り 返さ れる モチ ー フ の 中 を さり げ な く 、 し か も 説得 力 
を 持っ た メロ ディ が 淡々 と 流れ て いく 。 そこ に は 情景 が 拡がり 、 人 
間 性 を も 感じ られ る 。 エ レク トロ ニク ス ・ ミ ュー ジッ ク と し て ジャ 
ー マ ン 勢 に も 劣ら な い ト ッ プ ・ ク ラス の 作品 で ある 。 尚 、CD に は 同時 
期 の ライ ヴ か ら “Winter Music" と いう 大 作 が 収録 され て いる が 、 
これ も 全く 同様 な 楽曲 で 、 ボ ー ナ ス と し て 違和感 が な い 。 (津田 ) 








RICHARD PINHAS 
East West 


LP/CBS 84787 '80 年 
CD/(U.S.)Cuneiform Rune 31 





いき な り 省 裂 。 緊 張 感 が 高まる 。 ま さ に 、S F 仕立 て の テレ ビ ・ ゲ 
ー ム の よう な 生き の 良い ハー ド で パン ク 的 な 緊張 感 が 溢れ 出 て くる 1 
曲目 “TheCrash Landing Part17。 ヒ ュー スト ン 69 と いう テー マ が 付 
けら れ た 1 曲目 か ら 、 ミ ニ マ ル ・ ミ ュー ジッ ク に よる 、 世 界 旅行 が 始 
まる 。 ロ ンド ン で は David Bowie の “Sence of Doubt” を 借用 し た 
り と 、 各 地 を 転々 と し な が ら 、 ニ ュー ヨー ク に 到 っ て は 、 こ れ ほ と 評 
判 が 悪い 曲 も な い の で は な いか と いう あま り に も ポッ プ な 歌 が 始ま る 。 
し か し この 曲 で すら 、 や は り ミ ニ マ ル の 範囲 か ら は さほど 脱し た 訳 で 
は な い 。 ポ ッ プ ・ ミ ュー ジッ ク の 皮 を 被っ た 、 ピ ナス の 世界 なの で あ 
る 。 こ の あたり の セン ス は 更に 磨き 上 げ ら れ 、「94 年 9 月 に 発売 され た 
「Cyborg Sally」 に まで 引き 継が れ て いる の で ある 。 (中 野 愛 湯 ) 








RICHARD PINAHAS 
LEthique 

LP/Pulse 006 82 年 
CD/(U.S.)Cuneiform Rune 36 





お な じみ の 豪華 メン バー が 大 挙 し て 参加 、 全 体 に シン セ の トー ン 
が 心地 よく 聴き や すい が 、 イ ー ジ ー に 折 く 部 分 も ある 。 ポ ッ プ に な 
っ た わけ で も な い の だ が 。 そ ん な 中 で 聴き 所 は や は り 、Paganotti, Bailly, 
Gauthier の 参加 ピー ス に な る だ ろう 。 上 物 の 美しい 緊張 感 と パ ガ ノ ッ 
ティ の ベー ス の パラ ンス が 耳 新 し い ④、 ち ょ っ と ゲー ム 音 楽 み た い 
な ⑥、 そ し て ベス ト ・ テ イク は KING CRIMSON に 捧げ られ た ② か 。 
「Stand By」 を コン パク ト に し た よう な へ ヴィ で 攻撃 的 な 曲 だ が 、 こ 
れ が Interface” の CD で は 「Interface Pt.1」 と し て ボー ナス 収録 さ 
れ て いる の は … い い 加 減 か も ね ? また 本 作 の CD ボー ナス ⑩ は Auger 
を 含み や は り CRIMSON の イン プロ を 思わ す セ ッ シ ョ ン だ が 、~Interface 
Pt.2」 と 同じ 時 の 演奏 か 。 ( 村 本 ) 





7 ィ ブラ 








RICHARD PINAS/HELDON 
Persnective 
L P/Wea 24 0303-1 '84 年 





未 発表 ライ ヴ ・ テ イク が 収め られ た ベス ト 盤 。 彼 等 の 音楽 は イン プ 
ロ ヴ ァ イ ズ ド さ れ た 部 分 が 多い だ け に これ は 非常 に 嬉し い 。CD 再 発 に 
伴い ポー ナス ・ ト ラッ ク と し て ちょ っ と ずつ 収録 され た ライ ヴ ・ テ イ 
ク は ここ か ら の 音源 だ ろう 。 2 枚 組 LP の うち 、 量 的 に は 1/3 表 だ が 
^Interface*、^Southbound"、^Marie Virginie C.” を 収録 。 ラ イヴ に 
お ける 彼 等 は や は り 非 常に 素晴らし い 演 奏 を し て いる 。 PALACE で の 
ライ ヴ 、 と 表記 され て いる だ け で いつ な の か は 判ら な い が 、R.Pinhas、 
F.Auger、P.Gauthier と いう 編成 に な っ て いる 。 ス タ ジ オ ・ テ イク の 
方 は 、76 年 「Un Reve」 か ら '82 年 「L'ethique」 の 間 の 曲 を 、HELDON/ 
ソロ を 問わ ず 。 どうせ なら ス タ ジ オ ・ テ イク は 入れ ず に ライ ヴ ・ ア ル 
バム と し て 出し て し まえ ば 収まり も 良かっ た と 思う の だ が 。 (伊藤 ) 


RICHARD PINHAS 
DWW 


CD/(U.S.)Cuneiform Rune 40 '92 年 





SF 作家 の P .K . デ ィ ッ ク が Eno の 「Discreet Music」 を エン ドレ 
ス で 流し な が ら 、 最 後期 の 傑作 、 ヴ ァ リ ス を 書い た の は 有名 な 話 で 
ある が 、 本 作 で は 、 個 人 的 に は も っ と 好き な ユー ビッ ク を モチ ー フ 
に し た 、 そ の も の ずばり ^UBIK” が 収録 され て いる 。 お っ と 、 余 談 
か ら 始 まっ て し まっ た 。 本 作 は 、'80 年 代 の 傑作 で 、 評 判 も 高い 「lceland」 
の '92 年 ヴァ ー ジ ョ ン で ある が 、 一 般 的 に は 評価 が か な り 低 く 、 ポ ッ 
プ な 側面 も 好き な 私 は 残念 で ある 。 先 に 書い た “UBIK” は 、 約 9 分 
の 緊張 感 や ハー ド 色 を 極力 押さ えな が ら も 、 メ ロー で ファ ンタ ジー 
色彩 が 強く し か も ピナ ス ら し さも 発揮 し て いる 隠れ た 名 曲 で ある 。 
全体 的 に 頭 を 使っ て 聴く 音 で は 無く 、 手 足 を 使い 、 腰 で 聴く 音楽 に 
な っ て いる 点 で 評価 し た い 1 作 で ある 。 (中 野 愛 渦 ) 





RIEHARD PINHAS 
Rhizosphere/Live, Paris 1982 


CD/(U.S.)Cuneiform Rune 61 
77 年 /'94 年 ('82 年 録音 ) 





ピナ ス / エ ルド ン ・ フ ァ ン 必聴 。'82 年 パリ で の ライ ヴ 音 源 が 、L P 
に し て 1 枚 分 の 分 量 で 収録 され て いる 。 も ちろ ん 初 公開 、 お まけ に 
Gi 一 二 Pc 所 1tGENIBIO 2 の 征 バ 28G00020 自 
力 な 布陣 で の ライ ヴ 。 実質 的 な カッ プリ ング C D 状 態 で ある 。 ゴ ー 
ティ エ (syn) が いる こと も あり 、 ピ ナス の ギタ ー も た っ ぷり フィ ー 
チャ ー さ れ 、15 分 を 超え る 曲 で は パ ガ ノ ッ テ ィ が ギタ ー 並 み に ベ ー 
ス を 弾く 。 全 体 に カオ ステ ィ ッ ク 。 ソ ロ の 秀作 「Rhizosphere」 と の 
ガリ ング だ か ら 二 有 三 席 だ ろう 。 エ レク トロ ビッ ク ョ が リラ の 
名 に 恥じ な い 。 (松本 ) 


RICHARD PINHAS 
Cyhorg Sally 
CD/ キ ング KICP 423 "94 年 





Pinhas の 新作 (ジャ ケッ ト は John Livengood と の 連名 、 背 は Pinhas 
名 義 ) 。 収録 曲 は 、Pihhas の 作品 か Livengood と の 共 作 が 大 半 だ 。 表 
題 作 の タイ トル か ら は 、W・ ギ ブス ン 的 な サイ バー パン ク を 感じ させ 
る 。 真夜 中 の 近 未 来 都市 を 思わ せる よう な サウ ンド は 、 確 か に この 
手 の コ ン セ プ ト と の マッ チン グ が 良い 。 表 題 曲 と 4 曲目 の 作曲 クレ 
ジッ ト の 中 に 見 られ る Norman Spinrad は 米 SF 作家 (フィ リッ プ ・ 
oe の DE ーー バー ラタン 50 R 坪 
と 並び 称 さ れる 程 の 作家 ) か と 思わ れる 。779 年 頃 、S F 作家 Spinrad 
と アル バム を 作る 予定 が あっ た よう だ が 、 こ うい う 形 で の 実現 と な 
っ た よう だ 。Pinhas と し て は 久しぶり の 快 作 。 次 作 は リズ ム ・ マ シ 
ー ン で は な く 、 ド ラマ ー を 起用 し て 欲し い 。 (Chihiro S.) 








OSE 
Adonia 
LP/Egg 90277 78 年 








オズ は 主 に 「 ベ スト 」 と いう フラ ンス の 音楽 誌 で 評論 家 と し て 活動 
し て いた エル ヴェ ・ ピ カー ル が 作っ た パン ド で メン バー も 実際 に は ピ 
カー ル 一 人 だ け で ある 。 こ の アル バム で は ゲス ト に エル ドン の リ シ ャ 
ー ル ・ ピ ナス と フラ ン ソ ワ ・ オ ジェ が 参加 し 、 エ ルド ン に 近い 演奏 を 
し て いる が エル ドン より は 幾 分 け だ る く 重 い 雰 囲 気 を 持っ て いる 。 ア 
ドニ ア と は 架空 の 惑星 で ジャ ケ 裏 に スト ー リ ー が 書か れ て いる 。 バン 
ド 名 も SF 作家 の フィ リッ プ ・ フ ァ ー マ ー の 小説 の タイ トル か ら と られ 
て いる SF 的 要素 が 強い 作品 に 仕上 っ て いる 。 圧 巻 は B1 の ピナ ス の ギ 
ター・ ソ ロ で オー ガ ズ ム ・ マ シー ン と いう 享 楽 を 得る 機械 で 人 々 が 狂 
気 の 斉 を 繰り 広げ て ゆく の を 見 事 に 表現 し て いる 。 ク レジ ッ ト で は ピ 
カー ル が 曲 を 書い て いる が ピナ ス と の 共 作 。 (いわ ね ) 








GEORGES!GRUNBLATT 
K-Priss 
L P/Polydor2473 911 

'80 年 (録音 77 年 ) 





元 エ ルド ン 。 と 言う 訳 で 、 ピ ナス 、 ゴ ー テ ィ エ 、 エ トリ 、 パ ター 


ル 、 オ ジェ と 言っ た 面々 が (編成 を 替え つつ ) 各 曲 に 顔 を 出す 。 と 
な れ ば エル ドン ・ フ ァ ン の 期待 も ふく ら も う が 、 主 役 自身 の 感覚 が 
前 記 ゲ スト 連 の それ に 比べ や や 平凡 な 為 、 出 来 栄え も それ に 見 合っ 
た 物 に な っ て し まっ て いる 。 殊 に 旧 B 面 が 弱い 。 フ ュー ジョ ン 寄 り 
の ジャ ズ ・ ロ ッ ク を 凡 証 な エレ クト ロニ クス 系 に し た か の 様 な 作風 、 
と は 言え 、 さ す が に パック が バッ ク な の で それ な り の 出来 は ある 。 
旧 A 面 で は その 辺 が 上 手 く 出 て 、 拡 が り が 予 光 を 感じ させ る 一 曲目 、 
オジ ェ 、 ゴ ー テ ィ エ が あの エル ドン ・ トー ン で 人 迫る 三 曲目 、 共に 仲 々 
良い 。 エ ルド ン 周 辺 を マニ アッ ク に 追い た い 向き に は 充分 な 作品 、 
と 言っ た 所 が 妥当 な 評価 か 。 (中 西 ) 











アー ル ・ ゾ イ 、 イ メー ジ の プラ ッ ク ・ ホ ー ル 
と し て の 音楽 
ロ 佐 々 木 敦 

89 年 の 発表 な が ら 、 ア ー ル ・ ゾ イ 単 独 の アル バム と し て は 現時 点 で 
の 最新 作 ('90 年 に J.A . デ ィ ー ン 、 ジ ェ フ ・ グ リン ケ と の オム ニ バ ス 盤 が 
出 た ) と いう こと に な る "Nosferatu" は 、 言 うま で も な く 無 声 映 画 時 代 
の ドイ ツ の 監督 フリ ー ド リッ ヒ ・ ウ ィ ル ヘル ム ・ ム ルナ ウ の 名 作 『 吸 血 鬼 ノ 
ス フ ェ ラ トゥ 』 ("21 年 ) に 曲 を 付け た も の で ある 。 各 々 3 一 4 分 の 断片 的 
な 楽曲 群 か ら 成 る 全 17 曲 が 、 映 画 の シー クエ ンス に 厳密 に 対応 し て お 
り 、 い わ ば 半 世 紀 後 に 制作 され た サウ ンド ・ ト ラッ ク 盤 と で も 呼ぶ べき 、 
本 格 的 な 「 映 画 音 楽 」、 に な っ て いる 。 イ ン ナ ー ス リー ヴ に は 、 実 際 に フィ ル 
ム を 映写 し な が ら 演 奏し て いる 写真 も 載っ つて いる か ら 、 彼 ら は 「 映 画 」 











と の 共演 ライ ヴ も 行なっ た の だ ろう 。 同 じ よ うな 試み は 日 本 で も 上 野 耕 
路 な た ん か が や っ て いた が 、 ム ルナ ウ を 持っ て くる あたり いか に も アー ル ・ 
ゾ イ ら し い 。 フ ラン ス の バン ド で あり な が ら 、 彼 ら の 音楽 に は 明らか に ドイ ツ 表 現 主 義 的 と 言っ て よ 
いよ うな 、 明 暗 の 激しい コン トラ スト と 、 過 剰 な 装飾 性 、 そ し て 幾何 学 的 な コン スト ラク ショ ン が 存在 
し て いる か ら だ 。 そ う 言 えば 彼ら の 近作 を リリ ー ス し て いる レー ベル EAR-RATIONAL は エリ オ 
ッ ト ・ シ ャ ー プ の 個人 レー ベル だ が 、 ド イツ を 本 拠 と する 会 社 で ある 。 

アー ル ・ ゾ イ は 異 映 の バン ド で ある 。 俗 に チェ ン バ ー・ ロ ッ ク な ど と 呼ば れる 一 群 の 中 に あっ て 、 
彼ら の 存在 は 財 立 し て いる 。 ス トリ ング ス と キー ボー ド が その サウ ンド の 中 枢 を 成 し て いる が 、 バ ー 
カッ ショ ン と いう より も (ドラ マー の クレ ジッ ト は な い ) 楽器 全体 の アン サン ブル が も た ら す 脅迫 的 な 
リズ ム と 、 ス トラ ヴィ ンス キー や バル トー ク の も っ と も テン ショ ン の 高い クラ イマ ックス 的 瞬間 だ け を 
取り だ し て 延々 と 持続 させ た よう な 恐る べき 緊張 感 は 、 他 に 類 を 見 な いも の で ある 。 管 弦楽 器 を 
使用 し て いな が ら 、 彼 ら の 音 作 り は いか な る 意味 で も シン フォ ニッ ク で は な い 。 と り わ け サ ンプ ラ 
ー を 導入 し た "Nosferatu'" で は ます ます 錯乱 の 度 を 深め 、 限 りな く イ ノ ズ ・ エ クス ペリ メン タル 
な スタ イル に 接近 し て いる 。 と ころ で 私 は この アル バム こそ 、10 年 を 優 に 越え る アー ル ・ ゾ イ の 活 
動 に 於 て 、 紛 れ も る な く ひ と つの 結節 点 と な る も の だ と 思う 。 こ こ に は 彼ら の 音楽 が 当 み 持つ プロ 
プレ マテ ィ ー ク の 、 可 能 性 と 限界 と が 共に 明らか に な っ て いる と 考え られ る か ら だ 。 

サウ ンド と イメ ー ジ は 本 質 的 に 互い に 不可 侵 な も る の で あり 、 決 し て 入り 交 じ る こと が な い 。 そ し て 
それ ゆえ に こそ 、 ど の よう に で も 接続 可能 で ある 。 私 違 が 映画 な ど を 観 て 、 音 が 映像 に 合っ て い 
る と 感じ る 時 、 そ こ に は 私 的 な 感覚 以上 の 論理 的 な 正当 性 は 存在 し な い 。 サ ント ラ の よう な 形 で 
音楽 の み を 取り 出す こと が 可能 な の は 、 逆 に 言え ば その 楽曲 が 音 だ け で も 存在 し 得る こと 、 そ 
こ に 映像 が ある の は 単に 次 意 的 な 事柄 に 過ぎ な いこ と を 意味 し て いる 。 ア ー ル ・ ソ イ が ユニ ー ク 
な の は 、 に も か か わら ず そ の 音楽 が 確か に 、 あ る 特定 の 映像 か ら 生 まれ て き て いる よう に 思わ 
れる こと だ 。 し か も その 映像 を 脳裏 に 思い 描い て みよ うと し て も 、 そ れ は イメ ー ジ 出来 な い 。 何 か 
の 像 を 結び そう に な っ て も 、 そ れ は すぐ さま 音 に 吸い 込ま れ て いっ て し まう の で ある 。 こ こ に 明白 
な バラ ドッ クス が ある 。 つ まり 名 作 "Berlin* に し て も 、 バ レー 音楽 と し て 発表 され た "Le Mariage 
DuCielEt De L'enfer" に し て も 、 そ れ ら は 実は 存在 し な い 「 映 画 」 の サン トラ と し て 作ら れ て 
いた の で は な いか 。 い わ ば 彼ら の 音楽 は 「 無 声 映 画 」 の 正反対 に 位置 する る の だ っ た の だ 。 
イメ ー ジ の 欠落 と し て の イメ ー ジ を 所 有する 音楽 ? 

従っ て 、 彼 ら が や が て 「 無 声 映画 」 と 遭遇 する こと に な る の は 、 ほ と ん ど 必 然 と 言っ て いい 成り 
行き だ っ た 。 だ が 、 今 後 も この 様 な 試み を 続け る と すれ ば 、 ア ー ル ・ ゾ イ の 音楽 自体 変わ ら さ る を 
得 な い だ ろ う 。 具 体 的 な 映像 の 侵入 に よっ て 、 彼 ら の 奏で る サウ ンド に 装 協 さ れ た 「 イ メー ジ の 
プラ ッ ク ホ ー ル 」 が 脅かさ れる こと に な る か ら で あ る 。 


アー ル ・ ゾ イ 星 歴 

松本 昌幸 

10 作 め の 新 作 も 間近 い フ レン チ ・ チ ェ ン バー・ ロ ッ ク の 最 右 翼 、 ア ー ル ・ ゾ イ の 歴史 は 古く 、 
70 年 代 初 頭 に 遡る 。'71 年 に は シン グル 「Sangria/Something In Love」 を 自主 製作 し て 
いる も の の 、70 年 代 後 半 か ら の 本 格 的 な 活動 と は 疎 遠 な 内 容 の よう だ 。"76 年 、 デ ビュ ー 作 
「Symphonie Pour Le Jour Ou Bruleront Les Cites」 で の ライ ン ナ ッ プ は 、Thie- 
rry Zaboitzeff(b,.vo) 、Gerard Hourbette(vIn) 、Jean-Pierre Soarez(tDp, 














7 ち 7 





YNS 一 ロカ ルー・ テ デ すさ ENTSINE よ てい RNN」 


さこ マー パコ | 











ART Z0YD 3 
Symphonie POur Le Jour OM 
Brdleront Les Cit@s 


L P/Production Michel Besset 001 
'76 年 











アー ル ・ ゾ イ の デビ ュー 作 (厳密 に は 本 アル バム 以前 に シン グル 
を 1 枚 リ リー ス し て いる ) で ある と と も に 、 一 時 ユー ロ ・ ロ ッ ク ・ 
シー ン で 最も 注目 を 集め て いる チェ ン バ ー・ ロ ッ ク の 先駆 け と な っ 
た 作品 で も ある 。 ベ ー ス 、 ト ラン ペッ ト 、 ギ ター、 ヴ ァ イ オ リン の 4 人 
が 作り 出す サウ ンド は 複雑 な り リズ ム で クラ シカ ル な 展開 を みせ る 。 
それ は ジャ ズ ・ ロ ッ ク で も シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク で も な い 新 し い 
形態 の 創造 的 ロッ ク ・ ミ ュー ジッ ク で ある 。 な お 、 本 作品 は '81 年 に 
オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー に ヴァ イオ リン 、 サ ックス を 加え て 再 録音 され 
て いる (Atem7010)。 オ リ ジ ナ ル 盤 が 各 人 の ソロ に 重点 を 置い て いる 
の に 対し て 、 再 録 盤 は 絶妙 の アン サン ブル を 誇っ て いる 。 彼 ら は 現在 
まで に 11 枚 の アル バム と 2 枚 の シン グル を 発表 し て いる 。 (賀川 ) 





ART Z0YD 
Musique Pour LOHVsSee 


LP/Atem 7002 79 年 
CD/Mantra 065 





今 か ら 見 れ ば 夢 の よ うな 作品 。 ベ ルギー の ナン バー 1 チェ ン バ ー・ 
グル ー プ で ある 、UNIVERS ZERO の Daniel Denis、Michel Berckmans 
の 二 人 が 参加 し て いる ん だ も ん 。 今 な ら 正 に 夢 の 共 演 。Denis だ け 
な ら ば 、1 作 目 と 3 作 目 に も 参加 し て る けど 、 Berckmans の 参加 は 、 
オー ボ エ と 、 バ スー ン と を 持ち 込ん で の 参加 だ け に その 意味 は 大 き 
い 。 た だ 基本 的 な 音 の 組み 上 げ 方 は 、 室 内 楽 の 領域 や 、 フ リー・ ジ 
ャ ズ が か つて 60 年 代 に 示し た 領域 か ら は 、 大 きく 外 に 出る も の で は 
な い 。 だ が 、 こ の 異常 と も 言え る テン ショ ン の 高 さ と 、 暗 黒 な 響き 
は 、 正 に 、KRONOS QUARTET の 最高 作 の 一 つ 「Black Angels」 に 
匹敵 する 、 ロ ッ ク か ら の 、 あ る い は ヨー ロッ パ か ら の 一 つの 解答 で 
あり 、 そ の 先駆 け で あっ た 。 (中 野 愛 渦 ) 








7 ち 5 用 





per)、Alain Eckert(gq)。 グ ルー プ は 以後 、 前 2 者 を 中 心 と し た 4 5 人 の 編成 で 作 を 重ね る 。 


ii バス ョ コク タラ シイ 


1st「Symphonie Pour Le Jour Ou Bruleront Les Cites」 


2nd「Musique Pour L'odyssee」 
3rd「Generation Sans Futur」 


76 年 発表 
79 年 1 月 22 一 27 日 録音 
"80 年 2 月 14 一 21 日 録音 


4th'Symphonie Pour Le Jour Ou Bruleront Les Cit@s」 


5th「Phase IV」 

6th「Espace Inquiets」 

*'84 年 Thierry Zaboitzeff「Promethee」 発 表 
7th'Le Mariage Du Ciel Et De L'enfan」 
8th「Berlin」 

9th「Nosferatu」 


再 録 '80 年 2 月 14 一 21 日 録音 
"82 年 4 一 5 月 録音 
"83 年 8 月 録音 


"84 年 10 月 録音 
"87 年 2 一 3 月 録音 
"88 年 10 月 一 "89 年 1 月 録音 


79 年 か ら "80 年 に か け て 、 リ コメ ン テ ディ ッ ド ・ レ ー ベ ル の Rock In Opposition に 参加 し 、 ユ 
ニ ヴ ェ ル ・ ゼ ロ と の ライ ヴ 、 ダ ニ エ ル ・ ド ゥ ニ 、 ミ シェ ル ・ ベ ルク マン の 2nd、3rd へ の 参加 な どか ら 一 
つの ビー ク を つく り 上 げ る 。 比 較 的 、 室 内 楽 調 の クラ シカ ル な 色 の 強かっ た 2nd か ら 、 ス トラ ビン 
スキ ー 風 の 躍動 感 を 加味 し た 3rd へ 、 そ し て この 路線 が 最も 表面 化し た 4th へ と 過度 に 誇張 され 
た サウ ンド が 続く 。 特 に 1st を 再 録 し た 4th は 、 新 作 と 呼べ る 程 の クオ リティ が あっ て 、 ア ー ト ・ ベ ア 
ー ズ を 旗印 に し た リコ メン ディ ッ ド へ の 連動 さえ 読み と れる 。3rd か ら 加 入 し た ビア ノ 妄 者 、 
Patricia Dallio は 後期 アー ル ・ ゾ イ の サウ ンド の 一 端 を 担っ た だ け に 、 こ の 時 期 の バン ド ・ テ 
ンション は 高い 。 

アー ル ・ ゾ イ の 特質 は 、 サ ウン ド の 映像 性 に あり 、 似 た フォ ー ム の ユニ ヴェ ル ・ ゼ ロ と の 違い も 
ここ に ある 。 構 築 性 を 追及 する ゼロ に 比べ 、 ゾ イ は 遥か に 情緒 指向 に ある 。5th は 移行 期 と も 
言え て 、 以 後 は この 情緒 指向 が 映像 に 結び つく 方 向 で 顕在 化す る 。 具 体 的 に それ は サン トラ と 
な り 、Le Collectif Theatral Du Mainaut の 「Aeschylus' Prometheus」 の 人 為 の 
「Promethee」、 ロ ー ラ ン ・ プ ティ の 導 カ の 7th、 ム ルナ ウ の ドラ キュ ラ 映 画 の 為 の 8th と いっ た 作 
品 と な る 。6th 以 後 、 彼 ら は 自身 の サウ ンド 特質 の アリ バイ を これ ら サ ント ラ に 見 出し た こと で 、 終 
息 し た と も 、 そ の 映像 的 な 甘美 さ を 極 立た せ た と も 言え る 。 そ れ は 一 言 に 怪奇 ムー ド と 言え る も 


の だ が 、 サ ウン ド の 洗練 が 音響 的 な 厳格 さ を 引き 出し て いて 、 む し ろ ス トイ ッ ク で も ある 。 
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この 後 ア ン サ ン ブ ル の 重要 な 鍵 を 握る こと と な る Patricia Dallio(p) 
の 加入 等 、 メ ン バ ー の 半分 が 入れ 替わっ た この 3 rd は 、'60 年 代 末 期 
の アー ト ・ ロ ッ ク 時 代 か ら 、 サ ウン ド と メン バー の 変遷 を 重ね て 来 
た 彼ら が 世界 第 一 級 の アー ティ スト へ ステ ッ プ ・ ア ッ プ し た 決定 作 。 
前 作 か ら の 極 立っ た 変化 と し て 、 彼 ら の オリ ジ ナ リティ を 語る 上 で 
欠か せな い 「 バ パー バリ ズム 」 の 発現 が 何と 言っ て も 大 きい 。 ま た 複 
雑 な 展開 、 加 えて ドラ ムレ ス と いう 編成 に も 関わ ら ず 、 ア ン サ ンプ 
ル に は ドラ イヴ 感 す ら 生 まれ て お り 、 こ れ ら が 相まって 全体 に は え 
も 言わ れ ぬ 凄 味 が 漂っ て いる 。 更 に D.Denis(ds, per) ま で 参加 し た タ 
イト ル ・ チ ュー ン は 、 彼 率い る U.ZERO の “Dense” ら と 並び チェ ン 
バー・ ロ ッ ク を 代表 する 名 曲 。 (山田 ) 
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^Generation…” の 直後 に 製作 され た 1 st の 再 録 盤 。 前 作 で の 編成 
と 音楽 的 成果 に は 彼ら 自身 相当 の 手応え を 感じ て いた の で は な いか 。 
僅か 5 ケ月 と いう 間隔 で の レコ ー デ ィング の 意味 は 、 1 st の モテ ィ ー 
フ の メン テ ナ ン ス また は 再生 と いう 意図 も さる 事 な が ら 、 ア ー テ ィ 
スト と し て の 創造 的 欲求 の 成せ る 業 と も 思え る 。 変 拍子 や ポリ リズ 
ム を 含む 入り 組ん だ アレ ンジ が エモ ー シ ョ ナ ル に 、 そ れ で いて 究 囲 
気 に 流さ れ ぬ 強 還 さ を 以 っ て 展開 され る 。 後 半 の 組曲 の ヤケ クソ も 
し く は 末期 分 裂 症 的 バー バリ ステ ッ ク ・ ワ ー ル ド は ファ ン な ら ず と 
も 一 聴 の 価値 あり 。 RIO が 世界 中 を 席巻 し た 時 期 と いう 事 も あり 、 彼 
ら と 言え ば 本 作 と いう 人 は 多い だ ろう 。 2 nd 一 本 作 ま で と アル バム 
未収 テイ ク が 3 十 ein 2 で CD 化 さ れ た 。 (山田 ) 























へ べく ・ マ ーママ | さ E ン ーー ロ ルル ・ テ デ さ せい hY で て 
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ピア ノ の 一 音 一 音 が プリ ー プ と な り 、 大 地 に 種 を 桂 き 、 サ ックス 
の 遠 咲 え に 、 驚 いた 種 が 萌芽 し 、 芽 は 大 地 を 揺らし 、 徐 々 に 根 を よ 
り 深 く 、 よ り 広 く へ と 延ばし 、 茎 は 大 空 を 目指 し 、 人 目 の あ る 昼間 
は 避 け 深 夜 に 、 月 を 目指 す 。 土 地 の 霊 た ち は 夜 中 に 咲く 暗黒 の 花 の 
蜜 を すす り 、 豆 び の 歌 を 歌う 。 ド ラマ で ある 。 だ が 、 そ れ は 、 ま だ 
完成 に は 到 っ て いな い 。 未 完成 の 完成 と いう も の が ある と し た な ら 
ば 、 そ れ は 、 ビ ピート ルズ の 「 ホ ワイ ト ・ ア ル バ ム 」 で あり 、 本 作 で 
ある と 言え る 。 余 談 で は ある が 、C D 化 に 際 し て 、 本 作 と 「Les Espaces 
Inquiets」 と 更に 未 発表 曲 集 パ ー ト 2 と が 、2 枚 の CD に な っ た の だ 
けど 、 何 故 か 、 私 が 持っ て いる CD で は 、 デ ィ ス ク 1 と ディ スク 2 
が CD の ミス ・ プ リン ト て 入れ 替わっ て いる ( 泣 笑 )。 (中 野 愛 渦 ) 
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ART ZOYD 


1ES ESPAGES INQU1ETs 














いき な り 恐 い の で ある 。 暗黒 な の で ある 。 誤 いて いる の で ある 。 
何 か 判 ら な いも の が 襲 お うと し て いる 、 と いう 、 恐 怖 映 画 の サン ト 
ラ さ な が ら に 始ま る 、 本 作 は 正 に 、 架空 の サウ ンド トラ ッ ク で ある 。 
今 ま で の フリ ー・ フ ォ ー ム な ー 寸 先 は 章 と いう 展開 の 読み 難い 作風 
か ら 、 曲 毎 に テー マ あ る い は 、 意 志 (と 言っ て も 良い か も 知れ な い 
が ) を 持っ た 作品 へ と 変貌 し た の が 本 作 で ある 。 時 折 響 く へ ヴィ ー 
な ギタ ー、 ポ スト ・ イ ンダ スト リア ル を 初 御 さ せる パー カッ ショ ン 
の 響き 、 サ ンプ リン グ (テー プ と 思わ れる が ) の 多様 等 か ら も 、 彼 
等 が 新た な 展開 を 始め た と いう こと が 判る 。 も し この 時 点 で 、 彼 等 
の 音 が 主流 に な っ て いれ ば 、 後 の ゴシック ・ サ ウン ド は 、 大 きく 変 
狐 を 遂げ て いた で あろ う 。 名 盤 で ある 。 (中 野 愛 渦 ) 
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Roland Petit に よる 創作 バレ エ の 為 の 委嘱 作品 。「Lcs Espaces…」 
で 頸 れ た サウ ンド 傾向 は 更に 押し 進め られ 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク (勿論 
多く の 人 が 期待 する イメ ー ジ と は 懸 隔 が ある が ) な シン セ 、 シ ー ケ 
ンス や エフ ェクト の 効果 的 使用 等 、 ひ と つ ピ ー ク だ っ た !80 年 代 初頭 
の パタ ー ン か ら 脱 し た 新生 面 を 聴か せる 。 支 離 減 裂 と 紙 一 重 の 4 th な 
ど を 懐か し む 声 も な く は な い が 、 形 は 変わ れ ど 突然 の 衝撃 的 イメ ー 
ジ ・ チ ェ ン ジ は 本 作 に も 健在 。 加 えて 執 益 に 操り 返さ れる 反復 は シ 
ャ ー マ ニ ッ ク な 集中 力 す ら 生 み 出し て お り 、 タ イト ル (Blake の 作品 
の 借用 ) その も の の 世紀 末 世 界 を 幻視 出来 る 。 本 作 あ た りか ら ZOYD 
に 入る の も (CD で あれ ば 一 度 オ リ ジ ナ ル 通 り ①、②、⑧、⑨ の 順 で 
聴い て みて いた だ きた い ) 一 興 か と 思う 。 (山田 


ART ZOYD ART Z0YD 
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1 st か ら 要 所 の スパ イス 的 役割 を 果たし て 来 た J・P・Soarez(tp, per) 
が 脱退 、 後 任 に UNIVERS ZERO の 「Uzed」 で 大 活躍 し た Andre 
Mergenthaler(Cello, a-sax, vo) と は 何と も 邊 沢 な 話 だ 。A 面 は 具象 
性 を 持た な い シ ン セ が 時 間 と 空間 を 切り 刻み 溶かす 様 な Hourbette の 、 
B 面 で は メカ ニズム と バー バリ ズム の 対比 が ^Macbeth* の 儀式 的 世 
界 を 更に 黒 化 さ せ て ゆく Zaboitzeff の ペン に よる 大 曲 が そ れ ぞ れ 収 め 
られ て いる 。 初期 の 彼ら は 、 Zodyan 宣 言 に 代表 され る 自ら の 精神 性 
の 体現 を 独創 的 な 曲想 と 強 革 な アン サン ブル に より 図っ て いた が 、 
ここ に 至り 、 聴 き 手 の 潜在 的 イメ ー ジ を 強烈 に 惹起 し つつ も 、 音 そ 
の も の へ の あら ゆる 解釈 や 介入 を 許さ な い 真 の 意味 で の 抽象 性 を 確 
立 さ せ た と 感ずる 。 代表 作 の 1 つ 。 (山田 ) 
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オム ニ バ ス (「ART ZOYD. J.A.Deane, J.Greinke <Ear-Rational 
ECD1021〉」) な が ら 、 2 曲 で 20 分 を 越え る 新作 を 発表 し て 健在 ぶり を 示 
し た アー ル ・ ゾ イ 。 1921 年 に Friedrich Wilhelm Murnau に よっ て 製作 
され た 映画 「Nosferatu」、 に イン スパ イア され た 映画 の 流れ に 沿っ て 作 
られ た 小品 が 17 曲 ( 他 に 「Vorgange」 を テー マ に 3 曲 ) 収 め ら れ て いる 。 
既に グル ー プ と し て 円 熱 の 境地 に あり サウ ンド 自体 に 大 き な 変化 は な 
い が 、 そ の 表現 力 は 素晴らし く 、 イ ン サ ー ト の 数 多く の 写真 か ら も 感 
じ と れる 白黒 映画 な ら で は の 不気味 な 雰囲気 や 懲 ろ し さ が Tr5 み に 描き 
出さ れ て いる 。70 年 代 に 彼ら の 作品 を 初め て 聴い た 時 の 衝撃 こそ な い 
が 、 ゾ イ な ら で は の 叙景 的 サウ ンド で あり 完成 度 は 高い 。 一 部 で 使わ 
れ て いる 日 本 語 の ナレ ーション も それ ほど と 無 理 が な い 。 (賀川 ) 








ART Z0YD 
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前 作 同様 に 「Promenade au fond du bois」「Sang pour sang」 等 
の 映像 を 素養 と し た 12 時 間 (正午 より ) 耐久 ? ライ ヴ の ドキ ュ メ ント 。 
"92 年 、 フ ラン ス で の 最終 公演 (91 年 に 既に 2 度 行わ れ た ) か ら 抜 粋 の 形 
で 通算 約 120 分 、27 曲 を 収録 。 い つも 通り Thierry Zaboizeff と Gerard 
Hurbette が 折半 で 曲 を 提供 (ほぼ 書 下 し ) し 編成 は ピア ニス ト Patricla 
Dallio を 加え 今回 は 3 人 の み 。 演 奏 は スタ ジオ 録 り で は ? と 思わ せる 程 
クー ル で ある 。 確か に 拍手 入り の 曲 も 有る の だ が 。 残り の 10 時 間 で は 
お そら く ^Nosferatu” を 除く 旧作 が 演奏 され た と 推測 され る 。 そ の 非 
アコ ー ス ティ ッ ク な トー ン は 前 作 、 あ る い は Zaboizeff の ソロ に 共通 す 
る も の が ある 。 映 像 、 舞 踏 、 加 えて 普遍 的 な 主題 を 音楽 で 統合 、 そ し 
て 変形 させ る 試み は さら に 深化 へ と 向う よう だ 。 (松本 修一 ) 
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日 本 人 女性 の Tumomi Takegi が 、 ヴ ォ イ ス と いう か 、 詩 の 朗読 で 、 
参加 し て いる Maree a la Nuit(Japanese version)” が 収録 され て 
いる な ど 暗 黒 の テン ショ ン が 異様 に 高い 曲 が 要 所 に 散り ば め ら れ た 
好 作 品 で ある 。 こ の 作品 以外 に も 、「Nosferatu」 で も や は り 、 日 本 
人 の 詩 の 朗読 が 効果 的 に 使わ れ て いる 。 Hourbette と Zaboitzeff に と 
っ て 日 本 語 の 存在 が 、 一 体 ど ん な 意味 を も つの か 。 あ る い は 、 一 体 
に どの よう に 聴こえ る の か 。 意 味 が ある の か 、 無 い の か 。 日 本 人 リ 
スナ ー を 意識 し て いる 訳 で は ある まい が 、 日 本 の 少女 の あの 虚ろ な 
響き は 忘れ られ な い 。 トータル 的 に は や は り 、12 時 間 の 完全 盤 ビ デ 
オ 付 で 発表 すべ き 作 品 を 2 枚 の CD だ け で 終わ ら せ る の は な ん と も 、 
惜しい 話 で は 無い か 。 (中 野 愛 渦 ) 


半 THIERRY ZABOITZEFF 
ーー Prom6th6e 
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「 プ ロメ テ 」 と 題 さ れ た この 作品 、 ア ー ル ・ ゾ イ で ベー ス 、 チ ェ 
ロ を 担当 する ティ エリ ー・ ザ ボワ ツェ フ の 初 の ノロ ・ ア ル バ ム で あ 
る 。「 エ ー ス キロ ス ( ギ リ シ ャ の 悲劇 詩人 ) の プロ メ テ ウ ス 」 と いう 演 
劇 の た め の 音 楽 と いう こと も あっ て か 、 そ の 内 容 は アー ル ・ ゾ イ の 
作品 と は 異な る (部 分 的 に は ゾ イ に 通じ る と ころ も ある )。 ゾ イ の 同 
僚 デ ィ デ ィ エ ・ ピ エト ン (sax) と 女性 ヴォ ー カ リス ト が 一 部 参加 し て 
る が キー ボー ド R ペー スギ ター パニ カッ ショ ン 等 ぽ ほとんど 
全て の 楽器 を ザ ボ ワ ツ ェ フ が 演奏 し ダビ ング し て いる 。 反復 構造 の 
曲 が 多 く 、 初 期 の グラ ス や ライ ヒ を 思わ す 部 分 、 フ リッ プ & イー ノ 
風 の 部 分 、 更 に は ゾ イ を 電気 的 に し た 部 分 等 が 印象 に 残る 。 (賀川 ) 





THIERRY ZABOITZEFF 

Dr.Zah & HiS Rohotic Strings 
Orehestra 
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セカ ンド ・ ソ ロ は 、 1 分 未満 の 曲 か ら 7 分 弦 の 曲 ま で 、 全 23 曲 か ら 
成る 60 分 超 の 組曲 で ある 。 キ ー ボ ー ド を 中 心 に 弦楽 器 、 打 楽器 等 も 一 
人 で 操っ て 作り 出し た サウ ンド は 、 近 時 の アー ル ・ ゾ イ の 作品 同様 、 
サウ ンド ・ ト ラッ ク 的 夫 囲 気 を 持っ た 叙景 的 な も の で ある 。 た だ 、 ゾ 
イ 程 の 暗 さ は な く 、 曲 調 も ゾ イ 風 の も の に 加え て 、 や や ポッ プ な も の 
や より アヴァ ン ギ ャ ルド な も の 、 ク ラ シ カ ル な も の が 含ま れ て いる 。 
近 時 の ゾ イ の 作品 に 関し て も 言え る こと で ある が 、 現在 の 彼ら に デビ 
ュ ウ か ら 「PhaseIV」 に 至る 時 代 の よう な 進取 の 精神 を 感じ る こと は 
出来 な い 。 既に 確立 され た 手法 の も と で 如何 に ドラ マチ ッ ク で 完成 度 
の 高い も の を 作る か と いう 点 に こそ 存在 意義 が ある と 言え る 。 こ うし 
た 観点 で 見 て 、 本 アル バム は 中 々 の 力作 で ある 。 (賀川 ) 


PATRICIA DALLIO 
ProceSSion 


CD/David & Theodosis Records 
DTR554 '92 年 





アー ル ・ ゾ イ の キー ボー ド 奏 者 と し て 知ら れる パト リシア ・ ダ リ 
オ 、 初 の ソロ ・ ア ル バ ム 。 か つて の 同僚 で ある アラ ン ・ エ ケー ル ら 
も 一 部 の 曲 に 参加 し て いる 。 全 13 曲 、50 分 超 の 小品 集 で あり 、 曲 調 
は ゾ イ を 思わ す 感 じ の も の と 、 よ り ク ラ シ カ ル な 有 雰囲気 の も の と が 
ある 。 全体 と し て 暗く 不気味 な 印象 は 共通 し て お り 、 白 黒 あ る い は 
ダー ク ・ ト ー ン の 色調 の 映画 の サン トラ 的 サウ ンド で イメ ー ジ が 広 
が る 。 並 々 な ら ぬ 力量 を 感じ させ る 質 の 高い 作品 で あり 、 ゾ イ に お 
いて 彼 の 存在 が いか に 重要 か も 分 か る 。 次 回 は 組曲 的 大 作 が 聴い て 
みた い 。 (賀川 ) 








PATRICA DALLIO 
La Ronce Nest Pas La Pire 
CD/Body &Soul BS CD 00294 "94 年 





ソロ 第 2 弾 。 舞 踏 絡み の 音楽 と し て 作曲 され た 作品 の よう だ 。ART 
ZOYD 系 の ミュ ー ジ シャ ン と いう と 、 ジ ャ ケッ ト の よう に 重苦しい 楽 
曲 ば か り の よう な 気 が す る が 、 女性 ヴォ ー カ リス ト Susan Belling を 
フィ ー チ ャ ー し た お お ら か ね な 地中海 的 サウ ンド を 堪能 で きる ④、 声 
楽 的 ヴォ ー カ ル ・ ス タイ ル を 多少 イレ ギュ ラー に 用 いた ⑦、 お 待ち 
か ね の 18 分 に 及ぶ 大 曲 の ⑨、 と 収録 曲 は バラエティ に 富ん で いる 。 
ART ZOYD に 叙情 的 な 部 分 を 付加 し た 感じ だ (その 辺り が ゴリ ゴリ 
の ファ ン に は 多少 物足りな いか も し れ な い が 、 音 楽 と し て の バラ ン 
ス は こち ら の 方 が 良い と 思う )。 良 く 出 来 た 映 画 の サン トラ の よう に 、 
映像 的 な イメ ー ジ を 喚起 する 作品 だ 。 ソ リス ト と し て L.Georges(cl, 
b-cl) 等 が 参加 。 (Chihiro S.) 








ALAIN ECKERT OUARTET 
- 則 aim Eckert 0uartet 


LP/L'amanite 011 '82 年 
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ART ZOYD 3,「Symphonie Pour Le Jour Ou Brleront Les Cites」 
76 年 版 の ギタ リス ト 、 ア ラン ・ エ ケー ル を 中 心 に し た カル テッ ト の 
録音 。 メ ン バ ー は 他 に 、 こ の アル バム を 録音 し た '81 年 当時 既に ART 
ZOYD の 重要 人 物 に な っ て いた Patricia Dallio、'80 年 代 頭 に ユニ ッ ト 
を 率い て マグ マ 張 り の 強 腕 な ドラ ミン グ で 驚か せ て くれ た Serge 
Bringolf、 そ し て ベー ス 奏 者 の Alain Lecointe、 と 仲 々 お も し ろ い 。 
その まま 各 奏 者 の カラ ー が 絡み 合う よう で 、 曲 に よっ て は アー ル ・ 
ゾ イ と マグ マ の 臭い が いっ し ょ に する 。 し か し 、 あ くま で も この ア 
ル バ ム は ジャ ズ ・ カ ル テ ッ ト の 色 が 強い 。 そ し て ジャ ズ と いう 言葉 
を 使う に は 相当 癖 が 強く 、 ま た ロッ ク 寄 り で 複雑 に 組み 立て られ た 
部 分 が 目立つ 。 そ うい う 一 聴 に 値する 一 作 。 (松本 ) 
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独身 者 の 機械 学 、 そ の 後 の et 中 

ZNR は エク トー ル ・ ザ ズー と ジョ セ フ ・ ラ カイ ユ に よる 、 フ ラン ス の チェ ン バ ー・ ロ ッ ク ・ ユ ニッ ト だ 。 
彼ら が 室内 楽 の 形式 で 創り あげ た 唯一 無比 の 音楽 は 、 十 数 年 を 経た 今 な お 、 そ の ね じ れ た 美 
し さ で 聴く 者 を 魅了 する 。 

も う 一 人 の 影 の メン バー、 ル イー ズ ・ ア ルカ ザー ル 夫 人 に よっ て 念入り に 編曲 され た 小品 の 数 々 
は 、 ヴ ェ ー ル の か か っ た 甘美 な 夢 を 、 時 に メラ ンコ リッ ク な ノスタルジー を 醸し 出れ し か し 、 こ うし た 
外 貌 の 下 に 隠さ れ て すみ ずみ に まで ゆき わた っ た ( 毒 ) が ひき お こす (融解 ) こ そ が 、 彼 ら の 音楽 
に 超絶 的 な 美 し さ を 与え て いる 。 

ユニ ヴェ ル ・ ゼ ロ や アー ル ・ ゾ イ が 、 バ ルト ー ク や スト ラヴ ィ ン ス キー、 シ ョ スタ コー ヴィ ッ チ あたり か 
ら 、 そ の スタ イル を と り い れ た の に 対し 、ZNR は エリ ッ ク ・ サ ティ に 、 音 楽 性 の みな ら ず 精神 的 な 
面 で も 、 圧 倒 的 な 影響 を 受け て いる 。 す な わ ち ~ ジ ム ノ ベ デ ィ ” の 作曲 者 と "健忘 症 患者 の 覚書 」 
の 著者 と に 。 

1968 年 バリ 五 月 革 命 の 騒乱 か ら 生 まれ た 前 衛 的 ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ ~ バ リカ ー ド "の メン バ 
ー だ っ た ザ ズ ー と ラ カ イ ユ が ZNR を 結成 し た の は "75 年 の こと だ 。 翌 '76 年 に デビ ュー・ ア ル バ ム 
を マイ ナー・ レ ー ベ ル の イザ ドラ か ら 発 表す る 。「Barricade 3」 と 題 さ れ た 作品 は 、 初 期 の シン 
セ サ イ ザー と 生 楽 器 の 薄 つ べら な アン サン ブル で 、 エ キ セ ン トリ ッ ク な 機械 音楽 を 奏で た オブ ジェ 
集 だ 。 な お 、 こ の LP は イサ ドラ の 倒産 の の ち 、'81 年 に イギリス の レコ メン ディ ッ ド ・ レ コー ズ より 、 
ジャ ケッ ト を 改め て 再発 され た (た だ し 、 何 色 も の 別 ヴ ァ ー ジ ョ ン が ある )。 ア クサ ク ・ マ ブー ル や ル 
ク ・ ド ・ ブ プク の LP と と も に CD 化 が 望ま れる 名 作 だ 。( 近 年 CD 化 済み ) 

79 年 に よう や く 2 作 目 に し て 最後 の アル バム 「Traite dde Mecanique Populaire」『 一 般 
機械 学 概論 」 を S.C.O.P.A. よ り リ リー ス す る 。 生 楽器 が 主体 の 室内 楽 田 が 奏で る 曲 は 、 時 に 前 
作 以 上 に 機械 的 な 美 し さ を 放っ て いる 。 言 葉 遊び に 対す る 偏愛 な ど 、 い た る と ころ に 呪 わ も れ た 天 
考 作 家 レ ー モ ン ・ ル ー セ ル の 多大 な 影響 を 感じ させ る 。 こ の LP も S.C.O.P.A. の 消滅 と と も に 廃 
盤 と な る が 、 何 故 か フラ ンス の 民族 音楽 レー ベル 、BUDA か ら CD 復 刻 さ れ て いる 。 

以上 2 枚 の 作品 を 残し ZNR は 解散 する の だ が 、 二 人 の ソロ 活動 は 現在 も 続い て いる 。 

エク トー ル ・ ザ ズー は 、 リ ン ガ ラ ・ ボ ッ プ の 帝王 ババ ・ ウ ェ ン バ と の 共演 盤 マ キシ ・ シ ング ル 
「Malimba」 の リリ ー ス を 経て 、 同 じ く アフ リカ の ヴォ ー カ リス ト 、 ビ カエ と コン ビ を 組み 、 ベ ルギー、 
クラ ム ド ・ デ ィ ス ク の メイ ド ・ ト ゥ ・ メ ジャ ー・ シ リー ズ で 数 枚 の アル バム を 残し て いる 。 そ の か た わら 
同 シ リー ズ の Vol.5 と し て リリ ー ス され た 「Geography」 は 声楽 と 室内 楽 の た め の 作品 集 で 、 
深め の リヴ ァ ー ヴ が 厳 妃 な 雰囲気 を 醸し 出し て いる 。 ザ ズー は この 中 で 「Barricade 3」 の 彼 
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自身 の 作品 を 2 曲 リ メイ ク し て 収録 し て いる 。 た だ し 、 そ の 後 の シ リー ズ Vol.20 「Geologies」 
は 「Geography」 の 続 篤 と いう ふれ こみ に 反し て 、 耳 に 心地 よい ニュ ー・ エ イジ ・ ミ ュー ジ ッ ク の 
類 で あろ う 。 

最近 の 彼 の 仕事 と し て は 、 ポ リグ ラム か ら リ リー ス さ れ た 『「Les Nouvelles Polyphonies 
Corses : コル シカ 島 の 新しい ボリ フォ ニー」 の プロ デュ ー ス が ある 。 ボ リフ ォ ニ ー 合 唱 と いえ ば 
ブル ガリ アン ・ ヴ ォ イ ス が 有名 だ が 、 地 中 海 コ ル シ カ 島 に も 伝統 的 な 無 伴奏 合唱 曲 が あ る 。 こ れ に 
ザ ズ ー と 、 ゲ スト の ジョン ・ ハ ッ セ ル 、 坂 本 龍一 ら が 伴奏 を 加え 、 エ フェ クト を か けた も の だ 。 
「Geography」 以 来 の 声楽 の 探究 と 、 バ パ ・ ウ ェ ン バ と の 共演 に 始ま る 民族 音楽 へ の 興味 が 
結実 し た 、 ザ ズ 一 流 の ワー ルド ・ ミ ュー ジッ ク と いえ る だ ろう 。 

ジョ セ フ ・ ラ カイ ユ は ZNR 解 散 後 、'83 年 に "Barricade 3" 時 代 か ら の 盟友 、 バ トリ ッ ク ・ ポ ボル 
テラ と の デュ オ 作 品 「Les Flots Bleus」(12 イ ンチ 、45 回 転 )、 同 時 に 小 編成 の バン ド に よる シ 
ャ ン ソ ン 集 「Six Petites Chansons」(7 イ ンチ 、33 回転 ) を レコ メン ディ ッ ド か ら リ リー ス す る 。 

その 後 、 レ コメ ン デ ィ ッ ド 系 の 各種 オム ニ バ ス に 参加 する な ど 、 地 道 な 活動 を 続け て きた ラ カ イ 
ユ だ が 、 最 近 は 舞台 裏 で の 活躍 が 目立っ てき て いる 。 ま ず は ジャ ッ ク ・ イ ジュ ラン の 息子 アル チュ 
ー ル ・H の プロ デュ ー ス 。 続 いて ユダ や ヤ 民 謡 と ジブ シー 音楽 、 ブ ラッチ"BRATSCH" の プロ デ 
ョ コー スズ 。 - 

91 年 に は 久々 に CD 「Triton」 を リリ ー ス 。 た だ し これ は 、 若 手 演出 家 ビ エー ル ・ デ ュ ク フレ の 
同名 の バレ エ の た め の 音 楽 で 、 バ パラ ジー ト な る 人 物 と 曲 を 半数 ずつ 受け 持っ た 連名 作品 で あり 、 
付随 音楽 の 域 は 出 な いよ うだ 。 

"92 年 アル ベー ル ヴ ィ ル 冬 季 オ リン ピッ ク の 開会 式 の ファ ンタ ステ ィ ー ク な スペクタクル の 演出 を 
手がけ て いる の が 、 こ の デュ ク フ レ で 、 ラ カイ ユ は ここ で も 曲 を 提供 し て いる 。 

そし て 、 サ ティ 、 ミ ヨー、 プ ブー ラン ク の 歌曲 か ら バ リ ・ ハ イ ま で こなす と いう フラ ンス の トリ オ 、 ド ラ ・ 
ルー"。 彼 ら の アル バム に 半分 、 オ リ ジ ナ ル 曲 を 提供 し て いる の が また ラ カ イ ユ な の だ と いう 5。 現 在 
で は CD が 手 に 入る は ず だ が 、 こ の ドラ ・ ル ー 、 既 に 来 日 の 予定 が ある か ら 要 注意 だ 。 

器用 な 才 人 ザ ズ ー に 対し 、 趣 味 の 人 、 デ ィ レ ッ タ ント の 印象 が 強かっ た ラ カ イ ユ だ が 、 こ の と こ 
ろ の 、 マ イナ ー/ メ ジャ ー の 境界 を 縦横 無尽 に 往き 来 す る 暗躍 に は 目 を 見 張る る の が ある 。 

こう し て 最近 の 二 人 の 活動 を みて いる と 、 今 さら な が ら ZNR が 稀 有 な 才能 の 幸運 な 出会い だ 
っ つた こと を 思い 知ら され る 。 謎 の 多い ルイ ー ズ ・ ア ルカ ザー ル 女 史 を 触媒 に し て 作ら れ た 、 あ の 魅 
感 的 な 作品 群 は 二度と 生ま れる こと は な い だ ろ う 。 今 は た だ 、 二 人 の 自作 自演 の オリ ジ ナ ル 作 品 
が で きる の を 待つ ば か り だ 。 
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1968 年 パリ 5 月 革命 の 騒乱 の 中 か ら 生 まれ た 前 衛 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ 
バ パンド 、 パ リカ ー ド の メン バー だ っ た エク トー ル ・ ザ ズー と ジョ ゼ 
フ ・ ラ カイ ユ が 1975 年 に 結成 し た ロッ ク ・ ユ ニッ ト 、ZNR の 1 st アル 
パム 。 ア ナ ロ グ ・ シ ン セ サイ ザー の チー プ な 電子 斉 と フラ ンス 近代 
音楽 風 の ピ アノ 、 生 楽器 の アン サン プル で 機械 の 夢 を 紡ぎ だ す 、 エ 
キ セ ン トリ ッ ク な サロ ン ・ ミ ュー ジッ ク 。 キ ラキ ラ と 鉱物 質 の 輝き 
を 放つ 斉 の オプ ジェ の メカ ニー ク な 美 し さ に は 比類 が な い 。 エ リッ 
ク ・ サ ティ の 影響 は 、 音 は も ちろ ん の こと 、 随 所 で 顔 を 出す 諾 計 精 
神 に も 明らか だ 。 内 ジャ ケッ ト に は キャ プ テ ン ・ ビ ー フ ハー ト の デ 
ッ サ ン も 収め られ 、「 室 内 楽 の 編成 で アセ ヴァン ギャ ルド ・ ロ ッ ク を 演 
奏する サテ ィ の 末 商 」 と いっ た と ころ か 。 (渡邊 ) 


ZNR 


Trait6 De M6canique Populaire 
L P/S.C.O.P.A.10002 79 年 
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完全 に 室内 楽 の 編成 と な っ た 2 作 目 に し て 最終 作 「 一 般 機械 学 概 
論 」。 念入り に 彫 列 を 施さ れ た 生 楽 器 の アン サン ブル は 、 ヴ ェ ー ル の 
か か っ た 神秘 的 で 甘美 な 夢 を 、 或 い は メラ ンコ リッ ク な ノ ス タ ル ジ 
ー を 醸し 出す 。 し か し この 作品 の 超絶 的 な 美 し さ は そん な 表層 に あ 
る の で は な い 。 い た る と ころ に 仕掛 けら れ た 謎 と ミス ティ フィ カシ 
オン 、 ペ ダン ティ ッ ク な 引用 と パロ ディ 。 隅 々 に まで ゆき わた っ た 
毒 が ひき お こす 融解 の 美 、 高 い 張 力 で 宙 づ り に され た 着 疫 的 な 美 が 
ここ に ある 。 エ リッ ク ・ サ ティ の 影響 は 言わ ず も が な だ が 、 機 械 的 
な 道具 だ て と 言葉 遊び へ 偏愛 は 呪 わ れ た 作家 レー モン ・ ル ー セ ル の 
影響 を 感じ させ る 。 チ ェ ン バー・ ロ ッ ク の 奇跡 的 名 作 。 (渡邊 ) 
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ピア ノ と ヴァ イオ リン や チェ ロ 、 ク ラリ ネッ ト や オー ボ エ な どの 
生 楽 器 ア ン サ ンプ ブル に よる 室内 楽 作品 集 。 Z N R で は 用 いら れ な か 
っ た メゾ ・ ソ プラ ノ を 中 心 と し た 声楽 が 、 こ の アル バム で は 大 幅 に 
取り 入れ られ て いる 。 全体 に 深い リヴ ァ ー ヴ を か け て 空間 的 な 奥行 
き を 演出 する アン ビエ ント な 音 作り は 、 メ イド ・ ト ゥ ・ メ ジャ ー・ 
シリ ー ズ を 活動 の 拠点 に し て 以降 の ザ ズ ー の 特徴 的 な 手法 だ 。ZNR 
時 代 の 曲 も アレ ンジ を 加え て リメイク され て いる が 、 聴 き 易 く な っ 
た 反面 、ZNR の 屈折 し た 魅力 は 薄れ て いる 。 な お 、 続 編 と し て 同 シ 
リー ズ で 後に 制作 され た 「Geologies」 は エレ クト ロニ クス を より 多 
用 し た 室内 楽 作品 だ が 、 一 層 、 毒 は 薄 ま っ て 、 む し ろ ニ ュー・ エ イ 
ジ ・ ミ ュー ジッ ク に 近い 印象 を 受け る 。 (渡邊 ) 


HECTOR ZAZ0U 
1977-1990 
LP/Tomk TK 0001-2311 "9 年 





アル ジェ リア 生ま れ の フラ ンス 人 、 奇 す サエク トール ・ ザ ズー の 足 
跡 を た どる ベス ト ・ ア ル バ ム 。 文字 通り 、'77 年 ZNR 時 代 の 類 廃 的 室 
内 楽 か ら 、'80 年 代 、 メ イド ・ ト ゥ ・ メ ジャ ー・ シ リー ズ で 発表 し た 
エレ クト ロニ ッ ク ・ ア フロ ・ ミ ュー ジッ ク 、 声 楽 と 室内 楽 と シン セ 
サイ ザー を 用 いた アン ビエ ント ・ ミ ュー ジッ ク を 経て 、'90 年 の コル 
シカ 島 の 伝統 歌唱 を 素材 に し た エス ノニ アン ビエ ント 作品 に いた る 
まで 収録 し て いる 。 改めて 通し て 聴い て みる と 、 ザ ズー が 本 質 的 に 
プロ デュ ー サ ー で ある こと が わか る 。「 現 代 の サテ ィ 」 ジ ョ ゼ フ ・ ラ 
カイ ユ か ら 声 楽 、 民 族 音楽 な ど 、 彼 に は 常に 興味 の 対象 と な る 素材 
が あり 、 こ れ は 、 そ の 魅力 を 生か し な が ら 別 の 何 か を 作り 出 そ う と 
し て きた 才 人 の 軌跡 で ある 。 (渡邊 ) 











HECTOR ZAZOU 
Sahara Blue 


LP/Crammed Discs '92 年 
CD/ ソ ニー・ レ コー ズ SRCS 5975 
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アル チュ ー ル ・ ラ ン ボ ー の 没後 百年 を 記念 し て 制作 され た 企画 ア 
ル バ ム 。 ジョン ・ ケ イル 、 坂 本 龍一 、 デ イヴ ィ ッ ド ・ シ ル ヴ ィ アン 
(ミス ターX)、 シ ェ プ ・ ハ レ ド 、 ビ ル ・ ラ ズ ウ ェ ル 、 ジ ェ ラ ー ル ・ ド 
パル デュ ー 等 々 、 参 加 ア ー テ ィ ス ト は 多 士 済 々 。 ラ ン ボ ー の 詩 を 選 
択 し て 彼ら に 割り 振り 、 各 トラ ッ ク を プロ デュ ー ス し て アル バム 全 
体 を 構成 する の が 「 映 画 監 督 式 プ ロ デ ュ ー サ ー」 ザ ズー の 役目 だ 。 
仏語 、 英 語 、 ア ラビ ア 語 、 ヘ へ ブラ イ 語 が 飛び 交 う 奇抜 な 組み 合わ せ 
で 、 詩 人 ラン ボー と 砂漠 の エキ ゾ テ ィ ズ ム を 描き 出し て いる 。 な か 
で も 坂本 龍一 が 引き 合わ せ た と お ぼ し い 、 ザ ズー ニテ シ ル ヴ ィ アン の 
共 作 3 曲 が 秀逸 。 ザ ズー の プロ デュ ー サ ー と し て の 手腕 が 、 初 め て 
表 舞 台 で 発揮 され た 作品 。 (渡邊 ) 





HECTOR ZAZ0U 
Reivax Au Bong0 


L P/Crammed Discs MTM2 
CD/Crammed Discs MTM2 





クラ ム ド ・ デ ィ ス クス の 視覚 音楽 シリ ー ズ 、 メ イド ・ ト ゥ ・ メ ジ 
ャ ー の 第 2 弾 。 グ ザ ヴ ィ エ ・ ラ ン ブ ー ル 作 ・ 演 出 、 ザ ズー 主演 ・ 脚 
本 の フォ ト ・ ノ ヴェ ル の た め の 音楽 。 シ ン セ サイ ザー に ヴァ イオ リ 
ン 、 ク ラリ ネッ ト な どの 生 楽 器 、 ア フリ カン ・ パ ー カ ッ シ ョ ン の 演 
奏 に 、 リ ヴァ ー ヴ の ヴェ ー ル を か けた 幻想 的 / 視 覚 的 な アン ビエ ント 
ミュ ー ジ ッ ク 。 A 面 が アフ リカ 音楽 の リズ ム と 音階 、 ボ ニー・ ビ カ 
エ の ヴォ ー カ ル を フィ ー チ ャ ー し た ワー ルド ・ ミ ュー ジッ ク 。B 面 
が メゾ ・ ソ プラ ノ の 多重 録音 を 加え た 室内 楽 。 付 属 の フォ ト ・ ノ ヴ 
ェ ル は 、 ア フリ カ の 架空 の 王国 ボン ゴ で 繰り 広げ られ る 青年 レー ヴ 
ァ ッ クス の 荒唐無稽 な 冒険 活劇 。 ズ ボン を 脱い で の 怪 演 に 、 奇 人 ザ 
ズー の 一 面 を みる こと が で きる 。 (渡邊 ) 
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ZAZ0U/BIKAYE/CY1 
Noir Et Blane 


L P/Crammed Discs/LP CRAM 025 
"83 年 
CD/Crammed Discs/CRAM 2534 CD 








ZNR 解 散 後 、 ザ ズー は アフ リカ 音楽 に 接近 する 。 リ ン ガ ラ ・ ポ ッ 
プ の 帝王 パパ ・ ウ ェ ン バ と の 12 イ ンチ を リリ ー ス し た 後 、 ザ イー ル 
の 歌手 ボニー・ ビ カエ と コン ビ を 組み 、'89 年 の 「Guilty /」 ま で 活動 
を 共に する 。 本 作 は 録音 に マル ク ・ オ ラン デル は じ め ア クサ ク ・ マ 
ブー ル の メン バー が (1 曲 だ け フ レッ ド ・ フ リス も ) 参加 し て いる 。 
エレ クト ロニ クス 担当 の 「 マ ッ ド ・ サ イエ ン テ ィ ス ト 集 団 CY1」 は ザ 
ズー& オ ラン デル の 変名 か 。 タ イト ル 「 黒 と 白 」 が 表わす ビ カ エ と 
ザ ズ ー、 民 族 音楽 と 電子 音楽 、 熱 狂 と 冷静 、 野 生 と 理性 の 対比 は 調 
和 を 目指 すわ け で も な く 、 イ ー ノ & バ パー ン 以 後 の 「 ワ ー ル ド ・ ミ ュ 
ー ジ ッ ク 」 の よう に 片方 が 他方 を 消化 (略奪 ) する わけ で も な い 。 
奇 す ザ ズ ー の 意図 的 な (?) ミス ・ マ ッ チ 。 (渡邊 ) 


LES NOUVELLES POLYPHONIES 
CO0RSES 

Les Nouvelle Polynh0nies 
COorseS 

LP/Philips 848515-2 91 年 





エク トー ル ・ ザ ズー の プロ デュ ー ス に よる 「 コ ル シ カ 島 の 新しい 
ポリ フォ ニー」。 ポ スト ニー ブルガリ アン ・ ヴ ォ イ ス と し て 民族 音楽 フ 
ァ ン の 注目 を 集め 始め て いた 地中海 コル シカ 島 の ポリ フォ ニー 合唱 
の アカ ペラ に 、 坂 本 龍一 、 ジ ョ ン ・ ハ ッ セ ル 、 ジ ョ ン ・ ケ イル 、 マ 
ヌ ・ デ ィ バ ン ゴ 、 イ ヴォ ・ パ パソ フ 等 が 伴奏 を 加え 、 ザ ズー が エレ 
クト ロニ クス 処理 と アレ ンジ を 全面 的 に 施し て いる 。 伝統 歌唱 の 荘 
上 厳 な 美 し さ を 生か し た 、 良 質 な エス ノニ アン ビエ ント ・ ミ ュー ジッ 
ク 。 声 楽 と 民族 音楽 を MTM シ リー ズ で 並行 し て 追 穴 し て きた ザ ズ ー 
が つい に 到達 し た 、 ワ ー ル ド ・ ミ ュー ジッ ク の 新 境地 だ 。 セ ー ル ス 
的 に も 初め て 成功 を 収め 、 ザ ズー は この 作品 で プロ デュ ー サ ー と し 
て 一 躍 脚光 を 浴び た 。 (渡邊 ) 





PATRIZIA POLI 
Zara 
CD/Philips 510973 2 '92 年 





フラ ンス 領 コ ル シ カ 島 に は 「 ポ リフ ォ ニ ー」 と 呼ば れる 孤高 の 伝 
音楽 が 存在 する が 、 こ れ に 目 を つけ た Hector Zazou が その 現代 解 
釈 と し て 制作 し た プロ ジェ クト ・ ア ル バ ム で リー ド を 取っ て いた 女 
性 シン ガー の ソロ ・ ア ル バ ム 。 Zazou の 作品 の よう な アカ デミ ッ ク な 
も の を 狙っ た 訳 で は な く 、 打 ち 込 み を 多用 し て ポピュラー・ フ ィ ー 
ルド 寄り の アレ ンジ が 旋 さ れ て いる 。 し か し ルー ツ で ある コル シカ 
島 の 「 血 の 濃 さ 」 は 消え ず 、 結 果 的 に プロ グレ ッ シ ウ 以外 の 何 物 で 
も な い 唯 一 無 二 の ヴォ ー カ ル ・ ア ル バ ム と な っ て し まっ た 。 伝承 音 
楽 を サシ で 歌っ て いた こと も あっ て 、 そ の 大 地 に 根ざし た か の よう 
な な まめ か し い ヴ ォ イ ス は 一 聴 す る だ け で 背筋 に 戦 尾 が 走る ほど の 
存在 感 が ある 。 ド ラム は 元 PAGA の Claude Salmieri。 (内 田 ) 


PATRICK PORTELLA/JOSEPH 
RACAILLE 

Les Flots Bleus 

12“ Single/Recommended RR16 '83 年 





元 ZNR の ジョ ゼ フ ・ ラ カイ ユ と 、 ア ル バ ム に 参加 し て いた パト リ 
ッ ク ・ ポ ル テ ラ の 12 イ ンチ 45 回 転 の ミニ ・ ア ル バ ム 。 A 面 は ポル テ 
ラ の ソロ 。 ク ラリ ネッ ト の 多重 録音 に よる 合奏 曲 小品 集 。 シ ンプ ル 
な の に 豊か な アン サン ブル 。 B 面 は ラ カ イ ユ の ピア ノ 弾 き 語 り に よ 
る 数 え 唄 "の 他 、 ピ アノ 曲 と 、 ポ ル テ ラ の クラ リネ ッ ト を 加え て 
の デュ オ 。ZNR 時 代 の 曲 も リメイク され て いる 。 数え 唄 ? は ユー モ 
ア (時 に プラ ッ ク ・ ユ ー モ ア ) に 満ち た 9 曲 の 歌曲 小品 集 。 全 体 に 
フラ ンス 近代 風 の 軽 さ 、 明 る さ に 溢れ て いる 。 ジ ャ ケッ ト も どこ か 
楽し げ だ 。ZNR 時 代 に は 表面 に 出 て こ な か っ た ラ カ イ ユ の 特質 で あ 
る 。 歌 は 相変わらず 下手 だ が 、 不 思 議 な こと に それ が 彼 の 音楽 の 魅 
力 を 増す こと は あっ て も 損ね る こと は な い 。 (渡邊 ) 








『 。| RACAILLE/PARAZITE 
Triton 
CD/Babylone BAB 875005 90 年 





アル ベー ル ヴ ィ ル 五 輸 開 会 式 の スペ クタ ル の 演出 で 名 を 挙げ る 前 、 
まだ 新進 気鋭 の 振付 家 だ っ た フィ リッ プ ・ ド ゥ ク フ レ の ダン ス 作 品 
<Triton* の た め の 音 楽 。 半 数 を ラ カ イ ユ が 、 半 数 を パラ ジー ト な る 
電子 音響 ユニ ッ ト が 担当 し て いる 。 ラ カイ ユ の パー ト は エキ ゾ テ ィ 
ッ ク な 室内 楽 。 ハ ワイ アン 、 ミ ュ ゼ ッ ト 、 タ ン ゴ 、 チ ャ チャ チャ 、 
アラ ブ 音 楽 、 ブ ル ガ リ ア 音 楽 等 が ラ カ イ ユ 流 に 料理 され 、 技 量 の 確 
か な 楽団 に より 軽快 に 演奏 され る 。 知 的 な 中 に 溢れ る ユー モア は ま 
さき に ドゥ ク フ レ の 作品 に ふさ わし く 、 以 後 ド ゥ ク フ レ 作品 に ラ カ イ 
ユ の 音楽 は な か く て は な ら な いも の に な っ て いる 。 し か し 一 方 この 音 
楽 が 、 そ の ファ ンタ ステ ィ ー ク な 世界 で こそ 真価 を 発揮 する 「 ド ゥ 
ク フ レ の ダン ス の た め の 」 の 作品 で ある こと も 呑め な い 。 (渡邊 ) 





DORALOU 8 
Renertoire Demi-Mondain 
CD/ADDA 590065 91 年 


MIMMIIII 拓 UI 





ドラ ・ ル ー は 主 に フラ ンス の 近代 歌曲 を レパートリー と する ユニ 
ンク な 0 三 2I ド だ の の 避 ーッ の PZNAIG で (は サテ デ 10 や S 思 三 、 
プー ラン ク と いっ た 大 家 の 歌 曲 と と も に 、 元 ZNR の ジョ ゼ フ ・ ラ カ 
イ ユ の 数 え 唄 ” (「Les Flots Bleus」 所 収 ) な どの 作品 が 同等 に 取り 
上 げ ら れ て いる 。 オ ー ソ ドッ クス な ソプラ ノ に 、 一 見 、 場 違い な ハ 
ワイ アン ・ ギ ター や スラ イド ・ ギ ター、 ウ クレ レ を 、 絶 妙 な セン ス 
で か ぶせ て いる の は 元 ヴ ィ デ オ ・ ア ヴァ ンチ ュー ル の シリ ル ・ ル フ 
ェ ー ブ ル 。 脱力 を 誘う よう な この 伴奏 に よっ て 、 こ れ ら の 歌 が 貧血 
症 の クラ シッ ク 歌 曲 で は な く 、 ベ ル ・ エ ポッ ク 期 の ミュ ー ジ ッ ク ・ 
ホー ル の 華やか さ を 持 っ た 、 楽 し く 艶 っ ぽい 、 魅 力 的 な 「 フ レン チ ・ 
ポッ プ 」 だ っ た こと に 気づか され る 。 (渡邊 





7 ちら 











| NOUIN フラ ンス の ポピュラー 音楽 の 背景 に 横たわる アヴァ ン ギ ャ ルド 指向 の 
歴史 は 非常 に 古く 、 そ の 源流 を 遡る だ け の 根気 は 私 に は な い が 、 少 な 


く と も 第 2 次 世界 大 戦後 の フラ ンス の 殆ど すべ て の 音楽 の 背景 に それ 

を 聴き 取る こと が で きる だ ろう 。 特 に それ が 顕著 に 現われ て いる 例 が 
シャ ン ソ ン の 世界 で あり 、 そ の 異様 に 突出 し た 演劇 的 な 要 率 に お いて 
前 衛 的 な 表現 を つと め て 内 に 組み 入れ よう と する 傾向 が 強い 。 


それ を いび つ な ほ ど 極 端 な 形 で ロッ ク に 持ち 込ん だ の が ETRON 

WM 旧 見 FOU LELOUBLAN だ っ た 。ETRON FOU が 特異 だ っ た の は 、 特 に 
フラ ンス 語 か ら 要 請 さ れる 固有 の 表現 形態 を 音楽 の 構造 その も の に 

反映 し て 、 決 し て フラ ンス 以外 で は 生ま れ 得 な い ア ヴァ ン ギ ャ ルド ・ ロ ッ ク 


を 創造 し た こと だ 。 彼 ら が ヒン ト に し た の が CAPTAIN BEEFHEART 
還 遇 2 と 導 に だ っ た り FAUST だ っ た り し た こと は 間違い な い に せ よ 、 彼 ら の 音楽 の 











オリ ジ ナ リティ ー は いか な る 批判 に も る 微動 だ に し な い ほ ど 強 処 だ 。 だ か 
ら こ そ 、 解 蔽 し て 久しい バン ド に も 関わ ら ず 、 彼 ら の 音楽 が 今 尚 フレ ン 
チ ・ ア ヴァ ン ギ ャ ルド ・ ミ ュー ジッ ク ・ シ ー ン に お いて 繁殖 を し 続け て いる 訳 だ (現在 の フレ ンチ ・ ア 
ヴァ ン ギ ャ ルド ・ ロ ッ ク の と な つっ て いる の は この 周辺 と 、Nato レ ー ベ ル の ミュ ー ジ シャ ン 培 だ と 
理解 し て いい 。NatO は フラ ンス か ら は み 出 し 、 ち ょ っ と 意表 を 突い た イギリス の ミュ ー ジ シャ ン 進 
を 巻き 込ん で いる 。 そ れ 故 に フラ ンス の 音楽 シー ン の 中 で は と て も 語り 切れ な い )。 

ETRON FOU LELOUBLAN の 活動 期間 は '73 "85 年 と 想定 され る 。 そ の 間 に 『Batelages』 
(77)、『Les Trois Fous Perdegagnent』('78)、 ア メリ カ 公 演 を 収録 し た ライ ヴ ・ ア ル バ ム 『En 
Public Aux Etats Unis D'Amerique』(79)、 フ レッ ド ・ フ リス ・ プ ロ デ ュ ー ス の 『Les Poumons 
Gonfles』 (82)、『Les Sillons De La Terre』('84)、 再 び F・ フ リス が プロ デュ ー ス し た 『Face 
Aux Elements Dechaines』('85) の 6 枚 の アル バム を 残し て いる (ライ ヴ を 除く 5 作 は 
『43SongsX3CDs』 に 纏め て CD 化 さ れ て いる )。 彼 ら は "78 年 に HENRY COW が 提唱 し た 
Rock In Opposition に 参加 し た こと で 一 虫 バ ンド の 名 を 高め 、 フ ラン ス に ETRON FOU あ り 
の 強烈 な 印象 を 世界 中 の アヴァ ン ギ ャ ルド ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に 知ら し め た 。 そ れ く らい 彼ら の 生み 出 
し た 音楽 は 異形 だ っ た 。 

ETRON FOU LELOUBLAN は フェ ルディ ナン ・ リ シャ ー ル (VO,b) と ギグ ー・ シ ュ ヌ ヴィ エ (d, 
SaX,VO) を メイ ン に サッ クス 奏者 が 加わ つた トリ オ と し て 活動 し た (長い 活動 期間 中 に サッ クス 秦 
者 は 次 々 と 交代 )。 リ ズム ・ セ クシ ョ ン 十 サッ クス ヴォ ー カ ル と いう まる で ハー モニ ー に 恨み で も 
ある か の よう な 編成 は 、 空 間 を 埋め る の で は な く 、 い か に 強く 太い 線 を 描く か に 心血 を 注 が せ 
る 作用 を も た らし た 。 そ れ は 4th ア ル バ ム より 参加 し た ジョ ー・ テ ィ リ オン (kb) が 4 人 目 の メ ン バ ー 
と し て 固定 し て も 変わ ら な か っ た 。 

フェ ルディ ナン ・ リ シャ ー ル も ギグ ー・ シ ュ ヌ ヴィ エ も 、ETRON FOU 在 籍 時 より ソロ ・ ア ル バ ム を 発 
表し て いた が 、 バ ンド 解散 後 活動 を 異 に に て も る 、 ふ た り は その まま ETRON FOU の 音楽 を 継承 し た 。 

リシャール は "84 一 87 年 、 ア ルフ レー ト ・ ハ ルト (sax) ら と 多国 籍 グル ー プ GESTALT ET JIVE 
で 活動 。 ま た 、ETRON FOU の 最終 メン バー だ っ た ブル ー ノ メイ エ (sax,f|) と デュ オ ・ グ ルー プ ブ 
BRUNIFERD を 結成 し 、"86 年 か ら 活動 を 開始 。 更 に LES PHILOSOPHES を 率い て の ソロ ・ 
アル バム や フレ ッ ド ・ フ リス と の デュ オ FRED & FERD で も アル バム を 発表 し て いる 。 彼 の 最新 ブ 
ロジ ェクト は ARMINIUS で 、 こ れ も 既 に アル バム が 出 て いる 。 

一 方 の シュ ヌ ヴ ィ エ は 86 年 に LES BATTERIES を 結成 。 ラ イヴ 活動 も 行ない 、2 枚 の アル バム 
を 発表 し て いる 。 ま た 、'84 年 に アム ステ ルダム で 知り 合っ た ミュ ー ジ シャ ン 居 と 結成 し た ENCORE 
PLUS GRANDE は BARBARIE LEGERE を 経て "90 年 に OCTAVO へ と 発展 を 遂げ た 。 

ETRON FOU の 最終 メン バー、 ジ ョ ー・ テ ィ リ オン と ブル ー ノ ・ メ イエ の ふた り も 個別 に 活動 を 展 
開 。 テ ィ リ オン は ART MOULU で ライ ヴ 活動 を 行なう 。 ま た 、 メ イエ は LES 1 で 活動 後 、 ア メリ カ に 
足 を 踏み 入れ 、 マ ー ク ・ ハ ウエ ル と ZERO POP を 結成 し た 。2 枚 の ソロ ・ ア ル バ ム も 発表 し て いる 。 

ここ で 登場 し た すべ て の 関連 バン ド / プ ロジ ェクト が ETRON FOU の 影響 を 色濃く 反映 し て い 
る こと は 、 彼 ら の 音楽 の 特異 性 を 今 も っ て 主張 し 続け る 。 し か も 彼ら の 音楽 は 周辺 に も 伝播 し た 。 
リシャール が 運営 し て いる MIMI フ ェ ス ティ ヴァ ル や 、 元 DEBILE MENTHOL の モモ ・ ロ ッ セ ル が 運 
営 し て いる AYAA レ ー ベ ル に 参加 し て いる ミュ ー ジ シャ ン 達 が 完全 に 徒党 を 成 し て お り 、 一 大 勢 
力 と な っ て いる 。 そ うし た 拡散 し て 行く ETRON FOU を 確認 で きる 好 サ ン ブ ル と し て 『Hardis 
Bruts』 は 聴き 逃す こと が で き な い 。 
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ETRON FOU LELOUBLAN 
Batelages 


LP/Gratte Ciel 2001 77 年 
CD/Baillemont CD 929 





「 狂 糞 白 狼 」 を 名 乗る 3 人 組 の 鮮烈 な デビ ュー 作 「 大 道 芸 人 」。 気 
が 狂っ た よう に シン バル を スパ ー ク させ る ドラ ム ス と ほとん ど エ フ 
ェクト な し の 生音 フェ ンダ ー 6 弦 ベ ー ス が 暴走 し 、 フ リー キー な サ 
ックス が それ に 乗っ て 突っ 走る 。 ほ と ん ど 詩 の 朗読 が 演劇 の 台詞 の 
よう に 芝居 が か っ た 、 シ ニカ ル で 挑発 的 な 諸 詩 に 満ち た ヴォ ー カ ル 。 
野獣 の 史 呼 、 道 化 の 警 句 。 も は や 手 の つ けら れ な いこ の フリ ー ク ・ 
アウ ト ぶ り は 天才 と 紙 一 重 か 。 彼 ら の 全 作 品 の 中 で も 最も テン ショ 
ン の 高い アル バム 。 唯 一 無比 の 極め て 奇形 的 な サウ ンド だ が 、 も し 
も ボリ ス ・ ヴ ィ ア ン が あと 30 年 遅く 生ま れ て 、 ジ ャ ズ で は な く キ ャ 
プ テ ン ・ ビ ー フ ハー ト に 感銘 を 受け て いた な ら 、 こ ん な ロッ ク ・ バ 
ンド を 組ん で いた か も 。 (渡邊 ) 





ETRON FOU LELOUBLAN 
Les Trois Fou's Perdegagnemt 
(aupaVS HeS…) 


LP/L'orchesra OLPS 55002 "79 年 
CD/Baillemost CD 929 





エト ロン ・ フ ー・ ル ルー プラ ン は 、 そ れ で も 後期 に は 、 楽 曲 的 に 
も 洗練 され 、 ア ン サ ンプ ブル も いく ら か 級 密 に な っ て いく 。 初期 の 破 
天 荒 な 野放し の 凶暴 さ は コン トロ ー ル され る よう に な り 、 岩 を 転げ 
落ち る よう な 激 し さ は 、 坂 を 駆け 降り る 勢い に な る 。 し か し キー ボ 
ー ド が 入る 前 、 こ の 2 作 目 まで は 、 原 初 的 な 衝動 が むき 出し の まま 
現れ て お り 、 狼 雑 ゆ え の ダ ダイ ステ ィ ッ ク な 美 し さ が ある 。 ヴォ ー 
カル の 過剰 な 芝居 っ ぷり も 初期 に 顕著 で 、 グ ラン ギ ニ ョ ー ル (残酷 
演劇 ) の 庄 計 と 挑発 が この アル バム 全体 に あふ ぶれ て いる 。 ギ グー・ 
シュ ヌ ヴ ィ エ と フェ ルディ ナン ・ リ シャ ー ル の 、 そ の 後 の 活 動 の 原 
点 は 紀 こ に ある (渡邊 ) 





_ETRK sousiaN | ETRUNFOU LELOUBLAN 
島 43 SongsX3 CDs 
CD/Baillemont CD 929 '92 年 





今 ETRON FOU LELOUBLAN を 聴く な ら 、 こ の CD で 殆ど 用 が 足り 
る (クレ ジッ ト の 不 親切 さ が 実 に 勿体 な い 。) 全 6 枚 の うち 、 ラ イヴ ・ 
アル バム を 除く 5 枚 の アル バム が この 3 枚 組 CD に 収録 され て いる 。 
あま り に も 個性 の 強い 彼ら の 音楽 を 全部 ぶっ 通し で 聴く 元気 は 普通 
の リス ナー に は な い だ ろ う が 、 し か し こう し て 纏め て CD 化 さ れ た 意 
義 は 極め て 大 きい 。 彼 ら の ご つ ご つと し た 独特 の 節 回 し は 終始 首尾 
一 貫 し て いる が 、 通 し て 聴く と 、 女 性 kb 奏者 』・ テ ィ リ オン が 参加 し 
た 4 th あたり か ら 少 し づつ うっ すら と し た 肉 付 けが 施さ れ て いる こと 
に 気付 く ( ま る で ジャ コメ ッ テ ィ の 詳 像 の よう な 肉 付 け だ が )。 それ 
が 奇妙 な レリーフ 効果 と な っ て 現われ て いる 5th『Les Sillons De La 
Terre』 の 音楽 が 個人 的 に は 一 番 好み だ 。 (坂本 ) 











ARMINIUS 
ATmimius 


CD/Stupour & Trompette! ST 101001 
'93 年 





ARMINIUS は 、 現 時 点 で 最新 の フェ ルディ ナン ・ リ シャ ー ル の プロ 
ジェ クト だ 。 バ ンド 名 で ある アル ミニ ウス は 西 歴 9 年 に ロー マ 軍 を 撃 
減 し た ゲル マン の 首長 の 名 に 因む 。 紀元 後 の ヨ ー ロ ッ パ 文明 に 常に つ 
きま と う ゲ ルマン 対 ラ テン の 構図 は これ まで に も 多く の 芸術 家 の 関 心 
を 誘っ て 来 た が 、 ド イツ で 開催 され た 2 つの フェ ステ ィ ヴ ァ ル に 関わ 
っ た リシャール も 改め て 歴史 と 音楽 の 関係 に 深い 興味 を 抱き 、 こ の ユ 
ニー ク な バン ド を 結成 する に 至っ た 。2 本 の ヴァ イオ リン と 2 本 の エ 
レク トリ ッ ク ・ ベ ー ス と いう カル テッ ト 。 ほ か の 3 人 の メン バー が 名 
前 か ら す る と 日 系 ノ 東欧 系 プ ゾ ゲ ルマン 系 と 混在 し て いて 、 テ ー マ へ 
の こだわ り の 程 が 有 吾 え る 。 編 成 故 に 派手 さ に は 若干 欠け る し 、 ま た 実 
験 段階 と いう 印象 だ が 、 一 聴 の 価値 あり 。 (坂本 ) 


ART MOULU 
Art Moulu 


LP/II Post Records IPR 1116 91 年 








6 弦 ベ ペー ス こ そ な い も の の 、 変 抽 子 を フリ ー キ ー に た た き 出 す ド 
ラム ス ( ジ ャ ン = フ ラン ソ ワ ・ ウ ェ ル テ ) と 奇妙 な リフ を 繰り 返す サッ 
クス (オリ ヴィ エ ・ マ ッ ソ ン ) 、 粗 野 な ダミ 声 ヴ げ ヴォー カル (モー リス ・ オ 
ッ ト ) か ら な る アー ル ・ ム リュ は 、 か ね て より エト ロン ・ フ ー・ ル ルー 
プラ ン の 強い 影響 を 感じ させ て いた バン ド だ が 、 エ トロ ン ・ フ ー の 解 
散 後 、 キ ー ボ ー デ ィ ス ト の ジョ ー・ テ ィ リ オン が メン バー と し て 参加 
し た こと に より 、 一 層 エ トロ ン ・ フ ー の サウ ンド に 近づい た 。?80 年 代 
か ら オ ム ニ バ ス に は 参加 し て いた が 、 こ の イタ リア で の ライ ヴ 盤 が 
初め て の アル バム で ある 。 本 家 に 比べ る と ( 狼 要 な 歌詞 を 含め ) い 
ささ か スト レー ト す ぎる きら い は ある も の の 、 エ トロ ン ・ フ ー の フ 
ァ ン な ら 必 聴 で あろ う 。 (渡邊 ) 





BRUNO MEILLIER 
Recuell 
CD/NM 202 91 年 





エト ロン ・ フ ォ ロ ワー と いう べき Les | か ら 招 か れ た ブル ー ノ ・ メ 
イエ は (as, ts, fl) は 、 解 散 後 リシャール と の デュ オ BRUNIFERD を 経 
て 、 マ ー ク ・ ハ ウエ ル (g 元 Curlew) を 含む NY ベ ー ス の トリ オ ZERO POP 
で 活動 し て いる 。 私 の 知る 限り 彼 の ソロ 名 義 作 は 2 枚 。 初 作 「 ソ ロ ・ 
サク ソフ ォ ン 」(NM201 "87 年 ) は 、 一 部 デュ オ を 除き 一 人 多重 録音 (as, 
ts, fl pf) に よっ て お り 、 ユ ー モ ア と 典雅 さ を た た えた 音色 と 幾何 学 
的 な 構成 が 美しい 。 続 く 本 作 で は NY 人 脈 (DR. NERVE の リー ダー) の 
Nic Didkovsky(g) や PASCAL COMELADE の 共同 作業 者 Pierre Bas- 
tien(cb, harp) 、 前 作 に も 参加 の Daniel Brothier (ts) ら の 協力 を 得 て 、 
さら に 繊細 な 鋭利 さ を 増 し た 音色 に より 、 級 密 に し て 速度 感 に 溢れ 
た 演奏 を し て いる 。 (福島 ) 


BRUNIFERD 
Un Puteh Kitch 


CD/Saxophone & Musiques 
Innovatrices NM 203 91 年 





元 ETRON FOU LELOUBLAN の フェ ルディ ナン ・ リ シャ ー ル (b, Vo) 
と プル ー ノ ・ メ イエ (sax, 人 Vo) の デュ オ ・ プ ロジ ェクト 。 こ れ は RecRec 
か ら リ リー ス さ れ た 「Bruniferd」 (86) に 続く 2 nd アル バム だ 。 そ の 
間 に メ イエ は 渡米 し 、ZERO POP で マー ク ・ ハ ウエ ル と 共演 し 、 ま 
た ソロ ッ ア ル パ ム も 制作 し で いる 。 こ こ で は さぶ たり きり の 演 論 で 、 
オー ヴァ ー ダ プ も 行なっ て いな い の で 、 日 頃 い や と 言う ほど 厚 塗り 
の サウ ンド に 甘やかさ れ た 耳 に は 衝撃 的 と も 言え る すか すか の サウ 
ンド に な っ て いる 。 勿 論 ETRON FOU 自 身 が そう いう パンド だ っ た 訳 
だ か ら 、 殊 更 意外 で は な い に せ よ 、 余 計 な 装飾 を 一 切 排除 し 骨格 だ 
け て で 成り 立っ て いる 音楽 の 在り 方 は 、 聴 く 者 に 、 音 楽 と は 本 来 ど う 
いう 表現 行為 な の か と いう 根源 的 な 命題 を 喚起 する 。 (坂本 ) 








ENCORE PLUS GRANDE 
Total BIiSs 
CD/ 87 年 





ENCORE PLUS GRANDE は 元 ETRON FOU LELOUBLAN の ギグ 
ー・ シ ュ ヌ ヴィ エ (d) が オラ ンダ の ミュ ー ジ シャ ン 達 と 結成 し た パン 
ド が 発展 し て OCTAVO に な り 、 ま た オラ ンダ の ミュ ー ジ シャ ン 達 は 
別に SUMBUR を 結成 する こと に な る こと か ら も 判る よう に 、ETRON 
FOU 関 係 の 数 多い バン ド の 中 で は 特に ロッ ク 色 が 強い の で 、 こ の 辺 
の 音楽 に 慣れ て いな い リ スナ ー に も 聴き 易い だ ろう 。 音 楽 的 な リー 
ダー は シュ ヌ ヴ ィ エ で は な く Han Buhrs (vo, g) と 思わ れる が 、 そ れ 
で も いか に も ETRON FOU 一 派 らし い 音 に な っ て いる の は さす が 。 多 
分 唯一 つの アル バム で ある この 作品 は プロ デュ ー ス を ティ ム ・ ホ ジ キ 
ン ソ ン が か っ て 出 て お り 、 演 奏 に も 参加 。 ミュージシャン 達 の こう 
し た 活発 な 動き が 現在 の この シー ン を 築き 上 げ て 来 た 。 (坂本 ) 





FERDINAND ET LES 
PHILOSOPHES 

…Enclume 

CD/RecRec ReCDeC 36 91 年 


か 7647 





フェ ルディ ナン ・ リ シャ ー ル は ETRON FOU LELOUBLAN 在 籍 中 
か ら フ ァ ー ス ト ・ ネ ー ム の み を 名 乗っ て 、「Ferdinand En Forme !」 
(81) と 「En Avant」 ("83) の 二 枚 の ソロ ・ ア ル バ ム を 発表 し て いる が 、 
それ に 続く ソロ 作品 が この アル バム と いう こと に な る 。 但 し 、LES- 
PHILOSPHES は アラ ン ・ ロ シェ ー ル (g, vo) と 元 LES | の ドミ ニク ・ 
ラン タン (ds, vo) を 率い て の トリ オ と し て も 解釈 で きる 。 例 に よっ て 
骨格 は 野 太 い が 、 肉 の 薄い 音楽 で 、ETRON 節 と し か 呼び よう の な い 
音楽 が 力強く 演奏 され る 。 ゲ スト と し て ジョ ー・ テ ィ リ オン (kb) や 
クリ スチ ャ ン ・ コ ハー ド (b) ら 馴 染み の ミュ ー ジ シャ ン が 参加 し て い 
る 。 途切れ る こと な く 作 品 を 発表 し 続け る 元 メ ン バ ー 達 の 音楽 を 聴 
く と 、ETRON FOU は 解散 で は な く 細 胞 分 裂 し た の だ と し か 思え な い 。 
(坂本 ) 





76 づ 








FRED & FERD 
Dropera 
CD/RecRec Music ReCDec 32 "91 年 





フレ ッ ド & フ ェ ル ド と は 、 フ レッ ド ・ フ リス と フェ ルディ ナン ・ リ 
シャ ー ル の こと 。 こ の ふた り が ENCORE PLUS GRANDE の 管楽器 
奏者 を 迎え 、 フ ェ ル ディ ナン の 作詞 に 基づく 何と も 妙 ち きり ん な ス 
トー リー を 音 で 綴る 。 今 時 大 変 珍し い コ ン セ プ ト ・ ア ル バ ム だ 。 ジ 
ャ ケッ ト も 忠実 に スト ー リ ー に 添っ て いて 、 ど うに も 不気味 で ユー 
モラ ス な 寅 話 風 の 世界 を 描き 出す 。 主 役 は 間違い な く フ ェ ル ディ ナ 
ン で 、 そ れ を フリ ス が バッ クア ッ プ し て いる 形 だ が 、 そ れ は 一 癖 も 
二 癖 も ある フェ ルディ ナン の 音楽 (ETRON FOU 一 派 に 共通 の 音楽 ) を 
呈 % 別 者 責 定 で いる 。 レ コー ディ ング * ミ ュー ジ シ ャ ン と し て で の ダリ 
ス を 見 直さ せ て くれ る 完成 度 の 高い アル バム だ 。 (坂本 ) 


IlGOU CHENEVIER/DENIS 
BERNET-ROLLANDE 

Le Diapason Du Pere Uhu 

LP/In Poly Sons CD IPS 0493 93 年 





先駆 的 ダダ イス ト 、 ア ルフ レッ ド ・ ジ ャ リ の 戯曲 「 ユ ビュ 王 」 を 
も と に 、 ド ニ ・ ベ ルネ ニ ロ ラン ド が 演出 ・ 脚 色 し た オペ ラ 「 ユ ビュ 
親 秋 の 商 婦 の 庄 め (に 旨 元 下 N ロ ンク の NN ラマ ーー ギグ クニ シン 
ュ ヌ ヴィ エ が 作曲 し た 舞台 音楽 。 92 年 ヴァ ンド ゥ ー ヴ ル の ミュ ジッ 
放 ww アウ シオ シ ・ ラ ェ ス ティ ヴァ アル で 上 濱 され た 。 ユ ビュ フォ シ 、 
腸 ク ラリ ネッ ト な ど 珍 妙 な 創作 楽器 を 含む 管楽器 群 と 、 シ ュ ヌ ヴィ 
me シク プラ ウル の 0 三 力 ション が が る オー ケス ドラ は 、 
ジャ リ が 「 ユ ビュ 王 」 の 上 演 に 際 し 実際 に 想定 し て いた 楽団 に ヒン 
ト を 得 た も の だ 。 コ ミカ ル で 可愛 い コ スチ ュー ム に 身 を 包ん だ 出演 
者 は 喜劇 を 演じ な が ら 、 ダ ダイ ステ ィ ッ ク て 荒唐無稽 な 音楽 を ぶ か 
ぷ か と ユー モラ ス に 、 ま た シャ ー プ に 演奏 する 。 (渡邊 ) 





LEMPIRE DES SONS 
Le Saucisson De Mer 
LP/Musea MP 3006 90 年 





LES |、 VIRGVLE IV 密 接 に か ら ま る グル ー プ 。 確か AYAA の ディ ス 
トリ ビュート で も う 一 枚 出 て いた と 思う 。 フ ラン ス の この 辺 と 言う 
と 、 割 と アイ ディ ア 勝 負 の 小 体 な 感じ を 受け る が 、 こ れ も そ う 言 っ 
た 部 類 に 入る の だ ろう 。 テ クニ ッ ク の 関係 も あろ う が 、 簡 素 な 演奏 
に 素朴 な 女性 Vo が 乗る 辺り 、 ジ ャ ケッ ト の モノ クロ と 合わ せ て 地味 
な が ら も 好 印 象 を 与え る 。 た だ 、 CD 一 枚 を 雰囲気 で も た せら れ て い 
る か と 言わ れる と 多少 つら い 所 が ある か も 知れ な い 。 持て る 範囲 で 
丹念 に は 造っ て ある の だ が 、 一 線 級 と は 呼び 難い グル ー プ 。 奇妙 に 
魅力 的 で は ある 。 何と 制作 に アン ドレ ・ デ ュ シ ュ ヌ が 関わ っ て お り 、 
一 曲 ギ ター も 弾い て いる 。 (中 西 ) 


LES BATTERIES 
Domesure Revolutionmaire 
CD/Baillomont CD 961 91 年 





ギグ ー・ シ ュ ヌ ヴィ エ 、 チ ャ ー ル ズ ・ ヘ へ ヘイ ワー ド 、 リ ッ ク ・ プ ブラ 
ウン と いう 3 人 の Reocommended 系 の ドラ マー に よっ て 結成 され た 
LES BATTERIES が 、「Noisy Champs」('86) に 続い て 発表 し た 2 nd 
アル バム 。 と て も 継続 的 な バン ド だ っ た と は 考え られ な い が 、 そ れ 
に し て も 2 作 目 が 出 て 来る と は 誰が 予測 し て いた だ ろう 。 残念 な が 
ら 本 作 に は ヘイ ワー ド は 参加 し て いな い が 、 へ ヘイ ワー ド の 残し て い 
っ た 余 塵 が 彼ら の サウ ンド に 深く 反映 し て いる 。 今 回 は 数 曲 で モモ ・ 
ロッ セル 等 の ゲス ト ・ ミ ュー ジ シ ャ ン を 迎え て いる も の の 、 基 本 的 
に 作り 上 げ る スタ イル に 変化 は な い 。 ベ ー ス も ギタ ー も な い ド ラム 
ス だ け の アン サン ブル が こん な に も 面白 いと いう の が 敬 異 。 (坂本 ) 








LES | 
Les | 
LP/Celluloid CEL6598 81 年 





眉 加 ン ラー ッ ル ルー ブラ シン の ウェ ルディ ナン ・ リシャール が 
プロ デュ ー ス し た 女性 を 含む 5 人 組 LES | の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム で 
ある 。 明らか に エト ロン ・ フ ー の 影響 下 に ある その サウ ンド は きっ 
ちり と まとまっ て お り 、 デ ビュ ー 作 と は 思え な い 高 い 水準 を 保っ て 
いる 。 反面 、 ど うし て も エト ロン ・ フ ー を 意識 させ て し まう の が 彼 
ら の 最大 の 静 点 と 言え る 。 そ の 場合 、 全体 と し て の ダイ ナミ ッ ク 感 、 
曲 展開 の 旨 さ 、 意 外さ 等 、 エ トロ ン ・ フ ー に は 遠く 及ば な い 。 彼ら 
が 大 成す る た め に は この 難問 を 解決 し 、 独 自 の オリ ジ ナ リティ を 確 
立 し な けれ ば な ら な いで あろ う 。 異端 派 と 言わ れ た エト ロン ・ フ ー 
が 、 確 固 た る 地位 を 築き 、 他 の ミュ ー ジ シャ ン の 目標 と な っ て いる 
こと を 感じ させ る 1 枚 で も ある 。 (賀川 





OCTAVO 
Des Piedse Et Des Mais 
CD/AYAA ocdt 1191 92 年 





ギタ ー/ ベ ー ス / キ ー ボ ー ド 、 ド ラム ス / キ ー ボ ー ド / サ ックス を 核 
に も う 一 人 サッ クス が 一 部 ゲス ト 参 加 と いう 変則 トリ オ に よる 痛快 
レコ メン 系 イン スト ・ ミ ュー ジッ ク 。 他 の レコ メン 系 レー ベル と 連 
携 を 持っ て いる AYAA か ら の リリ ー ス と いう こと だ け で も 大 体 予想 が 
付く だ ろう 内 容 で 、 そ の 中 で も か な り 上 位 に ラン ク さ れる だ ろう 。 
表面 的 に は シリ アス 色 は そう 強く な く 、 寧 ろ ゴ リ ゴ リ と 走り 回 る 部 
分 が 強く 出 て いる 。 が 、 素 直 に 突っ 走っ て くれ る わけ は な く 一 癖 も 
二 癖 も あっ て ひね くれ て いる 曲調 だ 。 編 成 の 小さ さ を 感 じ さ せな い 
音 の 厚 さ と 録音 の 良さ は 見 事 。F.Frith の ソロ か ら の 影響 を 強く 感じ 
る が 。 レ コメ ン 系 と いう 言葉 で ピン と 来る 人 に と っ て は 文句 無く 勧 
め ら れる 内 容 。 (伊藤 ) 
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UINIIVV 世 RIA 万 KT presents MIAGIM 人 AA 


マグ マ の 母体 は 1968 年 の 5 月 革命 に 前 後 す る 時 期 に で き あ が っ て 
いる 。 中 心 人 物 の クリ スチ ャ ン ・ ヴ ァ ン デ (Christian Vander) は 、 
それ 以前 に CRUCIFERIUS LOBENZ (コル トレ ー ン 影響 下 の バ ン 
ド 、 彼 の 死後 '67 年 に 解散 )、 そ し て 後に マグ マ に 参加 する こと に な る ベル 


| ナー ル ・ バ ガ ノ ッ ティ (Bernard Paganotti) ら と CHINESE と いう 
R&IB バ ンド を 組ん で いた 。 こ の 頃 C. ヴ ァ ン デ は 既に PIVES と いう バ 
ンド の ロー ラン ・ テ ィ ボ ポー(Laurent Thibault)、 ザ プ と 知り 合っ て い 
還 る 。 そ の PIVES は バン ド 名 を ZORGONES と 変え 68 年 6 月 に アル 
了 Med に バム を 録音 し た が 、 こ れ が 発売 中 止 と な り 失 意 の 内 に 解散 。C. ヴ ァ ン デ 
9e は その メン バー だ っ た ロー ラン ・ テ ィ ボ ポー、 ザ プ (Zabu、 本 名 Lucien 
Zabuski) 、 フ ラン シス ・ モ ー ズ (Francis Moze) と バン ド を 始め る こ 
と に な る 。 そ し て ここ に マグ マ の 母体 が で き あ が っ た と いう わけ だ 。 
*69 年 の 夏 、 バ ンド は Jean-Jacques Ferry(g)、Eric Grumbert(g) を 加え て 、 
Chalotte Leslie の バッ ク を つと め る が 、 合 わな いと いう 理由 で 2 回 で く び に な る 。 し か し 実力 
は 認め られ 、CARNABY STREET SWINGERS と いう 名 前 で イギリス の バン ド と みせ か け 
た ツア 三 を 持 5。 
当時 の レバ ー ト リー は SPIRITS の “Fresh&lBarbage"、45 分 に も 及ぶ ファ ラオ ・ サ ンダ ー 
ス の "Lower Egypt" 他 、 サ ム & デ イヴ 、 オ ー テ ィ ス ・ レ ディ ング 、R. ス トー ンズ 等 の 踊れ る 曲 だ 
っ た 。C . ヴ ァ ン デ の アイ ディ ア で 、 ザ プ ブ は F. サ ンダ ー ス の テー マ に 乗せ て 自作 の 言語 で 歌う よう に 
な り 、 そ の うち に は サム & デ イヴ の 曲 な ども その 言語 で 歌う よう に な っ た 。 そ の 言葉 に 格別 の 乗 
り が ある と 見 た メン バー は 、 自 作 の 曲 の タイ トル に も 使う こと に し た 。 最 初 の 曲 は "Kobaia” と 題 
され た が 、 元 々 は 英語 で 歌わ れ て いた 。 が 、 そ の 後 、C. ヴ ァ ン デ が Leon Thomas の スキ ャ ッ 
ト 、 及 び ス トラ ビン スキ ー の スラ ヴ 的 な 音 か ら 言 葉 を つく る よう に な っ て コバ イア 語 が で きた 。 
ツア ー 後 、 バ リ に 戻っ た 所 で ギタ リス ト 2 人 が 脱退 。 残 っ た 4 人 は 当時 フレ ンチ ・ ロ ッ ク の 中 心地 
だ っ た Rock'n'"Roll Circus に 入り び ぴたり メ ン バ ー を 探し た 。 こ の 頃 、F. モ ー ズ が 兵役 の 為 に 
抜け 、 ル ネ ・ ガ ル ベ (Rene Garber) 、 ク ロー ド ・ ア ンジ ェ ル (Claude Engel) ら が 参加 し て いる 。 
この 時 点 で は まだ コバ イア ・ ス トー リー の 案 も な く 、"69 年 の 10 一 12 月 頃 ま で は 、 バ ンド 名 すら 
付い て いな か っ た 。 当 初 は UNIWERIA ZEKT MAGMA COMPOSEDRA 
ARGUEZDRA と いっ て いた が 、Rock'n roll Circus で ギグ を 始め る こと に な っ た 彼ら は 、 
最初 の ギグ の 直前 、 近 所 の カフ ェ で ふさ わし い 名 前 を 考え て いた 。C .. ヴ ァ ン デ は 類 を 見 な い 程 
の バ パワ ー、 火 山 の 様 な 熱気 を 表わす よう な 名 前 を と 思っ て いた と の こと で 、 そ ん な 中 か ら マ グマ 
と いう バン ド 名 に 落ち 着く 。 
そし て そこ で の ギグ を 通じ て アメ リカ 人 クラ シッ ク ・ ビ アニ スト 、Karl Knuth と 知り 合う 。 彼 は 
マグ マ を 気に入り 、 バ ンド に 援助 の 手 を さ し の べ る 。 
この 頃 、 ク ロー ス ・ プ ラス キス (Klaus Blasquiz) が 参加 し た 。「 ク リス チャ ン と は "69 年 8 月 に 
会 っ た の だ が 、 当 時 、 彼 は クロ ー ド と 演 っ て いた 。 私 は クロ ー ド を 誘っ た の だ が 、 逆 に 私 が 読 わ れ 
る 結果 に な っ た 。 そ し て 連中 の 練習 に よく 顔 を 出す よう に は な っ て いた 。 で も バン ド の シン ガー と 
し て で は な く 、 た だ 聴い て 覚え る と いっ た 具合 だ っ た 。 そ の 頃 、 ザ ブ が 歌っ つっ て いた が 、 彼 は 政治 
問題 の 関係 で 8 ヵ月 間 程 バ ンド を 抜け る こと に な っ て 、 私 は 手助け の つも り で 歌い 始め た 。 そ の 
後 ザ プ が 戻っ た の で 私 は 身 を 引い た の だ が 、 一 週間 程 し て クラ ブ で 連中 に 会 っ た ら 、 彼 ら は 『 キ 
ー ボ ー ド の トラ ッ ク の バッ ク で 歌っ つて いる 君 の 声 を 聴い た よ 。 あ の 声 こ そ 我々 の 必要 と し て いる 
も の だ 」 と 言う ん だ 。 だ か ら 私 は 答え た 『 君 た ち は ザ ブ か 私 の どちら か を 選ば な きゃ や ならない 』 
て ね 」。 同 じ 頃 、 フ ラン ソ ワ ・ カ ー ン (Francois Cahen)、 リ シャ ー ル ・ ロ ー(Richard Raux) 、 
Paco Charley(tp) が 加わ っ て いる 。 
こう し て '69 年 10 月 か ら '70 年 1 月 まで 練習 が 続く 。 こ の 間 も 、F. モ ー ズ が 兵役 か ら 戻 っ た り 、R. 
ガル べ に 替 っ て テディ ・ ラ スリ (Teddy Lasry) が 加入 し た り と 相次ぐ 。 そ し て 70 年 4 月 の 終わ り 、 
3 日 間 、 毎 日 10 時 間 か け て 録音 。C. ヴ ァ ン デ に よっ て 発案 され た コバ イア ・ ス トー リー に 基づく こ 
の デビ ュー・ ア ル バ ム は 、5 月 6 日 に 完成 し た 。 そ し て 5 月 末 に リリ ー ス 。 
コン セプト に つい て 、K . プ ラス キス は 次 の よう に 答え て いる 。「 ク リス チャ ン は “これ が スト ー リ ー 
だ 、 我 々 は 地球 か ら 脱 け 出る ん だ 』, と いっ た 大 ま か な ア イデ ア し か 持っ て いな か っ た 。 そ れ を 即興 
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で 歌う に は 難し か っ た か ら 、 彼 は 私 に スト ー リ ー の 正確 な 所 を 書か せ て くれ た ん だ 。 そ れ が 私 の 
最初 の 仕事 だ っ た 。」 

ステ ー ジ ・ デ ビュ ー は 770 年 5 月 22 日 、Theatre de la Musiqgue に て 。TRIPTIOUE、 
MOVING GELLATINE PLATE が 一 緒 だ っ た 。 デ ビュ ー 作 で 知名 度 を 得 た マグ マ だ が 、 
経済 的 に は 苦し か っ た と の こと で 、C . ヴ ァ ン デ 、F . カ ー ン 、F . モ ー ズ 、C. ア ンジ ェ ル 、T . ラ スリ は 、 
同時 に TRANSITION の 名 前 で 活動 、'60 年 代 ジ ャ ズ を 演奏 し て いた と いう 。 当 時 の ライ ヴ を も 
う 少 し 追っ て みよ う 。「 我 々 は 最初 の 2 年 間 、 フ ァ ー ス ト ・ ア ル バ ム を 最初 か ら 最 後 ま で 演 る だ け だ 
つた 。 ス トー リー だ っ た か ら ね 。 と に か く 組 織 だ っ て いな か っ た か ら 、 バ ンド 全員 、 家 族 の よう に 一 
種 の 旅 を する よう に 、 演 万 場所 と 観客 を つく りな が ら 巡 っ た よ 。 ロ ッ ク ・ バ ンド 自体 少な か っ た し 、 
皆無 名 だ っ た か ら ね 。 レ コー ド の 売れ 行き 自体 は 悪く な か っ た けれ ど 、12 人 編成 の バン ド 全 員 に 
行き わた る 程 で は な か っ た 。 名 声 だ け で 金 は 無かっ た 。 と て も きつ い 状 態 だ っ た 」。 こ うし て 彼ら 
は フレ ンチ ・ ロ ッ ク を 切り 開い て いく 。「 最 小 の 編成 ? 9 人 だ っ た と 思う 。 平 均 は 12 一 13 人 だ っ た 。 
ツア ー じ ゃ 無かっ た ん だ 。 た だ ライ ヴ が 有る と いっ た 感じ だ っ た 。 バ パリ の クラ ブ で は 、 時 に は アン プ 
と 何人 か が ステ ー ジ の 上 に 、 何 人 か は 下 と いっ た 具合 だ っ た 。」 

70 年 8 月 末 、L. テ ィ ボ ー、R. ロ ー、P.Charley が 脱退 。 ま た 生活 の 粗 を 得る た め に 何人 か の 
メン バー は 、 他 に セッ ショ ン 活 動 を 始め 、 そ ん な 中 の 一 人 、C. ア ンジ ェ ル も 脱退 し て し まう 。「 彼 が 
1 年 半 位 ツアー に 出る の を や め よ うと 決意 し て 、 私 は 大 変 藤 い た よ 。 私 に し て みれ ば 、 彼 は マグ マ 
の 大 変 重 要 な 一 部 だ っ た か ら ね 。 最 初 、 彼 が 辞め る つも り だ と 言っ た 時 は 、 冗 談 だ と 思い 笑っ て 
騰 ま ら 炉 よ 

こう し て 数 人 の メン バー・ チ ェ ン ジ を 経て "71 年 に 2 作 目 「1001*Centigrades」 を 発表 。 コ バ 
イア ・ ス トー リー は 前 作 よ り 続 いて いる が 、 サ ウン ド は 洗練 され 、 大 曲 指向 に 傾い て いる 。 し か し 注 
目 す べき は 、 ヨ シコ ・ セ ファ ー(Yochk'o Seffer) の 参加 だ ろう 。 彼 の 参加 は この 時 期 の 短期 
間 に 止ま る と は 言え 、F. カ ー ン と 意気 投合 し 、 脱 退 後 サ オ を 結成 し て 更に 活動 を 広げ て いく こと 
に な る 。 こ の あたり の メン バー の 動き が 、「 マ グマ は 音楽 自体 と て も ハー ド な 、 そ れ に 新しい 物 だ っ 
た 。 我 々 の 所 に は ロッ クン ・ ロ ー ル し か 知ら な い メ ン バ ー が 沢山 いた 。 時 に 我々 は クラ シッ ク ふ う 
の 曲 を 作っ た も の の 、 彼 ら に は 演奏 で き な か っ た 。 ひ どい 時 に は 3/4 拍 子 す ら 分 ら な か っ た ん だ 。 
それ で ロッ クン ・ ロ ー ル や R &B、 ク ラシック を 知 つ て いる ジャ ズ ・ ブ レイ ヤー を 見 つけ て 来る 方 が 
簡単 だ っ た か ら ね 」 と いう 会 話 に 読め る 。 

さて 、 同 じ '71 年 の 秋 、 マ グマ の 面々 は 、 旧 友 の C. ア ンジ ェ ル や ザ ブ を も 迎え て 、 ユ ニ ヴ ェ リ ア ・ 
ゼ ク ト の 名 前 で アル バム 「The Unnamables」 を 録音 する 。 ユ ニ ヴ ェ リ ア ・ ゼ クト と マグ マ の 関係 
に つい て K. プ ラス キス は 、「 ユ ニ ヴ ェ リ ア ・ ゼ クト と は 、 ま あー 種 の 別名 の よう な 物 だ 。 バ ンド と し て 
活動 し て いく うち に 、 メ ン バ ー の 中 で も 同じ 精神 を 共有 で き な い 者 が 出 て きた の で 、 ユ ニ ヴ ェ リ ア ・ 
ゼ ク ト を マグ マ の コン セプト と し て 使う こと に し た 。 グ ルー プ と し て の マグ マ は 、 ア イデ ア を より 具体 
的 に 伝え る 為 の 道具 と いう わけ だ 」 と 話し て いる 。 こ うし た 背景 か ら か 、 マ グマ 独特 の イン バク ト 
の 強 さ に は 欠け る が 、 根 底 に は や は り C. ヴ ァ ン デ の 流れ を 感じ 取る 事 が で きる 。 こ の プロジェク 
ト ・ ア ル バ ム を 最後 に セ フ ァ ー と カー ン は 、 ザ オ 結 成 の た め 脱 退 、F. モ ー ズ や T. ラ スリ も 去っ て 、 
バン ド は 転 期 を 迎え た 。 


トゥ ー ズ ァ ム ター ツク (Theusz Hamntaahk) 三 部 作 


ー 年 強 の 過渡 期 一 ブラ ンク 一 を 経て 、 音 楽 の スタ イル が 変化 し た 。 こ れ ま で 曲 の 中 心 を 担 
っ た 管楽器 が 大 幅 に 減り 、 そ れ に 替わっ て 重厚 な コー ラス が 中 心 に な る 。 ス テラ ・ ヴ ァ ン デ 
(Stella Vander) (コー ラス ) が 入っ た の も 、 こ の 時 期 だ っ た 。 コ バイ ア ・ ス トー リー も 引き 継が 
れ 、 次 作 よ り ト ゥ ー ズ ァ ム ター ク 三 部 作 に な り 、 一 つの ビー ク 期 に 入る 。 こ の 三 部 作 と は 「Wurdah 
Itah」( 後 に じ . ヴ ァ ン デ の ソロ 名 義 作 「Tristan Et lseult」 と し て 再 録音 / 発 表 さ れる ) と 、 
「Wurdah Glao」( 製 作 さ れ た が 未 発表 )、 そ し て 「Mekanik Destruktiw Komman- 
doh」( 以 下 M.D.K.) か ら 成 る と 云わ れ て いた も の で 、 い ずれ に せよ コバ イア ・ ス トー リー の 核心 
に 半 る と と も に 、 こ の 時 期 に 確固 と し た サウ ンド ・ ス タイ ル を 築く 。 

この 三 部 作 に つい て は 、LP 時 代 か ら 「Tristan Et lseult」(= 「Wurdah Itah」) に “2e 
Mouvement de THEUSZ HAMTAAHK "と あり 、 同 じ よ うに 「M.D.K.」 に は “3rd 
Movement 一 "と クレ ジッ ト さ れ て いた 。 こ の 意味 が よく 分 か ら な か っ た が 、 マ グマ を 知る 上 で 
は 、 実 は この クレ ジッ ト こ そ 重 要 だ っ た 。'85 年 に 出 た C. ヴ ァ ン デ の 編集 に よる 「Mythes Et 
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@@ (左右 ) ヤ ニッ ク ・ ト ッ プ 、 ク ロー ス ・ ブ ラス キス 、 ク リス チャ ン ・ ヴ ァ ン デ 





Legendes |」。 ダ イジ ェ ス ト と は 言え 、 こ こ に は ~1st Movement" が 収録 され 、 よ う や く 第 1 部 
が “Theusz Hamtaahk^、 第 2 部 が "Wurdah Itah" そ し て 第 3 部 が ~M.D.K.“ だ と 判明 し 
た 。 そ し て 表向き に は アル バム ・ リ リー ス の な か っ た 772 年 と その 前 後 、 こ の 頃 の スタ ジオ ォ ・ リ ハー 
サル が 大 き な 意 味 を 持っ つて いる こと も 、 最 近 の リリ ー ス な どか ら 解 っ て きた 。 

73 年 の マグ マ は 結束 し て いる よう に 見 えて 実は 謎 めい て いる 。 水 面 下 で は 様々 な 事 が 起 
こっ て いた よう だ 。 最 近 に な っ て その 一 部 を 物語 る 音源 が 、 バ ンド 側 か ら リ リー ス さ れ た 。 一 つ は 
"89 年 に 初め て 公 け に され た 「Mekanik Kommandoh」。 録 音 は "73 年 1 月 で 、 当 時 リリ ー ス 
され た 「M.D.K.」 よ り 3 ヵ 月 前 の も の 。 ま だ 細か い 点 で 煮詰め られ て いな い 分 、 ヴ ォ ー カ ル 、 コ ー 
ラス に より 荒 々 し さ を 感じ る 。 ベ ー シ ス ト 、 ヤ ニッ クト ッ プ (Janick Top) の 加入 前 の 音源 だ け に 、 
ベー シッ ク だ 。 も う 一 つが 、 今 年 に な っ て リリ ー ス され た 「Sons」。 こ ちら の 録音 は トッ プ 加 入 後 の 
73 年 4 月 15 日 、M.D.K.」 レ コー ディ ング ・ セ ッ シ ョ ン の 一 部 だ っ た 。 そ れ だ け に 「M .D.K.」 の 
強力 な リズ ム ・ セ クシ ョ ン と 重厚 な コー ラス が 紡ぎ 出す 抑揚 、 ス トー リー 性 を 白紙 に 戻す よう な 即 
興 、 そ の 平坦 な サウ ンド ・ コ ン セ プシ ョ ン に は 、 こ の 時 期 の マグ マ の 知ら れ さ る 局面 を 垣間見 れる 。 


これ ら 二 つの 未 発表 音源 / ド キュ メン ト 物 を 除く と 、'73 年 4 月 に 「M.D.K.」 を 録音 、 そ し て "74 年 
4 月 に "Wurdah Itah」 を 再 録音 し 、 同 年 5 月 に は 5 作 目 「k6hntarkOsz」 が 録 音 さ れる こと に 
な る 。 た だ し 、 こ の 時 期 の 録音 に は 裏 が ある 。K. プ ラス キス の イン タビ ュー を 追っ て みよ う 。 

Tristan Et lseult」 を "71 年 に 録音 し た そう で す が 」 の 問い に 彼 は こう 答え て いる 。「 い 
や "71 年 頃 は シャ トー・ デ ルー ヴィ ル ・ ス タ ジ オ で た だ リハ ー サ ル ・ セ ッ シ ョ ン を し て いる に すぎ な か 
っ た 。 と ころ が 、 ロ ー ラ ン ・ テ ィ ボ ー が 許可 無く テー プ を サン トラ 用 に 使っ て し まっ た ん だ 。 そ れ で 
皆 で 映画 を 観 た 。 冗 談 と し か 思え な か っ た 。 あ まり に ひど いん で 20 分 で 映画 館 を 出 た ね 。 我 々 は 
癌 っ て 彼 と スタ ジオ 入り し て 、 も っ と 良い 物 を つく る よう 強制 し 、 完 全 に 録音 し 直し た 」。 そ し て 
"フィ ルム に は オリ ジ ナ ル の 音 が 残っ て いる と ?」 の 質問 に 彼 は 「 知 っ た こっ ちゃ な いね ./ た だ の 
リハ バー サル の 録音 に 過ぎ な いね 」 と 答え 、 こ の 経緯 に つい て 「 そ の 事 に つい て は 話し た く な い 。 
ジョ ル ジ ョ ・ ゴ メル スキ ー (当時 の マネ ー ジ ャ ー) は 、 し ょ っ ちゅ うそ ん な 事 を し た ん だ 」 と 紋 切り 型 
の 答え 方 を し て いる 。 ま た 「M.D.K.」 に つい て の 彼 の コメ ント も こう だ 。「 あ の アル バム は マグ マ 
を 身近 に 感じ な い 。 な ぜ な ら あ ちこ ちと 指示 を 受け た アル バム だ か ら 。 ゴ メル スキ ー は 『 も っ と 強力 
な 音 が 欲し い 』 だ の 『 ヤ ニッ ク の 音 が 聴こえ な い 』 だ の 言い 続け て いた ん だ 」 

マグ マ は "71 一 "72 年 に フラ ンス 以外 に ベル ギー と ドイ ツ で も ライ ヴ を 行ない 、( こ の 時 、 ジ ャ ン ・ 
リュ ッ ク ・ マ ンド ゥ リエ (Jean-Luc Mandelier) と ダニ エル ・ ド ゥ ニ ( 後 に ユニ ヴェ ル ・ ゼ ロ 結 成 ) 
に 接触 する )、 次 の ツア ー は スイ ス か ら ド イツ 、 イ ギリ ス 、 オ ラン ダ 、 イ タリ ア 、 ス ペイ ン と ヨー ロッ パ バ 各 
国 を 廻り 、「M.D.K.」 録 音 直後 の '73 年 5 月 に は U.S. ツ アー に 出る な ど 、 こ の 頃 、 対 外 的 に も 足 
掛り を つか ん だ だ け に 、 メ ン バ ー を 取り 巻く 音楽 外 で の 填 較 は 想像 に 難く な い 。J. ト ッ プ の 脱退 
に つい て も 「 彼 は ゴメ ルス キー に 対し て 趣 っ て いた ん だ 。 色 々 あっ て 一 緒 に は いら れ な か っ た ,」 
と の こと 。 

その J. ト ッ プ だ が 、'73 年 4 月 の 「M.D.K.」 録 音 に 参加 し 、 前 述 の U.S. ツ アー が 彼 の マグ マ で 
の 初 ス テー ジ と な っ て いる 。 こ の 時 の 音源 を 中 心 に 過去 の ツア ー 時 の も の や 後 の U.K. ツ アー 
の 音源 を 寄せ 集め た ライ ヴ 盤 が 「Inedits」 と いう わけ だ が 、'77 年 に 出回っ た この 盤 の 経緯 を 
K. プ ラス キス は 次 の よう に 話し て いる 。「 あ の 頃 は 金 が 必要 だ っ た 。 誰 か が 出来 の いい テー プ 
を 渡し て し まっ た 。 こ の 事 に つい て は 余り 快く は 思っ て いな い 。 レ コー ド に な る も の と は 思っ て い 
な か っ た 。 た だ 、 あ れ は 今 ま で レコ ー ド 化 さ れ て いな い メ ン バ ー で の 録音 だ っ た し 、 音 楽 そ の 物 は 
良かっ た 。 私 は よく "Sowiloi" を 聴い て いた し 、 発 表 さ れる べき 曲 だ と 思っ て いた 。 で も 出来 た 
物 に は 不満 が ある 。 後 悔し て いる よ 」 

こう し て 73 年 の 渦中 を 過ぎ 、 前 4 作 目 「WWurdah Itah」 で の クリ スチ ャ ン & ステ ラ ・ ヴ ァ ン デ 、 
クロ ー ス ・ プ ラス キス 、 ヤ ニッ ク ・ ト ッ プ の 最小 に し て 最大 の 布陣 を 拡大 し た 編成 で 、"74 年 5 月 、 
トゥ ー ズ ァ ム ター ク 三 部 作 か ら 切 れ た 5 作 目 「KGhntarkOsz」 を 録音 する 。 更 に は この アル バム 
に 収録 され た 大 曲 ( タ イト ル 曲 ) を ベー ス に 、 バ ンド の 充実 期 を 示す ライ ヴ ・ ア ル バ ム を 翌 "75 年 に 
り 雪 上 ほ 人 だ 


「Magmnna Live」 


「KOhntarkOsz」 発 表 後 、 マ グマ に と っ て 最 重要 と も いえ る ベー シス ト に メン バー・ チ ェ ン ジ 
が あり 、J. ト ッ プ に 替わっ て 、 ベ ルナ ー ル ・ パ ガ ノ ッ ティ が 加入 する 。「 我 々 は 旧友 ベル ナー ル の 事 
を 思い 出し た 。 彼 は マグ マ 以 前 に クリ スチ ャ ン と 4 年 程 一 緒 に 演 つ っ つて いて 、 そ れ ま で に も 彼 を 加入 
させ よう と いう 話 は 何 度 も 出 て いた 。 で 、 そ の 時 が 来 た と いう 訳 で 、 彼 に 声 を か けた 。 彼 が 最初 
に 来 た 日 の 事 を 覚え て いる よ 。 我 々 は シャ トー で 練習 じ (て いた の だ が 、 そ こ へ 彼 が ヤニ ッ ク ・ ト ッ 
プ み た いな 頭 を し て 入っ て 来 た 。 彼 は 古い 空 胴 の グレ ッ チ を つない で ど で か い 音 を 出し た 。 こ れ 
だ と 皆 で 言い 合っ た 。 そ れ に 彼 は と て も 良い 性 格 だ し ね 」。 そ し て 更に ブノワ ・ ヴ ィ デ マン (Benoit 
Widemann)(key) や ディ ディ エ ・ ロ ッ ク ウ ッ ド (Didier Lockwood)(vIn) が 加入 する 。 こ の 
布陣 で '74 年 10 月 か ら リ ハー サル に 入り 、 翌 '75 年 2 月 か ら U.K. ツ アー に 出る 。 ち な み に '74 年 12 月 
3 日 付 で BBC に 出演 し 、 ラ イヴ 専用 の 未 発表 大 作 を 含む ライ ヴ 演奏 を 残し て いる と いう ひっ くり 
返る よう な 事実 も ある 。 

こう し て "75 年 6 月 、 パ リ 、 オ リン ビア 劇場 で ライ ヴ 録 音 が 行わ れる 。 こ の 「Magma Live」 に 
対す る K. プ ラス キス の 言い 分 は 、 当 時 も 変わ り が な い 。「 私 の 好き な の は 『Live』 で 、 な ぜ な ら 
あれ は 私 に と っ て 単なる 記念 と いっ た 物 で は な く 、 最 も マグ マ の 音 を 伝え て いる か ら だ 。『Live』 
を 聴く 時 と て も マグマ を 身近 に 感じ る 」。 こ れ 以 上 の 確信 は な い 。 
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また 、 イ ンタ ビュ ー 中 に は この ライ ヴ 表 に つい て の 興味 深い 解答 も 得 ら れ て いる 。 そ れ は 、 
FFPKobah““Lihns”~Hhai" は タバ ー ン と いう 別 の 所 、 一 種 の 地下 室 で 客 を 入れ ず に 再 録 し 
た 。 観 客 と 共に 録音 し た テイ ク は 音質 に 問題 が あっ た り 、 曲 に よっ て は ノイ ズ が あっ た り し た 。 観 
客 が あま り に も 熱狂 的 だ っ た の で アル バム と し て は 不向き に な っ て し まっ た の で 、 も うぅ 一度 演 る 事 
に し た 」 と いう も の 。 

嬉し い 事 に その 緊張 感 は 翌年 まで 保 た れ て いて 、 近 年 出回っ の た ブー トレ ッ グ ・ ラ イヴ CD 
「Theusz Hamtaahk」 で も 凄まじ い 演奏 を 聴く こと が で きる 。 収 録 は "76 年 3 月 。 こ こ で の キー 
ボー ド は 、 ジ ャ ン ・ ポ ル ・ ア スリ ン (Jean Pol Asseline) に 替 っ て パト リッ ク ・ ゴ ー テ ィ エ (Patrick 
Gauthier) と 、 そ し て B. ヴ ィ デ マン 。 こ の 二 人 の シン セ サ イ ザー 奏者 の 為 に キー ボー ド ・ ソ ロ ・ パ 
ー ト が 長め に と られ 、 正 規 盤 テイ ク と は や や 違っ た 印象 を 与え る 。 こ の 時 期 の ライ ヴ は 、「 我 々 は 
ステ ー ジ の 上 で だ け と は 言え 、 バ パト リック と フ ノ ワ の 人 為 に 特別 な バー ト を 与え る こと に し た 。 バ トリ 
ッ ク は ムー グ 論者 だ っ た し 、 プ ブノワ は アー プ 論 者 だ っ た 。 彼 ら は か け 合 い を 繰り 広げ て それ は と て 
も 良かっ た 」 と いう と お り で ある 。 


過渡 期 一 "Udlui WVudlu」ーー 

76 年 5 月 、 彼 ら は 早く も 7 作 目 の 録音 に と りか か っ て いる 。 ラ イヴ で 極め つけ の 演奏 を 見 せつ 
け て くれ た メン バー に 加え 、 レ コー ディ ング の み で 何人 か の スタ ジオ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン が 参加 し 、 
そし て 一 度 は 脱退 し た J. ト ゥ ッ プ が この アル バム ・ レ コー ディ ング の 人 為 だ け に 復帰 し て いる 。 つ まり 曲 
ご と に メン バー が 違う こと か ら も 、 こ こ へ 来 て コバ イア ・ ス トー リー に 基づい た コン セブ プチ ュ ア ル ・ バ 
ンド と し て の マグ マ は 、 有 崩れ て きた と 見 て 構わ な い だ ろ う 。 こ の アル バム 「Udu WOd」 は 、 片 
面 に 小曲 を 集め 、 も うぅ 片面 に は トッ プ 作 曲 の 大 作 ~De Futura”" を 収録 し こい る 。 こ こ で も る 彼 の 
貢献 は 絶大 だ っ た 訳 だ が 、 こ の ナン バー は マグ マ 用 に 作曲 し た も の で は な く 、 元 々 は 大 掛り な オ 
ー ケ スト ラ 曲 と し て 書か れ た も の で ある 。「 あ の 曲 は ライ ヴ で 一 年 程 彼 と 演 つ っ て いた か ら ね 。 当 時 
ベル ナー ル が バン ド の ベー シス ト だ っ た 訳 だ けれ ども 、 作 曲 者 で あの 曲 の オリ ジ ナ ル ・ ベ ー ス ・ プ 
レイ ヤー を 使っ た 方 が いい と 思っ た ん だ 。 あ の 曲 を 録音 し た の は 、 単 に いい 曲 だ か ら だ よ 」。 そ 
し て この アル バム で の CC. ヴァンデ の 役割 り に 関連 し て 、「 彼 が 全て を 取り 仕 功 っ て いた わけ で は 
な い 。 例 えば ベル ナー ル は 彼 の 曲 "Weidorje" で は ドラ ム を 含め て 全 バ パー ト を 書い た 。 私 は そ 
こ に 歌詞 を 書き 、 そ れ ら を まとめ あげ る の を 手伝い 、 タ イト ル を 考え 、 曲 に 伴う 絵 も 描い た 。 そ の 
他 我 々 は "De Futura" を 長い 間 ス テー ジ で 演奏 し 、 あ の 曲 を 段々 と 展開 し て いっ た 。 そ れ に 値 
する 強力 な 曲 だ っ た か ら ね 」 と いう よう に 、 明 ら か に 、C . ヴ ァ ン デ の バン ド 統 率 が 後退 し て 、 メ ン バ 
ー/ 曲 本 位 に な っ て いる 。 

事実 、B. パ ガ ノ ッ ティ 作 "Weidorje" こ の ナン バー は 、 後 に 彼 が 結成 し た グル ー プ 、 ヴ ィ ド ル ジ 
ュ の 為 の も ゃ の で 、B. パ ガ ノ ッ ティ と P . ゴ ー テ ィ エ は 、 マ グマ を 脱退 する 。 そ し て か つて の J. セ ファ 
ー と F. カ ー ン に よる ザ オ と 同様 、 こ こ に も う 一 つの 新しい 主流 が 生ま れる こと に な る 。 

一 方 マグ マ は この アル バム で の メン バー で ツア ー に 出る こと は な く 大 き な 転 機 を 迎え た 。 バ 
ンド は 76 年 9 月 頃 に 解散 し 、 以 後 再建 に 向かう 。 


新生 ヤマ グマ Attahk」ー'70 年 代 総括 「Retrospective」/ 
クロ ー ス ・ ブ ラス キス の 脱退 

"76 年 11 月 頃 、 ク リス チャ ン & ス テラ ・ ヴ ァ ン デ 、 ク ロー ス ・ ブ ラス キス を 中 心 に バン ド が 再 結成 さ 
れる 。 ブ ノワ ・ ヴ ィ デ マン を 加え ジャ ン ・ ボ ポル ・ ア スリ ン と ヤニ ッ ク ト ッ プ の 二 人 を 再起 用 し た も の の 、 
二 人 は すぐ に 脱 け て し まう 。77 年 1 月 の 時 点 で は セカ ンド ・ ド ラマ ー と し て クレ モン ・ バ イー 
(CIemont Bailly)、 ギ ・ ド ゥ ラク ロワ (Guy Delacroix)(b)、Jean De Antoni(g)、 
Florence Bertaux を 加え た 編成 だ っ た 。 セ カン ドド ラム 、 ベ ー ス ・ ギ ター、 キ ー ボ ー ド の B. 
ヴィ デマ ン の 4 人 が 皆 ア ラン ・ ス ティ ヴェ ル の バン トド 出身 だ 。 こ の 編成 に つい て K. プ ラス キス は 、 
「 マ グマ に 新風 を 入れ よう と し た ん だ 。 そ れ を 行っ た の は 、 予 定 が 詰まっ て いた うえ 期日 が 迫っ て 
いた か ら で 、 彼 ら は 皆 お 互い を 知っ て いた の で 、 リ ハー サル が 演 り や すか っ た か ら だ 」 と 答え て 
いる 。 そ し て ステ ー ジ に お いて も 、「 我 々 の イメ ー ジ を 多少 変え る こと に し た 。 も っ と 乗り を 良く し た 
り ね 。 フ ラン ス の 聴 来 は 、 も っ と 踊 つ た り し た が っ て いた し 、 た だ 演奏 する だ け で は それ を 満た せ 
な か っ た の で 、 パ フォ ー ム する こと に し た 」。 


そし て 彼ら は "78 年 9 月 より 8 枚 目 の 新 作 「Attahk」 の 録音 に 入る 。J.D.Antoni と C. バ イー 
は 脱退 し て いて 、 二 人 の スタ ジオ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン が 管楽器 と し て レコ ー デ ィング のみ 参加 し て いる 。 
この 新作 は 翌 '79 年 に 発売 され る 。 

この 頃 に な る と コバ イア ・ ス トー リー は な く な っ て いる よう だ が 、 こ の アル バム も ある 一 つの コン 
セプト に 基づい て 製作 され た 。“Ourgon と Gorgo の 出会い "が その コン セプト の テー マ だ が 、 
この 辺り の 事情 を 追っ て みよ う 。「 ア ル バ ム で は ギ ・ ド ゥ ラク ロワ が その 両方 (エア ・ ベ ー ス と アー ス ・ 
ベー ス 。 ウ ル ゴ ン / ゴ ル ゴ の 関係 を 楽器 に 置き 替え 、 更 に 甘 悪 の 概念 に 置き 替え て いる ) を 弾い 
て いる が 、 元 々 の 案 と し て は 二 人 の ベー シス ト を 使う 予定 だ っ た 。( コ ン セ プ ト 上 の ) 善 と そう で 無 
い 者 と ね 。 で 、 そ れ は ステ ー ジ で 実現 し た 。 ジ ャ ン ・ リ ュ ッ ク ・ シ ュ ヴ ァ リ エ (Jean-Luc Che- 
valier) が ゴル ゴ 役 で 、Michel Herve が ウル ゴン 役だっ た 。 ま た アル バム で は B. ヴ ィ デ マン が 
キー ボー ド を 弾い て いた が 、 ス テー ジ で は Andre Herve が 弾い た 」。「Attahk」 の 発案 は ラ 
イヴ で こそ 実っ た と いう わけ だ 。「 我 々 は コン セプト に つい て 色々 考え て いた 。 音 楽 よ り も 更に だ 。 
も っ と 色々 や っ て みよ うと 思っ て いた 。 例 えば 衣装 を 黒 か ら 赤 へ 変え た り 一 女性 に は 白 の 衣装 
一 、 そ れ か ら 舞 踏 を 加え た り 。 そ うい っ た 事柄 は 良い ステ ー ジ へ と 結び つい た 」。 

し か し 、K. プ ラス キス 自身 に と っ て は そう で は な か っ た よう だ 。「『Attahk』 の 録音 の 際 、 ロ ー 
ラン ・ テ ィ ボ ー が 中 ば ブ プロデュー サー の よう な 立場 だ っ た の だ が 、 大 変 腹立たしい 出来 事 が 起き 
た 。 私 は 彼 を 、 彼 は 私 を 信用 し な い 。 で 、 彼 は クリ スチ ャ ン に 『 自 分 で 歌っ て みた ら ど うだ い ?』 
と 言っ た 。 何 と も ちい まい まし い 事 に ね ./ 実際 それ 自体 は うま くい っ た 。 彼 は 素晴らし く 良 く 歌 っ 
た か ら ね 。 で 、 私 は バッ ク ・ ヴ ォ ー カ ル だ け を 歌っ た 。 と て も 寂し か っ た ね 」「 私 は あれ を 前 進 だ と 
は 思っ て いな い 。 む し ろ 原 則 的 に も 音楽 的 に も 後退 だ と すら 思っ て いる 。( 楽 曲 そ の 物 と いう より 
も ) コ ン セ プ ト そ れ 自 体 が だ 。 な ぜ な ら 、 あ れ は より 即興 的 で クリ スチ ャ ン が 今 ま で し て いた 事 に 比 
べ る と 物足りな い 物 で し か な いか ら だ 」。 

また S . ヴ ァ ン デ よ り も 以前 か ら バ ンド の 運営 に 携 っ て きた 彼 に と っ て 、「Attahk」 に 前 後 す る 
2 年 間 の ツア ー や コン サー ト は 、 彼 を 消耗 させ た よう だ 。「 意 味 も な く ツ アー する 事 に は うん さり し 
て いる 。 お 金 の 面 で も 良く な い 。 フ ラン ス 式 の 馬鹿 げた 素人 振り 同様 、 マ グマ の 音楽 か ら 組 織 
に 至る まで の 素人 染み た 有 様 に も る 飽 々 し て いる 。 我 々 は エー ジェ ント や ロー ド ・ ク ルー や メン バー 
や レコ ー ド 会 社 を 探し 続け て 来 た ん だ が 、 見 つけ られ な か っ た 。 や る べき 事 が 多く て 私 に は その 
時 間 が さけ な い 」 

そし て 遂に 彼 は 脱退 する 。 デ ビュ ー・ ア ル バ ム 以来 常に マグ マ を 支え 、 貢 献 度 No.1 の リー ド ・ 
ヴォ ー カ リス ト が 脱 け る こと で 、 マ グマ の 活動 も 鈍る 。 

"80 年 6 月 、 そ ん な 中 に あっ て マグ マ は 3 週間 だ け 復 活 す る 。 デ ビュ ー10 周 年 を 記念 し た "レト ロ 
スペ クティ ヴ " コ ン サ ー ト で ある 。 一 説 に は クレ ジッ ト さ れ て いる メン バー 以外 に Y. セ ファ ー、T . ラ ス 
リ 、L . ト ー ス カ が 参加 し た と の こと 。 デ ビュ ー 以 来 の 歴代 の メン バー が 一 堂 に 会 し 、 過 去 の 代表 曲 
を 次 々 に 再現 し (て いっ た この コン サー ト は 、 そ の も の 70 年 代 の マグ マ を 総決算 し た 形 と な る 。 

「 コ ン サ ー ト は '80 年 の 6 月 に 行わ れ た が 、 計 画 は その 1 年 半 前 か ら で き て いた ん だ 。 我 々 は 
メン バー が そろ うま で 待っ た 。 ア メリ カ に 行く 計画 も あっ た 。 ち ゃ ん と し た バン ド に 成っ た ら す ぐ 短 
い ツ アー を し て 、 そ の 後に レト ロス ペク ティ ヴ を だ 。 が 、 ツ アー 計画 が ひど か っ た の で や め る こと に 
し た 。 私 は レト ロス ペク ティ ヴ の コン サー ト を 3 週間 演 る 様 に と 言わ れ 、 結 局 同意 し た の だ が 、 今 は 
後悔 し て いる 。 私 は それ を 観 愉 の 為 に や り 、 そ れ は 感動 的 だ っ た か ら 全 て を 後悔 し て いる わけ で 
は な い が 、 計 画 が 悪 過 ぎ た 。 だ か ら や め る 事 に し た し 、 ク リス チャ ン ゃ 同意 し た 」。 

レコ ー ド の リリ ー ス は 何故 か 「Vol.3」 が "81 年 2 月 、「Vol.1 &2」 の 2 枚 組 が 同年 6 月 と 逆 の 順 
だ っ た 。 ま た 「Vol.3」 に お いて 、K. プ ラス キス の ヴォ ー カ ル が 後 の マ グマ の 主要 メン バー と な る 
ギ ・ カ リフ ァ (Guy Khalifa) の ヴォ ー カ ル に 差し 替え られ て いて 、K. プ ラス キス は その 際 の 成り 
行き に 疲れ 果て た と 、 当 時 の イン タビ ュー に 語っ て いる 。 

この 頃 を 境 に し て バン ド 編 成 、 サ ウン ド の 傾向 が 変化 し て いく こと を 思う と 、 ク ロー ス ・ プ ブラ スキ 
ス の 脱退 は 、 一 つの 指標 に 成っ て いる と 言っ て いい だ ろう 。 


Spiritual 


80 年 代 に 入り 「Retrospektiw」 ラ イヴ を 経て 、 い よい よ マ グマ は クリ スチ ャ ン ・ ヴ ァ ン デ に 
集約 され て いく 。 ビ アノ の メロ ディ より も ピア ノー 音 の 折 き へ 、 歌 以上 に 声 へ と 、 肉 声 へ と 、"70 年 代 
の ジャ ズ / ロ ッ ク の スタ イル に 包ま れ て いた スピ リ チ ュ アル な も の が 、 唐 突 な 誇張 を 助け に せ ず 
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自然 な 形 で 溢れ 出す 。 シ ョ ー・ ビ ジネス か ら 遠 さか る よう な 、 あ る 意味 で 宴 黙 な 音楽 に に クリ ス 
チャ ン ・ ヴ ァ ン デ の 原点 が ちら つく 。 彼 が "80 年 代 に 入っ て 分 派 さ せ た か に 見 える MAGMA、 
OFFERING、CHRISTIAN VANDER TRIO の 三 つ の バン ド は 、 ど れ も る 彼 の 原点 に 根 づ 
いて 自然 体 に 近寄っ て いる も の だ ろう 。'70 年 代 の 経験 を こなし た 肩 の 力 の 抜け と 、 一 瞬 の 感覚 
の 貫通 、 そ の 研ぎ 澄 ま さ れ 方 は 、 多 く を 語ら ず し て 伝わる と いっ た 種 の も の だ 。 こ の 意味 で ベー 
シッ ク だ し 、 ス ピリ チュ アル な も の を より 感じ させ る 。 そ れ は 彼 が 敬愛 する コル トレ ー ン に 間違い な 
く 通 じ て い る に 違い な い 。 あ まり に ナイ ー ヴ な の で リス ナー を 選ぶ 。 そ れ は 770 年 代 マ グマ の 異常 
な まで の 誇張 の 裏返し の よう で も あっ て 、 実 は 同じ 物 の 両極 面 を 見 て いる の だ と 思う 。 マ グマ を 
ロッ ク ・ ア ン サ ン ブ ル の 調 狂 だ け で 見 る に は 、 も う 既 に 10 余 年 が 過ぎ 、 そ の 間 に ク リス チャ ン ・ ヴ ァ 
ン デ は 幾つ も の アル バム を 残し た 。 


宙 に 浮い た MAGIMA 「OFF 世 RING」 へ 


「Retrospektiw」 か ら 「Merci」 へ 。 マ グマ は この 間 に 様 々 な メン バー で ライ ヴ を 行っ て い 
た よう だ 。 元 アリ ス の アラ ン ・ ヴ ェ ス 、 元 ヴィ ドル ジュ の A&Y・ ギ アー ル (A&Y Guillard) 兄 弟 、 
か つて の ツア ー・ メ ン バ ー だ っ た フラ ン シ ス ・ ロ ッ ク ウ ッ ド (Francis Lockwood) な ど 。 こ うし た 
不定 形 な マグ マ に 並行 し て 、C. ヴ ァ ン デ も 、J . ト ッ プ 、D . ロ ッ ク ウッ ド 、B . ヴ ィ デ マン で ユニ ッ ト を 組 
み 、 ア ル バ ム 「Fusion」 を 製作 し 、 ラ イヴ 活動 を 行う 。 同 じ "80 年 頃 に は 一 方 で B . ヴ ィ デ マン 、F. ロ 
ッ ク ウ ッ ド 、D . ベ ルト ラン 、P . ゴ ー テ ィ エ ら と ALIEN を 組ん で ライ ヴ 活動 を し て いる 。 そ の 他 で は 、 
バト リッ ク ・ ゴ ー テ ィ エ の ソロ ・ ア ル バ ム 「B6b6 Godzilla」 に 参加 し て いる 。 再 び K. プ ラス キス の 
イン タビ ュー を 引用 させ て も ら お う 。「 マ グマ は クリ スチ ャ ン で 、 ク リス チャ ン は マグ マ そ の も の だ 。 
だ か ら 彼 は 他 の 事 を する 必要 が な いし 、 出 来 な い 。 な ぜ な ら 彼 が その 音楽 を 理解 し て いな いな 
ら ば 、 彼 は どう や る べき か 判ら ず 何時 間 も る か か っ て し まう 。 も ちろ ん 技術 的 に こなす 事 は で きる 。 
が 、 そ こ に 精神 が な けれ ば 彼 に は で き な い ん だ 。 何 度 か 試み た ん だ けれ ども ね 」。 

こう し て マグ マ は "82 年 6 月 か ら 新作 の 録音 に 入る 。 終 了 は '84 年 10 月 。 随 分 と 時 間 を か け て い 
る 。 参 加 ミ ュー ジ シ ャ ン も 異様 に 多い 。 こ れ は 、 曲 ご と に 編成 が 変わ っ て お り 、 ト ー タ ル な アル バム 
と し て で は な く 曲 ご と 録音 し て いっ た か ら だ ろう 。 そ の 中 で 主要 な メン バー は 、C . ヴ ァ ン デ 、S. ヴ 
ァ ン デ 、GG. カ リフ ァ 、 リ ザ ・ ド ゥ リュ ックス (Liza Deluxe)、B. ヴ ィ デ マン と いっ た 所 か 。 つ まり 主役 
は 声 。70 年 代 マ グマ の 音楽 の 中 で 段々 と 割合 を 占め て いっ た ヴォ ー カ ル は 、 こ こ で 完全 に 主役 
と な っ た 。J. コ ルト レー ン に 捧げ られ た この アル バム は 「Merci」 と 名 づけ られ 、 オ リ ジ ナ ル ( デ モ ・ 
ヴァ ー ジ ョ ン ? ) は 、"84 年 に ドイ ツ で 発売 され た 。 そ の 直後 リミックス が 施さ れ 、 本 国 フ ラン ス で 
は "85 年 に リリ ー ス され る 。 

また 、 ム ゼア ・ レ ー ベ ル か ら '87 年 に リリ ー ス され た コン ビ ピ レー ション ・ ア ル バ ム 「Enneade」 に 
収録 され た 未 発表 "You!?“ は 、「Merci」 の アウ ト ・ テ イク と 見 て 構わ な い だ ろ う 。 録 音 は '82 年 
6 月 で 、「Merci」 録 音 ス ター ト 時 に 当たる ば か りか 、 メ ン バ ー、 ソ ウル フル な ヴォ ー カ ル に 重き を 置 
いた 音 傾向 も 共通 し て いる 。 

この 「Merci」 録 音 期間 中 の メン バー の 出入 り に 注目 し て みる と 、 ゴ ング の ビエ ー ル ・ ム ー ラ ン 
や フレ ンチ ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 界 の 名 ベー シス ト 、S . マ ルク が 一 瞬 出 入り し て いた り し て 興味 深い 。 バ 
ンド の スタ ンス と し て は ジャ ズ 寄 り で 、 か つて の コバ イア ・ ス トー リー の マグ マ は 宙 に 浮い て いる 。 

この 時 期 の コン サー ト に つい て は 、 不 定期 な が ら あ ちら こち ら で 演 っ て いた よう だ が 、 大 き な と 
ころ で は 、"83 年 の 終わ り と '84 年 の 終わ り に 2 度 ジ ャ ー マ ン ・ ツ アー に 出 て いる 。 

そし て 85 年 に は マグ マ 初 の ベス ト 盤 「Myth Et Legends Vol.1」 が 発売 され る 。 


OFFERING 


オフ ァ リ ング は アル バム 名 以前 に 、C. ヴ ァ ン デ の ユニ ッ ト 名 で ある こと を 確認 し て お こう 。C. 
ヴァ ン デ 、S . ヴ ァ ン デ 、G. カ リフ ァ の 主要 メン バー に 二 人 は 「Merci」 か ら の 居残り 、 あ と の 数 人 は 
新 加入 。'85 年 9 月 か ら こ の ユニ ッ ト で 録音 に 入り 、"86 年 9 月 に 終了 、 同 年 中 に 「Offering1-I」 
と し て 2 枚 組 で リリ ー ス され た 。 こ れ も ま た 「Merci」 と 同じ く コ ルト レー ン に 捧げ られ て いる 。 

この アル バム で 音楽 自体 も る 少なから ず 変 化し た が 、 根 底 に ある も の は 確か に マグ マ に 通じ る 。 
これ まで C. ヴ ァ ン デ 自 身 の 音楽 を マグ マ と いう フィ ルター を 通し て 演奏 する 際 に は 、 様 々 な 要素 
が 入り 泥 っ て 、 そ れ は 多様 な 装飾 と し て 映っ た り も し た が 、「Offering」 で その フィ ルター は 取り 
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払わ れ 、 彼 の 音楽 が むき 出し に さら され て いる よう に 感じ る 。 肝 心 な の は 、 マ グマ の 音楽 =C. ヴ 
ァ ン デ だ っ た し 、 オ ファ リン グ = C . ヴ ァ ン デ も 、 ま た 同様 だ 。 そ れ は 音楽 経験 か ら 引き 出さ れ て く 
る 言葉 使い の 違い な の だ ろう 。 彼 自身 の 根本 に 違い は 感じ られ な い 。 経 験 が 積ま れ 丸 く て な る ど 
ころ か 鋭敏 に な っ て いっ た あたり に 、 彼 の ある 種 ネ イ テ ィ ヴ な 音楽 家 肌 を 感じ る ば か り だ 。 

オフ ァ リ ング で の ライ ヴ 活 動 に つい て は 情報 不足 だ が 、 定 期 的 に は 動い て いた よう だ 。 可 能 で 
あれ ば 、 小 誌 27、28 号 の 貴船 さん の 「 オ ファ リン グ ・ ツ アー 日 記 」 を 参照 し て 下さ い 。 実 際 に ツア ー 
に 同行 し た 理解 者 の 目 を 通し た 生身 の オフ ァ リ ング に 触れ る と 思う の で 。「 ク リス チャ ン だ け で な 
く 、 オ ファ リン グ の メン バー、 そ し て 元 マ グマ の メン バー 遅 に 会 っ て 話 を する 様 な 時 、 私 は いつ も 
彼 等 の 手 が 不思議 で 見 つめ て し まい ます 。 彼 等 の 鍛練 され た 手 は 、 普 段 で も と て も 不思議 な 動 
き 方 を し ます 。 会話 中 の 手振り を みて も 、 指 が すご く 繊 細 に 動き 、 手 の 甲 を 通し て 神経 が 入っ た 
り 抜 けた りす る 様 が 良く わか り ま す 。 ミ ュー ジ シ ャ ン が 舞台 上 で 良い 音楽 を 創り 出す 時 、 そ の 手 
が 異 次 元 の 空間 に ある 様 に 見 えた 経験 を お 持ち の 方 も いる で し ょ う が 、 彼 等 の 手 が い つも そう 
見 える の は 、 彼 等 の 音楽 イコ ー ル C'est la vie( そ れ が 人 生 一 それ が 彼 等 の 生 ) と いう 生き 方 
に 、 大 き な 鍵 が ある 様 に 思い ます 。」 と 彼女 は 書い て いる 。 こ こ に は マグ マ も オフ ァ リ ング も な いし 、 
ロッ ク も ジャ ズ も な い 。 彼 女 の 言葉 を 借り れ ば 、 音 楽 が 「 生 き 様 」 と 上 いう こと に な る 。 


CHRISTIAN VANDER TRIO 


一 方 で C. ヴ ァ ン デ は オフ ァ リ ング と ゃ 並行 し て クリ スチ ャ ン ・ ヴ ァ ン デ ト リ オ で ライ ヴ 活 動 を し て 
いる 。 そ も そ も ト リオ は 「Attahk」 の ツア ー 後 に 端 を 発し て いる 。ALIEN、 そ し て 「Fusion」 で の 
活動 を 経て 、"81 年 頃 に 組ま れ た この トリ オ は 、 メ ン バ ー・ チ ェ ン ジ を 重ね て 現在 も 断続 的 に 続い 
て いる 。'70 年 代 の 大 掛り な マグ マ が 解体 し た 事 と ほぼ 期 を 同じ くす る トリ オ の 活動 は 、 と て も 
大 き な 意味 を ひめ て いる よう に 思う 。C . ヴ ァ ン デ は 、 一 方 で 初心 と も 言え る ジャ ズ 、 そ し て 観客 の 
目 の 前 で 演奏 する 事 に 戻っ た 。 そ れ は 当初 、 マ グマ に 対す る 治癒 だ っ た の か も し れ な い 。「 彼 の 
敬愛 する ジョ ン ・ コ ルト レー ン の 音楽 の 為 に に 、 マ グマ や オフ ァ リ ング の 忙し い 合 い 間 を 縫っ て 時 
間 を 見 つけ て は 、 コ ルト レー ン の 曲 を この メン バー で 演奏 する よう で す 」 と 彼女 の レポ ー ト に あ 
る 。'89 年 11 一 12 月 に 録音 され 、'90 年 に この トリ オ 名 義 で リリ ー ス され た 「Jour Apres JoUur」 
は 、 そ の と お り ス トレ ー ト な ジャ ズ だ 。 彼 の ベー シッ ク な 部 分 ミュ ー ジ シャ ン と し て 演奏 する こと の 
楽し み 、 好 き な も の 、 そ ん な 所 に ある いわ ば 彼 の 普段 着 な の か も し れ な い 。 


Solo 
少し 話 が 前 後 す る が 、C. ヴ ァ ン デ は ソロ 名 義 の アル バム を '88 年 3 一 8 月 に 録音 し て いる 。 タ イ 











MAGMA 
Magma (Kohaia) 


L P/Philips 6395 001/002 70 年 
CD/Seventh REX WV/V 


ロッ ク 史 上 永遠 に 語り 継が れる で あろ う 怪 物 MAGMA の デビ ュー 作 。 
新人 グル ー プ の デビ ュー が いき な り 2 枚 組 と 言う こと だ が 、 ポ ッ プ ・ 
ジャ ズ と いう 基礎 の 上 に 成り 立っ て いる スタ イル で 後に 見 せる 強烈 
な 個性 は 未だ 完成 され て いな い 。 が 、 プ ラス を 大 胆 に フィ ー チ ュ ア 
し た 初代 マグ ダマ ・ ス タイ ル は それ で も か な り ユ ニー ク 。 役 等 の 音楽 
の 中 核 で ある コバ イア ・ ス トー リー (架空 の 惑星 を 舞台 に し た 物語 ) 
と コバ イア 語 (その 惑星 に お ける 架空 の 言語 ) を 使用 し た ヴォ ー カ 
ル は 早く も 本 作 で 使わ れ て お り 当 時 の フラ ンス で 如何 に 彼 等 が 進歩 
的 で あっ た か が 判る 。 膨 大 な 人 脈 と 今 で も 多大 な 影響 を 周り に 与え 
る 音楽 性 は ここ か ら 始 まっ た 。 ま さ に 彼 等 の 原点 だ 。 (伊藤 ) 





MAGMA 
2(1001 Centigrades) 


LP/Philips 6397 031 "71 年 
CD/Seventh REX VI 








プ ブラス 入り 初期 スタ イル は 本 作 ま で で 、J.Seffer と F.Cahen は ZAO 
結成 の た め に 脱退 し て し まう 。 そ れ ぞ れ C.Vander、T .Lasry、F .Cahen 
に よる 作曲 の A 面 1 曲 、B 面 2 曲 と いう 構成 で 、 大 曲 指向 が 出 始め る 。 
と は いっ て も 初期 スタ イル な の で 、 全 盛 期 に みか られ る ドラ マチ ッ ク 
な 劇 的 高揚 感 は まだ 薄い 。 本 作 直 後 バ ンド は 一 度 解 体 、 メ ン バ ー が 
が ら り と 変わ る 。 音 楽 的 に も いわ ゆる 黄金 期 の スタ イル に 変化 し て 
行く 、 そ の 直前 の 姿 。 因 み に L P の ジャ ケ は 2 種類 有り 、 火 山 の 噴 
火 を あし ら っ た 物 は 再発 物 で 、 シ ル ヴ ァ ー・ ジ ャ ケッ ト が オリ ジ ナ 
ル 、 か な り レ ア な も の だ 。 (伊藤 ) 
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トル は 「To Love」。 メ ン バ ー は C . ヴ ァ ン デ と S. ヴ ァ ン デ の 二 人 の み 。 ド ラム を 叩い て いる の も 一 
曲 の み 、 し か も 淡々 と リズ ム を 刻ん で いる 。 

彼 の 両手 に よる ビア ノ 、 そ し て 弾き 語り 。 静 か で 、 し か し 確実 に 心 に 染み 入っ つて くる タイ プ の 音 
楽 だ 。 マ グマ の 最も 激しい 音楽 か ら 最 も 遠く に ある 音楽 だ が 、 隔 た っ て は いな い 。 こ の 音楽 は マ 
グマ の 音楽 の 中 に あっ た 。 


再び OFFERING か ら MAGIMA へ 


前 述 の ジャ ズ ト リオ に 並行 し て オフ ァ リ ング も 活動 を 続け て いて 、"90 年 10 月 に は 、 や は り コ ル 
トレ ー ン に 捧げ られ た 続編 「Offering 川 -IV」 が リリ ー ス され る 。 主 観 な が ら 、「Retro- 
spectiw」 以 後 で は 、 こ の アル バム が 最も マグ マ ら し い 力 強 さ を 連想 させ る 。 オ ファ リン グ の ライ 
ヴ で も 、 か な り バ パワ フル な 事 を や っ て いた と の こと だ か ら 、 そ の 熱気 を スタ ジオ 録音 に 最も 強く 反 
映 さ せ た 、 と も 解釈 で きる 。 ぶ 厚い コー ラス と リズ ム ・ セ クシ ョ ン 以 上 に バー カッ シ ヴ な ビア ノ の 刻 
み 、 そ の パワ フル で スピ ー デ ィ な 音 は 、 マ グマ に 通じ る 。 後 期 を 代表 する アル バム だ 。 

そし て オフ ァ リ ング で の 編成 と 並行 し て 、 突 然 マ グマ が ライ ヴ 活動 を 始め た 。 現 時 点 で 「Les 
Voix」、 前 述 の 「Sons」 が リリ ー ス され 、 今 後 の 予定 に は "76 年 南 公 トゥー ルー ス で の ライ ヴ も 入 
っ て いる 。 

「Les Voix」 は "92 年 8 月 の ライ ヴ 録 音 で 近況 を 伝え て いる が 、 他 に も 92 年 5 月 に オフ ァ リ ング 
で の ライ ヴ 、 そ の 直後 の 5 一 6 月 に クリ スチ ャ ン ・ ヴ ァ ン デ ト リ オ で フラ ンス 国内 を ツア ー、7 一 10 月 
に は マグ マ で 数 回 の コン サー ト と 、 全 て が 並行 し て いる 。 

「Les Voix」 に は マグ マ ・ フ ァ ン に 及 染 み 深 い 曲 が 並ん で いる が 、 実 際 の コン サー ト は 新旧 の 
ナン バー が 入り 乱れ て いて 、 こ ん な 曲 が 演奏 され た 。“Emehnteht-Re"^ToLove”“1Must 
Return““C'est Pour Nous““Zess"^Ronde De Nuit“"Tous Ensemble“" 
*Wurdah Itah"“Mekanik Destruktiw Kommahdoh““Innocent““La Marche 
Celeste"。 曲 は ソロ 、 オ ファ リン グ 、 マ グマ か ら と 多彩 ラスト: ナンバー"La Marche Celeste" 
は 、 オ ファ リン グ と し て の 最終 アル バム 「Offering V-VI」( ス タ ジ オ 録音 され る 予定 ) に 収め ら 
れる 曲 の よう だ 。 

最新 マグ マ の 編成 は 、 オ ファ リン グ と 同様 に 主役 は コー ラス に な っ て いる 。 で 、 ド ラム は C. ヴ ァ 
ン デ が 叩い て いて "M.D.K.“" な ど 、 ド ラム ・ セ ッ ト に 座っ た まま 歌っ て いる 。 主 要 メ ン バ ー は クリ ス 
チャ ン ・ ヴ ァ ン デ ・ ト リオ の 面々 に S. ヴ ァ ン デ 、 彼 女 を 含め て コー ラス だ け で 8 人 。 中 に は クリ スチ 
ャ ン と ステ ラ の 娘 、 ジ ュ リ ・ ヴ ァ ン デ (Julie Vander) の 名 前 も 見 える 。( 二 人 は 既に 離婚 し て い 
る )。 





MAGMA 
Mekanik Kommamdoh 


CD/Seventh REX VI Z 
89 年 ('73 年 録音 ) 


SOIS 





VANDER/TOP/BLASOUIZ/GARBER 


CD/AKT 2 92 年 (73 年 録音 ) 





オリ ジ ナ ル ・ テ イク の 録音 より 数 カ月 前 の 73 年 1 月 に 録音 され た 
も う 一 つの “M.D.K.*。 曲 は 既に 完成 し て いる が アレ ンジ は まだ た 荒 
い 印 象 を 受け る 。 実 際 バ パッ ク の 演奏 は 若干 だ だ が スカ スカ 気味 、 し か 
し その 分 荒 々 し さ が 増 し て いて ヴォ ー カ ル と コー ラス は か な り 気 合 
い が 入 っ て いる 。 完成 度 よ り パ ワー を 優先 させ る 人 は こっ ちの テイ 
ク の 方 が 気に入る と 思う 。 メ ン バ ー を 見 る と ベー ス は J.Top 加 入 前 で 
J.P.Lambert、C.0Imos も T.Lasry も 居 ら ず 、 そ の 代わ り コ ー ラ ス 隊 
(Storchhaus オ ー ケ スト ラ ) が 加わ っ て いる 。 曲 の 構成 や 進行 が が ら 
り と 違う わけ で は な い の で ハー ド ・ コ ア な ファ ン 向 け だ ろう が 、 あ 
る 程度 以上 の ファ ン は 何故 今更 、 第 三 者 の プロ デュ ー ス の 手 が 加 わ 
っ て いな いこ の テイ ク を 出し た の か を 考え て 貰い た い 。 (伊藤 ) 





























近年 リリ ー ス され た 発掘 物 。 元 々 この AKT と いう レー ベル は MAGMA 
の 過去 の 未 発表 音源 を 発表 する た め の レ ー ベ ル で ある が 、 そ れ に し 
て も ここ まで 貴重 な 音源 が ある と は 驚い て し まう 。「M.D.K.」 録 音 前 、 
Janik Top( 正 式 な スペ ル は こう 書く ) が 加入 し た 直後 73 年 1 月 の スタ 
ジオ ・ セ ッ シ ョ ン 。 収 録 曲 は ^Neheh(Kehr)” と 題 さ れ た 70 分 1 曲 。 
MAGMA 特 有 の ドラ マチ ッ ク に 構成 され た 激しい コン ポジ ショ ン は 一 
切 無く 完全 な フリ ー 演 奏 、J」.Top は ベー ス を 弾 か ず に オル ガン と パー 
カッ ショ ン 。 レコ ー ド で リリ ー ス され た 彼 等 か ら は 想像 も つか な い 
音楽 だ だ し か し テン ショ ン は 妙 に 高い 。 執 提 に 反復 する 金属 音 や 恐 
怖 を 表す よう な うな り 声 が まる で 密教 の 儀式 を 思わ せる 。 完全 に 上 
級 者 向け だ が 何かしら 意味 の ある 一 枚 。 (伊藤 ) 
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MAGMA 
Mekanik Destruktiw 
Kommanmloh 


LP/Vertigo 6499 729 73 年 
CD/Seventh REX VH 





コバ イア ・ ス トー リー 時 代 の マグ マ の ステ ー ジ で は 必ず 演奏 され 
て いた と いう 代表 曲 の 中 で も 別格 の 大 曲 。 7 つの パー ト に 分 か れ て 
いる が トー タル ・ ア ル バ ム と な っ て いて 劇 的 な まで の 激 し さ を 持つ 
コバ イア 語 コ ー ラ ス に よっ て スト ー リ ー が 語ら れる 。 近年 に な っ て 
当時 の 未 発表 音源 が 発掘 され て 判っ た が 曲 自体 は 古く か ら モ チー フ 
が 存在 し それ は 71 年 まで 遡 れる 。 改編 を 重ね 、 練り 上 げ 熟 成 さ せ た 
最終 型 が この 1 枚 で ある 。 カ ンタ ベリ ー さ な が ら に 広く 影響 を 与え 
て いる 「ZeuhI サ ウン ド 」 の スタ ー ト 地点 。 邪 悪 な まで の パワ ー を 持 
つ リ ズム ・ セ クシ ョ ン の 上 で コバ イア ・ コ ー ラ ス 、 キ ー ボ ー ド 、 ギ 
ター 等 が 澤 然 一 体 と な っ て 曲 を 押し 進め る 。 そう 、 こ れ は Vandertop 
の スタ ー ト で も あっ た 。 (伊藤 ) 























Mythes Et L6gemdes 


LP/Bon Independant 2404411 '8S5 年 
CD/Seventh REX X 色 V 


サ プ ・ タ イト ル に 1970-1980* と 付い て いる が 実際 は "70 年 代 前 半 
に 作ら れ た 曲 で 構成 され る ベス ト 盤 。 彼 等 自ら の 手 に よる 編集 に 加 
えて 曲 間 に は C.Vander 等 に よる ナレ ーション 。 前 半 は 1 st と 2 nd か 
ら の 曲 に 加え て 嬉し い 事 に シン グル Mekanik Kommando′ の B 面 
の み に 収 録 だ っ た `Klaus Kohnbalad” も ここ に 収録 され て いる 。 後 
半 は “Theusz Hamtaahk” 3 部 作 で 、 第 1 部 は スタ ジオ 録音 され な 
か っ た た め に 「Retrospectiw」 の テイ ク か ら 、 第 2 部 は 「Tristan Et 
Yseult」 と し て 発売 され た 「Wurdah ltah」 か ら 、 第 3 部 は か の 「M. 
D.K.」 か ら そ れ ぞ れ 抜 粋 し て 構成 し て いる 。 本 作 vol.1 と な っ て いる 
が 、 現 時 点 で は vol.2 の リリ ー ス は 無く 予定 も 無い よう だ 。 (伊藤 ) 





MAGMA 
In6its 


L P/Tapioca 10001 77 年 





71 年 一 推定 75 年 頃 迄 の Live 集 。 バ ンド に 無断 で リリ ー ス され 編集 
は 粗悪 、 完 奏 収録 は 1 曲 の み と 来 て は 、 バ ンド は 勿論 リス ナー を も 
舐 め 切っ た 所 業 。 し か し 演奏 自体 は その どれ も が 素 晴 し い 。 特 に A 
面 、 縦 横 無尽 の 活躍 を 見 せる Top の へ ヴィ ・ ベ ー ス ・ ソ ロ 、Blasquiz 
の AREA の Stratos と 双 壁 を 成す ザ ヴォー カル 、 彼 の per、 Vander、Top 
の トリ オ を 軸 と し た バト ル … MAGMA 史 上 (ニプロ グレ 史上 ) 屈指 の 
テン ショ ン の 高 さ だ 。 マ スタ ー の 状態 か ら 本 作 の CD 化 は 困難 と 聞く 
が 、 他 に フレ ンチ & カン タ ベ リ ー 系 の 夢 の 共 演 Utopic Sporadic Orches- 
tra (映像 も あり と の 由 ) も 含め 、Top 在 籍 時 の 音源 リリ ー ス は ファ ン 
最大 の 願い 。 珠 玉 の スタ ジオ 作品 群 す ら 石 に 変え て し まう 程 の MAGMA 


MAGMA 
Kohntark6Sz 


LP/Vertigo 6325 750 74 年 
CD/Seventh REX WW 





^M.D.K.” 同様 に 彼 等 の 代表 曲 で ある 大 作 ^Kohntarkosz” を 中 
心 に し た 作品 。 Vandertop の 世界 は 前 作 よ り 更 に 一 歩 前 進 。 その 表題 
曲 だ が 、 重 量 級 リズ ム ・ セ クシ ョ ン に 加え て ピア ノ も リズ ム を 刻み 、 
コー ラス と キー ボー ド に よっ て 彼 等 独特 の 空間 が 作ら れ て いる 。 前 
作 と 比べ て 装飾 が 少な い 分 より コア な 感じ だ 。 他 に 短め の 2 曲 、 一 
方 は J.Top に よる 彼 流 の へ ヴィ ・ ナ ン バ パー、 コ ー ラ ス (うな り 声 ? ) 
と チェ ロ で 思考 が 真っ 黒 に な っ て 停止 し て し まい そう 。 も う 一 方 は 
C.Vander が 彼 の 敬愛 する Coltrane に 捧げ た 曲 で 静か な ピア ノ で 至上 
へ 昇っ て ゆく よう な 曲調 、 彼 の 本 質 は むし ろ こ れ だ ろう 。 前 作 か ら 
続く この 世界 は 自作 で 頂点 に 登り 詰め る 、 そ の 一 歩 手前 の 雄姿 。 








の Live の 魔力 よ 。 (山田 ) (伊藤 ) 
MAGMA 基 細 MAGIMA 
Live (Hai/Live) Thaetre Du Tour-Concert 1975- 
L P/Utopia CYL2-1245 75 年 4 rr 本 、 伸 TOulOuSB 
CD/Seventh REX X/ 旬 は CD/AKT IV "94 年 C75 征 録音 ) 


MM 





満場 一 致 で MAGMA の 最高 作 、 と いう より むし ろ ロ ッ ク 界 に お ける 
ライ ヴ 盤 の 頂点 の 一 つ 。 ベ ー ス に B.Paganotti、 ヴ ァ イ オ リン に D. 
Lockwood を 迎え た 編成 で の "75 年 6 月 の ライ ヴ を 収め た 究極 の 作品 。 
^M.D.K.?、^Kohntark" と いう 文句 無し の 大 曲 を 中 心 に ぎり ぎり の 
限界 か ら 更 に 一 歩 超 えて し まっ た 様 な テン ショ ン で 嵐 の よう な 演奏 
が 再現 され て お り 、 ス タ ジ オ 盤 と 比べ て みて も 数 段 上 回 っ て いる 。 
最も 充実 し て いた 彼 等 の 絶頂 期 を 最も 良い 形 で 作品 と し て 残せ た こ 
と は 誠に 嬉し い 限 り 。Seventh か ら の CD 再発 は C.Vander 自 ら の 手 に 
よる リミックス & ボ ー ナ ス ・ ト ラッ ク 2 曲 収録 。 フ レン チ ・ ロ ッ ク 
史上 、 い や 、 全 世界 で みて も 語り 継が れる べき 作品 。 (伊藤 ) 




















究極 の 一 枚 「Live/Hhai」 を 聴い て 「 他 に も も っ と ライ ヴ を /」 と 
長年 思い 続け て いた ら バ ンド ・ メ ン バ ー 自 ら の 手 に より 75 年 9 月 の 
ライ ヴ と いう 究極 の 兄弟 アル バム が リリ ー ス され て し まっ た と いう 
尊 ら 喜ん で も 喜び 足り な い 2 枚 組 CD。 2 トラ ッ ク 録 音 な が ら ( む し ろ 
その 方 が ライ ヴ ら し さ が 出 る も の だ が ) より 切れ 味 鋭い Kohntarkosz” 
を 一 気 に 収録 、「Live/Hhai」 で は スタ ジオ 録音 だ っ た ~Hhai"” と `Kobaia? 
が ライ ウ ヴ 演 奏 (当然 か な か なり アレ ンジ が 違う ) 、 更 に Mekanik Zain? 
で 多少 カッ ト も ある が 曲 ア タマ か ら 収 録 の "M.D.K.^ と どう し よう 
も な い 、 手 の 付け られ な い 大 爆発 。「MAGMA 未 体験 者 は 「LIVE」 か 
ら 入 門 す べし 」 の 格言 を 軽く 覆す 。 キ ー ボ ー ド が J.P.Asseline か ら P . 
Gauthier に 交代 し て いる と いう だ け で も 軍配 は こち ら か ? (伊藤 ) 
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MAGMMA 

Ui Wi 

L P/Utopia FPL I 7332 76 年 
CD/Seventh PEX 通 





MAGMA 史 上 、Blasquiz と 並 ド キーパー ソン と し て 甲乙 つけ 難い 功 
績 を 上 げ て 来 た ベ ペー シス ト 二 人 、 即 ち Paganotti と Top が それ ぞ れ 手 
が けた ナン バー 2 曲 が 全 て を 物語 る 。 前 者 の 小品 ^Weidorje” は 、 
Peganotti-Gauthier に よる この 曲名 を 冠 し た グル ー プ 結成 (Blasquiz 
も そこ で 少な か ら ず 尽力 し て いる ) の 遼 矢 と な り 、 後 者 の 大 曲 は 言 
うま で も な く へ ヴィ な ベー ス ・ リ フ の み で 既に 完結 し て いる MAGMA 
系 アー ティ スト Paganotti で すら その 影響 か ら 逃 れる 術 は な か っ た 一 
の 座右 の 銘 。 勢 い コ ン セ プチ ュ ア ル ・ リ ー ダ ー と し て の Vanter の 存 
在 感 は 揺らい で お り 、 前 後 作 と 並べ て 聴け ば その 差異 は 歴然 と し て 
いる 。 ヴ ォ ル テイ ジ は 高く 、 MAGMA を 語る 上 で は 勿論 不可 欠 だ が 、 
本 作 の み で 全て を 語る 事 も また 不可 能 。 (山田 ) 


MAGMA 
Attahk 


L P/Eurodisc 913 213 '78 年 
CD/Seventh REX X 中 





H.R.Giger の 素晴らし い ジ ャ ケッ ト も 印象 的 な 77 年 録音 の 作品 。 分 
裂 か ら 一 度 解散 、 メ ン バ ー 再 構成 、 更 に 音楽 的 に も 試行 錯誤 が 成 さ れ 
た 時 期 の 1 枚 だ け に ライ ヴ 演 奏で 導入 し 始め た ファ ンク 色 が 本 作 に も 
反映 され 始め て いる 。 短 め に 各 曲 を まとめ て 全 7 曲 の 構成 、 比 較 的 判 
り (馴染 み ) 易い メロ ディ と スト レー ト な ノリ が 全面 に 出 て いる が 、 
強烈 な コバ イア ン ・ コ ー ラ ス は むし ろ 潮 えま くっ て いる 。K.Blasquiz 
の 比重 が 低く な っ て いる の は ちょ っ と 寂し い が 。 ア ル バ ム ・ コ ン セ プ 
ト と し て 「Ourgon と Gorgo の 出会い 」 が あり 、 ク レジ ッ ト に も 「basse 
Terre」 と 「basse Air」 と ある が レコ ー デ ィング で は G.Delacroix が 両 
方 を こなし た 。 因みに プロ デュ ー ス も 「M.D.K.」 か ら 前 作 ま で 続い 
た G.Gomelski の 手 を 離れ 、 本 作 で は L.Thibault。 (伊藤 ) 





MAGMA 
Retrospective Vol.1 & 2 


LP/RCAPL 37497 81 年 
CD/Seventh REX XVI・XWI 





音源 は '80 年 、「 往 年 の 」 マ グマ と し て は 最期 の 雄姿 。 さ て 、 本 作 の 
聴き どこ ろ を 三 つ 挙 げ る と すれ ば 、 一 つ に 本 作 を 最後 に マグ マ を 離 
れる クロ ー ス ・ プ ラス キ の 名 唱 。 特 に “Theusz Hamtaahk" の イン 
トロ は 絶品 だ 。 二 つ に 10 人 に も の ぼる 名 手 達 に よる 複雑 か つ 量 感 
れる アン サン ブル 。 そ し て 三 つ め は 勿論 ライ ヴ な ら で は の 風情 。「Mekanik 
…」 に 顕著 な 彼ら の プル ー ジ ィ な 哀 感 に つい て 語ら れる 事 は 減 多 に 
な い が 、 実 は 彼ら を 理解 する 上 で 重要 な 要素 だ と 思う 。 流 石 に 全盛 
期 の 「Live」 と 重複 する 部 分 こそ 見 劣り する も の の 、 他 は 「 円 吾 」 と 
いう 言葉 が 相応 し い 充実 ぶり 。 昔 か ら の ファ ン に は 涙 モ ノ ( 特 に オー 
プ ニ ン グ ) だ ろう し 、 初 め て の 方 や 彼ら を これ まで 敬遠 され て いた 方 
に も お 薦め し た い 。 (山田 ) 


MAGMA 
Retrospectiw 皿 


L P/RCA PL 37481 '81 年 
CD/Seventh REX XV 





UMG 
il 


'80 年 6 月 、 新 旧 メ ン バ ー 勢 揃い の 伝説 の コン サー ト 「Retrospective」 
の 模様 を 収録 し た ライ ヴ 盤 。「T&II」 に 4 カ月 先行 し 、'81 年 2 月 の 
発売 。「 I&II」 は まさ に 往年 の 名 曲 を 収録 し た も の だ が こち ら は 「 マ 
グマ '80 年 ヴァ ー ジ ョ ン 」 と 言っ て も 良い だ ろう 新しい 音楽 性 を 打ち 
出し た も の と な っ て いる 。 よ り ブ ラッ ク 色 が 強く な っ た 躍動 的 な 
^Retrovision* に C.Vander が 朗々 と 歌い 上 げ る 名 曲 "Hhai/。 小曲 La 
Dawotsin” は 実際 に は ライ ヴ 演 奏 さ れず 、 ス タ ジ オ 録音 の 収録 と な 
っ て いる 。 レ コー ド 化 に あたり 、`Retrovision* の ヴォ ー カ ル が G .Khalifa 
に 差し 替え られ た が 当日 実際 に 歌っ た K.Blasquiz の オリ ジ ナ ル ・ ヴ 
ァ ー ジ ョ ン も 素晴らし い 出 来 で も る こと を つけ 加え て お く 。 (伊藤 ) 








MAMA 
Merei 


LP/JARO 4120 '84 年 
CD/Seventh REX 皿 





だ ん だ ん と 比重 を 増やし て いっ た ヴォ ー カ ル の 割合 が 本 作 で 完全 
に 主役 に な る 。 曲調 、 ホ ー ン ・ セ クシ ョ ン 等 を みて も 非常 に ソウ ル 
フル だ 。 本 作 で 見 限っ た ファ ン が か な り 多 い が (確か に 表面 上 これ 
だ け 変 化す る と 無理 も な い ) 、C.Vander の 基本 姿勢 は 従来 か ら 変 わら 
ず 、 た だ 重厚 な 装飾 を は ぎ 取 っ た だ け だ ろう 。 当 時 ステ ー ジ で は セ 
カン ド ・ ド ラマ ー(F.Laizeau)、 ホ ー ン ・ セ クシ ョ ン (Guillard 兄 弟 ) 
を 配 し て いた が バン ド の 実体 は な か っ た と 思わ れ 、 本 作 で も 一 部 の 
主要 メン バー を 除い て 殆ど が ゲス ト 参 加 で ある 。 ヴ ォ ー カ ル も フラ 
ンス 語 、 英語 、 コ バイ ア 語 と 一 貫 性 が 無く 全体 の まとまり は 希薄 だ 。 
が 、C.Vander が Coltrane と 同様 に 敬愛 し て 止ま な い O.Redding に 捧 
げ る ^Otis” 等 、 ど うみ て も 感 極 ま る 名 曲 が 収 録 さ れ て いる の も 事実 。 

(伊藤 ) 








MAGMA 
Les Voix 
CD/AKT AKT 1 92 年 














マグ マ は 790 年 代 に 入っ て な お 勢力 的 な 活動 を 続け て お り 、 マグ マ 
名 義 と し て は 久々 の (10 年 振り か ) 新作 で ある 本 作 は '92 年 に 行わ れ た 
ステ ー ジ か ら の ライ ヴ ・ ア ル バ ム で ある 。 収録 時 間 も 短 い が 、 フ ァ 
ン に と っ て は ^Thesz 一 "後半 部 を 演 っ て いる の が 大 い に 気 に な る と 
ころ だ ろう 。 ま た 未 発表 曲 ^Zess” は 70 年 代 後期 か ら 演奏 され て お 
り 、 原 曲 は 40 分 を 超え る 超大 曲 で ある (2 曲 共 完 全 収 録 で な い の が 
残念 )。 形態 は オフ ァ リ ング に 近く ピア ノ と コー ラス が 中 心 で 、 ド ラ 
ム は ほとん ど 入 ら な い 。 旧来 と は スタ イル が 全く 異な る と は いえ 、 
マグ マ の 音楽 に クリ スチ ャ ン の 「 魂 」 を 感じ 、 そ れ に 共鳴 で きる 人 
な ら ば 何 も 文 名 は ある まい 。 (内 田 ) 
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UNIVERIA ZEKT 
Unnmamahles 


L P/Theleme 6332 501 72 年 
CD/Musea FGBG 4086 





MAGMA の 様 だ が MAGMA で は 無い 。 が 、 メ ン バ ー は 当時 の MAGMA 
その まま 。MAGMA の 内 部 に 生ま れ た MAGMA 以 外 の コン セプト を こ 
の 名 前 を 使っ て 再現 し た 一 枚 。 時 期 的 に は 2 nd と 3 rd の 間 に な る が 、 
作風 は 未だ 旧 タ イプ の ポッ プ ・ ジ ャ ズ に 準ずる も の だ 。 それぞれ の 
曲 が 作 曲 者 に よっ て カラ ー が 違う の で 統一 感 は あま りな い 。MAGMA 
的 な 要素 、 い わ ゆ る ジャ ズ ・ ロ ッ ク 的 な 部 分 、 プ ルー ズ 色 を 引き ず 
る 部 分 等 が 入り 交じっ て いる 。 A 面 に 短め な 曲 を 、B 面 に 長め の 曲 
を 配 し て いる が や は り 後 者 の 方 が や や 出来 が 良い か 。 オリジナ ル LP 
は 見 開き ジャ ケッ ト で 内 側 に は あの MAGMA マ ー ク と Theleme レ ー ベ 
ル の マー ク ( デ ザイ ン ・ コ ン セ プ ト が 非常 に 似通っ て いる ) が 大 きく 
映し 出さ れ て いる 。 (伊藤 ) 





OFFERING 
IT&Il 


L P/Seventh A1/A2 '8G 年 
CD/Seventh A I/A 





MAGMA に お いて 用 いら れ た 「 装 節 」 の 部 分 を 取り 払っ た 、C.Vander 
に よる 新た な 編成 に よる 第 一 弾 。 彼 の ^Spiritual” な 部 分 が より 全面 
に 出 て 「 愛 」 を 強く 語っ た だ け で 本 質 に は 変化 は な い 。 ド ラム は 更 
に 裏方 に 回 り 、 サ ウン ド の 中 心 は ピア ノ と 声 ( ゾ ォ ー カ ル 、 コーラ 
ス ) に な っ て いる 。 狂気 の ご と く 荒 れ 狂 う 爆 発 的 演奏 と は 異質 だ が 
非常 に 美しく 、 且 つ 信 念 の 通っ た 力 強 さ の 源 っ た 曲 が 並 ん で いる 。 
因みに '86 年 の 発表 だ が 、OFFERING の 名 前 を 用 いた 最初 の ステ ー ジ 
は '83 年 10 月 6 一 8 日 、 こ の 時 で 既に 素晴らし い ス テー ジ が 出来 上 が 
っ て いた 。 初期 の ツア ー に は F.Moze も 参加 し て いた が (映像 で 確認 
出来 や ) レコ ー デ ィング に は 不参加 。 (伊藤 ) 








OFFERING 
&MW 
CD/Seventh REX AVA W "90 年 





前 作 か ら 続き 番号 で タイ トル され て いる よう に 、 同 じ 方 向 性 を 持 
っ た 作品 で あり 、 且 つよ り 完 成 度 が 増し て いる 。 圧 倒 的 な 大 作 ^Another 
Day'(45 分 に 及び 本 作 の ほほ ぼ 全 編 を 構成 する ) は '82 年 6 月 の MAGMA 
の ステ ー ジ で 既に 演奏 され て いて 、 段 々 と 完成 度 を 高め 最終 型 が こ 
こ に 収録 され た 次 第 。 力 強く 高揚 する 曲調 は Christian と Stella の 強力 
な 声 の 掛け 合い と 揺さぶり まく り リ ズム ・ セ クシ ョ ン 、 それ に 把 車 
を 掛け る リズ ム 楽 器 と 化し た ピア ノ で 盛り 上 が り ま くる 。 全盛期 
MAGMA も 含め て C.Vander の 代表 曲 と 言い 切っ て し まお う 。 この 大 
曲 に 続く 短め の 2 曲 は 静か な 終 騙 を 表現 する よう で 、 寧 ろ OFFERING 
と し て の 本 質 は こち ら か も し れ な い が 。'80 年 代 以降 の C.Vander の 文 
句 無し の 代表 作 。 (伊藤 ) 


OFFERIN6 
A Fiieh 


CD/SeventhAD 93 年 





780 年 代 よ り 発 足し た クリ スチ ャ ン ・ ヴ ァ ン デ の プロ ジェ クト 、 
OFFERING。 当 然 の こと な が ら 過 去 2 作 の 延長 線上 に ある 音 な の だ が 、 
現代 楽曲 風 の オ ー プ ニン グ ( ク リス チャ ン の キー ボー ド に よる ) や オ 
ペラ さながら の 合唱 曲 が あ っ た り し て 、 こ れ ま で に な く 重 く 葵 厳 な 
要 囲 気 が 漂 う 。 先 に リリ ー ス され た ステ ラ の ソロ ・ ア ル バ ム と クロ 
ス す る 部 分 も 多い よう だ 。 ラ スト は これ まで の オフ ァ リ ング ・ ミ ュ 
ー ジ ッ ク の 集大成 と も いう べき 大 作 で 、 凄 絶 な アン サン ブル と クリ 
スチ ャ ン の ヴォ イス が 攻め ぎ 合 い 、 プ レイ ク が か か っ た 後 は 寂 静 と 
し た 空間 の 中 で 響き モ る 愛 の 賛歌 。 ラ スト を 和 飾る に 相応 し いこ の 曲 
は Purification” ニ 「 浄 化 」 と 呼ば れ 、 こ れこ そ が クリ スチ ャ ン が 求 
め 続 け て きた 「 愛 三 無垢 の 心 」 の 到達 点 で ある と いえ よう 。 (内田 ) 








CHRISTIAN WANDER TRIO 
Jour AreS JOur 
CD/SeventhREXAIV 90 年 





C.Vander の 根底 に 根ざす 「 ジ ャ ズ 」 を 自ら の 手 で も 演奏 し よう と 
いう スタ ンダ ー ド な スタ イル を 忠実 に 守っ た ジャ ズ ・ ト リオ 。 メ ン 
バー は C.Vander、Emmanuel Borghi(p) 、Philippe Dardelle(b) の 3 
人 。 メ ン バ ー は 固定 し て いな か っ た が 、 "80 年 半ば 頃 か ら ト リオ 編成 
で 純然 た る ジャ ズ を 演奏 する ライ ヴ を 不定 期 に 行っ て きた 訳 で (当時 
は M .Graillier が 参加 し た り し て いた )、 決 し て つけ 焼き 刃 で は な いし 
っ か り し た 演奏 だ 。 オ リ ジ ナ ル 曲 に 加え て スタ ンダ ー ド の カヴァ ー 
曲 Chim Chim Cheree′” や John Coltrane の 曲 も 収録 。 同 じ ス タイ 
ル で 2nd「65./」 も 発表 し て いる 。 (伊藤 ) 





に りー VANDER TRIO 
65! 
CD/Seventh AX 93 年 





C.Vander を 中 心 と する ジャ ズ ・ ト リオ の 2 作 目 。 前 作 同 様 完全 な 
ジャ ズ で マグ マ 時 代 の 音楽 性 は 全く み ら れ な い 。 が 、 コ ルト レー ン 
に 惚れ 込み 続け て いる 彼 が この よう な ジャ ズ を 演奏 する こと に 疑問 
は 感じ な い 。 オ リ ジ ナ ル 曲 に 加え て コル トレ ー ン の ナン バー 3 曲 、 
ファ ラオ ・ サ ンダ ー ス の ナン バー を 1 曲 (OFFERING の ナン バー~^Another 
Day′ に サン ダー ス の Lower'Egypt の フレ ー ズ が モチ ー フ と し て 
使わ れ て いる 事実 も ある ) 。 全 体 的 に アセ ンション の 頃 の コル トレ ー 
ン に か な り 似 て いて 良く 練 ら れ パ ワー ある 演奏 だ 。 仲 々 の 名 演 で あ 
の 5 ジン トッ シバ GMIIGI は 8 (伊藤 ) 
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aar asa | CHRISTIAN VANDER 
sd 。 | phrlstian VanderEtLes 3 Jef 


J ヨ 3 JJ 
PEFMEIPSN] LP/Palm 006 73 年 








C.Vander を 中 心 に Jeff Seffer(ts) 、Jef Catoire (b) 、Jef Gilson(p) 
と いう 3 人 の 奏者 と の セッ ショ ン 。 と は いっ て も セッ ショ ン 的 な 演 
奏 は 前 半 の 2 曲 の み 、 半 分 に も 満た な い 。A 面 後半 と B 面 全て は C. 
Vander の ドラ ム ・ ソ ロ が 占め て いる 。 前 半 の ジャ ズ ・ セ ッ シ ョ ン は 
'69 年 6 月 の 録音 、 最 も 初期 の 編成 の MAGMA の 直前 と いう こと に な 
る 。 この 時 点 で 既に J.Seffer と の 交流 が 確認 され る わけ だ 。 演 奏 は 非 
常に スタ ンダ ー ド な スタ イル の ジャ ズ で ある 。 後半 の ドラ ム ・ ソ ロ 
は 73 年 6 月 の 録音 、 当 時 の MAGMA の ステ ー ジ か ら Ptah′ を 感じ 
させ る が 、 も っ と 間 を を 感じ させ る ソロ ・ ド ラミ ング 。 どう せな ら 
ジャ ズ ・ セ ッ シ ョ ン か ドラ ム ・ ソ ロ の どっ ちか に 統一 し た 方 が 内 容 
が 濃く な っ た だ ろう 。 (伊藤 ) 


ge。 | CHRISTIAN VANDER 


UI 


Fiesta In Drums 
LP/Palm 003 73 年 





MAGMA の 全盛 期 で ある "73 年 6 月 に 録音 され た 、MAGMA の 音楽 性 
と は 関係 な いと ころ で の C.Vander の 作品 。 他 の メン バー と 違っ て 70 
年 代 に 入る と セッ ショ ン ・ ワ ー ク は 少な い の で この 様 な 形 の 作品 は 
な か な か 珍し い 。Frank Raholison と いう ドラ マー と の デュ オ で ある 
が 、 デ ュ オ の 形式 を と っ て いる の は A 面 前 半 の み 、 A 面 後半 は C.Vander 
の 、B 面 全部 を 使っ て F.Raholisom の 、 そ れ ぞ れ の ソロ と いう こと で 
混 油 と し た 世界 が 両面 続く 。 構 築 さ れ た 部 分 は 殆ど 無く 全体 の 印象 
と し て は 取り と め が 無 い 。 プ レス 枚数 は 少な か っ た と 思わ れる が 、 
ハー ド ・ コ レク ター 向き の 1 枚 。 (伊藤 ) 





CHRISTIAN VANDER 
Tristan & Yseult(Wurdah ltah) 


LP/Barclay 80.528 74 年 
CD/Seventh REX MX 





C.Vander 名 義 で Y .Lagrange の 映画 の サン トラ と し て 利用 され な が 
ら 実 は Theusz Hamtaahk 第 二 部 、 面 子 は C.Vander、S .Vander、K. 
Blasquiz に J.Top と いう 中 身 は 完全 に MAGMA 名 義 (最小 の 編成 で は あ 
る が ) の 1 枚 。^M.D.K.^ 流 の 強力 な ヴォ ー カ ル & コー ラス に J.Top 
の 地 鳴り ベー ス 、 そ し て 本 作 を 特徴 付け る 反復 を 強調 し た ピア ノ が 
重い リズ ム を 生み 出し て いる 。 こ こ で の ピア ノ は リズ ム 楽 器 の 一 部 
と な り ア ル バ ム 全体 の 推進 カ に な っ て いる 。 上 層 楽 器 を 使用 せ ず に 
装飾 を 省 い て いる 分 ダイ ナミ ズム が 抽出 され て いて 非常 に コア な 1 
枚 。 本 作 リ リー ス に 至る まで の L.Thibault、G.Gomelski と の すっ た 
も ん だ は 確か に ある が それ に も 関わ ら ず MAGMA と し て 非常 に 魅力 的 
な 1 枚 。 因 み に CD も 含め て ジャ ケ は 3 種類 ある 。 (伊藤 ) 


CHRISTIAN VANDER 
To Love 


LP/Seventh A3 '88 年 
CD/Seventh A 皿 





実質 的 な ソロ の 1 枚 目 (「Wurdah Itah」 は ソロ 名 義 で は ある が 中 身 
は 純然 た る MAGMA そ の も の )。 彼 の 音楽 の 本 質 に ある 「 愛 」 を 素直 
に 反映 し た 、 非 常に し っ と り と し た 曲 が 並 ぶ 。 実 際 彼 が プレ イ し て 
いる の は 歌 と ピア ノ が 殆ど で ドラ ム を 叩い て いる の は 僅か に 1 曲 の み 、 
その ドラ ム も ジャ ズ の スタ イル に 則っ た も の で 叩き まく ら ず に 静か 
に 間合い を 表現 し た よう な も の 。Stella も 1 曲 ゲ スト 参加 し て いる 。 
確か に 地味 で は ある し 、 コ バイ ア ・ ス トー リー ズ MAGMA 的 内 容 は 殆 
ど 見 られ な い が 心 に 染み 入る 美しい 曲 が 並 ん で いる 。 こ の まま リズ 
ム ・ セ クシ ョ ン を 付け 、 上 層 楽 器 や コー ラス を 重ね れ ば OFFERING と 
同等 に な か なり そう だ 。 (伊藤 ) 








CHRISTIAN VANDER 

Les Voyage De Christonhe 
Colomb 

CD/AKTAKTm '93 年 





BDD 


'92 年 秋 、「Les Voix」 ツ アー の 間隙 を 縫っ て 録 ら れ た 本 作 は 仏 北部 
ラン ス で 開催 され た コロ ンプ ブス 新大陸 発見 500 周 年 記念 の 野外 イベ ン 
ト に 因む スタ ジオ ・ ワ ー ク 。 彼 は シン セ 及 び テ キス ト (仏語 ) 朗読 を 、 
ステ ラ は 効果 音 を 担当 。 当 日 は 映像 、 ラ イト ・ シ ョ ウ 等 を 育 に 生 演 
奏 さ れ た 模様 。^Palos の 町 ”^ 出 航 "^ ユ ー ト ピア "神秘 の 嵐 " の 4 
部 構成 で 「La Marche Celeste」「Eliphas Levi」 の パッ セー ジ を 含 
む ド ラマ チッ ク で 映像 を 喚起 する 作品 で ある 。 全編 に 流れ る クリ ス 
チャ ン の 「 語 り 」 は 堂 に 入っ た も の で 、 彼 の 「 ヴ ォ イ ス 」 が 好き な 
方 に は 特に 一 聴 を お 勧め し た い 。 (松本 修一 ) 

















STELLA UANDER 
Depreuves amour 
CD/SeventhAWW "91 年 





C・ ヴ ァ ン デ と いう 才能 を 世に 出し た 女性 、 つ まり マグ マ を 背後 か 
ら つ か さ ど っ た 人 物 と の こと だ 。 73 年 マグ マ に 正式 加入 し て 以来 、 
あの コー ラス の 一 人 と し て 不可 欠 な 位置 に いる 。 そ れ に し て は 遅 過 
ぎる ソロ だ が 、 彼 女 の ユ ニ ヴ ェ リ ア ・ ゼ クト ・ ス タ ジ オ で 製作 され 
た この 音楽 は 、 マ グマ を 離れ た 嵐 の 後 の よ うな 静けさ 、 そ し て 安 天 
感 に 包ま れ て と て も 母性 的 だ 。 ピ アノ は C・ ヴ ァ ン デ が 弾く 。 こ れ も 
また 静か に 波 立つ よう な 演奏 だ 。 ヴォー カル 作 と いっ て も 当然 スウ 
ィング し な い 。 近代 クラ シッ ク 寄 り 。 不 安 気 で 優し げ な 緊張 感 の あ 
る 音 だ 。 (松本 ) 
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いり 


ザ オ の 誕生 は ヨシ ンコ ・ ジ ェ フ ・ セ ファ ー と フラ ン ソ ワ ・ フ ァ ト ン ・ カ ー ン が 
マグ マ で 共演 し た こと に 端 を 発する 。 マ グマ の メン バー と し て 活躍 し 、 
アル バム 「Magma」('70 年 。 カ ー ン の み 参 加 )、「2」('71 年 )、 更 に は 、 
ユニ ヴェ リア ・ ゼ クト 名 義 の 作品 'The Unnamables」('72 年 ) に も 参 
加 し た 2 人 は ロッ ク ・ ミ ュー ジッ ク の 持つ 新た な る 可能 性 に 賭け 、'73 年 
ザ オ を 結成 する 。 当 時 、 セ ファ ー は ジー グフ リー ド ・ ケ スラ ー (D) 、 デ ィ デ 
ィ エ ・ ル ヴァ ー ル (b) 、 同 じ く ザ オ の メン バー と な っ た ジャ ン ・ ミ トゥ ルオ ン 
と と も に バー セブ プ ショ ン と し て も 活動 し て お り 、 ザ オ 結成 後 も る パー セ プ シ ョ 
ン が し ば らく の 間 存 続 し た た め 、 セ ファ ー、 ト ゥ ルオ ン は 2 つの グル ー プ 


ロ 人 賀川 雅彦 で 並行 し て に 活動 し て いた 。 





セ フ ァ ー (sax, CI) 、 カ ー ン (p) 、 ト ゥ ルオ ン (ds )、 ジ ョ エル ・ デ ュ ッ ド ・ 
デュ グル ノー(b)、 ジ ャ ン ・ イ ヴ ・ リ ゴー (vIn)、 モ ー リ シア ・ プ ブラ トン (vo) 、 
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の 6 人 か ら 成 る ザ オ は 活動 の 中 心 を ライ ヴ に 置き 、 数 多く の コン サー ト 
を 開い た 。 こ うし た 地道 な 活動 は 徐々 に で は ある が 確実 に 彼ら の 支持 
者 を 増し て いっ た 。 そ し て 、'73 年 の 秋 、 待 望 の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム が 発表 され た 。 セ ファ ー 、 カ ー 
ン が マグ マ で 得 た も の と 彼ら を 中 心 に 各 メ ン バ ー の 持つ 独自 の 音楽 性 を 融合 させ て 作り 出し た 
サウ ンド は 最高 水準 の 完成 度 を 示し て いる 。 ロ ッ ク の 情熱 と ジャ ズ の 高度 な テク ニッ ク が 一 体 化 
し た 演奏 は 緊張 感 に 富ん だ 見 事 な も る の で ある 。 こ の よう に 優れ た 作品 で ある に も か か わら ず 、 
レコ ー ド 会 社 は この アル バム の 販売 促進 に 積極 的 で な か っ た 。 彼 ら 自 身 の 手 で で きる 唯一 の プ 
ロモ ーション は ライ ヴ を 行い 自分 達 の 音楽 を より 多く の 人 々 に 知っ つて も ら う こと で あっ た 。 彼 ら は 
連日 の よう に ライ ヴ ・ ハ ウス 等 に 出演 し た 。 そ れ は 肉体 的 に も 精神 的 に も 非常 に ハー ド な も の で あ 
っ た 。 そ し て 、 遂 に リ ゴ ー の グル ー プ 脱退 と いう 事態 に 至っ て し まっ た 。 彼 は 余裕 を 持っ た 静か な 
生活 を 望ん だ の で ある 。 更 に 、 し ば らく し て プラ トン も グル ー プ を 去っ て いっ た 。 

こう し た 状況 下 、 残 り の 4 人 は 、 メ ン バ ー の 補充 を 行う こと な く 、3 人 の ゲス ト ( 内 1 人 は 元 メ ン バ 
ー の リ ゴ ー) を 迎え て セカ ンド ・ ア ル バ ム の 製作 に 取り 掛 っ た 。"74 年 9 月 の こと で ある 。 完 成 し た 作 
品 は 「Osiris」 と 命名 され 、 エ ルド ン の 作品 で 知ら れる 創造 的 マイ ナー・ レ ー ベ ル 、 デ ィ ス ジャ ンク 
タ ( 後 の ウラ ス ) か ら 発 表 さ れ た 。 専 任 の ヴォ ー カ リス ト こ そい な いも の の 基本 的 に は ファ ー ス ト ・ 
アル バム と 同 傾向 の 好 作品 で ある 。 

この 時 期 あ た りか ら フ ラン ス の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン は 一 気 に 盛り 上 が り を 見 せる 。 
数 多く の 優れ た 作品 が 作ら れ 、 大 手 の レ ー ベ ル も この 種 の 作品 を リリ ー ス する よう に な っ た 。 中 
で も RCA は 「 バ ラン ス 」 と いう シリ ー ズ を 作り 、 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 系 の 作品 を 積極 的 に 発表 し た 。 ザ オ 
の サー ド ・ ア ル バ ム 「Shekina」 も その 一 環 と し て リリ ー ス され た 。 75 年 7 月 に 録音 され た この 了 ア 








ル バ ム に は 、 イ ギリ ス に 渡っ つた デュ グル ノー に 替わっ て ジェ ラー ル ・ プ レ 
ヴォ ス (b) が 参加 し て お り 、 ま た 、 前 作 に ゲス ト 参 加 し た ビエ ー ル ・ ギ ュ イ 
ニョ ン ・TY・ ブ プー ム (per) の 名 前 も 見 られ る 。 そ れ は クラ シッ ク の 引 楽 
四重奏 団 ク ワ ト ー ル ・ マ ル ガ ン と の コラ ボレー ショ ン を 含む 意欲 作 で あ 
り 、 セ ファ ー の 音楽 的 教養 の 広 さ を 改め て 認識 させ る も の と な っ て い 
る 。 バ ンド の み に よ る 演奏 は 極め て テク ニカ ル で ドラ イヴ 感 に 富ん だ ジ 
ャ スズ ・ ロ ッ ク と な っ て お り 、 一 方 、 ク ワ ト ー ル ・ マ ル ガ ン と の 共演 部 分 で は 
クラ シッ ク 的 要素 と ジャ ズ あ る い は ロッ ク 的 要 率 が 無理 な く 融 合 し て 独 
自 の サウ ンド を 作り 出し て いる 。 こ うし た 試み は セ フ ァ ー の ソロ ・ プ ロジ ェ 
クト 、 ネ フェ シュ ミュ ー ジ ッ ク に 引き 継が れ 、 よ り 完 成 度 の 高い も の と な 
つつ だ 5 

翌年 、 彼 ら は 新た に ディ ティ エ ・ ロ ッ ク ウ ッ ド (vVIn) を メン バー に 迎え 、 
ジャ ズ ・ ロ ッ ク の 神髄 と も 言う べき 作品 を 発表 し た 。 実 質 的 に は ザ オ の 
ラス ト ・ ア ル バ ム と な っ た 「Kawana」 で ある 。 ト ゥ ルオ ン 、 プ レヴ ォ ス の ス 
ビー ディ か つ 正 確 な リズム 、 セ ファ ー、 カ ー ン 、 ロ ッ ク ウ ッ ド の 白熱 の イン 
ター プレ イ 、 そ し て 、 絶 妙 の アン サン ブル 、 正 に ジャ ズ ・ ロ ッ ク の 人 金字塔 で 
ある 。 

この 作品 を 最後 に 各 メ ン バ ー は 独自 の 道 を 歩み 始め た 。 プ レー ヤー 
と し て の み の 存 在 に 飽き 足ら な か っ た トゥ ルオ ン 、 ロ ッ ク ウ ッ ド は ザ オ を 
脱退 し 、 自 ら の 音楽 性 を より スト レー ト に 反映 させ た スル ヤ (SURYA) 
を 結成 し た 。 ま た 、 セ ファ ー も ソロ ・ プ ロジ ェクト 、 ネ フェ シュ ・ ミ ュー ジッ ク 
に 専念 する た め グ ルー プ を 去っ た 。 残 され た カー ン 、 プ ブレ ヴォス は 新た 
に トロ ン ボ ー ン 、 サ ックス 、 ド ラム ス 、 バ パー カッ ショ ン の 4 人 を 加え 、 フ ィ フ 
ス ・ ア ル バ ム 「Typhareth」 を 発表 し た が 、 か つて の 精彩 は 見 られ な 
か っ た 。 カ ー ン も それ を 十分 に 認識 し 、 遂 に グル ー プ を 解散 し た 。 こ うし 
て フラ ンス の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン が 生ん だ 最大 の ジャ ズ ・ ロ 
ッ ク ・ グ ルー プ 、 ザ オ の 歴史 は 閉じ られ た 。 

時 は 流れ 1986 年 。 幻 の 名 盤 と な っ た ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム の 再発 を 記 
念 し て 、 セ ファ ー、 カ ー ン 、 ト ゥ ルオ ン 、 デ ュ グ ルノー が ステ ー ジ に 立っ た ( 他 
に デボラ ・ セ ファ ー が ヴァ イオ リン で 参加 )。 一 夜 の み (6 月 6 日 ) の コン サ 
ー ト で あっ た が 、 そ れ は 正 に ザ オ 伝説 の 復活 で あっ た 。 そ の 後 、'94 年 に 
セ フ ァ ー と カー ン を 中 心 に 再度 再編 され 、 ア ル バ ム も リリ ー ス され た 。 


@ ヨ シコ ヨコ ・ セ ファ ー 
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PERCEPTION 
Percentipn 
L P/Futura Records GER.19 '71 年 





PERCEPTION は ヨシ コ ・ セ ファ ー が MAGMA に 加入 し た ちょ うど 
同時 期 に 並行 し て 参加 し て いた アヴァ ン ギ ャ ルド ・ ジ ャ ズ ・ バ ンド 








これ は も し や 自費 出版 で は … ? 
し 、 ナ ン バ リ ング が し て ある し 、 お まけ に 録音 は 悪い し …。 


PERCEPTION & FRIENDS 
Percention & Friends 
L P/A.D.M.IJADMI 01 '73 年 


TCPRA。 


きす len05 





ジャ ケッ ト は に 完全 手作り 状態 だ 
1972 年 





だ 。 セ ファ ー(sax, b-clr) 、 ジ ー ク フリ ー ト ・ ケ スラ ー(pf) 、 デ ィ デ 
ィ エ ・ ル ヴァ ー ユ (b) 、 ジ ャ ン ニ ミ ・ ト ゥ ルオ ン の 4 人 が 対等 の 比重 
で サウ ンド を コン トロ ー ル し て いる 。 い か に も 若 々 し い 、 や る 気 の 
源 っ た 引き 締まっ た イン プロ ヴィ ゼー ショ ン が 繰り 広げ られ る 。 セ 
ファ ー は 元々 こう いう シー ン の ミュ ー ジ シャ ン だ っ た に 違い な い 。 
イギリス の サッ クス 奏者 、 ジ ョ ン ・ サ ー マ ン に よく 似 た 印象 が ある 。 

(坂本 ) 





6 月 と 10 月 の ライ ヴ が 収め られ て いる が 、 曲 に よっ て メン バー の 上 異 
動 が あり 、 タ イト ル 通 り PERCEPTION と 仲間 達 の セッ ショ ン 大 会 と 
いう 趣 だ 。 特 に ケス ラー は バン ド と 別 行動 を と っ て いる よう で 、 も 
し か する と 一 時 的 に バン ド を 離れ て いた の か も 知れ な い 。 テ ディ ・ 
ラズ リー (clr, ss)、 ジ ャ ン ニ シャ ルル ・ カ ポン (vc) ら に 混じっ て 、 
ケン ト ・ カ ー タ ー (vc) 、J・F・ ジ ェ ニ ー ニ テク ラー ク (vc) の 名 が 見 え 
る (坂本 ) 
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PERCEPTION 
Mestari 


LP/Le Chant Du Monde LDX 
74555 74 年 





PERCPTION の 最終 作 は 再び レギ ュ ラ ー 4 人 の 編成 に 戻っ て の 、 し 
か し これ も ライ ヴ 録 音 だ (1973 年 11 月 28 日 )。 トゥル オン の ドラ ミン 
グ が か な り ロ ッ ク っ ぽく な っ て 来 た こ と で 、 よ り エ ネル ギ ッ シ ュ に 
な っ た 印象 を 受け る 。 こ うい う サ ウン ド は 当時 ヨー ロッ パ 各 地 の ジ 
ャ ズ ・ シ ー ン に 満ち 溢れ て いて 、 例 えば イギリス の OVARY LODGE 
辺り を 連想 し て も あな が ち 的 外れ で は な さそ うだ 。 充 実 し て は いる 
が 、 こ の 先 は 袋小路 だ ぞ 、 と いう 予感 が バン ド に 終止 符 を も た らし 
た の だ ろう 。 ロ ッ ク ・ フ ァ ン の 耳 に は あと も う 少 し で て 羽 撃 き そう な 
所 が 歯 療 い 。 (坂本 ) 


ZAO0 

Z=7L 

LP/Vertigo 6499 738 73 年 
CD/Musea FGBG 4081 





マグ マ 、 ユ ニ ヴ ェ リ ア ・ ゼ クト を 経た セ フ ァ ー と カー シン が 」J-M・ 
トゥ ル ォ ン (ds) 、 J・ デ ュ グ ル ノ (b) 、 J-Y・ リ ゴー (vIn)、M・ プ 
ラ ト ン (vo) を 集め 結成 し た ザ オ の 1 st。 ユ ニ ゾ ン を 多用 し た 変則 
的 な リフ は マグ マ と の 共通 性 を うか が わせ る が 、 小 編成 な 分 直線 的 
で いわ ゆる ジャ ズ ・ ロ ッ ク ら し さ が 強 い 。 一 方 、 メ ン バ ー の 出自 の 
割 に は ソロ の 応酬 と 言っ た 部 分 は 少な く 、 全 体 の アン サン ブル を 強 
調 し て いる 。 尚 、 同 年 録音 の 未 発 曲 が 4 thCD に 追加 され た が 、 メ ン 
バー が 異な る せい か 、 ア ドリ プ を 前 に 出し た 物 に な っ て いる の が 上 興 
味 深い 。 (中 西 ) 








ZA0 
Osiris 
L P/Disjuncta 000004 74 年 





前 作 か ら ほ ぼ 一 年 、 デ ィ ス ジャ ンク タ ( 後 の Urus。 エ ルド ン 他 が 
出 て いる ) に レー ベル を 移し て の この 2 nd で は 、 プ ラ ト ン 、 リ ゴー 
(ゲス ト で は 参加 ) が 脱 け 、M・ シ ャ トン ロー、T・ プ ー ム を ゲス ト に 
迎え て いる 。 基 本 的 に は 前 作 と 同 傾向 な の だ が 、 多 少 緩やか に な っ 
た ほか 、 メ ン バ ー が 減っ た 為 カ ー ン 、 セ ファ ー の 両者 が 単独 に リー 
ド を 取る 場面 が 増え 、 ア ドリ プ ・ ソ ロ も 多く な っ て いる 。 又 、 フ ル 
ー ト 、 エ レビ 等 に よる メロ ディ ッ ク な か 部 分 も あり 、 前 作 ほ ど 轟 迫 的 
で 派手 な 斉 で は な い 分 、 バ パラ ンス の 取れ た 落ち 着い た 好 作 品 に な っ 
て いる 。 (中 西 ) 


ZA0 
Shekina 


LP/RCA FLP 1 0097 75S 年 
CD/Musea FGBG 4067 





今度 は RCA か ら 出 た 三 作 目 ベー シス ト を G・ プ レヴ ォ へ 替え マル 
ガン 弦楽 四重奏 団 を ゲス ト に 起用 し て いる 。 弦 の 使用 は 、 セ ファ ー 
の 主導 で 行わ れ た 。 それ は 近代 クラ シッ ク の 要素 を パッ ク に より ス 
ピリ チュ アル な 方 向 性 を 持っ た 音楽 を 造る 為 の 手段 だ っ た と 思わ れ 
る が 、 テ クニ カル な ジャ ズ ・ ロ ッ ク 指 向 を 増し た パンド と は 今一つ 
融合 し 切れ な く 、 セ ファ ー は 後 の ネ フェ シュ ・ ミ ユー ジッ ク 三 部 作 
で この 落し 前 を 付け る 事 に な る 。 と は 言え ザ オ の 事 だ か ら に し て 、 
各 パ ー ト その も の は 充実 し て いて 聴き 所 も 多く 、 他 の 作 に 引け を 取 
ら な い 出 来 で は ある 。 (中 西 ) 





ZAO 
Kawana 


LP/RCAFLP10178 76 年 
CD/Musea FGBG 4039 





D・ ロ ッ ク ウ ッ ド を 迎え た 四 枚 目 で ある 本 作 で は 纏 カ ル テ ッ ト を 使 
っ た 実験 を 試み た 前 作 と は 少々 異な り 、Y・ セ ファ ー の 色 を 中 心 と し 
た 独特 性 は 保 あ つつ も より テク ニカ ル な ジャ ズ ・ ロ ッ ク 作 品 と し て 
の 造り と な っ て いる 。 殊 に イン ター・ プ レイ の や り と り で の ロッ ク 
ウッ ド の 加入 の 効果 は 大 きく 、 2 曲目 辺り で の ソロ の 応酬 な ど は そ 
の 典型 例 が 聴け る 。 と 言っ た 訳 で 、 本 作 は その 充実 し た 演奏 振り か 
ら 最 高 作 と し て 挙げ られ る 事 も 多い の だ が 、 カ ー ン と セ フ ァ ー の 持 
ち 味 の 違い と 言っ た 所 も 途 々 に 明確 に な っ て お り 、 そ れ が 本 作 発表 
後 の 分 裂 を 招い た 。 (中 西 ) 





ZAO 
Akhematon 
CD/Musea FGBG 4125 94 年 





ザ オ 再 結成 。 一 時 再編 コン サー ト を や っ た こと は あっ た が 、 曲 が 
書か れ 録音 され た の だ か ら 、 疑 いよ う も な い 。93 年 に 中 心 人 物 だ っ 
た セ フ ァ ー と カー ン が 決め た 再 結 成 に は 、Jean-My Truong(ds), 
Dominique Bertram(b) ,Patrick Tilleman (vIn) が 呼ば れ た 。 申 し 分 
の な い 5 人 編成 で 限り な く ザ オ ・ ミ ュー ジッ ク が 中 っ た 。 し か も 熱 
練 の 重 味 を 感じ させ る 。 特 に や は り セ ファ ー が 生き 生き と し た リー 
ド を と る 。 リ ズム ・ セ クシ ョ ン も 未だ 十分 に 重 味 と 切れ を 持っ て い 
て 、 各 リー ド を 支え て いる 。 曲 の 動き は 、 さ す が に 20 年 前 の よう に 
は 行か な いと は 言っ て も 、 こ の 再 結成 は 同窓 会 で は な く 芯 の 通っ た 
音楽 ZA0 の キャ リア を 延長 させ る も の だ 。 こ の 年 齢 に し て は 思い の 外 、 
角 っ ぽい 。 94 年 5 一 6 月 に 録音 され た 。 (松本 ) 











SPEED LIMIT 
Speed Limit 


LP/Le Chant Du Monde LDX 
74575 74 年 





PERCEPTION 解 体 を 受け て 、 セ ファ ー は 勿論 ZAO で の 活動 は 続け 
な が ら 、SPEED LIMIT の 結成 に 加わ る 。 こ の 常に 複数 の バン ド で 活 
動 し て いく 行動 原理 は 彼 の バラ ンス 感覚 だ ろう か 。 ジョージ ・ ジ ン 
ダ (d) 率い る SPEED LIMIT は 、 音 楽 的 に セ フ ァ ー と ジャ ン ニ ルイ ・ 
ビュ キ (pf) が イニ シ ァ ティ ヴ を 握っ て いた 。PERCEPTION に 比べ 
る と へ ろ へ ろ し た プレ イ が ふやけ て る し 、ZAO に 比べ る と ロッ ク ・ ビ 
ー ト の 歯切れ が 悪い し で 、 中 途 半端 な 夫 え 切ら な さ が と て も 気 に な 
る 。 多分 その 1 番 の 原因 は ギタ リス ト (Gerard Curbilion) の 力量 不 
7 の 25 (坂本 ) 


SPEED LIMIT 
Speed Limit 
L P/RCA FPL 1 0101 7S5 年 





スピ ー ド ・ リ ミッ ト の セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 ヤ ニッ ク ・ ト ッ プ (b, 
per, vo, etc)、 ヨ シコ ・ セ ファ ー (ss, b-cl, fl vo)、 ジ ャ ン ・ ル イ ・ 
ビュ キ (p,vo)、 シ ロッ ク (per)、 ジ ョ ル ジ ュ ・ ジ ンダ (ds, per) か 
ら 成 る 5 人 の 正式 メン バー に 加え て 、 ミ ッ シ ェ ル ・ リ ポー シュ を 含 
む 4 人 の ヴァ イオ リ ニ ス ト 、 ジ ャ ン ニ シャ ルル ・ カ ポン (cello) が 
ゲス ト 参 加 し て いる 。 A 面 に は 前 作 「Speed Limit(Le Chant Du Monde 
LDX 74575) 74 年 」 を より 軽快 な 感じ に し た ピア ノ と サッ クス 中 心 
の ジャ ズ ・ ロ ッ ク 組 曲 と トッ プ に よっ て 作ら れ た 「Udu Wudin」 を 思 
わす 曲 が 収 め ら れ て いる 。 一 方 、B 面 は セ フ ァ ー 作 曲 の 組曲 で あり 、 
スト リン グ ス ・ ア ン サ ンプ ブル を 用 いた メロ ディ アス な 曲 と コン ボ に 
よる ジャ ズ ・ ロ ッ ク を 聴く こと が で きる 。 (賀川 ) 





研 ORGE JINDA 
The Wheel Of Love 
LP/Motors MT 44051 '78 年 





スピ ー ド ・ リ ミッ ト の リー ダー と し で 知ら れる ジョ ル ジ ュ ジン 
ダ (ds) の 唯一 の ソロ 名 義 作品 。、 ジ ャ ン ・ ル イ ・ ビ ュ キ (key)、 ヨ 
シコ ・ ジ ェ フ ・ セ ファ ー (sax, f|) 、 デ ィ デ ィ エ ・ バ ター ル (b) ら 
が 参加 し て お り 、 実 質 的 に は スピ ー ド ・ リ ミッ ト の 3rd と も 言え る も 
の で ある 。 グ ルー プ と し て の 2 枚 の 作品 より も ロッ ク 色 が 濃く 、 よ 
り 高い 完成 度 を 誇っ て いる 。 ジ ンダ の クリ スチ ャ ン ・ ヴ ァ ン デ を 初 第 
させ る ドラ ム ス 、 ビ ュ キ の メロ ディ アス で 歌 心 あ る エレ クト リッ ク 
ピア ノ 、 セ ファ ー の 変幻 自在 な サッ クス と 他 の 作品 で は あま り 有 聴く こ 
と の で き な い リリ カル な フル ー ト 等 が 中 心 と な っ て 迫力 に 富ん だ 演 
奏 を 展開 し て いる 。 作品 自体 の 知名 度 は 低い も の の 実力 派 ミ ュー ジ 
シャ ン に よっ て 作ら れ た ジャ ズ ・ ロ ッ ク の 名 作 で ある 。 (賀川 ) 


YOCHK 0 SEFFER 
Magar-L0 


L P/Le Chant Du Monde LDX 
74604 76 年 





75 年 11 月 21 日 、 ラ ンス に お ける ライ ヴ で ある 。 タ イト ル は ハン ガ 
リー 産 の た くま し い 馬 の こと で ある 。 ヨ シコ ・ セ ファ ー は 、 テ ナー・ 
グン シク スク ウリ 5 トビ の の を |PzG 自 
作 の 楽器 ~ カ ムカ , を 自在 に 使っ て いる 。 ソ ロ ・ ア ル バ ム で あり 、 
彼 の 他 の アル バム より も フリ ー・ ジ ャ ズ に 近く 、 ジ ャ ズ ・ ア ン サ ン 
ブル と し て の パー セ プ シ ョ ン 、 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ ユ ニッ ト と し て の 
ザ オ 、 異 教 的 な スピ リ チ ュ アリ ティ を 感じ させ る 一 連 の ネフ ェ ッ シ 
ュ ・ ミ ュー ジッ ク な ど と は 異な り 、 こ こ で は 、 彼 の コン ポー ザー と 
いう 面 よ り も むし ろ 一 人 の サッ クス ・ プ レイ ヤー と し て の 面 が 強調 
され て いる 。 イ ンプ ロ ヴ ィ ゼ ーション が 主体 で ある が 、 エ スニ ッ ク 
な も の か ら 得 た よう な プレ イ も 多く 、 興 味 深い 。 (宇田 川 








YOCHK'0 SEFFER NEFFESH 
MUSIC 

Delire 

LP/Moshe Naim MN 12008 76 年 





ネフ ェ シ ュ ・ ミ ュー ジッ ク 三 部 作 の 頭 。 プ レイ ヤー か ら コ ン ポ ー 
ザー に 変身 し た 彼 の 才能 が 結晶 し 始め た 作品 。 ド ラム の J・M・Truong 
の サポ ー ト の 力強い 曲 と マル ガン 弦楽 四重奏 団 と の アン サン ブル に 
大 別 出来 る が 共に オリ ジ ナ リティ あふ れる 良作 ぞろい 。 よ り 完 成 さ 
れ て ゆく 三 部 作 の 中 で は まだ 登り 坂 の 途中 か も し れ な い が 次 作 どの 
関係 は 密接 で ラス ト の 曲名 は 次 作 の タイ トル と 同名 。 ジ ャ ズ を べ エ 
ス に 現代 音楽 的 な 作曲 方 法 、 東 欧 民 族 音楽 の 要素 、 そ れ だ け で は 説 
明 不 可能 な シリ アス さ 。 表 面 的 に は ベー シス トト 不在 な の が ちと 光 し い 。 

(伊藤 ) 





YOCHK'0 SEFFER NEFFESH 
MUSIC 

Ima 

LP/Moshe Naim MN12010 77 年 





タイ トル 曲 で ある A 面 の 大 作 は 前 作 を 継承 し 、 ネ フェ シュ ・ ミ ュ 
ー ジ ッ ク の 典型 。 様 々 な 管楽器 に 声 を 重ね て ぶ 厚 い 不 思 義 な 夫 囲 気 
の 中 、 彼 の プレ イヤ ー と し て の 持ち 味 が 出 て いる 。 そ し て B 面 は 一 
転 し M・Katche と D・Bertram の スピ ー デ ィ な リズ ム に 乗っ た ザ オ 型 の 
ジャ ズ ・ ロ ッ ク 。 す ん げ え カッ コ 良 い 。 彼 の エレ ビ も 注目 に 値する 
が 四 人 の 弦 が 緊張 感 を 増幅 する 。 特 に B② な ど あ お る 様 に 盛り 上 げ 
て ゆく リズ ム の 上 の sax と M・Platon の ヴォ ー カ ル で 血圧 が 五 割 増 に な 
る 。 知 名 度 は 大 分 落ち る が “ ザ オ より 好き ” と いう 人 は 多い 。 因 み 
に 曲 番号 は 前 作 よ り 通 し 。 (伊藤 ) 





7 どき 








遇 W 『OUCHK'O SEFFER NEFFESH 
は は 識 I6 に 9 
開 昌 MUSIC 
(ilgoul 
L P/Garou Garou SR 116 "78 年 





「Delire (MOshe-Naim MN 12008) 76 年 」「Ima (Moshe-Naim 12010) 
77 年 」 に 続く ネフ ェ シ ュ ・ ミ ュー ジッ ク 最 終 作 品 で ある 。 前 2 作 に 
も 参加 し て いた クワ トー ル ・ マ ル ガ ン に 加え て 、 ド ミニ ク ・ ベ ルト 
ラム (b, IMA に も 参加 )、 フ ラン ソ ワ ・ レ ゾー (ds) が セ フ ァ ー を バ 
ッ ク ア ッ プ し て いる 。 こ の アル バム に 収め られ た 音楽 は クラ シッ ク 
か ら ロ ッ ク に 至る 各種 音楽 の 融合 物 と も 言う べき 形態 を と っ て いる 
が 、 そ の 本 質 は 紛れ も な く セ ファ ー の 魂 の 音楽 で ある 。 彼 の サッ ク 
ス 、 ピ アノ と クワ トー ル ・ マ ル ガ ン の 弦楽 器 を 中 心 に ヴォ イス と リ 
ズム ・ セ クシ ョ ン が 絡み 合い 曲 は 進行 する 。 セ ファ ー が プレ イヤ ー 
と し て の みな ら ず 作曲 家 と し て 実力 を 十 二 分 に 発揮 し た 力作 で ある 。 
その 後 、 彼 は 大 作 「Chromophonie」 に 取り 組ん だ 。 (賀川 ) 


sss | FTHNIC DUO 
Ethnic Duo 
L P/Blue Marge BM 1004 81 年 





MAGMA、ZAO と 行動 を 共に し た ヨシ コ ・ セ ファ ー、 フ ラン ソ ワ 
カー ン の ふた り が 三 た び 手 を 組ん だ の は デュ オ ・ グ ルー プ 、 ETHNIC 
DUO に お いて だ っ た 。 既 に 独り 立ち し て いた 両者 だ が 、 ま だ ふた り 
で で きる こと は 残っ て いる こと に 気が付い た と いう 風 に 再会 し 、 こ 
の アル バム を 残し た 。 ピ アノ と サッ クス と いう 至っ て シン プル な 編 
成 だ が 、 両 者 が それ ぞ れ の 原点 に た ち 返 っ て 発見 し た 音楽 は と て も 
感動 的 だ 。 こ こ か ら 先 、 ふ た り 揃 っ て ジャ ズ ・ ロ ッ ク を 離れ て 行っ 
た と いう 意味 か ら も 、 両 者 に と っ て 共に 活動 の 節目 と な っ た 重要 な 
作品 だ 。 (坂本 ) 








| GHRGNGNIGN 4 6gM 名 放 


YOCHK'0 SEFFER 
Le Diahle Ang6liue 
R | LP/G・C GC2101 81 年 








10 部 作 と し て 始め られ た Chromophonie シ リー ズ 第 1 弾 。、 セ ファ ー 
が ぞっこん に 惚れ 込ん だ ハン ガリ ー の ヴァ イオ リ ニ ス ト 、Lajos Horvath 
と 繰り 広げ る 音楽 に は 、 セ ファ ー の 音楽 が 最も 純粋 な 形 で 表 出し て 
いる 。 これ は 最早 ジャ ズ で も ロッ ク で も な い 、 セ ファ ー そ の も の の 
音楽 だ 。 ど う や ら 当 初 は ここ に リズ ム ・ セ クシ ョ ン を 加え て レコ ー 
ディ ング され た らし い が 、 結 局 ふ た り に よる 演奏 が 収録 され た (1 
曲 だ け 控 え 目 な ギタ ー が 加わ っ て いる ) 。 こ の 音楽 を 前 に あら ゆる 形 
容 詞 は 不毛 だ 。 セ ファ ー の 精神 の 在処 が 否応 な く 聴 き 手 の 精 神 を 岩 
わす 。 (坂本 ) 


YOCHK'0 SEFFER 
Le Livre De Bahir 
LP/G・C GC2102 「'82 年 





6 曲 中 2 曲 に マル ガン 弦楽 四重奏 団 を 加え 、 後 は すべ て セ フ ァ ー 
の ソロ 演奏 だ (勿論 多重 録音 )。 前 作 に 比べ る と サッ クス の 比重 が 増 
し 、 そ の 分 躍動 感 が ある 。 本 来 は こち ら が シリ ー ズ 1 作 目 と な る 予 
定 だ っ た と も 言わ れ て いる 。0・ メ シア ン の 影響 を 公言 する な ど 、 彼 
が どちら を 向い て 音楽 活動 を 行っ て いる か は 明らか だ が 、 こ の シリ 
ー ズ で は 更に 、 悪 魔 だ の 地獄 だ の が テー マ に な っ て いて (ヒエ ロニ 
ム ス ・ ボ ッシュ や プリ ュー ゲル の 絵画 が モチ ー フ と な っ て いる )、 そ 
も そ も 美 術 家 で も あっ た 彼 の 創作 姿勢 が 浮き 彫り に な っ て いる 。 

(坂本 ) 








YOCHK'0 SEFFER 
Alama 
L P/Moshe-Naim MN12069 86 年 





ジャ ケッ ト の 裏 を 見 る と この アル バム の 内 容 は 一 目 瞭 然 な の だ が 、 
つま り セ ファ ー が ひと り で あり と あら ゆる サッ クス を 多重 録音 し た 
作品 だ 。 勿 論 彼 が 機会 の ある 度 に 披露 し て きた 数 々 の 自作 楽器 も 含 
まれ て いる 。 曲 に よっ て は ピア ノ も 演奏 し て お り 、 想 像 以上 に 演奏 
は カラ フル だ 。 視 覚 に する と 何と な く 笑 っ て し まう が 、 音 楽 自体 は 
これ まで の セ フ ァ ー の 音楽 を の も の 。 ひ と り で 何 重奏 も 繰り 広げ た 
演奏 は まる で マル ガン 弦楽 四重奏 の 生き 写し (当たり 前 か )。 ここ ま 

で 来る と 彼 の 音楽 は 彼 ひ と り で 完全 に 充足 し て いる こと が 判る 。 
(坂本 ) 





SIGFRIED KESSLER, YOCHK 0 
SEFFER 

Dialngue Water-Fire 

L P/Moshe-Naim MNO12071 '8G 年 


WtR-HRE 





ぶ ふたり の コラ ボレー ショ ン は 少な く と も アル バム ・ レ コー ディ ン 
グ に 於 いて は PERCEPTION 以 来 の こと に な る 。PERCEPTION で は 妙 
に ころ ころ と し た タッ チ の クラ ヴィ ネッ ト ・ プ レイ が 特徴 的 だ っ た 
ケス ラー だ が 、 こ こ で は ピア ノ に 専念 し 、 非 常に 躍動 感 の ある プレ 
イ を 繰り 広げ る 。 セ ファ ー も サッ クス ・ プ レイ に 徹し 、 ふ た り の 相 
性 は 抜群 に いい 。ETHNIC DUO の 延長 線上 に ある 音楽 だ が 、 ケ スラ 
一 自身 も セ フ ァ ー と た め を 張る くら い に 実 験 精神 が 時 盛 で 、 ふ た り 
の 感性 が 巧 く マッ チン グ し て いる 。 個人 的 に は ケス ラー の 評価 を 改 
め さ せ られ た 1 枚 だ 。 (坂本 ) 





7 どっ 








YDCHK'0 SEFFER/SIEGFRIED 
KESSLER/FRANCOIS MMECHALI/ 
PETER GRITZ 

Monk Forever 

CD/Moshe-Naim 100282 





タイ トル の 通り 全曲 が 、 セ ロニ アス ・ モ ンク の 作品 。 その 方 面 は 
貴 い の で 、 ど の 程度 忠実 な の か は っ きり と は 判ら な い の が 残念 だ が 、 
冒頭 の ハー モナ イザ ー を か けた サッ クス だ け で セ フ ァ ー と 判る か ら 
に は 、 か な り 自 分 の 物 に し て いる の だ ろう 。 他 の メン バー と も 馴 染 
み が あ る だ け に 良く こなれ た 演奏 で 、 仲 間 内 の ルー ツ を た どる 同窓 
会 的 意味 も 持っ て いた の か も 知れ な い が 、 つ や や か な 中 に も 気迫 あ 
ふれ る セ フ ァ ー の 音 は 同時 期 の リー ダー 作 と 並べ て も 和 有色 の 無い 仕 
上 り で 、 単 な る 企画 物 と は 大 分 違っ た 印象 が ある 。 尚 、 セ ファ ー は 
同時 期 に モン ク へ の トリ ビュ ー ト ・ ビ ッ グ ・ バ ンド で の 活動 も ある 
の で 、 明 ら か に 関係 し た 作品 だ と 思わ れる が 、 具 体 的 な 事 は 判ら な 
い の が 、 こ れ も 残 念 。 (中 西 ) 





YOCHK'0 SEFFER 
Prototype 
CD/Kid Records 590 462 '89 年 














ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ ビ ー ト を 排 し た 現在 の セ フ ァ ー の 音楽 は ジャ ズ 
と の 相性 が いい 。 ジ ャ ズ ・ シ ー ン に 回 帰し た セ フ ァ ー は 、 こ こ で バ 
ー ル < フィリップ ス (5) 、 パ リー・ ア ルト シュ ル |(D) | と いう アメ リ 
カ 出 身 の 、'60 年 代 フ リー・ ジ ャ ズ ・ シ ー ン に 大 き な か な 功績 を 残し た ミ 
ュー ジ シ ャ ン 達 と 実に 息 の 合 っ た プレ イ を 繰り 広げ る 。 勝 手 知 っ た 
る この 土 伝 に 乗っ て し まえ ば 、 や る こと は 知り 尽く し て いる 。 イ ン 
プロ ヴァ イザ ー に 徹し た セ フ ァ ー は 今 も 昔 も 変わ ら な い 。 そ ん な 中 、 
愛娘 、 デ ボラ ・ セ ファ ー (vIn) が お そろ し く 鋭 い 切 り 口 で 斬り 込ん 
で 来る 様 は 圧巻 。 (坂本 ) 








MESTAHI 
MMestari 
CD/Gimini Music CD 590131 '93 年 





セ フ ァ ー に と っ て 、 明 確 な アン サン ブル の 一 員 と し て の 作品 は ザ 
オ 以 来 に な る 。 関係 は 無い だ ろう が 、 一 曲 は ザ オ の 曲 の リメイク 、 
他 に も 張り の ある ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ ビ ー ト の 上 で 、 独 特 の リズ ム / 
音 使い を 見 せる 曲 も あり 、 単 純 に 嬉し い 。 が 、 か つて の セ フ ァ ー 作 
品 に 見 られ た 、 集 中 力 の 塊 と 言っ た 雰囲気 が 薄れ て し まっ て いる の 
が 気 に か か る 。 か つて の 同僚 達 同様 に 落ち 着い た 、 と 言う 事 な の だ 
ろう 。 仕 方 が 無い 事 で は ある が 、 別 格 だ っ た 存在 が 普通 の レヴ ェ ル 
に 降り て くる の を 見 る の は 光 し い 物 だ 。 依 然 、 そ の 中 で は 高い レヴ 
ェ ル に は ある の だ が 、 共 演者 の 楽曲 が 割 と 平凡 な の も 痛い 。 逆 に 特 
別 な 思い 入れ が 無い 方 が 高く 評価 出来 る と 言う 事 か も 知れ な い 。 ま 
だ まだ 娘 に は 負け て は いな い が 。 (中 西 ) 








ゃ FRANDOIS “FATON' CAHEN 
HEJMS Pian0 Concerts 


1 | LP/Le Chant Du Monde LDX 74588 
| 75 年 


遇 誠 Elle 誠 9)I3UMG 


ザ オ を 離れ た フラ ン ソ ワ ・ カ ー ン が 最初 に 出し た アル バム が 、 こ 
0 あ e2Ko 2 エレ クト ドリ WP を 合 る あたり (Io 思 
サー ト の ライ ヴ 盤 だ っ た 。 パ ンド か ら ソ ロ へ 、 そ の 一 歩 、 と いう こ 
と を 思え ば 、 な ん と な く 意 味 が 通っ た よう に も 思え る が 、 本 当 の と 
ころ は 分 か ら な い 。 ま だ ザ オ で の プレ イ が 手 に 残っ て いる の か 、 ピ 
アノ ・ リ サイ タル に は な ら ず 、 乱 暴 に リズ ム を と る よう な 激 し さ も 
ある 。 メ ロディ アス な 部 分 は ジャ ズ と いう より も クラ シカ ル 。 エレ 
クト リッ ク ・ ピ アノ で の 演奏 の ほう が 多い が 、 こ ちら は も う 一 つ 気 
迫 ・ 集 中 力 が 伝わり づら い 。 ど ちら に せよ 、 こ の 後 バ ンド を 当分 組 
むこ と な く ソ ロ 製 作 を 中 心 に 進め て いっ た カー ン の 初期 、 と いう こ 
と で 比較 的 角 の ある 演奏 が 聴け る 。 (松本 ) 








FRANCOIS CAHEN, DIDIER 
LOCKW00D 

Thank You Friends 
LP/WEA 50489 78 年 








世に も つま ら ぬ ジャ ケッ ト ・ デ ザイ ン で 大 損 を し て いる な か な か 
の 秀作 。ZAO を 解散 し た カー ン (kb) が 元 メ ン バ ー の ディ ディ エ ・ 
ロッ クウ ッ ド (vIn) と ぶた り だ け で 制作 し た この アル バム は 、 ぶ た 
り の プレ イ の 華麗 さ が い い 形 で 調和 し 、 少 な く と も カー ン に と っ て 
は 最高 の 出来 と な っ て いる 。 炒 な 邪 念 を 捨て て ふた り が や り た いよ 
うに 力 を 注ぎ 合っ た の が 成功 し た の だ ろう 。 こう 言っ て は 何だ が 、 
ロッ クウ ッ ド と いう ミュ ー ジ シャ ン は フラ ンス 時 代 で 燃焼 し 尽く し 
て いる 気 が す る 。'80 年 代 に 渡米 し て か ら の 彼 は 、 知 名 度 に 反比例 し 
て 精彩 が な い 。 (坂本 ) 








Nasissmmiiissml FRANCOIS CAHEN 


| resrterikedsw Wheas kbe gageia。 ch eleti 


Great Winds 
LP/Trema 310 069 79 年 





Z A0 で の 活動 と 並行 し て ソロ 活動 も 行っ て いた カー ン だ が 、ZAO 
解散 後 は ソロ 活動 に 力 を 注い で いた 。 どう いう 経緯 が あっ た か は 知 
ら な い が 、1979 年 3 月 、 本 作 は ニュ ー ヨ ー ク で 録音 され た 。 正直 言 
っ て 彼 の 音楽 は どう も うわ っ つら だ け で 節操 が な く 、 好 き に な れ な 
い の だ が 、 こ の 録音 は 参加 メン バー に 救 わ れ て いる 。 何と 言っ て も 
ミロ スラ フ ・ ヴ ィ ト ウス (b) の 全面 協力 が 全体 の レヴ ェ ル を 強力 に 
引き 上 げ て お り 、 更 に 2 曲 だ け だ が 何と ジャ ッ ク ・ デ ィ ジ ョ ネッ ト 
(d) が 参加 。 こ れ じ ゃ あ 、 彼 ら の 邪魔 さえ し な けれ ば いい も の が で 
きる に 決ま っ て る / (坂本 ) 





7 ど ち 


























ABUS DANGEREUX 
Le 0uatrieme MOuvememt 
L P/AJ Records 1001 '8O 年 





誰 も 明言 し な いか ら 敢 えて 断言 する が 、 こ れ は フレ ンチ ・ ジ ャ ズ ・ 
ロッ ク の 最高 傑作 の 1 枚 だ 。 ギ タリ スト 、 ピ エー ル ・ ジ ャ ン ・ ゴ ー 
シェ に よっ て 結成 され た ABUS DANGEREUX は この 1 st アル バム で 
いき な り 極 点 に 昇り 詰め て し まっ た 。 ギタ ー の 演奏 スタ イル 、 女 声 
スキ ャ ッ ト の 効果 的 な 起用 、 控 え 目 な が らし っ か り と バラ ンス を 支 
える キー ボー ド 、 そ し て 圧倒 的 な が リズム ・ セ クシ ョ ン の 歯切れ 良さ 、 
それ に ゴー シェ の ツボ を 掴み 切っ た 作曲 が 鮮やか に 決ま っ て 、 も う 
溜息 を つく し か な い 見 事 な 音 楽 を 生み 出し て いる 。 カ ンタ ベリ ー・ 
ファ ン 、MAGMA フ ァ ン は 決し て 聴き 逃し て は な ら な い 。 総勢 10 名 。 
無名 ミュ ー ジ シャ ン が 並ぶ ご 中 、 イ ギリ ス の チェ リス ト 、 ナ イジ ェ ル ・ 
ウォ ー レ ン ・ グ リー ン の 名 前 が 目 を 惹く 。 (坂本 ) 


ABUS DANGEREUX 
Hanny French Bamd 
LP/Metro JB105 '83 年 


HIN 
INYH 





3 作 目 。 デ ビュ ー 作 の 硬派 な 音 造 りか ら は うっ て 変っ て スト レー 
ト な '80 年 代 型 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク へ 転じ た 前 作 に 続き 、 軽快 な 曲 が 並ぶ 。 
メン バー 自体 も 大 きく 変わ っ て いる の で この 変化 も 無理 は 無い が 、 
これ は これ で 良く 出来 て いる 。 ビ プラ フォ ン や マリ ン バ 等 と 言っ た 
打楽器 群 に 、 腰 の 入っ た ベー ス を 軸 に 、 刻 々 と 自然 に 移り 変わ る 曲 
調 は 、 ソ フト に な っ た と は 言え どこ か カン タ ベ リ ー 的 で も ある 。 特 
に B 面 を 占め る 組曲 に その 色 が うか が え 、 い わ ゆ る ハッ タリ 気 は 無 
い に し ろ 、 工 夫 を こら し た 楽曲 が な め ら か に 進行 する 様 は 、 聴 いて 
いて 楽し い 。 ま ず は 1 st を 聴い て 欲し い が ( つ いで に 再発 も し て 欲し 
い が ) 、 こ の 情け 無い ジャ ケ と タイ トル だ け で パス する の は 勿体 無い 。 

(中 西 ) 





ABUS DANGEREUX 
Live 
LP/JB106 '85 年 





と ん で も な い デ ビュ ー を 飾っ た ABUS DANGEREUX だ が 、 国 内 で 
の 反響 は きっ と 微妙 だ っ た ろう 。 それ は そう だ 。 あ の 音楽 を 一 般 の 
ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン が 聴い て どれ ほど つい て 来れ た も の か 。 ア 
ル バ ム を 追う ご と に 知名 度 の ある 若手 プレ イヤ ー を 迎え 入れ 、 こ の 
4 作 目 で は 2 nd か ら 参加 の ボビー・ ラ ン ゲ ル (sax,1f|) 、3 rd か ら 参 加 
の フラ ン ソ ワ ・ ヴ ェ ル リ (ds) ら が 名 を 連ね て いる 。 2 nd 以降 フュ ー 
ジョ ン に 急 接近 し 、 や や 緊張 感 の 薄い 演奏 に 満足 し て し まっ た 様子 
も あっ た が 、 こ こ で は ライ ヴ と いう こと も あり 、 特 に ヴェ ルリ の 超 
絶 プ レイ が 高 得点 だ 。 ヴァイブ を フィ ー チ ャ ー し た 淡々 と し た 演奏 
が 個性 と な っ て いる 。 以後 バン ド は ABUS と 名 乗り 、 ラ ン デ ィ ・ プ レ 
ッ カ ー と 共演 し た り し て いる 。 ベ スト CD あり 。 (坂本 ) 


ALAIN CUNDA 
Cest Plus Ce Oue 6'etait 
LP/Phaeton 7802 79 年 








Alain Conda の 恐らく 唯一 の 作品 。POTEMKINE の Goubin 3 兄弟 が 
揃っ て 参加 し て お り 、 バ ッ ク の 演奏 は POTEMKINE に 似 た クー ル で ジ 
ャ ー ジ ー な サウ ンド で ある 。 Alain Conda の ヴォ ー カ ル は 、 フ ラン ス 
な ら で は の 説得 力 !?7 が あり 、 一 見 ミス ・ マ ッ チ の 様 に も 思え る が 、 
これ が 実に 絶妙 な マッ チン グ を 見 せ 、 独 特 の 音 世界 を 作り 出し て い 
の ング 4 バア ョ ン 細 ラック oN ンジ 22 
ッ ク ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン の 何れ も が 抵抗 無く 聴け る 数 少な い 良質 な 作 
品 と 思わ れる 。 尚 、 彼 は 知る 限り で 他 に 「Les Barques De Papier」 
と 言う アル バム を 1986 年 に 発表 し て いる 。 (中 島 洋一 ) 








ALAIN MION 
Phem0-MMen 
L P/Coravage 66106 '84 年 





コル テッ クス の メン バー と し て 3 枚 の アル バム を リリ ー ス し た ア 
ラン ・ ミ オン が 、 グ ルー プ 解 散 後に 発表 し た 唯一 の ソロ ・ ア ル バ ム 。 
全 8 曲 、 い ずれ も ミオ ン の キー ボー ド ( ほ と ん ど が エレ クト リッ ク ・ 
ビ ピアノ) を 前 面 に 押し 出し た 軽快 な ジャ ズ ・ ロ ッ ク で ある 。 コル テ 
ックス 時 代 か ら フラ ンス 臭 さ を 感 じ さ せな い 、 ア メリ カ の フュ ー ジ 
ョ ン 風 の 音 作り を し て いた が 、 本 アル バム で は 音 が 増 々 洗練 され 、 
クー ル で テク ニカ ル な も の に な っ て いる 。 パ バック グ ラウ ンド ・ ミ ュ 
ー ジ ッ ク と し て も 十分 聴け る セン ス の 良い サウ ンド で ある が 、 超 一 
流 の ジャ ズ ・ ロ ッ ク の み に 見 られ る 独特 の 緊張 感 や 強い 個性 は 当然 
な が ら 感 じ ら れ な い 。 フ レン チ ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク と は 別 の 視点 で 評 
価 す べき 音楽 で ある 。 (賀川) 





ALDO ROMANO 
II Piaeere 


LP/Owl 015 79 年 
CD/Owl 015 CD 3800152 





イタ リア 出身 。 フ レン チ ・ ロ ッ ク 最 初期 の グル ー プ 、 ト ー タ ル ・ 
イシ ュー の 一 員 だ っ た 。 その後 は ジャ ズ ・ シ ー ン に 戻り 、 か な り 有 
名 。 ソ ロ 作 も 復 数 あり 、 結 構 面白 い 名 前 も いた りす る の だ が 、 必 ず 
し も 芳 ば し い 出 来 で は な い 。 が 、 こ の 作品 の み は 別 で 、 明 ら か に バ 
ル テ ル ミ と 判る トッ プ ・ ナ ン バ ー の 重々 し くも 切迫 し た 出だし か ら 
引き 込ま れる 。 そう 言っ た 硬質 の ナン バー の 他 、 南 欧 の 柔らか な 光 
を 思わ せる アコ ・ ギ と アコ ー デ ィ オ ン (M・ ポ ル タ ル ) の デュ オ な と 変 
化 の ある 作風 。 硬 軟 両方 へ の 振幅 も 効果 的 だ が 、 そ れ 以 上 に 全体 を 
覆う 監 り が 作品 を 引き 締め て お り 、 そ の 感覚 故に 一 瞬 の 関 光 の よう 
な 激 し さ も 引き 立つ 。 彼 の 出自 と 共演 陣 の 持ち 味 が この 上 な く 上 手 
く プ レン ド さ れ た 仕上 り 。 (中 西 ) 





7 ど ア 








ALPHA 加 CENTAURE 
Cantact 
L P/Spirales SRP 3318 79 年 








ショ レン チロ ロックン シーン に お 償 る 伝説 の クル デジ ヨミ シテ ル 
ン の ドラ マー、 ジ ル ・ ロ ベー ル に よっ て 775 年 に 結成 され た アル ファ ・ 
ド ュ ・ サ ント ー ル 。 その 後 、 壮 多 の メン バー・ チ ェ ン ジ を 経て 、 本 
ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム を 発表 し た 時 に は ロベール も グル ー プ を 去っ 
て いた 。 本 作品 を 録音 し た g, ac-b, ds と いう 編成 は ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ 
グル ー プ と し て 一 風 変 わ っ た も の と 言え る 。 3 人 の プレ イ を 個別 に 
見 る と 、 J.P. リ シャ ー ル の ギタ ー は ロッ ク ・ サ ウン ド に 位置 する 
も の で 、 か すか な が ら も ロバ パー ト ・ フ リッ プ の 影響 を 感じ させ る 。 
一 方 、0. コ クラ ン の ウッ ド ・ ベ ー ス は ジャ ズ 色 の 濃い も の と な っ て 
いる 。 これ ら に J . デ ィ キ ン ソ ン の 典型 的 ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ タ イプ の 
ドラ ム が 加わ り 、 完 成 度 の 高い 作品 に 仕上 っ て いる 。 (賀川) 





ALTAIS 
Altais 
12?Single/1021 'BG 征 





マグ マ 影 響 下 の バ ンド と 言う の は 結構 多い が 、 そ の 中 で も これ は 
ソック リ 大 賞 的 な 存在 だ ろう 。 レーベル 名 が 無く 、 ジ ャ ケ 裏 の コン 
タク ト 先 も メン バー 個人 の 物 と 言っ た 状況 か ら 全 く の 自主 製 作 だ と 
思わ れる が 、 そ の 分 サウ ンド ・ プ ロダ クシ ョ ン が 甘い 。 ま た コピ ー 
的 な 楽曲 、 演 奏 共に 本 家 と 比較 され た 場合 、 ど うし よう も 無い 程 の 
格差 が ある の は 同時 代 の シン フォ 系 と 共通 する 所 。「Enneade」 収録 
の A 面 は 中 期 マ グマ の 、B 面 は ヴィ ドル ジュ 期 の ゴー ティ エ 辺 り の 
影響 下 に 有る 音 。 一 作 で 解散 後 、 ベ ー ス は 同 傾向 の 新 パ ンド 結成 を 
目指 し た が 、 消 息 不 明 。 (中 西 ) 





ARCANE V 
Morron ingue 
LP/Exit ARC 001 '79 年 





アル カン ・ サ ンク の 唯一 の 作品 。 ド ラム ス 、 管 楽器 (サッ クス 、 
クラ リネ ッ ト 、 フ ルー ト )、 ギ ター、 ウ ッ ド ・ ベ ー ス の 4 人 に よる 演 
奏 は 、 ジ ャ ズ 色 が 強い と いっ た 程度 の も の で は な く 、 完 全 な ジャ ズ 
と 言っ て も 全く 問題 が な が い 。 モ ダン ・ ジ ャ ズ の 手法 に よる アド リブ 
主体 の テク ニカ ル な プレ イ は 聴き 応え が ある 。 し か し 、 よ く 聴 く と 、 
リズ ム や フレ ー ズ の 一 部 に ロッ ク を 感じ る ゃ こと が ある 。 彼 ら が ロッ 
ク に も 興味 を 持っ て いた か どう か は 分 ら な い が 、 ロ ッ ク 、 シ ー ン と 
ジャ ズ ・ シ ー ン が スム ー ズ に 交流 し て いる フラ ンス な ら で は の 音 と 
も 言え る 。 勿論 ジャ ズ と し て も か な り の 力作 で ある 。 彼ら は 個性 派 
の シン ガー と し て 知ら れる Antoine Tom6 と いっ し ょ に 活動 し て いた 
こと も ある 。 (賀川 ) 






ANAID 
Bellad0nna 


mm LP/Anaid03JM '89 年 
世 CD/JMEC 1991 


特異 な ジャ ズ ・ ヴ ォ ー カ ル 作 、 と 言う だ け で は 異 和 感 も ある 。 Em- 
manuelle Lionet の 澄ん だ 歌声 は ジャ ズ / ク ラシック を 吸収 し た スキ ャ 
ッ ト ふ う の も の で 目立つ し 魅力 的 だ が 、 抑 制 の きい た バッ ク 陣 の プ 
レイ の 造り 出す 暗 目 の トー ン と 緊張 感 が 、 彼 女 を ひき 立て て 捨て 難 
い 。CD「Four Years.」 は デビ ューLP「Belladonna」 を 収録 し た 形 の 
セカ ンド ・ ア ル バ ム と な っ て いる が 、 そ の LP で は ヒュ ー・ ホ ッ パ ー 
が ベー ス を 弾い て いた りす る 。 包み込む よう な 柔らか さ が あ る 反面 
で 鋭敏 さ を 感じ させ る ジャ ズ 寄 り の サウ ンド に な っ て いる 。 (松本 ) 








ANAID 
Four Years 
CD/JMEC 1991 "91 年 





ANAID は Jean-Max Delva(vib, d, perc) と Emmanuelle Lionet 
(vo) を リー ダー 格 と する ジャ ズ ・ ロ ッ ク の スタ イル を 持っ た バン ド 
だ が 、Lionet の ヴォ ー カ ル を メイ ン に フィ ー チ ャ ー し て いる た め 、 い 
か に も ユー ロ ・ ロ ッ ク 的 な 味わい を 持っ て いて 、 独 特 の 音楽 を 生み 
出し て いる 。 問題 は その メン バー で 、 !86 年 の 結成 以来 多く の カン タ 
ベリ ー 系 ミュ ー ジ シャ ン が バン ド に 参加 。 何 し ろ 初 代 メ ン バ ー に ヒ 
ュー・ ホッ パー(b)。 パ トリ スー メイ エー ル (@0、 ソ フィ ア ・ ド マン 
シッ ク (kb) が いて 、'90 年 に は ホッ パー か ら リ ッ ク ・ ビ ダル フ (b,g) 
に メン バー 交代 し て いる 。 2 枚 の オリ ジ ナ ル ・ ア ル バ ム と この ベス 
ト CD を リリ ー ス 。 「Belladonna」 か ら 全曲 を 再 収録 し て いる が 、 その 
内 少な く と も 5 曲 は トラ ッ ク 差 し 替え が 施さ れ て いる 。 (坂本 ) 




















ANDRE CECCARELLI 
Ceecarelli 
LP/Carla CAR500 002 77 年 


フラ ンス の ジャ ズ ・ ロ ッ ク 界 で は セン ス 、 テ ク 共 に 最高 峰 に ある 
ドラ マー、 ア ンド レ ・ セ カレ ッ リ の 初 リ ー ダ ー・ ア ル バ ム で ある 。 
'60 年 代 の ビー ト ・ グ ルー プ 、 ピ ラナ ・ サ ウン ド 時 代 か ら その 還 抜 し 
た デ ク は 、 ジ ンジ ャ ー・ ペ ベイ カー 並み で あっ た し 、 今 と な っ て は 既 
に 第 一 級 と 呼べ る も の で ある 。D . ロ ッ ク ウ ッ ド 、J . ト ッ プ 、S . ヴ 
ァ ン デー ル 他 の 豪華 な メン バー を 集め て いる が 、A④ で の ジャ ン ・ 
ポー ル ・ セ カレ ッ リ と の ドラ ム の か け 合 い は すさ まじ く 、 そ の 後に 
続く ドラ ム ・ ソ ロ も 圧巻 で ある 。 その 後 、 セ ッ シ ョ ン ・ ド ラマ ー を 
し な が ら 、JMS よ り セ カン ド ・ ア ル バ ム 「Andre Ceccarelli」(JMS 
-014) を 発表 し た 。 (中 藤 ) 





7 どど ご 








AN 所 衣 滞 M 久 ANDRE DEMAY 
G6neric 
L P/WEA 58115 80 年 





Michel Ripoche の と の 活動 が 知ら れる Andre Demay の 恐らく 唯一 
の 作品 。 イ タリ ア の Luciano Basso あ た り に 似 た シリ アス な 雰囲気 の 
オー プ ニ ン グ か ら た だ も の で は 無い 実力 が 感じ られ る 。SHYLOCK に 
も 似 た フラ ンス 的 な 色彩 感 は ある も の の 、 全 編 に 渡っ て 緊張 感 溢れ 
る シリ アス で 硬質 な ジャ ズ ・ ロ ッ ク 寄 り の 演奏 が 繰り 広げ られ て い 
る 。 主 役 で ある Demay の ギタ ー・ ワ ー ク が 非常 に 印象 的 。 バ ッ ク を 
務め る Jannick Top を 始め と する ミュ ー ジ シャ ン も 実力 派 揃い で 、 ス 
キ の 無い テク ニカ ル な 好 サ ポー ト を 見 せ て いる 。 プロ グレ 衰退 期 の 
1980 年 代 初頭 の 作品 の 中 で は 傑出 し た 完成 度 を 持っ た 作品 と 言え る 
で あろ う 。 (中 島 洋一 ) 


ANDRE HODEIR 
Anma Livia Plurahelle 
CD/Label Bleu LBLC 6563 94 年 





00SUNSGRIINMI 作 AR ザー。 "58 年 に は ケ 

・ ク ラー ク が 彼 の 作品 集 を 吹き 込ん で グラ ンプ リ を 受賞 し て い 
る くら い だ か ら 、 ど れ だ け 年 季 の 入っ た 作曲 家 か 判る だ ろう 。 し か 
も ジャ ズ ・ フ ィ ー ル ド に と ど ま ら ず 現 代 音 楽 畑 で も 活動 し 、'76 年 か 
ら は ハー ヴァ ー ド 大 学 で 作曲 を 教え 、'80 年 代 は IRCAM で 調査 研究 に 
携わっ て いる 。 そ ん な Hodeir に よっ て 作曲 され た この 大 作 は ジェ イ 
ムズ ・ ジ ョ イス の テキ スト に 基づく 意欲 作品 だ 。 ふ た り の 女声 に よ 
っ て 導 か れ て の 進行 は M・ ウ ェ ス トブ ルッ ク 作 品 を 連想 する 。'65 一 
'66 年 の 作曲 と あっ て 、 い か に も 書式 が 古めかしい も の の 、 指 揮 を す 
る パト リス ・ カ ラテ ィ ー ニ の 音楽 と は 相 通 ずる も の が ある 。 フ ラン 
ス の ジャ ズ ・ オ ー ケ スト ラ の 歴史 を 証言 し て いる 。 (坂本 ) 





ANDRE JAUWME 
MuSimue Pour 8:Loe 


CD/Hat Hut Records hat ART CD 
6058 '82 年 





アン ドレ ・ ジ ョ ー ム は !40 年 生ま れ の ジャ ズ ・ サ ックス プク ラリ ネ 
ッ ト プ フル ー ト 奏者 。'70 年 代 半 ば より 頭角 を 現 わ し て 来 た が 、 こ れ 
は 時 代 と の スタ ンス を 象徴 する 彼 の 代表 作 と 言え そう だ 。 その 名 の 
通り の 8 人 編成 だ が 、 ト ロン ボー ン が 2 人 、 チ ェ ロ も 2 人 と いう の 
が 相当 の 変わ り 種 。 一般 的 な 70 年 代 風 フリ ー・ ジ ャ ズ の 通念 に 添う 
部 分 を 確実 に 内 包 し な が ら 、 ど こ か で それ を 越え よう と する 運動 性 

この 編成 か ら 生 まれ て いて 、 特 に チェ ロ の アン サン ブル が 演出 す 
る 室内 楽 的 な 整合 感 は し きり に 何 か ジ ャ ズ な ら ざ る も の を 予兆 する 。 
ジョ ー ム の パー トナ ー と 言え る フラ ン ソ ワッ ィ ズ メシ ャ リ (cb) と ジェ ラ 
ー ル ・ シ ラク サ (perc) に 対し て 、 イ ヴ ・ ロ ベー ル (tb) の 存在 は 見 えな 
い 形 で 重要 な 役割 を 果たし て いる か も 知れ な い 。 (坂本 ) 


ANDRE JAUME OUINTET/ 
TAWAGNA 
Piazza Di Lunma 


CD/Musique Francaise D'aujourd'hui 
CELP.C10 '89 年 





アン ドレ ・ ジ ョ ー ム に は ジャ ズ と は 別に 民族 音楽 の 研究 を 継続 し 
て 来 た 経 歴 が あり 、 そ れ が ジョ ー ム の 音楽 を 一 辺 倒 の も の で な くし 
て いる 。 コル シカ の ポリ フォ ニッ ク な 歌 に 接し た ジョ ー ム は 大 変 な 
刺激 を 受け 、 コ ン サ ー ト て で 出会っ た コー ラス ・ グ ルー プ 、 TAVAGNA 
と 共演 し 、Nato よ り 「Incontru」 を 発表 。 第 2 弾 と し て 制作 され た 
の が この アル バム だ 。 似 た よう かな 実験 を 行か な っ て いる ノル ウェ ー の 
ヤン ・ ガ ル バ レ ク に 比べ れ ば 、 ま だ 吹っ切れ て な い 硬 さ が あ っ て 、 
必ず し も 成功 作 と は 言え な い が 、 試 み と し て は 面白 い 。 こ こ で の ジ 
ョ ー ム の バン ド は ギタ リス ト と ギタ ー・ シ ン セ サイ ザー 奏者 を 迎え 
て お り 、 更 に ドラ マー が あの フレ ディ ・ シ ュ ト ゥ ー ダ ー だ っ た りす 
る の で 、 バ ンド 自身 の プレ イ が 案外 聴き 所 か も 知れ な い 。 (坂本) 











に ANDY EMLER 
6 2 0 Mema Octet 
【 ユ CD/Label Bleu LBLC6533 '90 年 


古く は F・ モ ー ズ の 作品 に 関わ り 、'80 年 代 中 頃 か ら リ ー ダ ー 作 を 発 
表し て いる アン ディ ・ エ ムラ ー( フ ラン ス 人 で は な か いら し い ) だ が 、 
この ユニ ッ ト で の 二 枚 を 聴く 限り 、 と ん で も な い 才 能 の 持ち 主 の よ 
うだ 。 現 代 の ミュ ー ジ シャ ン に ふさ わし く 、 過 去 数 十 年 間 の ジャ ズ 
(・ ロ ッ ク ) は 勿論 の こと 、 ワ ー ル ド ・ ミ ュー ジッ ク や クラ シッ ク 等 
も 消化 、 吸 収 し た 上 で すっ か り 自 分 の 音 に し て いる 。 8 人 の 演奏 者 
に よる 一 終 乱 れず 、 尚 か つ 若 々 し さと 勢い に あふ れ た 演奏 、 ゲ スト 
格 の ベニ ヤ ト ・ ア キア リ ( パ スク 出身 、 近 年 この 筋 と の 関わ り が 深い ) 
の 故 D・ ス トラ トス に 匹敵 する 声 、 い ずれ も ぶち 飛ぶ よう な 虫 動 感 に 
あぶ ふれ 、 聴 いて いる だ け で 熱く な る 。 純正 ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー 
プ と し て は 現役 世界 最強 の 部 類 。 (中 西 ) 





422722222 が 22CR22230 ANDY EMLER MEGA OETET 
Wa 。 Head GameS 
CD/Label Bleu LBLC6553 92 年 





最近 の フレ ンチ ・ ジ ャ ズ 界 の 中 心 人 物 的 存在 に な っ て いる 彼 の '92 
年 の 作品 。 3 人 の 管楽器 奏者 を 加え た 編成 で 演奏 され る ジャ ズ ロ ッ 
ク は 痛快 きわ まり な く 、'80 年 代 後 半 以 降 の ヨー ロッ パ ・ ジ ャ ズ ・ ロ 
ッ ク で は トッ プ の 作品 の 中 の 一 つと な る だ ろう 。 シ リア ス に な りす 
ぎ ず 、 イ ー ズ ィ ー に 流れ すぎ ず 、 適 度 な 緊張 感 を 保ち ながら スピ ー 
ディ な ノリ を 持っ て 進ん で ゆく 。「90 年 に 同様 の 編成 で (vocal が 一 人 
多い ) 作ら れ て いる 前 作 と 比べ て も 完成 度 は こち ら が 若干 上 か ? キー・ 
パー ソン は 彼 本 人 は 勿論 ギタ ー の Nguyen Le。 彼 も や は りこ の レー 
ベル の 要 注 意 人 物 。 (伊藤 ) 











7 どら 











ANTOINE ILLOUZ 
SuH 


LP/Ecorce ECO AI2 '85 年 
CD/Flat & Sharp 590192 





アン トワ ー ヌ ・ イ ルー ズ は ジャ ズ ・ ト ラン ペッ ト 奏 者 で 、 特 に ビ 
ッ グ ・ バ ンド で の 経験 を 多く 積ん で いる 。 そ ん な 彼 が 初め て 挑戦 し 
た ソロ ・ ア ル バ ム が 本 作 だ 。 参加 し た ルイ ・ ウ ィ ン ズ ベー ル (g)、 ジ 
ャ ン = ピ エー ル ・ コ モ (kb)、 ジ ャ ン ・ バ ー ル ディ (b) 、 フ ラン ソ ワ ・ 
レゾ ー(ds) は いずれ も アン トワ ー ヌ ・ エ ル ヴ ェ の も と で 一 緒 に 演奏 
し て いた 仲間 だ 。 ま た 、 ウ ィ ン ズ ベー ル と コモ の ふた り は SIXUN の 
メン バー で も ある 。 こ の クイ ン テ ッ ト で 繰り 広げ る イル ー ズ の 演奏 
は マイ ルス を 意識 し な が ら 、 と て も きび きび し て 気持 ちがい い 。 そ 
れ を 演出 し て いる の が レゾ ー の ドラ ミン グ で 、 実 に いい 味 を 出し て 
いる 。 そ の 後 イ ルー ズ は 「Wait !」('88) 、「Mogadiscio」('91) と ソロ ・ 
アル バム を 発表 し て いる 。 (坂本 ) 


B*A* 
Spndain, LEI6nhant.… 
CD/Musea FGBG 4079 "93 年 





B*A*G の サウ ンド は 実に 現代 的 な ジャ ズ ・ ロ ッ ク の ノリ を 持っ 
て いる が 、 出 自 を 辿る と MALICORNE に 辿り 着く 。'80 年 代 後 半 か ら 
MALICORNE に 加入 し て いる キー ボー ド 奏 者 の Patrice CIementin( 別 
名 Patrick Robin) と 、 ド ラマ ー の Jean-Pierre Arnoux が メン バー と 
し て 加わ っ て お り 、 そ の 絡み で だ ろう 、 ジ ャ ケッ ト に は Gabriel Yacoub 
の コメ ント が 記載 され て いる ほか 、Yacoub の 曲 も 採り 上 げ ら れ て い 
る 。 確 か に 背景 に トラ ッ ド が 存在 し て いる 深み の ある 音楽 で あり 、 
近年 の MALICORNE の 音楽 に は 通じ る も の が ある も の の 、 こ の 音楽 は 
最早 トラ ッ ド 側 か ら 捉 える べき も の で は な い 。 何 と 言っ て も 魅力 的 
な の が まる で David Torn を 思わ せる Nicolai Van Mingo の ギタ ー・ 
プレ イ 。Torn 周 辺 の 音楽 に 惹か れる ファ ン は 必聴 。 (坂本 ) 





BAROOUE JAZZ TRIO 
BJT 


LP/Saravah SH 10 004 "? 年 





J.C.Capon, P.Combelle,G.Alexandrfe に よる トリ オ 。 チ エン バ ロ 、 
チェ ロ 、 タ ブラ と いう 基本 編成 に よる ジャ ズ ・ ト リオ だ が 、 当 然 こ 
うし た 楽器 編成 な だ け に 毛色 が 違う 。 こ れ で フリ ー に 走れ ば 、 相 当 
お も し ろか っ た か も し れ な い 。 意外と 曲 は オー ソ ド ク ス 。 それ で も 
所 々 ジャ ズ か ら 離 れ た な に や ら 怪 し い 夫 囲 気 が か も し 出さ れる 。 う 
っ すら と 覆い 重なる よう な アコ ー ス ティ ッ ク 系 の サウ ンド に な っ て 
いる 。 アン リ ・ テ キシ エ の 770 年 代 初期 の アル バム な ん か に 通じ る か 。 
ジャ ン ・ シ ャ ルル ・ カ ポン の チェ ロ が 鳴 れ ば 、 ま さ し く こち ら 向 き 
か 。 加 えて どこ か エス ニッ ク な 臭い も ほのか に する 。 それ で チェ ン 
バ ロ ・ リ ー ド な の だ か ら お も し ろ い 。'60 年 代 終り 頃 か 70 年 代 初め の 
録音 だ と 思う 。 (松本 ) 





に 7 UM BARRE PHILLIPS 
“MaX0S" 
CD/CELP Muslques CELPC14 '90 年 


勿論 フラ ンス 人 で は な い 。 ア メリ カ 出 身 。 一般 的 に は ザ ・ ト リオ 、 
ある い は ECM で の 諸 作 (実は 極め て こち ら 向 き ) で 知ら れる が 、 他 
に も 世界 各地 で 様々 な 形態 面々 で の 活動 が ある 。 文字どおり の 越 
境 人 。 元 々 は 映像 作品 に 付 せ られ た 物 に 手 を 加え た 録音 。 娘 (? ) 
の クロ ー デ ィ ア を 除く sax、 g、 key の 三 者 が フラ ンス 人 。 クロ ー デ ィ 
ア の 虚ろ な 声 や 本 人 の 弓 、 指 弾き され る ベー ス の 落ち 着い た 音色 に 
各 人 が 色 を 付け る 。 空間 的 に 、 感 覚 的 に 、 直 情 的 に 、 あ る い は それ 
ら が 同時 に 進行 する ノン ・ ジ ャ ン ル ・ ミ ュー ジッ ク 。 と は 言え 曖昧 
な まま の 何で も あり で は 無く 、 は っ きり と 自分 の 音 を 見 捉え た 上 で 
の 明確 さ が 通っ て いる 。 イ メー ジ 豊 か だ が 流さ れ な い 音 。 それは 彼 
の ベー ス 音 の 持ち 味 で も ある 。 (中 西 ) 








BENOIT WIDEMANN 
StreSs ! 
LP/Ballon Noir BAL 13002 77 年 





コバ イア ン ・ ス トー リー の MAGMA の 後期 ('74 年 11 月 か ら '81 年 9 月 
まで 、^Udi Widu* 直後 と 78 一 79 の 一 部 を 除い て ) に お いて 名 を 馳 
せ た と いう より 鍵盤 を 担当 する 中 心 人 物 で あっ た 彼 の ソロ 第 1 弾 。 
基本 的 に 一 人 で まとめ て いる が 曲 に よっ て は ゲス ト に C.Bailly、G. 
Delacroix、J.P .Fouquey、P .Gauthier 等 と いう 豪華 キャ スト 。 静 と 
動 の 入り 交じり 具合 、 基 本 的 な 楽曲 の スタ イル 等 J.P.Goude の 
「Drones」 に 通じ る 部 分 が 大 きい 、 い や 、 あ そこ まで 豪快 で は な い が 。 
つま り 、 動 の 部 分 で は `Zeuhl フ レー ズ ” の 匂い が 感じ られ 静 の 部 分 
で は ミニ マル っ ぱい 味付け が し て ある と いう も の 。 作品 全体 の 出来 
は な か な か 練 ら れ て いて 聴き ご た え 充 分 。 (伊藤 ) 





ず unsmi GS BENOIT WIDEWANN 
| 『sumami 
L P/Ballon Noir BAL 13014 79 年 





MAGMA と Alain Stivell の 人 脈 の か け 橋 に な る 共通 重要 人 物 、 ソ ロ 
2 作 目 。 前 作 と 同 傾向 の フレ ンチ ・ エ レク トリ ッ ク と Zeuhl サ ウン ド 
の 融合 。 す っ と ぼけ た 可愛 らし い イ ラス ト の ジャ ケッ ト か ら P. Gauthier 
「Bebe Godzilla」 を 思い だ す が 、 も うち ょ っ と きめ が 粗く まとまり 具 
合 も バラ け て いる 。 本 作 で も な か な か 豪華 な ゲス ト を 揃え 、Andre& 
Jean-Pierre の Ceccarelli 兄 弟 、Remy DallAneses の リズ ム セ ク ショ ン 
を 核 に Jean-Paul Fouquey 等 が 参加 し て 前 作 同様 の 軽快 且つ 良く 練 
り 上 げ ら れ た エレ クト リッ ク ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク を 繰り 広げ て いる 。 
彼 の ソロ 名 義 の 3 作 の 中 で は 最高 作 か ? Zeuhl 一 派 の 中 で も 傷 れ な い 
愉 | (伊藤 ) 





7 ら どの 








BENOIT WIDEMANN 
3 


LP/CY Records 733614 '84 年 





メン バー が 良い 。K・Rust、D・Bertram、S・Marc、F・Laizeau。 全 
体 的 に 軽 め の フレ ンチ ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク な の だ が 、 フ レー ズ 自 体 は 
仲 々 マグ マ っ ぽか っ た りす る 。 し か し 彼 は テク ニッ ク が し っ か り し 
て いる 。 文 名 な し に 上 手 い 。 マ グマ は キー ボー ド に 上 恵 まれ な か っ た 
と 言わ れる が 、 そ ん な こと は な い ぞ 。 知名度 、 評 価 は 低い が マグ マ 
の 影響 云々 を 抜き に 考え れ ば 評価 は 変わ る は ず 。 彼 の ソロ は 「Stress./」 
や 「Tsuami」 が よく 知ら れ て いる が 、 や や 明る め の 音 に な っ た 事 以 
外 は レベ ル 的 に 同 程度 だ ろう 。 A① は 前 作 「Tsunami」 の A① の テイ 
ク 違 い 。 (伊藤 ) 


BERNARD PAGANOTTI 
Paga 

LP/Cream 120.185 '8S 年 
CD/Colombia/Sony 46844-1 





ヴェ ー ド ル ジ ュ の 解散 は メン バー に と っ て も 早 過ぎ た 様 で 、 そ の 
後 の 主要 メン バー の ソロ 、 ド ロー ンズ / べ べ ・ ゴ ジラ / パ ガ 、 い ずれ に 
お いて も ヴェ ー ド ル ジ ュ を 意識 し た 材料 が 見 受け られ る し 、 又 、 三 作 
共に メン バー ほぼ 全員 が 参加 し て いる 所 か ら も 想像 が 付く が 、 言 い 
か えれ ば バン ド の 中 で 、 そ れ ぞ れ の 個性 が 担っ て いた 部 分 の 延長 と 
拡大 と も 言え る 。 その 中 で も プレ イヤ ー と し て の 個性 が 楽曲 の それ 
と 直結 する の が パ ガ ノ ッ テ ィ で あり 、 結 果 あ くま で も 彼 の ベー ス ・ プ 
レイ を 軸 に する 事 に より 全体 を 通し て の 統一 感 と 勢い を 得る 事 に 成 
功 し た 。( た だ し 楽曲 自体 は し っ か り と し た 構造 を 持つ 物 で ソロ を 際 
限 な く 弾 いて いる 訳 で は 無い ) 結果 当 作 、'80 年 以降 の この 手 で は トッ 
プ 級 の 出来 と な っ て いる 。 (中 西 ) 





PAGA 
Haumted 


L P/Blue Citron BLC 004 「'88 年 
CD/Blue Citron LBLC 0004 





ソロ 名 義 第 1 弾 (B.Paganotti/Paga) に 続く 、 自 己 の グル ー プ の デ 
ビュ ー 作 。 メ ン バ ー は K.Blasquiz、C.Salmieri、B.Lajudie。 ソ ロ 名 
義 の 前 作 が 、 WEIDORJE 用 に 作ら れ た 曲 な ど を 収録 し て いた 為 に マ 
グマ ・ フ ァ ミ リー 的 な 要素 が か な り 強 か っ た 印象 が ある が 、 本 作 で 
は 彼 の 本 質 に ある 所 詩 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク / フ ュー ジョ ン の 要素 が 強く 出 
始め て いる 。 それ で も か な り の 傑作 で ある こと は 間違い な し 、 メ ン 
バー 当 人 も ライ ヴ ・ ペ ー ス は か な り 寂 し い が か な り 本 気 で 考え て い 
る 編成 だ 。 タ イト ル 曲 や B 面 を 占め る 大 曲 な ど は な か な か 良い が 、 
Keyboard の セン ス が イマ イチ な の が 難点 。 カ ヴァ ー の ロゴ は 書道 家 
の 父 を 持つ B.Paganotti の 妻 、 直 子 パ ガ ノ ッ ティ に よる も の 。 

(伊藤 ) 


PAGA RROUP 
Gin0sis 
CD/Bleu Citron BLC DO16 '93 年 





ベル ナー ル ・ パ ガ ノ ッ ティ を 中 心 と する パ ガ ・ グ ルー プ の 2 作 目 。 
ベー ス 、 ド ラム ス 、 キ ー ボ ー ド 、 サ ックス 、 ヴ ォ ー カ ル ( ク ロー ス ・ 
プラ スキ ス ) と いう 編成 は 前 作 と 同様 で ある 。 演 奏 は 非常 に テク ニ 
カル で あり 、 曲 も 活 っ て いる が 、 ゆ っ た り と し た 乗り は どちら か と 
言う と ジャ ズ の も の で 、 熱 い プ レイ を 期待 する ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ フ 
ァ ン に は ピン と こない か も し れ な い 。 本 アル バム を マグ マ や パ ガ ノ 
ッ テ ィ の ソロ と 同じ 視点 で 見 る こと は 作品 の 本 質 を 見 間違う こと に 
な る だ ろう 。 実力 派 ミ ュー ジ シ ャ ン に よる 玄人 向け の 作品 で あり 、 
多く の 聴き 所 を 持っ て いる 。 (賀川 ) 








BIRELI LAGHENE 
Imfermo 
CD/ 東 芝 EMI CJ32-5002 87 年 








あま り に も 若く し て 「 ジ ャ ン ゴ ・ ラ イン ハル ト の 再来 」 と し て の 
名 声 を ほし いま ま に し た ジプシー・ ギ ター の 名 手 、 ビ レ リ ・ ラ グレ 
ー ン だ が 、 当 然 の よう に ジャ ズ ・ ロ ッ ク の 洗礼 も 受け て いて 、 故 ジ 
ャ コ ・ パ スト リア ス と の 共演 盤 な ど で そ の 一 端 を 垣 間 み せ て いた 。 
アメ リカ に 渡っ て Blue Note レ ー ベ ル と 契約 し て 以来 、 本 格 的 に 同時 
代 音 楽 へ の 接近 戦 を 展開 。 彼 の 視野 に ロッ ク は 入っ て いな い の で 、 
時 と し て 日 和 っ た 印象 も 受け る こと が ある が 、 こ の Blue Note 移 籍 第 
1 作 あ た り は ロッ ク ・ フ ァ ン に も アピ ー ル する だ ろう 。 1 曲目 の タ 
イト ル 曲 は まる で HELDON の よう な 曲調 で 迫る が 、 ド ラマ ー が 何と 、 
ピエ ー ル ・ ム ー ラ ン だ っ た りす る 。 残り の メン バー は いずれ も 鍵 々 
た る アメ リカ の 凄腕 ミュ ー ジ シャ ン 達 。 (坂本 ) 





BRUNO LETORT 


BRUNO LETORT 
ASia 
CD/ADDA 581102 88 年 





フラ ンス の 音楽 シー ン に は ワー ルド ・ ミ ュー ジッ ク と 連動 し よう 
と する 傾向 が 少な か ら ず 見 られ 、 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク あ る い は フュ ー ジ 
ョ ン ・ シ ー ン も 例外 で は な い 。 キーボー ド 論 者 プ ギ タリ スト の ブル 
ー ノ ・ ル トー ル の 本 作 は 露 肖 な タイ トル で も 判る よう に 、 そ うし た 
試行 を 狙っ た 作品 に 違い な い の だ が 、 そ れ ほ ど エ ク ゾ ティ ズム に 往 
し た 内 容 で は な く 、 あ まり 大 仰 に 捉え る 必要 は な い だ ろ う 。 寧ろ 、 
か な り 売 れ 線 を 意識 し た 音楽 で ある 所 が 多少 リス ナー を 選ぶ か も 知 
れ な い 。 ル トー ル は ディ ディ エ ・ マ レル プ と 親しい らし く 、 互 い の 
作品 に 顔 を 由 し 合っ て いる 。 パ トリ ッ ク ・ ゴ ー テ ィ エ 、 シ ルヴァン ・ 
マル ク の 参加 も 読者 に は 気 に な る だ ろう 。 その ほか カリ ー ル ・ シ ャ 
ヒー ン の 人 脈 も 参加 。 (坂本 ) 
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BUNNY BRUNEL 
Touch 
LP/Warner Bras WEA 56636 79 年 








チッ ク ・ コ リア と の 活動 で メジ ャ ー に 出 た ベー シス ト 、 そ の ファ 
ー ス ト ・ ソ ロ 。 ス タン リー・ ク ラー ク や ジャ コ ・ パ スト リア ス と 一 
まとめ に し た 方 が 一 般 的 な の だ ろう が 、 こ の アル バム は 実質 的 に は 
ダニ エル ・ ゴ ヨン ヌ と の 共 作 で 、 ま た ドラ ム が A・ セ カレ ッ リ と いう 
こと で 、 ア メリ カ へ 行っ て し まっ た 彼 の フレ ンチ な 布陣 に よる 一 作 
と し て 挙げ て お きた い 。 フ レッ トレ ス ・ ベ ー ス を メロ ディ アス に 鳴 
らし 一 切 の 破綻 も な い 。 正調 。 高 ク カオ リティ 。 そ し て も うじ き フ ュ 
ー ジ ョ ン と いう 言葉 の 青空 が 見 える 。 フ レン チ ・ ジ ャ ズ の 一 サン プ 
ル と し て と りあ え ず 。 (松本 ) 


b・b・P・P・ 

b・b・P・P・ 

LP/Flamophone 2933 104 76 年 
CD/FD Music 15912 








グル ー プ 名 の C.C.P.P. と は 4 人 の メン バー、Andre Ceccarelli(ds) 、 
Marc Chantereau (per, key) , Christian Padovan (b) 、Slim Pezin 
(g) の 苗字 の 頭 文 字 を 取っ た も の で ある 。 フ レン チ ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ 
ク ・ シ ー ン の 実力 派 と し て 知ら れ 、 ス タ ジ オ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン と し 
て の 活動 も 多い 彼ら が 、Daniel Goyone (p, cl) , Alain Hatot (sax 
fl) ら こ れ ま た 一 流 の ゲス ト 達 と 作り 出し た 唯一 の 作品 は フレ ンチ ・ 
ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン の 底力 を 見 せつ ける 力作 で ある 。 切 れ の 良 
いり リズ に 乗っ で サッ クス 、 ト ラン ペッ トド ト 、 ド ロン ボー ン 、 ラ フル ー 
ト 、 ギ ター 等 が ソロ や ユニ ゾン で テク ニカ ル か つ 余 裕 を 持っ た プレ 
イ を 展開 し て いる 。 全体 の 印象 と し て は や や ファ ン キ ー 過 ぎる 感 も 
ある が 、 良 質 の ジャ ズ ・ ロ ッ ク に 仕上 っ て いる 。 (賀川 ) 





6OUTURIER 
Passagi0 
CD/Nocturne NPCD 509 "90 年 


が 773 り EAN-PAUL CELEA & FRANCOIS 





ジャ ン ニ ポー ル ・ セ レア (cd) と フラ ン ソ ワ ・ ク チュ リエ (kb) の コ 
ン ビ は 80 年 頃 か ら 始 まり 、 ジ ョ ン ・ マ クラ フリ ン の フラ ンス で の 活 
動 を 支え た こと で 一 虫 その 名 を 世界 に 知ら れる よう に な っ た 。 以 後 
も 共演 を 続け 、 ド ミニ ク ・ ピ ファ レ リ (vIn) と フラ ン ソ ワ ・ レ ゾー(ds) 
を 加え た カル テッ ト に も 発展 し て いる 。 ふ た り の 連名 で 少な か ら ぬ 
作品 が 残さ れ て いる よう だ が 、 と も する と 軽い フュ ー ジ ョ ン ・ サ ウ 
ンド に 流さ れる こと も ある の で 、 聴 く 作品 は 選ん だ 方 が 賢明 だ 。 そ 
の 中 で 特に 推薦 で きる の や 本 作 。 フ ラン ソ ワ ー ズ ・ ク プラ ー(vo, 
melodica)、 ア ー マ ン ド ・ ア ング スタ ー(b-clissmdIn) 、 ヴ ォ ー ル フ 
ガン グ ・ ラ イジ ン ガ ー(ds) を 迎え 、 タ ン ゴ か ら 始 まり 、 深 遠 な 室内 
楽 へ と 導 か れ て 行く 。 チ ェ ン バー・ フ ァ ン は 特に 要 注 目 。 (坂本 ) 


CHRISTIAN ES6OUDE 
人 psy S Morning 
LP/JMS 013 81] 年 








ジョ ン ・ マ クラ フリ ン 、 パ コ ・ デ ・ ル シア と 日 本 で 共演 し た クリ 
スチ ャ ン ・ エ スク ー デ 。 ユ ー ロ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に は コン フリ ュ ア 
ンス の メン バー と し て 知ら れ て いる 。 彼 は 同じ コン フリ ュ ア ンス の 
メン バー だ っ た ジャ ン ・ シ ャ ルル ・ カ ポン と の デュ オ 等 、 数 多く の 
作品 を 発表 し て いる が 、 本 アル バム で は 元 ザ オ の ジャ ン ・ ミ ・ ト ゥ 
ルオ ン ら と 共演 し て いる 。 軽快 な リズ ム を バッ ク に エス クー デ が メ 
ロディ アス で 鳴り の 良い ギタ ー・ ソ ロ を 披露 、 そ れ を メロ ウ な エレ 
ピ が サポ ー ト する と いう 展開 が 基本 に な っ て いる 。 乗 り の 良い 明快 
な ジャ ズ で ある 。 (賀川 ) 











玩 | CLAUDE SALMIERI 
Self Portrait 
CD/Midi Mandoline MMJCD 01 "91 年 














元 PAGA グ ルー プ の ドラ マー。 どうやら 2 nd ソロ らし い 。 フ ラ 
ン ソ ワ ・ レ ゾー を 除い て 、 現 在 の P A G A の 全員 が 参加 し て いる 他 、 
その 方 面 で は ジェ ラー ル ・ ビ キア ロ 、 イ ヴォ ン ・ ギ ヤー ル 、 マ リア ・ 
ポ プ キ ヴィ ッ ツ の 名 が 見 える 。 ベ ー ス の 音 が 重い の が 多少 それ らし 
いと は 言え 、 基本 的 に は まとも に フュ ー ジ ョ ン 。 楽曲 / 演 奏 共に 達者 
だ が 、 そ れ 以 上 で も 以下 で も な い 。 元々 が そう 言っ た 人 な の だ ろう 。 
唯一 プラ スキ ス と の 共 作 曲 ⑨ が 、「Haunted」 辺 り に 入っ て いて も お 
か し く は な い 仲 々 の 秀作 に な っ て いる の で 、 首 まで つか っ た マニ ア 
な ら 探 し て も いい か も 知れ な い が 、 そ う で な けれ ば (普通 に フュ ー 
ジョ ン が 聴け る 人 は 別 と し て ) 無理 する 事 は な い 。 (中 西 ) 





COHELMEC ENSEMBLE 
Next 
L P/Saravah SH 10007 72 年 





'68 年 か ら 約 8 年 間 、 多 く の ス テー ジ に 立っ た コ エ ル メッ ク ・ ア ン 
サン ブル で ある が 、 レ コー ディ ング の 機会 に は 恵まれ ず 、 3 枚 の ア 
ル バ ム し か 残し て いな い 。 本 作品 は 「Zebra」 に 続く セカ ンド ・ ア ル 
バム で ある 。'60 年 代 の フリ ー・ ジ ャ ズ ・ ム ー ヴ メン ト の 流れ を 組む 
サウ ンド で ある が 、 定 型 リ ズム を 多用 し 、 メ ロディ アス で ポッ プ な 
演奏 を 取り 入れ る な ど 、 フ リー・ ジ ャ ズ と いう 粋 を 越え を た スケ ー ル 
の 大 き さ を 感じ させ る 。 更 に 特筆 すべ きこ と は 、 ユ ニッ ト と し て の 
アン サン プル が 素晴らし く 、 音 が 非常 に 個性 的 か つ 構 築 的 な こと で 
ある 。 メンバ ー の 多く は 、 今 も フレ ンチ ・ ジ ャ ズ ・ シ ー ン で 活動 し 
て いる が 、 こ の 時 代 の 活動 が あま り 話 題 に な ら な い の は 残念 な こと 
で ある 。 (賀川 








了 7 ら ジ 








COHELMEC ENSEMBLE 
5 Octohre 1974 


LP/Le Chant Du Monde 74606 一 7 
74 年 





コ エ ル メッ ク ・ ア ン サ ンプ ブル 最後 の 作品 と な っ た サー ド ・ ア ル バ 
ム 。 参加 メン バー は Jean-Froncois Canappe(tp,flh,f) 、Jean Cohen 
(ts,as,a-cl) 、 Joseph Dejean(g) 、 Francois Mechali(b) 、 Jean-Louis 
Mechali(ds,per) の 5 人 。 フ リー・ フ ォ ー ム な 演奏 で ある が 、 各 メン 
バー の イン プロ ヴィ ゼイ ショ ン の ぶつ け 合 いで は な く 、 あ くま で も 
グル ー プ と し て の 演奏 に こだわ っ て いる 。 こ の た め 、 そ れ ぞ れ の プ 
レイ は か な り フ リー な も の で あっ て も 、 そ れ が 一 つと な っ た 時 に は 
明確 な 方 向 性 が あり 、 非 常に 聴き 易い 。 グ ルー プ と し て の 強い 連帯 
意識 な くし て は 不可 能 な こと で ある 。 現 代 音 楽 、 フ リー・ ジ ャ ズ 、 
ロッ ク 、 民 族 音 楽 を 一 香 み に し た か の よう な 巨大 グル ー プ は 、76 年 、 
メン バーDejean の 死に よっ て 消滅 し た 。 (賀川 ) 


COINEIDENCE 
boincidence 
LP/Tromblas RY 1133 78 年 





南 フ ラン ス 、 モ ン ペ リエ 出身 の 4 人組 、 コ ワン シダ ンス の デビ ュ 
一 作 。 翌年 に は も う 1 枚 の アル バム 「Clef De Ciel」 (Village 100 255 
251) も 出 て いる 。 メンバー は Jean-Claude Llabador(kbd,g) 、Jean 
-Pierre Llabador(g,vo) 、Jean-Pierre Barreda(b) 、Jacky Cataldo 
(ds)。 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ タ ッ チ の 内 容 だ が 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ 
ター や スト リン グ ス ・ シ ン セ サイ ザー 等 を 生か し て 、 メ ロディ ッ ク 
な 面 が 強い 。 細 や か で お お ら か な 印象 は 、 地 中 海 の 明 る さと も 言え 
そう で 、 ス ペイ ン や イタ リア の ジャ ズ 指 向 の ロッ ク ・ バ ンド の 持つ 
雰囲気 に よく 似 て いる 。 知名度 は 低い が 、 ク オリ ティ の ある 音楽 性 
と 演奏 力 を 持っ た 好 グ ルー プ 。 (松本 ) 





CONFLUENCE 
4 VoVages 
LP/RCA FPL 1-0132 76 年 





コン フリ ュ ア ンス の デビ ピュ ー・ ア ル バ ム で あり 、 ラ イヴ で ある 。 
事実 上 の リー ダー で ある ディ ディ エ ・ ル ヴァ ー ル を 軸 に 織り な す フ 
リー・ イ ンプ ロ ヴ ィ ゼ イシ ョ ン 群 と 、 難 解 な 曲 構成 が 混在 し て お り 、 
混 池 と し た まま 迫力 の み が 耳 に 残っ て 終わ る 。 3 枚 の パー セ プ シ ョ 
ン の アル バム より も も っ と 硬派 か つき つめ た 音 で ある 。 その後 、 彼 
ら は より 柔軟 な 音 づ くり に 向かう が 、 そ れ は 、 カ ポン と エス クー デ 
の 脱退 に よっ て 拍車 を か ける 。 解散 後 、 ス ウィ ング ・ ス トリ ング ス ・ 
シス テム や ソロ 活動 を 経た 彼ら の 中 で カポ ボン は スタ ジオ ・ ミ ュー ジ 
シャ ン に な り 、 エ スク ー デ は ジョ ン ・ マ クラ フリ ン と 来 日 し た り し 
て 話題 に もち な っ た が 、 よ り ポ ッ プ な 音楽 性 に 変化 し て いる 。 (中 藤 ) 


CONFLUENCE 
Arkham 
LP/RCA PL 37109 '77 征 





前 作 「4 Voyages」 で は ペル セ プ ス ィ オ の 延長 と も 言え る シリ ア 
ス な フリ ー が 中 心 だ っ た が 、 こ の 2 作 目 で は 作曲 も され 随分 と 聴き 
易い 。 J・C・ カ ポン の ヴァ イオ リン チェ ロ 、A・ ル マル の パー カ 
ッ シ ョ ン な ど が シリ アス な 味 を 由 す と し て も 、 ア コ ・ ギ 、 フ ルー ト 
な ど と も 波長 が 合っ て いて 、 し か も 繊細 さ が 引 き 出 され て いる 。 そ 
れ が 時 に は 軽 味 の 4 ビー ト に 乗せ た メロ ディ に つなが り 、 時 に は メ 
ディ ティ ショ ナル に さえ 響い て 、 こ の アル バム の 独特 の カラ ー に な 
っ て いる 。 各 奏者 間 の パラ ンス か ら 生 み 出 され る 整合 感 に 、 バ ンド 
の ピー ク を 感じ る 。 (松本 ) 








ORTEX 

Trouneau Bleu 

L P/Disques Esperance ESP 155524 
75 年 








コル テッ クス は アラ ン ・ ミ オン (key) と アラ ン ・ ガ ンド ルフ (ds) 
を 中 心 に 結成 され た 。 サ ー ド ・ ア ル バ ム 「Pourquoi Pas」(Crypto 
ZAL 6458) は 78 年 に リリ ー ス され て いる 。 本 作 で は 、 ア ラン ・ ミ オ 
ン の 軽やか な キー ボー ド ・ プ レイ を 中 心 と し て 、 多 彩 な ゲス ト ・ メ 
ン バ ー の プレ イ が 色 ど り を そえ て いる 。 特に 、 ジ ャ ン ・ ク ロー ド ・ 
ダ ゴ ステ ィ ニ の ギタ ー と 、 紅 一 点 の ミレ イ ユ ・ ダ ルプ ブレ イ の スキ ャ 
ッ ト 風 の ヴォ ー カ ル が 素晴らし い 。 全 体 の 印象 は 軽やか な メロ ディ ・ 
ライ ン を 持つ 透明 感 あ ふれ る ジャ ズ ・ ロ ッ ク と いう も の で ある 。B 
面 の 大 曲 ^ サ バ ” (サバ ト の こと ) は 悪魔 の 宴 と いう より も 妖精 の 踊 
り と いう よう な 清らか な 印象 を 与え る 。 な お 、 サ ー ド ・ ア ル バ ム は 
か な り フ ァ ン キー な も の で ある 。 (宇田 川 ) 

















CORTEX 
Vel.2 


L P/Disques Esperance ESP 165 
501 "78 年 





フラ ンス の ファ ン の 間 で も あま り 知 られ て いな い コ ル テ ッ クス の 
2 nd。 参 加 メ ン バ ー の 記載 が な く 、 ジ ャ ケッ ト の 裏側 に ディ スク ・ 
エス ペラ ンス か ら リ リー ス さ れ た 他 の レコ ー ド の ジャ ケッ ト 写 真 が 
5 枚 も 掲載 され て いる こと か ら 考 えて 、 当 初 よ り 廉価 盤 と し て 発売 
され 、 プ ロモ ー ト も ほとん ど 行 われ な か っ た も の と 思わ れる (ほぼ 
同時 期 に 1 st も タイ トル を 「Mary&Jeff」 と 変え ジャ ケッ ト ・ デ ザ 
イン を 一 新 し て 、 オ リ ジ ナ ル と 同 番号 で 再発 され て いる )。 1 st 同様 、 
一 部 に 女性 スキ ャ ッ ト が フィ ー チ ャ ー さ れ て いる が その 重要 性 は 低 
く 、 キ ー ボ ー ド 、 ギ ター、 フ ルー ト 等 に よる ジャ ズ ィ な 演奏 が 中 心 
と な っ て いる 。 ジャズ ・ ロ ッ ク と し て は 軽く 多少 イー ズ ィ で ある が 、 
テク ニカ ル で 聴き 易い も の と 言え る 。 (賀川 ) 











DANIEL GOYONE 
“LuerS Bleues" 
CD/Label Bleu LBLC 6550 93 年 


202 イク イル 2 


ZZ 7027 





通算 5 作 目 。 70 年 代 後 半 辺 りか ら 面 白 そ うな 所 に 顔 を 出し て いる 
彼 だ が 、 い ざ リ ー ダ ー 作 と な る と 、 も う 一 つ 食 い 足 りな く な っ て し 
まう 。 部 分 的 に は 才能 を 感じ させ る の だ が 、 通 し て 聴く と 、 例 えば 
トリ ロク ・ グ ルト ウ の 諸 作 の よう な 勢い 、 流 れ に 乏しく 感じ て し ま 
う 。 な まじ 色々 な 事 を 何で も 出来 て し まう せい な の だ ろう か 。 時 に 
ラテ ン ・ フ ュー ジョ ン 、 時 に クラ シカ ル 、 時 に へ ヴィ な ジャ ズ ・ ロ 
ッ ク 、 全 部 きっ ちり と は こなし て いる の だ が 。 と は 言え 、「 こ いつ に 
主役 は ムリ 」 と 見 放す に は 惜しい 出来 は 、 各 アル バム 共に 保っ て い 
る の で 困る 。 と りあ え ず は ピア ノ を 中 心 に し た 引い た 感じ の 音 が 上 
手 く 雰囲気 を 造っ て いる 本 作 辺 り が 代表 作 だ ろう か 。 地 味 で クラ シ 
カル な 中 に も 結構 きわ どい 音 使い が 面白 い 。 (中 西 ) 


DAVID ROSE 
Distance Between Dreams 
L P/Gratte-Ciel CIEL-2007 77 年 





ダヴ ィ ッ ド ・ ロ ー ズ の 唯一 の リー ダー・ ア ル バ ム 。 バ ッ ク は トラ 
ンジ ッ ト ・ エ クス プレ ス が ガッ チリ と か た め て いる 。 本 作 は 、 い わ 
ゆる フレ ンチ ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク の 名 盤 で あり 、 ブ プー ヴィ エ 、 ギ ュ ゼ 
ッ リ 、 ペ ラ ト ネ ー ル も さる こと な が ら 、 ロ ー ズ の 安定 し た テク ニッ 
ク に 支え られ た 、 鋭 角 的 な プレ イ と 表現 力 は 、 群 を 抜い て いる よう 
で ある 。 近代 楽 曲 風 の A⑤ を 筆頭 に クラ シカ ル な 要素 の 強い 楽曲 が 
多い が 、 リ ズム ・ セ クシ ョ ン は ジャ ズ ・ ロ ッ ク の ビー ト を 強く 打ち 
出し て お り 、 確 実 な ロー ズ の ヴァ イオ リン が 絡み 合っ て 見 事 な ア ン 
サン ブル を 表 出 し て いる 。 ト ラン ジッ ト ・ エ クス プレ ス 亡 き 後 は 、 
自己 の バン ド 、 ロ ー ズ を 結成 、2 枚 の アル バム を 発表 し 、 そ の 後 は 、 
プル ー・ ロ ー ズ と いう 名 で 、 ポ ッ プ な 音楽 を 演 っ て いた 。 (中 藤 ) 





共 | DEBORA SEFFER 
Silty 
CD/Label La Lichere CD LLL 157 
'92 年 





ヨシ コ ・ セ ファ ー の 愛娘 、 デ ボラ ・ セ ファ ー (vIn) は 、ZA0 の 
再 結成 ステ ー ジ へ の 参加 、 あ る い は 父親 と の 共演 、 更 に は 「Violin 
Connection」 へ の 参加 等 に 頭角 を 現 わ し て 来 て いた が 、 遂 に ここ で 
ソロ ・ デ ビュ ー を 果たす に 至っ た 。 同 世 代 の ピア ノ 、 ベ ペー ス 、 ド ラ 
ム の 3 人 を 率い て の 堂々 た る 演奏 が 既に 新人 の も の で は な い 。 父 親 
の 音楽 は すべ て 吸収 し た 上 で 更に 新しい ジャ ズ を 追求 し よう と いう 
姿勢 が 立派 。 祝 辞 を 寄せ て いる D・ ロ ッ ク ウ ッ ド を 越え る 日 も 遠く 
な いか も 知れ な い 。 但し 、 時 々 余 所 見 し て いる よう な 所 が ちょ っ と 
気 に な る 。 (坂本 ) 


DEBORA SEFFER 
BlueSonS R0uge 


CD/Label La Lichere CD LLL 237 
94 年 





時 に 切れ 味 鋭く 、 時 に 優雅 に 、 デ ボラ ・ セ ファ ー の ヴァ イオ リン 
は 様々 な 顔 を 見 せる 。 豊 か に 表情 を 変え る 魅力 的 な 女性 の よう に 。 
それ を 支え る T・ マ イヤ ー ル (Key) 、F ・ ネ ルソン (b) 、L・ ロ バ 
ン (ds) の 援 刺 と し た 演奏 も 特筆 すべ きだ ろう 。 中 で も 約 半数 の 曲 
を 手掛け た この キー ボー ディ スト に 注目 し た い 。 時 折 聴 ける デボラ 
の ヴォ イス も 良い 夫 囲 気 を 出し て いる 。 ヨ シコ ・ セ ファ ー の 愛娘 と 
いう こと で な し に 、 一 人 の 若手 ヴァ イオ リ ニ ス ト と その バン ド の 実 
力 が 発揮 され た 好 盤 と 言っ て 差 支 えな い 。 女 性 的 な 繊細 さ が 息 づく 
美的 な パー ト で は ダヴ ィ ド ・ ロ ー ズ 「Distance Between Dreams」 
を 思い 出し た 。 ラ スト は J・ ベ ッ ク の カヴァ ー。 ヴ ァ イ オ リン が ギ 
ター・ パ ー ト を どう こなす か 。 面 白い アイ デア だ が 。 (高山 ) 








DENIS BADAULT/SIMON SPANG 
-HANSSEN 

"Be6auSB『OreVeT" 

CD/Blue Line VRO57 CD 93 年 





初代 0 .N .J. の メン バー に て 、 四 代目 の リー ダー、 ド ウニ ・ バ ドー 
ガ 、 0.N.J. の 同僚 サク ソフ ォ ニ スト と の 連名 で 発表 し た 作品 。 こ の 
両者 に ベー ス 、 ド ラム ス を 加え た 編成 で 、 音 の 傾向 も 0.N .J. で の そ 
れ と 同様 、 基 本 的 に は オー ソ ド ッ クス な が ら 、 若 々 し さ 瑞 々 し さ が 
潮 え る 感覚 で 聴か せる 。 ア ッ プ ・ テ ン ポ の 曲 と バラ ー ド を 適度 に 折 
り 混 ぜ た 構成 で 、 ど ちら も 的 確 で 端整 な 演奏 を 聴か せ する が 、 ど ちら 
か と 言え ば 、 前 者 の タイ プ の 曲 で の 歯切れ の 良さ と 、 興 が 乗る に つ 
れ て 音 が 内 か ら 溢れ 出 ん ば か り の 様 が ダイ レク ト に 出る 様 が 印象 に 
残る 。 ち な み に 、 ド ラム ス の フラ ン ソ ワ ・ レ ゾー は この 世界 で は マ 
グマ 系 の 人 と し て 知ら れる が 、 今 や フラ ンス で は 若手 トッ プ ・ ク ラ 
ス の ドラ マー と し て 、 あ ちこ ちと 活躍 を し て いる 。 (中 西 ) 





DENIS FOURNIER 
Ma@ 


CD/Label La Lichere CD LLL 197 
'94 年 





近年 の フラ ンス の ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン て で 興隆 目覚 まし い ワ ー 
ルド ・ ミ ュー ジッ ク 系 サウ ンド の 代表 格 が ドゥ ニ ・ フ ル ニ エ だ 。 フ 
ル ニ エ 自身 は '54 年 パリ の 生ま れ の よう だ が 、 地中海 音楽 の 強い 影響 
を 受け て お り 、 ま た 本 人 は ロバ ー ト ・ ワ イア ッ ト の 影響 で ドラ ム ス 
を 始め た と 公言 し て いる 。 既に 数 枚 の アル バム が ある が 、 ま だ 決定 
打 と いう 作品 は な さそ うだ 。 こ こ で は 最新 作 を 採り 上 げ て お こう 。 
Nabil Khalidi の ウー ド と Frederic Tarri の ヴァ イオ リン が リー ド 楽 器 と 
し て 全面 的 に フィ ー チ ャ ー さ れ 、Jean-Luc Ponthieux の ベー ス が フ 
ル ニ エ の ドラ ム ス と 共に リズ ム を 支え る 。 重 く ス ピー ディ ー な リズ 
ム 展 開 は な か な か の 人 迫力 (も う ひ と り Francois Corneloup の サッ クス 
は 脇役 に 甘んじ て いる )。 一 聴 の 価値 あり 。 (坂本 ) 





7 らら 








mo 敵 DHARMATRIO 
Sm00DVS Timeg 


L P/Societe Francaise De Productions 
SFP 53.007 70 年 


還 還 の アメ 
ん 





Patricio Villarroel(e-p) 、Michel Gladieux (b) 、Jacques Mahieux 
(ds) か ら 成 る トリ オ の 、 多 分 唯一 つ ア ル バ ム 。 ま っ た く 知 られ て い 
な い ジ ャ ズ ・ ト リオ の 一 つ 。 内 容 は 4 ビー ト の ジャ ズ で その まま フ 
リー・ フ ォ ー ム へ と つなが る よう な 演奏 に な っ て いる 。 少 し PERCEP- 
TION な ん か に 似 た 印象 が ある 。1970 年 頃 の フリ ー・ ジ ャ ズ の 臭い が 
濃厚 。、 ウ ッ ド ・ ベ ー ス と ドラ ム の フリ ー な 演奏 に エレ クト リッ ク ・ 
ピア ノ が ソロ を 入れ る と いう の が 基本 パタ ー ン だ が 、 ピ アノ に ディ 
スト ーション が か か っ て いる こと が 多く 、 荒 々 し さ が 感 じ ら れ る 。 
それ は 3 人 が 混 然 一 体 と な っ て ぶっ か り 合 うと いっ た 印象 だ 。 曲 の 
ほとん ども エレ クト リッ ク ・ ピ アノ 奏者 が 書い て いる 。 (松本 ) 


IDER LOCKW00D 
Jazz-R0ck 
LP/Music Zag 773.001 '76 年 








一 応 D・ ロ ッ ク ウ ッ ド 名 義 な の だ が 共 作 が 一 つ 有 る の み で 他 は メ 
ン バ ー の 曲 (B・ プ ブル ネル 4 曲 、 兄 の フラ ン シ ス 2 曲 、 ゴ ー テ ィ エ 
1 曲 ) に よっ て 占め られ て いる あたり 、 バ ンド 作ら し い 。 と は 言え 
この 時 期 マ グマ ー ザ オー スル ヤ と 忙し か っ た 訳 で 継続 的 な 活動 を し 
て いた と も 思え な い 。 それ も 道理 で マグ マ 加 入 前 に 兄弟 で 結成 し て 
いた VOLKOR (本 作 B① の タイ トル で も 有る ) の 前 身 だ と 言う 事 が 確 
認 さ れ た 。 幾 分 ラフ で ロッ ク 的 な 所 も 有る 分 SURYA の それ 程 洗練 さ 
れ て いな い 音 傾向 と な っ て いる 。 (中 西 ) 





IDIER LOCKW00D 
Live In MOntreux 
LP/JMS 011 '8O 年 





'80 年 7 月 16 日 の モン トル ー・ ジ ャ ズ ・ フ ェ ス ティ ヴァ ル で の 録音 。 
Bob Malach(t-sax) 、 Jan Hammer(syn) 、 Marc Perru(g) 、 Bo Stief 
(b) 、 Gerry Brown(ds) と の 共演 に な る 。1 曲目 等 で スリ リン グ な 演 
奏 を きか せ て くれ る ほか は 、 和 気 あ いあ いと いっ た リラ ックス ・ ム 
ー ド で 、 フ ェ ス ティ ヴァ ル ら し い 内 容 に な が っ て いる 。 ロ ッ ク ウ ッ ド 
の ソロ ・ パ ー ト を 聴く と それ で も まだ 角 が ある と いう か キー キー 言 
っ た 感触 の も の だ が 、 こ れ は 彼 の 若 さ か 周り の 配慮 に よる も の な の 
か 。 ロ ッ ク ウ ッ ド は マグ マ の ヴァ イオ リ ニ ス ト だ っ た が むし ゃ ら の 
10 代 を 過ぎ て 、 海 外 の プレ イヤ ー と の 共演 を 重ね 、 今 や フラ ンス を 
代表 する ヴァ イオ リ ニ ス ト の 一 人 で も ある 。 そこ そこ 小気味 よい 彼 
の プレ イ が 聴け る アル バム だ 。 (松本 ) 


DIER LOCKW00OD OUARTET 
Live The Olympia Hall 
LP/JMS 040 '8G6 年 





「Magma Live」 か ら 約 10 年 。 あ の 超絶 盤 が 録 ら れ た 同じ 場所 で の 
ライ ヴ 録 音 。 当 時 18 才 (18 オ / 小 僧 だ ぜ 、 あ の プレ イ が ) だ っ た 彼 
も 円 熟 味 を 増し 、 も は や 独壇場 。 最 近 ど う も 日 和 っ て いる 彼 だ が 、 
この 頃 は バリ バリ 。 一 発 目 か ら J・ ベ ッ ク が ヴァ イオ リン を 弾い て 
いる よう な も の で 破れ か ぶれ の ソロ が 凄い 、。 そ し て ゴー ドン ・ ベ ッ 
ク の ピア ノ が 年 寄り らし く 沙 ち 着い た 味 を 出せ ば 応じ て 細やか な 表 
現 も 見 せる 。 と まあ フレ ンチ ・ ジ ャ ズ 界 の 新鋭 プ ヴァイオリニスト と 
し て 好き 放題 や っ て きた 彼 の 足跡 を 追う も 良し 、 今 や ー つ の 主流 を 
つく る 彼 で ある 。 (松本 ) 








LOCKW00D, TOP, VANDER 
WIDEMANN 
Fusiom 


LP/JMS 015 81 年 
CD/Polydor POL 2473 948 





「 豪 華 な 顔ぶれ の 割 に …」 と いう こと で 人 気 の な い 作 品 だ が 、 そ 
こ に こだわ ら ず フレ ンチ ・ フ ュー ジョ ン の 観点 か ら 見 れ ば 非常 に 良 
質 な 作品 。 D・ ロ ッ ク ウ ッ ド の vIn は 後半 の 小曲 の 方 が 際立っ て いる 。 
J・ ト ッ プ も 弾き まく っ て は いな い が 彼 らし い 。 ソ ロ で は けっ こう 
マグ マ っ ぽい ラフ レー スズ も 漬 っ て いた B*・ ヴ ィ ド マン は 、 こ こ で は そ 
ん な で も な い 。 こ うな る と C・ ヴ ァ ン デー ル が 普通 すぎ る 。 ド ラマ ー 
と し て の 仕事 を きっ ちり こなし た と いう 感じ 。 こ の メン バー だ っ た 
ら … を 期待 する 人 は 避 けた 方 が 良い が 、 作 品 自 体 は 水準 以上 。 で も 
この メン バー な の に …。 (伊藤 ) 





DOLPHIN 0R6HESTRA 
Prologue 
L P/RCA PL 37112 77 年 





我国 に お いて は ほとん ど 知 られ て いな い が 、 ド ルフ ィ ン ・ オ ー ケ 
スト ラ は 4 枚 の アル バム を 発表 し た 、 実 力 派 の ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ グ 
ルー プ で ある 。 本 作品 は RCA の バラ ンス ・ シ リー ズ の 1 枚 と し て リ 
リー ス さ れ た ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。 リ ー ダ ー の Jeon-Pierre Debarbat 
(ss,as,ts) 他 、Frederic Sylvestre(g) ら 、 計 5 人 の メン バー が 参加 し 
て いる 。 Debarbat、 Sylvestre の 2 人 は か な り の 熱演 で あり 、 他 の メ 
ン バ ー も 良い 演奏 を 披露 し て いる 。 た だ 、 い ずれ の ソロ も ジャ ズ と 
し て オー ソ ド ッ クス な も の で 、 ソ ロ と サポ ー ト に 徹する バッ ク と い 
う 演 奏 パ ター ン も 新鮮 さ に 欠け る 。 ま た 、 グ ルー プ と し て の 個性 も 
あま りな い 。 テ クニ カル な プレ イ に 焦点 を 合わ せ て 聴く 作品 で ある 。 

(賀川 ) 





7 らち 








DOMINIOUE BERTRA 間 
Chinmese Paradise 
LP/String 33.858 '84 年 





ネフ ェ シ ュ ・ ミ ュー ジッ ク か ら レ トロ スペ クティ ヴ 期 の マグ マ を 
経た ベル トラ ム は 様々 な スタ ジオ 仕事 の 後 、 本 作 を 発表 し た が 、 そ 
の 経歴 、 参 加 メ ン バ パー (カッ チェ 、 ヴ ィ ド マン 、 ト ッ プ 、 パ ガ ノ ッ 
ティ 、 シ ャ ント ロー 他 ) に も か か わら ず 音 自体 は ジェ フ ・ バ パー リン 
の 1 st 辺り に も 通ずる オー ソ ド ッ クス な 物 で 、 極 端 な 個性 は 感じ られ 
な い 。 B② で は トッ プ 、 パ ガ ノ ッ ティ を 迎え て いる の だ が か 今一つ 決 
ま ら ず 、 む し ろ A 面 や 中 盤 辺 り で の 達者 な 楽曲 、 演 奏 に こそ 持 味 が 
出 て いる と 思う 。 唯 一 ヴァ ン デ ー ル に 捧げ た ラス ト の 曲 が そ れ ら し 
い 物 に な っ て いる 。 (中 西 ) 


DOMINIOUE PITARELY 
Imsula Duleamara 
CD/Nocturne NTCD 104 '88 年 











NN NHA PAKAMAPA 





先日 の ルイ ・ ス クラ ヴィ ス ・ カ ル テ ッ ト の 来 日 公演 で も 一 際 鋭 い 
演奏 を 聴か せ て くれ た ピ フ ァ レ リ 。 私 感 で は 既に ロッ クウ ッ ド を し 
の ぎ 、 現 役 フ レン チ ・ ヴ ァ イ オ リ ニ ス ト の 頂点 に いる と の 印象 が あ 
る 。 出 来れ ば も っ と 最近 の 作品 を 紹介 し た か っ た の だ が 手配 が つか 
な か っ た 。 こ こ で は その 弓 さ ば き の 鮮 や か さ は 聴け る も の の 、 楽 曲 
面 で の 明確 さ が ま だ 出 て は いな いよ うだ 。 要 所 に (スク ラヴ ィ ス 同 
様 に ) 過去 の 幅広 い 音楽 を 消化 し た 上 で の 感覚 の 所 え は うか が われ 
る も の の 、 ど こ か は っ きり と 目標 を 見 捉え きっ て は いな い 印 象 を 与 
えて し まう 。 ス ケー ル の 大 き さ は ある も の の 、 流 きれ が ちと で も 言 
お うか 。 尚 、 フ ラン ス 以 外 で は マイ ク ・ ウ エス トブ ルッ ク の バン ド 
に も いた 。 この 先 必ず 出 て 来 そ うな 人 物 の 一 人 。 (中 西 ) 





EDITION SPECIALE 
唱 @e Des Tilleuls 


L P/United Artists UAS 29965 "76 年 


DITIOH 《 ぐ S ぶ SPeCIADC 





元 ト リア ング ル の マリ ウス ・ ミ ミ ・ ロ ラン ツィ ー ニ が 結成 し た エ 
ディ シオ ン ・ ス ペ シ ア ル の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。 彼ら は この ほか 
に 「Aliquante」(RCAPL 37069) 77 年 、「Horizon Digital」 (RCA PL 
37215) 78 年 、 と 2 枚 の レコ ー ド を リリ ー ス し て いる が 、 こ れ ら ジャ ズ ・ 
ロッ ク 指 向 の 3 枚 の アル バム の 中 で 本 作品 は 最も ロッ ク 色 の 濃い も 
の と な っ て いる 。 ロ ラン ツィ ー ニ の ギタ ー は 多少 ハー ド な も の か ら 
メロ ディ アス な も の まで バラ エ テ ィ に 富み 、 バ ルス ト (彼女 の ヴォ ー 
カル も 良い ) の セン ス あ る キー ボー ド ・ ワ ー ク と と も に 曲 を 盛り 上 げ 
て いる 。 ま た 、 イ ンス ト の み の 1 曲 を 除き すべ て の 曲 に お いて ヴォ ー 
カル 又は コー ラス が 効果 的 に 用 いら れ て いる こと も 特筆 に 値する 。 こ 
の アル バム 以後 、 彼 ら は 更に ジャ ズ 色 を 強め て いく 。 (賀川 ) 


EDITON SPECIALE 
Aimuante 
LP/RCA PL 37069 77 年 





EDITON SPECIALE は も う 一 つの フレ ンチ ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク の 系 
譜 一 MAGMA 人 脈 に 連 な ら な い 一 派 一 を 代表 する 名 グル ー プ だ っ た 。 
この 2nd は イン スト ゥ ル メ ンタ ル ・ パ ー ト の 比重 が 増し た 事 も あり 、 
有名 な 1 st あたり と 比べ る と 幾 分 地味 な 印象 を 受け る が 、 そ の 構成 や 
アン サン ブル も また 級 密 さ を 増 し て いる 事 も お 忘れ な く 。 時折 見 せ 
る ゴリ 押し 的 な が ロッ ク っ ぽ さ も 含め 、 リ ズム ・ セ クシ ョ ン は 力強い 
が 軽やか さ を 失 う 事 は な い 。 そ の 上 で テー マ や ソロ を 奏で る Lorenzini 
や 塵 人 Ballester の プレ イ は セン ス の 良さ を 感じ させ 、 飽 き の 来 な い 
味わい は まる で 古い 友人 と の 楽し い 語 らい の 様 だ 。 彼 ら が 遺し た ア 
ル バ ム 、 そ こ に は 大 向う 受け する 派手 派手 し さき こそ な いも の の 、 い 
つの 時 代 に も 色 褐 せる 事 の な い 輝 き が ある 。 (山田 ) 








開 了 田 EDITION SPECIALE 
還 史 3 HOrIZ9m gital 
L P/RCA PL 37215 「'78 年 





元 TRIANGLE の Mimi Lorenzini が 結成 し た EDITION SPECIALE の 
最後 の アル バム 。 フ ラン ス の ジャ ズ と ロッ ク を 掛け わた す バ ンド 。 
エン ジニ ア は 、 ロ ー ラ ン ・ テ ィ ボ ー。 ア グレ ッ シ ヴ な 展開 の 速い リ 
KWg セ クォン 3 ョ ジン (っ = リタ ジ 、 証 バ ツ リ キ ジグ (SS ウル クツ 
ニニ の ギタ ー・ プ レイ や Mireille Bauer の ヴィ プラ フォ ー ン 、 マ リン パ ・ 
プレ イ 等 が 絡む スリ リン グ な 曲調 が 特徴 。 打 楽器 奏者 が 二 人 い る と 
いう こと も あっ て 、 手 数 、 音 数 が 多く 、 曲 の 活発 さ に 拍車 を か ける 。 
と り わ け ミ レー ユ ・ ボ ー エ ル は バン ド ・ サ ウン ド の 装飾 部 で あり な 
が ら 特 色 に も な っ て 、 数 多く の ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ バ ンド か ら EDITION 
SPECIALE の 性 格 を 浮き 出 た せ て いる 。 (松本 ) 





EIDER STELLAIRE 
Eider Stellaire 
LP/K 001 81 年 





エ デ ー ル ・ ス テレ ー ル の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。 ギ ター、 ベ ー ス 、 
ドラ ム ス & ピ アノ の 3 人 を 中 心 に シン セ 、 フ ルー ト 、 パ ー カ ッ シ ョ 
ン が 曲 ご と に 参加 。 6 人 の ミュ ー ジ シャ ン に よっ て 作ら れ た 。 サ ウ 
ンド の 特徴 は 重々 し い 力 強い リズ ム に ある 。 ス ピー ディ で や や ハー 
ド な ギタ ー も 小気味 よい 。 多少 荒削り な 面 も ある が 遅し 緊張 感 の 
ある ジャ ズ ・ ロ ッ ク で ある 。 オ リ ジ ナ ル ・ ジ ャ ケッ ト の 他 、 セ カン 
ド の ジャ ケ に 「 1 st Album」 と 書か れ た シー ル を 貼っ た も の も ある 。 
セカ ンド 以降 、 音 は より 洗練 され た が 、 そ の 分 、 力 強 さ が や や 後退 
| た だ (賀川) 





7 ら ど 








0 STELLAIRE 


L P/Musea FGBG 2009 87 年 





アル バム ・ タ イト ル 通 り 、 エ デー ル ・ ス テレ ー ル の 3 枚 目 の 作品 
で ある 。 10 年 近い キャ リア を 誇る 彼ら の 演奏 は 無駄 が な く 安 定 し て 
お り 、 ア ン サ ンプ ル も 極め て 良好 で ある 。 ベ ー ス 、 ド ラム ス 、 エ レ 
クト リッ ク ・ ピ アノ に よる 小気味 よい リズ ム を 受け て の ギタ ー・ ソ 
ロ は 伸び 伸び と し て お り 金 舌 で も ある 。 キ ー ボ ー ド の 的 確 な プレ イ 
は サウ ンド を より 広がり の ある も の に し て いる 。 現 在 の フラ ンス の 
ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン に お いで 傑 田 じ た グ ル ニ プ の 1] つ で あるこ 
と は 間違い な い が 、 演 奏 が あま り に も スム ー ズ な た め 、 作 品 全体 の 
流れ が や や 単調 に な っ て し まっ て いる の も 事実 で ある 。 こ うし た 層 

点 を 克服 する た め に は より 変化 に 富ん だ 曲 作り が 必要 で あろ う 。 
(賀川 ) 


EMERGENEY EXIT 
Sortie De Secours 
LP/Pole 0015 76 年 


還 叶 aiaiI27 





FLUENCE,MAHOGANY BRAIN の セカ ンド 、PATAPHONIE の ファ 
ー ス ト 、POTEMKIN の 「Foetus」 等 、 個 性 的 な 作品 を 数 多く リリ ー 
ス し た P6le レ ー ベ ル 最 後 の 作品 。 同 レー ベル の ほとん どの 作品 が Tapi 
oca か ら 再 発 さ れ た に も か か わら ず 、 何 故 か 本 作品 は その 対象 に な ら 
な か っ た 。 グ ルー プ は ギタ ー& ヴ ォ ー カ ル 、 ペ ベ ペース 、 ピ アノ 、 ド ラ 
ム ス か ら 成 り 、 本 アル バム が 唯一 の 作品 。 多 少な り と も ハッ ト フ ィ 
ー ル ド & ザ ・ ノ ー ス 的 夫 囲 気 を 持っ た ジャ ズ ・ ロ ッ ク で 、 ジ ャ ズ ィ 
な ビ ピアノ 、 メ ロディ アス な ギタ ー、 暗 め の フ ルー ト (ゲス ト ) ら 、 
全員 が テク ニカ ル な 演奏 を 展開 し て いる 。 曲 作り 、 ア レン ジ が か 今 一 
つの た め 、 音 に 厚み が な く 、 や や ぎく し ゃ くし た 感 も ある が 、 聴 き 
所 の 多い 作品 で ある 。 (賀川 ) 





yl 上 還 ERIC BARRET OUARTET 
IN し Eric Barret Ouartet 
CD/Carlyne Music CARCD 16 89 年 





エリ ッ ク ・ バ レッ ト は フラ ンス の 中 堅 所 で 活躍 する サッ クス 毒 者 
で 、 フ ラン ソ ワ ・ ジ ャ ノー の 率い た 初代 0.N.J. に 参加 。 ま た 、O.N 
J. の 2 代目 リー ダー、 ア ント ワー ヌ ・ エ ル ヴ ェ と の 共演 も 多く 、ANTOINE 
HERVE BIG BAND や BOB 13 に 参加 し て いた 。 リ ー ダ ー・ ア ル バ ム 
が 何 枚 あ る か は 知ら な い が 、 本 作 に 関し て 言え ば 、 堂 々 た る 内 容 で 
あり 、 充 分 に 主役 を 務め られ る 人 材 だ 。 こ の カル テッ ト は ギタ ー を 
含む 編成 で 、 そ の ギタ リス ト が マル ク ・ デ ュ ク レ と 来れ ば 期待 度 が 
高まる の も 必然 だ ろう 。 バ レッ ト も ウィ ンド ・ シ ン セ まで 駆使 し 応 
戦 。 デ ュ ク レ 客 演 作 と し て 楽々 の 及 第 点 を クリ ア し て いる 。 ピ ー タ 
ー・ グ リッ ツ は セ フ ァ ー& ケ スラ ー の 「Monk For Ever」 や フラ ン 
シス ・ ロ ッ ク ウ ッ ド 作品 に 参加 し て いた ドラ マー だ 。 (坂本 ) 


ESKATON 
Ardeur 


LP/Musique Post-Atomique E-38001 
"80 年 





エス カト ン は ロー ザン ベー ル 兄 弟 と アン ドレ ・ ベ ルナ ルディ を 中 
心 と し た グル ー プ で 、 今 まで に アル バム 2 枚 、 シ ング ル 1 枚 、 テ ー 
プ 1 本 を リリ ー ス し て いる 。 マ グマ の 影響 を 強く うけ て いる が 、 マ 
グマ ほど 重い リズ ム ・ パ ター ン は 持っ て いな い 。 歌 詩 の 内 容 も 重々 
し いも の な の だ が 、 二 人 の 女性 が スキ ャ ッ ト 風 に フラ ンス 語 で 歌う 
た めか 、 軽 や か さす ら 感 じ る 。 デ ビュ ー・ シ ング ル で は 生 硬 さがみ 
られ る 部 分 も あっ た が 、 こ の アル バム で は 音 が 厚み を 増し 、 曲 の 進 
行 も スム ー ズ に な っ て いる 。B 面 の 曲 に お いて マグ マ の ジャ ニッ ク ・ 
トッ プ 風 の ベー ス が 聞こ える な ど オ リ ジ ナ リティ に 欠け る 部 分 も あ 
っ た が 、 セ カン ド ・ ア ル バ ム で は そう し た 欠点 は 改善 され 、 よ り 軽 
い 感 じ を 受け る 反面 、 洗 練 さ れ た 内 容 に な っ て いる 。 (宇田 川 ) 








ESKATON 
Fictiom 
LP/E 38301 '83 年 





メン バー は 不変 だ が 、G・Rozenberg が ギタ ー を 多用 する 等 、 役 割 
分 担 に は 変化 が 見 られ る 。 こ の 2 nd を 一 言 で 言え ば 、「 水 準 は 高い が 、 
1 st の 魅力 に は 一 歩 譲る 」。 理 由 は ミディ アム ・ テ ン ボ の 曲 が 多 く な 
っ た 事 と 、 あ ら ゆ る 場面 で 機能 し て いた ソプラ ノ ・ デ ュ オ の 位置 づ 
けが 「2 人 の ヴォ ー カ リス ト 」 に 変わ っ た 事 だ 。 冷 た く ソ リッ ド な 
リズ ム ・ セ クシ ョ ン の 切れ な ど 聴 き 所 は 多い が 、 フ レン チ ・ ア ヴァ 
ン ギ ャ ルド 系 特有 の メタ リッ ク で 無機 的 な 質感 と 日 本 人 と の 相性 を 
考え れ ば 評価 は 望み 薄 か ( そ れ だ け 1 st が 傑出 し て いた と も 言え る が ) 。 
尚 、'86 年 録音 の 小品 ( 1 st と 本 作 の 中 間 的 な 仲 々 の 出来 ) が Musea 
の 「Enneade」 へ 収録 され 、 一 時 3 rd の 情報 も あっ た が 、 リ リー ス さ 
れる 事 な く 現在 に 至っ て いる 。 (山田 ) 





EX VITAE 
MMandarine 
LP/EV1 778 年 


| 0000 」 





WO00MAM 














リモ ー ジ ュ の グル ー プ 、 エ クス ・ ヴ ィ タ エ の 唯一 の 作品 。 ベ ー ス 、 
ギタ ー 2 人 、 管 楽器 、 キ ー ボ ー ド 、 ド ラム ス 、 ヴ ァ イ オ リン と いう 
比較 的 大 き な 編 成 で ある 。 メ ロディ アス で 軽快 な ジャ ズ ・ ロ ッ ク か 
ら メ ロー な ジャ ズ 、 フ リー・ フ ォ ー ム な も の まで 、 う まく 組合 せ て 、 
変化 に 富ん だ 音 作 り を し て いる 。 聴く 者 を 釘付け に する 恐 し いま で 
の 緊張 感 や 圧倒 的 存在 感 こ そ な い が 、 曲 作 り 、 ア レン ジ 、 演 奏 技 術 、 
アン サン ブル 等 、 い ずれ も か な り の レヴ ェ ル に ある 。 メ ジャ ー・ レ 
ー ベ ル に 時 と し て 見 られ る 、 実 力 派 ミ ュー ジ シ ャ ン に よる リラ ッ ク 
ス し た 肥 囲 気 の 作品 と は 対極 に ある 、 熱 気 に 溢れ た 好 作 品 で あり 、 
フレ ンチ ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン の 底力 を 見 せつ ける 1 枚 で も あ 
る 。 (賀川 ) 





7 ら ア 








FAWZI A-AEDY & LORIENTAL 
JAZZ 

Tarah 

CD/Flat & Sharp FS.972 '92 年 





ファ ウジ ・ ア ル = ア イー ディ は フラ ンス の ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン 
で 活動 し て いる イラ ク 出 身 の ミ ュー ジ シ ャ ン だ 。 オ ー ボ エ 、 イ ング 
リッ シュ ・ ホ ルン の 名 手 だ が 、 こ の リー ダー 作 で は リュ ー ト と 歌 も 
た っ ぷり と 聞か せ て くれ る 。Francois Couturier(kb) 、Francois Mechali 
(cb) 、Francois Verly(ds) 、Patrick Buchmann(d) 等 の 実力 派 ミ ュ 
ー ジ シャ ン が 全面 バッ ク ・ ア ッ プ し て お り 、 現 在 最も 良質 の フレ ン 
チ ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ サ ウン ド を 惜しげ も な く 披 露 し て いる 。 し か 
し 、 何 と 言っ て も 素晴らし い の は アル = アイ ー デ ィ 自 身 の 超 個性 的 な 
音楽 だ 。 日 頃 馴染 み の な い ア ラブ 系 の サウ ンド の アイ デン ティ ティ 
ー を これ 以上 な い 説 得 力 で 表 出さ せ た 殆 ど 奇 跡 的 な 作品 と し て 傑出 
し て いる 。 100 回 聴い て も 飽き な い 名 作 。 (坂本 ) 


FRANCIS LOEKW00D 
Dehhi 


L P/America AM 6161 82 年 





D・ ロ ッ ク ウ ッ ド の 兄 。 キ ー ボ ー ド 奏者 。79 一 '80 年 に か け て マグ マ 
に 在籍 し た が 録音 は 残し て いな い 。 こ れ は ファ ー ス ト ・ ソ ロ に 当 た 
る 。K・ プ ラス キス いわ く 「 彼 に は 我々 と 同じ 精神 が な いと 感じ た 」 
と いう と お り の サウ ンド だ 。 決 し て 悪い 出来 で は な い 。 た が 面白 味 
に は 欠け る と 思う 。 ハ ー ド ・ タ ッ チ の フュ ー ジ ョ ン 、 そ の お 決り の 
パタ ー ン を 疑い も な く 軽 快 に 進む 彼 の 資質 は 、 あ まり マグ マ の 音楽 
と は 関係 が な さそ うだ 。 バ ンド 編成 で 録音 され て いる が 、 ア ン サ ン 
プル は な く ソ ロ も 平凡 、 曲 が あり きた りな メロ ディ ば か り に た よっ 
て 一 本 調子 。 (松本 ) 





FRAN6OIS JEANNEAU 
Enh6mere 


LP/Owl 07 77 年 
CD/EMI 827179 2 





フレ ンチ ・ ジ ャ ズ ・ シ ー ン 期待 の 新人 と 言わ れ な が ら ロ ッ ク に 走 
り 、 ト リア ング ル に 参加 し た Francois Jeanneau。 し か し 、 ト リア ン 
グル 解散 後 は 再び ジャ ズ の 世界 に 戻っ た 。 そ ん な 彼 が 同じ よう に 一 
時 ロッ ク ・ グ ルー プ 、 ト ー タ ル ・ イ シュ ー を 結成 し て いた Aldo Romano、 
Henri Texier 他 、 Didier Lockwood、Andre Ceccarelli、Michel Graillier 
等 ジャ ン ル を 問わ ず 活 動 す る ミュ ー ジ シャ ン と 作っ た ソロ ・ ア ル バ 
ム 。 サ ウン ド 的 に は 完全 な ジャ ズ で あり 、 力 強い リズ ム ・ セ クシ ョ 
ン と 誕 放 な アド リプ を 展開 する Jeanneau の サッ クス が 印象 的 で ある 。 

(賀川 ) 





RANCOIS JEANNEAU 


FRANCOIS JEANNEAL 
Pandemonilm 


CD/Carlyne Music CAR C12 '88 年 
(録音 "85 年 ) 





冒頭 いき な リザ オ が 大 編成 に な っ た か の よう な テー マ か ら 始 まり 
引き 込ま れる 。 その 後に 続く ピ フ ァ レ リ の 凄絶 な ヴァ イオ リン ・ ソ 
ロ 、 こ こま で て 勝負 あり 。 基 本 的 に は 現代 的 感覚 に よる ビッ グ ・ バ 
ンド で 柔らか 味 の あ る パー ト も 多い の だ が 、 と は 言え 適宜 は さ み 込 
まれ る テン ショ ン の 高い パー ト や 集団 疾走 の 迫力 は 聴き ご た え が あ 
る 。13 名 の メン バー の 中 に は M・ デ ユ ク レ 、M・ ゴ ダー ル 、J-P・ セ レア 、 
F・ ク チュ リエ 等 の 名 前 も 見 える 。 こ の 翌年 ONJ が 創立 され 、 ジ ャ ノ 
ー が 初代 リー ダー と な る が 、 何 か 関係 は ある の だ ろう か 。 当 然 、 復 
数 の メン バー が 重なる が 、 付 き 合 い 、 実 力 を 考え れ ば むし ろ 偶 然 と 
言う 気 も する 。 確 か 同名 ユニ ッ ト で 他 に 作品 が 出 て いた よう に 記憶 
する が 、 そ ちら も 聴い て みた いも の だ 。 (中 西 ) 








FULL MOON ENSEMBLE 
Crowded With Loneliness 
LP/CBS S 64267 71 年 





フラ ンス の ジャ ズ ・ シ ー ン に その 名 を 残す コ エ ル メ ク ・ ア ン サ ン 
プル 。 その メン バー で ある Joseph Dejean ら の 協力 の も と 、Claude 
Delcloo が 製作 し た フル ・ ム ー ン ・ ア ン サ ンプ ブル の 唯一 の 作品 で ある 。 
シェ ン ・ ノ ワー ル を 思わ す 女 性 の トー キン グ ・ ヴ ァ ー カ ル 、 パ ー セ 
プシ ョ ン 風 の フリ ー な 演奏 、 ユ ニ ゾ ン に よる マグ マ に 近い サウ ンド 
等 は ロッ ク 、 ジ ャ ズ 、 フ リー、 ミ ュー ジッ ク と いっ た ジャ ン ル に 捕 
われ る こと の な い フ ラン ス の ミュ ー ジ ッ ク ・ シ ー ン の 自由 開 達 さ を 
よく 表わし て いる 。 フ ラン ス な ら で は の 幅広 い 音 楽 性 を 持っ た 重 味 
の ある 作品 だ 。 (賀川 ) 





(BOY 
= 記 語 


GEORGES AEOGNY 
First Stens In 
LP/String 33.851 '81 年 


1 





'54 年 生 、 セ ネガ ル 出 身 。72 年 か ら フ ラン ス に 住み 、 ク リス チャ ン ・ 
エス クー デ を 通し て L・ コ リエ ル や J・ マ クラ フリ ン と 出会う 。 そ う 言 
っ た 経歴 を 反映 し て 、 彼 の デビ ュー 作 に は コリ エル を 始め と し た 米 
ジャ ズ 及 び MPS 辺 り で 活動 し て いた 面々 や 現在 ワー ルド ・ ミ ュー ジ 
ッ ク ・ シ ー ン て で 活躍 し て いる 者 も 参加 し て いる 。 他 に フラ ンス 系 で 
は P・ ゴ ー テ ィ エ 、S・ マ ルク 、M・ カ ッ チ エ 、D・ ベ ルト ラム 辺り が いる 
が 、 この辺 は セッ ショ ン ・ マ ン と し て の 参加 か 。 勿論 エ スク ー デ も 
いる 。 で 、 音 の 方 だ が 、'80 年 代 前 後 の フ レン チ ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ら 
し い 問 を 生か し た 音 を 響かせ る 作風 に 通じ る が 、 も う 少 し 一 般 的 で 
は ある か 。 ゴー ティエ の ソロ 辺り に 通じ る 感覚 も ある 。 地味 目 だ が 
飽き の こない 好 作 。 (中 西 ) 











ANT 
人 amt 


L P/Inrevnational ZO201V '? 年 





ジャ イア ント は ジャ ンコ ・ ニ ロビ ピッ ク を 中 心 に 30 人 を 越え る ミュ 
ー ジ シャ ン を 擁し た オー ケス トラ 的 セッ ショ ン ・ グ ルー プ で ある 。 
ニ ロ ビッ ク は ホー ン 、 ス トリ ング ス 、 リ ズム の 各 セ クシ ョ ン 及 び ぴ コ 
ー ラ ス を 巧み に まとめ あげ 、 流 三 な シン フォ ニッ ク ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ 
ク ・ サ ウン ド を 作り 出し て いる 。 収 録 さ れ た 5 曲 は いずれ も ハイ ・ 
レヴ ェ ル の 出来 で ある が 、 や は り 話 題 は SANDROSE の アル バム で も 
聴く こと の で きた A② で あろ う 。 ジ ャ ズ ィ な ホー ン と クラ シカ ル な 
スト リン グ ス が 混 り 合う 中 、 ジ ャ ン ・ ピ エー ル ・ ア ラル セン が 短 か 
いな が ら も ソロ を 展開 する 部 分 は 特に 印象 的 で ある 。 (賀川 ) 


Mi// 考 の 7/ コ GREEN SPACE 
2 Trace De Vie 


L P/Slim Production SP 88088 
"88 年 





'88 年 に 本 6 曲 収録 の 45 回 転 ミ ニ ・ ア ル バ ム で デビ ュー し た GREEN 
SPACE は 、 キ ー ボ ー ド 、 ド ラム ス 、 ギ ター& ヴォ ー カ ル の 変則 的 な 
トリ オ 編 成 の グル ー プ で ある 。 音 の 方 は いわ ゆる ポン プ ・ ロ ッ ク 系 
で 、 ペ ンド ラゴン 、 マ リリ オン と 言っ た イギリス の グル ー プ の 強い 
影響 が 見 られ る 。 フ ラン ス ら し さ は 希薄 で 、 歌 詩 の 大 部 分 は 英語 で 
ある 。 し か し な が ら 、 あ また ある 同系 統 の グル ー プ の 中 で は 、 曲 構 
成 、 ア レン ジ 、 テ クニ ッ ク の いずれ を と っ て も 仲 々 の 高 水準 に あり 、 
一 聴 し た だ け で 飽き て し まう 様 な 作品 で は 無い 。 惜 し まれ る の は 自 
主 制作 故 の 録音 の 貧弱 さ で 、 や や 奥行 き に 欠け る 点 で あろ う 。 本 作 
以降 の 活動 に つい て は 、 残 念 な が ら 不 明 で ある 。 (中 島 洋一 ) 





HENRI TEXIER 
A Gordes Et A Dris 
LP/JMS 06 79 年 





アル ド ・ ロ マー ノ (g) 、 ゴ ー ド ン ・ ベ ッ ク (p) 、J・C・ カ ポン (vncello) 、 
D・ ロ ッ ク ウ ッ ド (vIn) と の 録音 。 ア ン リ ・ テ キシ エ は か つて TOTAL 
ISSUE を 率い た ベー ス 奏 者 だ が 本 業 は ジャ ズ 。 こ こ で も ダブ ル ・ ベ ー 
ス に パー カッ ショ ン に と 忙し い 。 エ スニ ッ ク 色 を 取り 込ん だ 思い っ 
きり シッ ク な カラ ー は 玄人 好み 。 各 奏者 と も 矢 継 早 や な ソロ を と る 
が 、 そ れ を 覆っ て みず みず し いよ うな 流れ が あっ て 、 こ れ が 安っぽ 
く な く て いい 。 ア コー ステ ィ ッ ク で スウ ィング 感 の な い 落 ち つ いた 
ジャ ズ だ 。 カ ポン の 潤滑 油 ホ う ト ー ン も 見 逃 せ な い 。 (松本 ) 


HERVE BOURDE 
Sunerhe D6managememt 
CD/APIA 191132 '88 年 





B・ フ ィ リ ッ プ ス の 作品 に 参加 し て いる と 言う 事 し か 判ら な い Sax/ 
FI 奏者 (補助 的 な シン セ も や る が )。 前 半 が S・ ケ スラ ー と の デュ オ 、 
後半 が フィ リッ プス と ドラ ム 奏 者 と に よる 作品 で 、 い ずれ も 同じ フ 
ェ ス ティ ヴァ ル に お ける ライ ヴ 。 前 半 は クラ シカ ル な が ら も 感覚 的 
な ケス ラー に エフ ェクト 類 を 使用 し た 強烈 な 音色 を 交え つつ 、 多 彩 
な 反応 を 見 せる 。 一 方 の 後半 で は 、 暗 い 切迫 し た トー ン の 曲 を 主 に 
し て いる が 、 フ ィ リ ッ プ ス の 空間 的 な 弓 弾き の 効果 も あっ て 、 拡 が 
り の ある 音 。 どちら に し て も 即興 色 は 強い が 、 ス ペー ス の 感覚 を 活 
か し た 音 使い は 整っ て 聴 え る 。 基 本 的 な 色調 を 共演 者 に 負っ て いる 
と の 印象 が ある が 、 出 来 自 体 は 仲 々 。 気 に し て お いた 方 が 良い 名 前 
2553 (中 西 ) 








UMAIR, JEANNEAU,TEXIER 
Akagera 
LP/JMS 012 '8O 年 


LU「W に W| イプ い AI ルコ.1 





フレ ンチ ・ ジ ャ ズ の 古株 3 名 、 ダ ニ エ ル ・ ユ メー ル (ds,perc)、 フ ラ 
ン ソ ワ ・ ジ ャ ノー(saxfLb-cla,syn) 、 ア ン リ ・ テ キシ エ (contrabass, 
oud,perc) の 連名 に よる 2 作 目 。 フ リー・ ジ ャ ズ 、 フ ォ ー ク ・ ジ ャ ズ 、 
エレ クト ロニ クス 等 3 名 の 様々 な 面 が 合わ され た アル バム だ 。 全 体 の 
印象 と し て は 地味 だ が 、 よ く 聴 け ば 落ち 着い た 中 に も アグ レッ シ ヴ 
な 部 分 を 見 つけ る こと が で きる 。 ジャズ の 範 中 だ と し て も 、 そ れ は 
スペ イシ ー な シン セ サ イ ザー が バッ キン グ し て いて 、 民 族 楽器 の 響 
き が ある も の だ 。 フ リー な 部 分 が ある か と 思え ば 、 ロ ッ ク 調 の 画 一 
ビー ト を 刻ん で いる 部 分 も あっ て 少々 焦点 の 定まら な い 内 容 で も あ 
る 。 や は り フ リー・ フ ォ ー ム な 部 分 が お も し ろ い 。 (松本 ) 





MS HUMAIR, JEANNEAU, TEXIER 
ジン Up Date 3.3 
4 CD/Label Bleu LBLC 6530 HM 83 
9O 年 





ダニ エル ・ ユ メー ル (ds)、 フ ラン ソ ワ ・ ジ ャ ノー(sax) 、 ア ン リ ・ 
テキ シェ (cb) の トリ オ に よる アル バム は 何 枚 か リリ ー ス され て いる 
よう だ 。 い ずれ も 相当 な グレ ー ド を 持っ た 力作 ば か り の よう な の で 、 
アル バム 選択 に は 迷う 所 だ が 、 逆 に ハズ レ が な い の で 興味 の ある フ 
ァ ン に は 購入 方 針 は 立て 易 そ うだ 。3 人 と も に '60 年 代 か ら 活躍 を 続 
け て いる ヨー ロッ パ を 代表 する ジャ ズ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン 達 で あり 、 
それ ぞ れ に リー ダー を 張っ て の 活動 も 目立つ 。 そ ん な 3 人 が 全く 手 
を 抜か ず 五 分 で 渡り 合っ て いる の だ か ら 、 聴 き 応 え は 充分 だ 。 し か 
も ジャ ン フ ノー が 曲 に よっ て マル チ ・ レ コー ディ ング まで 行なっ で い 
る の で 曲 の 完成 度 も 高い 。 甘 さ は 一 欠片 も な い ジ ャ ズ な が ら 、 と て 
も 判り 易い 音楽 で あり 、 取 っ 付き は 悪く な い 筐 。 (坂本 ) 





7 らら 








IWAN JULLIEN BIG BAND 
Secret Service 
L P/Riviera 521 173T 71 年 





エマ ニュ エル ・ プ ブー ズ の 「Le Jour Ou Les Vaches」 に お いて 、 
ウィ リア ム ・ シ ェ ラ ー と と も に 、 見 事 な ア レン ジ を 披露 し た イヴ ァ 
ン ・ ジ ュ リ アン 。 本 来 は ジャ ズ ・ シ ー ン の トラ ン ペ ッ タ ー で あり 、 
本 アル バム で は ビッ グ ・ パ ンド の リー ダー と し て 20 人 を 越え る メン 
バー を 率い て いる 。 参 加 メ ン バ ー の 中 に は 、Andre Ceccarelli(ds) 、 
Michel Grailler(p) 、 Tony Rosso(tp) ら の 名 前 も ある 。 ジュ リア ン を 
中 心 と する 各 メ ン バ ー の ソロ で 和 い で いく と いう 展開 は ビ ピッグ ・ バ 
ンド 形式 の ジャ ズ と し て オー ソ ド ッ クス な も の で ある が 、 曲 作り 、 
演奏 (スタ ンダ ー ド な スタ イル ) と も に 充実 し て お り 、 聴 き 応 え が 
ある 。 一 部 音 が 舞う (ダン ス で は な い ) よう な 部 分 が あり 、 プ ブー ズ 
の 作品 に お ける アレ ンジ に 通じ る 夫 囲 気 が あ る 。 (賀川 ) 


JAGOUES THOLLOT 

Duamd Le Spn Devient Agu, 
Jeter La Girafe A La Mer 

L P/Futura GER 024 71 年 








60 年 代 に ステ ィ ー ヴ ・ レ イシ ー や ドン ・ チ ェ リ ー の 周辺 に いた ジ 
ャ ッ ク ・ ト ロ は 、 こ の アル バム で 彼 の 思う と ころ を 始め た 。 ド ラム 、 
パー カッ ショ ン 、 ピ アノ 、 オ ル ガ ン を 使っ て の ソロ ・ ア ル バ ム だ が 、 
ジャ ズ と いう より は ワリ ー・ ミ ュー ジッ ク と 言っ た ほう が 、 ぶ ざわ 
し い 内 容 に な っ て いる 。 様 々 な 音 の 断片 が 小曲 に な っ て 集まっ て い 
る 印象 だ 。 多 重 録音 と いう 手法 一 つ を と っ て みて も 、 一 つの 像 を つ 
くる も の で は な く 、 音 の 位相 を 次 々 と 飛ば し て コラ ー ジ ュ 効 果 を 際 
立た せ た り する 。 そ うし て ほとん どの 曲 が 何 ら か の 音響 効果 を うみ 
出し て お り 、 仲 々 曲 と し て の 像 が 描け な い 。 一 ジャ ズ ・ ド ラマ ー の 
ソロ に は まっ た くも っ て お さま ら な い 意 欲 的 な 作品 だ 。 (松本 ) 





JACOUES THOLLOT 
^Watch Devil 6o" 


LP/Palm 17 75 年 





ソロ 2 作 目 は 、Francois Jeanneau(sax, fsyn) 、Jean-Francois 
Jenny-Clark(ac-b) 、Charoline Scott(vo) 、A STRING QUARTET の 
ゲス ト を 入れ て 録音 され て いる 。1 作 目 の ア プロ ー チ は 感じ させ る も 
の の 、 ゲ スト と の 共演 で 随分 と 聴き や すく は な っ て いる 。 中 で も フ 
ラン ソ ワ ・ ジ ャ ノー の 役割 が 大 きく 、 時 と し て トロ が ドラ ム 奏 者 と 
な っ て フリ ー・ イ ンプ ロ ヴ ィ ゼ イシ ョ ン に な る 場面 も ある 。 ま た ジ 
ャ ズ ・ ヴ ォ ー カ ル ・ ナ ン バ パー が あっ た り 、 ジ ャ ズ ・ ベ ー ス の 室内 楽 
ふう の 曲 が あ っ た り と 、 傾 向 が 幅広 い の も この アル バム の 特徴 。 そ 
れ で も 全体 か ら 見 る と 実験 色 が 強い 。 ト ロ は この 後 78 年 に 3 作 目 
「Resurgence」 (Musica MUS 3021) を リリ ー ス し 、 続 いて ジャ ズ 寄 
り の 好 作 「Cinq Hops」 を リリ ー ス し た 。 (松本 ) 


JAGQUEBTOUAR JA6OUES THOLLOT 
(6inq Hops 


LP/Free Bird FLY 03 78 年 








ジャ ッ ク ・ ト ロ の リー ダー 作 は 4 枚 。 こ れ が 4 作 目 に な る 。 か つ 
て は 、S・ レ イシ ー、D・ チ ェ リ ー の 録音 に 参加 し た 経験 を 持つ ドラ マ 
ー だ が 、 リ ー ダ ー 作 で は フリ ー で は あり な が ら も 近代 クラ シッ ク の 
無 調 感 、 そ し て 静 庶 で 時 と し て ノスタルジック な ニュ アン ス を ひめ 
た ジャ ズ ・ サ ウン ド を 打ち 出し た 。 4 作 目 は そう し た 方 向 性 の ジャ 
ズ ・ ロ ッ ク 寄 り の 内 容 で クオ リティ も 一 段 と 高い 。 ナ イー ヴ と いう 
以上 に アン ニュ イ 。F・ ジ ャ ノー が つや や か な いい 味 を 出し て いる 。 
マグ マ 関 連 で は 「Kohntarkosz」 他 の M・ グ ライ エ (key) が いる 。 

(松本 ) 








JEAN-BERNARD LE FLI6 
Jean Bermard Le File(VQl.2) 








個人 名 で は 無く 、 ス イス の グル ー プ 。 元 アン ダー・ コ ント ロー ル 
の (あの ) フル ー ト と ドラ マー の 二 人 が 中 心 と な り 、 ト ラン ペッ ト 
奏者 、 さ ら に ベー ス に バー ト ・ フ ィ リ ッ プ ス を 全面 的 に 迎え 入れ て 
制作 され た 。 半 数 程 の 曲 は 、 順 次 ソロ を 取っ て 行く セッ ショ ン 風 の 
ジャ ズ ・ ロ ッ ク (構成 は され て いる ) で 、 個 人 の 芸風 (特に クロ ー 
ド ・ ジ ョ ー ダ ン の フル ー ト は エフ ェクト や シン セ を 通し て 、 ギ ター/ 
シン セ 的 に 響 く 事 が 多い ) を 除い て は まあ 、 普 通 な の だ が 、 残 り の 
バル トー ク 、 シ ュー ベル ト 、 エ リン トン 、 ハ ン ガ リー の トラ ッ ド を 
モテ ナー に し た 曲 で の 、 プ ログ ラミ ング 、 シ ン セ を 用 いた 大 掛り な 
音 造 り は 、 冗 談 な ん だ か 本 気 な ん だ か 判断 に 困っ て し まう 。 曲 に よ 
っ て は 、 や た ら と 格好 良い の だ が 。 変 な 一 枚 。 (中 西 ) 





ossscasd JEAN-CHARLES CAPON 
Lumivers-Sglitude 
L P/Saravah SH 10008 71 年 





コン フリ ュ ア ンス の 重要 人 物 の 一 人 。 ヴ ァ イ オ リン チェ ロ 奏 者 。 
この アル バム は 、 彼 が ペル セ プ ス ィ オ ン に ゲス ト 参 加 し て いた 頃 の 
録音 で 、 相 棒 は タ ミ ア と の 活動 で 知ら れる パー カッ ショ ニス ト 、 ピ 
エー ル ・ フ ァ ー ヴ ル 。 硬派 な 二 人 に よる 緊張 感 の 強い 一 作 で 、 カ ポ 
ン の 以後 の 活動 を 見 る 上 で も 興味 深い 。 両 者 半々 と いっ た 割合 だ け 
に た っ ぷり と 楽し め る 。 形態 は フリ ー だ が この 楽器 の 組み 合わ せ だ 
か ら 音 の 余白 、 響 き が 随分 に 取り 込ま れ 聴 き 易 い 。 どちら か と 言え 
ば クラ シッ ク 寄 り の フリ ー・ ミ ュー ジッ ク で 、 ジ ャ ズ 色 は 薄い 。 タ 
2 信 ウ 5 沿 2 人 0 スニ ンジ だ: (松本 ) 





ぞ の 〇 











EAN-CHARLES CAPON, 
pHRISTIAN ESC0OUDE 

Les 4 EI6ments 
LP/Musica MUS 3006 76 年 




















両者 が 参加 し た コン フリ ュー アン ス の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 発表 
直後 に 録 斉 され た デュ オ ・ ア ル バ ム 。 エ スク ー デ に と っ て は この 後 
続く デュ オ ・ シ リー ズ の 第 一 弾 で も ある 。 カ ポン の メロ ディ アス か 
つゆ っ た り と し た チェ ロ と エス クー デ の カカ 強く 音 の 輪郭 の は っ きり 
し た ギタ ー が 融け 合っ た リリ カル な 演奏 、 コ ン フ リュ ー ア ンス を 思 
わす フリ ー・ フ ォ ー ム で イン プロ ヴィ ゼイ ショ ン 主 体 の 演奏 、 や や 
暗め の プル ー ス 調 の 演奏 等 、 内 容 は 変化 に 富ん で いる 。 その いずれ 
も が 高い 完成 度 を 誇っ て お り 、2 人 の 幅広 い 音楽 性 と プレ イヤ ー と し 
て の 並々 な ら ぬ 力量 を 示し て いる 。 フ ラン ス の ジャ ズ 系 ミュ ー ジ シ 
ャ ン が ジャ ン ル に 捕らわれ な い 活動 を し て いる こと を 示す 好例 で も 
ある 。779 年 、 続 編 と も 言え る 「Gousti」 を 発表 し た 。 (賀川) 


JEAN GEERAERTS 

Transit Z0me 

L P/r.p.m productions r.p.m jz 007 
"86 年 





Nantes 出 身 の グ ルー プ DUN の メン バー で あっ た Jean Geeraerts は 、 
グル ー プ 解散 後 メ ン バ ー の 一 部 を 誘い 本 作 を 1986 年 に リリ ー ス し て 
いる 。 GENTLE GIANT に も 似 た 個性 的 で テク ニカ ル な 演奏 を 見 せ て 
いた DUN と 比べ る と 、 非 常に リラ ックス し た 作品 と な っ て いる 。 ロ 
ッ ク 色 は 無く 、 ク ー ル で アダ ルト な 紛 囲 気 を 漂わ せる パー ト と ファ 
ン キ ー な パー ト か ら な る ジャ ズ が 全編 に 奏で られ て いる 。John Coltrane 
の ナン バー も 取り 上 げ ら れ て お り 、 彼 の ジャ ズ へ の 傾倒 が 品 え る 。 
テク ニカ ル な 面 と 編曲 の rj みさ に は 磨き が か か っ て お り 、 完 成 度 は 
高い が 、 ジ ャ ズ ・ フ ァ ン 以外 に は や や きつ い の で は な いか と 思う 。 
個人 的 に は 好き な アル バム で は ある の だ が … (中 島 洋一 ) 





JEAN-LOUIS BUCCHl 
Sunflower 
L P/Trema 310.047 78 年 





J・L・ ビ ュ キ は スピ ー ド ・ リ ミッ ト の キー ボー ド 奏 者 だ っ た が 、 こ 
の 唯一 の リー ダー 作 で は ジャ ズ ・ シ ン フ ォ ニ ー 寄 り の 作風 を 見 せる 。 
オメ タク サリ ア と の 共 作 ('77 年 ) で た っ ぷり と 聴か せ て くれ た クラ 
シカ ル ・ タ ッ チ の ピア ノ 、 そ し て スト リン グ ・ セ クシ ョ ン を 加え た 
部 分 の た お や か さ が 印 象 に 残る 。 曲 に よっ て の 傾向 に 大 差 が ある も 
の の 、 そ れ ら を トー タル に 包み 込ん だ アプ ロー チ が 読め る 。 ジ ャ ズ ・ 
ロッ ク を 取り 込ん だ クラ シカ ル ・ ミ ュー ジッ ク い っ た 所 か 。 部 分 的 
に は 随分 と し まり の な い 音 使い も 聴か せ て くれ る 。J・ ト ッ プ も 参加 。 

(松本 ) 


JL.CHEVALIER, MELIARD, 
CHEVALIER, P.VANDENBULCKE 
J.L.Chevalier, MM.Eliard, J. 
Chevalier, P.Vandembulcke 
LP/Cryonic MAD 3013 '8S 年 





「Attahk」 の ツア ー で 鍵 を 握っ た ベー シス ト の 一 人 、 ジ ャ ン ・ リ ュ 
ッ ク ・ シ ュ ヴ ァ リ エ を 筆頭 に し た ユニ ッ ト 。 連 名 作 だ が 本 来 は ドゥ 
ロマ デー ル で の 唯一 の アル バム 。 編 成 は g, b, ds & sax, flute で 彼 は 
ギタ ー を 担当 し て いる 。J・L・ シ ュ ヴ ァ リ エ は 78 年 か ら '83 年 まで マグ 
マ に 在籍 し 、 そ の 後 こ の アル バム を 皮切り に ジャ ズ ・ フ ィ ー ル ド で 
活動 し 、 同 じ く '80 年 代 初期 に マグ マ に いた マル ク ・ エ リャ ー ル と は 
その 活動 を 共に し て いる 。 こ の アル バム は クリ アー・ ト ー ン の 妙 に 
ば ら け た サウ ンド が フュ ー ジ ョ ン と 言う に 止ま ら ず 新鮮 。 ECM 系 に 
通じ る 。 (松本 ) 








JEAN-LUC CHEVALIER 
Tihet 
LP/Cryonic MAD 3030 '86 年 





ジャ ン ・ リ ュ ッ ク ・ シ ュ ヴ ァ リ エ 名 義 だ が 、 前 作 か ら フ ルー ト 奏 
者 が 一 人 減っ て 、Jean Popof Chevalier、Marc Eliard と の トリ オ 編 
成 で 録音 され た アル バム 。 タ イト ル も ジャ ケッ ト も Tibet” に な っ 
て し まっ た か ら と 言っ て 、 サ ウン ド の 傾向 に 変化 は な い 。 B① の タイ 
トル 曲 に 効果 と し て 、 チ ベッ ト ふ う の パ ー カ ッ シ ョ ン 、 コ ー ラ ス が 
味つけ され た 程度 だ 。 ECM 並 み に ク リア ー な 署 き に 、 意外 と これ は 
似合い そう な の で 、 む し ろ も う 少 し 積極 的 に アプ ロー チ し て ほし か 
っ た 気 が す る くら い だ 。 相 変わ ら ず の リラ ックス し た ムー ド だ が 、 
音 の 響き 方 は 繊細 で 、 静 けさ と みず みず し さ を 感 じ せ る 。 "88 年 に は 
Jean-PhilippeBordier(elig) を 加え た 4 人 編成 で 「Zantic Le Jazzman」 
(Musea FGBG 2022) を 出し た 。 (松本 ) 





JEAN-LUC PONTY 
Sunday Walk 
L P/(Ger.)MPS. 15045 「'67 年 





クラ シッ ク の ヴァ イオ リ ニ ス ト の よう な 、 短 髪 の ジ ャ ケッ ト 写 真 
が 印象 的 な ジャ ン ・ リ ュ ッ ク ・ ポ ボ ポンティ の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。 
「 新 世代 の 名 手 」 と の 評価 を 決定 づけ た 記念 すべ き 作品 で ある 。 共 演 
者 は Wolfgang Dauner(p) 、Niels-Henning Orsted-Pedersen (b) 、 
Doniel Humair(ds) の 3 人 。 一 部 、 彼 ら の ソロ も 加え な が ら 、 ポ ボン テ 
ィ が 伸び 伸び と 端整 か つ 流 堤 な ソロ を 展開 する 。 ピ アノ 、 サ ックス 
等 の ジャ ズ の 花形 楽器 に 決し て 引け を 取ら な い テ クニ カル な プレ イ 
は 、 当 時 と し て は 正 に 驚異 的 な も の で あっ た 。 ア ドリ プ を 主体 に し 
た 、60 年 代 の ジャ ズ の メイ ンス トリ ー ム を 行く 演奏 は 、 今 聴く と 時 
代 を 感じ させ る 音 と 言え な くも な い が 、 演 奏 自 体 の 完全 度 は 非常 に 
高い も の で ある 。 (賀川 ) 
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JEAN-LUC PONTY 
King Komg 
L P/Pacific Jazz 20172 "70O 年 





ポン ティ 名 義 の フラ ンク ・ ザ ッ パ 作品 集 ( 1 曲 ポ ン テ ィ 作 品 あり )。 
ザッ パ が A④ に 参加 し て いる 他 、 ジ ョ ー ジ ・ デ ュー ク 、 ア ー サ ー・ 
D・ ド リッ ピア 3 世 。 ア ー ニ ー・ ワ ッ ツ 、 イ アン アン ダー ウッ ド 等 
が バッ ク を 務め て いる 。 ポ ン テ ィ と いう と ジャ ズ 色 の 強い 初期 、 フ 
ュー ジョ ン 色 の 強い 後期 と いう 印象 が ある が 、 音 色 的 に も 演奏 内 容 
も アラ ン ・ ソ レン ティ の 「Aria」 で の 客演 を 思い 出さ せる アグ レッ シ 
ヴ な 内 容 だ 。 本 作 は ザッ パ の 「Hot Rats」 の 流れ を 組む A 面 、 現 代 
音楽 色 が 強い B 面 、 と いう 構成 に な っ て いる 。770 年 と いう 早い 時 期 
に 、 ザ ッ パ が B① の よう な 現代 音楽 的 な 作 ・ 編 曲 法 を 身 に 付け て い 
た こと は 驚く べき こと だ と 思う 。 余 談 だ が 、 表 題 曲 は 英 の BABE RUTH 
も カヴァ ー し て で いる 。 (Chihiro S.) 





JEAN LUE PONTY EXPERIENCE 
Live 尋 Montreux 72 Val.2 


LP/Les Disques Pierre Cardin '73 年 














タイ トル の 通り 、'72 年 の モン トル ー・ ジ ャ ズ ・ フ ェ ス ティ ヴァ ル 
で の ポン ティ ー(vIn) 率 いる EXPERIENCE の ライ ヴ 録 音 だ 。'60 年 代 
終わ り 一 70 年 代 前 半 に 一 斉 に 離合 集散 し 合っ て ひと つの 汎 ヨー ロッ 
パ 的 な シー ン を 形成 し た ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ の 代表 格 が この 
EXPERIENCE だ 。 メ ン バ ー は あま り 固 定 し て お ら ず 、 セ ッ シ ョ ン ・ 
グル ー プ と し て の 性 格 が 強かっ た 。 か つて W・ ダ ウナ ー や G・ デ ュー ク 
ら が 在籍 し て いた が 、 こ こ で の ライ ン ナ ッ プ は ヨアヒム ・ キ ュー ン 
(pf) 、 ナ ナ ・ ヴ ァ ス コン チェ ロス (perc) 、 オ リヴ ァ ー・ ジ ョ ン ソ ン (ds) 、 


J-F・ ジ ェ ニ ー ニ テク ラー ク (b) と 非常 に 強力 だ 。 全 5 楽章 の 組曲 1 曲 と 
いう 構成 が 当時 と し て は 斬新 だ し 、 ポ ンティー の 演奏 スタ イル も 聴 
衆 に は 相当 刺激 的 に 聴こえ た 答 だ 。 (坂本 ) 





JEAN-LUC PONTY 
Imaginary VoVage 
LP/Atlantic 18195 '76 年 
CD/(U.S.)Atlantic 19136-2 





IS 


ジャ ン ニ リュ ッ ク ・ ポ ンティー が 再度 アメ リカ に 渡り 、'70 年 代 後半 
に Atlantic に 残し た 「Aurora」ー「Live」 の 5 枚 ソ ロ ・ ア ル バ ム は 純 
正 の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク と みな す の が 正しい 評価 だ 。 

すべ て が 古典 的 名 盤 と 言い 切れ る 。 こ の 「Imaginary Voyage」 の 聴 
き 所 は 何と 言っ て も 20 分 に 及ぶ 同名 の 組曲 。 ポ ンティー が MAHAVISH- 
NU ORCHESTRA か ら 学 ん だ も の が ある と すれ ば 、 そ れ は この プロ 
グレ ッ シ ヴ ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ ス タイ ル の 作曲 法 だ っ た と 思う 。 当 
時 の 彼 の 片腕 だ っ た アラ ン ・ ザ ヴォ ッ ド (kb) 、 後 に GENESIS の サポ 
Re メジ ンー と (が ら うだ た ダリ リル スズ タニ マー ョ (SN ツバ の 5 と 4 
活動 を と も に し た トム ・ フ ァ ウ ラー (b) 、 後 に JETHRO TULL で 活躍 
する マー ク ・ ク レイ ニー (ds) と いう 顔 触れ が 凄い 。 (坂本 ) 


JEAN-LUC PONTY 
Enigmatie 0ceam 
LP/ 77 年 





代表 作 。 序 曲 十 3 つの 小品 十 2 つの 組曲 が 統一 感 を 持っ た 流れ の 
中 に 連なっ て お り 、 ド ラマ ティ ッ ク な 展開 、 パ ラン ス 良 い ソロ の 配 
し 方 と 各々 の 役割 分 担 等 、 ト ー タ ル ・ サ ウン ド と し て の Ponty の 配慮 
が 暑い 知れ 、 結 果 、 幅 広い 層 へ アピ ー ル 出来 る 一 枚 と な っ た 。 ヴァ 
イオ リ ニ ス ト と し て の 彼 の 技量 は 勿論 の 事 、 当 時 既に ミュ ー ジ シャ 
ンズ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン と し て カル ト 的 人 気 を 持っ て いた A・Holdsworth 
(g) を 始め 、D・Stuermer (g) 、A・Zavodkey と いう 我々 に 馴染 み の 
深い 人 達 の 活躍 も 光る が 、 何 と 言っ て も R・Armstrong(b) と S・Smith 
(ds) と いう 切れ の ある リズ ム ・ セ クシ ョ ン が 出色 の 出来 。 ク ロス オ 
ー ヴ ァ ー/ フ ュー ジョ ン の 持つ ボップ さ 、 明 快 さ が 最も 良い 形 で 発揮 
され た 一 枚 と し て 挙げ て お きた い 。 (山田 ) 








Cosmic MeSSenger 
LP/Atlantic WEA 50505 78 年 





バン ド 形 態 で も る こと が 強調 され た 、 と て も まとまり の ある 内 容 
で ある 。Jean-Luc Ponty の 演奏 する エレ クト リッ ク ・ ヴ ァ イ オ リン 
は 、 音 の 生々 し さと いう 点 で は アコ ー ス ティ ッ ク の それ に か な わな 
いも の の 、 バ ッ ク 陣 の 演奏 に は と て も 良く マッ チ し て お り 、 こ の 作 
品 の 完成 度 を 高め て いる 。 バ ッ ク 陣 の 好演 も 特筆 も の で 、 特 に ツイ 
ン 構 成 の ギタ ー・ サ ウン ド が 、 こ の 作品 を 一 介 の フュ ー ジ ョ ン 的 な 
作品 と せ ず 、 ロ ッ ク 色 の 強い スリ リン グ な 内 容 に し て いる と 言え る 。 
Jean-Luc Ponty は ヴァ イオ リン の 超絶 プレ イ の 他 に も 、 オ ル ガ ン や 
シン セ サ イ ザー も プレ イ し て お り 、 専 任 の キー ボー ド ・ プ レー ヤー 
と 共に 作品 に 色 齢 を 与え て いる 。 (雨宮 ) 








JEAN-LUC PONTY 
Individual Choice 


L P/Atlantic 80098-1 "83 年 
CD/Atlantic 780098-2 





J・L・ ポ ン テ ィ を フレ ンチ ・ ロ ッ ク / ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク の 文脈 で 捉え て 
いる 人 が どれ 位 い る か (GONG も そう だ が ) 筆者 は 量り か ね る が 、 そ 
うし た こと を 抜き に し て も 、 こ れ は 「Enigmatic Ocean」 以 来 の 快 作 
で ある 。 再び A・ ホ ー ル ズ ワ ー ス が 参加 、 他 に G・ デ ュー ク 、R・ ジ ャ ク 
ソン 、R・ グ リフ ィ ン の 協力 を 得 て 、 ポ ボン ティ は ヴァ イオ リン と 同じ 
比重 で 緊迫 感 漂 よう シン セ を プレ イ 。 同 年 の })・ ハ マー、B・ プ ラッ フ 
ォ ー ド 、P・ コ リン ズ 参 加 の アル ・ デ ィ メ オラ 「Scenario」 も 同 傾向 
の 作品 だ が 、 筆者 は こち ら を 取る 。 “世界 平和 の 為 の コン ピュ ー タ ー 
呪文 "^ ス ピリ チュ アル ・ ラ ヴ ” と いう タイ トル か らし て 、 精 神 的 な 
メッ セー ジ が 込め られ て いる の だ ろう 。 唯 の フュ ー ジ ョ ン で は な い 
プロ グレ ッ シ ヴ な 作品 。 (高山 ) 





ジワ の ジジ 








JEAN-LUC PONTY/DON SUGAR 
CANE HARRIS/NIPS0U BRANTNER 
/MIEHAL URBANIAK 

New Violin Summit 

LP/ 72 年 





伝説 の ニュ ー・ ヴ ァ イ オ リン ・ サ ミッ ト 。 ジ ャ ン = リ ュ ッ ク ・ ポ ン 
ティ を 中 心 に 4 人 の ヴァ イオ リ ニ ス ト た ち が 繰 り 広 げ る 夢 の 共 演 だ 。 
アメ リカ か ら 参 加 の シュ ガー ケー ン ・ ハ リス は THE MOTHERS OF 
INVENTION の メン バー。 ニ プ ソ ・ プ ラン トナ ー は オー スト リア 出身 
の ジプシー・ ヴ ァ イ オ リ ニ ス ト 。 そ し て マイ ケル ・ ウ ル バ ニ アク は 
ポー ラン ド 出 身 の ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ プ レイ ヤー (現在 も 第 一 線 で 活 
躍 し て いる の は ポン ティ と ウル バニ アク の ふた り だ けが だ )。 輪 を か け 
て 凄い の が リズ ム ・ セ クシ ョ ン の 上 顔 触 れ 。 テ リエ ・ リ ピ ダ ル (g)、 ヴ 
ォ ル フ ガ ンク ・ ダ ウナ ー(kb) 、 ネ ヴィ ル ・ ホ ワイ ト ヘ ッ ド (b) 、 そ し 
て ロバ ー ト ・ ワ イア ッ ト (ds)。 ワ イア ッ ト な ど 本 当 は こん な に 巧 か 
っ た の か と 舌 を 巻く ほど の 名 演 を 聴か せる 。 (坂本 ) 


JEAN MIEHEL KAJDAN 
First Steps 
L P/Polydor 2393 249. "79 年 





多く の アル バム で 脇役 を 務め て 来 た ジ ャ ン ・ ミ ッ シ ェ ル ・ カ ジュ 
ダン の ソロ 第 一 作 目 。 裏 ジャ ケ に J・ ベ ペック や L・ カ ー ト ン の 名 を 挙げ 
て いる 事 か ら も 想像 が 付く 通り フュ ー ジ ョ ン 色 が 強い 。 全 体 に 軽い 
と 言う 印象 は 強い も の の ロッ クウ ッ ド 兄弟 、J・M・ ト ゥ ルオ ン 、G・ プ 
レヴ ォ ー 等 の 達者 な 演奏 振り は さす が 。 中 で も ロッ クウ ッ ド の VIn は 
キレ が 有る 。 い つも 目立た な い 位置 に お か れ て いる 彼 も 曲調 に 応じ 
て 前 記 両 ギタ リス ト に 通じ る ソロ を 随所 に 見 せる も の の 、 技 術 は と 
も か く セ ンス が 平凡 で 前 面 に 出る に は 華 が 無い 。 こ こい ら 辺 り が 脇 
に 回 され る 原因 な の だ ろう か 。 (中 西 ) 








JEAN PAUL PRAT 
Masal 
LP/Stand By 831201 「'84 年 





重々 し い ベ ー ス に ドラ ム 、 管 、 ヴ ォ イ ス が 序々 に 厚み を 増し て 行 
く と 言う オー プ ニ ン グ の この 作品 、 最 低 の ジャ ケ の せい で 全く 無視 
され て いる の だ が 、 マ グマ 系 フォ ロワ ー と し て は 最 右翼 の 作品 と い 
える 。 ド ラム ス を 叩く プラ ッ ト 自 身 を 始め 計 14 人 の 大 所 帯 に よる 音 
は ヴィ ドル ジュ に マグ マ を 振り 掛け た と 言っ た 所 。 A 面 パー ト 1 、 
B 面 その 2 と いう 極端 な 大 作 な の だ が 、 強 弱 を 付け た ドラ ミン グ や 
管 を 初め と し 要 所 を 締め た 作 編 曲 振り も 堂 に 入っ た 物 。 彼 は 本 作 発 
表 後 、 宗 教 の 道 を 選び 、 ス タ ジ オ 仕事 を 含め 、 音 楽 か ら 離 れ て し ま 
うた と 言う 。 残念 だ 。 (中 西 ) 


jeunDiliDpe 8Oude 
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JEAN-PHILIPPE GOUDE, OLIVIER 
COLE 


Jeum6S Amn66S 
L P/Saravah SH 10064 76 年 








ジャ ン ・ フ ィ リ ッ プ ・ グ ー ド の 1 st アル バム で 、 パ ー カ ッ シ ョ ン の 
オリ ヴィ エ ・ コ レ と の デュ オ 。kb と perc の デュ オ と いう と イタ リア 
の ルス ティ ケッ リ & ボ ルディ ー ニ を 思い 出す が 、 ま る で 正反対 の 地 
味 な 虚脱 し た 音 で ある 。 グ ー ド の セカ ンド 「 ド ロー ンズ 」 (ラムセス 
2473-108) と 比べ る と 、 い ささ か 用 色 が ある が 、 処 々 で は 同 レ ベル 
に ある 。 こ の アル バム が 何故 「 青 春 時 代 」 と 題 さ れ て いる の か 説明 
され て は いな い が 、 今 頃 に な っ て 聞く と 、 ノ スタ ル ジ ア を 感じ させ 、 
ピッ タリ で ある 。 その 後 も コレ は 実験 的 な 領域 で 活動 を 続け 、 グ ー 
ド は 、 言 うべ くも な い 。 純正 フレ ンチ ・ エ レク トリ ッ ク ・ ミ ュー ジ 
ッ ク の 名 手 で ある 。 (中 藤 ) 








JEAN-PHILIPPE GOUDE 
Drones 


L P/Polydor 2473 108 80 年 
CD/Musea FGBG 4102 





マグ マ を 受け 継ぐ よう に 分 派 し た WEIDORJE は 、 や が て 解散 し て 
三 つ の アル バム を 産む 。 一 つが パ ガ ノ ッ テ ィ の 「Paga」、 一 つが ゴー 
ティ エ の 「Bebe Godzilla」、 そ し て も う 一 つが 本 作品 。 参 加 メ ン バ ー 
を 見 る と ヴェ ドル ジュ の 全員 、 エ ルド ン の 面々 、K・ プ ラス キス 、 M・ 
カッ チェ 、D・ ロ ー ズ 、 マ ル ガ ン 弦楽 四重奏 団 他 、 と この 近辺 を 総 ナ 
メ の 感 が ある 。 こ れ で ろく な 物 に な ら な か っ た ら 部 る と いう 人 材 だ 。 
曲 の 傾向 は バラ つい て は いて も 独特 の ジャ ズ ・ セ ンス で 貫 か れ 統 一 
感 は ある 。 パ ガ ノ ッ ティ の ベー ス の うな る 1 曲目 や 8 曲目 、D・ ロ ー ズ 
(VIn) の 参加 し た 4 曲目 等 の 出色 の 作 が ある 。 そ の 一 方 で 何 曲 か の ソロ 
で 深 味 に 欠け る 演奏 も 散見 し て し まう 。CD に は グー ド 、 ゴ ー テ ィ エ 、 
ヴィ デマ ン 3 連 ムー グ ・ ソ ロ 曲 を 追加 収録 。 (松本 ) 








JEAN-PHILIPPE GOUDE 
De Amima 
CD/Hopi Mesa H.M.CD 006 92 年 





テディ ・ ラ スリ ー、 ジ ャ ン ・ ル イ ・ ビ ュ ッ キ ら と 同様 、 近 時 の 彼 
は 映像 関係 の 音楽 の 仕事 が 多く 、 自 己 名 義 の 本 格 的 アル バム と し て 
は 「Drones」 以 来 約 12 年 ぶり の も の と な る 。 グ ー ド と いう と 、 ゲ ス 
ト 参 加 の 作品 も 含め て 、 キ ー ボ ー ド 中 心 の フレ ンチ ・ エ レク トリ ッ 
ク ・ ミ ュー ジッ ク の イメ ー ジ が 強い が 、 一 転 、 今 回 は 作曲 者 と し て 
の 側面 を 強調 し た アコ ー ス ティ ク で クラ シカ ル な 作品 に な っ て いる 。 
全 15 曲 、 全 て 彼 の 作曲 で ある が 、 彼 自信 が 演奏 者 と し て 参加 し て い 
る 曲 は 4 曲 し か な い 。 ピア ノ と 各種 弦楽 器 、 そ れ に クラ リネ ッ ト 
バス ー ン を 加え た も の 、 ピ アノ と 弦楽 器 の デュ オ と いう 3 つの 編成 
を 基礎 に 、 ジ ュ ル ベル ヌ 調 の 演奏 、 サ ティ 風 の ピ アノ 、 多 少な り と 
も 実験 的 な 演奏 等 が 次 々 に 登場 する 。 (賀川 
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JOEL DUGRENOT 
B00meramg 


L P/SPX 6839 "82 年 
CD/Mantra COM 6036 
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プー メラ ン は ザ オ の オリ ジ ナ ル ・ ベ ー シ ス ト 、Joel Dugrenot を 中 心 に "82 
年 に 発表 され た 。 い わ ゆ る フレ ンチ ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン の ベテラン 勢 が 
集合 し て いる 。David Rose(vl) 、Claude Olmos(g、ex-MAGMA) Jean 
My Truong (ds、ex-ZAO) 他 合わ せ 7 人 が 参加 し て いる 。ZAO の 「Z ニ フレ 」 
('73) の ラス ト 曲 は Dugmenot の 作 だ が 、 こ の 曲 な ど 他 の Cahen や Seffer と 
いっ た 本 当 の MAGMA 上 り の 人 達 の 作品 以上 に それ に 近い ドラ マチ ッ ク な 
曲 だ っ た と 記憶 し て いる 。 し か し 本 作 で は 攻撃 性 や めまぐるしく 変化 する 展開 
な ど は お さえ られ 、 叙 情 的 な メロ ディ は 全 8 曲 に 共通 し 、 演 奏者 の 比重 も 特定 
の 人 物 に 偏る こと は な く 、 オ ー ソ ドッ クス な セッ ショ ン を と りお こ な っ て いる 。 こ 
の メン バー に し て は や や 意外 と も 感じ られ る 正攻法 的 な スタ イル だ が 、 余 裕 
の うか が える 好 作 品 と いえ る 。 (松本 修一 ) 


JOEL DUGRENOT 
0SaimueS 
CD/Mantra COM 6037 '91 年 





D・ ク ロス 、F・ フ リス 等 の 英国 勢 を 含む メン バー、 又 、 曲 目 か ら も 
75 年 に 録 ら れ た 未 発作 の 可能 性 が 有る が 、 音色 等 付 合 し な い 点 が 
つか 有り 判定 し か ね る 。 と も あれ 本 作 は 「Boomerang」 同様 引い た 
音 の 中 に も 有 丹念 な 作 編 曲 と それ を 活か す 演奏 が 光る 好 作 だ が 、 ク リ 
アラ イト に も 似 た 空間 的 な 斉 を より 絞り 込ま せ た 造 り は 一 層 地 味 な 
印象 を 与え る 。 と は 言え その 完成 度 の 高 さと 響き の 汗 え は 聴き 込む 
内 に 印象 度 を 増す 。 尚 、 デ ュ グ ル ノ に は カセ ッ ト 作 「See」 と 未 発作 
が 他 に も 一 作 有 り CD 化 が 望ま れる 。 (中 西 ) 








JOHN McLAUGHLIN 
Belo Horizonte 


L P/(U.S.)Warner Bros BSK 3619 
*81 年 





カテ ィ ア ・ ラ ベッ ク と の 関係 で か 、'80 年 代 以 降 の マク ラフ リン は 
フラ ンス を 拠点 の 一 つと し て いる 。 本 作 は その 始ま り の 頃 の 作品 で 、 
F・ ク チュ リエ 、J・P・ セ レア 、F・ ジ ャ ノー、S・ シ ー ハ ン と 言っ た 腕 達 
者 な 連中 を 集め て いる 。 も う 一 つ 言 える の は 、 本 作 か ら 近 年 の アコ 
ー ス テイ ッ ク 、 ギ ター 中 心 の 活動 が 始ま っ て いる と 言う 事 。 マ ハヴ 
ィ シ ュ ヌ や シャ クティ と は 異な る 軽やか な トー ン が 主 に な っ て いる 
が 、 良 く 聴 け ば 実際 の 極端 さく に は 何 の 変 わり も 無く 、 突 出し た 存在 
で ある 事 は 近作 で も 明らか 。 タ イト ル の 通り ラテ ン 的 な 音 使い を し 
て いて も 、 常 に 彼 自身 で あり 続け る 。 この 演奏 と 音楽 と の 一 体 故に 
彼 は 只 の 超絶 ギタ ー 弾 き と は 遠く 隔 っ た 位置 に いる 。 出る 音 の リア 
リティ (リア リズ ム で は 無い ) が 違う 。 (中 西 ) 


JOHN MeLAUGHLIN 
Music Snoken Here 
LP/ 82 年 





イギリス か ら ア メリ カ へ と 渡り 、MAHAVISHNU ORCHESTRA、 
SHAKTI、ONE TRUTH BAND と 様々 な フォ ー マ ッ ト で 世界 の ジャ 
ズ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン を 展 搬 させ て 来 た ジ ョ ン ・ マ クラ フリ ン が フラ ン 
ス に 渡っ て 制作 し た 2 枚 の アル バム の うち の 2 作 目 が この アル バム 
(邦題 は 「 吟 遊 圭 人 」)。 こ こ で 彼 は 現在 の 伴 価 で ある カテ ィ ア ・ ラ ベ 
ッ ク ( ラ ベッ ク 姉 妹 と し て クラ シッ ク 界 で は 大 変 有 名 な ピア ニス ト ) 
と 運命 的 な 出会い を 迎え た の だ が 、 そ の カテ ィ ア の ほか 、 フ ラン ソリ ワ ・ 
クチ ュ リ エ (kb) 、 ジ ャ ン = ポ ー ル ・ セ レア (b) 、 ト ミー・ キ ャ ン ベ ル 
(ds) が バン ド ・ メ ン バ ー と し て 定着 し て いる 。 マ クラ フリ ン は エレ 
クト リッ クノ ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター を 縦横 に 操り 、 以 後 の 彼 の 音 
楽 の 原点 を 正確 に 描き 出し て いる 。 忘れ られ た 名 盤 。 (坂本 ) 








KHALIL CHAHINE 
Khalil Chahine 
CD/Omd CD 1542 "94 年 





この カリ ー ル ・ シ ャ ヒー ン な る 音楽 家 に つい て 知る 所 は 殆ど な い 。 
アル バム の 音楽 に 耳 を 傾け れ ば 、 も し か する と 単なる イー ジー・ リ 
スニ ング 界 の 作曲 家 か 何 か な の か も 知れ な い が 、 時 折 見 せる 躍動 的 
な ワー ルド ・ ミ ュー ジッ ク 感 覚 が 飛び 抜け て いて 、 背 景 に 人 並み 外 
れ た 感性 を 持っ た ミュ ー ジ シャ ン で ある こと は 確か だ 。 シ ャ ヒー ン 
自身 の クレ ジッ ト が な く 、 作 編曲 を 担当 し て いる よう だ が 、 詳 細 は 
不明 。 演 奏 に 参加 し た ミュ ー ジ シャ ン の 中 に は アン ドレ ・ セ カレ ッ 
リ (ds, perc) が いる ほか 、 フ ラン ス 独 特 の 音楽 で ある ミュ ゼット の 第 
一 人 者 、 リ シャ ー ル ・ ガ リア ー ノ (bandoneon) も 彩り を 添え て いる 。 
その ほか は セッ ショ ン 系 ミュ ー ジ シャ ン が 多い 。 荘重 な シン フォ ニ 
ッ ク ・ ミ クス チャ ー・ ミ ュー ジッ ク と 言い た い 。 (坂本 ) 





了 内 KOONO 
LA L Planet Peomle 
CD/Big World Music BW2004 91 年 


Au 敵 六 2 が 





クー ノ な る 人 物 、 よ く 考 えた ら ど この ミュ ー ジ シャ ン な の か 全く 
判ら な い 。 80 年代 後半 か ら ビ レ リ ・ ラ グレ ー ン の バン ド で プ ブレー ン 
と し て 活躍 し て いる キー ボー ド 奏 者 な の で 迷わ ず こ こ に 紹介 する こ 
と に し た も の の 、 レ コー ディ ング ・ ロ ケー ショ ン か ら 見 る と 、 ド イ 
ツ 出 身 の 可能 性 ちあ る 。 ク ー ノ の ソロ ・ ア ル バ ム と し て は Hot Wire 
か ら リ リー ス さ れ た 「Senegal」('90) が あっ て 、 実 は 本 作 と 7 曲 が 重 
複 し て いる ( 両 ア ル バ ム と も 10 曲 入り な の で 両方 買わ な いと 3 曲 が 
こぼれ て し まう )。 アル バム と し て の 統一 感 は こち ら の 方 が 高い 。 ク 
ー ノ は 世界 随 一 の ジョ ー・ ザ ヴィ ヌル ・ フ リー ク で 、 ザ ヴィ ヌル 自 
身 が 絶賛 する ほど の な りき り 状 態 (お 見 事 /)。 尚 、 参 加 ミ ュー ジ シ 
ャ ン の 中 に は PILI PILI の トニ ー・ ラ カト ス (ts) が いる 。 (坂本 ) 





ジワ ラブ 
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ロー ラン ・ キ ュ ニ ー は "80 年 代 来 に めき めき と 頭角 を 現 わ し て 来 た 
ジャ ズ ・ オ ー ケ スト ラ の コン ダク ター で 、 少 な く と も 国外 で は 晩年 
の ギル ・ エ ヴァ ンス と 共演 し た 作品 が 遺作 と し て 登場 し た こと で 一 
躍 そ の 名 を 知ら れる よう に な っ た 。O.N.J. を 引き 合い に 出す まで も 
な く 、 近 年 の フラ ンス の ジャ ズ ・ オ ー ケ スト ラ は その 実力 と 優れ た 
感性 で 世界 で も 稀 な 盛り 上 が り を 見 せ て いる が 、 キ ュ ニ ー の 登場 は 
その こと を 改め て 裏付け る 。 フ ラン ス の ジャ ズ ・ オ ー ケ スト ラ の 特 
徴 は 直接 間接 に ロッ ク ・ ミ ュー ジッ ク を (も っ と 具体 的 に 言え ば 
MAGMA を ) 通過 し て いる こと に あり 、 キ ュ ニ ー の 率い る LUMIERE 
に も その 特徴 が は っ きり と 現われ て いる 。 と 同時 に 確か に ギル ・ エ 
ヴァ ンス の 後継 と し て の 成果 も し っ か り と も の に し て いる 。 (坂本 ) 





LORENZINI 
Orchestra V 
CD/Musea FGBG 4002 '88 年 


LORENZINIoRcuesrmav 


A 


エディ ショ ン ・ ス ペ シ ア ル の メン バー と し て 3 枚 の アル バム を 残 
し た Mimi Lorenzini (g) と Ann Ballester (p) は 、 以 前 に デュ オ ・ 
アル バム 「Orchestra ll」 を リリ ー ス し た 。 本 CD は その 続編 と も 言 
うべ きも の で 、「Orchestra V」 の タイ トル に 示さ れ て いる よう に 、 
彼ら 2 人 に 加え て 、Didier Malherbe(sax, fl) 、Tatau Caetano (ds) 、 
Emmanuel Binet (b) の 3 人 が レギ ュ ラ ー・ メ ン バ ー と し て 参加 し 
て いる 。 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク と 言う より も 、 ロ ッ ク 的 フィ ー リ ング を 持 
っ た ジャ ズ と 言え 、 サ ックス 、 ギ ター、 ピ アノ の 各 ソ ロ は ジャ ズ と 
し て 極め て オー ソ ド ッ クス な も の で メロ ディ アス か ご つ ご 軽快 で ある 。 
また 、 リ ズム ・ セ クシ ョ ン と 一 体 と な か っ た バッ キン グ も 177 み で あり 、 
ソリ スト を 盛り 上 げ て いる 。 (賀川) 





Louls WINSBERG LODUIS WINSBER 
6amin0 
CD/Bleu Citron BLCDO09 90 年 





ルイ ・ ウ ィ ン ズ ベー ル は 現在 、 フ ラン ス を 代表 する フュ ー ジ ョ ン ・ 
ギタ リス ト の 一 人 と 言っ て いい だ ろう 。 ア ント ワー ヌ ・ エ ル ヴ ェ の 
も と か ら 飛 び 立 ち 、 同 僚 ら と 結成 し た SIXUN で コン スタ ント に 活動 
を 継続 中 だ 。 こ の 辺 の 事情 を 知っ て いれ ば 、 間 違っ た リス ナー を 混 
乱 さ せる こと も な い だ ろ う 。 くれ ぐれ も シル ヴァ ン ・ マ ルク や キル 
ト ・ ル スト の 名 前 で 妙 な 期待 を し な いよ うに (ジャ ン = ジ ャ ッ ク ・ ア 
ヴ ネ ル の 名 前 で も っ と 変 な 期待 を し た 人 は 確実 に 腰 を 抜か す だ ろ う )。 
と は 言え 、 1 ギタ リス ト の 作品 と し て これ は 結構 よく で きた アル バ 
SEO ンジ ョ シン 2 クラ ウル ジン ジ o ド UI 光 の DS ニク て 24 日 2 
ッ ツ ァ (b) を 迎え て の イン ター・ プ レイ な ど 見 事 だ し 、 ヴ ァ ラ エ テ ィ 
ー に 富ん だ 選曲 も 巧 い 。 意欲 ある ミュ ー ジ シャ ン だ 。 (坂本 ) 





De LYDIA DOMANCICH 
| Chamhre 13 


CD/Gimini Music GM 1007 93 年 


ピ プ ・ パ イル の 関連 アル バム を リリ ー ス し て いる フラ ンス の Gimini 
レコ ー ド は 、 カ ンタ ベリ ー と MAGMA の 周辺 を か すり な が ら 、 気 に な 
る アル バム を 送り 出し て 来る 。 既 に ド マ ン シッ ク 姉 妹 の アル バム は 
2 枚 ず つ リ リー ス さ れ て いる が 、 こ れ は リディア の 3 rd アル バム 。 ミ 
ケラ ンジ ェ ロ 、 ペ トラ ルカ 、 ダ ・ ヴ ィ ン チ 、 そ れ に ピ ブ ・ パ イル の 
詩 に 基づい て 制作 され た 作品 で あり 、 ス テラ ・ ヴ ァ ン デ の 歌 が 実に 
いい 。 ス テラ の 声 に オー ボ エ が 絡む 様 は 警 え よう も な く 美 し い 。 か 
つて の Obscure レ ー ベ ル の 音 を 連想 させ つつ 、 ジ ャ ズ や クラ シッ ク 、 
民族 音楽 の 要素 が 微妙 に 添え られ 、 不 思 議 な 音楽 を 生み 由 し て いる 。 
シン プル に 聞こ える か も 知れ な い が 、 か な り 風 変わ りな 音楽 だ 。 オ 
リ S235( 三 あり 5 (坂本 ) 








4Xc 2?c4z7 間 山 届 周 川 HiH 
HI 
CD/Label Bleu LBLC 6531 90 年 





他 の 項 で も 書い た が 、 近 年 の フレ ンチ ・ ジ ャ ズ ・ シ ー ン に は 優れ 
た ギタ リス ト が 多い 。 そ ん な 中 で も この デュ クレ は 最も 良く 知ら れ 
た 存在 だ ろう 。 現 スク ラヴ ィ ス ・ カ ル テ ッ ト の 一 員 で ある 他 、JMT 
で も 活躍 し て いる 。 本 作 は ギタ ー・ ト リオ を ベー ス に 、 各 種 管楽器 、 
エレ ビ 等 が 適宜 加わ る 形 を 取っ て お り 、 互 い の 間 の 取り 方 が 優れ た 、 
落ち 着い た 中 に も 余 情 が こぼれ 落ち る か の よう か な 雰囲気 を 中 心 に 、 
ここ ぞ と 言う 所 で 見 せる 抑制 され た 激情 と 言う 感覚 が 心地 良い 。 カ 
ンタ ベリ ー 系 の テリ エ ・ リ ピ ダ ル 等 と いっ た 表現 も 浮 ぶ が 、 適 切 か 
どう か は 自信 が な い 。 ど ちら に し て も オリ ジ ナ ル な 音 。 間 の 絶妙 な 
取り 方 と 、 感 覚 の 細やか さ が 強 く 印 象 に 残る 。 (中 西 ) 








MAR6 DUCRET 
News From The Fromt 


CD/JMT Productions JMT 849 148-2 
"92 年 
ポリドール POCJ 9022 


ご 存 知 、 マ ルク ・ デ ュ ク レ の ソロ 最新 作 。 デ ュ ク レ の ソロ は 少な 
く と も 「La Theorie Du Pilier」 ("87) 、「Le Kodo」 (89) 、「Gris」 ('90) 
が あっ て 、 こ れ は 4 作 目 と いう こと に な る の だ ろう か 。 1 st と 本 作 の 
2 枚 は 日 本 発売 され て いる 。 A・ エ ル ヴ ェ の 一 派 か ら 出発 し た デュ 
クレ だ が 、 エ ル ヴ ェ より も 寧ろ A・ エ ムラ ー の クイ ン テ ッ ト を 経て い 
る こと の 方 が 重要 か も 知れ な い 。 ソ ロ ・ ア ル バ ム も 初め は パッ ト ・ 
メセニー 風 だ っ た の が 、 ア メリ カ に 渡り ティ ム ・ バ ー ン の も と で 実 
践 を 積ん だ 現在 、 極 め て 鋭角 的 な 演奏 に 様変わり し て いる 。 ア メリ 
カ か ら ハ ー プ ・ ロ バー ト ソ ン (tp, flh) を 迎え ん 、 フ ラン ス か ら は イヴ ・ 
ロベール (tb) と フラ ン ソ ワ ・ ヴ ェ ル リ (perc) が 参加 。 一 見 お と な し そ 
う で 、 実 は 凄い 切れ 味 の 音楽 。 (坂本 ) 





ぞ の ちら 








TI 


LP/America AM 6153 78 年 





Marc Fosset と いっ て も よほど の ファ ン で な いか ぎり 、MAGMA の 
「Inedits」 に 参加 し て いた 事 な ど 知ら な い だ ろ う が 、 元 々 は 、 オ ー ソ 
ドッ クス な つま ら な い ジ ャ ズ ・ ギ タリ スト で あっ た 。 この 1 st アル バ 
ム は 、 い わ ゆ る ジャ ズ ・ ア ル バ ム と は 一 味 違 う 。 と いう より は 、 ジ 
ャ ズ と いう カテ ゴリ ー か ら 大 幅 に は ずれ た と ころ に 位置 する 。 全 体 
的 に ギタ ー の オー ヴァ ー・ ダ プ ブ で 創 ら れ た この アル バム は 、 ジ ャ ズ 
の セン ス が あちこち に 顔 を 由 し て は いる が 、 プ ログ レ ・ フ ァ ン の 時 
味 を ひく 内 容 の も の だ 。 生粋 の ジャ ズ ギ タリ スト が コン テン ポラ リ 
ー な 感覚 で 弾き 、 多 重 録音 を 駆使 し て 創り 上 げた この 議 面 付 小曲 集 
は 、 や は り 、 不 思 議 な 作品 と 呼べ る だ ろう か 。 (中 藤 ) 


MICHEL ALTMAYER 
Trall Val.2 
L P/Musea FGBG 2010 「'88 年 








J・P・Boffo ら と 組ん で いた 初期 TROLL は 瓦解 、 数 年 の 後 、 ひ と り 残 
っ た AItmayr(ds, vo, key, b) は Nathalie Basst(vla) を パー トナ ー 
に この アル バム の レコ ー デ ィング に 入っ た 。 ゲ スト に は MAGMA 人 豚 
が ズラ リ 。 中 で も 第 一 線 を 退 い た と 思わ れ て いた K・Blasquiz (vo) 
の 名 は 目 を 引く 。 本 作 の 魅力 は テク ニカ ル (Altmayer は ds だ け で な 
く key の 腕前 も 光っ て いる ) で スリ リン グ な ジャ ズ ・ ロ ッ ク と 言う の 
は 勿論 間違っ て は いな い が 、 精 神 面 で の 志 の 高 さ を 忘れ る 訳 に は い 
か な い 。 そこ に は 緊張 も ある が 、 同 時 に 平 隠 や 感謝 、 希 望 が あり 、 
祝福 が ある 。 初 の アル バム に し て 「Attahk」 や 「Offering」 の 高み に 
ある 作品 と 言え ば 分 か る 人 は 分 か る 秋 。 以後 彼 の TROLL と し て の 消 
息 が 跡 絶 えて し まっ た の は 惜しい が 。 (山田 ) 





FIites Recomtre 
LP/Marge MAR 15 '8O 年 








元 ト リオ ー ド と 言う 事 で 多少 は 知ら れ て いる か 。 も っ と も 音 を 聴 
け ば そん な 事 は どう で も 良く な る 。 は っ きり 言っ て トリ オー ド の 10 
倍 は 良い 。 リ ズム 隊 に F・Mechali、F・Couturier 等 の 達者 な 面々 を 揃え 、 
その 上 を 三 人 の (フル ー ト を 中 心 に し た ) 管楽器 奏者 が 乗る 。 適 宜 
イン プロ ヴィ ゼー ショ ン 的 な 部 分 を 挟み つつ 、 小 刻み な リズ ム の 上 
を 軽快 な 営 が リー ド し て 行く が 、 臣 動 感 の 中 に も ヨー ロッ パ 的 な シ 
リア ス な 音 使い を 多用 し て いる の で 軽く 流さ れ は し な い 。 殊 に ピア 
ノ の 才気 あふ れる バ パッキング は 効果 的 。 大 ま か に 言え ば ジャ ズ だ が 、 
計算 され た 、 あ る い は 自然 発生 的 な アン サン プル の 小気味 良さ と 整 
然 と し た 曲調 の 転換 は ロッ ク ・ オ ン リ ー の 人 に も 捉 染み 易い 。 

(中 西 ) 





michel qrqillier MCHEL GRAILLIER 
qqartha Agartha 
し 6 CD/ADDA 591041 70 年 


allu cullqz .bernqrd ubat 


あま り 詳 し く は な い の だ が 、 ミ シェ ル ・ グ ライ エ は MAGMA 以 前 か 
ら フ レン チ ・ ジ ャ ズ ・ シ ー ン て で 活動 し て お り 、 現 在 も 一 線 で 活躍 し 
て いる 。 発表 され て いる 作品 も 決し て 少な く な さそ うだ 。 因 に 彼 の 
代表 作 「Dream Drops」(1981) は 日 本 盤 の CD が 出回っ て いる 。 こ 
こ に 紹介 する アル バム も 再発 CD で あり 、 入手 は 易 し そ うだ 。 アル ビ 
ー・ キ ュ ラ ー ズ (b)、 ベ ルナ ー ル ・ リ ュ バ (ds) を 従え て の 完全 な 
ピア ノ ・ ト リオ で あり 、 ロ ッ ク 色 な と ど 逆 立ち し て も 出 て 来 な い が 、 
非常 に し っ か り と し た タッ チ が 不思議 に エロ ティ ッ ク な 味わい で 、 
聴き 惚れ て し まう 。 (坂本 ) 








micnL GRAmuuisR| MICHEL GRAILLIER 
| .| Dream Drons 


CD/Owl Records OWL026CD 
3800262 82 年 
NEC ア ベニ ュー A29C-1019 


ミシェル ・ グ ライ エ の 代表 作 と し て 広く 知ら れ て いる アル バム 。 
'88 年 に 転落 死 し た チェ ッ ト ・ ベ イカ ー (tp) の 晩年 の パー トナ ー と し 
て 86 年 の 来 日 に も 同行 し て お り 、 本 作 で は ベイ カー の 客演 が 話題 を 
呼ん だ 。 し か も ピア ニス ト の ミシェル ・ ペ トル チア ー ニ まで 参加 し 
て いる と あっ て 、 読 者 に は 手 が 由 し に くい か も 知れ な い が 、 グ ライ 
エエ 自身 が ピア ノ の みな ら ず 、 エ レク トリ ッ ク ・ ピ アノ と Oberheim に 
手 を 出し て いる こと も あっ て 、 非 常に 聴き 易い 。 グ ライ エ の ソロ ・ 
アル バム に 僅か で も ロッ ク 色 を 期待 する な ら こ の 辺 で 手 を 打つ の が 
いい 。 グ ライ エ は 地味 な プレ イヤ ー だ が 、 ソ ロ ・ ア ル バ ム で は し っ 
と り と 自分 の 魅力 を アピ ー ル し て みせ る 。J 一 F・ ジ ェ ニ ー ニ クラ ー ク 
(cb) 、A・ ロ マー ノ (d) も 参加 し て いる 。 (坂本 ) 











MICHEL HAUMONT 
Michel Haumomt 
L P/Disques Carrere 67791 '81 年 





殆ど 全く 無名 と 思わ れる ミシェル ・ オ ー モ ン な る ギタ リス ト の 81 
年 の 作品 。 基 本 的 に は 後 の ギ ター を 中 心 と し た 、 ニ ュー・ エ イジ と 
フュ ー ジ ョ ン の 中 間 を 行く 様 な 、 静 ひつ さ を た た えた 穏やか な イン 
スト も の で ある 。 た だ し 本 作 に は 、 パ ガ ノ ッ ティ が 共同 プロ デュ ー 
ス の 片方 と 全 ベ ー ス を 担当 、 全 面 的 に 協力 し て いる 他 、 プ ラス キス 
が 全 11 曲 中 5 曲 、 ゴ ー テ ィ エ と アラ ル セ ン が 3 曲 ず つ 参 加 し て お り 、 
彼ら し い 演奏 を 聴か せ て くれ る 。 ま た 、 唯 一 パ ガ ノ ッ テ ィ 作曲 の A 
⑥ は 、 へ ヴィ で こそ 無い も の の 、 ま る で ヴェ ドル ジュ の 様 な 出来 の 曲 。 

(森下 忠 ) 





の ど 








MS/O0 と 


MUSIOUE NOISE 
Fulmines Remulars 
L P/Musea FGBG 2028 89 年 





混声 ヴォ ー カ ル と コー ラス が メイ ン 。 し か も バッ ク は ピア ノ が リ 
ズム を 刻ん で ゆく 。 と いう こと で タイ プ と し て は オフ ァ リ ング に 近 
い が 、 バ ッ ク の 演奏 が より 前 面 に 出 て くる た め 歌 と 演奏 の パラ ンス 
が 良い 。 結構 演 奏 は こなれ て いる が 曲 自体 の イン パク ト が や や 弱い 
か 。 サ ックス が いい 感じ で アク セン ト を 付け て いる 。 静 か に 流れ る 
2 曲目 、 速 い パ ッ セ ー ジ の 、 3 曲目 、 ベ ー ス が 突き 進む ジャ ズ ・ ロ 
ッ ク の 5 曲目 等 が 中 々 良い 。 70 年 代 マ グマ の 影響 を 受け た バン ド は 
数 あれ ど '80 年 代 マ グマ や オフ ァ リ ング の 要素 を 含む バン ド は 少な い 。 
あっ さり 味 だ が 。 (伊藤 ) 


NOA 
Noa 
LP/Noa1 8] 年 





ギタ ー& ベ ー ス 、 フ ルー ト 、 女 性 ヴォ ー カ ル 、 サ ックス 、 ド ラム 
ス & パ ー カ ッ シ ョ ン の 5 人 か ら 成 る ノア の 唯一 の 作品 。 各 メン バー 
の ソロ を 中 心 に し て サウ ンド を 組立 て て いる 。 こ の よう な 場合 、 演 
奏者 の プレ イヤ ー と し て の 力量 が 作品 の 出来 、 不 出来 に 直接 的 に 影 
響 す る 。 い ずれ の メン バー も や る 気 を 感じ させ る 中 々 の 熱演 で ある 
が 、 内 容 的 に は や や 凡 唐 、 平 均 的 な 作品 と 言え る 。 女 性 ヴォ ー カ ル 
な ら 何 で も と いう 人 や フリ ー・ フ ォ ー ム で ジャ ズ ィ な 音 を 好む 人 は 
それ な り に 楽し め る だ ろう が 、 一 般 の ファ ン の 心 を 掴む まで に は 至 
う て い な い 。 (賀川) 





O.N.J.(ORCHESTRE NATIONAL 
DE JAZZ) 86 
0.N.J 86 


CD/NEC ア ヴ ニ ュー A29C-1040 86 年 





現在 の フレ ンチ ・ ジ ャ ズ の 中 核 た る ユニ ッ ト O.N.J (フラ ンス 国立 
ジャ ズ ・ オ ー ケ スト ラ ) 、 そ の 名 か ら も 判る 通り 、 フ ラン ス 文 化 省 の 
音楽 部 門 に 付属 し 、 国 家 予 算 か ら 補助 金 を 受け て 運営 され て いる 。 
と は 言え 、 音 楽 自体 は 勿論 ミュ ー ジ シャ ン の 自由 裁 了 で 行なわ れ て 
お り 、 我 が 国 の (以下 略 )。 リー ダー は ニー 三 年 毎 に 交替 する よう だ 
が (それ に 伴い メン バー も 入れ 替 る ) 初代 の フラ ン ソ ワ ・ ジ ャ ノー 
の み 一 年 で 交代 し て いる 。 ま た 、 歴 代 リ ー ダ ー 中 、 最 も 自作 曲 の 割 
合 が 低い の だ が 、 作 品 を 通し て の 統一 感 は 充分 に 造っ て いる 。 後 の 
諸 作 同様 、 国 営 と 言っ て も 博物 館 的 な 音 で は 無く 、 エ レク トリ ッ ク 
の 楽器 を 多用 し た コン テン ポラ リー な アプ ロー チ の 中 、 欧 州 的 要素 
を 自然 に 取り 込ん だ 見 事 な 今 の 音 。 (中 西 ) 





0.N.J. 87 
0.N.J. 87 
CD/Label Bleu LBLC 6511 '88 年 








ONJ の 第 2 作 。 フ ラン ソ ワ ・ ジ ャ ノー に 代わ っ て アン トワ ー ヌ ・ エ 
ル ヴ ェ が 音楽 監督 を 務め る 。 ア ンド レ ・ セ カレ リ (ds) 、 ニ ュ イ アン ・ 
レ (g)、 ア ント ワー ヌ ・ イ ルー ズ (tp) 、 フ ラン ソ ワ ・ ヴ ェ ル リ (perc) 
等 の 有名 プレ イヤ ー が 大 勢 名 を 連ね 、 更 に レコ ー デ ィング ・ ゲ スト 
と し て ディ ディ エ ・ ロ ッ ク ウ ッ ド (vIn) や ディ ー デ ィ ー・ プ リッ ジウ 
ォ ー タ ー(vo) も 参加 。 エル ヴェ 自身 の 曲 を 中 心 に 、 チ ャ ー ル ズ ・ ミ 
ン ガ ス や セロ ニア ス ・ モ ンク 、 ダ ニ エ ル ・ ゴ ヨン ヌ の 曲 ま で 採り 上 
げ て る 。 ギ ル ・ エ ヴァ ンス か ら の 影響 は 歴然 と し て いる が 、 フ ラン 
ス の ジャ ズ ・ オ ー ケ スト ラ の 水準 を 証明 する 好 ア ル バ ム だ 。 但し 、 
ロッ ク ・ フ ァ ン に お 勧め は '91 年 の 来 日 で フィ ナー レ を 迎え た C・ バ 
ル テ レ ミー 期 の 作品 な の で 、 そ れ を お 忘れ な く 。 (坂本 ) 








0.N.J.88/89 
O.N.J88/89 


CD/Label Bleu LBLC 6521 '89 年 





前 作 を 聴い た 限り で は 、 セ ンス 、 力 量 共に 優秀 で は ある も の の 、 
シリ ー ズ 中 最も コン テン ポラ リー な 感覚 が 強い 所 が 気 に な っ た の だ 
の Ne 語 を 光 U2C340 ジ 227 バ の の SC イー2c2 た E ン ジッ ン / み lb7Se コ 5 つの 0 当 (6=GE グ ボ 
の ) バン ド を 収め た 本 作 で は 、 基 本 的 に は ラテ ン 等 も 取り 込ん だ エ 
レク トリ ッ ク ・ ビ ッ ク ・ バ ンド ・ ヨ ー ロ ッ パ 風 と 言う 路線 に 変わ り 
は 無い も の の 、 バ ンド を 手中 に し た か の よう な 確信 が 感じ られ る 、 
援 刺 と し た 音 に な っ て お り 、 バ ンド は 成長 する 物 だ と の 意 を 新た に 
し た 。 各 曲 と も コン パク ト な 長 さ に 収め られ て いる 分 、 前 作 の よう 
な 決め の 大 作 に は 欠け る が 、 そ の 分 機動 性 が 増し た の も プラ ス だ ろ 
う 。 一 人 一 人 才気 に 溢れ た 演奏 は 異様 な まで に 歯切れ が 良い 。 素 直 
に 格好 の 良い ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ オ ー ケ スト ラ 作 。 (中 西 ) 








0.N.J89/90 
Claire 
CD/Labal Bleu LBLC 6529 90 年 





現在 の フレ ンチ ・ ジ ャ ズ ・ シ ー ン の 充実 振り を 知る に は 、 こ の ONJ 
シリ ー ズ 、 及 び 周 辺 ミ ュー ジ シ ャ ン を 追っ て 見 る の が 一 番 早い 。 無 
論 、 そ の 他 に も まだ まだ 沢山 いる の だ ろう が 、 そ れ だ け で も 新鮮 な 
会 い が あ る 答 だ 。 そう 言っ た 作品 和 群 の 中 で も クロ ー ド ・ バ ル テ ル 
ミ が ディ レク ショ ン し た 本 作 と 次 作 は 絶対 の お すす め 。 本 人 が 「 ロ 
ッ ク の パワ フル な 要素 を 取り 入れ た か っ た 」 と 語っ て いた 通り 、 鋼 
の よう な 強 茹 さ を 持っ た アン サン ブル が 大 迫力 で 押し 迫っ て くる 様 
は 、 硬 派 な 音 使い を し て いて も 圧倒 的 な 躍動 感 を た 失わ な い 。 い わ ゆ 
る ビッ グ ・ バ ンド と 思っ て 敬遠 し て いる と 大 損する と 言う より 、 現 
代 ヨ ー ロ ッ パ ・ ジ ャ ズ の ビッ グ ・ バ ンド が (に 限ら ず だ が ) 、 ど れ 程 
意欲 的 な 活動 を 見 せ て いる か の 好 サ ンプ ル 。 (中 西 ) 





と バッ ケア 








た て * で 本 画 T 
3 HU 


0. N. J. 90/91 
Jaek-Lime 
CD/Label Bleu LBLC6538 91 年 





フラ ンス 文化 省 の サポ ー ト に よる 国営 オー ケス トラ 、ORCHSTRA 
NATIONAL De Jazz。 毎 年 一 人 リー ダー が 選ば れ 作 品 を 一 任 さ れる 
が 、 本 作 は 昨年 に 引き 続き ギタ リス ト の Claude Barthelemy。 彼 の 人 
脈 で 集め た 演奏 者 は 集め も 集め た 22 名 。 こ ちら 側 に 馴染 み の あ る 名 
前 は 殆ど 見 か けら れ な い が 各 人 が 名 演奏 を 繰り 出し 、 こ れ を ジャ ズ 
の 方 法論 で 7 く と り ま と め る バル テレ ミー の 才能 は や は り 注 目 だ 。 
全員 一 癖 も 二 癖 も ある 奏者 の ソロ 回 し と 全体 の 楽曲 の 複雑 な 構成 を 
上 手 く バラ ンス を と っ て まとめ 、 全 体 の 疾走 感 を 加速 さす て いる と 
いう 事 は 並 大 抵 で は な い 。 日 本 盤 で も 発売 され て いる この シリ ー ズ 
を 聞く と 音楽 と いう 文化 に 対す る 国家 の スタ イル の 違い を まざまざ 
と 感じ させ られ る 。 (伊藤 ) 








O.N.J. DENIS BADAULT 
A Plus Tard 
CD/Label Bleu LBLC 6554 '92 年 





バル テレ ミー に 代わ っ て 新た に 0.N.J. の リー ダー と な っ た の は キ 
ー ボ ー ド 奏者 の ドゥ ニ ・ バ ドー(Denis Badault) だ っ た 。 残念 な が ら 、 
バド ー に 関し て 知る こと は 殆ど な い 。 改めて 参集 され た メン バー は 
全部 で 16 人 。 私 の 持っ て いる 半端 な 知識 で は 大 半 が 未知 の ミュ ー ジ 
シャ ン で 、 こ れ ま で の 顔 触れ と 比較 する と いく ら か 小粒 に な っ た 印 
象 も 箇 め な い ( 重 箱 の 隅 を つつ け ば 、 オ カイ ・ テ ミズ の 関係 者 と か 、 
LUMIERE 参 加 者 と か 、 ア ン デ ィ ・ エ ムラ ー・ メ ガ ・ オ ク テ ッ ト の メン バ 
ー と か は 見 つか る ) 。 そん な 中 で 一 人 目立っ て いる の が 、 ド ラマ ー の 
フラ ン ソ ワ ・ レ ゾー。 こ の 所 レゾ ー は どこ か ら も 引っ 張り 凪 の 人 気 者 
だ が 、 遂 に 0.N .J. か ら も お 呼び が か か っ て し まっ た 。 紅 一 点 Elise Caron 
の 存在 が も う 少 し 引き 立て ば 面白 く な り そ う だ 。 (坂本 ) 





0.N.J DENIS BADAULT 
Monk Mingus Ellington 
CD/Label Bleu LBLC 6562 93 年 





0.N.J 歴 代 の 指揮 者 の 中 で も 、 最 も オー ソ ド ッ クス に ジャ ズ ・ オ ー 
ケス トラ と し て の 作品 を 作っ て いる の が 、 こ の ドゥ 三 ・ バ ドー だ ろ 
う 。 そ の 端整 な アカ レン ジメント か ら は 、 正 統 派 の 密 児 と 言う 表現 が 
ピッ タリ くる 。 そ ん な 彼 に よる 本 作 は 、 タ イト ル か ら も 判る 通り 、 
モン ク 、 ミ ン ガ ス 、 エ リン トン の 曲 と 彼 等 へ の オマ ー ジ ュ と 言う ペ 
き 自 作曲 を 集め た 物 。 と 言う 訳 で 、 前 記 巨 匠 達 の 作品 に 親しん で い 
れ ば それ な り の 感想 が ある の だ ろう が 、 全 く の 門 外 漢 た る 私 に も 充 
分 楽し め る の は 、 化 揚 迫 ら ず 自 然 に 進行 する 中 に も 拉 刺 と し た 現代 
感覚 を 交え た アレ ンジ の 魅力 故 。 本 当 に 豊か な 音楽 だ と 思う 。 普 段 
追い 求め て いる 物 と は まる で 違っ て いて も 心 に 残る 物 は ある も の だ 。 
尚 、 レ ギュ ラー 版 で の 新作 が 既に 出 て いる 。 (中 西 ) 


OKAY TEMIZ 
Dervish Serviee 


CD/(U.K.)Ton Son Ton Records 
SNTCD 1020 '89 年 








オカ イ ・ テ ミズ は トル コ 出 身 の ジ ャ ズ ・ ド ラマ ー プ パー カッ ショ 
ニス ト 。 現在 も る トルコ と フラ ンス と スウ ェ ー デ ン に 噂 が っ て 活動 し 
て いる 。 シ ルヴァン ・ カ ッ サ ッ プ (sax, cl) や レナ ーシュ ト ・ オ ー ベ 
リ (sax, fl) と の 共演 で いく ら か 知ら れ て いる か も 知れ な い ( と 言っ て 
も 、 紹介 記事 な ど 読ん だ こと が な い が )。 数 枚 の アル バム が 確認 され 
て いる 中 で 、 内 容 の 秀逸 さ で 本 作 を 選ん だ 。 本 作 の レコ ー デ ィング 
は テ ミ ズ の 出身 地 、 イ スタ ンプ ブー ル に お いて 行なわ れ 、 オ ー ベ リ や 
アー ト ・ ト ゥ ンク (お そら く ト ゥ ンク ボ ヤ チ の こと だ ろう ) の 名 前 
は 見 当たる も の の 、 殆 ど 地元 トル コ の ミュ ー ジ シャ ン 達 に よっ て 演 
奏 さ れ て いる 。 ト ルコ の ミュ ー ジ シャ ン の 実力 な ど 想 像 も つか な い 
だ ろう が 、 こ れ が な か な か の も の 。 一聴 の 価値 あり 。 (坂本 ) 








PAT6HWORK 
0uvertures 
LP/Cobra COB 37016 78 年 





ギタ ー、 ベ ー ス 、 サ ックス & フ ルー ト 、 ド ラム ス 、 キ ー ボ ー ド 、 パ 
ー カ ッ シ ョ ン 2 人 と いう 比較 的 大 き な 編 成 の パッ チワ ー ク 。 軽 快 で 安 
定 し た り リズ ム を パッ ク に 。、 サ ックス 、 エ レク トリ ッ ク ・ ビ ピア ノ 、 ギ 
ター 等 が メロ ディ アス で や や シン プル な ソロ を 展開 する と いう パタ 
ー ン を 基本 と し た ジャ ズ ・ ロ ッ ク で ある 。 全 体 に 明る め の リ ラッ ク 
ス し た サウ ンド で 。、 ト ッ プ ・ み ラス の ジャ ズ ・ ロ ッ ク の よう な 、 オ 
リ ジ ナ リティ 、 緊 張 感 は 感じ られ な いし 、 特 別 の テク ニカ ル な プレ 
イ も 見 られ な い 。 演奏 自体 は 確実 な も の で 、 特 に 欠点 も な い が 、 流 
れ が 変化 に 乏しく 、 ま た 、 フ ラン ス ら し さも ほとん と 感じ られ な い 。 
一 度 、 あ る い は た ま に 聴 く 程 度 の 作品 と 言え る 。 (賀川 ) 





Dromadaire Viemn0is 
L P/FMR 0986 "89 年 


の 時 PATRICE NEVER 


【 





パト リス ・ メ イエ ー ル の セカ ンド 。'82 年 に 作ら れ た デビ ュ ウ 作 「Racines 
Croisees」 で は Henri Texier(b) ら を ゲス ト に 迎え 、 か な り ジ ャ ズ を 
意識 し た 音 作り を し て いた が 、 本 作品 は 、 ヒ ュー・ ホ ッ パ ー(b) 、 ピ 
プ ・ パ イル (ds)、 デ ィ デ ィ エ ・ マ レル プ (fl.ts.ss) と いっ た 参加 メン 
バー か ら も 分 か る よう に 、 か な り ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 色 が 強まっ て いる 。 
面 人 92 和 2 細雪 ボー( ド Re 二 ギ の の ルル ARIIGN 二 
部 フル ー ト 等 の 管楽器 と 女性 ヴォ ー カ ル を 加え た 組曲 で 後期 の ソフ 
ト ・ マ シー ン に 通じ る 力強く 熱い 演奏 が 繰り 広げ られ た B 面 は 曲 ご 
と に 編成 を 変え 、 フ ルー ト 、 ヴ ァ イ オ リン 、 チ ェ ロ な ど を 起用 し 、 
アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター も 用 いて 、 よ り ゆ っ た り と リラ ックス し 
た 演奏 を 展開 し て いる 。 (賀川 








の ご 








PATRIEK RAUTHIER 
B6h6 Godzilla 


LP/CY Records CY 733.612 81 年 
CD/Seventh REx XVI 





フラ ンス MAGMA 周 辺 で 思い つく 限り の 豪華 ゲス ト が 参加 し て いる 
歴史 的 名 盤 。 HELDON-MAGMA-WEIDORJE の 橋渡し を する 彼 だ け 
あっ て 内 容 も 万 華 鏡 の よう に 多彩 で きら びやかな が ら 「 ゴ ー テ ィ エ 
節 」 と いっ て も 良い だ ろう 独特 な 軽やか さ が 全 編 を 貫き 非常 に 内 容 
の 濃い エレ クト リッ ク ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 。 イ メー ジ が 外 へ 向かっ て 
どん どん 広がっ て ゆく 様 な 鍵盤 が 中 心 と な っ て いる が 参加 メン バー 
も 皆 そ れ ぞ れ の カラ ー を 充分 に 出し 切っ て いて 必然 性 は 充分 。 且 つ 
細部 に 目 を 移す と 非常 に 細か な 技 や 癖 の 強 さ が ある 。 努 力 で 得る タ 
イプ の も の で は な いこ の 感性 が HELDON を 、 そ し て WEIDORJE を あ 
そこ まで の 名 盤 に 仕上 げた と いう 事 が 良く 判る 。12 年 振り の 2nd で 
も この 感性 は 鈍っ て いな か っ た こと が 判り 嬉し い 限り 。 (伊藤 ) 





PATRICK GAUTHIER 
Sur Les Flots Verticaux 
CD/Seventh AXI '93 年 





実に 12 年 振り の 復帰 作 。 そ の 間 に は 本 人 に も 随分 と 変化 が 有 っ た 
だ ろう し 、 周 り の 状況 も 又 変 わっ た 。 それ ら を 反映 し て か 、 一 聴 し 
て 落ち 着い た 印象 を 受け る 。 具体 的 に 言え ば テン ポ を 落と し て アレ 
ンジ を 簡素 化 さ せ て いる 辺り 。 部 分 部 分 に ジャ ズ 的 な 音 使い も 感じ 
られ る 。 こう 言っ た 変化 は 昔 の 仲間 達 の それ と 通じ る 所 だ が 、 細 か 
な 装飾 音 の 入れ 具合 、 更 に は どん な に 複雑 な 音 使い を し て いて も 各 
パー ト が 良く 唄い 、 飛 び 回 る か の よう か な 自由 度 を 得 て い る 辺り の 感 
覚 は 彼 な ら で は の 物 。 こ れ が 有る か ら こ そ 幾 分 地味 で あろ うと も 納 
得 は 行く 。 も っ と も 熱く せめ ぎ 合 う 高 速 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク を 期待 され 
て は 困る が 。 キ ー ボ ー ド ・ ト リオ に コー ラス (3 一 4 人 ) を 加え た 編成 。 
ドラ ム の アン トワ ー ヌ ・ パ ガ ノ ッ ティ に と っ て は デビ ュー 作 だ ろ う 。 

(中 西 ) 





PETITES ANNONCES 
Petites Amn0nceSs 
LP/BB 33.33 '81 年 





プティ ・ ザ ノン ス は Olivier Joss(b) を 中 心 に 、Bruno(ds) 、Cyrille 
(p) 、Jerome (g) 、Laurent (tp) の ヴェ ルド ー4 兄 弟 、Brigitte Marchand 
(sax) 、Frederic (syn、p) 、Jean-Patrick Voindrot(g) の 8 人 か ら 成 
る セッ ショ ン 的 色彩 の 濃い グル ー プ で ある 。 本 アル バム は 自主 製作 
盤 と し て 発表 され た 彼ら の 唯一 の 作品 で あり 、 全 11 曲 と 収録 曲 は 多 
いも の の 、 曲 の 流れ が スム ー ズ で 聴き 易い も の と な っ て いる 。 切 れ 
の 素晴らし い リ ズム ・ セ クシ ョ ン と スピ ー デ ィ か つ メ ロディ アス な 
ギタ ー が 一 体 と な っ て 熱演 を 展開 する クリ アラ イト を より フレ ンチ ・ 
フュ ー ジ ョ ン 風 に し た か の よう な 曲 、 リ ズミ カル な ピア ノ の サポ ー 
ト を 受け て トラ ン ペ ッ ト が ダル な 感じ の ソロ を 披露 する 伝統 的 ジャ 
ズ の 影響 下 に ある 曲 等 は 特に 印象 的 で ある 。 (賀川 ) 


PHILIP CATHERINE 
Stream 
LP/Warner Bros.N' 46149 72 年 





プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に は 後期 フォ ー カ ス の メン バー 
と し て 、 ま た 、 ヨ ー ロ ッ パ ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク を 代表 する ギタ ー リ ス 
ト と し て 知ら れ て いる フィ リッ プ ・ カ テリ ー ン 。770 年 代 初頭 、 ジ ャ 
ン ・ リ ュ ッ ク ・ ポ ボン ティ の バン ド に 参加 し 一 曜 注目 を 浴び た 。 そ の 
後 も ヨー ロッ パ 各 国 で 活動 し 、 チ ャ ー ル ス ・ ミ ン ガ ス 、 ヨ アヒム ・ 
キュ ー ン 、 パ コ ・ デ ・ ル シア 等 録 々 た る ミュ ー ジ シャ ン と 共演 し て 
いる 。 本 アル バム は そん な 彼 の ファ ー ス ト ・ ノ ソロ 。 ピ アノ 、 ペ ベース 、 
ドラ ム ス 、 ト ロン ボー ン ら が 彼 を サポ ー ト し て いる 。 極 一 部 ハー ド 
な プレ イ も ある が 、 大 部 分 は ジャ ン ゴ ・ ラ イン ハル ト 以 来 の 伝統 的 
ジャ ズ ・ ギ ター の 流れ を 波 む も の で ある 。 フ ォ ー カ ス で の ぎ こ ち な 
い 演奏 と は 異な り 、 流 則 な プレ イ が 聴け る 。 (賀川 ) 








際 cu: 揚 当 PHILIP CATHERINE 
幸 Septembher Man 
LP/Atlantic ATL 40562Y 75 年 





ソロ ニニ 作 目 。 この頃 良 く 付 き 合っ て いた 、 ヴ ァ ン ト フ 、 マ リア ー 
ノ 、 プ ラウ ン 、 リ ー に 北欧 の マイ ルス こと パレ ・ ミ ケル ボル グ が 参 
加 。 い わ ゆ る マイ ルス ・ ス クー ル 、 殊 に マク ラフ リン 影響 下 に ある 
ジャ ズ ・ ロ ッ ク で ある が 、 彼 の ヨー ロッ パ 的 な スケ ー ル 感覚 が な す 、 
内 省 的 な 上 昇 感 が アグ レッ シ ヴ な バッ ク と 結び 付い た 素晴らし い 出 
来 と な っ て いる 。 特 に サウ ンド の 勢い と 熱さ に 関し て は 、 数 ある カ 
テリ ー ン 絡み の 作品 の 中 で も 随 一 の も の 。 ど ちら か と 言え ば 整理 さ 
れ た 優美 な 音 を 得意 と する 彼 だ が 、 その 持 味 を そこ ね る 事 な く 、 バ 
ッ ク に 煽 ら れ て 鋭い フレ ー ズ を 連発 する 。 と は 言え 、 ダ ビン グ に よ 
り 複数 の リー ド を 重ね る 辺り の 構成 力も か な り の 物 だ が 。 T・ リ ピ ダ 
ル や 後期 マシ ー ン に 匹敵 する ジャ ズ ・ ロ ッ ク の 傑作 。 (中 西 ) 





PHILIP CATHERINE 
iitars 
L P/(U.K.)Atlantic K50193 '76 年 





この 業界 だ と 後期 FOCUS に 参加 ぐら い の 知名 度 の 彼 だ が ソロ 名 義 
の 作品 、 加 えて 770 年 代 中 期 の ヨー ロッ パ ・ ジ ャ ズ 界 の セッ ショ ン ・ 
マン と し て の 演奏 は 相当 良い も の が 並ん で いる 。 そ ん な 彼 の 、「Septmber 
Man」 に 続く 作品 。 ク リア ー な 音色 、 少 な く な い 音 数 も さる こと な 
が ら 一 番 の 特色 は コー ド ・ プ ログ レッ ショ ン で は 無 か ろ うか 。 意表 
を 突き な が ら 心 地 よ い 。FOCUS に 収め られ て いる Sneezing Bull? 
も 入っ て いる が 当然 の 様 に 本 作 の 方 が 数 段 出来 が よい 。C.Mariano, J. 
Vant Hof に 加え て J.Lee と G.Brown の 強 カ リズ ム ・ セ クシ ョ ン が サポ 
ー ト 、 更 に R.Franken の スト リン グ ・ ア ン サ ンプ ブル 。 本 作 と 前 作 か ら 
セレ クト し た 「Nairam」(Warner Bros. BS2950) も ある 。 (伊藤 ) 





の ら ラ 








PHILIP CATHERINE 

Bahel 

LP/(Ger.)Elektra ELK 52 224 
780 年 





カテ リー ン は 元々 J・ ヴ ァ ン ト フ 、J・ キ ュー ン 他 、 ド イツ を 中 心 と 
し た ヨー ロッ パ ・ ジ ャ ズ / ロ ッ ク 系 の ギタ リス ト で 他 一 時 フォ ー カ ス 
に も 居 た 。 本 作 で は トッ プ / セ カレ ッ リ 他 フ ラン ス 系 の メン バー を 迎 
えて お り 、 時 期 的 な 事 も あろ う が 70 年 代 の 彼 の 作品 に 比べ 柔らか み 
を 帯び た 作風 に 転じ 、 誰 か が 突出 する 事 無 く ア ン サ ンプ ブル 総体 と し 
て 一 定 の トー ン を 作り 出し て いる 。 特 に 弦 カ ル テ ッ ト の 使用 は ふく 
ら み を 出す の に 効果 的 で トッ プ の 音色 も それ に 応じ た 物 に な っ て い 
る 、 と は 言え カテ リー ン 独 特 の 内 省 感 と 上 昇 感 は 充分 に 感じ られ る 
好 作 。 (中 西 ) 


PHILIPPE CAILLAT 
Stream Of Time 
CD/(Ger.)Laika LK 92-030 「'92 年 





フィ リッ プ ・ カ イア は !80 年 代 の 初期 か ら 活動 を し て お り 、 何 故 か 
ドイ ツ の レー ベル ・ ミ ュー ジ シ ャ ン と の 活動 が 多い 。 本 作 も また そ 
の 一 つ で 、 明 ら か に フラ ンス 系 と ドイ ツ 系 が 入り 混じっ た 編成 。 チ 
ャ ー リ ー・ マ リア ー ノ (は アメ リカ 人 だ が ) や ゲ ォ ル グ ・ コ ッ ホ ベッ 
ク ( マ ー ク ・ ナ ウシ ー フ と の 活動 で お 馴染 み ) の 名 も 見 える 。 基 本 的 
に は フュ ー ジ ョ ン ・ ギ タリ スト と 言え る の だ ろう が 、 曲 の トー ン や 
音 使い に 気 を 配っ た 演奏 は 部 分 的 に J・ ベ ッ ク 辺 り を 思わ せる 才気 走 
っ た 物 。 バ ッ ク の 音 が 締まっ て いる 事 も あり 、 伸 び や か で スケ ー ル 
の 大 きい 楽曲 は 結構 、 来 る 物 が ある 。 近年 の アン ディ ・ サ マー ズ 辺 
り に 究 囲 気 が 近い が 、 も う 少 し リラ ックス し た 音 。 曲 に よっ て は も 
ろ に 南方 系 フェー ジョ ン に な っ て し まう の が 残念 。 (中 西 ) 








ron PHILIPPE DESCHEPPER 
:| Sad Novi Sad 
CD/IDA Records IDA 008 CD 86 年 





70 年 代 の フレ ンチ ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク に お いて は 中 核 と な っ た バン 
ドー マグ マー の 音楽 性 か ら か 、 ギ タリ スト は 異例 な 程 に 地味 な 存在 
で ある 事 が 多かっ た 。 が 、 "80 年 代 以降 の シー ン に お いて は 優れ た 存 
在 を 数 多く 見 つけ る 事 が 出来 る 。 そ れ ぞ れ の スタ イル は ある に し ろ 、 
共通 し て 言え る の は 教則 本 型 ギ ター・ ヒ ー ロ ー の 座 を 目指 さ ず 、 立 
体 的 な 空間 の 中 で うねり や ゆら ぎ を 表現 し て いる 事 。 こ れ 自 体 は 世 
界 的 な 傾向 だ が 、 フ ラン ス に は これ に 長け た 者 が 多い 。Deschepper 
も 又 、 そ う 言 っ た 一 人 で 、 落 ち 着い た 中 に も セン シテ ィ ヴ な 拡がり 
を 見 せる 感覚 は 地味 な が ら も 魅力 的 。 と は 言え 、 地 味 な ば か り で は 
無く 、 時 折 は さ み こ まれ る 不安 定 な 早い パッ セー ジ や エキ セン トリ 
ッ ク な オー ヴァ ー・ ト ー ン に よる 変化 も 効果 的 。 (中 西 ) 


PIERRE BLANCHARD 
Each One Teach One 
LP/CY 733618 '84 年 





MARTIAL SOLAL BIG BAND で 好 プ レイ を 見 せ た Pierre Blanchard 
の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。 ステファン ・ グ ラッ ペリ 、 ジ ャ ン ・ リ ュ 
ッ ク ・ ポ ン テ ィ に 続く フラ ンス の ジャ ズ ・ ヴ ァ イ オ リ ニ ス ト 第 3 世 
代 と し て は ほぼ 最後 に 位置 する 一 人 で ある 。 全 8 曲 、 比 較 的 リラ ッ 
クス し た 演奏 で ある が 緩 漫 な 感じ は な く 歌 心 あ る プレ イ が 楽し め る 。 
そう し た 中 、 時 折り 登場 する シリ アス な プレ イ は 彼 の 並々 な ら ぬ 実 
力 を 物語 っ て いる 。 ド ミニ ク ・ ベ ルト ラム (b) ら リ ズム ・ セ クシ ョ 
ン 、 キ ー ボ ー ド 等 も 好 プ レイ を 展開 し て いる 。 小 粒 な が ら 捨 て 難い 
作品 で ある 。 (賀川 








PIP PYLE'S EOUIPE OUT 
Pip Pyle'S Equipe Out 
LP/52 Rue Est RE 004 87 年 





ピ プ ・ パ イル (ds) 、 エ ルト ン ・ デ ィ ー ン (sax) 、 デ ィ デ ィ エ ・ マ レ 
ー プ (flits) 、 ソ フィ ア ・ ド マン シッ ク (p,syn) 、 ヒ ュー・ ホ ッ パ ー(b) 
の 5 人 に よる 作品 。 演 奏 は ジャ ズ ィ な リズ ム に 乗っ て 、 デ ィ ー ン 、 
マレ ー ブ 、 ド マン シッ ク が 次 々 に ソロ を 取る と いう 展開 が 中 心 に な 
っ て いる 。 本来 フリ ー を 得意 と する ディ ー ン の オー ソ ド ッ クス な プ 
レイ は それ で も シリ アス で ある 。 マ レー ブ は 余裕 を 持っ て メロ ディ 
アス な プレ イ を 繰り 広げ る 。 ド マン シッ ク の 演奏 は 典型 的 ジャ ズ ・ 
ピア ノ と 言え る 。 こ の よう な 各 人 の 個性 が 十分 に 反映 され た も の と 
な っ て お り 、 作品 の 質 も 高い 。 全体 と し て か な り ジ ャ ズ ィ で ある が 、 
ロッ ク ・ フ ァ ン に も 無理 な く 聴 ける の は 彼ら の キャ リア の せい で あ 
ろう か 。 2 作 目 「Up」 も 出 て いる 。 (賀川 ) 





PORK PE 
The Door Is Open 
L P/(Ger.)MPS 68038 





P・ カ テリ ー ン 、 C・ マ リア ー ノ 、J・ ヴ ァ ン ト フ の 三 人 を 中 心 に 、 B・ 
ステ ィ ー フ 、J・ マ ー シ ャ ル か ら な る 5 人 編成 。 当 時 の (MPS を 中 心 
と し た ) ユー ロ ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク の 常連 達 に よる グル ー プ で 、 こ れ 
と 三 人 以 上 面子 が 重なる アル バム は 何 十 枚 と ある と 思う 。 シ ャ ー プ 
な が ら 落 ち 着い た 曲調 が 中 心 で 、 前 記 中 心 人 物 三 人 の 、 上 昇 感 有る 
優美 な ギタ ー、 ス ペイ シー な オル ガン 硬質 で クラ シカ ル な ピア ノ 、 
は っ きり と 明快 な サッ クス 十 民 族 楽 器 、 と 言っ た 持ち 味 を 良く 活か 
し て いる 。 ま た 曲 自 体 も 良く 練り 込ま れ た 魅力 ある 物 で 、 極 端 さ は 
無い に し ろ 、 類 似 バ ンド が 仲 々 思い 付か な いと 言う 不思議 な ポジ シ 
ョ ン に ある 。 ク ー ル で メロ ディ アス だ が 軟 編 に な ら な い ジ ャ ズ ・ ロ 
ッ ク の 秀作 。 (中 西 ) 





7 の 








POST IMAGE 
Caldeira 
CD/Fnac Music 662108 「'94 年 





元々 は ウプサラ の リズ ム ・ セ クシ ョ ン が 中 心 に な っ て 結成 され た 
グル ー プ 。'90 年 の 「Les Nouvelles」 以来 3 作 目 に な る か と 思う 。 一 
作 目 で は ウプサラ の 曲 を 焼き 直す な ど 、 多 少 の 話題 性 は あっ た も の 
の 、 演 奏 、 録音 共に 素人 臭く 、 ほ め ら れ た 出来 で は な か っ た の だ が 、 
本 作 で は ドラ ム を 始め メン バー も 替 る な ど し て 、 プ ロフ ェ ッ ショ ナ 
ル な レヴ ェ ル の グル ー プ と な っ て いて 一 安心 。 音 楽 性 自体 は 以前 と 
変ら ず 、'80 年 代 後半 の マイ ルス ・ グ ルー プ 影 響 下 に ある 物 で 、 フ ラ 
ンス ある い は 本 人 達 な ら で は の 個性 が 見 受け られ な い の が 残念 だ が 、 
出来 自体 は 仲 々 に スリ リン グ で 、 楽 し め は する 。 結 局 、 ウ プ サ ラ を 
支え て いた の は フィ リッ プ ・ コ ー ヴ ァ ン だ っ た 事 が 良く 判る が 、 こ 
れ は これ で 良く 出来 て いる 。 (中 西 ) 


PUZZLE 
Puzzle 
L P/Puzzle PU03-83 「'83 年 





PUZZLE は 、 1979 年 Muller 兄 弟 を 中 心 と し て 結成 され 、 1983 年 に 唯 
ー の 作品 と 思わ れる 本 作 を リリ ー ス し て いる 。 フ ラン ク ・ ザ ッ パ 、 
ジミ ・ ヘ ンド リク ス を 好む と 言う Andr6 Muller の ギタ ー を 中 心 と し 
た 非常 に 個性 的 で 高 水準 な 作品 で 、 オ リ ジ ナ リティ の 欠如 が 目立つ 
80 年 代 の 自主 制作 盤 の 中 で は 異彩 を 放っ て いる 。 後 期 HELDON、 
PULSAR、CAMEL、Zappa 等 を ミッ クス し た 様 な 独特 な サウ ンド は 、 
聴き 手 の 好み を 分 け て し まい そう だ が 、 上 記 の グル ー プ を 気に入っ 
て いる 方 な ら 一 聴 し て お いて も 損 は 無い だ ろう 。 グ ルー プ は 1980 年 
代 後半 頃 迄 活動 を 続け て いた 様 で 、Musea か ら の 作品 リリ ー ス の 話 
も あっ た らし い が 、 そ の 後 の 消息 は 不明 で ある 。 (中 島 洋一 ) 





RAHMAN 
Rahman 
LP/Polydor 2393 252 79 年 





ジャ ケ 裏 を 見 る と 全曲 マハ マッ ド な る 人 物 の 作曲 と 有り 、 タ ー パ 
ン に ヒゲ 面 の 怪し げ な 写真 な の で 不安 に な る が 、 音 の 方 は 仲 々 良い 。 
や は り 中 近東 系 な の だ ろう 、 多 少 イ スラ ム 味 を 帯び た メロ ディ が 感 
じ ら れ 、 変 拍子 も ある 程度 ナチ ュ ラ ル な 物 な の か も 知れ な い 。 こう 
書く と アレ ア / パ ガー ニ 系 の 音 を 連想 する が 実際 の 所 は 典型 的 な フラ 
ンス 系 ジャ ズ ・ ロ ッ ク に 近い 。 こ れ は プレ ヴォ の ベー ス と キー ボー 
ド 奏 者 の M・ ル テイ グリ アノ の 演奏 振り に よる 。 他 、D・ ロ ッ ク ウ ッ ド 、 
S・ マ ルク 、L・ ド ゥ リュ ックス 参加 。 ラムセス ・ プ ロダ クシ ョ ン か ら 
の 知ら れ ざ る 秀作 。 (中 西 ) 


ee | RAPHAEL GIMWENEZ-FAUVETY 
M) ノ グ の WS、| Ranha6l imenez-Fauvety 
LP/AROC 50001 '82 年 








ABUS DANGEREUX の ドラ マー が 加わ っ て いる 、 と 言う 他 に は 何 
ー つ 判ら な い 。 編 成 と し て は ギタ ー と 打楽器 が それ ぞ れ 二 人 ず つ に 、 
ベー ス と サッ クス の 六 人 。 各 メン バー の 演奏 セン ス は ジャ ズ ・ ロ ッ 
ク 的 な の だ が 、 曲 自体 は 、 ギ ター、 打 楽器 それ ぞ れ の コン ビ ネ ー シ 
ョ ン と 両者 を 対比 させ た 組み 合わ せな ど 、 構 築 的 。 多 め の 人 数 を 適 
確 に 出し 入れ させ て スペ ー ス を 表現 する の が 上 手 い 。 い わ ゆ る テー 
マ / ソ ロ 型 の ジャ ズ ・ ロ ッ ク と は 一 味 違う 作風 で 、 あ る 程度 は プロ グ 
レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク を 意識 し て いる の か も し れ な い 。 リ ー ド ・ ギ ター 
は 時 に J・P・ ア ラー セン を 思わ せる 所 が ある 。 同 時 期 の ABUN DANGER.- 
EUX を EDHELS に 寄せ た と 言え ば 近い か 。 (中 西 ) 








REMIDHARMASSON TRID 
Nem0 
CD/CELP Musiques CELPC.22 '93 年 





ANDRE・JAUME の 所 の ギタ リス ト が 同 グ ルー プ の 同僚 で も ある フ 
レデ ィ ・ シ ュ ト ウー ダー (ds) 更に ジャ ン - フ ラン ソ ワ ・ ジ ェ ニ ー- 
クラ ー ク と の トリ オ で ライ ヴ 録 音 し た 作品 。 ラ フ な テー マ か ら ス ポ 
ン テ ィ ニ アス な や り 取 り を 重視 し た 演奏 形態 は 、 何 ら 奇 を て ら っ た 
物 で は 無い が 、 三 者 の 息 の 合 っ た 中 に 見 られ る 緊張 感 は か な り の 物 。 
お 互い の 出 方 を 探り つつ の 出だし か ら 、 き っ か け を つか も む 有 上肢 間 や そ 
の 後 の 兆 々 発 止 と し た や り 取 り は 、 既 し て 地味 な が ら も スリ リン グ 。 
それ ぞ れ の 反応 の 良さ と 音色 に 関し て の 懐 の 深 さ を うか が わせ る 。 
どこ か ジャ ズ ・ ロ ッ ク 直 前 の マク ラフ リン を 思わ せる 音 使い も ある 。 
フレ ンチ ・ ジ ャ ズ の 層 の 厚 さと 元気 の 良さ を 示す 好 作 。 (中 西 ) 





RHESUS 0 
Rhesus 0 
LP/Epic EPC 64560 71 年 





Alain Monier (org) と J.P.Asseline (p) を 中 心 に Alain Hatot (sax, 
刊 ) 、Francis Moze (b) 、Serge Lenoir (b) 、Thierry Blanchard (ds) 
の 6 人 か ら 成 る RHESUS 0。 唯一 の 作品 で ある 本 アル バム に は 他 に 
2 人 の ゲス ト (スキ ャ ッ ト 、b) が 参加 し て いる 。 そ の サウ ンド は 
ほぼ ば 同時 期 に 活動 し て いた ムー ヴィ ング ・ ゼ ラチ ン ・ プ レイ ツ を よ 
り ジ ャ ズ ィ か つ ク ー ル に し た も の で 中 期 の ソフ ト ・ マ シー ン に 類似 
し て いる 。 ジ ャ ズ ィ で は ある が ソフ ト な リズ ム と メロ ディ アス て 必 
要 以 上 に 鱗 舌 で な い 演 奏 が 彼ら の 存在 を ロッ ク ・ サ イド に 位置 付け 
て いる と 言え る 。 (賀川 ) 
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HANESA MUSIC / RICHARD RAUXI RIbHARD RAMUX 
Hamsa Husie 
LP/Mercury 6313 142 '8O 年 





リシャール ・ ロ ー の ソロ 名 義 第 一 作 。 但 し '76 年 に グル ー プ HAMSA 
と の 共 作 で 一 枚 有 る 。 一応 、 元 マグ マ の 初期 サッ クス 奏者 だ っ た ロ 
ー だ が 、 本 作 に 参加 し て いる M・Grailler と 同様 、 そ れ は 忘れ て いい だ 
ろう 。 多少 ロ ッ ク 色 は 有る も の の 基本 的 に は イス ラム / ア フリ カ / カ 
リブ 等 の 異 文化 の 要素 を 上 手 に 取り 入れ た ヨー ロッ パ 系 ジャ ズ の 一 
作 と な っ て お り 、 そ う 言 っ た 範 中 の 音 と し て は 熱気 と 冷静 さ の パラ 
ンス が 取れ た 好 作 品 と 言え る 。 この 後 の ロ ー の アル バム と し て は !84 
年 に も う 一 枚 「Feel Good At Last」 が 出 て いる 。 (中 西 ) 





IRGS 豆 ROSE 
Worlds Apart 


LP/RCA XL 17749 79 年 


王 
Me 











トラ ンジ ッ ト ・ エ クス プレ ス の セカ ンド ・ ア ル バ ム に ゲス ト 参 加 、 
その 後 グ ルー プ の メン バー と な り 、 彼 ら の 最高 傑作 と 言わ れる 「Couleurs 
Naturelles」 で その 実力 を 遺 惨 な く 発揮 し た ダヴ ィ ッ ド ・ ロ ー ズ 。 グ 
ルー プ 在 籍 中 に 発表 し た ファ ー ス ト ・ ソ ロ ・ ア ル バ ム 「Distance Between 
Dreams」 も フレ ンチ ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 屈 指 の 名 作 で ある 。 それ か ら 
2 年 、 か つて の 同僚 Serge Perathoner(key) 他 、 Gerard Prevost(b), 
Steve Shehan(per) Claude Salmieri(ds) と いう 豪華 メン バー を 集め 
て 作っ た ロー ズ の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。 ヴォー カル に も か な り の 
比重 を 置い た 、 ゆ っ た り と し た 究 囲 気 の ポ ッ プ な ジャ ズ ・ ロ ッ ク で 
ある 。 そ うし た 中 に も きら り と 光る 箇所 は 多い 。 以 後 、 彼 の 音楽 は 
増 々 ポッ プ に な る 。 (賀川 








SAFI BODUTELA 
Mejm0um 
CD/Label Bleu LBLC 2501 '92 年 





'50 年 、 ア ル ジ ェ リア に 生ま れ 、 ク ラシック の 素養 を 持つ 彼 の '91 年 
録音 の 作品 。 ヴ ァ イ オ リン を 加え た 割 と 大 きめ の 編成 に 何人 か の ゲ 
スト も 加わ り 、 そ れ で も ば ら け ず に 、 級 密 な がら 大 きく うねる 演奏 
が 繰り 広げ られ る 。 ア ラビ ア 辺 り の 中 近東 の 音階 、 フ レー ズ を 大 腸 
に 導入 し た ジャ ズ で あり 、 ス ピー ド 感 が 充分 に ある こと も あっ て 異 
色 な が ら 一 気 に 聴 き 通し て し まう 。 こ の 中 近東 の 雰囲気 に ヴァ イオ 
リン が な ん と 相性 の 良い こと か 。 多 数 の 奏者 の 中 に Nana Vasconcelos 
や ギタ ー の Nguyen Le の 名 前 も ある 。 この Safi Boutela、 非常 に 面白 
い 素 養 を 持つ 人 物 で ある が 、 フ ラン ス の シー ン に 現れ て きた の は '80 
年 代 後半 か ら 、 他 の 作品 は そう 多く な さそ うだ 。 (伊藤 ) 


SAINO 
SalN0 
LP/Sai 01 '82 年 





印象 的 な ジャ ケッ ト に 包ま れ た SAINO の 1 st アル バム 。 基 本 的 に は 
70 年 代 的 な 色合い の ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ ア ル バ ム で ある が 、SHYLOCK 
辺り に 似 た フラ ンス らし い 情 感 が 感じ られ る 音 作り と な っ て いる 。 
テク ニッ ク 的 に は 取り 立て て 見 る べき も の は 無い が 、 無 理 無く 、 そ 
れ で いて 余り アマ チュ ア 臭 さ が 鼻 に 付か な い 演奏 に は 好感 を 持て る 。 
この 時 期 の 自主 制作 盤 と し て は 仲 々 良い 作品 と 思う 。 その後 グ ルー 
プ は 1984 年 に 2 nd アル バム 「Bitume Rouge」(Sai02) を 発表 し て い 
る が 、 そ ちら で は 本 作 で 見 られ た ジャ ズ ・ ロ ッ ク 色 を 残し つつ も 、 
ヴォ ー カ ル を 大 幅 に フィ ー チ ャ ー し て 、MONA LISA 風 の サ ウン ド と 
な っ て いる 。 そちら も 仲 々 の 出来 で ある 。 (中 島 洋一 ) 











SERGE BRINGOLF 
StraVe 
LP/Omega Studio OM 67016 '8O 年 





デビ ュー 作 に し て 2 枚 組 。10 人 編成 。70 年 代 後半 か ら の フレ ンチ ・ 
ジャ ズ ・ ロ ッ ク の 活性 化 を 示す よう な アル バム だ 。 ド ラマ ー の Serge 
Bringof は 、 ク リス チャ ン ・ ヴ ァ ン デー ル の テイ スト を 受け 継ぐ よう 
な と ころ が あっ て 、 こ の アル バム も コー ラス な ど そ の まま と いっ た 
感じ だ 。 他 に プラ ス ・ セ クシ ョ ン 、 ヴ ァ イ オ リン 奏 者 等 が いる だ け 
に 、 幅 は 広い 。 2 枚 組 に わた っ て 様々 な が フォーメーション を 生か し 
た 演奏 が 聴け る 。 ど ちら か と いう と 、 流 れ の ある サウ ンド で 、 そ の 
中 で ソロ が と られ る 。Bringolff は この アル バム の 翌年 に SERGE BRIN- 
GOLF STRAVE 名 義 で 「Vision」 を 出す が 、 こ ちら は タイ ト だ っ た 。 
それ を 思う と 、 デ ビュ ー 作 の 方 は 彼 の や り た か っ た 事 を ふろ し き を 
広げ る か の よう に 見 せ た と いっ て いい と 思う 。 (松本 ) 





SERGE BRINGOLF'S STRAVE 
Vision 
LP/Omega OM 67028 81 年 





何と いっ て も 、 デ ビュ ー・ ア ル バ ム が 2 枚 組 で あっ た と いう 事実 
の 前 に は 技量 の 不安 な ど み じん も 感じ られ な い 。 1 st (Omega OM 
-67016) は 、 セ ル ジ ュ ・ プ ラン ゴル フ の 「 ス トラ ー ヴ 」 だ っ た が 、 
今 作 で は その スト ラー ヴ が バン ド ・ ネ ー ム に な っ て お り 、 し か も 華々 
|N ス 2 シン YOUgG ウ p22ー リ ル 3532715160052 ラ ルン 9. 
ケー ル が 参加 し て いる 。 こ こ で の 彼 の ギタ ー・ プ レイ は 、 自 己 の ア 
ル バ ム より も 遥か に 汗 え を 見 せ て お り 、 曲 の 素晴らし さと メン バー 
間 の 迫力 に 輸 を か ける 。 ブ ラン ゴル フ の マグ マ 、 ザ オ 狂 い は 未だ に 
終わ っ て お ら ず 、 ヴ ァ イ ブ や 金管 が 走り 回 る 中 を 派手 に 気合 い を 入 
れ て ドラ ム を た た く 。 力作 で ある 。 マ グマ 、 ザ オ の 正統 な 後継 者 で 
の の と 潮 以 223 だ 8 (中 藤 ) 
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SHORT WAVE 
Live 
CD/Gimini Music GM1003 「'93 年 





カン タ ベ リ ー・ ジ ャ ズ ・ フ ァ ン の 新しい マス ト ・ ア イ テ ム 登場 。 
BZ 坦 2E6050PivR タ リル 2 ペ ni 商 lOGO2 り 2 
ィ ル ・ ミ ラー、 ピ プ ・ パ イル の 4 人 に よる ライ ヴ 盤 だ 。'91 年 に ル ・ 
マン ・ ジ ャ ズ ・ フ ェ ス ティ ヴァ ル の 企画 で 誕生 し た ユニ ッ ト だ が 、 
ピ プ ・ パ イル の L'EQUIP OUT の 発展 型 と 見 る こと も で きる 。 メ ン バ 
ー の 方 が を その 気 に か っ で し まっ た よう で 、 パ ンド と し て 継続 し 、 ス 
テー ジ で SOFT MACHINE や HATFIELD の 曲 な ども 採り 上 げ る 一 方 、 
アル バム に は ずら っ と 新曲 が 並ぶ 。 1 曲 MATCHING MOLE の 曲 を 演 
奏し て いる の が また 嬉し い 。 (坂本 ) 


SIMON GOUBERT 
bouleurs De Peaux 
CD/Seventh AX | '93 年 





現在 C.Vander 周 辺 要 注意 人 物 の ソロ 2 作 目 。 前 作 同 様 ジ ャ ズ 。 が 
凄く 出来 が よい 。 し っ と り と 、 そ し て 心 が 熱 く な る 様 な 出来 栄え だ 。 
殆ど ドラ ム ス を 叩い て いる が 、 1 曲目 の 彼 の ペン に よる ナン バー で 
は 演奏 で は 参加 せ ず C.Vander が ゲス ト 。 ま た 7 曲目 で は (これ も 彼 
の ナン バー) ピア ノ を 弾い て いる 。 他 は カヴァ ー・ ナ ン バ ー で 構成 
され て いる が 、C.Vander の ペン に よる ~Day After Day′ (Jour Apres 
Jour、C.Vander Trio 一 作 目 参照 ) や Elvin Jones、Tony Williams の 
ナン バー も ある 。 久 し 振り に マグ マ 周 辺 に ヴ 顔 を 出し た M.Graillier の 参 
加 も 仲 々 。 (伊藤 ) 





SILVIN MAR6 
Nite Life 
LP/Cream 033 83 年 





元 SURYA の 、 と いう 肩書 き は この 際 無 視 し て よ か ろ う 。 とにかく 
メン バー の 多彩 さ に 圧倒 され る 。Francis Lockwood, Jean-Michel 
Kajdan, Kirt Rust, David Rose, Richard Raux に 、WEIDORJE の 2 
管 、 そ し て Pierre Blanchard(vIn) 、 そ の 他 無 名 人 多数 、 総 勢 26 人 。 
全体 に 金管 楽器 が 前 面 に 押し 出さ れ て いて 、 オ ラン ダ の エク セ プ シ 
ョ ン で は な い が 、 軽 いな あ 、 と いう イメ ー ジ が 一 聴 し て 耳 に 残る 。 
何人 か が ソロ を と る が 、 こ の アル バム の 中 で は B② の ヴァ イオ リン ・ 
ソロ が 絶品 。 も ちろ 人 ん 奏者 は P.Blanchard。 その 他 は R.Raux の ソロ が 
光る 程度 か 。 だ いた いこ の S.Marc、 ド ラム 、 ベ ー ス 、 ヴ ォ ー カ ル 、 
ピア ノ を と っ か え ひ っ か え こ な す の だ か ら 、 た いし た も ん で は ある 
が 、 そ の 分 、 散 漫 に な っ て は いな いか 、 と いう 不安 が 残る 。( 中 藤 ) 





SIXUN 
Live 
CD/Bleu Citron COP 27D 89 年 














SIXUN は !84 年 に 結成 され た フュ ー ジ ョ ン ・ バ ンド で 、 メ ン バ ー の 
大 半 は アン トワ ー ヌ ・ エ ル ヴ ェ の ビッ グ ・ バ ンド 出身 だ 。 早 いう ち 
に パー カッ ショ ニス ト が 交代 し た ほか は メン バー・ チ ェ ン ジ な し で 
次 々 と アル バム を 発表 し て 来 て お り 、 国 内 で の 人 気 の 程 が うか が え 
る 。 これ は 彼ら の ライ ヴ ・ ア ル バ ム で あり 、 安 定 し た 実力 と 素直 な 
魅力 が 聴き 取れ る 。 あ る 部 分 で 彼ら の サウ ンド に は WEATHER 
REPORT か ら の 影響 を 感じ る が 、 全 体 の バラ ンス か ら 言 えば 、 そ れ 
は 大 きく 見 積もっ て 也 ろ YELLOW JACKETS の 受け た それ くら い の 
影響 と 言え る だ ろう 。 6 人 の メン バー の うち 、 演 奏で 特に 注目 すべ 
き は Louis Winsberg(g) と Jean-Pierre Como(kb) だ ろう か (し か し 、 
Como の ソロ ・ ア ル バ ム は X な の で 注意 すべ し )。 (坂本 ) 








SDPHIA DOMANGICH TRIO 
Funerals 
CD/Gimini Music GM 1001 91 年 





ソフ ィ ア ・ ド マン シッ ク と 言え ば 、'91 年 の あの 1 度 限 り の HATFIELD 

AND THE NORTH 再 結成 に デイ ヴ ・ ス チュ ワー ト に 代わ っ て 参加 し 
た キー ボー ド 奏 者 だ が 、 何 を 隠 そ う 、 ピ プ ・ パ イル の 彼女 だ っ た り 
する 。 そ の 彼女 が パイ ル の EQUIP OUT と は 別に 自分 の バン ド を 披露 
必 だ の が の NsS02 ル AN が 7 だ 5 つの 店 01 お O が SS ニッ シンシン ュ ッ シ 
も 参加 し て いる が 、 基 本 は も う 立 派 に ジャ ズ 。 む や み に 気 張っ た 内 
容 で は な いも の の 、 彼 女 の や る 気 が 涯 っ て いる 。 こ れ か らき っ と イ 
ギリ ス 、 フ ラン ス 両 方 の ジャ ズ ・ シ ー ン で 活躍 し て 行く こと だ ろう 。 
どう せな ら 、 ヨ ー ロ ッ パ の カー ラ ・ プ レイ に な っ て 欲し いも の だ 。 
(坂本 ) 





STEVE SHEHAN 


STEVE SHEIIAN 


ANNOW8 ArroWS 
NMR CD/(Bel.)Crammed Discs MTM Vol 
26 CD 90 年 








一 時 期 マ グマ に いた 事 も ある パー カッ ショ ニス トト 。 現在 は セッ シ 
ョ ン ・ マ ン と し て 幅広 い 活動 が ある 彼 の 知る 限り で は 唯一 の 作 。 ク 
ラム ド ・ デ ィ ス ク の Made To Measure シ リー ズ で 出 て いる 。 各種 パ 
ー カ ッ シ ョ ン 類 を 駆使 する 他 に 、 キ ー ボ ー ド / ス テイ ッ ク / ギ ター も 
重ね 、 自 然 音 を 折り 混ぜ る 作風 は 、 エ スニ ッ ク ・ ニ ュー・ エ イジ と 
で も 言え ば 良い だ ろう か 。 と は 言え 、 前 記 楽 器 類 を 重層 的 に 織り 上 
げた 音 の 中 に も 時 と し て 押し 人 迫る よう な うねり や テン ショ ン の 効い 
た 切り 返し な ど が あり 、 総 じ て 硬 派 な 印象 を 受け る 。 こ の 手 で は か 
な り の 才能 が ある 人 だ ろう 。 シ ステ マテ ィ ッ ク な 音 の 組み 立て の 中 
に も 奇妙 な 生々 し さ が あ る の も 魅力 。 二 昔 前 の L・ テ ィ ボ ー 辺 り を 少 
し 思わ せる 。 (中 西 ) 
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SR STU MARTIN TRIO 
: Sunrise 


LP/Terrones MARGE 13 79 年 
CD/EPM 152192 (MARGE 13) 





ステ ュー・ マ ー テ ィ ン は 770 年 代 初頭 に ジョ ン ・ サ ー マ ン (sax)、 バ 
ー ル ・ フ ィ リ ッ プ ス (cb) と 結成 し た 伝説 的 な グル ー プ 、 THE TRIO で 
一 世 を 風 麻 し た アメ リカ 出身 の 名 ドラ マー だ 。 パ ワー と テク ニッ ク 
と を 両立 させ た 安定 し た ドラ イヴ 感 を 特徴 と する エキ サイ ティ ング 
な 彼 の プレ イ は この リー ダー・ ア ル バ ム で 燈 裂 し 、 凄 まじ い ピ ー ク 
を 迎え て いる 。 満 を 持 し て 結成 され た 新しい トリ オ は 、 当 時 殆ど 無 
名 だ うた ぷ た 四 の ララ シス 央 ギタ リス ド 。、 ジェラール マレー と ク 
ロー ド ・ バ ル テ レ ミー を 迎え 、 と て つも な く 刺 激 的 な 音楽 を 生み 出 
し た (バル テレ ミー は 主 に ベー ス を 演奏 し て いる )。 そ し て いよ いよ 
パリ の フェ ステ ィ ヴ ァ ル に 踊り 出 よ うと し た 矢先 の '80 年 6 月 に マー 
ティ ン は 43 歳 で この 世 を 去っ て し まっ た 。 (坂本 ) 





SURYVA 
SurVa 
metaN| LP/Cotnelia Productions COR 4310 
作 79 年 
it 


CD/Arcade 302801 


JNN NMWPR 
Mi 
leMW 














ロッ クウ ッ ド と トゥ ルオ ン は より 自分 自身 の 音楽 性 を 生か す 為 、 
ザ オ を 脱 け 、 こ の スル ヤ を 結成 し た 。( 現 在 知名 度 の 関係 か 、 ロ ッ ク 
ウッ ド 名 義 に な っ て いる ) 。 そ の 結果 で ある 本 作 は より 当時 の クロ ス 
オー ヴァ ー と 呼ば れ た 物 、 例 えば R.T.F、J.L. ポ ン デ ィ 等 に 近い テク ニ 
カル な か な 部 分 を 際 立 せ た 物 に な か っ て いる 。 と は 言え 、 ス リリ ング な 音 
の 背後 に 有る 柔らか 味 は や は り フ ラン ス ら し さ を 感 じ さ せる の だ が 、 
マグ マ や ザ オ ( セ フ ァ ー) と 言っ た 怪物 的 な 個性 を 欠い て いる の も 

事実 。 プ ロダ クシ ョ ン 不 良 等 の 事情 か ら 一 枚 の み で 解散 し た 。 
(中 西 ) 





SWING STRINGS SYSTEM 
Swing Strings Sstem 
L P/Uniteledis UNI 131078 78 年 





スウ ィング ・ ス トリ ング ス ・ シ ステ ム は 、 そ の 名 の 通り 、 6 人 の 
弦楽 器 奏者 と クラ ヴィ ネッ ト 、 ド ラム ス か ら 成 る グル ー プ で ある 。 
ヨン フリ ュ ア ンス を 母体 と し て お り 、 リ ー ダ ー の ディ ディ エ ・ レ ヴ 
ァ ー ユ (b)、 ジ ャ ン ・ シ ャ ルル ・ カ ポン ((cello)、 ド ゥ ニ ・ ヴ ァ ン ・ 
エッ ク (cello) 、 ク リス チャ ン ・ エ スク ー デ (ds) の 4 人 は 同 グ ルー 
プ で 共演 し て いる 。 他 の メン バー も ディ ディ エ ・ ロ ッ ク ウ ッ ド (vn) 、 
ジャ ン ・ イ ヴ ・ リ ゴー (vIn) 、( と も に 元 ザ オ )、 ジ ー ク フリ ー ド ・ ケ 
スラ ー(clavinette) (レヴ ァ ー ユ の パー セ プ シ ョ ン 時 代 の 同僚 )、 ベ 
ルナ ー ル ・ リ ュ バ (ds) と 強者 で ある 。 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 、 ジ ャ ズ 、 
そし て 、 や や フリ ー・ フ ォ ー ム な 演奏 が 小気味 良く 軽 ろ る や か に 展開 
され た 名 作 で ある 。 (賀川 ) 


SYLVAIN KASSAP 
Saxifrages ! 
CD/Evidence EVCD 02 85 年 





トロ ン ボ ー ン が 三 本 、 エ レキ 、 ア コー ステ ィ ッ ク 、 各 一 人 の ベー 
ス 。 異 常に 低 域 重 視 の 編成 だ が 、 マ グマ 系 で も ドロ ー ン を 効か せ て 
いる 訳 で も な い 。 そ の 他 二 人 の 打楽器 と E・ ギ ター を 従え た リー ド 奏 
者 シル ヴァ ン ・ カ サッ プ の アル バム は ヨー ロッ パ 系 の クー ルネ ス に 
地中海 / 中 近東 的 な 熱さ を 加え た 素晴らし い 出 来 に な っ て いる 。 そ れ 
も その 答 、 M・ ゴ ダー ル 、Y・ ロ ベー ル 、 C・ バ ル テ ル ミ 、B・ シ ェ ヴ ィ ロ 
ン と 言っ た 精鋭 捕 い な の だ か ら 良 い の は 当り 前 か 。 変 わっ た 編成 を 
意識 させ な い 整 然 と し た 音 の 中 に も 迎え 難い うねり と 勢い が ある バ 
ッ ク の 上 で カサ ッ プ が 走り 回 る 。 更 に 特筆 すべ き は バル テル ミ の 醒 
め た 暴力 と で も 言う べき 切り 込み 。 マ ジ で ヤバ い ぞ こい つ は 。 真 暗 
な 迷路 を 迷い も せ ず ひ た 走 る よう な 快 作 。 (中 西 ) 











SYNCHRO RHYTHMIC ECLECTID 
LANGUAGE 

Lamhi 

L P/Moshe-Naim MN 12007 





「Franck Valmont et Syncro Rhythmic Eclectic Language」 (Moshe- 
Naim10023) に 続く セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 元 ZAO の Jean Yves Rigaud 
が 本 作 よ り 加入 し 、 や や アフ ロ 色 の 見 られ る ジャ ズ ・ ヴ ォ ー カ ル 物 
と 言っ た 趣 の あっ た 前 作 か ら 、 や や サイ ケ 色 の 混ざっ た ジャ ズ ・ ロ 
ッ ク へ と 変化 し て いる 。 エ レビ と よく 歌う サッ クス 、 そ し て Rigaud 
の ヴァ イオ リン が 緊張 感 に 満ち た 、 そ れ で いて どこ か リラ ックス し 
た イン ター・ プ レイ を 繰り 広げ る 。ZAO や MAGMA の 様 な 強迫 感 や 、 
一 部 の ジャ ズ ・ ロ ッ ク に 見 られ る テク ニッ ク の ひけ ら か し は 無い が 、 
独特 の 緊張 感 が 感じ られ 、 心 地 良い 。 尚 、 グ ルー プ に は 2 枚 の アル 
バム の 他 、 知 る 限り で シン グル 「Sipote/Suite」(Song Records SR04) 
が ある 。 (中 島 洋一 ) 





SYNTHESIS 
SVnth6sis 
L P/ARC ZAL 2005 77 年 





イヴ ァ ン ジン ジュ ョ リア ン (t5)、 フ ラン シソ ワ ・ ジ ャ ノー(saxflsyn) 、 
アン ドレ ・ セ カレ ッ リ (ds)、 デ ィ デ ィ エ ・ ロ ッ ク ウ ッ ド (vIn) ら 、20 
人 を 越え る ミュ ー ジ シャ ン の セッ ショ ン 的 作品 。 ジ ュ リ アン が 多く 
の 曲 を 作り 、 全 て の 曲 の アレ ンジ を 担当 し て いる 。 所 許す る ジャ ズ ・ 
ロッ ク の 範 暗 に は いる サウ ンド で ある が 、 多 く の ヴ ォ ー カ ル ・ パ ー 
ト が 妙 に ポッ プ で ある の に 対し て 、 演 奏 及 び 曲 の 作り は 如何 に も ジ 
ャ ズ 的 で ある 。 そ の ちぐはぐ な と ころ が 、 時 代 を 感じ させ る 。 と は 
言う も の の 。、 ロック ルッ ド ジャ ノー。 ジ ョ リア シン シ ら の ソロ ポー 部 
ヴォ ー カ ル は 中 々 聴き 応え が ある 。 ロ ッ ク や ポッ プ 的 要素 を 持っ た 
ビッ ク ・ バ ンド ・ ス タイ ル の ジャ ズ と し て 聴け ば それ な り に 楽し め 
75 の 39 肩 (賀川 ) 





ニタ ルン 4 











THIERRY MMNE 尋 
Paris 
L P/Paris 08101-2 


THYERRy MINE4 











1 
4 
に 
作 





ティ エリ ー・ ミ ノー は あま り 知 られ て いな いか も 知れ な い が 、 エ 
レク トリ ッ ク ・ ベ ー ス の 名 手 の 一 人 だ 。 フ ラン ス 国 内 で は か な り の 
評価 を 受け て いる ミュ ー ジ シャ ン の よう だ 。 私 の 知っ て いる 彼 の 唯 
ーー の リー ダー・ ア ル バ ム で ある 本 作 を 聴け ば 、 そ の 実力 と 音楽 的 な 
才能 は いや と 言う ほど 判る 。 ほ ぼ 全 面 参加 の Patrick Buchmann の ド 
ラム ス と の 相性 が 抜群 で あり 、 彼 ら の ビー ト 感 覚 と 、 や は りほ ぼ 全 
面 参加 の Vincent Limouzin の 奏で る 感覚 的 な か シンセサイザ ー が 実に 
美しい 対比 を 見 せる 。 本 当 を 言え ば 、 ア メリ カ か ら 参 加 し た コブ プ ハ 
ム 、 ス ター ン 、 ギ ャ ン バ レ 、 シ ー ル マン ス 、 ラ グレ ー ン 、 シ ネル ら 
豪華 ゲス ト の プレ イ を 第 一 に 絶賛 すべ き な の だ ろう が 、 そ れ 以 上 に 
ミヌ ー の サウ ンド ・ プ ロ デ ュ ー ス の 才能 が 光っ て いる 。 (坂本 ) 





TOMAS 思 BITSEH TRIO 
Contra Vientos Y Mareas 
CD/Pan Music PMC 1105 '88 年 





ギタ ー を 弾く グ ビ ッ シ 、 ピ アノ の オズ ヴァ ルド ・ カ ロ の 両 名 は ア 
ル ゼ ンチ ン 出 身 か と 思わ れる 。 と は 言え 、 活 動 の 基盤 は フラ ンス の 
よう で 、 本 作 の ベー シス ト 、 ジ ャ ン ・ ポ ー ル ・ セ レア な ど と シン ガ 
ー の サポ ー ト を し て いる 作品 も ある 。 実際 、 普 段 は アレ ンジ ャ ー 的 
な 仕事 が 多い よう だ 。 そ う 言 っ た 面 で の 能力 が 、'20 年 代 の 母国 の 音 
楽 、'60 年 代 の ロッ ク 、'80 年 代 の ジャ ズ 、 近 代 ク ラシック (バル トー 
ク 、 ス トラ ヴィ ンス キー、 ド ビュ ッ シ ー) と 言っ た 好み と 結び つい 
て 仲 々 に シリ アス な 響 き を 出す 。 一 方 で は 南米 系 の 物 哀 し くも 拡 が 
り の ある 音 使い や 、 激 し いた た みか け も ある 。 先鋭 と 言う 訳 で は な 
い が 、 流 され ず に 自分 の 音 を 適 確 に 出す 。 前 記 要 素 の 組み 合せ は こ 
ちら 向き で も ある 。 (中 西 ) 





TRAITEMENT SPECIAL 
Traitement Special 
L P/SDRM 1 





TRAITEMENT SPECIAL は 比較 的 どこ に で も いそ うな ジャ ズ ・ ロ 
ッ ク (フュ ー ジ ョ ン ) ・ バ ンド で 、 巧 いと 言え ば 相当 に 巧 い の だ が 、 
個性 の 薄い の が 勿体 な い 気 が する 。Jean-Pierre Taieb と Jean-Michel 
Hure の ギタ ー を フィ ー チ ャ ー し た ギタ ー・ ト リオ で 、 両 者 が 同じ 曲 
で 演奏 し て いな い 所 を 見 る と 、 レ コー ディ ング 途中 で メン バー 交代 
し た の で は な いか と 推察 され る 。 但 し 、 ゲ スト 参加 の Pierre Luc Vallet 
が 全面 的 に キー ボー ド を 演奏 し て いる の で 、 実 質 的 に は カル テッ ト 
の 音 に な っ て いる 。 全体 の パラ ンス も 非常 に よい の だ が 、 こ の バン 
ド の 本 当 の 存在 価値 は 実は ベー シス ト 、Thierry Mineau に ある 。 ア 
ル バ ム 後半 に 進む と 彼 の 存在 感 が どん どん 増し て 来る の が 、 か な り 
の 圧巻 だ 。Mineau の 過去 を 知る 作品 。 (坂本 ) 


TRANSIT EXPRESS 
Couleurs Naturelles 
LP/RCA PL 37020 77 年 





イヴ ・ シ モン の トラ ンジ ッ ト ・ プ ロダ クシ ョ ン に 所 属し た グル ー 
プ で 、 元 々 、 イ ヴ ・ シ モン の バッ ク ・ バ ンド と し て 結成 され て お り 、 
バン ド ・ ネ ー ム は シモ ン の 小説 「 ト ラン ジッ ト ・ エ クス プレ ス 」 か 
ら と られ て いる 。 当初 は 4 人 で あっ た が 、 2 nd「 オ パス ・ プ ログ レ 
シフ 」 で ゲス ト 参 加 の ダヴ ィ ド ・ ロ ウズ (vIn) が 、 本 作 で は 正式 メ 
ン バ パー と し て クレ ジッ ト さ れ て いる 。 一 般 的 に 、 ト ラン ジッ ト の 最 
高 傑作 、 と 言わ れる この 「 ク ル ェ ー ル ・ ナ チュ レル 」 は 、 ロ ウズ が 
バン ド の 不可 欠 要 素 に な っ て し まっ た 事 を 裏づけ る 音 作り で ある 。 
各 人 の 完璧 な テク ニッ ク と 、 そ の エネ ル ギ ッ シュ で プロ グレ ッ シ ヴ 
な ジャ ズ ・ ロ ッ ク は フラ ンス 独自 の も の で あろ う 。 こ の 後 、 プ ロダ 
クシ ョ ン の 経済 的 理由 に より 、 バ ンド は 解散 する 。 (中 藤 ) 








TRILOK 6URTU 
CrazV Saints 


CD/CMP Records '93 年 
ジム コ ・ ジ ャ パン JICL-98707 





70 年 代 初頭 より ヨー ロッ パ で 活動 し て いた トリ ロク ・ グ ルト ゥ は 
イン ド 出 身 の パ ー カ ッ シ ョ ニス ト だ 。'85 年 に OREGON に 加わ っ て か 
ら は アメ リカ に 舞台 を 移し て 大 活躍 。 ジ ョ ン ・ マ クラ フリ ン ・ ト リ 
オ で 名 声 を 馳せ て いる 。 そ ん な グル トゥ の ソロ ・ ア ル バ ム は すべ て 
CMP か ら リ リー ス さ れ て お り 、 こ の 3 rd は パッ ト ・ メ セ ニ ー(g,g- 
syn)、 ジ ョ ー・ ザ ヴィ ヌル (kb) と いう 超大 物 を ゲス ト に 迎え 大 評判 
を 呼ん だ 作品 だ 。 彼 の ソロ ・ ア ル バ ム に は 必ず ダニ エル ・ ゴ ヨン ヌ 
(kb) が 付き 合っ て お り 、 グ ルト ゥ の 音楽 を 支え る 重要 な パー トナ ー 
と な っ て いる 。 ま た 、 本 作 に は ルイ ・ ス クラ ヴィ ス (cl) や エル ンス ト ・ 
ライ セー ガー(vc) ま で 参加 し て お り 、 グ ルト ゥ の 交遊 範囲 の 広 さ と 、 
音楽 の 感度 の 良さ に 感心 させ られ る 。 (坂本 ) 








ULTRAMARINE 
Programme Jungle 
L P/Blombido BL 001 





この ULTRAMARINE は 、 今 、 密 か に 注目 すべ き フ ラン ス の 最 重 要 
ギタ リス ト の 一 人 、 ニ ュ イ アン ・ レ (Nguyen Le) が 在籍 し て いた と 
いう た だ その 1 点 で 存在 価値 を 持つ フュ ー ジ ョ ン ・ バ ンド だ 。 レ は 
その 変わ っ た 名 前 か ら も 判る よう に 、 ヴ ェ ト ナム 人 の 両親 を 持つ が 、 
本 人 は '59 年 に パリ で 生ま れ た 。 "83 年 に 結成 し 、3 年 間 に 渡っ て 活動 
し た の が この ULTRAMARINE で 、 こ れ が 彼 の 最初 の 足跡 と な る 。 ア 
ル バ ム で は ギタ ー の みな ら ず 、 ベ ー ス か ら プ ログ ラミ ング まで 手持 
ける 活躍 振り を 見 せ て いる 。 その 後 、 明 確 に ロッ ク を 経過 し た ジャ 
ズ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン と し て 特異 な 活動 を 繰り 広げ て お り 、O.N.J. や 
アン ディ ・ エ ムラ ー の オク テッ ト に 参加 し て いる 。 彼 の 名 前 を 見 か 
けた ら 、 多 分 それ は 聴く 価値 の ある 音楽 だ と 考え て いい 。 (坂本 ) 





7 ち 








VORTEX 
Vortex 
LP/JBP 463 75 年 





自主 製作 盤 と 発表 され た ヴォ ル テ ッ クス の ファ ー ス ト 。 エ レク ト 
リッ ク ・ ピ アノ 、 ベ ペー ス 、 ド ラム ス 、 サ ックス 、 フ ルー ト の 5 人 に 
よる ジャ ズ ・ ロ ッ ク で ある が 、 ド ラマ チッ ク な 曲 展 開 、 フ ルー ト と 
サッ クス に よる メロ ディ アス な 演奏 は 、 若 干 な が ら も 、 カ ルプ ・ デ 
ィ ア ン を 思わ す 有 雰囲気 が ある 。 ジ ャ ズ ・ サ イド か ら の ジャ ズ ・ ロ ッ 
ク と 比べ る と リズ ム が 甘く 、 や や ドラ イヴ 感 に 欠け る が 、 ロ ッ ク な 
ら で は の 明解 さ 、 叙 情 性 が そう し た 欠点 を 補っ て いる 。 フ ラン ス に 
多く 見 られ る 、 テ クニ ッ ク の み が 売 り 物 の ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ パ ンド 
と は 正反対 に 位置 する 貴重 な グル ー プ で 、 そ の め り は り の 利 い た サ 
ウン ド は 正 に プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン 向け の も の と 言え る 。 

(賀川 ) 


VORTEX 
Les Cycles De Thanatos 
LP/FLVM 3008 78 年 





キー ボー ド が 二 人 、 打 楽器 三 人 、 サ ックス 二 人 を 含む 大 所 帯 で の 
二 作 目 、 こ の 頃 の 彼 等 は RIO 系 の グル ー プ と の 活動 が 多く 、 アー ル ・ 
ゾ イ と は 共同 コン サー ト で 合体 演奏 を する な ど 交 流 も 深かっ た よう 
だ 。 その 関係 で 、 い わ ゆ る チエ ン バ ー・ ロ ッ ク 的 な 入り 組ん だ アン 
サン プル を 聴か せる が 、 マ グマ や カン タ ベ リ ー 系 の 影響 も 感じ られ 
る 分 、 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 的 で も ある (一 曲目 は ジョ ン ・ マ クラ フリ ン 
へ の オマ ー ジ ュ ) 。 時 折 ひ き 合 い に 出さ れる アー ル ・ ゾ イ あ る い は ヴ 
ィ ド ル ジ ュ に 比べ る と 極端 な 強烈 さ に 欠け る と は し て も 仲 々 の 出来 。 
この 後 、 バ ンド は テル パン ドル と メン バー を 共有 し つつ 3 rd の 録音 を 
計画 する が 、 時 期 的 な 事 も あり 、 解 散 。 テ ー プ の 存否 は 不明 。 

(中 西 ) 





WEIDORJE 

Weidorje 

LP/Cobra COB 37.014 '78 年 
CD/Musea FGBG 4058 





マグ マ ・ フ ァ ン な ら 先 刻 御 承知 、 矢 鱗 と ある 周辺 作 の うち で も 代 
表 格 の 一 つ 。 と 言う の も 近頃 すっ か り 嘘 臭い が これ は 本 物 。 パ ガ ノ 
ッ テ ィ の 重々 し い ベ ー ス 、 反 復 を 多用 し た キー ボー ド を 中 心 に 管 、 
ギタ ー、 気 色 の 悪い ヴォ イス (コー ラス で は 無い ) が か らむ 。 こ れ 
で は その まん ま マ グマ だ が 、 違 い は と 言え ば キー ボー ド が エレ ビ の 
柔らか い 音 で や や ミニ マル 的 な 分 、 浮 遊 感 が ある ほか 、 管 楽器 も よ 
り 開 放 的 で 、 ギ ター に も 存在 感 が ある あたり か 。 典 型 的 な の は B② 
で 、 強 引 に 突き 進む ベー ス の 回 り を 他 の 音 群 が 飛び 回 る 様 は マグ マ 
系 の 中 で も 名 曲 と し て 名 高い 。 他 の 二 曲 も 良い 出来 で A 面 が パ ガ ノ 
ッ テ ィ 、B 面 が ゴー ティ エ の 作曲 。 その 後 の そ れ ぞ れ の アル バム と 
の 共通 点 / 違 い を 聴き 比べ る の も 興味 深い 。 (中 西 ) 


WORKING PROGRESS 
Working Progress 
L P/RCA FPL1 0059 75 年 





ジャ ズ ・ ロ ッ ク の 傑作 を 数 多く リリ ー ス し た RCA レ ー ベ ル の バラ 
ンス ・ シ リー ズ の 1 枚 と し て リリ ー ス され た ワー キン グ ・ プ ログ レ 
ス の 唯一 の アル バム 。Andre Ceccarelli(ds) 他 、 ベ ー ス 、 パ ー カ ッ シ 
ンジ VaRoo ペ ー ス 証人 の 二 R ッ ッ ク ルルル 
ー ト 、 ト ロン ボー ン 、 ト ラン ペッ ト と 計 10 人 の メン バー が 参加 し て 
いる 。 セッション 色 の 濃い グル ー プ で ある が 、 グ ルー プ と し て の ま 
と まり は 非常 に 良く 、 各 メン バー が バラ ンス の 取れ た 演奏 を 展開 し 
て いる 。 個性 的 な パー カッ ショ ン が 特に 印象 的 な 演奏 は ラテ ン ・ ア 
メリ カ 風 の ジャ ズ ・ ロ ッ ク で 、 所 詩 フ ラン ス の ジャ ズ ・ ロ ッ ク と は 
夫 囲 気 が ま 異な る が 、 そ の テク ニカ ル で 緊張 感 を 感じ させ る プレ イ は 
十分 に 楽し め る 。 (賀川 





WO0RKSHOP DE LYON 
La Chasse De Shiran Sharihad 
LP/Un Deux Trois N'8 75 年 





か っ て は フリ ー・ ジ ャ ズ ・ ワ ー ク ショ ッ プ ・ ド ゥ ・ リ オン と 名 乗 
っ て いた グル ー プ 。 本 アル バム の 参加 メン バー は Maurice Merle(as, 
ss), Louis Sclavis(ss, b-cl), Patrick Vollat(p), Jean Bolcato(b, 
vo), Christion Rollet (ds) の 5 人 で 、Sclavis 以 外 は 以前 と 変わ っ て い 
な い 。 こ こ で 聴く こと の 出来 る サウ ンド は 、 確 か に フリ ー・ ラ フォ ー 
ム な も の で ある が 、 リ ズム も 定型 の も の が 多く 、 グ ルー プ と し て の 
まとまり を 重視 し て いる 。 時 と し て ポッ プ な プレ イ も 見 せる 彼ら は 、 
コ エ ル メッ ク ・ ア ン サ ンプ ブル と と も に 、 フ リー・ ジ ャ ズ と いう 粋 を 
越え た 集団 即興 演奏 を 展開 し て いた 。Merle、Sclavis の 2 人 は MAR- 
VELOUS BAND の メン バー で も あり 、Steve Waring と 共演 する な ど 、 
より ポッ プ な 分 野 で も 活動 し た 。 (賀川 ) 








PREMIERE A-TET 3 
II 寺 Premieie Ligne 
L P/FLVM 3034 





2 人 の キー ボー ディ スト (共に ヴォ ー カ ル を 兼務 ) 、 そ し て サッ ク 
ス 、 ベ ー ス 、 ド ラム ス の 5 人 か ら 成 る X-TET 唯 一 の 作品 。 曲 調 は ジ 
ャ ズ ・ ロ ッ ク 、 フ リー・ ジ ャ ズ 、 や や エレ クト ロニ ッ ク な も の と 多 
和 彩 だ が 、 散 温 な 印象 は 無く 、 良 質 な 作品 と な っ て いる 。 全 編 に 渡っ 
て 「 ソ フト ・ マ シー ン の 3 rd で の エル トン ・ デ ィ ー ン を 思わ せる 」 と 
評 さ れ た サッ クス が 大 活躍 し て いる 。 個 人 的 に は A① の ヴォ ー カ ル ・ 
ナン バー が 気に入っ て いる 。 尚 、 本 作 を リリ ー ス し て いる FLVM は 、 
いわ ゆる プレ ス 屋 で ジャ ン ル を 問わ ず 多 数 の 作品 が リリ ー ス され て 
いる 。 プ ログ レ 系 の 作品 も 多く 、ABUS DANGEREUX、HYBRIDE、 
PRINCE、KHA-YM、FLAMEN DIALIS Didier Paquette 等 が リリ ー 
ス さ れ て いる 。 (中 島 洋一 ) 





7 ど 








AAAL 
En Chemin 
CD/MSI CDMS 1163 '93 年 





最近 の マグ マ の 前 座 を つと め た と いう バン ド 。 低音 指向 ? の ジャ 
ズ / ロ ッ ク の 中 間 を 行く 癖 の 強 さ が 、 な る ほど と 思わ せる 。ds、b、 
g の 編成 そし て ヴェ ドル ジュ で わずか 知名 度 の ある ギヤ ー ル 兄弟 が 
サポ ー ト 。 複雑 な 曲 を 想定 し て いる 割 に は 力量 不足 か 。 曲 調 の 転換 
に し て も 、 そ こ に 何 か ス リリ ング さや スケ ー ル 感 が 出る の な ら わ か 
る が 、 実 際 に は 取っ て 付け た よう な 荒さ を 感じ て し まう 。 た だ し ア 
イデ ア は 随分 ある よう で 、 こ の アル バム は それ が うま く 活 され て い 
な い だ け で 、 今 後 の び る 可能 性 が ある と 思う 。 こ の 手 が 好き な 人 に 
は 悪く な いか も し れ な い 。 (松本 ) 


YOG SOTHOTH 
Yag Sathoth 
L P/Cryonic MAD 3110 '84 年 





ラヴ クラ フト か ら グ ルー プ 名 を 取っ た と 言わ れる YOG SOTHOTH。 
ヴァ イオ リン 、 サ ックス & る フル ー ト 、 キ ー ボ ー ド 、 ペ ベース 、 ド ラム 
ス の 5 人 が 作り 出す サウ ンド は 個性 的 で も る 。 ジ ャ ズ と し て 比較 的 
オー ソ ド ッ クス な ソロ 中 心 の 演奏 、 ア ッ プ ・ テ ン ポ の ジャ ズ ・ ロ ッ 
ク 、 ア ー ル ・ ゾ イ を や や 明る め に し た か の よう な 叙情 的 サウ ンド 、 
フリ ー・ フ ォ ー ム な イン プロ ヴィ ゼイ ショ ン 等 が 次 々 に 登場 する 。 
いずれ も 聴き 所 を 持っ た 好演 奏で ある が 、 作 品 全体 と し て は や や ば 
ら け た 印象 を 受け る 。 構成 に も う 一 工夫 あれ ば より 良い も の に な っ 
だ で あの 9 (賀川 ) 





YVUES&ALAIN LORENZ 
ESpaces 2 
L P/Arc-En-Ciei SM 32905 "80 年 





ロー レン ツ 兄 弟 '80 年 の 作品 。 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター に エレ ク 
トリ ッ ク ・ ギ ター、 オ ル ガ ン 、 シ ン セ サイ ザー を 用 い 、 兄 弟 の み で 
単 々 と 演奏 し て いる 。 素朴 な まで の スペ ー ス ・ ミ ュー ジッ ク は 、 ま 
さ に 天空 の ハル モニ ア で ある 。 系譜 と し て 、 ポ ー ル ・ プ レッ ト の 「 ア 
ー ス ・ バ パー ス 」 や アラ ン ・ マ ルク ス フ ェ ル と リシャール ・ ヴ ィ マ ル 
や スペ ー ス ・ ク ラフ ト の 中 間 に 属 する よう だ が 、「 イ ン ヴ ェ ン ショ ン 
ズ ・ フ ォ ー・ エ レク トリ ッ ク ・ ギ ター」 の アシ ュ ラ ・ テ ン ペ ベル の 影 
響 を も 受け て いる よう だ 。 同じ レー ベル か ら 「Espacesi」(SM20841) 
と 、「Imaginations Aux Grandes Orgues」(SM30398) も リリ ー ス さ 
れ て いる 。 静 か な 星空 の も と で 聴く べき 一 枚 で ある 。 (宇田 川 ) 





ZARTONG 
Zartong 
LP/DOM 50 001 79 年 


フラ ンス の み で リリ ー ス され た アメ リカ 人 の グル ー プ 、 ザ ルト ン 
の 唯一 の アル バム 。 グ ルー プ は 4 人 編成 で も る が 、 ベ ー ス 、 ド ラム 
ス 、 シ ン セ サイ ザー と いっ た 通常 の 楽器 に 加え て 、Kemantcka と い 
う ヴ ァ イ オ リン の よう か 弦楽器 、Santour と いう 80 本 の 弦 を 張っ た 打 
楽器 (いずれ も 東洋 の 民族 楽器 ) が 使わ れ て いる 。 自 作 の 曲 と トラ 
ッ ド が ほぼ 半 分 ずつ 収録 され て お り 、 前 者 は リリ カル な メロ ディ が 
印象 的 な シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク に 仕上 が っ て いる 。 一 方 、 後 者 は 
両 民族 楽器 の フレ ー ズ が トラ ッ ド 的 で ある が 、 リ ズム が 完全 な ロッ 
ク で あり 、 ま た 、 め り は り が 利 い た アレ ンジ が され て いる の で 、 ト 
ラッ ド 臭 の 漂う シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク と し て 聴く こと か 出来 る 。 
この 種 の も の と し て は WURTEMBERG と 並ぶ カ 作 。 (人 賀川) 








PITETT3cs ニ っ V.A. 
Enneade 
1 CD/Musea FGBG4005 '87 年 
本 


TO 





オリ ジ ナ ル LP で は 9 組 、CD 再 発 に 伴い 5 組 を 追加 収録 し た コン ピ 
レー ショ ン 。 殆ど が 未 発表 テイ ク 、 且 つ 本 作品 以外 に 作品 を 残さ な 
か っ た 編成 も 多く 、 歴 史 的 価値 は 非常 に 高い 。 シンフォニ ッ ク 系 の 
作品 は 別 の コン ピ レ ー シ ョ ン に まとめ られ て お り 本 作 は ジャ ズ ・ ロ 
ッ ク 編 と な っ て いる 。 Magma 本 体 と その OB(B.Paganotti, Y.Seffer 
etc) 等 、 そ れ か ら Magma か ら 影 響 を 受け た 世代 の 比較 的 若い グル ー 
プ に 大 別 さ れ 、 双 方 共に 面白 味 が ある 。 収録 は Magma/Troll/Xalph/ 
B.Paganotti/Y.Seffer/Eskaton/F.Cahen/Shub Niggurath/Eider 
Stellaire/Musique Noise/Farben/Altais/Univers Zero。 フ ラン ス を 
ある 側面 か ら 見 た と き の 好 サン プル 。 (伊藤 ) 








VIOLIN CONNMECTIONM V. A. ョ 
Violin Connection 
CD/Musea FGBG 4004 90 年 





フラ ンス と ドイ ツ の ヴァ イオ リ ニ ス ト の 作品 を 12 名 収録 し た コン 
ピ レ ー シ ョ ン ・ ア ル バ ム 。 ほぼ 同時 に リリ ー ス され た 他 の コン ピ レ 
ーション ・ ア ル バ ム 「Enneade」 や 「Enchantment」 に 比べ る と 収録 
アー ティ スト が 地味 な 気 が す る 。 ほ と ん どの 収録 楽曲 が フュ ー ジ ョ 
ン よ り の ジャ ズ ・ ロ ッ ク で ある 。 ま あ ヴ ァ イ オ リン が メイ ン の 作品 
集 な の で 、 そ うな る の も し ょ う が な い の か も し れ な い が 、 も う 少 し 
鬼気 造る よう な イン ター・ プ レイ が 聴き た いと 欲求 不満 気味 。 カ フ 
ェ ・ オ ・ レ を 飲み な が ら フ ラン ス の 街並み を 想像 し て 聴く と 、 パ リ 
ジャ ン 気 分 に ひ た れ る よう な 気 は する が 、 中 に は シリ アス な 曲 も あ 
り 、 ち ょ っ と 困る 。 ク ォ リ ティ が 低い わけ で は な い の で 、 ヴ ァ イ オ 
リン の 音色 が 好き な 人 な ら 良 いか も 。 (津田 ) 





7 グ 








ブリジット ・ フ ォ ン テー ヌ は 、 日 本 で は '70 年 代 か ら 極 く 一 部 で 特殊 な 
人 気 を 誇っ て きた 。 特 殊 、 と いう の は 、 そ の ファ ン 層 の 顔 や 受容 の され 
方 と いう 点 に お いて で ある 。 一 般 的 な シャ ン ソ ン ・ フ ァ ン で は な く 、 い わ 
ゆる プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ( シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク に 非 ず ) や 前 衛 ジ ャ ズ 
の 意識 的 ・ 積 極 的 聴き 手 に よっ て 発見 され 、 し か も 一 種 奇妙 と いう か 過 
剰 な 思い 入れ を も っ て 語ら れ て きた の だ 。 例 えば 、'70 年 代 前 半 の サラ 
ヴァ ・ レ イベ ル か ら の 諸 作 品 に お ける 改 ・ 間 章 に よる 私 小説 ある い は 詩 
の よう な ライ ナー (当然 俺 も る 彼 の "極北 に し っ か り ヤ ラ レ た ) な ど は 、 そ 
うし た "特殊 状況 "を 象徴 する 最たる 例 だ ろう 。 つ まり 、 ま さ し く “カル ト ” 
な アー ティ スト な の で ある 。 

そう し た 状況 は 本 国 フ ラン ス で も 似 た り よ っ た り で ある らし く 、 一 般 的 
人 気 と いう 点 で は 、 日 本 より も 更に 厳し いら し い 。 現 在 も 同志 アレ スキ 
ー・ ベ ルカ セム と 共に 、 バ リ の 場末 の 小 劇場 な ど で 、 時 お り ラ イヴ を や っ 
て いる らし い が 、 客 は 非常 に 少な く 、 終 演 後 に 日 本 人 の 女性 ファ ン が 花 
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東 を 献じ E た りす る 、 と いっ た 悲 話 も 聞く 。 日 本 で は "88 年 に リリ ー ス され た 久しぶり の アル バム 
「French Corazon」 な ども 、 本 国 で は よう や く 2~ 3 年 前 に 市 場 に 出回り 出し た と いう し 。 
が 、 だ か ら と いっ て 、 そ うし た 現実 が プリ ジッ ト ・ フ ォ ン テー ヌ と いう アー ティ スト の 存在 価値 を 落 
と し め る わけ で は 決し て な い 。 過 剰 な まで に 熱い 思い で 語ら れ て し まう と いう の も 、 彼 女 の 余 り に 
も 妥協 の な い 硬 質 な 表現 、 チ ン ケ な ボ ポ ビ ピュ ラ リティ な ど と は 隔絶 し た 絶対 的 な コス モロ ジー ゆえ で 
ある 。 い つ だ っ て 彼女 の 世界 は 、 中 途 半端 に 近づく こと を 断固 拒否 する 。 安 易 に 聴き 流す こと を 
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断固 拒否 する 。 安 易 に 聴き 流す こと を 決し て 許さ な い 。 再 び 、 間 章 で は な い が 、 彼 女 に 限っ て は 
まさ に "極北 "と いう 言葉 以外 に 適当 な 表現 が 思い 浮か ば な い 。 冗 談 で は な く 。 

フォ ン テ ー ヌ は 、39 年 6 月 24 日 、 フ ラン ス 北 西部 ブル ター ニュ 地方 フィ ニス テー ル 県 モル レ で 、 
教師 の 娘 と し て 生ま れ た 。 ル イス ・ キ ャ ロ ル や コレ ッ ト 等 の 小説 に 魅 せら れ た 子供 の 頃 、 そ し て ラ 
ン ボ ー や ヴェ ルレ ー ヌ に 肛 沈 し た と 女 時 代 を 経て 、'57 年 に ソル ボン ヌ 大 学 に 入学 する も 、 並 行 し 
て 演劇 学校 に 通う うち に 、 そ ちら に の め り 込 ん で ゆき 、 大 学 を 中 退 す る 。 小 さ な 劇 場 で 実験 的 な 
演劇 を や っ て いる うち に 、 そ の 特異 な 演技 が 著名 な 演出 家 ニ コラ ・ バ タイ ユ の 目 に と まり 、 イ ヨネ 
スコ の 処女 作 「 和 到 の 女 歌手 」 の 主役 に 抜 掘 さ れる まで に な る 。 既 に '60 年 代 の 初頭 に は 、 個 性 派 
の 若手 女優 と し て か な り の 評価 を 得 て い た よう だ 。 

が 丁度 その 頃 、 彼 女 が 舞台 に 立つ こと を 嫌う 恋人 に 気 を 遺 い 、 し ば らく 芝居 か ら 遠 さか っ て 
し まう 。 気 晴らし に 彼女 が 始め た の が ギタ ー を つま び い て 歌う こと で 、 そ の 趣味 が 高じ て '63 年 に 
は セー ヌ 左 岸 の キャ バレ の オー ディ ショ ン を 受け 、 合 格 。 こ こ に 、 歌 手 と し て の キャ リア も スタ ー ト し 
た 。 そ し て その 特異 な 個性 は また し て も 一 人 の 大 物 の 目 を 引き 付け る 。 ブ ラッ サン ス や プレ ル 等 
を 育て た フィ リッ プス の 敏腕 プロ デュ ー サ ー、 ジ ャ ッ ク ・ カ ネッ ティ で ある 。 カ ネッ ティ は フォ ン テ ー ヌ 
を プラ ッ サ ンス の 前 座 に 起用 する な ど し て 彼女 を 育て た 。 

一 方 、 演 劇 に も 再び 身 を 入れ 出し 、 そ の 頃 知り 合っ た 新進 俳優 の ジャ ッ ク ・ イ ジュ ラン と 共に 
実験 劇 「 マ マン 、 恐 いよ 」 を 制作 ・ 出 演 し ヒッ ト さ せる 。 そ れ を 見 た カネ ッ テ ィ は ます ます フォ ン テ ー 
ヌ の 才能 に 入れ 込み 、 フ ィ リ ッ プ ス を 辞め て 自分 で 設立 し た ば か り の カネ ッ テ ィ ・ レ イベ ル で 彼女 
の デビ ュー・ ア ル バ ム を 制作 し 、 リ リー ス す る 。'66 年 の こと だ 。 フ ォ ン テー ヌ は 続け て カネ ッ テ ィ で 、 
イジ ュ ラ ン と の コラ ヴォ レイ ショ ン ・ ア ル バ ム を 2 枚 発表 し 歌手 と し て の キャ リア を 積む が 、 オ ー ヴ ァ 
ー グ ラウ ンド で ゃ 彼女 の 名 が 語ら れ 出 し た の は 、 や は り サ ラヴ ァ ・ レ イベ ル に 移っ て か ら だ ろう 。 

66 年 に この イン ディ レイ ベル を 設立 し た オー ナー の ビ ピエール ・ バ ルー は 、 イ ジュ ラン と 共に フォ 
ン テ ー ヌ と る 契約 し 、"68 年 に は アル バム 「Brigitte Fontaine」 を リリ ー ス 、 そ し て "70 年 の 
「Comme A La Radio/ ラ ジオ の よう に 」 が 彼女 の 評価 を 決定 的 な る の と する 。 ア メリ カ か ら バ 
リ に 渡っ て きた 前 衛 ジ ャ ズ ・ グ ルー プ 、 ア ー ト ・ ア ン サ ン ブ ル ・ オ ヴ ・ シ カゴ 、 そ し て 既に イジ ュ ラ ン を 
通し て 仲間 に な っ て いた アレ スキ ー・ ベ ルカ セム 等 が 織り 成す アフ ロ / ア ラビ ッ ク な 呪術 的 グル ー 
ヴ に 貫 か れ た サウ ンド を バッ ク に 、 フ ォ ン テー ヌ が 息 も 絶え 絶え に 咳 く よう に 歌う この アル バム は 、 
言葉 と 音 が 異様 な テン ショ ン 下 で 劇 的 な 化学 反応 を 起こ し た 稀有 な 例 で あり 、 未 だ に 新しい ファ 
ン を 増やし 続け て いる 。”71 年 度 の アカ デミ ー・ シ ャ ルル ・ ク ロ 大 賞 を 獲得 し た の も 当然 だ ろう 。 

この 後 フ ォ ン テー ヌ は 72 年 に 、 硬 質 な リリ シン ズム を より 作 究 し た 「Brigitte Fontaine」、 そ 
し て アレ スキ ー と の 完全 な コラ ボ レ イ ショ ン 作 「Je Ne Cannais Pas Cet Homme」 を サラ 
ヴァ か ら 出 し 、 翌 '73 年 に は BYG か ら も 1 枚 「L'incendie」 を 発表 、 そ の 後 再び サラ ヴァ か ら 「Le 
Bonheur」('75 年 )、2 枚 組 「Vous Et Nous」('76 年 )「Les Eglantines Sont Peut 
-etre Formidables」('81 年 ) の 3 作品 を いずれ も アレ スキ ー と の 2 人 3 脚 で 発表 する が 、 以 
前 に も 増し た 表現 の 自 閉 性 ゆえ か 、 次 第 に 表 舞 台 か ら 消 えて ゆく 。"88 年 に は 、 突 如来 日 し て 公 
演 を 行ない 、 更 に 7 年 ぶり の 新作 「French Corazon」 も 発表 し た が 、 そ の 後 再び 消息 が 途 
絶え て し まっ た 感じ だ 。 前 述 通り 、 今 も 2 人 し て 、 バ パリ の 小さ な 劇場 な ど で 歌い 、 演 じ て い る らし い 
が …… 。 や う 2 度 と 表 舞 台 に 登場 する こと は な い の だ ろう か 。 





BRIGITTE FONTAINE 
Brigitte Fontaine Est… 


L P/Saravah SH 10001 '68 年 
CD/ ボ リス ター PSCY 1010 





Fontaine の 作品 中 一 番 ポ ッ プ で 聴き や すい 作品 だ と 思う 。 個 人 的 に 
も 一 番 好 き な 作 品 だ 。 だ が 、 そ の ポッ プ さ も 一 筋 縄 で て いく ノリ で は 
な い 。ZNR の も つ 柔 ら か い シ ニカ ル さ と で も 言う べき 感覚 が 、 こ の 
国 に は 脈々 と 存在 し た の だ と いう こと を 思い 知ら され る よう だ 。 こ 
こ に ある の は 男 に 理解 で きる 艶 め か し さ プ コケ ティ ッシュ なか 部 分 と 、 
男 に 理解 し きれ な い 静 か な 狂気 だ 。< 芸 術 顧問 >? と し て ピエ ー ル ・ バ 
ルー の 名 が クレ ジッ ト さ れ て いる 。 各 曲 の アレ ンジ は 秀逸 だ 。 重 厚 
な スト リン グ ス と グロ ッ ケ ン の 同居 等 、 鍵 盤 打楽器 が 効果 的 に 扱わ 
れ て いる 。 定位 を よく 考え た トラ ッ ク ・ ダ ウン も 評価 に 値する 。 収 
録 曲 の バラ ン ボ オ の よう に ” は 頭脳 警察 に よる カヴァ ー も 有名 。 

(Chihiro S.) 


BRIITTE FONTAINE 
Comme A La Radio 


L P/Saravah SH 10006 71 年 
CD/ ボ リス ター PSCY 1007 





Fontaine、Areski (Belkacem) 、 そ し て AACM 一 派 の 巨人 ART 
ENSEMBLE OF CHICAGO の 妙 な る 共演 の 記録 。 残 酷 な まで に 内 省 
的 な 世界 が まる で 陶酔 の 様 な 軽やか さ で 響き わた る Fontaine の モノ ロ 
ー グ 。 前 作 で の それ 自体 強烈 な アイ ロニ ー と 言え る シャ ン ソ ン 然 と 
し た パッ ク と は 180 度 異な り 、 そ の アン サン ブル は 彼女 の 内 面 か ら 湧 
き 出 る が 如く の 非 日 常 性 と 必然 性 を 感じ る が 、 そ れ が クー ル で あり 
な が ら シ リア ス な AEC の 名 演 に 多く を 依存 し て いる 事 は 言う まで も 
な い 。 そ し て 両者 を 繋 く Areski の 非凡 な 才 …。 そ れ ら の 融合 が 本 作 と 
な り 花 開い た 。 そ れ は 「 ポ ッ プ ・ ミ ュー ジッ ク の 仮面 を 被っ た シャ 
ー マ ニ ズム 」 と 言え る 程 の 、 各 々 の キャ リア の 中 で も 特異 な 地平 に 
咲い た 妖しく 美しい 花 だ っ た 。 (山田 ) 





BRIGITTE FONTAINE 
Brigitte Fontaine 


L P/Saravah SH 10034 72 年 
CD/ コ ロム ビア CY 4667 





ウォ ンー タ G00OX は ば 還 志 お 三 麗 Ei0 ラ ジン オ の 3) 同 応 還 と 
いう の が 一 般 的 評価 の よう だ が 、 こ の サラ ヴ ア の 3 枚 目 は ある 意味 
で 前 作 「 ラ ジオ ー」 以 上 の 傑作 で は な か ろう か 。 純粋 に 音楽 的 完成 
度 や スリ ル 、 全 体 の 構成 力 と いう 点 で は 、AEOC の 技術 と 土 俗 的 パワ 
ー に フォ ン テ ー ヌ の 個性 が 相乗 し た 前 作 が や は り ズ パ 抜 け て いる が 、 
発 語 者 と し て の フォ ン テ ー ヌ の 絶対 的 強度 と ラディ カル さ 、 サ ウン 
ド の 実験 性 と いう 点 で は 、 間 違い な く 本 作 が 最高 だ 。] マ ル セ ル "^ メ 
リー・ ゴ ー・ ラ ウン ド ” 等 で の 言葉 と 音 が 錯 線 す る コラ ー ジ ュ 的 手 
法 、 残 酷 な まで に 清浄 な イメ ー ジ を 喚起 する “は た ご 屋 " (チエ ロ は 
ジャ ン ニ シャ ルル ・ カ ポン 、 オ ル ガ ン は 仏 ジ ャ ズ ・ シ ー ン の 大 立 者 
ジョ ル ジ ュ ・ ア ル ヴ ァ ニ タス ) …。 い 。 (松山 ) 





**euwm ee xx | BRIITTE FONTAINE 
Je Ne Connais Pas Cet Homme 


L P/Saravah SH 10041 '73 年 
CD/ コ ロム ビア CY 4668 











アル ジェ リア 出身 の アレ スキ ー・ ベ ルカ セム は 、 ジ ャ ッ ク ・ イ ジ 
ュ ラ ン を 通じ て '68 年 に フォ ン テ ー ヌ と 出会っ た が 、 そ れ 以 来 現在 ま 
で ずっ と 2 人 は 、 公 私 に 渡る 同志 と し て 活動 を 続け て いる 。 サ ラヴ 
ァ か ら の 4 枚 目 に な る 本 作 は 、「 ラ ジオ の よう に 」 の よう な ズバ 抜け 
た 求心力 と ノリ 、 あ る い は 3 rd に あっ た 身 を 切ら れる よう な 残酷 な リ 
リ シ ズ ム に は 恵まれ て いな い が 、 曲 と 詞 の バラ ンス 、 作 品 全体 の 持 
つ 奥 深く 豊か な イメ ー ジ と いう 点 で は 、 前 2 作 を も 凌ぐ 。 こ れ は 、 
全面 的 に 音 作り を 主導 し て いる アレ スキ ー の 才能 に 依る と ころ が 大 
きい と 思わ れる 。 6 曲目 ^ 冬 の 探 末 など ほとん ど シ ェ ー ン ベル ク 
の 弦楽 四重奏 曲 の よう だ し 、 8 曲目 ^ そ れ は 正常 ”/ は 「 ラ ジオ ー」 
の 続編 風 、 と ヴァ ラ エ ティ に 富み 、 聴 き 応 え 十分 だ 。 (松山 ) 
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BRIGITTE FONTAINE, ARESKI 
Lineendie 
LP/BYG 529 026 73 年 

















な ぜ か サラ ヴァ を 離れ 、BYG か ら リ リー ス さ れ た アル バム 。 フォ 
ン テ ー ヌ の この 頃 の アル バム と し て は 、 割 と まとまり の ある 曲 が 多 
い 。 所 々 に 録音 され て いる ささ や き 声 や 、 ア レス キー 他 に よる 即興 
も お さま り 気 味 だ 。 も ちろ ん 二 人 に よる 密会 ・ 告 白 の よう な 空気 は 
変わ り よ う も な く 充 満 し て いる 。 ア ヴァ ン ギ ャ ルド だ と され る 彼 等 、 
そし て フォ ン テ ー ヌ の 歌 だ が 、 実 際 は も っ と 個人 的 な 所 で 音楽 に な 
っ て いる 気 が す る 。 彼 等 の 音楽 は 、 子 供 の 無邪気 な 戯れ の よう に 作 
為 的 な も の を 感じ させ な い 。 何 か 二 人 が 向き あっ て 音 で 会 話し て い 
る 様子 を 見 て いる よう な 気分 に な る 。 その 様子 は と て も 密着 し た 関 
係 で 温か く 嫌 味 な く 素 朴 な の だ 。 そ れ を うら や まし く 感 じ た 時 、 言 
葉 が アヴァ ン ギ ャ ルド に すり 替え られ た の か も し れ な い 。 (松本 ) 





ARESKI, FONTAINE 
Le Bonheur 
L P/Saravah SH 10059 





名 盤 と し て 現在 も 評価 の 高い 初期 作品 を 発表 し た 後 、70 年 代 後半 
で の フォ ン テ ー ヌ 、 ア レス キ の 作品 は 、 そ れ ま で の 求 心 性 の 強い 作 
風 か ら 次 第 に 方 向 性 が 拡散 し て いく 要素 が 強く な っ て いく が 、 そ れ 
は 2 人 の 作品 へ の 迷い や 試行 錯誤 を 端的 に 表し て いる 。 こ の アル バ 
ム も 内 容 の 基本 的 な スタ イル は 、「Je ne connais pas cet homme」 
と 同様 の フォ ー ク ロア 的 な シン プル な 歌 志 向 を 継承 し て いる 。 突発 
的 に ザウ ンド ・ コ ラー ジュ な ども 盛り 込ま きれ て いる が そこ に は 以前 
の 感覚 の 先鋭 さ は な く 、 か えっ て 作品 の 印象 を 散漫 な も の に し て い 
る 。 よ く 聴 いて みる と 収録 され て いる 曲 に は 意外 と 佳 曲 が 多い の だ 
が 、 ア ル バ ム 全体 の プロ デュ ー ス が 中 途 半 端 な の が いか ん せん 惜しい 。 

(関口 ) 
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に APVITI 世 


FRANCOISE HARDY 


FRANGOISE HARDY 
Lamiti6 
LP/Vogue 60 年 代 後半 





ララ ン ソ ワー ズ ・ ア ルディ は !62 年 に デビ ュー し で 早い うお に ララ 
ンス の アイ ドル に な っ た 。 映 画 出演 に 雑誌 の モデ ル 。'60 年 代 、 イ エ 
イエ の 時 代 の こと 。 そ の 時 代 を アル ディ は Vogue で 過ごし て いる 。 デ 
ビュ ー 曲 “男の子 女の子 ” か ら '68 年 まで の 彼女 は 手 し も 押さ れ 必 存 
在 だ 。 で も 彼女 の 声質 は ああ だ し 、 第 一 この 人 は 自己 主張 が 強 そ う 
だ 。 そっけ な い 来 日 時 の 話 を どこ か で 読ん だ こと も ある 。 部 屋 を 真 
黒 に 塗っ た と か 、 と て も ちや ほや され て 歌っ て いる こと に 自分 を お 
さめ られ る よう な 人 で は な か っ た 。 で 、'68 年 に ショ ー・ ビ ジネス か 
ら 離 れる 。'68 年 に 近い 頃 の 曲 、 例 えば ^ 秋 の ラン デブ プー” な ど は 既 
に '68 年 以後 の アル ディ だ し 、 だ いた いこ の 人 の 歌 は Vogue 時 代 も そ 
ん な に は キャ ン キ ャ ン し て な い 。 熱 が 低い の だ 。 (松本 ) 





FRANCOISE HMRDY 
Fran0iSe 
CD/ エ ピック ESCA 5186 





ショ ー・ ビ ジネス か ら 身 を 引い た アル ディ は 、'60 年 代 末 自 身 の レ 
ー ベ ル 、 ヒ ポポ タン か ら こ の アル バム を 出す 。 記念 すべ き 再 デ ビュ 
ー。 その 1 曲目 は ドイ ツ 語 で 歌わ れ て いる 。 歌 われ て いる の に まる 
で 角 が な い 。 し か も 微妙 に 重 苦 し く 気 忌 げ で 柔 か く 、 物 思い に 浸る 
よう な 曲想 だ 。 既 に 勝負 は あっ た と 言わ ざる を 得 な い 。 だ いた い ス 
タン ダー の 間 き まう から を 教え で が 物 思 いた ぶ けっ で W ゆ る ミニ 
の 頃 か ら ア ルディ の 感性 は 研ぎ 澄 ま さ れ て いっ た 気 が す る 。 こ の ア 
ル バ ム を 代表 する ~ も う 森 へ な ん か 行か な い ” や ^ 水 の 中 の 環 ” と 
5 だ アコ ニス アカ ィ ッ クィ タッチ の カン バ デ で アル デ その 戸 避 。 
感性 の 震え の よう に 静か に 広がっ て いる 。 全 体 に は 過渡 期 な の か 曲 
に よっ て 傾向 の ば ら つ き が 激しく は ある 。 (松本 ) 





FRANCOISE HARDY 
(Conte De F6es 
CD/ エ ヒッ ク ESCA 5187 





通称 (邦題 )「 ア ルディ の お と き 話 」。 割 と ロッ ク っ ぽい アレ ンジ の 目 立 
つ ア ル バ ム 。 今 と な る と 、 こ の アレ ンジ が 曲 に よっ て 時 代 を 感じ させ 
すぎ て 、 ア ルディ の ナチ ュ ラ ル さ を 妨げ て いる よう に も 思え る 。 まあ 、 
曲 に よっ て は その まま の ハモ ンド ・ オ ル ガ ン の 音 が 懐 し く 響 いて 、 ア 
ルディ の 歌 と マッ チン グ し た り も する 。 で も や は り ス トリ ング ス 主 体 
の バッ キン グ で 彼女 が 映え る 。 ア ル バ ム は タイ トル どおり 。 彼 女 の 感 
じ る と ころ を 書い た 詩 を お 伽 呆 に 例え る よう に し て 1 枚 に な っ た も の 
だ 。 ア ル バ ム な の だ 。 曲 も 歌い 方 に し て も 、 幾 ら か キュ ー ト だ っ た り 
お どけ て いた り と 表情 豊か な と ころ を 見 せる 。 か わい 気 な 雰囲気 の あ 
る 少し 箱庭 的 な 、 そ し て アル ディ に 少女 を 垣間見 る アル バム だ 。 そ う 
し て あの 歌声 。 い い 曲 が 多い ん だ 、 こ れ が :. (松本 ) 


FRANOISE HARDY 
Viens 


CD/Flarenasch 728693 "71 年 
エビ ピッ ク ESCA 5188 





フレ ンチ ・ ポ ッ プ ス 「 路 き 戦 術 派 」 の 女王 アル ディ 。 この 時 期 の 
アル バム は 、 ど れ を 取っ て も 、 ア ン ニ ュ イ か 曲調 と 、 う っ と りす る 
よう な スト リン グ ス 等 の アレ ンジ が 素晴らし い 傑作 ば か りな の て で 、 
一 枚 ご と の 違い を 説明 する の が 難し い の で す が 、 本 作 な ら 出 来 ま す 。 
本 作 で は 、Tuca と いう ブラ ジル の 女性 ギタ リス ト が 、 ボ サ ノ バ で よ 
く 使 われ る ナイ ロン 弦 と 思しき アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター を 弾い て 、 
ほとん どの 曲 を 共 作 で す が 作 曲 し て いま す 。 で も 、 そ れ ほ ど ボ サ ノ 
バ 調 で は な く 、 い つも より は 絡み つく 感じ が 少な いか な と いう くら 
いで 、 元 気 な 1 曲目 以外 は 、 柔 ら か な 曲調 と 控え 目 で す が 夢 見 心地 
の スト リン グ ス 、 そ し て 後ろ 髪 を 引か れる よう な 歌声 と 、 や は り ア 
ルディ の 世界 な の で す 。 是 非 聴 いて 下さ い 。 (斉藤 ) 








FRAN6OISE HARDY 
Love Songs 


LP/Kundalini '72 年 
CD/ エ ピッ ク ESCA 5190 





「 ラ ン デ ィ ・ ニ ュー マン 、 ニ ー ル ・ ヤ ング 等 、 弧 独 の シン ガー・ 
ソン グラ イタ ー の 作品 を 英語 で 歌う アル ディ 。 愛 の イマ ー ジ ュ を ア 
ョ ニース ティ ッ ク と スト リン グ ス の ウン ド に 求め (で 抜 が る ナイ ー ブ 
な 世界 」 実 に 的 確 な キャ ッ チ ・ コ ピー で す 。 本 誌 読者 へ の ウリ は 、 
トゥ リー ズ の 1 st の タイ トル 曲 の カバ ー が 入っ て いる 点 で し ょ う 。 本 
より る 、 請 ま 同人 W 同 曲 (が カ 0 雪 人 だれ ニル 2 バウ トイ 1 ウ の 
の 演奏 より も 、 ア ルディ の ヴァ ー ジ ョ ン の 方 が ステ キ で す 。 そし て 
他 の 曲 5 還 アラ シン ・ テ イラ ター バウ ッッ センド sn メ リー ジョン 
マー ティ シン の 要 ビ パリ ー の カバ パー 等 、 い い 曲 ぽか り で す 。 き さらに こ 
の ジャ ケッ ト ど お り の 憂い と 忠 り の ある サウ ンド 、 大 半 の 曲 の アレ 
ンジ は 、 元 トゥ リー ズ 他 の トニ ニー・ ヨ ッ ク ズ で し た 。 (斉藤 ) 





FRANCOISE HARDY 
La Vie Privee 
CD/ エ ビック ESCA 5189 73 年 





アル ディ は 770 年 を 前 後 し て ます ます シャ ン ソ ン と いう くく りか ら 
は ずれ て 、 彼 女 自身 の 音楽 に 向かっ た 気 が す る 。 その 頃 の アル バム 。 
通称 「 私 生活 」。 自 分 主義 の アル ディ に ふさ わし い 邦 題 だ 。 録 音 は ロ 
ンド ン 。 パ バッ ク ・ ミ ュー ジ シ ャ ン も イギリス 勢 で 、SSW ふ うだ っ た 
リプ ルー ス ・ ロ ッ ク 調 だ っ た り と 、 全 体 の 即 象 が これ まで と は 伸 う 。 
も と も と 感情 を 込め る タイ プ で は な いし 、 抑 揚 の 激しい 曲 の 少な い 
アル ディ だ が 、 同 じ 平 担 な 曲調 で も これ に は 異 和 感 を 覚え る の だ が 。 
と いう の も 最後 の 2 曲 の み パ リ で の 録音 に な っ て いて 、 ア コ ・ ギ や 
スト リン グ ス を 使っ た こち ら の 方 が 明らか に 肌 合 い が い い 。 彼女 の 
繊細 さ が 生 か され た 好 ナ ン バ ー に 仕上 っ て いる 。 (松本 ) 
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MMIN 当 4 「RANCOISE HARDY 
Message Persnnel 
CD/WEA 903174 2052 73 年 





人 潔 MI 


フラ ン ソ ワー ズ ・ ア ルディ の 傑作 。 独立 し た て の 頃 の メロ ディ 加 
減 は も う 薄 らい で 、 も っ と アル ディ 個人 を 耳元 で 感じ と れる アル バ 
ム だ 。 彼女 が 一 番 分 か りや すい 形 で 出 た アル バム だ と 思う 。 参 加 ミ 
ュー ジ シ ャ ン と 一 体 に な っ て 研ぎ 澄 ま さ れ て いる 彼女 の 感性 が 、 あ 
まり に も みず みず し く 、 き っ と 多く の 人 を 彼女 と 一 対 一 で 向き 合わ 
せる と 思う 。 水 面 を 輪 が 広がっ て いく 時 、 そ の 時 が 音 に な っ て し ま 
っ た か の よう な 1 曲目 で 、 こ の アル バム の テン ショ ン は 伝わる は ず 。 
そし て も と の LP で は 最後 に な る タイ トル 曲 に 至っ て 、 ア ルディ の 独 
白 が 聴く 人 を と ら え て 離さ な いと 思う 。 こ の アル バム ほど すっ と 温 
み 込 ん で “ 個 ” を 意識 させ る アル バム も な い 。 さ さや き を 聴く よう 
な アル バム だ 。 気持 を や わら げ て くれ る アル バム で も ある 。 (松本 ) 


FRANCOISE HARDY 
Entr'acte 
LP/WEA 56 091 "74 年 





「Message Personnel」 に 続く アル バム 。 ア ルディ の トー ン は 変わ 
っ て いな い が 、 ア レン ジ に 大 き な 変 化 が あっ て 、 全 体 の 印象 に 違い 
が ある 。 前作 の 張り つめ た 空気 は ほとん ど 感 じ ら れ な い 。 か わっ て 
アコ ー ス ティッ ク ・ ギ ター の ソフ ト ・ タ ッ チ な トー ン と 、 氷 の 響き 
を 出し た 彫り の 深い スト リン グ ス ・ ア レン ジ が 、 ア ルディ の 歌 を 包 
むように ある 。 ソ フト ・ フ ォ ー カ ス 気 味 な の だ 。 曲 も 落ち 着き の あ 
る も の ば か り で 、 こ の 点 は 前 作 に 共通 し て いる が 、 今 回 は バッ キン 
グ の 理由 か ら 温 か 味 を 感じ させ る 。 時 に は ヴィ スコ ン テ ィ の 映画 音 
楽 張り に な る 。 鶴 がかっ た よう な ゆる や か な 流れ の ある スト リン グ 
ス は 、 こ れ ま で に は な か っ た も の だ 。 目立っ た 曲 は な い が 、 ど れ も 
好 印 象 を 与え て くれ る 。 (松本 ) 
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FRANCOISE HARDY 
Musimue Saomle 


LP/EMI 2C 070 14697 78 年 
CD/ エ ビッ ク ESCA 5192 





日 本 で は 「 山 羊 座 の 女 」 と いう 題 で 発売 され て いる 本 アル バム の 
原題 は 酔っ 払っ た 音楽 」。 本 作 に 全面 的 に 曲 を 提供 し て いる の は 人 
気 シ ン と ガー・ ソ ング ライ ター の ミッ シェ ル ・ ジ ョ ナス 。 超 現実 的 で 
幻想 的 な 内 容 の 歌 、 う まく いか な い 愛 に つい て の 歌 な ど 、 ジ ョ ナス 
は アル ディ の 感性 や 個性 を よく 理解 し た うえ で 彼女 の 新 境地 を 演出 
し て いて 、 音 も カラ フル だ 。 1 曲目 の 禁欲 的 な ( ? ) ファ ン キ ー・ ナ 
ン バ ー^ ふ られ た 気分 ” が 特に 印象 的 だ 。「 地 面 に 転がる 酔っ 払っ た 
音楽 を 聞い て いる ノ 地 獄 の ファ ン キ ー が 飛び 出す ナオ イト クラ ブ で 一 
人 ぼっ ち / 彼 は 私 を 一 人 残し た プ 男 の 人 に 対す る 私 の 心 は も う グ ラ 
グラ 」。 4 曲目 の ^ 腰 の コル ヴィ ザー ル ? は 彼女 の 私 生活 の パー トナ 
ー、 ジ ャ ッ ク ・ デ ュ ト ロン と の デュ エッ ト 。 (松元 ) 


FRANGOISE HARDY 
Suivre. . . 
CD/ エ ピック ESCA 5194 「'8] 年 





本 作 で は 、 バ ラ エ ティ に 富ん だ 作詞 家 、 作 曲 家 陣 を 迎え て いる 。 
ルイ ・ シ ェ デ ィ ッ ド ( 彼 の 項 も 参照 )、 ジ ャ ン ・ ク ロー ド ・ ヴ ァ ニ エ 
(エマ ニュ エル ・ パ ー ル ナン も 彼 の 曲 を 歌っ て いる )、 エ チエ ン ヌ ・ 
ロダ ・ ジ ル (ジュ リア ン ・ ク レー ル の 作詞 家 )、 ピ エー ル ・ グ ロコ ラ 
ら 、 自 分 の 世界 を 持ち つつ 彼女 の 個性 を 理解 し て いる 面々 で ある 。 
例え ば 、`^ い け な い 子 ” は 1970 年 代 の シェ ディ ッ ド 節 だ が 、 ア ルディ 
に も ぴっ た り の 佳 曲 だ 。` ひ と 夏 の 孤独 ?、^ タ マル ー^ な どの 多少 ポ 
ッ プ な 明る い 曲 も 良い が 、` ほ ん の 少し の 愛 で ? の よう な 、 彼 女 が 自 
分 の 本 音 を 出し て いる 内 輸 の 雰囲気 の 曲 が や は り 印 象 的 だ 「 ち ょ っ 
と し た 仕事 が ある か ら 充 分 よ ノ 自転 車 も ある し 、 充 分 よ / 貴 方 が い 
て 、 暖 か いか ら 、 充 分 よ 」 (松元 ) 








9iAN@e の RWI& い Di FRANCOISE HARDY 
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ジャ ケッ ト 写 真 が セル ジュ ・ ゲ ンズ ブー ル の 撮影 だ と いう の は ま 
あど う で も いい が 、 彼 は “ 何 も 考え な い ほ う が ” と いう 曲 ま で 提供 
し て いる 。 全体 的 に 静か な 曲 が 多 く 、 例 えば ピア ノ と 彼女 の 声 が よ 
く 調 和 し た “マズルカ” は 絶品 。^ そ れ は 私 "は アル ディ 自身 も ファ 
ン で ある と 言っ て いる アラ ン ・ ス ーション (この 人 の 項 も 参照 ) の 
作品 で 、 ス ーション らし い 歌 で ある と 同時 に アル ディ らし い 歌 で も 
ある 。 こ こ に は 等 身 大 の アル ディ が いる 。 ア ルディ を 語る の に 、「 ア 
ン ニ ュ イ 」、「 エ レガ ンス 」、「 翔 ん で る 女 」 と いっ た 言葉 が よく 使わ 
れる が 、 そ れ は ちょ っ と 違う の で は な いか と 筆者 は 思っ て いる 。 こ 
の 曲 を 聴け ば 賛成 し て も ら え る と 思う 。 な お 、 本 盤 の 邦題 は 「 時 の 
旅人 た ち へ 」 だ が 、 原 題 は 「 行 っ て し まっ た 人 」。 (松元 ) 





FRANCOISE HARDY 
Decalages 


CD/WEA Flarenasch 728690 '88 年 
エビ ピッ ク ESCA 5176 





彼女 は 当時 の イン タビ ュー で 、 彼 女 の テ ー マ は 「 自 分 が 感じ た こ 
と を 表現 する こと の 難し さ 、 愛 し 合え る 人 を 見 付け る こと の 難し さ 」 
で あり 、 な ぜ 本 作 の 題名 が 「 ず れ 」 か と いう と 、「 人 は 結局 自分 に と 
っ て 大 切な 人 と の 間 に ず れ を 起こ し な が ら 生 き て いる か ら 」 で ある 
と 言っ て いる 。 こ の アル バム を 聴く と その 認識 の 悲し い ほ どの 正 し 
さ に 思い 切り 谷 い て し まう と 同時 に 、 そ の 悲し さ が 癒 され も する 。 
その 一 方 、「 も う ゲ ー ム は や め て 。 誘惑 に 負け て 。 欲望 と 対象 だ け に 
な っ て 」 と いう 一 見 直接 的 な 一 節 の 裏 に 隠れ た 彼女 の 微妙 な 感受 性 
も 味わい 深い 。 個 人 的 に は 彼女 の 全 ア ル バ ム で 本 作 が 一 番 好 きだ 。 
な お 、 最 後 の 曲 "人生 は どこ に ” は ウィ リア ム ・ シ ェ ラ ー の 曲 ^ ダ 
ー ジ リン ” に 彼女 が 別 の 歌詞 を 付け た も の 。 (松元 ) 





ビン / 








"91 年 3 月 2 日 に セル ジュ ・ ゲ ンス ブー ル が 死ん だ 時 の フラ ンス 国 中 


の "動揺 {の すご さと いっ た ら 、 一 体 どう 表現 すれ ば いい の か 戸惑っ て 
し まう ほど で あっ た 。 ル ・ モ ンド か ら 3 流 色 モ ノ 雑 誌 に 至る あら ゆる 新聞 ・ 
雑誌 が か な り の スペ イス を 割 き ミッ テラ ン 大 統領 や シラ ク ・ バ リ 市 長 か 聞 前 9 
ら 芸 能 人 まで 、 多 数 の 追悼 コメ ント を 交え な が ら 、 セ ル ジ ュ の 死 を 悼む 


大 特集 を 即座 に 組ん だ 。5 日 に 行なわ れ た 人 道 悼 の 儀 に は 、 数 万 人 が 集 
まり 、 バ リ で は 交通 規制 が 敷 か れ た 。 そ し て 何より も 僕 の 胸 を 打っ た の 


は 、 そ うし た 状況 を 冷静 に 伝え る べき 、 い い 歳 を し た ジャ ー ナ リス ト た ち 
が 自ら 、 あ た り 慢 ら ず 涙 を 流し 、 悲 し ん を で いた 情景 で ある 。 フ ラン ス 国 民 GAINSBUH6 
に 最も 尊敬 され た ポッ プ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン は ジョ ル ジ ュ ・ ブ ラッ サン ス だ っ 
た か も し れ な い が 、 最 も 愛さ れ た の は 、 間 違い な く セ ル ジ ュ ・ ゲ ンス プー の 
6 に 9 5 aa 
ル だ っ た と 思う 。 最 後 の 最 後 ま で 、 あ れ だ け メ チャ クチ ャ を や り 通 し 、 敵 
も ゃ 多かっ た セル ジュ が 、 何 故 か くも 深く 広く 愛さ れ た の だ ろう か 。 
セル ジュ は 、1928 年 4 月 2 日 、 パ リ の リュ ー・ ド ・ シ ー ヌ (中 国 通 り ) の ア 
バル トマ ン で 、 ヨ ー ゼ フ ・ ギ ンズ ブル グ と オリ ア の 
長男 と し て 生ま れ た 。 本 名 は ルシア ン ・ ギ ンズ ブ 
ルク グ 。 両親 は 共に 、 社 会 主義 革命 の 混乱 を 逃 
れ て バリ に 亡命 し て きた ユダ や ヤ 系 ロシア 人 だ っ 
た 。 ピ アニ スト の 父 の 手ほどき の 下 、 幼 少 時 か 
ら ビ アノ の 厳し い 訓 練 を 受け た ルシア ン だ っ た 
が 、 彼 の 興味 は 音楽 より も る むし ろ 絵 画 の 方 に 
向け られ 、 中 学 に 入る と 並行 し て 絵画 アカ デミ 
ー に も 通い 始め た 。 い つか 大 画家 に な る こと を 
夢見 つつ 成長 し た セル ジュ だ っ た が 、 現 実は 
甘く な い 。51 年 に 結婚 し て か ら は 、 育 に 腹 は 変 
えら れず 、 ク ラブ 等 で ビア ノ や ギタ ー を 弾い て 
棚 口 を 凌い だ 。 が 、 そ うし た 不 本 意 な 日 々 の 中 
に も 、 や が て 成功 の 光 が 蔵 し 込ん で ゆく 。 
"56 年 、 セ ー ヌ 右岸 の キャ バレ < ミロ ー ル ・ ラ 
ルス イ ユ テラ で 、 歌 手 ミ シェ ル ・ ア ルノー の ピア ニ 
スト を 務め て いた 頃 、 セ ル ジ ュ は 初め て ボリ ス ・ 
ヴィ アン の ステ イジ を 観 て 感動 し 、 自 分 も 歌い 
た いと 思う よう に な っ た 。 や が て 、 ミ シェ ル の 薦 
めも あっ て 、< く ミロ ー ル ー ラ に 歌手 と し て 出演 し 始め る 。 自 作 自 演歌 手 セ ル ジ ュ ・ ゲ ンズ ブー ル の 
評判 は すぐ に 広まり 、'58 年 に は フィ リッ プス が 契約 、11 月 に デビ ュー・ ア ル バ ム 「 第 1 面 の シャ ン ソ 
ン 」 が リリ ー ス され た 。 
59 年 に 2nd、'61 年 に 3rd と 順調 に アル バム を 発表 し て いっ た が 、 ち ょ うど その 頃 か ら フ ラン ス 
に も ロッ クン ロー ル の ブー ム (いわゆる イエ ・ 
イエ ) が 訪れ 、 ジ ョ ニー・ ア リ テ イ や シル ヴィ ・ ヴ @ フ ラン ス ・ ギ ャ ル ど 
ァ ル タン に 代表 され る 若手 スタ ー た ち に 一 般 - 
の 人 気 は 移行 、 従 来 の 文学 的 な シャ ン ソ ニ 
エ た ち は ま た た く 間 に 駆 朋 され て いっ た 。 ゲ 
ンズ ブー ル の 歌 も 随所 に 左岸 派 の 香り を 漂 
わせ た 高 踏 的 な も の が 多かっ た た め 、 元 々 
芳しく な か っ た アル バム の 売れ 行き は 益々 
落ち こみ 、 一 時 は 歌手 廃業 を 考え た ほど だ 
つた 。 が 、 こ うし た 苦境 は 、 逆 に 彼 に 大 き な 転 
機 を も た ら す こと に も な っ た 。 
ゲン ズブ ー ル は 、 イ エ ・ イ エ の 若手 シン ガー 
た ちの た め に 、 歌 を 書き 始め た の だ 。 元 々 深 
い 思 い 入 れ が あっ て 歌手 に な っ た わけ で は 
な い 。 絵 画 き に な り た か っ た の が か な わ ず 、 
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な ん と な く こ の 世界 に 入っ つた セル ジュ で ある 。 ポ ッ プ ・ ミ ュー ジッ ク な ん て 所 訟 下らない も の だ と い 
う ニ ヒ リ ス ティ ッ ク な 視線 を 最初 か ら 持 っ つて いた セル ジュ が 、 た わい も な い フ レン チ ・ ロ ッ ク ン ロー 
ル を 量産 する こと を 暑 路 う 理由 な ど な か っ た 。 

そし て と て つも な い 成 功 が 、 あ る 日 突然 訪れ た 。'65 年 3 月 20 日 、 ユ ー ロ ヴィ ジョ ン 音楽 祭 で 、 セ ル 
ジュ の 作っ た "夢み る シャ ン ソ ン 人 形 " を 歌っ た フラ ンス ・ ギ ャ ル が 優勝 し た の だ 。 こ の 日 を 境 に 
セル ジュ の 人 生 は 変わ っ て ゆく 。 た わい も な い 3 分間 ポッ プ ・ ソ ング の 名 匠 と し て 、 次 々 に 殺到 す 
る 作詞 ・ 作 曲 の 依頼 を こなし 、 芸 能 界 に 確固 た る 地位 を 築き 上 げ て いっ た 。 そ の 後 の や り た い 
放題 の 人 生 に つい て は 、 こ こ で 書く まで も な か ろう 。 

結局 死ぬ まで に ゲン ス ブ ー ル が 得 た 肩書 き を 書き 連ね る と 、 作 詞 ・ 作 曲 家 、 シ ン ガ ー、 俳 優 、 
映画 監督 、CM 監 督 、 カ メラ マン 、 小 説 家 、 画 家 と 、 ま さ に ルネ サン ス の 万 能 芸 術 家 の 如く 多岐 
に 渡っ て いる 。 そ し て その 間 の スキ ャ ンダ ル の 数 々 。 プ リジット ・ バ ルド ー と の 不倫 劇 を は じ め 、 ヴ ァ 
チカ ン の 激 部 を 買っ た エロ ティ ッ ク ・ ソ ング "ジュ ・ テ ー ム ・ モ リ ワ ・ ノ ン ・ プ リュ"、 フ ラン ス 国 歌 を 巡る 
右翼 と の いさ か い 、 テ レビ や 雑誌 で の た び 重 な る 極端 な 放言 等 々 、 常 に ゴシップ ね た を バラ 
搬 き 続 ける 華々 し い 人生 だ っ た 。 

し か し 、 た だ それ だ け で は 、 単 な る 2 流 の スケ ベ ・ オ ヤジ に すぎ な い 。 ゲ ンズ ブー ル が あれ だ け 
多く の 人 々 に 愛さ れ た の は 、 そ の 一 見 デタラメ な 歌 や ライ フ ・ ス タイ ル の 中 に 、 人 間 の 生 が 本 質 
的 に 抱え こん だ 哀しみ や 苦悩 や 空 し さ を 深く に じ ま せ て いた か ら に 他 な ら な い 。 そ し て また 、 ど ん 
な に デタラメ で ショ ッ キ ング な 表現 で あろ うと も 、 そ こ に は 常に 、 あ る 種 高 真 な ユー モア と 優し さ が 
感じ られ た 。 狂 蝶 の 影 に 漂う ダン ディ ズ ム と メラ ンコ リー。 ひ と こと で 言え ば 、 そ うい うこ と で ある 。 
彼 の 激しい 挑発 は 、 同 時 に 見 事 な 詩 で も あっ た の だ 。「 彼 の 衛 撃 を 与え 続け た 生き 方 、 リ ニュ 
ー ア ル を 繰り 返し た 音楽 は 、 至 春 そ の も の だ っ た 。 私 た ち は 、 彼 の 中 に 、 青 春の 混 沖 を 見 て いた 
の で す 」。 彼 の 死に 際 し て フラ ン ソ ワー ズ ・ ア ルディ が 述べ た この コメ ント は 、 ま こと に 極 心 を 突い 
て いる 。 

画家 に な り た か っ た 、 一 人 の シャ イ な ユダ ヤ 人 、 セ ル ジ ュ ・ ゲ ンズ ブー ル 。 こ の 男 の 歌 ほ ど 、 生 
に 対す る 悦び と 長 れ 、 生 が 政 む 孤独 と 哀しみ を 深く 感じ させ る 歌 を 、 僕 は 他 に 知ら な い 。 
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SERGE GAINSBOURG 
Du Chant A La Ume! 


LP/Philips 6313 150 58 年 





'58 年 の デビ ュー・ ア ル バ ム 。 ミロ ー ル ・ ラ ルス イ ユ て で 歌う セル ジ 
ュ を 観 て 、 フ ィ リ ッ プ ス の 敏腕 プロ デュ ー サ ー、 ド ゥ ニ ・ ブ ル ジ ョ 
ワ は すぐ に 契約 を 申し 込み 、 ボ リス ・ ヴ ィ ア ン の 専属 アレ ンジ ャ ー 
アラ ン ・ ゴ ラゲール を 起用 し て 録音 に 臨ん だ 。^ 小 さ な 穴 ” と いう リ 
フレ イン が な ん と も 斬新 な 印象 を 与え る ~ リ ラ 駅 の 切符 切り ” で 幕 
を 開け 、^ ロ ン サ ー ル 58”^ 他 の 男 の 体 の 下 に いる 人 妻 ′ 等 々 、 全 体 
に 極め て ニ ヒ リ ステ ィ ッ ク な 香り を 漂わ せ て いる 。 余り に も 反 道 徳 
的 だ と いう こと で 、 ほ と ん どの 曲 が ラ ジオ で の 放送 を 拒否 され た と 
いう 。 ヴ ィ ア ン に ショ ッ ク を 受け て 歌い 出し た ゲン スプ ブー ル だ が 
ヴィ アン の 方 も この 異様 な 風貌 を し た ユダ ヤ 人 シン ガー の 才能 に 
嘆 し 、 あ ちこ ち で し きり に 推薦 文 を 書き まく っ た 。 (松山 ) 


SERGE GAINSBOURG 
Letonnant Serge GainshOurg 
L P/Philips 432 533 BE '61 年 





'60 年 、 セ ル ジ ュ は ヌー ヴェ ル ・ ヴ ァ ー グ 映画 「 侯 に よだれ 」 の テ 
ー マ 曲 を アラ ン ・ ゴ ラゲール と 共 作 し 、10 万 枚 の ヒッ ト を 飛ば し た 
が 、 自 身 の ア ル バ ム の 方 は 1 st に 続い て 2 nd('59 年 ) も 、 ほ と ん と 売 
れ な か っ た 。 お まけ に '61 年 に は 、 い よい よ イ エ ・ イ エ 旋 風 が 本 格 的 
に な り 、 既 に 33 オ の セル ジュ に と っ て 、 状 況 は 益々 厳し く な っ て き 
て いた 。 そ ん な 中 で 発表 され た この 3 枚 目 の アル バム は 、 多 く の カ 
ヴァ ・ ヴ ァ ー ジ ョ ン を 生ん だ 不朽 の 文学 シャ ン ソ ン 「 プ レヴ ェ ー ル 
に 捧ぐ 」 が 象徴 する 如く 、 全 体 に 逆 噴射 左岸 派 路線 と な っ て いる が 、 
そう し た 中 に も 、 や っ ぱり 流行 が 気 に な っ た か の よう な ネル ヴァ 
ル の ロッ ク ” や アル ヴェ ー ル の ソネ ッ ト ” と いっ た イエ ・ イ エ 調 
の 曲 が 混 じ っ て お り 、 彼 の 複雑 な 心境 が 時 え る 。 (松山 ) 





SERGE GAINSBOURG 
Gainhourg bomfidentiel 
LP/Philips 77980 '63 年 





セル ジュ は 元々 ジャ ズ が 非常 に 好き で 、 デ ビュ ー 以 来 、 彼 の 書く 
音楽 の ベー ス に は 常に ジャズ の ニュ アン ス が 色濃く 流れ て いた が 、 
この '64 年 の 5 枚 目 の アル バム に 至っ て 、 い よい よ 全 面 的 な ジャ ズ ・ 
アプ ロウ チ を 試み る 。 そ の きっ か け に な っ た の は 、 パ リ の クラ ブ で 
観 た バド ・ パ ウエ ル の ライ ヴ だ っ た 。 彼 は その 時 ベー シス ト 、 ミ シ 
ェ ル ・ ゴ ー ド リー と 、 当 時 評判 を 集め つつ あっ た ハン ガリ ー 自 身 の 
ジプシー・ ギ タリ スト 。、 エ レク ・ パ クチ ッ ク を 語 い 、 宮 全 な ピアノ ・ 
トリ オ ・ ス タイ ル で 録音 に 入っ た 。 当然 、 仕 上 が り は 極め て シブ イ 。 
当時 モン マル トル 界隈 の 画家 た ちの 間 で は 、 マ イル ス や コル トレ イ 
ン 等 と 並ん で 、 最 も 愛 聴 さ れ た と いう 。 そ し て 、 当 然 、 一 般 に は 全 
《 く 受け なか っ た 。 尚 、 本 作 か ら 30 セ ンチ 盤 に な っ た 。 (松山 ) 


SERGE GAINSBOURG 
GainmshOurg Percussions 
LP/Philips 434 994 BE '64 年 





'64 年 に 入っ て 初め て フラ ンス ・ ギ ャ ル に アイ ドル ば か り 聞 か な 
いで ” な どの イエ ・ イ エ ・ ポ ッ プ ス を 書い た こと が 、 セ ル ジ ュ の 心 
の わだかまり を 一 気 に 解 消し た の だ ろう か 、 こ の 頃 か ら 彼 は は っ き 
り と 新しい 時 代 に マッ チ し た 大 衆 音 楽 を 作っ て いこ うと 決意 し た よ 
うだ 。 同年 発表 され た この 6 枚 目 の アル バム は 、 か な り 斬 新 な 音 作 
り と な っ て いる 。 前 作 同 様 、M・ ゴ ー ド リー と E・ バ クチ ッ ク と の トリ 
オ に よる 制作 だ が 、 全 編 に 女性 コー ラス と パー カッ ショ ン を フィ ー 
チュ ア し 、 ア フロ & ラ テン ・ フ レイ ヴァ の 濃い アレ ンジ で 攻め まく 
っ て いる 。 セ ル ジ ュ は アフ リカ や ラテ ン の レコ ー ド を 大 量 に 買い 込 
ん で 、 か な り 熱 心 に 研究 し た らし い 。 ニ ュー・ ジ ャ ズ や ラテ ン が も 
て は や され る 昨今 の 東京 で も バカ 受け し た そう だ 。 (松山 ) 








SERGE GAINSBOURG 
Histoire De Melody Nelspn 
LP/Philips 6397 0202 "71 年 





映画 音楽 や アイ ドル の 仕事 、 あ る い は 色恋 沙汰 ば か り に 熱心 に な 
り 、 自 身 の オ リ ジ ナ ル ・ ア ル バ ム は 6 年 以上 も 発表 し て な か っ た セ 
ル ジ ュ だ が 、71 年 に な っ て よう や く 出 た この 新作 は 、 彼 の 全 作品 の 
中 で も 最も 大 が か りな 、 そ し て 最初 の コン セプト ・ ア ル バ ム と な っ 
た 。 パ ルド ー と 別れ た '68 年 に 新た に 恋仲 と な っ た ジェ ー ン ・ パ ー キ 
ン が 、 ピ グマ リオ ン ・ セ ル ジ ュ の ロリ ー タ 幻想 に 決定 的 な 火 を 付け 、 
14 才 の 赤毛 の 少女 メロ ディ を 巡る 物語 を 誕生 させ た 。50 人 編成 の 大 
オー ケス トラ を 配 し た か な り 実 験 的 な 音 作 り が 成 さ れ て お り 、 決 し 
て ポッ プ な 作品 で は な い が 、 本 質 的 に 純粋 芸術 指向 家 で ある セル ジ 
ュ の 敬 質 が よく 伝わっ て くる 。 が 、 本 作 に お ける 最大 の 貢献 者 は 、 
名 アレ ンジ ャ ー の ジャ ン ニ クロ ー ド ・ ヴ ァ ニ エ だ ろう 。 (松山 ) 





SERGE GAINSBOURG 
Vu De Lexterieur 
LP/Philips 6499 731 73 年 





70 年 代 は 、 ゲ ンズ ブー ル に と っ て けっ こう 上 厳し い 時 代 だ っ た 。'60 
年 代 の よう な アイ ドル 相手 の 仕事 が 極端 に 減っ て 、 自 分 自身 の 音楽 
や 映像 表現 の 場 が 広がっ た の は いい が 、 そ の 結果 逆 に 、 前 に も 増し 
て 一 般 的 な 支持 が 得 ら れ に くく な っ た の だ 。 が 、 こ の 不遇 の "70 年 代 
こそ 、 ア ー テ ィ ス ト ・ ゲ ンズ ブー ル の 真価 が 十分 に 発揮 され た 時 代 
で も ある 。 773 年 の この アル バム は 、 前 作 “メロ ディ ・ ネ ルソン の 歴 
史 ” か ら 一 転 、 非 常に 美しく メラ ンコ リッ ク な メロ ディ を 持っ た 曲 
が 多い 半面 、 歌 詞 は どれ も これ も エキ セン トリ ッ ク な まで の エロ テ 
ィ シ ズム と バカ バカ し さ に 溢れ た も の ば か り で 、 ま さ に デカ ダン 
ス と ナン セン ス の 人 ′” ゲン ズブ ー ル の イメ ー ジ が 確立 され た 退廃 的 
傑作 だ と 言え る 。 個人 的 に は 最も 好き な アル バム の 一 枚 。 (松山 ) 





ダダ アグ 








SERGE GAINSBOURG 
Rock Around The Bunker 


L P/Philips 6325 195 75 年 








前 作 「 見 か け 」 か ら ま た また 激変 し た 75 年 の アル バム 。 オ リ ジ ナ 
ル ・ ス タ ジ オ 盤 と し て は 9 枚 目 。 タ イト ル の “バンカー” と いう の 
は 戦場 の 末 壊 の こと で 、 当 時 日 本 発売 され た 際 は 「 第 4 帝国 の 白 日 
夢 」 な る 邦題 が つい て いた 。 歌わ れ て いる 内 容 は 、 ナ チ ス を 題材 に 
し た 変態 愛欲 も の の オン パレ ー ド で 、 サ ウン ド は 、 頭 か ら ケ ツ ま で 
古めかしい ロカ ビリ ー/ ロ ッ ク ン ロー ル に 終始 し て いる 。 こ こま で 下 
ら な さ を 追 宏 し た アル バム と いう の も 珍し い 。 子供 の 頃 、 パ リ を 占 
領 し た ナチ ス に か な り 虐 待 さ れ 心 に 深い キズ を 負っ た ユダ ヤ 人 の セ 
ル ジ ュ に し か で き な い アプ ブナ い 表現 が 満載 され て お り 、 彼 独特 の ニ 
ヒ リ ズ ム の 美学 を 理解 し て な いと 、 面 白 味 が 全く わか ら な い だ ろ う 。 
「 見 か け 」 に も 増し て 売れ な か っ た の も 当然 。 (松山 ) 


思 SERGE GAINSBOURG 
Lhomme A Tete De Chou 


L P/Philips 9101 097 77 年 





通算 10 枚 目 。「 メ ロディ ・ ネ ルソン 一 」 と 対 を 成す この 幻想 的 な コ 
シン シセ ラブ NR コア ル が 仙 は 二 ギ ャ ラリ | 三 で 買 あ だ クロ No ララ ン ヌ の 
彫刻 「 キ ャ ベツ 頭 の 男 」 に イン スバ イア され て 制作 し た と いう 。 貧 
逐 ジ ャ ー ナ リス ト と 、 理 髪 店 に 勤め る 色情 狂 の 小娘 マリ ルゥ の シュ 
ー ル な 恋 物語 。 ム ー グ を 多用 し た BGM 的 サウ ンド を バッ グ に 、 語 り 
と いう か 咳 き の よう な セル ジュ の 声 が 乗る 、 ポ エト リー・ リ ー デ ィ 
ング 風の音 作り で 、 ま と も な 曲 ら し い 曲 は ほん の 2 一 3 し か な い 。 
本 作 で 初め て 試み た レゲエ が 、 続 く 2 枚 の 本 格 的 レゲエ ・ ア ル バ ム 
の 布石 に な っ た 。 尚 「 見 か け 」 か ら 本 作 ま で の 3 枚 は 、 ア ラン ・ ホ 
ー ク ショ ウ ('60 年 代 か ら 活躍 する キー ボー ド 奏 者 ) を 中 心 と する イ 
ギリ ス の ミュ ー ジ シャ ン た ち が バ ッ ク を 務め て いる 。 (松山 ) 





SERGE GAINSBOURG 
AuX ArmeSs Et Caetera 
LP/Philips 9101 218 '79 年 


GAINSBOURG 





英 米 の ポッ プ ・ シ ー ン の 流行 を 節操 な く パ クリ 、 自 分 流 に 味付け 
を 施す の は 、 セ ル ジ ュ の 常 春 の 手法 だ っ た が 、 レ ゲ エ に 関し て も 、 
彼 が 仏 で 一 番 早かっ た 。 と いう か 、 ス ライ & ロ ビー や アイ ・ ス リー ズ 
を 全面 的 に 起用 し て アル バム 1 枚 を 作っ て し まっ た の は 、 仏 と 言わ 
ず 全 白人 ミュ ー ジ シャ ン の 中 で も 彼 が 最初 だ っ た の で は な いか 。 ジ 
ャ マイ カ へ の 飛行 機 の 中 で 半分 、 着 いた 日 に 残り 半分 の 曲 を 書き 、 
3 日 で 録音 、 1 日 で ミッ クス ダウ ン と いう や っ つけ 仕事 だ っ た が 、 
何と 50 万 枚 以 上 と いう 大 ヒッ ト を 記録 し た 。 仏 国歌 を レゲエ 仕立 て 
に し た ` 祖 国 の 子供 た ち へ ” が 右翼 の 猛 反 発 を 招き 、 大 き な 事件 に 
発展 し た が 、 本 作 の 成功 に よっ て 、 セ ル ジ ュ は 完全 に 永遠 の パン ク ・ 
オヤ ジ と し て の ステ イタ ス を 確立 し た と 言え る 。 (松山 





SERGE GAINSBOURG 
MMauvaises Nouvelles Des 
Et0iles 

LP/Philips 6313 270 '81 年 








前 作 の 大 成功 に 気 を 良く し て の 、 レゲエ 第 2 弾 。 今度 は バハ マ / ナ 
ッ ソ ー の コン パス ・ ポ イン ト ・ ス タ ジ オ に 飛ん で の 制作 で 、 ス ライ & 
ロビ ピー を は じ め と する スタ ッ フ も ほぼ 同じ 、 か けた 日 数 も また また 
6 月 7 導 5) 誠 示 ウン RE より タラ シ で 野天 く が っ (おり レレ が 志 の の 
ル バ ム と し て も 1 級 品 。 歌 詩 の 方 は 相変わらず の バカ バカ し さ で 、 
特に 、 リ ズム ・ ト ラッ ク に オナ ラ の 音 だ け を 乗せ た ` エ フ ゲ ニー・ 
ソコ ロフ "(セル ジュ の 唯一 の 自伝 的 小説 「 ス カト ロジ ー・ ダ ン デ ィ 
ズム 」 の 主人 公 の 名 ) の 絶望 的 な まで の 無 意 味 さ は 、 爆 笑 と 共に 涙 
を 誘う 。 ま た 。、 カ トリ ー ヌ ・ ド ヌー ヴ と の デュ エッ ト で ヒッ ド し た 
名 曲 ` 国 際 電 報 ' の レゲエ ・ ヴ ァ ー ジ ョ ン も 聴き も の 、 英 スノー ド 
ン 卿 が 撮っ た ジャ ケッ ト 写 真 も イケ る 。 (松山 ) 





aesseuseieveowmeeeal SERGE GAINSBOURG 
Love On The Beat 


L P/Philips 822 849・1 '84 年 
CD/ 日 本 フォ ノ グ ラ ム 32PD 48 








モー ド 写 真 / 映 画 界 の 巨匠 ウイ リア ム ・ ク ライ ン の 手 に な る ジャ ケ 
ッ ト の 鮮烈 な 印象 も 7 を 奏し た か 、 セ ル ジ ュ の 全 作 品 中 で 最大 の ヒ 
ッ ト と な り 、 こ れ に よっ て 彼 は 遂に 世界 的 人 気 を 稚 得 し た 。 米 の ロ 
22 パ ジ 2 ウル DRiens ジ 2 ョ ョ 三吉 の 2 の 5 の ッ ジコ INo ら の 
ン ・ ハ リス ン 等 、 デ イヴ ィ ッ ド ・ ポ ウイ の 「 レ ッ ツ ・ ダ ンス え 」 の ス 
タッ フ を バッ ク に 配 し 、 音 作り の 方 も 当時 の ボウ イ を か な り 意 識 し 
た ビー ト 主 体 の アッ パー・ フ ァ ン ク ・ ロ ッ ク と な っ て いる 。 特 に 、 
バン ブー と の SM( 鞭 ) プレ イ を 想起 させ る オー プ ニ ン グ の タイ トル ・ 
ナン バー は 、 パ レッ ツ ・ ダ ンス ′ その まま 。 で も どこ か ら も 文句 が 出 
な いと ころ が 、 さ す が と いう べき か 。 ま た 英語 の ~Beat” を 仏語 スラ 
ング “Bite” (チン ポ ) に か け て いる の も 、 彼 な ら で は 。 (松山 ) 











SERGE GAINSBOURG 
Live 
L P/Philips 826721-1 85 年 
CD/Philips 826 721-2 
日 本 フォ ノ グ ラ ム 32PD 167 





セル ジュ の ライ ヴ 艦 は 、 本 作 と ゼニ ッ ト ・ ホ ー ル で の ラス ト ・ ラ 
イヴ 、 そ し て 80 年 に 出 た パラ ス 劇 場 で の レゲエ ・ ラ イブ ヴ 2 枚 組 の 3 
タイ トル が ある が 、 本 人 の 気力 と 内 容 (曲目 や アレ ンジ ) か ら 見 て 、 
本 作 が 最も 出来 が いい と 思う 。「Love Oh The Beat」 の 大 成功 を 受 
け て の 、 パ リ ・ カ ジノ 座 で の ライ ヴ ('85 年 10 月 3 一 5 日) で ある 。 
バッ ク は 勿論 B・ ラ ッシュ ー 派 。 新 し い ヒ ッ ト 曲 は ほん の 少し に 留め 、 
^ ボ ニー& ク ライ ド ^` 唇 に よだれ "ハー レイ ・ ダ ヴィ ッ ト ソ ン ? \ 手 
ぎれ ” と いっ た 代表 曲 を ズラ リ と 網羅 し て いる の で 、 ベ スト 盤 と し 
て も 楽し め る 。 但し アレ ンジ は か な り フ ァ ン ク / ロ ッ ク 的 だ が 、 そ う 
し た 中 、 キ ー ボ ポー ド 1 台 の み の 伴 奏で “ジャ ヴァ ネー ズ ” を ゆっ く 
り と 歌い 上 げ る エン ディ ング は 感動 的 だ 。 (松山 ) 























ジジ ご 








SERGE GAINSBOURG 
You're Under Arrest 


CD/Philips 32PD-434 '87 年 
日 本 フォ ノ グ ラ ム 32PD 434 








最後 の スタ ジオ 録音 盤 。「 死 ぬ 前 に 自分 で 納得 の いく アル バム を ち 
ゃ ん と 作っ て お きた か っ た 」 と いう 本 人 の 言葉 通り 、 音 楽 的 な 充実 
度 、 全 体 に 迫る 気 迫 と スピ ー ド 感 と いう 点 で 、 最 高 作 で は な いか 。 
パッ ク ・ ミ ュー ジ シ ャ ン は 前 作 と 同 。 ビ リー・ ラ ッシュ と や その他 
間 た ち だ が 、 今 回 の サウ ンド ・ プ ロダ クシ ョ ン は 、 ヒ ッ プ ホッ プ が 
柱 に な っ て いる 。 "87 年 の 時 点 で は 、 白 人 ミュ ー ジ シャ ン と し て は 、 
か な り 早 か っ た 。 勿 論 、 仏 国内 で は 、 最 初 の 本 格 的 ヒッ プ ホ ッ プ ・ 
サウ ンド 。 ま あぁ あ 彼 の 場合 、 元 々 ラッ プ の よう な し ゃ べく り ヴ ォ ー カ 
ル ・ ス タイ ル を ずっ と や っ て き て た か ら 、 唐 突 な 感じ は 全く な い が 。 
この 頃 既 に ボロ ボロ だ っ た 体 で 最後 の 力 を 振り 絞っ て 歌い 上 げ る 俺 
の 外人 部 隊 ?” が 、 白 鳥 の 歌 の よう に 聞こ える 。 (松山 ) 


SERGE GAINSBOURG 
Le Z6mith 
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"88 年 5 月 、 セ ル ジ ュ は 待望 の 来 日 公演 を 行っ た が 、 そ の 直前 の 3 
月 23 一 25 日 に パリ 最大 の ゼニ ッ ト ・ ホ ー ル で や っ た ライ ヴ を 収録 し 
た も の で 、LP は 2 枚 組 だ っ た 。 全 18 曲 で 71 分 余 。「Yourre Under 
Arrest」 発表 後 の ツ アー と いう こと で 、 曲 目 は 「Live」 に 比べ て か な 
り '80 年 代 の も の が 多く 、 ア レン ジ も ファ ンク / ヒ ッ プ ホッ プ 的 アプ ロ 
ウチ で ガン ガン 。 人 見 記念 講堂 で の 熱狂 ライ ヴ を 思い 起こ させ る 。 
し か し 、 そ の 東京 で 見 られ た 彼 の 姿 が か な り 痛 々 し か っ た こと か ら 
も わか る 通り 、 こ の 頃 セ ル ジ ュ の 体調 は 相当 悪化 し て お り 、 ヴ ォ ー 
カル に も か な り 不 安定 な と ころ が 見 受け られ る 。 その せい か 、 逆 に 
アジ テイ ショ ン の 爆発 ぶり は 鬼気 辿 る も の が ある 。 結 局 こ れ が 彼 の 
ラス ト ・ ア ル バ ム と な っ た 。 (松山 ) 
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死後 すぐ に 、 追 悼 の 意 を 込め て 出さ れ た 2 枚 組 ベス ト 盤 。 デ ビュ 
ー 曲 “リラ 駅 の 切符 切り " か ら ^ 億 の 外人 部 隊 ? まで 、 計 42 曲 を 収 
録 。 代 表 曲 は だ いた い 入 っ て いる の で 、 入 門 者 に は うっ て つけ だ ろ 
うし 、 熱 心 な ファ ン も と りあ え ず 納得 の いく 内 容 か 。 頭 か ら 順 に 聴 
いて ゆく と 、 伝 統 的 な か シャンソン ・ フ ラン セー ズ か ら 始 まっ て 、 ジ 
PX 証 2472 ン 2 の ER 記 ク 0 ラ 2 ルク 8 較 日 グル ジル ーー リ 庫 2 の 20E 計 議 
ァ ン ク 、 ヒ ビッ プ ホ ッ プ と 、 ま あ 何 と も ヴァ ラ エ ティ に 富ん だ サウ ン 
ド で ある 。 前 向き と 言え ば 前 向き だ が 、 全く 一 貫 性 が な いと いう か 、 
支 離 減 裂 だ と も 言え る 。 し か し 、 こ の イー カゲ ン さ こそ が 、 セ ル ジ 
ュ ・ ゲ ンズ ブー ル と いう 挑発 詩人 の 本 質 を よく 表し て いる 。 尚 、 よ 
り コ ア な ファ ン に は 9 枚 組 大 全集 を 薦め る 。 (松山 ) 
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SERGE GAINSBOURG 
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セル ジュ の 最大 の ヒッ ト 曲 と いえ ば 、 シ ェ ー ン ・ パ ー キ ン と デュ 
6 で 歌 だ ドジ ジッ アニ ベッ モウ in ノン ュ ブ リョ 4 だ が ミミ の 中 唱 
ティ ッ ク ・ ソ ング を ベイ ス に 、 セ ル ジ ュ 自ら シナ リオ を 書き 、 監 督 
し 、 勿 論 音 楽 も 作っ た の が 、776 年 公開 の 映画 「 ジ ュ ・ テ ー ム 一 』 だ 。 
カフ ェ の ウェ イト レス と ホモ の カッ プル の 3 角 関 係 を 巡る この ファ 
ンタ ジッ ク ・ シ ネ マ こそ 、 彼 の あら ゆる 創作 物 の 中 で 最も 重要 な ひ 
と つ で ある 。 こ の サン トラ 盤 の 目玉 は 何と 言っ て も テー マ 曲 の イン 
スト 版 。 原 曲 よ り も 若干 ゆっ くり め に メロ ディ を 奏で る ギタ ー を 弦 
楽団 が 緩やか に 包み 込み 、 そ れ を 引き 継い だ バッ ハ の コラ ー ル の よ 
うな オル ガン の 扶 き が 天空 に 溶け 込ん で ゆく 。 その 他 カ ント リー 調 
の ピア ノ 曲 “ジョ ニー・ ジ ェ ー ン の バラ ー ド ? も 名 曲 。 (松山 ) 
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作曲 家 と し て の ゲン ズ プ ブール の 業績 に お いて 、 映 画 音楽 は か な り 
大 き な ウ ェ イ ト を 占め る 。 と いう か 、 単 純 に メロ ディ の 美しい キャ 
ッ チ ー な 曲 は 、 彼 自身 の オリ ジ ナ ル ・ ア ル バ ム より も サン トラ の 方 
に 多い の で 、 ス トレ イト な ポッ プ ・ ミ ュー ジッ ク が 好き な 人 に は 、 
この 映画 音楽 集 を 是非 薦め た い 。「 唇 に よだれ 』」「『 セ ックス ・ シ ョ ッ 
プ 」』『 ガ ラス の 墓標 」「 ス ロー ガン 』『 チ ャ ー リ ー・ プ ラウ ン 」『 グ ッ 
バイ ・ エ マニ ュ エ ル 』」 と いっ た 映画 の テー マ 曲 や 、 TV ミュ ー ジ カ 
ル 『 ア ン ナ 』 か ら ア ン ナ ・ カ リー ナ 本 人 が 歌う 太陽 の アン ナ ”、「 マ 
ダバ ベ ぃ クロ ニーI ド の 押 炎 イ エス タク ディ イモ エス デイ! バ 
リ 大 捜査 網 』」 中 の “バカ 者 の た め の レ クイ エム ” そし て 勿論 “ジョ 
ニー・ ジ ェ ー ン の バラ ー ド ? 等 々 、 名 曲 揃い 。 (松山 ) 
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'91 年 、 セ ル ジ ュ の 死後 すぐ に 、 サ ント ラ の 専門 レー ベル < ホル テ 
ン シ ア 〉 か ら 新 た に リリ ー ス され た 映画 音楽 集 第 2 弾 。 も っ と も 、 
セル ジュ が 書い た 代表 的 な 映画 音楽 は 、 前 述 の アル バム 「Musiques 
De Films」 に ほとん ど 入 っ て いる の で 、 本 作 で は それ 以外 の より マ 
ニア ッ ク で 、 レ コー ド 化 され て な か っ た 曲 を 中 心 に すく い 上 げ て い 
る 。 ま ず は 名 曲 ^ バ カ 者 の た め の レ クイ エム ′ と セッ クス ・ シ ョ 
ッ プ ′” で ツ カ ミ は 0K、 あ と ば は!67 年 の “ 彼 に 狂っ た 女 た ち ” か ら 5 
曲 、 同 年 の プレ イク ・ ダ ウン ” か ら 4 曲 、'79 年 の メラ ンコ リー・ 
ベビ ー” か ら 2 曲 等 々 、 計 13 曲 を 収録 。 ほ と ん ど が イン スト 曲 で 、 
いか に も 映画 音楽 と いっ た 感じ の 地味 な も の ば か り だ が 、 作 曲 家 と 
し て の 彼 の プロ フェ ッ シ ョ ナル な 手腕 が 再 確認 で きる 。 (松山 ) 
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"90 年 代 の 今や 、 ネ コ も 交 子 も オカ メ も ヒ ョ ッ トコ も 得意 満面 で ウィ スバ 
ー し まく る ご 時 勢 の 東京 だ だ が 、 そ うし た スタ イル を 最初 に 確立 し た “ウィ 
スバ パー の 第 1 人 者 "( 笑 ) と いえ ば 、 や は りこ の ジェ ー ン ・ バ ー キ ン だ ろう 。 
た だ 彼女 の 場合 その 手 の 施 し よう も な く カ ス な 歌唱 力 ゆ え の 必 然 的 
な スタ イル の 選択 と 、 持 っ て 生ま れ た チャ イル ディ ッシュ か つ 純 情 可憐 な 


彼女 だ け の も の だ ろう 。 


お 嬢 様 的 性 格 が も の の 見 事 に 合致 し た か ら こ そ 、 こ こま で 説得 力 溢れ 
る 結果 に 結び つい た わけ で 、 ハ スッ パ な オカ メ や ヒ ョ ッ トコ が どん な に 真 
似 し て も 出せ な い 絶望 的 な まで に ナチ ュ ラ ル な は か な さと スゴ 味 は 、 
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ジェ ー ン が ショ ウ ・ ビ ジネス の 世界 に 登場 し た の ば 650 年 代 半 ば 、 ス ウ 
ィ ン ギ ンク グ ・ ロ ンド ン を 象徴 する カメ ラマ ン 、 デ イヴ ィ ッ ド ・ ベ イリ ー が 撮影 
し た グラ ビア に よっ て で ある 。"46 年 12 月 14 日 、 英 海軍 の 高級 将校 と 有 








ぞ づ の 


名 な 舞台 女優 夫婦 の 間 に ロ ンド ン で 生ま れ 、 何 不 自由 な く 育 て られ た 
お 嬢 様 の ジェ ー ン の キュ ー テ ィ さ は た ち ま ち 評 判 を 呼び 、"65 年 に は リ チ 
ャ ー ド ・ レ スタ ーー 監 督 の 『 ナ ッ ク 』 に 脇役 で 映画 デビ ュー、 続 いて 出演 し た ミケ ラン ジェ ロ ・ ア ント ニ 
オー ニ の 『' 和 欲望 いで は 大 胆 な オー ル ・ ヌ ー ド で 力 演 。 ま た 、10 代 で 既に 作曲 家 ジ ョ ン ・ バ ー リ ー と 結 
婚 し 女児 ケイ ト を も うけ た が 、'68 年 に は 離婚 し 、 ケ イト を 連れ て フラ ンス に 渡っ た 。 そ の 渡 仏 の き 
つか け に な っ た の は 、 ピ エー ル ・ グ ラン プラ 監督 の 映画 『 ス ロー ガン 』 へ の 出演 依頼 だ っ た 。 そ し 
て そこ で ジェ ー ン が 出会っ た の が 、 運 命 の 男 セ ル ジ ュ ・ ゲ ンズ ブー ル で ある 。 

『 ス ロー ガン 」 で カッ プル 役 を 演じ た 2 人 は 、 実 生活 で も た ち ま ち 恋 人 の 間柄 に な り 、 以 後 約 12 年 
間 に 渡 り フ ラン ス 芸 能 界 き っ て の お し どり カッ プル (と いっ て も 法 的 に は 結婚 し て な か っ た ) と し て 、 
マス コミ を 賑 わ わ せ 続 ける 。 

ゲン ズブ ー ル は ジェ ー ン の 出現 に より 、 生 来 の ビュ グマ リオ ン 幻 想 を 決定 的 に 爆発 させ 、'70 年 
代 以降 続々 と ロリ ー タ 趣味 的 な 優れ た 作品 (レコ ー ド 、 映 画 、 写 真 な ど ) を 発表 し て ゆき 、 方 や ジェ 
ー ン も セル ジュ に 導 か れ な が ら 女 優 / 歌 手 と し て の 才能 を 本 格 的 に 開花 させ て いっ た 。 し か し 、 ジ 
ェ ー ン の アー ティ スト と し て の 成長 は 、 同 時 に セル ジュ の ロリ ー タ と し て の 存在 か ら の 脱皮 に つ な 
が る 人 間 的 成長 の 過程 で も あっ た 。 自 我 に 目覚 め た ジェ ー ン が 、 一 人 の 独立 し た 女 で ある こと を 
宣言 する よう に 映画 監督 ジャ ッ ク ・ ド ワイ ヨン の も と に 走っ た こと で 、2 人 の 私 生活 上 の バー トナ ー 
シッ プ は 崩れ 去っ た が 、 そ の こと に よっ て ジェ ー ン と セル ジュ の 精神 的 きず な は 逆 に 強まっ て ゆ 
き 、 ジ ェ ー ン は いよ いよ 表現 者 と し て の 深み を 感じ させ る 作品 を も の に し て いっ た 、 と 言え る 。 

セル ジュ ・ ゲ ンズ ブー ル に よっ て 作ら れ 、 セ ル ジ ュ ・ ゲ ンズ ブー ル を 乗り 越え る こと で 一 人 の 表 
現 者 と し て の 声 と 顔 を 獲得 し た の が 、 ジ ェ ー ン ・ バ ー キ ン で ある 。 
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『 バ ビ ロ ン の 妖精 』 な る 邦題 が つけ られ た この 4 枚 目 の ア ル バ ム は 、 
同年 度 の アカ デミ ー・ シ ャ ルル ・ ク ロ 大 賞 を 獲得 し た ジェ ー ン の 代 
表 作 で ある と 同時 に 、 セ ル ジ ュ の プロ デュ ー ス し た 女性 ヴォ ー カ ル 
も の 中 の 最高 作 の 1 枚 で も ある 。'80 年 に 2 人 の 私 生活 上 の 仲 は 壊れ 、 
し ば らく の 間 セ ル ジ ュ は 廃人 同様 だ っ た が 、 こ の 頃 よ う や く 立 ち 直 
り 、 2 枚 の 力作 を ほとん ど 同 時 に 作っ て し まう 。 1 枚 が 本 作 で 、 も 
う 1 枚 が イザ ベル ・ ア ジャ ー ニ の アル バム だ 。 ド ヌー ヴ の アル バム 
に 入っ て いた 名 曲 国際 電報 *′ を は じ め 、 な ん と も 美しい 曲 の オン 
パレ ー ド 。 プ ラー ム ス の 交響 曲 第 3 番 の 3 楽章 の メロ ディ を 用 いた 
アル バム ・ タ イト ル 曲 以外 の 10 曲 は 勿論 全て セル ジュ の 作詞 ・ 作 曲 。 
バッ ク は 例 に よっ て アラ ン ・ ホ ー ク ショ ウー 派 。 (松山 ) 
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'86 年 に 同名 大 ヒッ ト 曲 を 含む コン ピ レ イ ショ ン ・ ア ル バ ム 『Ouoi」、 
'87 年 に 『 パ バビ ロン の 妖精 」 の 続編 的 な 秀作 『Lost Song」 及 び 2 枚 
組 ラ イヴ ・ ア ル バ ム 「『Au Bataclan」』 を リリ ー ス し 、 3 年 ぶり に 登場 
し た スタ ジオ 新 録 盤 は 、 セ ル ジ ュ & ジ ェ ー ン の ラス ト ・ ア ル バ ム に 
な っ た 。 前 年 、 肝臓 の 3 分 の 2 を 切除 する 大 手術 を し た セル ジュ は 、 
この 頃 既に 半 死 の 状態 だ っ た が 、 こ こ で も 最後 の 力 を 振り 絞る よう 
に 全て の 詞 と 曲 を 書き 、 加 えて ジャ ケッ ト の イラ スト まで 自ら 手持 
けた 。 結 局 セ ル ジ ュ は 死ぬ まで ひたすら ジェ ー ン の み を 愛し 、 ジ ェ 
ー ン へ の 愛 だ け を 自身 の 生 の 拠り 所 と し た こと が 、 本 作 を 聴く と よ 
くわ か る 。 全 体 に 起伏 が 乏しく 弦 々 し い が ゆ え に 、 メ ロディ の 美 し 
さ が 余 計 哀 し い 。 セ ル ジ ュ 最後 の 愛情 表現 。 (松山 ) 
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'69 年 に “ジュ ・ テ ー ム ーー” や ジェーン ・B?” な ど が 入っ た セル 
ジュ と の 連名 アル バム 「Jane Birkin-Serge Gainsbourg」 を 出し た 
後 、73 年 に 単独 名 義 の 1 st アル バム 「Di Doo Dah」、 そ し て 75 年 に 
2nd「Lolita Go Home」 を 発表 。 本 作 は それ に 続く 第 3 作 目 の アル 
バム で ある 。 前 作 が 準備 不足 の セル ジュ に 代わ っ て フィ リッ プ ・ ラ 
プロ が 歌詞 を 書き 、 ジ ャ ズ の カヴァ も あっ た り し た の に 対し 、 こ こ 
で は 詞 、 曲 、 プ ロ デ ュ ー ス と 全面 的 に セル ジュ が 本 腰 を 入れ て 制作 
し て いる 。 ヒット し た 冒頭 の タイ トル 曲 (邦題 思い 出 の ロッ クン 
ロー ラー”) は 、 ジ ェ ー ン が な か な か 上 手 く 歌え ず 、 一 度 ボ ツ に な っ 
た 半年 後 の 再 トラ イ で よう や く セ ル ジ ュ の OK が 出 た と いう ご クラ 
シー・X” 等 の 韻 の 踏み 方 が いか に も セル ジュ らし い 。 (松山 ) 
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セル ジュ の 死後 発表 され た カジ ノ ・ ド ・ パ リ の 2 枚 組 ライ ヴ 。 録 
音 は 91 年 5 月 、 つ まり セル ジュ の 死 の 2 カ月 後 。 計 26 曲 収録 。 通 常 
の ライ ヴ と は 異な る 意味 合い が 込め られ て いる こと は 、 収 録 曲 を 見 
れ ば 一 目 瞭 然 。 こ れ ま で に 彼女 が リリ ー ス し て きた 自分 の アル バム 
に は 入っ て な い 、 セ ル ジ ュ の 代表 的 な 持ち 歌 を ここ で は 何 曲 も 歌っ 
て いる の だ 。`~ プ レヴ ェ ー ル に 捧ぐ ”^ 雪 の 下 の マ リル ー”『 手 ぎれ ? 
等 々 。 こ こ で の ジェ ー ン は 、 誰 に も 何 の 挨 拶 も な く ひ っ そり と あの 
世 へ 旅立っ て 行っ た セル ジュ に な り 代 わっ て 、 悲 し み を 押し 殺し な 
が ら 必 死に な っ て 歌い 上 げ る 。 2 人 の 関係 は 、 一 緒 に 暮らし た 12 年 
間 の みな ら ず 、 別 れ た 後 の 10 年 間 が あっ て 初め て 完結 し た の だ 、 と 
改め て 宣言 し て いる よう に 聞こ える 。 (松山 ) 
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三 レ ー ヌ ・ フ ァ ル メー ル の 謎 
逆説 一 戦 標 の 方 程 式 

こと サウ ンド 面 に 関し て 言う な ら 、 チ ャ ー ト を 狙っ た か の よう な キャ ッ 
チー な リズ ム 、 表 面 上 の 「 軽 さ ュ は は っ きり 言っ て 逆説 」 だ と 思う 。 確 か 
に 純 フ レン チ ・ ポ ボッ プス ・ シ ン ガ ー と し て 聴き 流す こと も 可能 だ 。 し か し そ 
れ が で き な か っ た の は 、 一 過 性 の ボッ プス らし か ら ぬ 耳 離れ の 悪 る を 


感じ た か ら で あ る 。 ア レン ジ は や け に 凝っ て いる し 、 軽 い ノ リ と は 裏腹 の 

、 目 八 『 メラ ンコ リッ ク と いう か 、 ど ん より と 沈む よう な メロ ディ が 耳 に つい て 離れ 
| な い 。 

その 謎 を 解き 明か す カ ギ の ひと つ は 、 一 種 独 得 の 歌詞 に ある 。 彼 女 

の 歌 に 登場 する テキ スト は 大 部 分 が 「 悲 し み 」、「 絶 望 」、 裏 切り 」、「 死 」 

と いっ た 、 モ チー フ と し て は 非常 に ネガ ティ ヴ な も の が 多い 。 こ うな る と あ 


の キャ ッ チ ー さ と 合わ な いで は な いか 、 と いう 声 も 出 そ う だ が 、 私 は その 
逆 と 見 る 。 こ うし た アン ダー な シチュ エー ショ ン を グ シ ョ グ シ ョ に 泣き ぬれ 
た メロ ディ で 演出 し た 場合 引き 出せ る モノ に は 限界 が ある し 、 第 一 に 陳腐 だ 。 ま か り 間 違え ば 「 も 
う 誰 も 愛さ な い 」 の 世界 に 一 直線 で ある 。 と ころ が 彼女 は こう し た 「 綿 」 な テキ スト を 軽快 な サウ ン 
ド に の せ て 淡々 と 歌う 。 そ の 両極 端 と ちい える コン トラ スト が 、 そ こ に 内 在 す る 属性 を 何 倍 に も 増 
強 す る 。 黒 い オ ブ ジ ェ を 白い 背景 に よっ て 引き 立て る 、 と いう と わか り 易 いか も し れ な い 。「 悲 し み 
の 極み は 笑う 」 と いう 言葉 が ある が 、 軽 いか らむ し ろ 、 コ ワイ 。 だ か ら こ そ 「 逆 説 」 な の だ 。 ち な み に 
彼女 は フェ イヴ ァ リ ッ ト ・ ア ー テ ィ ス ト と し て ピー ター・ ゲ イブ リエ ル と エド ガー・ ア ラン ・ ポ ボ ォ を あげ て 
いた が 、 な る ほど と 納得 。 

も う ひ と つ 、 彼 女 の 音 楽 を 語る 上 で 忘れ て は な ら な い の が ビデ オ ・ ク リッ プ だ 。 以 前 本 誌 の レ 
ヴュー で も る 紹介 し た が 、 そ の 凝り 方 た る や すでに 尋常 で は な い 。 戦 争 、 憎 し み 、 流 血 、 そ し て 体 当 
り の 演技 。 マ ー ケ ッ テ ィ ング ・ リ サー チ 的 見 地 に 立っ つて も 、 ア イド ル ・ ポ ボッ プス と し て 売り 出す に は 逆 
効果 な や り 方 と し か 思え な い 。 イ メー ジ の 崩壊 に つなが りか ね な い ほ ど 、 見 せな く て も いい 側面 
まで を 露 わ に し て いる し 、 チ ャ ー ト の 上 昇 を 狙う な ら ば 他 に や り 方 は いく ら で も ある は ず な の だ 。 
そこ で 重要 と な る の は 映像 と テキ スト の 関連 性 で ある 。 先 に テキ スト の 特質 を 「 綿 」 と 書い た が 、 
曲 を 一 聴 し て わか る 通り 決し て 宣 却 哀楽 を 全面 に は ぶつ け て こない 。 む し ろ 炒 に 理性 的 な 、 も っ 
と 突っ 込ん で いえ ば ある 種 の "客観 性 」 め いた も の を 感じ た り も る する 。 そ の 背景 に ある の は ズバ 
リ 、「 精 神 分 析 」 そ し て 「 心 理 描写 」 で ある 。 一 見 奇 を て ら っ た か に も 思え る 映像 作品 は 、 人 の 心 
の 中 に 眠る 「 洪 在 意識 」 の 投影 図 だ 。 テ キス ト の 中 に 隠さ れ た この 潜在 意識 が 映像 (視覚 ) を 触 
媒 と し て ある 時 は 「 憎 悪 」、 あ る 時 は 「 哀 し み 」 に 姿 を 変え て 毅 い か か っ て くる 。 モ チー フ の 選択 も 
実に 巧妙 だ 。 か の イソ ッ プ が キツ ネ や ヒツジ な ど を 使っ て 症 話 まがい の 心理 学 を プチ 上 げた よ 
うに 、 映 像 に お ける シー ン の ひと つ ひ と つか が 心 の 裏側 に 隠さ れ た 「 エ ス 」 を 置き 換え た も の の よ 
うに 思え た り も する 。 例 えば 、 女 性 の 「 性 の め さ め 」 を 描い た "Sans Contrefacon" や "Plus 
Grandir" に 登場 する 人 形 は 性 に 目 さめ る 前 の 無垢 な 子供 心 の 分 身 を 連想 させ る し 、 愛 情 が 
高じ て 殺意 へ と 変わ る 瞬間 の 心 の 葛 有 藤 を 歌っ た "Sans Logique" に 登場 する 黒 ず く め の 老 
女 た ち は まる て で 純愛 を あさ 笑う か の よう に ささ や きか ける 「 憎 悪 」 の 象徴 の よう だ (老女 た ち が 去 
っ た 後に 見 せる 悔恨 の 血 の 涙 、 こ この シー ン は 何 度 見 て も 鳥肌 が 立つ )。 巡 る べき 洞察 力 で ある 。 
見 透 か さ れ て いる よう で や は り 、 コ ワイ 。 彼 女 の 作 品 に 接し た 時 に 感じ る ゾク ソ ク 感 は 、 何 か 腹心 
を 見 抜か れ た 時 の 「 キ クッ 」 と いう 感覚 に 近い 。 こ の 戦 恒 こそ 彼女 の 中 に 秘め られ た 謎 、 そ の 方 
程 式 を 解く カギ な の か も し れ な い 。 こ れ か ら 接 し て みよ うと いう 方 は まず ビデ オ か ら 当 た っ て みる 
と 良い と 思う 。 

最後 に つけ 足し て お く と 、 ラ イヴ ・ ア クト も また 映像 に 匹敵 する ほど 徹底 し た も の で ある 。 と り わ 
け 墓 地 を 形 取 っ た ステ ー ジ 、 ジ プシ ー や 修道 士 と いっ た 異質 な 容 を まとっ た ダン サー 違 に 度肝 
を 抜か れ た 。 是 非 ナ マ で 見 て みた い 。 し まい に ゃ フラ ンス まで 追い か ける ぞ 。 来 日 し た 上 暁 に は 、 
是非 赤飯 を 、 と いき た いと ころ だ が 、 彼 女 に は 紅白 の 色合い は 似合わ な い 。 や は り モ ノ ト ー ン だ 。 
上 に ご まし お で も ふり か ける か 。 な お 、 過 去 の サポ ー ト ・ ミ ュー ジ シ ャ ン の 中 に は 、 ア ラン ・ ア トゥ ( 元 
マグ マ ) 、 フ レ ド リ ッ ク ・ ル ソー( シ リル ・ ヴ ェ ル ドゥ 、 ジ ャ ン ・ ミ シェ ル ・ ジ ャ ー ル と 共演 ) 、 そ し て ベル ナ 
ー ル ・ パ ガ ノ ッ ティ と いっ た 有名 どこ ろ の 名 も 見 える 。 
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MYLENE FARMER 
(endres De Lume 
CD/Polydor 831 732-2 '8G 年 





奇才 Laurent Boutonnat プ ロ デ ュ ー ス に よる 1 作 目 。 実 は "80 年 代 
初め 、 ま だ 10 代 の 頃 に RCA か ら リ リー ス さ れ た アル バム が 存在 する 
の だ が 、 う だ つの 上 が ら な いた だ の ポッ プス 物 で あっ た よう だ 、 本 
人 も 忘れ た い に 違 いな い 。 そ し て 本 作 は それ と は 全く 趣き を 異 に す 
る ロリ ー タ 系 ささ や き 路 線 を 地 で いく も の と いえ そう 。 し か し 不 必 
要 な まで に 凝り まく っ た アレ ンジ は 普通 の ポッ プス と 言う に は 引っ 
か か り を 感じ る し 、 加 えて 映画 仕立 て の 大 が か りな ビデ オ ・ ク リッ 
プ が 大 き な セ ン セ ーション を 巻き 起こ し 、 一 大 ステ イタ ス を 築く ま 
で に な っ て し まっ た の で ある 。 デ ピュ ー・ シ ング ル と な っ た `^Maman 
A Tort* は RCA 当 時 に 作ら れ た 曲 で あり 、 作 曲 者 で ある 歌手 の Jerome 
Dahan は その 当時 の 彼女 の 恋人 で も あっ た 。 (内 田 ) 





MYLENE FARMER 
Ainsi Soit Je… 
CD/ ボ ポリドール POCP 1001 90 年 





作曲 、 ア レン ジ 両 面 共に 前 作 か ら 格 段 の 進歩 を 遂げ た 2 作 目 。 ど 
の 曲 も 代表 曲 と 呼べ る ほど まで に それ ぞ れ の 「 色 」 を 持っ て いる し 、 
彼女 の 作品 を 他 の ロリ ー タ 物 か ら 遠 ざけ て いた 独特 の 「 毒 気 」 も 増 
し た 。 ピ デオ ・ ク リッ プ ば か り が 話題 に な り が ち だ が 、 尋 常 な ら ぬ 
アレ ンジ も 手伝っ て 単独 の 音楽 作品 と し て も 十分 楽し め る も の で あ 
る こと は 強調 し て お きた い 。 そ の ビデ オ ・ ク リッ プ だ が 、 今 ここ に 
極まれ り と いっ た 感 が あり 、 ち ょ っ と エッ チ な 歌詞 の ④ は 20 分 も の 
戦争 映画 に な っ て し まっ て いる し 、 男 と 女 の 愛 憎 を 歌っ た ⑦ な ど は 
ゴシック 風 の カ ルト ・ ム ー ビ ー だ 。 これが 単なる コケ お ど し で は な 
いこ と は 一 見 し て も ら え ば 分 か る と 思う が 、 制 作者 Boutonnat の 映像 
作り の 才 に は た だ 驚き あき れる ば か り 。 (内 田 ) 


MYLENE FARMER 
| En Concert 
| に -】 L P/Polydor 841 744-1 '89 年 


IMYLENE FARMER 


CD/Polydor 841 744-2 
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OXIW@ ヾ (の 0 





この ライ ヴ の ビデ オ が 発売 され て いる よう な 日 本 に は な ら な いも 
の な の か 。 エ ンタ ー テ イン メン ト だ し 、 よ く 出 来 た ラ イヴ ・ ビ デオ 
だ ぞ 。 ス テー ジ 冒 頭 、 中 央 最 奥 上 段 か ら 出 て 来る シー ン な ん ぞ 、 逆 
光 で 影 に な っ た 彼女 が 立ち は だ か り 、 服 は 風 に 舞い 、 バ パック の 音 は 
それ こそ コー ラス ・ メ ロト ロン の 壁 よ 、 も う 神 々 し い の な ん の 。 で 、 
低い 声 で 1 曲目 を 咳 く よう に 歌い 出し た あか つき に は 暗い 気分 の ま 
ま 高 揚 し て し まう と いう 訳 の 分 か ら な さだ 。 照 明 も 衣装 も サポ ー ト ・ 
ダン サー も 目まぐるしく 完 壁 壮大 過剰 。 で も ファ ッ シ ョ ナブ ル な 中 
で 濃く ドロ ッ と する の だ 。 2 枚 組 に 代表 曲 が ず ら り 。 ア ル バ ム 未収 
曲 Puisque" な ど 、 ホ ント さめ ざめ する 。 斉 だ け で は よく 伝わら な 
い ア ル バ ム だ 。 こ の 人 は 映像 を 観 て 音楽 を 聴か な いと 。 (松本 ) 





MYLENE FARMER 
Lautre… 
CD/ ボ リド ー ル POCP-1125 91 年 








ミレ ー ヌ ・ フ ァ ル メー ル の 代表 作 。 内 面 を 深く 一 気 に 刺 す よ うな 、 
そし て その 痛 味 が 広がっ て いく よう な 詞 の 世界 は 、^ 綺 麗 ' に 映り が 
ちな 彼女 か ら 想像 も つか な い 。 音 の クー ル さ も これ を 覆い 隠す 。 し 
か し シン グル ・ カ ッ ト 並 み に 製 作 さ れ て いる ビデ オ 作 品 を 観れ ば 、 
誰 も が 納得 せ ざ る を 得 な い 程 に 詞 の 描く リア リティ が 強烈 だ 。 そ れ 
は クリ ッ プ な ど と いっ た ちゃ ちな 物 で は な い 。 短編 映画 な の だ 。 そ 
こ に 見 る 彼女 の 演技 力 に は 目 を 見 張る も の が ある が 、 何 より この 人 
は 痛 味 と いう も の を 知っ て いる の だ と 思う 。 洗 練 さ れ た 彼女 と いう 
外見 と は 裏腹 に 、 渦 巻く 情念 が コン プレ クス に な っ た よう な 深 さ が 
あり 二 重 人 格 、 そ の まま 。 本 当 に 外 目 か ら は 分 か り づ らい が 、 倒 錯 
し て いる 。 こ の 作為 的 な 音楽 と 詞 の 関係 は 、 ま さ し く 彼女 の 外 と 内 
だ 8 (松本 ) 








MYLENE FARMER 
Dance RemixeS 
CD/Polydor 517 557-2 '92 年 





これ まで シン グル の み に 収 録 さ れ て いた アル バム 曲 の 別 ヴ ァ ー ジ 
ョ ン を 集め た 2 枚 組 の 編集 盤 。 一 見 ベス ト ・ ア ル バ ム の よう に も 思 
える が 、「 ア レン ジ の 鬼才 」 Boutonnat が 徹底 的 に 手 を 加え て いる だ 
け に テイ ク が 異な る と いう だ け で 全く ! 別 の 曲 呈 と し で 楽 じ お こ 
と が 可能 で ある 。 特 に 1 st アル バム 収録 曲 は シン グル 自体 を 入手 する 
こと が 困難 な だ け に 貴重 度 は 高い 。 他 曲 の コー ラス ・ パ ー ト を 引っ 
張り 出し て ぐち ゃ ぐち ゃ に いじ くり 回 し た `^Plus Grandir" の ライ ヴ ・ 
ミッ クス ・ ヴ ァ ー ジ ョ ン に お ける 凝り 方 は 凄まじ いも の が あり 、 各 
所 で Boutonnat が 「 偏 圭 ア レン ジャ ー」 と し て の 才 を 存 分 に 発揮 し て 
いる 。 ソ ロ ・ ア ル バ ム で も 作れ ば さぞ か し プロ グレ ッ シ ヴ な も の が 
7 の (内 田 ) 
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ALAIN BASHUNG 
PizZa 
LP/Philips 6313129 '81 年 





アラ ン ・ バ シュ ン は 、 奇 妙 で あり な が ら ポ ッ プ な ロッ クン ・ ロ ー 
ル を ぶっ きら ぼう な れ 声 で 歌う 1947 年 生ま れ の 作曲 家 兼 歌手 。 こ 
の イギリス 録音 アル バム 「 ピ ッ ツ ァ 」 は 1981 年 の フラ ンス ・ ロ ッ ク 
大 賞 を 受賞 し た 彼 の 代表 作 で 、 以 前 か ら の 協力 者 、 ボ リス ・ ベ ル グ 
マン を 作詞 家 に 迎え 、 サ ックス で メル ・ コ リン ズ 、 キ ー ボ ー ド で ト 
ミー・ ア イア ー が 参加 。 大 ヒッ ト 曲 ^Vertige De L'amour( 恋 の め ま 
い ) “を 筆頭 に 、 ロ カビ リー 的 な 響き の ギタ ー、 エ レク トロ ニッ ク 的 
な ドラ ム ス 、 隠 し 味 的 な シン セ サ イ ザー を 核 に し た 彼ら し い 退 廃 的 
な ロッ クン ・ ロ ー ル が 聞け る 。 な お 、1986 年 の アル バム ^Passe Le 
RioWGrandei 罰 (は イア シン ショ ッ デ 敗 二 の 8 ミー ジ シシ ャ レン 2. と キー 
ポ ボード の ヴィ ッ ク ・ エ マー ソン が 参加 し て いる 。 (松元 ) 


ALAIN BASHUNG 
0sez Josephime 
CD/Barclay 511485-2 "91 年 





エレ クト ロニ クス 系 の ロッ ク か ら ル ー ツ 音楽 まで 、 ロ ッ ク と か シ 
ャ ン ソ ン と か いう 言葉 だ け で は 語り きれ な い 音 楽 性 の 幅 の 広 さ を 示 
し で きた アラ ン ・ バ シュ ン だ が 、『「 思 い 切 っ て や りな よ 、 ジ ョ ゼラ フィ 
ー ヌ 」 と 題 さ れ た この アル バム は メン フィ ス と プリ ュ ッ セル で 録音 
され た プル ー ス ・ ロ ッ ク 、 カ ント リー 風 の 作品 だ 。 良 く 研 究 さ れ て 
お り 、 出 来 も 最高 で ある 。` マ ダム ・ レ ー ヴ ” と いう 曲 で は 元 マ ンダ 
ラバ ンド の ヴィ ッ ク ・ エ マー ソン が 纏 の アレ ンジ を や っ て いた り 、 
ギタ ー と ペダ ル ・ ス チー ル と ベー ス の み の 伴 奏 に よる ^ サ テン の 夜 
の プル ー ス 風 の カ ヴァ ー を 英語 で 歌っ て いた り と 、 な か な か 面白 い 。 
フラ ンス 語 が 違和感 な く 聞 け て ブル ー ス も 好き な プロ グレ ・ フ ァ ン 
が も し いれ ば 、 ぜ ひ 一 聴 を 勧め た い 。 私 は 好き だ 。 (松元 ) 





ALAIN KAN 
Alain Kan 
L P/Motors MT 44026 





アラ ン ・ カ ン の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 、 彼 は フレ ンチ ・ デ カ ダ ン ・ 
ロッ ク の 雄 と し て 紹介 され る こと が 多く 、 そ の た め 、 き われ 物 的 存在 
と 思わ れ て いる 節 が 多少 な り と も ある が 、 実 際 は か な り の 実力 を 持 
っ た シン ガー で ある 。 その 声 に は 独特 の 艶 が あり 、 本 作品 で は 激 し 
く シ ャ ウト する 唄い 方 か ら 甘 くさ さや く よ う な 唄い 方 まで 変化 に 富 
ん だ 歌唱 を 見 せる 。 バ パッ ク の 演奏 も 見 事 に 彼 の 唄 を 盛り 上 げ て いる 。 
また 、B① の 軽快 な リズ ム を 基礎 に 甘美 な シン セ サ イ ザー と メロ デ 
ィ ア ス な フル ー ト 、 ギ ター が 絡み 合う イン スト 部 分 の 出来 は 白眉 で 
ある 。 更に 、 セ ンス の 良い ジャ ケッ ト ・ デ ザイ ン も 特筆 に 値する 。 
次 作 (Mortors MT 44036) も 本 アル バム と 同系 統 の 作品 で ある が 、 
それ 以後 の 作品 は ポッ プ 色 が 強まっ て いる 。 (賀川) 


ALAIN SOUCHON 
Jamais Comtemt 


LP/RCA PL 37137 77 年 
CD/RCA BMG-Ariola ND 70218 





アラ ン ・ ス ーション は 1944 年 生ま れ の 作詞 ・ 作 曲 家 兼 歌手 。 作 曲 
家 で 歌手 の ロー ラン ・ ヴ ルズ ィ と の コン ビ で 歌 を 作る よう に な っ た 
1970 年 代 後半 か ら 爆 発 的 な 人 気 を 呼ぶ 。 新 し い 感 覚 の 歌詞 と 曲調 を 
持つ ユー モラ ス で 優し い 自 伝 的 な 歌 で 「 男 は 強く ある べし 」 と いう 
固定 観念 を ひっ くり 返し 、「 新 し い フ ラン ス の シャ ン ソ ン 」 の さき が 
け と な る 。 こ の 2 人 は レノ ン & マ ッ カ ー ト ニー に 皿 英 する コン ビ と 
いえ よう 。 本 作 「Jamais Content (いつ も 不満 足 ) 」 は 初期 の 大 ヒッ 
ト 作 。 世 の 中 に 適応 で きず に 放浪 する 青年 を 歌っ た 自伝 的 な 6 曲目 
^ ね え 、 お 母さん 、 痛 いよ ”、 彼 が 15 歳 の 時 に 事故 死 し た 父親 に 「 あ 
な た と 同じ 名 前 の 小さ な 赤ん坊 が 今 僕 の 家 に いる よ 」 と 歌い か ける 
8 曲目 あな た を 見 た 18 歳 ′ な ど を 収録 。 (松元 








ALAIN SODUCHON 
Nickel 
CD/Virgin 30314 '90 年 





1985 年 の 「C'est Comme Vous Voulez (あな た の お 気 に 召 すま ま 
に ) 」 と 1988 年 の 「Ultra Moderne Solitude ( 超 現 代 的 孤独 ) 」 の 2 
枚 の アル バム を 出し た 後 の 、 彼 に と っ て 3 枚 目 の ライ ヴ ・ ア ル バ ム 。 
音楽 的 に は ロッ ク 色 が 強まっ て いる 。 世 の 中 に 適応 で き な か っ た 青 
年 は 力強く 成長 し 、 感 傷 的 で ある こと は 決し て 恥ず か し く な いこ と 
を 独特 の 視点 で 歌う 。「 パ リ 、 オ スマ ン 大 通り 、5 時 突然 彼女 の 心 
か ら 涙 が 溢れ る 一 体 何 が 起き た の か わか ら な いな ぜ 類 に この 河 
が 流れ る これ が 超 現 代 的 弧 独 …」 そ の 一 方 で 、 フ ラン ス 的 な 反骨 
精神 も ある 。「 歌 手 の 私 に は 意見 は あり ませ ん どん な 企 て に も 従い 
ます 私 に は 名 誉 は あり ませ ん あな た の お 気 に 召 すこ と を 羊 よろ 
し く や り ます よ プ あな た の お 気 に 召 すま ま に …」 (松元 ) 





ALAIN SOUCHON 
eSt D6ja 6a 
CD/Virgin 72438 391782-2 "93 征 





彼 の 曲 作り が 円 吉 の 境地 に 達し た 感 も ある 現時 点 で の 最新 作 。 1 
曲目 の “Foule Sentimentale (感傷 的 な 大 衆 )” は 作詞 、 作 曲 と も ス 
ーション 自身 で 、 大 ヒッ ト し た つい で に 1994 年 の 「 ヴ ィ ク トワ ー ル ・ 
ドゥ ・ ラ ・ ミ ュー ジッ ク 」( フ ラン ス 版 グラ ミー 賞 ) の 最 優 秀男 性 歌 
手 部 門 の グラ ンプ リ を 受賞 し た 。 寂 し げ な メロ ディ ー で 「 パ バラ 色 の 
人 生 が 僕達 に も っ と 多く の 物 を 持て と 仕向 け 、 さ ら に また 別 の 物 が 
欲し く な る 幸せ と は タン スー 杯 の 物 を 持つ こと だ と 思わ され た 
感傷 的 な 大 衆 の 僕達 は 理想 に 秀 え 、 星 に ひか れ 、 商 売 絡み で な しい 物 
に 魅せ られ る 」 と 歌う 。 ア ル バ ム ・ タ イト ル 曲 “も うそ うな ん だ 
で は フラ ンス に 住む アラ ブ 系 移民 の 青年 が 孤独 を 抱え て 当て の な い 
夢 を 見 る 姿 が 共感 を 込め て 歌わ れる 。 (松元 ) 
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ANN KRIST 
Tendre Est Ma Nuit 
LP/Spalax SPX 7.6810 78 年 





確か も う 1 枚 ア ル バ ム が ある が 、 そ ちら は 未 聴 。 緑色 で デザ イン 
され た 何 か あ り 気 な ジャ ケッ ト か ら レ コー ド を 取り 出す と 、 聴 こえ 
て 《 る の は 、 ハ スキ ー な お ば さん 声 。 ど こと な ぐ く マ マ ・ ペ ア ・ テ キ 
エル スキ を 思わ せる 。 初 期 の ママ ・ ベ ア ほ ど 過 激 な 印象 で は な い が 、 
後期 の ママ ・ ベ ア よ り は 和 伯 か に それ っ ぽい 。 バ パッ ク は ジャ ズ ・ タ ッ 
チ で 音 少な に 演奏 され て いる 。 ど す の き いた ジャ ズ ・ ヴ ォ ー カ ル と 
も 言え な くも な い が 、 や は り シ ャ ン ソ ン の 劇 的 な 路線 と いっ た と こ 
ろだ 。 それに し て も 語尾 の ひき の ば し 方 な ど マ マ ・ ベ ア に そっ くり 。 
曲 自体 は 割 と 淡々 と し て いて 上 下 運 動 し な い 。 当然 、 薄 暗い ムー ド 
が ある 。 (松本 ) 


ANTOINE TONME 
In0eenCe 
L P/Argile ARG 2001 79 年 





カト リー ヌ ・ リ ベロ や エマ ニュ エル ・ プ ブー ズ ほ ど 強 烈 で は な い が 、 
アン トワ ー ヌ ・ ト メ も 、 実 力 派 ミ ュー ジ シ ャ ン に よる 面白 味 の あ る 
演奏 を バッ ク に 唄う 個性 的 な シン ガー で ある 。 本 アル バム は 「Les Chants 
Du Coeur(Moshe Noim MN 10030) 」('78) に 続く セカ ンド で 、 デ ィ 
ディ エ ・ ロ ッ ク ウ ッ ド ら が 参加 し て いる 。 や や ジャ ズ ィ な 演奏 や ト 
ラッ ド 色 の 濃い 演奏 を パッ ク に 、 ト メ は アッ プ ・ テ ン ポ で 汰 みな く 、 
情感 の 籠っ た ヴォ ー カ ル を 被 露 する 。 そ れ は トラ ッ ド の 影響 下 に あ 
る が 、 そ こ に は 留まら な い 斬新 さも ある 。 ま た 、 バ パッ ク の 演奏 も 非 
常に 味わい が ある 。 本 作 以 後 も 「L'Amour Titan(Flarenasch 723.632) 」 
('81) 、「Farniente ( 同 723.649) 」('82) 、「Tous Les Murs De La Ville 
( 同 723 .667) 」('85) の 3 枚 の アル バム を 発表 し て いる 。 (賀川 ) 





ARMANDE ALTAM 
Atavisme 
LP/RCA PL 37329 79 年 





J・ デ ュ グ ル ノ の 関わ っ た シン ガー 系 の 作品 の 例 に も れず 傑作 と な 
っ た この 作品 、 彼 が 全曲 作 編曲 し た 上 、 ロ ー ズ 、 ジ ャ ノー と 言っ た 
仲間 と も 言え る 腕 達 者 達 ち も 、 そ の ザ オ 以来 の 強烈 な 楽曲 を 活か し 、 
ふく ら ま せる 演奏 振り で 大 き な 貢 献 を し て いる が 、 や は り 主 役 で あ 
る アル タイ の 唄 そ の 物 の 力 が 無けれ ば これ 程 の 物 に は な ら な か っ た 
だ ろう 。 ト ルコ 出身 と の 事 で 多少 非 西 洋 的 な 節 回 し を も 用 いた 唱 法 
は 劇 的 で 、 殊 に 取り つか れ た 様 な 高音 域 、 あ る い は うっ て 変わ っ た 
柔 か み が 瞬 時 か いま 見 える 辺り は 印象 的 。 仏 シン ガー 系 トッ プ ・ ク 
ラス の 一 枚 。 (中 西 


BARBARA 
Chatelet 87 


CD/Philips 834040-2, 834041-2 
'87 年 


日 本 フォ ノ グ ラ ム 30PD-408 一 9 








バル バラ は 1930 年 、 パ リ 生 まれ 。 本 名 モニ ッ ク ・ セ ー ル 。 ユダヤ 
系 の た め 、 ナ チ ス ・ ド イツ の 侵攻 と と も に 各地 を 転々 と 逃げ 回 る 苦 
難 の 少女 期 を 過ごす 。 終戦 後 、 音楽 を 学ん で 1949 年 か ら 歌 い 始め る 。 
彼女 の 歌 に 顕著 な の は 、 絶 望 や 死 の 影 で も ある が 、 そ の 裏 に は 、 か す 
れ 気 味 の 声 を 振り 絞っ て 希望 を 掴 も うと する 気迫 が 覗く 。 フ ラン ス 
で は その 誠実 さと 気迫 は 20 歳 くら い の 若 い 聴 衆 に も 強い 感動 を も た 
らし て いて 、 こ の ライ ヴ ・ ア ル バ ム で は その 様子 が よく わか る 。 コ 
ンジ サ ー ト 終盤 に は ^ 我 が 故 し き 恋 物語 7、^ ピ エー ル ”、^ 孤 独 の スケ 
ッ チ “"、^ 黒 い ワ シ ”、^ ナ ント に 雨 が 降る "、^ パ リ と ゲッ ティ ン ゲ ン ” 
と 代表 曲 が 続 き 、 歌 その も の に だ け で な く 、 聴 衆 の 熱い 反応 に も 感 
動 さ せら れる 。 こ れ が フラ ンス な の だ 。 (松元 ) 








gmoss 粒 BERNARD LAVILLIERS 
/ POuvoirs 


L P/Barclay 96013 79 年 
CD/Barclay 843394-2 





ベル ナー ル ・ ラ ヴィ リエ は 1946 年 、 フ ラン ス 中 南部 の 工業 都市 サ 
ン テ チ エン ヌ で 貧し い 労 働 者 の 家庭 に 生ま れ た 。 不良 少年 と し て 感 
化 院 に も いた こと が あり 。 ア マチ ュ ア の ボク サー で も あっ た 彼 は 十 
代 の 後半 に プラ ジル に 渡り 、 音 楽 的 、 精 神 的 影響 を 強く 受け た 。 本 
作 「 権 力 」 は 前 半 を 占め る 約 17 分 の 組曲 “権力 "が 圧巻 で ある 。 1 
年 か け て 彼 が 書い た 硬質 な 歌詞 に フラ ン ソ ワ ・ プ レア ン と パス カル ・ 
アロ ヨ が 冷徹 な プロ グレ 調 の 強力 な 曲 を つけ て いる 。 商 業 的 な ウケ 
は 非常 に 悪かっ た が 、 彼 の 追 究 する テー マ の 一 つが 見 事 に 結晶 し て 
いる こと に 間違い は な い 。 ア ル バ ム の 後半 に は ワル ツ 、 タ ン ゴ 、 レ 
ゲ エ な ど が 彼ら し く 消 化 さ れ た 曲 が 並 ぶ 。、 な お 、 CD は 大 胆 な リ ミ ッ 
クス が 施さ れ て LP よ り も 音像 が 明瞭 に な か っ て いる 。 (松元 





BERNARD LAVILLIERS 
Voleur de feu 


L P/Barclay 829342-1 '8G 年 
CD/Barclay 829342-2 


_ VOLEURDEFEU 





1 作 ご と に スケ ー ル を 増す べ さ ル ナー ル ・ ラ ヴィ リエ の 傑 作 が また 
1 枚 。 総計 50 人 以上 の ミュ ー ジ シャ ン が 参加 し 、 旅 、 放 浪 、 闘 争 
弧 独 、 冒 険 な ど を テー マ に 力作 を 作っ た 。 フ ラン ソ ワ ・ プ レア ン の 
ピア ノ が 見 事 な ^ タ ン ゴ ?/、 放 浪 の 戦士 の 安らぎ を 歌う ^ 国 境 ?、「 ど 
の 国 の 生ま れ で あろ うと 、 肌 の 色 が 何で あろ うと 、 音 楽 は 内 か ら ほ 
と ば し る 心 の 叫び 」 と 歌う 、 弾 圧 さ れ た アフ リカ の 社会 活動 家 を 鼓 
舞 する “ 黒 と 白 /'、 パ スカ ル ・ ア ロ ヨ の 作曲 に な る 、 危 険 な 南米 の 奥 
地 で 一 揚 千 金 を 夢見 て 金鉱 を 探す 男 た ちの 歌 ^ 成 り 上 が り 貴 族 ^、 セ 
ネガ ル の ドゥ ドゥ ・ ニ ジャ エ ・ ロ ー ズ の パー カシ ョ ン 隊 に ジャ ニッ 
ク ・ ト ッ プ と ラヴ ィ リ エ が 曲 を つけ た 戦い の 師 ” な ど 、 ラ ヴィ リ 
エ の 経験 と 思想 が 生々 し く 伝 わる 。 (松元 ) 





ラグ 








BERNARD LAVILLIERS 
lf 


LP/Barclay 837718-1 '88 年 
CD/Barclay 837718-2 





再び 強力 な 作品 。 旅 の 経験 か ら 書 か れ 、 中 南米 の 政情 不安 を 伝え 
る ^ サ ンチ アゴ ” と ニカラグア”、 ア イル ラン ド 人 の 放浪 の 歴史 の 
ー コ マ On The Road Again*?、 ボ ー ド レー ル の 詩 に ボサ ノバ の 曲 
を つけ た ~ あ る 上 顔 の 約束 ?、 戦 乱 の 中 を 生き る 子ども 達 に 歌い か ける 
^ 小 さ な お まえ に ”、 映 画 に 触発 され た ` 市 民 ケ ー ン ” な ど 強 力 な 歌 
揃い 。 冒頭 の もしも” は ラディ ヤー ド ・ キ プリ ング の 詩 に クラ シ 
ッ ク 調 の 曲 を つけ た 歌 で 、 男 の 生 き 方 を 問う 。「 お 前 の 人 生 を か けた 
作品 が 壊さ れ て も 球 っ て 再び 作り 始め られ れ ば 憎まれ て も 憎み 返 
さ ず 、 自 分 の 身 を 守れ れ ば 民衆 の まま で いな が ら 国 王 に 進言 で き 
れ ば / 夢 に 支配 され る こと な く 夢 を 見 る こと が で きれ ば ノ 息 子 よ 、 
その 時 お 前 は 男 に な れる の だ 」 (松元 ) 


BERNARD LAVILLIERS 
Champs Du P0ssihle 
CD/Barclay 523304-2 "94 年 





現時 点 で の 最新 作 「 可 能 の 場 」。 権 力 を テー マ に し た プロ グレ ッ シ 
ヴ ・ ラ ッ プ ( ? ) の 第 三の丸 ′ に まず 度 胆 を 抜か れる 。「 西 暦 2000 年 
が 我々 の 目 の 前 に あり 、 数 時 間 が 我々 を 隔て る 。 そ れ に つい て は 何 
も 言う な 、 と 言わ れ た 。 だ が 、 こ の 沈黙 は お 前 た ちの 時 計 を 合わ せ 
る 呪 わ れ た 振動 の よう だ 。 今 こそ その 時 だ 。 第 三 の 刃 に つい て 語る 
の に 早 過 ぎ は し な い 。」5 曲目 の ^ 女 と 子ども ” は 、 孤 独 の 不安 感 を 
醸し 出す 美しい パ バラード 。 最 後 の 曲 ^ 物 と し て の 女性 ′ で は 、 後 半 
に 配 さ れ た ピア ノ と トラ ン ペ ッ ト の ソロ が 良い 。 パ ルカ ル ・ ア ロ ヨ 
が 音楽 面 を 主導 し て お り 、 全 編 に わた っ て 、 ロ ッ ク か ら レ ゲ エ 、 ラ 
テン 、 エ レク トロ ニク ス ま で 級 密 に 作ら れ て いる 。 重厚 好 み の プ ロ 
グレ ・ フ ァ ン な ら ラ ヴィ リエ を 聴い て 損 は な い 。 (松元 ) 





BEVINDA 
Fatum 
CD/Celluloid 66943-2 '94 年 





パリ を 拠点 に 活動 する ポル ト ガ ル 系 の 女性 シン ガー、Bevinda の デ 
ビュ ー・ ア ル バ ム 。 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター や アコ ー デ ィ オ ン 、 
スト リン グ ス を バッ ク に ポル ト ガ ル の 代表 歌謡 「 フ ァ ド 」 を し っ か 
り と 歌う 。 一 ロロ に 「 フ ァ ド 」 と 言っ て も 本 国 で 見 られ る よう な 古典 
的 な も の で は な く 至 っ て モダ ン に アレ ンジ され て お り 、 音 だ け を 聞 
け ば シャ ン ソ ン や ミュ ゼット と 区 別 が つか な く な る こと も し ば し ば 
で ある 。 メロ ディ も 泣か せ ど こ ろ の ツボ を よく 心得 て お り 、 と り わ 
け 2 本 の フル ー ト と アコ ー デ ィ オ ン の 物悲しい フレ ー ズ が 絡む ⑤ は 
絶品 で ある 。 ミュージシャン は 全て フラ ンス 勢 で 固め られ て お り 、 
ベー シス ト は 元 MAGMA の Marc Eliard だ っ た りす る 。 全曲 ポルト ガ 
ル 語 。 (内 田 ) 





BORIS VIAN 
“Le D6serteur" 
L P/Philips 9101268 「'55 年 





ボリ ス ・ ヴ ィ ア ン 。 小 説 家 、 俳 優 、 作 詞 作曲 家 兼 歌手 、 ト ラン ペッ 
ト 奏 者 、 評 論 家 。 小 説 「 う けた か た の 日 々 (日 々 の 泡 ) 」 は メモ リア ンス 
の アル バム の 題材 に な っ た こと は ご 承知 の 通り で ある 。 歌 手 と し て は 、 
この コン ピ レ ー シ ョ ン 盤 に も 含ま れ て いる ` 原 子 爆弾 の ジャ ヴァ /、* 僕 
は ス ノ ッ プ "進歩 の 嘆き 節 ”、^ 事 鳴ら れる た め に 人 、 こ こ に あら ず ?、 
^ 脱 走 兵 "な ど 、 皮肉 と ひね っ た ユー モア を 交え て 国家 権力 や 風俗 を 痛 
撃 す る 歌 が 持ち 味 で あり 、 つ まり は フラ ンス 的 な 歌手 な の だ 。「 大 統領 
閣下 、 私 は 人 を 殺し た く あ り ま せん ノ 私 は 脱走 し ます プ も し 血 を 流さ 
な けれ ば な ら な い の な ら 、 大 統領 問 下 、 あ な た の 血 を どう ぞ / も し 私 
に 追手 を か ける な ら ノ 私 は 武器 を 持た な いか ら 撃 っ て も よい の で す 。」 
な お 、 彼 の 息子 は パト リッ ク ・ ヴ ィ ア ン 。 (松元 ) 








BRIGITTE BARDOT 
Actrices 





今や 動物 愛護 運動 超過 激 派 オ バ サ ン と し て し か ニュ ー ス に は 登場 
し な い バ ルド ー だ が 、60 年 代 の 彼女 は 、 ホ ント に も う 気 絶する ほど 
セク シー で カワ イ か っ た 。 富豪 の 娘 と し て ワガママ いっ ぱい に 育っ 
た だ け あ り 、 そ の 一 挙手 一 投 足 に ダイ ナミ ッ ク な キュ ー ト さと ナマ 
イキ さ が 浴 れ て お り 、 庶 民 は た だ も う オ ロ オ ロ す る や ら 感 心 す る や 
ら 。 歌 だ っ て 勿論 、 取 り 付 く シ マ も な い ほ ど ヘ へ タク ソ で 自由 寿 放 で 
ある 。 本 ベス ト 盤 は 、'62 年 か ら 70 年 の 間 に 発表 され た 彼女 の シン グ 
ル ・ ヒ ッ ト を 中 心 に 編集 され た も の で 、 計 21 曲 を 収録 。 こ こ で も や 
っ ぱり ゲン ズ プ ー ル 曲 ( 6 曲 ) が 聴き どこ ろ で 、 中 で も '86 年 に な っ 
て 初め て 日 の 目 を 見 た “ジュ ・ テ ー ム ーー” は ドロ ドロ スケ ベ 。 名 曲 
^ ハ ー レ イ ・ ダ ヴィ ッ ド ソン が 未収 録 な の が イタ イ 。 (松山 ) 




















BRIGITTE BARDOT ET SERGE 
AINSBOURG 
Bonnie And Clyde 


LP/Fontana 885.529 '67 年 
CD/ 日 本 フォ ノ グ ラ ム PHCA 75 





終末 的 な スト リン グ ス ・ ア レン ジ 、 咳 く よ う な ゲン ズブ ー ル の vo、 
まる で 投げ や りな 何 を や る の も 面倒 だ と いっ た バル ドー の 声 、 ま る 
で の め り 込 むように 二 人 の 声 が ボニー& クラ イド … と 歌う 。 淡 々 と 
し た 曲調 が 何もかも を その 中 に 浮か び 上 が ら せ 、 そ し て 埋没 させ る 。 
曲 展開 と か 、 は っ きり し た メロ ディ と か 、 音 楽に 必要 だ と 思わ れ て い 
る も の は 切り と られ 、 或 い は エレ メン ト に 過ぎ ず 、 代 わっ て 重要 な も 
の を 浮き 出 た せ て いる 。 歌 を うた うこ と が 歌 で な く 、 そ こ に 息づい て 
いる も の が 歌 だ と し た ら 、 彼 ら 二 人 の 歌 は 、 そ の も の で あり 、 い つも 
底 の 方 で 流れ て いる 歌 だ 。 簡 単に 流行 で 断ち 切ら れる 音楽 で は な い 。 
聴き 続け られ て 、 忘 れ ら れず に 在り 続け る も の だ 。 表 面 的 に 語ら れ 、 
表面 的 に 真人 也 され て る 今 の 流行 は 余り に 安易 だ と 思う 。 (平野 ) 





3 ご 








GAROLE LAURE 

Alihis 

L P/Saravah RSL 1072 79 年 
CD/Mantra 005 





キャ ロ ル ・ ロ ー ル と 言え ば ルイ ス ・ フ ュー レイ 、 ル イス ・ ラ フュ ー 
レイ と 言え ば レナ ー ド ・ コ ー エ ン 。 本 作 以 前 か ら 、 ル イス と の 連名 
で 活動 を 始め て いた 彼女 の 、 ソ ロ ・ デ ビュ ー 作 が 本 作 (日 本 語 に な 
っ て いる 「 ア リバ イ 」 の 意味 ) で す 。 で も 、 連 名 の 数 作 と どう 違う 
の か と 聞か れ て も 、 同 じ で す 。 作曲 は 全曲 と も ルイ ス で すし 、 演 劇 
的 で 屈折 し た ユー モア を 交え た 、 退 廃 的 で な お か つ 美 し い メ ロディ 
ー は 、 い つも どおり で す 。 そ れ が 、 少 し 低め で 艶 め か し い キ ャ ロ ル 
の 歌声 を 生か し て いる の で す 。 ル イス 自身 の ソロ ・ ア ル バ ム の 曲 は 
も っ と エキ セン トリ ッ ク な 曲 が 多 いで すか ら 、 そ の 使い 分 け は 流石 
で す 。 本 作 は 勿論 で す が 、 連名 の アル バム も 、 一 挙 CD 化 され て いま 
すか ら 、 未 聴 の 方 は 、 是 非 と も 聴い て 下さ い 。 (斉藤 ) 


CAROLE LAURE 
Western Shadows 
CD/Secret 842146-2 '89 年 





キャ ロ ル ・ ロ ー ル っ て 美人 だ よ な 、「Alibis」 の ジャ ケ と か 、 そ れ 
に 「Alibis」 は し っ と り と 落ち 着い た 感じ だ し 、 な ど と イメ ー ジ が 結 
構 あ っ た 人 は 多い 。 け と 割 と 最近 来 日 公演 を や っ て ステ ー ジ で は し 
ゃ いで パン ツ 丸 出し だ っ た と 聞い て 、 こ の アル バム に も 納得 し た 気 
が し た 。 ア レン ジ は 例 に よっ て ルイ ス ・ フ ュー レイ 。「Alibis」 の お 
と な し く お さ まっ た イメ ー ジ か ら も っ と 気楽 に な っ て 、 そ の 分 、 彼 
女 の 地 が 見 える よう な 気 が す る 。 歌詞 が 英語 と いう こと も ある し 、 
だ いた い 曲 調 が シャ ン ソ ン の 上 へ 下 へ の 感情 起 味 で は な い 人 だ 。 ち 
ょ っ と うら ぶれ た 雰囲気 も ある 。 音 の こと だ け を 言う の な ら 、 あ え 
て フラ ンス で 囲う 必要 も な い 。 歌声 に 都会 の 臭い が する 、 そ うい う 
意味 で は 洗練 され て いる 。 で も 吐息 っ ぽい 内 容 だ 。 (松本 ) 








So CARTE DE SEJOUR 
2 1/2 





LP/Barclay 831259-1 '8G6 年 











フラ ンス は 旧 植 民 地 の マ グレ ブ 諸 国 (アル ジェ リア 、 モ ロッ コ 、 
チュ ニ ジ ア な ど ) か ら 多 く の 移民 を 受け 入れ て いる 。 文 化 的 交流 の 
契機 の 増大 が 陽 の 側面 で あり 、 彼 ら に 対す る 人 種差 別 の 発生 が 陰 の 
側面 で ある 。 こ の カル ト ・ ド ゥ ・ セ ジュ ー ル は アラ ブ 系 移民 と フラ 
ンス 人 の 混成 ロッ ク ・ グ ルー プ で 、 フ ラン ス の 現代 史 、 文 化 史 の 点 
か ら も 重要 な アー チ ス ト だ 。 グ ルー プ 名 の 「 外 国人 滞在 許可 証 」 に 
も 託さ れ た 彼ら の 切実 な メッ セー ジ は 、 本 作 に 収録 の シャ ルル ・ ト 
レネ の カヴァ ー 曲 “や さ し き フラ ンス ” の アラ ブ 風 の アレ ンジ に も 
明らか で ある 。 リーダ ー の 言葉 を 借り れ ば 、「 い ちば ん 紋 切 型 の シャ 
ン ソ ン の 新しい 解釈 に よる 、 フ ァ シ ズム や 非 寛容 さ へ の 反撃 の メッ 
セー ジ 」 で あり 、 こ の 曲 は 25 万 枚 の ヒッ ト と な っ た 。 (松元 ) 


MI 開 較 | CATHERINE LARA 
Catherime Lara 
LP/CBS 65304 72 年 





デビ ュー 作 。 最 近 は 随分 と ファ ッ シ ョ ナブ ル に な っ た カト リー ヌ ・ 
ララ も 、 ま だ この 頃 は ポッ プス 畑 と いう に は ロッ ク 寄 り だ 。 ヴ ォ ー 
カス IN ヴァ イオ リス NPG で の ララ ョ アレ ンジ を の る ロア ジル 
オル ガン 奏者 の Jean Musy、 そ し て Francois Auger(ds) 他 5 名 の バ 
ッ ク メ ン 、 全 員 が 一 まとまり に な っ て 曲 に よっ て は プロ グレ ・ フ ァ 
ン 向 け の も の に な っ て いる 。 ジ ャ ン ・ ミ ュ ズ ィ の アレ ンジ と ララ の 
ヴァ イオ リン に バッ ク が 絡む よう な ら 相 当 聴 ける 。 ラ ラ の ヴォ ー カ 
ル は 少々 な まめ か し さ が あ る が 、 72 年 と いう こと を 思え ば 垢抜け て 
いる ほう だ 。 基 本 的 に は ヴォ ー カ ル 作 な の で 誤解 の な いよ うに 。 演 
奏 部 も 半分 位 の 割合 で ある が 、 初 期 の ララ の アル バム は 、 こ うし た 
傾向 が 続く 。 (松本 ) 








CATHERINE LARA 
Lara Live 
CD/Trema 710273 '88 年 





1980 年 代 の カト リー ヌ ・ ラ ラ の 集大成 的 な 位置 付け の で きる ライ 
ヴ ・ ア ル バ ム 。 ジェラール ・ ビ キア ロ 、 ベ ルナ ー ル ・ パ ガ ノ ッ ティ 、 
プ ノ ワ ・ ヴ ィ ド マン ら が バッ ク を 固め 、 メ ロディ 、 ハ ー モ ニー 重視 
だ が リズ ム も し っ か り し た ロッ ク を 、 低 斉 で ハス キー だ が 湯 と 伸び 
と 力 強 さ の ある 例 の 声 で 歌っ て いる 。 短 いな が ら も スリ リン グ な 彼 
女 の エ レク トリ ッ ク ・ ヴ ァ イ オ リン ・ ソ ロ も 随所 で 聞か れる 。 ア レ 
ンジ も 良い が 、 基 本 的 に は 彼女 の 作る 曲 が 良 いか ら こ そこ れ だ け の 
充実 し た 作品 が で きる の で ある 。 初期 の 大 ヒッ ト 曲 “La Craie Dans 
L'encrier (イン ク 副 の 中 の チョ ー ク ) は 大 胆 に アレ ンジ を 変え て コ 
ー ラ ス 主 体 で 歌わ れる が 、 良 い メ ロディ は どの よう な アレ ンジ で も 
映え る と いう 良い 見 本 で ある 。 (松元 ) 





CHARLELIE COUTURE 
“3 Falies” Live 


L P/EMI Pathe Marconi 7923831 
"89 年 
CD/EMI Pathe Marconi 792604 





シャ ルレ リー・ ク チュ ー ル は 1956 年 、 フ ラン ス 東 部 の ナン シー で 
生ま れ た 作詞 作曲 家 兼 歌手 で ある 。 彼 は 美術 畑 の 出身 で 、 音 楽 を や 
る か た わら 絵 も 描く 。1980 年 代 前 半 は 英国 の アイ ラン ド ・ レ コー ド 
と 直接 契約 し て いた 唯一 の シャ ン ソ ン 歌 手 と し て も 知ら れる 。 本 作 
は 、 青 年 層 の 孤独 を 描い た 2 枚 の アル バム 、「Solo boys 」 (1986) 、 
「Solo Girls」(1988) か ら の 曲 だ け を 歌っ た ライ ヴ ・ ア ル バ ム 。 プ ブル 
ー ス 色 あ る 味わい 深い ロッ ク に 乗せ て 、 古 く て 新しい テー マ を 語り 、 
歌う 。 非 行 少年 の 歌い ジャッ キー” の 前 で 非行 と 無気力 に 至る 人 間 
の 心理 を 語っ た 後 の 「 個 人 間 の 違い を 強調 する ほど 、 人 間 同 士 の 連 
帯 感 が 失わ れる 。 そう 考え る と 人 種差 別 が 台頭 する の も 不思議 で は 
な い 」 と いう 言葉 が 彼 の 歌 の 洞察 の 深 さ を 象 徴 し て いる 。 (松元 ) 








ララ 











6HARLOTTE GAINSBOURG 
6harlotte For Ever 


L P/Philips 
CD/ 日 本 フォ ノ グ ラ ム PHCA 72 











ゲン ズブ プール と ジェ ー ン ・ バ ー キ ン の 一 粒 種 、 シ ャ ル ロ ッ ト の 今 の 
と ころ 唯一 の アル バム 。 パ パ が 監督 し た 映画 「 シ ャ ル ロ ッ ト ・ フ ォ ー 
エヴァ ー」 に 続き 、 同 じ く パパ が 書き 下ろ し て 制作 され た 。 こ の 時 シ 
ャ ル ロ ッ ト 15 才 。 当 時 ゲン ズブ プー ル が 組ん で いた ビリ ー・ ラ ッシュ ー 
派 が ここ で も パッ ク に つい て いる せい も ある が 、 サ ウン ド の 感触 や ア 
レン ジ の クセ は 「Love On The Beat」 に か な り 近 い 。 パ パ の 強力 な 
指導 の 下 で 何 度 も 録 り 直さ れ た に 違い な い 、 音程 の 不安 定か な ウィ スパ 
ー・ ヴ ォ イ シン グ は 、 バ パー キン の それ に そっ くり だ が 、 マ マ に は な い 
フ テ プ テ シ さ と いう か 天衣無縫 さ を も 所 々 に 忍ばせ て いる と ころ は 、 
さす が に パパ の 血 か 。「Love On 一 」 に も 入っ て いた 近親 相姦 的 ^Lemon 
Incest′( 曲 は ショ パン ) も 改め て 収録 。 (松山 ) 





pLAUDE ENGEL 
SI Engel Story 
LP/CBS 65439 '73 年 





オメ ガ ・ プ リュ 、 マ グマ の ギタ ー リ スト と し て 知ら れる クロ ー ド 
アン ジェ ル 。 本 アル バム は 、 そ ん な 彼 の ソロ ・ デ ビュ ウ 作 で ある 。 
マル セル ・ ア ンジ ェ ル ( 元 オ メガ ・ プ リュ ) 、 フ ラン シス ・ モ ー ズ 、 
ベル ナー ル ・ リ ュ バ ら の サポ ー ト を 受け た アン ジェ ル の アル バム と 
いう と 、 や や ハー ド な ジャ ズ ・ ロ ッ ク 調 の サウ ンド を イメ ー ジ する 
が 、 全 10 曲 中 9 曲 が 彼 の ヴォ ー カ ル を メイ ン に し た ポッ プ な 作品 で 
あり 、 曲 調 も リリ カル な バラ ー ド か ら 、 や や コミ カル な も の 、 多 少 
ハー ド な も の と バラ エ テ ィ に 富ん で いる 。 短い 演奏 部 分 に 彼 及 び ゲ 
スト の 個性 を 感じ る が 、 全体 か ら 見 れ ば 、 や は り 味 付け 程度 で ある 。 
唯一 つの イ ンス ト 曲 に は 、 か な り マ イル ド に は な っ て いる も の の 、 オ 
メガ ・ プ リュ の 残り 香 が ある 。 (賀川) 





「 CLAUDE NOUGARO 
内 衝 /6nith Made In NOugaro 
4 凌 放 CD/WEA 2292-46109-2 '89 年 





MK 
NOUGARO 


クロ ー ド ・ ヌ ガロ は 1929 年 、 南 仏 の トゥ ー ル ー ズ 生ま れ 。 新聞 記 
者 と し て 働く か た わら シャ ン ソ ン を 書き 、 自 作 を 他 の 歌手 に 提供 す 
る こと か ら 始 め 、1962 年 か ら 自 分 も 自作 曲 を 歌う よう に な る 。 彼 の 
歌 に は ジャ ズ の 影響 を 中 心 に 、 時 期 に よっ て は プラ ジル 音楽 、 フ ァ 
ンク な どの 要素 も 取り 入れ られ て いる 。 本 作 は 、 ビ ュ ニ ー・ プ リュ 
ネル 、 フ ィ リ ッ プ ・ セ ス 、 ダ ニ エ ル ・ ゴ ヨン ヌ ら が 参加 の 「 ヌ ガ ヨ 
ー ク 」、「 パ シフ ィ ッ ク 」 の 2 枚 の アル バム 発表 後 の ラ イヴ で 、 ア メ 
リカ の ミュ ー ジ シャ ン を バッ ク に し た 強力 な が ファ ンク ・ ロ ッ ク で あ 
る 。 今 も 現役 の 彼 は 1991 年 に は 一 転 し て モー リス ・ ヴ ァ ン デー ル の 
ピア ノ 伴 奏 だ け の ライ ヴ ・ ア ル バ ム を 出し て いる が 、 こ れ も 見 事 。 
な お 、 ア ンジ ュ は ヌ ガ ロ の 「 赤 と 黒 ′ を カヴァ ー し て いる 。 (松元 ) 


。。 | DLAUDINE LONGET 
寺 0 The Look Of Love 





これ は クロ ディ ー ヌ ・ ロ ンジ ェ の 2 枚 目 の アル バム に 当る 作品 。 
基本 的 に 彼女 の 作品 は どれ を 聴い て も や っ て る こと に 大 し た 違い は 
な い の だ が 、 選 曲 の 良さ と (つま ら な い ビ ー ト ルズ ・ ナ ン バ パー が な 
けれ ば も っ と 良い の だ が …) アレ ンジ の 新鮮 さ で は この アル バム が 
一 番 。 今さら 彼女 に つい て あれ これ 書く の も 野暮 で 気 の 引 ける 作業 
で は ある が 、 自 然 で も ある が まま で ある と いう 点 で これ ほど 魅力 的 な 
ヴォ ー カ ル は 他 に 見 あたら な い 。 最 も それ は 彼女 の 意志 や 音楽 的 オ 
能 の 有無 と は 全く 関係 な く 、 素 材 と し て の 立場 に 一 貫 し て 忠実 だ っ 
た (ある い は それ 以上 の こと が で き な か っ た ) ク ロディ ー ヌ の いさ ぎ 
よさ か ら 来 る も の な の か も し れ な い 。 し か し 、 そ ん な こと は 取る に 
足ら な い 事 柄 に 過ぎ ず 、 い つ 聴 いて も 彼女 の 声 は 魅力 的 だ 。 (関口 ) 








CLEMENTINE 
Long Courrier 
CD/ ソ ニー・ レ コー ズ SRCS 6760 93 年 





ベン ・ シ ドラ ン や 日 本 の ゴン チチ と の 共演 アル バム が 知ら れ 、 シ 
ング ル 曲 が CM で 使用 され る な ど し て 多大 な 人 気 を 博 し て いる シン ガ 
ー で ある 。 彼女 の 作品 に は シャ ン ソ ン は も と より サン バ や ボサ ノ ヴ 
ァ 、 ジ ャ スズ 等 の 強い 影響 が 見 え 隠れ し て いる が (父親 の 仕事 の 関係 
で 南北 アメ リカ や ヨー ロッ パ を 転々 と し て いた が 原因 らし い ) 、 最 も 
フラ ンス らし いも の を 挙げ る と 言わ れれ ば 本 作 と いう こと に な る だ 
ろう 。 こ の 手 の ご 多分 に も れず プロ グラ ミン グ を 多用 し て は いる も 
の 、 多 く の ロ リー タ 物 と は 一 線 を 画す 「 オ トナ の 究 囲 気 」 が 漂っ て 
いる 。 1 曲 を 除き 、 バ パッ ク は 全て 日 本 人 ミュ ー ジ シャ ン が 受け 持っ 
て いる の だ が 、 そ の 筋 で は 名 う て の 実力 者 ば か りな の で アン ニュ イ 
な ムー ド は し っ か り 保 持 さ れ て いる 。 (内 田 ) 








BALAVUINE 


AU PALAI5 HE5 5PURTS 


DANIEL BALAVDINE 
Au Palais Des Sports 


L P/Barclay 825122-1 '84 年 
CD/Barclay 825 122-2 





ダニ エル ・ バ パラ ヴォ ワー ヌ は 1952 年 生ま れ 。 高音 の 声 、 自 作 の 美 
し い メ ロディ を 武器 に 人 気 も 得 て い た 作詞 作曲 家 兼 歌手 で 、 ベ ルリ 
ン の 壁 を テー マ に し た トー タル ・ ア ル バ ム を 作る な ど 、 硬 派 の メッ 
セー ジ も 持っ て いた 。 1986 年 に 事故 で 即死 し 、 多 く の 人 に 惜しま れ 
た 。 本 作 は 、1983 年 の 力作 アル バム 「Loin Des Yeux De L'Occident 
(西洋 の 目 か ら 遠 く 離 れ て )」 発 表 後 の コン サー ト の ライ ヴ ・ ア ル バ 
ム 。 小さ な お っ ぱい "、 い 応援 団 「 の よう な 軽い ユー モラ ス な 曲 か ら 、 
麻薬 を 明瞭 に 否定 する “ 楼 の 中 の 魚 ”、 西 洋 の 目 か ら 遠 く 離 れ た 第 三 
世界 の 現状 へ の 関心 を 促す “革命 ?、^ 目 覚め る 宴 婦 ?、` 君 の 頭 で 叩 
け ” な どの 曲 ま で 、 歌 に 全力 を ぶつ け て いる 。 当 時 の ピー ター・ ゲ 
イプ ブリ エル か ら の 影響 も ある 。 (松元 





ジブ プ O 








ELSA 
Rien 0Oue Pour 6a 
L P/BMG Ariola 210979 90 年 


CD/BMG Ariola 260979 
BMG ビク ター BVCP 123 








本 名 エル ザ ・ ラ ン ギ ー ニ 。 1973 年 パリ 生ま れ 。 青 い 目 に 栗色 の 巻 
き 毛 。 好 き な も の 、 パ スタ 、 映 画 、 フ ラン ス 語 、 両 親 、 飼 っ て いる 
犬 、 ピ アノ な ど 。 嫌 いな も の 、 不 正 、 人 種差 別 、 麻 薬 、 ほ うれ ん 草 、 
周り で 煙草 を 吸う 人 な ど 。 フ ラン ス 的 な 女性 アイ ドル 歌手 で ある 。 
声 や 歌唱 は べ と つ か ず 、 恋 の 歌 も クー ル な 中 に 可愛 らし さと ほのか 
な 官能 性 が 秘め られ て いる 。 恋 の 歌 だ け で は な い 。 親 子 の 関係 に つ 
いて 歌う ^ 去 っ て いく 子ども "、 人 生 と 戦う 勇気 を 歌う ラス ト の 戦 
う の よ "、 そ し て 、 自 ら メ ロディ を 書い た “た だ それ だ け の 理由 で ” 
で は 人 種差 別 を 取り 上 げ て いる 。 社 会 を 自分 の 目 で 見 つめ る 彼女 の 
意志 が これ ら の 歌 に 反映 され て いる 点 が 彼女 を フラ ンス 的 な アイ ド 
ル 歌 手 と いう 所 以 で ある 。 必 聴 。 (松元 ) 


ELSA 
Douce Violence 


CD/BMG Ariola 74321111552 92 年 
BMG ビク ター BVCP 602 





前 作 「 た だ それ だ け の 理由 で (邦題 : 夢 物語 )」 に 続く エル ザ の サ 
ー ド ・ ア ル バ ム 。 女優 と し て も 活躍 する 彼女 だ が 、 映 画 「 カ サ ノ ヴ 
ァ 最 後 の 恋 」 で 全裸 シー ン を 演じ た だ け あ り 、 本 作 に は “マー キュ 
ロク ロム ”"、 い 激しい 愛 ” な ど 、 彼 女 の 女性 と し て の 成長 が 暑 え る 官 
能 的 な 曲 が 目立つ 。 日 本 盤 の 帯 に は 「19 才 の 清純 エロ チカ 」 と いう 
あま り に も 的 確 で 赤面 し て し まう コピ ー が 付い て いる ほど で ある 。 
その 一 方 で 、 "一緒 に いれ ば (エー トル ・ ア ン サ ンプ ル )” と いう 曲 
で は 「 一 緒 に いる こと は 三 人 が 似 て いる と いう こと じゃ な い グ ー ラ 
の 習慣 より 二 つ の 孤独 プリ ズム も 傾向 も 私 た ち 全 然 似 て いな いで 
も 彼 を 愛し て いる 」 と 恋愛 の 中 の 精神 的 独立 を 歌う 。 フ ラン ス は ア 
イド ル 歌 手 も 大 人 で ある 国 な の だ 。 推薦 。 (松元 ) 





EMMANUEL BOOZ 
Au Restaurant Aliee 
L P/Barclay 920 186 70 年 





シン グル 「Le Mont De Oliviers/Glorification (Vogeu INT80217) 」 
('69) で 解散 し た EGREGIE の ヴォ ー カ リス ト と し て 、 ま た 、 同 じ 曲 を 
再 レ コー ディ ング し た 自己 の ファ ー ス ト ・ シ ング ル 「Le Mont De 
Oliviers/Le MontDe Oliviers (Instrumental) (Barclay 61.185) 」 に お 
いて 、 リ リカ ル で や や クラ シカ ル な 演奏 を パ バック に 、 情 感 に 富ん だ 
ヴォ ー カ ル を 聴か せ た エ マニ ュ エ ル ・ ブ ー ズ 。 そん な 彼 の ファ ー ス 
ト ・ ア ル バ ム は 、 他 の 作品 (本 アル バム か ら カ ッ ト さ れ た 2 枚 の シン 
グル は 除く ) と か な り 異 な っ た 内 容 で ある 。 ア ル バ ム ・ タ イト ル か 
ら も 分 か る よう に 、 ア ー ロ ・ ガ スリ ー の アル バム 「 ア リス の レス ト 
ラン 」 に 収録 され た 曲 を アー ロ ・ ガ スリ ー の 監督 の も と 、 フ ラン ス 

語 で 歌っ て いる 。 一 風 変 わ っ た カン トリ ー・ ロ ッ ク が 聴け る 。 
(賀川 ) 


を EMMANUEL BOOZ 
Le Jour OM Les Vaches… 
LP/Atlantic 50095 74 年 





本 作 は 彼 の 2 nd に あたる と 思わ れる 。 こ れ 以 前 に た バーク レー か ら 
「Alice Au Restaurant」 と 題 さ れ た シャ ン ソ ン ・ ア ル バ ム が 出 て い 
る 。 プ ブー ズ の 作品 は いずれ も 超 強 力 無比 な 彼 の ヴォ ー カ ル を メイ ン 
と し て 創り 上 げ ら れ て は いる が 、 各 アル バム の サウ ンド は それ ぞ れ 
少な か ら ず 異質 な 物 と な っ て いる 。 本 作 は 壮大 な が オー ケス トラ ・ ア 
レン ジ と パンド に よる 演奏 が 見 事 な 調和 を 保ち 、 圧 倒 的 な 緊張 感 を 
持っ て 進行 する 。 曲 調 は 重く 、 暗 く 、 深 い 。 それは 正 に 彼 独自 の 音 
空間 で あり 、 そ の スケ ー ル の 大 き さ は 到底 筆舌 で きる 物 で は な い 。 
続く 3 rd アル バム 「Clochard」 は 、 ク リア ー ラ イト 3 rd の メン バー を 
中 心 と し た パン ド を バッ ク に し た 曲 と 、A・ ギ ター の み を バッ ク に し 
た 曲 が 半 々 で 、 本 作 よ り も 幾 分 リラ ックス し た 出来 で ある 。 ( 城 元 ) 








EMMANUEL BOOZ 
Cloehard 


L P/Atlantic WEA 50.294 76 年 





壮大 な オー ケス トレ ーション の 前 作 、 怒 注 の 迫力 の 次 作 に 挟ま れ 
て 目立た 無い が 実は これ も 名 作 。J・ デ ュ グ ル ノ の アレ ンジ が 光り ま 
くる 。 A・Altai と 同様 、 彼 絡 み の 中 で は No.1。 バッ ク が が っ ちり サポ ー 
ト す る 曲 と 弾き 語り で 静か に 攻め る 曲 が 半 々 位 で 共に 良く 練 ら れ て 
いる の だ が 、A 面 頭 と B 面 ラス ト の 出来 が 良 す ずる た めど うし て も 
前 者 に 軍配 が あがる 。 因 み に バ パック の サポ ー ト は M・ リ ポー シュ (vIn) 、 
F・ ジ ャ ノー(sax) 、J・ デ ュ グ ル ノ (b) な ど 。 F・Wertheimer や Bregent 
等 、 い わ ゆ る Booz タ イプ の 歌 物 の 中 で も トッ プ に 入る 1 枚 。 

(伊藤 ) 





EMMANUEL BOOZ 
Dans Ouel Etat Jerre 
LP/Polydor 2393 259 79 年 


Oan5 qUEI tatJETT 





ディ ディ エ ・ ロ ッ ク ウ ッ ド (vIn) 、 ア ルフ ァ ・ ラ ルフ ァ の シャ ルリ ー・ シ ャ リ 
ー ラ (b) 等 12 名 を 迎え 77 年 一 779 年 に か け て 製作 され た 4 作 目 。 前作 
「Clochard」(Atlantic 50 294Y, 76 年 ) が 彼 の 持ち 味 を シン ガー と し て 
活か し た 作品 だ っ た の に 対し 本 作 は 大 胆 に ロッ ク 色 の 濃い へ ヴィ ・ ア レン ジ 
を 持ち 込ん だ も の と な っ て いる 。 各 奏 者 の 高度 な 技術 の 絡み 、 小 刻み な 展 
開 、 緩 急 、 ジ ャ ン ・ ク ロー ド ・ ダ ゴス ティ ー ニ (g) と ジル ・ テ ィ ネ ー ル (key, 
syn, pD) に よる アレ ンジ の 潮 え 、 そ し て メイ ン ・ ア クト 、 ブ ー ズ の 怒鳴 りつ け 
る 様 な 豪快 な ヴォー カル が 一 体 化し た 非常 に テン ショ ン の 高い 作品 で ある 。 
イン パク ト も フレ ンチ ・ ロ ッ ク 史 上 の も の 。 個性 の 強 さ で は 他 を 圧倒 する も の 
が ある 。 2 作 目 の ス ケー ル で も っ て 更に 突き 詰め た よう な 鋭さ の あま り 、 金 
縛り 状態 に 陥る 。 (松本 ) 





ダブ 7 








FRANCE GALL 
France Gal 
CD/ 日 本 フォ ノ グ ラ ム PPD-1093 





'90 年 代 に 入っ て か ら の 日 本 に お ける ロリ ー タ ある い は キュ ー テ ィ ・ 
プー ム た る や 、 何 と も 凄まじ いも の が ある が 、 そ うし た ムー ヴ メ ン 
ト に お いて 一 種 神格 化 さ れ た ポジ ショ ン に いる の が 、 こ の フラ ンス 
ギャ ル で ある 。770 年 代 の ドン 底 時 代 を 経て 、 今 や ギャ ル は 堂々 た る 
オト ナ の 実力 派 ポ ッ プ ス ・ シ ン ガ ー と し て 活躍 し て いる わけ だ が 、 
10 代 で デビ ュー し た て の この 60 年 代 の ベス ト 盤 に は 、 な る ほど 女子 
中 学生 か ら す け ベ オヤ ジ ま で が 狂っ て し まう の も うな ず け る 濃厚 な 
ロリ ー タ ・ エ キス が 充満 し て お り 、 思 わ ず ガ ッ ツ ・ ポ ー ズ が 出る 。 
何 の こ っ ちゃ 。 計 18 曲 、 イ エ ・ イ エ 黄 金 時 代 を 飾っ た 曲げ か りな の 
で 、 ど の 歌 も ポッ プ で カワ イイ けど 、 や は り 内 8 曲 を 占め る ゲン スプ 
ー ル の 作品 が と り わ け キ ュー ティ 。 必 携 で すね 。 (松山 ) 


FRANCE GALL 
Le Tour de France 88 


LP/WEA Apache 244214-1 '88 年 
CD/WEA Apache 2292-44214-2 





1960 年 代 の 「 夢 見 る シャ ン ソ ン 人 形 」 は 1970 年 代 半 ば に ミッ シェ 
ル ・ ベ ル ジ ェ と 出会っ て 以来 、 ア イド ル 性 も 保っ た 大 人 の 歌手 と し 
て 力強く 成長 し た 。 どの 作品 も 当たり 外れ が な く 、 フ ラン ス ・ ギ ャ 
ル の 魅力 が よく 出 て いる が 、 こ の ライ ヴ ・ ア ル バ ム で は それ が 最高 
の 形 で 全開 し て いる 。 夫 の 作る 曲 を 歌う だ け で 、 し か も 特別 に 凄い 
歌唱 カ が ある わけ で も な い の だ が 、 ラ ヴ ・ ソ ング の 優し さと いい 、 
メッ セー ジ ソ ン グ の 力 強 さ と いい 、 歌 を 演じ る プロ フェ ッ シ ョ ナリ 
ズム に は 特別 な オー ラ さ え 感 じ る 。 主 観 的 で 大 げ さ な 言い 方 を 許し 
て も ら え る な ら 、 私 は 彼女 に ほとん ど と 恋し て いる 。 な お 、 CD は 2 枚 
組 LP よ り 2 曲 少 な い 。 本 ライ ヴ の ビデ オ 版 で は あの ジャ ニッ ク ・ ト 
ッ プ が ピア ノ を 弾く 姿 も 見 られ る 。 (松元 ) 





FRANCIS CABREL 
Sarhacane 
CD/CBS CBS 463462-2 '89 年 





フラ ン シ ス ・ カ ブレ ル は 1953 年 生ま れ 。 B. デ ィ ラ ン 、 ジ ェ ー ム ス ・ 
2 の) 二 二 ジ ャ クソ ンー ブ ラウ ン が どの みり の ウネ ホーク < の 
ク に 影響 を 受け 、1979 年 に は フォ ー ク 調 の 美しい ラヴ ・ バ ラー ド !` 死 
ぬ ほ ど 彼 女 を 愛し て る ” が 大 ヒッ ト 。 本 作 「 吹 き 矢 」 は 7 枚 目 の ス 
タ ジ オ 録音 盤 で 、 マ ニュ ・ カ ッ チ ェ 、 ベ ルナ ー ル ・ パ ガ ノ ッ ティ 、 
ジェ ラー ル ・ ビ キア ロ ら が 参加 。 相 手 に 気に入ら れ よ うと 必死 な 恋 
する 男 の 姿 を 赤裸々 か つ ユ ー モ ラス に 描い た 1 曲目 “動物 ′ か ら 、 
愛 に は ご た ご た が つき も の だ が 年 月 が 過ぎ て も 君 は 彼女 を 忘れ られ 
な い 、 と 歌う 2 曲目 “それ が 決ま り ” を 経て 、 恋 人 の た め に 殺人 を 
犯し て 10 年 を 獄中 で 過ごし た 男 の 愛 を 歌う ^ パ バレリーナ の ステ ッ プ ? 
まで 、 歌 詞 も 曲 も 歌 も 演奏 も 聴き 応え の ある 歌 が 並ぶ 。 (松元 ) 


FRANCIS CABREL 
Dune 0mhre a Lautre 
CD/Columbia COL 468971-2 '91 年 





「Sarbacane」 発 表 後 の 2 種類 の コン サー ト ・ ツ アー を 収録 し た 3 
枚 組 ラ イヴ ・ ア ル バ ム 。 強力 な ロッ ク か ら 生 楽器 の み の 曲 ま で 、 丁 
寧 と 同時 に ダイ ナミ ッ ク な 歌 と 演奏 で 、 聴 衆 の 反応 も 素晴らし い 。 
愛 を いろ いろ な 角度 か ら 見 つめ た ラヴ ・ ソ ング は お 手 の も の だ が 、 
それ に 加え て 、 反 人 種差 別 、 社 会 的 無関心 と の 戦い 、 東 欧 諸国 の 圧 
政 、 先 住民 族 の 尊厳 な ども 彼ら し い 織 細 な 筆致 で 織り 込ま れる 。 彼 
が ギタ ー を 弾き 始め る と 大 歓声 の 後に 自然 に 合唱 が わき 起こ る 死 
ぬ ほ と ど 彼 女 を 愛し て る "は 感動 的 だ 。「 無 に 等 し か っ た 僕 が 今日 、 彼 
女 の 眠り を 守っ て いる 人 生 の 戦い と 愛 を 経験 し て きた 彼女 ノ 僕 は 
死ぬ ほど 彼女 を 愛し て いる 。」 な お 、 公 演 エ ー ジ ェ ン ト の 中 に は 元 ピ 
ュ ル サー の ヴィ クト ー ル ・ ボ ッシュ の 名 前 も ある 。 (松元 ) 











FRANCIS CABREL 
Samedi Soir Sur La Terre 


半 芝 生ま HPS CD/Columbia COL 475949-2 94 年 
7 N 本 ) 


1 人 人 


R_R 





すでに 100 万 枚 以上 売れ た 最新 作 、「 土 曜 の 夜 、 こ の 地上 で 」。 ロ ッ 
ク 色 より も ブル ー ス 、 カ ント リー、 フ ォ ー ク 色 が 強い が 、 繊 細 な 音 
楽 的 探求 と シン プル な 曲 作り が 重い テー マ も まっ すぐ 聞き 手 の 心 に 
運ぶ 。 和 牛 の 立場 で 描い た 1 曲目 ^ 闘 生 "で は 、 牛 が 死 を 前 に し て 「 人 
間 ど も が 墓 の 回 り で こん な に お 祭り 騒ぎ が で きる と は 思わ な か っ た 」 
と つぶ や き 、 2 曲目 “世界 の 縁 に 腰掛 け て ” で は 神 が 世 界 の 混乱 に 
涙 を 流し 、 4 曲目 の アル バム ・ タ イト ル 曲 で は や や 官能 的 な オル ガ 
ン と サッ クス と ギタ ー が 男女 の 怖 ず 怖 ず し た 愛 を 描き 、 5 曲目 で は 
「 君 を 愛し た 、 愛 し て いる 、 愛 する だ ろう 」 と 自分 の 子ども に 歌い か 
け 、 7 曲目“ 木 が 倒れ る ” で は 環境 を 破壊 する 人 間 の 無意識 の 像 慢 
さ を さ り 気 な く あ ぶり だ す 。 控え め な る 傑作 。 (松元 ) 








FRANCOIS BERANGER 
L'altermative 


L P/L'escargot ESC 328 75 年 
CD/Baille Mont CD 887 





フラ ンス で は 本 作 よ り も 「 ル ・ モ ンド ・ ブ ー ジ ュ 」(ESC-323) の 
方 が 有名 だ と 思わ れる 。 フ ラン ソ ワ ・ ベ ラン ジェ の 数 ある アル バム 
の 中 で 本 作 が 何 枚 目 に あたる の か 皆目 見 当 が つか な い 。 何 故に 日 本 
で この 「 ラ ル テ ル ナ テ ィ ヴ 」 の 評価 が 高い か と いう と 、B 面 全て を 
費 し た 名 曲 が 含 まれ て いる か ら で あ り 、 し か も 、 ジ ャ ン ・ ピ エー ル ・ 
アラ ル セ ン の ペン に な る 曲 で ある と いう 事 が 大 き な 理由 で あろ う 。 
実際 に は 旧 A 面 ラス ト の トゥ ・ セ ・ モ ・ テ リブ ル ” か ら そ の 音 世 
界 が 拡がっ て ゆく 。 B 面 の ^ パ リ ・ リ ュ ミ エー ル ? と 名 付け られ た 
大 作 は 、 イ ント ロロ を は じ め と し て バ パック ・ ミ ュー ジ シ ャ ン の 力量 を 
いや と いう 程 に 思い 知ら され る 。 オ リ ジ ナ ル は 見 開き ジャ ケッ ト で 
ある 。 (中 藤 ) 








ダブ ラジ 








inurl FRANCOIS BERANGER 
5 En Puhlie 


L P/RCA L'escargot ESC 340 77 年 
CD/Baillemont CD 888 





文明 批評 、 政 治 批判 な どの テー マ を 歌う 時 、 そ れ が エン ター テイ 
ン メ ント と し て 成立 する に は 、 明 快 で 質 の 高い 音楽 、 そ し て 笑い が 
必要 で ある 。 フ ラン ソ ワ ・ ベ ラン ジェ は この 2 枚 組 ライ ヴ ・ ア ル バ 
ム で それ を 実践 し て いる 。 歌 詞 や 語り の 内 容 を 理解 で き な い と 多少 
辛い が 、 ジ ャ ン ・ ピ エー ル ・ ア ラル セン や フラ ン シ ス ・ ロ ッ ク ウ ッ 
身 あ の 6 三 IR(G 天 えれ だ ウチ キュ ニク mn ロッ ウッ ク ョ ロジ クン ロニ ル 
の サウ ンド は ひと まず それ だ け て 楽し め る 。 エ コロ ジッ ク な 社会 批 
評 の 機械 仕掛 け の 鳥 ?、 都 会 の 工場 労働 者 の 境遇 を 歌い 、 途 中 で ア 
ル ジ ェ リア 戦争 の 死者 の 数 に つい て も コメ ント する 一 片 の 人 生 /、 
大 統領 選 の 選挙 運動 と 候補 者 を 批判 する ^ 闇 取引 プル ー ス “、 多 面 的 
な 文明 批評 を 盛り 込ん だ “マニ フェ スト な ど が 面白 い 。 (松元 ) 


FRANDOIS WERTHEIMER 
Wertheimer 
L P/BYG 529028 





フラ ン ソ ワ ・ ヴ ェ ル テー メ の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。 彼 の 唄 と エ 
マニ ュ エ ル ・ ブ ー ズ の 「Le Jour Ou Les Vaches」 で お 馴染 み の ア 
ラン ・ ス ー ザ ン 、 ド ゥ ドゥ ・ ヴ ェ ス (彼ら は アリ ス の メン バー で も 
ある )、 イ ヴァ ン ・ ジ ュ リ アン ら の 演奏 が 見 事 に 一 体 化 し た 素晴らし 
い 作品 で ある 。 曲調 は 大 きく 二 つ に 分 か れ 、 一 つ は ジャ ケッ ト の デ 
ザイ ン に 象徴 され る ファ ンタ ジッ ク で メロ ディ アス な も の で ある 。 
シャ ン ソ ン の 香り が 漂う ベル テー メ の 叙情 的 な 唄 声 を ギタ ー、 キ ー 
ボー ド 、 オ ー ケ スト ラ 等 が 巧み に サポ ー ト し て いる 。 も う 一 つ は プ 
ー ズ を 思わ す ハ ー ド で 衝撃 的 な も の で ある 。 リ ズム を 強調 し た 演奏 
を バッ ク に 彼 が 力強く 唄う 。 ま た 、 曲 と 曲 の 間 を ^ さ くら 、 さ くら ? 
の オル ゴー ル で 繋い だ 部 分 が 数 ケ所 あり 印象 に 残る 。 (人 賀川 ) 








FRANCOIS WERTHEIMER 
Fermez Les Yeux 
LP/Philips 9101 133 77 年 


本間 人 
ME 


伯  yi 











フラ ン ソ ワ ・ ヴ ェ ル テー メ の 2 作 目 。BYG よ り の 前 作 は 、 量 く ア 
ン ニ ュ イ な シャ ン ソ ン を 絶妙 な オー ケス トレ イシ ョ ン を バッ ク に 唄 
っ て いた が 、 本 作 は あき ら か に 前 作 を 凌ぐ アル バム だ と 言え る 。 A 
面 は 場末 の サー カス を 思わ せる よう な うら 悲し さ を 伴 う シ ャ ン ソ ン 
だ が アレ ンジ の 奇抜 さ に 度 胆 を 抜か れる 。B 面 は へ ヴィ さ を 伴 う 歌 
で 埋め つく され て いる が 、 こ の アル バム の 真 般 は こち ら の 面 に ある 
と いっ て いい 。 ま る で エマ ニュ エル ・ プ ブー ズ (し か も 全盛 期 の ) の 
アル バム か と 思わ せる よう な ベー ス の リフ で 始ま り 、 熱 を 帯び た 、 
パワ フル かな 曲 構成 で 息 も つか せ ぬ B① か ら ラ スト ・ チ ュー ン ま で 素 
晴らし い 流 れ を 創り 出し て いる 。 プ ー ズ や アラ ン ・ カ ー ン ら と 親 し 
く 交 流し て いる シン ガー で ある よう だ 。 (山崎 ) 


AU BWS DES MERVEILLES 
中 


FRANCOIS WERTHEIMER 

Alice APays Des Merveilles 
Raconte Par Wertheimer 
LP/Philips 9101 181 78 年 








フラ ン ソ ワ ・ ヴ ェ ル テー メ に は よく 知ら れ た 2 枚 の アル バム の 他 に 、 
「Popera Cosmic (CBS S7 63981) 」「Gomina (Philips 6325 174)」 
等 、 ロ ッ ク ・ オ ペラ や サン トラ 関係 の レコ ー ド が 数 枚 あ る 。 サ ント 
ラ の 一 部 に 注目 に 値する も の も ある が 、 多 く は プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ 
ッ ク ・ フ ァ ン 向き の も の と は 言い 難い 。 本 アル バム も そう し た も の 
の 一 つ で 、 フ ラン ス の 大 手 レ コー ド 店 に は 必ず コー ナー が ある 、 子 
供 の た め レ コー ド で ある 。 ル イス ・ キ ャ ロ ル の 「 不 思 議 の 国 の アリ 
ス 」 の スト ー リ ー を 数 人 の スト ー リ ー・ テ ラー が 語っ て お り 、 ヴ ェ 
ル テ ー メ も その 一 員 に 加わ っ て いる 。 そし て 、 内 容 に 合わ せ て 、 効 
果 音 や 短い 演奏 が 語り を 盛り 上 げ て いる 。 フ ラン ス 語 が 分 か れ ば 楽 
し め る か も し れ な い が 、 一 般 向き の 作品 で は な い 。 (賀川) 








FRANZ 
Peut-Etre Aux Yeux-Silenee… 
LP/Cat Records CR2001 ? 年 





音 か ら す る と 770 年 代 前 半 の 録音 だ ろう 。 女性 ヴォ ー カ ル 作 と は 言 
っ て も バッ ク の 音 と 一 体 に な っ た 内 容 の 、 そ れこ そ プ ログ レッ シ ヴ ・ 
ロッ ク ・ フ ァ ン が 飛び つく よう な 意欲 的 な 作風 に な っ て いる 。ds、 
g、b、kbd に スト リン グ ス と いう バッ ク の 編成 だ が 、 ハ モン ド ・ オ ル 
ガン の 響き も まっ た く こ ちら の サイ ド の 例 に も れず 、 他 に し て も と 
に か く ピ ン と 来る プレ イ だ 。 ク レジ ッ ト が な い だ け に 余計 興味 を ひ 
か れる 。 意 外 と 知ら れ た 人 が いる の か も し れ な い 。 全 体 の 感じ と し 
て は 例え ば IRIS を 女性 ヴォ ー カ ル に し た よう な イメ ー ジ 。 メ イン の 女 
性 ヴォ ー カ ル は それ ほど 特徴 の ある も の で は な いも の の 、 耳 あたり 
は よく 、 第 一 、 曲 が あり きた りな シャ ン ソ ン も の に お さま ら な い 。 
効果 音 を 使っ た り 、 語 り が あっ た り 、 と 凝っ て いる 。 (松本 ) 











GEDRGES BRASSENS 
ジョ ル ジ ュ ・ プ ラッ サン ス の 
すべ て 


CD/ オ ー マ ガ トキ SC-3104 一 5 














シャ ン ソ ン と は 歌 で ある 。 歌 と は 言葉 で ある 。 言 葉 と は 思想 で あ 
り 、 信 条 で ある 。 ジョルジュ ・ プ ラッ サン ス (1921-1981) は 生 ギタ ー 
と コン トラ バス だ け を バッ ク に 、 ぼ そ ぼ そ し た 口調 で 人 間 の 真実 を 、 
反 権 力 を 、 個 人 主義 思想 を 、 友情 を 、 色恋 好き の フラ ンス 人 気質 を 、 
弱い 者 へ の 愛情 を 歌う 。 シ ャ ン ソ ン 界 最大 の 巨匠 は フラ ンス の 音楽 
界 を 潤し 続け る 泉 で あり 、 そ の 泉 は シャ ン ソ ン 界 だ け で な く 、 フ ラ 
ンス ・ プ ログ レ 界 を も 潤し 、 没 後 も 決し て れ る こと は な い 。 パリ 
ジャ ン 気 質 ' を アン ジュ が 、 い 悪い 噂 ? を モナ リザ が カヴァ ー し て い 
る 。 フラ ンス 音楽 と は 何 か を 語る 時 、 彼 を 忘れ る わけ に は いか な い 。 
この 2 枚 組 の 日 本 編集 盤 に は 代表 作 が 多く 収録 され て お り 、 詳 細 な 
解説 、 対 訳 も つい て いる の で 入門 用 に いい 。 (松元 ) 





ダブ ブラ 








GERARD MANSET 
Ge6rard Mamset 
LP/EMI Pathe C 068 11788 68 年 





'60 年 代 中 頃 か ら 、 シ ング ル や EP を 発表 し て 、 そ れ な り に 知ら れ た 
存在 だ っ た ジェ ラー ル ・ マ ン セ 。770 年 に リリ ー ス され た 「La Mort 
D'Orion」 が 各 音 楽 誌 及び 一 部 の 一 般 誌 で 絶賛 され 、 一 躍 、 そ の 名 が 
知れ 渡っ た 。 本 アル バム は その 2 年 前 に 発表 され た 、 フ ァ ー ス ト ・ ア 
ル バ ム で ある 。 作詞 、 作 曲 、 オ ー ケ スト レイ ショ ン を 全て 彼 一 人 で 
行っ て いる が 、 そ の 非凡 な 才能 が 既に 開花 し て いる 。 全 12 曲 の 小品 
集 で あり 、 自 ら の し っ と り と し た 説得 カカ ある ヴォ ー カ ル に ドラ マチ 
ッ ク か つ ダ イナ ミッ ク な オー ケス トラ を 組み 合わ せ て 、 非 常に 魅力 
的 な サウ ンド を 作り 出し て いる 。 全 体 の 印象 は ロッ ク 的 雰囲気 を 持 
っ た 斬新 な ポッ プス と 言え る 。 次 作 「La Mort D'Orion」 の 登場 を 予 
感 さ せる に 十分 な 力作 で ある 。 (賀川 ) 


GERARD MANSET 
La Mort DOripn 
L P/EMI Pathe CO64-15628 '70 年 





20 年 近い キャ リア を 誇り 、 今 な お 活躍 を 続け る ジェ ラー ル ・ マ ン セ 。 
メロ ディ アス な オー ケス トラ と ヴォ ー カ ル を 中 心 と し た 現在 の 彼 の 
サウ ンド は 完成 度 の 高い アダ ルト 感覚 の ポッ プス で ある が 、 770 年 代 
初期 の 彼 は 正 に フレ ンチ ・ ロ ッ ク 界 の 密 児 で あっ た 。 本 2 nd は 彼 の 
10 枚 を 越え る アル バム の 中 で も 最も クリ エイ ティ ヴ な 作品 で あり 、 
フレ ンチ ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 竹 明 期 を 代表 する 1 枚 で も あ 
る 。 作詩 、 作 曲 、 オ ー ケ スト レー ショ ン を 全て マン セ が 担当 し 、 ダ 
イナ ミッ ク て で 人 迫力 に 富ん だ 音 作り が され て いる 。 弦楽 器 、 フ ルー ト 、 
チェ ン バ ロ 等 に 女性 ヴォ ー カ ル が 絡む 展開 は 一 瞬 オ パス ・ ア ヴァ ン 
トラ を 初 入 さ せる 。 ま た 、 ク ラ シ カ ル か つ リ リカ ル な オー ケス トラ 
を バッ ク に 切々 と 歌い 上 げ る 男性 ヴォ ー カ ル も 印象 的 で ある 。 
(賀川 





GERARD MANSET 
Long Lomg Chemim 
L P/EMI Pathe 2C 062-12342 72 年 








「La Mort D'Orion」 に 続く Gerard Manset の 3 rd アル バム 。 名作 
と し て 評価 の 高い 前 作 に 比べ て 、 シ ン ガ ー と し て の 彼 自身 が 前 面 に 
出 た 音 作り と な っ て いる 。Emmanuel Booz の 「Le Jour Ou Les Vaches 
…」 に 似 た 作風 で 、 前 作 同 様 の 壮大 な オー ケス トラ ・ ア レン ジ が 光 
る 傑作 で ある 。 彼 自 身 の ヴ ォ ー カ ル は Booz の 様 な 迫力 こそ 無い が 、 
仲 々 の 説得 力 が ある 。 本 作 以 降 は より シン ガー と し て の 色合い が 濃 
く な り 、「2870」 等 プロ グレ ッ シ ヴ な 方 向 性 を 持っ た 作品 も 見 られ る 
が 、 全 般 的 に は ポッ プス 指向 の 作風 と な っ て いる 。 尚 、 現 在 彼 の 作 
品 の 多く が CD 化 (一 部 の リミックス が 施さ れ て いる ) され て いる が 、 
初期 の 作品 に つい て は 彼 自身 が 内 容 に 不満 を 持っ て いる 為 、CD 化 の 
予定 は 無い と の こと で ある 。 (中 島 洋一 ) 


GERARD MANSET 
2870 


L P/EMI Pathe 2C 068-14482 
78 年 





大 物 シ ン ガ ー、 ジ ェ ラ ー ル ・ マ ン セ の 硬派 な 一 作 。 ヒ プ ノ シ ス が 
デザ イン し た ジャ ケッ ト 、 内 袋 の 写真 、 こ れ ら モノ トー ン の 色あい 、 
な ど で な ん と な く ア ル バ ム の 感触 が 伝わり そう だ が 、 こ の アル バム 
は と て も と が っ て いる 。 それは バ パック が シン プル な ロッ ク 形 態 だ か 
ら か も し れ な い 。 突き ささ っ て くる よう な 音 を し て いる 。 特に 2 曲 か 
ら な る B 面 は 、 マ ン セ 自身 に よる オー ケス トレ ーション と 彼 の ヴォ ー 
カル が これ に 一 体 と な り 切 迫 感 が 強い 。 マ ン セ に は 多分 に こう し た 
歌 物 の 枠 を 超え た 側面 が ある が 、 ア ル バ ム 単位 で は 「La Mort D'Orion」 
な ん か に 並ん で イン パク ト が 強い 。「La Mort 一 」 が クラ シッ ク の 要 
素 が 強い と すれ ば 、 こ ちら は 余分 な もの を そぎ お と し た ロッ ク の 要 
素 が 強い 。 冷 た いと 言う より も きつ い 印 象 が する 。 (松本 ) 








層 叫 GILBERT BECAUD 
Desperado Olympia 83 
LP/EMI Pathe 172775.1 「'83 年 





ジル ベー ル ・ ベ コー は 1927 年 、 南 仏 の トゥ ー ロ ン 生 まれ の 作曲 家 
兼 ピ アニ スト 兼 歌手 。1952 年 に ` 十 字 架 "と いう 歌 で デビ ュー し 、 
1954 年 に は オラ ン ピ ア 劇場 で 歌い 、 観 客 が 椅子 を 壊す ほど の 熱狂 を 
生み 出し 、「 ム ッシュ ー10 万 ボル ト 」 の 異名 を と る 。 ロ ッ ク ン ・ ロ ー 
ル 誕 生前 の 話 だ 。 南 仏 的 な パワ ー と 熱気 で 歌わ れる 彼 の 歌 は 容易 に 
国境 を 越え 、 ア メリ カ や 日 本 で も よく 知ら れ て いる 。 “絶望 し た 男 ”、 
^ 競 売 の 風景 ?、^ 憧 れ の 女 ?、^ ユ カタ パ の イン ディ アン "な ど 、 こ の 
ライ ヴ ・ ア ル バ ム で も その 熱気 が 堪能 で きる 。 な お 、 本 盤 に も 入っ 
て いる “ 神 の 思い の まま に ′ と いう 曲 は "レッ ト ・ イ ッ ト ・ ビ ー・ 
ミー*” と いう 英語 詞 で アメ リカ で も ヒッ ト し 、 ニ ュー・ ト ロ ル ス あぁ も 
0 ジジ エリ MI ドコ コク it の 292 生 で 注 の 4 ア 、 二 GUN だ (松元 ) 





品 LBERT LAFFAILLE 
Nettoyage De Printemps.… 


L P/Accord Musidisc ACV 130001 
78 年 


7 77 





ジル ベー ル ・ ラ ファ イ ユ は 1948 年 、 パ リ 生 まれ 。 芸 術 評論 家 を 父 
に 持つ 恵まれ た 家庭 で 育つ が 、 文 学 専攻 の 大 学生 時 代 、1968 年 5 月 
革命 の 学生 運動 で 彼 は 変わ っ た 。 卒業 後に つい た 国語 (フラ ンス 語 ) 
教師 の 職 は 3 年 で や め 、 色 々 な 職業 を 経て 歌 を 作り 始め る 。 こ れ は 
1977 年 の 「 大 統領 と 象 」 に 続く 2 作 目 の アル バム 「 春 の お 掃除 」。 ジ 
ャ ン ・ ミ ュ ズ ィ が 編曲 と キー ボー ド を 担当 し た フォ ー ク 的 な 作品 で 
ある 。 彼 の 作詞 作曲 する 歌 は 穏やか だ が 、 鋭 い 批評 精神 と 詩情 と ユ 
ー モ ア が 実に フラ ンス 的 で ある 。 比類 な い 美 し い タ イト ル 曲 の 他 、 
鮮やか な 批評 精神 に 類 が 郭 む ~ 筆 記 試 験 ?、 大 食 漢 に 食べ られ て し ま 
う 卵 が 嘆く 歌 大食漢 " な ど が 愉快 で 素晴らし い 。 日 本 で も 近作 と 
編集 盤 各 1 枚 が 発売 され た 。 (松元 ) 





アブ ププ 








閲 lm | | RILLES ELBAZ 
> 昌 合 lles EIDaz 


リ L P/Alvares C456 71 年 





マグ マ 関 係 の レコ ー ド と し て は トッ プ ・ ク ラス の コレ クタ ー ズ ・ 
アイ テム 。 ジ ル ・ エ ル バ は 我国 で は 全く 、 フ ラン ス で も あま り 知 ら 
れ て いな い が 、 実 力 派 の シン ガー で 5 枚 程 度 の アル バム を 発表 し て 
いる 。 中 で も 本 作品 は 全曲 テディ ・ ラ スリ の アレ ンジ 、 バ ッ ク は ラ 
スリ 他 、 フ ラン シス ・ モ ー ズ 、 ク ロー ド ・ ア ンジ ェ ル 、 ク リス チャ 
ン ・ ヴ ァ ン デ と いう 豪華 メン バー。 エル バ の 切々 と 歌い 上 げ る 暗め 
の 歌 と ヴァ ン デ ら の や や ジャ ズ ィ で 重 味 の あ る 演奏 が うま く 融 け 合 
い 説得 力 あ る サウ ンド を 作り 出し て いる 。 全 員 が か な り の 熱演 で あ 
る 。 (賀川 ) 





還 LLES ELBAZ 
Le Reflet Dans La Vitre 
L P/A.B.A.BLB 110 ? 年 


gilles elbgz 
cle reflet dens lg vitrey 


ーー 
に CE 











ジル ・ エ ル バ の 後期 の 作品 。 ク リス チャ ン ・ ヴ ァ ン デ ら の マグ マ の 
メン バー と 共演 し た こと は 有名 で ある が 、 他 に ジー グフ リー ト ・ ケ 
スラ ー が バッ ク を 務め た アル バム な ども あり 、 い ずれ も 単なる ヴォ 
ー カ ル 作 品 を 越え る も の と な っ て いる 。 本 アル バム に は Kirt Rust(ds) 、 
Jeff Sicard(sax、b-cl,oboe) 、Robert Schaz(key) 、Pascale Degli 
(vo) ら が 参加 し て いる 。 女性 ヴォ ー カ ル を 含む 、 軽 いな が ら も 繊細 
で 非常 に セン ス の よい 、 ジ ャ ズ ィ な 演奏 を バッ ク に 、 ジ ル バ は フラ 
ンス 語 の アク セン ト を 活か し た 、 表 現 力 豊か か ヴォーカル を 披露 し 
て いる 。 どちら か と いう と 暗め で 、 リ リカ ル な サウ ンド は プロ グレ 
ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に も 支持 され る で あろ う 。 こ の 種 の 作品 と 
し て は 傑出 し た 出来 と 言え る 。 (賀川 ) 





還 LLES JANEYRAND 
illes Janeyrand 
LP/Heloise Disques HEL 67111 





この ジル ・ ジ ャ ネ ラ ン の アル バム は 純粋 の シャ ン ソ ン と し て の 評 
価 を 下す の が 正しい よう に 想う 。 こ こ に は 人 生 が あり 、 喜び が あり 、 
悲し み が あ る 。 た だ し 彼 の 視点 は そん な 世界 の 外側 に ある 。 ち ょ う 
僕 の 有る: イタ 0 の カン タウ ドー レ マ ウ si ロー ジン が を の 
で ある よう に 。 僕 に は 残念 な が ら 彼 の 事 は 何 も わ か ら な い 。 プ リュ 
ッ セ ル の 古い レコ ー ド 店 で 見 つけ た レコ ー ド で ある 。 バック に 流れ 
る 多彩 な キー ボー ド が 彼 の 音 世界 を 形成 する の に と て も よい 効果 を 
あげ て いる 。 それは この アル バム の コン ポー ザー で ある ドミ ニク ・ 
プリ エー ル に 依る と ころ が 大 きい よう だ 。 彼 は 全て の キー ボー ド を 
弾い て いる 。 (山崎 ) 


HUBERT-FELIX THIEFAINE 
Mete0 Fi Nada 


LP/CBS STE 26526 '86 年 
CD/CBS STE CD 26526 





日 本 で は 全く 無名 で 、 筆 者 の 知る 限り で は 、 そ の 筋 の ファ ン や 業 
界 人 の 間 で も 話題 に な っ た こと が な い ロ ッ ク 歌 手 、 ユ ベー ル ・ フ ェ 
リッ クス ・ テ ィ エ フェ ー ヌ 。1948 年 生ま れ の 彼 は 1983 年 か ら ス テー 
ジ 活 動 を 始め 、1976 年 か らし ば らく トニ ー・ カ ル ボ ナー ル の グル ー 
プ 「 マ シャ ン 」 と 共演 し 、1978 年 に 単独 で デビ ュー・ ア ル バ ム を 発 
表し 、 現 在 ま で に 15 枚 の アル バム が ある 。 他 国語 も 混ぜ た 奇妙 な 歌 
詞 と メロ ディ を 持つ 曲 を 独特 の 退廃 的 な 声 で 歌う 。 本 作 は 「 肉 体 は 
血 を 流す の が 定め 」 と 歌う 1 曲目 の ^ デ ィ ー ス ・ オ レ ・ ス パラ ドラ ・ 
ジョ ー イ ′(「 ス パラ ドラ 」 は 包帯 の こと )、 3 曲目 の “早漏 / (お い 
お い )、 6 曲目 の ` 直 立 二 足 動物 "、 最 後 の ^ 過 つ は 人 の 常 ” (ラテ ン 
語 だ ) な ど 、 一 風 変 わ っ た 面白 さ に 満ち て いる 。 (松元 ) 








ISABELLE ADJANI 
ISahelle Adjami 


L P/Philips 814 827-2 
CD/Philips 814 827-2 
日 本 フォ ノ グ ラ ム PHCA 74 





ゲン スプ ブー ル は 愛妻 ジ シェー ン を は じ め と し て 、 多 く の 女 優 た ち に 
曲 を 書き 、 ア ル バ ム を プロ デュ ー ス し て いる が 、 こ の イザ ベル ・ ア 
ジャ ー ニ の 唯一 の アル バム は それ ら の 中 で も 最も 良い 出来 の 1 枚 だ ろ 
う 。 例 に よっ て アジ ャ ー ニ も また 震え る よう な 細か い カ スレ 声 で へ 
タ に 歌っ て お り (アジ ャ ー ニ の 証言 に よる と 、 ゲ ンス プー ル は いか 
に も ウマ い 歌 が 嫌い で 、 自 分 が プロ デュ ー ス する 女性 た ち は 、 わ ざ 
と ヘタ クソ に 歌わ せ た の だ と いう )、 一 聴 し た 限り で は 、 ほ と ん ど バ 
ー キ ン の アル バム の よう だ が 、 そ うし た 中 に も 確か な 自己 主張 の 欲 
望 と 気性 の 激 し さ を 感じ させ る 。 計 11 曲 全て ゲン スプ ー ル の 書き 下 
し だ が 、 内 5 曲 の 作詞 又は 作曲 で アジ ャ ー ニ も 協力 し 、 多 才 ぶ り を 見 
せ て いる 。 バック は 英 の アラ ン ・ ホ ー ク ショ ウー 派 。 (松山 ) 





JACOUES BREL 
Brel 


L P/Barclay 96010 77 年 
CD/Barclay 866 726-2 





雲 が 浮か ん だ 空 の 写真 に 「BREL」 と だ け 書 か れ た ジャ ケッ ト 。 南 
太平 洋 の マル キー ズ 諸 島 で の 癌 と 戦い な が ら の 何 年 か の 隠 遂 生 活 の 
後 、1977 年 に 突如 パリ に 戻っ て 録音 し た ブレ ル の 白鳥 の 歌 。 本 盤 発 
表 後 、1978 年 10 月 12 日 に 彼 は 世 を 去っ た 。 日 本 盤 は 「 偉 大 な る 魂 の 
復活 」 と 題 さ れ た が 、 そ れ は まさ に 本 盤 の 内 容 を その も の で ある 。 1929 
年 、 プ ブリュッセル 生ま れ 。24 歳 の 時 に パリ に 上 る 。 俗悪 と 偽善 を 嫌 
う 誠 実 さ に 満ち た 自作 曲 が 徐々 に 多く の 人 々 の 共感 を 呼ぶ 。 ア ンジ 
ュ も 強く 彼 の 影響 を 受け た 。 本 盤 は 、 労 働 者 の 支援 に 力 を 入れ た 社 
会 主義 者 、 ジ ャ ン ・ ジ ョ ー レ ス へ の 敬意 を 込め て アコ ー デ ィ オ ン だ 
け の 伴奏 で 歌っ た ^ ジ ョ ー レ ス は 殺さ れ た ′ か ら 、 最 後 の ` 和 か な 
る マル キー ズ 諸 島 ” まで 、 崇 高 な 歌声 が 心 に 深く 響く 。 (松元 ) 





ラプ ち 








JAC0UES DUTRON6 
Guerre Et Pets 
LP/WEA Gaumont Musique 753801 


KN の も DS 1 


DUTRONG | 





俳優 で も あり 、 シ ン ガ ー・ ソ ング ライ ター で も あり 、 フ ラン ソ ワ 
ー ズ ・ ア ルディ の 私 生活 の パー トナ ー で も ある ジャ ッ ク ・ デ ュ ト ロ 
ン 。 こ の アル バム は 題し て 「 戦 争 と お な ら 」。「 お な ら 」 と 「 平 和 」 
が と も に 「 べ 」 と いう 発音 で ある こと に 引っ 掛け た 言葉 遊び で まず 
笑わ せ て くれ る 。 彼 の 歌 は どれ も この 手 の 言 葉 遊び や ユー モア や 毒 
を 含ん で いる の で 、 フ ラン ス 語 が 解ら な いと 辛い か も し れ な い 。 本 
作 は 全 10 曲 中 6 曲 が セ ル ジ ュ ・ ゲ ンズ ブー ル の 作詞 だ と な れ ば な お 
さら で ある 。 1 曲目 は 差別 的 な 野 り 言葉 を 散々 並べ て お いて 「 お い 
ら は ペニス だ か ら 」 と オチ を つけ る 「 愛 の 賛歌 ?、 2 曲目 は 野菜 の 名 
前 が 入っ た 成句 を 織り 込ん だ ~ 食 用 の バラ ー ド ” と いう 具合 で ある 。 
な お 、 ベ ー ス は ジャ ニッ ク ・ ト ッ プ が 担当 。 (松元 ) 








了 。 JAEOUES HGELIN 
No Man's Lamd 


L P/Pathe EMI 2C 06814554 '78 年 
CD/Pathe EMI 7928392 


1940 年 生ま れ 。 映 画 、 前 衛 シ ャ ン ソ ン の 世界 を 経て 、1970 年 代 か 
ら カ リス マ 的 な 人 気 を 得る 。 フ ラン ク ・ ザ ッ パ 的 前 衛 性 と 多彩 な 音 
楽 性 、 ブ ルー ス ・ ス プリ ング ステ ィ ー ン 的 パワ ー、 和 桑田 佳 佑 的 ポッ 
プ 性 が フラ ンス の シャ ン ソ ン の 土壌 、「 歌 う 狂人 」 と 評 さ れ た シャ ル 
ル ・ ト レネ の 影響 の 上 に 花 開 き 、 無 垢 と 背徳 で 精神 を 解放 する の が 
ジャ ッ ク ・ イ ジュ ラン で ある 。 本 作 は 1970 年 代 の 代表 作 で 、 彼 の ス 
タン ダー ド の “出発?、^ エ レベ ー タ ー の 中 の 飛行 士 ?、^ 民 衆 の 敵 ナ 
ン パ バー・ ワ ン の 恋人 へ の 手紙 ” を 含む 。 エ レク トロ ニッ ク ・ バ ラー 
ド ^ 美 の よう な L” や 最後 を 飾る 10 分 に 及ぶ “ 愛 と は 何 か を 知ら ず 
に * も 名 曲 。 フ ラン シス ・ モ ー ズ 、 セ ル ジ ュ ・ ペ ラ ト ネ ー ル 、 ク リ 
スチ ャ ン ・ ル ルー、 ダ ン ・ ア ル ・ ブ ラ ら が 参加 。 (松元 ) 





JACOUES HIGELIN 
Higelin A Bercy 


LP/Pathe EMI 2609853 86 年 
CD/Pathe EMI 7462758 





ユ ッ ス ー・ ン ドゥ ー ル と モリ ・ カ ン テ を ゲス ト に 迎え た 1985 年 の 
大 コン サー ト を 収録 し た ライ ヴ ・ ア ル バ ム で 、 イ ジュ ラン の カリ ス 
マ 性 と パワ ー が 2 時 間 以 上 に わた っ て 全開 し て いる 。 波 めど も 尽き 
ぬ イ ジュ ラン の 想像 力 と 創造 性 、 詩 情 、 優 し さ 、 狂 乱 。 級 密 な リハ 
ー サ ル を し た うえ で 自由 誕 放 に 繰り 広げ られ る 即興 的 な 展開 の 楽し 
さ 。 フ レン チ ・ プ ログ レ ・ フ ァ ン に は お 捉 染み の ギヤ ー ル 兄弟 、 ブ 
ノワ ・ ヴ ィ ド マン 、 パ トリ ッ ク ・ ゴ ー テ ィ エ 、 エ リッ ク ・ セ ラ ら が 
参加 。「 私 は 叫び 、 私 は 泣き 、 私 は 笑う プ 野 に 咲く 花 の 脇 で 思い わ 
ずら わ ず / 春 の 魂 の 中 で 呆然 と し て ときめく 心 、 締 め 付 けら れる 
心 プ 起り に よっ て 、 人 生 の は か な い 美 し さ に よっ て 」(3 曲目 ^Tete 
En Lair ( 心 う き う き )” より ) (松元 ) 





772777777 光 馬 


JACOUES HIGELIN 
Tomhe Du Ciel 


L P/Pathe EMI 7915141 '88 年 
CD/Pathe EMI 7915142 


プリ ジッ ト ・ フ ォ ン テー ヌ に 始ま る イジ ュ ラ ン の 共演 歴 は 驚く ほ 
ど 多 彩 で 、 フ ラン ス の プロ グレ 関係 者 は ほとん と 共演 歴 が あり 、T. 
レッ クス の ギタ リス ト の ミッ キー・ フ ィ ン と も 演 っ た こと が ある が 、 
本 作 「 空 か ら 落 ち て 」 で は 、 ウ ィ リ アム ・ シ ェ ラ ー、 ド ゥ ドゥ ・ ニ 
ジャ エ ・ ロ ー ズ 、 チ ャ ー リ ー・ オ リン ズ ( 元 エ スク ワイ ア ) ら も 参 
加 し 、 ク ラシック 、 フ ァ ン ク 、 ア ラブ 音楽 、 ラ テン な ど が 彼 流 に 消 
iDSGIGN の 2200 2(29RIEI ッ クウ II ドイ ーー の や 0 
ム ・ マ シン が 独特 の Follow The Line”、 父 親 の 思い 出 に 捧げ られ 
た モン スー リ 公 園 '、 フ ラン ス 革 命 200 年 を 記念 し た 自作 の クラ シ 
ッ ク 曲 ^ 人 権 交 響 曲 /、「 無 を 玖 れ る な / 君 は そこ か ら 生 まれ た の だ 
か ら 」 と 優し く 語 る “無垢 など が 彼ら し い 。 (松元 ) 








JACOUES HIGELIN 
Le Rex 
LP/Pathe EMI 7810142 '92 年 





1992 年 2 月 に パリ で 収録 され た ライ ヴ ・ ア ル バ ム 。 こ うい う ラ イ 
ヴ ・ ア ル バ ム を 前 に する と 、 魅 力 の 分 析 が 馬鹿 々 々 し く な る 。 了 動 
感 溢れ る 1 曲目 の “Jack In The Box (びっ くり 箱 )"。 ニコ ラ ・ フ 
ィ ッ ツマ ン (ベー ス 、 元 コス )、 続 木 力 (ハー モニ カ 、 フ ルー ト )、 
ダヴ ィ ッ ド ・ サ ルカ ン (ドラ ム ス ) ら の 完成 度 の 高い 演奏 を 得 た 名 
曲 ( シ ジ シャンパーニュ “が 12 分 に わた っ て 地獄 の 宴 を 描き だ す 。 `^ 不 法 ” 
で は 「 禁 じ ら れ た 行為 だ けが 俺 を 興奮 させ 、 起 像 力 を 刺激 する 」 と 
禁断 の 愛 が 歌わ れる 。^ 鳥 人 "で は 壮大 な が サッ クス や キー ボー ド や ハ 
ー モ ニカ や ドラ ム ス が 空中 を 飛ぶ 人 間 の 次 を 歌い 上 げ る 。 カ ント リ 
一 風 バ ラー ド ^( 魂 の 休息 に は ) 名 前 が な い ” の 前 の 優し く 詩情 に 浴 
れ た 語り 。 美 し い 魂 と 精神 の 自由 。 (松元 ) 








JEAN-FRANCOIS PAPIN 
Insane Dance 
LP/Upon TYNE 382 





ISarie 











「 イ ン セ イン ・ ダ ンス (狂気 の 舞踏 )」 と 名 付け られ た この アル バム は 、 
リュ ッ ク ・ マ リア ニ を 中 心 と する 音楽 集団 ロッ ク ・ ク リティ クス の 一 
員 ジ ャ ン ・ フ ラン ソ ワ ・ パ ピン の ソロ ・ デ ビュ ー 作 品 で ある (プロ デュ 
ー ス は マリ アニ )。 彼 ら の 作品 を 聴く て 度 に 思う こと で は ある が 、 こ の ア 
ル バ ム も シン セ サ イ ザー の 使い 方 が 独 持 か つ 巧 み で ある 。 何と いっ て 
も ハイ ライ ト は B 面 で あり 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター を バッ ク に 淡々 
と 唄い 始め 、 遂 に アラ ン ・ ノ ソノ レン ティ 「 ア リア 」 の 世界 に まで 至る 曲 、 
シン セ サ イ ザー が 流れ る 中 、 ギ ター を か き 只 ら し 、 ち ょ うし っ ぱ ず れ 
の 歌 を 唄っ た 曲 、 ロ ッ ク ・ ク リティ クス に 通じ る 良い 意味 で つか み ど 
ころ の な い 曖 昧 模 と し た 曲 等 、 い ずれ も 素晴らし い 出 来 で ある 。 ア 
ル バ ム ・ タ イト ル に 偽り な し 、 狂 気 の 1 枚 で し た 。 ( 損 川 ) 





























ジブ どら 








8 JEAN-JACOUES GULDMAN 
NH En Puhlie 


L P/Epic EPC 4501911 '86 年 
CD/Epic EPC 450191 2 





タイ ・ フ ォ ン な き 後 、 彼 が ソロ 歌手 と し て フラ ンス 語 盤 ア ル バ ム 
を 4 枚 由 し た 後 の 初 の ライ ヴ ・ ア ル バ ム 。 初期 の 代表 曲 が ほ と ん ど 
すべ て 、 聴 衆 の 熱い 反応 と と も に 聞け る 。 無論 タイ ・ フ ォ ン の 曲 は 
な い 。 前 々 作 、 前 作 の アル バム ・ タ イト ル 、「 前 向き な 」、「 認 証 を 受 
けず 」 が 示す よう に 、 成 計 し 独立 し た 精神 の 成人 に 向け て 書か れ た 
歌詞 な の に 、 歌 詞 を 暗記 し た 少女 た ち が コ ン サ ー ト に 詰め 掛け る と 
いう 彼 の 人 気 の 内容 が 、 彼 の 社会 的 影響 力 の 大 き さ を 浮き 彫り に し 
て いる 。 エ リー ト 校 の ビジ ネス ・ ス クー ル を 卒業 し 、 硬 派 の 雑誌 で 
首相 と も 対談 する 知識 人 で あり 、 人 権 擁護 と 社会 的 公正 を 追求 する 
社会 活動 家 で あり 、 音 楽 的 才能 溢れ る 音楽 家 で ある 、 文 字 通り 「 黄 
金 の 男 」 が 到達 し た 第 一 の 頂点 。CD は LP よ り 2 曲 多い 。 (松元 ) 

















JEAN-JACOUES GiDLDMAN 
Entre 5ris Clair Et ris Fonc6 


L P/Epic EPC 460404 1 '87 年 
CD/Epic EPC 460404 2 
Epic ソ ニー 25-8P-5280 








彼 は この アル バム で 音楽 の 幅 を 飛躍 的 に 広げ 、 新 た な ステ ッ プ を 
踏み だ し た 。 前半 は 電気 楽器 に よる ポッ プ ・ ロ ッ ク 、 後 半 は 生 楽器 
に よる 多種 多様 な 曲調 で 歌う 。 作詞 、 作 曲 、 編 曲 、 歌 、 演 奏 、 プ ロ 
デュ ー ス を こなす 彼 の 歌 の 高い 完成 度 は あき れる ほど だ 。10 代 の ア 
イド ル に すぎ な いと か 一 発 屋 と か 売れ 線 流行 曲 メ ー カ ー と か いう 冷 
笑 が 過去 に あっ た が 、 そ れ を 一 掃 す る 強力 な 作品 。 個 の 内 面 の 自立 、 
連帯 感 、 孤 独 、 優 し さ 、 建 設 的 な 社会 参加 の 意志 な どの メッ セー ジ 
は 決し て 薄っぺら に な ら ず 、 強 い 説 得 力 で 胸 を 打つ 。 フ ラン ス で は 
100 万 セッ ト 以 上 が 売れ 、 彼 の 歌 に 共鳴 する 若年 層 を 指し て 「 ゴ ー ル 
ド マ ン 世代 」 な る 言葉 も 生ま れ た 。 な お 、 日 本 盤 は 1985 年 の アル バ 
ム 「Non Homologue」 の 曲 も 混ぜ た 抜粋 編集 盤 。 (松元 ) 








FREDERICKS, ULDMAN, JONES 
Sr Sceme 
CD/Columbia COL 472787 2 '92 年 





ジャ ン ・ ジ ャ ッ ク ・ ゴ ー ル ド マ ン が 女性 ヴォ ー カ リス ト の キャ ロ 
ル ・ フ レデ リッ クス と ギタ リス ト の マイ ケル ・ ジ ョ ー ン ズ と の 共同 
名 義 で アル バム を 作る よう に な っ た 後 の 1991 年 の ライ ヴ 。 良 い 意味 
で の ポッ プ な 音楽 ゆえ の 、 聴 衆 と 演奏 者 の 間 の 一 体感 が 素晴らし い 。 
ジャ ケッ ト に 記さ れ た 「 私 達 は 以前 と 同じ よう に 再会 し た わけ で は 
な い が 、 た ぶん 自ら を 真 に 見 い だ ば し た の だ 」 と いう 言葉 が 演奏 者 と 
聴衆 双方 の 成 吾 を 暗示 する 。 バ ラー ド 曲 “La-bas” が 感動 的 だ 。 ア 
ル バ ム 「Entre gris clair et gris fonce」 で 発表 され た 、 シ リマ と い 
う 女 性 歌手 と の デュ エッ ト 曲 だ が 、 本 作 で は 彼女 の パー ト を サッ ク 
ス が 奏で 、 聴 衆 が 歌う 。 1 枚 の 真 撃 な アル バム を 残し て 天 逝 し た 彼 
女 を 演奏 者 と 聴衆 と で 深く 悼む 暖か さ が 心 を 潤す 。 (松元 ) 


FREDERICKS, GOLDMAN, JONES 
R0uge 
CD/Columbia COL 474955 2 "93 年 





ジャ ン ・ ジ ャ ッ ク ・ ゴ ー ル ド マ ン の 現時 点 で の 最新 作 、「 赤 」。 プ 
ル ガ リ ア や ロシア の 合唱 隊 、 ダ イア ー・ ス トレ イツ 風 プ ブル ー ス ・ ロ 
ッ ク (歌詞 に マー ク ・ ノ ッ プ ラー の 名 が 出 て くる ) 、 ハ ー ド ・ ロ ッ ク 
まで 取り 込み 、 新 た な 高み に 登っ た 。 彼 に 強い 影響 を 与え た シャ ン 
ソン 界 の 巨匠 レオ ・ フ ェ レ の 死 も 悼 ん で 「 抱 き 締 め て お くれ 、 悪 魔 
を 閉め 出し て 」 と 歌う 1 曲目 抱い て お くれ ?、 国 境 を 越え た 人 間 の 
連帯 を 歌っ た 3 曲目 ` 世 界 の 歌 は 何 を 語る ” や 8 曲目 ` 同 胞 ”、 希 望 
に つい て の 歌 の 6 曲目 ^ 赤 ”、 投 獄 さ れ た 人 や 妨 婦 の 境 遇 を 通じ て 人 
間 の 尊厳 を 歌う 12 曲 目 ^ 目 を 閉じ て ′ な ど 、 間 接 的 な メッ セー ジ と 
強力 な 音楽 が 聞き 手 の 想 像 力 を 刺激 する 。 一 人 で も 多く の 人 に 聞か 
れる べき 、 現 代 フ ラン ス 最 高峰 の 歌手 で ある 。 (松元 ) 








JEAN-ROGER-CAUSSIMON 
Chante J.R. aussimon 





1918 年 に 生ま れ た ジャ ン ・ ロ ジェ ・ コ シモ ン は 本 来 は 役者 や コメ 
ディ アン と し て 知ら れ て いた 人 物 。 シ ャ ン ソ ン 歌 手 と し て の 出発 は 
か な り 遅 く 、 既 に 50 才 を 過ぎ た 70 年 代 に 入っ て か ら の こと だ 。 こ の 
作品 は サラ ヴァ か ら 770 年 に リリ ー ス され た も の で あり 、 プロ デュ ー 
ス を ピエ ー ル ・ バ ルー、 作 曲 に は レオ ・ フ ェ レ や フラ ン シ ス ・ レ イ 
な ど 当 時 活躍 中 の 人 物 が 多数 参加 し て いる 。 内 容 は 全体 に 多彩 な ア 
レン ジ が 施さ れ て いて 大 変 聴き や すく 、 外 国人 が パリ や シャ ン ソ ン 
に いだく イメ ー ジ に 忠実 な スタ ル ジ ッ ク な 雰囲気 を 持っ て いる 。 
コシ モン の ヴォ ー カ ル は 淡々 と し て いて 素朴 な 味わい が あり 、 シ ャ 
ン ソ ン 入 門 向 け の 佳作 と いっ た 出来 で ある 。 ( 関 ロ 








JEAN TRISTAN 
Je Dois Ne Pas Me Taire 
L P/Disques Alvares C495 


前 


Je dois ne pas me taire 





ジャ ン ・ ト リス タン (vo, g) 自身 、 そ し て 本 作 、 参 加 ア ー テ ィ ス ト 
4 名 、 一 切 不詳 で ある 。 全 曲 、 ト ルコ 、 ス ペイ ン 、 モ ザン ピー ク 等 
計 9 名 の 前 衛 詩 人 の 詩 に 彼 が 曲 を つけ て 歌っ た も の で ある 。 作品 自 
体 は 彼 の シン ギン グ を 中 心 と し た 所 詩 シ ン ガ ー の 作品 で ある が 、 バ 
ッ ク の アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター、 ヴァ イオ リン 、 タプ ラ 等 の 民族 楽 
器 等 に よる 演奏 と その メロ ディ ー・ ラ イン に ジプシー 音楽 、 イ スラ ム 
色 、 或いは 中 近東 色 を 反映 し て お り 、 か つ 暗 い 究 囲 気 を 生ん で いる 。 
この 暗 さ や 民族 楽器 の 使用 は 、 多少 に か か わら ず 特 に "70 年 代 前 半 の 
フォ ー ク 全般 に 独特 の 共通 事項 で あっ た こと か ら 、 本 作 も その 頃 の 
作品 か と 思わ れる 。 そし て 本 作 は 彼 が 文学 志向 で あり フォ ー ク と い 
う 領 域 で 意欲 的 な シン ガー で ある こと を 物語 っ て いる 。 (松本 ) 























ラブ 








JEANNE MAS 
Les Crises De Lame 


L P/EMI Pathe Marconi 7918171 
"89 年 
CD/EMI Pathe Marconi 7918172 





ジャ ン ヌ ・ マ ス は 1984 年 に デビュー し 、 た ち ま ち 人 気 を 得 た 女性 
歌手 。 作詞 を 主体 と し た 自作 の 曲 を 歌う 。 優 し さ 、 激 し さ 、 美 、 退 
廃 、 エ ロティ シズ ム 、 繊 細 さ 、 エ エキセントリック さと 多く の 面 を 持 
っ て いる が 、 ア ル バ ム ご と に エキ セン トリ ッ ク さ の 比重 が 増し て い 
る こと は 、 彼 女 自 身 の ア イデ ア に よる 、 髪 を 刈り 上 げた 彼女 の セク 
シー で エキ セン トリ ッ ク な 本 作 の ジャ ケッ ト 写 真 で も わか る 。 安易 
な 言い 方 だ が 、 フ ラン ス 版 マドン ナ と いえ ば 当たら ず と も 遠から ず 
だ と 思う 。「 魂 の 危機 」 と いう この アル バム は 4 作 目 で 、 マ ニュ ・ カ 
た ェ 、 デ ヴィ ッ ド "・ 選 一 ズ 、 トド ニー・ レ ヴィ ン が 3 人 析 っ て 人 金 
的 に 参加 。 歌詞 の 面 で は 、 戦争 に 狩り 出さ れ た 男 の 立 場 か ら 歌う ^ キ 
ャ ロラ ン ” の よう な 熱い ラブ ソン グ が 良い 。 (松元 ) 


JEANNE MOREAU 
Jeanne Mreau 
CD/Jacques Canetti 195482 87 年 





ヌー ヴェ ル ・ ヴ ァ ー グ の 女王 ジャ ン ヌ ・ モ ロー は 、 歌 の 方 も 極め 
て チャ ー ミ ング だ 。 テ クニ ッ ク や 声量 な ど 、 決 し て 歌唱 力 が ある わ 
で は な い 、 と いう か 。 は っ きり 言っ て か な り ヘ タ な の だ が 、 と に か 
く 他 の 女性 歌手 や 女優 に は な い 特 殊 な 魅力 を 持っ て いる 。 こ れ は ひ 
と え に 彼 女 の 知性 の な せる ワザ だ ろう 。 計 20 曲 収録 され た この ベス 
ト 盤 は 、'64 年 に アカ デミ ー・ シ ャ ルル ・ ク ロ 大 賞 を を 受賞 し た アル 
バム 「12 の シャ ン ソ ン 」 の 全 12 曲 を 中 心 に 編 ま れ て お り 、 作 詞 は 全 
て シリ ュ ス ・ バ シア ー ク (イラ ン 生 まれ の シン ガー・ ソ ング ライ タ 
ー で 、 画 家 ・ 小 説 家 で も あっ た ) 、 作 曲 は 映画 音楽 の 巨匠 ジョ ル ジ ュ ・ 
ドル リュ ー や スウ ィング ル ・ シ ン ガ ー ズ の リー ダー、 ウ ォ ー ド ・ ス 
ウィ ング ル 等 が 担当 し て いる 。 (松山 ) 





JOAN PAU VERDIER 
Vivre 
LP/Philips 9101058 78 年 





73 年 か ら '80 年 に か け て 7 枚 の アル バム を 発表 し た ジョ アン ・ ポ ー・ 
ヴォ ルディ エ の フォ ー ス ・ ア ル バ ム ( 他 6 枚 は 「Occitania Sempre」 
「L'exil」「Faits Divers」「Tabou Le Chant」「Le Nuage Dans La Tete」 
「Le Chantepleure」) 。 エ ンジ ニア 及び ミキ サー は Dominique Blanc- 
Francard。 バ パッ ク を Didier Alexandre (b) ら が 務め て いる 。 実力 派 ミ 
ュー ジ シ ャ ン に よる 変化 に 富ん だ 演奏 に 合わ せ て 、 ヴ ェ ル ディ エ が 
表現 力 に 富ん だ 多彩 な ヴォ ー カ ル を 披露 し て いる 。 リ リカ ル な も の 、 
物悲しい 夫 囲 気 な も の 、 ど こと な く ブ ー ズ を 思わ す ト ー キ ング ・ ヴ 
ォ ー カ ル 等 、 曲 自体 は そん な に 凝っ た も の で は な い が 、 い ずれ も が 
バッ ク の 演奏 と 一 体 と な っ て 聴く 者 を 引き 込ん で いく 。 (賀川 ) 


JULIEN CLERC 

JalOuX 

LP/EMI Pathe Marconi C 06814577 
78 年 

CD/Virgin 30094 
東芝 EMI EOS-81188 





ジュ リア ン ・ ク レー ル は 1947 年 生ま れ 。1968 年 5 月 に シン グル 「 騎 
兵 」 で デビ ュー。1969 年 に は ミュ ー ジ カル 「 へ アー」 に 出演 。 当 時 
か ら 現 在 に 至る まで 作曲 家 兼 歌手 と し て フラ ンス で は 不動 の 地位 を 
築い て いる 。 彼 が 組ん だ 作詞 家 に は セル ジュ ・ ゲ ンズ ブー ル 、 フ ラ 
ン ソ ワー ズ ・ ア ルディ も いる 。 こ の アル バム は Je dors avec elle 
(邦題 : 愛 の 鳥 籠 )/、~ 婦 ”、^ 僕 の お 気に入り "、` 人 生 は 辛い けど ? 
な ど 数 々 の ヒッ ト 曲 を 含む 彼 の 代表 作 。 西 イン ド 諸 島 の 血 を ひく こ 
と も あっ て 、 ラ テン 的 な エキ ゾ チ ズム と 情熱 を 持つ 歌声 、 そ し て 、 
特に パラ ー ド で 真価 を 発揮 する 強力 な メロ ディ に 男 の 色 気 を 感じ る 。 
その 一 方 で 、1980 年 に は 死刑 反対 を 明確 に 訴え た 歌 殺さ れ た 殺人 
者 ′ を 発表 する な ど 、 骨 も ある 歌手 だ 。 (松元 ) 








KATHY LOWE 
Kathy 


LP/Le Chant du Monde LDX 74533 
'73 年 





同 レ ー ベ ル の “Special Folk" と いう シリ ー ズ の 一 枚 で 、 曲 に よっ 
て 、 ピ アノ 、 フ ルー ト 、 パ ー カ ッ シ ョ ン 、 そ し て 彼女 本 人 の 弾く マ 
ウン テン ・ ダ ル シ マ (バイオ リン の 胴体 を 縦 に 引き 伸ばし た よう な 、 
細長 い 形 の アレ ) も 入っ て いま す が 、 伴 奏 の 中 心 は アコ ー ス ティ ッ 
ク ・ ギ ター で す 。 で すか ら 、 サ ウン ド は 至っ て 地味 な の で す が 、 半 
分 以上 は オリ ジ ナ ル て 占め られ た 収録 曲 の 大 半 は し っ と り し た 曲 で 
すし 、 フ ォ ー ク 系 の シン ガー に は 多い 、 ほ ん の 少し か すれ た 彼女 の 
歌声 は 、 細 く て キレ イ で す 。 歌詞 は 英語 が 多い で す 。 で も 、「 ジ ャ ケ 
ッ ト が ある な ら そ れ で いい 」 と 言っ て も ら っ た の で すか ら 、 こ の 枠 
に は 、 ダ ニ エ ル ・ ビ ダル ちゃ ん を 載せ た か っ た ぁ / 私 が LP か CD を 持 
っ て いれ ば …… ピ ン ノ ッ キ ョ ー ノ / (斉藤 ) 





LAURENCE VANAY 
Laurence VanaV 
L P/SFP 34.024 





プロ デュ ー ス 等 で 数 多く の 作品 で その 名 を 伺え る ティ ボ の 、 実 際 
の 演奏 が 聴け る 数 少な い 作品 の 一 つ だ が 、 彼 は ここ で は 単に ベー ス 
を 弾い て いる だ け 。 主 人 公 の ロー ラン ス ・ ヴ ァ ネ イ が ヴォ ー カ ル 、 
ピア ノ 、 オ ル ガ ン 、 曲 、 詞 、 ア レン ジ 全 て を こなし て いる 。 彼 を 差 
し 置い て の こと だ け あ っ て 、 全 編 落 着い た 紛 囲 気 、 か つ 、 ダ イナ ミ 
ッ ク な 張り の ある 情感 豊か な 素晴らし い 作 品 に 仕上 げ て いる 。 ギタ 
ー と フル ー ト は ティ ボ の ソロ に も 参加 の セル ジュ ・ ド リア ン 。 ド ラ 
ム は ジャ ン ・ シ ョ ヴァ リエ と ある が 、 ジ ャ ン ニ リュック か どう か は 
不明 。 (森下 ) 








ジブ ご 








LAURENT VOULZY 
Cach6 Derriere 
LP/BMG-Ariola 262970 92 年 





アラ ン ・ ス ーション ( 彼 の 項 も 参照 の こと ) と の 名 コン ビ を 組む 
ロー ラン ・ ヴ ルズ ィ の 代表 作 、「 後 ろ に 隠れ て 」。 超 宴 作 主義 、 完 璧 
主義 の ヴ ル ズ ィ に は 駄作 は な い が 、 1 枚 だ け 選 ぶ と し た ら こ れ 。 ビ 
ー チ ・ ボ ー イ ズ 、 ビ ー ト ルズ な どの 影響 を 彼 の 優れ た セン ス で 消化 
(昇華 ) し て ポリ ス 風 の ギタ ー や ケル ト 風 の メロ ディ な どの 味付け ま 
で 施し た 美しい 最高 の ポッ プス ・ ア ル バ ム で ある 。「 音 楽 の 後ろ に は 
夢 、 色 の 中 に は 別 の 色 、 沈 黙 の 中 に は 祈り 、 祈 り の 中 に は 沈黙 、 夢 
の 中 に は 開く 扉 が 一 つ だ け あ る だから 目 を 閉じ て も 星 を 見 な が ら 
騎兵 を 見 て いた い / 後 ろ に は 何 か が 隠れ て いる …」 お 馴染 み の マ ニ 
ュ ・ カ ッ チ ェ は じ め 、 最 後 の 曲 で は アラ ン ・ ス ティ ヴェ ル と リッ チ 
ーッ ブラッ クモ ア ま で 参加 し で いる (松元 ) 


LEO FERRE 
La Salitude 


L P/Barclay 90311 71 年 





レオ ・ フ ェ レ は 1916 年 、 モ ナコ 生ま れ 。 哲学 、 法 律 、 政 治 を 学び 、 
レオ ニー ド ・ サ バニ エ ヴ に 師事 し て 音楽 を 学ぶ 。1946 年 頃 か ら 自 作 
の 曲 を シャ ン ソ ニ エ で 歌う よう に な る が 、 当 初 の 客 の 反応 は 芳しく 
な か っ た 。 苦 闘 の 中 、 多 く の 作品 に よっ て 1950 年 代 に は 徐々 に 浸透 
し て ゆ く 。 社 会 批判 的 な 自作 曲 、 オ ペラ や オラ トリ オ 、 美 し い 愛 の 
歌 、 ボ ー ド レー ル 、 ラ ン ボ ー、 ア ポリ ネー ル 、 ア ラゴン な どの 詩人 
の 詩 に 曲 付 けし た 歌 な ど 、 幅 広い 活動 を し た 彼 だ が 、 本 盤 「 孤 独 」 
は 、 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ 、 ズ ー と の 共演 曲 を 含む アル バム で 
この 時 期 の 彼 は 1968 年 の 5 月 革命 か ら の イン スピ レー ショ ン て で 絶対 
自由 主義 者 と し て の 姿勢 を より 明確 に し て いる 。 ズ ー の ギタ ー、 オ 
ル ガ ン 、 フ ルー ト 、 リ ズム を 得 て 毅 然 と 「 弧 独 」 を 歌う 。 (松元 ) 





LEO FERRE 
La Viglence Et Lemmui 


LP/RCA PL 37470 80 年 
CD/EPM Musique FDC 1015 





60 歳 を 越え て も レオ ・ フ ェ レ の 創作 活動 は 衰え る どこ ろか 、 ま す 
ます 活発 に な る 。「 暴 力 と 嫌悪 」 と 題 さ れ た 本 盤 は 、 一 般 に は 彼 の 代 
表 作 と は 考え られ て いな い が 、 そ れ で も この 衝撃 で ある 。 1 曲目 の 
アル バム ・ タ イト ル 曲 は 、 パ ー カ ッ シ ョ ン と フェ レ 自 身 の ピ アノ の 
即興 的 演奏 を バッ ク に し た 7 分 30 秒 の 語り の 作 流 だ 。 あ ら ゆ る 権威 
を 否定 し 、「 無 秩 度 と は 、 権 力 抜き の 秩 度 だ 」 と いう 信条 の 彼ら し い 
詩句 が 随所 に み ら れ る 。 美 し く 官 能 的 な 愛 の 歌 ^ 幾 何 学 的 に 君 の も 
の ”、 中 世 の 泥 棒 詩 人 、 フ ラン ソ ワ ・ ヴ ィ ヨ ン の 詩 「 草 碑 銘 ( 絞 罪人 
の バラード )」 に 自作 の 詩 「 愛 に 年 齢 は か ない 」 を 重ね て 重厚 な オー ケ 
スト ラ を 配 し た “同胞 よ ” な ど 、 激 し さ 、 優 し さ 、 強 さ 、 弦 さ が 一 
体 に な っ て 私 の 心 を 激しく 揺 さ 振 る 。 (松元 ) 


LEO FERRE 
Alors, L60.…… 


CD/EPM Musique 98294-2, 98295- 
2 93 年 


間 咽 生生 所 記 生 役名 





1993 年 7 月 14 日 、 つ い に 巨 星 が 落 ち た 。76 歳 で あっ た 。 こ の ライ 
ヴ ・ ア ル バ ム は 1990 年 、 彼 が 74 歳 の 時 の コン サー ト だ が 、 彼 の 死 の 
直後 に 発売 され た 。 完 全 な 一 人 の コン サー ト で 、 自 ら 指揮 し た オー 
ケス トラ の テー プ を 使う か 、 自 ら の ピア ノ 伴 奏で 歌う か し て いる 。 
彼 の 無限 の 崇高 な 精神 力 が 歌 や 語り を 通し て 私 を 鼓舞 する 。 後 半 、 
バス ペイ ン の 船 Y、^ パ リ の フラ メン コ ”、\ 神 も 主人 も な く ” と 名 曲 が 
続き 、「 レ コー ド に 録音 し て 以来 、 な ぜ か ステ ー ジ て 歌っ た こと が な 
い 歌 」 と 前 置き し て 歌う ` 死 /、^ サ ン キ ュー・ サ タン *、 い 追憶 と 海 ”、 
^ ア ナー キス ト た ち "、 本 当 の 最後 の 「 時 の 流れ に 」 の 最後 の ピア ノ 
の 音 が 消え て 、 静 寂 の 中 、 彼 は 去る 。 し か し 、 肉 体 は 死ん で も 作品 
と 精神 は 永遠 だ と 確信 させ られ る 。 (松元 ) 








LIO 
Des Heurs Pour Un 6ameleon 
CD/ ボ ポリドール POCP 1096 "91 年 





63 年 ポル ト ガ ル 生 まれ 、 ベ ルギー 育ち の リオ は 、'80 年 に シン グル 
「 パ ナナ ・ ス プリ ッ ト 」 で デビ ュー。 当時 は ベル ギー の テク ノ ・ グ ル 
ー プ 、 テ レッ クス の バッ ク ・ ア ッ プ を 受け て いた 。 その 後 映画 界 で 
も 活躍 し て 、 ソ フィ ー・ マ ルソー や ヴァ ネッ サ ・ パ ラディ な ど と 並 
ぶ “ 歌 っ て 演じ る ” 若手 スタ ー と な っ た わけ だ が 、 最 近 で は ヴァ ネ 
ッ サ に ちょ っ と 水 を 開け られ た 感じ が な くも な い 。 が 、「'91 年 に 出し 
た この アル バム な ど を 聴く 限り 、 ポ ボップ ・ シ ン ガ ー と し て の 力量 と 
セン ス は 、 さ す が に キャ リア の 長 さ に 裏打ち され た 本 格 派 だ と 感心 
させ られ る 。 屋敷 豪 訂 の プロ グラ ミン グ に 基く シャ ー プ で 華 肌 な エ 
レク トロ ・ サ ウン ド と 生 楽 器 の 調和 が 見 事 で 、 エ リオ ッ ト ・ マ ー フ 
ィ ー も 参加 。 プロ デュ ー サ ー は エティエンヌ ・ ダ オ 。 (松山 ) 





LONE GUDMUNDSSON 
Lone 
LP/CBS 80923 75 年 





ファ ッ シ ョ ン ・ モ デル が 片手 間 に 作 っ た レコ ー ド 。 フ ラン ス は 片 
手間 の 発祥 国 か も し れ な い 。 日 本 の 歌謡 曲 ア イド ル は 死 減 し た が 、 
フラ ンス は 60 年 代 の アイ ドル 様式 輸出 期 か ら 今 も 続く 。 俳優 が レコ 
ー ド を つく る な ん て いう の も 、 ざ ら だ 。 そう 思う と や は り 片 手間 の 
度合 が 違う と 言う か 、 そ れ 自 体 が ー つ の ジャ ン ル だ っ た りす る 。 と 
ころ で この 片手 間 レ コー ド は バッ ク 陣 も ソロ を と っ た り そ こ そこ 本 
気 の よ うだ 。 取り 立て る よう な プレ イ は 聴こえ な いけ ど 。 そ れ よ り 
も この モデ ル の いか に も 片手 間 調 な 歌 が 仲 々 よい の だ 。 ハ スキ ー な 
声質 で 寝起き に で も 録音 し た よう な 感じ だ 。 歌 っ て いる と も 話し て 
る と も 言え な い 調 子 で も ある 。 さ す が モ デル 。 し か し 、 く すぐ られ 
る 片手 間 さ だ 。 タ イプ と し て は J・ バ ー キ ン 系 。 (松本 ) 





ジブ プラ 








LOUIS CHEDID 


Anne, Ma SOeur Amne 


LP/Virgin 70380 85 年 
CD/Philips 846053-2 





ルイ ・ シ ェ デ ィ ッ ド は 1948 年 生ま れ 。 映 画 の 世界 か ら シ ャ ン ソ ン 
の 世界 に 入り 、1973 年 アル バム ・ デ ビュ ー。1985 年 の 本 作 は 、1980 
年 代 を 代表 する 最も 重要 な シャ ン ソ ン と 言い 切っ て も いい アル バム 
タイ トル 曲 、^ ア ン ヌ 、 ア ン ヌ 姉さん "を 含む 。 時 代 も 国 も 異な る 2 
つの 文学 作品 、 つ まり 、「 ア ン ネ の 日 記 」 の 内 容 を 下敷 き に 、 中 世 の 
童話 作家 の シャ ルル ・ ペ ロー の 「 青 ひげ 」 の 文体 を 組み 合わ せ 、 抑 
制 さ れ た 行進 曲 風 ド ラム ス と 短調 の シン プル な メロ ディ に の せ て ナ 
チズ ム 再 来 の 恐怖 を 歌う が 、 現 実 の 社会 情勢 を 見 れ ば これ が 決し て 
柱 曖 で な いこ と が わか ろう と いう も の だ 。 フ ラン ス の シャ ン ソ ン こ 
こ に あり と いう 傑作 。 こ うし た 重い 歌 の 一 方 、 底抜け に 楽し い ~God 
Save The Swing” 等 が バラ ンス を 取っ て いる 。 (松元 ) 





Gi LUCID BEAUSONGE 
ic の > 軍 Em bOICeIt 
CD/D.L.B./W .M.D. 352.005 "91 年 


で マ 
DAIE 。 


1980 年 頃 に デビ ュー し た リュ シッ ド ・ ボ ポー ソン ジュ は フラ ンス の 
シャ ン ソ ン 界 の 主流 に 位置 する 歌手 で は な い が 、 独 自 の ペー ス て 充 
計 則 だ 2 動じ GON る 国選 前 は 必 ラ ジウ に アガ レラ アン ジャ シミ 
ュ ズ ィ も 参加 し た ロッ ク 、 ポ ボッ プ 的 な バッ ク を 付け た アル バム も 作 
っ た 彼女 だ っ た が 、 こ の 2 枚 組 ライ ヴ ・ ア ル バ ム は 弦楽 五 重 奏 団 を 
つけ た 彼女 の ピア ノ の 弾き 語り で ある 。 こ れ が 実に 良い の だ 。 こ の 
シン プル な 編成 が 彼女 の 芯 の ある 美しい 声 と 彼女 自作 の 美しい 歌詞 
と し っ か り し た メロ ディ の 持ち 味 を 最大 限 に 生か し 切っ て いる 。 半 
ば 自発 的 な 聴衆 の 合唱 も 感動 的 で ある 。 現代 の シャ ン ソ ン の 隠れ た 
名 盤 。 な お 、 弦 の アレ ンジ は 何と ど ジョゼ フ ・ ラ カイ ユ だ が 、 音 の 感 
触 が ZNR っ ぽい と いう こと は 特に な い 。 (松元 








LYDIA VERKINE 
Lidia Verkime 
L P/Barclay 80.513 73 年 





歌声 は キレ イ な 方 で す が 、 少 し クセ が ある で し ょ うか 。 で も 、 そ 
れ も ほ ん の 少し で すか ら 、 そ れ さ え 大 丈夫 な ら 、 ド ラマ ティ ッ ク な 
サウ ンド で 泣き 泣き の 女性 Vo も の が 好き な 方 に は 、 お 推 め で きま す 。 
1 曲目 が いき な り フ ァ ン キー な の で 、「 こ の ウソ ツキ じじ い /」 と 怒 
られ そう で す が 、 他 の 曲 は 少な く と も 穏やか な 曲 で 、 ほ と ん どの 曲 
に は 。 オ ー ケ スト ラ も し く は ソリ ー ナ が 入っ て いて 、 ウ ルウ ル に 盛 
り 上 げ て くれ る の で す 。 ア レン ジ は Jean Musy が 担当 し て いま す 。 
それ か ら 、 内 ジャ ケッ ト は 、 薄 手 の ネ グリ ジェ の 胸 が 半分 は だ け て 
いる 格好 で ま ど ろ ん で いる 彼女 の 写真 と いう 、 見 え そ う で 見 えな い 、 
悩ま し いも の で す 。 聴い て 良し 見 て 良し 、 正 に オー ディ オ ・ ヴ ィ ジ 
ュ ア ル の 極み を 行く アル バム で し ょ う 。 (斉藤 





MAGALI NOEL 
18 Titres/6hansons auteurs 
CD/Phonogram 836 982-2 
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MAGALI NOEL 


主 に 50 一 60 年 代 に 活躍 し た トル コ 出 身 の 個性 派 女 優 マ ガリ ・ ノ エ 
ル は 、 シ ン ガ ー と し て も か な り プ ブッ 飛ん だ 存在 で ある 。 その キテ レ 
ツ さ が サン ・ ジ ェ ル マン ・ デ ・ プ レ の 帝王 ポリ ス ・ ヴ ィ ア ン の ス ノ 
ビ 婦 内 アキ スズ と うま く ラ 0 ツ ト KID だ JI2iG フン シリ ルウ ア 
ドー ル 同 様 、 ヴ ィ ア ン の 作っ た 歌 を た くさ ん 歌っ て いる 。'55 年 か ら 
'59 年 の 間 に 発 表 さ れ た 歌 を 18 曲 収め た この ベス ト 盤 に も 、 11 曲 も の 
ヴィ アン ・ ソ ング が 入っ て いる 。 中 で も と ぴき り の 傑作 が 、 ス ウィ 
ング ・ ジ ャ ズ に 乗っ た コミ カル SM ソン グ “あたし を いじ め て 、 ジ ュ 
ご ーー その 他 、 ザ ジィ ア ン が 作っ うだ ヨー ロッ パパ 最初 の ロッ クシ ・ ロ 一 
ル や 、 ミ シェ ル ・ ル グラ ン の 曲 な ど を 歌っ て いる が 、 声 色 や 表現 法 
の 多彩 さと スッ トン キョ ー さ は 驚く ば か り 。 パ ンク だ 。 (松山 ) 





*MAMA' BEA TEKIELSKI 
La Falle 
LP/lsadra ISL 9010 77 年 





本 名 ベア トリ ス ・ テ キ エ ル スキ 。 オ ー ソ ドク ス な シャ ン ソ ン 歌 手 
だ っ た 彼女 が 、 ギ ター 片手 に その し ゃ が れ 切 っ た 声 で 絶唱 し 始め た 
記念 すべ き ア ル バ ム 。 2 枚 組 で 大 曲 ぞ ろ い 。 か つて の カト リー ヌ ・ 
リベロ を 思わ せる 。 メ ン ツ は プロ デュ ー ス を 兼 担 の ジョ エル ・ デ ュ 
グル ノ 、 プ ブー ズ の 「Dans Quel 一 」 を 仕切 っ た ジル ・ テ ィ ネ ー ル と J・ 
Os25l2A デ ティ ーー 生 l2EUUS の ジン ツ で パッ ツン (に は UI まつ で 
は いな い 。「Dans Quel 一 」 の ヒン ト は ある し 、 リ ベロ の 再来 だ し 、 
デュ グル ノ の 仕事 が いい し 、 何 より 彼女 の 最高 作 。 殺 気迫 る 物 が あ 
る 。 (松本 ) 








"MAMA" BEA TEKIELSKI 
Faudrait Rallumer La Lumiere 
Dans Ce Foutu Compartimemt 
LP/RCA PL 37126 77 年 





72 年 に テディ ・ ラ スリ ー(flp,per) 、 ジ ャ ン ・ コ アン ・ ソ ラー ル () 、 
ジャ ッ ク ・ ト ゥ リー ズ (g) ら の パック で 、 力 強く 、 や や アン ニュ イ な 
雰囲気 の アル バム 「Je Cherche Un Pays(SFP 14.004) 」 を 出し た 
ベア トリ ス ・ テ キ エ ル スキ ー。 5 年 の 時 を 見 て 、 ジ ャ ケッ ト の 写真 か 
ら 分 か る よう に 、 貫 禄 の つい た 彼女 が 突如 発表 し た セカ ンド ・ ア ル 
バム は 衝撃 的 な も の で あっ た 。 本 アル バム は それ に 続く 第 3 弾 。 前 作 
と は や や 異な り 、 バ ッ ク の 演奏 は シン プル な も の に な っ て お り 、 彼 
女 の ヴ ォ ー カ ル も フリ ー・ フ ォ ー ム な 感じ が 多少 後退 し て いる が 、 
パワ フル で 説得 力 が ある 独自 の スタ イル は 変化 し て いな い 。 フ レン 
チ ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 女性 ヴォ ー カ ル を 代表 する 力作 の 一 
つ で ある 。 (賀川 ) 











ぞ ち の 〇 








MAMA BEA TEKIELSKI 
Pour Un Beh6-Rohot,… 
L P/RCA PL 37203 78 年 





個人 的 に は ママ ・ ベ ア ・ テ キ エ ル スキ ー の 最高 傑作 と 思っ て いる 
「 赤 ちゃ ん ロボ ッ ト の た め に 」。 無垢 な 者 た ち を 洗脳 し 抑圧 する 権力 
へ の 澤 身 の 異議 と そこ か ら の サヴァ イヴ ァ ル の 意志 を スト レー ト な 
曲調 に 乗せ て 歌い 叫ぶ ` こ の 街 を 破裂 させ よう ”、 盲 目的 愛国 心 の 愚 
か さ を 比 只 的 な 歌詞 と 先鋭 的 な か サウ ンド で 歌う ^ 赤 ちゃ ん ロボ ッ ト 
の た め の バ ラー ド ” な どの 曲 が パ ンク 的 な 直接 さと プロ グレ 的 な 深 
さと プル ー ス 的 な や る せな さ で 聴き 手 を 揺さぶる 。 ア ンダ ー グ ラウ 
ンド ・ シ ー ン を 突き 抜け て 浮上 する パワ ー ま で も 雪 ね 備え た 作品 。 
編曲 と キー ボー ド に は ジル ・ テ ィ ネ ー ル 、 ド ラム ス に は ずっ と 後に 
ABWH の 「 関 光 」 に も クレ ジッ ト さ れる こと に な る 、 フ ラン ス て で 活 
虫 す る アメ リカ 人 の ジョ ー・ ハ マー。 (松元 ) 


MARIE LAFORET 
Marie Laforet 
L P/Polydor 2393 231 '79 年 





数 多い “歌う フラ ンス 女優 の 中 で も 、 ひ と きれ 高貴 で プリ リア 
ント で 優雅 な イメ ー ジ を 放ち 続け て いる の が 、 マ リー・ ラ フォ レ 。 
な に し ろ ギ リ シ ャ 語 で 小説 まで 書い ちゃ うほ どの 高 踏 派 で ある 。 '60 
年 の 出演 映画 ^ 赤 と 青 の ブ ルース で 挿入 歌 を 歌い 歌手 デビ ュー し 
た 後 、` 恋 の 収穫 や マンチェスター と リヴ ァ プ ー ル ′ な どの ヒッ 
ト 曲 を は じ め と する 多く の シン グル や 数 枚 の LP を フェ ステ ィ ヴ ァ ル ・ 
レコ ー ド か ら リ リー ス 。 70 年 代 に 入っ て ポリ ドー ル に 移籍 し て か ら 
は 、 そ の は か な げ で 知 的 な ムー ド を 一 層 強 調 す る 路線 で ナイ ス な ア 
ル バ ム を 連発 し て きた が 、 本 作 は 特に ロマ ン テ ィ ッ ク な 秀作 で ある 。 
恋 を 旅 に た と えて 世界 中 の 海 を 漂う オー プ ニ ン グ ・ ナ ン バ ー`Moi Je 
Voyage” な ど 、 タ メ 息 の 出る 美 し さ 。 (松山 ) 





MARIPOL 
Femme De Sahle Et Deau 
LP/Le Chant Du Monde 78 年 





これ まで 彼女 の 3 枚 の アバ ム を 聴い た が 、 ど れ も フ ラン ス の アン 
ダー グラ ウン ド な 愛 囲 気 と ジプシー 調 の フォ ー ク ・ サ ウン ド と が 混 
ざり 合っ た ふう で 、 メ ラン コリ ッ ク な 曲調 に 醸し 出さ れる マジ カル 
な 雰囲気 が いい 。 どこ か 770 年 代 前 半 の カト リー ヌ ・ リ ベロ に 通じ る 
アン グラ 調 の 詩 的 感覚 が ある 。 コ スモ フォ ン の 揺らぐ よう な 音 の 流 
れ を バッ ク に 詩 を つぶ や く 、 あ の イメ ー ジ に 近い 。 そし て 例え ば ギ 
リ シ ャ の イレ ー ネ ・ パ パス の 歌 に 感じ る 女性 的 な 感情 の うねり も 感 
じ る 。 異国 情緒 な ミス ティ ズム を 想像 する の は 、 3 枚 の ジャ ケッ ト 
に 共通 する イメ ー ジ 豊か な デザ イン に よる の か も し れ な い 。 魔女 と 
いう イメ ー ジ を 起こ させ る が 。 (松本 ) 


MAXIME LE FORESTIER 
Bataclan 1989 


LP/Polydor 841138-1 "89 年 
CD/Polydor 841138-2 





マキ シム ・ ル ・ フ ォ レ ステ ィ エ は 1949 年 生ま れ 。1968 年 の 5 月 革 
命 を 経験 し た 世代 が 政治 、 反 戦 に 関心 を 持っ て いた 1970 年 代 、 反 体 
制 的 だ が 詩情 豊か な 自作 曲 で 人 気 を 得 た 。 こ れ は 、1987 年 の Ne 
quelque part (どこ か で 生ま れ て )” の 大 ヒッ ト 後 の コン サー ト の ラ 
0 の 5 和博 ョ ン ミツ シン エル 2 カジ ョ タダ ショ シル ヴァ シン マルル ク 
キル ト ・ ル スト 、 プ ノワ ・ ヴ ィ ド マン が バッ ク を 務め る 。 ミ ディア 
ム ・ テ ン ポ の フォ ー ク 、 時 に エス ニッ ク 風 と いう 曲調 で ある 。 南 ア 
フリ カ の ズー ルー 語 を 交え て 「 僕 ら は 両親 も 誕生 地 も 選べ な い ノ 歩 
き 始 め る 舗道 が パリ に ある か マニ ラ に ある か アル ジェ に ある か も 選 
べ な い / ど こ か で 生ま れる ん だ 生ま れる 者 に は それ は 偶然 な の だ 」 
と 歌わ れる メッ セー ジ が や は り 胸 を 打つ 。 (松元 ) 








MICHEL BERGER 
Puzzle 


L P/Pathe Marconi 2C 072 11742 
'65 年 





歌手 と し て 多く の アル バム を 発表 し て いる ミッ シェ ル ・ ベ ル ジ ェ 
ー の 問題 作 。 A 面 と B 面 の 一 部 が ババ パ バズ ルー ピア ノ 、 ポ ッ プ ・ グ ル 
ョ NG で 5G ン ンジ ラー ニッ オー ケス ドラ の の の ヨン デ チェリ 
と いう 大 作 に な っ て いる 。 キ ー ス ・ エ マー ソン を 思わ す ピ アノ 、Claude 
Engel(g) を 中 心 と する バン ド と オー ケス トラ の 融合 は まず まず だ が 、 
個々 の 演奏 は ダイ ナミ ッ ク で 良い 。 ベルジェ の 作曲 家 と し て の 力量 
が 発揮 され た 作品 と 言え る 。B 面 の 残り に は ベル ジェ 自身 が ピア ノ を 
弾い た クラ シカ ル な 小品 が 2 曲 収め られ て いる 。 (賀川) 





MICHEL BERGER 
BeauS6j0ur 


LP/WEA Apache '80 年 
CD/WEA Apache 2292-42482-2 





フラ ン ソ ワー ズ ・ ア ルディ 、 フ ラン ス ・ ギ ャ ル ら の 女性 歌手 の プ 
ロ デ ュ ー ス で 有名 な ミッ シェ ル ・ ベ ル ジ ェ は 、 自 ら も 自作 曲 を リズ 
ミカ ル な ピアノ を 弾き な が ら 歌 い 、 片 端 か ら ヒ ッ ト さ せ て いる 。 本 
作 は 大 ヒッ ト 曲 "ピアニスト の グル ー ビ ピー な ど 彼 の 代表 曲 を 多数 
含み b、 ニ ー ル ・ ラ ー セ ン 、 サ イモ ン ・ フ ィ リ ッ プ ス ら が 参加 し て ア 
メリ カ 各 地 と パリ で 録音 され た 。 た だ の 使い 捨て ポッ プ ・ ミ ュー ジ 
ッ ク と 思う と 大 間違い で 、 無 関心 と 画 一 主義 の は び ぴこ る 世の中 で の 
孤独 を 巧み な 脚 韻 と シン プル な 言葉 と メロ ディ で 描い た 西暦 2000 
年 の 娘 ” を 歌う 彼 の 優し い 声 を 聞く と 、 彼 が 現代 社会 と 人 間 の 姿 を 
よく 観察 し て いる こと が わか る 。“^ 男 で いる の も 難し い " は ユー モラ 
ス な 一 篇 。 フ ラン ス ら し い ポ ッ プ ス で ある 。 (松元 ) 





ぞ ち 7 








MCHEL BERGER & FRANCE 
GALL 
Douhle Jeu 


CD/WEA Apache 4509-90069-2 
'92 年 
WEA WMC5-582 





1992 年 8 月 の ミッ シェ ル ・ ベ ル ジ ェ の 本 当 に 突然 の 死 は 多く の 人 
に 惜しま れ た 。 本 作 は 、 彼 の 死 の 直前 に 発表 され 、「 最 後 の デ ュ エ ッ 
ト 」 と いう 題 で 日 本 盤 も 出 た 、 彼 の パー トナ ー の フラ ンス ・ ギ ャ ル 
と の 最初 で 最後 の デュ エッ ト 作 で ある 。 言う まで も な く ポ ッ プ な ア 
ル バ ム だ が 、 ポ ッ プ ス は 多く の 人 に 聞か れ 、 そ の 感情 が 共有 され る 
こと が 存在 意義 な の だ 。 芸 術 家 や 文学 者 や 社会 活動 家 が 自ら の 理想 
を 追う 姿 (^ い に し え の 夢 ) 、 戦 火 の 中 の プノンペン で 人 道 的 医療 行 
為 に 従事 する 人 々 の 姿 (^ カ ル メ ッ ト の 少女 ?)、 手 紙 を 書く こと で 恋 
人 を 愛す る 女性 の 次 (^ 手 紙 ”) 、 反 人 種差 別 の 意志 の 表現 (^ 金 髪 の 
黒人 娘 ") な ど に 込め られ た 優し さ は ポッ プ な 音楽 に 乗っ て 人 々 の 心 
に 届い て いる は ず だ 。 合 掌 。 (松元 ) 


MICHEL JONASZ 
En Concert Au Palais Des 
Snorts De Paris 


L P/Atlantic 240810-1 85 年 
CD/Atlantic 2292 40810-2 





ミッ シェ ル ・ ジ ョ ナス は 1947 年 生ま れ 。 ジャズ や ソウ ル 、 リ ズム ・ 
アン ド ・ プ ルー ス な ど 、 黒 人 系 の 音楽 に 影響 を 受け て きた 歌手 で あ 
る 。 それ ら の 音楽 か ら の 影響 を 彼 独特 の ポッ プス と し て 消化 し 、 こ 
と に 1980 年 頃 か ら 急 速 に 人 気 を 高め た 。 こ れ は 1985 年 の ライ ヴ ・ ア 
ル バ ム 。 マ ニュ ・ カ ッ チ ェ の ドラ ム ス 、 ジ ャ ン ・ イ ヴ ・ ダ ンジ ェ ロ 
の ピア ノ を 中 心 と し た バッ ク ・ パ ンド の カラ フル な サウ ンド に 乗せ 
て 、 艶 の ある 彼 の 声 が 主 に ミディ アム ・ テ ン ポ の ジャ ズ 的 バラ ー ド 
を 歌う の だ が 、 こ れ が 素晴らし い 。 つ れ な い 女 へ の ラヴ ソン グリ 
ュ シ ー ル "、 世紀 末 的 光景 を 描い た ^Les Fourmis Rouges( 赤 い 剛 )“、 
宇宙 的 な 広がり を 持っ た 曲調 の ^Unis Vers L'uni (一 つ に 結ば れ て )? 
が 特に 良い 。 マ ニュ ・ カ ッ チ ェ の ファ ン は は 必聴 。 (松元 ) 





MICHEL POLNAREFF 
Kama Sutra 
CD/ エ ピック ESCA 5082 "90 年 





名 前 は 誰 で も 知っ て いる だ ろう ミッ シェ ル ・ ポ ルナ レフ 。 日 本 で 
も 1970 年 代 に は 人 気 は 高く 、 フ ァ ン ・ ク ラブ も あっ た し 美しい メロ 
ディ の ヒッ ト 曲 も 多く あっ て 、 フ ラン ス と いう 枠 を 越え て 広く 愛さ 
れ て いた 。 と ころ が 今 で は フラ ンス で も 日 本 で も 話題 に な か ら な く な 
っ て し まっ た 。 流行 と は 冷た いも の だ 。 だ が 、 作 曲 の 才能 が 潤 れ た 
わけ で は な い 。 彼 の 伸び や か な 高音 の 声 を 生か し た メロ ディ アス な 
この アル バム は 、 目 の 前 が 明る く 開 ける よう な スケ ー ル 感 の ある 仕 
上 が り で ある 。 安易 な 形容 だ が 、ABWH の 「 関 光 」 を ソフ ト に し た 
よう な 曲調 で 、 プ ログ レ ・ フ ァ ン も 聞い て 損 は な い 。 ギ ター と ベー 
ス は 元 GTR の フィ ル ・ ス ポル ディ ング 、 数 曲 で ギタ ー・ ソ ロ を 弾い 
て いる の は 何と マイ ク ・ オ ー ル ド フ ィ ー ル ド で も ある し 。 (松元) 


MICHEL ZACHA 
La Nuit Des Gigales 
LP/EMI 2C 064-12299 72 年 





70 年 代 初期 、 ミ ッ シ ェ ル ・ ポ ルナ レフ を は じ め と する フレ ンチ ・ 
ポッ プス が 日 本 に も 紹介 され た 。 シャンソン の 枠 を 越え た 彼ら の サ 
ウン ド は 新鮮 な も の だ っ た が 、 一 部 の アー ティ スト を 除い て は 、 正 
し い 評 価 を 受け る こと は な か っ た 。 当 時 の 評論 家 は 全て を ドラ ッ グ ・ 
カル チャ ー の 一 語 で 片付け よう と し た 。 本 アル バム は 日 本 盤 が 出 て 
いる が 、 特 に その ライ ナー を 見 る と 、 は な は だ し く 誤 解 さ れ て いる 
よう だ 。「 螺 の 夜 」 と 名 付け られ た この アル バム は 、 セ ン シ テ ィ ヴ な 
感性 に 裏打ち され た 叙情 的 な 小曲 集 の A 面 と ジャ ン ・ ピ エー ル ・ ア 
ラー セン の ギタ ー・ プ レイ が 素 晴 し い B 面 の 対比 が 興味 深い 。 な お 、 
彼 の アル バム は この 他 に 、「Le Vol D'lcare」(Pathe'064 12729) と 
「Inutile」( 同 068 14489) が ある 。 (宇田 川 ) 








MICHEL ZACHA 
Le Vol lcare 
ZACHA| LP/EMI Pathe 2C064-12729 74 年 








1945 年 5 月 28 日 Vance 生 まれ の シン ガーMichel Zacha は 、1969 年 末 
ミュ ー ジ カル 「 ヘ へ アー」 に 出演 し プロ と し て の スタ ー ト を 切っ た 。 
1972 年 に は ミュ ー ジ カル 「 ジ ー ザ ズ ・ ク ライ スト ・ ス ー パ ー ス ター」 
に 出演 、 レ コー ド も 残し て いる 。 それ と 相 前 後 し て ソロ ミュ ー ジ シ 
ャ ン と し て の 活動 を 始め 、 知 る 限り で アル バム 3 枚 、 シ ング ル 6 枚 
(プロ モ 盤 を 含む ) を リリ ー ス し て いる 。「 イ カル ス の 飛翔 」 と 題 さ れ 
た 本 作 は 、「 ア トラ ン テ ィ ス の 約束 」 の シリ ー ズ 第 2 作 に 当り 、1974 
年 に リリ ー ス され て いる 。 前作 の セン シテ ィ ヴ な 感性 は 裏打ち され 
た 叙情 性 に その まま に 、 よ り プ ログ レッ シ ヴ な 音 作 り が 成 さ れ て お 
り 、 彼 の 最高 作 と 言え る だ ろう 。 バ ッ ク を 務め る 親友 J.P.Alarcen の 
ギタ ー・ ワ ー ク も 聴き も の で ある 。 (中 島 洋一 ) 





MORICE BENIN 
ApocalVpse .… 
LP/Ben 98 





ジャ ケッ ト か らし て それ っ ぽい 。 モーリス ・ ベ ナン は 他 に も 何 枚 
か アル バム を 出し て いる よう だ が 、 こ の アル バム は 弦楽 器 や キー ボ 
ー ド 、 ギ ター、 コ ー ラ ス な ど を 彼 の 歌 に 絡め た 意欲 的 な 作風 に な っ 
て いる 。 い わ ゆ る シャ ン ソ ン の 枠 か ら ず れる シン ガー 作 と いう 印象 
だ 。 最 後 を 飾る 10 分 強 の タイ トル 曲 な ど は その 典型 で 、 曲 中 に 語り 
を 入れ た り し て 構成 の 面 で も お も し ろ い 。 計 6 名 の 奏者 は モー リス ・ 
ベナン の 歌 と 対等 な まで 前 に 出 て き て いる だ け に 、 バ ンド 形態 の ア 
ル バ ム と いう 印象 さえ する 。 小 曲 で も ヴァ イオ リン チェ ロ と ピア ノ 
と 彼 の ヴォ ー カ ル が いい 味 を 出し て いた り し て 、 聴 き 所 が 少な く な い 。 

(松本 ) 





ピ ち 用 








MOULOUDJI 
Ladagin Du Pont Caulaincourt 





ムル ー ジ は プラ ッ サ ンス や レオ ・ フ ェ レ と 並ぶ シャ ン ソ ン の 巨人 で 
ある 。 彼 の キャ リア の スタ ー ト は 十 代 の 頃 か ら の 子役 と し て の 映画 出 
演 で ある 。 数 多く の 映画 へ 出演 し 、 俳 優 と し て の 地位 を 確立 し た 後 小 
説 家 と し て も 高い 評価 を 受け 、 詩 や 戯曲 の 分 野 へ も 進出 を 果たし て い 
る 。 そ し て シャ ン ソ ン 歌 手 と し て の デビ ュー は '52 年 、 30 歳 と な っ た 時 
で ある 。 こ の 作品 は 770 年 頃 の 録音 で あり 、 シ ャ ン ソ ン 歌 手 と し て は 円 
吾 期 の ころ の も の で ある 。 バッ ク の アレ ンジ な ど は 時 代 を 反映 し て 、 
ロッ ク 色 も 加え られ た リズ ミッ ク な 内 容 と な っ て いて ムル ー ジ を 初め 
て 聴く 方 は この 時 期 の も の が 、 接 し や すい だ ろう 。 バ パック の 音 が 変化 
し て も ムル ー ジ の 歌 の 世界 は ゆる ぎ な いも の で あり 、 優 し さと ある が 
まま の 自然 さ に 満ち た 軽やか な 歌声 を 聴か せ て くれ る 。 (関口 ) 








HOICR 人 EORGES MOUSTAKI & FLAIREK 
還 Moustaki & Flairck 
L P/Polydor 239336 '82 年 


ジョ ル ジ ュ ・ ム スタ キ は 1934 年 、 ギ リ シ ャ 人 と し て エジプト で 生 
まれ 、 少 年 時 代 は フラ ンス 人 学校 で 学ん だ 。「 い ろ い ろ の 肌 の 子ども 
が 玩具 を 持っ て き て 遊ぶ 池 」 と 彼 自身 言う 地中海 が 彼 の シャ ン ソ ン 
の 源 で ある 。 本 盤 は A ム スタ キ と フレ アー ク の 持ち 味 が 対等 に ぶつ か 
り 合 っ た 地中海 音楽 絵巻 で フレ アー ク の アル バム に ム ス タ キ が 歌 
手 と し て 参加 し た 」 と も 言え る だ ろう 。 た だ 、 ム スタ キ の 歌詞 の 持 
ち 味 で ある リベラ リズ ム と 虐げ られ た 人 々 と の 連帯 は 本 作 で は あま 
り 重 視 さ れ て いな い 。 そ の 辺 に 興味 の ある 向き に は 、`Et Pourtant 
Dans Le Monde (も う ひ と つの 歌 )"、^ 異 国 の 人 ”、^Nous Sommes 
Deux( 二 つの 望み )/、" ヒ ロ シ マ "、" 人 生 哲 学 ?、 パ サッ コ と ヴァ ン ゼ 
ッ テ ィ ′ な どの 名 曲 を 挙げ て お こう 。 (松元 ) 





OLIVER KOWALSKI 
Photocopie 





マリ コル ヌ の ユー グ ・ ド ゥ ・ ク ー ル ソン 等 の バ パック ・ ア ッ プ を 得 て 
創作 され た オリ ヴィ エ ・ コ ワル スキ ー の 作品 。 お そら く ア ル バ ム と し 
て は 本 作 の み で ある と 思う 。 全体 の 中 に どこ と な く 香 る プロ グレ ッ シ 
ヴ ・ ロ ッ ク か ら の フィ ー ド バッ ク は ある に は ある が 、 一 言 で いう な ら 
フレ ンチ ・ ポ ッ プ ス の 作品 で ある 。 レ ゲ エ の リズ ム の 曲 が あ っ た り と 、 
当時 の ミュ ー ジ カル ・ ト レン ド を 吸収 し て いる 。 こ の 作品 の 良さ は 、 
オリ ヴィ エ の フラ ンス 的 な セン ス と それ を 具体 化し た 一 流 ミ ュー ジ シ 
ャ ン 達 に よる サポ ー ト か らく る も の と 思う 。 遠 く 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ 
ロッ ク か ら の エッ セン ズ が か くし 味 に な っ て いる の も 重要 だ 。 最終 的 
に は 好み だ ろう が 、 極 上 の フレ ンチ ・ ポ ッ プ ス ( プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ 
ク ・ フ ァ ン の 為 の ) と 僕 は 思っ て いる 。 (山崎 ) 


PASCAL 思 FFARD 
Dieu Est Fou 
LP/CBS 81589 76 年 





謎 の ヴォ ー カ リス ト & キ ー ボ ー ド ・ プ レイ ヤー、 パ スカ ル ・ デ ュ フ 
ァ ー ル の 唯一 の 作品 で ある 。 彼 に 関し て は 、 こ の アル バム を 発表 し 
た こと 以外 一 切 不 明 で ある が 、 そ の 無名 さ に 反し て 、 音 楽 的 に は か 
な り の 才能 を 持っ た 人 物 と 思わ れる 。 本 作品 に は アン ナ ・ プ リュ ク 
2 以 (yO) ヨ ジョ 2 多 王 (ea 06A い ブレ イン (SV Z 有 ウラ 
ン シ ス ・ モ ー ズ (b) 、 ク ロー ド ・ ア ンジ ェ ル (g) ら 多 く の 有 名 ミュ ー 
ジ シ ャ ン が 参加 し て お り 、 全 員 が 力 の こも っ た 演奏 を 展開 し て いる 。 
サウ ンド 的 に は 、 多 少な り と も マグ マ の 影響 を 感じ させ る バン ド を 
中 心 と し た ダイ ナミ ッ ク か な 部 分 と ピア ノ と オー ケス トラ を バッ ク に 
デュ ファ ー ル が や さ し く 唄う メロ ディ アス か 部 分 に 大 別 さ れる 。 そ 
し て 、 そ の いずれ も が 素晴らし い 出 来 で ある 。 (賀川) 








PATRICIA KAAS 
N armets de scBne 
(を と | CD/Epic ソ ニー ESCA 5488 一 9 91 年 
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当時 、 エ ディ ッ ト ・ ピ アフ の 再来 と 騒が れ た 女性 プルー ス ・ シ ャ 
ン ソ ン 歌 手 、 パ トリ シア ・ カ ー ス の 3 枚 目 に し て 初め て の 2 枚 組 ラ 
イヴ ・ ア ル バ ム 。 収録 は 1990 年 5 月 、 パ リ の ゼニ ッ ト ・ ホ ー ル 。 彼 
女 は 先 の 2 枚 の アル バム の 大 部 分 の 曲 を 熱唱 し て 新た な 魂 を 吹き 込 
ん で いる 。 彼女 の ブル ー ス 的 な 資質 と 声 が 完璧 に 生か され て お り 、 
スタ ジオ 盤 が 要ら な いく らい の 出来 の ライ ヴ ・ ア ル バ ム だ 。「 母 が 教 
えて くれ た 歌 で す 」 と 前 置き し て "リリ ー・ マ ルレ ー ヌ “ を 少し 歌 
っ う で が ら 歌 う ポ ダル マニ ニョ や 、『 愛 ある 息 所 だ ち は 凍 上 邊 が ん が に 
な ら な いで 音楽 家 に 、 科学 者 に 、 数 学者 に な れ た か も し れ な い の に 」 
と 声 を 絞り 出す “ケネディ ・ ロ ー ズ ” や 、 ア ンコ ー ル の 最後 の 1 
週間 は ニュ ー ヨ ー ク で ” な ど 、 感 涙 も の だ 。 (松元 ) 





PATRICIA KAAS 
Je Te DiS Vous 
CD/Epic ソ ニー ESCA 5747 93 年 





通常 の ラヴ ・ ソ ング を か な り 避 け て いた 先 の 2 枚 の スタ ジオ 録音 
アル バム と は 趣 が 変わ っ て 、 真 剣 で 重い 感情 を 歌っ た ラヴ ・ ソ ング 
が 並ん で いて 、 彼 女 の 心境 の 変化 が 有 玩 わ れる 。 3 曲 は 彼女 自身 の ア 
イデ ア に 基づい て 書か れ た だ け あ っ て 、 感 情 が 生き て いる 。 聴 いて 
いる と 、 こ ちら も 彼女 の 歌う 愛 の 世界 に 引き ずり 込ま れ 、 官 能 的 な 
気分 に さえ な る 。 その 一 方 で 、^ あ な た の た め に 歌わ せ て ” や “自由 
と 踊れ ./” と いっ た 歌 で は 恋愛 以外 の 現実 社会 と も 向き 合う 。 シ ン 
グル に も な っ た 美しく 切な い ラ ヴ ウ ・ ノ ング は か な い 愛 だ と し て も 
は ジャ ン ・ ジ ャ ッ ク ・ ゴ ー ル ド マ ン が 変名 で 書い た そう だ 。 日 本 盤 
に は ボー ナス トラ ッ ク と し て 中 島 み ゆき が パト リシア の た め に 書き 
下ろ し た ` か も め の 歌 ” を 収録 。 (松元 ) 








ぞ ら づ 








PHILIPPE CHATEL 
Mamuillages 
LP/RCA PL 37488 81 年 





フィ リッ プ ・ シ ャ テル は ジャ ズ の 香り も する フォ ー ク 系 の 音楽 で 
繊細 な 感性 を 歌う シン ガー・ ソ ング ライ ター で 、 無 愛想 さ の 裏 の 優 
し さ が 味 わい 深い 。 ベ ルナ ー ル ・ パ ガ ノ ッ テディ と ジャ ン ・ ル イ ・ ビ ピ 
ュ ッ キ が 参加 し た 本 作 「 メ ー キ ャ ッ プ 」 は 彼 の 代表 作 の 1 枚 。 過去 
を 振り 切れ な い 気 持ち を 歌う 1 曲目 すべ て を 捨て て も すべ て を 痛 
負っ て "、 曲 作り の 過程 を ユー モラ ス に 歌っ た ^ 鈴 の 妖精 ?、 堕 胎 で 
この 世に 生ま れ て こ な か っ た 子ども に 歌い か ける “天使 を 生む 人 “、 
ジャ ズ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン へ の オマ ー ジ ュ ガレ スピ ー と 他 の 人 た ち 
も ” な ど 、 地 味 な が ら 良 い 歌 が 並び 、 自 分 の 本 当 の 姿 に つい て 歌う 
最後 の アル バム ・ タ イト ル 曲 で は 1 曲目 の リフ レイ ン が 繰り 返さ れ 、 
聴き 終わ っ た 後に し み じ み と し た 感情 が 残る 。 (松元 ) 


PIERRE BAROUH 
6a Va, 6a Viemt 


L P/Saravah SH 10021 ' 年 
CD/ ポ リス ター PSCY 1002 








自ら の 優れ た 感性 に よっ て ジャ ズ 、 ボ サ ノ ヴ ァ を 吸収 し 尽 し た 余り に 
粋 な バル ー 流 シャ ン ソ ン ・ ア ル バ ム 「Vivre」 は 衝撃 的 な デビ ュー だ っ た 。 
今 で は オリ ジ ナ ル 盤 は 幻 の 名 作 と し て 名 高く も ある その 「Vivre」( ジ ャ 
ケ 違 いで 国内 盤 も 出 て いた 。 現 在 CD で 入手 可 ) に 次 いで 発表 され た の が 
2 nd「Ca Va Ca Vient」 だ 。 こ こ で は バン ジョ ー や グラ ス 等 を 使い ノ ス 
タル ジッ ク な グッ ド タ イ ム ・ ミ ュー ジッ ク と シャ ン ソ ン の 融合 を 試み 、 
路 く よう な ヴォ ー カ ル と の 調合 が し ん みり と 署 いて 見 事 な 作品 に 仕上 
っ て いる 。 続 く 3 rd 以降 の 作品 に 、 前 2 作 程 の こだわ り が 見 られ な いよ 
うな 気 が す る の が 実に 残念 だ 。 映 画 「 男 と 女 」 の 全編 路 く よう な ムー ディ 
ー な 音 世界 も バル ー な ら で は の 一 流 の 手腕 に 依る も の だ ろう 。 そ こ で は 
彼 の 音楽 的 背景 も 垣間見 る こと が 出来 、 興 味 深い 。 (平野 





PIERRE BAROUH 
Le Pollem 
CD/ 日 本 コロ ム ビ ア COCA-11148 '82 年 





ピエ ー ル ・ バ ルー!82 年 の アル バム 、。 立川 直樹 の プロ デュ ー ス の 下 、 
高橋 幸宏 、 坂 本 竜一 を 始め 、 大 村 憲 司 、 清 水 信之 、 清 水 靖 晃 ら の マ 
ライ ア 勢 と いっ た 日 本 の 一 流 セ ッ シ ョ ン ・ ミ ュー ジ シ ャ ン が 参加 し 、 
作曲 に は 加藤 和彦 、 フ ラン シス ・ レ イ 、 そ し て クレ ジッ ト に は デイ 
ヴィ ッ ド ・ シ ル ヴ ィ アン の 名 も 見 える 。 こ の メン バー か ら 大 貫 妙 子 
を 想起 する 人 も いる だ ろう が 、 高 橋 、 加 藤 、 大 叶 ら の 創り 由 し た あ 
の 擬似 ヨー ロッ パ の 粋 に 本 物 の フラ ンス 人 が 乗っ て 、 例 えば 、 大 叶 
の 可憐 さ の 代わ り に いさ さか の 毒気 を 持っ て 歌う 様 を 想像 し て ほし 
い 。 毒 を 秘め た 透明 感 。 を し て これ は 実に は まっ て 聴こえ る 。 彼 等 
の フラ ンス 憧 慢 の 一 つの 結晶 か 。 コ クト ー、 マ ー ラ ー、 サ ティ ら の 
名 が 会 話 の 中 で 交わ され る タイ トル 曲 も 面白 い 。 (高山 ) 





Pr6sentement 
LP/RCA PL 37600 82 年 


ZI 月 PIERRE VASSILIU 


ピエ ー ル ・ ヴ ァ シ リウ は 1937 年 生ま れ の ルー マニ ア 系 フラ ンス 人 。 
1950 年 代 半 ば か ら 音 楽 活動 を 始め 、1965 年 に 初め て の レコ ー ド を 出 
す 。1970 年 代 に な っ て か ら 定 期 的 に アル バム を 発表 する よう に な る 。 
彼 の 歌 は 、 前 衛 的 な 遊び 心 と カカ み の な い ポ ッ プ 性 の 奇妙 な 同居 が 特 
色 で 、 ジ ャ ッ ク ・ イ ジュ ラン と の 共通 項 が ある 。 現 に 、 こ の アル バ 
(に 参加 じ ぐ る ギタ ー と チエ の I ド ウミ ラウ ァ ン エッ ク 、。 キー 
oiNN の 4 ラリ ンク RU の 70 ツ 放 (0 の 224oioZ0 ラ パリ レル) 二 23 志 20 の ) ジ 24747 
ク ・ ト マ ( リ パ イ ユ ) は イジ ュ ラ ン と の 共演 経験 が ある 。 その 他 に 、 
サッ クス の ジェ フ ・ リ ー も いて 、 前 衛 プ ログ レ 経 験 者 大 集合 で ある 。 
その 一 方 で 、 ア フリ カン ・ パ ー カ ッ シ ョ ン 担 当 の 人 も いる 。 ど ん な 
音楽 か は これ ら の 情報 か ら 想像 し て ほし い 。 (松元 ) 








RENAUD 
Le Retour De Gerard Lamhert 


L P/Polydor 2393303 81 年 
CD/Polydor 823059-2 





ルノー、 本 名 ルノー・ セ シャ ン は 1952 年 パリ 生ま れ 。 (プロ グレ 系 
の ミュ ー ジ シャ ン 、 ア ラン ・ ル ノー と は 別人 。) フラ ンス の 伝統 的 シ 
ャ ン ソ ン の 精神 を 現代 的 状況 に 暑 ら せ 、 不 良 青年 ぽい 革 ジ ャ ン 姿 で 
俗語 、 隠 語 混じり の 反骨 精神 皮 盛 な 歌 を 歌う 、 現 代 フ ラン ス を 代表 
する 歌手 で ある 。 本 作 「 ジ ェ ラ ー ル ・ ラ ン ベ ー ル の お 帰り 」 は 1975 
年 に デビ ュー し た 彼 の 初期 を 総括 する 作品 。 失 恋し た 革 ジ ャ ン 仲間 
を 慰め る 、 ア コー ディ オン 入り バラ ー ド の ` マ ニュ ”、 フ ラン ス の 平 
均 的 な 男 の 低俗 さき を お ちょ くる ` 俺 の 義兄 "、 麻 薬 の 売 人 を 強く 憎む 
ワル ツ の ` 白 い 粉 ?、 フ ラン ス 北 部 の 炭 撤 労 働 者 だ っ た 母方 の 祖父 へ 
の 愛情 を 歌う ^ オ スカ ー“、 体 制 寄り の 学生 へ の 強い 非難 の ロッ クン ・ 
ロー ル “ 歯 に 毛 の 生え た 学生 ” な ど を 収録 。 (松元 ) 








RENAUD 
Putaim De Camiomn 


LP/Virgin 70600 88 年 
CD/Virgin 30178 





ルノー の 1970 年 代 の 作品 は フラ ンス の 伝統 的 な シャ ン ソ ン の 究 囲 
気 が 濃かっ た が 、1980 年 代 に は ロッ ク 色 を 徐々 に 強め て いく 。 本 作 
は 、 彼 の 友人 で も あっ た 漫談 家 で 、1986 年 に オー トバ イ 事 故 で 急死 
し た コリ ュー シュ を 蛋 む 曲 トラ ッ ク の 馬鹿 野郎 * を 含み 、 そ れ が 
アル バム ・ タ イト ル に な っ て いる 。 反骨 精神 、 仲 間 や 家族 へ の 愛情 、 
社会 的 不正 へ の 怒り 、 ナ ン セ ンス な ユー モア な ど が 彼ら し い 調 子 で 
歌わ れる 。 ピ アノ と アコ ー デ ィ オ ン だ け の 3 拍子 の 伴奏 で 彼 の 故郷 
の パリ へ の 愛情 と 横暴 な 都市 開発 へ の 怒り を 静か に 歌う ` 駒 鳥 /、 音 
楽 業界 の 商業 政策 を お ちょ くっ た 波 の 上 に 寝そべっ て ” な ど 、 彼 
らし い 歌 が 満載 され て いる 。 ギ ター に は 全編 に ジャ ン ・ ピ エー ル ・ 
アラ ル セ ン が 参加 、 あ の 音色 が 数 箇所 で 聴け る 。 (松元 ) 














ちら 








HENAUD 
Visage Pale Rencontrer Puhlie 
Renaud Tour 89 


L P/Virgin 60091 89 年 
CD/Virgin 30254 


ニー 





ルノー の 1980 年 代 の 総決算 と な る ライ ヴ ・ ア ル バ ム 。 楽 器 編成 は 
ロッ ク 的 だ が アコ ー デ ィ オ ン を 生か し た シャ ン ソ ン の 究 囲 気 は 健在 
で ある 。 自 分 の 娘 へ の 愛情 の 中 に 彼 の 社会 観 が 垣間見 られ る ~ お 前 
に 恋し て ” や “当たり 鍛 付 き の ミ スト ラル ・ キ ャ ン デ ィ ー"、 社 会 活 
動 家 た ち を 弾圧 する 国家 権力 へ の 紺 弾 と いう 内 容 に 呼応 し て ジャ ン ・ 
ピエ ー ル ・ ア ラル セン も スタ ジオ 盤 に は な い 素 晴らし い ソ ロ を 聴か 
せる ` 平 凡 な 訴訟 ?、 南 アフ リカ の 歌手 で ルノー の 友人 で も ある ジョ 
ニー・ ク レッ グ へ の オマ ー ジ ュ の “ジョナサン”/、 仲 間 へ の 友情 、 不 
正 へ の 怒り 、 反 骨 精 神 、 ア コー ディ オン 、 3 拍子 と いう 彼 の トレ ー 
ド ・ マ ー ク を すべ て 含む 名 バラ ー ド “小さ な 娘 ” な ど 。 初 心 者 に は 
この ライ ヴ ・ ア ル バ ム が と っ つき 易い か も し れ な い 。 (松元 ) 
































HENAUD 
Marehand De Cailloux 
CD/Virgin 30891 '91 年 





ルノー は 1990 年 代 に 入っ て ルー ツ に 回 帰す る 。 ロ ンド ン 録 音 の 本 
作 「 小 石 売り 」 は アイ リッ シュ ・ ト ラッ ド や フォ ー ク 色 濃 い アル バ 
AE つた 請 823RIUIS2 還 ウ 5 リン 回 半 ラウ クジ 還 ルル 
ー ト 、 ギ ター、 コ ー ラ ス の ジェ フリ ー・ リ チャ ー ド ソン (キャ ラバ 
ン ) や ポ プ ・ ゲ ルド フ の 参加 が 驚き 。 妻 や 娘 へ の ラヴ ・ ソ ング の 他 、 
アイ ル ラ ンド を 吹き わた る 風 の よ うな イン トロ を 経て この 世 の 圧 政 
や 貧困 の 原因 に 素朴 な 疑問 を 呈す る “小石 売り "、 い つの 間 に か 政治 
家 に し て や られ る 有権者 の 怒り ` 当 選者 の タン ゴ ”、 地 元 民 に は 庭 に 
も 等 し い ア フリ カ で 自動 車 ラ リー を や る 西洋 人 の 僚 慢 さ へ の 紺 弾 ^ ス 
ター トラ イン に 500 人 の 馬鹿 者 "、 政 界 を 去り ゆく ミッ テラ ン 大 統領 
へ の そこ は か と な いし い 愛情 を 歌う “お じ さ ん ” な ど 。 (松元 ) 








RICHARD GOTAINER 
Chants Zazous 
LP/Virgin 201931 '83 年 





1948 年 、 パ リ 生 まれ の リシャール ・ ゴ テ ネ ー ル は 広告 業界 出身 で 、 
コマ ー シ ャ ル ・ ソ ング も 多数 歌っ た こと が ある 作詞 家 兼 歌手 。 コ ミ 
カル な 自作 の 歌詞 を 吸 れ 声 で 歌い 、 ス テー ジ で は 演劇 的 な ショ ー を 
展開 する 。1977 年 の デビ ュー・ ア ル バ ム 以来 、 彼 の 曲 作 り の パー ト 
ナー は クロ ー ド ・ ア ンジ ェ ル で 、 作 曲 、 ギ ター、 ベ ー ス 、 キ ー ボ ー 
ド を 担当 し 、 歌 を 仕上 げ る の に 一 役 も 二 役 も 買っ て いる 。 ま た 、 ク 
ロー ド の 弟 の セル マー・ ア ンジ ェ ル の シン セ サ イ ザー・ プ ログ ラミ 
ング で の 協力 も 見 逃 せ な い 。 本 作 は 写し 絵 の マ ン ボ ”、 性 倒錯 者 
の パ バラード"、" キ ャ プ テ ン ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク ′ な ど タ イト ル を 見 た 
だ け で 笑い が こみ あげ て くる 楽し い 曲 が 多 く 、 ア ル バ ム 後半 は ^ 四 
季 "と いう 組曲 で コミ カル な 恋 物語 の 品 末 を 歌っ て いる 。 (松元 ) 


ROBERT 

6ine 

CD/Columbia CDL 473612 2 '93 年 
エピック ESCA 5763 





'93 年 に 突如 登場 し た フレ ンチ ・ ロ リー タ ・ ポ ッ プ ス の 新星 シン ガ 
ー、Robert の デビ ュー 作 。 キ ラキ ラ し た 打ち 込み 系 の シー ケン ス を 
基調 に キュ ー ト な ヴォ イス が 無 表情 に ささ や きか ける その や り 口 は 
唱 法 や 声質 、 曲 調 に 至る あら ゆる 面 で Mylene Farmer と の 類似 性 が 
見 い 出せ る 。 大 部 分 の 曲 は 彼女 と プロ デュ ー サ ー の Mathieu Saldin 
の 共同 作業 に よる も の で 、 こ の 両 名 が Farmer-Boutonnat の 最強 タッ 
グ に 匹敵 する 才能 を 持ち 合わ せ て いる か どう か 、 そ の 判断 は 次 作 以 
降 に 委ね た い ( 今 回 は 取り あえ ず カ ワイ イ か ら 、 許 す ) 。 ベ ー ス に Bernard 
Paganotti が 参加 し て お り 、 数 曲 で いか に も と いう プレ イ を し て いる 。 
KRAFTWERK の The Model" を カヴァ ー し て いる が 、 歌 い 方 も キ 
マ っ て いて 良い 良い 。 (内 田 ) 











SALIF KEITA 
SOr0 
CD/ 日 本 フォ ノ グ ラ ム PHCR-1728 87 年 














所 詩 ワ ー ル ド ・ ミ ュー ジッ ク ・ シ ー ン の 重鎮 中 の 重鎮 、 サ リフ ・ 
ケイ タ は 西アフリカ の マリ の ミュ ー ジ シャ ン だ 。 ケ イタ の 音楽 の 素 
晴らし さ は な か な か 表現 し に くい の だ が 、 ま ず 彼 本 人 の カリ ズ マ テ 
ィ ッ ク な 存在 感 が ある 。 マ リ の 王家 の 出身 で あり な が ら 、 ア ルビ ノ 
と いう 運命 を 背負 っ た グリ オ 。 彼 の 張り 詰め た 歌声 は 本 当 に 心 を 打 
つ 。 ケ イタ を 迎え 入れ た ヨー ロッ パ 、 特 に パリ の 音楽 シー ン と 化合 
し て 、「Soro」 の 音楽 は 不思議 な 情景 を 現 出 する 。 プ レイ ヤー アレ 
ンジャー と で 参画 G い る ララ シン ツア レア ン と ジャ シン 三 ウシ 
リッ プ ・ リ キ エ ル の 存在 が 非常 に 大 きい 。 ア ント ワー ヌ ・ エ ル ヴ ェ 
人 脈 を 中 心 に OFFERING の メン バー も バッ キン グ に 参加 し て お り 、 フ 
ラン ス の 音楽 シー ン の 面白 さ を 垣 間 み せる 。 (坂本 ) 





WMEiEYIZI 当 SILVIA MALAGUGINI 


LAmto Magico 


Lantro Magico 
LP/Cesar 810 615-1 '83 年 





彼女 の 名 前 も それ 風 だ し 、 タ イト ル と 歌詞 は イタ リア 語 な の で 、 
イタ リア の アー ティ スト と する べき か も 知れ ませ ん が 、 録 音 も レー 
ベル も バッ ク の 人 達 の 名 前 も フラ ンス な の で 、 ど うか ひと つ 。 「 魔 法 
の 洞窟 」 と 題 さ れ た 本 作 は 、 収 録 井 の ほ と ん ど は イタ リア の トラ ッ 
ド 曲 な の で 、 明 る い メ ロディ ー の 曲 も ある の で す が 、 演 奏 は 民謡 調 
で は な く シ リア ス で 、 ジ ャ ケッ ト の 印象 ほど で は あり ませ ん が 、 暗 
めで す 。 そし て 、 曲 間 に は 、 か な り 抑 揚 の ある 「 台 詞 」 が 入っ て い 
ます 。 その た めか 、 ア ル バ ム の トー タル 性 が 感じ られ ます 。 少 し キ 
ツイ 声質 で す が 、 高め の 太い 声質 で 、 歌 は うま いで す 。「 ク ラシック 
の 、 女 声 独唱 の 入っ た 古楽 合奏 団 の 演奏 に 、 強 烈 な メリ ハリ を つけ 
で シン セ も 内 れ た 」 と いう 感 DG す 。 (斉藤 ) 






































ぞ ち ぢ 








SYLVIE VARTAN 
SVlvie Vartam 
CD/BGM ビ クタ ー BVCP-1063 





'60 年 代 前 半 の フラ ンス を 覆い 尽く し た イエ ・ イ エ 旋 風 。 そ の 中 心 
で 常に ムー ヴ メ ント を リー ド し た 暴 大 の スタ ー と いえ ば 、 ジ ョ ニー・ 
アリ デイ と シル ヴィ ・ ヴ ァ ル タン で ある 。 特に 彼女 の 当時 の 人 気 た 
る や 凄まじ く 、 ビ ー ト ルズ で さえ も 初め て の フラ ンス 公演 の 際 は ヴ 
ァ ル タン 様 の 前 座 だ っ た の だ 。'61 年 に デビ ュー し 、 初 期 は アメ リカ 
ン ・ ボ ポッ プス の カヴァ ー が メイ ン だ っ た が 、 イ エ ・ イ エ ・ フ ィ ー ヴ 
ァ ー の 沈静 化 と 共に 次 第 に オリ ジ ナ ル 曲 に 重心 を 移し 、 大 人 の シン 
ガー と し て の イメ ー ジ を 確立 し て いっ た 。 交 通 事故 で 重傷 を 負っ た 
後 の 復帰 第 1 弾 で ある この 8 枚 目 の アル バム は 、 音 楽 的 に は 現在 に 
至る まで の 彼女 の 全 作 品 中 で も 最も ポッ プ で イキ の いい 傑作 で ある 。 
躍動 感 溢れ る ^ あ な た の と りこ ′ な ど 、 い つ 聴 いて も 最高 。 (松山 ) 





Suig SYLVIE VERNHES 


URIHHGS 


Sylvie Vermhes 
LP/Perides 13 NP 635 


空 に も や が か か っ て いて 、 遠 くに 家並み の 見 える 原っぱ に 、 女 性 
が 一 人 件 ん で いる 、 そ の くす ん だ 色あい に 惹か れ て 買っ た レコ ー ド 
で す 。 全 曲 と も 、 作 詞 ・ 作 曲 は 彼女 自身 が 手掛け て お り 、 そ の 曲調 
は 、 と て も 穏やか で キレ イキ レイ し た フォ ー ク で す 。OUEST-OMNIBUS 
と いう 4 人組 が バッ ク を 担当 し て いて 、 曲 に よっ て 、 ピ アノ 、 ア コ 
ー デ ィ オ ン 、 ヴ ァ イ オ リン 、 チ ェ ロ に プ サ ル テリ オン の 各 奏 者 まで 
加わ っ て いま す 。 と は 言っ て も 、 同 時 に 鳴っ て いる 楽器 の 数 は 少な 
い の で 、 音 は 厚く は あり ませ ん 。 で も 、 そ の 使い 方 が 効果 的 な の で 、 
曲 が と て も 「 良 く 」 聞 こえ る の で す 。 彼女 の 歌声 も 、 柔 ら か 目 で カ 
ワイ イ の で 、 も し も 安く 見 つけ た ら 是 非 。 な お 、 発 表 年 の 表記 は な 
い の で す が 、770 年 代 前 半 く らい の 音 で す 。 (斉藤 ) 





VALERIE LAGRANGE 
Faut Plus MMe La Faire 
L P/Virgin 202199-320 '8O 年 





ヴァ レ リ ー・ ラ グラ ンジ ュ は 映画 界 か ら キ ャ リア を 始め 、1980 年 
に 本 アル バム で 音楽 界 へ の 本 格 的 デビ ュー を 果たし 、 成 功 を 収め た 。 
彼女 の 音楽 的 パー トナ ー の イア ン ・ ジ ェ ル フス と 書い た ポッ プ 、 ロ 
ッ ク 、 レ ゲ エ ・ ナ ン バ ー を 歌っ た この アル パム は 、 ア スワ ド 、 マ ト 
ゥ ン ビ と いっ た 英国 の レゲエ ・ グ ルー プ が 参加 し 、 マ イク ・ ハ ウレ 
ツ ド が ロロ デュ ョ ニース し で UN る 。 さら ぢ に は 、 ステ ィ ー ヴ ツ ・ ヒ ビレッジ が 
1 曲 で ギタ ー を 弾い て いる 。 この 世に 対す る 嫌悪 と 絶望 と 不安 、 そ 
し て 、 そ こ か ら 抜 け 出 そ う と も が く 彼 女 の 姿 が 色濃く 表れ て いる ア 
WANGG あ る まだ ポジ 2 ラン の の の の の ウン JRN< 
ユー” も 収録 。1981 年 の アル バム で は 戦争 の 親玉 ′ も 歌っ て いる 。 
現在 まで に 編集 盤 2 枚 を 含め て 7 枚 の アル バム が ある 。 (松元 ) 





WANESSA PARADIS 
Variation Sur Le Meme Taime 
CD/ ボ リド ー ル POCP 2240 90 年 


1972 年 12 月 22 日 生ま れ 。15 歳 の 時 デビ ュー。 アイ ドル 産業 が 伝統 で 
すら ある フレ ンチ 業界 は 彼女 を 昔 流 に デビ ュー 作 「 マ リリ ン & ジ ョ ン 」 
に 仕上 げた 。 そ し て 故 ゲ ンズ ブー ル と 出会い この アル バム と 同時 に ` ヴ 
ァ ネ ッ サ ・ パ ラディ ” が 生ま れる 。 デ ビュ ー 作 と この 2 作 目 の ギャ ッ 
プ こ そ ゲ ンズ プ ブール の 手腕 が いか に 大 きい か を 示す も の だ 。 パ ラディ 
は この アル バム で フラ ンス 国内 に 知れ わた っ た が 、 そ れ は 収録 曲 "Tandem? 
の ビデ オ ・ ク リッ プ に 象徴 され る 1 作 目 の 子供 と は 似 て も 似つか な い 
姿 、 イ メー ジ と と も に だ っ た 。 ゲ ンズ ブー ル の 眼 の 光ら せ 所 その 鋭さ 
が あっ た か ら こ そ 今 の パラ ディ は ある 。 そ の 強大 な 支援 が あっ て 彼女 
は ^ 小 悪魔 を 生か し た 。 曲 の 質 が 格段 に 上 が り 紛 囲 気 を 漂わ す 。 今 
の 彼女 は 男の子 より も 多分 女の子 に 人 気 が あ る 。 (松本 ) 








VANESSA PARADIS 
Vanessa Paradis 
CD/ ボ ポリ ドール POCP-1253 '92 年 








フラ ンス を アメ リカ に 売っ た 尻 軽 女 、 と 実際 に ツバ を 吐 か れ た こ 
と も ある 程 の 人 気 ア イド ル 。` バ パル ドー の 再来 7 な ど セ ン セ ー シ ョ ナ 
ル な ギョ ー カ イ 路 線 の 上 昇 カ ー プ を 描き 、 一 気 に 登 ぼ り 詰め た 大 ヒ 
ウ ド : 作 軒 邦 題 加 三 マ マイ ペイ ピリ レビ ニー クラウ が 枚 
ゲ ダン ズ プ ー ル に 代わ っ て 手 と り 足 と り 、 こ の 時 二 十 歳 の 彼女 は 夢中 
で ある 。NY を ヴェ ル ヴ ェ ッ ツ を 知っ た 彼女 の 歌う バビ ー・ マ イ ・ べ 
イ ビ ー” は 、 こ こ 東 京 で も 一 時 は どこ へ 行っ て も か か っ て いた 程 。 
ヴァ ネッ サ ・ パ ラディ は シャ ネル の CF モ デル 以上 に 、'60's リ ヴァ イ 
ヴァ ル の アイ ドル に な っ て いた 。 フ レン チ ・ ロ リー タ の 90 年 代 と は 
彼女 の こと で ある 。 そ の も の ブー ム の ポッ プス 。 93 年 来 日 時 に は ど 
ん な 事 に な る か と 思っ た が 、 直 前 で 中 止 に な っ て いる 。 (松本 ) 








LIKE 


WILLIAM SHELLER 
Lu Aeterma 
LP/CBS 65030 75 年 


エマ ニュ エル ・ プ ブー ズ の アレ ンジ ャ ー と し て 知ら れる ウィ リア ム ・ 
シェ ラー。 プ ブー ズ の 作品 が 派手 に 騒が れる 一 方 で 、 本 作 は 地味 な カ ヴ 
ァ ー も 災い し て か それ 程 評判 に は な ら な か っ た 様 だ 。 し か し 、 ブ プー ズ 
の 作品 群 に も 比 診 すべ き そ の 驚く べき 完成 度 の 高 さ は 耳 に し た 者 な ら 
誰 も が 認め る は ず で ある 。 彼 自身 が 指揮 する オー ケス トラ と 壮大 な 混 
声 合唱 団 を 大 胆 に フィ ー チ ャ ー し て 一 種 独特 の 陰 を 宿 し た シン フォ ニ 
ー が 繰り 広げ られ る 。 そ の 狭間 を 縫っ て シン セ 類 が うな り を 上 ば げ 、 東 
の 間 の ギタ ー・ ソ ロ も 展開 され る 他 、 幻 想 的 な 演奏 を バッ ク に し て の 
虚ろ な 女性 ヴォ イス も 印象 的 だ 。 ア ルフ レッ ド ・ カ リオ ン あ た り の フ 
ァ ン に は た ま ら な い 内 容 で ある が 、^ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 、 の 一 言 
で 片付け て し まう に は 余り に も 重み の ある 演奏 で ある 。 (江田 ) 








ぞ ち ど 








WILLIAM SHELLER 
Nicolas 
LP/Philips 9101291 '8O 年 





この アル バム に 含ま れる いく つか の ポッ プ な ヒッ ト 曲 が 私 は 好き 
だ 。 独立 独歩 の 精神 を 高らか に 宣言 する Oh! Je cours tout seul 
(私 は 一 人 ぼっ ち で 走る )*、 ユ ー モ ラス な テク ノ ツ イス トレ ゲ エ の ~Billy 
nottoie son saxophone (ビリ ー は サク ソフ ォ ン を 掃除 する "」、 堅 苦 
し い 大 人 た ちの 集まり に 連れ られ て 来 て 居心地 の 悪さ き を 感じ て いる 
子ども の 歌 ドニ コラ ′ な ど 。 そ の 一 方 で “小さ な シュ ー ベ ルト は 病 
気 ′' の よう な クラ シッ ク 調 の イン スト ゥ ル メ ンタ ル 曲 も ある 。 どう 
し て も 「Lux Aeterna」 で な いと いや だ と いう 人 に 本 作 を 好き に な っ 
て も ら う の は 無理 か も し れ な い が 、 彼 は あら ゆる 音楽 を お 手玉 の よ 
うに 巧み に 操る ユー モラ ス か つ シ リア ス な 音楽 職人 な の で あり 、 そ 
れ を 否定 し て は 始ま ら な い 。 (松元 ) 


昌 WILLIAM SHELLER 


Emregistrement Puhlic Olympia 
1982 


L P/Philips 6622035 82 年 





1982 年 の ライ ヴ ・ ア ル バ ム で 、 そ れ ま で の キャ リア を 一 望 し て 総 
括 する 多彩 で 充実 し た 内 容 だ 。 シ ン セ サイ ザー を 全く 使わ ず 、 ギ タ 
ー、 ベ ー ス 、 ド ラム ス 、 管 、 弦 に 彼 自身 の ピア ノ と いう 粋 な 編成 で 、 
ロッ ク 、 ジ ャ ズ 、 ク ラシック 、 レ ゲ エ 、 パ ラー ド な ど を 彼ら し く 親 
し み 易 い 形 に アレ ンジ し た ポッ プス を 歌っ て お り 、 イ ンス トゥ ル メ 
ンタ ル 曲 も ある 。 彼 は ポッ プ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン だ が 、 ど ん な タイ プ 
の 曲 で あれ 級 密 で 丁寧 に 作る し 、 商 業 主義 に 魂 を 売っ て いる わけ で 
も な いこ と が この アル バム て で 証明 され て いる 。 ポ ッ プ 性 と 芸術 性 の 
バラ ンス を と る の が 巧み な 彼 を プロ グレ の 枠 に 押し 込め る の は や は 
り 無理 が ある 。 こ の アル バム 以降 、1980 年 代 は 「Univers 」、「Ailleurs」 
まで クラ シッ ク 的 な 作品 が 続く 。 (松元 ) 





WILLIAM SHELLER 
0uatuors 
LP/Side 8415 87 年 


William Sheller 





ポッ プス 界 の 大 御所 、 突 然 の 変節 ? いや 、Another Side と いう あ 
まり に も 確信 犯 釣 な リリ ー ス 元 の 名 前 を 併せ 考え る に 、 彼 自身 の 趣 
味 的 欲求 の 充足 、 ま た は 従来 の 活動 と は 完全 に 一 線 を 画 し て 進め ら 
れ た プロ シェ クト の 成果 と みる 方 が 自然 か 。 タ イト ル が 示す 通り 、 
B・Pasquier(1st-vIn) 、J・Prat(2nd-vIn) 、R・Pasquier(vla) 、H・Der- 
rien(cello) に よる スト リン グ ・ カ ル テ ッ ト の 小品 集 。 全曲 彼 の ペン に 
よる その 曲想 は (近代 以前 の ) ク ラ シ カ ル な も の と は 言え 、 従 来 の 形 
式 に は 必ず し も 狗 わら な い 展 開 は か な り 自 由 な も の を 感じ させ 、 作 
曲 者 の 意 を 流 ん だ 起 状 や 情感 に 豊 ん だ 演奏 、 醸 成 さ れ た シリ アス な 
イメ ー ジ と 相まって の 、Sheller の 懐 の 深 さ を 感じ させ る プロ グレ ・ 
ファ ン に は 喜ば し い 一 枚 。 (山田 ) 


WILLIAM SHELLER 
Ahion 
CD/Philips 518963-2 「'94 年 





タイ トル 通り 、 イ ギリ ス 録 音 の 最新 作 。 ク ラシック 色 濃 い 作品 を 
作り 続け た 1980 年 代 の 彼 が 一 転 し て 、 ハ ー ド な ギタ ー が 支配 する ロ 
ッ ク ・ ア ル バ ム を 作っ た 。 ロ ッ ク だ と いっ て も 安易 な 売れ 線 は 狙っ 
て いな い の が 良い 。 逆 に 、 彼 の 音楽 の ファ ン 層 が 想像 し に くい だ け 
に 、 売 れる の か どう か 心配 に し な る くら い に 商 業 的 妥協 は な い 。 彼 の 
優し い 声 に は ハー ド ・ ロ ッ ク よ り も クラ シッ ク 的 な 音楽 の 方 が 合っ 
て いる よう な 気 も する が 、 本 作 は 音楽 的 な 探求 心 と 冒険 心 に 溢れ て 
いる 。 シ ャ ン ソ ン の ヴォ ー カ リス ト と いう より も 、 ロ ッ ク の サウ ン 
ド ・ ク リエ ー タ ー と し て の 手腕 を 聴く べき アル バム だ 。 な お 、 本 ア 
ル バ ム か ら の ファ ー ス ト ・ シ ング ル 「Maintenant tout le temps ( 今 、 
いつ も ) 」 に は アル バム 未収 録 曲 が カッ プリ ング され て いる 。 

(松元 ) 








YVES DUTEIL 
Au Z6mith 


CD/EMI 7977492 '91 年 
Columbia COL 474656-2 





1949 年 生ま れ 。 美 し い 童画 や 風景 画 の よう な 歌詞 を 、 平 易 だ が 気 
品 が あり 新鮮 な メロ ディ に 乗せ て 生 ギ ター や ピア ノ で 聴か せる イヴ ・ 
デュ テイ ユ の 歌 は 子ども か ら 老 人 まで あら ゆる 世代 の 人 に 微笑 み を 
与え て いる 。1977 年 の 「Prendre un enfant (子ども を 抱い て ) 」 は 、 
「( 妻 の 連れ 子 で ある ) 子ども と 何 年 も 共に 生き 、 突 然 子 ども の 手 を 
取り 、 こ の 子 を 我 が 子 だ と 思う 」 と 歌う 、 自 分 が 選ん だ 子ども に 、 
作っ た 子ども と 同じ 愛 を 注ぐ 歌 で 、1988 年 に は フラ ンス 著作 権 協 会 
の アン ケー ト で 「 フ ラン ス 人 が 最も 愛好 する 20 曲 」 の 1 位 に 選ば れ 
た 。 こ の ライ ヴ ・ ア ル バ ム で は 、 初 期 の 優し い 歌 に 加え て 、 人 生 が 
人 間 に 課 す 心 の 傷 に 真正 面 か ら 立 ち 向 か い 、 世 界 情 勢 に 対し て も 発 
言 する 眉 し さも 見 せる 。 来 日 経験 も 4 回 ある 。 (松元 ) 








YUES MONTAND 

Olympia “8 

LP/ 日 本 フォ ノ グ ラ ム 25PP-40 一 41 
"81 年 

CD/Philips 822 508-2 





歌手 と し て だ け で な く 、45 本 以上 の 映画 に も 出演 し た 俳優 と し て 
も 有名 な イヴ ・ モ ンタ ン は 1921 年 イタ リア 生ま れ 。 貧し い 移 民 と し 
て フラ ンス に 渡り 、 陽 気 で 人 を 笑わ せる の が 得意 な 彼 は 肉体 労働 を 
し な が ら 芸 能 界 入り へ の チャ ンス を 徐々 に 掴む 。 “枯葉 ?、^ パ リ で "、 
* セ ・ シ ・ ボ ン ” な ど は 彼 の レパートリー と し て あま り に も 有名 。 本 
盤 は 、1981 年 に 彼 が 13 年 ぶり に 開い た コン サー ト を 収録 し た 、 シ ャ 
ン ソ ン の 歴史 に 残る ライ ヴ ・ ア ル バ ム で ある 。 歌 を 完璧 に 演じ る 60 
歳 の 芸人 の 円 塾 し た プロ フェ ッ シ ョ ナリ ズム が 凄い 。 終盤 に 歌わ れ 
る 枯葉? は や は り 名 曲 で ある 。1982 年 に は この プロ グラ ム に よる 
来 日 公演 も 実現 。1991 年 1 月 、 映 画 の 撮影 中 に 倒れ 、 誠 に 残念 な が 
ら 、 そ の まま 不 帰 の 人 と な っ た 。 (松元 ) 





ちら 











0 YVES SIMON 

2 Un Autre D6sir.… 

L P/RCA PL 37097 777 年 
っ CD/RCA BMG Ariola ND 74910 
09 ee 、。 王 | LP/RVC RVP 6278 

AA 











トラ ンジ ッ ト ・ エ クス プレ ス と の 活動 で プロ グレ ・ フ ァ ン に も 知 
られ る イヴ ・ シ モン 。 社 会 的 ・ 文 化 的 意味 を 持つ 多く の 固有 名 詞 に 
間接 的 メッ セー ジ を 隠す と いう 手法 、 必 要 以 上 に は 鱗 舌 に な ら な い 
が さま ざま な スタ イル に アレ ンジ され た シン プル かな 曲 、 彼 自身 の 軽 
い 声 。 あ ら ゆ る 点 で 決し て 押し 付け が まし く な い 彼 の 音楽 は 無意識 
の うち に 人 に 影響 を 与え る 。 本 作 は 彼 の 全 作 品 の 中 で 、 音 楽 的 に 最 
も 多彩 だ と 思う 。 ロ ッ ク 、 ピ アノ と サッ クス に よる シン プル な パラ 
ー ド 、 ア フリ カ 的 な パー カッ ショ ン な ど な ど 。 他人 と の 一 瞬 の 心 の 
接点 が 孤独 を 和らげ る こと を 歌う ^ パ リ 23 局 長 殿 /、 警 察 国家 フラ ン 
ス へ の 批判 を 歌う ^ ポ リス 恐怖 症 プ ルー ス "、 パ リ と いう 街 の 文化 的 
厚み を 感じ させ る ^ パ リ の 亡霊 ′ な ど に 特に ひか れる 。 (松元 ) 














YVES SIMON 
Lautre 66te Du Mnme 


L P/Exo, Exo, WXL-109-2 '85 年 
CD/BMG RCA ND 75145 





原題 は 「 世 界 の 反対 側 」。 1 曲 め `L'Abyssinie” を 取っ て 「 ア ビニ 
シア 夢 浪漫 」 と いう 邦題 で 国内 盤 も 出 て いた 。 詩 人 ラン ボー が 詩 を 
捨て 旅立っ た アフ リカ の 地 。 エ スニ ッ ク な リズ ム と シン セ サ イ ザー 
の 強調 が 彼 の エク ゾ テ ィ シ ズム を 浮 彫 に する 。 作家 で も ある シモ ン 
(TRANSIT EXPRESS は 彼 の 著作 の タイ トル で も ある ) が 、'88 年 の 小 
説 「 す ば らし い 旅 人 」 で 、 空 へ と 向かう 人 間 の 垂直 的 な 意志 と 夢 

命 を 巡る 男女 の ずれ を 、 主 人 公 の アフ リカ 、 ア メリ カ 、 広 島 と い 
う 歴史 上 の 転回 点 を 辿る 旅 を 通し て 凝視 し た よう に 、 こ こ で 彼 は 混 
血 の 素 晴らし さ 、 日 本 女性 と の 情事 、 男女 間 の 戦争 、「 新 し い 世 界 の 
中 心 」 ア ジア や アフ リカ へ の 思い を 主 う 。 ジ ャ ケッ ト を 飾る 鳥獣 虚 
画 。 す べ て の 彼 の 知 的 愉悦 を 求め る 心から 成せ る 業 か 。 (高山 ) 








ZABU ZABU 


MY COmNS KADY 


My Goffin's Ready 


LP/Theleme 6332 750 72 年 
CD/Musea FGBG 4088 





元 ユ ニ ベ リ ア ・ ゼ クト の ヴォ ー カ リス ト 、 ザ プ の ソロ ・ ア ル バ ム 
で ある 。 収録 され た 7 曲 は クリ スチ ャ アン ・ ヴ ァ ン デ 、 ヨ シコ ・ ジ 
ョ フ ・ セ ファ ー、 テ ディ ー・ ラ スリ ー、 フ ラン シス ・ モ ー ズ ら マ グ 
マ ・ フ ァ ミ リー が 参加 し た も の と ほとん ど 無 名 の ミュ ー ジ シャ ン が 
バッ ク を 勧め た も の の 2 種類 に 大 別 さ れる が 、 両 者 と も ザ ブ の 個性 
を 強く 打ち 出し た プル ー ス 色 の 強い 内 容 と な っ て いる 。 そう し た 中 
で 、B③ に 収め られ た ^Silent Angel に お ける セ フ ァ ー の テナー・ 
ソロ は 出色 の 出来 と 言え る 。 こ の アル バム を 発表 し た 後 レ ー ベ ル を 
ソノ プレ ス に 変え 、 バ ッ ク ・ ミ ュー ジ シ ャ ン も 一 新 し て (リシャール ・ 
ロー が ゲス ト 参 加 )、 よ り プ ルー ス 色 を 強め た 「Zabu & Co」(Sono 
-Presse Spot ST69.643) を 76 年 に リリ ー ス し て いる 。 (賀川 ) 


U.A. 

La Soiree Des Enfoires A 

L Opera 

CD/Columbia COL 472424-2 '92 年 





人 気 漫談 家 の コ リュ ーシュ の 発案 で 1985 年 に 始ま っ た 、 フ ラン ス 
国内 の 貧し い 人 々 に 給食 を 無料 で 提供 する 。「 心 の レス トラ ン 」 と い 
う 助 け 合い 運動 が ある 。 政 財界 の 協力 を 取り 付け 、 学 生 や 年 金 生活 
者 な ど 多数 の ボラ ンティア が 参加 し 、 フ ラン ス 社 会 に 定着 し た 社会 
運動 だ 。 そ の 支援 の た め の チ ャ リティ 公演 (の 一 部 ) を 収録 し た ラ 
イヴ ・ ア ル バ ム が これ 。 テ ー マ ・ ソ ング 作曲 な ど 当 初 か ら 尽 力 を 恒 
し まな い ジ ャ ン ・ ジ ャ ッ ク ・ ゴ ー ル ド マ ン を 始め 、 パ トリ シア ・ カ 
ー ス 、 ル ノー、 フ ラン シス ・ カ プレ ル ら の 大 物 歌 手 が 参加 し 、 持 ち 
歌 を 中 心 に 歌う 。 歌 唱 や 聴衆 の 反応 に 取っ て つけ た よう な こと ろ が 
皆無 な の が 驚き で 、 社 会 参加 、 相 互 扶助 の 精神 が か の 国 に 定着 し て 
いる 証 で も ある 。 フ ラン ス 的 な チャ リティ ・ レ コー ド の 名 盤 。 

(松元 ) 








VA 
Starmanmia 
L P/WEA 66086 Studio Version 
'79 年 
WEA 66089 Live Version 
CD/WEA 9031-73975-2 Live Version 





カナ ダ の 作詞 家 、 リ ュ ッ ク ・ プ ラモン ドン の 詞 に ミッ シェ ル ・ べ 
ル ジ ェ が 曲 を 付け て 制作 され た ロッ ク ・ オ ペラ 、「 ス ター マニ ア 」。 
現代 社会 に 生き る 人 間 の 夢 、 野 望 、 弧 独 を 描い た 作品 で 、1979 年 の 
初演 以来 、 現 在 に 至る まで キャ スト を 変え て 何 度 も 上 演 さ れ 続 け て 
いる 。 こ れ は 初演 版 で 、 ダ ニ エ ル ・ バ ラヴ ォ ワ ー ヌ 、 フ ラン ス ・ ギ 
ャ ル 、 カ ナダ は ケベック の 女性 歌手 、 デ ィ ア ー ヌ ・ デ ュ フ レー ヌ 、 
ファ ビエ ン ヌ ・ テ ィ ボ ー ら が 出演 。 ミ ュー ジ シ ャ ン は 、 ア ンド レ ・ 
セカ レッ リ 、 ジ ャ ニッ ク *・ ト ッ プ 、 ク グロ ー ド ・ ア ンジ ェ ル ら で あ る 。 
個々 の 歌 で 言う と 、 自 動 ウ ェ イ トレ ス 役 の ファ ビエ ン ヌ ・ テ ィ ボ ー 
が 歌う “自動 ウェ イト レス の 嘆き "、` 他 の 人 と 違う 彼 ”、 世 界 は ス 
トー ン ” が 現代 の 孤独 を 描い た 名 曲 だ と 思う 。 (松元 ) 





V.A. 

Emilie Jolie 

LP/RCA PL 37338 79 年 
CD/RCA PD 37338 





フィ リッ プ ・ シ ャ テル 作 の 音楽 劇 「 エ ミリ ー・ ジ ョ リー」。 両 親 が 
夜 出掛け た 後 、 一 人 で 家 で 留守 番 し て いる 少女 エミ リー が 、 絵 本 の 
中 の 世界 を 旅 し て 、 魔 女 に 姿 を 変え られ て し まっ た 王女 さま を 元 の 
姿 に 戻し て や る と いう 筋 。 登 場 人 物 (動物 ) に 起用 され た 人 気 ス タ 
ー の 配役 が 見 事 に は まっ て いて 、 フ ラン ソ ワ ー ズ ・ ア ルディ (魔女) 、 
ジョ ル ジ ュ ・ プ ラッ サン ス (人 針 屋 )、 ア ラン ・ ス ーション (雄鶏 ) 、 
0 SE2102R 記 (2 ラ 200 ク 0 v) 証 イ ウジ モジ (| り 語 シ ルウ ) 
ィ ・ ヴ ァ ル タン (ダチ ョ ウ ) 、 ア ン リ ・ サ ル ヴ ァ ド ー ル (語り 手 ) な 
ど と いう 具合 。 愛 らし い バ ッ ク の 音楽 を 演奏 する の は ベル ナー ル ・ 
パ ガ ノ ッ テ ィ 、 ジ ャ ン ・ ル イ ・ ビ ュ キ 、 フ ラン ソ ワ ・ オ ジェ な どの 
面々 。 童 心 溢れ る 曲 の 美 し さ に は 涙 ま で 出る ほど 。 (松元 ) 
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ケル ト ・ ミ ュー ジッ ク 、 エ スニ ッ ク / ワ ー ル ド ・ ミ ュー ジッ ク が ブー ム に な 


を 続け て きた ミュ ー ジ シャ ン が いる 。 ブ ルター ニュ と いう フラ ンス に あっ 
て ケル ト の 色彩 を 色濃く 残す 特異 な 文化 を 有 す 辺 境 の 地 、 そ こ に 生ま 
れ 彼 は 父親 の 造っ た ハー プ を 手 に 、 ブ ルター ニュ か ら ア イル ラン ド 、 ス コ 
ッ ト ラ ンド 、 ウ ェ ー ル ズ と いう ケル ト 文 化 圏 そし て 世界 に 向け て ポ ビ ュ ラ 
ー 音 楽に お ける ケル ト 、 ト ラディ ショ ナル ・ ミ ュー ジッ ク の 復権 を 進め て 行 
く こ と に な る 。 彼 一 宮廷 より も ゃ 野 が 似合う 戦士 韻 詩 人 の 面影 を 持つ ア 
ラン ・ ス ティ ヴェ ル の 軌跡 は その まま ケル ト ・ ミ ュー ジッ ク 、 ワ ー ル ド ・ ミ ュ 
ー ジ ッ ク の 先駆 と も 言え よう 。 

そもそも ケル ト 民 族 と は 何 か 。 そ し て ステ ィ ヴ ェ ル の 生ま れ 育 つた ブル 
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ター ニュ は それ と どう 机 が り が ある の だ ろう か 。 ケ ルト 民族 の 起源 は 紀元 前 二 千 年 を 遡る 。 前 八 
世紀 頃 に ライ ン 、 ド ナウ 河 流域 、 現 オー スト リア の ハル シュ タッ ト を 中 心 に 鉄器 文化 を 築き 、 前 五 世 
紀 に 歴史 の 表 舞 台 に 記述 され た 形 で 登場 し た 彼 等 は 当時 、 お よそ 全 ヨ ー ロ ッ パ に 勢力 を 広げ 
つつ あっ た が 、 や が て ロー マ や ゲル マン 人 に 敗れ 、 崩 壊 、 吸 収 あ る い は 辺境 へ の 退出 を 余儀 な 
くさ れ て し まう 。 こ うし て ケル ト の 民 が 行き 着き 、 現 在 も 息づい て いる の は アイ ル ラ ンド 、 ス コッ トラ 
ンド 北部 、 イ ギリ ス の コー ン ウ ォ ー ル 地方 等 の 僅か な 島 地 と 、 大 陸 で は ウェ ー ル ズ や コー ン ウ ォ ー 
ル か ら 大 量 の 住民 が 渡り (つま り 再 び 大 陸 に 還っ た こと と な る )、 堂 は 自治 を 保っ の て いた フラ ンス 
の 西端 プル ター ニュ 半島 と スペ イン の 極 く 一 部 に 過ぎ な い 。 ケ ルト が 地理 的 に も 文化 的 に も く 周 
縁 > に 追い や られ 、 ヨ ー ロ ッ パ の 歴史 が ギリ シ ァ 、 ロ ー マ の 南方 中 心 史観 に 染め られ た の は 周知 
の 通り 。 つ まり ケル ト は 紀元 後 常に 現実 的 に は 敗者 の 側 に あっ た 。 大 英 帝 国 の 落日 どこ ろ の 話 
で は な い 。 し か し その 文化 と 心性 、 霊 妙 な 北 の 想 像 力 と 装飾 精神 の 細 は 決し て る が れ な か っ た 。 
文化 面 で の ケル ト 復 興 に は 幾つ か の 波 が あり 、 ス コッ トラ ンド の J. マ ク フ ァ ー ソ ン が 「 オ シア ン 」 
を 世に 間 い 、 ヨ ー ロ ッ パ に セン セイ ショ ン を 巻き 起こ し て ロマ ン 主 義 を 誘発 し た 18 世 紀 後 半 、19 世 
紀 末 か ら 今 世紀 始め の アイ ル ラ ンド の イェ イツ ら を 中 心 と する (ケル ト 復 興 ) 運動 、 そ し て 今日 の ケ 
ルト ・ ブ ー ム に 緊 が り 、BEATLES か ら ZEP を 含む 英国 ポピュラー 音楽 に 影響 を 与え た 第 2 次 
大 戦後 の フォ ー ク / ト ラッ ド の 再発 見 等 が 拳 げ られ よう 。 そ うし た 中 、1953 年 に ケル ティ ッ ク ・ ハ ー プ 
を 復元 し た ブル ター ニュ の 楽器 職人 が アラ ン の 父親 だ っ た 。5 才 か ら ビ アノ を 学ん だ アラ ン は 、 
8 才 の 時 に 父親 より ハー プ を 手渡 され 、 そ れ を 学ん で アイ ル ラ ンド や ブル ター ニュ 一 ケル ト の ト 
ラッ ド に 道 を 見 出す 

活動 の スタ ー ト が '65 年 と 言う か ら 、CHIEFTAINS 並 、 因 み に こ れ は CLANNAD が アマ で 
スタ ー ト する 4 年 前 、 筆 者 と 同 世代 の CAPERCAILLIE に 至っ て は まだ 生ま れ て 間 も な い か 、 
幼児 の 頃 だ 。'71 年 の サー ド ・ ア ル バ ム を 「Renaissance Of The Celtic Harp」 と 名 付け 
た 彼 は 、 音 楽に お ける ケル ト 復 興 を 伝承 の 場 だ け で は な く 、 よ り ポ ビュ ラー な フィ ー ル ド に 持ち 込 
み 、 国 際 的 な 舞台 で の ケル ト を ルー ツ と し 、 そ れ を 現代 的 な テク ノロ ジー と 融合 さけ た モダ ン ・ 
エス ニッ ク ・ ミ ュー ジッ ク の 創造 を 宣言 する 。 そ れ は 民族 意識 の 発露 で ある と 共に 、 ブ ルター 
ニュ と いう 枠 を 超え た 汎 ケ ルト 文化 へ の 呼び か け で も あっ た 。 翌 "72 年 の 佳 品 「Olympia 
Concert」 で は ロッ ク 的 な ビー ト と 乗り を 強調 し 、^ ケ ル テ ィ ッ ク ・ ロ ッ ク ” の 端緒 を 開い た と 言っ 
て も 良い 。 当 時 彼 の バン ド に 居 た フラ ンス 人 ギタ リス ト 、 ガ プリ エル ・ ヤ ク プ が 「 こ れ は ブル ター ニ 
ュ の 音楽 で あっ て 、 フ ラン ス の 音楽 で は な い 」 と し て MALICORNE を 結成 。 ア ラン は 間接 的 に 
ユー ロ ・ ト ラッ トド 興隆 の きっ か け も 作っ た こと に な る 。 尚 、「Olympia Concert」 は ヨー ロッ パ で 
好 セ ー ル ス を 記録 。 各 地 に フォ ロワ ー も 生ん だ 。 ラ イヴ ・ ア ル バ ム と し て は 775 年 に 「Live In 
Dublin」 も 出し て お り 、 エ レク トリ ッ ク ・ ギ ター の ダン ・ ア ル ・ ブ プラ を 含め 半数 の ミュ ー ジ シャ ン が 重 
複 。 曲 自体 は や は り 「Olympia-」 の 方 が 印象 に 残る が 、 こ ちら も ゃ トラッ ド 、 ケ ルト の 本 拠 地 と も 言 
える アイ ル ラ ンド で の ライ ヴ だ け に 、 興 の 乗っ た 演奏 が 聴け る 。'77 年 に は MAGMA の メン バー 
も 参加 し 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ サ イド で の 評価 の 高い 「Before Landing」 を 発表 、 音 楽 の 幅 を 更 
に 広げ て 行く 。 そ し て 、 彼 の 野望 を 結実 させ た 一 大 大 作 と 言え る の が 79 年 の 「Symphonie 
Celtique」。「Tir Na N'Og( 常 若 の 国 )」 と いう 副題 が 示す よう に 、 敗 者 ケル ト の 栄光 と 黄 紀 
の 歴史 と 、 抗 し 続け 守り 通し た 誇り 高い 精神 を 熱情 と 幻視 で 再現 、 音 楽 化し て いる 。 そ の 後 も る トラ 
ッ ド 、 ロ ッ ク 、 更 に ニュ ー・ エ イジ に 古 る 着実 な 活動 を 続け 、'91 年 に は 女性 の 視点 で 見 た アー サ 
ー 王 伝説 と いう マリ オン ・ ジ マー・ ブ ラッ ドリ ー の 小説 「 ア ヴァ ロン の 軸 」( 邦 訳 は 早川 文庫 FT) に 
イン スパ イア され た 「The Mist Of Avalon」 を 発表 。 小 説 自 体 は ル ・ グ ィ ン 以 降 の 女流 SF/ 
ファ ンタ ジィ に 多い フェ ミニ ズム 色 の 濃い も の だ が 、 ア ー サ ー 王 伝説 と いう 格好 の 舞台 で 雅 量 溢 
れる 音楽 を 披露 。 そ れ に 続く 17 枚 め の 新作 が '70 年 代 に 収め た 曲 を 再演 し た '93 年 の 「Again」 
で ある 。 こ こ で は 堂 て の 仲間 の 他 に 、K. ブ ッシュ や BRAND メーSIMPLE MINDS の J. ギ 
ブリ ン 等 英国 の ミュ ー ジ シャ ン も 名 を 連ね 、 ケ ル テ ィ ッ ク ・ ロ ッ ク を 自ら の 手 で 余裕 を 持っ て 、 力 強 
く 今日 に 上 怠 え ら せ て いる 。 

ハー ブ プ と 言う と 繊細 な 野 を 渡る 風 の イ メー ジ が ある が 、 彼 の 音楽 は ケル ト と 言っ て も 例え ば 女 
性 シン ガー を 擁し た アイ ル ラ ンド や スコ ッ ト ラ ンド の グル ー プ の よう な た ゆ た う 夢幻 性 は 幾 分 希 藻 
だ 。 だ が この 強固 な 意志 と 情熱 に 貫 か れ た 音楽 る あ も また ケル ト の 大 幹 な の で ある 。 そ の 豊か な 歩 
み が 生 ん だ 果実 を 何 か ー つ で も 手 に し て みて 欲し い 。 
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ALAN STIVELL 
Remaissance Of The Celtie Harp 


LP/Fontana 6325 302 72 年 
CD/Dreyfus FDM 36190-2 





A・ ス ティ ヴェ ル の サー ド ・ ア ル バ ム 。 ケルティック ・ ハ ー プ 、 ひ 
いて は ケル ト 音 楽 (音楽 に お ける ケル ト ) 復興 を 高らか に 宣言 し た 意 
味 で も 貴重 な 作品 と 言え よう 。 1 曲 め の YS” は ブル ター ニュ の 伝 
説 に ある 海中 に 沈ん だ 都 イ ス を テー マ に し た も の (ドビュッシー の '\ 沈 
め る 寺 ” も 同じ 伝説 を も を チー フ と し て いる )。 ウ ェ ー ル ズ の 手稿 本 に 
依る 吟 唱 詩 人 の ハー プ 曲 を 再現 し た 3 曲 め を 除け ば 、 ア ナ ロ グ A 面 は 
プル ター ニュ に 取材 し た 作品 。 そ し て B 面 全体 を 占め る `Gael Tacht* 
は 、^A journey across the Gaelic Countries” と コメ ント され た ア 
イル ラン ド 、 ス コッ トラ ンド 、 マ ン 島 の トラ ッ ド の メド レー。 父 の 
時 えら せ た ハ ー プ を 手 に ブル ター ニュ より 起ち 、 汎 ケル ト を 目指 す 
若き ステ ィ ヴ ェ ル の 姿 が 浮か ぶ 。 (高山 ) 


ALAN STIVELL 


ALAN STIVELL 
CONCERT 


ョ OUIVmpia bomcert 
LP/Fontana 6399 005 72 年 
CD/Dreyfus 834 289-2 





^ ケ ル テ ィ ッ ク ・ ロ ッ ク ? と 言っ た と き 、 人 は 何 を 思い 浮か べ る だ 
ろう か 。 多く は アイ ル ラ ンド や スコ ッ ト ラ ンド の バン ド 、 ミ ュー ジ 
シャ ン で は な い だ ろ うか 。CLANNAD や CAPERCAILLIE に 代表 され 
る 夢 要 感 と 表裏 を 成す サケ ルト の 熱い 血 を 、 ト ラッ ド の 旋律 と ロッ ク 
の 音 圧 で 織り 上 げた と いう 意味 で は 、A・ ス ティ ヴェ ル の 、 特 に こ 
作品 は 記念 碑 的 な 端緒 と 言っ て 良い 。 学 究 的 な 姿勢 は WURTENBERG 
の A・ カ ル ボ ナー ル の 方 に より 感じ る が 、 彼 に は 強く 訴え か ける 力 が 
ある 。 ス ティ ヴェ ル (Vo, Harp 他 ) の 他 に ダン ・ ア ル ・ ブ ラ (g) 始め 9 
人 の ミュ ー ジ シャ ン が 土 の 香り と 、 現 代 的 な 乗り の 中 で 、 各 々 トラ 
ッ ド 楽器 、 ロ ッ ク 楽 器 を 演奏 し て いる 。 曲 も トラ ッ ド な が ら 彼 を 代 
表す る も の が 多く 、 入 門 篇 と し て 格好 だ と 思う 。 (高山 ) 





| ALAN STVEL 


吊 吊 Symphonie Celtique 


LP/CBS 88487 79 年 
CD/Dreyfus 833 125-2 


P 





副題 に 付け られ た Tir Na N'0g′ と は 、“ 常 若 の 地 ′ を 意味 する 。 
ケル ト の 民 が 西方 の 海 の 先 に ある と 信じ た 異 界 。 死 者 は そこ で は 年 
を 取ら ず 、 豊 か な 恵み の 中 、 永 遠 の 生 を 生き る と 。A・ ス ティ ヴェ ル 
が 総勢 70 名 を 超え る ミュ ー ジ シャ ン を 起用 し て 創り 上 げた この 大 作 
は 、 ハ ー プ や バグ パイ プ 、 ボ ー ラ ン 等 と いっ た トラ ッ ド 楽器 や 通常 
の ロッ ク 楽 器 の 他 に 、 オ ー ケ スト ラ 、 合 唱団 まで も 加え 、 民 族 の 歴 
史 的 ヴィ ジョ ン に 買 か れ た タイ トル 通り 壮大 な バケ ル テ ィ ッ ク ・ シ 
ン フ ォ ニ ー” で ある 。M・ オ ー ル ド フ ィ ー ル ド の 「Ommadawn」 に も 
匹敵 する ケル ト 的 感性 の 送り 。 ト ラッ ド の みな ら ず 広義 の クラ シッ 
ク 請 三 ョ ミー・ エ イジ シン ラニ ラウ クッ シア ン 同 本 NG 人 KN 語 則 
題 が 示す の は 民族 の 視線 が 向かう 永遠 の 憧 慢 だ ろう か 。 (高山 ) 


hiEnWsuusi 本 痕 ALANSTIVELL 
em 表 Before Landimg 
CD/Dreyfus 191 068-2 77 年 





プル ター ニュ の トラ ッ ド を 核 に あり と あら ゆる 音楽 要素 を 取り 込 
み 、 変 幻 自 在 に 変容 し 続け る Stivell の 作品 群 の 中 で も 最も ロッ ク 色 の 
強い も の の ひと つ 。 番 頭 格 の Dan Ar Braz を は じ め FAIRPORT の Dave 
Swarbrick、 元 MAGMA の Alain Hatot ら の 多彩 な が ミ ュー ジ シ ャ ン を 加 
えて クリ エイ ティ ヴ な プロ グレ ッ シ ヴ ・ ト ラッ ド を 奏で る 。 彼 に し 
て は 珍し く エ ッ ジ の 立っ た ロッ ク ・ サ ウン ド が フィ ー チ ュ ア され て 
お り 、 特 に へ ヴィ な ベー ス ・ リ フ に 支配 され る 前 半 部 は 圧倒 的 だ 。 
本 作 の 参加 ミュ ー ジ シャ ン の うち 数 名 が 後に MAGMA の 「Attahk」 
ツア ー の メン バー に 抜 所 され る 。 ま た 本 作 で の 共演 を きっ か け に Swar- 
brick が Dan を FAIRPORT へ 引き 抜く な ど 、 人 胸 的 に も 複雑 怪奇 を き 
わ め る 問題 作 。 (内 田 ) 











NN NN 5 12 2 ALAN STIVELL 
ml The Mist 0f AVarpn 
CD/Dreyfus 191 010-2 91 年 


WHIPPERSNAPPER の Kevin Dempsy, Chris Leslie, 更に は Polly 
Bolton と いっ た イギリス の トラ ッ ド 系 ミュ ー ジ シャ ン を 参加 させ て 
制作 され た も の 。 持ち前 の プリ ター ニュ ・ ト ラッ ド に ブリ ティ ッ シ 
ュ の も つ 大 ら か さ が 絶 妙 の パラ ンス で 溶け 合い 、 適 度 の ロッ ク 色 も 
加味 され て 非常 に 耳 あ た り の 良い 好 作 品 と な か っ て いる 。 ト ラッ ド ト 
ラッ ド し た アク の 強 さ も 少な い の で 、 こ れ ま で 彼 を 敬遠 し て いた リ 
スナ ー へ の 入門 編 と し て も 最適 だ ろう 。Leslie の 伸び の ある フィ ドル 
は 曲 に 強い 張り を 与え て いる し 、 数 曲 で ハモ リ を 効か せる Polly の ヴ 
ォ ー カ ル も また いい 感じ だ 。 テ ィ ン ・ ホ イッ スル の 情緒 豊か な 旋 べ 
に 身 を まかせ て 聴く と 、 と て も リラ ックス し た 気分 に 漫 る こと が で 
き る 。 心 洗わ れる 一 枚 。 (内 田 ) 
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還 CD/Dreyfus 518 393-2 93 年 


70 年 代 初期 の 楽曲 を リア レン ジ し た 作品 集 で ある が 、 ど の 曲 も 時 
代 を 踏ま えた 彼 の フィ ルター を 通し て 新た な 生命 力 を 吹き 込ま れ て 
お り 、 ニ ュー・ ア ル バ ム と 考え て も 差し 仕え ある まい 。 サ ポー ト ・ 
メン バー が また 凄く 、 久 々 再 登場 の Dan Ar Braz, 元 MAGMA の Jean 
Luc Chevalier,、 そし て アイ ル ラ ンド きっ て の 重鎮 パイ プ 奏 者 Davy 
Spillane 等 々 、 相変わらず 意外 か つ 多 彩 だ 。 全曲 トラ ッ ド が ベー ス に 
な っ て いる と いう こと も あっ て 曲 に 重 味 が あり 、 新 し い ア レン ジ の 
中 に も その 深 さ を 十 二 分 に 味わう こと が で きる 。⑯ の 後半 部 で エキ 
ゾ チ ッ ク な コー ラス を 聴か せる の は Kate Bush。 多 少 感情 を 押し 殺し 
て は いる が や は り 強 烈 な 個性 は 隠せ な い 。 し か し 最近 すっ か りこ の 
手 の 音 が 似合う シン ガー に な っ た な 。 (内 田 ) 
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MALIEORNE 
川 manmach 


LP/Hexagone 883 007 76 年 
CD/Hexagone 193682/DI/760 








アラ ン ・ ス ティ ヴェ ル と 共に フレ ンチ ・ ト ラッ ド を 代表 する バン 
ド 、 マ リコ ル ヌ 。 こ れ は 3 枚 目 に 当る 。^Almanach* と は 暦 の こと 。 
よく 使わ れる モチ ー フ だ が 、 1 年 12 カ 月 に 曲 を 当て は め て この アル 
バム も 出来 上 が っ て いる 。 デ ビュ ー 作 で は まだ 堅 苦 し さ が 感じ られ 
た マリ コル ヌ も 前 作 「Malicorne」(Hexagone 883 004, 75 年 ) で は 
既に 独特 の 滑 め ら か さと アレ ンジ カ の 素晴らし さ で 、「 ど れ も 傑 作 」 
の 域 に 達し て いた が 、 こ の アル バム も 例 に も れ な い 。 マ リー・ ヤ ク 
グ と ガリ エル ヤク プ の ヴォ ー カ ル 、 プ レイ そし て ロー ラン ・ 
ヴェ ルカ ンプ ブル と 各 方 面 で 多彩 な 腕 を 見 せる ユー グ ・ ド ゥ ・ ク ー ル 
ソン の 演奏 力 、 表 現 力 の 4 者 か み 合 い は 、 ト ラッ ド で あり な が ら 、 
そこ に お さめ る に は あま り に 惜しい 程 の も の だ 。 (松本 ) 
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MALICORNE 
Malicorme 


"| LP/Hexagone 883 015 '77 年 
CD/Hexagone 193、712 














「Almanach」 に 続く 4 作 目 。 ベ ー ス 奏者 Olivier Zdrzalik が この ア 
ル バ ム か ら 参 加 す る 。 ア ル バ ム 全体 と し て は ヴォ ー カ ル ・ パ ー ト の 
占め る 割合 が 多い だ ろう か 。 自作 曲 が 3 曲 程 ある が トラ ッ ド ・ ナ ン 
バー と の 区 別 は つか な い 。 マ リコ ル ヌ の 音楽 は トラ ッ ド の 焼き 直し 
に は 違い な い の だ が 、 独自 に アレ ンジ し て 改変 し た と し て も トラ ッ 
ド の エッ セン ス が し っ か り と 宿っ て いる 。 そ し て アレ ンジ は 数 多く 
の ミュ ー ジ シャ ン か ら 頭 一 つ 抜 け 出 る の 程 オ リ ジ ナ リティ な の だ 。 
つま り 土 臭い の に 洗練 され て いる 、 と いう こと に な る 。 それ は 型 の 
ョ ピー で は が 《 く エッ セン ス を と りり 出す よう な こと だ と 過 う 。 ヴェ ル 
カン ブル と クー ルソン が LA CONFRERIE DES FOUS な ど を や っ て 
の ける の も 大 きく うな づけ る こと だ 。 (松本 ) 





MALICORNE 

L'extraordinaire Tour De France 
D AH6lard Rousseau, Dit 
Nivermais La Clef Des COeurs, 
pompagnOn Charnemtier Du 
Devoir 

LP/Ballon Noir BAL 13006 78 年 





マリ コル ヌ は ガブ プリ エル と マリ ー の ヤク ブ プ 夫妻 に 、 ユーグ ク ・ ド ゥ ・ 
クー ルソン 、 ロ ー ラ ン ・ ヴ ェ ル カン ブル 、 オ リヴ ィ エ ・ ズ ドル ザ リ 
ク 等 か ら 成 る エレ クト リッ ク ・ ト ラッ ド ・ グ ルー プ で ある 。 フ ラン 
ス 古 謡 を 現代 的 な アレ ンジ で 演奏 する こと 、 新 し い ト ラディ ショ ナ 
ル ・ ミ ュー ジッ ク を 創造 する こと 、 が この グル ー プ の 目標 で ある 。 
アル バム は エク サ ゴ ン か ら 5 枚 、 バ ロン ・ ノ ワー ル か ら 3 枚 、 エ レ 
クト ラ か ら 1 枚 、 そ し て 1 枚 が 出 て いる 。 バ ロン ・ ノ ワー ル 盤 は の 
ち に エレ クト ラ か ら 再 発 さ れ た 。 こ の アル バム は バロン ・ ノ ワー ル 
に 移籍 後 の 初 ア ル バ ム で 通算 6 枚 目 に 当る 。 ア デラ ー ル ・ ル ソー と 
いう 架空 の 人 物 を 創造 し 、 彼 の フラ ンス 過 歴 を 題材 に し て フラ ンス 
各地 の 風物 を と り 入 れ た 歌 物語 と いう 形成 で アル バム 化し て いる 。 

(宇田 川 ) 
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MALIEORNE 
Le Bestiaire 
LP/Ballon Noir BAL 13012 79 年 





「 獣 類 を 扱っ た 中 世 の 富 話 」 と いう 意味 の タイ トル の 、 マ リコ ル ヌ 
の 8 枚 目 の アル バム (ベス ト は 除く )。 フ ラン ス に は 多い 、 人 硬く 引き 
締まっ た サウ ンド の エレ クト リッ ク ・ ト ラッ ド を 奏で 続け て 来 た 彼 
等 は 、 本 作 で 、 行 きつ く 所 まで 行っ た と 言え る で し ょ う 。 シ ン ギ ン 
グ 特 に コー ラス ・ ワ ー ク 、 各 種 楽 器 の アン サン プル 等 、 何 か ら 何 ま 
で 、「 ピ シッ 」 と し た サウ ンド で す 。 よ っ ぱど 好き な 人 で な いと キツ 

斉 で す が 、 逆 に 、「 叙 情 派 シン フォ ニッ ク 」 以 外 の プロ グレ (イヤ 
な 言い 方 で すね ) が 好き な 人 に は 、 気 に 入っ て も ら え る か も 知れ ま 
せん 。 こういう 音 楽 と し て は 完璧 な アル バム を 作っ て し まっ た 彼 等 
は 、 炊 作 「 火 中 の プラ ンコ 」 で は 、 ド ラ エ モン ぶり か け を 使う こと 
に な り ま す 。 で も 、 そ の 本 質 は 、 何 も 変わ っ て いま せん 。 (斉藤) 


や ァ フ ラン アア ヤッ アコ 
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MALICORNE 
Balancoire En Feu 
LP/Elektra 52280 81 年 





"81 年 に も な る と 、 世 界 は ニュ ー・ ウ ェ イ ヴー 色 に 染まっ て いて 、 
頑固 一 徹 の ど ト ラッ ド ・ バ ンド 、 マ リコ ル ヌ まで も が 、 そ の 影響 を 
受け る よう に な り ま し た 。 1 曲目 の リズ ム は 、 ま る で ダム ド か マッ 
ド ネ ス で す 。 2 曲目 に 至っ て は 、 イ ント ロ は 自動 演奏 で す 。 で も 、 
「 じ ゃ あ 駄 作 か ? 」 と 言わ れ た ら 、 傑 作 で す ./ 例 えば 1 曲目 は 、 サ ビ 
に 入る と 、 リ ズム ・ チ ェ ン ジ が あり 、 斉 も 厚く な り ま す 。 そ こま で 
派手 で は あり ませ ん が 、 シ ンプ ル ・ マ イン ズ や 、 中 期 エ コバ ニ の よ 
うな 「 き ら び や か な 厚 さ 」 で す 。 全 体 的 に は 、 あ の トラ ッ ド 然 と し 
た メロ ディ ー の 部 分 は 、 ち ゃ ん と 半分 以上 あり 、 サ ウン ド の 方 の 土 
臭 さ が 減 っ て 洗練 され 、 か つ 厚 く な っ た の で す 。 こ うい う サ ウン ド 
の 方 が 、 数 曲 あ る マリ ー の Vo が 、 可 愛らしく 聞こ えま す 。 ( 埋 藤 ) 








CO 人 AEIRIEEEL YAAC や つり 四 | 


GABRIEL YACOUB 
Bel 


CD/Keltia Musique KMCD15 「'90 年 





MALICORNE の 中 心 人 物 で あっ た Gabriel Yacoub が "90 年 に 発表 し 
た 久々 の ソロ ・ ア ル バ ム 。 も う 一 人 の プレ ー ン で あっ た Courson が 様々 
な 音楽 要素 を 持ち 込ん で トラ ッ ド の 「 枠 」 か ら 徐 々 に は み 出 し て い 
た の に 対し 、 彼 は 土着 的 な トラ ッ ド ・ フ ォ ー ク 性 を か た く な に 守っ 
て きた 人 で あり 、 そ れ が この 作品 に も 強く 反映 され て いる 。 ほ の か 
な 土 の 香り と フラ ンス 語 の 独特 の 語感 が 心地 良い フォ ー ク ・ サ ウン 
ド 。MALICORNE は モダ ン 過 ぎ て 訓 染 みにくい と いう 人 に も これ な ら 
し っ くり くる の で は な い だ ろ うか 。 彼 の 甘美 な シン ギン グ は 申し 分 
の な いも の だ し 、 こ れ に 女性 シン ガー に よる ハー モニ ー が か ぶさ る 
と つい うっ と り と 聴き 惚れ て し まう 。 フ ィ ド ル や バグ パイ プ の 入れ 
方 も 絶妙 だ 。 地 味 な が ら も 味 が ある 。 (内 田 ) 


PATRICK MODIANO, HHES DE 
GOURSON 

Fonds De Tiroir 1967 

L P/Ballon Noir BAL 13011 





パト リッ ク ・ モ ディ アー ノ の 詩 に マリ コル ヌ の ユー グ ・ ド ゥ ・ ク 
ー ル ソン が 曲 を つけ て 歌っ た 、 連 名 で は ある が 実質 上 、 ユ ー グ ・ ド 
ゥ ・ ク ー ル ソン の リー ダー・ ア ル バ ム 。 ほ ば ぼ 半 分 の 曲 に は 、 グ リフ 
ォ ン を 経た マリ コル ヌ の プラ イア ン ・ ガ ー ラ ンド が 参加 し て いる 。 
マイ ナー な シャ ン ソ ン だ が 、 マ ルコ ル ヌ の よう な トラ ッ ド 臭 さ は な 
く ぐ 、 素直 な メロ ディ ー で ある 。 そこ ここ に 入る ガー ラン ド の パス 一 
ン の 絡み が 素晴らし く 、 聴 く 者 を ハッ と させ る 。「 引 き 出 し の 中 の 宝 
物 一 一 1967 年 の 思い 出 」 と で も 訳す の だ ろう か 。 ユ ー グ ・ ド ゥ ・ ク 
ー ル ソン の 才能 と し た た か な 音楽 性 が マリ コル ヌ の 大 き な 助 け に な 
っ て いた の が 、 こ の アル バム で わか る 。 (中 藤 ) 











conregeiepesrous| LACONFRERIE DES FOUS 
遷 La bonfrerie DesS Fus 
LP/Ballon Noir BAL 13008 78 年 





道化師 一 座 と いう 名 の グル ー プ で ある 。 中 心 人 物 は マリ コル ヌ の 
ユー デーツ グ ・ ド ゥ "タール ツン と ロー ラン ・ ヴ ェ ル カン デル で あり 、 エ 
マニ ュ エ ル ・ パ ー ル ナン の 姿 も 見 える 。 中世 の 人 々 の 生活 の すみ ず 
み ま で を 支配 し た 神 や 悪魔 、 近 代 以 前 の 社会 で 独自 の 地位 を 有 し て 
bN た 道 化 三 種 人 、 そ うい っ た トリ ックス ター た ち を モチ ー ヲ に し た 
アイ ロニ カル で 時 に 卑 俗 な 笑い に 満ち た 世界 が この アル バム に は パ 
ッ ケ ー ジ され て いる 。 歌 詩 や 曲 は 時 に は オリ ジ ナ ル で あり 、 時 に は 
古 謡 の 現代 的 解 釈 で ある 。 歌 詩 の 持つ 知 的 な 魅力 も さる こと な が ら 、 
B ②③ で み ら れ る よう な 自由 自在 な が アン サン ブル の 妙 こ そ ブ プロ グレ 
ッ シ ヴ の 名 に ふさ わし い の で は な い だ ろ うか 。 (宇田 川 ) 




















SPONDO 
SpOnd60 
CD/Griffe GRI 19025 2 '92 年 





MALICORNE の も う 片 方 の 頭 、Hugues De Courson が Kate Bush 
の 実兄 Paddy や 元 KOLINDA の lvan Lantos ら と 結成 し た 謎 の プロ ジェ 
クト ・ ユ ニッ ト 。MALICORNE の 中 で も トラ ッ ド の 枠 を は み 出 よう と 
し て いた 人 だ け に (PENTANGLE の Danny Thompson 的 存在 と 言え る 
か も )、 本 作 で も 様々 な 民族 音楽 の 要素 を 最 先端 の 手法 で 料理 し て も 
は や トラ ッ ド と も ワー ルド ・ ミ ュー ジッ ク と も 呼べ ぬ 程 の 特異 な 「 ネ 
オ ・ エ スニ ッ ク ・ ミ ュー ジッ ク 」 が 創造 され て いる 。Ivan の 影響 な の 
か 東 ヨ ー ロ ッ パ の 伝承 音楽 (イス ラム 圏 ) の 影響 が 強く 感じ られ る 
が 、 和 勿論 そ れ だ け で も な い 。 紅 一 点 の シン ガー、Valerie Joly は 呪術 
的 な も の か ら シ ャ ン ソ ン 風 の ポッ プ な ナン バー まで を 抜群 の 歌唱 カ 
と 表現 力 で 見 事 に 歌い 分 け て いる 。 (内 田 ) 








どら 








MOR 

ーー Stations 

隊 N L P/Theleme 6332 751 '73 年 
He CD/Spalax Music 14222 








70 年 代 初頭 の ご くわ ず か な 間 の み 活 動 し て いた ブル ター ニュ の フ 
ォ ー ク ・ ロ ッ ク ・ ユ ニッ ト の 唯一 の フル ・ ア ル バ ム で 、 当 地 を 代表 
する ギタ リス ト 、Dan Ar Braz の 最初 期 の レコ ー デ ィング ・ マ テリ 
アル と し て 知ら れる 。 一 部 の オル ガン ・ ロ ッ ク 風 の 曲 に 多少 の 古 め 
か し さ を 感 じ さ せ は する も の の 、 透 明 感 に 富ん だ 独特 の アコ ー ス テ 
ィ ッ ク ・ ギ ター の 胃 き は や は り 鮮 烈 な 印象 を 残し 、 後 の 活動 で 一 気 
に 開花 する Dan の 才能 の 片鱗 を 丁 間 見 る こと が で きる 。 シ ャ ー プ な フ 
レー ズ を 連発 する ビア ノ や フル ー ト 、 フ ラン ス 語 に よる コー ラス を 
心地 良い 。 本 作 の 他 に Theleme レ ー ベ ル よ り 出 され た オム ニ バ ス ・ ア 
ル バ ム 「Puissance 13 十 2」 で 2 曲 の ライ ヴ ・ テ イク が 収録 され て お 
り 、 こ れ も 本 編 に 劣ら ぬ 佳 貼 で ある 。 (内 田 ) 

















DO0uar Nevez 


LP/Hexagone 883009 77 年 
CD/Hexagone 193・692 





長く Alan Stivell の パー トナ ー を つと め た 後 、FAIRPORT CONVEN- 
TION へ の 加入 を 経て 77 年 に 発表 され た 初 の ソロ ・ ア ル バ ム 。 ナ イー 
ヴ な セン ス (ケル ト 魂 由来 か ) が その まま 音 に な っ た よう な ピュ ア 
リティ の 高い 作品 で 、 刃 物 の 切 先 の よう な 鋭角 的 な ギタ ー を メイ ン 
に (エレ クト リッ ク と アコ ー ス ティ ッ ク の 使い 分 けが 見 事 ) 、 リ ズム ・ 
セク ショ ン や ウー リア ン ・ パ イプ が 一 体 と な り 、 極 限 と も いう べき 
高い テン ショ ン を 最後 まで 持続 させ て し まう 。Stivell の バン ド で 共に 
活動 し て いた Michel Santangelli、Benoit Widemann に 加え 、FAIR- 
RORT 以 来 親交 の 深まっ た Dave Pegg、 更 に は Emmanuelle Parrenin 
と いっ た 名 う て の 人 達 が その 実力 に 恥じ ぬ プ レイ で アル バム の 質 を 
向上 に 大 きく 貢献 し て いる 。 (内 田 ) 








DAN AR BRAZ 
Alez Dire A La Ville 


L P/Hexagone 883021 78 年 
CD/Hexagone 193・742 





前 作 に 続き Hexagone レ ー ベ ル よ り 出 され た ソロ 第 2 弾 。Santangeli 
Widemann そ し て パイ プ 奏 者 の Patrig Molard が 継続 参加 し て いる 他 、 
ベー シス ト と し て MAGMA 組 の Francis Moze, Guy Delacroix (この 
直後 に 「Attahk」 に 参加 ) の 2 名 が 加入 、 当 時 の Stivell と MAGMA の 
周辺 の 関係 を 裏付け る パー ソネ ル と な っ て いる 。 ヴォー カル 曲 が 半 
数 を 占め 、 か な り ロ ッ ク 色 も 強まっ て 前 作 で 見 せ た ナ イー ヴ さ は 後 
退 し て いる 。 確 か に テン ショ ン で は 前 作 に は 及ば な い が 、 い わ ゆ る 
「 普 通 の ロッ ク 」 と は 大 きく か け 離 れ た 特異 な も の で ある こと に は 変 
わり が な く 、 そ の 意味 で は 「 プ ログ レッ シ ヴ 」 な 作品 と 呼ん で も 何 
ら 差 し 仕え は な いと 思う 。 イ ンス ト 曲 の ⑦ や Moze の 参加 し た ⑥ な ど 
は や は り 抜 き 出 て いる 。 (内 田 ) 




















どちら 





DAN AR BRAZ 
The Earth's Lament 


L P/Hexagone 883034 '79 年 
CD/Hexagone 193.792 





前 作 の 「 風 変わ り ケ ル テ ィ ッ ク ・ ロ ッ ク 路 線 」 を 一 歩 押し 進め た 
3 作 目 。 ロ ッ ク 色 は より 一 層 強 まっ て スト レー ト に な り 、 パ ワ フ ル 
な ギタ ー・ リ フ を 盛り 込ん だ 曲 が 多 く な っ た 。 オ ー プ ニン グ で は い 
き な り ビー トル ズ の Rain*" を カヴァ ー し て いる が 、 こ れ が 仲 々 の 
好 ア レン ジ 。 要 所 で 切り 込む ウー リア ン ・ パ イプ が 最高 に カッ コ 良 
い 。 ロ ッ ク 調 の ナン バー は オヤ ジ の シャ ウト する ヴォ ー カ ル ・ パ ー 
ト が 多少 うっ と うし いも の の 、 ギタ ー や Widemann の キー ボー ド ・ パ 
ー ト が 光る イン スト 部 で は プロ グレ ッ シ ヴ な 仕上 が り を 見 せ て いる 。 
一 方 「 静 」 の 色 が 濃い ②④⑧ は 1 st の ナイ ー ヴ さ を 引 き 継 ぐも の で 、 
特に 今回 は 全面 参加 の Moze の メロ ディ アス な フレ ッ ト レ ス ・ ベ ー ス 
の フレ ー ジ ング が 素 晴 し い 。 (内 田 ) 





DAN AR BRAZ 
DAN AR BRAS MuSique Pour Les Silences A 


ま Vemir 
= LP/Rs 3063 8S 年 
CD/Keltia Musique KMCD02 


Musique 
pour les sllences a venir.…。 











質 の 高い 3 作品 を 残し て Hexagone を 離れ た 彼 は '82 年 に オー ル ・ 
コー ステ ィ ッ ク の イン スト ・ ア ル バ ム 、「Acostic」( そ の まま だ ) 
発表 し た 後 、 再び エレ クト リッ ク に 立ち 戻っ た 本 作 を '85 年 に リリ 
ス し た 。 リ ズム レス の 楽曲 が ほとん どの た めか 、 当 時 は ニュ ー・ エ 
イジ 系 の 作品 群 と ひと くく り に 扱わ れ て あま り 高 く 評価 され な か っ 
た が (「 い か に も 」 と いう ジャ ケッ ト も 一 因 だ っ た か も 知れ な い )、 
曲 作り の 上 手 さ や 個性 的 な ギタ ー・ ワ ー ク の も た ら す テン ショ ン は 
一 定 の レベ ル を 有 し て お り 、 こ の 手 の 通 り 一 遍 の 作品 と は 明らか に 
一 線 を 画す (まあ 1 st ほど で は な いけ ど ね )。 今 思え ば アン ソニ ー・ 
フィ リッ プス の PP&P シ リー ズ 後 期 作 に 通ずる 部 分 も 多い 。 一 部 の 曲 
の ミッ クス を Laulent Thibault が 担当 。 (内 田 ) 


巡 
を 





DAN AR BRAZ 
Septemhre Bleu 
CD/Hello ! REF600 37 '88 年 


DAN AR _ BRAZ 








前 作 か ら 約 3 年 の プラ ンク を 経て 発表 され て お り 、 こ の 間 に 何ら 
か の 作品 を リリ ー ス し て いる 可能 性 が な いわ け で は な い が 、 基 本 的 
に は や や ニュ ー・ エ イジ が か っ た イン スト 路線 を その まま 受け 継い 
で いる 。 ケルティック な 冷や や か さ は 薄れ 、 プ リティ ッシュ の それ 
に 通 底 する の どか な ムー ド が 漂い 始め る よう に な っ て きた 。 専 任 の 
ドラ マー が 参加 し て いる た めか 曲 に 起伏 が つき (前 作 で は 一 部 の 曲 
で Widemann が リン ・ ド ラム を プロ グラ ム し て リズ ム を 刻ん で いた ) 、 
幾 分 聴き 易く な っ て いる か も 知れ な い 。 これ まで の 彼 の 実績 を 考え 
れ ば この 時 期 の 作風 は 確か に 印象 が 薄い が 、 決 し て イー ジー に は 流 
れず 力 を 入れ て 作ら れ て お り 、 高 い ク オリ ティ を 保持 し て いる こと 
は 強調 し て お きた い 。 再 評価 され て 然るべき だ 。 (内 田 ) 


DAN AR BRAZ 
SOmgS 
CD/Keltia Musique KMCD 14 '90 年 





ここ 数 作 続い た ニュ ー・ エ イジ ニ イ ン スト 路線 か ら 一 転 、 何 を 思 
っ た か 全編 自身 の ヴォ ー カ ル を フィ ー チ ュ ア し た SSW 系 アル バム に 
挑戦 し て いる の が 本 作 で ある 。 彼 の ザ ヴォーカル は MOR や 初期 の ソロ 
作 で も 聞く こと が で きる が 、 や や アク が 強く ドロ 臭い 印象 は 拭え な 
か っ た 。 し か し ここ で は プリ ティ ッシュ 風 の の どか さ に ケル ティ ッ 
ク な ラレー ヴァ ー を 混 じ え た シン グル な パッ キン グ に 乗っ て 、 ス ヨ 
ッ ト ラ ンド の Dougie Mclean あ た り を 思わ せる 味わい 深い シン ギン 
グ を 披露 し て いる 。Cropredy へ の 参加 を 通じ て 親交 の 深まっ た FAIR- 
PORT か ら Dave Pegg と Martin Allcock が いか に も と いう サポ ー ト を 
し て お り 、 そ の 関係 か ら か Sandy Denny の Rising For The Moon” 
が カヴァ ー さ れ て いる の が 楽し い 。 (内 田 ) 











DAN AR BRAZ 
Borders Of Salt 
CD/Keltia Musique KMCD 23 "91 年 







1onleree de wa 
DAN AR BHA 
bordere glmal 





前 作 同 様 の ヴォ ー カ ル 曲 集 で 、 継 続 参 加 の Martin Allcock に 加え ( 以 
後 彼 は Dan の 重要 な パー トナ ー 的 存在 と な る ) 、Haxagone 以 来 久々 の 
パイ プ 奏 者 、Patrig Molard が 復帰 参加 し て いる 。 全 編 歌 物 で ある が 、 
イギリス 風 の の どか さ に 取っ て 替わっ て ケル ティ ッ ク 色 が 強まっ て 
お り 、 と り わ け 間 奏 部 で の 鋭角 的 な ギタ ー や ウー リア ン ・ パ イプ の 
響き は 1 st 以来 の テン ショ ン を 取り 戻し て いる と すら 言え る ほど だ 。 
デビ ュー 以来 の ケル ティ ッ ク ・ ス ピリ ッ ト に 近年 に な っ て 身 に つけ 
た SSW の 素養 が 極め て バラ ンス 良く プレ ンド され た 快 作 。 派手 さ は 
な い が ヴ ォ ル ティ ジ は Hexagone 時 代 の それ に 互 す る と 断言 で きる 。 
彼 の 中 心 と し た 上 記 3 名 で ツア ー 活 動 を 行い 、 イ ギリ ス 、 フ ラン ス 
を 精力 的 に サー キッ ト し て いた よう で ある 。 (内 田 ) 








DAN AR BRAZ 
Theme For The green Lands 
CD/Keltia Musique KMCD 48 '94 年 





傑作 。 再 び オ ー ル ・ イ ンス ト ・ ア ル バ ム と な っ て いる が 、「Borders 
Of Salt」 で 時 り つつ あっ た 彼 の 「 ケ ルト 魂 」 が 一 気 に 爆 発し 、 あ の 
1 st ソロ に 勝る と も 劣ら ぬ 恐 ろ し く ポ テン シャ ル の 高い 作品 と な っ て 
いる 。 レ ギュ ラー・ メ ン バ ー の Allcock と Molard に 加え 、 ド ラム ス に 
Gerry Conway が 参加 、 極 限 と も 言う べき ピュ アリ ティ に ロッ ク の パ 
ワー が 加味 され て 筆舌 に 尽く し 難い 音 絵巻 が 織り な され て いる 。 ト 
ラッ ド の 粋 を 超過 し た 「 芸 術 昇華 」 的 な 色合い が 濃く 、 近 年 で は Andrew 
Cronshaw の 諸 作 、Dougie Mclean の 「Marching Mystery」、Ric 
Sanders の 「Neither Time Or Distance」 と 並び 称 さ れる べき 力作 と 
いえ よう 。 1 st 収録 曲 を 2 曲 ほ ど リ アレ ンジ し て 演奏 し て いる が 、 仲 々 
の 好 ア レン ジ で 焼き 直し と いう 感じ は し な い 。 (内 田 ) 
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ARNAUD MAISONNEUVE 
Eur Z0n Hervez Ma Zantimamt 
CD/Ocora C559 082 89 年 
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プル ター ニュ 西部 の 歌 。「 中 部 」 を 唄う エリ ッ ク ・ マ ル シ ャ ン に 比 
べ 、 地 域 差 か 個人 差 か は 定か で な い が 、 張 り 詰め た 硬 さ が 薄 ら ぎ 、 
代わ り に より 深い 哀 惑 を た た えて いる 。 や は り 本 来 無 伴奏 で 唄 わ れ 
て いた で あろ う 歌 は 、 こ こ で 曲 に より 、 ス ライ ド ・ ギ ター ( 曲 の 落 
ち 込 ん だ ブル ー ジ ー な 村 囲 気 と 見 事 に 調和 し て いる )、 バ ク パ イプ 、 
クラ リネ ッ ト 、 ヴ ァ イ オ リン 等 に 伴わ れ て お り 、 ま た コー ラス と の 
掛け 合い を も 含む 。 声 の 調子 は 感情 の 高まり を 抑え 、 明 ら か に 平坦 
さ を 目 指し て お り 、 そ の 平坦 さ が 鏡 と な っ て 様々 な 悲劇 (難破 や 沈 
没 等 ) を 淡々 と 映し 出し て いく 。 な お 、 ブ ルター ニュ 伝承 歌 の 入門 
編 と し て は 、 こ の メゾ ヌー ヴ も 参加 し て いる 「Voix De Bretagne」 
(Le Quartz Brest RSCD 205) を お 薦め し た い 。 (福島 ) 











COMPAGNIE CHEZ BOUSCA 
Chants De 0Ouete De La Priode 
De Paques 

CD/Ocora C559085 '89 年 


(COMPAGNIE CHEZ BOUSCA 
CHANTs pe quEre DEIA ERIODE DE PAQUES 














オー ベル ニュ や リム ー ザ ン 等 の 中 部 フラ ンス の 伝承 音楽 を 演ずる 
vielles a roue, bagpipe, acc, cl, vIn の 5 人 組 。 北 仏 ブ ルター ニュ の 
張り 詰め た 硬 さ や 、 南 付 オ クシ タニ ー の お お ら か な うねり に 比肩 し 
得る 発声 ・ 唱 法 上 の 個性 こそ 目立た ぬ も の の 、 こ の グル ー プ は 構成 
展開 に 優れ 、 本 作 で は いずれ も イー スタ ー に 題材 を 得 た 長 尺 の 組曲 
を 、 滑 ら か な 場面 転換 に より 緩 な く 演 じ 切 っ て いる 。 冒頭 ブル ロ 
ー ラ ー の 無 気 味 な 只 り の 中 に うつ むい た デュ エッ ト が 現れ 、 次 いで 
朗々 た る 声 が 立ち 上 が り 、 鋭利 な vIn に 伴わ れ 次 第 に 声 部 を 増す 。 柔 
和 な 木管 の ソロ は acc の 満ち 潮 に 沈み 、 再 び 現 れ た 声 を よ そ に 、vielles 
aroue, vin が 加わ っ て 、 潮 の 揺 ら め き は 深 さ を 増し て いく …。 他 に 
は 「Ethnograffiti」 (SILEX Y225009 "91 年 ) 等 。 (福島 ) 





前 DENEZ PRIGENT 
是 ATGOuriz KOar 
トミ CD/Silex Y225022 93 年 





プル ター ニュ の 歌 の 中 で 、 彼 が 歌う の は Kan Ha Diskan と 呼ば れ 
る 踊る た め の 歌 (歌詞 は 風刺 的 ) と 、GWERZ (同名 の グル ー プ あり 。 
別項 参照 ) と 呼ば れる 無 伴奏 で 唄 わ れる 詩 で ある 。 後 者 は 悲劇 的 事 
件 すなわち 戦争 や 殺人 、 破 船 等 を 題材 と し て お り 、 死 が 頻繁 に 描き 
出さ れる 。 実際 彼 の 歌 は 重 苦 し く 張り 詰め た 悲壮 さ に 満ち て お り 、 
それ は 曲調 か ら ば か り で な く 、 喉 声 の 多用 プ ノ ン ・ ヴ ィ プ ラー ト と 
いう 唱 法 その も の か ら 来 て いる 。 空 気 の 重 さ に 小刻み に 展 え な が ら 、 
痛々 し い 程 の 強度 に 満ち た 持続 が 、 緩 や か に 頭 を も た げ 、 哀 し げに 
辺り を 眺め 渡す 。 と り わ け 冒 頭 曲 に お いて 、 背 後に 薄く 薄く 広がる 
ドロ ー ン や 一 上 朋 きら めく ケル ティ ッ ク ・ ハ ー プ の 爪 弾き は 、 ぞ っ と 
する よう な 冷気 を 部 屋 へ と も た ら す 。 (福島 ) 





sikMAKCHANDerhemRo8N | ERIK MARDHAND & THERRY 
ROBIN 

An Hefichou Treuz 

CD/Ocora C559 084 '90 年 





副題 の 通り 「 ブ ルター ニュ 中 部 の 歌 」。 本 来 無 伴 奏で 歌わ れる の だ 
が (器楽 曲 は 別途 演奏 され る ) 、 マ ル シ ャ ン ( ジ ャ ケッ ト 写 真 左手 前 ) 
は 、 ギ ター、 リ ュー ト 、 ウ ー ド 、 プ ズー キ 奏 者 ロビ ピン (同右 奥 。 ソ 
品名 義 の 「Gitans」 SILEX Y225034 あ り ) と の デュ オ の ほか 、 さ ら に 
タプ ラ 奏 者 を 加え た トリ オ (「An Tri Breur」SILEX Y225008) や GWERZ 
(別項 参照 ) で も 活動 し て いる 。 唱 法 は 例 の 鼻 に か か っ た 甲高い も の 
で 、 デ ュ エ ッ ト な と 回 転 数 が 四 う の で は と 思う くら い ヴ ィ ブ ラー ト 
が 速い 。 本 作 の リュ ー ト 伴奏 は 音色 、 フ レー ズ と も アラ ブ の 風 を 色 
濃く 感じ させ 、 他 に タプ ラ 、 ヴ ァ イ オ リン 、 ク ラリ ネッ ト (マル シ 
ャ ン 自 身 と 共に クイ ン テ ッ ト ・ ク ラリ ネッ ツ を 組ん で いる ミシェル ・ 
オー モン ) 等 が 参加 。 (福島 ) 








GUWENDAL 
Gwendal 


L P/Pathe Marconi 2CO06412725 
"74 年 
CD/EMI 2519752 





フラ ンス と アフ リカ の 関係 を 考え れ ば 、 フ ラン ス が ワー ルド ・ ミ 
ュー ジッ ク の 中 継 地 の 一 つと な っ て いる こと 、 そ れ 以 前 に も 民族 音 
楽 的 な 手法 を 取り 入れ た 作品 が 目 に つい た こと は 充分 納得 が いく 。 
この 素朴 な が ら 愛 らし い ジ ャ ケッ ト に 包ま れ た GWENDAL の ファ ー 
スト ・ ア ル バ ム に 関し て 言え ば 、 女 性 的 な 線 の 細 さ が 先 に 立ち 、 土 
着 性 や 民族 性 は さほど 感じ させ な い 。 全曲 イ ンス ト で 、 ア イル ラン 
ド や 英国 の トラ ッ ド を 取り 上 げ 、 一 聴 ア イリ ッシュ で も 通り そう だ 。 
fiddle、g、fl/bombarde (ブル ター ニュ の 小型 管楽器 ) /sax、perc & 
mand、b の 5 人組 で 、 ト ラッ ド に は 珍し い サ ックス が ふと ジャ ズ や 
中 近東 の 面影 を 微か に 垣間見 せる 。 や は り 微 か な 夢見 を 伴い な が ら 
流れ る よう に 奏 さ れる ジグ や エア ー が 心地 好い 。 (高山 ) 








GWENDAL 
GiWendal 


L P/Pathe Marconi 2CO64 13075 
75 年 
CD/EMI 2519752 
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卓越 し た セン ス と テク ニッ ク を 誇る フレ ンチ ・ ト ラッ ド ・ グ ルー 
プ の 代表 格 で 、 創 造 性 に 溢れ た 作品 を 次 々 と 発表 し つつ 現在 も 活動 
中 で ある 。 本 作 は 彼ら の 2 作 目 に あたり 、1 st と 同じ く ア イル ラン ド 
の ジグ や リー ル と いっ た ダン ス ・ チ ュー ン を 洛 新 な アレ ンジ て 演奏 
し て いる 。 初 期 の 彼ら は 典型 的 な エレ クト リッ ク ・ ト ラッ ド の 形態 
を 取っ て お り 、 キ ー ボ ー ド 等 の 装飾 楽器 は 基本 的 に 用 いて いな い が 、 
フル ー ト や フィ ドル に よる 攻撃 的 な アン サン ブル や へ ヴィ な エレ ク 
トリ ッ ク ・ ベ ー ス 、 ジ ャ ズ 風 の 節 回 し な ど は 極め て 新鮮 な イン パク 
ト に 満ち て いる 。PENTANGLE に も 通ずる ケル ティ ッ ク ・ ト ラッ ド の 
「 殻 破り 」 を 実感 し よう と し て いる の だ ろう か 。 本 作 か ら 自 作曲 も 演 
奏する よう に な り 、 独 創 性 も 増し た 。 (内 田 ) 
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WENDAL 
en River 


L P/Tempo Maker 34500-1 90 年 
CD/Tempo Maker 34500-2 














ユー 回 < ロック 峰 指 の 一 枚 。 トド トラッド と いう と 、 メ リハ リ が な く 
単調 で 、 メ ロディ ・ ラ イン に 引か れる も の が な けれ ば 聴い て いら れ 
な い 、 そ ん な 先入観 を お 持ち の 方 も 実は 多い だ ろう 。 と ころ が 本 作 
は 、 ロ ッ ク の ダイ ナミ ズム 、 疾 走 感 、 叙 情 性 と 攻撃 性 を 見 事 に 消化 
し 。 芝 し て な お トラ ッ ド か の で ある 。 メ タル ・ パ ンド が ギタ ー と バ 
20 で ツウ イン ョ リー を So だ よ の が 7 曲目 還 ス ュー ジョ リン ・ 
バン ド が トラ ッ ド を 演奏 し た か の 10 曲 目 、 走 り 回 り た く な っ て し ま 
う よ う な 楽し さ の 9 曲目 、 し っ と り と し て 和 落 涙 を 迫る か の ご と き 4 
曲目 ……。 本 作 の 中 に 1 曲 と し て 愛 聴 曲 が 生 まれ な い リ スナ ー と い 
う の は 、 筆 者 に は 想像 し 難い 。 な お 、 本 パン ド は EMI 系 の Pathe Marconi 
レー ベル に も 相当 数 の マテ リア ル を 残し て いる 。 (29 





GUWWERZ 
Live ! 
CD/Gmerz Pladenn GWP 001 '93 年 





エリ ッ ク ・ マ ル シ ャ ン が ヴォ ー カ リス ト を 努め る ブル ター ニ > ュ 音 
楽 演奏 グル ー プ 。vo, g, vIn, bagpipe, uillean pipe か ら 成 る 本 来 の 5 
人 組 (当然 持 替え あり ) に 、 お そら く ラ イヴ 要員 と し て b & perc が 
加わ っ て 、 重 心 が 下 が っ た うえ に 音 の 厚み を 増し 、 よ り 疾 走 感 に み 
な ぎっ て いる 。 息 の 長 い 入り 組ん だ ライ ン の リフ が 高速 ユニ ゾン で 
駆け 巡り (例え ば ヴァ イオ リン と バグ パイ プ )、 ヴ ォ ー カ ル の 超 高 速 
ヴィ プラ ー ト と 絡ん だ か と 思う と 、 超 絶 技巧 の ソロ に 突入 し 、 ま た 
ヴォ ー カ ル が 戻っ て くる と 、 今 度 は 対位法 的 に 自由 自在 に 動き 回 る 。 
作 編曲 を 見 る と ジャ ッ キ ー・ モ ラー ル (vIn) が リー ダー 格 の よう だ 。 
これ 以前 に は 「Au Dela…」(ESCALIBUR CD821) が ある が 、 繊 細 な 
分 や や 神経 質 に 感じ られ る か も し れ な い 。 (福島 ) 








LA BAMBOCHE 
La Saisan Des Am0urs 
L P/Ballon Noir BAL 13007 78 年 





LA BAMBOCHE に は 5 枚 の アル バム が ある 。 Hexagon 時 代 の 初期 
3 枚 は 相当 土 臭い トラ ッ ド だ っ た が 、 こ の 4 枚 目 に な る と 女性 ヴォ 
ー カ リス ト を 加え 、 ロ ッ ク ・ ア レン ジ が 強まり 、 聴 き や す く 整理 さ 
れ た 印象 が ある 。 よ り マ リコ ル ヌ に 近づい た と 言え ば 、 乱 暴 な 言い 
方 だ と は 思う が 、 印象 が 伝 ね る だ ろう 。 し か し 、 ロ ッ ク ・ ド ラム に 
ギタ ー ま で り (で 人 お HI まう だ 部 分 まり お 72 ョ スィ ッ ク 
楽器 を 響かせ パイ プ が 鳴り 、 そ し て 女性 ヴォ ー カ ル が 歌う 時 の メロ 
ディ ー 漂 う 部 分 こそ が 、 こ の アル バム の 好 ポ イン ト で ある 。LA BAMBO- 
CHE は この 後 「N6e De La Lune」 を '80 年 に リリ ー ス し た 。 こ ちら 
は 一 拠 に コン テン ポラ リー に な っ て し まっ た が 、 由 来 は 4 作 目 よ り 
も いい か も し れ な い 。 (松本 ) 


MACHIN 
Moi, Je Suis Un Folkeux 
L P/Festival FLD 668 





IRIS の メン バー で あっ た Carbonare 兄 弟 は 、 グ ルー プ 解 散 後 Alan 
Stivell と の 活動 を きっ か け に Progressive Folk に 傾倒 し MACHIN( マ 
シャ ン ) を 結成 、3 枚 の オリ ジ ナ ル ・ ア ル バ ム と ベス ト ・ ア ル バ ム 
1 枚 を 残し て いる 。 内 容 的 に は どの アル バム も 大 差 は 無く 、MALICOR- 
NE タイ プ の ナン バー( 約 半数 は Trad ナ ン バ パー) と 古楽 器 (特に プ サ ル 
テリ オン ) が 印象 的 な ルネ サン ス 調 フォ ー ク ・ ナ ン バ パー に 大 別 さ れる 。 
特に 本 作 で は 後者 の ナン バー に ロッ ク 色 が 加わ り 、 後 の WURTEMBERG 
サウ ンド の 原形 と 言え る 音 作 り に な っ て いる 。 グ ルー プ 解 散 後 、Alain 
Carbonare は WURTEMBERG を 結成 し 、 本 作 を 発展 させ た 素晴らし 
い ア ル バ ム を 1 枚 残 し て いる 。 (中 島 洋一 ) 
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MIowr.JoiA | Pancons Dei Festas 
較 Provencalas 
LP/Le Chant Du Monde LDX 74668 
78 年 








'93 年 に Silex か ら ソ ロ 作 品 「Pachiqueli Ven De Nuech」(Y225034) 
を 発表 し た Jan-Maria Carlotti(vo, g) を 中 心 と する トリ オ 。 彼 の 演 
守る 小 カー ラー ンド ボク ニョ 2 ルリ ご (602 ウ ァ イオ 
リン 、 レ ベッ ク 、 マ ンド リン 、 各 種 打楽器 等 に よる 多彩 な 音色 と 躍 
動 感 溢れ る サウ ンド が 、 感 情 の 高まり の まま 自在 に テン ボ を 揺れ 動 
か し な が ら 、 タ イト ル 通 り に プロ ヴァ ンス 地方 の 祭り 風景 を 描き 出 
し て いく (街頭 の ざわ めき が 、 時 折 曲 間 に 挿入 され 効果 を 上 げ て い 
る ) 。 音 色 ・ リ ズム に 顕著 な トル コ 風 味 は 、 彼 ら の 意匠 で は な く 、 南 
仏 音 楽 が 属す る 地中海 文化 自体 が 、 ト ルコ 文化 の 多大 な 影響 を 受け 
て いる 現れ で ある 。 この 後に Bachas Mont Joia 名 義 で 「Littorales」 
(ARION) を 発表 し て いる 。 (福島 ) 














sollai PIERRE BENSUSAN 
MIERRE ENSLNAN| Salilai 


L P/Claddagh CCF 8 81 年 


プロ グレ 有名 人 多数 参加 の 「 2 」 や 、 ウ ィ ン ダ ム ・ ヒ ル が プ ブーム 
と な っ た 際 の 同類 扱い (本 作 と 「Musique」 か ら の 編集 盤 が 「 郷 乱 の 
ラヴ ・ ソ ング 」( 笑 ) の タイ トル で 国内 発売 され た ) の せい も あっ て 、 
な か な か 全体 像 が 定まら な い 彼 だ が 、 フ レン チ ・ ト ラッ ド に 根差し 
な が いら ( 節 は アル ジェ リア 生ま れ ね) 、 よ りり 9 一 ル ド ・ ワ イド な エス ニ 
ッ ク ・ ミ ュー ジッ ク を 探求 する ギタ リス トシ ン ガ ー と 言っ て よい 
だ ろう 。 こ こ で は ディ ディ エ ・ マ レル プ (ss, fl recorder) を 一 部 ゲス 
ト に 夫 で て 、 ト ラッ ドー エス ニッ ク み ク 指向 と 。 エ レ み トリ ッ ク ・ ギ タ 
ー を 含め た 演奏 の モダ ン な 洗練 と を うま く バ パラ ンス させ て いる 。 イ 
ヴァ ン ・ ラ ント シュ が ハン ガリ アン ・ バ グ パ イプ で 参加 ( 1 曲 の み ) 
し た 表題 曲 が 本 作 の ハイ ライ ト 。 (福島 ) 
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RAEKHAM LE ROUGE 
Rackham Le HOuge 
L P/R8201 '82 年 





Angers 出 身 の グ ルー プ Rackham Le Rouge は 、1982 年 5 月 に 唯一 
の 作品 と 思わ れる 本 作 を リリ ー ス し て いる 。 基 本 的 に は フォ ー ク ・ 
ロッ ク ・ グ ルー プ と 思わ れる が 、 シ ャ ン ソ ン か ら の 影響 も 強い 。 た 
だ 、Progressive Folk と 呼ば れる グル ー プ 達 と は 異な り 、 ト ラッ ド の 
影響 は 希薄 で ある 。 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター を 中 心 と し た 喪 台 を 
感じ させ る 音 作 り は 、 い か に も フラ ンス と 言っ た 趣 が あり 、 個 人 的 
に は 気に入っ て いる が 、 ロ ッ ク 色 の 強い 部 分 で の アン サン ブル に 多 
少 難 が あり 、 そ こ が 好 き 嬢 い を 分 け て し まう か も 知れ な い 。 グ ルー 
プ は 1982 年 10 月 26 日 に デビュー・ ラ イヴ を 行い 、 そ の 後 の 活 躍 が 期 
待 さ れ た が 、 現在 に 至る まで 2nd ア ル バ ム の 噂 は 聴か れ て いな い 。 

(中 島 洋一 ) 


| RENAT JURIE 
Entre La Rivieira Et La Mer 
CD/Silex Y225025 93 年 





し な や か な 動 さ を 秘め た 野 太 い 声 が 、 雄 大 な 地中海 の うねり を ゆ 
っ くり と 渡っ て いく 。 南仏 ガ スコ ー ニ ュ 地 方 や アヴェ ロン 県 の 伝承 
歌 、 特 に 婚礼 歌 、 糸 紡ぎ や 作物 の 刈り 入れ を し な が ら 唄 う 作 業 歌 等 
の 生活 に 密着 し た 歌 を 採り 挙げ て お り 、 ア レン ジ も 声 が 自在 に 動け 
る スペ ー ス を 残し な が ら 、 ヴ ィ エ ル ・ ア ・ ル ー と バグ パイ プ が 編み 
上 げ る ドロ ー ン の 豊か な 内 声 の ざわ めき 、 拉 弦楽 器 の さわ り を 活か 
し た 陰影 濃い 音色 、 声 と その 背後 に 寄り 添う バグ パイ プ の つく り だ 
す 空 間 の 奥行 き 、 空 間 を 鋭く 切り 裂き 、 あ る い は 立ち の ぼる 駿 で 満 
た す 横 侍 、⑨ に 現れ る ブル ロー ラー に よる 風切り 音 ( 超 低 音 の 喰 り ) 
… と 、 全 く 素 晴らし い 限 り 。 充 実 作 揃い の Silex だ が 、 歌 物 で は 北 の 
Denez Prigent と 南 の 本 作 を 第 一 に 推し た い 。 (福島 ) 





ROSINA DE PEIRA E MARTINA 
le 
L P/Revolum REV 039 80 年代 中 期 





南仏 の プロ ヴァ ンス 地方 で 活躍 する この 女性 デュ オ は !80 年 代 に 数 
枚 の 作品 を 発表 し て いる 。 現 地 の 非 公用 語 オ ッ ク 語 の トラ ッ ド ・ ソ 
ング を 、 非 アカ デミ ッ ク な 立場 か ら 過激 で 斬新 な アレ ンジ を 施し て 
聞か せる と いう の が 基本 スタ イル で ある 。 作 を 追う ご と に ラジ カル 
さ を 増 し 、 4 作 目 の 「Trobadors」 は ヒス テリ ッ ク さ が 頂点 を 極め る 
が 、 聞 き 易 さ で いっ た ら 3 作 目 の 本 作 だ ろう 。 ア レン ジ の 凝り 具合 
と 楽曲 の 素晴らし さ 、 志 の 気 高 さ の パラ ンス が 良い 。 そ し て ご 両 人 
の 歌声 、 鋼 の よう に パワ フル な Martina、 海 より 深い Rosina、 共に 超 
A 級 の 歌い 手 だ 。 そ の 存在 の 意味 は '80 年 代 で も っ と も 重要 な 一 つ で あ 
っ た と 断言 し た い 。 特 に 現在 の 世界 情勢 を 見 る と 。 こ ん な 字数 じゃ 
語り 尽く せん わい 。 (川辺 ) 


SOAZIG 
Chant Et Harne Celtique 


LP/Carrere CA 641 67569 '8O 年 
CD/ キ ング 280E 52062 





「 歌 と ケル ティ ッ ク ・ ハ ー プ 」 と いう シン プル な タイ トル 。 邦題 
は 「 プ ブル ター ニュ の 調べ 」 と 付け られ て いた 。 そ れ ら から 分 か る 通 
り 還 ルター 選 避 の 女性 シン ガー/ ハ バー ピス INN ツア ング に た よる クル 
ティ ッ ク ・ ハ ー プ の 弾き 語り 。 英 語 2 曲 、 フ ラン ス 語 1 曲 、 そ し て 
イン スト を 除け ば 、 他 は ゲー ル 語 で 歌わ れ て いる 。 や は り キ ング や 
MSI よ り 国 内 盤 の 出 た スコ ッ ト ラ ンド の ハー プ ・ デ ュ オ SILEAS 辺 り 
と 比べ る と 、 洗 練 度 は 幾 分 薄く 、 土 地 の 素 朴 さ が 匂 い 立ち 、 詩 も 革 
命 歌 等 、 ケ ルト 民族 の 意 織 高揚 や 誇り を 直 戴 に 歌っ た も の が 多い 。 
し か し 透明 感 の ある 歌声 と ハー プ の 響 き は 、 本 来 の メッ セー ジ 性 は 
別 と し て も 、 充 分 に 今日 の ケル ト 音 楽 愛好 家 の 耳 を 魅 き つけ る だ ろ 
う 。 ハ ー プ の 飛翔 する 相 に 乗っ て 心 は 彼方 の 地 へ と 。 (高山 ) 








TRI YANN 
Urha 


LP/Marzelle 9199 917 78 年 





鳥 の 声 、 遠 く で 鳴り 響く 教会 の 鐘 、 通 り 過 ぎる 馬車 、 そ を こ に クル 
ム ホ ルン に よる 中 世 音 楽 が か ぶさ っ て 描き 上 げた 古き 佳 き 幻 想 を 、 
自ら 打ち 破る よう に 、 田 く ベー ス ・ リ フ を 軸 と し た ロッ ク ・ サ ウン 
ド が 飛び 出す 。 い わ ゆ る トラ ッ ド ・ ロ ッ ク (ブル ター ニュ 系 ?) だ 
が 、 バ グ パ イプ や ダル シマ ー、 プ サル テリ オン の 活用 、 ス トリ ング 
ス の 導入 、 硬 め の コ ー ラ ス と 奥まっ た オル ガン に よる 空間 の 提示 な 
どの 工夫 は 買え る 。 既 に 活動 し て た マリ コル ヌ に 比べ 格調 で や や 劣 
る が 、 プ ログ レ 的 な 凝り 性 と 節操 の な さ が 、 逆 に 彼ら の パワ ー を 表 
し て も いよ う 。 終 曲 は 冒頭 曲 が ロ ッ ク 化 され て 再 出し 、 そ れ を 交通 
騒音 が 揺 き 消 す (教会 の 鐘 の 音 の み 変わ ら な い ) と いう 、 こ れ ま た 
プロ グレ 的 演出 で 、 表 題 通 り 都市 化 を 告発 し て 見 せる 。 (福島 ) 

















VERI FLORIS 
La Folie De Malataverne 
L P/Parsifal 4000/561 ? 年 


| 


Ye77 7f7or7S 





トラ ッ ド と いう より 生気 みな ぎる 中 世 民 衆 音 楽 そ を の も の で あり 、 
むし ろ 杭 眼 に も 「 ジ ャ ー マ ン 集成 」 で 採り 挙げ ほら れ て いた ベー レン ・ 
ゲス リン あたり に 近い 。 6 人 編成 の 内 訳 は ギタ ー、 ブ ズー キ 等 援 弦 
楽器 2 名 、 ヴ ァ イ オ リン 2 名 、 フ ルー ト 、 リ コー ダー、 シ ャ ル メ イ 、 
クル ム ホ ルン 等 管楽器 1 名 、 ダ ル シ マ ー、 ヴ ィ エ ル ・ ア ・ ル ー、 ク 
ルム ホル ン 1 名 で 、 う ち 3 名 が ヴォ ー カ ル を 取る 。 な お 本 作 は フラ 
ンド ル 地 方 の 音楽 を 題材 に し て いる が 、 彼 の 地 は 現在 の フラ ンス と 
ベル ギー に また が る 文化 先進 地域 で あり 、 冒 頭 曲 の 作曲 者 ギョ ー ム ・ 
ド ・ マ ショ ー も ルク セン ブルグ 大 公 の 秘書 を ふり だ し に フラ ンス を 
含む 各地 を 遍歴 し て いる 。 実際 聴 いて みれ ば 「 こ れ は 確か マリ コル 
ヌ の い 枚 目 に …」 と な る こと 請 合 い 。 掛 け 値 無し の 大 傑作 ./ (福島 ) 





ジア O 





eco7n76n ソ e 


LocuS)7 SoluS 


fecorS apg カ 


1978 年 、 ヘ ベン リー・ カ ウ の ドラ マー、 ク リ 
ス ・ カ トラ ー は 、 世 界 の 良質 な アヴァ ン ギ ャ ル 
ド ・ ミ ュー ジッ ク の た め の 流 通 機構 、 レ コメ ン 
ディ ッ ド ・ レ コー ズ (Recommended Records) 
を 設立 し まし た 。 る その 後 、 主 旨 に 次 同 し た 
人 々 に よっ て 、 世 界 各地 に レコ メン ディ ッ 
ド ・ レ コー ズ の 支部 が 設立 され まし た 。 現 
在 も それ ら の 多く が 、 レ ー ベ ル と し て 個別 
に 活動 を 続け て いま す 。ReH (イギリス 本 
部 ) 、Cuneiform (アメ リカ ) 、RecRec ( ス 
イス ) 、AYAA (フラ ンス ) 、No Man's Land 


(ドイ ツ ) 、Ambiances Magnetiques (カナ ダ ) 、 


Victo (カナ ダ ) 等 が その 主 な も の で す 。 


レコ メン ディ ッ ド ・ レ コー ズ ・ ジ ャ パン 
ロク ス ・ ソ ルス で は これ ら レ コメ ン デ ィ ッ ド ・ 
レコ ー ズ ・ グ ルー プ の レー ベル を は じ め と し た 
アヴァ ン ギ ャ ルド ・ ミ ュー ジッ ク の CD を 、 お 
求め や すい 価格 で 提供 する 通信 販売 サー ビス を 


行なっ て お り ま す 。 80 円 切手 5 枚 を 同封 の 上 、 


通販 カタ ログ を ご 請求 くだ さい 。 

[フレ ンチ ・ ロ ッ ク 関 連 タ イト ル ] 

[AYAAI 

GHEDALIA TAZARTES/Check Point Charlie 
KLIMPEREI/Tout seul sur la plage en hiver 
LARSEN RUPIN/A ban 

LOOK DE BOUK/Bec et ongles, etc. 
OCTAVO/Des pieds et des mains 


[ReR] 
ZNR/Barricade 3 

[Cuneiform] 

HELDON/Electronique guerilla, etc. 
PHILHARMONIE/Les elephants carillonneurs 
RICHARD PINHAS/lceland, etc 

[Rec Recl] 

FERDINAND ET LES PHILOSOPHES 
FRED & FERD/Dropera 

FRED FRITH & F-M.PESENTI/Helter Skelter 
[No Man's Land] 

FRANCOIS RIBAC/M.I.H.A. Opera 

PIED DE POULE/Indiscretion 

UN DRAME MUSICAL INSTANTANE/Urgent 


ググ 42 の の 人 の が 7 の (の /。 2 リグ 。W// 


[other label 

ALBERT MARCOEUR, ARMINIUS, ART 
MOULU, ART ZOYD, BRUNIFERD, 
BRUNO MEILLER, CARLOS ZINGARO, 
COLETTE MAGNY, DORA LOU, ETANT 
DONNES, ETRON FOU LELOUBLAN, 
FERDINAND RICHARD, FRANCOIS 
TUSQUES, GUIGOU CHENEVIER, 
HECTOR ZAZOU, JAC BERROCAL, 
JOELLE LEANDRE, JOSEPH RACAILLE, 
LES BATTERIES, LUC FERRARI, 
PASCAL COMELADE, PATRICIA DALLIO, 
PIERRE BASTIEN, PIERRE HENRY, 
RAYMOND BONI, SOIXANTE ETAGES, 
THIERRY ZABOITZEFF, etc.… 


ロク ス ・ ソ ルス  〒180 東京 都 武蔵 野市 吉祥寺 東町 1-23-20-208 (店 舗 は あり ませ ん 。 小 売り は 通販 の み で す 。) TEL.FAX. (0422)21-4758 





人 as 


アウ と ニコ 


六 イ タリ ア 盤 、 フ ラン ス 表 の 在庫 は 日 本 随 一 
補 英 語 較 は 取扱 っ て お り ま せん 
@ 通 版 リ スト ご 希望 の 方 は フラ ンス 、 イ タリ 








EUROPEAN POPS & 
EASYLISTENING MUSIC 


ASA BIAINC 


全う (づら どう どら ど ) 己 コス ど らら 


営業 時 間 /18:00 一 0:00( 日 奈 晶 18:00 一 18:Q0) 
s 定 休 曰 / 毎 週 水曜 日 ご 土 ・ 日 を 除く 祝 奈 晶 


ダイ カン プラ ザ 51 号 (5F ) 






生 新 宿 








bo 2 イー ジー リス ニン グ の うち ご 希望 の ジ 
肥 | ャ ン ル を お 書き に な り 、80 円 切手 各 ら 枚 を 














下記 住所 に 。 
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T16 ヨ 新宿 区 高田 馬場 1-31- 





AUA7C $ALES METWOAK 


72g707 の ンプ M77 が 7 の 7 
廃盤 、 貴 少 盤 の 専門 店 // cmmwmy 


@ | 一 避 力 月 に ] 回 カタ ログ 発行 。 
@ ご 希望 の 方 は 3B0 円 を 郵便 振替 (東京 5 -1911656 プロ グレ ッ シ ヴ ・ ア ー テ ィ ス ト 
リー) で 振込 むか 、 切 手 90 円 を 4 枚 同封 の 上 で ご 請求 下さ い 。 (申込 方 法 が 変わ 
り ま し た 。 御 注意 下さ い 。) 
人 @ 廃 盤 、 プ ログ レ し 高価 買い 取り 致し ます 。 (10 枚 以上 出張 又は 送料 も ち で 買 
い 取 り ま す 。) 
※ 都 営 新宿 線 船堀 駅 に 業務 係 設置 / 
不在 の 場合 あり ます の で TEL 確認 の 上 、 ご 来店 下さ い 。 (東京 都 江戸 川 区 船 
堀 4- 9 -P3 サン ハイ ツ 船 堀 10] ブ プログレッシヴ ・ ア ー テ ィ ス トリ ー 業 務 係 ) 


4C だ 人 ぴ び A7 わ 万 


人 @ 掲 載 以 外 の 号 は 売切れ で す 一 年 分 (6 冊 ) の 購 眺 料 9.060 円 (送料 込 ) 

人 送料 は 一 人 冊 の み の 場合 310 円 2・3 樺 は を 現金 書留 、 郵 便 為 替 、 郵 便 振替 (00170- 
380 円 、4 冊 は 450 円 、5・6 代 は 520 円 、7 僅 7-27224 : マー キー ムー ン 社 ) に て 御 送金 
は 590 円 、8 冊 は 660 円 で くだ さい 。 

@ お 近く の 書店 ・ レ コー ド 店 で お 求め に な れ 介 送 金 後 2 週間 以内 に 本 が 届か な い 場 合 は 
な い 場 合 は 、 定 期 購 読 を お 勧め し ます 。 御 連絡 くだ さい 。(Tel.03-3954-2055) 





マー キー の 別冊 発売 中 / 


ウ ク 信 感 」「HISTOHY DF JAP'S 
来 RSIVE ROCK 
1870-1880」 


ヌメ X ロ ウエ 
税込 定 価 \3600 送料 \390 
TEL & FAX 


〒134 東京 都 江戸 川 区 宇 評 田 町 1245 一 29 
ロコ ー 昨 選 紀 ヨコ = 日 4 


1245- 29 Ukitq-cho, Edogawq-ku, Tok yo 134 


037 \1,200 

特集 91 アーティスト ・ カ 
タロ グ / オ ー ル ・ ア バウ ト ・ イ 
ヴ / デ イヴ ・ ス チュ ワー ト / キ 
ャ ラヴ ァ ン / ソ ー ニ ャ ・ ク リス 


048 \1,200 051 \1,200 

特集 : マグ マ [ イ ンタ ビュ | 特集 STEP ACROSS THE 
ー、 レ ビュ ー 多 数]/ イ ンタ ビ BORDER[Cuneform レ ー ベ 
ュー[ イ アン ・ ア ンダ ー ソ ン 、 
ファ ウス ト 、 マ ー ク ・ ナ ウシ ー 
フ 、 ラ ルフ ・ ヒ ュー ベル ト ]/ 
マジ カル ・ パ ワー・ マ コ / カ ン ク ジェ スロ ・ タ ル 、 フ レア ー ク 、 
タ ベ リー・ フ ァイル ズ : クリ リシャール ・ ピ ナス ]/ パ ンコ / 
ス ・ カ トラ ー/ ザ バダ ッ ク 他 エニ ッ ド / エ ニワ ンズ ドー ター 


049 \15200 052 \1.200 
PROGRESSION . 音楽 の 特集 70'5 イ タリ アン ・ ロ ッ 
行動 (金子 飛島 、 大 友 良 英 、 ク [ イ タリ アン ロッ ク 集 成 
GHOST、TIPOGRAPHI 補 追 / イ ンタ ビュ ー : A・ ソ 
CA、BONDAGE FRUITS〕 レン ティ 、A・ ラ ディ ウス ]/ ラ 
/ ユ ー ロ ピア ン ・ ロ ッ ク ・ コ レク シュ / ペ ンド ラゴン / カ トリ 
ショ ン ・ ア ンコ ー ル / ヴ ォ イ ス ー ヌ リベロ /CMP/BACK. 
プリ ント ・ レ ー ベ ル / フ ォ ー カ GROUND レ ー ベ ル / 古 守 
ス / ベ ルナ ー ル ・ パ ガ ノ ッ テ ィ 旭 夫 / 山 塚 アイ 


ml 議 050 \1,200 053 \1,200 
特集 シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ MV ライ ー ト [ マ ド レ デ ウ 特集 STEP ACROSS 
ク 最 前 線 [後編 日 本 、 ア 間 還 スパ ド シア ター/ ヴ ィ THE BORDER[ ニ ュー ョ 
| メリ カ 大 陸 / セ > エナ ]/ イ ンタ ビュ ー[ ド リー ー ク 、 ニ ッ テ ィング ・ フ ァ ク トリ 

ムシ アタ ー]/ チ ャ ー ル ズ ・ 周辺 ]/ サ グラ ド / ヴ ィ ジ 

ヘイ ワー ド / マ フィ ンズ / 美 プル ・ ウ ィ ン ド / マ リリ オン / ア 

狂乱 / サ ムラ ・ マ マス ・ マ ン ンジ ュ / ギ リ シ ャ の 音楽 / 金 
間 ナ / カ ル メ ン / シ ル ヴ ィ アン & 子 飛島 / 佐 藤 通 弘 / デ ヴィ 
ッ ド トー ン 


054 \1,200 
特集 PINK FLOYD/ ビ ー 
ター・ ガ プリ エル / 平 沢 道 / 

則 セン ス オ ヴ ワン ダー/ ゴ 
ー ル デン : ア ヴァ ン ギ ャ ル 
ド /POU FOU/ ジ ョ ン ・ ロ ー 
ズ / ジ ョ ン ・ エ スリ ッ ジ / ス テ 
ィ ー ヴ ・ ハ ケッ ト /GOLDEN 
BOUGH 他 


055 \1,200 
PICNIC SPECIAL/ ピ ンク ・ 
フロ イド / シ ェ ラ ザー ド / ジ ョ 
ン ・ エ スリ ッ ジ ②/ カ ヤッ ク / 
プロ ビデ ンス /AUSIA/ 吉 
田 遺 也 / ア ルター ド ・ ス テイ 
ツ / プ リティ ッシュ ・ フ ォ ー ク 
女性 ヴォ ー カ ル / ケ ン ソ ー/ 
メコン ・ デ ル タ 


了 軒 056 \1.200 
J 還 。| キン グ - ク リム ゾン [R. フ リッ プ ・ 


較 イン タビ ュー]/ マ リリ オン / 
フィ ッシュ / 新 月 / ス テッ プ ・ 
アク ロス ・ ザ ・ ポ ー ダ ー5[ コ 
ン ヴ ェ ン タム と その 周辺 ]/ 
デヴィ ッ ド ・ ク ロス ・ イ ンタ ビ 
ュー/ ク リス ・ カ トラ ー/ ペ ッ 
| か ポー ョ ラ / 他 


ル の 概要 と 主要 アー ティ ス 
/ ロ バー ト ・ フ リッ プ ・ イ ンタ ビ 
ュー/ ラ イヴ リー ト [ ザ バダ ッ 


038 \1,200 

特集 : アシ ッ ド [ ヨ ー ロ ビア 
ン & ア メリ カン ・ ア シッ ド ・ カ 
タロ グ 、 サ イ バ ー・ バ ンク 
他 ]/ フ ラン シス ・ ダ ナリ ー/ 





ッ 
バー/ ア ン デ ィ ・ ワ ー ド / ア ー 
旧 ス & フ ァ イ ア ー 


047 \1.200 


ス ・ バ ー ネ / ア モン ・ デ ュー 
ル / バ パス カル ・ コ ムラ ー ド / 
ベン タン グル 





フリ ッ ズ 














胃 有 
NIIOUU 補 MEW ELASES SS 


3-15-18 Shimo-Ochioi ROCK. PLEASE SEND US YOUR UNKNOWN 
VN Tokyo 161 MATERIALS. WE MAY INTRODUCE THEM 
JAPAN 03.954.2055 IN JAPAN. WE ARE LOOKING FORWARD 


MO EMB ゴ / D E CEMBER TO YOUR CONTACT. THANKG. 


ルル | SHINGETSU り 


科学 の 夜 IKagaku No Yoru 

「 赤 い 目 の 鏡 」 が 大 好評 だ っ た 新 月 。 新 た な る 探索 の 結果 、 さ ら 
に クオ リティ ー の 高い ライ ヴ 音 源 を 発見 。 そ の 中 に は 「 赤 い 目 一 」 
に も 収録 され な か っ た 曲 も 混じっ て いま す 。 そし て 前 回 時 間 の 関 
係 で 収録 され な か っ た 名 曲 「 せ め て 今 表 は 」。 加 えて スタ ジオ ・ テ 
イク の 未 発表 音源 等 も 調査 中 。 と いう わけ で 、 ア トラ クティ ヴ な 新 
月 ファ ミリ ー の 未 発表 音源 を セレ クト し た 本 作品 は ファ ン に は 素 
晴らし い ク リス マス ・ ブ プレゼ ント と な る こと で し ょ よう 。 日 本 的 な 感性 
と 級 密 な 曲 構成 が 調和 し た 新 月 は 、 古 典 で あり な が ら 、 尚 、 孤 高 の 









時 は 70 年 代 。 潜 伏し た 導 の エナ ジー が は じ け 飛ぶ か の 地 に 放 
いて 、 カ リス マ の 泉 と 角 骨 同 盟 の 小西 の P 人 に よっ て 結成 され た 
ダダ は 人 の イン スピ レー ショ ン の 呼応 に より 自由 な セッ ショ ン 
を 通し て カリ スマ ティ ッ ク な 音 空間 を 演出 し て 話題 と な っ て いま し 
た 。 こ の 作品 は 彼 等 の 全盛 期 の スタ ジオ ・ テ イク (全て 末 発 表 ) か 
ら セ レク ト さ れ た 正 に 妃 の 、 そ し て 真 の ダダ の サウ ンド を 今 に 伝 
える こと の で きる 作品 と し て ここ に アル バム 化 さ れ ま し た 。「 城 
壁 」 は '79 年 、 ダ ダ が 精力 的 に ライ ヴ 活 動 を 行なっ て いた 時 期 に 制 
作 さ れ 、 当 時 カセ ッ ト 作 品 と し て ライ ヴ で 販売 され て いた 幻 の 作 存在 と し て ファ ン の 意識 の 中 に 君臨 し て いま す 。 本 作品 の セー ル 
の 品 。 そ の 他 の 曲 も この 時 期 か ら キ ング より の デビ ュ ウ 作 の 時 期 に ス 如 何 に よっ て は 再 結成 も あり える や と いう 説 も あり ます 。 御 期 
BELLE ANTIQUE 481 制作 され た 作品 。 エル ドン / リ シャ ー ル ・ ピ ナス に も 通じ る 手法 と BELLE ANTIQUE 488 待 下 さい /( 尚 、55 号 の 広告 中 、 ジ ャ ケッ ト が この アル バム と 同じ 
\ ど , 晶 1 0( 税 抜 価格 ) さら に は 日 本 の アン ダー グラ ウン ド ・ シ ー ン の 持つ エネ ルギー \ ら どら, 月 1 0( 税 抜 価格 ) に な っ て お り ま す が 、「 赤 い 目 の 鏡 」 の ほう は ジャ ケッ ト が 変更 され 
1 月 日 発売 感 。 あ の 伝説 の ダダ の サウ ンド が 時 を 越え 、 今 、 こ こ に 避 り ます 。 1 に ) て いま す の で 御 買い 求め の 際 は 御 注意 下さ い ) 



























































































"de 年 に ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム を リリ ー ス し た 日 本 の チェ ン バ ー・ 
タイ プ の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ 、 イ ル ・ ベ ルリ オー ネ 。 セ 
ン セ イシ ョ ナル な あの デビ ュ ウ 作 は 日 本 国内 ば か り で な く ア メリ 
カカ や ヨー ロッ パ で も 大 き な 話 題 と な り ま し た 。 あれ か らら 年 。 彼 等 
は さら に スケ ー ル ・ ア ッ プ し 、 約 半年 に 渡る レコ ー デ ィング を 行い 
この セカ ンド ・ ア ル バ ム を 完成 させ まし た 。 こ の 種 を や ら せ た ら 日 
本 で 右 に 出る も の は いな いと 評判 の ベル リオ ー ネ が 恐ろし い 程 
に 進化 し て し まっ た 姿 が ここ に 収め られ て いま す 。 絹 密 な 構成 力 。 


長い 沈黙 を 破り 、 最 近 靖 力 的 な 活動 を 展開 し て いる マジ カル ・ 
パワ ー・ マ コ で す が 、 旧 音源 の 〇 ロ 化 ば か り で な く 、 新 し い 活 動 に 
御 注目 下さ い 。 こ れ は 今年 刀 月 に 東京 大 学 の 学 食 跡 に て 行なっ 
た ユニ ー ク な ライ ヴ 演 奏 を 収録 し た 作品 で す 。 フリ ー・ フ ォ ー ム な 
演奏 や プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 的 な アプ ロー チ が 散在 する パフ ォ 
ー マ ン ス で 、 実 験 的 で あり な が ら も どこ か 心 の 奥 に スト レー ト で 
まぎれ 込ん で いく よう な 同化 作用 が ある マジ カル ・ パ ワー・ マ コ の 
音楽 は 、 彼 の 心 の 奥 に 流れ る ロッ ク の 血 と 、 本 能 か ら ほ と ば し る 
































変 拍子 の 乱舞 。 そ ん な スタ ジオ ・ ワ ー ク を は み 出 し て し まう ライ ヴ 才能 の 流れ が 一 体 と な っ て 唯一 無比 の アイ デン ティ ティ ー を 誇 
人 時 の パフ ォ ー マ ンス に 於 ける ダイ ナミ ズム を 所 含有 し て し まっ た 示し て いま す 。 マジ カル ・ パ ワー・ マ コ は 八幡 書店 が 設立 し た 新 レ 
BELLE ANTIQUE 48 ヨ よう な 忠重 感 ユー ロ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン の の なら ず 、 今 、 日 本 の アン BELLE ANTIQUE 44 ー ベ ル の プロ デコ ユー サー と し て 自分 の 作品 を 含む G0 タ イト ル 租 
\ ど . 明 1 0( 税 抜 価格 ) ダー グラ ウン ド で 進行 し て いる 熱き 地下 水脈 の 数 々 を お 好み の \ ど 10( 税 抜 価格 ) を 続々 と 世に 送り 出す 為 に 現在 活動 を 行なっ て いま す 。 マコ の 音 
1 ど 月 1 日 発売 あな た に も 、 こ の ベル リオ ー ネ の セカ ンド ・ ア ル バ ム は 強く アピ ー 1 月 1 日 発売 楽 は 一 体 どこ へ 行こ うと し て いる の か 今後 の 動向 に も 御 注目 
ル す る こと で し よう 。 下さ い 。 
FE ゴ 報 ラグ ラロ ク / 神 々 の 戦い 長らく 廃 藤 だ っ た ニュ ー ジ ー ラ ンド の ラグ ナ ロ ク が 今回 500 枚 限定 で 再 プ レス し まあ 
本 \\.ED 1 月 15 日 完全 限定 発売 セバス チャ ン - ハ ー デ ィ ー に 肉 迫 する よう な メロ ー で 熱い シン フォ ニッ ク ・ サ ウン ド で す / 




















イト イス ラグ ナ ロ 多 9 イル ・ ト ロ ノ テイ ・ リ コル ディ ジョ セ ・ シ ッ ド カヤ ッ ク 
アル コレ ア 神々 の 戦い 魔法 の 恵 ウィ リア ム ・ ブ レイ ク の 幻影 10,000 光 年 の 果て マー リン 
BELE ANTIOUE 9485 BELLE ANTIOUE 9004 BELLE MNTIOUE 9478 MAHOUEE 9480 LP サ イズ ・ カ ヴァ ー ロ ロロ MAHOUEE 9479 
\8.350( 税 価格 \P.880( 税 抜 価格 ) \P.910( 税 抜 価格 ) \8.500( 税 抜 価格 ) 人 \2.500( 税 抜 価格 ) 
※1Bt/Pnd も 発売 中 で す MANOUEE 9452-W( ノ ー マ ル ) 
\8.800( 税 抜 価格 ) 





3 アー ティ スト / タ イト ル 


1003 ビブ リア / 天 地 息 BB ロイ スト ルト 
HB906 ロ TL geg8 イル ・ ベ ルリ オー ネ / イ ル ・ ベ ノル 
38d アン グラ ガル ド /1 プ 


9013 リフ ト / 因 考 の 洞窟 ・・・・・ 
gl15 ナイ トウ ィ ン ズ / ナ イト ウィ ンズ 
9016 タウ ラス / 夜 明け の 歌 

9117 アト ラン ティ ス ・ フ ィ ル / ラ 0 9453 ラ ・ セ コン ダ ・ ジェ ネジ シ / 絶 務 の 
デ 9455 フォ ン ・ ツ ァ ム ラ / ツ ァ ム ララ ナ > 
9118 コト 0 K コル ダン > オ ・ 94586 マン ティ コア / タ イム ・ ドウ ・ ママ 
1e0 アイ / 騎 .g0 9457 ヘレ ティ ッ ク /1884-BB・ 
9339 美 狂乱 / 風 魔 ( ラ イヴ VQI 選 9g458 フロ マー ジュ / オ ン デ 
9846 ダイ ス / ラ イヴ ・・*e・oeee 9459 フロ マー ジュ / オ フェ 
94680 マジ カル ・ パ ワー・ マ コ / ミ 











9456-N ジ ョ セ 






の カヴァー) 500 
RT 0002 年 の 時 (ンー マ yCOy 
800 




















263 サラ マン ダー/ 組 曲 " モ 
gg4 スプ リン グ / 早 春の 幻 DS) ドー スズ ツ ス ヘ u ト トド トト ドッ ッ ドッ ッッ ・ ッ ドー 
885 ダイ ス / 黙 示 角 の 四 人 の 御 使い 達 9348 ツァ ムラ ・ マ ンマ ス ・ マ ン ナ / 家 庭 の ひび 割れ ・ 









、B54 イリ ・ デ イ ・ 

8.880 94B1 70'S ウェ スト ・ ジ ャ バニ ー ズ ・ ロ ッ : の ウイ リア ム 。 プレ イク の 幻 能 ・・・・…ーーー ド ーー g.500 

マー キー/ ベ ル ・ ア ンティー ク で は で きる だ け 多 く の フ ァ ン の 方 に 素 晴 ら 

し い 作 唱 を お 届け で きる よう 、 販 売店 を 募集 し て いま す 。 輸 入船 店 / 国 内 〒181 東京 都 新宿 区 下落 合 3-15-18 弓 Y ビ ル 404 

一 | た ゴ 「/4 山 店 を 問わ ず 、 御 連絡 下さ い 。 月 、 選 一紀 度 卸売 り の リス ト を 発行 し こい ま マー キー/< ル : ア シテ ィ ー ク タク 
商品 販売 店 大 募集 / す 。 こ の 中 に は 、 上 記 の アイ テム 以外 に も 、 直 輸入 盤 等 も 扱っ て お り ま す 。 丁 選 L.03-3954-e0 ロ 55 ビビ AX.03-3954-9563 
= 
主要 販売 店 リス ト 


* マー キー/ ベ ル ・ ア ンティー ク の 商品 は 以下 の 主要 販売 店 で 入手 で きま す 。 通販 の 場合 は TEL に て 在庫 確認 の 上 、 代 金 十 送料 ( ] 枚 な ら 370 円 ) を マー キー 内 ベル ・ ア ンティー ク 係 まで お 送り 下さ い 。 














(東京 ) (関東 ) (関西 ) (東海 ・ 中 部 ・ 甲 信越 ) (その 他 ) 

新宿 レコ ー ド 08-3363-3669 足利 市 ヴィ ン テ ー ジ ・ レ コー ズ 0B4-4g-773B 大 阪 市 サパ ディス ク 06-647-07el 名 古屋 市 エイ ト 058-735-08BB 岡山 市 LP コ ー ナ ー 岡 山 086-81-1145 

ディ スク ・ ユ ニオ ン 各 店 03-3358-669] 上 尾 市 サウ ンド トラ ヴェ ル 048-775-1737 大 阪 市 ディ スク イン ・ な ん ば 店 0B-644-gB8P 沼津 市 シー ザー 0559-6-9070 倉敷 市 グリ ー ン ハウ ス 0864- 可 -310B 

(新宿 店 ) 千葉 市 山野 楽器 千葉 店 043-8P5-386] 京都 市 パラ ラッ クス ・ レ コー ド 075-344-0075 新潟 市 ディ スク ・ ガ レー ジ 065-e8B-54B0 広島 市 バッ クス テー ジ ・ レ コー ド 0Be-P4g-0DB9 

ピー ス ア イ ・ レ コー ド 03-3380-7338 川崎 市 新星 堂 神戸 市 ハッ クル ベリ ー 078B-33g-07B5 名 古屋 市 ディ スク ・ へ ヘヴン 058-B53-357] 徳島 市 メロ デ OBBB-53-5576 

プロ グレ ッ シ ヴ ・ (東北 ・ 北 海道) 京都 市 タワ ー・ レ コー ド 京 都 店 075-lg-705B 名 古屋 市 マス マタ ング ・ レ コー ド 05B-B5-045g 人 金沢 市 レコ ー ヤン グル 076-B4-3678 
アー ティ スト リー 03-5696-388] 仙台 市 ディ スク ・ ノ ー ト 08g-8eg-8B37 大 阪 市 パック トリップ ・ レ コー ド 0B-634-1757 津 市 マザー グー ス ・ レ コー ド 0588-Z5-5BB4 那覇 市 高良 レコ ー ド 店 098-B63-30B1 

マザー ズ < ル ヨー ド 03-34B1-1134 盛岡 市 ディ スク ・ ノ ー ト II86-54-1153 京都 市 コン フォ ー ト 075-701-B434 浜松 市 人 ハマ ラジ 058-448-1133 

カー デジ シャ シェッド 08-5388-B7l 仙台 市 レコ ロー ド ・ ギ ャ ラリ ー De-gl-50B 大 阪 市 フォ ー エ ヴァ ー(3) 06-31-1B63 松阪 市 村 林 楽器 店 0588-gI-1030 

山野 楽器 本 店 (銀座 ) 08-5e50-10B7 札幌 市 グル グル Il-71-01B6 京都 市 ジョ ー ズ ・ ガ レー ジ 075-78e-B530 


オシ ステ ー ジ < ヤマ フ 08-3881-4763 仙台 市 グレ ー ト ミュ ー ジ ッ ク 宮 町 店 DPP-PP-191P 
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枯 避 世 還 で らら こつ 針 [Keo ok の 針 ] 





史 似 屋 Co( ら cc こつ F [を eo opt 針 ] 





